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時の 動き 1972 
1972 

10. 19 フ イリ ッ ピンの ルバン グ 島で 
元日 本 兵 発見 さる。 S ち 合い 
で ひとり 死亡， 小 野 田 元 小尉 

は 逃亡。 

10.28 中国の パンダが 羽田 着， 上野 

動物園へ。 
11.6 北陸 トンネルで 列車 炎上。 死 

者 30 人， 重 軽傷 者 719 人 二 
11.7 米国 大統領選挙。 ニクソン 氏 

再選 さる。 
11.23  ニカラグアの 首都 マナグアで 

大地震。 死者 推定 1 万 8000 人。 
12.10 総選挙。 日本 共産党， 第 3 党 

となる。 

12.28 アラブ ゲリラ， タイの ィ' スラ 
エル 大使館 占拠。 

1973 

1.22 米国 最高裁， 妊娠中絶 手術 を 
認める。 ヨルダン 航空機， 着 
陸に 失敗。 死者 172 人。 

1.27 ベトナム 和平協定 調印 さる。 

2.1 浅 間 山， 12 年 振リに 爆発。 喷煙 
数 km に 達し， 茨城県に も 降 灰。 

2.20  ニューヨークで 大 停電。 3 時 
間， 都市 機能 マヒ。 

3.1 パレスチナ ゲリラ， スー ダン 
のサゥ ジァ ラ ビア 大使館 を 占 
拠。 23 日に は 米国 大使ら 3 人 

を 射殺。 
4.  6 —  第 143 回 年次 総 大会。 
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シ オンの ステーキ 部 を 

堅く せよ 

大 管長 

ハロル ド • B  • リー 


きょうこう して 皆さんと お会いで 
き 心から 喜んでい る。 また 世界 各地 
で この 放送に 耳 を 傾けて いる 方々 に 
も 心 か ら 歓迎の 意 を 表わしたい。 

1973 年 4 月 6 日と いう 日 は， 特に 
意義深い 日で ある。 それ は， この 日 
が この 神権 時代に おける 末日 聖徒 ィ 
エス' キリス 卜 教会の 設立 を 記念す 
る 日で ある という こと だけで はなく, 
私たちの 救い主で あり， 主で ある ィ 
エス' キリス 卜の 生誕 を 祝う 日で も 
あるから である。 ジ ヨセフ 'ス ミス 
は， この 同じ 4 月 6 日に 与えられた 
啓示 を 次の よ う に 記録して いる。 

「この 末の 代に おける キリ ストの 教 
会の 起り はこれ な り 。 而 して 時 はわ 
れらの 主， われらの 救い主なる イエ 
ス' キリストが， 肉 身 を 以て この 世 
に 来 りたまい てよ り 千 八 百 三十 年に 
じて 第 四の 月すな わち 四月の 六日， 
神意と 神 命に よりて， わが国の 国法 
に 従い 正式に 組織 創立せ られた 
り。」 （教義と 聖約 20  ： 1) 

この 時 以来， 教会の 年次 総 大会が 
毎年 4 月 6 日 を 含む 数日 間 開催 さ れ 
る ことが 伝統と なって いる。 

2 年後， また 別の 啓示が 与えられ 
た。 この 啓示 は， 当時で も 重要な 意 
味 を 持って はいたが， 今日 増加の 一 
途を たどる 教会員た ちの 要求 を 考え 


てみ る 時， 一層 大きな 意味 を 持つ も 
ので ある。 今日， 私 はこの 聖句を 引 
用して， 私の 説教 を 進めたい と 思う。 

「すなわち シ オン は その美と 聖とを 
増し， その 境域 は 拡がり その ステー 
キ部は 堅う せられざる ベから ず。 わ 
れ 誠に 汝 らに告 ぐ， シ オン は 起ちて 
その美し き 衣 を 着けざる ベから す 
と。」 （教義と 聖 約82  ： 14) 

この 聖 句に 使われて いる シ オン と 
いう 言葉 は， 疑いな く 教会の こと を 
意味して いた。 当時， 教会 は 設立 さ 
れ たばかりで， これから 発展しょう 
と している 小さな 団体に しか 過ぎな 
かった。 しかし， やがて 教会 外の 敵 
から 冷酷な 仕打ち を 受けた 教会員た 
ち は， 主が 「シ オンの 地」 として 指 
定 された ミズーリ 州 ジャクソン 郡に 
集合す るよ う 指示 を 受けた。 

こ う して 数々 の 困難と闘つ ている 
初期 の 教会員 た ち の 行 く 末 を 暗示す 
るかの ように， 主 は， また 他の 啓示 
で 次の よ う に 言われた。 

「故に， 誠に 主 かくの 如く 言う。 シ 
オンよ 喜べ。 そ はこれ こそ シ オン， 
すなわち 『心の 清き 者』 なれば なり。 
この 故に シ オンよ 喜べ。 一方， すべ 
て 悪しき 者 は 悲しまん。」 （教義と 聖 
約 97  ：  21) 

この 「シ オン」 という 名称に ふさ 


わしくなる ために， 教会員 は， 黙示 
者 ヨハネ が 義人の 住む 聖 なる 都が， 
夫と なる 神の 小羊の ために 花嫁の よ 
う に 着飾って いるの を 示現で 見て 記 
録 している ように， 自分自身 を 夫 を 
迎える ために 着飾る 花嫁と して 考え 
なければ ならない。 この 黙示録の 中 
に 描かれて いる 関係 こそ， 丁度， 妻 
が 夫の ために 美しい 衣で 着飾る よ う 
に， 私たちが 主に 受け入れられる 者 
となる ため， 主が 私たち 教会員に 望 
んで おられる 関係な ので あ る 。 

主の 民が， 神の 目から 見て 充分 受 
け 入れられる に 値す る 者と なって 生 
活 する ための 規範 は， 今， 私が 引用し 
た聖 句に 示されて いる。 教会員 は， 世 
の 人々 の 前に その美 を 増し， 内面的 
な 麗し さ を 堅持し なけれ はならない。 
世の 人々 は， その K しさが 神聖 さに 
反映し， その 神聖 さから 生ずる 固有 
の 性質 に 反映す る ものである こと を 
知る であろう。 義人と 心の 清い 者が 
住む シ オン は， 今 その 境域 を 広げ 始 
めな けれ はならない。 シ オンの ステ 
一 キ部は 堅 く 強められなければ な ら 
ない。 これ は 皆， シ オンが 全世界の 人 
々に 救いの 計画 を 推し 進める に 当た 
つて， ますます 勤勉になる ことによ 
つて 輝き を 増し， 立った めで ある。 

まだ 教会が その 揺籃期に ある 時， 


主が 教会員 は ひとつと なる よ うにと 
言われた ため， 人々 は ひとつ 所に 集 
合しよ う と した。 主 は， この 時， い 
ずれ 初期の 集合 地に は， こ う した 人 
々 に 見合 う だけの 土地が 無 くなる 時 
が 来る であろ うと 告げられた。 次の 
よ うな 主の 言葉が ある。 

「わが 教会 は， 末の世に 於て 須 らく 
末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会と 称 
えらるべし。」 さらに 次の 戒めが 続く。 

「汝ら 起ちて 己が 光 を 輝かせ。 これ 
汝らの 光 よろずの 国民の はた じる し 

とならん ため …… 。」 （教義と m 約 115 
： 4,  5) 

ここで 明確に 推論で きる こと は， 
この 時代に おける 主の 教会の 出現 は， 
次の よう な 古代の 予言の 成就の 始ま 
りで あると いう ことで ある。 

「主の 家の 山 は， もろもろの 山の か 
しらと して 堅く 立ち， もろもろの 峰 
よりも 高く そびえ， すべて 国 はこれ 
に 流れて き， 多くの 民 は 来て 言う， 
『さあ， われわれ は 主の 山に 登り， 
ヤコ ブの 神の 家へ 行こう。 彼 は その 
道 を われわれに 教えられる， われ わ 
れは その 道に 歩 も う』 と。 …… 」 （ィ 
ザャ 2  ：  2,  3) 

こ う した 一連の 啓示の 中で， 主 は 
ステー キ 部と 呼ばれる 教会の 組織 単 
位に ついて 語って おられる。 私たち 
と 信仰 を 同じく しない 人々 は それ を 
司教 管区と いう 風に 考えて いる。 こ 
れら のュニ ッ 卜 は， 次に 挙げる よ う 

な 根本的な 目的の ために， 組織され 
たもので ある。 その 第一の 目的 は， 
見える もの， 見えざる もの を 問わず， 
主の み 業 を 妨げる 敵に 対する 防御で 
ある。 

使徒 バウ cM±， 私たちが 注意 を 怠 
つて はならない 敵に ついて， 次の よ 
う に 語って いる。 

「わたしたちの 戦い は， 血肉に 対す 
る もので はなく， もろもろの 支配と， 
権威と， やみの 世の 主権者， また 天 
上に いる 悪の 霊に 対する 戦いで あ 


る。」 （エペ ソ 6  ： 12) 

これらの Sl^ は， 「暴風雨の 避 所と 
なり， 憤りの ありのままに 全地に 注 
がるる 時に 一つの 避 所と もな らんた 
め」 （教義と 聖約 115:  6) に 存在す 
ると 前述の 啓示に 述べられ ている。 

この 神権 時代に 入って 以来 与えら 
れて き た 一連の 主の 啓示の 端 書 き の 
中で， 主 は， 次の ような 重大な 警告 
を 与えられた。 私たち はこの 警告 を 
片時 も 忘れて はならない。 1831 年に 
与えられ たこの 予言 的な 警告の 目的 
は， 主の み 言葉の 中に 明らかで ある。 

「すべての 人々 をして その 日の 速に 
来る を 知らし めんと 思えば な り 。 而 
して 地よ り 平和の 取り去られ， 悪魔 
自 らの 領土 を 支配す る 時 はなおい ま 
だしと いえ ども 今や 近き にあり。」 
(教義と 聖約 1 ： 35) 

この 警告が 与えられてから 142 年 経 
た 今， 私たち は， 確かに 現在の 荒廃 
振り を 目撃して いる。 現代 は， サタ 
ン がみず からの 領土 を 支配して いる 
時で ある。 この サタン は， 救い主が 
この 地上に おられた 時， 「この 世の 
君」 とも 「あらゆる 義の 敵」 と も 言 
われた ほどの， 強大な 力 を 持って い 
る。 

今 述べた よ うな 恐ろしい 予言 や， 
その 予言の 成就の 証拠 は 今日， 私た 
ちの 前に 歴然として いるが， 同じ 啓 
示の 中で， 主の み 業 を 破壊し ようと 
する サタンの 計画 を 打ち砕く ために， 
さ らに大 いなる 力が 与えられ ると 約 
束が されて いる。 主 はこ こで， いと 
高き 神の 聖徒た ち， すなわち 主が 
「シ オンの 民」 と 呼ばれた 心の 義し 
い 人た ちと この 約束 を 交わして おら 
れる。 次の 聖句は 主の み 言葉で ある。 
「され ど 主 もま た その 聖徒 ら を 支配 
し， その 真中に ありて これ を 統治せ 
ん。 而 して ィ ヅ ミ ャ， すなわち この 
世に 下る 審判の ために 天よ り 降り 来 
らん。」 （教義と 聖約 1 ： 36) 

この 聖 句 は， 主が 弟子た ちに， こ 


の 世 的な こと を 警戒す るよ う 言われ 
た 時の 言葉 と 同様な 意味で 述べ ら れ 
たもので ある。 主 は 弟子た ちに， 世 
にあっても 世に ある 罪から は 身 を 守 
ら なければ ならない と 教えられた。 

天地創造 以来， 今日 ほど， 主が そ 
のみ 業 を 破壊し よ う とする 悪魔の 支 
配 を 許して おられ， また 義の 業の 完 
全な 崩壊 を 救おう と している 義人の 
中に あっても， 御 自分の 力 を 現わ そ 
う と されない 時 はない と 思う。 

今日， 私たち は 次の ような 主の 約 
束 を 目の当たりに している。 それ は, 
「も し汝ら 誠心誠意 わが 光栄 を顕さ 
ん とすれば」， 主が 予言者 モー セに言 
われた ように， 「人に 不死 不滅と 永遠 
の 生命と を もたらす」 という 約束で 
あり， さらに 「汝ら の 全身 光明に 充 
たされて 汝らの 中に 暗黒な く， その 
光明に 充ち たる 体 はすべ ての 事を理 
解 せん」 （教義と S 約 88:  67) という 
約束で ある。 

また 次の よ うな 主の 約束 も 与えら 
れ ている。 「見よ， みよ， われ 汝らの 
羊 群 を 護り， 長老た ち を 起して 彼ら 
に 遣わさん。 見よ われ その 時期に 於 
ける わが 業 を 急ぐべし。」 （教義と 聖 
約 88  ：  72,  73) 

今日 私たち は， 主の 聖徒た ち， す 
なわち 教会の 会員た ちの 間にあって， 
主の み 手の 働き を 目撃して いる。 こ 
の 神権 時代に おいて， いやお そらく 
は， 今 だかって どの 時代に おいても， 
今日 この 教会の 会員の 間に 感じられ 
る ほ どの 緊迫 感が感 じられ たこと は 
なかった であろう。 教会の 境域 は 現 
在 広がりつつ あり， その ステーキ 部 
も 堅く されつつ ある。 教会の 設立 後 
間もなく， 聖徒た ちの 集合す る 特別 
の 場所に 関する 啓示が 与えられ， 主 
はこの 集合 地が 変えられる こと はな 
いと 言われた。 だが それと 同時に， 
次の ような 条件 も 付けられた。 

「され ど， ついに 聖徒 を容 るる 余地 
なき 日 来らば， その 時 はわれ 彼らに 
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指定すべき 他の 場所 あり， 而し てこ 
れらの 地はシ オンの あげ 幕 または シ 
オンの 力と なる ために ステーキ 部と 

呼ばれん。」 （教義と 聖約 101 ： 21) 

昨年 8 月 メキシコ . シティ 一地 域 
大会に おいて， 十二使徒 評議員 会の 
ブルース •  R  • マツ コン キー 長老 は, 
示唆に 富んだ 説教の 中で この 主題に 
関して 述べて いる。 私 は， その マツ 
コン キー 長老の 説教の 中から 少し 引 
用したい と 思う。 

「 こ の 栄光に 満 ちた 回復と 集合の 時 
代に ついて， ひとりの ニーフ アイ 人 
予言者 は 次の よ う に 言つ た。 『主の 誓 
約 と は 主が ィ ス ラエルの 全家と 
結びた も うた もので あり， また …"- 
ユダヤ人が 神の 真の 教会と 羊の 群に 
再び 復 され， その 受け 嗣 ぎの 地に 帰 
して 集められ そのす ベての 約束の 地 

に 住む 日が くる。』 （ II  ニーフ アイ 9 
： 1,2) 

私 はこ こで， この 聖 句に 述べられ 
ている 事柄に 注目 していた だきたい 
と 思う。 すなわち， イスラエルの 集 
合と は， 真の 教会に 加入し， 真の 神 
と 救いの 真理 を 知る よ う になる こ と 
であり， あらゆる 国々， あらゆる 人 
々の 中に あって 聖徒た ちの 会衆と と 
もに 神 を 礼拝す る ことで ある。 この 
啓示され たみ 言葉 は， 主の 羊の 群， 
受け継ぎの 地に 集められる イス ラエ 
ル， そのす ベての 約束の 地に 打ち 立 
てられる イスラエル， かつまた， 主 
の 再臨の 折， あらゆる 国語 を 話す あ 
ら ゆる 国々 に， あらゆる 人々 の 中に， 
主の 聖 約の 民で ある 会衆が いる とい 
う こと を 述べて いる ことに 注意して 
いただ き たい。」 

さらに マッコ ン キー 長老 は， この 
説教の 結びに， 教会 を それぞれの 国 
々で 打ち立てる ために， 地元の 指導 
者 を 教育し， 訓練す る ことが 大いに 
必要で あると， 声を大 にして 述べて 
いた。 

「メキシコの 聖徒の ための 集合の 地 


は メキシコ にあり， グアテマラの 聖 
徒の ための 集合 地 は グアテマラ にあ 
る。 また ブラジルの 聖徒の ための 集 
合の 地 は ブラジル にあり， これが 同 
じ 意味で 全世界の 規模にまで 広がる。 
日本 は 日本の 聖徒の ために あり， 韓 
国 は 韓国の 聖徒の ために ある。 また 
オース トラ リア は オーストラリアの 
聖徒の ために あり， あらゆる 国々 は， 
その 国の 民の ための 集合の 地で ある。 

次の よう な 質問が 幾度 も 発せられ 
る 。 「他の 数多 く の 教会が 衰退の 一途 
をた どって いる 今日， この 教会が 驚 
くべき 発展 を 遂げて いるの はどうい 
う こ となの か。」 

教会が 日々 発展 を 続けて いる こ と 
を 説明で きる ような 要素， 要因 は 数 
多く あるが， 私 は， ここで はほんの 
少し だけ 例 を 挙げて， こ う した 質問 
をす る 人々 の 一考に 付したい と 思う。 

この 教会が 「ユタの 教会」 である 
ヒか, 「アメリカの 教会」 であると 力 > 
考える 人 はも はやい ない。 教会員 は， 
今日 全地に 満ちて， その 数 は 78 力 国 
に 及び， 現在 17 力 国語で 福音が 教え 
られ ている。 

今日， 私たちが 直面して いる 最大 
の 問題 は， この 異常な ほどの 膨張 を 
続ける 教会員 を どうす る 力、 という 
ことで ある。 無論， 教会の このよ う 
に 広範な 発展 を 私たち は 心から 喜ぶ 
もので は あるが， この 発展 は 同時に， 

数多くの 問題に 対して， 教会の 指導 
が 後手に 回らない よ う にす るた めの 

数々 の 大きな チヤ レンジ を はらんで 
いると も 言える。 

こ う した 状況に 対応す るた めの 計 
画 を 立てる に当たって 教会の 指導者 
たち は， 常に ふたつの 根本的な 原則 
に 導かれて いる。 最初に 人の 注意 を 
引き 関心 を 持たせる と 思われる の は， 
世の 創造の 前に 定められた 救いの 計 
画と いう 根本的な 原則で ある。 これ 
は 全人 類の 鎖い のた めで あり， この 
神権 時代の 予言者た ち に 啓示 さ れて 


いる 事柄で あり， 決して 変わる こと 
のない ものである。 かって 使徒 バウ 
口が したよう に， 今日 私たち も 次の 
よ う に 宣言 しょう。 

「しかし， たとい わたしたち であろ 
うと， 天からの 御 使で あろうと， わ 
たした ち が 宣べ伝 え た 福音に 反す る 
こと を あなたがたに 宣べ 伝えるなら， 
その 人 は のろわるべき である。 

兄弟た ちょ。 あなたがたに， はつ 

きり a つてお く。 わたしが 宣べ 伝え 
た 福音 は 人間に よ る もので はない。 
わたし は， それ を 人間から 受けた 
ので も 教えられ たので もな く， ただ 
イエス. キリスト の 啓示に よ つ たの 

である。」 （ガ ラテャ 1 ： 8, 11, 12) 

なぜ 教会が 着実に 発展して いるの 
か を 尋ねる 人々 に 答えよ う とするな 

らば 第一の 根本的な 理由 は， 私たち 
は 教会の 根本的な 教義 を 教え るに 当 
たって 首尾一貫して きたから である， 
と 答える ことができよう。 私たちの 
信仰箇条 は 次の よ うに 宣言して いる。 

「われら は， すべて 神の これまでに 
啓示した まいし こと， すべて 今 啓示 
したもう こと を 信じ， なお 今より 後， 
神の 王国に つきて 多くの 偉大に して 
重要なる こ と を 啓示した もうこと を 
信ず。 （これに 「教 う」 と 加えても よ 
いだろう）」 （信仰箇条 第 9 条） 

この 神権 時代に 主が 与えられた 啓 
示の 内， 最も 初期の 啓示の ひとつに， 
当時 存在した 数多くの 教会の 間に 混 
乱が あるの は なぜか を， 明らかにし 
た 啓示が ある。 主 は その 理由 を 次の 
よ う に 述べて おられる。 

「そ は 彼ら わ 力; 儀式よ り 離れ 去り， 
わが 永遠の 誓約 を 破 り たれば な り 。 
彼 ら は 主の 義を打 建てん ために 主 を 
求めず して， あらゆる 者お のが 心の 
ままに 振舞いお のれら の 神の 姿 を 求 
むれ ども， その 姿 は 人の 世の 像に し 
て …… 」 （教義と 聖約 1 ： 15,16) 

それゆえ， 新しい 回復が 心 要で あ 
つた。 主 は 次の よ う に 明確に 説明し 


て おられる。 

「さらば， 主なる われ， この 世に 住 
める 人々 に 襲い 来るべき 禍を 知れば， 
わが 僕ジ ヨセフ 'ス ミス （二 代 目） 
を 呼び 天よ り 語りて 彼に 誡命を 下せ 

また 地の 者 どもに も これ を 世の 人 
々に宣 ぶる 様 誡命を 与え たれ ど， す 
ベて こ は 予言者た ちの 記せし 事の 成 
就 せんがた めな り 。 …… 

され どこ は， あらゆる 人々 主なる 
神すな わち 世の 救い主の 名に よ りて 
語らん ため，  

完全なる わが 福音， 弱き者た ち 単 
純なる 者た ちに よ りて 世界の いや は 
てまで も宣 ベら れ， また 王と 統治者 
との 前に 宣 ベら れんがた めな り 。 

…… これらの 誡命は …… わが 僕ら 
の 理解 せんがた め， 彼らの 言葉ぶ り 
になら いて …… 与えられたり。」 （教 

義と聖 約 1 ： 17， 18，  20,  23,  24) 
教会 統一 運動に ついて 語る 人が い 
る 力；， この 運動 は 理論 上， あらゆる 
教会が ひとつの 普遍的な 組織の 下に 
集まる という ことで あると 考えられ 
る。 だが 本質的に は， この 運動に よ 
つて， 各 教会 は， その 根本的な 原則 
を 捨て去 り， まったく 漠然 と し た 組 
織の 下に ひとつになる の だとい う こ 
と を 考える 必要が ある。 その 結果， 
そうした 組織 は， イエス' キリスト 

の 教会の 始まり 以来， 統 的に 根本 
的な 教義 となって いた ものと は 似て 
非なる 原則 に 基づいた 組織 となって 
しまう ことであろう。 

主の 啓示 を 明確に 通解す るなら， 
ひとつに まとまつ た 普遍的 な 教会の 
基盤が 明確に 打ち出される であろう。 
その 教会 は， 人の 作った 信条に よつ 
て 実現で きる もので はなく， 使徒 パ 
ゥ 口が エペ ソ 人に 教えた ように， ィ 

エス' キリス 卜の 福音の 完全な 原則 
が 教えられ 実践され る 時に のみ， 実 
現 可能な ので ある。 使徒 バウ 口 は， 
教会と いう もの は 「使徒た ちゃ 預言 


者た ちとい う 土台の 上に 建て られた 
ものであって， キリスト' ィ エス ご 
自身が 隅の かしら 石で ある」 （エペ ソ 

2  ：  20) と 説明して いる。 

教会の 使命に ついても， 聖典の 中 
に はつ き り 述べられ ている。 

「而 して， この 末の世に わが 選びた 
る 弟子た ちの 口より， すべての 人々 
に 警めの 声 は 及ばん。 

この 故に， 主の 声 は 耳 ありて 聞か 
ん とする すべての 人々 に 聞かれん た 
め 地の果てにまで 及ぶ。」 （教義と 聖 
約 1 ： 4  ， 11) 

この 指示に 従順に 従うべく， 教会 
の 始まり 以来， 宣教師た ち は， 世界 
の あらゆる 国々 に 派遣 されて いる。 
今日， 宣教師の 数 は 著しく 増加して 
おり， しかも その 大部分 は 青年で あ 
り， この 人々 は， 子供の 時から 宣教 
師 として 奉仕し ようと， 召しに こた 
える 準備の ために 訓練 を 受けて いる 
人々 なので ある。 

教会 設立 当時， ほんの 一握り だつ 
た 宣教師 も， 今日で は 1 万 7 千人以 
上に も 達し， それぞれ 自費 か， もし 
く は 家族の 助けに よって， 2 年間 か 
それ 以上 自分に 与えられた 召しが 神 
からの ものである という 確信 を 胸に 
抱いて， その 使命の ために は， ひと 
た び 召 された ら 世界の ど こへ でも 赴 
く 覚悟 をして 奉仕に 務めて いるので 
ある。 

主の み 業の 進展に は， また 他の 理 
由 を 挙げる こと もで きょう。 それ は, 
おそらく， かって 世界で これほど 多 
くの 人々 が， 様々 な 込み 人った 問題 
に対する 解答 を 求めて いる 時代 はな 
かつ た， という こ とで ある。 

イエス. キリスト の 福音の 原則 は， 
決して 変わる こと はない が， 今日の 
世界の 要求す る 様々 な 問題に 対応す 
るた めの 方法 は， 時代の 要求に 応じ 
られる もので なければ ならない。 幸 
いなこと に， この 教会に 与えられた 
啓示で， 主 は 私たちが どのように 時 


代の 要求に こたえたら よいの か， そ 
の 指針と もい うべき もの を 示して 下 
さった ので ある。 救いの 計画 は， 人 
々のこの 世の 要求に いかに 対処 すれ 
ばよ いか， その 方法 を 明確に してい 
る。 教会 は 福祉 計画 を 通じて， 困難 
な 状況に ある 人々 を 見付け出し， 彼 
らに はこの 世の 救いの 計画と して， 
まず 第一に， 自活の 仕方 を 教える。 
主 は 家庭 や 結婚の 神聖 さ を 脅かす 恐 
るべき 影響力に 対抗す るた め， 家庭 
を 堅固に し， 両親た ちが 子供た ちに， 
正直， 貞節， 高潔， 節約， 勤勉な ど 
の 根本的な 原則 を 教える こ と がで き 
るよう 指針 を 与える ことにより， 力、 
きねを 設けられ たので ある。 

教会 は， 幼年期から 青年期， また 
青年期から 成人 期に 至る まで， あら 
ゆる 年代 層の 教会員の 要求に こたえ 
る ことができ るよう， 関心 を 払って 
いる。 

教会に は 落伍者 や 背教者 はいない 
のか どうかと いう 質問に は， 私たち 
はいつ も， 主の 種 まきのた とえ 話 を 
引き合いに 出す ことにし ている。 種 
まきが 種 を まきに 出て 行った， とい 
う あのた とえ 話で ある。 その 話の 中 
で， ある 種 は 良い 地に 落ちた が， 良 
い 地に 落ちた 種の 中で も， ある もの 
は 30 倍に， ある もの は 60 倍に， ある 
もの は 90 倍に 実 を 結んだ， という 部 
分が ある。 今日で も， 同じよう に， 
やや 活発な 会員 も いれば それよ り少 
し 活発な 会員 もい る。 また 教会の 活 
動に， 完全に 活発な 会員 もい る。 だ 
力;， 私たち は， 道 を 踏み外した 人々 
に 常に 援助の 手 を 差し伸べ ている し， 
そのような 人々 を 再び 活発に する た 
め， 日夜 努力して いるので ある。 

しかし， おそらく， 教会の 進展す 
る 最も 重要な 理由 は， この 神聖な み 
業に 対する 一人一人の 証であろう。 
そして， その 証 は， 教会員の 心の中 
で 加速 的に 強まって いく ものな ので 
ある。 つまり， 教会の 強さ は， 教会 
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員の 数で もなければ， 忠実な 会員た 
ちの 納める 什 分の 一 や 献金の 金額に 
よるので もな く， 礼拝堂 や 神殿の 大 
きさに よる もので もない。 ただ， 忠 
実な 教会員た ちの 心の中の， これが 
確かに 地上に おける 神の 教会で あり， 
王国で あると いう 揺るぎなし 、確信に 
よるので ある。 もし この 確信が なか 
つたなら， 私の 知っている ある 有能 
な 実業家が 言った よ う に， 「教会の 福 
祉 計画 は， 混乱 以外の 何物で もな く 
なって しまう であろう。」 同様に， 宣 
教師 活動 も 実 を 結ぶ ことが なく， 教 
会員 も 教会の 数多 く の 事業 を 財政 的 
に 支える ために， 私心の ない 貢献 を 
するとい う 点に おいて 忠実で なく な 
るであろう。 この 教会の 強さの 秘密 
は， ある 州立大学の 学生自治会の 会 
長 をして いる 学生の 手紙の 中に 読み 
取る ことができる ように 思える。 こ 
の 学生の 行状 は， 無論， 信頼に 足る 
もので あり， 次の 文 は 彼が 私に あて 
た 個人的な 手紙の 中から 抜粋した も 
ので ある。 

「この 国 を ajf^ しつつ ある 急進的な 
思想の 所産 として， 家族の 紗 という 
ものが 知識階級の 間で 無視され， 崩 
壊の 危機に ひんして います。 この 国 
は， 見たところ， 性教育， 堕胎， 産 
児 制限， ポルノ グラ フィ 一， ウー マ 
ンリ ブ， 同棲， 婚前交渉， 婚外交渉 
などの 諸問題の あくな き 攻撃 を 受け 
ています。 …… 」 

それから， この 若い 学生 指導者 は, 
手紙の 結びに， 次の ような 心温まる 
言葉 を 書いて くれた。 私 はこれ が， 
彼の 心の奥底から 出た ものである こ 
と を 知っている。 次の よ うに 書いて 
く れ たので ある。 


「リ 一大 管長， 私は大 管長に， この 
大学に 籍を置 く 末日 聖徒の 学生で， 
戒め を 守って いる 者 は 皆， 大 管長 を 
完全に 支持して いると いう こと を 知 
つていた だきたい と 思います。 私た 
ち は， 何ものに も 換えられない 大切 
な 結びつ きで ある 家族と いう もの を 
滅ぼそうと している 悪魔に 対し， 固 
く 立って， 果敢に 戦い をい どんで い 
る 立派な 指導者が いる， という こと 
を 神に 感謝して います。 また， 大管 

長が， この種々 3^ する 世の中 を 生 
き 抜こう とする 私たち 青年に とって， 
充分 理解で きる 方で あり， また 心 か 
ら 従ってい ける 方で ある こと に 感謝 
しています。」 

さらに， 立派な 大学生の 言葉 を 借 
りて 申し上げ るが， 私 も， この 教会 
の 強さ を 生み出し ている 根本的な 理 
由の 内の 最大の もの は， 神の 戒め を 
守って いる 人々 が， この 教会の 指導 
者 を 完全に 支持して いる ことで ある， 
と 確信して いる。 また， こうした 全 
会員の 一致した 支持がなければ， こ 
の 教会で も 時代の 様々 な 問題に 対処 
しつつ 前進す る ことな ど 不可能で あ 
ると いう こと が 容易に 理解で きる で 
あろう。 私たちの 念願 は， 教会の 全 
会員が こぞって 神の 戒め を 'ふ' る こ と 
であり， 世界の 安全 もこれ に 懸かつ 
ている。 神の 戒め を 守る 人 は， 教会 
の 指導者 たちの 教えに 従って 義の道 
を 歩む よ う 説かれて いる だけで はな 
く， その 人 個人の 行動の ために， 主 
の 「みたま」 の 導き を 受ける こと 力； 
できる ので ある。 教会員 は 皆， パブ 
テス マ を 受けた 時， ある 神聖な 儀式 
を も 受けた はずで あるが， これ は， 
神権の 権能に よってす ベて パブ テス 


マ を 受けた 会員に 施される もので あ 
る。 主が 言われた ように， すべての 
こと を 教え， すべての こと を 思い起 
こさせ， さらに は 来るべき ことまで 
も 示す 聖' Mi' の 賜で ある。 （ヨハネ 14: 
26 参照） 

これまで のこ とから はつ きりと 理 
解で きる こと は， 神 を 信じさせまい， 
教会の 指導者の 言葉に 従わせ まいと 
する 邪悪な 者の 手中に 落ちる 者が ひ 
とりもな いよう に， 全能の 神の 戒め 
に 従って 生活す るよ う 説き， 教え， 
正しく 導く ことが 教会の 指導者， 教 
帥た ちの 偉大な 責任で あると いう こ 
とで ある。 

私 はこの 業が 神の み 業で ある こ と 
を 知って おり， 神聖な 証 を 述べたい 
と 思う。 卑劣な 手段で 教会 を 攻撃 し 
ようとしたり， 粗探し をしたり， 世 
の 中での 教会の 影響力 を 損なう こと 
に 躍起に なって いる 敵 もい るが， こ 
の 教会 は 最後まで 耐え忍び， 時の 試 
練に 耐え 抜き， 主の み 業 を 阻もうと 
する 人間の あらゆる 奮闘 と 試みが 水 
泡に 帰す る 時， その 手中に 勝利 を収 
める ことであろう。 私 は， 主 イエス' 
キリス 卜が， この 教会の 頭で ある こ 
と を 知っている。 また 主が， 教会の 
高い 地位に いる 指導者 だけで はな く  ， 
神の 戒め を 守る あらゆる 会員と， 主 
のみが 御存じの 働き を 通し， 日々 交わ 
つて おられる こと を 知っている。 こ 
のこと を 心から 証 申し上げ， 教会の 
あらゆる 忠実な 人々 に， 世界中の 忠 
実な 人々 に 皆， 私の 祝 fe' を 残す 次第 
である。 主 イエス' キリスト のみ 名 
により， アーメン。 
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主の 力に すがる 


十二使徒 評議員 会 会員 


マ一 ビン • J • アシュトン 


今年の 冬 は 実に 厳しい もので あつ 
た。 数 週間 前の ことで ある。 当地 を 
襲った ひどい 吹雪で， 結婚す るた め 
ソル ト レー ク 神殿に 向かって いた 二 
人の 男女が 難渋 を 強いられ ていた。 
女性 は ソル ト レーク 盆地 内の 某所で， 
男性 は 市街 を はずれた 地点 で 立往生 
していた。 夜来の 大雪と 強風の ため， 
ハイウェイ が 通行 不能と なって いた 
ので ある。 参列者が や きもき しなが 
ら 待つ こと 数 時間， ようやく 友人の 
助け を 得て 二人 は 到着し， 夜半 前に 
儀式 は 予定通り 終了した。 

この 最も 大切 な 約束 に 間 に 合わせ 
るた めに 寄せられた 助けと 関心に， 
二人 は 言う に 及ばず 家族と 友人 も感 
謝の 気持ちに 満たされた。 この 友人 
を， かりに ビルと 呼んで おく 力；， 彼 
は 次の よ うに 心からの 感謝 を 述べた。 

「私たちの 結婚 を 可能に して 下さつ 
たす ベての 方々 に 心から 感謝 申 し 上 
げ ます。 私 は 皆さんが これほどの 悪 
条件の 中 を どうして 助けて 下さった 
のか 理解で きない ほどです。 私の よ 

う な 取る に 足らない 者 を。」 

ビル は 真心からの 謝辞 を 述べた に 
違いない。 しかし， 私 は ビルの 言葉 
に対して， 断固たる 気持ちで こう 答 

えた。 けれども 私の 愛 も 察して 欲し 

い。 「ビル， 私 はこれ まで 『取る に 足 


ら ない 人 J を 助けた こと は 一度 だつ 
てありません よ。 天父の 王国に は 
『取る に 足らない 人 J など 一人 もい 
ない のです から。」 

このよう に 人間の 真価 を 正しく 認 
識 しょ う と しない 風潮 を 改めて 実感 
したの は， その後 問題 を 抱えた ある 
夫人と 面接した 時で ある。 彼女の 結 
婚 生活 は 破局に ひんして いた。 夫と 
の 間に 立ちはだかる 壁 を 取り除 こ う 
と 懸命に 努力した が， 無為に 終わつ 
ていた。 彼女 は カウン セ リ ン ゲに時 
間 を 割いて くれた 監督に 感謝して い 
た。 ステーキ 部長 も 忍耐強く， また 
彼女 を 理解し ようと 努め， あらゆる 
こ と を 試み， 助けて く れた。 

その 結果， 問題の すべてが 解決 さ 
れ たわけで はない が， 事態 は 明るい 
方向へ と 向かって いた。 正しい 神権 
の 系路を 通じて 求めた 援助に， 彼女 
は 感謝の念 だけでなく， 多少の 驚き 
も 覚えて いた。 そしてこう 語った。 

「私の ような 『つまらない 者』 に， 
どうし て 皆 さ んが多 く の 時間 を 割き， 
多くの 関心 を 示して 下さる の 力つ よ 
く 分かり ません。」 

も し 私たちが， 自分 は 「つまらな 
い 人間 だ」 などと 言ったら， 天父 は 
きっと 悲しまれる ことであろう。 こ 
のように 自分 を きめつけて しまう こ 


と は 正しい ことだろう 力'。 私たちの 
家族に とって はどうだろう カヽ 神に 
とって は ど う だろ う 力、。 
私たち は， この 世に 付き物の 悲劇 
や 逆境， 苦悩 や 失望な どに 出会う と， 
自分 を 必要 以上に 悪く 考えて しまう 

ものである。 しかし， どのような ：! 犬 
態で あれ， 自分 を 「つまらない 人 
間」 な どと きめつける こと は 許 さ れ 
ない ので ある。 

私たち は 神の 子供で ある。 「つまら 
ない 人間」 などで はない。 私たちが 
胸 を 張り， 両手 を 広げ， 神と ともに 
歩むならば， 神 は 私たち を 導き， 力 
付けて 下さる ので ある。 私たち は 神 
にかた どって 造られた。 そして， 神 
のよ う になれ る 力 を 内に 秘めて おり， 
また 神の 助け を 得る こと もで きる。 
この こと を 知っている 私たち は， 何 
と 恵まれて いる ことだろう。 私たち 
は 神の 力 を も つて すれば すべての こ 
と を 行なえる ので ある。 まことに 偉 
大な 恵みで はない か。 

アルマ 26 章の 10 節から 12 節に 記さ 
れ ている 偉大な 教え は， 単に その 兄 
弟の ァ ロン だけでなく， 今日の 私た 
ち 全員に 対して 向けられ たもので あ 
る。 

「アン モンが こう 言った ので その 兄 
弟の ァ ロンが これ をと がめ て 言った 


『アン モンよ， おそらく 汝は 喜びの 
ために われ を 忘れて 大言を 吐 くよう 
になった のであろう』 と。 

しかし アン モン はこれ に 答えて 言 
つた 『私 は 自分の 能力 も 智恵も 誇る 
ので はない。 ごらん， 私 は 喜びが 満 
ち充 ちて 心に 溢れる ばかりで あるか 
ら， 私の 神が まします こと を 喜ぼう。 
…… 私の 能力 は 弱い。 それで ある 
から， 私 は 自分の こと を 誇らないで 
ただ 私の 神の こと を 誇る。 それ は 神 
のた も う 能力に よって 何事 もす る こ 
とがで きる からで ある。 ごらん， 私 
たち はこ の 土地で 多 くの 大き な 奇蹟 
を 行なった が， 私たち は とこしえに 
神の 御名に この 誉を 帰して 讃美す 

る 。』」 

自分 を 「つまらない 人間」 ときめ 
つける ことと 同様に， 人 は 他人 を も 
「つまらない 人間」 ときめつ ける 傾 
向が ある。 これ も 悲しむべき ことで 
ある。 時と して 人 はお ごり 高ぶって， 
見知らぬ 人 を 取る に 足らない 人と き 
めつ けて しまう ことがある。 自分の 
都合 だけ を 考える 時 や 他人の 話に 耳 
を 貸そうと しない 時に， これが 起き 

る。 14 歳の 「取る に 足らない 者」 を 
受け入れな いがため に， ジ ヨセフ- 
ス  ミ ス と 彼の メ ッ セージ を 拒んで い 
る 人々 が 今日 無数に いる。 19 歳の 長 
老ゃ 21 歳の 姉妹 宣教師， あるいは 近 
所の 人 を 「つまらない 人間 だ」 と 思 
い 込んで いるが ために， 回復され た 
永遠の 真理 を 目前に しながら 背 を 向 
ける 人々 も いる。 
救い主 イエス 'キリス 卜が 拒まれ， 

十字架に かけられた 理由の ひとつ は， 
世の 人々 が 見る目 を 持た す， イエス 
を 「取る に 足らない 人」 と 考えた た 
めで ある。 飼 葉お けの 中で いやしく 
生まれ， 「地に は 平和 は， 人に は 良き 
思い」 と 当時の 人に は 耳新しい 教え 
を 説いた 方 を 「つまらない 人間」 と 
考えた ので ある。 

私 は 皆さんと 世の すべての 人々 に 


証す る。 ジ ヨセフ' スミ スは みず か 
らの 謙遜な 祈りが 答えられて， 神が 
御子 イエス. キリストと とも に 現わ 

れ' ジ ヨセフと 名 を 呼んで 語り 掛け 
られた 時， 天地が 逆さまに なるほど 
の 衝撃で， かのお 方が 「ただの 人で 
はない」 こと を 知った ので ある。 歴 
史を ひもといて みると， 神 は， 世の 
人々 が 「つまらない 人間」 と 呼ぶ 階 
級の 人から， 真理 を 証す る 人 を 選ん 
で こられた ことが 分かる。 この 点に 
関す るジ ヨセフ. ス ミス の考 えと 自 
己 分析に 注目して みよ う。 

「満 十四 才 を少 し 超えた よう な 1 
の 少年で あり， また その 日の 労働で 
よ うやく 生計 を 得て 行かねば ならぬ 
運命に おかれた 一 少年の 私が， 当時 
最も 評判の 教派に 属する 偉い 方々 の 
目 を惹く ほどの， また 言わば， 最も 
ひどい 迫害と 悪口雑言 を あびせよ う 
とする 精神 を 彼らの 心中に 引 き 起こ 
す ほどの 重要な 人物と 思われよ う と 
はいかに も 不思議で ある， という こ 
と は 当時 私 を 本気に 深く 考えさせ ま 
た それ以来 しばしば 深く 考えて いる 
ことで ある。 しかし 不思義 であろう 
がな かろうが 事実 は 迫害と 悪口雑言 
であった。 そして この こと は 度々 私 
自身に とって 非常な 悲しみの 種と な 
つた。 

然しながら， これに も 関わらず 私 
が 先に 示現 を 受けた こと は 事実で あ 
る。」 （ジ ヨセフ 'ス ミス 2  ：  23—24) 
ジ ヨセフ' ス ミス は 自 分の こと を 

「一介の 少年」 と は 言った が， 「つま 
ら ない 人間」 と は 言わなかった こと 
に 注意して いただきたい。 ジ ヨセフ 
の 険しい 人生 を 通じて 彼 を 支えた も 
の は， 神の 力に すがれば あらゆる こ 
と を 成し遂げる ことができる という 
知識であった。 

私た ち に 課せ られ ている 最大の 責 
任と 特権 は， 自分に 対して 張った 

「つまらない 人間」 という レッテル 
を 「価値の ある 人間」 という レツ テ 


ルに 張り替える ことで ある。 私 は， 
私た ちが この こと を 悟る ことができ 
るよう 神の 助け を 願って いる。 この 
管理の 責任に ついて 私たち はまず 自 
分 自身に 対して これ を 果たす 義務 を 
負って いる。 「私 はつ まらない 人間で 
す」 と言うの は 破壊的な 考えで あり， 
詐欺師が 用 いる 手 だてで ある。 

窮地に 立つ 若者が， 差し伸べられ 
た 手に 対して， 「私の ような つまらな 
い 者の こと は， ほうつ といて 下さ 
い」 と言うの を 聞く 時 ほど， 胸が 張 
り 裂ける 思い をす る 時 はない。 

学内で 問題に なって いる 学生から 
「僕 は 何も 特別な こと をして いる わ 
けではありません よ。 みんなと 同じ， 
取る に 足らない 一介の学生で すよ」 
と言われた 時 も， 同様の 気持ち を 味 
わった。 

先日， ある 宣教師と 面会す る 機会 
があった が， 私 は そこで 大切な 教訓 
を 得た ので 御 紹介したい。 「御両親 か 
ら はよ く 便りが あり ます 力'」 という 
質問に 対して， この 長老 はこう 答え 
た。 「めったに あ り ません。」 

「あなた は そのこ とに ついて どう し 
ています か。」 

「毎週 書き続けて います。」 

手紙 を 書いて くれない 両親， これ 
だけで もこの 長老が， 自分 を 「つま 
ら な L  、人間」 と 思い込 む 根拠 となり 
得る はずだった。 けれども この 長老 
は そ う した 素 振 り はまった く 見せな 
かつ た。 さらに 話 を 進めて 行く と， 
私 はこの 青年が ますます 「ただの 人 
ではない」 という 観 を 強く した。 両 
親が 手紙 を 書かな くと も， それ は両 
親の 問題であって， 長老に は 手紙 を 
書く 責任が ある。 こうして せっせと 
手紙 を 書き続け ていた。 私 はこの 宣 
教師の 両親に お会いした ことがない 
し， 今後 もない と 思う 力；， このお 二 
人 は 「ただの 人で はない」 と 私は考 
えてい る。 これほどの 息子 を 持って 
いるから である。 この 長老 は 宣教師 
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として 成功 を 収める と 思う。 彼は自 
分が 「ただの 人間で はない」 こと を 
知って おり， それに 基づいて 行動し 
ている からで ある。 

ここ 数 力 月間， 私はハ a ル ド •  B' 

リ 一大 管長から 事務所へ 一度なら ず 
呼ばれて， 大 管長が 招いた 人の 提案， 
関心事， 当惑， 心の 痛み を 拝聴して 
きた。 リ 一大 管長に は， これらの 兄 
弟 たちのよ うな 普通の 人の ために 割 
く 時間 はないだ ろ う と 考える 向き も 
あろうが， リ 一大 管長 は 王国に おい 
て はすべ ての 人が 大切で ある こと を 
御存じで ある。 私 は ある 人が 別れ 際 
に， リ 一大 管長に 向かって こう 言つ 
たの を 忘れる ことができない。 「大管 
長が 私の よ う な 者の 話 を 聞いて 下さ 
ると は， 思い も 寄りません でし 
た。」 

父親， 母親， 夫， 妻， 子供の 皆 さ 
ん， 皆さんが 今 どこで どのような 境 
遇に あろ うと も， 決して 「つまらな 
い 人間」 ではない。 たとえ 一介の 少 
年， 少女， 男性， 女性であろう とも， 
「取る に 足らない 者」 ではない ので 
ある。 この こと を 考える に 当たり， 
聖典 中の 偉大な た と え 話 を 読んで み 
たいと 思う。 

「ある 人に， ふたりの むすこが あつ 
た。 

ところが， 弟が 父親に 言った。 『父 
よ， あなたの 財産のう ちで わたしが 
いただく 分 をく ださい』。 そこで， 父 
は その 身代 を ふたりに 分けて やった。 

それから 幾日 もた たない う ちに， 
弟 は 自分の もの を 全部と り まとめて 
遠い 所へ 行き， そこで 放蕩に 身 を 持 
ちくず して 財産 を 使い果たした。 

何もかも 浪費して しまった のち， 
その 地方に ひどい き きんが あつ たの 
で， 彼 は 食べる ことに も窮 しはじめ 
た。 

そこで， その 地方の ある 住民のと 
ころに 行って 身 を 寄せた と ころが， 
その 人 は 彼 を 畑に やって 豚 を 飼わせ 


た。 

彼 は 豚の 食べる いなご 豆で 腹を満 
たしたい と 思う ほどであった 力；， 间 
も く れる人 はな かつ た。 

そこで 彼 は 本心に 立ち かえって 言 
つた， 『父のと ころに は 食物の あり 余 
つてい る 雇人が 大ぜ いいる のに， わ 
たし はこ こで 飢えて 死の うとして い 
る。 

立って， 父のと ころへ 帰って， こ 
う 言おう， 父よ， わたし は 天に 対し 
て も， あなたに むかっても， 罪 を 犯 
しました。 

もう， あなたの むすこと 呼ばれる 
資格はありません。 どうぞ， 雇人の 
ひと り 同様にして く ださい』。 

そこで 立って， 父のと ころへ 出か 
けた。 まだ 遠く離れて いたのに， 父 
は 彼 をみ とめ， 哀れに 思って 走り 寄 
り， その 首 を だいて 接吻した。 

むすこ は 父に 言った， 『父よ， わた 
し は 天に 対しても， あなたに むかつ 
て も， 罪 を 犯しました。 も う あなた 
の むすこと 呼ばれる 資格 は あ り ませ 
ん お 

しかし 父 は 僕たちに 言いつけた， 
『さあ， 早く， 最上の 着物 を 出して 
きて この 子に 着せ， 指輪 を 手に はめ， 
はき もの を 足に はかせなさい。 

また， 肥えた 子牛 を 引いて きて ほ 
ふりなさい。 食べて 楽し も うで はな 
いか。 

この むすこが 死んで いたのに 生き 
返り， いなくな つていた のに 見つか 
つたの だから j。 それから 祝宴が はじ 
まった。 

ところ 力；， 兄 は 畑に いたが， 帰つ 
て き て 家に 近づ く と ， 音楽 や 踊 り の 
音が 聞え たので， 

ひと りの 僕 を 呼んで， 『いったい， 
これ は 何事な のか』 と 尋ねた。 

僕 は 答えた， 『あなたの ご兄弟が お 
帰りに な り ました。 無事に 迎えた と 
いうので， 父上が 肥えた 子牛 を ほふ 
らせ なさつ たのです』。 


兄 はお こって 家に はいろ う と しな 
かった ので， 父が 出て きて なだめる 
と， 

兄 は 父に むかって き-つた， 『わたし 
は 何 か 年 も あなたに 仕えて， 一度で 
も あなたの 言いつけに そむいた こ と 
はなかった のに， 友 だち と 楽しむ た 
め に 子 や ぎ 一匹 も 下さった こと は あ 
り ません。 

それ だのに， 遊女 どもと 一緒にな 
つて， あなたの 身代 を 食いつ ぶした 
この あなたの 子が 帰って くると， そ 
のために 肥えた 子牛 を ほふ りなさい 
ました』。 

すると 父 は 言った， 『子よ， あなた 
はいつ も わたしと 一緒にい るし， ま 
た わた しの もの は 全部 あなたの もの 
だ。 

しかし， この あなたの 弟 は， 死ん 
でいた のに 生き返り， いなくな つて 
いたのに 見つかつ たの だから， 喜び 
祝う の は あたりまえ である j。」 （ルカ 
15  ： 11—32) 

兄弟 姉妹の 皆さん， どうか この 言 
葉 を も う 一度 考えて みていた だきた 
い。 「父よ， あなたの 財産のう ちで わ 
たしが いただく 分 をく ださい。 わた 
し は 自分で やって いきます から。」 日 
ならず して， この 息子 は 放蕩に 身 を 
持ち崩して 財産 を 使い果たして しま 
つた。 どん底の 生活 を 強いられ， 食 
ベる ことに も窮 し， » と 一緒に 住む 
始末であった。 そして， 「父よ， わた 
し は 天に 対しても， あなたに むかつ 
て も， 罪 を 犯しました。 もうあな た 
の むすこと 呼ばれる 資格 は あ り ませ 
ん」 と 言った。 彼 は 心で こう 叫んで 
いた。 「私 は 落ちる 所まで 落ちました。 
今や 私 は まったく 取る に 足らない 者 
です。 本当につ まらない 人間です。」 

父が この 息子 を どのよ う に 迎えた 
か を も う 一度 考えて いただきたい。 
父 は 息子が やってく るの を 見た。 父 
は 走り 寄り 接吻した。 そして 最上の 
着物 を 着せ， 肥えた 子牛 を ほふらせ 
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た。 そして みんなで 喜んだ。 みず か 
ら 「取る に 足らない 者」 と 呼んだ こ 
の 人 は 彼の 息子だった。 この 息子 は 
「死んで いたのに 生き返り， いなく 
なって いたのに 見つかった」 ので あ 
る。 

父 は 喜びに 浸りながら も， 気分 を 
害した 兄に 向かって， 彼 も 大切な 存 
在で ある こと を 教えて いる。 「子よ， 
あなた はいつ も わたしと 一緒にい る 
し， また わたしの もの は 全部 あなた 
の もの だ。」 永遠の 見地から， 「わた 
しの もの は 全部 あなたの もの だ」 と 
いう H 葉 を 不可能に する 要因に つい 


て 考えて みていた だきたい。 私 は， 
私の あらん 限り の 力 を 振り絞つ て宣 
言す る。 私たちが どのよ うな 所に い 
ようと， 天父 は 私たちす ベて を 愛し, 
御 自分の 子供で ある こと を 主張され 
る。 皆さん は 天父の 息子 娘で あり， 
天父から 愛されて いる。 

自分 を 責め 続けないで いただきた 
い。 落胆 を 避けなさい。 正しい 原則 
を 学び， 誉れ を もってみ ずから を 治 
めなさい。 隣人 を 助ける こと も 忘れ 
て はならない。 私たち は 自分自身に 
ついて 正しい ィ メ ージを 自分の 中に 
築き， 他人に も それ を 伝えるならば, 


「取る に 足らない 者」 というよ うな 
姿勢 は 跡形 もな く 消えう せる こと を 
私 は 約束す る。 私の 話 を 今 聞いて お 
られ るすべ ての 方々 に， あなた は 決 
して 「取る に 足らない 人間」 などで 
はない こと を 申し上げたい。 

神 は 生きて おられる。 神 は 実在の， 
永遠の 御 方であって， 私たちが 御自 
身と 同じように なること を 望んで お 
られ る。 主の 力に すがる ことにより， 
私たち は そのよ う になれ る こ と を 証 
する。 こ の 証 を イエス' キリストの 
御名に より 申し上げる。 アーメン。 
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ぺ テロ は a つた， 「語る 者 は， 神の 
御言 を 語る 者に ふさわしく 語る」 ベ 
きで ある （I ぺ テロ  4  ： 11)。 これ は 
聖霊の 力に よって 導かれなければ な 
らな いという 意味で あり， 私が 今一 
番 望んで いるの は， まさに この こと 
である。 今朝， 私たち はこの 地上に 
おける 神の 王国の 第一の 代弁者が 末 
曰 聖徒 を 初め， 世界の 人々 に 主の み 
こころと み 声 を 告げる の を 耳に した。 
現在， その 教えに 従い， リ 一大 管長 
が 勧め るよう に 語る こと 以上に 重要 
な こと を 私 は 知らない。 と 同時に も 
し 私たちが リ 一大 管長の よ う な 生活 
をす るなら ば， 大 管長と 同じような 
人々 と 永久に 交わる ことができ るの 
である。 

私 は 自分が 話す ことにつ いて， 主 
に 相談した。 話す に 適切で あると 思 
つたこと を 主に 提案した ので ある。 
もちろん， 主の 同意が 得られる もの 
と仮定して である。 そして その 同意 
を 得る ことができた。 したがって， 
もし 今 私が 語る 賜 を 与えられ， あな 
た 方 力;， 聞き取る 耳 を 持 たれるなら， 
ここに 霊と 誠と を もって 主 を 礼拝し 
ようとし ている 私たち は， 一同 そろ 
つて 啓発され る ことであろう。 

「ユダヤの 平原で」 と 題す る 私の 詩 

を 引用して， 話 を 始めよ う と 思う。 


われ ユダヤ の 平原 に 立ちぬ。 
わが 耳に さ さやく 天界の ざわめき 
と 調べ。 

また， 罪の 汚れ を 知らぬ 天使が ダ 
ビデの 末の 誕生 を 告げし 声。 

羊 を 守る 羊飼いの 上に， 
輝け る まば ゆき 光 下れり。 

天の 円蓋よ り 聖歌隊の， 
神の 御子が 肉の 体 を 得る を 見守 
る う ちに。 

明る き 声 は 歌う， 
「高き 神， 栄え あれ 
地に は 平和 を， 人に 親しみ 
今 ぞみ子 は 生まれけ る。」 

心に 響く は 固き 証， 
「清き 至高 者， 神の 子 イエス， 
地上に 来れり， わが 魂 救わん と 

罪と 死と 墓よ り わが 身 を 救わん 
と。」 

さて， 救い は キリス 卜の 内に ある。 
キリスト は 私たちの 救い主で あ り ， 
llrt い 主で ある。 アダムの 堕落に よつ 
て 世に も た ら された 肉体の 死と 霊の 
死 を!！ うため にこの 世に 来られた。 
そして， 救いの 計画 を 私たちに 与え 
られ た。 これ こそ イエス 'キリスト 


の 福音と 呼ばれる ものである。 この 
救いの 計画と はこうで ある。 すべて 
の 人が キ リ ス ト を 信じる 信仰 を 持ち， 
罪 を 悔い改める。 次に， パプ テス マ 
の 水に 入って， 戒め を 守り， 心 を尽 
く し， 勢力 を 尽く し， 思い を 尽く し， 
体力 を 尽く して 神に 仕える という 誓 
約 を 交わす。 そして 聖霊の 賜と 臨在 
を 受け， 以後 毎日 正しい， 献身の 曰 
々を 過ごす ことで ある。 そうすれば， 
この 世で 平安 を 得， 来るべき 世で は 
永遠の 栄光 を 授けられる と 約束され 
ている。  - 

私たち は 主の 代 通人で あり， 主の 
代表者で ある。 主 は 私たちに， 永遠 
の 福音 を 完全な 形で 与えられた。 天 
は， 私たちの 時代に その 幕 を 開かれ 
た。 神の み 声が 再び 聞こえた ので あ 
る。 そしてみ 使いが 主の もとから 遣 
わされ， もろもろの 鍵と 権能， 権威， 
神権が 再び 人に 与えられた。 再びす 
ベての 律法と 特権 を 与えられた 私た 
ち は， 人 を 救い， 昇栄 させる のに 必 
要な あらゆる 力 を 所有して いる。 す 
なわち この 王国に， この 教会に 神の 
王国の 鍵， 全地の 人類 を 救う 鍵 を 持 
つてい るので ある。 

主が 私たちに 委任され た ことがあ 
る。 それ は， 同様の 権能 を 持って い 
た 古代の 人々 に 委任 された と 同じ こ 
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とで ある。 すなわち， 主の 言葉 を 全 
世界に 伝え， 全地に いる 主の 子ら に 
救い を もたらす という ことで ある。 
そこで 私たち は， この 何ものに も 比 
ベる ことので きない， 非常に 重要な 
任務 を， どのように 果たして いけば 
よい か を 知らなければ ならない。 救 
いの 真理 を 同胞の 間で 宣言し， 回復 
のメ ッ セージ を 世界に 携えて いく に 
は， どう すれば よいだろう 力、 

この ことに ついては， 永遠の 原則 
が ある。 私たちが 今日す る こと は， 

原則 だけで はない。 過去の あらゆる 
時代に 予言者 や 義人た ちがした こと 
とまった く 同じ こと を 行なわな けれ 
ばなら ない。 

この 神権 時代の 初期に， 主 は 言わ 
れた。 「 …… 当 教会の 長老， 祭司お よ 
び 教師た ち は， 聖書と 完全なる 福音 
を 載せた る モル モ ン経 とに 誌され た 
る わが 福音の 原則 を教 うべ し」 （教義 

と聖約 42: 12) と。 また， 「民に 証し 
民 を 警め」 （教義と 聖約 88:  81) るた 
めにあな たがた を 遣わした， とも H 
われた。 

この ふたつの 務め， すなわち， 福 
音の 教義 を 教える ことと， 私たちが 
宣言して いる 事柄 は 真実で あると い 
う 個人的な 証 を 述べ る こと を 例証 し 
て 余り あるの が， モー サャの 息子た 
ちの 伝道の 話で ある。 記録に よると， 
「 この 兄弟た ち はまこと に 正しい 理 
解 を もっている 者た ちで， 神の 道 を 
知る ため に 熱心に 聖文 を 研究した か 
ら， すでに 真理に ついて 深い 知識 を 
持つ ようにな つていた。 それば かり 
でな く， 力、 れらは 非常に 熱心に 祈り 
と 断食と をした から 『予言の みた 
ま J と 『啓示の みたま J と を 受け， 
その 教え を宣 ベる と き に は 神に 授か 
つ た 権能と 威勢と によって 教え 
た。」 （アルマ 17  ：  2,  3) 

上記の 務め を 果たす に は， ふたつ 
の 前提が ある。 まず 私たち は， 教会 
の 教義 を 知る よ うに 求められ ている。 


これ は 義務で ある。 永遠の 生命の 言 
葉 を 蓄えなければ ならない。 可能な 
限 り ， 知的に 思考 し な ければ な ら な 
い。 私たち は 与えられた 才能と 能力 
の 限り を 尽くして， 救いの メッセ 一 
ジを 宣言し なければ ならない。 私た 
ちの メ ッ セージ を 自分に とっても ， 
天父の 他の 子ら にも 理解し 得る もの 
にす る ことが 求められて いる。 しか 
も， それ を 証す る 義務が ある。 言い 
換えれば， 聖霊が 与える 啓示に よつ 
て， 私たちが 説く み 業と 教義が 真実 
で， 神の ものである こと を， 世の 人 
々にも 教会の 兄弟 姊 妹に も 知らせる 
ことで ある。 

ここで 証が どのよ うに 述べられた 
か 昔の 例 を 引用したい。 私たちが 今 
日の 時代に 対して 負って いるのと 同 
じょうに， ぺ テロと その 同僚 は， 当 
時， 救いの メッセージ を 全地に 宣べ 
伝える 義務 を 負って いた。 おそらく 
ぺ テロ は， ィザャ や 他の 予言者が， 
キリストと その 福音に ついて 記した 
啓示 を 読んで 教えた ものと 思われる。 
ぺ テロ は， 人々 とその ことにつ いて 
論じた。 彼 は， 「さあ， われわれ は 互 
に 論じよ う」 （ィ ザャ 1 ： 18) という 
神の 勧めに， また， 「なんじら の 道理 
をと り 出せ」 （文詒 訳 ィザャ 41 ： 21) 
という 神の 命令に 従った のであった。 

し 力  >  し， 彼 は それだけに とどまつ 
てはいなかった。 教義 を 教えた 後， 
論じた 後に， 自分が 同胞に えてい 
る こと が 真実で あり ， 神聖な も ので 
ある こと を 証した。 また 主 は， 霊的 
な 経験 を させ， 聖霊の 力 を 宿らせる 
ことによってべ テロ を 備えられた。 

例えば， 次の こと を 覚えて おられ 
るだろう。 ぺ テロ や 他の 十二使徒お 
よび 聖徒た ちの 小さな 群が， 二階の 
部屋に 集まって いた。 その 時， 主ィ 
エスが 現われ， そこに 集って いた 人 
々は， 恐れ 驚いた。 すると 主 は 彼ら 
に 言われた， 「なぜお じ 惑って いるの 
力、。 どうして 心に 疑い を すの か。 


わたしの 手 やお を 見なさい。 まさし 
くわた しなの だ。 さわって 見なさい。 
霊に は 肉 や 骨 はない が， あなたがた 
が 見 ると おり， わたしに は あるの 
だ。」 （ルカ 24:  38,39) そこで 彼ら は 
手 を 伸ばして， イエスの 体に ある 傷 
跡に 触れた。 イエス は 食物 を 求め， 
みんなの 前で 食べられた。 

トマス はこの 時 その 場に いなかつ 
た。 それで仲間の使徒が述べる^£を 
信じなかった。 8 日 後， 主 は， 今度 
は 全員 そろって いる 所へ， 同じよう 
に 姿 を 現わされ， トマスに a われた。 

「あなたの 指 を ここにつ けて， わた 
しの 手 を 見なさい。 手 をのば して わ 
たしの わきに さ し 入れて みなさい。 
信じない 者に ならないで， 信じる 者 
になり なさい。」 卜 マス は 言った。 

「わが 主よ ， わが 神よ。」 （ヨハネ 
20  ：  24 — 28 参照） 

これ はすべ て， イエスが 墓から 触 
知し 得る 体 を もって 出て 来られた こ 
と を 示す ために， なされた ので あつ 
た。 ぺ テロと 同僚た ちに， イエス 力； 
神の 子で ある こ と を 示す 主の 方法 だ 
つたので ある。 もし 死人の 中から よ 
みが えられた ので あれば， イエス は 
神の 子であった。 もし イエスが 神の 
子であるなら， 彼らが 宣べ 伝えて い 
る 救いの 福音 は 真実であった。 そこ 
で 彼ら は， 人々 の 心に， イエスが 死 
からよ みがえ つたこと を 信じさせる 
という 義務 を 負う ことにな つた。 さ 
て， 彼ら は ィザャ の 言葉 を 引用し， 
啓示 を 基に 論じて， 信じさせようと 
したに 違いなかった。 事実そう した。 
しかし， それが 終わる と， 個人的な 
証 をした。 ここで ぺ テロが 述べた そ 
のよう な 証の 例 を 読んで みょう。 ぺ 
テロ は 集まって いた 一群の 異邦人に 
こう 語り 掛けた。 

「あなたが たは， 神が すべての 者の 
主なる イエス • キリス 卜に よつ て 平 
和の 福音 を宣べ 伝えて， イスラエル 
の 子 ら にお 送 り 下さつ た 御言 を ご存 
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じでしょう。 

それ は， ヨハネが パプ テス マ を 説 
いた 後， ガリ ラャ から 始まって ュダ 
ャ 全土に ひろまった 福音 を 述べた も 
のです。 

C 神 は ナザレの イエスに 聖霊と 力と 

を 注がれました。 この イエス は， 神 
が 共に おられる ので， よい 働き をし 
ながら， また 悪魔に 押えつ けられて 
いる 人々 を ことごとく いやしながら， 
巡回され ま した。 

' わたしたち は， イエスが こうして 
ユダヤ人の 地 や エルサレムで なさつ 
たす ベての こ との 証人で あり ます。 
人々 はこの イエス を 木に かけて 殺し 
たのです。 

しかし 神 は イエス を 三日 目に よみ 
が えらせ， 全部の 人々 にで はな かつ 
たが， わたしたち 証人と して あら か 
じめ 選ばれた 者た ちに 現われる よ う 
にして 下さいました。 わたしたち は， 
ィ エスが 死人の 中から 復活され た 後, 
と も に 飲食し ました。 
• それから， イエス ご 自身が 生者と 
死者との 審判 者と して 神に 定められ 
たかた である こと を， 人々 に 宣べ伝 
え， また あかしす るよ うにと， 神 は 
わたしたちに お 命 じに なった の で 

す。」 （使徒 10  ：  36-42) 

そ して この 後に すべて を 包括す る 
ような， 含蓄の ある 言葉が 続いて い 
る 。 「預 a 者た ち もみな， イエス を 信 
じる 者 はこと ごとく： その 名に よつ 
て 罪の ゆるしが 受けられ ると， あか 
し をして います。」 （使徒 10  ：  43) 

ぺ テロ が 述べて いる 証 を も う ひと 
つ 読ませて いただきたい。 

「わたしたちの 主ィ エス 'キリスト 
の 力と 来臨と を， あなたがたに 知ら 
せた 時， わたしたち は， 巧みな 作り 
話 を 用いる こと はしなかった。 わた 
したち が， そのご 威光の 目撃者な の 
だからで ある。 

ィ エス は 父なる 神から ほまれと 栄 
光と をお 受けに なった が， その 時， 


おごそかな 栄光の 中から 次の よ うな 
み 声が かかった ので ある， 『これ はわ 
たしの 愛する 子， わたしの 心に かな 
う 者で ある j。 

わたしたち も ィ エス と共に 聖 なる 
山に いて， 天から 出た この 声 を 聞い 
たので ある oj  (II ぺ テロ 1 ： 16—18) 

私たちに 課せられ ている 数々 の義 
務， すなわち 私たちが 福音に ついて 
深い 知識 を 持つ 者と なり， 啓示に 精 
通し， 論じ 合ったり 分析した りする 
方法 を 身に 着ける 義務， あるいは 私 
たちが 身に 着けて いる 力と 才能の 限 
り を 尽くして， 救いの メッセージ を 
私たちの 間で はもち ろん， この 世に 
向けて 宣 ベる 義務， 私 はこれ らを决 
して 過小評価 する もので はない。 し 
か し 上記の 義務 を 果た し た だ け では ， 
十分で はない ので ある。 すべて を尽 
くした 後で， 主が 今日の 私たちに 与 
えられた 戒めに 従わなければ ならな 
い。 は …… あなたがた はわが 証人で 
ある J と 主 は 言われる」。 （ィ ザャ 
43  ： 12) 私たち は 自分が 教える 義務 
に， 神聖な 承認の 印 を 押さなければ 
ならない。 この 印 は， 証の 印で あり， 
聖霊が 個々 に 与える 知識で ある。 

さてべ テロ は'， 長々 と 論じる こと 
もで きたで あろ う。 しかし， そうし 
ていたら， 人々 はぺ テロと 議論して， 
次のように 言った かも 知れない。 「あ 
なた は 聖書が 分かって いない。 あな 
たの 解釈 は 間違って いる。 ここ 力；， 
また あそこが 誤ってい る。」 しかし， 
人 は 証と 議論す る こ と はでき ない。 
したがって， ぺ テロが 論じた 後で， 多 
くの 場合に したよう に， 次のように 
言った としたら どうであろう 力、。 「私 
は ある 二階の 部屋に いた。 すると 主 
が 壁 を 通 り 抜けて 入って 来られた。 
私たちの 前に 姿 を 現わされ たの だ。 
私はィ エスで ある こと を はっきり 見 
分ける ことができた。 それ は 3 年 半 
ともに 働き， 旅 をした 同じ 方で あつ 
た。 カペナウムで 私の 家に 泊まった 


方であった。 私 はまた イエスの 手足 
にある 傷跡に 触った。 脇に も 手 を 差 
し 入れて みた。 また みんなの 前で 飲 
食され るの を 私 も この 目で 見た。 私 
はィ エスが 神の 御子で ある こと を 知 
つてい る。 神の 聖ぃ みたまが， 私に 
この 証 を 与えて 下さった からで あ 
る。」 もし ぺ テロが このように 言って 
いれば， 議論の 余地 はまった く 残さ 
れ ていなかった だろう。 上記の よ う 
な 発言に 対して， 議論 を 吹き掛ける 
こと はでき ない。 フヱ スト 力; パゥロ 
に 言った ように， 「おまえ は 気が狂つ 
ている。 博学が， おまえ を 狂わせて 
いる」 （使徒26  :24) と言う ことが で 
きる かも 知れない。 しかし 最終的に 
は， 述べられた 証 を 受け入れる 力'， 
拒否す るかし かで きない。 真実で あ 
るか 虚偽で あるかの いずれ かなので 
ある。 中間 はない。 

あなた は 御 父と 御子が ジ ヨセフ • 
ス ミ スに 現われた こと を どのよう に 
証明し， 説明す るだろう 力、。 天使が 
今の 時代に 来られた こと， 福音が 回 
復 された こと， さらに 私たちが 世界 
に 伝えて いる ことが 真実で あると い 
うこと はどうだろう 力、。 そう， あな 
たは 啓示 を 引いて 論じる ことができ 
る。 あなたに は 十分な 言い分が ある 
だろう。 それ はまった く 問題で はな 
い。 真 通 は 私たちと ともに あり， 私 
たちが 受けて いる 教えの 源 は， 主 だ 
からで ある。 し 力、 し， あなた は 論じ 
て， 分析した 後 は， 自分が 言って い 
る こと を 十分に 認識した 証人と して， 
立たなければ ならない。 あなたがた 
は， モー サャの 息子た ちがした よう 
にしなければ ならない。 予言の みた 
まと 啓示の みたまと によって 語り， 
教える ので ある。 そうすれば， 権威 
あ る 者の よ う に 語 る こと がで き る 。 
これ は， 私たち を 世から 区別す る， 
素晴らしい 事枘 である。 私たちに こ 
のこと が 知らされ ている こと を， 神 
に 惑 謝しよう。 私たち はこの 啓示 を 
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受けて いるので， 権威 ある 者の よう 
に 語る 立場に ある。 

そこで， 私 もこの 知識 を 持った 多 
数の 末日の ィ ス ラエルの ひと り であ 
るので， この 席で 力 を 尽くして， そ 
のよ う に 語ろ う と 努めてい る。 私 は 
今 教えて いる この 業と 教えが 真実で 

あり， 神の ものである こと を 知って 
いる。 

私 は， 「ユダヤの 平原で」 という 詩 
で 話 を 始めた。 そこで， 「二階の 部屋 
で」 という 詩で 閉じよ う 。 

我ら 食卓に 着けり。 その 心 は 悲し 

みの う ちに あ り 。 
不義なる 者， 我らの 主 を ほふりた 


れ ばな り 。 
死の 十字架の 上に 我ら 主 を 見た り 。 
そのな きがら は 横たわる， ヨセフ 

の 墓に。 

そして 主 は 再び 立ちぬ。 我らの 傍 
らに。 

主 は 生ける。 主 は 生ける一 かって 

の ごとく。 
食し， 飲み干す 主 を 我ら 見， 手 を 

もて 触れ， 
畏れのう ちに， 足下に ひざまずく。 

主， トマスに 命じた もう， 隠 や 力' 
に。 

「我が 手に 触れよ。 そ は 異ならず。 


十字架に 上り し 時の その 手な り。 
我と なんじら のために 死 を 受けし 
その 手な り 。 

主， 我に 命じた もう。 おごそかに。 
「我が身に 触れよ。 こ は 肉と 骨」 

我が 魂 は 呼ばわりぬ。 「伏し拝め， 
主の 笏の 下に， 

声高ら かに 叫べ， 彼の 人 は 救い主， 
主， 神な りと」 

これらの こと を， 私 は イエス' キ 

リストの み 名に よって 厳 ま' に， しか 

も 確信 を もって』 i£ する。 アーメン。 


15 


見守る 者よ 

悪人 を 戒めなさい 


十二使徒 評議員 会 会員 


エズラ • タフ 卜 • ベンソン 


予言者 エゼキエル は 言った。 
「人の子よ， わたし は あなた を イス 
ラエルの 家の ために 見守る 者と した。 

あなた はわた しの 口から 言葉 を 聞 く 
たびに， わたしに 代って 彼ら を 戒め 
なさい。 わたしが 悪人に 『あなた は 
必ず 死ぬ J と言うと き， あなた は 彼 
の 命 を 救うた めに 彼 を 戒めず， また 
悪人 を 戒めて， その 悪い 道から 離れ 
るよう に 語らないなら， その 悪人 は 
自分の 悪の ために 死ぬ。 しかし その 
血 を わたし は あなたの 手から 求める。 
しかし， もし あなたが 悪人 を 戒めて 
も， 彼が その 悪 を も， また その 悪い 
道 を も 離れないなら， 彼 は その 悪の 
ために 死ぬ。 しかし あなた は 自分の 

命 を 救う。」 （エゼキエル 3  ： 17-19) 
モル モ ン 経の 霊感 を 受けた 予言者 
たち は, 現代 を 先) i し， 悪魔の 策略 
について 警告した。 

「ごらん， その 時に 悪魔 は ある 人々 
の 心に 入って 荒々 しい 行い を させ， 
また この 人た ちに 善い 事 を 怒らせる。 
また ほかの 人々 をな だめ， この 人た 
ち をす かして 肉欲 を ほしいまま にさ 
せる 実に 人の 誡 命に 聞き 従い， 
神の 権能と 聖 の 賜と を しりぞける 
者は禍 である。」 （11 ニーフ アイ 28: 
20,  21, 26) 

主 は 近代の 予言者 ジ ヨセフ • スミ 


スを 通じて， さらに 警告され た。 「こ 
の 故に， 主の 声 は 耳 ありて 聞かん と 
する すべての 人々 に 聞かれん ため 地 
の果 にまで 及ぶ。 …… 主の 声 もまた 
主の 僕らの 声 も 聞かん とせず， 予言 
者に して 使徒なる 者た ち の 言 にも 耳 
傾けん とせざる 者の その 民の 中よ り 
絶た るべき 日 来るな り。 そ は 彼ら わ 
が 儀式よ り 離れ 去り， わが 永遠の 誓 
約 を 破り たれば なり。 彼ら は 主の 義 
を 打 建てん ために 主 を 求めず して， 
あらゆる 者お のが 心の ままに 振舞い 
おのれら の 神の 姿 を 求 むれ ども， そ 
の 姿 は 人の 世の 像に して …… 主， わ 
れ 言いた る こと は， われ 言いた るな 
り。 われ 言い逃れ せず， 天地 は 過ぎ 
行く とも， わが 言 は 過 ぎ 行 くこと な 
く して 成就すべし。 わが 声に て， 言 
わるる も， 僕らの 声に て 言わる る も 
みな 一つな り 。」 （教義と 聖約 1 ： 
11,14—16,38) 

この 警告 は 140 年 前に 与えられた。 
そして 今， 成就され つつ ある。 自己 
満足 や 悪人の 狡 滑 さに よって H をく 
らまされ ていなければ， 私たち はこ 
の H で それ を 見る ことができる。 

シ オンの 塔の 見張り 人で ある 私た 
ち 力;， キ リ ス 卜の 真の 教会員， キ リ 
ス 卜教 国家の 国お として 信じて いる 
事柄の 根本 を 揺り動かす 現今の 諸悪 


に 対し， 指導者の 立場から はつ き り 
と 反対 を 述べる こと は， 義務で あり 
権利で ある。 

その >4 守る 者の ひと り と して， 私 
は 人類愛 を も つ て 謙遜に その 義務 と 
チャレンジ を 受け入れ， 恐れずに 喜 
んで 務め を 果たそう と 思う。 容易な 
らぬ 現代に あって， 私たちの この 勧 
告が 当局 に 監視 される 懸念が あった 
り， 政府が ますます 生活に 介入して 
来る 時で さえ 私たち は 批判 を 恐れる 
あまり に 義務 を 怠る よ うであって は 
ならない。 

私たちが 今 経験して いる 危機に つ 
いて は， これまで よく 警告され てき 
た。 それ はと かくの 批判 を 生んだ。 
一 吕葉を 聞きた く ない 人 も 私たちの 中 
にいる。 それが 問題で ある。 私たち 
の 生活 や 福祉 や 自由 を 脅かす もの を， 
私たら の ある 者 は 許容して きた。 多 
くの 人 は 気持ちよ い 自己満足に 浸つ 
ている 時， それ を 乱される こと を 望 
まない。 

教会 は 永遠の 真理の 上に 立って い 
る。 私たち は 原則に おいて 妥協せ ず， 

現代の 風潮 や 圧力に も a せずに 標準 
を 守り抜く。 教会の 真理に 対する 忠 
誠 は 不動で ある。 遠い昔から， 不道 
徳ゃ不 止 を 非難す る こと は 神の 予言 
者， 神の 弟子た ちの 責任であった。 
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彼らの 多くが 迫害され たの も， 実に 
この ゆえであった。 それでも なお， 
民に 警告 を 発する こと は， 塔の 見張 
り 人で ある 彼らに 神よ り 与えられた 
務めであった。 

この 時代 は 妥協の 時代， 原則 を 忘 
れ かけた 時代で ある。 しかし 妥協 か 
らは 何の 解答 も 得られない。 それ は 
決して 正しい答え ではない。 

近代の 教会 を 見守る 者の ひと り 力;， 
次の よ うな 正しい 警告 を 与えて いる。 

「情熱 を 傾けた 献身 は， 大義 やその 
支持者 たちに 魂と 生命 を 与える 力;， 
気の 抜け た 忠誠 心 は それら を 骨抜き 
にして しまう。 世の 煩い は 多分に， 
熱く も 冷たく もない 者た ち， 常に 風 
当たりの 一番 少ない 側に 付 こ うとす 
る 者， ま た 小心で 真理の 側に 付 く の 
に 四苦八苦 する 者の 戸口に 横たわる 
ものである。 天上の 大会 議 同様， 地 
上の キ リ ス 卜の 教会に 中立 は 存在し 
ない。 主の 側に 付く か 付かない かの 
どちら かで ある。 堅 t 、信仰 と 一切の 
妥協 を 許さな L  、態度が 教会 と 教会員 
を 勝利へ と 導き， 主が 示された 高い 
理想 を 実現させる ので ある。 

地上の 最後の 征服者 は， 数の 多少 
を 問わず， 恐れず ためらわず 真理に 
付く 男女， 『はい』 と 同時に 『いい 
え』 を 言える 男女で ある。 彼らが 高 
く 揚げる 旗に はこう 記されて いる。 
『悪と 妥協 をして はな ら ない。 … 

寛容 は， 世の 見解 や 習慣に 服従す 
る ことで はない。 私たち はいかに 愛 
する 人， 力 ある 人で あっても， その 
人と う まく 折り合う ために 自分の 信 
念 を 曲げて はならない。 社会的な 地 
位 を 得たり， 同調す るた めであって 
も， その 払う 代価 は 高す ぎる であろ 
う。 …… 福音 は 永遠の 真理に 支えら 
れ ている。 真理 は 決して 捨てられる 
こと はない からで ある。」 （ジョン' 

A  • ウイ ッッォ  一 Conjerence  Report 
「大会 報告」 1941 年 4 月， pp.116, 


117) 

「国家 最大の 問題 は 侵食で ある。 そ 
れも 土壌の 侵食で はない。 M の 道徳 
の 侵食で ある」 とよ く  H われる。 

ァメ リ 力 合衆国 は 自由で あつたが 
ために 偉大であった。 神に 信頼 を 置 
き， 神の み 言葉に 述べられた 自由の 
原則に 基礎 を 置いた ために， 国は自 
由であった。 この 国 は 霊感 を 基に 建 
てられた。 私に は， この 国が 予言 的 
な 歴史 を 持つ よ うに 思える。 

1831 年， フランスの 有名な 歴史家 
ァレ クシ一 • ド • トク ビル はフ ラ ン 

ス 政府の 要請で ァメ リ 力 合衆国の 刑 
罰 制度 を 視察に 訪れた。 彼 は 合 衆 B 
の 政治 形態と 社会制度 を 綿密に 調べ 
上げた。 そして 10 年たら ずの 内に 
「ァメ リカ の 民主主義」 という 4 巻 
にわた る 書物 を 著わし， 世界的な 名 
声 を 得た。 その 書物の 中で 彼 はァメ 
リ 力の 偉大 さ をこう 述べて いる。 

「私 はァメ リ 力の 偉大 さ， その 特性 
を 広い 港 や 豊かな 河に 探し 求めた が， 
そこにはなかった。 肥沃な 畑 や 限り 
ない 草原に 探し 求めた が， そこに も 
なかった。 富める 鉱山 や 大規模な 外 
国 貿易に 捜し求め たが， そこに もな 
かった。 ァメ リ 力の 教会へ 行き， 正 
義に 燃える 聖職者の 説教 を 聞く 時 ま 
で， 私 はァメ リ 力の 特性と 力の 秘密 
を 見いだ せなかった。 ァメ リ 力 は 善 
良で あるが ために 偉大で ある。 もし 
も アメリカ が 善 を 放棄 したなら ば， 
ァメ リ 力の 偉大 さは 止む であろ 
う。」 （ジ エレ ノレ ド •  1^  •  ニュー クイ 
ス 卜 編， Propnets,  Principles,  and 
National  Survival  「卞 B' 者， 原 貝 U, 
国家の 命運」 P.  60) 

私たち は 自由 を 守り， 善良で あろ 
う とする 堅固な 意志 を 持って いるで 
あろう 力、。 最も 心地良い 外見に 包ま 
れた 誤つ た 思想 ， 誤った イデ ォロ ギ 
一は， 静かに， ほとんど 意識され ずに， 
私たちの 道徳の 防壁 を 突き崩し， 私 
たちの 心 を 捕ら えよ う とする。 それ 


は 明るい 将来の 保証 やゆり かごから 
墓場までの 至れり 尽く せ り の 保証で 
私たち を 誘う。 いろいろな 名目に か 
こつけ る 力；， すべて は ひとつの 共通 
の ものに， 要約され る。 それ は 人格 
と， 自分で 考えて 行動しょう とする 
人の 自由 をむ しばみ， 侵食す る こと 
である。 

私たち を だまして 安心 させよ うと， 
いろいろな 働き かけが なされる であ 
ろう。 広く 訴える 力 を 持つ 提案が 今 
後 も 出され， 多くの 人の 心 を 動かす 
活動が 提唱され るであろう。 最も 危 
険な 活動に 興味 を 引きそう な 題目が 
付けられ， それが 公共め 福祉， 個人 
の 安寧と いう 名目で ある こと もしば 
しばで ある。 再度 操り 返す。 惑わさ 
れな いよ うにしょう。 

自由が 抹殺され るの はこ う した， 
直接的な 攻撃の ほかに 怠慢に よ る こ 
とも ある。 

あま りに 長い間， あま りに 多くの 
ァメ リ 力 人 そして 自由 世界の 国民が， 
自由に 対する 攻撃， 国家 を 強固なら 
しめていた 根本的な 経済的， 霊的な 
ぉ統ゃ 習慣 を 攻撃す る 犯罪に 対 して， 
物言わぬ 共犯者と なって きた。 

善と 自由の 道 を 前進すべく 励 も う 
ではない か。 主の 助けと 恵みが あれ 
ば 自由 世界の 国民 は， 恐れな く， 疑 
いなく， 自信 を 持って 明日に 立ち 向 
かう ことができる。 もし 自由と 善良 
さ を 保つ ことができれば， 人口爆発 
や 食糧不足 という 偽り の 教え を 恐れ 
る こと もない。 「地 は 物 満ち足りて 余 
り あり」 （教義と 聖約 104  ： 17) と 主 
は 述べて おられる。 これ は 確かな 約 
束で ある。 

あ る 合衆国 大統領 は 何年 か 前に， 
次の ような 言葉で その 問題 を 指摘し 
た。 「私たちに はこれ 以上の 物質的 進 
歩 は 必要な く， 霊的な 進歩が 必要で 
ある。 これ 以上の 知力 は 必要な く， 
道徳的な 力が 必要で ある。 これ 以上 
の 知識 は 必要な く  ， 人格が 必要で あ 
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る。 これ 以上の 統治 は 必要な く， さ 
らに 必要な の は 文化で ある。 これ 以 
上の 法 は 必要な く 私た ち に 必要な の 
は 信仰で ある。 目に 見える もの はこ 
れ 以上 必要ない。 私たちに 必要な の 
は 見えない ものである。 生活の こ う 
した 側面 こそ， 現在 私たちが 強調し 
な ければ な ら ない 点で ある。 もし こ 
の 側面が 強化され るなら， 他の 面 は 
自然に 強くなる であろう。 他の すべ 
て の 基礎 となる のが こ の 側面で あ る 。 
基礎 が 堅 け れ ば 建物 は 立つ であろ 
う。」 （「予言者， 原則， 国家の 命運」 

P.  35) 

自由の 国民で ある 私たち は， 多く 
の 点で 大 口 一  マ 帝国 を 崩壊へ 導いた 
道に よく 似た 道 を 歩んで いる。 ロー 
マ 滅亡 を 来らし めた 状態 を， 有名な 
歴史家た ちが このよう な H 葉で 端的 
に 語って いる。 

「 …… ローマ は， 私たちの 開拓 期と 
そう 違わない 歴史 をた どって 興 こ さ 
れた。 そして 偉大な 2 世紀に 入り， 
その後 半に 頂点 を 迎え， 3 世紀 目に 
衰退し 崩壊した。 しかし 罪に よる 衰 
退 は 2 世紀 後半 に 顕著に な つてき た。 

怠惰な 富者， 怠惰な 貧者の 数が 急 
増した と 記録され ている。 後者 （怠 
惰な 貧者） は 私たちの M の 福祉 対策 
とさ ほど 違わない 終身 失業手当て を 
与えられた。 この 手当てが 終身 制に 
なると， 受給者 や 福祉事業が 増えた。 
そして 受給者 はかなり の 力 を 持つ 政 
治 勢力と なった。 彼ら は 憶せ ずに 要 
求した。 政府 も ためらわずに 
ひんばんになる 一方の 要求 にこた え 
た。 独り善がりの 皇帝が 彼らに 迎合し 
た。 今日の アメリカ と 同様に ローマ 
の 力と なって いた 多数の 堅実な 中 産 
階級に， 強大に なり 続ける 官僚 政府 
を 支える ための 税が 次々. と 課せられ 
た， 緊急事態に 処 する ため， 収 人に 
付加税が 掛けられた。 また 政府の 財 
政 は 赤字であった。 50 セント 硬貨に 
似た デナ リ 銀貨から は 銀の 光沢が 消 


え 始めた。 政府が 銀の 分量 を 減らし 
た た め鋦 の 赤褐色が 出て きたので あ 
る。 

そして グ レシ ャ ムの 法則の 通りに， 
純粋な 銀貨 はすぐ に 姿を消し， 隠匿 
された。 

ローマ 人に とって， 兵役 は 非常に 
名誉 ある 義務であった。 事実， a — 
マ 軍団に 志願す る だ け で 外国人 は 口 
一 マ 市民権 を 得る ことができた。 し 
かし 富が 増す とともに， ローマの 若 
者 は， 甘く， 腐敗した 都市 生活に とど 
ま る 口実 を 見付けて は 兵役 を 拒 S し 
始めた。 若者た ち は 化粧品 を 使い 始 
め， 女性の ような 髮ゃ 衣装 を 着け， 
ついに は 男女の 区別 も 付けに く  くな 
つたと 歴史に 記されて いる。 

教師 や 学者の 中 か ら キニク 学派と 
呼ばれる グループが 生まれ， 頭髪と 
ひげ を 伸ばし， 薄汚ない 服 を 着， 「中 
産 階級の 価値観」 と 呼ぶ もの を 軽蔑 
して， 俗世の ものへの 無関心 を 公言 
した。 

道徳 は 退廃した。 郊外 や 町の 通り 
を 安心して 歩け なくなった。 暴動 は 
日常茶飯事で， 町 や 都市が 焼かれる 
こと も しばしばあった。 

また 終始， 税の 徴収と 忍び寄る ィ 
ンフレ という 二重の 病幣に 打ちのめ 

され， まさに 瀕死の 状態 を 迎えよう 
としていた。 

こうして 結局， 中産階級の 精力と 
野望 もこう した 勢力の 前に 砕かれて 
しまつ たので ある。 

ローマ は 滅亡した。 

私たち は， 今や この ァメ リカの 2 
世紀 目の 終わ り に 近づいて いるので 
ある」 （1969 年， ニューヨーク州 アイ 
ゼン' 、ヮ 一大 学に おける ロナ ルド' 
リ 一 ガン 知事の 講演よ り） 

1787 年ェ ド ワード. ギボン は 有名 
な 「ローマ帝国の 衰退と 滅亡」 とい 
う 本 を 書いた。 彼が 書いた 滅亡の 過 
程 は 次の 通 りで ある。 

1. 人間社会の 基礎で ある 家族の 尊 


厳と 神聖 さが 危う く なる。 

2.  税金 や， 民衆に ただで 食べ物 や 
見せ物 を 提供す るた めの 公費の 出費 
が 増加の 一途 をた どる。 

3.  娯楽 熱， スポーツ 熱が 年 を 追う 
ごとに 異常に 高まり， 残酷になる。 

4.  真の 敵 は 国民の 退廃の 中に ある 
のに， 巨大な 軍備 を 整える。 

5.  宗教の 衰微 一信 仰 は 単なる 形に 
成り果て， 生活と 懸け離れ， 警告 や 
指導の 力 を 失う。 

現代の 私たちと 類似して はいない 
だろう か。 ローマが 滅びた と， 同じ 
原因で， 自由 世界 諸国が 滅び はしな 
いだろう 力、。 

この 8 年間， 私の 机に は 祈り を 込 
めた この 言葉が 置いて ある。 

「おお 神よ， 投票に よってで はなく 
も つ と 高貴な ところから 命 を 受けた 
人々 を， 我らに 与えた まえ。」 

数々 の 業績 を 上げて きた 今 こそ 多 
く の 重大な 示唆 を 含む 歴史の 教訓に 
目 を 向けなくて はならない。 成功 は 
最大の 危険 を はらんで いるから であ 
る。 繁栄の 間に も 国 は 崩壊の 種 を ま 
く ことがある。 歴史に よっても 明ら 
かなよう に， 国の 内部に 混乱が なく 
て， 外部から 征服され たという 大文 
明 は ご く まれで ある。 

歴史の 教訓 は 道標で あ り ， 私たち 
の 将来 を 安全に 導いて くれる 座標で 
ある。 

私たち は 自由 世界の 国民と して， 
当面す る 問題に 立 ち 上がらなくて は 
ならない。 これらの 道徳， iz' 的 面に 
おいて 基礎と なる 根本 原則 が' 私た 
ちの 過去の 業績の 土台と なって いた 
こと を 認識し なくて はならない。 今 
享受して いる 祝 |g を 将来 も 享受す る 
ために， 私たち は その 根本的な 基本 
原則に も ど ら な く て はな ら ない。 経 
済 も 道徳 も 分離 不可能な 真理の 本体 
の 一部で ある。 ふたつ は 調和し なく 
て はならない。 私たち は これら 永遠 
の 真理に 自分の 行動 を 一致させる 必 
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要 力； ある 。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 は， 
自由 世界の 根本 をな す 伝統で ある 大 
切な 霊的， 道徳的 原則 を 堅 く 支持す 
る ものである。 私たち は， 時の 初め 
か ら 文明の 底力 となって きた この 永 
遠の 真理 を 下落 させたり， 脅かした 
りする 悪の 試みに 対抗して きた。 

私たち は あらゆる 正しい 手段 を講 
じて 家庭と 家族 を 強固に しょ う とす 
る。 気高い 両親に よって 生めよ 殖え 
よ， 地に 満ちよ との 最初の 大 いなる 
戒めに 従うよう 勧め， 高度の 霊的， 
道徳的 原則 を 固く 守る ことによ り 人 
格 を 高めよ う とする。 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会に 
あって は， 純潔 は いつまでも 決して 
時代遅れと ならない。 男性に も 女性 
にも 同じ ひとつの 標準が ある。 その 
標準 と は 道徳的な 清 さで ある。 私た 
ち は， 最も 基本の 単位， すなわち 家 
庭と 家族と いう 基礎 を 攻撃す る 忌む 


べき 堕胎 やその 他， 神 を冒濱 する 汚 
れた 行為 をす ベて 憎み， 反対す る。 
それらの 不道徳な 行ない を 続けれ 
ば かならずや 全能者の 怒り と 裁き 力； 
下る であろ う 。 

私た ち は 物の 獲得と 物質主義に 心 
を 集中して， この 繁栄と 安全と 自由 
の 土台で ある 霊的な 基盤 を 忘れて は 
いないだろう 力、。 私たちが 良くない 
行ない を 悔い改め， 犯した 罪の 大き 
さ を 知り， 低く へりくだ るよう， 神 
は 助けて 下さる。 

大きな 安全 は ひざ を かがめる 国に 
存在す る。 

各地の 民 が 朝 な タ なに ひ ざ まずき， 
神に 頼って 神の 導き を 求め， 受けた 
恵み を 感謝したなら ば， 必要 とする 
主の 祝!^ は 確かに 得 られ るので ある。 

祈りが ある 国家の さ ま は 原子爆弾 
よりも 大きな 脅威 を 与え， さらに 強 
力で ある。 人力 をい かに 結集しても， 
祈りの 力に は 到底 かなわない。 なぜ 


なら， 「祈り は 神の 力に 頼む 人間 最大 

の 手段」 だからで ある。 建国の 祖父 
はこの 永遠の 真理 を 受け入れ たが， 
今の 私たち はどうであろう 力、 将来 
の 私たち はどうであろう 力、。 
この 簡単な 習慣， 祈りと いう 強力 
は 実際 私たち 自身の 益と なる。 
何年 も 前に ある 人が a つた。 「何にも 
勝って この 国に 必要な もの は， 昔な 

がらの 家族の 祈りで ある。」 

その 通り， 私たちに 最も 必要な の 
は 年月 に耐 え 抜いた 昔ながら の 真理 
に 復帰す る ことで ある。 

神の 助けが あって， 私たちが 自由 
な 人間と して 受けて いる 祝 |g の 源 を 
悟り， 自由と， 道徳的， 霊的 標準 を 
脅かす もの を 見極め， 謙遜に しかし 
勇気 ある 行動 を 持って， 時の 試練に 
耐え 抜いた 価値 ある 恵み を 守り抜く 
必要 を 悟る よ うに， イエス' キリス 
卜の み 名に よ り， へりくだり 祈る も 
ので ある。 アーメン。 
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食う と 食わざる と は 

汝に 任す 


大 管長 会 第一 副 管長 


N  • エル ドン • タナー 


神が 人類 に 与 え た 最大の 賜の ひ と 
つ は， 選択の 自由で ある。 

私たち は 人生 行路 を 歩み 始めて 程 
なく ひとつの 別れ道に 差し掛かり， 
2 本の 道の どちらに 進む のか を適択 
しなければ ならない という 事態に 遭 
遇する。 1 本 は 正義の 道で， 進歩と 
幸福へ 通じる もので あり， もう 1 本 
は 邪悪の 道で， 退廃と 悲痛に 通じる 
ものである。 ここに， 人間と して 生 
を 受けた ものが 皆， みずからの 適び 
によって 自分の 行く末 を 決定して ゆ 
く という 永遠の 法則が 存在す るので 
ある。 成功 も 失敗 も， 平安 も 不安 も， 
幸 も 悲痛 も 皆， 私たちの 日々 の 選 
択に 懸かって いる。 

聖典に よれば， 個人に 関する 最初 
の， また 最も 重要な 問い掛け は， 選択 
の 自由に する ものであった。 この 
世の 始まる 前， 父なる 神 は 天上の 大 
会議に おいて， この 地球 を 組織し 人 
を 住まわせる ための 計画 を捉 示され 
た。 

天父の 説明に よれば， 天父の 霊の 
子供た ち は 地球に 降りて 行き， 骨肉 
の 体 を 得， あらゆる ことに 試練 を受 
け， 戒め をす ベて 守る かどう か 試さ 
れ， 天父の みもとに 帰る 備え をす る 
ことにな つていた。 

黎明の 子ルシ フェル は， ひとり も 


失う ことなく 強制的に 全人 類 を! irt う 
計画 を 提示し， それによ つて 名誉 を 
求めた。 また， キリスト も 計画 を提 
示した。 この 計画 は， 天父の みこ こ 
ろに 従い， すべての 人に みずから 選 
択 する こと を 認め， その 栄光 を 天父 
に 帰す， という ものであった。 そし 
てキ リ ス 卜の 計画が 受け入れられた。 
現在， 骨肉の 体 を もって この 地球に 
来て いる 人 は 皆， この 大 会議に おい 
て イエス. キリスト に 従う こと を 選 

ん だので ある。 サタン は， これに 背 

き， 天軍の 3 分の 1 を 動かして みず 
からに 従う 者と した。 

モー セの 書の 中で 神 は 次の よ う に 

言われた。 

「これ を 以て その サタン われに 叛き 
て， われ 主なる 神の すでに 人に 与え 
たる 人の 自 由 意志 を 滅ぼさん となし， 
しかも また わが 持てる 権能 を自 らに 
与うべき こと を 求めた るに より， わ 
れ わが 生みた る 独 子の 権能に よ りて 
彼 を 投げ 落さし めたり。 

而 して 彼 は サタン と 成れり， 実に 
あらゆる 偽りの 父なる 悪魔と なりて 
人 を 欺き だまし， 以て わが 声に 聴き 
従わぬ すべての 者 を 欲する ままに 虜 
となすな り。」 （モー セ 4  ：  3  ,   4  ) 

この 時， サタン は その 追従 者と と 
も に 私た ちの 自 由 意志 と 正義と を滅 


ぼそうと 画策した。 サタン は， ェデ 
ンの 園に おいて その 邪悪な 業 を 開始 
し， 首尾よく アダムと イヴ を 誘惑し， 
禁断の 実 を 食べさせる ことに 成功し 

た。 

神 は 次の よ う に 言い わたして お ら 
れ たので ある。 

「 この 園の すべての 樹ょ り は 汝の意 
のま まに 食う こ と を 許さる。 

され ど 善悪 を 知る の樹ょ り は汝食 
うべ からず。 然は あれ ども， 食う と 
食わざる と は汝に 任す， そ は 汝に与 
えられ たれば なり。」 （モー セ 3  ： 16, 
17) 

私たち を 滅ぼ そ う とする こ う した 
サタンの 策略の 中に あって， 救い主 
は 次のように 述べて おられる。 「 
これ わが 業に して わが 栄光， すな わ 
ち 人に 不死 不滅 と 永遠の 生命 と を も 
たらすな り。」 （モー セ 1 ： 39) 

救い主 は， 全人 類が 不死 不滅 を享 
受 できる よう， その 生命 を 捧げられ 
た。 また 救い主の 福音と 過去， 現在 
の 予言者の 教え を 通じて， 私たち は 
人生の 目的 を はつ き り と 理解し， 善 
悪の 区別の 仕方 を 知って おり， また 
戒め を 守る 者に はすべ て， 救いと 昇 
栄が 与えられる と 約束され ている。 
だが， サタン も 人類 を 滅ぼし， 次の 
こと を 成し遂げよ う と 力 を 振り絞つ 
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ている こ と を 忘れて はならない。 聖 
典に は， こう 記されて いる。 

「サタン は 人々 を 煽て 上げ かくて か 
れらを 亡びに 導かん とす。 

而 して， かくの 如く サタン は 一-^ つ 
の 奸計 を 企てて 神の 業 を 破らん と考 
うるな り。 … … 

力べ の 如く， サタン はこの 世 を か 
なた こなたに さまよい 歩きて 人々 の 
身 も 霊' も 亡ぼさん とす。」 （教義と 聖 

約 10  ：  22,  23,  27) 

サタンの 実在と その 力と 影響の 大 
きさと は， エデンの 園での 最初の 誘 
惑 以来 はつ き り と 分かって いる。 サ 
タン は 力 イン を そそのかして， 弟ァ 
ベル を 殺させた。 この 殺人 は 激しい 
苦悩と 悲しみ を 引き起こした。 また 
モル モン 経 は， 個人に せよ lil 体に せ 
よ， 主の 教えに 従う こと を 拒み， サ 
タ ン の 力に) a 服 した 人々 がた ど つ た 
破滅の 事例で 満 ち あふれて いる。 

聖書の 中に も， 大 洪水の 物語が あ 
る。 当時， 民の 罪悪の ため， ノアと 
ノアの 家族 を 除いて， ひとりと して 
助かつ た 者 はいな かつ た。 

さ らに， 民が サ タンに 従う こと を 
選んだ ために 起 こった， ソ ドムと ゴ 
モ ラ の 大都市の 悲劇 を 知 つてい る。 
歴史 を 振り返って Id て も， ローマ 帝 
国の 滅亡の 話 や， 主に 背 を 向ける こ 
と を 選んだ 文明， 都市， 個人の 破滅 
の 例 は 枚挙に いいと まがない ほどで 
ある。 

最近， 「ァメ リ 力の 精神 を 荒廃 させ 
ている 者 はだれ か」 という 意欲 的な 
講演が 行なわれ たが， その 講演で， 
ジ エンキ ン •  ロイド • ジ ヨーン ズ氏 
は， 歴史と いう 1 本の 道の 上に は滅 
び 去った 国家， 帝 B の 骨が 散らばつ 
ている と 語った。 彼 は， ローマが 滅 
亡した の は 城壁が 低 かつ たからで は 
なく，  ローマ 自体が 低落して いたか 
ら である と 指摘して いる。 官能と 遊 
興に よって， それまで 毅ぇ 上げられ 
た 人々 の 性格 は 骨抜きに され， ロー 


マ は 退廃の 道 をた どるし かなかった 
ので ある。 （ァ メリ 力 新聞 論説 者 協会 
での 講演よ り） 

これらす ベての 事例 を 見れば， 義 
の 道で はな く 悪の 道 を 選んだ 時 私た 
ち は 自由 を 失い， また 私たち を 破滅 
に 陥れ， 義人に 与えられる 祝 1^ を 奪 
おう とする 人々 の奴隸 になる という 
こと を さ らに 確信させる ために これ 
以上の 証拠 を 挙げ る 必要 はない た ろ 

う。 y 々選択 をす る 時， 私たち は， 
自分た ちが まく もの を 刈り取る とい 
うこと を 心に 留めて おかなければ な 
ら ない。 私たち は， 悪の 種 を まきな 
がら 祝福の 実 を 刈り取る こと はでき 
ない ので ある。 ここで ひとつの 話 を 
お聞かせしたい。 
社会的に かな り 成功して いる ひと 
り の 人が お り ， 彼の 前途 は洋 々たる 
ものであった。 しかし ある 日， 実業 
家た ちの 昼食会の 席上， 彼 は 公の 場 
で 酒 を 飲めば， もっと 有名に なり， 
成功 もす る だろ うと 考えた。 間 もな 
く， 彼 は 飲酒の 時間 を 心待ちにする 
よ う になった が 彼の 仲間 は 以前 ほど 
顔 を 見せ なくなった。 ついに 彼はァ 
ル コール 中毒に なり 仕事 を 失い， 妻 

を 失い， 友 を 失った。 iH つた 選択 を 
したため， かって は 希望に 燃え 熱心 
に 目標に 向かって 努力して いた もの 
のす ベて を 失って しまったの である。 
その ほ 力へ 私たち は， エジプトに 
売られた ヨセフ や イスラエルの 民 を 
捕らわれの 身から 導き出した モー セ 
の 例 を 知っている。 また 主から 驚く 

べき 予 a を 示され， ししの 穴から 穴 
から 連れ出された 時， 「 …… その 4^ "に 
なんの 害 を も 受けて いなかった。 こ 
れは 彼が 自分の 神を賴 みと していた 
からで ある」 （ダニエル 6  ：  23) と 言 
われた ダニエルの 例が ある。 こうし 

た 誘惑に 屈する ことのない 勇気と， 
義を 選ぶ 勇気 を 持ち， それによ つて， 
みずから とその 民 を 破滅から 救った 
人々 は ほかに も 数多く いる。 


私たちが 適正な 選択 を f  J なって い 
く 上で， 欠く ことので きない もの は 
自己 を 制御す る 力で ある。 を こぐ 
よ り も 流される 方 力;， 登る よ り も 下 
る 方がず つ と 楽で ある。 サタン は， 
私たちの そこ かしこに アルコール， 
タバコ， 麻薬， ポルノグラフィー， 
虚偽， 不正直， そして 甘 H といった 
形の 誘惑 を まき 散らし， 何としても 
私たち を 悪事に 走らせよ う と 絶えず 
待ち構えて いるので ある。 

今日の 世界に はびこり， 私たち を 
取り囲む 邪悪に， 私たち はいかに し 
て 対抗す る ことができる であろう 力、。 
サタン は， 以前に も 増して， 人々 の 
身 も 霊 も 自分の 支配 下にお こう とし 
て 躍起に なって いる。 私たち はこ う 
した サタンの 力 を 打ち砕かなければ 
ならない。 否， 私たちが ィ エス' キ 
リ ス 卜の 教えに 従う こ と を 選び， 私 
たちの 力 を 活発に しかも 積極的に 発 
揮す るなら ば， 打ち砕く こと がで き 
る。 指導者と して， 両親， 教師と し 
て， また 隣人と して， 自由と 平和と 
成功と 幸福と を 希求し， そして 天父 
のみ も とで 永遠の 生命 を 享受したい 
と 願う 世界 各地の 善良な 人 は 皆， 私 
たち を 脅かし， 私たちと 子供た ちの 
安寧 を 危う く している これらの 諸 勢 
力に 対抗す るた め， 模範と 教えに よ 
つて， 熱心に 働かなければ ならない。 
抑制 と 古 t  、慣習が 子供の 精神 を 損 つ 
ている という 声が， 今日 世? 中に あ 
るが こう した 主張に 翻弄され た り ， 
惑わされた り して はならない。 抑制 
も 何もない 自由 奔放な 社会で は， 不 
品行に 対して 何の 訓練 も されて いな 
い 子供た ちが 育つ ことになる。 こう 
した 考え は 誤ってい るし， 私たち は， 
次の よう な 主の 勧告に もっとよ く 耳 
を 傾けな けれ はならない。 

「また， シ オン または 組織 せられた 
るシォ ンの ステーキ 部内に て 子供 を 
有する 両親 あらば， その子 供八才 の 
時， 悔 改め， 生ける 神の 子キ リ ス ト 
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の 信仰， パプ テス マと 按手に よる 聖 
霊の 賜な どの 教義 を 教えて 理解せ し 
めざれば， 罪 その 両親の 頭に 留 るべ 
し。 

また 両親 は その子 供た ちに 祈る こ 
とと， 主の 前に 正しく 歩む ことと を 
教えざる ベから ず。」 （教義と 聖約 

68  ：  25,  28) 

子供と いう もの は， 善悪の 区別の 
方法 を 自分で 学ぶ もので はない。 両 
親 は 子供た ちが 責任 を 受ける 準備が 
できて いるか どう 力、， また 子供た ち 
がみず から ひとつ を 選択し， その 結 
果を 正しく 評価す る 能力が 身に 着い 
たか どうか を 決定し なけれ ば な ら な 
い。 子供た ち を 教える 時， 私たちに 
は， 子供た ち を 訓練し， 子供た ちが 
正しい 行ない をして いる こと を 見 極 
める 責任が ある。 もし 子供が 泥 まみ 
れ になって きた 時 は， 子供が 成長し 
て 自分で 風呂に 入るべき かどう か を 
決定で きる ようになる ま で 待つ 必要 
はまった くない。 また 病気の 時には， 
自分で 薬 を 服用す ベ きか どう 力、 決断 
する ことができ るよ うになる まで 待 
つ 必要 もない。 同じ こと は， 学校 や 
教会に 行 く 場合に も 言える ことで あ 
る。 私たち は 模範と 説得と 愛に よつ 
て その子に とって 最善と 考えられる 
こ と を 行な わせ な ければ な ら ない。 
その 際， 模範に よって 教える ことほ 
ど 重要な もの はない。 故 J  'ヱ ドガ 
一 - フーバー 氏 （元 FBI 長官） は， 
も し 両親が 子供た ち^れて 日曜 学 
校 や 教会に 規則正しく 出席す るなら， 
青少年 犯罪の 原因 を 作 つてい る 勢力 

に 対し 大きな 打撃 を 加える ことが で 
きる であろう， と 言った。 

両親 はまた， 子供た ちに 幼い 内に, 
自分た ちが 神の 霊の 子供で あると い 
う 輝かしい 概念と その 事実 を 教える 
義務が あり， イエス' キリストの 教 
えに 従う こと を 選ぶ 道 こそが， 現世 
においても， 来世の 永遠の 生活に お 
いても 成功と 幸福 を 享受で きる 唯一 


の 道で あると いう こと を 教える 義務 
が ある。 また サタンが 実在し， あら 
ゆる 力 を 駆使して 子供た ち を 悪に 誘 
い， 迷わせ， サタンの とりこに しょ 
う と している こ と も 教えなければ な 
ら ない。 そして サタンに 従わな かつ 
たな ら ば 享受で き る はずの 至高の 幸 

福と 昇 栄とを 取り去って しまおうと 
懸命に なって いると いう こと も 教え 
なければ ならない。 

今日， それぞれの 地域社会で 直面 
している 重大問題に 対処す るた めに 
は， 私たち 自身 力;， 徳と義 の 模範 を 
示さなければ ならない。 そして 私た 
ちの 脅威の 的と なって いる 道徳 問題 
に関して 私たちの 立場 を 明確に する 
必要が ある。 私たち は， 高い 霊的 水 
準 を 維持して いく ことができず， 動 
物的 本能に 支配 される ところまで 身 
を 落として しまって， 私たちの 文明 
を 滅ぼしたり， 堕落 させたり はした 
く ない。 

ンェ ン十ン •    ロイ 卜 • ンョ一 ノス 

氏の 言葉 を も う 一度 引用し よ う。 彼 
は， 私たちが 現在， 道徳の 退廃， 不 
正に 対する 義憤の 消滅と いう ふたつ 
の 危機に ひんして いる， と 指摘して 
いる。 次いで， 私たちの 父祖で ある 
清教徒に 触れて 次の よ う に 述べて い 
る。 「彼ら は 罪に 対して おおげさ なほ 
どまでに 気 を 配って いたが， それで 
いて 自分た ちの 物の 見方 を 決して 変 
えよ う と はしなかった。 人 は 自分の 
身と 心の 支配者であって， 悪人に な 
る はずがない と している。 よ り 善い 
人になる ことができ るし， またそう 
ならなければ ならない。 永遠の 炎 か 
ら 逃れたい と 思うならば， みずから 
の 意志で そ うでき る， という のが 彼 
らの 教えで ある。」 

今日の (^という ものに ついては 
次の よ う に 言って いる。 

「映画が 今日 ほ ど に 退廃的な こと は 
かってなかった， という こと を 否定 
できる 人が いるだろう か。 し 力、 し， 


今日で は 『退廃的 J と は 言わない。 
『リア リ ズム J という 名称で 正当化 
している の だ。 なぜ 私たち はばかに 
される がま まに なって いるの 力、 わ 
いせつと 言っても， 単に 芸術の 大胆 
な 表現に ほかなら ず， そういった 不 
品行 を 描 くこと は， 実は 社会 批判な 
んで すよ， などと 言われて， なぜい 
かに も 分かった ような 顔 をして 黙つ 

て う なず いている の 力、。  

私たち は， 現在ない がしろ にされ 
ている 寛容の 原理 を 再検討す る 時期 
に 来て いる。 この 寛容の 原理 を， 自 
由の 原理と 混同して はならない。 … 

故意に 悪事 を 犯せば， 旧来 通り， 
何ら ごまかしの きかない 罪に 問われ 
る， という 概念が 残って いると いう 
こと を 今 こそ 示す 時で ある。 自己 毅 
練と いう こと を， いま 再び， 今日の 
風潮と しなければ ならない 時で ある。 

それと 同時に， こういった 悪い 風 
潮 は 皆， 人類 を 滅ぼそう とする サタ 
ンの 計略で あると いう こと を 認識す 
る 時で も ある。 書店の 店頭に テレビ 
に， ラジオに， あるいは! 5§ 楽の 場に， 
ポルノ やわい せつ 物が 見られ， 未熟 
な 青少年が アル コ 一 ル類を 容易に 入 
手で きる ような 状態 を 作り， それに 
伴う 飲酒運転， 交通事故， 家庭の 崩 
壊 な ど の 諸悪 を 助長す るよう な 人々 
がいるなら， また， 神の 戒め を 無視 
して はばからな いよ う な 法律の 横行 
に 脅かされ ている のなら， 一致団結 
して 声 を 上げ， 私たち 自身と 地域 社 
会 を 悪の 侵略から 守る こと は， 個人 
としての 私たちの 義務で あり， 責任 
である。 私たちの 地域社会で， 道徳 
と 子供た ちの 生命 そのものまで を も 

脅かして いる 不道徳 と 邪悪 に 対抗す 
る こと は， 私たちに とってき わめて 
重要な ことで ある。 

自分の 権利 を 主張し， 不義な 目的 
を 遂げる ために， いわゆる 自由意志 
を 行使したがって いる 人々 は， 自由 
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意志の 意味 を 悪用し， 他の 人々 の 権 
利 を も 奪って いるので ある。 私たち 
の 直面して いる 問題の 多く は， 故意 
に， 利己的で 非道な 利益 を 図って い 
る 人々 によって 引き起こされ ている 
が， 一方， 他の 問題の 原因 を 作って 
いる 騒々 しい， 迷える 人々 も 少数な 
がらい る。 私たちの 方で も 同じよ う 
に， 私たちの 環境の 保全の ために， 
声を大 にして しっかり と 努力し なけ 
れ ばなら ない。 こうした 状況で こそ: 
私た ち は 家族の 強い 結束 を 享受で き 
るので あり， その 結果 こそが 国の 強 
さなので ある。 世界 各地で まるで 申 
し 合わせた かの よ う に 家族の 斜:' を 破 
滅 しょ う という 動きが li られる 力；， 
私たち はこれ に 断固と して 反対し な 
ければ ならない。 

今日の 世界に 顕著な， 戦争， 死， 
災害， 貧困， 疫病な どの 恐ろしい 状 
況 について 熟慮す る 時， なぜ 神 は 私 
たちが かよ う に 騒然たる 状況に 悩む 
の を 黙って 見て おられる のかと いう 
質問が たびたび 発せられ るが， 人自 
身に その 責任が あると いう こと を 忘 
れて はならない。 罪のない 者が 邪悪 
な 者に 苦しめられる 状態が 多く 見受 
けられる 力 S 今 曰 国内に 広く はびこ 
つてい る あらゆる 闘争， 論争， 邪悪 
の 原因 は， 人が ィ エス' キリストの 
教えに 従って 生活す る こと を 受け 人 
れず， サタンに 従う こと を 選んだ こ 
とに あるので ある。 私たちが 与えら 
れた 神の 御 計画に 従って 進歩す るた 
めに は， あらゆる ことに 反対の もの 
がなければ ならない という こと は 時 
の 初めから 教えられ てきた。 再び 聖 

典の H 葉に H を 向けて みよ う。 

「 それ は， すべての 物事に は 必ず そ 
の 反対の も のがなければ ならぬ から 
である。 …… も しも 物事に その 反対 
の ものがないならば， 正義 も 不正 も 
聖 潔も憐 むべき 様 も 善 も 悪 も 生ずる 


こ とがで きぬ。  

それで あるから， 主なる 神 は 随意 
に 行 う 自由 を 人間 に 許 したもう た。 
しかし 人間 は もしも あれに 誘われ こ 
れに 誘われなければ， 随意に 選び 行 
う こと はで きないの である。 

それで あるから， 人 はみ な 現世に 
於て 自由で あり， およそ 人間の ため 
になる もの は 何でも 与えられる。 そ 
して 万人に 為した もう メ シャ の大ぃ 
なる 賢い 仲裁に よって 自由と 永遠の 
生命と を 選ぶ か， または 悪魔 は 万人 
が 自分の よ う に みじめに なるこ と を 
求めて いるから， その 束縛と 力と に 
由って 定まる 束縛と 死と を 選ぶ 力つ 
これ は 全く 人間の 自由で ある。」 (II 
ニーフ アイ 2  ： 11, 16,  27) 

人類 は悲 し み を 経験す るた め に 創 
造され たので はない。 「人類が 現世に 
在る の は 幸?^ を 得ん ため」 （II  ニーフ 
アイ 2  ：  25) だからで ある。 神 は， 
私たちが 選択す る 時に 助けと 導き を 
与え， サタンの 力に 対抗し， 人々 が 
求めて いる 喜びと 幸福 を 与える ため 
に， 御子 イエス' キリスト を 通じて 
完全な?^ 音 を 有する 神の 教会， すな 
わち 神の 王国 を この 末の世に 地上に 
再び 打 ち 建て られる こと をよ しと さ 
れ たので ある。 そして 神の み 名に よ 
つて 働く 権能で ある 神権 を [el 復 され， 
私たち を 導く ために， 神の 代弁者と 
なって 働く 予 H 者 を 召された。 私 は， 
数百 万の 聖徒 とともに， 私た ち を 想 
像 を 絶す る ほ ど の 幸福 と 平安へ 導 t  、 
て くれる 唯 ひとつの 真実の 道 は 福音 
しかない こと を 1止 する。 しかも この 
福音 は それ を 受け入れ， 戒め を 守る 
すべての 人に 永遠の 生命 を も たらす 
ものである。 

確かに 日々 の 生活に おいて， 私た 
ち は， 良い 実 を 刈り取る か， 悪い 実 
を 刈り取る 力 >， 救い を 取る 力、， 滅び 
を 取る 力、 あるいは 私たちの 天父と 


と も に 住む ことので きる 永遠の 生命 
を 取る 力、 天父の みもとから 追い出 
されて 絶望の 淵 を さ迷う 力、， といつ 
た 決断に 迫られて いる。 さらに 永遠 
の 父なる 神と その 御子 ィ エス • キリ 
ス 卜の 存在 を 信ずる かどう 力'， また 
その 教え を 受け入れ， 戒め を 守る か 
どう 力つ という こと を 決断す るので 
ある。 

ハロル ド •  B  • リ 一大 管長が 確か 
に 主の 代弁者で あり， 今日 この 地上 
における 神の 子供た ちの 指導者で あ 
ると いう 確固たる 証 を 持って， 彼 を 
神の 予言者と して 受け 人れ， 彼の 声 
に 耳 を 傾ける かどう 力、 彼に 従って 
いくか どう 力、 私たち は 決断 を 下す 
ので ある。 さらに， 喜んで 信仰 筒条 
に 従って 生活し， 正直で， 真実で， 
貞潔で， 優しく， 高潔で， 誉れ 高く， 
fej 胞 との 取り引きに 公正で， しかも 
同 胞に 良き 隣人と して 愛 を 示す かど 
う かにつ いて も 決断 を 下さなければ 
ならない。 もし 神の 国と 神の 義とを 
求める こと を 第一に 選ぶならば， 私 
たちの 益になる もの はすべ て 添えて 
与えられる こと を 知る に違いない。 

予言者の 声に 耳 を 傾け， その 言葉 
に 従うなら， 私たち は 決して 道 を 踏 
み 外す こと はない。 また， そうする 
ことによって のみ 私たち は 真理と 義 
の 道に 導かれ， 同胞の 愛と 尊敬と 信 
賴とを 勝ち得て， ついに は， 天の 御 
父の み も とで 永遠の 生命 を 享受す る 
ことができ るので ある。 もし それが 
できなければ， 私たち は， この あら 
ゆる 偉大な 祝福 を 拒み， 失う ことに 
なる ので ある。 

「然は あれ ども， 食う と 食わざる と 
は汝に 任す」 

私たちが 賢明に 選ぶ こと がで きる 
よう， イエス' キリスト のみ 名に よ 
り へりくだり 祈る ものである。 ァー 

メン 0 
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灰色の 羽 を 持つ 
黄色の カナリ ャ 

十二使徒 評議員 会 会員 
卜一 マス 's* モンソン 


23 年 ほど 前， 私 は 若く して ソルト 
レーク • シティ 一 の大 きな ワード 部 
の 監督に 召された。 私 は 召しの 重さ 
に 圧倒され 責任に 恐れ を 感じた。 自 
分の 力の 無 さが 私 をへ り くだらせた。 
しかし 天父 は 私に 教え や 導き を 与え 
ずに 暗やみ や 沈黙の 中で さまよわせ 
たり はされ なかった。 主 は 主の 方法 
で 教訓 を 与え， 私に 教えられた。 

あ る 晩 遅 く 電話の ベ ル が 鳴 つ た 。 
「モンソン 監督， こちら は 病院です。 
あなたの 教会の キ ャ サリン' マック 
ィ 一さん が 今 亡くなられました。 こ 
ちらの 記録に は 親族が おられな いこ 
とに なって いますが， 死亡 時の 連絡 
者に あなたのお 名前が 載って います。 
すぐ 病院に 来て いただけます か。」 

病院に 着く と， 一枚の 封筒 を 渡さ 
れた。 開ける と， キャサリン • マツ 
ク ィ 一 姉妹の 質素な ァ パー トの 鍵が 
入って いた。 73 歳の， 子供の いない 
やもめの 彼女 は， ぜいたく 品 を ほと 
んど 持たず， 必需品が わずかに ある 
だけだった。 彼女 は 人生の たそがれ 
時に 末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 
に 入った のだった。 無口で 控え目 だ 
つたせ いか 彼女の 生活に ついては ほ 
とん ど 知られて いなかった。 

その 晚私 は， ァ バートの 地下に あ 
る 彼女の 部屋に 入り， 明かり をつ け 


た。 中 はき ちんと 片付けられ ていた。 
すぐに 目に 入った の は， キャサリン' 
マツ クイ 一 姉妹の 自筆の 細かに 書か 
れ た 手紙 だった。 小さな テー ブ ル に 
表 を 上に して 置いて あった 手紙の 文 
面 は， こうだった。 

「モンソン 監督， 私 はも う 病院から 
帰れない と 思います。 たんすの 引き 
出しに 少額です が 保険の 証書が 入つ 
ています ので， それ を 葬儀 費用に し 
て 下さい。 家具 は 近所の 方々 に 差し 
上げて 下さい。 

台所に は 大事な カナ リ ャが 3 羽い 
ます。 2 羽 はきれ いな 黄色で 姿 も 見 
事です。 それぞれの かごの 上に 差し 
上げる 方の 名前 を 書いて おきました。 
3 番目の かごと は— 「ビリー」 です。 
私のお 気に入りです。 ビリー はせ つ 
かくの 黄色い 羽に 灰色が 混じって 少 
々みすぼらしく 見えます。 あなたの 
お宅で ビリ 一 を 飼って 下さいません 
か。 きれいではないです が 鳴き声 は 
一番です。」 

それからの 数日 という もの， 私 は 
キャサリン. マツ クイ 一 姉妹に つい 

て 多くの こと を 知った。 彼女 は 大勢 
困って いる 人 を 助け， 通りの 先の 方 
に 住んで いる 体の 不自由な 人 を 毎日 
のように 励まし， 元気付けて 上げて 
いた。 彼女 は 接する 人た ちの 生活に 


光 をと もして いたので ある。 キヤ サ 
リン. マツ クイ 一 姉妹 は， 大事に し 
ていた 灰色の 羽の 力 ナリヤ， ビリー 
とよ く 似て いた。 彼女 は 美し さに 恵 
まれず， 身の こなし は 洗練され ず 子 
供 もなかった。 しかし 彼女の 歌う 歌 
は 人々 に 喜んで 重荷 を 担う 力 を 与え 
たので ある。 彼女 はこの 歌の 歌詞 そ 
のま まに 生きた のだった。 

行け 寂しき 者 や 悲しむ もの 救え 
親切の わざ 撤け 世 を 輝かせ 
世 を さ らに 輝かせ 

(讃美歌 240 番） 

世に は 灰色の 羽 をした カナ リ ャが 
多くい る。 悲しむべき は， その内の 
ごく 少数し 力、 歌う こと を 知らない 
ことで ある。 おそらく は 良い 手本の 
確かな 鳴き声が 耳に 響かない か 心に 
留まらな いので あろ う 。 

若者の 中には， 自分が 何者で あり， 
どのように なれる 力、， あるいは どの 
よ う にな り たいか さ え 知らない 人々 
がいる。 彼ら は 恐れ を 抱く が， 何 を 
恐れて いるか を 知らない。 恐り はす 
るが 何 を 怒って いるの か を 知らない。 
拒否され る 力；， その 理由 を 知らない。 
彼らの 望みと いえば， 地位， 名声 を 
持つ 人間になる ことで ある。 
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また ある 人 は 年餘に 負け， 世の 煩 
いに 悩み， 疑惑に 心 を 奪われ， 自分 
の 能力よ り 低い 生活 をす る。 

私た ち はだれ で も 自分の 劣つ た 行 
ない を 弁解 仕 勝ちで ある。 不運 や 姿 
の 悪さ いわゆる ハンディ キヤ ッ プの 
せいに する。 自分 を 正当化の 犠牲に 
して， 心に つぶやく ので ある。 「私 は 
弱い からだ」， これ 以上に 良い ものな 
んて， 私に はでき る はずが な いん 
だ。」 と。 また ある 人た ち は 自分の 力 
量 以上の こと を 夢見て， ねたみと 落 
胆の声 を 上げる。 

人 は， 人生の 務めが 他人に 抜きん 
でる ことで はなく 自分自身に 抜きん 
でる ことに あると いう こと を， 理解 
できない のだろう 力、 自分の 記録 を 
更新す る こと， また 一日一日， 進歩 
を 重ねて ゆく こと， 自分が できる こ 
と 考えて いたよ り ももつ と 立派に 試 
練 を 耐え 抜く こと， 今まで 以上の も 
の を 人に 与える こと， 今までよりも 
も つ と 頑張って よ り 完成され た 仕事 
をす る こ と —— これが 自分に 抜きん 
でる こ との 本当の 意味で ある。 

立派に 生きる ために， 私たち は W 
難に 勇気 を もって， 落胆に ほほえみ 
を， 勝利に 謙遜 を もって 処 する 能力 
を 伸ばさなくて はならない。 あなた 
は 「どう したら そのよ うにで きる の 
カリ と 尋ねる だろう。 その 答え は 

「自分が 本当 は 何者で ある か を 正 し 
く 認識す る ことによって」 である。 
私たち は 「神の かたちに かたどって 
造られた」 生ける 神の 息子， 娘で あ 
る。 この 真理 を 考えて みなさい。 私 
たちが この 確信 を 得たならば， 強さ 
と 力 を， 神の 戒めに 従う 強さと サタ 
ン の 誘惑 に抗す る 力 を 新たに 深く 感 
じないで はいられない。 

実に 私たち は， 人格が 顔 や 姿の 美 
し さ の 二の次に され 勝ち な 世の中に 
住んで いる。 地方 や 国 や 国際 間の 美 
人 コンテストが 記事に なり， ニュー 
ス になる。 ミス アメリカ， ミス ヮー 


ルド， ミス ユニバースに 大勢の 人々 
が 賛美の 目 を 向ける。 運動選手 にも 
崇拝者が いる。 冬季 スポーツ， 世界 
オリンピック， 国際 試合 は 感動した 
群衆の 熱烈な 賞賛 を 生む。 これが 人 
の 常で ある。 

ところで 神よ りの 啓示の 言葉 は ど 
うであろう 力'。 いにしえの 時代から 
予言者 サ ム ェ ルの 忠告が 聞 こえて く 
る。 「 "…- わたしが 見る ところ は 人と 
は 異なる。 人 は 外の 顔 かたち を 見， 

主 は 心 を 見る」。 （サム エル 上 16: 
7) 

王の 王， 主の 主に は 見せ掛け や 偽 
善 は 通用し ない。 主 は 律法 学者 ゃパ 
リ サイ 人の 虚栄と 浅薄な 生き方， 見 
せ 掛けと 偽善 を 非難され た。 主 は 彼 
らを 「白く 塗った 墓 に似てい る。 外 
側 は 美しく 見える が， 内側 は 死人の 
骨 や， あらゆる 不潔な もので いっぱ 
いで ある」 と言われた。 （マ タイ 23: 
27) 

彼ら は 美しい 黄色の カナ リャ のよ 
うに， 外側 はきれ いだが， 彼らの 心 
から は， 美しい 歌 は 聞こえて こない。 

それと 同様の こと をァメ リ 力 大陸 
で 神の 予言者が 述べて いる。 「ごらん， 
あなたた ち は 金銭と 自分の 財産と 自 
分の 華やかな 衣と 自分の 教会の 華や 
かな 飾り物と を， 貧しい 人々， 病気 
の 人々 およ び 悩んで いる 人々 よりも 
愛する ので ある。 なぜ キ リスト 
の 御名 を 受ける こと を 恥と する 力、。 
"-… なぜ あなたた ち は 生命の な t  、物 
を 自分の 身に 飾りながら， 飢えて い 
る 者， 貧しい 者， はだかで いる 者， 
病んで いる 者， また 悩んで いる 者た 
ちが あなたた ちの 前 を 通り過ぎて 行 
くと き憐 まない のか。」 （モル モン 8 
： 37—39) 

主 は 貧しい 者， しいたげられた 者， 
悩む 者， 苦しむ 者の 中に 進んで 行か 
れた。 絶望した 者に 望み を， 弱い者 
に 強さ を， 捕らわれた 者に 自由 を も 
たらされた。 主 は 来るべき よ り 良い 


生活， 永遠の 生命に ついて さえ 教え 
られ た。 その 知識 は， 「わたしに つい 
てきなさい」 という 聖 なる 命令 を受 
けた 人々 を 常に 導いた のであった。 
ぺ テロが その 知識に 導かれた。 パゥ 
口が 動かされた。 この 知識 は 私たち 
の 将来 を 形作る。 私たち は 正しく ま 
た 真心から 世の 噴い 主に 従おう とい 
う 決心が で き る だろ う か。 W い 主の 
助けが あれば， 反抗的な 少年 も 従順 
な 青年に なり， わがままな 少女 も 古 
い 自分 を 捨てて 新たな 一歩 を 踏み出 
す こと がで き る 。 事実 ィ エス' キリ 
ス 卜の 福音 は 人生 を 変える ことが で 
きる ので ある。 

使徒 パ ゥ D はコ リント 人への 手紙 

の 中で 教えた。 「神 は …… 強い 者 を は 
ず かしめ るた めに， この 世の 弱い者 

を 選び  Jo  (  I コ リント 1 ： 27) 

救い主が 信仰の 人 を 捜された 時， 
ユダヤ人の 会堂に よ く 見られる 独善 
的な 人 を 選び はしなかった。 それよ 
り も カペナウムの 漁師の 中から 人 を 
選ばれた ので ある。 

主 は 岸辺で 教えて おられた 時， そ 
こに 寄せて ある 2 そう の 舟に 目を留 
めら れた。 主 は その 1 そうに 乗り， 
持ち主に 賴んで 群衆に 押されな いよ 
うに 舟 を 水の 上に 出した。 さらに 教 
え を 説き 続けてから， 主はシ モンに 
「沖へ こぎ 出し， 網 をお ろして 漁 を 
してみ なさい」 と言われた。 

シ モン は 答えた。 「r 先生， わたし 
たち は 夜通し 働き ましたが， 何も 取 
れ ませんで した。 しかし， お 言葉で 
すから， 網 をお ろして みまし よ 
う。 J そして そのと おりに したと ころ， 
おびただしい 魚の 群れが 入って， 網 
が 破れそう になった。 '…- これ を 見 
てシ モン *ぺ テロ は， イエスの ひざ 
もとに ひれ 伏して 言った， r 主よ， わ 
たしから 離れて ください。 わたし は 
罪深い 者です。 j」 （ルカ 5  ：  4—6,8) 

その 返事 はこうであった。 「わたし 
について きなさい。 あなたがた を， 
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人間 をと る 漁師に して あげよ う 。」 

(マ タイ 4  ： 19) 漁師 シ モン は 自分 
の /4 し を 受けた。 疑い深く， 不信仰 
で 無学な， また 経験 も 浅く， 激しい 
気性の シ モン は， 主の 道が 楽な 道で 
はない こと， 苦しみと は 無縁の 道で 
はない こと も 知らなかった。 シ モン 
はやが て 叱責と 非難の 言葉 を 聞く。 
「信仰の 薄い 者よ」， （マ タイ 14  ：  31) 
「サタンよ， 引き さがれ， わたしの 
邪魔 をす る 者 だ。」 （マ タイ 16  ：  23) 
しかし 主 は 彼に 問われた。 「『…あな 
たがた はわた し を だれと 言う カリ。 シ 
モ ン . ぺ テロが 答えて 言った。 『あな 
たこ そ 生ける 神の 子キ リ ス 卜で 
す』。」 （マ タイ 16  ： 15, 16) 

疑い深い シ モン は， 信仰の 使徒べ 
テロと なった。 灰色の 羽の カナ リ ャ 
は 救い主の 全幅の 信頼と 変わらぬ 愛 
を 得る 者と なった。 

救 t  、主 が 熱心 で 力 ある 宣教師 を 逸 
ぼうと された 時， 主 は その 人 を 賛成 
者で はなく， 反対者の 中から 捜し出 
された。 タル ソのサ ゥロは 教会 を滅 
ぼそう と し， 主の 弟子 を 脅迫， 殺害し 
ようと 息巻いて いた。 しかし それ は 
ダ マスコへ 行く 途中の 経験で 変わつ 

た。 主 はサゥ 口につ いて 言われた。 
「 …… あの人 は， 異邦人た ち， 王た 
ち， また イスラエルの 子ら にも， わ 
たしの 名 を fe える 器と して， わたし 
が 選んだ 者で ある。 わたしの 名のた 
めに 彼が どんなに 苦しまなければ な 
ら ないか を， 彼に 知らせよ う 。」 （使 
徒 9  ： 15, 16) 

迫害者 サ ゥ n は 改宗者 パ ゥロ とな 
つ た。 灰色の 羽の カナ リャと 同じく， 


バウ 口 も 汚点が あった。 彼 自身が 言 
つてい る。 「そこで， 高慢に ならない 
ように， わたしの 肉体に 一^^ つのと け 
が 与えられた。 それ は， 高慢に なら 
ないように， わたし を 打つ サタンの 
使な ので ある。 この ことにつ いて， 
わたし は 彼 を 離れ 去らせて 下さる よ 
うにと， 三度 も 主に 祈った。 ところ 
力;， 主が 言われた， 『わたしの 恵み は 
あなたに 対して 十分で ある。 わたし 
の 力 は 弱い と ころに 完全に あらわれ 
る。 JJ  (11 コ リント 12  ：  7-9) 

パゥロ もぺ テロ も 真 通の ために 持 
てる 力 を 使い， 命 を とられた。 おれ、 
主 は 不完全な 人間 を 達び， 完全への 
道 を 教えられた。 主 は 昔， そのよう 
にされ た。 そして 今 もそう される。 
灰色の 羽の カナ リ ャを 使って。 

主 は 御自身に 仕える 者と して あな 
たがた や 私 を この 地で 召され， 私た 
ちの 働き を 求めて それぞれの 職務に 
任じられた。 全力 を 尽く して その 責 
任を果 さなければ ならない。 良心の 
葛藤 はない。 私たちが 苦闘す る 時， 
失敗 をした 時， 祈り 願おう ではない 
か。 「導きた まえ， おお， 導きた まえ， 
大 いなる 我らが 造物主， やみより 抜 
け 出て 今 ひとたび 奮起すべく。」 （ャ 
ン カー ズ 高校 「フ アイ 卜 ソング」 よ 
り) 

言われ た 仕事が 無意味で 不必要で 
つまらな く 見える かも しれない。 私 
たち は 疑いと いう 誘惑 を 受ける かも 
しれない。 

「父よ， き よ う 我 いずこの 地に 働 
かん」 


我が 愛 は 生気に 満ち， よどみな く 

あふれい ず。 
父， 小さ き 所 を 指して 言えり。 

「我がた めに， かの 地の 手入れ を」 
我す ぐと 答えぬ 「ああ， かの 地に 

は あらず。 かの 地に は あらず 
ああ， 我い かに 良き 働き をな せど 
も 

顧みる もの ひと りと してな からん。 
我がた めに， かの 小さき に は あら 
ぬ 所 を」 

父 言えり。 猛 けき 言葉に て は あら 
ず。 

愛 もて 我に 言えり。 

「おお， 小さ き 者よ， なんじ， 心 

に 尋ねみ よ 。 
なんじの 働き， かの 人々 のた めな 

る 力、， 我がた めなる か を。 
ナザレ は 小さき 所。  ' 

ガリ ラャ も， またし かり」 

—— ミード' マック ガイア 一 

私 はきよ う， こう 祈りたい。 真実 
心から， かの ガリ ラャ 人に 従い， そ 
のみ 名 をた たえ， 持てる 愛 を 反映した 
生活 をす るよう に。 天父が 私たちに 
御子 を 与えられ たこと と， イエス- 
キリスト  が 私たちの ために 御自身の 
命 を 捧げられ たこと を 忘れない よ う 
に。 イエス. キリスト が 生きて おら 

れる こと を 証し， 私たちが その 聖な 
る 賜に ふさわしい 者と なる ように ィ 
エス. キリス ト のみ 名に よ り 祈る も 
ので ある。 アーメン。 
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教会 を 支える 力 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴードン • B  • ヒンクレー 


偉大な み 業で ともに 働く 兄弟 姉妹 
の 皆さん， この タバ ナクルに 入る 度 
に， 私の 心 をよ ぎる ものが ある。 そ 
れは， この 建物 を 主の 家と して 建て 
た 開拓 時代の 父祖の 献身と 犠牲で あ 
る。 彼ら は， この 建物 を 礼拝の 家， 
真理 を 教える 家と して 捧げ， 奉献し 
た。 この 壇上に 立つ 私たちに は， 信 
仰の 言葉 を 語る という 大き な 期待が 
置かれて いる。 私 はこの ため， へり 
く だり 聖 きみた まの 導き を 求めて い 
る。 

私 はこれ ま で 世界の 各地で 数多 く 
の 素晴らしい 人々 とお 合いす る 機会 
に 恵まれて きた。 忘れる こ とので き 
ない 印象 を 受けた 人 も 少な く ない。 
その 中に， 合衆国で 高度な 訓練 を受 
ける ために アジアから 派 遺された， 
ある 聡明な 海軍 将校が いる。 彼 は 合 
衆 国 海軍の 何人 かの 同僚 を 見て いた 

く 感動し， 彼らの 宗教に ついて 話 を 
聞く ことにした。 彼はキ リ ス ト 教徒 
ではなかった が， 興味 を そそられた。 
世の 救い主， べッレ ヘムで 生まれ， 
全人 類の ために 命 を 捧げた ィ エス。 
永遠の 父な る 神と 復活し た 主が 少年 
ジ ヨセフ. ス ミス に 現われた もうた 
こと。 現代の 予言者。 主の 福音。 み 
たまが 彼の 心 を 動かし， 彼 は バブテ 
スマを 受けた。 


私 は， 祖国に 帰る 直前の 彼に 合つ 
た。 改宗の 話 を 聞いた 私 はこう 言つ 
た。 「故国の 人々 はキ リ ス ト 教徒で は 
ありま せんね。 あなたのお 国で はキ 
リ ス ト 教徒 は 困難な 時代 を 経てき た 
と 聞いて います。 キ リ ス ト 教徒と し 
て， 特に モル モン 教徒と してお 国へ 
帰られたら， どうなります か。」 

彼の 顔 は 一瞬 暗くな つた。 「家族 は 
がっかり する でしよ う。 勘当され る 
力' も 知れません。 私が この 世に いな 
いものと 考える かも 知れません。 自 
分の 仕事 や 将来に ついても， あら ゆ 
る 機会から 見離される ことになると 
思います。」 

私 はこう 尋ねた。 「福音の ために そ 
れ ほどの 代価 を 支払う のです か。」 

涙のに じんだ 黒い 瞳 を 光らせる と， 
彼 はこう 言った。 「福音 は 真実です。 
違います か。」 

私 はこ う した 愚問 を 心に 恥じな が 
ら 答えた。 「その 通りです。 確かに 真 
実です。」 

「それなら， ほかの こと を 気にする 
必要 はない わけです ね」 という 言葉 
が 返って きた。 

私 は こ の 質問 を 皆 さんに も 投げ 掛 
けたい。 「福音 は 真実ではないです 力、 
それなら， ほかの こと を 気にする 必 
要はない わけです ね。」 


昨日 は 教会の 統計が 発表され， 教 
会の 成長 振 り に 感動と 満足 を 覚えて 
いる。 私 はこの 発表 を 聞きながら， 
先日 放映され た ある 有名な テ レ ビ番 
組の こと を 思い出した。 合衆国 宗教 

協議会の デ ィーン •  M  . ケ リー 牧師 
が ジョー • ガラジ オラと の 対談で， 
ある 著名な 大宗 教団 体の 会員 数が 减 
少して いる こと， また ある 団体 は 急 
増して いる ことに 触れ， 退潮の 理由 
をこう 語って いた。 「これらの 宗 教団 
体 は 寛大に なり 過ぎた からです。 ど 
う いった 人で も 会員になる の を 認め， 
どのよう な 人で も 会員と してと どま 
る こと を 許して います。 信仰 や 貢献 
について 何も 厳しい 要求 を しないの 
です。」 彼 はまた 一方で， 時間と 労力 
と 財力の 犧牲を 求める 宗教 は 目 覚ま 
しい 発展 を 遂げて いる こ と も 指 適し 
ていた。 

またこう 語った。 「 わが国で 100 万 

以上の 会員 を 擁する 教会の 中で 最も 

急速な 成長 を 遂げて いるの は， ソル 
ト レーク. シティ 一に 本部 を 置く モ 

ル モン 教会, 末日 聖徒です。 この 教会 

は 毎年 5 パー セン 卜の 伸び を 示して 
います。 これ は 驚異的 数字です。」 

心 ある 人なら ば こ の 言葉 に 注意 を 
向ける はずで ある。 献身と 犠牲と 訓 
練 を 要求す る 宗教 は， 誠実な 会員 を 
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得， 他の 人々 の 関心と 尊敬 を 受ける。 
宗教と は 常に そ う した ものである。 
救い主 は ニコ デモに 対して 語られた 
時， 決して あいまいな 言葉で 言われ 
たのではなかった。 「だれでも， 水と 
霊から 生れなければ， 神の 国に はい 

る こと はでき ない。」 （ヨハネ 3  ：  5) 
例外 は 存在 しないの である。 律法に 
従う ことにお いて あいまい さは 許さ 
れ ていない。 主が 言われた すべての 
事柄に この こ とが 言える。 

パゥロ は イエス. キリスト の 福音 

で 求められ ている 事柄 を 示す に 当た 
つて， 言い逃れの 余地 を 残したり， 
あいまいな 言葉 を 使った り はしな か 
つた。 それ は 今日で も 生きて いる。 
主 御自身が 「門 は 狭く， その 道 は 細 
い」 と 言って おられる。 人の 行動の 
永遠の 結果に 関与す る 組織， 機構 は 
何ら かの 指針 を 打ち出し， それに 従 
わなければ ならない。 ある 程度の 訓 
練， 特に 自己 修養 を 求めない 組織 は， 
人々 の 忠誠 を 長期に わたって 得る こ 
と はでき ない。 生活から 安楽 さが 消 
える かも 知れない。 本当の 犠牲 を 支 
払わなければ ならない かも 知れない。 
しかし， こうした 要求の 中から 人格 
と 強さと 高潔 さが 培われる ので ある。 

放縦の 中から 偉大な もの は 生まれ 
ない。 高潔， 誠実， 強さと いう 徳は， 
神より 求められた ことに 従って 自己 
を 鍛える 人が 味わう 苦闘の 中で 育ま 
れる ものである。 

けれ どももう ひと つ 大切な ことが 
ある。 それがなければ この 自己 修養 
も 形ば かりの ものに 終わって しまう。 
訓練の ための 訓練 は 抑制で しかない。 
これ はィ エス. キリス 卜 の 福音の 精 

神に 反する。 恐れの ために 行なって 
も， 得る もの はない からで ある。 

し 力 > しながら， 個人の 確信に 基づ 
く もの は 積極的で あり， 驚く ばかり 
に 人 を 築き， 高め， 強める。 宗教に 
ついて 言う と， 人 は 真 連に 対して 強 
い 確信 を 抱いた 時に はじめて， 自己 


を 訓練す る。 教会が 要求す るからで 
なく， 神が 生きて おられる こと を 心 
の 中に 知識と して 持って いるからで 
ある。 自分が 永遠 無限の 可能性 を 持 
つ 神の 子供で ある こと， 奉仕に は 喜 
びが あり， 大きな 目的の ために 働く 
ことによ つ て 心が 満 される こと を 知 
つてい るからで ある。 

ケ リ 一 牧師が 指摘した この 教会の 
著しい 成長 は， 教会が 会員に 多く を 
要求した ためで はなく， 会員が 心の 
中に， この 業が 真に 神の み 業で ある 
こと， 義に 基づく 奉仕の 中に 幸福と 
平安と 満足が ある こと を 確信した た 
めに 実現した ので ある。 

私たち はきょう， 数々 の 由緒 ある 
建物に 囲まれて 立つ この タバナ クル 
に 集まって いる。 しかし， 教会の 強 
さと 力 は， これらの 建物 や 世界中の 
無数の 礼拝堂の 中に あるので もな け 
れば， 教会の 大学 や 病院の 中に ある 
もので もない。 素晴らしい 施設 は 沢 
山 ある 力；， それら は 真の 強さの 脇役 
でしかない。 昨日 リ 一大 管長が 指摘 
された ように， この 教会の 強さ は， 
教会員の 心の中， この 業が 真実で あ 
ると いう 個人の 証と 確信の 中に ある。 
この 証 を 得る と， 教会の 要求す る 事 
柄 はも はや 重荷で はなく， 手 ごた え 
の ある 課題と なる。 救い主 は 言われ 
た。 「わたしの く びき は 負い やすく， 
わたしの 荷 は 軽い …… 。」 （マ タイ 
11 ： 30) 

ィヱス • キリスト の 教会の 献身的 
な 会員 にと つ て 教会の 責任 というく 
びき や 教会で 指導 するとい う 重荷 は， 
問題で はなくな り， むしろ 進歩の 機 
会と なる。 

先日， 合衆国 東部で 開かれた ある 
大会に 出席して， 何 力 月 か 前に 教会 
に 加わった 技師の 体験談 をう かがつ 
た。 宣教師の 訪問 を 受けた 彼の 妻 は 
二人 を 家に 招き 入れた。 妻 は 宣教師 
のメ ッ セージに 積極的だった が， 夫 
は 自分の 意志 と は 逆 に 逃げ出したい 


気持ちに 駆られて いた。 ある 晩の こ 
と， 妻 は パプ マス を 受けたい という 
気持ち を 夫に 打ち明けた。 夫 は 怒り 
が 込み上げ てきた。 それが どういう 
こ と を 意味す るの か 妻 は 知っている 
のだろう 力、。 時間が 取られる し， 什 
分の 一 を 納めなければ ならない。 友 
達 も 捨てる ことになる。 タバコ もや 
めなければ ならない。 彼 は 上着 を 引 
つ 掛ける と， ドア を バタンと 閉めて 
外へ 出て 行った。 歩きながら 彼 は， 
妻 を， 宣教師 を， そして 宣教師に レ 
ッスン を 許した 自分 をのの しった。 
やがて 歩き疲れ たころ， 怒り も 収ま 
つてき た。 そして 何 かしら 祈りたい 
気持ちに 駆られた。 彼 は 歩きながら 
祈った。 疑問に 答えて 下さる よう 神 
に 懇願した。 すると， はっきり と 心 
に 訴える もの を 感じた。 声が 聞こえ 
たように 感じた 「それ は 正しい。」 

「それ は 正しい。 それ は 正しい」 彼 
は 何度も 繰り返し 言った。 心が 平安 
になった。 家に 着く までに， あれ ほ 
ど 激怒した 制限 や 要求 は 進歩の 機会 
と 変わって いた。 ドア を 開ける と， 
そこに 見た の は ひざまずいて 祈 り を 
捧げる 妻の 姿だった。 

大会で この 経験 を 語る 彼 は， 次に 
家庭が 喜びに あふれる 所と なった と 
述べて いる。 什 分の 一は 問題で はな 
かった。 すべて を 与えた もう 神と 財 
産 を 分かち合う ことで 十分だった。 
奉仕の 時間 も 問題ではなかった。 一 
週の 計画 を も う 少し. 慎重に 行なえば 
よかった。 責任 も 問題ではなかった。 
むしろ 成長と 人生に 対する 新しい 見 
方が 生まれた。 こうして， 物質 界の 
事実の み を 扱って きた この 聪 明な 技 
師は， 自分の 生活に 起きた 奇跡に 目 
を 潤ませながら 証 を 述べた ので ある。 

このよう な 体験 を 持つ 人が 世界に 
何十 万と いる。 才能 や 教育に 恵まれ 
た 人， 実業家な ど 世の中の こと だけ 
を 考えて いた 人が， 今や 心の中に 静 
かな 証の 火 を 燃やして いるので ある。 
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彼ら は 神が 生きて おられる こと， ィ 
エスが キリス 卜で ある こと， この 業 
が 神の み 業で あり， 機会 を とらえる 
すべての 人に 祝福 を も たらす ベ く 地 
上に 回復され たこと を 証す る。 

主 は 言われた。 「見よ， わたし は 戸 
の 外に 立って， たたいて いる。 だれ 
でも わたしの 声 を 聞いて 戸 を あける 
なら， わたし は その 中にはい つて 彼 
と 食 を 共に し， 彼 もまた わたしと 食 

を 共に する であろう。」 （黙示 3  ：  20) 
ィ エス は宮の 中で ユダヤ人に 対し 

て 言われた。 「わたしの 教 はわた し自 

身の 教 ではなく， わたし をつ かわさ 

れ たかた の教 である。 
神の みこ ころ を 行おう と 思う 者で 

あれば， だれでも， わたしの 語って 

いる この 教が 神からの もの 力 N それ 

と も， わたし 自身から 出た もの 力 > ，わ 

かるであろう。」 （ヨハネ 7  ： 16—17) 
これが この 業の 素晴らしい 点で あ 
る。 すな わら， だれでも 自分で 知る こ 
とがで きる ので ある。 真理 を 教えず 
証 をし ない 教師 や 説教師， 聖職者に 
頼る 必要 はない。 いにしえに ヨブが 
述べた ように， 「人のう ちに は 霊が あ 
り， 全能者の 霊感が 人に 悟り を 与え 
る」 ので ある。 （欽定 訳 ヨブ 32:  8) 
人 は 聖霊の 賜に よって， 朝日が 昇 
るよう に 確かに， それが 真実で ある 
こと を 自分で 知る ことができ るので 
ある。 そして これ を 知った 人 は， 人 
生の 意義と 目的， 隣人に 対する 大き 
な 責任， 家族と 神に 対する 責任に 気 
付き， みずから を 修めよ う とする。 

主 は 言われた。 「われに 就きて 学び， 
わが 言 を 聴き， わが 『みたま』 の柔 
和なる 道 を 歩め， さらば， 汝 われに 
在りて 安き を 得ん。」 （教義と 聖約 
19  ：  23) 

これ は 「すべての 悟り を もたらす 
平安」 である。 この 平安 は 頭で 理解 
して 得る もので はなく， みたまに よ 
り もたらされる もの だからで ある。 


そして， 「神に つける 事柄 は 神の みた 
まに よって 悟る」 ので ある。 

ドィ ッ のべ ァク タス ガーデンで 開 
かれた 当 教会の 米軍 人 大会に 出席し 
た 時， 高等教育 を 修めた ある 女性の 
話 を 聞いた ことがある。 彼女 は 陸軍 
少佐と 医学博士の 肩書き を 持ち， 専 
門 分野で 広く 名 を 知られた 人物 だつ 
た。 彼女 はこう 語った。 

「私が 世の中で 何よ り も 望んだ こと 
は 神に 仕える ことでした。 そ して， 
神 を 見いだ そう と 努力し ましたが， 
無為に 終わって いました。 ところ 力;， 
神が 私 を 見付けて 下さった のです。 
1969 年 9 月の ある 土曜日の 午後の こ 
と， 私 は カリフォルニア 州 バーク レ 
一の 実家に おりました。 呼び鈴が 鳴 
つて ドア を 開ける と， ワイシャツと 
ネクタイ， それに 背広で 身 を 固めた 
二人の 青年が 立って いました。 髮も 
きちんと 手入れした 青年でした。 好 
感を もった 私 はこう 言いました。 『何 
の セールス か 知りません 力;， 買わせ 
ていた だきます わ。』 すると， 青年の 
一人が 言いました。 『私たち は セール 
ス マンで はあり ません。 私たち は 末 
日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会の 宣教 
師で， お 話 をし にまい りました。 J そ 
こで 私 は 二人 を 家に 招き 入れました。 
宣教師た ち は 宗教に ついて 話 を して 
下さい ま した。 

これが 証 を 得る こ と になった き つ 
かけです。 私 は 末日 聖徒 イエス • キ 
リ ス ト 教会の 会員と なる 特権と 栄誉 
に， 言葉に 尽くせない 感謝の 気持ち 
を 抱いて います。 この 喜ばしい 福音 
が 私の 心に もたらして くれた 喜びと 
平安 は， こ の 世の 天国 とも 言うべき 
ものです。 このみ 業に 対する 私の 証 
は， 私の 生活で 一番 大切な もので あ 
り， 天父からの 贈り物です。 私 はこ 
の 贈り物 を 永遠に 感謝し 続ける と 思 
います。」 

いにしえの 時代の 人々 にもたら さ 


れ たこの 知識 は 今日 も 同様に もたら 
される。 アジアから 来た 海軍 将校の 
場合 も， 東部の 技師の 場合 も， この 
医学博士の 場合 もそう である。 この 
会場に も 同様の 体験 を 持つ 方が 大勢 
おられる と 思う。 全世界に は 何百 万 
といる。 今 私の 話 を 聞いて いる 方で， 
これらの こと について 聖霊の 証 を 求 
めて いる 方が あれば， 私 は 皆さんが 
それ を 得られる よ う に 私の 証 を 差し 
上げたい と 思う。 かって ぺ テロが 得 
たと 同じように， 今日 も その 証を受 
ける ことができ るので ある。 

「イエスが ピリ ポ • カイ ザ リ ァの地 
方に 行かれた と き ， 弟子た ち に 尋ね 
て 言われた， …… 『あなたがた はわ 
たし を だれと 言う カリ。 

シ モン' ぺ テロが 答えて 言った， 
『あなた こそ， 生ける 神の 子 キリス 
ト です』。 

すると， イエス は 彼に むかって 言 
われた， 『バル ョナ 'シ モン， あなた 
はさい わいで ある。 あなたに この 事 
を あらわし たの は， 血肉で はなく， 
天に います わたしの 父で ある。 

そこで， わたし も あなたに 言う。 
あなた はぺ テロで ある。 そして， わ 
たし はこの 岩の 上に わたしの 教会 を 
建てよう。 黄泉の 力 も それに 打ち勝 
つ こと はない』。」 （マ タイ 16  ： IS- 
IS) 

この 啓示の 岩 は， 神に つける 事柄 
の 知識の 源で ある。 永遠の 真理 を 証 
する の は 清き みたまの 証で あり， そ 
の 証 を 受け入れ， 養い， その 証に 従 
つて 生きる 人に 対して は， 地獄の 門 
も 力 を 及ぼす ことができない。 

私 は これら の 神聖な 事柄 を 厳肃に 
証し， 真理 を 熱心に 求める すべての 
人に この 知識が 与えられ るよ う 祝福 
する。 これら を 真理の 源で ある 主ィ 
エス' キリスト のみ 名に よ り 申 し 上 
げる。 アーメン。 
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汝らの 子供た ち を 見よ 


十二使徒 評議員 会 会員 

ボ イド • K • パッカー 


この 罪のない 子供た ちが 歌う の を 
聞いて， 心 を 動かされない 人が おら 
れ たでしょう 力 > 。私 は 今， ニーフ ァ 

ィ 第三 書の 17 章に ある 記録の こと を 
考えて います。 この 時 主 は， 子供た 
ち を 連れて来 るよ う にと お命じに な 
りました。 人々 は， 連れて来た 子供 
たち を 地面に 座らせました。 また 主 
は 群衆に， 子供た ち を 皆 連れて来る 
まで 道 を 開けて おくよう に， と 言わ 
れ ました。 そして， 群衆に ひざまず 
く よ うに 命じられ ると， 御 自分 も 子 
供た ちの 間で ひざまずき， 祈り を捧 
げられ ました。 
次の よ う に 記録され ています。 
「『私たちが 見たり 聞いた り した ィ 
エスの 御 父に 対する お祈り は， 人の 
目が まだ 見ず， 耳が まだ 聞かない ほ 
ど 偉大で 驚嘆すべき ものである。 

これ を 口 で 言い あらわせる 者 もな 
く， 筆で 書き あらわせる 者 もな く， 
ま た 人間の 心で 想像で き ぬ ほ ど 偉大 

で 驚嘆すべき ものである。 …… Jo」 

この 祈り を 捧げられた 後に， イエ 
スは涙 を 流された， と 書いて ありま 
す。 そして 「イエス は それから かれ 
ら の 小 さ い 子供た ち を 一人一人 近寄 
せて これに 祝福 を 与え， かれらの た 
めに 御 父に 祈 りたもう た。 

そして これ をして しまう とまに 涙 


を 流した もうた。 
イエスが 群衆に 『汝ら の 子供た ち 

を 見よ J と 仰せに なった …… 」 （111 二 

ーフ アイ 17  ： 16,17,  21  — 23) と あり 
ます。 

小さな 子供た ち は， 本当にた やす 
く 私の 心の中に 入 り 込んで 来ます。 
私 は それ を 認めざる を 得ません。 で 
も 別に それ を 恥ずかし いこと と は 思 
つてい ません。 私の 家に も， まだ 4 
歳に ならない 子供が ひと りい ます。 
その子が ほんの ひと 言 「パパ」 と 言 
うだけ で， 私の 心に は 火が と もされ 
るので す。 私 は き よ うのこの 責任 を 
果たす に当たって この 子から いさ さ 
かの 助け を 受けて います。 

「 子供た ち は 神から 賜わった 
嗣業」 （詩篇 I27  ：  3) です。 そこで 
きょう， 私 は 小さな 子供 たちのた め 
に 話したい と 思って います。 歌 を 歌 
つて くれた 子供た ち 力;， 今 大勢 ここ 
にいます。 また 他に も 本当に 沢山の 
子供た ちが， テレビ や ラジオ を 通じ 
てこの 話 を 聞いて います。 私が 大人 
向けの 話 をし ないから といって， き 
げん を 損ねる 方 はおられな いと は 思 
いますが …… 。 

さあ， 子供た ち。 私 はこれ からと 
て も 大切な こと をお 話したい と 思つ 
ています。 決して 忘れないで 欲しい 


ことです。 また， 小さい 内に 知って 
おく 必要の ある ことです。 では， よ 
く 聞いて いて 下さい。 

あなたた ち は， 自分が この 地上に 
来る 前に も 生きて いた こと を 知って 
います か。 お父さんと お母さんの 所 
に 生まれる 前， あなたた ち は 霊の 世 
界に 住んで いたのです。 

これ はとても 大切な ことです。 こ 
れが 分かる と， 他の とても 分かりに 
くいこと も， 沢山 分かる ようになり 
ます。 世の中の 多くの 人々 は， こめ 
こと を 知りません。 でも 本当の こと 
です。 

あなたた ち は， この 世に 生まれた 
時に はじめて 造られた ので は あ り ま 
せん。 ただ， あなたた ちの 骨 や 肉の 
体 だけが 造られた のです。 あなたた 
ち は どこか 別の 所から やって来 ま し 
た。 そう， 天のお 父 様の もとから 来 
たのです ね。 丁度， 地上で 住む 時間 
になった ので， 送られて 来たので す。 

あ な た た ち が こ の 地上 に 来た の に 
はふた つの 理由が あ り ます。 第 1 の 
連 由 は， この 骨 や 肉の 体 を 受ける こ 
とです。 これ は， とても 大きな 恵み 
なのです。 私たちの 天のお 父 様 は， 
あなたた ちが 生まれる 前に いろいろ 
準備 をして 下さいました。 そして， 
あなたた ちのお 父さんと お 母 さんが 
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とても 愛し 合って いました から， あ 
なた たちの 体が お母さんの おなかの 
中に 入り， 大きくな り 始めた のです。 
それから ある 時， 確かな 時 は 分かり 
ません が， あなたた ちの 霊が 体の 中 
に 入り込みました。 このよう にして， 
あなたた ち はこの 世での 命 を 受けた 
のです。 でも， 小さな 赤ちゃん とし 
て 生まれた 時が はじめで ない こと は 
お話し ましたね。 

あなたた ちの 体 を 動かして いるの 
は 心です。 そして 性格が 作られて い 
ます。 あなたた ち は， この 世で 生活 
している 間に， いろいろな 経験 を 通 
して， いつも 正しい こと をす る こと 
がで きる ようになります。 そして， 
この こと は， いつまで もとても 大切 
な ことなの です。 

さて 皆さん， 今 私の 手が あなたた 
ちの 霊 だとし ましよ う 。 手 は 生きて 
いますから ちゃんと 自分で 動く こ と 
がで きます ね。 では， この 手袋が あ 
なた た ち の 体 だ としましょう。 手袋 
は 自分で は 動け ません。 ですから 霊 
が 体の 中に 入る とそのと き 体 は， 跳 
んだ り 跳ねた り ， 息 を 吸った り 吐い 
たりす る ことができる のです。 こう 
して あなたた ち は， 霊と 体が ひとつ 
になって， この 地上で 生活 を 始めた 
のです。 

でも 神様 は， 私たちが いつまでも， 
この 地上に 住む よ う な 計画 をお 立て 
になり ませんで した。 ただ， この 世 
に 生活して いる 間 だけです。 皆さん， 
皆さん は 今， その 生活 を 始めた ばか 
りです ね。 でも， あなたた ちのお じ 
いさん やおば あさん， そして ひいお 
じいさん やひい おばあさん は， そろ 
そろ， この 地上での 生活 を 終わろう 
としてい ます。 あなたた ちのお じい 
さんやお ばあさん も， 少し 前まで は， 
あなたた ちと 同じよ う に 小さな 子供 
だった のです よ。 でも， そのお じい 
さん もおば あさん も， いっか この 世 
からい なくなって しまいます。 また， 


あなたた ちに も 同じ ことが 起こ り ま 
す。 

人 はいつ の 日 力、 年を取ったり， 
病気に かかったり， 事故に 遭ったり 
すると， 霊と 体が 別々 になります。 
この 時の こと を， 人が 死んだ， と 言 
いますね。 死ぬ こと は 別々 になる こ 
とです。 でも これ は 皆， ひとつの 計 
画で 決められた 通り 起こって いる こ 
となので す。 

さ つ き 私の 手 を あなたた ちの 霊， 
そして 手袋 を 体と いう ことにし まし 
たね。 覚えて います 力、。 あなたた ち 
が 生きて いる 間， あなたた ちの 体の 
中に 入って いる 霊 は， 体に 命令して， 
働かせたり， 動かしたり しています。 

でも 私が 手袋 を 外す と， そう， 手 
袋 は あなたた ちの 体でした ね。 その 
手袋 は， 霊から 離れて しまいます。 
もう 働く こと はでき ません。 手袋 は 
倒れて， そのままです。 でも， 霊の 
方 はま だ 生きて います。 

「神から 生まれた 霊 は， 不死 不滅 

(決して 死ぬ こと がない， という こ 
とです） の ものである。 肉体が 死ん 
でも， 霊 は 死ぬ ことがない。」 大 管長 

会， {Improvement  Era  「i ン プノ レー 
ブ メント 'エラ」 1912 年 3 月， P. 
463) 

死ぬ と はどうなる ことなの 力、 よ 
く 覚えて いて 下さい。 大切な ことで 
すから。 さっきお 話した ように， 死 
ぬと は 別々 になる ことです。 

あなたた ちの 体の どこかから， 目 
を 使って 外 を 見る ものが あるで しょ 
う。 また あなたた ち は 体の 中の 何 か 
から 命令 を 受けて， 考えたり， にこ 
にこしたり， 遊んだり しています。 
新しい こと を 知ったり， 生きて いる 
こと もそう です。 こういう 働き をし 
ている のが あなたた ち の 霊な のです。 
霊 は 永遠の ものです。 決して 死ぬ こ 
と は あ り ません。 

あなたた ち は， だれかが， 例えば 
おばあさんが 死んだ 時の こと を 覚え 


ています か， おとうさん とおか あさ 
んは， きっと こんな 風に お話して く 
れ たこと でしよう。 「ひつぎ の 中に あ 
るの は， おば あ ちゃんの 体 だけなん 
だよ。 おば あち やん は， 今 はもう 天 
のお 父 様の 所へ 行って， そこでず つ 
と 待って いるんだ よ。」 きっと， こん 
なお 話 を 聞いた ことで しょ う 。 

死ぬ と は， 別々 になる ことです。 
そして， 計画に 従って 起こります。 
でも その 計画が 死ぬ こ とで 終わ り に 
なるとしたら， ちょっと ひどす ぎ ま 
すね。 せっかく 地上に 来て 体 をいた 
だいた のに， それが なくなって しま 
う のです から。 

私た も は， 天のお 父 様のお 陰で， 
この 地上に 来る ことができました。 
そして， 天のお 父 様 は， 私たちが 天 
のお 父 様の 所へ 帰る 方法 も 備えて 下 
さいました。 天のお 父 様 は 私たちの 
お 父 様です し， 私たちの こと を 愛し 
て 下さって いるから です。 私たち は 
天のお 父 様から 遠く離れて， この 地 
上で 生活して います。 そして， 今 は 
天のお 父 様に お会いで きません。 で 
も， だからと言って 天のお 父 様が 私 
たちの こ と をお 忘れに なった ので は 
あり ません。 

あなたた ちのお 兄さん が fe 道 に 出 
ていく 時の こと を 思い出して みて 下 
さい。 また， お姉さんが 家 を 離れて 
大学で 勉強して いた 時の こと を 思い 
出して みて 下さい。 その 時， お 父 さ 
んと お母さん は， どうして 愛する こ 
と を やめなかった か 分かり ます 力、。 
ときどき， お父さんと お母さんが あ 
なた たちよりも， お兄さん やお 姉 さ 
んの方 をず つ と 愛して いるので はな 
いかしら， などと 思った ので はあり 
ません 力、 そうでな くと も， お 父 さ 
ん たち は， お兄さん やお 姉さんの こ 
と をよ く 話して いた ことで しょうし， 
と きに は 心配す る こと もあった こと 
でしよう。 遠く 離れて いて も お 父 さ 
ん たち は， いろいろ 気を遣つ てあげ 
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たり， 手紙 を 書いた 力して， お 兄 さ 
んゃ お姉さん を 励ました こと と 思い 
ます。 このように 遠く 離れれば 離れ 
る ほど 愛 は 強く なる ものです。 

皆さん， 天のお 父 様 は， 私たちに 
は 助けが 必要に なるこ と を 知ってい 
らっしゃ いました。 ですからお 父 様 
は 計画の 中で， この 地上に 来て 私た 
ち を 助けて 下さる 方法 を 準備して 下 
さ つ たのです。 

この 方が， 神様の 御子， ィヱ ス' 
キリストでした。 ィヱス 様 も， 私た 
ちと 同じ 霊の 子供です。 でも， イエ 
ス様 はこ の 地上での 神様の た だ ひ と 
りの 御子で もあります。 私 は イエス 
様に ついて お 話す る 時， とても 敬 f お 
な 気持ちになります。 とにかく， ィ 
エス 様のお 陰で， 私たち は 死んでも 
また 生き返る ことができ るよう にな 
りました。 そしてす ベての 物 も， 完 
全な 姿 形に もどる ことができ るよう 
にな りました。 

あなたた ち は 今， 日曜 学校 や 初等 
協会 や 家庭の 夕べで， イエス 様に つ 
いて 勉強して います。 イエス 様の こ 
と をい つも 忘れず， また イエス 様が 
どんな こと をな さった の 力、 それ を 
一生懸命 勉強して 下さい。 とても 大 
切な ことです から。 

イエス 様 は， 私たちの この 体が 一 
度 死んでも， また 生き返れる ように 

して 下さいました。 イエス 様の!! い 
によって， 私たちの 霊と 体 は， また 
ひとつになる ことができます。 イエ 
ス 様のお 陰で， 私たち は 復活で きる 
のです。 イエス 様が いらっしゃった 

ので， 私たち は 復活で きます。 そう， 
霊と 体が また 元の よ う に 一緒になる 
のです ね。 これが 復活と いう もので 
す。 復活 はィ エス 様からの 贈り物で 
す。 だれでも 皆， この 贈り物 をいた 
だく こと がで きます。 そういう わけ 
で， 私たち は， イエス 様の こと を 救 
1  、主 と か 噴い 主 とかと お呼びす るの 
です。 


あなたた ちが この 地上に 来た 2 番 
目の 理由 は， 試される ためです。 そ 
れは 丁度， 学校へ 行って， 何が 良い 
ことで 何が 悪い ことか を 勉強す るよ 
うな ものです。 私たち は， 正しい こ 
とと 間違って いる こと を ちゃんと 区 
別す る ことができます。 これ は， と 
て も 大切な ことです。 

また， 悪い 人が いて， 何とかして 
あなたた ちに 悪い こと を させよ う と 
しています。 この こと は 覚えて いて 
下さい。 大切な ことです から。 私た 
ちが 悪い こと をして しまう と， その 
ために 霊と 体が 別々 になって しまつ 
たのと 同じような ことが 起こり ます。 
あ な た たち はま だ 小さいで すけれ ど ， 
この こと は 忘れないで 下さい。 いつ 
も 考えて おかなければ ならない こと 
です。 悪い こと をした 時 は 霊と 体が 
別々 になる のではありません。 そう 
ではなくて， 私たちの 天のお 父 様 か 
ら 離れて しま う のです。 

もし， 私たちが 天のお 父 様から 離 
れ たままで いて， 天のお 父 様の 所へ 
もどる こと がで き なか つたら， 私た 
ちの 霊まで 死んだ よ うにな つてし ま 
います。 これ は 決して 良い ことで は 
ありま せんね。 このよう にお 父 様 か 
ら 離れる こと は， 死ぬ ような もので 
す。 このように なること を， 霊の 死 
と 言います。 

あ な た た ち は 今 一生懸命 読み方の 
勉強 をして いる ことでしょう。 もう， 
聖典 を 読める よ う にな り ました 力、。 
聖書， もちろん モル モン 経， 教義と 
聖約， 高価なる 真珠が あります ね。 
この 4 冊の 本 を 読む と， どんなに 小 
さな子 供で も 正しい ことが 分かる と 
書いて あります。 予言者 はこの よう 
に 言いました。 

「 神 は 天使に よって 男ば かりで なく 
女に も 御言 葉 を fe えたまい， それば 
かりで なく， またたび たび 賢人 や 博 
学の 人の 知識 も 及ばない 御言 葉 を 子 
供に 与えた もう。」 （アルマ 32:  23) 


聖典 を 読む と， 天のお 父 様の 所へ 
帰る ために は， 私たちの 霊 はきれ い 
でなければ な り ない ことが 分かり ま 

す。 

「 …… どんな 不潔な もの も 神の 王国 
に 入る ことができな いので ある。 … 
…」 （ I  ニーフ アイ 15  ：  34) 

天のお 父 様の 所に 帰る に は， ふた 
つの 大切な ことが 起こ ら なければ な 
りません。 その ひとつ は， 私たちが 
死んだ 後， 何とかして 私たちの 体 を 
元に もどす ことです。 これ は， 私た 
ちが 復活した いと 思って いるからで 
すね。 第 2 はいつ も 自分 をき れいに 
してお く ことです。 霊 はきれ いでな け 
れ ばいけ ません。 霊が きれいな ら ，私 
たち は， 天のお 父 様から 離れなくて 
もい いのです。 また， 私たちが 死ん 
で， この 世の 生活 を 終える 時に， 天 
のお 父 様の いらつ しゃる と ころへ 帰 
る こと がで きる のです。 

あなたた ち は 一度 死んでも， かな 
らず 生き返ります。 私たち は それ を 
信じて います。 あなたた ち はかなら 
ず 復活し ます。 キリスト 様が 私たち 
のために 働いて 下さ つたから です。 
また， 一度 死んだ あなたた ちの 霊 一 
一そう， 霊が 死ぬ という こと は， 私 
たちの 天のお 父 様のと ころから 離れ 
る こ とでした ね —— その 死んだ 霊が 
生き返る かどう か は， あなたた ちが 
どれ だけ 良い 子で いるかで 決ま り ま 
す。 

イエス. キリスト は 地上に いら つ 

しゃった 時， 福音 を 教え， 教会 をお 
建てに なりました。 もし 私たちが 福 
音の 教え を 守って 生活して いたら， 
私たちの 霊 は いつまでも きれいです。 
でも 私たち は， 教え を 守らない 時が 
あるか も 知れません。 その 時の ため 
に， もう 一度き れいになる 方法が あ 
ります。 これが， 悔い改め という こ 
とです。 

ィ エス 様の 教会に 入る ために は， 
主 イエス. キリスト を 信じる 信仰 を 
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持たなければ なりません。 そして， 
悔い改めなければ なりません し， バ 
プ テス マ を 受けなければ なりません。 

バプ テス マ は， 水のお 墓の 中に 埋 
めら れ るよう な ものです。 水から 出 
る と 生まれ変わ つたよ う にな り ます。 
私たち はきれ いになる のです。 その 
時， 私たち は 今までの 罪を赦 しても 
らいます。 罪が 無くなる という こ と 
です ね。 それから 一生懸命 教え を 守 
れば， ずっと 罪を赦 していた だいた 
ままで いる ことができます。 

その後， 私たち は， 頭の 上に 手が 
按 かれて， ィヱス 様の 教会の 会員と 
して 確認され ます。 ィヱス 様の 教会 
は， 末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会 
です。 その 時に， 私たち は 聖霊の 賜 
を 受けます。 聖霊 は 私たち を 導いて 
下さいます。 ちょうど， 私たちの 天 
の 家から 手紙 を 受ける よ うな もので 
す。 この 手紙 を 読む と 私たち は どつ 
ちへ 行ったら よい か 分かります。 

主 は， 教会 を 導く ために， 予言者 
と 使徒 を 召されました。 主 は， 御自 
分で 選ばれた 予言者に， いつも 御自 
分の 気持ち をお 伝えに な ります。 

ひとつの 出来事 をお 話し ましよ う。 
私が あなたた ちと 同じ年の ころの 出 

来 事です。 6 歳 か 7 歳だった と 思い 
ます。 私 は， すぐ 上のお 兄さんと 一 
緒に ステーキ 部 大会に 歩いて 行った 
ことがあります。 今でも， ユタ 州の 
プリ ガム 市に その 建物が あ り ます。 
そして， その 二階 席の 真下へ 行く と， 
「あの 時， あの 辺に 座って いたんだ 
な あ」 と 思い出す ことができます。 
どんな 出来事が あつたと 思います 
か。 その 大会で， ひとりの 男の人が 
話 をし ました。 それ は， ジョージ' 
アル バー ト • スミ ス 長老です。 ス ミ 
ス 長老 は， その 時 十二使徒でした。 
ス ミ ス 長老が， どんな 話 をした か覚 
えてい ません。 知恵の 言葉 か， 悔い 
改め 力、， バプ テス マ か 何 かにつ いて 
だった と 思います 力;， よく 分かり ま 


せん。 でも， スミ ス 長老が 話して い 
た 時， 私の 心の中に， とても 強い 気 
持ちが 起こりました。 それ は 今 そこ 
に 立って いる ス ミ ス 長老 は， 主のお 
使いなん だ， という 気持ちです。 私 
は， その 時から ずっと 今まで， その 
時の 証 や 気持ち を 忘れた ことがあり 
ません。 私 は その 時 心の中に， ス ミ 
ス 長老 は 主 イエス 'キリス 卜の 使徒 
だとい う こと 力; はつ き り 分かった の 
です。 

皆さん， 私 は 今 ここで 十二使徒の 
ひとりと して 話して います。 でも， 
ここに いらつ しゃる 使徒の 方た ち も， 
やっぱり ィヱス 様の 使徒です。 私 は 
その 気持ち を 絶対に 忘れません。 私 
たち 十二使徒 は， よく 集まって 会 を 
開きます。 その 時， 丸い 輪 を 作って 
座って いる 使徒の 人た ち を 見る と ま 
た， この 人た ち は 主 イエス' キリス 
卜の 使徒なん だとい う 気持ちに な り 
ます。 本当に この 人た ち は， イエス 
様に ついて 特別の 証 をす る 人た ちな 
のです。 

あなたた ち は， これから いろいろ 
試される ことで しょ う。 それ も， 今 
までの どんな 人た ちょ り も 沢山 試さ 
れる ことでしょう。 キリスト を 信じ 
ない 人た ちに も 沢山 会う でしよ う。 
悪い 人の 仲間 もい るで しょ うし， 悪 
いこと を 教える 人 もい る ことで しょ 
う。 時には， 悪い こと をして みたい 
という 気持ちに なるこ とも あるで し 
よ う。 また， 何 か 間違った こと をす 
る 時 も あるでしょう。 私た ち はだれ 
でも， 何 かしら 間違った こと をす る 
ことがあ ると 思います。 イエス 様が 
教えられた 通りに 生活して いるか ど 
う 力つ いろいろ 考える 時 も あるで し 
よ う 。 でも， 何 か 試されて いる 時, が 
つかりした 時， 恥ずかしい 時， 悲し 
い 時， そんな 時には， イエス 様の こ 
と を 思い出して， イエス 様の 名前に 
よって， 天のお 父 様に 祈って 下さい。 

ィ エス 様 は 地上に 来られなかった， 


と言う 人が あるか もしれ ません。 で 
も ィ エス 様 は 本当に 来られた のです。 
イエス 様 は 神様の 御子で はない， と 

言う 人が いるか も 知れません。 でも， 
ィヱス 様 は 本当に 神様の 御子な ので 
す。 また， 地上に は イエス 様の 使い 
はいない， と— e|- う 人が いるか もしれ 
ません。 でも， 本当に イエス 様の 使 
いはいる のです。 それ は， イエス 様 
が 生きて いらつ しゃる からです。 私 
は， ィ エス 様が 生きて いらつ しゃる 
こと を 知っています。 イエス 様の 教 
会に は， イエス 様の こと を 証で きる 
人が 沢山い ます。 私 も ィヱス 様の こ 
と を 証で きます。 覚えて いて 欲しい 
こと を も う 一度お 話し まし. よ う。 こ 
れは 小さい 内に 知って おいて 欲しい 
こ とです。 

あなたた ち 一人一人が， 天のお 父 
様の 子供 だ， という こと を 忘れない 
で 下さい。 そのよう に 私たち は 子供 
ですから， 天のお 父 様の こと を 「お 
父 様」 と言うの です。 

あなたた ち は， この 地上に 来る 前 
にも， 生きて いました。 あなたた ち 
が この 地上に 来たの は， 骨 や 肉の 体 
をいた だき， そして いろいろ 試され 
るた めです。 

この 世での 生活が 終わる と， あな 
たたち の 霊と 体 は 別々 にな り ます。 
これ 力；， 死ぬ ことです。 

私たちのお 父 様 は， 御子 イエス- 
キリスト  を 送って 下さいました。  そ 
して ィヱス 様 は， 私たち を 噴って 下 
さった のです。 イエス 様のお 陰で， 
私たち は 復活す るので す。 

人 はもう ひとつ， 別の 意味で 死ぬ 
ことがあります。 この こと も 考えな 
いといけ ません。 これ は， 私たちが 
お 父 様の み 前から 離れて しまう こ と 
です。 でも， 私たちが バプ テス マ を 
受けて， 福音の 教え を 守って 生活す 
れば， 私たち は 噴 われて， 天のお 父 
様と 離れ離れに ならな くても よくな 
り ます。 
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私たちの 天のお 父 様 は， 私たち を 
愛して いらつ しゃいます。 そして， 
私たちに は 主が 付いています。 救い 
主が 付いている のです。 

私 は 教会の こと を 神様に 感謝して 
います。 この 教会で は， あなたた ち 
のよう な かわいい 子供た ち を， 何よ 
り も 大切な 宝の よ う に 思って いるか 
ら です。 また， 救い主の こと も 神様 
に 感謝して います。 救い主 は， 「幼な 
子ら を そのままに してお きなさい。 
私のと ころに 来る の をと めて はなら 
ない」 と言われました。 

あなたた ち は， つい さつ き， この 
よ う な 歌 を 歌って く れ ました。 

世に ィ エス さま あるときの 
お 話 を 読む と き 


私 も そのと きいたなら 

よかった と 思うよ 
イエス さ まの 手が 私の あたまに 

おかれた ら 
『子供よ， われに 来よ』 という 

やさしい 声 を 聞く でしよ う。 

(子供の 歌 B  —  69) 

かわいい 兄弟， 姉妹の 皆さん。 私 
は 神様が 生きて いらつ しゃる こと を 
知っています。 イエス 様の 手が あな 
た た ち の 頭の 上に おかれ た 時の 気持 
ちが 少し 分かります。 ， 私 は， あな 
たたち をィ エス 様のお 仕事の ために 
召す ことがあり ますから。 私 は， は 
つきり 証で きます。 そして， その 証 
を あなたた ちに 分けて あげたい と 思 
つてい ます。 特別に 大切な 証 だから 


です。 イエス 様 は キリス 卜です。 ィ 
エス 様 は 私たち を 愛して いらつ しゃ 
います。 私 は あなたた ち， かわいい 
子供 たちのた めに 心からお 祈り して 
います。 かわいい 子供た ち を 見守つ 
て 下さいます ように， そして 子供た 
ちに 恵み を 与えて 下さい ますよ うに。 
イエス. キリス 卜の 名前に よってお 
話しました。 アーメン 

(訳者 注： この 説教 は， 子供た ちの 
ために 行なった ものである。 子供た 
ちが この 記事 を 読む こと は 無理で あ 
ろうが， 両親が パッカー 長老に 代わ 
つて， 子供た ちに この 説教 を 読んで 
聞かせるなら， 子供た ちに とって そ 
れ ほど 難しい ものと はならない であ 
ろう。） 
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彼 は 道 を 備える ため ( 
遣わされた 


十二使徒 評議員 会 会員 


リ グ ラン ド • リ チヤ ーズ 


10 年 近 く の 歳月 を 伝道 地で 過ごし 

た 私に とって， た だ 今 ピ ネ ガ 一 兄弟 
が 運び込んで く れた 伝道 地の ス ピ リ 
ッ トは 何よ りの 喜びで ある。 伝道 活 
動 は， 私に とって 世の中で もっと 大 
切な ものである。 現在 もな お， 私 は 
伝道 地に 赴任す る 宣教師た ちと 話す 
特権 を ほとんど 毎週の ように 得て い 
る。 私 はきょう， 聖典の 活用 法と 価 
値に ついて お話したい。 

しばし 考えて いただきたい。 も し 
聖典がなかったら， 私たち は 天父に 
ついて， 独り子 を 与えた もう ほどに 
私たちに 注いで おられる 天父の 愛， 
あるいは 御子の 噴い の 犠牲に ついて， 
知る ことができ るだろう か。 ま た ， 
主が どういう 目的で この 地球 を 創造 
された の 力 >， 私たち は なぜ ここにお 
り， これから どこへ 行く の 力つ どう 
すれば そこへ 行ける かにつ いて 知る 
ことができ るだろう 力 >。 私 は， 福音 
の 回復に よ つても たらさ れた 知識に 
よ り， 聖典 を 一層よ く 理解で きる こ 
とに 感謝して いる。 

さて， 私たち は， すでに 実現し 聖 
典に 記録され た 過去に 基づいて 生活 
している だけにと どまらない。 ィ ザ 
ャが 語って いるよ うに， 主 は 「終り 
の 事 を 初めから 告げ」 られ た。 （ィザ 

ャ 46  ： 10) 私たちが 理解の 仕方 を 知 


つて さえ いれば， 聖典の 中に あら ゆ 
る 事柄が 記されて いる。 主 は 言われ 
る。 「草 は 枯れ， 花 はし ぼむ。 しかし， 
われわれの 神の 言葉 はと こ しえ に 変 
る こと はない。」 （ィ ザャ 40  ：  8  ) 

主が 予言者 マ ラ キ に 語つ た 言葉が 
思い出される。 「見よ， わたし はわが 
使者 をつ かわす。 彼 はわた しの 前に 
道 を 備える。 また あなたがたが 求め 
る 所の 主 は， たちまち その 宮に 来る。 
…… その 来る日に は， だれが 耐え 得 
よ う。 •• -… 彼 は 金 を ふきわける 者の 
火の ようで あり， 布 さらしの 灰汁の 
ようで ある。」 （マラキ 3  ： 1  一 2) 

これが 主の 最初の 降臨 を 指して い 
るので はない こ と は 明らかで ある。 
主 は 突然 主の 宮 に 来られた ので は な 
かった。 主の 降臨の 時， だれもが 耐 
える ことができた。 主 は 金 を ふき わ 
ける 者の 火の ように， 布 さらしの 灰 
汁の ように， 清め はしなかった。 だ 
が， 主が 末日に 来られる と， 邪悪な 
者た ち は 叫び声 を 上げ， 「人々 は 山に 
むかって， われわれの 上に 倒れ かか 
れと 言い， また 丘に むかって， われ 
われに おおい かぶされ と 言い出す で 
あろう」 （ルカ 23:  30) と言われ てい 
る。 

もし， 主が 降臨に 先立って 道を備 
える 使者 を 送られた としたら， その 


使者 は 予言者だった はずで ある。 ァ 

モ ス の 言葉 を 覚えて お (■ 、で だ と 思う。 
「まことに 主なる 神 は そのし もべ で 

ある 予言者に その 隠れた 事 を 示さな 

いで は， 何事 を もな されない。」 （ァ 

モス 3  ：  7 ) 

時の 絶頂の 時代に， 救い主の 道 を 
備える ために バプ テス マの ヨハネ 力； 
遣わされた 時， 救い主 は イスラエル 

の 中で パプ テス マの ヨハネよ り 偉大 

な 予言者 はいない と 証され た。 （ルカ 

7  ：  28 参照） 
さて， 最初の 降臨の 時に された よ 

うに， 救い主の 再降臨に 備える ため 

この 末日に 使者を遣わされる こと 力； 
本当 だとしたら， その 使者が 世に 宣 
言した 事 W を 知る ことが 私たちに と 

つて 重要になる。 私 は， 主が 「終り 
の 事 を 初めから 告げ」 られ たこと は， 
素晴らし いこと だと 考えて いる。 こ 

こで， 現代に 関する 予言 を 少しば か 

り 引用した いと 思う。 

ョ ハネ 力; パ トモ ス 島に 追放され た 
時， 主の 使い は 次のように 言った。 

「ここに 上って きなさい。 そうした 
ら， これから 後に 起るべき こと を， 
見せて あげよ う 。」 （黙示 4  ： 1 ) こ 
れは 救い主が 十字架 上で 処刑 さ れて 
から 30 年後の ことで ある。 ヨハネ は， 
サタ ンに 力が 与えられて 聖徒た ち 
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(イエスに 従う 者） に 戦い をい どん 
で これに 勝ち， さらに， すべての 部 
族， 国語の 民， 国民 を 支配す る 権威 

を 与えられ （黙示 13:  7 参照)， 本来 
の 教会から まったく 違背して いく 姿 
を) i た。 

し 力、 し， 主 は その 状態 を 放置して 
はお かれなかった。 この 天使 はョハ 
ネに， 「地に 住む 者， すなわち， あら 
ゆる 国民， 部族， 国語， 民族に 宣べ 
伝える ために， 永遠の 福音 〔人 を 救 
い 得る 唯一の 福音〕 を」 携えた もう 
ひと りの み使いが 中空 を 飛ぶ の を 見 
せた （黙示 I4：  6)。 これ は 人の 福音 
ではない。 fe] 復 された イエス' キリ 
ス 卜 の 福音で ある。 

地に 住む 者， すなわち， あらゆる 
国民， 部族， 国語の 民， 民族に 宣べ 
伝える ために， 永遠の 福音 を 携えた 
天使が 来 るの を， もし 私たち が 待 ち 
望まない としたら， この 聖句 力; 聖書 
の 中に 記されて いても， 意味が ある 
だろう か。 この 聖 句の 対象から はず 
れる人 は ひと り と していない。 その 
ため， 主 はみ 使い を 送って， このみ 
業が 地上に 回復 される 準備 を させら 
れ たので ある。 

ョ ハネ はみ 使いが 永遠の 福音 を携 
えて 来る の を 見た だけでなく， 人々 
に， 「天と地と 海と 水の 源と を 造られ 
た」 （黙示 14  ：  7) 生ける まことの 神 
を 礼拝す るよう 呼び掛け ている。 こ 
こで ジ ヨセフ. ス ミス が 御 父 と 御子 
に まみえ た あの 驚くべき 示現の こ と 
を 考えて みていた だきたい。 ジョセ 
つ が 見た の は 栄光に 輝 く 御 方で あり， 
体 も 部分 も 感情 も な L  、三方 がー 体 と 
なった 方ではなかった。 私たちの 知 
る 限りに おいて， 当時 生ける 真の 神 
を 礼拝す る 教会 は 存在し なかった。 
したがって， 天使 は 永遠の 福音 を携 
えて 来る に当たって， 天と地と 海と 
水の 源と を 造られた 生ける 真の 神 を 
礼拝す るよ う 人々 に 教える 必要が あ 
つた。 


当時の キ リ ス ト 教会 はいず こ も， 
体 も 部分 も 感情 もない 神 を 信じて い 
た。 つまり， 神 は 目がないので 見る 
ことができず， 耳がない ので 聞く こ 
とがで きず， 声がない ので 話す こと 
がで きなかった ので ある。 どうして 
このよ うな 神 を 信じる ことができる 
だろう 力、。 

モー セ はこの 状態が 世に 広がる こ 
と を 知っていた。 なぜならば， モー 
セは イスラ エルの 子ら を 約束の 地へ 
導いて 行く 時， 彼ら は 約束の 地に 長 
くと どまらず， 国々 に 散乱し， 「人力； 
手で 作った， 見る こと も， 聞く こと 
も， 食べる こと も， かぐ こと もない 
木 や 石の 神々 に 仕える であろう」 （申 
命 4:28) と 言って いるから である。 

そして， モー セは， もし イス ラエ 
ルが 末日に （私たち は 今 その 末日に 
住んで いる） 神 を 探し 求めるならば， 
かならず 神 を 見いだ す （申 命 4  ： 
29 参照） と 言った。 予言者 ジ ヨセフ 
が 神 を 探し 求め， そして 見いだ した 
の は 御存じの 通りで ある。 

もし 実現 しないの ならば， 聖書に 
記録 をと どめる 必要が あるだろう 力 >。 
そ して 聖書の 記録 通 りの こと が 現代 
に 起きた と 宣言したら， 人々 は その 
こと を もつ と 知りたい と 思う はずで 
ある。 使徒た ちが 主の 再臨の しるし 
と 世の 終わりに ついて 尋ねた 時， 主 
は 戦争と 疫病， 地震と ききんが 起こ 
ると 答えられた。 そのほか にも 多く 
のこと が 記録され ている。 そして 主 
は 次のように 言われた。 「そして この 
御 国の 福音 は， すべての 民に 対して 
あかし をす るた めに， 全世界に 宣べ 
伝えられる であろう。 そして それ か 
ら 最後が 来る ので ある。」 （マ タイ 
24  ： 14) 

もし 主の 再臨 を 待ち望むなら， 私 
た ち は 主が 宣べ られ たと 同 じ 福音 を 
探さなければ ならない。 真理 を 証す 
るた め に 全世界へ 出て 行って 語 る モ 
ルモ ンの 長老の メ ッ セージ こそが そ 


の 福音で ある。 私 は 宣教師に 向かつ 
て 次の よ うに 言う。 「も しあな たがた 
が， 人々 にこの メッセージ を 理解 さ 
せ， 信じる 信仰 を 持たせる ことが で 
きたら， それ は 100 万 ドル を 出しても 
買えない ほどの 価値 ある こと をした 
のです。」 

私 は 数年 前に ォ レ ゴン 州で 伝道 し 
た 宣教師の 報告 を 聞いた ことがある。 
この 宣教師 は 改宗者で， こぶし を 握 
りしめ て 壇上に 立つ と， これらの 尊 
い 真理 を 世の 人々 に 分かち合う 伝道 
経験 は 1 00 万 ドルで も 売り渡す こと は 

できない と 言つ た。 

私 は 彼の 後ろに 座って いて 自分に 
問うて みた。 私 は， オランダでの 最 
初の {£! と 100 万 ド ルを 引き換える だ 
ろう 力 >。 そして， 私 を 媒介と して 教 
会に 加わった 家族 を 数えて みた。 彼 
らはシ オンに 移住して， 息子 や 娘 を 

伝道に 送って いる。 もし， 100 万 ドル 

で 彼ら を 教会から 売り渡す としたら， 
私 は 一体 どのよ う な 人間 だろ う か。 
この 世の すべての お金 を 目の前に 積 
まれても， 私に はとても できない。 
教会の こ の 偉大な 宣教師 プ t ^グラム 
から 受ける 喜びと 幸福に 比肩し 得る 
ような もの はない ので ある。 

さて， ほかの 予言 を 考えて みょう。 
主はィ ザャを 通して 次の よ う に 言つ 
て おられる。 

「この 民 は 口 を も つて わたしに 近づ 
き， くちびる を もって わたし を 敬う 
けれども， その 心 はわた しから 遠く 
離れ， 彼らの わたし を かしこみ 恐れ 
るの は， そらで 覚えた 人の 戒めに よ 
るので ある。 

それゆえ， 見よ， わたし はこの 民 
に， 再び 驚くべき わざ を 行う， それ 
は 不思議な 驚 くべき わざで ある。 彼 
ら のうちの 賢い 人の 知恵 は 滅び， さ 
とい 人の 知識 は 隠される。」 （ィ ザャ 

29  ： 13-14) 

福音の 回復に 当たって 非常に 多く 
の 驚くべき ことが 起こった。 一例 と 
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して モル モン 経 を 考えて みょう。 こ 
れを 読み， 研究す るなら ば， だれに 
も まねす る ことので きない 奇跡で あ 
る ことが 分かる であろう。 この 書物 
に対する もっとも 激しい 批判 は， そ 
れを 読んだ こ とのない 人から 出て い 
る。 この 書物に は， 出版され た 当時 
の 知識で はいかなる 人 も 記し 得な か 
つた 驚くべき 事柄で 満ち 満ちて いる。 
モル モン 経に よ ると， リー ハイ は 
荒野に いた 時， 息子の ヨセフに 対し 
て， モー セの 場合と 同じように， 主 
がェ ジプト に 売られた ヨセフ の 子孫 
から 末日に 一人の 予言者 を 立てる と 
約束して おられる と 述べた。 また， 
その 予言者 は ヨセフ （ジ ヨセフ） と 
呼ばれ， 主の 言葉 を 世に 知らせる と 

言った。 （11  ニーフ アイ 3:  6，  9， 
15 参照） これが 予言者 ジ ヨセフ. ス 
ミ ス であった こと は 明らかで ある。 
ジ ヨセフ は， モル モン 経， 教義と 聖 
約， 高価なる 真珠， その他 多くの 書 
物 を 世に もたらした。 

そして 主 は 言われた。 「 •••••• ただ わ 

が 言葉 を宣べ 伝うる のみならず， ま 
たす でに 汝の 子孫の 中に 伝わ りたる 
わが 言葉 を かれらに 証明す る 能力 を 
もこれ に 与えん。」 （11  ニーフ アイ 3 
： 11) つま り ， 彼 は 人々 に 聖書 を 正 
しく 理解させる はずであった。 

そして 次の よ う に 記されて いる。 
「〔彼 は〕 わが 民 を 救う もので あ 
る。」 （II ニーフ アイ 3  ： 15) なぜ だ 
ろう 力、 救いに かかわる 福音の 儀式 
を 執行す るた めに， 回復され た聖な 
る 神権 を 受けた からで ある。 主 は 次 
のよ う に 付け加えて おられる。 「わが 
目の前に 於て 彼を大 いなる 者と なさ 
ん。」 （11  ニーフ アイ 3  ：  8) 世の 人 
々が こ の 神権 時代の 予言者に 対 し て 
どう 考えようと， 主 は 彼が 偉大な 者 
になる こと を 知って おられた。 主 は， 
ヨセフに 対して 彼の 子孫から 現代に 
予言者 を 起こす と 約束して 以来， 
3，  000 年の 間， 彼 を と どめお かれた か 


ら である。 

私 は 主が 次の 言葉 を 言われた 意味 
を 知った 経験が あるので， それ を紹 

介したい。 「…ただ わが a 葉 を 宣べ伝 
うるの みならず， またす でに 汝の子 
孫の 中に わりた る わが 言葉 を かれ 
らに 証明す る 能力 を もこれ に 与え 
ん 。」 

私 は オラン ダで 最初の 伝道に 召さ 
れ ていた 時， ハーグで 実業家の 聖書 
研究会で 講演 をす るよ うに 依頼 を受 
けた。 彼ら は 聖書 研究会 を 毎週 開い 
ていた。 その 日 は 市内で も 有名な 家 
具 商の 家に 集まった。 出席者 は 家具 
商の 娘 を 除いて 全員 男性だった。 

私が 依頼 を 受けた テーマ は， 死者 
を 含む 全人 類の 救いだった。 1 時間 
半の 時間が 与えられた。 彼ら は 私た 
ちが 別の 聖書 を 持って いる と 考えて 
いるよう であった ので， 私 は 聖句を 
挙げ， 彼らに 自分の 聖書から 読んで 
もらう ことにした。 そして 私 は 聖書 
を 閉じて 机の 上に 置き， 腕 を 組んで 
彼らの 意見 を 待った。 

最初に 意見 を 言った の は， その 家 
の 娘であった。 「お父さん， 一体 どう 
したの。 いつもの 聖書 研究会で は あ 
ん なによ く 話す のに， 今夜 は ひとこ 
と も 話さない じ やない。」 

父親 は 頭 を 振って こう 言った。 「何 
も 言う ことがない の だよ。 この 人 は 
私たちが 聞いた こと もない こと を， 
私たちの 聖書から 教えて 下さつ 
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主が お立てに なった 予言者 はた だ 
主の み 言葉 を 広める だけでなく， す 

でに 伝えられ ている 主の み 言葉 を 証 
明 するとい う ことの 意味が これで あ 
る。 

私 はまた ジ ョ 一 ジァ州 ク イツ トマ 
ン でも 結婚の 誓約 と 家族の 結 び 付 き 
の 永遠 性に ついて 話した こ とが ある。 
集会が 終わって 戸口に 立って いると， 
一人の 紳士が 来て， 聖職に 就いて い 
ると 告げた。 私 は その 集会で， 主の 


教会が その 原則に 対して どういう 立 
場 をと つてい るかに 触れ， 結婚の 誓 
約と 家族の 結び付きの 永遠 性 を 信じ 
ている 教会 は ひとつと してない と 話 
したため， 彼に こう 言った。 「あなた 
の 教会に ついて 何 か 間違った こと を 
申 し 上げました 力 >。」 

「いいえ， リ チヤ ーズ さん， おつ し 
やる 通りです。 私たち は， 私たちの 
教会が すべての こと を 教えて いる と 
信じて いる わけではありません。」 

「あなた も 信じて いらつ しゃ ら ない 
わけです ね」 と 私 は 言った。 

「ではお 帰りに なったら， 真理 をお 
教えに なって 下さい。 教会に 集って 
いる 人々 は あなたから でした ら 受け 
入れる でしよう 力;'， モル モンの 長 
から 聞いて 受け入れる 準備 はでき て 
いないと 思います から。」 

彼 は， 「 またお 目に 懸かり ましよ 
う」 と 言った。 彼 は それだけ しか 言 
わなかった。 

それから 4 力 月 ほどして， 再び そ 
の 地 を 訪れた。 かの 牧師が 教会の 前 
に 立って いて， 私たち は 握手 を 交わ 
した。 「この 前の 話に ついて あなたが 
どのように 考えられた 力つ 期待して 
きたんで すよ」 と 私 は 言った。 

すると， 「リチ ヤー ズ さん， 私 は あ 
れ 以来ず つと 考えて きました。 私 は 
あなたが おつ しゃった こと を 全部 信 
じています。 きょうは その 続き を 伺 
いたくて 参りました。」 

教会の 説教 壇に 座 を 占める この 人 
は， 私の 言った こと をす ベて 信じて 
いながら， 彼の 教会に 集まる 人々 に 
それ を 話す こ とがで きないの である。 

も う ひとつの 体験 をお „ま' したい。 
数年 前に， カリフォルニア 州， ォレ 
ゴン 州， ワシントン 州， アイダホ 州， 
ユタ 州， ネ バタ 州 を 含む 合衆国 西岸 
地方の ニ大 教会が この ソルト レーク 
で 大会 を 開いた。 その 教会の 指導者 
から マッケイ 大 管長の も と に 手紙が 
寄せられ， 教会 幹部の ひとり を 大会 


37 


に 派遣し， 午前の 部で 2 時間 モル モ 
ンの 教えに ついて 話し， その後と も 
に 昼食 を 取り， 午後の 部で 1 時間 半 
質問 を 受けて 欲しい との 要請が あつ 
た。 そして この 割り当てが 私に 来た。 
私 は その 責任 を 喜んでお 受けした。 
私 は 宣教師に， 私たちの メ ッ セージ 
の 話し方 を 知っていれば， だれと も 
言い争う 必要 はない と 常 日 ごろ 言つ 
ている。 

何人 かの 牧師が 早 L  、便 で 帰 る 必要 
が 出た ため， 昼食の 時刻 を 30 分 間ず 
らし， 私に 午前中の 2 時間 半 を くれ 
た。 私 は 福音の 回復， 回復と 改革の 
違いに ついて 説明した。 そして， 話 
を 終える までに， これらの 教会の 牧 
師 と 指導者 か ら 受けた 質問 は た つ た 
ひとつし かな かつ た。 

それ は 大会の 責任者からの 質問で 
ある。 「リ チヤ ーズ さん， あなた は感 
情， 感覚， 体 を 持ちた もう 神 を 信じ 
ている とおつ しゃい ま したね。」 

「その 通 り です。」 

「あなたが たは， 神に 妻が いると 信 
じている そうです が， そのこと を 説 
明して 下さいません か。」 

彼 は 私が 答えに 窮 する だろ う と 思 
つていた ようで ある。 そこで 私は少 
しお どけた よ う にこう 答えた。 「この 
世の中で 妻な しに 息子 を もうけられ 
る 人が いたらお 目に 懸かり たい も 
の」 です。 

全員が くすくす笑い 始めた。 そし 
て それ 以上 は 何の 質問 も 出なかった。 

私 は 話 を 終える に当たって， 私が 
教会の 管理 監督だった 頃， 建築 プロ 
ゲ ラムの 責任 を もっていた 力；， その 

時の 経験 をお 話した。 私たち はロサ 
ン ゼ ル ス 神殿の 設計図 を 作成して い 
た。 ある 日 私たち は 設計図 を 持って 
大 管長 会の もとへ 行った。 けれども 
電気 や 下水な どの 工事に ついては ま 
だ 何も 記して いなかった。 設計図 は， 
縦 76 センチ 横 122 センチの 大き さで 
84 ページに及ぶ ものだった。 皆さん 


も 一度 は 設計図 を 目に した ことがあ 
ると 思う。 さて 私 は その 集会で こう 
言った。 「これ だけの 設計図が あれば， 
世界中 のどん な 建物で も 作る ことが 
できる と 思われる かも 知れません。 
しかし， この 設計図に 合った 建物 は 
ロサンゼルスの モル モ ンの 神殿し 力 > 
ない のです。 もちろん， セメント や 
材木， 電気 配線， 配管 その他 を 施し 
た 建物 は 沢山あります。 けれども そ 
の 設計図に 合った 建物 は ほかにない 
のです。」 

ついで 私 は 聖書 を かざして， こう 

a つた。 「ここに 主の 設計図が ありま 
す。 ィザャ は， 主が 初めから 終わり 
の 事 を 告げた と 言って います。 その 
すべてが ここに 記されて います。 さ 
て， この 主の 設計図 を 世の あらゆる 
教会に 当てはめよう としても， これ 
に 合う 教会 は ひとつし か あ り ません。 
それが 末日 聖徒 イエス 'キリスト教 
会です。 どうして そうなる のか 御 説 
明し ましょう。」 

フレデリック • ウィリアム • ファ 
ラー は その 著書 「キ リ ス 卜の 生涯」 
で， 新約聖書の 中に 見逃す ことので 
きない 聖 句が ふたつ ある と 言って い 

る。 ひとつ は ヨハネ 伝の 10 章 16 節で， 
ィ エス は 次の よ う に 述べて おられる。 
「わたしに はまた， この 囲いに いな 
い 他の 羊が ある。 わたし は 彼ら を も 
導かねば ならない。 彼ら も， わたし 
の 声に 聞き 従う であろう。 そして， 
ついに 一つの 群れ， ひとりの 羊 飼と 
なる であろ う 。」 

私 は 次の よ うに 言った。 「この 聖句 
が なぜ 聖書の 中に あるの か 御存じの 
方 はいらつ しゃいます 力、。 この 理由 
を 知っている 教会 を 御存じの方 はい 
らっしゃ います 力、。 私たち は 完全に 
知っています。」 そして 私 は， とこし 
えの 丘に ある 新しい 地が ョセ フ に 約 
束され たこと， モー セ はこの 地 を 説 
明す るのに 4 度 も 尊い という 語 を 用 
いている こと を 話した。 （申 命33: 


13 — 16 参照） 

そ して 次の よ う に 言つ た。 「この ョ 
セ フ の 地が ど こに ある か御存 じです 
か。」 私 は それ はァメ リ 力 大陸で ある 
こと， イエスが ここ アメリカの 民 を 
訪れて， 弟子た ちに 語った 他の 羊と 
は 彼らの こ とで あると 言われた こと 
を 説明した。 （111 ニーフ アイ 15  ：  21 参 
照） 主 は 御 父から， 弟子た ちに ほか 
の 羊が だれで あるか を 言 うように と 
は 命じられて いなかった。 ただ ほか 
の 羊 を もっている こと だけ を 言えば 
よかった。 （III ニーフ アイ 15  ： 15  — 
17 参照） 

彼 ら が 理解で き なかつ たもう ひと 
つの 聖句 は， パゥ 口が 語った もので 
ある。 「そうでない とすれば， 死者の 
ために バプ テス マ を 受ける 人々 は， 
なぜ それ をす るの だろう 力 >。 もし 死 
者が 全く よみがえらない とすれば， 
なぜ 人 々が 死者の ために バプ テス マ 
を 受ける のか。」 （ I コ リン 卜 15  ：  29) 
私 は 次のように 言った。 「この 聖 句が 
なぜ 聖書の 中に あるの か 御存じの方 
はいらつ しゃいます 力ん この 理由 を 
知っている 教会 を 御存じの方 はいら 
つ しゃいます か。」 こうして 彼らに そ 
の 教義 を 説明した。 

私 は ペンテ コステ の 日の 翌日， キ 
リ ス 卜 を 死に 追い やった 人々 に 向か 
つてべ テロが 言った 言葉 を 引用した。 
「あなたがた のために あらかじめ 定 
めて あった キリス 卜なる イエス を， 
神が つかわして 下さる ためで ある。 
この イエス は， 神が 聖 なる 預言者た 
ちの 口 をと おして， 昔から 預言して 
おられた 万物 更新の 時まで， 天に と 
ど めて お かれねば な ら なかつ た 。」 
(使徒 3  ：  20-21) 

それ は 改革で はなく， 更新で ある。 
そして 私 は 次のように 言った。 「2 時 
間 半 ここでお 話して きた こと はこの 
ことです。 改革ではなくて 更新の 時 
が 来なければ， ぺ テロ や 予言者た ち 
が 約束 した 救い主の 降臨 は 実現し な 
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いのです。」 

話 を 終える と， 責任者が 次の よ う 
に 言った。 「リ チヤ ーズ さん， 私の 全 
生涯 を 通じても つと も 興味深い 経験 
の ひとつでした。」 それ こそ ィザャ が 

語った ことの 真意で ある。 「  彼 

ら のうちの 賢い 人の 知恵 は 滅び， さ 


とい 人の 知識 は 隠される。」 （ィ ザャ 

29  ： 14) 

心から 主 を 愛する 人で この 教会に 
加わらない 人 はいない こと を 証した 
い。 ただ 真理 を 探し さえ すれば よい 
ので ある。 教会に は 神の 永遠の 真理 
が ある。 主 は 御自身の 降臨に 備える 


ため 使者を遣わされた。 願わくは 神 
の 祝福が あって， 私たち 全員が 宣教 
帥と なること がで きる ように。 皆 さ 
んを 祝福し， イエス' キリスト のみ 
名に よ り 申し上げる。 アーメン。 
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神権の 召し を 全力 を 
尽く して 遂行す る 


大 管長 会 第二 副 管長 


マリオン •  G •  ロムニー 


神権 を 持つ 愛する 兄弟の 皆様， 
私 は 皆様 方の 一人一人 を 励まし， 
その 力が あるならば， 皆様 方が 神権 
の 召し を 全力 をお して 遂行す るよ う 
霊感 を 与えたい と 願う ものである。 

神権に 聖 任された 時に， 私たち は， 
その 召し を 全力で 遂行す ると 主に 誓 
約した。 同時に 主 は， 私たちが それ 
を 行なうならば 「『みたま』 により 聖 
めら れて その 肉体 再 新 さる」 さらに 
「 …… アブラハムの 子孫と なり， ま 
た 教会員に して 王国の 民と なり 神の 
逸 となる」， そして 「わが 父の もて 
るすべ て」 が 与えられ ると 私たちに 

誓約 された。 （教義と 聖約 84  ：  33 一 
38 参照） 

自分の 立てた 誓約 を 破 り， 「こと ご 
とくに これに 違背す る 者」 への 罰 は， 
「 こ の 世に 於て も 未来の 世に 於て も 
罪の 赦し を受く る こと なかるべし」 
という ことで ある。 （教義と 聖約 84: 
41) 

さらに 主 は， その 場に 集まった 兄 
弟た ち に 次の 誓約 を 啓示され た。 

「われ 今 汝らに 一つの 誡命を 与えて 
汝ら 自ら を 警めし む。 すなわち 汝ら 
永遠の 生命なる 言に 勉めて 心 を 留め 
よ。 そ は， 汝ら 神の 口より 出る すべ 
ての 言に よ りて 生く ベければ な 
り。」 （教義と 聖約 84  ：  43,  44) 


私たちが 神権の 召し を 全力 を尽 く 
して 遂行す るに は， 少なく とも 3 つ 
のこと が 必要で ある。 

ひとつ は 実行の 動機と なる 望み を 
持つ こと。 もう ひとつ は 永遠の 生命 
の 言葉 を 調べ， 深く 考える こと。 

第 3 番目 は 祈る ことで ある。 

聖典 は， 人 は その 望みに 応じて 主 
から 与えられ ると 繰り返し 教えて い 
る。 アルマ は 述べた。 

「 …… 人が 死 を 願 うのに も 生 を 願う 
のに も 神 はこれ に 応じた まい， 人の 
心が 救い を 求める の も 亡び を 求める 
の も 神 はこれ を 許した もうと 言う こ 
と を 知っている …… 。」 （アルマ 29  ： 
4  ) 

イエス はこ の 原則 に 従 つて 行動 さ 
れた。 ヨハネ は 羊皮紙の 記録の 中で 
こ う 書いて いる。 

「かくて 主， われに 言いた も う。 わ 
が 愛する 者 ヨハネよ， 汝何を 願う 力'。 
…而 して われ 神に 申して 曰く， 主よ， 
われに 死に 打ち勝つ 力 を 与えた まえ。 
かくて われ 生きて 人々 を汝に 導かん， 
と。 主， われに 言いた もう。 誠に ま 
ことに われ 汝に告 ぐ， 汝こ のこと を 
われに 願いし によ り汝 をして われ わ 
が 栄光 を 以て 来る まで この 世に 留ま 
り， もろもろの 国民， もろもろの 血 
族， もろもろの 国語の 民お よび 世の 


人々 の 前に 予言せ しむ， と。」 （教義 
と聖約 7  ： 1 - 3  ) 

この 最後の 神権 時代の 幕開けに， 
主 は 予言者の 父に 言われた。 「汝 らも 
し 神に 仕えん と 望むならば， 汝ら神 
の 業に 召さる るな り。」 （教義と 聖約 
4  ：  3  ) 

また その 2 力 月 後に， ジ ヨセフ' 
ス ミスと オリバー • カウ ドリに こう 
語って おられる。 「 …… 汝ら われに 願 
うが 如く， 正に 汝らに 成るべし。」 
(教義と 聖約 6  ：  8) 

望みの 大切な こと は， 教義と 聖約 
18 章の 次の 聖 句に， 劇的に 述べられ 
ている。 

「さて 見よ， 汝らの ほかに また わが 
福音 を 異邦人と ュ ダャ 人と の 両方に 
宣べ伝 うるた めに 召さる る 者 あり。 
然り， すなわち 十二 人 あり。 而 して 
この 『十二 人』 はすな わち わが 弟子 
たるべき 者に して， 彼ら はわが 名 を 
その 身に 引き受けん。 誠に， この 
『十二 人』 こそ 誠心誠意 わが 名 を そ 
の 身に 引 き 受けん と 願う 者た ちな り。 
彼ら も し 誠心誠意 わが 名 を その 身に 
引き受けん と 願わば， …… 召さる る 
な り 。 

さて 見よ ， オリヴ ァ 'カウ ド リ お 
よ びデ ビ ッド 'ホイット マーよ。 わ 
れ汝ら に 命ず。 わが 語れる こと を 為 
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さんと 願う 『十二 人』 を 尋ね 出す ベ 
し。 而 して， 彼ら は その 願いと 行為 
とに よ りて 知らされん。」 （教義と 聖 

約 18  ：  26  —  28，  37,  38) 

これらの 人の 持った 願い は， 役職 
に 召された いという 願いで はな かつ 
た。 それ は 「誠心誠意」 キリストの 
み 名 を わが 身に 引 き 受けたい という 
願いであった。 

私 は 以前 伝道 部で， 落胆した 宣教 
師に 何とか してやる 気 を 起こ させよ 
うとした ことがある。 私 は 最後に 彼 
に 聞いた。 「あなた は 何 か 望んで いる 
ことがあります か。」 彼 は 答えた。 
「はい， ロムニー 兄弟， 私 は 使徒に 

な り たいと 願って います。」 

だれで あろ うと も， 教会の 特定の 
役職への 任命 を 求めるべき ではない。 
その 望み は 正しい 望みで はない。 そ 
れは 利己的な 野心で ある。 私たち は 
たとえ 何で あっても， 自分に 与えら 
れる 神権の 召し を 全力 を 尽く して 果 
たそう という 望み を 持つべき である。 
福音に 従い， 召された 仕事 を 何で あ 
ろうと 勤勉に 果たす ことで， その 望 
み を 立証す るべき である。 教会の 特 
定の 役職 を 保持す る ことが， 人 を 救 
うので は 決してない。 人の 救い は， 
自分の 召しに 伴う 義務 をい かによ く 
果たした かによ るので ある。 予言者 
ジ ヨセフ' スミ スは 述べて いる。 

「福音 を 説 く 神の 僕らの 資格 を 顧み 
れば， われわれ は 祭司に ふさわしい 
者 さえ ほとんど いない こと を 発見す 
る。 もし 祭司が その 義務， その 召し， 
その 職務 を 理解して， 聖霊に より 説 
くなら ば， その 喜び は大 管長 会の 一 
員に なった がごと く 大 いなる もので 
あり， 彼の 奉仕 は 教師 や 執事 同様， 
教会 全体に と つ て 必要な ので あ 
る。」 （「予言者 ジ ヨセフ • ス ミスの 教 
え」 P. 112) 

た だ 願って いる だ けで は その 希望 
も 実り ある ものと はならない。 それ 
は 人の 心 を 感動 させずに はおかない 


もので あり， 人 を 行動へ 駆りた てる 
確信で ある。 神権 者 を 行動へ と 駆り 
たてる 事柄の ひとつに 永遠の 生命の 
言葉 を 調べ， 深く 考える ことがある。 
私たち は その 何たる か を 知らずに 
「神の 口から 出る 一^^ 3 —つの 言で 生 
きる」 こと はで きないので， 神の 言 
葉 を 学ぶ ことが 絶 体に 必要で ある。 
主 はそう する こと を 私たちに 命じら 
れた。 

ィ エスが 神 を 父と 言われた ことで 
ユダヤ人の 怒りが 高まった 時， イエ 
スは それに 対して このよう に 言われ 
た。 「あなたが たは， 聖書の 中に 永遠 
の 命が ある と 思って 調べて いる 力；， 
この 聖書 は， わたしに ついて あかし 
をす る ものである。」 （ヨハネ 5  ：  39) 

主は誡 命の 書の 序文で 言われた。 
「人々 よ， これらの 誡命を しらべよ。 
そ は これら は 真実 確なる 誡命 にして， 
その 中に 言われた る 予言 も 約束 もす 
ベて 成就 さるべ ければ なり。」 （教義 
と聖約 1 ： 37) 

私たち は， 「聖書と モル モン 経 
と に 誌 された る わが 福音の 原則 を 教 
うべ し」 との 神よりの 指示 を 受けて 
いる。 （教義と 聖約 42: 12) その 原則 
が 何で あるか を 知らなければ， 教え 
る こと はでき ない。 

予言者 ジ ヨセフと オリバー • カウ 
ドリと ジョン' ホイット マー に 主 は 
言われた。 「見よ， われ 汝ら に告 ぐ。 
汝らは 聖典 を 学び …… 専ら 汝らの 時 
を 費すべし。」 （教義と 聖 約26  ： 1 ) 

主 はすで に 与えた 指示に ついて 力 
一 卜 ラン ドの 聖徒た ちに 言われた。 
「汝ら これらの を 聞け。 見よ， わ 
れは 世の 救い主なる ィ エス • キ リス 
卜な り。 これらの こと を 汝らの 胸に 
しかと 銘ぜ よ。 汝ら のこ ころに 永遠 
の 厳粛なる こと を 銘記すべし。」 （教 
義と聖 約 43  ：  34) 

私 は， 聖典 を 読んで いて， モル モ 
ン経 によく 出て くる 「深く 考える」， 
「よ く よ く 考える」， 「思いに ふける」 


という 言葉に 心 を 動かされた。 辞書 
では， これらの 言葉 i^pondcT ,  msd- 
itate ,  reflect , 以上 は 同意語で あ 
る） は 「心に はかる， 物事に ついて 
深く 考える， 思案す る」 という 意味 
である。 モロ ナイ はこの 言葉 を 自分 
の 記録の 最後に 用いて いる。 

「ごらん， 私 は あなたた ちに すすめ 
たい。 あなたた ちが この 記録 を 読む 
こと を 神が 許した も うならば -…" 主 
が 世の 人々 にどれ ほど 憐みを 垂れた 
も う たかを 思い起して 心の中に 深く 
考えて ほしい。」 （モロ ナイ 10  ：  3) 

イエス は ニーフ アイ 人に 言われた。 

「汝ら は as ^力 弱く …… 教えが， こ 
と ごとく 汝ら に 了解 されざる こと 明 
ら かなり。 されば， 汝らは 各々 その 
住居に 帰りて 後， われが これまで 汝 
らに 語りし こと をよ くよ く 考えて， 
汝らの 理解で きる ために …… わが 名 

によりて 御 父に 祈るべし。」 （m ニー 

フ アイ 17  ：  2  ，   3  ) 

「深く 考える」 と は， 思う に， 祈り 
の ひとつの 形で ある。 少なく と も， 
多くの場合に 主の みたまに 近づく 方 
法と なる。 ニーフ アイ は そのような 
場合の こと を 語って いる。 

「私 は 父の 見た こと を 知りたい と 思 
い， 主 は 私に もまた それ を 知らせた 
もうこと がで きる と 信じて 思いに 耽 
りながら 腰 を かけて いたが， 私 は 主 
の ""みたま J に とらえられて， まだ 
見た こと もない し 一度 も 足 を 踏み 入 
れ たこと もない 非常に 高い 山へ やつ 
てきた。」 （I  ニーフ アイ 11: 1) 

その後に， 主の みたまに より 与え 
ら れた大 いなる 示現の 説明が 続いて 
いる。 それ は ニーフ アイが 予言者で 
ある 父の 言葉 を 信じ， 自分が 熟考し 
祈った 事柄に ついて もっと 多くの こ 
と を 知りたい と 強く 願った ためで あ 
つ た。 

ジ ヨセフ. F  • スミ ス大 管長 は， 

「1918 年 10 月 3 日， 私 は 自分の 部屋 
にいて 聖典の 言葉に 思い を はせ， … 
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•••」 と 記述して いる。 彼 はこの 時， 
キ リ ス 卜の 体が 墓に 横たわつ ている 
間に， 「獄に 捕われて いる 霊 どものと 
ころに 下って 行き， 宣べ 伝える こと 

をされ た」 （I ぺ テロ  3  ： 19) という 
ぺ テロ の 記事の こ と に 言及 し た 。 

「これらの ことにつ いて 深く 考えて 
いると， 主の みたまが 私の 上に とど 
まり， 理解の 眼が 開かれた。 そして. 
死者が， 小さき 者も大 いなる 者 も 共 
に， 群れ をな している のが 見えた。 
…… 」 この 後ス ミ ス大 管長 は， 死者 
の 霊た ちの 間にお ける 伝道 事業に つ 
いて 素晴らしい 示現 を 見た こと を 説 
明して いる。 （高価なる 真珠 「死者の 
噴い に関する 示現」 P.  4) 

「永遠の 生命の 言」 を 望み， 調べ， 
深く 考える こと， かく も 重要な この 
3 つがす ベて そろっても， 祈りが な 
ければ 不十分で ある。 

祈り は， 救い主に 至る 門 を 開く 仲 
立ちと なる ものである。 主 は 言われ 
る。 「見よ， わたし は 戸の 外に 立って, 
たたいて いる。 だれでも わたしの 声 
を 聞いて 戸 を あけるなら， わたし は 
その 中にはい つて 彼と 食 を 共に し， 
彼 もまた， わたしと 食 を 共に する で 
あろう。」 （黙示 3  ：  20) 

この 世の 初めから， 私たち は 祈る 
よ う に 教えられ てきた。 主 は アダム 
とィ ヴに 「主なる 汝らの 神 を 礼拝」 
せよ と 命じられ， あとで 天使が 遣わ 
されて 「汝 悔い改めて 今より いつま 
でも 御子の 御名に よ りて 神 を 呼ぶ ベ 
し」 と 告げた。 （モー セ 5  ：  5  ,   8  ) 

イエス は ニーフ アイ 人に 教えられ 

た。 

「われ， まことに まことに 汝 らに告 
ぐ， 汝らは 誘惑に 負けざる よ う， た 
えず 目を覚 して 祈らざる ベから ず。 


そ は サタンが 汝らを 支配して 麦の ご 
とくに ふるわん と 欲すれば なり。 さ 
れ ば汝ら はわが 名に よ り てた えず 御 
父に 祈らざる ベから ず。 

汝らの 妻子が 祝福 を受く るよう， 
たえず わが 名に よ りて 家族の 祈り を 
御 父に 捧げよ。」 （III ニーフ アイ 18: 
18, 19，  21) 

この 神権 時代に， 教会が 組織され 
る 以前から， 主 は 予言者に このよう 
に 言われた。 

「勝利者た らんこと を 常に 祈るべし。 
誠に サタンに 打ち勝つ 様に 祈れ， ま 
た 現に サ タ ンの 仕事に 力 を 与う るサ 
タ ンの 僕らの 手よ り 免れん こと を 祈 
るべ し。」 （教義と 聖約 10  ：  5) 

また 祭司た ちに， 「各 会員の 家庭 を 
訪れ， 彼らが 声 を 挙げても ひそかに 
て も 祈り を」 なすよう に 勧めよ と教 
えられた。 （教義と 聖約 20  ：  47，  51) 

また， ミ ズー リ 州ジャ クソン 郡 建 
設に 向かった 教会員に ついて， 「 …… 
およそ， 祈るべき 時に わが 前に 祈り 
を なすこと を 守らざる 者 は， わが 民 
を審く 者の 前に 覚えら るべ し」 と 言 
われた。 （教義と 聖約 68  ：  33) 

そして また， 主 はこう 言われた。 
「 …… 汝 ら かの 悪魔に 征服せ ら れて ， 
今 居る 所よ り 立ちの かされざる 様 常 
に 祈るべし。」 （教義と 聖約 93:  49) 

結びと して， ニーフ アイの 訓戒 を 
聞いて いただきたい。 私 はこの 言葉 
が 私 を 感動 させた ように， 皆様 方の 
心 を 打つ こと を 願う ものである。 二 
ーフ アイ は 言った。 

「さて ごらん， 私の 愛する 兄弟た ち 
よ。 …… 

…… 私はキ リ ス 卜の 言葉 をよ く 味 
わえ と あなたた ちに 勧めた。 それ は 

キリス 卜の a 葉 は， あなた たちのし 


なくて はならない こと をみ な 教える 
からで ある。 従って 私が このよ うな 
こと を 話してから でも， もし あなた 
たちが まだ 解らないならば， それ は 
あ な た た ち が 尋ね 求 め もせず また 天 
の 門 を 叩かない からで ある。 従って 
あ な た た ち は 光明 の ある 所 に 導かれ 
ないで， 暗黒の 中に さ迷って 亡びる 
に違いない。 

さて 私の 愛する 兄弟た ちょ。 私 は 
あなたた ちが まだ 心に 考え こんでい 
るの を 認め， このような こと を あな 
たたち に 戒めなければ ならない の を 
まこと に悲 しく 思う。 あなたた ち が 
もし 祈らねば ならぬ こと を 教える 
『みたま J の 言葉に 聞き 従うならば， 
あ な た た ち は 祈らなくて はならない 
こと を覚 るであろう。 悪魔 は 祈れと 
人に 教えず， かえって 祈って はなら 
ない と 教える。 しかし ごらんよ く 言 
つてお く。 あなたた ち は 力 を 落さず， 
いつも 祈らなくて はならない， そし 
て 自分た ちの 働きが 自分の 身 も 霊 も 
救われる よ うに 天の 御 父が その 働き 
を 祝福した も うよう， キリストの 御 
名に よってまず 天の 御 父に 祈らない 
では 主の 御前に どのよ うな 働き もし 
て はならない と。」 （11  ニーフ アイ 

32  ： 1 , 3  ,  4  ,   8  ,   9  ) 

聖 なる 神権 を 保持す る 各 神権 者が， 
永遠の 生命の 言葉 を 調べ， 熟考し， 
それにつ いて 祈る ことにより， その 
人 を 動機 づける 力強い 望み を 得て， 
神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行す 
る 人と なる よ う に 主が 助けた まわん 
こと を。 また， それによ り 私たちが 
「神権に つける 誓約」 の 約束され た 

祝福 を 受ける に ふさわしく ならん こ 
と を。 イエス • キリスト のみ 名に よ 

り， へりくだり 祈る。 アーメン。 
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私たち は 神権の 意味 を 本当に 理解 
している のだろう かと 考える ことが 
よく ある。 非常に 主に 近い 人で ある 
ロムニー 副 管長が， 今晩， 幾つかの 
指示 を 与えられた。 私たちが それ を 
守るならば， 神権に ついて よく 理解 
でき， 神権の 召し を 一生懸命に 果た 
す 人々 の 受ける 祝福 を 自分 も 受ける 
こ と がで きる であろう。 今晩の 私の 
話 も 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂 
行す る こ と についての も ので ある。 
口 ム ニー 副 管長の 話 とまった く 同じ 
で， あなたがたの 持つ 神権の 職 を 全 
身 全霊 を もって 全うする ようにと 申 
し 上げたい。 なぜならば， 兄弟た ち 
よ， それ こそが 私たちの なすべき こ 
とだから である。 神の 神権 を 授かる 
時に， この 重大な 責任 を 課せられる 
ので ある。 

私 は 神権に ついて 考える 度に， 天 
父の み 名に よって 語り， 行動す る 素 
晴らしい 名誉と 特権， および それら 
のこと から 生ずる 自分の 責任の こと 
が 頭に 浮かぶ。 私 はよ く，  「神権 を 身 

に 受けた 私たち は 何 をし よ うとして 
いるだろう 力 >。 私たち は 自分が 何者 
で， 何 を 持って いて， どんな 責任が 
あるの か を 自覚して いる だろ う カリ 
と a う。 

私 は あなた 方 青年に 申 し 上げたい。 


楽しみなさい。 バス ケッ トポール を 
して， フッ ト ボール をして， テニス 
をして， したい こと は 何でも 楽しく 
行ないなさい。 正しい ことで ある 限 
りしたい こと は 何でもしなさい。 し 
かし どこに いても， あなたの 神権 を 
尊びなさい。 そうすれば あなた は 世 
の 模範と なる であろう。 

ついで， 神権 者で ある 私たちが い 
かに 生活すべき かとい う 間 題に つい 
て， 簡単に お話したい。 まず 家族に 
ついて 少しお 話したい と 思う。 父親 
は， 自分の 生活に とって 一番 大切な 
もの は 家族で ある こ と を 常に 心得て 
いなくて はならない。 決して 家族 を 
ないがしろにして はならない。 家族 
に 心 を 配る 時， 現在と 永遠に わたつ 
て 家族と と も に 過ごした ければ 福音 
の 教えに 従つ て 生活 しな けれ ば な ら 
ない という こと を 忘れない よ う に。 
「いかなる 成功 も 家族の 失敗 を 償 う 
こと はでき ない」 という 言葉 を 心に 
留めるべき である。 また， 一番 印象 
に 残る 教え を 学ぶ の も， 子供の 一生 
が 決まる の も 家庭で ある こ と を 忘れ 
て はならない。 

も し 父親が 神 を 愛し， 妻 を 愛し， 
子供た ち を 愛し， 神権 を 尊ぶならば, 
煩い は ほとんどない であろう。 全 世 
界の 神権 者が そうしたならば， いか 


に 大きな 影響力 を 持つ ことで あろ う 
うか。 「少女 や 胃， 婦人た ち は， ど 
うなの か」 と言う 人が あろう。 彼女 
たちに ついても 同じで ある。 しかし 
今 私 は 神権 者に， そのと るべき 行動 
について 話して いるので ある。 

安息日 を聖く しなさい。 知恵の 言 
葉 を 堅く 守りなさい。 常に 祈り， 互 
いに また 隣人に 正直で あ り なさい。 
福音 を 学びなさい。 自分に 何が 期待 
されて いるの 力 S なぜ この 世に いる 
のか を 知り また 私たちが 実際に 神の 
霊の 子で ある こと を 知りなさい。 そ 
のために 私たち は 自分 を 道徳的に 清 
く 保た なく て はならない ので ある。 
父親た ちょ， 私たち は 少年に この こ 
と を 教えな く て はならない。 

デビ ッ ド • 0  'マツ ケィ大 管長に 
ついての マッケイ 姉妹の 言葉 を， 家 
族と 父親に 関する 模範と して 紹介し 
たい。 「私 は 夫 を とても 誇りに 思い ま 
す。 家庭での 夫 は， ほかの 場所に い 
る 時と 少しも 変わりません。 優しく， 
礼儀正しく， 親切で， 丁寧で， 素晴 
らしい のです。 そのような 夫 を 私 は 
心から 誇りに 思って います。 私 はこ 
のよう な 夫に 対し， 感謝して います。 
私 は 夫に 悪い 点 を 見付ける ことが で 
きません。 私 は， 兄弟た ちが 振る舞 
いや 身なりに おいて 彼の 模範に 従う 
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よ う 願って います。」 

兄弟た ちょ， 私たちに とって これ 
に 勝る 助言 はない と 思う。 

私 は 良い 教えの 例と して， かって 
自分の 両親の こと を 話して く れた少 
年の こと を 思い出す。 彼 は， 神殿に 
行く こと， また 定期的に 神殿へ 行つ 
て， 主の 家に 入る に ふさわしい 状態 
を 保つ ことが どんなに 大切 か を 両親 
から 学んだ と 話して くれた。 神殿へ 
行く 準備 をしながら， 彼ら は 神殿 や 
神殿での 経験に ついて よ く 話 をした。 
神殿へ 行く こと， しかも 定期的に 行 
く ことが いかに 大きな 特権で あるか 
についても 話 をした。 神殿から 帰つ 
て 来る と， 彼ら は そこで 得た 経験に 
ついて いろいろ 話 し 合った そうで あ 
る。 神殿 結婚 をした 人た ち を 「ああ， 
あの ふたり はこれ から 神様の 霊の 子 

供た ちの 両親に なれ るんだ な あ」 と 
思いながら ながめた 時の あの 素 晴ら 

しい 気持ち， そして， 自分た ちに と 
つて 神殿に 入る ことが 掛け替え のな 
い 特権で ある ことにつ いて。 その 少 
年 は 神殿に 入って 自分の ヱン ダ ゥ メ 
ン トを 受けられる 日 を 待ち兼ね てお 
り， 身 を 清く 保って 自分 を 備え， 主 
が 受け入れて 下さ ると いう 自覚 を 持 
つて 神殿に 行く こ とがい かに 大切で 
あるか をよ く 知っていた。 

私事で あるが， いつも 感じて いる 
父への 感謝 を 申し述べたい。 父 は 私 
たちに 祈る こと を 教えて くれた。 父 
が ひざまずいて 家族の 祈り をす る 時 
は， じかに 主に 話 をして いるよう で 
あった。 父 は ひそかに ひと りで 祈る 
こと を 教えて くれた。 父 は あらゆる 
行動に 正直で 名誉 を 尊んだ。 父が 隣 
人に 対して どれほど 正直 で 誠実 な 人 
であった か， その 経験の 中から， 時 
間 をいた だいて 話させて いただきた 
いと 思う。 父 は 神権 をよ く 行使し 私 
たちに もそう する こと を 期待した。 
父 はいつ も 母に 大きな 愛 を 示して い 
た。 


私たち は 農場で よ く 仕事 をした が， 
それに 劣らず 狩銷ゃ 魚つ りに もよ く 
連れて行って くれた。 出掛ける のが 
困難 だと 思える ような 時に も， 父 は 
一緒に 出掛けた。 しかし 日曜日に 出 
掛ける こと は 決してし ない 人で， そ 
のよ うな こと は 考え も しない 人 だつ 
た。 私たち はいつ も きまって 父と 一 
緒に 集会に 出席した。 私 は 友達から 
ある 時 このよ う に 言われた こ とが あ 
る。 「ぼくのお 父さん も 君のお 父さん 
のよう だったらな。 君のお 父さんと 
一緒に いられる つて， とっても 素晴 

らしい こと だね」 と。 私たち 兄弟 4 
人 は 皆， だれよりも 父と 一緒にい る 
こと を 好んだ。 それほど 良い 父で あ 
つた。 父親の 皆様， 自分の 生活 を 息 
子に 知っても らい， また 息子の 生活 
を 知る ために， 一緒に 過ごす こと は 
とても 大切な ことで ある。 

私 は， 父が 私に 寄せて くれた 信頼 
を 忘れる ことができない。 先程 述べ 
たように， 私たち は 農場で 働いて い 
たが， 父 は 夕方 か 早朝に 私 を 呼んで 
自分の 計画 や 一日の スケジ ユール を 
話し， 私の 考え を 聞いた。 これ をし 
た 方が 良いだろう 力 N それとも こち 
らが 良いだ ろうかと。 そのために， 
私 は 自分 も 父と 一緒にな つて 働いて 
いると 感じた。 今にして 思えば， 父 
は 自分で かな り 綿密な 計画 を 立てて 
いたの だが， そのよう にして 私に 信 
頼 を 示して くれたの だと 思う。 私 は 
自分の 仕事 だ という 気持ちが して， 
くじけずに 終わりまで 働いた。 そし 
て そのよ う な 父 を 愛した。 

父が ある 日 このよう に 言った こ と 
を 覚えて いる。 「私 は どんな 人 を 雇う 
よ り もお まえに 手 つて 欲しい と 思 
うよ。 おまえ を 心から 信頼して いる 
んだ。 おまえ は 本当によ く 働いて く 
れ るね。」 このように 信頼され， 感謝 
されれば， 期待に たがわず 働こうと 
さ らに 決意 を 強く する ものである。 

息子に 高い 目標 を 定めさせ， その 


達成に 努めさせる こと は， 実に 大切 
である。 私たち は， 今晩 重ねて 言わ 
れ たように， サタンが 現に 存在して， 
私たち を 滅ぼし， 失望 させ， 試み， 
迷わせよ うと 決意して いる こと を 知 
ら ねばならない。 

私が かって 非常に 感銘 を 受け た 素 
晴らしい 出来事 を ここでお 話したい。 
フヱ ザース トーン 副 監督の 許し をい 
ただいて その 話 をしょう。 それ は 彼 
の 家族が， 友 だち が 大勢いて 住み 慣 
れた 故郷から， この 地に 引っ越して 
来て すぐの 出来事であった。 フニ ザ 
ース トーン 副 監督が 仕事から 帰って 
普段着に 着替えて く つろ いでいる と， 
下の 息子さんの ジ ョ 一 君が やって来 
て 言った。 「お父さん， ここの 生活に 
慣れて 楽 しくなる よう に ぼ く に 特別 
な 祝福 をして 欲し いんだけ ど。」 

副 監督 は 2 階 に 行 つ て 服 を着替 え 
てきた。 その 途中で 奥さんが 声を掛 
けた。 「今晩は 外出な さ ら ない はずで 
しょ う。」 彼 は 答えた。 「ある 人に 祝 
福 をす るんだ よ。」 そしてこう 言った。 
「ジ ョ 一から 特別の 祝福 を 頼まれた。 
服 を 着替えて， 神権 を 尊ぶ 気持ちと 
ジョ 一への 関心 を 伝え るんだ よ。 こ 
うすれば ジ ョ 一は 私と 神権に 対して 
信頼 を 抱いて くれる。 そうすれば， 
祝福が 受けられ るだろう からね。」 

兄弟た ちょ， これが 私たちの 持つ 

べき 精神で ある。 もちろん， 監督が 
奥さんに 語った 通り， その後 何が 起 
き たかは 想像が 付く であろう。 みず 
から 模範と なり， 子供に 関心 を 持ち， 
神権 者と して 主 を 代表す る 時の 心 構 
え を 子供に 教えた 父親， そのような 
夫 を 持った 喜び を 夫人 は 涙 を もって 
かみ 締めた のであった。 

私 は 監督， および ステーキ 部長 を 
含む ワード 部， ステーキ 部の 役員お 

よび 伝道 部長に ひと a 申し上げたい。 
私たちに は 重い 責任が ある。 特に 監 
督は， 副 監督と ともに ァ D ン 神権 者 
に対する 責任 を 受けて いる。 この こ 
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とに ついては 今晩 多くの ことが 言わ 
れ たが， 私 もほんの ひと 言 申し上げ 
たい。 皆様 方 はすべ ての 少年 を 個人 
的に 知り 尽くす 必要が ある。 一人 一 
人に 関心 を 示し， 密接な つながり を 
保ちなさい。 名前が 分かったら， 名 
前で 呼びなさい。 父なる 神と 御子 ィ 
エス' キリストが ジ ヨセフ に 現われ 
たも うた 時の こと を 思い出して みな 
さい。 ジ ヨセフが 質問 をす ると， 神 
は 「ジ ヨセフ」 と 名前 を 呼び， 「こ は 
わが 愛子な り」 と言われ たので ある。 

(ジ ヨセフ • ス ミス 2  ： 17 参照） 少 
年 は 自分の 名前 を 呼ばれる とうれ し 
いものな ので ある。 

少年た ちが 神権 者と して 職務 を果 
たす 時には， 彼ら は 主 を 代表して い 
るの だとい う こと を かならず 思い起 
こさせる ようにしょう。 ほかの 所な 
ら どこでも 楽しく 過ごして かまわな 
いし， したいよ うに 振る舞って よい。 
しかし 神権 者と して 職務 を 果たす 時 
に は 主 を 代表して いる こ と を 覚えて， 
主の 代表者に ふさわしい 服装と 用意 
と謙遍 さ， 敬!^ さ を 持つべき である。 

監督の 皆さん， 少年た ちに 神権の 
意味 を 理解させる こ と は 重要な こと 
である。 私が かって 監督であった 時， 
ヮー ド 部に は 長老に 聖 任される 年齢 
の 若者が 6 人いた。 しかし その内の 
ひと り は 用意が できて いなかつ たた 
め， 5 人し か 推薦で きなかった。 私 
は 彼と そのこと で 何 [H] も 話し合った 
が， 彼 は 私に， 「自分に は 資格が あり 
ません」 と つていた。 彼 は 非常に 
気分 を 害して いた 力；， ステーキ 部長 
へ 推薦され ると は 期待して いなかつ 
た。 彼のお じに 当たる 人が 私の 所へ 
やって来て ま-つた。 「まさか あなた は 
ほかの 5 人が 昇進 するとい うのに， 
あの 子 だけ を そのまま にしておく と 
いうよう な こと はなさらない でしよ 
うね。」 彼 は その 若者 を 推薦す るよう 
に 私に 頼んだ。 彼 は 「推薦 しないと 
言う のなら， それ は あの 子 を 教会 か 


ら 追い出す ことになります よ」 とも 
a つた。 

そこで 私 は 彼に 説明した。 「私が 彼 
に 与えられる もので 一番 大切な のが 
神権です。 私たち は 神権 を 銀のお 盆 
の 上で やり取り なぞ はしません。 彼 
と 私と はお 互いに 理解し 合って いま 
す。 彼 は 長老に 聖 任される 用意が で 
きていない のです。」 その 若者 はや は 
り 推薦 を 受けな かつ t こ。 

数年 前， この テンプル スクェアで 
開かれた 総 大会に 出席した 時， ひと 
り の 若者が 私の 所へ 来 た。 「タナー 副 
管長， 私 を 覚えて おられます か。 長 
老に 推薦され なかった， あの 時の 少 
年です。」 彼 は 手 を 差し伸べながら H 
つた。 「あなたに お礼を言い たいと 思 
つてい ました。 私 は 今 カリ フォルニ 
ァで 監督 をして います。 もし ふさ わ 
し く ない のに 推薦 を 受けて いたら， 
私 は き つ と 神権の 意味 や 神権 者に 求 
めら れ ている こ と を 理解で きないで， 
今の よ う に 監督に なるこ と も なかつ 
たでし よ う。」 

監督の 皆さん， これらの 若者た ち 
は 無償で 何 か を 求めて はいない。 無 

償で 得た ものに 対して は 本当の 理解 
を 持つ こと はでき ない。 彼ら は 神権 
の 意味 をよ く 理解して， 昇進の 前に 
はふ さわし! ■ 、準備 をすべき である。 

神殿の 推薦 や 神権 昇進の 推薦， 
道の 推薦， そのほか 何ら かの 資格 を 
考慮す る 場合に は， 面接に よって 彼 
らの 状態 を 知り， かならず ふさわし 
い 備えが できて いるよう にしなさい。 
ふさわしく ない のに 推薦す る こと は， 
実に 愛情に 欠ける 行為で ある。 それ 
は 大きな 害と なること でも あり， 決 
して 行なうべき ことで はない。 それ 
t'J 体の 持つ 意味 と， ふさわし t  、準備 
をす る ことの 大 切さ と を 彼らに 理解 
させなさい。 あなたが 彼ら を 愛して 
いる こと， また， 自分に で きる こと 
なら fnj でもして， 彼らが ふさわしく 
なれる よ う に 手 fi いたいと 思 つてい 


る こと を 知らせ， 励ましなさい。 

監督の 皆さんに 申し上げたい。 あ 
なた がた はヮー ド 部の 父と して ヮー 
ド 部の 諸事に 関して 指示 を 与え， 将 
来ヮー ド部ゃ ステーキ 部の 指導者と 
なり， いつの 日 かこの 壇上に 立つ 若 
者た ち を 助け 導く 大き な 特権 と 大き 
な 喜び を 受けて いるので ある。 若者 
たちの 中から， だれかが そうなる こ 
と は 確実で ある。 若者た ちに いっか 
責任 ある 役職 を 受ける かも しれない 
こと を 理解 させ， 準備 させなさい。 
私 は今晚 この こと を H わせて いただ 
きたい。 神権 者 全員が 指導者の 役職 
に 召される こと は不ロ J 能で ある。 し 
かし 神権 を 持つ こと は 大きな 特権で 
あり， 大きな 祝?^ である。 もし 私た 
ちが 神権 を 尊ぶならば， そのこと だ 
けで も 救いと 昇栄を 受ける 備えと な 
るので ある。 もし どこに 召されても 
主に 仕える 用意が できて いるならば 
それで 十分で ある。 神権 は， 世の 人 
が 持たない ものである。 

監督の 皆さん， あなたがたに は そ 
の ほかに も 責任が ある。 あなたがた 
は イスラエルの 判士で あり， 罪人 を 

常に 愛と 信頼と， 助けたい との 望み 
と を もって 裁き， 処 する 責任 を 遂行 
しなくて はならない。 ステーキ 部長， 
伝道 部長 も そ の 責任 を 持つ。 非道 な 
行為 を 認めたら， 大きな 愛の 気持ち 
を 抱いて 罪人に IJiy 心 を 示し， 彼を悔 
い 改めに もく ことが 大切で ある。 そ 
れか 親切で ある。 どんな 人 を も 愛し 
なさい。 しかし不正を?^^»せしてはな 
ら ない。 fnj か 悪い ことがあ るよ う な 
らば， 事の 重大 さに 応じて， すべて 
の 違背 行為 を 調査し， 処置す る こと 
は あなたがたの 義務で ある。 処置が 
早ければ さ らに罪 を 犯す といつ た 事 
態 を 避ける ことができる だろう。 

聖典と 手引き を 学び， その 通りに 
行ないなさい。 監督と ステーキ 部長 
はこの 責任 を 回 避 して はならない。 

分 はだれ も 罰しなかった， 会員 資 
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格の 剝奪も 破門 もしなかった し， ま 
たそうしょう と 思った こと は 一度 も 
なかった と言う 者 は， まったく 誤つ 
ており， 自分が その 責め を 負う こと 
になる であろう。 

主 は 言われた。 「誰に て も キリスト 
の 教会員に して 罪 を 犯し， または 過 
ちに 陥 り たる 者 は 聖典の 指図す る と 
ころに 則りて 処置すべし。」 （教義と 

聖約 20  ：  80) 

また ジョン. ティ ラ 一大 管長 はこ 
のよ う に 述べて いる。 「さ らに， 何人 
かの 監督 は， 会員の 罪 を 隠そうと し 
ている という こと を 耳に している。 
私 は 神の み 名に よって 彼ら に 告げる。 
その 罪 は あなた 方の 頭に 下る と。 あ 
なた 方の 中で 人の 罪に 加担した り ， 
あるいは それ を 弁護す る 者 は その 罪 
を 負わなければ ならなくなる だろう。 
監督 や ステーキ 部長の 責任に ある 人 
々はよ く この こ と を 心に 留めて いた 
だきたい。 神 は それ を あなた 方の 手 
に 求められ るので ある。 あなた 方 は 
正義の 原則に 手 を 加えたり， 人々 の 
非行 や 腐敗 を 覆い隠す ために 教会の 
職に 任命され ている ので はない。」 
{'conference  Report  ' 大会 報告」 
1880 年 4 月， P.  78) 

教会の 扱う 事例に は， 婚前交渉， 
姦淫， 同性愛， 堕胎， その他 道徳的 
に 恥ず べき 行為， すなわち 暴力， 窃 
盗， 詐欺， 殺人な どの 犯罪， そして 
背教すな わち 教会の 規則 や 規律に 対 
する 公然たる 反抗， 故意に 行なわれ 
る 教会の もろ も ろの 規則への 違背， 
妻子への 虐待， いわゆる 多妻 結婚の 
唱道 あるいは 実施， その他， 教会の 
律法と 秩序 を 乱す キ リ ス 卜 教徒ら し 
か ら ぬ 行為の すべて が 含まれる。 

罪 を 犯した 人 は， 自分の 罪 を 告白 
し， 悔い改め るまで は 決して 安らか 
な 気持ちに はなれない。 経験から 分 


かるの だが， 愛と 援助の 手と 適切な 

懲罰に よってし かるべき 処置 を 受け 

た 罪人 は， 皆， 明らかな 良心 を もつ 

て 再出発 をし， 他の いかなる 方法で 

も 果たし 得ない 進歩 を 遂げる ことが 

できる。 彼 は あなたの 処置に 感謝す 

るだろう。 あなたが 彼 を 助けようと 

努める 時， 主 は あなたと 悔い改めた 

その 人 を 祝福され る。 

私 は 神権 を 持つ 少年 や 青年た ちに， 
特に 青年に ひと 言 申し上げたい。 あ 

なた がた は 今晩， 自分の 責任の 何た 
るか を 知った。 私 は あなたがたに， 
身 を 清く 保つ ことの 重要 さ をよ く 知 
つていた だきたい と 思う。 神殿の 祝 
福 や 伝道， その他 自分が 受けた 職の 
中で できる 事柄な ど， 神権に よって 
しか 得られない 大きな 祝福 を 受ける 
準備 をしなさい。 年齢の いかんに か 
かわらず， 神権 を 持つ 者 は， 女性 を 
敬い， 大切に する ことなく 神権 を 尊 
ぶこと はでき ない。 若者 は 皆， 必要 
ならば 命 を 懸けて， 女性の 節操 を 守 
る 備え をすべき である。 女性に 欲情 
を 抱いたり， 女性 を 卑しめたり， 貞 
操 を 失わせる よ うな 罪の 行ない を 断 
じて して はならない。 神権 を 持つ 若 
者と 外出す る 若い 女性 は， 彼が すべ 
てに わたって 自分 を 尊び， 保護して 
くれる こと を 知って 安心す る はずで 
ある。 若い 女性に は その 権利が ある。 

周知の ように， 世の 道徳 は 低落し 
きってい る。 私たち は 世に あるが， 
世の ものと なって はならない。 あな 
たの 仲間が 教会員で あろ う とな かろ 
う と 罪人で あろ う とな かろ うと， 彼 
ら は 神権 を 持つ あなた は 神権 を 尊ぶ 
と 思って いるし， そうする あなた を 
尊敬す るであろう。 もし あなたが 神 
権 を 尊ばないならば， 彼ら は あなた 
への 信頼と あなた や 教会への 敬意 を 
失う ことであろう。 


もし 私たちが， 監督 や 支部 長， ス 
テーキ 部長， 大 管長， さらに は 主の 
目 を 見詰めて， 「私 は 最善 を 尽くして 
神権 を 行使して います」 と言えるよ 
うに 毎日 を 生活したら， 心配 はいら 
ない。 

重大な 罪 を 犯した 若者 は， 悔い 改 
めて ふさわしくな るまで， 神殿の 推 
薦状を 受けたり， 伝道に 召される こ 
と を 期待したり， 神権の 昇進 を 願つ 
た り して はならない。 ふさわしくな 
く， その 召しに 専念す る こと もない, 
背 罪 を 犯 し た 宣教師 を 中途で 解任 し 
たり， 会員 資格 を剝 奪したり， また 
破門した り して 帰す ことほ どに 大き 
な 失望と 悲しみ はない。 それ は 同僚 
にと つても 大きな ショック であり， 
伝道 前の ことで あれ 伝道 中の こと あ 
れ， 罪 を 犯した 宣教師 を 国へ 送り返 
すと いう 難しい 責任に は， 伝道 部長 
も 心 を 引 き 裂かれる 思いで あろ う 。 
両親 は 嘆き， 監督 や ステーキ 部長 や 
身近で 働いた 彼 を 知る 人々 は悲 し む 
であろう。 それ は 主に 対する 侮辱で 
あり， 当の 宣教師の 人生に 重大な 影 
響 を 及ぼす であろう 。 

自分が 何者で あるか を 知り， 私た 
ちが ィ エス' キリス 卜の 教会に あつ 
て 神権 を 与えられ ている こと， 世に 
あって 神の み 名に よって 語る 権能 を 
与えられた 唯一の 民で ある こと を 知 
つて， ふさわしく 生活す るよう に 主 
が 助けた まわん こと を。 今晩 この 幾 
つかの 建物 に 集まって いる 人々 は， 
教会の 神権の 職 を 持つ すべての 人々 
を 代表して いる。 この 教会の 成功と 
進歩 は， 神権 を 持つ あなたがた 一人 
一人に 懸かって いるので ある。 私た 
ち 力;'， それに ふさわしい 者と なるこ 
とがで きる よ うに， イエス' キリス 
ト のみ 名に よ りへ り くだり 祈って い 
る。 アーメン。 
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教会の 指導者 ( 
従いなさい 

大 管長 

ハロ リレド •  B  • リー 


私 は ある 人から 手紙 を 受け取った。 
それによ ると， 彼 は 象形文字の 中に 
人類の 前途に 待ち受ける 数々 の 事柄 
への 答えと なる もの を 見いだ したと 
という ことで あつ た。 手紙 を 読んだ 

私 は 非常に 興味 を そそられ， 1931 年 
10 月 4 曰に こ の 壇上で アン ソニー  . 
W • アイビン ズ副 管長が 行な つ た 説 
教 のこと を 思い出した。 なぜ それ を 
思い浮かべ たかは， 彼が その 大会の 
壇上で， 最近 出版され た 「石に 刻ま 
れた 聖書」 {Our  Bible  in  Stone) を 
引き合いに 出して 説教され たからで 
ある。 あなたがたの 多く は その 時 話 
された， ケォ ブス 王 を 祭った ギゼの 
ビラ ミツ ドの， 主として その 建造物， 
象徴， 予言 的 特徴に ついての 話を覚 
えて おられる であろう。 ピラミッド 
学者た ち は ビラ ミ ッ ドの 測量 や 徴， 
現存した 場合に は その 記録 を 研究し 
た 後で 声明 を 出した。 それ は， 1928 

年 は 一大 苦難の 時代の 始ま りと なり， 
1936 年に 絶頂に 達する であろ うとい 
う ものであった。 学者た ちの 計算に 
よると， こ の 時代 は 主の 再臨で 終わ 
り を 告げ， 平和と 幸福と 善意の 時代 
が 到来す る というの であった。 

その 時 アイビン ズ副 管長 は， この 
本に 関して 次の よ うな 賢明な 勧告 を 
与えた。 「さて， 愛する 兄弟た ち， … 


…私 はこの 小さな 本と その 内容に つ 
いて あなたがたに 理解して も らいた 
いと 思う 気持ちから 話して いる。 こ 
の 本が 伝道 地で も 読まれる こと は 確 
かで， 長老た ち はこの 本 を 使う かも 
しれない。 私 はた だ あなたがたに， 
センセーション は 絶対に 招かぬ よ う 
にと 警告す る。 …… 彼の 結論が 悪い 
と は 言わない。 しかし それ は 教会の 
声と して 私たちに 与えられ たもので 
はなく， そのよう に 受け入れる こと 
のでき る もので もない という ことで 
ある。」 

そして 彼 は， 私に は 非常に 意味 深 
いと 思われる こと を 述べた。 「J  'ゴ 
一 ルデン • キン ボール 兄弟 は 昨日 私 
たちに， 自分 は 夢が 実現す ると 固く 
信じて いると 語った。」 この ことにつ 
いて 考えて いただき たいと 思う。 そ 
れは 私の 気持ちと 一致す る。 私 も 夢 
は 実現して いると 固く 信じて いる。 

彼 は 言つ た。 「世界大戦 終結 後す ぐ 
に それらの ビラ ミツ ド 学者た ちが， 
彼らの 測量と 計算に よれば 1928 年に 
世界中の 国民に 苦難と 悲嘆 を もたら 
す 時代が 始まる という 発表 をし， 出 
版 もした こと を 思い出す。 人々 は 主 
の 前にへ り く だら なく て はならない 
こと や， この fii 難の 時代が 1936 年 ま 
で 続く こと も宣 a された。 …… 私た 


ち は 少な く と も この 夢の 一部が 実現 
した こと を 知っている。」 

アイ ビン ズ釗 管長 は 1930 年 当時の 
世界 各国の 経済状態 を 論評 し た 後， 
知恵 ある 言葉で 締め くくった。 「 では 
兄弟 姊妹， どうお 考えだろう 力、。 た 
だ 落ち着いて 主に 心 を 向けなさい。 
…"- 私 はこの 民に， 自分の 家 を 整え, 
負債 を 避ける ようにと お願いした。 
なぜなら 私 は そのよ うな ことが 起き 
ると 知ってい たからで ある。 それ は 
神 御自身が 独り子 を 通して 言われた 
こと だからで ある。 

さて， 兄弟 肺 妹， もし 教会が あな 

たがた に a う こ とが ある とすれば， 
それ は 直接に 教会の 大 管長から であ 
つて， 他の 人々 の 書物 を 通して a わ 
れ るので はない。 それ は， あなたが 
たに 理解で きる よう な 方法で 伝え ら 
れ る 。 人間に よ る 思わ く な どで はな 
い。 理性的に， 真実 ありのままに 常 
識で 納得の 行く ように fe えられる で 
あろう。 神が あなたがた を 祝?^ され 
るよう， へりくだり 祈る もので あ 

る o」 {Conference  Report  1^  AsSx 
告」 1931 ^^0月， pp.  87 — 94) 

さて これ は， 神権 者 全員に 繰り返 
す 必要の ある ことで ある。 なぜなら 
ば， 忠実な 教会員で あると 主張す る 
ある 人々 が 盛んに 本 を 出して， 広告 
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や 端 書 き や 押 話の 中で かな り の 細部 
にわた つて， 自分の 過去， 現在の 教 
会への 加入 や 活動 振 り を 述べて いる 
からで ある。 それに は セン セージ ョ 
ナ ル な予 a や 発 H が 見られる。 彼ら 
は， 確実な 筋からの 本と して 教会員 
に M わせたい ために， その 本の 保証 
であるかの ような やり方で， 過去 現 
在の 教会 指導者の 説教 や 引用文 を 引 
き 合いに 出す。 そうすると 教会の 承 
認を 受けた 書物ら しく 見える からで 
ある。 

さて また， 教会に は， 忠実な 教会 
員で あると— a' つて 大会に 集まる 聖徒 
たち を 利用す る 人々 がいる。 彼ら は 
自分 たちのた めに ゲル 一 プ 集会の 計 
画まで する。 非常に 大切な 大会 ゃ教 
育 部会の 欠席 を 余儀なく してまで も， 
大勢の 大会 訪問者 を 自分た ち の 集会 
に 出させよ う とする 意図が 明白で あ 

る 0 

さらに， 何 かたくら み を 持つ 人々 
がフ アイ ャ サイ ド や 神権 定員 会ゃ聖 
餐会 その他の 教会の 集会に 話の 機会 
を 願い出て いる。 さて 兄弟た ち， 私 
たち は， 自分の 利益 を 図り 主張 を 広 
めよ う とする 彼らの 見え透いた 策略 
から， 私たちの 民 を 守る ために 警告 
の 声 を 上げなければ ならない こと を 
ひしひしと 感じて いる。 

私た ち は， 神権 指導者が 確かな 思 
慮 分別 を もって， その 目的と すると 
こ ろ が 重大問題 となり そうな 人々 を 
ふるい 分ける よ う にと 勧めな くて は 
ならない。 

さて， 神権 のん 4 し を 遂行す る こ と 
について ひと 言 述べて みたい と 思う 
この ことに ついては， 今タ， 多くが 

語られた。 私 は 1830 年に 予 H 者ジョ 
セフ. ス ミス を 通 して エド ヮー ド • 
バー 卜 リ ッデに 与えられた 短い 啓示 
から， 一部 を 読みたい と 思う。 
「イスラエルの いと 大 いなる 神， 主 

なる 神， わが 僕なる エドワード にか 
くの 如く 告ぐ。 li よ， 汝は 幸福な り。 


而 して 汝の罪 は赦 され たれば， 高鳴 
るラ ツバの 如き 声 を もて わが 福音 を 
宣 ぶる ために 汝は 召されたり。 われ， 
わが 僕な る シドニー' リ グ ド ン の 手 
によ りて わが 手 を汝の 頭の 上に 按か 
ん。 さらば 汝 はこれ によりて わが 
『みたま J, 聖霊， すなわち 王国に 属 
ける 平和なる こと を教 うる 『慰め 
主』 を 受けん。 

われ 今す ベての 人々 に 就きて， こ 
の 召と 誡 命と を汝に 与う。 すなわち 
この 召と 誡 命と を 奉じて， わが 僕シ 
ドニ  一 • リグ ドンと ジ ヨセフ • スミ 
ス （二 代 目） の 前に 来る 者 は， みな 
聖職の 按手 任命 を 受けて 諸々 の 国民 
の 中に 永遠の 福音 を宣 べんた めに 遣 
わさるべし。 

われ ま た わが 教会の 長老 たちに こ 
の 誡命を 与う。 すなわち 真心 を 以て 
この 誠 命 を 奉ずる 者 は， ことごとく 
正に わが 今 語 り し 如 く 聖職の 按手 任 
命 を 受けて 福音 を宣 ぶる ために 出で 
行く を 得ん。 われ は， 神の 子 イエス' 
キリスト なり。 この 故に 汝ら腰 を ひ 
き からげ よ。 さらば， われに わかに 
わが 神殿に 来らん。 …… 」 （教義と 聖 

約 36  ： 1,2,4,  5,  7,8) 

ここで 私 はこの 中の ひとつの 聖句 
を 取り上げて， 神権の 召し を 全力 を 
尽く して 遂行す る こ と について 少々 
話したい。 主の この 言葉に 注意して 
みなさい。 「われ， わが 僕なる シ ドニ 
一. リグ ドンの 手に よ りて わが 手 を 
汝 （エドワード. バー トリ ッヂ） の 

頭の 上に 按 かん。 さらば 汝 はこれ に 
より わが 『みたま』， 聖^, すなわち 
王国に 属 ける 平和なる こと を教ぅ る 
『慰め 主』 を 受けん。」 

ある 日の 晚， 私 は 執事に 聖 任され 
る 年 ごろの 若い 力 ブス カウ ト たちの 
グループと 会い， こう 尋ねた 。「執事 
になったら， どんな 義務が あるで し 
よ う か。」 

すると 彼ら は 全員で 答えた。 「執事 
の 義務 は 聖餐の パスです。」 


私 は 言った 。「では， そのこと を少 
し 違った 風に 考えて 欲しい と 思い ま 
す。 それ は 執事の 義務 を 説明す る 方 
法ではありません。 聖餐の パス を 行 
なう こと は， どういう ことです か。 
執事が 出席者の た め に 祝福 さ れた記 
念の パンと 水 を 配る 時， 誓約が 新た 
に されても し 彼らが 神の 戒め を 守り， 
パン と 水に よって 象徴され る主ィ ェ 
ス • キリスト を, ひ に 覚える な ら ば， 
主の みたまと と もに いる ことができ 
るので す。」 

執事に は， 主 を 代表して 記念の し 
るし を 配る 責任が あり， そのよう に 
して 彼ら は 主の 使いと なる ので ある。 

教師に その 義務 を 尋ねる と， 「ホー 
ム 'ティーチ ング です」 という 答え 
が 返って くる かもしれ ない。 では こ 
う 言って みた ら どう だろ う 。 「ホ 一 
ム 'ティーチ ングを 行なう 時， あな 
たは 主 を 代表して 教会員の 家庭 を訪 
問し， その 人た ちが 自分の 義務 を果 
たして いるの を 見届け， みんなが 神 
の 戒め を 守って いる こと を 確認す る 
のです。」 祭司の 義務 は 「説き， 教え， 
釈き， 勧め， パプ テス マ を 施し， 聖 
餐式を 執り行うべき ことなり。 また 
各 会員の 家庭 を 訪れ， 彼らが 声を挙 
げても ひそかにても 祈り をな し， ま 
たす ベて 家庭の 務めに いそしむ よ う 
に 勧め」 （教義と 聖約 20  ：  46,47) る 
ことで ある。 彼らが これらの 務めに 
働く 時 は， 主の ために 働いて いるの 
であり， 主に 対して 責任 を 負って い 
るの だとい う こ と を 心に 留めるべき 
である。 

私たちが 神権 者と して 主の み 名に 
よって 働く 時， それ は 天父なる 神の 
み 名の もとに 天父 を 代表して 働く こ 
とで ある。 神権と は， 天父が 人間 を 
通して， 執事 を 通して， 教師 を 通し 
て， 祭司 を 通して 働かれる 力で ある。 
そのこと を 私たち は 教会の 青少年に 
はつ き り 印象付けて いないよ う に感 
じる ので ある。 若人 は 自分の 神権の 
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重要 さ を， その 通りに 理解して いな 
い。 もし 理解して いたならば， タナ 
一 副 管長が フ 1 一 ザース トーン 監督 
について 語った ようにし たいと， い 
つも 思う はずで ある。 彼ら は， 神権 
を 行使す る 時には 最高の 姿で ありた 
いといつ も 思う。 髪に はき ちんと く 
しの 目 を 入れ， 衣服 や 外見 は， 神権 
の 義務 を 執り行な うに ふさわしい， 
神聖 さ を 反映す る ものにし たいと。 
私 も それと 同じ 気持ち を 持って いる。 
私 はこれ まで， 例えば 病人の 癒しの 
ような 儀式 を 頼まれた 時 それ を 断 わ 
る こと はしないで， たとえ 庭な どの 
外に 出て いた 時で も 服装 を きちんと 
した ものに 整え た 後で な け れ ば 執行 
しなかった。 なぜならば， そうする 
ことによって 主 御自身に 近くな つた 
気持ちが したから である。 私 は， 主 
のみ 前で は 最高の 服装 をしたい と 思 

0  0 

兄弟た ち， 私 は 長老の ある 人々 が 
この こと を 理解して いないの ではな 
いかと 憂慮して いる。 すなわち， 彼 
らが 教会の 長老と して， あるいは 七 
十 人， 大祭司と して 職務 を 執行して 
いる 時， 儀式の 執行に は， 主が 彼ら 
を 通して 儀式 を 施される 者の 頭に 力 
を 及ぼして おられる という こと を。 
私 はとき どき 考える の だが， 私たち 
が 神権の 召し を 遂行して いない 理由 

の ひとつ は， 神権 者と して， 主が 聖 
なる 神権の 力に よ り 私たち を 通して 
働いて おられる こ と を 理解して いな 
いこと である。 私 は， 私たち 全員が 
この 気持ち を 持って， 教会の 若人に 
神権 を 持つ という ことの 意味と 神権 
を 重んじる ことの 意味 を 教える よ う 
願って いる。 

さて 兄弟た ち， 私たち は 今晩 数々 
の 事柄に 触れた。 私たち は 今回， 神 
権 者の 出席が これまでの 最高 を 数え 
たと 見て いる。 影響 はいかに 大きい 
ことであろう 力ん この 大会に おいて， 
あなたが たは 私たちの 社会生活に 見 


られる もっと も 危険な 風潮の 幾つか 
に， すなわち 性教育 や ボル ノゲラ フ 
ィ 一 や 放縦と いう 現代 社会 を 風靡す 
る 傾向に ついて 注意 を 呼び覚まされ 

た。 神権 を 持つ 兄弟た ち， この 主の 
軍勢が， もし 影響力の すべて を 身に 
よろい， 天父の 代表者と して 神権の 
召しに 奮起 邁進す るなら ば， 力が 生 
ずるであろう。 そして その 力 は， 様 
々の 場に あって 私たち が 神権 を 行使 
する ことにより， 生ける 神の 神権 者 
の 側に あって， かならずや 頑強な 防 
御と なること であろ う 。 

私たち は 今や 新たな 召しと 新たな 
責任に 専念し なければ ならない。 怠 
惰に 傍観し， これらの 物事に チヤ レ 
ンジ せず， 見過ごす ような こと をし 
て はならない。 教会の 若人 は 危険に 
囲まれて いる。 あなたがたの 家族の 
袢を 強く しなさい， 兄弟た ちょ。 私 
たちが これまで 述べて きたよ う に， 
私が 何回と なく 繰り返す ように， ま 
たこの 大会で も 何人 かが 話した よ う 
に， 「あなたがた 兄弟た ちが 父親と し 
てで きる 最大の 主の み 業 は， あなた 
がた の 家庭の 囲いの 中に ある」 こと 
をし つかり 心に 留めなさい。 兄弟た 
ちょ， 妻 をない がしろ にして はなら 
ない。 子供た ち を おろそか にして は 
ならない。 家庭の 夕べの 時間 を 取り 
なさい。 子供た ち を 集めて 教え， 導 
き， 彼ら を 守りなさい。 家庭に 一致 
と 力が かく も 必要な 時代 はかって な 
かった。 もし 私たちが これ を 実行す 
るなら ば， 教会の 力と 影響力 は 世界 
中で 飛躍的に 増進す るであろう。 あ 
なた がた は， もはや 物笑い や あざけ 
りの 種に される こと はない。 私たち 
は， 誉れ ある こと， 正しい こと， 純 
粋な こと， 徳 ある こと， 真実な こと 
のために， 確固と して 立ち上がらな 
く て はならない。 

神権 を 持つ 兄弟た ちょ， 私たち は 
あなたがた を 愛して いる。 私たちの 
用意 はすで に 整った。 あなたがたが 


私たちの ために 祈る 時， 私たち は 神 

を 援助 者に 迎えて 高い 期待に 添うよ 
うに 努力しょう。 私たち は 自分の 持 
つ 責任の 重要 さ を 感じて いる。 あな 
たがた の 信仰と 忠実 さと， たじろが 
ずに 神の 戒め を 完全に 守る こと を 確 
信で きなければ， その 務めに こたえ 
る ことができな いので ある。 

私 は 今 大会の 最初に， ある 学生 自 
治 会 会長 か ら の素晴 ら し レ 、手紙 を披 
露した。 彼 は 大学の キ ャ ン パス ゃ自 
分の 属する 社会に 起こ りつつ ある 状 
況に 大きな 関心 を 寄せ， このように 
述べて いる。 「この 大学に 籍を 置く 末 
日 聖徒の 学生で， 戒め を 守って いる 
者 は 皆， 大 管長 を 完全に 支持して い 
ます」 と。 兄弟た ち， 私 はこの こと 
が 全 教会に わたって その 通 り である 
と 知っている。 戒め を 守る すべての 
末日 聖徒 は， 教会の 指導者に 従う。 
同じ 理由で， もし 教会の 指導者に 従 
わない 人が あるなら， あなた は 彼ら 

力; 神の 戒め を 100 パー セン 卜 守って い 

ない こと を 確信で きる であろう。 

これ は 武器 を 持って 備えよ との 命 
令で ある。 何のた めであろう 力、。 そ 
れは， 今 大会で も 幾人 かが 話し， 教 
会の 若人 も 感じ取って いるよ うな こ 
の 不安定な 時代， 汪 気の， 混乱した 
世の中に あって， 私たちが どうして 
も 受けなければ ならない 祝福 を 要求 
できる ように， 神の 戒め を 守る ため 
である。 教会の 若人の 新たな 動きに 
伴い， 私たちが ただ ひとつ 希望す る 
こと は， 神権の 責任 を 若人の 組織に 
強調して 彼らの 手 を 強く する こと， 
すなわち 神権 の 守護 を 多く 必要と す 
る， これら 青年 男女に 手 を 差し伸べ 
る ことで ある。 なぜな ら ば， そうす 
る ことによ り 来るべき 時代に み 業 を 
推進す る義 しい 世代の 育成の 一翼 を 
担って いると いう 確信が 得られる か 
ら である。 

愛する 兄弟た ちょ， 私 は 今晩 語ら 
れた 事柄が 主の 霊感 を 受けて 語られ 


49 


たこと を 厳粛に 証 申し上げる。 そし 
てこの こ と を あなたがたが 熟考し， 
祈り を もって 思い 図る よう， 批判 を 
慎し み， 非難の 声 を 上げない ように 


と 申し上げる。 私 は今晚 あなた 方に 
これ を 証し 私の 祝福 を 与え， 神の 祝 
福が シ オンの 力， 地上の 神の 王国の 
背骨で あ る 教会の 神権 者た る あなた 


がた の 上に あるよ う 願う ものである。 
祝福が あなたがたの 上に あらん こと 
を。 イエス' キリスト のみ 名に より。 

アーメン 0 
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兄弟 姉妹と 友人なら びに ラジオ， 
テ レ ビを 通じて この 大会の 模様に 耳 
を 傾けて いる 皆さん， ロムニー 副 管 
長の 後に 話 をす るの はつらい こ とで 
ある。 副 管長の 話と 説教 は 中身が 非 
常に 濃い からで ある。 

今日， 世の 多くの 人々 は， 神の 導 
き が 必要な L  、 ほ ど 自分た ち は 知的に 
も 科学の 上で も 進歩した と 考え， 神 
に対する 信仰 を 持つ ことに 疑問 を 抱 
いている。 彼ら は， 神が すべての 知 
識の 源で あり， あらゆる ものの 生命 
を つかさどり， 万物 を 創造され たお 
方で ある こ と を 知ろ うと も しない。 

人 は， 己の 知性の みに 頼って， 神 
を 捨て去る こと はでき ない。 それ は 
混乱と 破滅 を 招く だけで ある。 たと 
えどの よ う に 優れた 知識 を もってい 
る 人で あろうと， 永遠の 神の み 旨， 
みこ ころ， 目的 を 知らな けれ は， 世 
の あらゆる 問題 を 解決す るた めの 知 
恵 を 得る こと はでき ないし， 適格な 
判断 を 下し， 正しい答え を 導き出す 
こ と もで きない。 私たち はすべ て， 
神に 心 を 向け， 神に 対する 絶対の 信 
仰 を 持ち， へりくだって 真心からの 
祈り を もって 勧告と 導き を 求める 必 
要が ある。 

予言者 ィ ザ ャはィ ス ラヱル の 子ら 
に対して 次の よ う に 戒めて いる。 「あ 


なた がた は 主にお 会いす る ことので 
きる う ちに， 主 を 尋ねよ。 近く おら 
れ るう ちに 呼び 求めよ。 
悪しき 者 は その 道 を 捨て， 正し か 
らぬ人 は その 思い を 捨てて， 主に 帰 
れ。 そうすれば， 主 は 彼に あわれみ 
を 施される。 われわれの 神に 帰れ， 
主 は 豊かに ゆる し を 与えられる。」 

(ィ ザャ 55  ：  6  —  7) 
こ の 勧告 は 古代 と 同様 現代に おい 
て も 重要で ある。 人々 がキ リストの 
真の 教えと 倫理 を 無視し 遠ざかって 
いるた め， 世の中の 問題 はます ます 
深刻の 度 を 強めて いる。 これ は， 人 
が 罪 を 捨て， 真心から 悔い改めて 神 
に 立ち 帰らない 限り， 危機と 大きな 
悲しみが かならず 来る という 警告で 
ある。 悪魔の 仕掛ける 落し穴 を 避け， 
ィザャ の 勧告に 従わなければ， 神の 
憐れみと 豊かな 赦しを 望む こと はで 
きないの である。 

正しい 生活 を 送る 上での よ り 所と 
なるべき もの は， イエス' キリスト 
の!^ 音 をお いて ほかにない。 他の い 
かなる 計画， 道徳律， 教え も， この 
？ ^ 音に 一致す る こと はない し， 取つ 

て 代わる ことができない。 ？ 音 は， 
すべての 人が 従うべき 律法， 原則お 
よ び 儀式 を 盛 り 込ん だ 道 しるべで あ 

る。 


今日， 多くの 人 は その 弱さ と 愚か 
さの ゆえに， 古代， 近代の 聖典で 明 
ら カリ こされて いる 神の 教えよ り も， 
人の 教えに 目 を 向けて いる。 不幸な 
ことに， ほとんどの 人 は 永遠の 生命 
ではなく， この 世の 生活に 心 を 奪わ 
れ ている。 しかし， 人の 生み出した 
哲学 は， 神の 啓示の 中で 明らかにさ 

れた 福音の 教えに 取って代わる こ と 
も， それ をし のぐ こと もで きない。 
ま してや 人の 科学が， - jf'^^i 者 を 通 し 
て 神よ り 啓示され た j'i 理に 取って 代 
わる こと も ない ので ある。 

神の 道 は 人の 道 と は; (\：： なり， しか 
も はるかに 優れてい る。 主 は， 予 M 
者ィ ザャに 次の よ う に|^}ってぉられ 
る。 

「わが MU 、は， あなたがたの) iLU 、と 

は 異なり， わが 道 は， あなたがたの 
道と は 異なって いる …- •• 。 

天が 地よ り も 高い よ うに， わが 道 
は， あなたがたの 道よ り も 高く， わ 
が 思い は， あなたがたの 思いよ り も 

高い。」 （ィ ザャ 55  ：  8  — 9  ) 

救い主 は 啓示 を 通して， 私たちに 
永遠の 栄 えに 至る 道 を 示して おられ 
る。 

「誠に， 主 かくの 如く  a う。 その 罪 
を 捨てて われに 来り， わが 名 を 呼び， 
わが 声に 従い， わが 誠 命 を 守る あら 
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ゆる 人々 は， わが 面 を 見て われ 在る 
を 知る こと あらん。 

また， われ は 世に 来る あらゆる 人 
を 照らす 真の 光なる こと，」 （教義と 

聖約 93  ： 1-2) 

末日 聖徒 ィ エス' キリス ト 教会 は， 

完全な 生活の 方法 を 教えて いる。 私 
たち はいつ いかなる 時に も 真の キ リ 
スト 教徒と して 高い 理想 を 求め， 気 
高い 行動の 標準 を 維持して いかな け 
れ ばなら ない。 末日 聖徒の 信仰 は， 
人の 知恵で はなく， 神の 知識と 力の 
上に 築かれなければ ならない。 
■ 使徒 バウ 0 は 次のように 警告して 

いる。 「まちがつ てはいけ ない， 神 は 
侮られる ような かたで はない。 人 は 
自分の まいた もの を， 刈り取る こと 
になる。 

すなわち， 自分の 肉に まく 者 は， 
肉から 滅び を 刈り取り， 霊に まく 者 
は， 霊から 永遠の いのち を 刈り取る 
であろ う 。」 （ガ ラテャ 6  ：  7  — 8  ) 

主の み 旨と みこ ころ を 知る ために， 
信仰 と 熱心 な 祈りに よって 学びな さ 
い。 従う 勇気 を 持ちなさい。 主 は 御 
自身が 従って おられない 戒め や 律法 
を 人の子ら に 与える よ うな こと はな 
さらない。 従順 は 正義の 神が 愛 を 込 
めて 下された 原則で ある。 私たち は 
従順に よって 天よ りの 力 を 受ける。 

私たち はこの 世に おいて 誤り を 正 
す 機会 を 受けて いるが， これ は 同時 
に 義務で も ある。 生活 を 霊的に 立て 
直す に は， 悪行 を 悔い改めて 告白し 
なければ ならない。 また， 永遠の 御 

父と， 私たちの!！ rt い 主で ある 御子に 
対して 信仰 を 持つ よう 命じられ てい 
る。 忠実な 者の ために 備えられ てい 
る 天の 家で 御 二方と 再び 住ま うこと 
がで きる ように 望み， 正しい 生活に 
よって それ を 実現すべき である。 こ 
れを 裏付ける 聖句を 挙げてみ よ う 。 
「汝 らもし， 日の 栄の 世界に 一つの 
所 を 得ん こと を われに 願わば， わが 
命じて 汝らに 求む る ところ を 行いて 


その 備え を 為さざる ベから ず。」 （教 

義と聖 約 78  ：  7) 

苦しみ をな めて 人生の 教訓 を 学ん 
でい る 人が 実に 多 いのは 悲しむべき 
ことで ある。 それに 対して， 私たち 
を 教え， 悔い改めの 機会と 赦しを 与 
えようと して おられる 永遠の 御 父 を 
知っている こと は， 大 いなる 祝福で 
あると 言う ことができる。 予言者 ェ 
ゼキ ヱルの 語る 励ま しの 言葉に 耳 を 

傾けて いただきたい。 「主なる 神 は 言 
われる， わたし は 悪人の 死 を 好む で 
あろう カ^ むしろ 彼が そのお こない 
を 離れて 生きる こと を 好んで いるで 
はない か。」 （エゼキエル 18:  23) 

主 は 主の 子 ら の 幸福に 大 き な 関心 
を 寄せて おられる こと を， モー セに 
語って いる。 「見よ， これ わが 業に し 
て わが 栄光， すなわち 人に 不死 不滅 
と 永遠の 生命と を も た ら すな り 。」 
(モー セ 1 ： 39) 

不死 不滅 は 救い主 ィヱス 'キリス 
卜の W 罪に より， 全人 類に 約束され 
ている。 しかし， 永遠の 生命 は， 私 
たちが それに ふさわしい 状態 を 築い 
て 獲得 するとい う 個人的な 責任で あ 
る。 

詩篇の 作者 ダビデ は， 次の ような 
霊感 あふれる 言葉で， 人の 大切 さ を 
強調して いる。 

「人 は 何者な ので， これ をみ 心に と 
めら れ るので すか， 人の子 は 何者な 
ので， これ を 顧みられ るので すか。 

ただ 少し く 人 を 神よ り も 低く 造つ 
て， 栄えと 誉とを こ うむら せ， 

これにみ 手の わざ を 治めさせ， よ 
ろず の 物 を その 足の 下にお かれ まし 
た。」 （詩篇 8  ：  4-6) 

最近の 科学， 技術 部門で 達成した 
偉業 や， 宇宙 探険への 意欲と 勇気， 
その他の 学問の 分野での 業績 は， 人 
が 神の 子供で ある こ と を 証明す る も 
のに ほかなら ない。 したがって， 人 
は 神に 導きと 一層の 光と 真理 を 求め 
る 必要が ある。 


神 は， あらゆる 人々 が 信仰と 理解 
と 献身と いう ことにお いて ひとつと 
なり， ともに 成長す る こと を 望んで 
おられる。 使徒 パ ゥ ロはコ リントの 
聖徒た ちに 対して そのよ う に 奨励し 
ている。 「さて 兄弟た ちょ。 わたした 
ちの 主ィ エス. キリスト の 名に よ つ 

て， あなたがたに 勧める。 みな 語る 
こと を 一つに し， お 互の 間に 分 争が 
ないよう にし， 同じ 心， 同じ 思いに 
なって， 堅く 結び 合って いて ほし 
い。」 （ I コ リント 1 ： 10) 

私たちが この 世に いるの は， お 互 
いの 成長 を 助け， お 互いが 愛 を 示し， 
良き 業 を 行なうよ う 励ます ためで あ 
つて， 裁く ためにい るので はない。 
不活発な 人 や 道 を 誤った 人 を 励ます 
の は 私たちの 責任で ある。 私たちに 
は， 「教会員の 中に 邪曲な きょう， 互 
いの 間に 頑固なる ことのな きょ う， 
また 虚言， 蔭口， 悪口な どもな きょ 
う 注意」 する 義務が ある。 （教義と 聖 
約 20  ：  54) 

使徒べ テロ も この 教えに 重き を 置 
いて， 次のように 忠告して いる。 

「 •••••• あなたが たは 皆， 心 を ひとつ 

にし， 同情し 合い， 兄弟愛 を もち， 
あわれみ 深く あり， 謙虚で ありな さ 

い 0 

悪 を もって 悪に 報いず， 悪口 を も 
つて 悪口に 報いず， かえって， 祝福 
を もって 報いなさい。 あなたがたが 
召された の は， 祝福 を 受け継ぐ ため 
なので ある。」 （I ぺ テロ  3  ：  8  —  9) 
教会の 真の 力 は， 会員の 人格と 献 
身の 中に ある。 使徒 パゥロ はコ リン 
ト人 に対して 次の よ うに 教えて いる。 
「それと 同様に， 主 は， 福音 を宣べ 
伝えて いる 者た ちが 福音に よって 生 
活 すべき こと を， 定められ たので あ 
る。」 （ I コ リント 9  ： 14) この 勧告 
は， 末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会 
のす ベての 会員に 当てはめる ことが 
できる。 福音に 添って 生活し， 良い 
模範 を 示す こと 力;， おのず と 信じて 
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いる 事柄 を 伝え， 他の 人々 も 従う ベ 
き 正しい 道 を 示して いるので ある。 
私たちが 他人に 与える ことので きる 
最大の 贈り物 は， 良い 模範と いう 贈 
り 物で ある。 

ス ペン サー • W • キン ボー ル 十二 

使徒 定員 会 会長 は 次の よ う に 述べて 
いる。 「今日， 私たちに 与えられた 課 
題 は， 世の 光と なること である。 … 

… も し 300 万の 教会員が 福音の 原則に 
従って 生活す るなら ば， 世の あら ゆ 
る 誤ち は 消え失せる であろう。 世が 
私たちに 近づき， 私たち は 世の 苦悩 
を 福音の 平安へ と 変えて いく ことで 
めろ つ。」 (^Church  News  「チヤ 一 
チ •  ニューズ」 1972 年 2 月 26 日， 
P. 13) 

私 はすべ ての 教会員に 対して， キ 
リ ス トの 福音に 対して 積極的に， ま 
た 正直 に 生活す るよう お願いしたい。 
私たちの 永遠の 幸福と 喜び は， この 
世で どのような 人生 を 計画し， 実際 
に 過ごす かに 懸かって いる。 使徒 パ 
ゥロ はこの ように 教えて いる。 「主の 
杯と 悪霊 どもの 杯と を， 同時に 飲む 
こと はでき ない。 主の 食卓 と 悪霊 ど 
もの 食卓と に， 同時に あずかる こと 
はで き ない。」 （ I コ リント 10  ：  21) 
言い換えれば， 「だれも， ふたりの 主 
人に 兼ね仕える こと はでき ない。 一 
方 を 憎んで 他方 を 愛し， あるいは， 
一方に 親しんで 他方 を うとんじる 力 > 
ら である。 あなたが たは， 神と 富と 
に 兼ね仕える こと はでき ない。」 （マ 
タイ 6  ：  24) 

キリスト の 福音に 定められ ている 
以外の 方法で， 永遠の 目標 を 達成で 
きる と 考えて いる 人 は， 盗人で あり， 
強盗で あると 救い主が 言って おられ 
る こと を 忘れて はならない （ヨハネ 
10  ： 1 参照)。 キ リ ス 卜 は 弟子た ちに 


次の よ うなた とえで 教えて おられる。 

「また 天国 は， 良い 真珠 を 捜して い 
る 商人の よ うな も ので ある。 

高価な 真珠 一個 を 見いだ すと， 行 
つて 持ち物 をみ な 売り はらい， そし 
てこれ を 買う ので ある。」 （マ タイ 
13  ：  45—46) 

私たちに は， 良い 真珠すな わち 天 
の 王国， さらに 救い主の たとえ 話で 
言えば 高価な 真珠 を 探す 責任が ある。 
それ を 得る ために， あらゆる 努力と 
犠牲 を 払った としてもな おそれに 見 
合う ものが ある。 神の 王国に 救われ 
ると いう こと は， 神の あらゆる 賜の 
内， 最も 大 いなる ものである。 なぜ 
ならば， 救いの 賜に 勝る 賜 はなく， 
主の 言葉に よれば， 永遠の 生命 を 持 
つ 者 は 富める 者 だからで ある。 （教義 
と聖約 6  ：  7  ， 13 参照） 

福音に 従って 生活して いない 会員 
に対して 私 は， 1 年間 福音の 要求す 
るすべ ての 事柄に 従い， 教会の 集会 

に 欠かさず 出席す るよ う チャレンジ 
する。 そして 1 年後に， 福音に 忠実' 
に 従った 生活と， それ 以前の 生活 を 
比較し， どちらの 生活が 良い か 真剣 
に 考えて みていた だきたい。 福音に 
従って 生活す る ことにより， あなた 
と あなたの 家族に とって 価値が ある 
こと を 証明す る 機会 を 福音に 与えて 
いただきたい。 

聖霊 を 伴侶と する に ふさわしい 生 
活を 送って いただきたい。 聖霊の 力 
を 受ける と， あなた は 心に 確信と 証 
を 得， 主への 愛が 築かれる。 そして， 
主の 律法と 戒め を 守り， 主に 仕える 
ことによって その 愛 を 表わす。 聖霊 
は これらの 教えが 真理で ある こと を 
証し， あなた はかの 使徒 パゥ 口が 知 
つたよう に， イエス' キリス 卜の 福 
音 は 救い を 得させる 神の 力で ある こ 


と を 知る であろう。 （ローマ 1 ： 16 参 
照） 

また， 主の 道 は 救い主が 約束され 
た 豊かな 命 を a いだす 唯一の 道で あ 
る ことの 確信 を 得る だろ う 。 

私 は， 真理 を 知りたい と 願い， 現 
在の 生活 や 交わ り に 飽き 足らないで 
いるすべ ての 人に この チヤ レンジ を 
したい。 主 を 見いだ す ことので きる 
内に 主 を 求め， 主が 近くに おられる 
内に 主 を 呼び 求める という チヤ レン 
ジを引 き 受ける に は 勇気が 必要で あ 
る。 しかし， 私 は 約束す る。 これ を 
実行す るなら ば， 心の 平安， 喜び， 
慰め， 個人の 必要が 満たされる こと， 
絶える ことのない 愛と いう 報いが も 
どって くる こと を。 

兄弟 姉妹， 友人の 皆さん， 私 は 神 
が 生きて おられる こと を 知っている。 
ィ エス はキ リス 卜で あり， 私たちの 
始ぃ 主， 救い主で あり， まさしく 神 
の 御子で ある こと を 知っている。 ィ 
エス は 私たちが 永遠に 生き られ るよ 
うにす るた め， 十字架 上で みずから 
の 命 を 捧げられた。 全人 類に 復活 を 
もたらす ため， みずから 復活す る こ 
とに よ り 死の 耩目を 断ち切られた。 
主 は 御 自分の 血 を 流す という 代価 を 
払って 私たち を 買い取られた。 私た 
ち は 感謝の 気持ち を 表わす ために 正 
しい 生活 を 営み， あらゆる 人に 正し 
い 模範 を 示す 必要が ある。 

願わくは， 神の 祝福に より 私たち 
が 正しく 導かれる よ う に。 霊的な 力 
を 得て， あらゆる 悪魔の 誘惑への と 
びら を 閉め， 主の 前に 正しく 歩む こ 
とがで きる ように， へりくだり イエ 
ス. キリスト のみ 名に より 祈る。 ァ 

ーメン 0 
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愛する 兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆 
さん。 きょう 私 は 皆さんに 非常に 大 
切な メ ッ セージ をお 伝えした いと 思 
つてい る。 しかし 私が 語る こと も， 
も し 主の みたまがなかったならば 単 
なる 言葉に 終わって しまう であろう。 
そ こ で 私が 話す 間 主の 祝福が ある よ 
うに 皆さん も 私と ともに 祈って いた 
だきたい。 

私が 力説した いと 思って いる 真理 
は， 死すべき 体 を 持つ 私たちが， 実 
際， 文字通り 神の 子で あると いう こ 
とで ある。 もし 人が この 真 連 を 理解 
し， 信じ， 受け入れ， そして， それ 
に 従って 生活す るなら， 私たちの 枯 
渴 寸前の 社会 は 癒され， 改革され る 
であろう。 さらに 人 もまた， この 現 
世に おいて 平安 を 得， 来世に おいて 
は 永遠の 喜び を 得る であろ う 。 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会の 
会員 はこの 概念 を， 当 教会の 神学に 
おける 根本 教義と して 受け入れ てい 
る。 この 概念の 意味す ると ころ を充 
分 認識した いと 考えて いる 人々 は， 
この 概念に 従って 自分の 生活 を 律し 
ている。 また， この 概念 は， 教会員 
の あらゆる 思想 や 行動 に 意義 と 方向 
付け を 与える ものである。 これ は 皆， 
. 教会員が， 動植物の 世界で も， 人間 
の 世界で も， 子孫が 繁殖 すれば， そ 


の 成長の 暁に は 親と 同形に なるとい 
う 普遍的な 自然の 法則が 存在す る こ 
と を 知ってい るからで ある。 

教会員 は， この ことから， まった 
く 同 じ 法則が 神の 子に 関しても 成立 
する こと を 正しく 論証して いる。 そ 
れ ゆえ， 教会員の 目標 はいつ の 日 か 
天の 父母の よ うになる ことで ある。 

教会員 はこれ を 論証す る だけで は 
ない。 神が， 人に 永遠の 命 を もたら 
すの は 神の 業で あり， 神の 栄光で あ 

る （モー セ 1 ： 39) という こと を 啓 
示された ために， 教会員 はいつ かそ 
うなれる こと を 知ってい るので ある。 
この 永遠の 生命 こそ， 神が 現在 持ち 
た も う 生命で ある。 

最初の 人で ある アダム は， 自分が 
神の 子で ある こと を 知っていた。 ァ 
ダム は， 堕落の 前に は， エデンの 園 
で 神と ともに 歩き， 神と ともに 話し 
ていた。 堕落の 後， 「アダムと その 妻 
イヴ 主の御名 を 呼びた るに， エデン 
の 園 を 指して 行く 途 のかな たよ り 声 
聞え て 彼らに 語 り たまえる …… 。」 
(モー セ 5  ：  4  ，  5) 

その後， 主 はふたり に 福音の 計画 
を 教える ため ひと りの 天使 を 遣わさ 
れた。 そこで 「アダムと イヴと は 神 
の 御名 を讃 め， 息子 娘ら にす ベての 
事 を 知らし めたり。」 すると 「サタン 


彼らの 中に 来りて 言いけ る は， …ァ 
ダムと イヴの 言 を 信ずるな かれ， と。 
されば， 彼ら アダムと ィ ヴの H を 信 
ずる ことなく サタン を 神よりも 愛で 
た り 。 人 は その 時よ り ， 肉体， 肉欲， 
悪魔に 従う 者と なり 始めたり。」 （モ 
ーセ 5  ： 12, 13) 

その 時 以来 今日に 至る まで， 大部 
分の 人々 は， アダムの 子孫の 最初の 
世代の よ う に， 「アダム と ィ ヴの H を 
信ずる こ と」 がな くな つてし まった。 
しかし 神 は， アダムから ノアに 至る 
まで， あらゆる 予言者た ちに み 言葉 
を 繰り返し 啓示して おられる。 また 
同様に アブラハム にも 啓示され， ま 
た モー セカ S  「いと 高き 山の 中に 捉え 
られ 行きし」 時に も 啓示され た。 

「モー セ 神と 顔 を 合せて 相 見， 神と 
相 語りけ る …… 。 

神， モー セに 語りて 言いた まえり。 
見よ， われ は 全能の 主なる 神 …… な 
り。 …… 

見よ， 汝 はわが 子な り。 

わが 子 モー セょ， われ 汝に 為さし 
むる 一つの 業 あり。 而 して 汝 はわが 
生みた る 独 子の 生 写しな り， わが 生 
みたる 独 子 は 今 も 将来 も 救い主と な 
らん。 そ は 彼 は 恩恵と 真理に 充てる 
者 なれば な り。 …… 

さて 見よ， わが 子 モー セょ。 われ 
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この 一事 を汝に 示す。 そは汝 この 世 
に 在れば， 今や われ 汝に それ を 示す 

なり。」 （モー セ 1 ： 1  一 4,  6,7) 

この 短い 聖 句の 中で， 主 は 3 度 ま 
で モー セを 「わが 子」 と 呼んで おら 
れる。 ノ、 。ゥロ も， ァ レオ パゴス の 評 
議 所での 偉大な 説教の 中で， 神に つ 
いて 次のように 語った。 「われわれ は 
神のう ちに 生き， 動き， 存在して い 
る 。 われわれ も …… その子 孫で 
ある。」 （使徒 17  ；  28) 

ジ ヨセフ • ス ミスと オリバー， 力 
ゥ ド リ は 「主 は 実に 生きた もう」 と 
高らかに 宣 H した。 

「われら は， 彼 …… を 見たり。 また 
…… 証した も う 声 を 聞け り。 

すなわち 諸々 の 世界 は 彼の 手に よ 
り， 彼の 手 を 経て， また 彼に 因りて 
先に 作られ， また 現に 作られ， これ 
に 住む 者た ち も 皆 神よ り 生れた る 息 
子と 娘なる こと を 証した もう。」 （教 
義と聖 約 76  ：  23-24) 

「神より 生れた る 息子と SIj と ある。 
私たち は 皆， 肉親の 父から 生まれた 
息子と 娘で ある こと を 知っている 力;， 
この 聖句 は， 在来の 知識に 照らして 
みて， 真実で あると 言える だろう 力ん 
確かに 真実で ある。 人間と いう もの 
が， 骨肉の 体で 包まれた 霊 を 持つ 二 
元 的な 存在で あるた め， この 聖句は 
真実な ので ある。 啓示に は 次の よう 
にある。 「人間 は 霊と 体と より 成 
る。」 （教義と 聖約 88: 15) 人の 肉親 
の 父が 人の 死すべき 体の 父で あると 
同じように， 神 は 人の 霊の 父で ある。 
霊の 性質 は 聖典の 中に 明確に 啓示. 
されて いる。 モル モン 経ィ テル 書 第 
3 章に は， 霊に ついての 克明な 描写 
がされて いる。 特に この 箇所 は， 霊 
体と しての ィ エス. キリス 卜の 現わ 
れの 記録で あり， この 出来事 は， ィ 
エス' キリス 卜が 肉の 身で マ リ ャの 
もとに 生まれる， およそ 2，  200 年 前の 
ことで ある。 記録に よれば， イエス 
は， 人の 姿 かたち をして ジヱ レドの 


兄弟の 前に 立ち， 次のように 言われ 
た， と ある。 

「見よ，  われ はィ エス' キリス 

ト なり。 - -'… 

…… 汝ら がわが 形に かたど り て 造 
られ たる こと を 今汝は 見ず や。 最初 
に 一切の 人々 はわが 形に かたど り て 
造られたり。 

見よ， 今汝が 見る この 体 は， わが 
霊 体な り。 われ はわが 霊の 体に かた 
ど り て 人 を 造れ り 。 われ は 今 わが 霊 
のま ま汝に 現わる ると 同じ 形の 肉体 
を 具えて わ が 民 にも また 現われ 
ん。」 （ィ テル 3  ： 14—16) 

この 真理 を 強調すべく， イエス は 
1833 年， ジ ヨセフ. ス ミス に 次の よ 
う に 言われた。 

「 …… 太初に われ 御 父と 共に 在り き。 
われ は その 『長子』 （もちろん， 霊の 
長子， の 意味） なり。 

汝ら もまた 太初に 御 父と 共に 在り 
き。 『みたま』 …… なる 御 父と 共に 在 
り き。」 （教義と 聖約 93  ：  21, 23) 

私たち は， 前世の 状態に おける 霊 
についても， アブ ラノ、 ムに 与えられ 
た 示現の 記録から いく ば く かの 知識 
を 得て いる。 この 示現の 中で， アブ 
ラ ハム は， 天上の 大 会議に 集う 大勢 
の 霊 を 示された。 この 大 会議で は 地 
球の 創造に 関する 問題が 討議され た。 
そこ は 霊た ちが 降りて 行き， 骨肉の 
体 を 得て 人間になる はずの 場所で あ 
つた。 この 計画で は， 死すべき 状態 
で 試しの 期間 を 送った 後 死ぬ ことに 
なって いた。 つまり 永遠の 霊の 体と 
朽ちる はずの 死すべき 体と が 分離す 
る はずであった。 その後， 復活の 時 
に， ふたつの 体 は 再び ひとつに なつ 
て 不死 不滅の 体になる ので ある。 

アブラハム はまた， この 地上での 
務めの 間に 忠実で ある こ と を 証明す 
れば， 復活 体と なって， 霊の 父で あ 
る 天父の み も とに 帰る こと を 許され， 
また 永遠の 進歩が 享受で きる こと を 
知った。 次の 聖句は アブラハムの 書 


の 中に ある 言葉で ある。 

「さて， 主 はわれ アブラハムに， こ 
の 世に 先 だち て 組織され たる 英智た 
ち を 見せた まいた り き。 …… 

神， これらの 霊 を 善しと 見た まい, 
"…- 言いた まえり， これらの 者 を わ 
が 統治者と なさん。 神， 霊な りし こ 
れらの 者の 中に 立ちて …… われに 言 
いたまい ける は， アブラハムよ， 汝 
は これらの 者の 一人な り。 汝は 生れ 
ざる 前に 選ばれたり， と。 

これらの 者の 中に， 神の 如き 者 
(霊の 長子で ある ィ ヱス. キリスト 
のこと） 一人 立ちて 共に 在りし 者た 
ちに 言いけ る は， われら 降り 行かん。 
かしこに 空間 あれば なり。 而し てこ 
れらの 材料 をと りて， これらの 者の 
住まうべき 地 を 造らん。 

而 して， これによ り 彼ら を 試し， 
何 にても あれ， 主なる 彼らの 神の 命 
じた まわん すべての こと を 彼らが 為 
す や 否や を 見ん。 而 して， 最初の 位 
を 保つ 者 は 更に 附け 加えられ （これ 
は， 私たちの こと を 指して いる。 私 
た ち は 最初の 位 を 保つ たため， さら 
に附け 加えられて， 死すべき 体 を 得 
たので ある）， …… 第二の 位 （つまり， 
この 世の 生涯） を 保つ 者 は， とこし 
えに 栄光 を その 頭に 附け 加えられ 
ん。」 （アブラハム 3  ：  22—26) 

人の 高遠な 位に 関する 真 通が， こ 
のよう に 啓示され ている ので ある。 

一方， これと 対照的に， 人が その 
本質に 関する 神の 啓示の み 言葉 を 拒 
んだ 結果と して 生じた 堕落の 状態 を 
見事に 描写 した， アレクサンダー- 
ホー "；：^ の 詩 を 考えて みると よい。 ポ 
一 7 は， 次のように 描写して いる。 

いずれの 地位に ある もの か 

谷間の う ちに 置かれた 
賢 けれども 陰に して 

偉大 なれ ども 粗野な り 
あまたの 知識に 恵まれ ど 

懐疑の ために 旗 を 揚げ 
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あまたの 弱さ 見いだ せど 

克己の 誇り 胸に 満っ 
赴くべき 力、 居るべき 力、 

悩みし 問いに 答 得ず 

己 は 神 かそれ と も 獣 
いずれの 道に も 迷いた り 

霊 を 選ぶ か はたまた 肉 か 

いずれの 問いに も 答 得ず 
死ぬ る を もって 生 を 受け 

誤り を もて 正と なす 
< 無知なる こと はこの 如く 

その 理知 もまた, 然り 
卑しむべき か誉 むべき か 

常に 思案の 的と なる 
思考と 熱意が 千々 乱れ 

あらゆる ことに 乱れたり 
悪 を 受ける やそれ と も 為す や 

とどまる ことなき こ の 思案 
高き を 望みつ 低き も 望む 

被 造 物の 倣いな り 
万物の 王た る 主 なれ ど 

よろずの えじきと も なれり 

は 人がん 

真理の 判官 自負 すれ ど 

誤り もまた 限りなし 
栄光 嚷笑 共に 受け 

不可解なる はこの 身な り 
定められ たる 星の ごと 

ひとつと ころに とどまれり 
生み， 増え， 地に は満 つると も 

やがて 朽ちる を 定めと す …… 

世の 広大な 海原に 

人生航路の 帆 揚げて 
あまたの 望み 抱き しが 

情欲の 風 起こ りたり  

かく して 胸に わきい ずる 

俗世の 王た る 情欲 は 
ァ 口 ンの 投ぜし 蛇の ごと 

正 し き 望み 飲み干せり 

(An  Essay  on  Man  「人間 Ifej 第 2 巻） 

人 は 神の 子な どで はない という 
理論 は， これまで， 人の' おの 成 a を 
阻害 し ， 道徳 を 低' ド させる 主要な 原 


因で あつたが， 人々 が この 理論 を受 
け 人れ， この 理論に 基づいて 行動し 
ている 限り， これ は 将来 も 変わる こ 
と はないで あろ う 。 

そうなる こと は， はっきり と 予想 
できた ので ある。 このような 理論の 
信奉者 は， ポー ブが 持った 「己 は 神 
力 >， それと も 獣」 という 疑問が 起き 
れば， すぐに 「獣」 の 方に 味方す る 
ことに 決めて いるし， 「霊' を 選ぶ か， 
はたまた 肉 力つ という 疑問に は 
「肉」 の 方に 味方す る ことに 決めて 
いるので ある。 

人 は 獣で あると いう 考え は， 責任 
感 から 解放して くれる し， 「われら は 
明日 死ぬ かも 知れない から， 飲んだ 
り 食った り して 楽しめ」 という 宿命 
論 的な 態度 を 助長す る ことに もなる。 
だが 実際に は， そのような 人 は， ポ 
ープの 詩に あるよ うな 人間に なって 
しまう ので ある。 

定められ たる 星の ごと 

ひとつと ころに とどまれり 

生み， 増え， 地に は満 つる と も 
やがて 朽ちる を 定めと す …… 

世の 広大な 海原に 

人生航路の 帆 揚げて 
あまたの 望み 抱き しが 

情欲の 風 起こ り たり …… 


かく して 胸に わきい ずる 

俗世の 王た る 情欲 は 
ァ 口 ンの 投ぜし 蛇の ごと 

正し き 望み 飲み干せり 

愛する 兄弟 ftb' 妹た ちょ， 人 は 神の 
子で あり， いわば 胚芽の 状態の 神で 
ある。 これ はぶ i: 理 である。 心の 義し 
い 人 は 皆， 子供た ちが 次のように 歌 
うのに， まったく 同意で きる であろ 

ラ 0 

神の 子です わたし や あなた 


いろんな お恵み 感謝し ます …… 
みこ ころ 行ない また 天に 住む 
わたし を 助けて 導いて 
いっかみ もとへ 行ける ように 
(ナオ ミ •  W  • ラン ドール 作詞） 

人が 神の 子で あると いう 知識 は， 
私たちが 持ち 得る 知識の 中で， 最も 
重要な ものである。 このような 知識 
は， 霊感 を 受けない 者に とって は， 
何ら 理解で きる もので はない。 いか 
なる 理論， 科学， 哲学， またい かな 
る 分野の こ の 世の 学問 を 動員して も ， 
この 知識 を 得る こと はでき なかった 
し， 今後 もで きないであろう。 また， 
このような 学問の 方法 を 用いて， そ 
の 研究が 限界に 来て いる 人々 は， 昔 
から 常にそう であった ように， 「常に 
学んで はいる 力；， いつにな つても 真 
理の 知識に 達する ことができない」 

(11 テモテ 3  ：  7  ) ので ある。 
このよ うな 知識 を 得る ことので き 
る 唯一の 手段 は， 神からの 啓示で あ 
る。 幸いな ことに 今まで 述べて きた 
ように， 私たちに は， アダムから 今 
日に 至る まで， 繰り返し 啓示され て 
きたみ— き 葉, が ある。 

自分が 神から 生まれた 息子， 娘で 
あると いう 知識 を 受け入れ， 信じ， 
かつ 聖霊の 力に よって その 証 を 得た 
人の 熱意 や 願望 や 行動の 動機 は， 他 
のこと を 信じて いる 人の 熱意と は 非 
常に 異なって いる。 丁度， 成長して 
いるぶ どうの 木が， 切り落とされた 
枝と はまった く 異なって いるよ うな 
ものである。 

自分が 神の 子で ある と 知っている 
人 は， 「己 は 神 か， それとも 獣」 力、， 
な ど と 疑問に 思 うこと はない し， 「思 
考 …… が 千々 乱れ」 る こと も， 「情 
&i\ に 駆り立てられる こと も， 「あら 
ゆる ことに 乱れ」 る こと も 決してな 
い。 また 「定められ にる 星の ごと ひ 
とつと ころに とどまれり。 生み， 増 
え， 地に は満 つると も， やがて 朽ち 
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る を 定めと す」 という こと もない。 
それ どころ 力、， 聖典の 中に 教えられ 
ている ように， 自分に は 天賦の 能力 
が あり， 子孫 を 生み出す ことので き 
る 他の あらゆる ものと 同様， 成長の 
暁に は， 天の 父母の ような 状態に 到 
達で き， 「とこしえに 栄光 を その 頭に 

附け 加えられ」 （ァ ブラ'、 ム 3  ：  26) 
ると 考えて いるので ある。 これ こそ, 
人の 目指すべき 目標で ある。 

また， 十戒 を 受け入れ， 山上の 垂 
訓を 受け 人れ， 知恵の 言葉 を 守り， 
律法と して 神から 与えられた あら ゆ 
る 指示と 戒めに 従い， 自分が 生命 を 
捧げる はずの 目標に 到達す るのに 絶 
対 必要な すべての 戒め を 受け 人れ る 
ので ある。 

そして， 救い主の 次の 呼び掛けに 
心から 応じよ うとす る。 

「すべて 重荷 を 負うて 苦労して いる 
者 はわた しの もとにき なさい。 あな 
たがた を 休ませて あげよう。」 （マタ 
ィ 11 ： 28) 

また 救い主の チヤ レンジに も 応ず 

る。 「  われ または 天に まします 

汝らの 父が 完全なる ごとく， 汝 らも 

また 完全と ならん こと を。」 （m ニー 

フ アイ 12  U8) 

また， 賢明で 適切な 答えが， 主の 


次の 戒めに 耳 を 傾ける ことで ある こ 
と を 知っている。 

「 …… 汝ら 永遠の 生命なる 言に 勉め 
て 心 を 留めよ。 そ は， 汝ら 神の 口よ 
り 出ず るすべ ての 言に よ りて 生く ベ 
ければ なり。」 （教義と 聖約 84:  43， 
44) 

また， そのような 人 は， 次の 主の 
約束 を 絶対的に 信じて いる。 

「その 罪 を 捨てて われに 来り， わが 
名 を 呼び， わが 声に 従い， わが 誠 命 
を 守る あらゆる 人々 は， わが 面 を 見 
て われ 在る を 知る こと あらん。」 （教 
義と聖 約 93  ： 1 ) 

また， ヨブと とも に 次の よ う に 叫 
ぶ。 

「わたし は 知る。 わたし を あがな う 
者 は 生きて おられる， 末の 日に 彼 は 
必ず 地の 上に 立 たれる。 

わたしの 皮のう じが この 体 を 滅ぼ 
したの ち， わたし は 肉に ありて 神 を 
M> るであろう。」 （欽定 訳 ヨブ 19:  25， 
26) 

また， アルマと 同じ 願い を 持つ。 
「ああ 私が 天使に なって 私の 心の 願 
い を 達する ことができた ら善 いもの 
を。 私の 願いと は 出て いって 神の ラ 
ッ パ のよ う に 地 を 震わせる 声で 話し， 
万民に 悔 改め をす すめる ことで ある。 


まこと に 私 は 雷の よ う な 声で 悔改 
めと!! i' れ、 の 計画と を 万人に 宣べ 伝え， 
もはや 全地の 上に 悲しみの ない よ う 
に 悔い改めて 私たちの 神に 立ち 帰れ 
と 万人に すすめようと 願う。」 （アル 
マ 29  ： 1 , 2  ) 

そして， 最後に， ニーフ アイと と 
もに 次の よ うに 決心す るので ある。 

「私 は， 主が 命じた もうた こと を 行 
つて 行う。 私 は， 主が 命じた もうこ 
とに は， 人が それ を 為し とげる ため 
に 前以て ある 方法が 備えて あり， そ 
れ でなくて は， 主 は 何の 命令 も 下し 
たまわな いこ と を 承知して いるから 
である。」 （I  ニーフ アイ 3:  7) 

以上の ことに， 私の 証 を 付け加え 
たいと 思う。 私 は 自分が 神の 子で あ 
る こと を， また 愛する 聴衆で ある あ 
なた 方 も 皆， 神の 息子， 娘で ある こ 
と を 知っている。 さらに， この 知識 
が 私 たちの 生活で 立派に 実 を 結べ ば , 
私たち は， 救い主で ある イエス' キ 
リストの llirt いの 犠牲に よって， かな 
らず 天父の み 許に 帰る ことができる 
こと を 知っている。 イエス' キリス 
卜の 御名に より， この 証 を 申し上げ 
る 0 アーメン。 

※アレクサンダー • ボー フ- (1688 
—  1744) ィ ギ リ スの ■ilf 人 


57 


巧 


家庭の 持つ 影響力 


十二使徒 評議員 会 会長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆様， 本 
大会に おいて， 家族と 家庭の 訓育が 
次代 を 担う 若者に 力強い 影響 を 与え 
てきた こと， また 今後 も それ は 続く 
こと 力; a ム' られ てきた。 ハロルド' B' 
リ 一大 管長 は， 映画 「堅固な 家庭」 
を 通じて 世界 各地に 住む 人々 に， こ 
の 大切な メ ッ セージ を fc; えてい る。 
全世界の 人々 が ことごとく， まがい 
もの や 醜い もの， また 誤り を 受け 人 
れ ている よ う に 思われる 昨今で ある。 
しかし， 家族と 家庭生活の 大切 さ を 
説き， 露 d している 賢明な 指導者の 数 
は 逆に 増えて いる。 

こ う した 指導者の 一人が 次の よ う 
に 書いて いる。 「 …… 堅固な 家庭が 不 
可 欠な の は， 単に 子供た ち を 養い 育 
てるた めだけ ではない。 実に 人類の 
存亡が 懸かって いるので ある。」 （ホ 

一 ノレ • ポ ヒ ノー,  Family  Life  「'ま 
族の 生活」 1972^ji9月） 

さ らに彼 は 続けて こう 述べて いる。 
「人類の 歴史 を 通じて 次々 に 登場し 
た M 家 は， この 〔家族の 生活 をお ざ 
なりに するとい う〕 型 をた どって， 
姿を消して?  了った。」 

家族 は， 己 を 空しく して 働き， 貴 
任 を 引き受ける 場 を 捉 供す る。 再び 
彼 は る。 

「 •• -… 社会の 安寧， さらに は 国家の 


存立 を 決定す る と も a うべき 大切な 
事柄が ある。 それ は， 文化が 変化 を 
遂げよう とする 時に， 『これによ つて 
家族が 強められる 力、 J と 問う ことで 
める。」 

主 は 初めに， すべての 計画 を 立て 
られた 時， 子 をもう け， 養い， 愛し， 
指示 を 与える 者と して 父親 を， 子 を 
宿し， 産み， 育て， 食物 を 与え， 訓 
育す る 者と して 母親 を 定められた。 
主 は 別の 方法 を 採る こ ともで きた。 
しかし， 主 は， 子供た ちが 互いに 切 
fi« 琢磨し， 互い を 愛し， 敬い, 認め 
るよう になる 単位 を 設けられた。 そ 
れには 責任が 伴う と 同時に 目的 を 持 
つた 交わりが ある。 家族と は， 天父 
が 考え， 組織され た 偉大な 生命の 計 
画で ある。 

心 ある 人なら ば， 夫? if ^閥 係に ない 
者た ちが 密接な 交わり を 持つ ことが 
罪で ある ことに 異論 を はさむ こ と は 
ない はずで ある。 親が なく， 家族と 
しての 生活 を 味わう ことので きない 
子供 は， 悲劇で ある。 根幹と なる 家 
族の 生活 を 無視した 社会に は 基礎が 
なく， やがて 崩壊し 忘れられて f  J  く 
であろう。 

御 父 は 1831 年 11 月に この 戒め を 下 
された 時， これらす ベての こと を 御 
存じであった。 家族の 必要， 不必要 


について は 論じられなかった。 それ 
は 当然の ことと して， 命じられ たよ 

う に 思われる。 「  シ オン  にて 

子供 を 有する 両親 あらば， …-- また 
両親 は その子 供た ちに 祈る こ とと， 
主の 前に 正 しく 歩む ことと を 教え ざ 
るべ からず。」 （教義と 聖約 68  ：  25, 
28) 

私 は， 家族の 生活 を 通しても たら 
される 祝福 を 数多く この 目で 見て き 
た。 これ は 世の 姿と まさに 好 対照 を 
なして いる。 先に 述べた 映画の 中で， 
リ 一大 管長 は 次の よ うな 統計 を 示し 
ている。 

「 合 衆 M 人口調査 局に 記録され た， 
18 万 組の 離婚の 内， 57 バー セント は 
家庭に 子供が いなかった。 21. 2 バー 
セント は 子供が ひとり， 5 人 以上の 
子供 を 持つ 家庭の 離婚 は 1 パー セン 
ト にも 満たない。」 

この 数字 は 何 か を 教えて いる。 

私 はかって， 子供た ちが さまざま 
な 主義 主張 に 取り囲まれた ある 国の 
指導者と 話した ことがある。 子供た 
ちの 心 を とらえて， 悪から 遠ざける 
ために 親と して ど う している かを尋 
ねた。 その 答え は， 実に 自然で 当 を 
得た ものであった。 

「私たち は， 子供が 正しい 真 連に か 
なった 道 を 歩む よう 家庭 で 厳格 に教 
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えます。 そうすれば， どんな 先生が 
神 を 信じない 破壊的な 哲学 や 異論 を 
唱えても， 子供た ち は 何の 影響 も受 
けずに， 信仰 を 守る こ と がで き ま 
す。」 

これが 正解で ある。 家族の 生活， 
家庭 を 中心に した 生活， 献身的で 利 
己 心の ない 両親。 主 はこの よ う にし 
て 人生 を 築く よ う 定められ たので あ 

る 0 

10 年 以上 も 昔の ことになるが， 私 

は 合衆国 空軍の 少佐から 試験飛行の 
話 を 聞いた ことがある。 彼 は 良い 父 
母から 生まれ， 正しい こと を 教えら 

れ ていた。 彼 は 25 種の 軍用機 を 操縦 
し， 飛行時間 は 4,  000 時間に 上る。 韓 
国で は 戦闘 飛行 を 142 回 経験し， 数多 
くの 勲章 を 受けて いる。 彼 は 私たち 
にこう 話して くれた。 「離陸 直前の 数 
秒 間， 私たち パイ ロッ トは エンジン 
や 操縦 装置， 水圧， 気圧 装置 その他 
基本的な 装置 を 最終 点検し， 少なく 
と も 安全に 飛び立 てること を 確認し 
ます。 …… 緊急事態の 際， パイ 口 ッ 
トは 本能 的に 反応し， 絶対に 確実で 
なければ な り ません。 

パイ ロット は それぞれ チ ユック リ 
スト を 持って いますが， この チェ ッ 
クリスト に 載って いない 大切な こ と 
があります。 それ は 安全に 飛行し， 
車輪 を 下げて 異常な く 着陸す るた め 
に， 是非と も 必要な ものです。 つま 
り 天のお 父 様に 祝福 を 願う 祈りです。 
特に 緊急事態が 発生した 時 は， 正し 
い 判断 を 下し， 正しく 操縦で きる よ 
うに 祈る ことが 是非と も 必要です。 
私 は， 劇的な 方法で この 祈りが 答え 
られた 経験 を 何度も しています。 … 

良い 家庭で 良い 父母から 生まれ， 
幼児期から 青年期に 至る まで 良い 訓 
練 を 受けた 彼 は， 危険な 仕事に 従事 
していて も なお 心 を 安らかに 保って 
いるので ある。 

この 少佐 は 恐れ を 抱いて いなかつ 


た。 準備が できて いたから である。 
また， 「もし 汝らに 備え あらば 怖る る 

ことな からん」 という 主の み a 葉の 
持つ 力 を 知っていた。 （教義と 聖約 

38  ：  30) 

このような 言葉が ある。 「恐れと 不 
屈の 精神 は 相反す る ものであるが， 
人格 を 伸ばす ために は 両者と も 不可 
欠で ある。 …… 健全な 恐れ は， 恐れ 
に対する 抗体 を 作り出す。」 

ダ ン ケルク の 攻防が 繰 り 広げられ 
ていた 頃， どんなに 不慣れであって 
も， 船 を 操縦で きる 男性 は 子供で あ 
ろ う と 大人で あろ う と 皆， 英国 海軍 
を 救出す る 意気に 燃えて いたと いう。 
その 当時の イギリスの ホテルに， 次 
のよ うな 言葉が 記された 暖炉が あつ 
た。 

「恐怖が とびら を 叩いた。 

すると 信仰 はこう 答えた， 
『ここに はだれ もい ません よ』」 
電撃 戦の さ 中に も， ロンドンの 岸 
壁に 卜が る スローガン を 見て， それ 
に 従った 人 も 多い。 「ひざが がくがく 
してきたら すぐに ひざまずきな さ、 
い。」 

再び 啓示 は 語る。 「もし 汝らに 備え 
あらば 怖る る ことな からん。」 

この 備え は， 幼児期， 少年 期に 培 
われる。 信仰が 生まれ， 人格が 確立 
される 時期で ある。 船が 沈み， 飛行 
機が 墜落し 掛けてから， 正面 衡 突が 
避けられ なくなつ てから， 信仰 を 築 
こうと して も 遅 過ぎる ので ある。 

ある 飛行士 は 次の よ う に 述べて い 
る。 「私 は 第 15 軌道で 祈りの 答え を受 

けました。」 また 別の 人 はこう a つて 
いる。 「勇気と は 祈りで 述べた ことに 
畏怖の 念 を 抱く ことです。」 

子供た ちが 正しい 波長に 合うよ う 
調整され ていれば， つまり この 世と 
永遠に わたる 責任に ついて 幼い 頃 か 
ら 教え を 受けて いれば， 緊急事態に 
際しても 正しく 対処で きる のが 普通 
である。 求められ たこと をす べて忠 


実に 行なって いれば， 間違った 道に 
迷い込む こと はない ので ある。 ニー 
フ アイ 人の 予言者 はこう 命じて いる。 
「あなたた ち がー 人 で 部屋に 居る と 
き も ， 秘密の 所に 居る とき も， また 
野に 居る とき も， 心に ある こと をう 

ち 明けて 祈れ。」 （アルマ 34  ：  26) 

ィ ザャは 私たちの 子供に 偉大な 遣 
産 を 約束して いる。 「あなたの 子ら は 
みな 主に 教を うけ， あなたの 子ら は 
大いに 栄える。」 （ィ ザャ 54  ： 13) 

心 ある 両親 はこと ごとく， この 栄 
え を 子供た ちに 望む に違いない。 末 

日 聖徒 は 自分の 家庭と 家族 を 第一に 
考えて 生活す る だけで， この 栄えと 
平安 を 受ける ことができ るので ある。 

「汝ら の 妻子が 祝福 を受く るよう， 
たえず わが 名に よ りて 家族の 祈り を 
御 父に 捧げよ。」 （111 ニーフ アイ 18  ： 
21) 

こ の 要求 は 途方 もな く 大きな もの 
だろう 力、 

私 は アイ ダホ • フ ォ 一 ルズを 訪れ 
た 時， ある 典型的な 教会の 家族から 
招き を 受けた。 そこに は， 献 的な 
両親と 多くの-ぶ-供が いた。 Myj は 兵 
役で 南太平洋の 激戦 地に いた。 長男 

が 戦地 を te 々とする 度に， 家族の 心 
も そこへ 向けられ ていた。 戦地から 
届けられた ばかりの 手紙 を 見せて く 
れた。 そこに は 次のように 記されて 
いた。 

「これまで， 恐ろし さの あまり 立ち 
すくんで しまうよ うな こと が 何度 も 
ありました。 けれども， 私たち は 祈 
り を 捧げ， 主の 導き を 受けて いると 
いう 確信 を 持つ ことにより， その 恐 
れを 追い出し ています。 

お父さん， 私 は 教会 を 愛して いま 
す。 お父さんと お母さんから 教えら 
れ たよ うに 祈る ことができ る 自分 を 
誇りに 思って います。 また 家族が 朝 
晩 私の ために 祈って く れ ている こ と 
を 知っています。  」 

'sii 性 は 家庭の 中で 生まれ， 家庭の 
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夕べ や 朝晩の 祈り， そして 一日 を 通 
じて しばしば 捧げられる 祈り， 家族 
が 毎週 そろって 行く 集会の 中で 育 ま 
れ る 。 人の 生活の 基盤 となる この 霊 
性 は， いざと いう 時に その 人 を 救出 
に 向かう ので ある。 

安心感と いう もの は， 莫大な 富 か 
ら 生まれる のでな く， 揺るぎない 信 
仰から 生まれる ので ある。 そして， 
一般的に こ う した 信仰 は 家庭の 中で 
幼児期に 生まれ， 育まれる。 

祈 り は 霊的な 力 を 得 る ための 通行 
証で ある。 

第二次世界大戦の 折， 故郷から 遠 
く 離れた 戦地に 送られた ユタの 青年 
の 話が ある。' 

彼 はごく 普通 の 腕時計 をして いた。 
けれども どういう わけ か， 彼 は 現地 
の 時間 と は 違 う 時間 を 表示して いる 
時計 をもう ひとつ， それ も 古びた 重 
い 時計 を ポケッ 卜に 入れて いた。 戦 
友た ち は， 彼が しばし ば 腕時計 を 見 
て， 次に ポケッ 卜から 古い 時計 を 出 
して 見て いるのに 気付き， なぜ ふた 
つも 時計 を 持って いるの 力、 と 尋ねた。 
すると 彼 はためら う 様子 も兒 せずに， 
こう 答えた。 

「腕時計 はこ この 時間 を， 父が くれ 
た こ の大 きいの は ユタ の 時間 を >i る 
のさ。 僕の 家族 はとても 大勢 だけど， 
みんな とても 仲が良く てね。 大きい 

時計が 朝 5 時 を 指す と， 父が 牛乳 を 
摔 りに 行く ことが 分かる し， 夜 は 7 
時半に なると， '汆族 全員が 食卓 を 前 
に ひざまずいて， 食べ物 を 主に 感謝 
し， 僕が 守られ， 清く 立派な 生活 を 
する よう 主に 祈って いる こと を 心に 
浮かべ るんだ よ。 そのお 陰で， 僕 は 
どんな 辛い ことに も 向かって ゆく こ 

とがで き るんだ。  ここの 時お j は 

す ぐに 分かる け ど 僕が 本当に 知 り た 
いのは ユタの 時刻なん だ。」 （ボーン' 
R  • キン ボール 著 『故郷の 時刻』 よ 
り 改作 「 リ 一 ダー ズ . ダ イジ 1 ス 
卜」 1944 年 5 月 号， p.  43) 


私 はこの 家族 をよ く 知っている。 
海軍 軍人の 息子 は 知らないが， 父親 
を 知っている。 牛 を 飼って 大家族 を 
養って いたが， 父親が 一番 関心 を 寄 
せて いた こと は， ミルク や パン 以上 
の もの を 必要と する 発育盛りの 子供 
たちの ことであった。 私 はこの 素晴 
ら しい 家族と 共に ひざまずいて 祈り 
を 捧げた ことがある。 家庭に おける 
訓練が この 大家族に 永遠の 祝福 を も 
た ら している。 

教会の 100 万に 上る 家族が このよ う 
に 朝晩 祈り を 捧げたら， この 世 は ど 
れ ほど 素晴らしい 状態になる ことで 

あろう 力、 また この 地の 1 億 近い 家 

族 と 世界の 何 億 という 家族が 一日 二 

回 息子 や 娘の ために 祈 り を 捧げる と 

したら， この 世 は どれほど 素晴らし 

い 世界になる であろう 力、。 また 全 世 

界の 10 億に 上る 家族が 家庭の 夕べ を 

開き， 教会に 集い， さらに は ひざ ま 
ずいて 子供た ちと 家族， 指導者， 政 

府 のために 祈 り を 捧げる と した ら ど 

うであろう 力、。 

このような 生活 こそが， 身 を 変え 
られた 義人 エノ クの 歩んだ 道へ と 向 
かわせる ので ある。 そして 福 千年 を 
迎える 準備が できる。 エノ クが 自分 
について 尋ねられた 時の 答えの 中に， 
次の ような 言葉が ある。 「 -"… わが 父 
ほ 神の 道 をす ベて われに 教えた 
り。」 （モー セ 6  ：  41) そして エノ ク 
は 神と と もに 歩き， 姿を消した。 神が 
エノ クを 取り上げられ たからで ある。 

エノ ク とその 民は聖 なる 都シォ 
ンで 正義の 中に 住んだ。 そして シォ 
ンは 天に 取り上げられた。 

ここに 答えが ある。 すなわち， 正 
義， 両親の 教え， 従順で 愛に 満ちた 
子供た ち， 家庭の 務めに 忠実で ある 
こと， である。 

このよ う な 資質が 見られる 家庭 は， 
子供た ちに 安心感 を 植え付け， 人格 
を 築く。 

次に， 100 年 以上の 昔に 書かれた ァ 


デ レイド' プロクターの 詩 を 読んで 
みたい。 家族の 一致と 両親の 真の 愛 
が 描かれて いる。 

子供に 恵まれない 金持ちが， 7 人 
の 子供 を 持つ 親に 富と 子供 一人と を 
交換し ようと 言った。 では どの 子供 
がいいだろう 力、。 

「どの 子に したら いいだろう 力 \> ど 

の 子に したら いいだろ う か。 
私はジ ョ ンを 見た。 すると ジョン 

も 私 を 見詰めた。 
何 か 言わなくて は， と 我に 帰った 
時， 

私の 声 はいつ も と 違う 弱々 しい 声 

になつ ていた。 
『ロバ 一 卜 力; 言った こと を も う 一度 

e つて 下さい』 
私 は 聞きながら， うつむいた。 
『 7 人の 内の ひと り を 永久に く れた 

ら， あなたの 生きて いる 限り， 

家と 土地 を 差し上げ ましよ う 。j 
私はジ ョ ンの 着て いる 古い 擦り切 

れた服 を 見た。 
ジョン はこれ まで 貧し さに 耐え， 

働き， そして 子供た ち を 育てて 

きた。 

何とかし たいと 思いながら， 私に 
はで き なかつ た。 

食物 を 求める 7 つの 小さな 口，  7 
人の 小さな 子供た ちの 求める も 
の を 考えた。 

そ して， 私 は 言った。 

『ジ ヨン， こち らへ 来て 下さい。 み 
ん なが 眠って いる 間に， どの 子 
にす るか 決めましょう。 J 愛す 
るジョ ンと私 は 手 を 取って 子供 
たち を 見に 行った。 生まれて 間 
もない リ リ アンが 眠って いる ゆ 
り かごに， そつ と 歩いて 行った。 

夢を見て いるの だろう 力'， それと 
も だれかと 話 をして いるの だろ 
う か。 お父さんの 手が 優しく 娘 
の 方に 伸べ られた 時， 

『いいや， この 子 じ やない。』 彼 は 
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言った。 

私たち はべ ッ ドの 傍らに 立った。 
淡い 光が， 快く 眠る 子供の 顔に 注 

いでいた。 ジ エー ムスの 赤い ほ 
おに， まだ 乾いて いない 涙の 跡 
が 光って いた。 ジ ョ ンは 何も 言 
えな かつ た。 
r この 子 もま だ 赤ちゃんよ』 と 私 は 
言った。 私たち は ジヱー ムスに 
キス をす ると， 急いで 立ち去つ 
た。 

病気で 青白い 口 ビーの 顔に は， 苦 

しみの 跡が 残って いた。 
『冠 をた とえ 千 も ら つたと しても， 

この 子 はは だめ だ』 
お父さん はこう ささやいた。 私た 

ちの 目 は 涙で かすんで いた。 
かわいそうな ディ ック， 悪い 子ね。 

わがままな 息子 ディ ッ ク。 
乱暴で， 落ち着きが なく， 怠惰な 

vL1j、  j  O 


この 子に しょ う か。 

いいや， 神 は 死ぬ まで この 子 を 助 
けよ と 命じて おられる。 

このよ う な 子 を我漫 できる の は， 
母親し かいない の だから。 

ジョン は 言った， 『この 子 を 私たち 
の 祈りから はずす の はよ そう J 

そして， そっと 掛け布団 を 掛けな 
がら 愛に あふれた 娘 マ リ 一の 傍 
らに ひざまずいた。 

『この 子に とって は， いい かも 知れ 
ません ね J 私 は ジョンに 言った。 
ジ ョ ンは 静かに 娘の ほほに かか 
つた 髮を 直す と， 頭 を 振って 
『いいや， この 子 はだめ だ J 

残って いるの は 長男 だけ。 頼りが 
いが あ り ， 忠実で 善良で しかも 
明るく， お父さん そっくりの 男 
の 子。 『いいえ， ジョン， この 子 
を 行かせる こ と はでき ません J 

そ して 私たち は， ひとり も あげる 


こ と はで きないと， ていねいに 

手紙 を 書いた。 
それからの 私たち は 苦しみが 和ら 
ぐ 思いが した。 

私たちが 夢見た こと を 考え， >A 慣 
れた 供 たちの 顔が ひと つも 欠 
けて いない こ との 幸せ を かみ 締 
めた。 

ほかの こ と はすべ て 太に おられる 

お 方に ゆ だね て， 7 人の-/ • 供た 

ちの ために 働け る こと を 感謝す 

る c」 

願わくは， 私たちが 教会に あって 
も 世に あっても 主の 方法 を 知り， そ 
れに 厳密に 従 うこと がで きる よう に。 

ノ、  口 ルド •  B  • リ 一大 管長が 主よ 
り 召された 世の 予 H 者で ある こと を 
厳粛に K し， イエス' キリスト のみ 
名に よ り 申し上げる。 アーメン。 
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救い は 教会 を 通じて 
得られる 


十二使徒 評議員 会 会員 


マーク 


ピーター セン 


この 世で 導きと 教え を 施す み 業に 
携わられた 救い主が 教会 を 設立され 
た 時に， そして 当時の 十二使徒が 教 
会 を さらに 発展 させて いる 間に， ひ 
とつの 重要な 事実が はつ きりと 浮彫 

りに された。 それ は， 救い は 教会 を 
通じて 得られる という ことで ある。 

救い は 分離した 組織 や 分裂した グ 
ループ， あるいは 個人的な 党派から 
得られる もので はない。 それ は 主が 
建てられた 教会に よっての み 得られ 
るので ある。 

教会 は 聖徒 たち を 整える ため に 組 
織され たもので ある。 また 奉仕の 業 
を 行な う ために 建てられ たので あつ 
た。 

パゥ 口が エペ ソ 人に 語った よ うに 
― リ ス トの体 を 建てさせる ために 用 
意され たのが 教会であった。 

したがって， 救い は 教会に あり， 
教会から 出， 教会 を 通じての み 得ら 
れ るので ある。 

主 は 一本の まっすぐな 狭い 道を設 
けられた が， 「それ を 見いだ す 者が 少 
ない」 こと も 承知して おられた。 

主 は， 正式に 組織され た 主の 教会 
によ ら なければ 救いが 与えられない 
ように された 上に， 教会員が 様々 な 
教えの 風に 吹き まわされたり， もて 
あそばれたり しないよ うに， また 悪 


巧み を もって だま し 惑わ そ うとす る 
巧妙な 人々 から 守られる ように， 守 

護 者 を 置かれた。 （ヱ ぺソ 4  ： 14 参 
昭、 

その 守護 者と は， パゥ 口の エペ ソ 
人への 手紙に よれば， まず 第一に 神 
が 特別な 目的の もとに 教会の 長と し 
て 選ばれた 使徒と 予言者であった。 

彼ら は 神よ り 霊感 を 受けた 教会の 
指導者であった。 彼ら は 主の 代弁者 
であり， 彼らの 語る 霊感に 満ちた 言 
葉 は 主の み 心で あり， み 旨で あり， 
主の み 声で あり， 救いに 導く 神の 力 
であった。 （教義と 聖 約68:  4 参照） 

これほどに 天の 導き を 受けて いる 
なら， だれも 迷う こと もなかつ たは 
ずで ある。 

しかし 主の 時代に も， 偽りの 教え 
を 教えて， 民 を 誤った 道に 誘う 人々 
がいた。 救い主 は 彼ら を 痛烈に 批判 
し， 彼ら は 教え を 述べて いる だけで 
あって 明らかに モー セの 律法からの 
背教で あると 非難され た。 

主 は 彼らに 言われた。 「モー セはぁ 
な た が た に 律法 を 与 えたで はない 力'。 
それ だのに， あなたがた のうちに は， 
その 律法 を 行う 者が ひとり もな 
い。」 （ヨハネ 7  ： 19) 

そして また 言われた。 「もし， あな 
たがた が モー セを 信じたならば， わ 


たし を も 信じた であろう。 モー セは, 
わたしに ついて 書いた ので ある。」 
(ヨハネ 5  ：  46) 

何と 悲しい 言葉であろう か/ も し 
当時の 人々 が 言葉 巧みな 偽 教師で な 
く モー セを 信じて いたならば， キリ 
ス ト を 信じた はずで ある。 モー セは 
キリスト について 書いて いるからで 
ある。 またもし イエス を 受け入れた 
ならば， ィヱス の 教会から 救い を 得 
たで あろ う 。 

しかし 人々 は 偽 教師に 目 をく らま 
されて モー セをも キリス 卜 を も 拒み 
そのため 主の 教会に 入らず， 教会 か 
ら 得られる 救い も 受けなかった。 

現在の 聖書に はモ 一 セ の 著書の す 
ベて は 含まれて いないが， 救い主の 
時代に はあった ことが 明白で ある。 
なぜなら 長老 や 律法 学者 は モー セの 
キリスト を 証した 言葉 を 信じて いな 
いと ィ エスが 批判した からで ある。 

モー セは 救い主の こと を 証した。 
しかし 人々 は その モー セを 信じよ う 
と はしなかった。 彼らに はま だ キリ 
ス ト を 受け入れる 用意が できて いな 
かった ので ある。 これ は 興味深い こ 
とで ある。 モー セの 律法 はキ リ ス 卜 
を 連れて行く 養育 掛 だとい う バウ 口 
の H 葉が MU 、出され はしない だろ う 
力、。 （ガ ラテャ 3  ：  24，  25 参照） 
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モー セば かりで なく， 他の 予言者 
も 主につ いて 書いて いる。 ぺ テロ は 
イエスに ついて 語った。 「予言者た ち 
もみな， イエス を 信じる もの はこと 
ごとく， その 名に よって 罪の ゆるし 
が 受けられ ると， あかし をして いま 

す。」 （使徒 10  ：  43) 

使徒行伝の 28 章に は， バウ 口が 口 
一 マ 滞在の 間に 大勢の 人が や つ て 来 
たので， 「朝から 晩まで， パゥロ は 語 
り 続け， 神の 国の こと を あかしし， 
また モー セの 律法 や 予言者の 書 を 引 
いて， イエスに ついて 彼らの 説得に 
つとめた。」 （使徒 28  ：  23) ことが 記 
録 されて いる。 

これらの ことから 見れば， 当時の 
聖典 はすべ ての 予言者が 証した 通り， 
繰り返し 救い主に ついて 語って いた 
ことが 明らかで ある。 

したがって， 聖典が はつ きりと 主 
について 告げて いる こ と を 充分 承知 
しながら， 民 を 迷わせ， 主 を 十字架 
にかけ るよう 扇動した 人々 に， 弁明 
の 余地 はない。 

新約 時代の こ の 偽 教師た ち は 神の 
真のみ 業から 分離， 離脱して 自分の 
宗教 を 作った。 人の 考え出し たしき 
たり を 持つ 彼ら は， み 業 を 始めた ィ 
ェ ス に 反対す る 者の 主流 となった の 
である。 

あなたが たは それらの 宗派の 内， 
幾つかの 名前 を 知っている であろ う 。 
パリ サイ 派と サド カイ 派が 一番 知 ら 
れ ている。 両 派と も 背教の 教え を 持 
ち， 主から 非難され， その かたくな 
な 信仰に よって， 結果 的に 主 を 十字 
架に つける に 至った ので ある。 

ほかに も 宗派が ある。 モー セの律 
法 を 厳格に 守る ザ ドク 派。 

死海の 書 を 書いた と 信じられ てい 
る エツ セネ 派。 彼ら は 神殿での 礼拝 
を 拒んだ。 

反 口 一  マの 熱心 党。 

とりわけ 強力 だ つたの は， ギ リ シ 
ャ 哲学 を 導入し， モー セの 律法と 融 


合させよ うとした ヘレ ニス ト である。 
彼ら も 神殿での 礼拝 を 拒んだ。 

しかし 主が 教えと 導き を 施して い 
た 間に も 新しい 背教が 進んで いたの 
である。 ヨハネ 伝の 6 章の 記録に 見 
られ るよ うに， こう した 背教 は 早く 
から 起こって いた。 新約聖書 のこの 
章 を 読めば， 主の 弟子た ちの 多くが 
キ リ ス 卜の 純粋な 教え を 受け入れよ 
うとせ ず， 主から 離れ 去った ことが 
分かる。 

落胆され た イエス は， 十二使徒に 
向かって， 「あなたが たも 去ろうと す 
るの カリ と 尋ねられた。 

すると シ モン' ぺ テロが 答えた。 
「主よ， わたしたち は， だれのと こ 
ろに 行き ま しょう。 永遠の 命の 言 を 
も つてい るの は あなたです。」 

この 永遠の 生命の 言葉が， 脱落し 
た 人々 ではなく， 信仰 厚 く 忠実に 主 
の もとにと どまった 人々 とともに あ 
つたこ とに 注意して いただきたい。 

こ う して 十二使徒の 時代に， 再び 
ひどい 背教が 起こった。 そのため 新 
約 聖書の 書簡の ほ とん ど はこうした 
背教と 闘うた めに 書かれた ので ある。 

歴史家 は， キ リ ス ト 以後の 100 年間 
の 内に 30 もの キリス ト教 宗派が 出現 
したと 述べて いる。 

そのほか， 教会 初期の 背教の 証拠 
は バウ 口 がコ リ ン ト 人へ あてた 第一 
の 手紙の 中の 書き振り からみても 明 
白で ある。 

パゥロ はこの 手紙の 中で， キリス 
ト に は 分 争が あり 得ない と 証した。 
彼 は 言った。 「さて 兄弟た ちょ。 わた 
したち の主ィ エス' キリストの 名に 
よって あなたがたに 勧める。 みな 語 

る こと を 一^ • 3 にし， お 互いの 間に 分 

争がない ようにし， 同じ 心， 同じ 思 
いに なって， 堅く 結び 合って ほし 

い。」 （ I コ リント 1 ： 10) 

ご く 初期 に 興 つた キリスト教の 宗 
派に は， 次の ような ものが ある。 

ユダヤ 的キ リ ス 卜教を 試みて モー 


セの 祭式 を 取り入れさせた ユダヤ キ 
リスト 教。 
至福千年 派。 

聖餐式に ぶどう酒 ではなく 水 を 用 
いる 慣習 を 続けて いる ェビォ ン派。 

エホバと モー セ の 律法 を 否認 し た 
グノー  シス 派。 

バ プ テス マ の 施行で 知 られる エル 
ケ サイ 派。 

至高なる 母の 存在 を 教えた ァ 一力 
ン派。 

現在 ヱ ジ プ ト に 残存す る コプト 派。 
シリア キリスト教。 
別の パプ テス マ 施行 派の マン ダャ 
教。 

マネキン 派， その他 数々 の 宗派。 
紀元 70 年頃に ヱル サ レム が 崩壊 し 
た 後， ギ リ シ ャ の 影響が 地域の 既存 
文化に 根 を 下ろした の を 利用 して， 
ヘレ 二 ストが キリス ト教の 上位に 立 

つた。 その 結果 ギリシャ 哲学 思想 が 
キ リ ス ト教に 強い 勢いで 入り込み， 
福音の 教義と 儀式が 変えられた。 こ 
れ について は， 二 ケア 宗教 会議で 論 
争した アリウスと ァタ ナン ウスが ど 
ちら もギ リ シ ャ 哲学者で あつ たこと 
で， より 容易に 連 解で きる であろう。 
それ は， 初期の 新約聖書の 原本が ギ 
リ シャ 語で 書かれた 理由で も ある 

ここに 挙げた 歴史の 一端 は， 分派 
を 防ぐ こと の 大切 さ を はっきり 示し 
ている。 パゥ 口が 述べた ように， あ 
る 者 は 「わたし は バウ 口につ く」 「わ 
たし は アポロに」 「わたし はケパ に」 
( I コ リント 1 ： 12) と言うが， キ 
リストに 分裂 はない。 イエス 以後に 
救い主 はなく， イエス は 人の 作った 
教義 や 儀式に 従った 者で なく， 御自 
身 がお 定 めに なった まつす ぐ な 狭い 
道 を 歩む 者た' け を 救われる ので ある。 

それゆえに， 教会員が 真の 教会 か 
ら 離れず， 背教せ ず， 破門され るよ 
うな 罪 を 犯さない という こと は 実に 
重要な ことなの である。 

人が みずから 主の 教会から 離れる 
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ならば， それによ つて 救われる ため 
の 手段から 離れる こ と になる ので あ 
る。 救い は 教会 を 通じて 得られる か 
ら である。 

現在， ある 人々 は 自分の 宗教 を 作 
り 出して おり， その 中の ある 者は教 

義と聖 約 85 章 を 盾に 取ろ うとす る。 

彼ら は， 教会 はすで に 道 を はずれ， 
指導者に 霊感 は 下らず， 主につ ける 
事柄 を あずかる 「一人の 強く して 力 
が ある 者」 が 必要 だと 主張す る。 ま 
た 確たる証拠 もな しに， 自分が その 
力 ある 者で あると 名乗り出る。 

その 章に， 彼らが 見落とした ひと 
つの 決定的な 聖 句が ある。 そこに は， 
背教者 や 教会から 絶 たれた 人々 は， 
末の 日に 至高 者なる 神の 聖徒た ちの 
中に 数えられな いと 書かれて いる。 
なぜなら 救 いはほ かならぬ 教会に あ 
るからで ある。 

主の み 言葉に 耳 を 傾けなさい。 

「また， 大 神権 を 有する 者 はもち ろ 
ん小 神権 を 有する 者， 教会員た ちに 
して 律法の 書に その 名 を 見出 さ れ ざ 
る 者， 或いは 教会に 叛 きたる こと を 
知られ または 教会よ り 絶縁 せられた 
る こと を 知られた る 者 は， その 日に 
於て いと 高き 神の 聖徒の 中に ある ゆ 
ずり を 見出す ことな かるべし。」 （教 
義と聖 約 85  ： 11) 

しかし 自分の 宗教 を 作り出す 人 は 
教会 を 破門され た 人に 限らない。 道 
徳 的な 背 罪 や 主の 定められた 規範 を 
破った ために 教会から 締め出される 
人 々力; いる 力;， 彼ら もこの 聖句を 熟 
考 すべきで ある。 

人が も し 心から 神 を 信じるならば， 
また も し 自分の 救いに 思い を 懸けて 
いるならば， 聖 句に 言われて いるよ 
うに， 救いが 教会 を 通して 得られる 
こと， また 何ら かの 理由で もし 教会 
から 絶緣 される よ う な ことがあれば 
神の 王国の ゆずり を 失って しまう こ 
と を 認識すべき ではな かろ う か。 

プリ ガム • ヤン ゲ大 管長 は 背教者 


の 行 く 末 を 意味深長な 言葉で 表現 し 
ている。 

「人々 は なぜ 背教す るの だろう 力、。 
今 『古 船シ オン』 に 乗って いると 想 
定 しょう。 私たち は 大海の ただ 中に 
いる。 そして 嵐に 見舞われ ると 船 は 
困難 を 極め， なかなか 前に 進めない， 
『も う これ 以上 こ こに はおれない。 
これが 「シ オン」 の 船と はとても 信 
じられ ない。』 『しかし 私たち は今大 
海の 真中に いる。』 『いや 構わない。 
こんな 所に じつ と している こ と はで 
きないの だ。』 彼 は 上着 を 脱ぎ， 海中 
に 飛び込んだ。 彼 は おぼれな いだろ 
う 力、。 もちろん おぼれた であろう。 
この 教会 を 離れる 人 はこれ と 同様で 
ある。 教会 は 『古 船シ オン』 であり， 
この 船の 中に と どまろう ではない 
か。」 

また 彼 はこの よ う に 付け加えた。 
「も し 全能者の 掲げる ろうそくが こ 
こから 輝き 出ない としたら， ほかの 
どこに 光 を 捜しても 無駄で ある。」 そ 
して この イスラエルの つわもの はこ 
う 語った。 

「教会員の ある 者に， 全 教会の 諸事 
を 導 く 大 管長の 権利 を 疑 う 気配が 見 
えた 時， それ は 背教の きざしで あり， 
放置して お け ば 教会 か ら の 逸脱 と 終 
極 的な 滅びへ と 導かれる であろ う 。 
どのような 召しの 資格で あれ， この 
王国の 正式に 任命 された 役員に 対 し 
て 反対す る 動きが 感じ取られる 時に 
は， もし それが 持続され るなら ば， 
それと 同様の 結果 を 招 くで あろ 
つ 。」 {^DiscouTSss  of  Brigham  /oung 
「プリ ガム . ヤング 説教 集」 pp.  83， 
85) 

主の み 言葉 は 簡明で 理解し やすい。 
教会から 背教した 者， 主の 備えた も 
う 正規の 法廷で 教会から 絶縁 された 
者 は 悔い改めない 限り， いと 高き 神 
の 聖徒た ちの 間に ゆずり を 見いだ す 
こ と はないで あろ う 。 

救い は， 古代 あるいは 初期の キリ 


ス ト教 時代に モー セの 教え を 汚した 
り， 律法 を 犯したり， 儀式 を 変えた 
り， 永遠の 聖約を 破ったり した 様々 
な 宗派の 中に 見いだ されない のと ま 
つたく 同様に， 今日の 各 分派に も 見 
いだされ ない。 

主 は 教義と 聖 約の 同じ 章の 中で， 
さらに 言って おられる。 「 …… 覚えの 
書に 載せられざる 者た ち は， すべて 
その 日に ゆずり を 与えられ ずして 寸 
断に せられ， 彼らの 受 くべき 分は不 
信者の 中に 定められ， その 所に て悲 
しみ 切歯す る こと あらん。」 （教義と 
聖約 85  ：  9  ) 

教会から 破門 されても 神権と 神殿 
の 祝福 は 取り上げられない と言う 人 
がいる。 結び 固めの 力 を 持つ 人 は 解 
く 力 も ある こと を 思い出 そ う ではな 
いか。 主 は 真の 僕に ついて， 「あなた 
が 地上で つなぐ こと は， 天で もつな 
がれ， あなたが 地上で 解く こと は 天 
でも 解かれる であろう」 と言われた 
からで ある。 （マ タイ 16: 19， 教義と 
聖約 132  ：  46) 破門 は 教会の 祝福と 権 
利， 特権の 一切 を剝 奪す る もので あ 
る 

救い ほどに 貴重な ものが ある だろ 
う 力、。 それ はいかに して 勝ち取った 
ら よいので あろう 力、。 それ は， 教会 
を 通じて， 教会の プログラムに 「熱 
心に 参加す る ことによって」 のみ 得 
られ るので ある。 

ほかに 道 はない。 もし 私たちが ィ 
エスに ついて 雄々 しく 証せ ず， 悔い 
改めなかったならば， 王国の 王位 を 
失って 他の 場所に 行かなければ なら 
ない。 （教義と 聖約 76  ：  79 参照） 

しかし 私たちに は 悔い改め という 
素晴らしい 原則が 与えられ ている。 
主 は， 罪 を 悔い改めて その後に 主の 
命令の すべて を 守るならば， 赦 しが 
与えられて， 新たに 生れる ことが 可 
能で ある と言われた。 

過ち を 犯した 者に とって， これに 
勝る 大き な 約束 が ある だろ う か。 
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主 は 罪人 を 救 うため にこの 世に 来 
られ た。 主 は 病人に は 医者が 必要で 
あると 教えられた。 こうして， 主 は 
他の 人々 と 同じよ う に 病人 も 招き， 
我れ に 来て， 悔い改め， 汚れ を 取り 
去らて， 聖 めら れ， 主の 王国で 救い 
を 得る よ う にと 言われた。 

「主なる 神 は 言われる， わたし は 悪 
人の 死 を 好む であろう 力、。 むしろ 彼 
がその 行い を 離れて 生きる こと を 好 
んで いるで はない か。」 （エゼキエル 


18  ：  23) 

主 は 愛と 隣れ み を もって 次の よ う 
に 呼び掛けて おられる。 

「すべて 重荷 を 負うて 苦労して いる 
者 は， わたしの もとにき なさい。 あ 
なた がた を 休ませて あげよう。 わた 
し は 柔和で 心のへ り く だった 者で あ 
るから， わたしの くびき を 負うて， 
わたしに 学びなさい。 そうすれば， 
あなたがた の 魂に 休みが 与 えられる 
であろう。 わたしの くびき は 14 いや 


すく， わたしの 荷 は 軽い からで ある。 
(マ タイ 11 ： 28 — 30) 
主の くびきと は 教会から 離れない 
こと， 主の 荷 は 私たちに 対して， 神 
のレ J から 出る すべての 言葉に 従う こ 
とで ある こと を 忘れな いように しょ 
うで はない か。 これらの こと を， 聖 
なる 主ィ エス' キリス ト のみ 名に よ 
りへ り くだつ て 証す る。 アーメン。 
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大会 も 終わりに 近づく と， 救い主 
の 教えの 中で， まだ だれも 取り上げ 
ていない テーマ を 探す の は 非常に 難 
しくな つてく る。 兄弟た ちが 語った 
事 W を まと める 能力が 私に あれば と 

Mi う 力;， 私 は 救い主が 教え を 施され 
た 状況の ひとつ を 取り上げて 話して 
みたい。 

私が これ を 取り上げ るの は， 全 世 
界の キリス ト 教徒が 救い主の 地上に 
お け る 最後の 数日 間 に 起 き た 出来事， 
主の 死と 復活 を 記念す る 復活祭 を迎 
えようと している からで ある。 私た 
ちが はるか 昔に 起きた これらの 出来 
事に 思い を はせ る こ とがで き るの は， 
新約聖書のお 陰で ある。 しかし， 主 
は 死 を もって 使命 を 終えられ たので 
はない。 

キ リ ス 卜の 第二の 証人で ある モル 
モン 経 は， 主の 教えに 関して さらに 
知識 を 提供して いる。 この 記録 は， 
主が 死と 復活の 後に この 西半球に 現 
れた もうた こ とに ついて a 及して お 
り， 大 いなる!！ 5'i いの 犠性 について 深 
い 理解 を 与えて く れる。 

ニーフ アイ 人の 予言者た ち は， 救 
い 主が 十字架に かけられる 時に この 
ァメ リ 力 大陸の 民に しる し 力; 示され 
ると 予言した。 そして 予言 通りに 破 
壊 的な 大 混乱が 起きた。 かって 聞い 


たことの な L 、雷鳴が とどろき， 稲光 
が 天地 を 貫き， 地震が 発生した。 ゼ 

ラへ ムラ 市 は 焼け落ち， モ D ナイ 市 

は 海に 沈んで 民 は 溺れ， モロ ナイ ハ 
市 は 土に 埋まった。 街道 は 破壊され， 
ほかに も 多くの 都会が 壊滅し， また 
大風の ために 死亡した 人 や 吹き飛ば 
された 人 も 多かった。 このような 暴 
風と 天変地異が 3 時間 続き， 全地の 
様相 は 一変して しまった。 
天変地異が 鎮まる と， 今度 は 暗黒 

の 霧が 出て， 3 日間 何も 見る こと 力； 

できなかった。 暗黒の 中から 聞こえ 
てきた の は ひどい 悲しみと 嘆きと 泣 
き 叫ぶ 声 だけだった。 

「ところで， 地の 全ての 人々 に 聞え 
る 声が あって 次の よ う に 言いた も う 
た。 

『禍 なる かな。 禍な るかな。 この 民 
は禍 なる かな。 全世界の 人々 悔い 改 
めず ば禍 なり。 わが 民の 中に て 美し 
き 男子と 女子と が 死に し 故に 悪魔 は 
笑い その 使た ち は 共に 楽しみ 喜べり。 
され どこの 美しき 男子と 女子の 亡 び 
たる は， かれら 自身の 為した る 悪事 
と 憎むべき 行いの 結果な り。」 （III 二 

ーフ アイ 9  ： 1 — 2 ) 

こ の 声 は 全地 に 起 こ つ た 破壊 を 次 

から 次へ と 述べた。 天変地異 を 経て 
生き残った 人々 は 心 を 改める よ う 命 


じられ た。 悔い改めて， 救い主の 福 
音に 心 を 向ける 者に は 望みが 残され 
たので ある。 

そ して 声の 主 はこう 名乗った。 

「見よ ， われ は 神の 子ィ エス' キリ 
ストな り。 われ は 天地と その 中に あ 
る 万物 を 造れり。 われ は 最初より 御 
父と 共に 在り き。 而 して 今， われ は 
御 父に 在り， 御 父 はわれに まします， 
御 父 はすで にわれ によ り その 御名の 
栄え を 示した まえり 。 

われ は， わが 民のと ころへ 降りし 
が， わが 民 はわれ を 受け 容れ ざり き。 
すなわち， わが 来る こと を 示す 聖文 
はすで に 事実と なりたり。」 （111 ニー 
フ アイ 9  ： 15—16) 

主 は， モー セの 律法 は その 目的 を 
達した ため， もはや 爆 祭 を 要求され 
ない こと， 犠性 として 主に 捧げる ベ 
き もの は， へり く だり たる 心と 悔い 
る 精神で ある こ と を 告げられた。 

「われが この 世に 来れる は， 世の 人 
にぽれ 、と 救いと を 与え， また 世の 人 
を 罪よ り 救うた めな り 。 

この 故に， 悔い改めて 幼児の ごと 
くわれに 来る 者 は， われ ことごとく 
これ を 受け 容れ るべ し。 かかる 者 は 
すでに 神の 王国に 居る 者と 同じ なれ 
ばな り。 見よ， われ はかれら のた め 
に 一度 わが 生命 を 捨てて， また 生命 
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を 得たり。 故に， 世界の 隅々 に 至る 
者た ちょ。 悔 改め を をな し， われに 
来りて 救い を 受けよ。」 （111 ニーフ ァ 

ィ 9  ：  21—22) 

長い 沈黙 と 暗黒の 時が 過 ぎて 再び， 
民 を 悲しむ 主の 声が あった。 そして， 
人々 が 「真心よ り 悔い改めて われに 
立ち 帰らば， 雌鳥が その 雛 を 翼の 下 
に 集む る ごとくに」 人々 を 集める と 
約束され た （10:  6)。 暗黒 はなお 続 
く。 そして 3 日 目の 朝に よ うやく 地 
震が 治まり， 静けさ を 取り も どした。 
キ リ ス 卜が 墓から よみがえられ たの 
である。 そして， 西半球の この 地に 
住んだ 多くの 義人 も， ユダヤの 聖徒 
たちと 同様に 復活した。 

多く の 民が バウ ンテ フルの 地の 神 
殿に 集った。 聖典の 記事 を 追いな が 
ら， 偉大な 教え を 学んで ゆきたい。 
人々 は， 地震と 津波の 結果 地の 様相 
がー 変した こと を， これらの しるし 
によって 示された ィ エス' キリスト 
について 話し合つ ていた。 このよう 
に 人々 が 話して いると， 次のように 
言う 声が 聞え た。 「わ 力 « ぶ 愛子 を 見 
よ。 われ はこれ に 由り てす でに わが 
名の 栄光 を 示しぬ。 わが 愛子に 聞 
け。」 （III ニーフ アイ 11 ： 7) 群衆が 
天 を 仰ぐ と， 白い 衣 を 召した 一人の 
男の 方が 降り， 彼らの 中に 立 たれた。 

「時に そのお 方 は 手 を 伸 して 群衆に 
話しかけて 仰せに なった。 

『見よ， われ は イエス' キリストな 
り。 予言者ら が この 世に 来る と 証 を 
したる その 者な り。 

われ は 世の 光に して ま た 世の 命な 
り。 われ は 御 父が われに 授けた まい 
しかの 苦き 杯 をす でに 飲み， …… 

汝ら わが 肋に その 手 を さ し 入れ， 
わが 手足に ある 釘 あとに 触れ …… る 
ために 起ちて われに 近づけ』 と。」 
(III ニーフ アイ 11 ： 9—11, 14) 

主 は 十二 人の 弟子 を 召して 彼らに 
パプ テス マ を 施す 権能 を 授けられた。 
群衆に 対して は 論争 を やめる ように 


命じ， そして， 東大 陸の 弟子た ちに 
宣言され た 真理 を 教えられた。 山上 
の 垂訓， 主の祈り， モー セの 律法の 
成就な どに ついて である。 また 主 は 
病人 を 癒し， 幼な 子 を 祝福し， 聖餐 
を 施行し， 聖餐に ついて 教えられた。 

救い主 は ニーフ アイ 人に 対して 福 
音 を 定義して おられる。 また 計画の 
素晴らし さ， 人が 永遠の 生命と 昇栄 
を 得る ための 条件に ついて 述べて お 
られ る。 主の 言葉 を 読んで みよ う 。 

「見よ， われ はすで にわが 福音 を汝 
らに 授けた る 力;， その 福音 を 言い 換 
うれば 次の ごとし。 まず わが 父 われ 
をつ かわした まい たれば， われ は 父 
のみこ ころ を 行わん とて この 世に 来 
れり 。 

わが 父の われ をつ かわした まいし 
は， われが 十字架に かけられて， 後 
にあら ゆる 人々 を われに 引きよ せん 
が ためなり。 また 人が われ を 十字架 
に 上げた る 故に， 今度 は 御 父が 世の 
中の 人 を 必ず ひき 上げて， これ を 各 
々 の 行いの 善悪に 応じて 裁判す るた 
めに わが 前に 立た せた も う 。 

悔い改めて わが 名に よ りて バプテ 
ス マを受 くる 者 は 聖霊に 満 さる。 ま 
た その 者が 終 り まで 忍ばば， われが 
世の中の 人々 を 裁判す る 日に， 御 父 
の 前にて これ を 罪 無き 者と せん。 

終りまで 忍ばざる 者 は， また 切り 
倒 さ れて 火の 中へ 投げ こまるべし。 
その 者 は 御 父の 正義が 要求す るに よ 
りて， いつまでも 火の 中より 出る こ 
と を 得ず。 

さて， 世界の 隅々 に 至る 者た ちょ。 
汝らは 聖霊 を 受けて 聖 めら れ， また 
終りの 日に わが 前に 罪な しとせられ 
ん ために 今 悔い改め， われに 来て わ 
が 名に よ りて パプ テス マ を 受けよ。 
これ 汝らに 与うる 命令な り。 われ ま 
ことに， まことに 汝 らに告 ぐ， 以上 
はわが 福音な り。 …… 」 （III ニーフ ァ 
ィ 27  ： 13—14,  16—17,  20—21) 

福音 はよ きおと ずれと も 救いの 喜 


ばし いおと ずれと も 呼ばれて いる。 
救いの 計画 はィ ヱス. キリス 卜の 福 
音で ある。 主 は 御 父の みこ ころに 従 
うこと によ り 地上での 使命 を 果たし， 
それによ つて 全人 類の 噴い 主と なつ 
たこと を ニーフ アイ 人に 説明され た。 
さらに 「悔い改め， わが 名に よりて 
パプ テス マ を 受けよ」 との 言葉に よ 
り， 永遠の 生命に 通じる 細い 道の 門 
を 明示して おられる。 これ を 踏まえ 
て， 信仰箇条 は 次のように 宣言して 
いる。 

「われら は， キリストの 嘖罪 により， 
すべての 人類 は， 福音の おきてと 儀 
式と を 守る ことによ りて 救われ 得る 
と 信ず。 

われら は 福音の 第一 原則 と 儀式と 
は 第一， 主 イエス' キリスト を 信ず 
る 信仰。 第二， 悔 改め。 第三， 罪の 
赦し を受く るた めに 水に 沈めら るる 
パプ テス マ。 第 四， 聖霊の 賜 を 授か 
る ための 按手礼な る こと を 信ず o」 
(信仰箇条， 第 3  ， 第 4 条） 

これら は， 福音の すべての 原則と 
儀式の 中で 最初に 従わなければ なら 
ない 4 項目に 過ぎない。 ニーフ アイ 
人に 語った 救い主の 言葉に も どって 
考えて みると， これらの 4 項目に 従 
つた 後， 生涯 主の 戒めと 律法に 従わ 
なければ ならない ことが 分かる。 主 
が 次の よ う に 言われた からで ある。 
「 …… ま た その 者が 終 り ま で 忍ばば， 
われが 世の中の 人々 を 裁判す る 日に， 
御 父の 前に これ を 罪 無き 者と せ 
ん。」 （111 ニーフ アイ 27  ： 16) 

第一 原則に 従 う だけで は 不十分で 
ある。 人 は 永遠の 裁きの 場に おいて， 
この 世での 行ないの 善悪に 対して 責 
任 を 問われる。 まさしく この 目的， 
すなわち 全人 類に 復活と 裁き を もた 
ら すため に お ：! 罪 が 行なわれ たので あ 
る。 主 はこの こと を 明確に する ため， 
次のように 述べて おられる。 「われが 
十字架に かけられ たる はこの わけな 
り。 すなわち， われ は 御 父の 権能に 
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よ りて あらゆる 行いに よ りて 裁判 を 

なす。」 （m ニーフ アイ 27  ： 15) 

福音の 計画 を 分 折して みると， ふ 
たつの 部分に 分かれる。 

第一 は， ァ 0 ン 神権の 権能の 下に 
執行され る 準備の 福音で ある。 教義 
と聖約 84 章に は 次の よ う に 記されて 
いる。 「され ど 小 神権 は 続きた り 。 而 
して， この 神権 は 天使の 人 を 助く る 
鍵と 備えの 福音の 鍵と を 保つ。 また 
この 福音 は悔 改めと パプ テス マ …… 
に 関わる 福音に して …… 。」 （教義と 
聖約 84  ：  26—27) 

第二 は， メル ケゼ デク 神権の 権能 
によ り 執行され る 完全な 福音で ある。 
先の 啓示から 読んで みよ う。 「而 して 
この 大 神権 は 福音 を 授け， また 王国 
の 奥義の 鍵， すなわち 神の 知識の 鍵 
を 保つ ものな り 。 

この 故に， これ を 以て 礼式 を 執り 
行う 時に 神の 能力 頭る。 


而 して， この 神権 を 以てする 礼式 
と 神権の 権能な く して は， 肉 身 を 持 
て る 人間 に 神の 能力 顕 るる ことなし。 

そ はこれ なく して は， 何人も 神の 
御顔， すなわち 御 父の 御顔 を 見て 生 
き 得る 者なければ なり。」 （教義と 聖 
約 84  ： 19—22) 

主 は 復活 後し ばらく，  ニーフ アイ 
人 を 訪れて 福音の 計画 を 明らかにさ 
れた。 私たちが 罪の 赦しを 受ける た 
めの 準備の 福音と， 王国への 入口が 
はっきり と 示された ので ある。 聖霊 
のみた まの 祝福 を 受けて 人が 享受で 
き る 完全な 永遠の 福音への 道が 示さ 
れ たので ある。 つまり， ふさわしい 
生活 をす るなら ば， 私たち は 神に つ 
ける 知識 を 得， 復活に よって 神より 
の 承認 を 受ける。 

復活祭 を 間近に 控えて， 私たち は， 
西半球の 民の 記録に 対する 感謝の念 
を 今一度 新たに する 必要が ある。 こ 


れは 復活した 救い主が ニーフ アイ 人 
に 教えられた 事柄の 記録で あり， 主 
の 神聖な 使命に 対する も う 一人の 証 
人で ある。 私 は モル モン 経が 神の み 
言葉で ある こ と を 知っている。 

私はィ エスが キ リスト である こ と 
を 証す る。 もし， 世の 人々 力;， 主の 
言われた 通りに 福音の 原則に 従って 
生活す るなら ば， 単なる 休戦で はな 
く， 真の 平和が 全人 類に もたらされ 

るであろう。 主 は a われる。 「わたし 
は 平安 を あなたがたに 残して 行く。 
わたしの 平安 を あなたがた に 与 え る 

…… 」 （ヨハネ 14  ：  27) 

願わくは， 私たちが 救い主の 戒め 
を 守り， 地上に おける 主の 予言者の 
勧告に 従う ことにより， この 平安が 
実現され るよ う， 主 イエス' キリス 
ト のみ 名に よ り 祈る。 アーメン。 
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私 は， この 教会の 業の ために 主 御 
自身が 選ばれた 偉大な 人々 のこと を 
考える と， 自分の 心 力; 喜びに 満たさ 
れ るの を 感じる。 この 偉大な 人々 と 
は， 教会 幹部の 方々 のこと であり， 
また 十二使徒 評議員 会 地区 代表， 十 
二 使徒 評議員 会 及 び 七十 人 最高 評議 
員 会 伝道 部 代表 を 務めて 下さって い 
る 方々 のこと であり， さらに， 様々 
な 組織で 働いて 下さって いる 人々 の 
ことで ある。 その 重要な 地位に 召さ 
れた 人々 のこと を 考えて みると， ま 
つたく 奇跡と しか 言いよ うのない 方 
法で， 必要な 人が， 必要な 時に， 必 
要な 職に 任じられ てきて おり， これ 
に 驚き を 禁じ 得ない。 

私 は， 幹部の 兄弟た ちの 説教 を 聞 
いて， 予言者 アルマに よって 与えら 
れた ひとつの 教えの こ と を 思い起こ 
していた。 改宗した ばかりの 人々 が, 
モル モ ンの 泉の 傍らで バプ テス マ を 
待って いた 時の ことで ある。 アルマ 
は， パプ テス マ を 受ける 者と して 結 
ぶ 誓約が どのよ う であるか 説明して 
次の よ う に 言った 

「 …… あなたた ち は 神の 羊の 群に 入 
つて 神の 民と 言われる こと， 互いに 
苦難 を 軽く する ために 喜んで 助け合 
うこと， 

悲しむ 者 を 思い やって 共に 悲しむ 


こと， 慰めが 要る 者 を 慰める こと， 
また …… いつい かなる 時で も， どの 
ような 所に 居ても， どんな ことにつ 
いて も ， •••••• 神の 証し 人に な り たい 

と 心から 思って いる。 

従って， あなたた ちが も しも 真心 
からこれ を 望んで いるならば， あな 
たたち は 主から ますます 豊に その 

『みたま』 を 賜る よう， 主に 仕えて 
その 命令 を 守る という 誓約 を 主に 立 
てた 証拠と して， 主の御名 によって 
バプ テス マ を 受ける のに 何の さ しつ 

かえが あろう か。」 （モー サャ 18:  8 
-10) 

私 は， あなたた ちに， この 誓約の 
条件の ひとつで ある 「互いに 苦難 を 
軽く する ために 喜んで 助け合う こ 
と」 という 点 を 注目して いただきた 
いと 思う。 この こと は 大会の 中で も 
しばしば 強調され てきた。 もし 私 力;, 
「この 世で 人が 背負わなければ なら 
ない 最大の 苦難と は 何だろう カリ と 
尋ねたら， あなたた ち は 何と 答える 
だろう 力、。 人が この 世で 背負わな け 
れ ばなら ない 最大の 苦難， すなわち 
重荷と は， 罪の 重荷で ある。 一体 こ 
の 罪の 重荷 を 軽く する ために は， ど 

のよ うに 助け合ったら よいの だろう 
か。 

数年 前， D ムニ 一 副 管長と 私が ォ 


フィスに いた 時の ことで ある。 ドア 
が 開いて， ひとりの 立派な 青年が 入 
つて 来た。 しかし， その 青年の 表情 
に はあり あり と 苦難の 色が うかがえ 
た。 青年 は 言った。 「リー 長老， ロム 

ニー 長老。 私 は 明日 はじめて 神殿に 
人り ます。 私 は 過去に ある 過ち を 犯 
しました。 私 は 監督の 所に 行き， そ 
して ステーキ 部長の 所へ 行き， その 
罪 を 皆 完全に 告白し ました。 そして， 
私が 悔い改めて， 二度と そのような 
過ち を 犯さずに， ある 期間た つたの 
で 監督と ステーキ 部長 は， 神殿に 入 
る 準備が できた と 判断して 下さい ま 
した。 でも， それで 十分と は 言えな 
いのです。 どうしたら 主が 私 を赦し 
て 下さった という こと を 知る ことが 
できます か。」 

そのよう な 質問 をして 来る 人に， 
あなたた ちなら どう 答える だろ う か。 
私たち はしば らく 深く 考えて， モー 
サャ 書に ある ベン ジ ャ ミ ン 王の 説教 
のこと を 思い出した。 この 箇所で は， 
バプ テス マ を 求める 群衆の ことが 書 
かれて いる。 群衆 は， 自分た ちが 肉 
の 欲に 支配され ている 有り様 を 省み 
て， 次の よ う に 言った。 

「かれら は， …… 声 を そろえて 高く 
叫んで 言った 『ああ 憐 みたまえ。 キ 
リ ス 卜の 血に よる 身代りの 贖罪の 効 
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力 を 及ぼして， われらが 各々 その 罪 
を赦 されて 心 を 清められ るよ うにな 
した まえ。 •••••• J 

それから 後， かれら は …… もはや 
その 罪の 赦しを 受けて 良心が 安らか 
になった から， 主の 『みたま J がか 
れらに 下って その 心が 喜びに 満た さ 

れ た。」 （モー サャ 4  ：  2  ，  3) 

ここに 答えが あった。 

自分が 何者で あろ う と， どこに い 
よ う と 関係な く， 罪 を 悔い改め るた 
めに 自分ので きる こと はすべ て 行い， 
能力の 限り を 尽く して 償いと 回復 を 
したなら， また， その 罪が 教会員と 
しての 資格に 影響 を 与える もので あ 
る 場合 は， しかるべき 権能 を 持つ 人 
の 所へ 行った のなら， その 時には， 
主が 自分 を 受け入れて 下さった のか 
どうか 知りたい と 心から 願う ことで 
あろう。 もし 心の奥底から 良心の 安 
らぎを 求め， 見いだ すなら， そのし 
るし によって， 主が 悔い改め を 受け 
入れて 下 さった こと を 知る ことが で 
きる ので ある。 し 力 > し， サタン は 別 
の 考え方 を 抱かせよ う とする ことで 
あろう。 しかも ときには， すでに 一 
度 過ち を 犯した の だから もとに も ど 
る こと はない。 だから どんどん 罪 を 
犯し 続けた 方 力; いい， と そそのかす 
かも 知れない。 これ は 大きな 間違い 
である。 赦 しの 奇跡 は， 悪い行い を 
捨て去って， 二度と 同じ 過ち を 犯さ 
ない 人々 に は 皆 与えられる もので あ 
る。 それ は， 主が 今日 私たちに 与え 

られた 啓示で 次の よ う に a つて おら 

れ るからで ある。 「  汝ら往 きて 

今より 罪 を 犯すな かれ， 罪 を 犯す 者 
(再び 罪 を 犯す の 意） に は 前の 罪 彼 
に 返るべし と 主なる 汝らの 神 言 

う。」 （教義と 聖約 82  ：  7) 罪の 重荷 
のために 苦しんで いる 人が いたら， 
そのような 人 は 皆， この 聖句を 心に 
留めて おいていた だきたい。 

また， 教師で ある 人々 に 申し上げ 
る。 そのような 罪の 重荷 を 背負って 


いる 人々 から， また 良心の 苛 責に耐 
え 兼ねて 動きの とれな くな つてい る 
人々 から その 重荷 を 取り除く ために， 
彼らに 手 を 差し伸べて いただきたい。 
そのような 人々 は， 自分が どこに 行 
つたら 答え を 見付け出す ことができ 
る 力つ 知らずに いるので ある。 悔い 
改めて， 完全に 償いが できる まで 助 
け を 与えるなら， 彼ら もまた， 良心 
の 安らぎ を 得， 主が その 悔い改め を 
受け入れて 下さつ たこと を 主の みた 
まに よつ て 確信す る ことができる。 

幹部の 兄弟た ちの 説教 を 通じ， 助 
け を 必要と している 人々 を 助けな さ 
いという 偉大な 呼び掛け があった。 
それ は 物質的な 助けば かりで なく  ， 
霊的な 助けに ついても 言える。 今日， 
私が 目に する 最大の 奇跡 は， かなら 
ずし も 病める 肉体の 癒しで はない。 
むしろ， 私が 目に する 最大の 奇跡 は， 
病める 人， すなわち 心に 病 を 持ち， 
落胆して 取り乱し， まさに 精神的に 
挫折す る 一歩 手前に いる 人々 の 癒 し 
である。 私たち は そのよ う な 人々 に 
もす ベて， 援助の 手 を 差し伸べ てい 
る。 それ は， そのような 人々 も 主の 
目に は大 いなる 者 だからで あり， ま 
ただれ ひとりと して， 自分 は 忘れて 
いるの だと 感じる ことが ないよう 私 
たち も 望んで いるから である。 

私 は 神殿に 通じる 美しの 門と いう 
所でべ テロと ヤコ ブに起 き た 出来事 
を 何度も 読んで いる。 そこに は， 生 
まれつ き 足の 利かない 男が 門の 所で 
人々 から 施し を 請うて いた。 そして 
ぺ テロ と ヨハネが 通り掛かった 時， 
この 足な え は 施し を 願って 手 を 差し 
伸べ た。 当時 教会の 役員であった こ 
の ふた りの 宣教師 を 代表して ベ テロ 
はこう S 'つた。 「 わたしたち を 見なさ 

い。」 もちろん， この iii なえ は 何 力、 い 
いもの を もらえる と 思った であろう。 
するとべ テロ は a つた。 「^はわた 
しに は 無い。 しかし， わたしに ある 
もの を あげよう。 ナザレ 人 イエス' 


キリストの 名に よって 歩きな さ 

い。」 （使徒 3  ：  4  ，  6) 

私 は 今， この 男が 心の中で どう 思 
つ たかはつ き り 描く ことができる。 

「この 人 は 私に 歩 くよう に 命じた 力;， 
私が 歩け ない の を 知ってい るの だろ 
う 力、。」 続いて 聖書に はこう 書き記さ 
れ ている。 ぺ テロ はこの 男に 歩く よ 
う 命じた だけで 満足し なかった。 「彼 
の 右手 を 取って 起して」 やった ので 

ある。 （使徒 3  ：  7) 

それで は あなたが たは， 使徒の 頭 
である この 気高い 人が， おそらく こ 
の 足な えの 肩に 手 を 掛けて 次の よ う 
に 語って いる 姿 を 心に 描く ことが で 
きる だろう 力 >。 「さあ， 私の 友人よ。 
勇気 を 持って 立ちなさい。 私が 一緒 
に 歩いて あげよう。 あなた は， 神が 
その 僕で ある 人間に 授けられ た 権威 
と 権能に よって 祝福され たので ある 
から， かならず 歩け る はずです。」 こ 
う して この 男 は 躍り上がって 歩き 出 
した。 

あなたが たは 自分が 低い 所に いて 
他人 を 引き上げる こと はでき ない。 
もし 人 を 救いたい と 思うならば， そ 
の 人に こ う なって 欲しい と 望む こ と 
を， まず 自分自身が 模範で 示す こと 
である。 自分が 心の 内に 燃えて いな 
くて， 他の 人 を 燃やす こと はでき な 
い。 あなた 万 教師が 持って いる 証 ま 
た， 教え 導く みたま こそ， 助け を必 
要と している 人 を 励ます 上で もっと 
も 大切な 特質で ある。 私たちが 今， 
どのような 状態に あろうと， 私たち 
の 中に こ う した 励まし を 必要と しな 
い 人が いる だろ う 力、。 

しばし の 間， 数年 前に 私の 身の上 
に 起きた 出来事に ついて 話 を 聞いて 
いただき たいと 思う。 その 頃， 私 は 
潰 癌 を 病んで いて， それ は 日増しに 
悪化して いた。 私たち は その 時， 
道 部 を 視察 中であった 力;， ある 日の 
朝， 妻の ジ ヨーン も 私 も， できる だ 
け 早く 家へ 帰る よ うにと いう 霊感 を 
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受けた。 そのため， 計画して いた 様 
々な 集会 を 変更して， 家へ 帰る こと 
にした。 

その 帰途， 私たちが 飛行機の 前部 
座席に 座って いた 時の こ とで ある。 
何人 かの 教会員が 次の セ クシ ヨンに 
座って いた。 ところが ある 所まで 来 
ると， だれかが 私の 頭の 上に 手を按 
くので ある。 そこで 私 は 顔 を 上げて 
見た が， そこに はだれ もい なかった。 
家に 着く 前に， また 同じ 事が 起こり， 
再び 同じ 経験 をした。 それが 一体 だ 
れ であった のか， また 何に よった の 
か, 私に は 分からなかった。 しかし 
数 時間 後， 私 は 自分が その 時 祝福 を 
受けて いた こと を， しかも 最も 必要 
とする 祝福 を 受けて いた こと を 知つ 
たので ある。 

家に 着く とすぐ に， 妻 は 非常に 心 
配して 医者 を 呼んで くれた。 すでに 
夜の 11 時 ごろであった。 医者が 私に 
電話口に 出て くれと 言った ので 出て 
みると， 気分 はどう 力つ と 尋ねて き 
た。 私 は 「ひどく 疲れて いる。 でも， 
大丈夫 だと 思う」 と 答えて おいた。 
ところが その 直後， 私 は 大量の 血 を 
吐いた。 もし それが 飛行機の 中で 起 
こって いた ら， 私 は きょう， こうし 
てこ こに 立ち， この 話 をす る こと も 
なかつ たで あろ う 。 

私 は， ほかに 助け を 得る すべの な 
い 時には， かならず 神からの み 力が 
いただける こ と を 知っている。 

私 は， 今 自分に 与えられ ている 責 
任の 圧倒的な 重さ を ひしひしと 感じ 
ている。 もし 私が ただ 座って， その 
重荷に ついて 思い巡ら している だけ 
であった ら 圧倒され た 気持に な り ， 
その 重荷に 耐え 兼ねてい たに 違いな 
い。 しかし 私 はみ たまの 導き を 受け 

て， N  . エルドン. タナー 副 管長と 
マリオン 'C'ci ムニ 一 副 管長の ふ 
た り の 気高い 方々 を 指名す る こと 力；' 
できた ので ある。 あなたた ち はきよ 
う この 方々 の 力強い 教えと 証 を 聞い 


たこ とで あろ う 。 私 はこの ふた りの 
方々 を 指名した 時， 自分の 責任が， 
自分 ひと り だけで 数々 の 責任 を 果た 
す こと にある ので はない という こ と 
を 認識した。 さらに， 私たち は 毎週 
神殿で 集会 を 持つ が， 私が 部屋 を 見 
渡す と， 12 人の 忠実な 人々 の 姿が 目 
に 映る。 この 人々 は， 世から 選び出 
さ れて聖 なる 使徒 職の 権能 を 与えら 
れ ている 人々 であって， 私 はこの 人 
々以上に 偉大な 人 を 知らない。 

偉大な 指導者で ある あなた 方， ス 
テーキ 部長 会， 伝道 部長 会， 監督 会， 
神権 定員 会の 指導者， また 世界 各地 
で 私たちの ために 祈って 下さって い 
るすべ ての 信仰深い 聖徒の 皆様， 私 
たち も 神殿の 聖壇に ひざまずく 度に， 
私たちの ために 祈って 下さって いる 
あなたがた すべての ために， ,C、 から 

の 祈り を 捧げて いる こと を 知ってい 
ただきたい。 私たち は， あなた 方に 
どれ 程 感謝して いる 力、 

この 大会の 終わりに 当たり， もう 
ひ と つの 出来事 をお 話 ししたい と 思 
う 。 た だ し 残念 ながら， 種々 の 制約 
があって そ の 一部 だ け し かお 話す る 
こ とがで きない。 

ロサンゼルス 神殿が 献堂 される 少 
し 前の ことであった。 私たち は 皆， 
その 素晴らしい 献堂 式の ために， 様 
々な 準備 をして いた。 その 出来事 は， 
どちら かとい うと， 私の 生涯で は 新 

しい 経験であった。 明け方の 3 時 か 
4 時 ごろで あつたと 思う。 私 は ひと 
つの 素晴らしい 経験 をした。 私 は そ 
の 時， 夢を見て いたので はない。 確 
かに それ は 示現であった。 その 示現 
の 中で， 私 は 数多くの 霊た ちが 一堂 
に 会して いるの を 目撃した。 そこで 
は 数多くの 男女が 立ち上がり， 一度 
に 2,  3 人ず つ， 種々 の異 言で 語つ 
ていた。 それ は 常なら ぬ 出来事で あ 
つた。 私 は， その 時 デビ ッ ド •  0  • 
マッケイ 大 管長が 次の ように 言う 声 
を 聞いた ような 気がした。 「もし 神 を 


愛したい と 望むなら， 人々 を 愛し， 
人々 に 仕える よ う にしなければ なら 
ない。 これが， 神に 対する 愛 を 示す 
方法で ある。」 そのほか， この 示現の 
中で 沢山の こと を 見聞きした。 

今， ここで 私 は あなた 方に 申し 上 
げる。 私 は 心の中に 一点の 疑い もな 
く， この 教会 を 管理して おられる お 
方が 実在す る お 方で ある こと を 知つ 
ている。 そのお 方 は， 私たちの 主， 
イエス. キリスト である。 私 は イエ 

スが 実在して おられる こ と を 知って 
いる。 また 主が 私たちの 考えて いる 
以上に， 私たちの 近くに おられる こ 
と も 知っている。 御 父と 主の 存在 は 
漠 たる もので はない。 天父と 主 は， 
常に 私たちに 関心 を 払い， 私たち を 
救い主の 再臨に 備えさせよ う と 種々 
助け を 与えて 下さって いる。 様々 な 
しる しが 明らかになつ ている 現今， 
主の 再臨 は， それほど 遠い 将来の こ 
とで はない。 

あ な た たちが し な け れ ばな ら ない 
こと は 聖典 を 読む ことで ある。 とり 
わけ， 高価なる 真珠の ジ ヨセフ' ス 
ミスの 著の 中に ある， マ タイ 伝 第 
24 章の 霊感 訳の 部分 を 読む ことで あ 
る。 この 中で 主 は 弟子た ちに， 聖な 
る 場所に 立って， 動くな と言われて 
いる。 それ は， 主 は 速やかに 降臨 さ 
れ， だれも その 日 その 時 を 知らない 
からで ある。 これ こそ 準備な ので あ 
る。 

皆さんが それぞれの 国に 帰り， か 
つて 古代の 予言者 ョ シ ュ ァが 述べた 
ように， 「わたしと わたしの 家と は 共 
に 主に 仕えます」 （ヨシ ユア 24: 15) 
と言えるよ う に 祈って いる。 

家庭の 夕べ を 通して， 家族に 教え 
なさい。 家族に 神の 戒め を 守る よう 
に 教えなさい。 神の 戒め を 守って は 
じめ て， この 時代で 安心して 生活し 
て ゆけ るからで ある。 もし そのよう 
に 生活す るなら ば， 全能の 神の 力が， 
まさに 天から 下る 露の ごと く 家族に 
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下り， また 聖霊が 伴う であろう。 聖 
霊 は 私たちの 導き手と なること がで 
き， そのみた まが 私たち を 教え， 主 
の聖 なる 宮居まで 私たち を 導いて 下 
さ るので ある。 

私は大 管長と いう 自分の 特権に よ 
つて， 世界 各地の 忠実な 教会員に 祝 
福 を 与えたい と 思う。 神の 祝福と み 
守りが あって 皆さんが 無事に 自国に 
帰る ことができる ように， また 事故 
や 不幸に 遭遇す る ことのな いように 


願って いる。 各地の 民に 私たちが 抱 
いている 愛 を 伝えて いただきたい。 
確かに， 宣教師が 伝道に 出て， 愛 を 
示す の は， すでに 教会員と なった 天 
父の 子供 たちだけ ではない。 これ か 
ら 真理の 福音に 立ち 帰ろ うと 努力し 
ている 人々， 彼らに も 私たちが 今受 
けて いる 祝福 を 享受で きる よ う にし 
てあげなければ ならない。 

何と ぞ， 主の 助けが あって， 私た 
ちが 自分の 職務 を 連 解し， 行ない， 


そ して 完成 させる ことができ るよう， 
また 義 のうちに 主の み 業 を 進める 方 
法 を 知っていながら それ を 行なわな 
かった という ことで 裁きの 日に 不十 
分で ある とされる ことのな いよう， 
切に 祈って いる。 これらの こと を， 
心からへ り く だって 主ィ エス • キリ 
ストの み 名に より 申し上げる。 ァー 

メン 0 
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第 I  43 回 

半期 総 大会 

1973 
10.  5-7 


時の 動き 

1973 

4.9 ピカソ 死去。 91 歳。 

4.  30 ウォー タ 一ゲート 事件で 米国 

司法 長官 辞任。 
5.11 西アフリカ 干ば つ 深刻。 600 万 

人， 家蓄 400 万 頭が 接 死の 危機。 

国連が 世界に 援助 を 呼び掛け。 
6.17 根 室 半島 沖で 地震， 北海道， 

東北な どの 広域に 地震。 
8.5 パレスチナ ゲリラ， アテネ 空 

港 を 襲撃。 
8.8 金大中 事件。 韓国 前大統領 候 

補， 都内の ホテルから 誘拐 さ 

れ， 行方不明に。 13 日， ソゥ 

ルに姿 を 現わす。 
8.28 農林 省， 6 月下 旬 以後の 全国 

の 農産物 被害 状況 発表。 干ば 

つに よる 被害， 推定 1000 億円 

を 越える。 戰後 最悪。 

9.8  8 日 未明， メキシコ 中 南部に 
マグニ チュー ド 7 の 強震。 死 
者 700 人。 

10.6 中東 戦争 火を喷 く。 シ ナイ 半 
島， ゴラン高原で 大規模 戦闘。 
第 4 次 中東 戦争に 発展 （17 日 

停戦） 

10.  5 — 第 143 回 半期 総 大会。 


■10 月 5 日 （金） 午前の 部に おける 説教 

自分が 何者か を 知り， 自尊心 を 持つ  ハロルド. B. リー 77 

霊感の * 楽 —— 価値 ある 思い  ボイ ド •  K  • パッ カー 82 

■  10 月 5 日 （金） 午後の 部に おける 説教 

ごらんなさい， あなたの 母です  トーマス 'S. モンソン 86 

永遠の 生命への 道  デル バー ト 'L  'ス ティ プレー 89 

■10 月 6 日 （土） 午前の 部に おける 説教 

噴い 主 イエス. キリスト  マリオン ロムニー  92 

この こと を 思え  ブルース •  R  • マッコ ン キー 96 

世の も のか， 神の 王国の も のか  ハ ワード •  W  • ハンター 99 

■10 月 6 日 （土） 午後の 部に おける 説教 

啓示 された 福音の 真理  リグ ランド' リチ ヤー ズ 102 

対立す る ものの 存在  ェ ルド レッド '0'ス ミス 105 

汝らに 備え あらば  エズラ. タフト. ベンソン 107 

■10 月 6 日 （土） 神権 会に おける 説教 

教会 福祉 一 その 基本 原則  マリオン. G.  ロムニー  111 

従順  N  'エルドン 'タナー 114 

神権 会 説教 ハロル ド •  B  • リー 118 

■10 月 7 日 （日） 午前の 部に おける 説教 

最も 大 いなる 誉れ —— 女性の 役割 N  . ヱ ルドン. タナー 124 
イエスが 手 を 取って 起こされる と •• …- マー ビン •  J  • アシュトン 128 
どんな 代価 を 払って マーク. E. ピーター セン 131 

■10 月 7 日 （日） 午後の 部に おける 説教 

報い， 祝福， 約束 ス ペン サー •  W  • キン ボール 135 
感謝 を 神に 捧げん ゴードン 'B' ヒンクレー 139 
閉会 説教 ハロルド' B  • リー 142 
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自分が 何者か を 知り 
自尊心 を 持つ 


大 管長 

ハロル ド •  B  • リ一 


愛する 兄弟 姉妹， ラジオ や テレビ 
で 聞いて おいでの 友人の 皆様， 私 は 
今し ばし の 時 をいた だいて， 現在 私 
たちの 間 で 重大な 関心事 となって い 
る ある 状況に ついて 少しお 話したい 
と 思う。 数多い 人々 に 自尊心が 驚く 
ほど 欠如して いる ことで ある。 それ 
は 人々 の 服装 や 行動 を 見れば， また 
怒濤の 勢いで 世界 を HI 靠 しつつ ある 
許容の 風潮 を 見れば 明らかで ある。 

時の 初め 以来 私たちの 先祖に とつ 
て 大きな 意義 を 持ち， また 今日に 至 
るまで 人格 を 高め 世界に 義と 調和と 
一致と 平和 を 促進して きた 古くから 
の 言い伝えの， その 真髄 を 理解せ ず 
に 高潔な 標準 を 捨てる 傾向が， 教会 
員の 中に さえ 見られる。 

しかし， 永遠の 言い伝え， 永遠の 
言葉と いう もの はたし かに 存在し， 
それ を 正しく 理解し， 教え， 実践し 
たなら ば， 老若男女， 過去の 人， 現 
在の 人， 将来の 人 すべてに 救いが も 
たらされ るので ある。 

美徳， 貞潔， 正直， 道徳， 信仰， 
品性な ど を テーマに 話 をす るの はい 
ささ か 時代遅れと 感じる 人が いるか 
もしれ ない。 だが， これらの 諸徳こ 
そ， これまで 立派な 人々 を 築き上げ 
てきた もので あり， この 世で は 幸福 
を， 来たるべき 世で は 永遠の 喜び を 


得る ための 道 を さ し 示して くれる も 
ので ある。 これらの 諸徳は 私たちの 
人生の 錯 となって， さまざまな 試練 
や 悲惨 や 害悪 や， また 破滅と 飢餓と 

流血 を 伴 うむ ごたら し! <  、戦争に も 耐 
える こと がで きる ので ある。 

こ う した 諸 原則 を 教えよ うと 努め 
る 人の 忠告に 耳を貸さず， 正反対の 
道 を 進 も う と している 人々 は， 結局 
は 周囲に よ く 見る よ うな みじめな 状 
態に 自分 も 陥る であろう。 予言者 ィ 
ザャ は， 世の 悪に 対して 主の 民 を 強 
く しょ う と 願った と きに 神から 与え 
られ たみ 言葉 を 告げた 中で， そうし 
た 悲惨な 結果 を きわめて 劇的に 描写 
している。 その ィザャ の 言葉 を 引用 
してみ よ う 。 

「『遠い 者に も 近い 者に も 平安 あれ， 
平安 あれ， わたし は 彼 をい やそう』 
と 主 は 言われる。 しかし 悪しき 者 は 
波の 荒い 海の よ う だ。 静まる ことが 
できないで， その 水 はついに 泥と 汚 
物と を 出す。 わが 神 は 言われる， 『よ 
こしまな 者に は 平安がない』 と。」 
(ィ ザャ 57  ： 19  —  21) 

ほかに も 多くの 予言者が 同様な こ 
と を 述べて いる。 誤解の 余地な く， 
力強く，  「罪悪 は 決して 幸福 を 生じた 
こ と はない」 （アルマ 41 ： 10) と。 

予 S 者 ィザャ は， 平安 を 与える は 


ずの 道に 背 を 向ける 人 は 荒れ狂う 海 
のよう であり， その 水 は 泥と 汚物と 
を 出す と 言った が， 私 は そのような 
道 を 選び 取る 人々 が なぜそう する の 
力 >, 理由 を じつ く り 考えて みた。 そ 
して， それ はみ な， 自尊心 を 持た な 
いこ と に 帰 因す るので はない かと 思 
うように なった。 時代の 現実 をつ ぶ 
さに 体験し， 模範に 足る 生涯 を 送つ 

た 先達た ちの， 知恵に あふれた a 葉 
を 聞いて いただきたい。 

「自尊心， それ は あらゆる 美徳の 礎 
石」 （ジョン' フレデリック. ゥ イリ 
アム' ハーシ ェ ル卿） 

「自尊心と は 人が 自ら まと うことの 
できる 最も 気高い 衣で あり， 精神 を 
高揚し， 最も 高き に 上げる 感情で あ 
る。」 （サミュエル • ス マイルズ） 

「人 はみ な 自ら 自分に その 価 Ml: を 刻 
印して いる。 自分に かける を 人が 
払う ので ある。 人 はみ な， 自分の 意 
志 しだいで 大きく も 小さく も な 
る。」 （ヨハン • フォン' シラー） 

家の 近く に 住む ある 美しい 母親が, 
私に 次の よ う な 手紙 をよ こされた。 
「私 はァメ リ 力 を 愛して お り ます。 
夫 を， 子供た ち を， 神様 を 愛して お 
ります。 なぜ， そのよう に 愛せる の 
でしよ う 力'。 それ は， 自分 を 心から 
愛して いるから です。」 
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これ こそ， 自尊心の もたらす 実で 
ある。 しかし 逆に， この 姉妹が 述べ 
たような 自分 を 愛する 気持 を 持た な 
かったならば， まったく 別の 結果に 
なること もあろう。 そのような 人 は 
人生 を 喜ばず， 結婚しても 妻 や 子供 
たち を 愛する 気持 を 失い， 家庭 をお 
ろ そかに し， 国 を 軽んじて， ついに 
は 神への 愛 を 失って しまう。 国への 
反抗， 家庭の 乱れと 愛の 欠如， 親に 
従わない 子供た ち， 神との 断絶， こ 
れら はみ な， 自尊の 念 を 失った から 
に ほかなら ない。 

かって ある 会合に 招待 さ れて話 を 
した ことが 思い出され るが， その 人 
々 は 大半が 進歩に 必要な 標準に 従 う 
ことの 大切 さを理 解して いなかった 
り， 望み を 持たなかった りで， 教会 
の 中で 向上して ゆく 経験 を 持った こ 
とのない 人た ちであった。 私が き よ 
うの 話に 選んだ テーマ は 「自分 は 何 
者な のか」 という ことで ある。 私 は 
この テーマに ついて 考え， 責任に 備 
えて 神の み 言葉 を 尋ね 求めて いた と 
き， 自分が 話そう と している この テ 
一 マ は 私た ち 一人一人に とって 最も 
大切な の だと， また， あの 会合に 集 
まった 人々 の 中に もま だ 自分が 何者 
であるか を 知らず， 人生 を 築く だけ 
の 確固たる 基盤 を 持てずに いる 人が 
いた 力；， この テーマ は 彼らに とって 
も 最も 大切な ことなの だと 感じた の 
である。 

粗暴な 子供た ちゃわが まま 放題の 
青少年 は， 実力で は 獲得で きない 人 
気 や 注目 を 自分に 集めよ うとして い 
る 姿に ほかなら ない。 享楽に 倦む 少 
女 も だらしない 少年 も ， 浅薄に 飾 り 
たてたり 奇を てらった 異常な 行動 を 
して， 自分で は 魅力的 だと 考える あ 
の 言いよ うのない 格好 を 身に つけよ 
うとす る ポーズな のであろう。 それ 
は， 人間と しての 真の 自己 を 理解し 
ていないと ころから 来る 欲求不満の 
行動で 人の 注目 を 引 こ うとす るぎ こ 


ちない 試みで ある。 

では， 「自分 は 何者な の 力つ という 
こと だ 力；， この 大切な こと を 知らな 
いで， そのため 自己の 価値 を 低く 考 
えてい る 人 は， 知り さえ すれば 高い 
評価 もで きたで あろうに， 自尊心に 
欠ける 人で ある。 

私 は 聖典から 人の 心 を 打つ ふたつ 
の 質問 を ご 紹介して， 人 は 何者で あ 
るかの 疑問に 答えて ゆきたい と 思う。 

詩篇 作者 はこ う 言って いる。 「人 は 

何者な ので， これ をみ 心に とめられ 
るので すか， 人の子 は 何者な ので， 
これ を 顧みられ るので すか。 ただ 少 
しく 人 を 神よ り も 低く 造って， 栄え 
と誉と をこう むらせ •••••• ました。」 

(詩篇 8  ：  4  ,  5) 
そして 次の 聖句 は， 主が ヨブに 尋 
ねた 質問で ある。 「わたしが 地の 基 を 
すえた 時， どこに いた 力、。 もし あな 
たが 知っているなら 言え。 かの 
時には 明けの 星 は 相 共に 歌い， 神の 
子た ち はみ な 喜び 呼ば わった。」 （ョ 
ブ 38  ：  4  -  7  ) 

聖典から 引用した この ふたつの 質 
問 を も つ と 簡単な 言葉で 言い かえて 
みよ う 。 予言者た ち は ひと りひと り 
にこう 尋ねて いる。 「あなた は どこか 
ら 来たの 力 >。 なぜ ここにい るの カリ 

と C 

有名な 心理学者の マク ド ガル はこ 
う 言った。 「道徳の 刷新 を 助ける うえ 
で 最初に しなければ ならない こと は， 
可能な ことなら， 人の 自尊心 を 回復 
する ことで ある。」 また， イギリス 人 
の老 職工が 捧げた 祈 り が 思い出され 
る。 「神よ， 私が 自分に 高い 評価 を 持 
てるよう， 助け をお 与え 下さい。」 こ 
れは あらゆる 人間の 祈りで も ある。 
それ は 異常に 発達して 高慢 やうぬ ぼ 
れ やごう まんに 変わる よ うな 自尊心 
ではなく， 「自分自身の 価値に 対する 
信頼， 神の 価值と 人の 価値に 対する 
信頼」 と 定義で きる 正しい 意味での 
自尊心で ある。 


では ここで， 今までの ふたつの 質 
問の 答えに ついて 考えて みょう。 そ 
れは， 混沌と した 世の中で まだ 自分 
の 真の 価値 を 認識す るに 至ってい な 
い 人々， 道 を 迷う 人々 の 心に 意識の 
火 をと も して くれる に違いない。 限 
られた 時間の 中で， 私の 声が この ひ 
どく 荒廃した 世界に ぜひと も 届く よ 
う に 願って いる。 

使徒 バウ 口 はこう 記して いる。 「そ 
の 上， 肉親の 父 はわた したち を 訓練 
する のに， なお 彼 をう やまう とすれ 
ば， なおさら， わたしたち は， たま 
しい （霊） の 父に 服従して， 真に 生 
きるべき ではない か。」 （へ ブル 12: 
9  ) 

この 聖句 は， 父親 を 持って この 地 
上に 住む 者に はみ な， 同じように 霊 
の 父が おられる と 教えて いる。 モー 
セ にしても ァロ ン にしても そうで あ 
る。 彼ら は ひれ 伏して こ う 叫んだ。 
「神よ， すべての 肉なる 者の 命 
(霊） の 神よ， この ひとりの 人力；， 
罪 を 犯した からといって， あなた は 
全会衆に 対して 怒られる のです 
か。」 （民 数 16  ：  22) 

彼らが 主に 向かって どのよ う に 叫 
ん だかに 注意して いただきたい。 「す 
ベての 肉なる 者 （全人 類） の 霊の 神 
(父），」 と 呼んだ ので ある。 

アブラハム を 通じて 与えられた 啓 
示から， この 霊が どのような もので 
あるか をう かがい 知る ことができる。 

「さて， 主 はわれ ァ ブラ'、 ムに， こ 
の 世に 先 だち て 組織され たる 英智 た 
ち を 見せた まいたり き。 而 して， こ 
れら すべての ものの 中には， 高貴に 

して 偉大なる もの 多く ありたり。 

神， これらの 霊 を 善しと 見た まい， 
これらの 霊の 中に 立ちて 言いた まえ 
り， これらの 者 を わが 統治者と なさ 
ん。 神， 霊な り しこれら の 者の 中に 
立ちて これ を 善しと 見た まい たれば 
なり。 而 して， 神 われに 言いた まい 
ける は， アブラハムよ， 汝は これら 
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の 者の 一人な り。 汝は 生れざる 前に 

選ばれた り， と。」 （アブラハム 3  ： 
22,  23) 

ここで は， 前世 で 忠実 だ つた 人々 
は， さらにつ け 加えられて， 第二の 
位で ある この 現世で 肉体 を 得， その 
上 啓示に よって 教えられる 通り 神の 
戒め を 守るならば， 「とこしえに 栄光 
を その 頭に 附け 加えられん」 （ァ ブラ 
ハム3  :26) と 主が 約束して おられ 
る。 

こ の聖 句に は 幾つかの 大事な 真理 
が 語られて いる。 第一に は， 霊と は 
何かとい う ことが 私たちの 肉体と 関 
連 づけて 定義して ある。 霊 は 前世で 
どのような 姿 かたち をして いたの だ 
ろう 力、 （むろん， 霊 を 体から 分離し 
て 見る こ と がで きれば の 話で ある 
が。） 末日の 予言者 は， 霊感 を 受けて 
次の よ う に 答えて いる。 

「-  —  霊界の もの はこの 世の ものの 
象に して， この 世の もの は 霊界の も 
のの 象 なれば なり。 すなわち， 人間 
の 霊 は 人の 身体の 象に して， また 神 
の 造 りたまい しあら ゆる 獣お よび そ 
の 他の 生物の 霊 も 皆 か く の 如 き を 誌 
せし なり。」 （教義と 聖 約77:  2) 

前述の 聖 句から 知る ことので きる 
第二の 真理 は， かって は 霊で 今 は 肉 
体 を 持つ あなたが たや 私が， 第一の 
試し を 無事 通過して， この 地上に 肉 
体 をと つて 生まれる 特権 を 授けられ 
た 者 たちだと いう ことで ある。 もし 
その 試し をく ぐり 抜けられなかった 
ならば， 現在 肉体 を 得て 地上に いは 
しないで あろうし， それ どころ かそ 
の 特権 を 拒まれて， 前世で 創造され 
た 霊の 三分の 一， 肉体 を 授かる 特権 
を 取り あげられた あの 三分の 一の 霊 
と共に， のちに 知られる ようになつ 
たかの ルシフ 1 ル， サタンに 従って 
いた ことであろう。 その 三分の 一の 
霊 は 現在 私たち と共にいて， 霊の 存 
在ながら， 従う 人々 を 命 を 下さった 
父なる 神の も とへ 帰す という 栄え あ 


る 救いの 計画 を くつがえそうと なお 

も ねらって いる。 

そ こ で 旧約聖書の 予言者た ち は ， 
畏敬 を こめて 死 を 語った。 「ちり （人 
の 肉体） は， もとの ように 土に 帰り, 
霊 はこれ を 授けた 神に 帰る。」 （伝道 
12：  7) 

いた ことのない 場所に 帰る はずの 
ない こと は 当然で ある。 死 も 誕生と 
同様に， 救い主が 弟子た ちに 祈れと 
教えられた 「天に います われらの 
父」 のみ もとに 帰る ための 奇跡の」 
過程に すぎない というの である。 

前述の 聖句 （アブラハム 3  ：  22- 
23) の 中には， まだ ほかの 真理が は 
つきり と 述べられ ている。 それ はァ 
ブラ ハムと 同じよう に 大勢の 人が， 
生まれる 前から 選ばれて いたと いう 
ことで ある。 そのこと を， 主 はモ一 
セ にも エレ； ャ にも 語って おられる C 
この 教え は， 末日の 予言者 ジ ヨセフ. 
ス ミ ス によって いっそう 明確な もの 
となった。 彼 はこう 述べて いる。 「私 
は， 神の 王国に おいて 重要な 働き を 
なすよう 召されて いる 人 はみ な， こ 
の 世に 先だって その 職に 召され， 予 
任されて いた ものと 信じて いる。」 ま 
たさら にこう 語った。 「私 は， 召され 
ている 仕事に 自分が あらかじめ 予任 
されて いたと 信じて いる。」 ( Docu- 
mentary History  of  the  Church  「教 
会 歴史 記録」 第 6 巻， P.  364 参照） 

だが， 同時に 警告 も ある。 聖 句に 
「予 任」 と言われる 召しが ある 一方 
で， 「見よ， 召さる る 者 は 多 けれども 
選ばる る 者 は 少し。 …… 」 （教義と 聖 
約 121: 34) という ffi' 感の 言葉 も ある 
ので ある。 

それ はつ まり， 私たち はこの 世で 
自由意志 を 持って いるが， この 世に 
先だって， 現世に 備えて 自分で なし 
た 準備 以上の 大 いなる 召しに 予 任さ 

れた 人が 大勢い ると いう ことで ある。 
彼ら は 高貴に して 偉大なる 霊の 中に 
数えられ， 御 父 は その 中から 指導者 


を 選ぶ と言われ たの だが， その 彼ら 
でさえ， この 現世で 召し を 全うで き 
ないか もしれ ない。 そこで 主が こう 
問うて おられる。 「• …-' 選ばる る こと 
なき は， これ そもそも f 可の 故 ぞ。」 
(教義と 聖約 121 ： 34) 

答え はふた つ ある。 第一 は 「人々 
の心甚 しく この 世に 属 ける ものの 上 
に」 あるた め， 第二 は 「唯々 人間の 
誉を 得る こ と をのみ」 望む ためで あ 
る。 （教義と 聖約 121 ： 35) 

では ここで， これまで 読んだ こと 
のまと めと して， もう 一度 あなたが 
たに 尋ねて みたい。 「あなた はいった 
い 何者な のか。」 あなたが たはみ な， 
神の 息子， 娘で ある。 あなたがたの 
霊 は 創世の 前 か ら 組織 された 英智 と 
して 創造され， 生活して いた。 前世 
で 戒めに 従順であった ため， 肉体 を 
授かる という 祝福 を 得た ので ある。 
こうして， あなたが たは 地上に 来る 
前の 生活の 報いと して， 使徒 バウ 口 
が アテネの 群衆に 教えた 通り， また 
主が モー セに 啓示され た 通り， 創世 
以前の 忠実 さに 応じて， 歴史の この 
時期に 現在 住んで いる 国の 現在の 家 
族の 中に 生 を 受けた ので ある。 

ここで， 使徒 バウ 口が 石 や 真ち ゆ 
う や 木の 像 を 知らずに 拝んで いる 人 
々に 向かって 説いた， 「知られない 
神」 についての 力強い 説教の a 葉 を 
聞いて いただきたい。 そこ を 引用し 
てみ よ う 。 

「この 世界と， その 中に ある 万物と 
を 造った 神 は， 天地の 主で あるの だ 
から， 手で 造った? などに はお 住み 
にならない。 

また， ひと りの 人から， あらゆる 
民族 を 造り 出して， 地の 全面に 住ま 
わせ （この 点に 注目して いただきた 
い)， それぞれに 時代 を 区分し， 国土 
の 境界 を 定めて 下さった ので ある。 

こうして， 人々 が 熱心に 追い求め 
て 捜し さえ すれば， 神 を 見い出せる 
ようにして 下さった。 事実， 神 はわ 
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れ われひと りび と りから 遠く離れて 
おいでにな るので はない。」 （使徒 

17:  24,  26-27) 

次に あ げ る 申命記 中の 聖句 は 主が 
モー セに 語られた 言葉 だ 力;'， 私たち 
の 理解の 目 を さ らに 開いて くれる。 

「いと 高き 者 は 人の子ら を 分け， 諸 
国民に その 嗣業を 与えられ たと き， 
イスラエルの 子ら の 数に 照して， も 
ろ もろの 民の 境 を 定められた。」 （申 
P 口  32  •  8  ) 

この 言葉が ィ ス ラエルの 民に 告げ 
られ たの は， 民が 嗣 業の 地で ある 
「約束の 地」 に 到着す る 以前で あつ 
たこと を 心に 留めて いただきたい。 

そして 次の 聖句 である。 「主の 分 は 
その 民であって， ヤコ ブは その 定め 
ら れた嗣 業で ある。」 （申 命 32:  9) 

これで， のちに イスラエルと 呼ば 
れる ヤコ ブの 血統の 者 とや はりの ち 
にィ ス ラエル 民族と なる ヤコ ブの子 
孫た ち は， 地上に 生 を 受けた 人々 の 
中で も 最も 傑出した 血統に 生まれた 
人々 である こと 力； はっきり する であ 
ろ う 。 

こ う した 報い はみ な， おそ らく は 
創世 以前に 約束され， 予 任されて い 
たので あろ う と 思う。 も ち ろん， こ 
のよう な 事柄 は， 私たちが！^ であつ 
た 前世で どのよ う に 生活した かによ 
つて 決められた ことに 違いない。 こ 
のよう な 推測 に 疑問 を 抱く 人が いる 
かも しれない が， そういう 人 も， 私 
たちが 世 を 去って 裁き を 受ける と き 
に はこの 地上での 行ないに よ つてす 
ベての 人が 裁かれる という 教え を， 
疑いな く 認める ことであろう。 それ 
ならば， 今 地上で 受けて いるものが, 
前世での 所業に 応じてめ いめいに 与 
えられた ものであると 信じる のが 道 
理 ではない だろ う か。 

ここで， 聖典から も う ひとつ 大事 
な 教えが ある。 私たち はみ な， 自由 
意志 を 持つ という ことで ある。 こう 
いうと， 思いのままに 何でもす る自 


由が あると いう ふう に 曲論す る 人が 
いよう 力;， それ は 予言者た ちが 聖典 
の 中で 述べた 自由意志の 説明と まつ 
たく 異なる。 聖句を 引用して みょう。 

「それで あるから， 人 はみ な 現世に 
於て 自由で あり， およそ 人間の ため 
になる もの は 何でも 与えられる。 そ 
して 万人に 為した もう メ シャ の大ぃ 
なる 賢い 仲裁に よって 自由と 永遠の 
生命と を 選ぶ か， または 悪魔 は 万人 
が 自分の よ う に みじめになる こと を 
求めて いるから， その 束縛と 力と に 
由って 定まる 束縛と 死と を 選ぶ 力つ 
これ は 全く 人間の 自由で ある。」 (11 
ニーフ アイ 2  ：  27) 

使徒 バウ a は， 人の 体の 神聖 さ を 
次の よ うな 言葉で 述べた。 「あなたが 
たは 神の 宫 であって， 神の 御霊が 自 
分のう ちに 宿って いる こと を 知らな 
いの か。 も し 人が， 神の 宮を 破壊す 
るなら， 神 は その 人 を 滅ぼす であろ 
う。 なぜなら， 神の 宮は聖 なる もの 
であり， そして， あなたが たは その 
宮 なの だからで ある。」 （I コ リン 卜 
3  ： 16, 17) 

そして さらに パゥロ は， バプ テス 
マ を 受け た 教会員に 聖霊 という 特別 
な 賜物が 授かって いると 語り， 次の 
ように 教えた。 「あなたが たは 知らな 
いの か。 自分のから だは， 神から 受 
けて 自分の 内に 宿って いる 聖霊の 宮 
であって， あなたが たは， もはや 自 
分 自身の もので はない ので ある。 … 
…それ だから， 自分の からだ を もつ 
て， 神の 栄光 を あらわしなさい。」 

( I コ リント 6  ： 19,  20) 

この 言葉の 意味 を 考える と， あの 
高名な 心理学者 マク ド ガルの 言葉の 
意義が 悟られる。 も う 一度 引用し よ 
う 。 「道徳の 刷新 を 助ける う えで 最初 
にしなければ ならない こと は， 可能 
な ことなら， 人の 自尊心 を 回復す る 
ことで ある。」 人の 自尊心 を 回復す る 
に は， 「自分 は 何者な の 力つ の 質問の 
答え を 十分 理解す るよう に 助ける 以 


上の 方法が ある だろ う か。 

行動 や 外観 や 話 し 振 り や 品位の な 
さで， 自尊心 を 失って いると わかる 
人 をと きおり 目に する が， その 姿 は 
サタン に 勝利 を 許した 人の 悲惨な 有 
様な ので ある。 主 は， サタン 力； 「… 
…人 を 欺き だまし， …… 欲する まま 
に虜 となすな り」 （モー セ 1 ： 1—4 
参照） と言われた。 これが， モー セ 
に 語った 主の み 言葉 通り， 「わが 声に 
聴き 従わぬ すべての 者」 （モー セ 4  ： 
4  ) の 末路で ある。 

私 は 何年 か 前に， 自殺した 学生た 
ちに ついての 数人の 牧師に よ る 調査 
報告 を 読んだ ことがある。 徹底 調査 
の 末， 結論が はつ きりこう 出されて 
いた。 「自分で 命 を 断った 学生た ちの 
考え方に は 信念と いう ものが 欠けて 
いたた め， 人生の 重大 危機に 直面す 
ると 依るべき ものが なく， 臆病者の 
道に 逃避した ので ある。」 

そのような 状態 は， 主が 山上の 垂 
訓の 結びに 言われた あのた と え 話の 
状況 そのまま である。 

「また， わたしの これらの 言葉 を 聞 
いても 行わない 者 を， 砂の 上に 自分 
の 家 を 建てた 愚かな 人に 比べる こ と 
がで きょう。 

雨が 降り， 洪水が 押し寄せ， 風が 
吹いて その 家に 打ちつ ける と， 倒れ 
てし まう。 そして その 倒れ 方 は ひど 
いので ある。」 （マ タイ 7  ：  26,  27) 

主 は 救いの 計画に おける 永遠の 目 
的 を， 次のように モー セに 告げられ 
た。 「見よ， これ わが 業に して わが 栄 
光， すなわち 人に 不死 不滅と 永遠の 
生命と を もたらす なり。」 （モー セ 1 
： 39) 

この 永遠の 計画の 最初の 目標 は， 
私たち ひとり ひと りが 地上に 来て 肉 
体 を 得る ことで あり， それから 死と 
復活と を 経た のち， 霊と 復活 体 は 結 
合して その後 は 死 を 味わう ことが な 
い。 これ は， バウ 口が 次のように 述 
ベた 通り， 万人に 無条件で 与えられ 
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る 賜物で ある。 「アダムに あってす ベ 
ての 人が 死んで いるのと 同じよ う に, 
キリス 卜 にあって すべての 人が 生か 

される ので ある。」 （I コ リント 15  ： 
22) 

不治の病で 死んで ゆ く 人 や 子に 先 
立 たれた 母親に とって この 聖 句が ど 
んな 意味 を 持つ のかと いう こ と は， 
私が 数年 前 あ る 病院に 見舞 つた 若い 
母親の 言葉が 教えて くれる。 彼女 は 
このように 言った。 「私 はこの 聖 句に 
ついて 長い間 考えて きました。 そし 
て 今 死のう が 70 歳， 80 歳， 90 歳まで 
生きよ う 力;， たいして 違い はない と 
思うよう になった の です。 私が 永遠 
の 喜び を 受けられ るよ うな 仕事に 精 
いっぱい 働け る 場所へ 早く 行ける も 
のなら， かえって その ほうが 心配し 
て 下さる 人た ちに とっても 喜ばしい 
ことです。」 その 母親 は， 自分が 神の 
み も とに 行って 永遠の 生命 を 受ける 
に ふさわしい 生活 をして きたと 考え 
て， 心に 慰め を 得た ので ある。 

この 地上で 私たち 一人一人に 与え 
ら れ た 貴重な 時間 を 刻一刻 有効に 使 
うことの 大切 さ を， 私 は 自分の 家庭 
に 起きた 出来事から 身にしみて 教え 
られ た。 若い 母親が 亜麻色の髪 をし 
た 6 歳の かわいら しい 娘 を 私たち 袓 
父母の もとへ 連れて来て， プライ マ 
リ 一で 習った ばかりの 美しい 子供の 
歌 を 聞いて ほしいと いうので ある。 
母親が 伴奏 をして， 子供が 歌い 出し 
た。 

「神の 子です わたし や あなた 
いろんな お恵み 感謝し ます 

神の 子です わたし や あなた 
みことば 正しく わかる ように 

神の 子です わたし や あなた 


みこ ころ 行ない また 天に 住む 

わたし を 助けて 導いて 
いっかみ もとへ 行ける ように」 
(子供の 歌 B  —  76) 

袓 父母 は 歌 を 聞きながら 涙 を 流し 
ていた。 このと き は 何も 知らな かつ 
たの だが， やがて まだ 若い その 母親 
は， 無常の 人生 を 歩んで ゆく 子供の 
「わたし を 助けて 導いて」 という 祈 
り に 答えて やる 責任 を 人に ゆだねて， 
自分 は 天の 家に 帰る ための 道 を 子供 
に 十分 教える 機会 もな く， 死の 訪れ 
を 受けた ので ある。 

も し 私たちが 天父なる 神との 神聖 
な 関係 や 救い主で 私たちの 長兄で あ 
る イエス. キリス 卜と の 関係 や 私た 

ち お 互 いの 間の 関係 をし つかり 感じ 
ていたならば， 大きな 違いが 生まれ 
る ことであろう。 

病院で 会った あのす ばら しい 姉妹 
にもたら された 荘厳と もい える 心の 
平安と は 対照的に， 死が 近づいても 
その 大きな 慰め を 得る こ とので きな 
い 人々 の 恐ろしい 状態 を， 主 は 簡潔 
にこう 述べて おられる。 「また， われ 
にあらず して 死ぬ る 者は禍 なる かな。 
そ は， 死 は 彼らに とりて 苦ければ な 
り。」 （教義と 聖約 42  ：  47) 

次の よ う に 言った のはジ ョー ジ' 
バーナー ド • シ ョ 一で ある。 「もしも 
私たら が， みんな 同じ ひとりの 父親 
の 子な の だと 認識したなら， 今の よ 
う にお 互い をのの しる こ と はな く な 
る だろ う 。」 

私 はこの 説教 を 終える にあたって， 
あなたが たおよ び このよ う な 勧告 を 
初めて 聞いた 人々 に 自分が 何者で， 
いったい どこから 来たの かにつ いて 
何 かしら 真剣な 気持 を 感じて いただ 
いたと 信じ， また， これ 以後 は 自尊 


心 を 高く 持ち， 天来の 霊が 住む 神の 
宮 である 自分の 肉体 を 大切に しょ う 
という 決意が 胸に 生まれた ものと 信 
じている。 あなたがたに 勧める こと 
は， プライマリーで 教える 歌の よう 
に， 「神の 子です。 わたし や あなた」 
と 常々 胸に 言い聞かせて， 自分が 何 
者で あるか を はつ き り 自覚しつつ， 
よ り 幸せな 実りの 多い 生活 を 保証す 
る それらの 理想に 近づいた 生活 を始 
める ことで ある。 

神よ， 願わく ばき ようこ こに 集う 
一人一人が そのよう に 生きて， すべ 
て 私たちが 尋常の 私たちで はな く  ， 
神の み も とから 来る 神聖な もの を 見 
つめる こ とがで き るよう に。 人の 行 
くべき 道 を 見失った 人々 の 行末 を考 
える とき， 私 は 彼らが 力 を 受け， 決 
心 をして， 永遠の 生命の 目標に 向か 
つ て 一歩一歩 着実 に 登って くれる よ 
うに， また 私自身 も 私に できる 限り 
の 模範と 言葉 を 尽く して 自分の 務め 
を 果たした いと 心から 祈って いる。 

私 はこ こに 再び， 悲しむ マルタに 
主が 告げられた あの 深いみ 言葉が 真 
実で ある こと を， つつしんで 証す る。 
「わたし はよ みがえ りで あり， 命で 
ある。 わたし を 信じる 者 は， たとい 
死んでも 生きる。」 （ヨハネ 11 ： 25) 

私 もまた， みたまの 導きの ままに 
心の奥底から 証 を 述べた マルタ と 同 
じ 気持で， こう 言える こと を 神に 感 
謝する。 

「主よ， 信じます。 （私 も） あなた 
が この 世に 来られた キ リスト， 神の 
御子で ある と 信じて お り ます。」 

世の 救い主なる キリスト， 主 イエ 
ス のみ 名に よ り， アーメン。 
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価値 ある 思い 


十二使徒 評議員 会 会員 


ボ イド •  K  •  ノ、 っン 力一 


リ 一大 管長 は 先 回の 4 月 大会の 最 
後に， 霊感に 満ちた 説教に はこれ ま 
た 霊感 あふれる 美しい 音楽が つき も 
のの こと を 教会 幹部と しての 32 年間 
に 知った， と 話された。 今朝， 私 は 
聖歌隊の 美しい 合唱に 心 を 励まされ 
たこ と を 感謝して いる。 

アジ ソン はこの よ う に 言った。 「音 
楽 は， 人間の 道徳 感情 や 宗教 感情 を 
害する ことなく 熱中で きる 唯一の 感 
覚的 喜悦で ある。」 

彼の 時代 はそう であった と しても， 
現代で はしかし 違う。 かって は 無害 
であった 音楽が， 今 は 悪意 ある 目的 
のためにし ば し ば 使われて いる 。 

ここ 数 世紀 間， それ 自体 は 無害な 
音楽に 実に 劣悪な 歌詞が つけられて 
いるの は 知られる とおりで ある。 良 
くあって しかるべき 音楽に 良くない 
歌詞が つけられて 人々 を 迷わせて い 
る。 

先頃 大 管長 会が 次の よ う な 忠告 を 
再度 繰り返した。 

「音楽に よ り 自己 を 表現す る 能力 は， 
繊細 さと 力強 さに おいて 言語の 域 を 
越える ものである。 音楽 は 人 を 高め， 
鼓舞す る 一方， 人 を 堕落 させ， 破滅 
に 導く こと も ある。 従って， 私たち 
末日 聖徒 は， 自分 を 取り まく， 音楽 
を 選択す る 際に は， いつも 福音の 原 


則 を 適用し， みたまの 導き を 求める 
ことが 大切で ある。」 

現代 は 音楽 その も のが 腐敗 してき 
た。 テンポで， ビートで， 音の 強さ 
で， 人の 霊的 感受性が 音楽に よって 
鈍ら される ことがある。 

極端な 現代 音楽に よ る 生理的 影響 
を 調べた 調査 も， 最も 肝心な こと を 
ひとつ 見逃して いる。 

教会の 若者 は， 穏やかな 気持に す 
る どころ か 心 を かき 乱して 興奮 させ 
るた めの けたたまし く せわしない 音 
楽に さらされ ている。 その 傾向が 本 
来 無害で 教会の 若者に も 喜ばれる さ 
わ やかな 音楽 やま じめ な 音楽に も 広 
がって いる こ とに 問題が あるので あ 
る。 

現代 キ リ ス ト教 教会に おける 背教 
の ひとつの しるし は， 聖職者た ちが 
自 ら 進んで 最も 神聖で ある はずの 宗 
教的 会合に 麻酔の た ぐいの ハー ド 0 
ッ ク 音楽 を 迎え入れる ことで ある。 
このよう な 音楽に 良い 点 は ほとんど 
ない， 神の みたま を しりぞける もの 
である。 

気の毒な ことに， その 愚かし さが 
も と もとの 目的の 達成 を 邪魔して い 
る。 若者た ち は 期待 通 り に 漁 られる 
ことなく， かえって いわゆる 自分た 
ちの 教会 を 作り出し， 日常生活に 飽 


き 足らない 何 か を そこに 模索して い 
る。 

私た ち 教会の 指導者が 教会 活動で 
使用す る 音楽の 種類 を 制限して いる 
こ と に， 批判的な 人々 がいる。 

「若い 人た ち を 失う ことにな つても 
いいので すか」 と 彼ら は 聞く  。 

私 は そのよ うな 批評 者た ちに 申し 
上げたい。 台に 乗せて 人が 満足す る 
と ころまで 運んで 行って やる よ う に 
教会 を ずるずる 動かして 行く こと は, 
指導者と して 召された 者の 仕事で は 
ない。 

J  • ルーベン • ク ラー ク副 管長 は 
こう 言った。 

「私 たち は， もし 私たち が 提供 し な 
く て も 若人 は どのみ ちほ かへ 行って 
それ を 得る， といった 理屈で 不健全 
な 娛楽を 容認す る こと は 自分た ちの 
責任に おいてで きない。 私たちが 与 
えて やらなければ 若人 は 賭博場へ ギ 
ャ ン ブルに 行く という 理屈 をつ けて, 
教会の レクリェーション ホールに ギ 
ャ ン ブル 目的の ル 一 レツ トテー ブル 
を 置くな ど はとても できない ことで 
ある。 教会の 若人 は， そのよう にし 
て は 決して 本当につ かむ こと はで き 
ない。 私たちの 仕事 は， 家庭が 若者 
たちの 心に よ り 良い 標準 を 植える よ 
う に 手伝う ことで ある。」 
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従って， 教会の 両親た ち は， 子供 
が 家に 持ち帰る 書籍 や 雑誌， 購入す 
る テープ や レコード に 関心 を 示 して 
いただき たいと 思う。 ポルノ 雑誌 は 
決して 家に 置かせない 一方で 音楽に 
かかる お金 は 考え もせずに 与えて い 
る 親 は 多い が， その 悪影響 も 決して 
ポルノ に 劣り はしない。 

つい 先日， 音楽に 低俗な どと いう 
もの はない。 音楽 は それ 自体 無害で 
純粋な もの だと 言う 人が いた。 

も しそれ が 本当なら ば， 次の よう 
な 状況 を どう 解釈す るの だろう 力 >。 
地域の 指導者が 広々 として 明るい 美 
しい 建物 を 提供し， 上品な 服装 をし 

て 身 だし なみが 整 つ た 礼儀 正 し 、若 
者た ち を 招いた。 それが， けたた ま 
しい ハー ドミ ユー ジッ クの 音色が 響 
いたと たんに， 神の みたま を 寄せつ 
けない 雰囲気が 室内に 充満した。 

教会の 若人 は， 概して 現代 風の 身 
づく ろい や 服装 を 分別よ く 上手に 取 
り 入れて いる。 教会の 青年 男女 は 慎 
しみ ある 上品な 服装 をしながら， 流 
行 遅れ やまる で 異質な ス タイ ル にも 
ならずに いられる と 思う。 

私た ち は 若人の 組織 や 教会 学校な 
どの 場で 身な り や 身 だしな みの 標準 
について つとめて 語って きて， それ 
が 功 を 奏して いる。 

しかし それに 比べて， 教会の 若者 
たちの 熱中す る 音楽に は 注意 や 忠告 
がいかに も 不充分で あつたと 思う。 

「熱中」 と はよ くいった 言葉で ある。 
ハード ミュージックの たぐい を 避 け 
れば， 教会の 若人 も いっしょ になつ 
て 楽しめる 現代 音楽 は 数多い。 

この こと について 若者に 助言す る。 
親 や 教会 指導者 は， よくよく 賢明に 
行動し なければ ならない こと を， じ 
き 悟る はずで ある。 

幼児が とがった 危険物 を 手に した 
とき， 思慮の ない 親 は 危険 を 恐れて 
それ を ひったくろう とする。 すると 
子供 は 本能 的に なおしつ かり 握り し 


め， けが をして しまう かもしれ ない。 
賢い 親なら， 子供が 喜んで 放して く 
れ るよう に， 子供の 興味 を 引く 安全 
な 品物 と 交換す る はずで あ る 。 

若者 や 若者た ちの 音楽の ことで 問 
題が あるとき， これ を 心に とめて い 
て ほしい。 事 を 変える に は 時間が い 
るで あろうし， 霊感 も 必要であろう。 

教会 は 教会の 若者た ち を 心から 信 
頼して いる。 特に ここ 1,2 年， 若者た 
ちの 望みが 教会の 活動に いっそうの 
影響力 を 持つ という 状勢に なって き 
ている ので ある。 

そのため， あなたがた 教会の 若者 
たちに 大きな 責任が 課せられ ている。 
活動で 用いる 音楽に はよ く 気をつけ 
なさい。 

かとい つて， 私たちが あなたがた 
を 信頼して いないの ではない が， 世 
間 や 世間の 極端な 音楽と この 教会と 
を 分ける 溝 は， 今， かってない ほど 
に 深い。 そして 道の 真ん中に は， 数 
年 前と はまった く 違う 谷が 走って い 
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若い 指導者た ちょ， 忘れて はなら 
ない。 主 は あなたがたの 主で あり， 
教会 は 私たちの ものである と 同時に 
あなたがたの 教会で ある。 

私が お勧めした いのは， 家に ある 
レコード アルバム を 総 点検して， い 
わ ゆる ニュー モラル， 薬物， ハー ド 
ロック に 関係した レコード を 破棄す 
る ことで ある。 このような 音楽 は 霊 
の 進歩に と つて 若者に はふ さわし く 
ない。 

あなたの レコード コレクション を 
見直して は ど う だろ うか。 良く ない 
もの は 除いて， 良い もの だけにし な 
さい。 自分の 心 を 使って 熱中す る も 
の， 自分の 作り出す もの を 上手に 選 
択 しなさい。 それが あなたの 一部と 
なる ので ある。 

自分に 音楽の 才能が あったら， 良 
い 音楽 を 巾 広く 開拓しなさい。 

心 を 高める すばらしい 音楽， 聞い 


てた めになる 音楽 はたく さん ある。 
教会員 は あらゆる 種類の 良い 音楽の 
中に 身 を 置くべき である。 

両親 は 家庭内で 良い 音楽 を 大事に 
し， 子供に 霊感の 讃美歌 を 学ばせよ 
う という 望み を 育てる ことで ある。 

小さい 子供の いる 家族に とって， 
音楽の レッスンに ちょ う ど 良い とい 
う 年頃 は， ほかに も さまざまな 出費 
が あるとき に 重なるよ うで もあろう。 
しかし， 両親 は 子供の 生活に 音楽 教 
育 を 含めて いただき たいと 思う。 

アンドリュー， ォ リーブの キン ボ 
ール 夫妻 はどうい う 方法で かそれ を 
して， ス ペンザ 一' キン ボール は 楽 
器の 演奏 を 覚えた。 サ ミ ユエル， ノレ 
ィ 一 ザの リ 一夫 妻 も そのよ う にして， 
ハロル ド • リ 一は 楽器 を 学んだ。 現 
在， 教会 指導者が 神殿の 上の 部屋で 
聖 なる 集会に つどう とき， 私たち は 
いつも 讃美歌 を 歌う。 オルガン 奏者 

はス ペン サー • W • キン ボール 長老 
ゃハ 口 ルド . B  • リ 一大 管長で ある。 

子供 や 若者に 楽器 演奏 を 教え， 形 
成 期に 礼拝 音楽 を 含めて 良い 音楽に 
なじませる 音楽 教師 はいかに す ばら 
しい こと 力、 そういう 音楽 を 生活の 
一部に する の は 大きな 祝福で ある。 

主 はこう 言われた。 「すべて 心の 歌 
は， われの 悦びな り。 然り， 義 しき 
者の 歌 はわれに 対する 祈り なり。 彼 
らの 頭に 祝福 を 与えて その 応えと な 
さん。」 （教義と 聖約 25  ： 12) 

私 は 楽器の 心得がない が， そのよ 
う な 音楽が 生活に なぜ 大切な のかに 
ついて， 若い 人た ちに お話した いと 
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どの 年代に とっても 一番の 課題で 
あると 思う の だ 力；， 特に 若い 人た ち 
にと つて， この 人生で 出会う 最もむ 
ず かしい 事柄 は 自分の 心の コン ト 口 
ールを 学ぶ ことで ある。 「人となり は 
その 心 に 思 うその ままで あるから 
だ。」 （箴 323  ：  7  ) 思い を 制する こ 
とので きる 人 は 己れ に 勝つ 人で ある。 
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私が 10 歳 位の 頃， 家 は 果樹園に 囲 

まれて いた。 いつも 木々 に 水が たり 
ない 感じで， 春に なって 溝 を 堀って 
も 堀った そばから 雑草が 繁茂して い 
た。 ある 日， 私 は 水 を 引く 番 になつ 
て， 困り はてた。 

雑草に ふさがれた 溝に 水 を 流す と， 
あちこちに 水が 流れ出す ので ある。 
私 は 泥土に 水路 を 作って 堤防 を こ し 
ら えようと したが， 1 力 所が 崩れて 
直す とまた 1 力 所が 崩れる といった 
調子であった。 

そこへ 隣人が 通りかかり， ちょつ 
と 見た だ け です ぐ に シャベル を さつ 
さと 動かして 溝の 底 を さらい， 水が 
流れる よ うに 道 をつ けた。 

「水 を まっすぐに 流した かったら， 
行く先 を 作 るんだ よ」 と 彼 は 言った。 

私 は， 思い も ちょう ど 水の よ う に， 
行く先 を 作れば 外に もれ 出る ことが 
ない と 思う。 そうでなければ， 思い 
はいつ も 低 L  、標準 へ と 一番 抵抗 の少 
ない 道 をた どって しまう。 

私 は 子供 時代に， それ こそ 百回以 
上 も 心 をコン 卜 ロールしなさい と 言 
われて きた。 しかし だれも， このよ 
うにして コン 卜 ロールしなさい と教 
えて は く れ なかった。 

私 は あなたがた 若人に， 思い をコ 
ン ト ロールす る ひとつの 方法 をお 話 
したいが， それ は 音楽と 関係が ある。 

心 は 舞台の よ う な ものである。 眠 
つてい ると き 以外 は 常に カーテンが 
上って いる。 舞台の 上で は 絶えず 芝 
居が 上演され ている。 あるとき は 喜 
劇， あると き は 悲劇， おも しろ かつ 
たり 退屈 だつ た り ， 良い 劇だった り 
良くな (■ 、劇 だ つたり， 心の 舞台 で は 
何 かの 劇が いつも 演じ られ ている。 

あなた はわ かってい る だろ う か。 
た 、がいの 劇の 最中 に 自 分で は 意識 
がない のに， 舞台の 片 袖から うしろ 
暗い 小さな 思いが しのび 出て 来て， 
あなたの 注意 を 引く ので ある。 その 
罪な 思い は みんな を 食って 視線 を ひ 


とり 占めしょう とする。 

あなたが その ひと り 舞台 を 許すな 
ら， 有徳の 思い はみ な 舞台 を 下りて 
ゆ く であろ う 。 残る の は あなたで あ 
る。 不義の 思いに 承諾 を 与えた の は 
あなた だからで ある。 

屈して しまえば， その 思い は あな 
たの 心の 舞台で あなたが 許す 限 り の 
こと を 演じる。 悲痛 を テーマに， 嫉 
拓を テーマに， あるいは 憎悪 をテー 
マに。 主題 は 俗悪 かも しれない。 不 
道徳で あったり， 堕落 そのもの であ 
つたり する かも しれない。 

あなたが 招じ入れて それら に 舞台 
を まかせるならば， 知恵 をし ぼった 
最高の 戦術 で あなたの 注意 を 引こう 
とする であろう。 好感の 持てる おも 
しろいもの にして， それ は 無害 だ， 
たかが 考えで しかない と 思い込ませ 
る こと もあろう。 

あなたの 心が だいたい きれいに 見 
える 灰色 だったり， 疑う 余地の ない 
真っ黒だった りする 不潔な 考えに 占 
拠され る そのような ときに， いった 
いどう すれば よいの だろう 力、 

思い を コントロール できれば， た 
と え 下劣な 習慣 といえ ども 習慣 を克 
服す る ことができる。 習慣 を 従わせ 
る ことができれば， 幸せな 生活が で 
きる。 

あなたがたに お教えし たいの はこ 
のこと である。 教会の 聖 なる 音楽の 
中から， 好きな 讃美歌 を 1 曲 選びな 
さい。 心 を 高めて くれる 歌詞と 敬虔 
な 音楽で， 霊感に 近い 何 か を 感じさ 
せて くれる 1 曲 を。 リ 一大 管長の 勧 
め を 思い出しなさい。 「わたし は 神の 
子」 の 歌 も そのような 曲であろう。 
それ を 心で 消化し， おぼえ 込みな さ 
い。 たとえ 音楽教育 を 受けて いなく 
て も， 讃美歌 を 心に 蓄える こと はで 
きる。 

そこで その 讃美歌 を， あなたの 思 
いの fj き 場に しなさい。 いざと いう 
ときの 水路に しなさい。 うしろ 暗い 


役者が 思いの 端から 心の 舞台に すべ 
り 出て 来る ときには， その 曲 を かな 
でる ので ある。 

音楽が 始まり， 思いの 中に 歌詞が 
登場 すれば， 価し ない 役者 は 恥じた 
よ う に 消 え 去る であろう。 そこ で 心 
の 舞台の 雰囲気 はがら つと 変る。 心 
を 高揚す る 清らかな 雰囲気に， 卑し 
い 思い は 姿を消す。 徳は 不浄と 好ん 
で 交わらず， 悪 は 光に 耐えられない 
からで ある。 

やがて あなた は， 折に ふれ 心の中 
に 音楽 を 口ずさむ 自分に 気がつく で 
あろう。 自分の 思い を 顧みて まわり 
の 世からの 影響 を 発見 するとき， ふ 
さわし く ない 思い を 心の 舞台から 下 
ろそうと して， 音楽が 自然に 始まる 
ので ある。 

グ ラッド ストーン はこう 言った。 
「音楽 は， 人の 心と 霊 を 支配す るの 
に 最も 強力な 武器のう ちの ひとつで 

める。」 

私 は， 霊感し， 高揚させる 価値 あ 
る 音楽 を 心から 感謝して いる。 

心の 舞台から 不潔な 思い を 追い出 
す こと を 知ったら， 次 は 熱心に 価値 
ある こと を 学びなさい。 まわりに， 
心 を 高める 良い 思い を 誘うよ うな こ 
とが あるよう に， 自分の 環境 を 変え 
な さい。 正しい こと で 多忙に な り な 
さい。 

若い 人た ち， あなたが たは 価値の 
ない 現代の ハ ード ミュージック に 心 
を 占領され て はならない。 それ は 決 
して 無害で はない。 あなたの 心の 舞 

台に 良くない 思い を 呼び出して， 踊 
りの テンポ， あなたの 行動の テンポ 
を 決める ので ある。 
現今， そのよう な 極端な 音楽に つ 
きもので あるかの ような 卑し さ， 非 
礼 さ， 不倫 や 薬物中毒 などに 関わる 
こと は 自分 を 堕落させる。 そのよう 
な 音楽 は あ な た がた に ふさわしくな 
い。 あなたが たは 自尊の 心 を 持つ ベ 
きで ある。 
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あ な た が た は 全能の 神 の 息子で あ 
り， 娘で ある。 神 は 学び， 行なう ベ 
きうる わしい 事物， 楽しむべき さま 
ざまな 良い 音楽に 満ちた 世界 を 教え 
て おられる。 

結びに， 聖歌隊が あの 開拓者の 讃 
美 歌で ある 「恐れず 来たれ， 聖徒」 
を 歌う と, © う。 

私に は 空軍の 准将に なった 兄弟が 

あるが， 彼 は 第 2 次 世界大戦 中 爆撃 
機の パイ 口 ッ ト にな り ， 危険 きわま 

る 欧州の 襲撃 飛行に 何回 か 参加した。 
彼が ヮ シン トン D.  C. の 任務に 戻つ 
て 来たの は， 私が 同じ B 24 爆撃機の 
飛行 訓練 を 終了 して 太平洋に 進撃す 
ると いうと きで， 私たち は 私の 出撃 
前に ヮ シン トンで 1 日 ふっかい つし 
よ に いられた。 

ふたりで 勇気と か 恐怖と かにつ い 
て 話し あつたが， そのと き 私 は' こ 


れ までい ろい ろな 目にあった ときに 
どうやって 自分 を 保って いられた か 
と 尋ねた。 

する と 彼 はこう 言った。 「大好きな 
讃美歌が あってね。 『恐れず 来たれ， 
聖徒』 なんだ。 いよいよ という と き 
や 生還の 望み薄と いう と きに はこの 
歌 を 歌う と， 機の エンジンまで 伴奏 
して くれる ような 気がした よ。」 

恐れず 来たれ 聖徒 

進み 行けよ 

その 旅 はつら くと も 

恵 め らん。 

(讃美歌 23 番） 

この 歌に よって， 彼 は 勇気に 不可 
欠な 信仰 を 失わずに いられた ので あ 
つた。 

良い 音楽の 及ぼす 影響 は， 古代の 


聖典に も 近代の 聖典に も 数多く 言わ 
れ ている。 主 ご 自身 も その 助け を 貸 
りて， 最大の 試みに あう 用意 をされ 
た。 聖書に こう 記されて いる。 「彼ら 
は， さんび を 歌った 後， ォ リブ 山へ 
出かけて 行った。」 （マルコ 14:  26) 
神 は 私たちの 父で ある。 私たち は 
神の 子供で ある。 神 は 私たち を 愛さ 
れ， この 人生に 偉大な すばらし いも 
の を 備えられた。 自分の 生活 や 子供 
たちの 生活に 心 を 高める 良い 音楽 を 
恵まれて いる こ と を 自分で 知る と 同 
時に， そのこと を 神に 感謝して いる。 
家族が ひとつに な 'つて 行な うことの 
できる もの はたく さん あり， 霊感 豊 
かな 音楽 をい つ しょに なって 鑑賞す 
る こと もで きる ので ある。 イエス' 
キリスト のみ 名に よって， アーメン。 
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ごらんなさい， 
あなたの 母です 


十二使徒 評議員 会 会員 


卜一 マス モン ソニ 


ノ 


夏の 日， 私はフ ィ リ ピンの 戦没 米 
兵 記念 墓地に ひと りたた ずんだ。 静 
寂な 南国の 大気に 敬虔 さがみ な ぎ り ， 
きれいに 刈られた 芝草が 広がる 中に， 
戦火に 散った 多くの 若者た ちの 墓標 
が 立って いた。 誉れ ある 幾多の 墓標 
に 刻まれた 氏名に 次々 と 目 を 転じて 
読んで 行く う ち， 涙が 目にあ ふれ， 
ほお を 伝った。 目 は 涙で 曇り， 胸 は 
誇りに ふく らんだ。 大勢の 若者が 身 
を 賭して 支えた 自由の 尊 さと 犠牲の 
大きさが ひしひしと 感じられた。 

さ らには 勇敢に 仕え， 雄々 しく 死 
んだ その 若者た ちから 思い は ー耘し 
て， かわいい 息子の 戦死 を 知らされ 
たと きの， 嘆きに 打ち ひし がれる 母 
親の 姿が 脳裏に 浮かんだ。 母親の 悲 
嘆 はだれ にわかろう。 母親の 愛 はだ 
れに はかられよう。 母親の 気高い つ 
とめ を だれが 完全に 理解で きょう。 
彼女 は 神に まったき 信頼 を 置き， 神 
と 手を携えて， 生命の 復活に 至る 死 
の 谷 陰 を 歩む。 

「母と いう 名」 
「魂が 叫ぶ 無上 高潔な 思い， 
舌が 出 だす 無上 清 ら かな 言葉， 
名 を 口にする に 価せ ず 
すべて を 超えて 神聖な り ， 
その 愛 を はじめに 受け し 幼子 


長 じて 我， 同じ 愛 を 見たり。 
慎みて その 名 を さ さやく 
恵みの 名， 母よ」 

ジョージ. グリフィス • フ I ッ ター 
この 気持で 母の こと を 考えて みよ 

う。 母の 姿が 4 つ 浮かんで く る。 第 
1 は 忘れられた 母， 第 2 は 覚えられ 
ている 母， 第 3 は 祝福され た 母， そ 
して 愛される 母。 

「忘れられた 母」 を 私たち はよ く 見 
かける。 療養 院は あふれ， 病院の ベ 
ットは 満員の まま 日が 明け， 日が 暮 
れて何 週 も 何 力 月 も 過ぎる 力;， そこ 
にいる 母 を 見舞う 者 はない。 年老い 
た 日々 を， 訪れる 愛する 者と てな く 
手紙 を 届ける 郵便 夫 さえ 見ず， 窓に 
見入る だけの 母の 心の 願いが， その 
孤独の 悲 しみが， 私たち に 理解 で き 
る だろ う か。 

彼女 は 音せ ぬノ ッ クゃ 鳴らぬ 電話 
や 聞こえぬ 声に 耳 を そば だてる。 隣 
人が 笑顔の 息子の 来訪 を 受け， 娘と 
抱き あい， 「こんにちは， おば あち や 
ん」 という 子供の はずむ 声 を 聞く と 
き， この 母の 思い は どんなであろう。 

それだけ ではない。 私たちが 自分 
の 分 を 果たせず にいる とき， それ も 
実に 母 を 忘れる ことで ある。 


私 は 昨年の クリスマスに， ソルト 
レーク • シティ 一の ある 療養 院の院 
長と 話 をした。 私たちが 立って いる 
廊下から， 数人の 老婦 人が 集って い 
る 落着いた リ ビング ルーム を 指さし 
て， 院長 はこの ように 語った。 「ハン 
センさん です。 娘さんが 毎週 必ず 日 
曜日の 3 時に やって きます。 その 右 
が ピークさんで， 水曜日 ごとに ニュ 
一 ヨークに いらつ しゃる 息子さん か 
ら 手紙が 届きます。 何 べん も 何 べん 
も 読み返して， まるで 宝物の ように 
大事に しまう のです よ。 でも あの キ 
ャロル さんです 力；， ご 家族が 電話 を 
カバナて きた ことはありません し， 手 
紙 も お見舞 もない のです。 『みんな 忙 
しいんです』 と 言って かばって， ご 
自分 はじつ と 辛抱して おいでで すけ 
れど， そんなの ありません よね 
え。」 気高い その 婦人 を 「忘れられた 
母」 にして いる 人た ち は， 恥 を 知る 
べきで ある。 

ソロモン はこう 書いて いる。 「あな 
た を 生んだ 父の いう こと を 聞き， 年 
老いた 母 を 軽んじて はならない。」 

(箴言 23:  22) 私たち は 忘れられた 
母 を 「覚えられ ている 母」 にで きな 
いもの だろ う か。 

母 を 心に かける 人 は 悪から 離れ， 
よ り 良い 本性に 従う。 ァ メ リ 力 南北 
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戦争に 名高い ヒ ギン ソ ン 陸軍 大佐が, 
南北戦争 中で 一番 印象的な 勇気 ある 
出来事 は 何かと 問われた ときに， 自 
分の 連隊に いた 兵士の 名 を あげた。 

彼 は みんなから 愛され， 勇敢で 気 
高く， 日常生活 もす がすが しく， 大 
勢の 仲間 たちのよ うな 自堕落な 生活 
と はまる で 縁がなかった。 

ある 晩， シャンペン 夕食 会の 席で 
酔い どれた 数人が その 青年 を ひっぱ 
り 出して 乾杯の 音頭 を 取らせた。 ヒ 
ギン ソン 大佐の 言葉に よれば， 青年 
は 立ち上がり， 弱った ふう だが りん 
としてこう 言った という。 「みなさん， 
みなさん は そのままお 酒で， しかし 
私 は 水で， 乾杯の 音頭 を 取ります。 
『私たちの 母に 乾杯 ノ』」 

とたんに ほろ 酔い 気分の 男た ちが 
奇妙な 呪文に かかった よ う に， 無言 
でさかず きを 飲み下した。 もはや 笑 
いも 歌 も 出ず， ひと り また ひと り と 
部屋 を 出て 行った。 思い出の ランプ 
に 火が ともって， 「母」 の 名が 男た ち 
の 胸 を 突き動かした のだった。 

私 は 少年 時代の 母の 日の 日 曜 学校 
をよ く 覚えて いる。 子供た ちが 自分 
の 母に 小さな 鉢植え をプ レゼ ン 卜 し， 
静かに すわって， 盲目の メルビン' 
ヮトソ ン 兄弟が ピアノの かたわらに 
立って， 「すばらしい 母」 を 歌う の を 
聞く のだった。 私 は そのと き はじめ 
て， 盲人の 人が 泣く の を 見た。 今 も 
記憶の 中に， 彼の 見えぬ 目から 涙の 
粒が あふれ， 細い すじ を 作って ほお 
を 伝わり， まだ 見ぬ 衣服の 上衣の え 
りに 落ちた 様子が く つ き り と 見えて 

いる。 子供, C 、にも， 大人た ちが ひつ 

そりと 静まり返って たく さんの 人が 
ハンカチ を 取り 出す のが 不思議に 思 
えた ものである。 しかし， 今 は それ 
がわ かる。 母 を 思い出して いたので 
ある。 少年 も 少女 も 父親 も 夫 も， 「す 
ばらしい 母 を 忘れまい」 と 心に 誓つ 
ていたの であろ う 。 
私 は 何年 か 前に， 優に 中 年を越え 


た ひと りの 男性から 母親の 話 を 聞い 
た ことがある。 未亡人と なって 子供 
たち を 育て あげた 彼の 母親 は， 永遠 
の 良き 報いが 待つ 来世に 旅立って 行 
つた。 子供た ち はなつ かしい 家に 集 
まり， 大きな 食堂の テーブルの まわ 
り を 囲んで， 母親が 大事に していた 
金属製の 小さな 宝石箱 を 敬虔な 気持 
で 開いた。 中の 品物が ひとつひとつ 
テーブルに 置かれて 行った。 中に ソ 
ル 卜 レーク 神殿 発行の 結婚 証明書が 
あった。 「そうだ， 今 母さん は 父さん 
といつ しょ なんだ。」 屋根の 下に 子供 
たちの 出生 を 見て きた 古い 屋敷の 権 
利 書 もあった。 母の 家に 対する 愛情 
は 査定 価値と は 比べるべく もなかつ 
た。 それから， いかにも 年代 風の 
黄色い 封筒が 出て きた。 注意して 開 
封す ると， 子供の 筆跡で 「母さん， 
大好きです」 と 書かれた 手作りの バ 
レン タイン カー ドが 入って いた。 母 
親 はすで に 亡い が， 彼女の いとおし 
ん でいた 物から 母の 教えが 語られて 
いた。 部屋 を 静寂が おおい， 子供た 
ち はおのお のに 母 を 忘れずに いよ う ， 
母 を 尊ぼう と 胸に 誓った ので ある。 
彼らに とって， それ はさ さいな こと 
ではなく， ま た 遅す ぎる ことで も な 
かった。 

次に 「覚えられ ている 母」 から 

「祝福され た 母」 に 移ろう。 その 最 
も う る わしい 姿の ひとつが 聖典に 描 
かれて いる。 

私 は 主の 新約聖書 では， 主の 恵み 
にあず かった 悲しむ ナイ ンの 未亡人 
の 話に 最も 胸 を 打つ 「祝福され た 
母」 の 姿 を 見る ので ある。 

「そのの ち， 間もなく， ナインと い 
う 町へ おいでになった 力；， 弟子た ち 
ゃ大ぜ いの 群衆 も 一緒 に 行 つ た 。 

町の 門に 近づかれ ると， ちょうど， 
ある やもめに とって ひとり むす こ で 
あった 者が 死んだ ので， 葬りに 出す 
ところであった。 大ぜ いの 町の 人た 
ちが， その 母に つきそつ ていた。 


主 はこの 婦人 を 見て， 深い 同情 を 
寄せられ， 『泣かないで いなさい J と 

言われた。 

そ して 近寄って 棺に手 を かけられ 
ると， かついで いる 者た ちが 立ち 止 
まった ので， 『若者よ， さあ， 起きな 
さい J と言われた。 

すると， 死人が 起き上がって 物 を 
言い出した。 イエス は 彼 を その 母に 

お渡しに なった。」 （ルカ 7: 11—15) 
何とい う 力， 何とい う 優し さ， 何 
という 同情が， 救い主と この 模範 か 
ら 示された こと だろ う か。 私た ち も ， 
主の 尊い 模範に 従い さえ すれば， そ 
の 祝福 を あげる ことができる。 機会 
は どこに でも ある。 必要な の は 失意 
の 心の 無言の 願い を 聞く 耳と， 苦境 
を 見る目で ある。 そして， 目から 目， 
声から 耳に 限らず， 救い主に 厳然と 
して 特有な 心から 心への 交流に よ る 
同情に 満ちた 精神で ある。 そのと き 
に， いたるところ どの 母親 も 「祝福 
された 母」 になる ことであろう。 

最後に， 「愛される 母」 のこと を考 
えてみ よう。 「一番 好きな 子 は？」 と 
いう 子供 時代 を 回想しての 詩 は 今 も 
子供た ちに 愛唱され ている が， これ 
はだれ にで も 共感され る 詩で ある。 

『母さん， 好きだよ』 と ジョン 坊や 
は 言った。 

勉強 も 忘れて， 帽子 を かぶり， 

くるりとう しろ 向いて 庭へ 駆けて 
行った。 

運ぶ た き ぎ を 母さんに 渡して。 

r 母さん， 好きよ J と 赤い ほっぺ 
で ネル は 言った。 
『口で は 言えない くらい だいすき 
よ。』 

ところが 半日， ネル はふく れつ 面， 
よ うやく 遊びに 出かけて 母さん は 喜 
んだ。 

『母さん， 好きよ J と 小さな フ ァ 
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ンが 言った。 

『きょ うは 何でもお 手伝い させて。 
学校が お休み だからう れ しいの。』 

ファン は 赤ちゃん を あやして 寝 
かせ， ぬき 足さし 足 ほうき を 出して 
床 を はいて は 部屋 を 拭いた。 

くるくる， いそいそ 朝から 晩 ま 
で ごきげん， 

子供 だって 楽しく お手伝いが でき 
る。 

『母さん， 好き』 とみんな で 言った。 

3 人の子 供 はべ ッ ドに 入った。 
母さん を ほんと に 好きな の は どの 
子 だと 思う？ 

ジョイ • ァリ ソン 

母親に 真心の 愛 を 示す ひとつの 確 
かな 方法 は， 母が 忍耐強く 教えて く 
れた 真理に 従う ことで ある。 この 高 
い 目標 は 現代に とって 目新しい もの 
ではない。 モル モン 経に 記録され て 
いる 時代に， 2 千 人の 青年た ちの 先 
頭に 立って 義の 戦いに 赴いた ヒ ラマ 
ン という 雄々 しく， 正しく， 気高い 
指導者が いた。 ヒ ラマン は 2 千 人の 
青年た ちの 行状 をこう 描写した。 「わ 
れは …… 次に 言うよ う な 偉大な 勇気 
を 見た ことがない。 -… •• かれら も ま 
た われ を 指して …… 『- …'- われらの 
神 はわれら と共に ましまして 必ず わ 
れらを 倒れさせた まわない から， わ 
れらは 行って 戦おう。 …… 』 と 答え 
た 。 わが 子 ら はま だ 戦つ たこと がな 
かった が 死ぬ こと を 恐れず， …… 疑 
い を 抱かないならば 神が 必ず 自分ら 
を 救いた も う とその 母から 教え を受 


けて いた。 かれら は その 母の 言葉 を 
われに 話して 『われらの 母 はわれら 
に 教えた こと を 自分で 確に 知ってい 
る。 われら はこれ を 疑わない』 と 言 
つた。」 （アルマ 56:  45—48) 

この 戦いの 最後に， ヒ ラマン はこ 
う 記述した。 「嬉しい ことに 一人 も 失 
わなかった。 まことに かれら は 神の 
限りない 力 を 得た かの よ う に 戦った。 
人が このよう に 不思議な 力で 戦った 
こ と はい まだ かって 例の ない こ と で 
あった。  」 （アルマ 56  ：  56) 

驚くべき 力， 母の愛と 母への 愛が 
合して 勝利 を 得た のであった。 

聖典の 歴史の 扉の 各 ページに， 「愛 
される 母」 の 心 優しい 感動 的な 話が 
満ちて いる。 しかし 他の だれに もま 
さる 至上の 母が ある。 所 は エル サレ 
ム， 時の 絶頂と 言われる 時代， ロー 
マ 兵士が 大勢 集まって いた。 かぶと 
は カイ ザル への 忠誠 を 示し， 盾 は 力 
ィザル の 紋章 をつ け， やり は ローマ 
の わし 印 を 冠して いた。 エルサレム 
に は 群衆 も 集まって いた。 白々 と 明 
け 始めた 静かな 空に， 「彼 を 十字架に 
つけよ， 彼 を 十字架に つけよ」 とい 
う 荒々 しい 叫びが 果てる ことな く 聞 
こ えていた。 

やがて 時が 来た。 神の 御子の 地上 
の 召し は， 急転直下 劇的な 終結に 向 
かう ので ある。 孤独に 違いない。 こ 
の 御 方の ために 歩け るよ う になった 
足な えの 乞食 も， この 御 方の ために 
聞こえる ようになった 耳し いも， こ 
の 御 方の ために 見える よ う になった 
目し いも， この 御 方の ために 生き返 
つた 死人 も， 姿 は どこに も 見あたら 


ない。 

しかし， 数人の 忠実な 弟子た ちが 
残って いた。 御子 は 苦しい 十字架の 
上から， そばに 立つ 母親と 愛弟子 を 
見て， こう 言われた。 「婦人よ， ごら 
ん なさい。 これ は あなたの 子です。 
それから この 弟子に 言われた。 「ごら 
ん なさい。 これ は あなたの 母です」。 

(ヨハネ 19  ：  26—27) 

時 は 止まり， 地 は 震え， 山が 沈ん 
だ あの 恐ろしい 夜から， 幾 世紀 を 経 
た 歴史の 中に 時の 経過 を 超えて， 「ご 
らんなさい。 これ は あなたの 母で 
す」 という 主の 簡潔 神聖な み 言葉が 
こだま している。 

私たちが この 優しい 諭し に 聞 き 従 
い， 喜び を もって その 心に 添うなら 
ば， 無数の 「忘れられた 母」 の 姿 は 
消え失せる であろう。 どこも かしこ 
も 「覚えられ ている 母」 「祝福され た 
母」， 「愛される 母」 に 満ち， 神 はは 
じめ のと きと 同様にみ 手に 成る わざ 
を 再度 見渡して， 「はなはだ よし」 と 
言われる であろう 。 

各々 が こ の 真理 を 心に 銘記 さ れん 
こと を。 母 を 忘れて は 神 を 覚えられ 
ない。 母 を 覚えて 神 を 忘れ はでき な 
い。 それ は なぜな のか。 この 尊い ふ 
たり， 母と そして 神と は， 創造に お 
いて， 愛に おいて， 犠牲に おいて， 
奉仕に おいて， あたかも ひとつ だか 
ら である。 

私たちが 思いと 行ないに よって 神 
とそして 母と を 尊ぶ ようにと， へり 
く だって 心の底から 祈る ものである。 
イエス • キリスト のみ 名に より， ァ 

ーメン 0 
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永遠の 生命への 道 


十二使徒 評議員 会 会員 


デル バー 卜 • L • ス ティ プレ一 


兄弟 姉妹， きょう の 大会 午前の 部 
の 時宜 を 得た リ 一大 管長の すばらし 
い 話 を， 私たち はみ な 心から 感謝し 
ている と 思う。 大 管長 は 私たち を， 
主の みまえに 正しく 歩み， 主の 律法 
と 戒め を 守る ように 励まし， 勧告し 
た。 神が ご 自分の 民の 忠実な 人々 に 
とってお かれる 永遠の 生命への 道 を 
見いだ す ことができ るの は， その 道 
ひとつし かない。 私たちの 神 は 実に 
こう 約束され た。 「もし 汝 わが 誡命を 
守り 終り ま で 忍ぶ な ら ば 永遠の 生命 
を 得ん。 これ 神の あらゆる 賜の 中最 
大 なる ものな り。」 （教義と 聖約 14: 

「見よ， 永遠の 生命 を 有つ 者 は 富め 
るな り 。」 （教義と 聖約 6  ：  7) 永遠 
の 生命 をよ く よ く 思う 人 はごくわず 
か だが， それ は 私たちの だれもが 知 
と 情の まず 第一に 据えお くべき こ と 
である。 神の 子供で ある 私たち は， 
日の 栄えの 栄光 を 望むならば， 自分 
の 素性と 将来 を 決して 忘れて はなら 
ない。 

神 は 啓示に よって， 人の 生き方 を 
示す 救いと 昇栄の 福音の 計画 を 与え 
られ た。 永遠の 生命と は 神の 生命で 
あり， 神 は それ をす ベての 子供た ち 
に 分け与え たいと 願って おられる。 
しかし 私たちに は 自分で 行動す る自 


由が あ り ， 「 万人に 為した もう メ 
シ ャの大 いなる 賢い 仲裁に よって 自 
由と 永遠の 生命と を 選ぶ か， または 
悪魔 は 万人が 自分の よ う に みじめに 
なること を 求めて いるから， その 束 
縛と 力と に 由って 定まる 束縛と 死と 
を 選ぶ か， これ は 全く 人間の 自由で 
ある。」 （n  ニーフ アイ 2  ：  27) 

永遠の 生命への 道 を 歩み 出す 第一 
歩 は， パプ テス マで ある。 私たちの 
救い主 は， 水に 沈める パプ テス マ を 
イエスに 施す 権能 を 神から 与えられ 
ていた バプ テス マの ヨハネ と共に 水 
に 入り， そうして 自ら 範を 示された。 
それ 力;'， 万人の 従うべき パプ テス マ 
の 様式で ある。 

使徒 バウ □ は， 「主 は 一つ， 信仰 は 
一^^ つ, バプ テス マ は 一^^ :3oJ  (エペ ソ 
4:5) と 教えた。 

キリスト は ひと りの 主， キリスト 
が 教え た 福音の 計画 は ひとつの 信仰, 
水に 沈んだ キ リ ス 卜の パプ テス マ は 
ひとつの バプ テス マで ある。 

モル モン 経の 予言者， ニーフ アイ 
は それ をこう 語った。 「• ••••• その 門と 

はすな わち 悔い改めて 水の パプ テス 
マ を 受け， それから 火と 聖霊に よつ 
て 罪の 赦しを 受ける こ と を S う。 

そうすれば， あなたた ち はすで に 
永遠の 生命へ 行 く 真 LI'l: ぐで 狭い 道に 


入った ので ある。 •••••• 」 （11  ニーフ ァ 

ィ 31 ： 17—18) 

「狭い 門から はいれ。 …"- 

命に いたる 門 は 狭く  ， その 道 は 細 
い。 そして， それ を 見いだ す 者が 少 
ない。」 （マ タイ 7  ： 13—14) 

キリス 卜 ははつ きりと こ う 宣言 さ 
れた。 「わたし は 道で あり， 真理で あ 
り， 命で ある。 だれでも わたしに よ 
ら ないで は， 父の みもとに 行く こと 
はでき ない。」 （ヨハネ 14  ：  6  ) キリ 
ストと キリスト の 使命 を 信 じる 私た 
ち は， キリスト を 無視して 永遠の 生 
命 を 受ける こと はでき ない。 救い主 
は 世の 罪の ために いの 犠牲と なつ 
て 命 を 捨て， そうして 忠実な 者た ち 
が 永遠の 生命と 昇栄を 得る ための 扉 
を 開いて 下さった ので ある。 

しかしながら， 改宗して パプ テス 
マ を 受ける だけで 永遠の 生命が 保証 
される わけで はない。 神の 王国に 昇 
栄す るに は， 日の 栄えの 完全な 律法 
に そわなければ ならない ので ある。 
(教義と 聖 約76:  SO — 70 参照） 

ある 人々 は， 福音の 儀式 を 全部 受 
ければ， 罪が あっても， 神の 日の 栄 
えの 住まい を 継ぐ ことができる と 誤 
つて 考えて いる。 間違った 考え方 を 
している そのよ うな 人の 行く手に は， 
何 と 荒 f 京 たる 目覚めが 待ち かまえて 
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いる こと 力 >。 「 …… 主 は いささか も 罪 

を 見逃した まわない。」 （アルマ 45: 
16) 

この ことにつ いて， ニーフ アイの 
教え を 聞きなさい。 「また まこ とに 
『われら は 明日 死ぬ かも 知れない か 
ら， 飲んだり 食った り して 楽しめ， 
そうすれば われら は 幸福で 満足で あ 
る J と言う 者が 多く あり， 『飲み食い 
をして 楽しめ， しかし 同時に 神 をお 
それよ。 神 は 小さな 罪 を 犯す こと は 
許した もう。 それで あるから 少々 偽 
を 言い， 人の 言葉に つけ 込んで 欺き， 
隣人 をお とし 入れる 穴 を 堀れ。 これ 
は 少しも 悪い 事で はない。 われら は 
明日 死ぬ かも 知れない から， すべて 
このような こと を しても 差支えない。 
たとえ， われらに 罪が あると 認めら 
れて も， 神 はわず かに われわれ を 鞭 
うちた もうだけ であって， われら は 
結局 神の 王国に 救われる』 と言う 者 
も 多く ある。 

このよう にして 偽で 愚な 空しい 教 
え を宣べ 伝える 者の 数 は 実に 多い。 
この 連中 は 心に 誇り 高ぶって， その 
計 ごと を 主に 隠そうと 深く 企て， そ 
の 行い を 暗黒の 中に 置 くように す 
る。」 （11  ニーフ アイ 28  ：  7  —  9) 

私たち は 人間の 誤った 教えに 迷い， 
愚かに も 神の 律法 を 破って， 昇栄の 
機会 を 逃して しまって はならない。 
ィ エス は 言われた。 

「わたしに むかって 『主よ， 主よ』 
と言う 者が， みな 天国に はいるので 
ぱ なく， ただ， 天に います わが 父の 
御 旨 を 行う 者 だけが， はいるの であ 
る。」 （マ タイ 7  ：  21) 

熱心に 永遠の 生命 を 求める 者 は， 
誘惑 や 罪の わな を 避ける ことで ある。 
自分 を 充分 整えて， 誘惑が やって来 
る 前に， どの 道 を 取る か 決めて おく 
のでなければ， 罪 を 犯す こと を 免 か 
れ 得ない。 

世の中に は， 相反す る 大きな 2 つ 
の 力が 働いて いる。 ひとつ は， 人の 


自由意志 を 取り上げて 人 を 縛り， サ 
タ ンの 女々 しい 従者に してし まう 悪 
の 力で あり， それ は 不幸な 人生と 永 
遠の 悲惨 を もたら す 以外の な にもの 
でもない。 もう ひとつ は 神の 力で あ 
る。 それ は 善 を 行う 力， 正しく 生き， 
選択の 自由 を 享受し， 救いと 昇栄を 
もたら す 唯一の 御方キ リ ス ト の 勇気 
ある 誠実な 従者と なる 力で ある。 

私たち は 自分が どの 側に つく か を 
決め， それから は 悪の 誘いに めげ ず， 
主の 側 に 忠実 に 立つ 勇気 を 持た な け 
れ ばなら ない。 

善悪 を あわせ 持ちながら， 天父の 
永遠の 住まいに 行く こ と はでき ない。 
私たちの 義務 は 常に 正しい わざ を 行 
なう ことで ある。 主 は， 神の み 言葉 
である 光明と 真理が 悪 を 捨て去る と 
言って おられる。 （教義と 聖約 93: 
37 参照） 生活に 光明と 真理が なけれ 
ば， 私たち は サタンの 力に さらされ 
る。 

私たち は サタンの 軍勢の 狡 滑な 手 
下に 気をつけなければ ならない。 サ 
タン はさま ざまな 計略 を 用いて， 人 
類 を 自分の 配下に 引き入れよ うとし 
ている。 手の内が 見えて いるもの を 
少し あげて みても， 無関心， 自己 満 
足， 不道徳， 薬物， 貪慾， 不正直， 
悪習慣な どが ある。 

救い主 は 弟子た ちに こ う 教えられ 
た。 

「だれも， ふたりの 主人に 兼ね仕え 
る こと はでき ない。 一方 を 憎んで 他 
方 を 愛し， あるいは， 一方に 親しん 
で 他方 をう とんじる からで ある。 あ 
なた がた は， 神と 富と に 兼ね仕える 
こと はでき ない。」 （マ タイ 6  ：  24) 

これ は 別の 言い方 もで きる。 あな 
たは 神と サタンと に 兼ね 仕 える こと 
はでき ない， と。 人生 は 真剣勝負で 
ある。 しかし， 神から 力 を 恵まれた 
私たち は， サタンが 道の 途中に 置く 
一つ一つの 謀略 や 障害物に 打ち勝つ 
ことができる。 永遠の 生命への 道 は， 


まわり に 世の 誘惑が 多いた め 容易な 
もので はない が， 狭い 道 を 歩む とき 
の 報いと 祝福 を 考えれば， 何の 樣牲 
にも 価す る。 

アルマ は 民に， この 人生 は 自分の 
働き をな して 永遠に 備える 時 だと 教 
えた。 彼 は 悔い改め を 引き延ばす 人 
々にこ う 警告した。 「あなたた ち は， 
このお そろ しい 危機に 陥って か ら 
『私 は 悔い改めて 私の 神に 立ち 帰 
る』 と言う こと はでき ない。 あなた 
たち は 本当に こ う 言う こと はでき な 
い。 なぜならば， あなたた ちが この 
世 を 去る 時 あなたた ちの 肉体 を 離れ 
る 霊 は， 永遠の 来世に 於て 再び あな 
たたち の 身体に 宿る 力 を 持って いる 
からで ある。 

あなたた ちが， もしも 悔 改め を 弓 I 
き延 して 死んで しまうならば， すで 
に 悪魔に 従った ので あるから， …… 
従って 主の 『みたま』 はも はや あな 
たたち から 離れて 再び あなたた ちに 
宿らず， …… 」 （アルマ 34  ：  34—35) 

私た ち に は 聖霊 との 交わりが 常 に 
必要で ある。 それがなければ， 私た 
ち は 霊的な 導きに あずかれず， 永遠 
の 価値 ある ものに 感じる 心 を 失い， 
不信仰 と 悪習に 流されて しまう。 

主 は， 悪の 道 や 心の 高慢 や むさぼ 
りな ど， 用意して おられる 永遠の 生 
命から 人 を 遠ざける さ ま ざまな 忌ま 
わしい もの を 捨てな いでいる 人々 を 
喜ばれない。 （教義と 聖約 98:  20 参 
昭） 

ベン ジャ ミン 王 は 民に 言った。 「し 
かし， これ だけ は 言える と言うの は， 
も しもお 前た ちが 自分自身と 自分の 
思想 と 自分の 言葉と 行いに 注意 をせ 
ず， 神の 命令 を 守らず …… 生涯の 終 
り ま で 信じない な ら ばお 前た ち は必 
ず 亡びる と言う ことで ある。 それで 
あるから 世の 人々 よ， 記憶 をせ よ， 
亡びるな。」 （モー サャ 4  ：  30) 

永遠の 生命の 招待状 は， 喜んで 代 
価 を 払う すべての 人に 公開され てい 
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る。 主 は 言われた。 「 …… わが 福音に 
従い 居る 者 は 幸福なる かな。 その 者 
は 報いと して 地の 善き もの を 受け， 
…… ま た わが 前に 忠実に して 勤勉な 
る 者 は， 天より 祝福 を もて 冠 を受く 

ベく 一… 」 （教義と 聖約 59:  3-4) 
神と 聖 なる 誓約 をし， 義務 を 負う 
だけ 力；， 求められ ている ことのす ベ 
てで はない。 ニーフ アイ はこう 言つ 
た。 「さて 私の 愛する 兄弟た ちょ， 私 
は 尋ねたい， あなたた ち はこの 真直 
ぐで 狭い 道に 入ったら， それで 万事 
終りで あるか。 ごらんそう ではない。 
あなたた ちが も しも キリス 卜の 言葉 
によって キ リ ス 卜 を 確く 信仰し， 人 
を 救う 大きな 能力の ある キ リストの 
功徳に 全く 頼らなかったなら， あな 
たたち はこ こま で 進んで くる こと さ 
えで きなかった ので ある。 

それで あるから， あなたた ち はこ 
れ から も キリスト を 確く 信じて 疑わ 
ず， 完全な 希望の 光 を 抱き， 神と す 
ベての 人と を 愛して 強く 進まな けれ 
ばなら ない。 それで あるから， この 
後 もた えず キ リ ス 卜の 言葉 をよ く 味 
わいながら 強く 進み， 終りまで 堪え 
忍ぶな ら ば 『永遠の 生命 を 受ける J, 


力べ の 如く 天の 御 父が 言いた もうた。」 
(11  ニーフ アイ 31 ： 19  —  20) 
私た ち は 参加者 となら ずに た だ 興 
味が ある だけの 傍観者に なって 怠け 
ていながら， 永遠の 祝福 を 受ける こ 
と はでき ない。 自分の 生活 を 良き に 
変え， 進歩させる 証 を 自分で 得る こ 
と は 私たちの 責任で ある。 

永遠の 生命の 賜 は， 御 父と 御子に 
よって 立てられた 教会 以外に 得る こ 
と はでき ない。 時の 絶頂に キ リ ス ト 
が 立てられた 教会 は， キリストの 使 
徒た ち がわ ざ を 終えた のち に 背教し， 
そのため 福音 は 間違って 教えられ， 
儀式が 変わり， 神聖な 権威 も 失われ 
て， 誤りの 中に 浸る ことと なった。 
中世の 暗黒時代 を そのよ うな 状態が 
支配し， 新しい 福音の 神権 時代， す 
なわち キ リ ス 卜の 教会の 回復が 待た 
れ たので ある。 私 は その 回復が 1830 
年に， 予言者 ジ ヨセフ' ス ミスに よ 
つて 実現した こと を 証す る。 

末日 聖徒 ィ エス 'キリス ト 教会 は 
永遠の 真理の 聖ぃ 原則 を 基と して 堅 
く 立って いる。 教会員の 物的， 霊的 
必要に 応え， キ リ ス ト のみ 教え ゃ標 
準 をし つかりと 保って いる。 モル モ 


二 ズムは その 戒め ゆえに 発展 を 続け 
ている。 正直， 誠実， 道徳， 貞節， 
これら 旧来の 徳は， 神から 与えられ 
た 生活の 標準で ある 。 残念な ことに 
これらの 特性 は 世間から 急速に 失わ 
れ， 悪が 台頭しつつ ある。 

私 は， 神の 忠実な 子供た ちに は将 
来の 生活に 多くが 約束され ている と 
証す る。 今 こそ， あらゆる 人が 神に 
たちかえる 時で ある。 神に 対する 信 
頼と 信仰が， 忠実， 誠実で あれば 聖 
なるみ 前に 導いて く れる 神の み 守 り 
と 導き を もたらす ので ある。 

兄弟 姉妹， 私たち はだれ もが その 
すばらしい 賜と 祝福に あずかる 資格 
を 持って いる。 神 はたし かに 生きて 
おられる。 この 教会 は 神の 教会で あ 
る。 神よ りの 霊感に よって 導かれて 
いる 教会で ある。 私たち は 愛する ハ 
口 ルド •  B  • リ 一大 管長 を 生ける 予 
言 者に いただい ている。 彼 は 偉大な 
人物で あり， 私たちが 尊敬し， 賛美 
し， 教えと 勧告と 導き を 仰ぐ 人で あ 
る。 私たちが 神と 交した すべての 誓 
約 や 義務に 忠実で ある よう， イエス' 
キリスト のみ 名に より， 祝福 を 願う 
ものである。 アーメン。 
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ぃ主ィ エス 'キリスト 


大 管長 会 第二 副 管長 


マリオン •  G •  ロムニー 


教会員で あるな し を 問わず， 世界 
の 各地に おられる 愛する 兄弟 姉妹， 

末日 聖徒 ィ エス' キリス ト 教会の 
信仰箇条 第 1 条に はこ う ある。 「われ 
らは， 永遠の 父なる 神と， その 御子 
イエス. キリストと 聖霊 と を 信 

ず。」 

先 回， 春の 総 大会に おいて 私 は 
「永遠の 父なる 神」 について 話 をし 
た。 きょうは， 私たちの 噴い 主で あ 
る 「神の 御子 ィ エス' キリスト」 に 
ついて お話したい。 これ は 実に 神聖 
な テーマな ので， 私たちの 一人一人 
が 神の 独り子なる 私たちの 救い主に 
ついて 理解 を 深め， 感謝 を 深める よ 
う， 皆様 も 神の 助け を 祈って いただ 
きたい。 

年代 的に 言う と， イエスに ついて 
の 最も 古い 記事 は， 神の 霊の 子た ち 
が 参加 し た 前世の 大 会議の こ と が 書 
かれて いる あの 聖典に 見られる。 そ 
の大 会議で， 御 父 は 人類の 永遠 進歩 
の 計画 を 提案され た。 そのと き イエ 
スは 自ら 望んで， 人間が 救いと 昇栄 
を 得る に 必要な 嘖罪 をす る 役目 を 引 
き 受けられ たので ある。 アブラハム 
は， 示現で 見て， その 大 会議の 様子 
をこう 記録した。 

「さて， 主 はわれ アブラハムに， こ 
の 世に 先 だ ちて 組織され たる 英智 た 


ち を 見せた まいたり き。 而 して， こ 
れら すべての ものの 中には， 高貴に 

して 偉大なる もの 多く ありたり。 

神， これらの 霊 を 善しと 見た まい， 
これらの 霊の 中に 立ちて …… 」 （アブ 

ラ ハム 3  ：  22 —  23) 

故 オルソン' F  • ホイ ッ トニー 長 
老は 次に 紹介す る 詩， 「ヱ ライ ヤス， 
時代の 叙事詩」 i^EUas  ：  An  Epic 
of  the  Ages) の 中で， この 天上の 会 
議の 情景と 結末， ィヱス 'キリスト 
の 占めた 役割な どに つき， アブ ラハ 
ムゃ 他の 聖 見者た ちが 啓示した こと 
を 詩句に した。 ホイ ッ トニー 兄弟の 
その 壮大な 詩 を 聞いて いただきたい。 

おごそかなる 会議に 神々 は 座し… 


…… 荘厳な そのいつ と き 
思考 こそ 最 たる 益な りしと き 
未来 世界の 運命 は 

揺れつつ 定まらず あり。 
己れ を 呪縛す る 沈黙に， 
なみいる 王と 祭司の なか 
群衆 を ぬきんでて 威厳 あ り 
高貴なる 神 ひとり 立ちぬ。 

優美と 力 を 兼ね そなえ 
神の 風貌に 柔和 をた たえ， 
面の 栄光 は 


ひなかの 光彩に ま さって 輝き …… 
彼 語れ り —— 人み なの 心 はい やま 

して 高ま り 
静寂 はいよ よ 黙す る ごと く 

「父よ，」 一 声 は 楽に も 似て …… 
「み 父よ，」 「たれ か 死すべき を， 
汝が 子ら を嘖 うに 
今 は 一切の 形な き うつろなる 天空 
よ り 

やがて 生命の 脈動が 満 ち満 ちる か 
しこに 

大 いなる ミ 力 エル （アダム） あま 

たに 先んじて 下る， 
死すべき 人 を 起こすべく。 
汝 遣わす は 選ばれし 救い主 
見よ， 我 ここに あり， 我 を 遣わし 

たまえ Z 
報い はさ らに 求めず 
我が もの はた だに 
望む 樣牲 のみ 

永久なる 栄光 汝 にあれ/」 
その 声の いまだ 響くな か， すつ く 

面 高く 立ち上がり し 者， 

そ び え 立つ 峰 さながら に 誇 り つつ 

並み居る 者の 驚きの 中に …… 

「我 を 遣わした まえ ノ」 
へつ らいの 笑みの 中に 
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さ げすみ を あらわに 

「さ らば 天地 かけて 落ちる 者 

ひとりと てな し。 
恥じる ことなき 我が 救いの 計画。 
人の 意志と や？ —— 否， 我が 意志 

なり。 

報い は それ， かしこの 玉座に 
座す る 権威 を。」 

ルシ フェル 黙し， 息つ かぬ 静寂 

またもや 重く 
衆目 はいつ せいに  ' 
引かれる ごと く かの 人へ 
しばし よ どむ かに 厳粛なる 一 

聞け り 

永 却 全能の 口よ り と どろき わたる 

み 父の 堅き 命 
「エホバよ， 汝れ こそ 我が 使者な りノ 
サン • ァー マン， 我 汝を 遣わさ 

ん。 

汝が 面前 を ひと り 行くべし 
汝が 跡に 十二の 者つ き 従うべし 
かの はるかな 国に なお あまたの 人 
を 

道 は 備え おくべし， 
し 力 > し てはじめにして 終りなる 
我 来たり 行かん 
地 は 我が 栄光 を わかちて …… 

行け， 汝神々 よ り 選ばれし 者， 

力よ 汝が 内に 宿れ Z 

疾く 行きて 地 を 救え， 

死と 地獄と を 退けよ。 
人の 運命 を 握る は汝れ 一人 

人み なの 運命。 
汝 自由な りし も 敗る るべ からず 

自由よ， 誤つ に は あまり に大ぃ 

な り 。 

我と 汝れ との 聖 なる 腕に て 
汝 失われし もの を 戻せ， 
贖われた る 人， 神と 共に 
神 さながらに 永遠 を 生きん。 
返せ， 親の かこいに 
この さまよえる 星 を 戻せ， 


地 は汝を 勝利者と 呼ばん， 
天 は汝を 王と 迎えん。」 

ことなれり。 群衆よ り あまねく 

ざわめき 起きて 
相反せ し 声のう ねり， 二 海の 

であいて 相克す るが ごと し。 
こと 終りぬ。 諸 天 涙す。 
その 年代 史 こそ 

一 人工 ロー  ヒ ムの 選び 

一人 戦いて 堕ちし 者に ま さりし を 

語る。 

アダムから 現在の 予言者 ハロル ド. 

B  . リーに 至る まで 歴代の 予言者 は 
みな， 神の 霊の 長子で ある イエス. 
キリスト がそ う して 選ばれた 私た ち 
の 噴い 主で ある こ と を 証して いる。 

ィ エスに 先だって 世に 来た 予言者 
たち は， イエスが 選ばれて いた こと， 
やがて 地上に 来て 使命 を 果たされる 
こと を 証した。 

はじめに， アダムが 神の 命令に 従 
つて 犠牲 を 捧げて いたと きのこと で 
ある。 「 …… 主の 天使 一人 アダムに 現 
われて 言いけ る は， 汝 何故に 主に 犠 
牲を捧 ぐる やと。 アダム 彼に 言いけ 
る は， われ その 故 を 知らず， ただ 主 
の誡 命に 従う のみ。 

ここに 天使 語りて 言いけ る は， こ 
の 犠牲 を捧 ぐる こと は， 御 父の 生み 
たも う …… ただ 独りの 御子が 犠牲と 
なりた も うことの ひながた なり。」 
(モー セ 5  ：  6  ,   7  ) 

このと きから キリス 卜 が 世に 降臨 
される まで， 神が 定めた 人類の 永遠 
進歩の 計画 を 連 解した 人々 は， みな 
同じような 犠牲 を 捧げた。 御 父が 人 
々にこの こと を 要求され たの は， キ 
リ ス 卜の 降臨と， 贖い 主と して キ リ 
ス 卜が 果たされる 贖罪の こと を 常に 
思わせる ためであった。 

主 はさ らに アダムに こ う 言われす こ。 

「  もし 汝 われに 心 を 向け， わが 

声 を 聴きて 信じ， 且つす ベて 汝の罪 


を 悔い改め， 恩恵と 真理に 充ち たる 
わが 生みし 独 子の 名に より， すな わ 
ちそれ によ りて 後に 人の子ら の 救わ 
るる 天下に 与えら るる 唯一の 名， す 
なわち ィ エス 'キリス 卜 の 名に よ り 
て 水に 入りて パプ テス マ を受く るな 
ら ば， 汝 聖霊の 賜を受 くべ し。 … 
…」 （モー セ 6  ：  52) 

「この 故に， 汝の 為す すべて を 御子 
の 御名に よりて 為せ。 また 汝 悔い 改 
めて 今よ り いつまでも 御子の 御名に 
よ り て 神 を 呼ぶべし。 

アダムと ィ ヴとは …… 息子 娘ら に 
すべての 事 を 知らし めたり。」 （モー 
セ 5  ：  8  , 12) 

アダムから 時の 絶頂に 至る まで， 
地の 住民 は 人類の 救いに ついての 神 
の 神聖な 計画， すなわち ィヱス 'キ 
リ ス 卜の 福音 を 繰り返し 教えられた。 
エノ ク， ノア， メル ケゼ デク， アブ 
ラ ハム， モー セ， ィ ザャ， エレ ミヤ， 
その他の 予言者た ち も それ を 教えた。 

キリスト 降誕 直前 までの 2 千年間 ， 
ァメ リ 力 大陸で はふた つの 大 文明が 
花 開いた。 その 民に も， キリストの 
使命 は 知らされ ていた。 モル モン 経 
に は， 神の み 手に より 「大 塔」 から 
ァメ リ 力へ 導かれて きた 一 移 民団の 
ひとりの 指導者に， このような こと 
があった と 書かれて いる。 「主 は 現わ 
れて …… 言いた もうた。 『見よ， われ 
はわが 国 を 贖うた めに 創世の 前よ り 
備えられ たる 者な り。 われ は イエス. 
キリスト なり。 …… わが 名 を 信ずる 
一切の 者 はわれに よ りて 永遠に 光 を 
受け …… 

見よ， 今汝が 見る この 体 はわが 霊 
体な り。 …… われ は 今 わが 霊の まま 
汝に 現わる ると 同じ 形の 肉体 を 具え 
て わが 民に もまた 現われん』 と。」 
(ィ テル 3  ： 13， 14, 16) 

モル モン 経に は， さらに その 2200 
年後， キリスト 生誕の 前の 晩に ひと 
りの ァメ リ 力の 予言者に 「主の 御 声 
が 聞こえ」 てきた と 記されて いる。 
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そのみ 声 はこ う 言った。 

「頭 を あげよ。 元気 を 出せ。 予言の 
成就す る 時 は 近づきた り 。 …… われ 
はわが 聖き 予言者ら の 口 を 借りて 言 
い 伝えた るすべ ての 事 を 必ず 成就せ 
しむる こと を 世の 人々 に 証明 せんた 
めに 明日 世の中に 来らん。」 （III ニー 

フ アイ 1 ： 13) 

私たち はみ な， むろんの こと， ベ 
ッへ レム の 野原で 天使が 告げた こ と 
を 知っている。 「きょう ダ ビデの 町に， 
あなたがた のために 救 主が お生れに 
なった。 このかた こそ 主なる キリス 
ト である。」 （ルカ 2  ： 11) 

御 父 も 御子 も， イエス は 私たちの 
贖い 主で あると， 確信に 満ちた 証 を 
繰り返して おられる。 キリス 卜の バ 
プ テス マのと きに 御 父 は 言われた。 
「あなた はわた しの 愛する 子， わた 
しの 心に かなう 者で ある。」 （ルカ 3 
： 22) またのち に 変貌の 山で， 「これ 
はわた しの 愛する 子， わたしの 心に 
かなう 者で ある。 これに 聞け。」 （マ 
タイ 17  ：  5  ) 

新約聖書に は， キリスト ご 自身が 
その 身分と 使命 を 証され たこと が， 
たびたび 記録され ている。 御 父と 御 
子の 最 も 印象的な 宣言の ひ とつ は， 
キリスト が ヱルサ レムの 地で 復活 後 
のみ わざ を 行なわれた あと， ァ メリ 
力 大陸に いた ニーフ ァ ィ人を 訪れて 
彼らに 告げられた 言葉で ある。 

御 父 は よみがえられた キ リスト を 
次の よ うな. 言葉で ニーフ アイ 人に 紹 
介され た。 

「わが 喜ぶ 愛子 を 見よ。 われ はこれ 
に 由り てす でに わが 名の 栄光 を 示し 
ぬ。 わが 愛子に 聞け oJ  (111 ニーフ ァ 
ィ 11 ： 7 ) 

その あと， 復活され た イエス ご自 
身が 天から 下り， 「群衆の 中に 立ちた 
も う た。 …… 時に …… 群衆に 話し か 
けて 仰せに なった。 

『見よ， われ は イエス' キリス 卜な 
り。 予言者ら が この 世に 来る と 証 を 


したる その 者な り。』」 （m ニーフ アイ 

11 ： 8—10) 

「われが この 世に 来れる は， 世の 人 
に 贖いと 救いと を 与え， また 世の 人 
を 罪よ り 救うた めな り 。 

この 故に， 悔い改めて 幼児の ごと 
くわれに 来る 者 は， われ ことごとく 
これ を 受け 容る べし。 …… 故に， 世 
界の 隅々 に 至る 者た ちょ。 悔 改め を 

なし， われに 来りて 救い を 受けよ」 
(III ニーフ アイ 9  ：  21， 22) 
時間が 少々 あるので， 噴い 主と し 

ての キリス 卜の 責任と 使命に ついて 

私自身の 証 を 述べたい。 

私 は， これまで 引用して きた 証が 

すべて 真実で あると 証す る。 イエス. 

キ リ ス トの績 罪に よって 人類 はみ な 
復活し， 不死 不滅と なること， イエ 
ス. キリス 卜の 福音に 対する 従順の 
度合いに 応じて 永遠の 生命 を 受ける 
こ と を 証す る。 

イエス • キリスト は 父なる 神の 霊 
の 長子で あり， 肉に おける 神の 独り 
子で ある。 聖典が 教える とおり， 地 
球の 創造 以前の 霊界で， 現世， 死， 
復活， 人類に 与える 永遠の 生命と い 
つ た 御 父の ご 計画 を イエス. キリス 
卜 は 支持され た。 また 御 父から 委任 
されて この 地球の 創造主と なられた。 
イエス' キリスト は 旧約聖書 におけ 
る エホバで も ある。 「まことに イエ 

ス. キリスト は 過去に おいて も 現世 
においても エホバで あり， アダムの 
神， ノアの 神で あり， アブラハム， 
イサク， ヤコ ブの 神で あり， イスラ 
エルの 神で あり， 世々 の 予言者に 語 
ら しめた も うてい る 神で あ り ， 万国 
の 民の 神で あり， また 今に 『王の 
王』 『主の 主』 として 地上に 君臨した 
もう はずの 神で ある。」 （ジ 1 ーム ズ'' 
E  • タルメージ 著 「基督 ィ エス」） 

イエス は 御 父から 生 を 与えられ， 
マリヤから 生まれて， べッレ ヘムの 
みどり 児と して この 世に 降臨した。 
キ リ ス 卜の 教えた 福音 こそ， 人が 創 


造 された 意義 を 全 うでき る 唯一の 手 
段で ある。 「肉 身に おける キリ ストの 
完全無欠な 生涯」 と 「全人 類の 罪の 
ために 自 ら 犠牲と なられた その 死」 
とが， 死に 対する 勝利と 共に， 全人 
類の 復活と 不死 不滅 を もたらし， さ 
らにキ リ ス 卜が 定められた 条件し だ 
いで 永遠の 生命 を も 可能に したので 
ある。 

私 は これらの こと 力; 真実で ある と 
証し， さらに 1820 年の 春， この 同じ 
イエス' キリス 卜が 御 父と 共に 二 ュ 
一 ヨーク 州 パル マイ ラの 近くの 森で 
ジ ヨセフ. ス ミス （二 代 目） に 姿 を 
示された と 証す る。 これ は 人類の 歴 
史上， 最も 大 いなる 神の 顕現の ひと 
つであった。 予言者 は そのこと を こ 
う 語って いる。 

「 …… そして その 光が 私の 上に 留っ 
た 時， 私 は 筆紙に 尽し 難い 輝きと 栄 
光と を 有ち たもう 二人の 御 方が 私の 
真上の 空中に 立ちた も うの を 見た。 
そ して その 中のお 一人が 私に 言葉 を 
かけて 私の 名 を 呼びた まい， 他のお 
一人 を 指して 『こ はわが 愛子な り， 
彼に 聞け』 と 仰せられた。」 （ジ ョセ 
フ • ス ミス 2  ： 17) 

イエス は そのみ 言葉の 通り， 「世の 
生命に して 世の 光明」 （教義と 聖約 
10  ：  70) である。 「 …… ィ エス' キリ 
ストと は， 御 父より 賜わり たる 御名 
にして， この 名の ほかに はより て以 
て 人類の 救われ 得る 名 一つ もな 
し。」 （教義と 聖約 18  ：  23) キリスト 
の 「『みたま』 は 世に 来る あらゆる 人 
々に 光 を 与え …… その 声 を 聴く 全 世 
界の あらゆる 人々 を 照すな り 。 

この 『みたま』 の 声 を 聴く すべて 
の 人 は 神に 来る。 すなわち， 御 父の 
許に 来るな り 。」 （教義と 聖約 84  ： 
46—47) 

私 は， 現在 主の 予言者で ある'、 口 
ル ド. B  . リ 一大 管長に よって 管理 
されて いる この 末日 聖徒 イエス' キ 
リ ス ト 教会が， キリスト の 指示の 下 
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に 設立され， キリストの 権能 を 授け 
られ， キリストの 福音 を 教え， その 
福音の 救いの 儀式 を 行な うように 命 
を 受けた キ リ ス 卜の 教会で あると 証 


する。 贖い 主で ある 主 イエス • キ リ 
ス ト が 手の 届 く ところに 置いて 下さ 
つた 祝福， 喜び， 栄光 を， 私たちが 
ふさわしく なって 得られる ようにと 


いう こと 力；， すべて その 目的で ある, 
私 は これらの こと をみ な， F まい 主ィ 
エス 'キリス トの聖 なるみ 名に よ り, 
証す る。 アーメン。 
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のこと を 思え 


十二使徒 評議員 会 会員 


フル一 ス 'R' マッコ ンキ一 


もしも， 主が 自ら 下って 大会 を 開 
き， 聖徒た ちに 語られる としたなら 
ば， 主 は どんな 話 をされ るだろう 力、。 
も しも 主が この 大会に 臨んで 語ろ う 
とされたならば， 私たちの ため， 私 
たちの 救いと 祝福の ために どんなみ 
言葉 を 与えられ るだろう 力 >。 

そのよ うな こと は 可能性の 領域 を 
まったく はずれて いる こ とで はない。 
予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は， 私たち 
が 心からね たみをす つかりぬ ぐい 去 
り， 完全な 信仰 を 持って ひとつに 集 
まったならば， 幕 はすぐ にで も 裂け 
るで あろうと 言った。 （教義と 聖約 

67  ： 10 参照， Teachings  of  the  Pr- 
ophet Joseph  Smith  「卞 a 者シ ョ セ 
フ 'ス ミスの 教え」 P.  9) 主が エノ 
クの 市に 住まわれた とき は， 民の 会 
合で 語られた に違いないし， やがて 
地上が 輝 く 福 千年に 入って 主が 統治 
される ときには， また そのよう に 語 
られ ると 思う。 

しかし 私たち は， 人の子ら に 与え 
られる 永遠の 真理の 言葉 は， 主ご自 
身の 声 も 主の しもべた ち の 声 も 同じ 
ひとつで あると いう 原則 をいた だい 
ている。 昨日 リ 一大 管長が 大会 を 開 
幕した とき も， また n ムニ 一 副 管長 
が， もしも 主 自ら ここに おられた と 
したら 兄弟た ちが 述べた と 同じ こと 


を 語られる はず だと， 口ずから 力 あ 
る まことの 証 を 述べた とき も， 私 は 
その 原則 を 痛感した。 

教会の 大 管長 会に 属する これらの 
兄弟た ち は 主の しもべで あり 主の 代 
表 者で ある。 彼ら は 現在の 地上の 神 
の 王国の 鍵 を 持つ 人々 であり， この 
世で は 平安， 来世で は 永遠の 栄え を 
もたらす 命と 真理と 啓示の 言葉 は， 
彼らから 来る ので ある。 

さて 私 は， これまで 壇上に 立った 

方々 と 同じよう に 力強い みたまが 自 
分に も そそがれ， 自分の 語る 言葉が， 
主が 今 私に 語らせた いと 思われる 言 
葉 そのもの となる ように， 心から 願 
つてい る。 末日 聖徒が 国内 外の 情勢 
に 前向きで 健全な 姿勢 を 持ち， 破壊 
的で 有害な ことに は 背 を 向け， すべ 

てに 善なる 良い もの を 求め， 自分に 
永遠の 福音の 栄光と 不思議と を 恵む 
主の 慈愛 を ほめたたえる ように， 私 
がみた まに 導かれて 語れる ものな ら 
そう 勧告したい。 

世 を 席巻す る もの をみ わたす と， 
良くない ものにすぐ 目が 行きが ちで 
あり， 価値 を 疑うよう な 運動 や 事業, 
あるいは どうかと 思われる よ うな 活 
動に 自分の 力 をつ い 浪費し そ う であ 
る。 

しかし， つとめて 良き わざに 携わ 


るよう にと いう 神の 命令が ある こと， 
人類の 自由と 幸福に 寄与す る ま こ と 
の 原則 は どれ も 主に 認められる もの 
である こと， 正しい 主張と まことの 
原則 を 首唱す る 人々 を 支持す る 必要 
が ある こと を， 私 はよ く 承知して い 
る。 これらの こと を， 私たち も 有益， 
最善の 方法で 実行すべき である。 問 
題 は 何 をすべき かで はなく， それ を 
いかにして 行なう かに ある と 思う。 
私 は， あらゆる 善なる もの を 支援す 
るた めに 末日 聖徒に できる 最も 有益 
な こと は， 永遠の 福音の 原則 を 守り， 
また 教える ことで あると 思う。 

特別な 賜物 を 持って 別の 分野で 働 
くべき 人 はいるだろう 力;， この 知識 
と 証 を もってする 私に 関する 限り， 
この 試みの 世に 自分の 力と 勢力と 能 
力 を 用いて 教会と 他の 天父の 子ら の 
間で 真理と 義の道 を宣べ 広め， この 
道の ために 働く 以上に 大切な こと は 
ない。 

末日 聖徒に は， 主にあって 喜び， 
主の 恵み を ほめたたえ， 心に 永遠の 
真理 を 熟考し， 義 なる ものに 心 を 向 
ける 一大 義務が あると 思う。 

ここで ィザャ の 言葉 を 読んで みた 
い。 ィザャ が 私たちに， イスラエル 
の 家に， 主の 王国の 民に 問うた 言葉 
である。 
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「われわれ のうち， だれが 焼きつ く 
す 火の 中に おる ことができよう。 わ 
れ われのう ち， だれが とこしえの 燃 
える 火の 中に おる こ とがで きょ う」。 

(ィ ザャ 33  ： 14) 

それ はつ ま り， こうで ある。 教会 
員のう ち， だれが 日の 栄の 王国 を受 
継ぐ こと がで きょう。 だれが 神 と キ 
リ ス ト と 聖者 たちのい る 場に 行く こ 
とがで きょう。 だれが 世に 打ち勝つ 
て義の わざ をな し， 信仰と 献身 を も 
つて 終りまで 耐え忍び， 「来て， 父の 
み 国を受 継ぎなさい」 という 恵みの 
み 言葉 を 聞く のだろう 力'。 

ィ ザャ はこ う 告げて いる。 

「正しく 歩む 者， 正直に 語る 者， し 
えたげ て 得た 利 を いやしめる 者， 手 
を 振って， まいない を 取らない 者， 
耳 をふさいで 血 を 流す 謀略 を 聞かな 
い 者， 目 を 閉じて 悪 を 見ない 者， こ 

のよう な 人 は 高い 所に 住み，  」 

(ィ ザャ 33  ： 15—16) 

ここで もしよ ければ， 聖霊の 力に 
よって 語られた この ィザャ の 言葉 を 
引いて， これが 現代の 私たちに どう 
あてはまる 力、 少しお 話して みたい。 

まず， 「正しく 歩む 者， 正直に 語る 
者」 だ 力；， 主 イエス • キリストの ffl 
罪の 犠牲の 上に 立つ 私たち は， 主の 
戒め を 守らなければ ならない。 また， 
真理 を 語り， 義 しい わざ をな さなけ 
れ ばなら ない。 私たち は 自分の 思い 
と 言葉と 行ないに よって 裁かれる。 

第二に， 「 …… しえ たげ て 得た 利 を 
いやしめる 者」 だが， 私たち は 隣人 
に対して 公正に 行動し な ければ な ら 
ない。 再臨の 日に は 雇い人 を 不当に 
しいたげる 人々 に対して 証人になる 
と言われ たの は， ほかならぬ 主ご自 
身で ある。 

第三に， 「 …… 手 を 振って， まいな 
い を 取らない 者」 だが， 私たち は あ 
ら ゆるた ぐいの 買収 を 拒否し， 隣人 
と は 公明正大 につ き あわなければ な 
ら ない。 神 は 人 を かたよ り 見ない 御 


力で ある。 すべての 人間 を 同じよう 
に 尊重して， 神の 戒め を 守る 人々 は 
こと さ ら 愛される 御 方で ある。 救い 
は 無償で ある。 それ は 金で 買われる 
もので はなく， 保証書 付きの 福音の 
律法に 従った 人々 だけが 救われる の 
である。 贈収賄 はこの 世の もので あ 
る。 

第 四 は 「 …… 耳 をふさいで 血 を 流 
す 謀略 を 聞かない 者， 目 を 閉じて 悪 
を 見ない 者」 である。 私たち はよ こ 
しま や 邪悪に 心 を 向けて はならない。 
世の中 や 政治の あら 捜し を やめ， 良 
いもの を 求めよう。 万事に 肯定的で 
健全な 見方 をし よ う 。 

あらゆる 人 は 自分の 播く もの を 刈 
り 取る， という 世界の 創造 以前から 
神 ご 自身が 定められた 永遠の 律法が 
ある。 私たちが 悪い こと を 考えれば， 
舌 は 清くない 言葉 を 出す。 私たちが 
悪い 言葉 を 語れば， 結局 悪い 行ない 
に ゆきあたる。 心が 肉欲 や 世の 悪に 
占領され ていれば， 俗 心 や 不義が 普 
通の 生き方に 見えて く る。 頭に 不道 
徳な 思いが 巣くえば， だれもが 不道 
徳で 不貞に 思われ， 自分と 世間との 
壁が 取 払われて しまう。 それ は ほか 
にも， 不健全な こと， みだらな こと， 
不純な こと， 不敬な ことの すべてに 
言われる。 それが， 主の 憎む と 言わ 
れる 「悪しき 計り ごと をめ ぐらす 
心」 （箴言 6  ： 18) である。 

その 一方， 心に 義 なること を 思え 
ば， 私たち は 義人と なる。 絶えず 徳 
を 以て 自分の 想い を 飾れば， 信じる 
こと 神の 前に 強くな り， 神 は 私たち 
に 義の雨 を 注がれる。 実に ヤコ ブの 
言う 通り， 「肉欲に 迷う 心 は 死 を 招き 
霊の こと を 思 う 心 は 永遠の 生命 を 招 
く」 （11  ニーフ アイ 9  ：  39) ので ある。 
パゥロ もこう 語って いる。 「まちがつ 
てはいけ ない， 神 は 侮られる ような 
かたで はない。 人 は 自分の まいた も 
の を， 刈り取る ことになる。 すな わ 
ち， 自分の 肉に まく 者 は， 肉から 滅 


び を 刈り取り， 霊に まく 者 は， 霊 か 
ら 永遠の いの ち を 刈り取る であろ 
う。」 （ガ ラテャ 6  ：  7  —  8) 

パゥロ はまた こう 言った。 

「 …… すべて 真実な こと， すべて 尊 
ぶべき こと， すべて 正しい こと， す 
ベて 純真な こと， すべて 愛すべき こ 
と， すべて ほまれ ある こと， また 徳 
といわれる もの， 称賛に 値する もの 
が あれば， それらの もの を 、にと め 
なさい。」 （ピリ ピ 4  ：  8  ) 

義 なる もの を 心に とめる に は， 救 
いの 真理 を 意識して 念頭に 置く こと 
である。 昨日 パッカー 長老 は， 健全 
な 思い を 胸に 抱く ために シ オンの 歌 
を 歌おう と 雄弁に 語られた。 私 は そ 
れ に加えて， 開会の 歌 を 歌った あと 
から 自分で 説教す るつ も りになる こ 
と を 提案したい。 私 は 町の 人込み を 
縫いながら， あるいは へんぴな 道 を 
歩きながら， また 人里離れた 場所に 
いながら いろいろな 説教 を 説いて， 
自分の 心 を 主の み わざ ゃ義 しい こ と 
に 向けて いる。 その 説教 は， 会衆 を 
相手に 行なった どんな 説教よ り も 良 
いもので あると 言う こ とがで きる。 

自分の 救い を かちえる ために， 私 
たち は 主にあって 喜ぼう。 心に 主の 
真理 を 想い， 自分の 関心 や 興味 を 主 
と 主の 恵みに 集中し よ う。 私たち は 
世 を 捨て， 力と 勢力と 能力の すべて 
を 用いて 主の み わざの ために 働かな 
ければ ならない。 

主の 民 は 主 を 喜び， 主の 聖 きみ 名 
を ほめたたえなければ ならない と 思 
う。 ホザナ の 叫びが 絶えず 唇から 出 
る はず だと 思う。 この 御 方 を 知る こ 
とが 永遠の 生命で あると いう 主に 関 
する 啓示され た 知識 を 思い， 主が 私 
たちのた めに 定められ た 救いの 偉大 
な 計画 を 思い， 血 を もって 私たち を 
贖い， 贖罪に よって 命と 不死 不滅 を 
もたら して 下さった 主の 愛する 御子 
を 思い， また， イエス を 除く ほか 人 
類の 救いに 最大の 貢献 をし， 殉教に 
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よって 現世の 召し を 閉じた 予言者 ジ 
ヨセフ' ス ミス の 一生 と そ の 働 き を 
思う とき， 私の 胸に は 永遠の 感謝が 
湧き上がり， 天軍と 共に 声 を あげて 
絶え間なく 賛美 を 歌いたい と 思う の 
である。 

地上の 王国 を 導く ため に 主が 生 け 
る 予言者 を 召 して 再 び 地上 に 使徒 と 
予言者 を 立てられ たこと を 思い， 私 
たちが 天よ りの 啓示 を 得て 魂 を 清め 
る 力 を 持つ ようにと， 主が 聖霊の 力 
と 賜物 を 与えて おられる こ と を 思い, 
数 限りない 祝福 を， 賜物と 奇跡と 家 
族が 永遠に 続く という 約束と， 私た 
ちに 豊かに 注がれ， 全人 類に も 価な 
く 提供され ている あらゆる 祝福 を 思 
うとき， 主 を ほめ， 主の み 恵み を感 
謝する 私の 声 はと どまる ところ を 知 
ら ない。 


けさ ほど ロムニー 副 管長が 話され 
た 折り と 同じ この 賛美と 感謝の 心 を 
もって， 私の つたない 賛美の 歌で 話 
を 終えたい と 思う。 

主 をた たえよ 

善なる 主 をた たえよ 

恵み 深き 主 をた たえよ 

主の み 名 を ほめ， み顏を 仰げ や 

おお， 主 をた たえよ 

主 を あがめよ 
慈悲なる 主 を あがめよ 
いっく しみ 深き 主 を あがめよ 
主の み 名 を ほめ， み 顔 をたず ねよ 
おお， 主 を あがめよ 

主 をた たえよ 

万物の 造 り 主なる 主 をた たえよ 


万物 を 噴いた も う 主 をた たえよ 
主の み 名 を ほめ， み 顔 をたず ねよ 
おお， 主 をた たえよ 

主 をたず ねよ 

高き に 統べた も う 主 をたず ねよ 
み 旨 を 知ら しめる 主 をたず ねよ 
主の み 名 を ほめ， み 顔 をたず ねよ 
おお， 主 をたず ねよ 

私たちが み 前に まっすぐ 歩み， 戒 
め を 守りつつ， 心の 誠 を 尽く して 主 
を 求めるならば， 主の み 顔 を 実際に 
見， ついに は 主と 共に 御 父の 王国で 
永遠の 生命 を 受け継 ぐと 約束され て 
いる。 私 は そのこと を 証し， またす 
ベての 人の ため， この こと を イエス' 
キリス 卜の み 名に よ つて 祈る もので 
ある。 ァーメ ン。 
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世の もの 力、， 
神の 王国の もの 力 


十二使徒 評議員 会 会員 


ハワード. W . ハン タ一 


この 壇上に 立つ 短い 時間に， 私 は 
末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会の 教 
えと 教義が 真実で あるとの 証 を 述べ 
たいと 思う。 

私たち は， 世界の 創造 この 方， 最 
も 開かれた 時代と 評される 時代に 生 
きている。 現代科学 は 人心 を 呆然と 
させる ほどの 業績 を 生んだ。 しかし 
私たち は， これらの 業績の 背景と な 
つ た 法則が 過去 も 常に 存在して きて， 
現代に なつてから やっと， 人の 知恵 
と 理解が， 自然の 法則 を 使って 現代 
世界の 功績 を 生み出せる ほどに 増し 
ただけ に過ぎない こと を 知っている。 

数 世代 前に は 原料 を 手で 加工 して 
物 を 生産した が， 現代 は それが 大量 
生産 に 代わり， 人間の 才 と 技術 と そ 
れが 生み出 し た 機械 とに よつ て 能率 
と 品質が 格段に 向上した。 

農業 は 世界人 口 の 過半数 を 支える 
生活 手段で ある。 ところが 近代化 さ 
れた 農業 地帯 を 行く と， 馬 やすき を 
使って 土地 を 耕し， 1 本ず つ あぜ を 
つけて 行く 農夫の 姿 や， 実りの 季節 
に 一家 そろつ て 畑で 働く 姿が 見あた 
ら なくなった。 今では 巨大な 農機具 
が 百 頭分 もの 馬力で 寸時に あぜ を そ 
ろえ るので ある。 つい 先頃まで は収 
穫に かま を 用い， から ざお で 打って， 
風で もみ がら を 分けた もの だが， 今 


では 大きな コ ン バインが うなり なが 
ら， ひとつの 操作で 全部の 仕事 をし 
て くれる。 

遠い 土地の 出来事が 家に いながら 
見られる が， これ は 数 世代 前なら 奇 
跡と も 思われる ことで ある。 現代 生 
活は 即座に ダイ ャル して 仕事 を 処理 
したり， どんなに 遠い 場所で も 会話 
する ことの 楽しみが あるな ど， 身近 
に 即時の 通信手段が ある。 過去 何 世 
紀 にも わたつ て 動物が 人間の 輸送 手 
段 を 提供して きたが， 今では それが 
超ス ピー ドの 快適な 乗り物に かわつ 
た。 また， 川の かなたに 何が あるか 
が 人の 心 を 捕らえて やまない 時代 は 
昔と なり， 空 を 飛ぶ 飛行機が 海と 海 
を かっての 川と 川 を 結ぶ よ う に 簡単 
に 結んで， 人 は 気軽に 世界へ 足を延 
ばす よ う になった。 

食 住の 向上， 便利 さ， K 療 設備の 
発展， 教育の 恩恵， 高い 生活水準な 
ど， かって 世界史が 味わった ことの 
ない 現代の こうした 功績 を， 私たち 
は 誇りと する。 

私たちの 先祖の 大勢が， 最も あり 
ふれた 農耕と いう 仕事に 携わって い 
た。 そういう 人々 が イギリスの 故郷 
を あとに 新世界の 岸に たどりつき， 
プリマス や マサ チュー セッ ッの擴 民 
地に 入植した。 彼らが 家族と 共に 困 


苦 を 克服して いった 感動の 記事 を 読 
むと 胸 を 打 たれる。 

教会の 初期の 宣教師た ち は， 私の 
先祖の 地で ある ス コット ラン ドゃデ 
ン マーク や ノル ゥ I 一に も 出かけて 
行った。 先祖 は 福音の 教え を 受け 入 
れ， 住み慣れた 故国 を 捨てて シ オン 
に 合流した。 手製の 荷車に 家財 を 全 
部 積み， 中西部の 荒涼たる 平原 を 徒 
歩で 横切り， a ツキ 一山 脈 を 越えて 
砂漠の 盆地に 入った その 人々 は， な 
お 大きな 苦難に 遇った。 彼ら が耐 え 
た 辛苦 は， 今 その 恩恵に あずかる 人 
々の 目に 涙 を 誘う。 

今 は 亡き それらの 人々 の 物語 は， 
信仰と 熱意と 献身の 物語で ある。 そ 
こに は 困難 や 苦労が あり， 現代 社会 
に 必要 と 思 う 便利 さは 欠けて いたが, 
生活に， 個々 の 暮らしに， 家庭生活 
に 幸福が あった。 彼らの 家に は 信仰 
と 祈りが あった。 主 イエス • キリス 
ト を 信 じ る 信仰 と ， 必要な こと を 願 
い 慈愛に 感謝す る 神への 祈 り が 存在 
した。 家庭で は 聖書が あ  15 まれ， 聖書 
に対する 深い 信仰が あった。 生活 は 
もっと 質素で あつたが， 質素 だから 
小さな 幸せ だと 言える だろう 力 >  。 

社会 は 力 を 傾注して 教育， 通信， 
交通， 衛生， 商業， 住居 その他 あら 
ゆる 方面に 近代化 を 実現し， 生活 水 
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準 は 向上した が， そのような 近代化 
は 社会の 基礎 単位で ある 家族に 何 を 
もたらし たという の だろ う か。 不安 
は 過去に なく 増大し， 未曾有の 離婚 
率 を 示し， 近代化に よって 教育の 責 
任が 家庭から 公共 機関に 移り， そこ 
で は 道徳の 原則が すた れて 近代 思想 
が 全盛で ある。 犯罪の 増加 は 驚く ほ 
どで あり， 薬物の 常用， 法律違反， 
性病の 蔓延， あらゆる 形の 不正行為 
が 世間に 受け入れられ ている ふう で 
ある。 こ の 現代 は 思想 と 行動の 自由 
が 唱道され， 社会の 安定に は 不可欠 
な， そのような 自由に 付随す る 責任 
を 無視した まま， 自由が もてはやさ 
れ ている。 このまま 進めば， 私たち 
の 社会で は 家族と いう ものが 決定的 
な 崩壊 を 見る だろ う こと は 異議の な 
いと ころで あろ う 。 

かって， 教会 は 人々 に 神への 信仰 
と 堅実な 道徳 を 教える 上で 先導者の 
役割 をに なって きた。 今， 社会 安定 
の 一勢 力と しての 既成 宗教に 何が 起 
きている だろう 力'。 大きな キリスト 
教会の 多 く が 信者 数 や 宗教 活動 資金 
の 滅少を 報告して いるが， ここに も 
近代化に 払う 多額の 代償が ある。 

近代 思想 は 宗教 思想の 幾つかに も 
入り込ん できた。 近代主義 者 は， 学 
問 や 科学の 進歩に よ り 聖書 や 教義に 
新しい 解釈が 求められ ると して 伝統 
的な 教えの 見め: し を 主張して L  、 る 。 
「現代 主義」 と いう 語が 「自由 主 
義」 という 語と 同じように 用いられ， 
その 信奉者た ち は 宗教 的 真理 も 近代 
学問に 照らし あわせて 常に 再 解釈す 
べきで ある。 だから 近代 思想 や 近代 
の 進歩 を 反映す る 新しい よ り 進んだ 
概念が 求められ ている， と 主張して 
いる。 

聖書 は 現代 主義者た ちの 攻撃の 的 
となり， 天地創造 や 生命の 誕生， ァ 
ダムと イブ， エデンの 園， ノアの 洪 

水， その他 旧新約聖書の 出来事の 信 
憑 性 を 科学 は 支持 できない と 主張す 


る 人々 がいる。 現代文明 のよ りすぐ 
れた 知識と 称する もの を かさに， 聖 
書の 記事 は 神話で ある と 見る 人々 も 
いる。 しかし そのために， キリスト 
の 信者が 教え を 拒否で きる もので あ 
ろ う か。 進歩的な 多 く の 教会が 信仰 
を 失った 教会員の 信頼 を 取り戻そう 
として 教義 を 次々 に 捨て， 個と して 
の 神の 存在に ついての 教え を 放棄す 
るまでに なって いる。 彼ら はも はや, 
十字架に かかって 死なれた 救い主の 
復活 を 事実と は 認めず， 贖罪の 教え 
も 真実と は 考えない。 このような 環 

境に あって， 宗教 組織 は 社会 安定の 
一勢 力た る 立場 を どう して 維持で き 

る だろ う 力 >o 

知識 は 増し， 思想 は 高度に， 古さ 
が 近代化 される 現代 は， 単純な もの 
が 見落とされ， 難解な ものが もて は 
やされ る。 福音の 単純で 基本的な 真 
理が 無視され ている ので ある。 バウ 
口 はガラ テャの 民に ィ エス • キ リス 
卜の 真の 福音 を 教えた が， パゥ ロカ； 
去った あとでに せの 教師が やって き 
て， 教えから 民 を 引き離した。 その 

ため バウ 0 は 強い 非難の 言葉 を 手紙 
に 書き， 自分の 教え を 曲げる 人々 を 
攻撃した。 パゥロ はこう 書いて いる。 

「あなたがたが こんなに も 早く， あ 
なた がた をキ リ ス 卜 の 恵みの 内へ お 
招きに なった かたから 離れて， 違つ 
た 福音に 落ちて いくこと 力;， わたし 
に は 不思議で ならない。 それ は 福音 
というべき もので はなく  ， ただ， あ 
る 種の 人々 が あなたがた を かき 乱し， 
キ リ ス 卜の 福音 を 曲げよ うとして い 
る だけの ことで ある。 しかし， たと 
いわた したち であろうと， 天からの 
御 使で あろうと， わたしたちが 宣べ 
伝えた 福音に 反する こ と を あなた 力； 
たに 宣べ 伝えるなら， その 人 はの ろ 

わるべき である。 （ガ ラテャ 1 ： 6 — 
8  ) 

キ リ ス ト教 がごく 初期の 時代から， 
にせの 福音が 数々 教えられて き た。 


それ は， バウ 口が 指摘す る 通り， 本 
当 は 福音で はない。 キ リ ス 卜の 福音 
はた だ ひとつ だからで ある。 それ は 
現在 も 例外で はない。 私たちの まわ 
り を 疑問 や 疑念 を わかせる 学問 ， 思 
想の 進歩と， 頓挫が 囲んで いる。 そ 
れが 人々 を 引っぱり 下ろし， 信仰 や 
道徳 を 破壊して いるかに 見える。 こ 
の ざせつと 道徳 衰退の 時代に， では, 
希望 は どこに あるの だろう か。 救い 
主が 教 えられ た 真理 を 知 つ て 理解す 
る こ との 中に， である。 キリストの 
教会が まっすぐに 教えるべき 真理， 
信者た ちが 信じて 守るべき そ の 真理 
を 知る ことの 中に である。 それ は 永 
遠の 真理で ある。 社会 環境が 変わろ 
う と 科学が 新たな 発展 をみ よ うと 人 
の 知識が ふえようと， それに は 関係 
な く 永久に 変わ ら ぬ 真理で ある 。 

私たち は 現代に 添い 現代 世界の 所 
産 と 高い 生活水準 を 享受で きる と 思 
う。 現代 主義者の 理論に 転向せ ずと 
も ， 近代 学問 と 近代科学の 恩恵に 浴 
する ことができる と 思う。 救い主が 
ご 自 身 で 直べ 伝 えられ た 福音の 原則 
は， 説かれた 当時 も 今 も 真実で ある 
と 信じる。 真理 は 永遠で あり， 変わ 
る こと がない。 イエス. キリストの 
福音 は， 変遷す る 世界に あって 常に 
時代に 即して いる。 

世が 誇る 華々 しい 知識 も， 人が 造 
り 出した もので はない。 それ は， 神 
が 持って おられる 無限の 知識 や 情報 
の 幾分 を 発見した にすぎない。 それ 
を どう 使う か は， 私たちが 永遠の 神 
の 王国に 属する 力 >, この 世の みの 理 
解に と どまる 力 "こよって 左右され る。 
問題 は ただこれ だけ， つまり， この 
世の 思考の 領域に 身 を 落着け る 力'， 
それと も 不変の 神の 王国に 身 を 据え 
るかで ある。 

現代 を 良しと しながら も， 救い主 
が 説かれた 真理 や 教義 を， いわゆる 
近代 思想， 近代の 進歩と 称する 修正 
や 再評価に は ゆだねずに， 変わり 行 
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く 世界に まっすぐの 道 を 歩む， この 
末日 聖徒 ィヱス • キリス ト 教会の 一 
教会員で ある こと を， 私 は 心から 感 
謝して いる。 

多 く の 現代 主義者の 見解と は 相反 
して， 私 は， 永遠の 父なる 神が 生き 
て おられる こと， 聖書 は 霊感 を 受け 
て 書かれた もので， モル モン 経 も 同 


じく 霊感に よる 書物で ある こ と を 信 
じている。 神の 御子， イエス' キリ 
スト は 実在し， 現に 生きて おられる 
こと， キリスト は 私たちの ために 血 
を 流され， 真実 文字通り 復活され た 
こと を， 私 はたし かに 知っている。 
現在の 地上に 神の 予言者が いる こ と 
も 証す る。 


世の 道に 誘う さ ま ざまな 影響力 を 
近寄せまい とする 私たちの 正しい 努 
力 を 主が 祝福され て， 信仰と 信念と 
神の 王国に， 自分の 落着き 場所 を 得 

ん こと を， イエス' キリスト のみ 名 
により， へりくだって 祈る しだいで 
ある。 アーメン 
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啓示され た 福音の 真理 


十二使徒 評議員 会 会員 


リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹， 私 はこの 大 いなる 大会 
に 皆様と 共に 集う 特権 を 喜んでい る。 
こ の 末の 日 の 王国 を 建て るに 際して， 
私 た ち がー 堂 に 集って 永遠の 命の パ 
ンを 食す る ことので きる 大会 を 備え 
て 下さった こと を， 主に 感謝す る し 
だいで ある。 歌の 歌詞に こ う ある。 

来たれ 予言者より みことば 聞け 
喜びて うたえ 真理の 道 

(讃美歌 83 番） 

私た ち はこ の 大会で 予言者の 声 を 
聞いた。 私たち は 信仰 を 強められ， 
主の 王国の 建設 を 助けよう， 主なる 
救い主 ィ エス. キリス 卜の 再臨に 備 

え をな そう という 望み を 大き く して， 
各々 の 働き 場へ 戻る ことで あろ う 。 
予言者 ィザャ は， 人の 考えに よつ 
て 神 を 拝む 私たちの 時代 を 見て， そ 
れ ゆえ， 主 は 「この 民に， 再び 驚く 
べき わざ を 行う， それ は 不思議な 驚 
くべき わざで ある。 彼らのう ちの 賢 
い 人の 知恵 は 滅び， さとい 人の 知識 
は 隠される」 （ィ ザャ 29: 14) と 言つ 
た。 ィザャ は， 主が 不思議な 驚く ベ 
きわ ざ を 行なわれ るの は そのため だ 
と 言って いるので， 不思議な 驚く ベ 
きわ ざ は 人の 誤った 考え を 正す ため 
の ものであると， 私 は 理解して いる。 


福音の 回復， この 不思議な 驚く ベ 
きわ ざに よって 訂正され たす ばら し 
い 事々 のす ベて を 話す 時間 はない。 

しかしながら 一番 重要な 訂正 は， 天 
父と 御子が 予言者 ジ ヨセフ. ス ミス 
に まみ えられた あの 示現から 知った 
知識で あると 思う。 そのこと は， 今 
朝 マリオン • G • ロムニー 副 管長が 
美しい 言葉で 語られた。 体な く 肢体 
な く 感情 もない あらゆる 所に 満 ち た 
霊的 実在が 神で ある， つまり 神に は 
目がなくて 見る ことができず， 耳が 
なくて 聞く ことができず， 声が なく 
て 語る こと もで きないと いうの に 対 
して， 私たち も 復活の のちに そのよ 
う になる 栄光 化された 骨肉 体の 別個 
の 御 二方が 存在され るので ある。 そ 
の 約束 を 受け， 自分た ちが 神の 子供， 
永遠の 父なる 神の 子供で あり， やが 
てみ 前に 住んで 神なる 御 方 を 知り， 
死 か ら よみがえつ て 世の 罪 を, われ 
た 御子 イエス' キリスト を も 知る こ 
とがで きる というの は 何とす ばら し 
いこと であろう 力'。 

次に 重要な 訂正 は， 教会の 大 いな 
る 組織で あると 思う。 この 教会の 神 
権と 全 補助 組織に ついて だけ 考えて 
も， 指導 役員 を 支持した この 集会で 
すでに 言及され ている。 リ 一大 管長 
は， 今晩の 神権 会が 850 の 建物で 放送 


されて いる と言われた。 

世の中の いったい どこに， このよ 
う な 神権 者の 組織が ある だろ う か。 
すべての 男性 は 神の 神権 を 受けて， 
地上の 神の 王国の 建設に 働 くこと が 
できる。 こうして 彼ら は， 虫が 食い, 
さびが つき， 盗人が 押し入って 盗み 
出す ことのない 天に 宝 を 蓄える ので 
あり （マ タイ 6  ： 19)， そこで 自分の 
賜 や 才能 を 伸ばす ので ある。 神の 王 
国 は その 目的の ために こそ 存在す る 
からで ある。 

ここで， きょうぜ ひと も 一言した 
い 教会の うるわしい 教義が ある。 そ 
れは， 結婚の 誓約と 家族の 単位が 永 
遠に 続く という 教えで ある。 この 原 
則が 聖典で 教えられ ている こ と は 明 
白で あると いうのに， この こと を 信 
じる のが 私たちの 教会 だけら しい こ 
と は 信じが たいこと である。 今から 
数年 前に， 教会の ある 兄弟が Do  Men 
Believe  What  Their し hurches  Pre- 
scribe ？  「人々 は 自分の 教会の 規定 
を 信じて いる 力り （ルロン •  S  • ハウ 
エル ズ著， デ ゼルト 出版社， 1932 年 
出版） という 本 を 書いた。 その 本に 
は 主要な 教会 （私たちの 教会 を 入れ 
て 全部で 10) から 簡単な 説明 を もら 
つて， さまざま な 教義 原則の 一覧表 
が 載って いるの だが， 他の 9 つの 教 
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会 は ど こ も 結婚 誓約 と 家族の 永続 を 
信じて はいなかった。 結婚 は 「死が 
二人 を 分かつ まで」 で， これ は 実質， 
離婚の 約束手形 である。 死が 二人 を 
分ける までの 結婚であるなら， それ 
以後 は ど うする のだろう か。 私た ち 
を 結ぶ きずな は どこに あるの だろ う 
か。 特に 子供た ちの 教育 を 妻に まか 
せて 兄弟た ちが 始終 神権の 務めに 働 
く こ の 教会で 私た ち を 結ぶ き ずな は 
どこに あると いうの だろう 力、。 それ 
がみな 死と 共に 断ち切られ るの だろ 
うか。 

私 は 伝道 部長に 召されて いた 頃に 
ジョージ ァ 州の キ ット マン で 行なわ 
れた 集会で， さきほどの 本の 一覧表 
から 引用して 話 をした ことがある。 
その 会が 終り， ドアの 所に 立って 出 
席 者た ちと 別れの 挨拶 をして いると， 
ひとりの 男性が 近寄って きて， 自分 
は パプ テス ト 教会の 牧師です と 自己 
紹介 をした。 それで 私 は， 「きょうの 
引用した 説明 は 間違いだった でしよ 
う カリ と 尋ねた。 

する と 彼 は 「いいえ， リ チヤ ーズ 
さん， お 言葉 通りです。 私たち はだ 
れ でも 自分の 教会の 教義 を 全部 信じ 
ている わけで はない のです」 と 返事 
した。 

私 は 言った。 「あなた も 信じて いら 
つし や らな いのです か。 教会に 帰ら 
れ たら 信徒の 皆さんに 真理 を 教えら 
れ てはい かがです。 あなた からなら 
受け入れる でしよう。 モル モンの 長 
老 から 聞いて 受け入れる 用意 はま だ 
できて いないで しょ うが。」 

彼 は 「では， また」 と 答えた。 

それから 4 力 月 ほどして 私が また 
キット マンへ 行った とき， その 小さ 
な 教会に 入って 行 こ う とすると そこ 
にあの パプ テス ト 教会の 牧師の 姿が 
あった。 私 は 握手 をしながら 言った。 
「 こ の 前の 私の 話 を あなた が ど う 思 
われた か， 非常に 知りたい のです 
が。」 すると 彼が 言った。 「リ チヤ 一 


ズ さん， あれから ずっと 考えて いた 
のです。 あなたの おっしゃ つたこと 
は 全部 信じます から， 残りが 聞きた 
いのです。」 この 不思議な 驚くべき わ 
ざ を 通し， 福音の 回復に よって 主 か 
ら 与えられた 数々 のう る わしい 原則 
について 話し 始める と， 私たちの 話 
はと どまる ところ を 知らなかった。 
ま た ， 私が ジ ョージ ァ州 アト ラン 

タで 伝道 部長の 任に あつたと き， ピ 
一 ター. マー シャ ル 博士の 書斎に 招 

かれた ことがある。 マー シャ ル 博士 
はァ ト ランタの 長老教会の 牧師で， 
そのと き 1 ， 2 時間 談話した。 彼 は 
死亡 時には 合衆国の 上院 付き 牧師で 
あった 人で， 彼の 著書で ある パ Man 
Calld  Peter  「ぺ テロと いう Aj を 読 
'まれた 方 や， あるいは 彼の 一生 を 描 
いた 映画 を ごらんの 方 も あると 思う。 
彼の 主張の 多く は， アトランタの 私 
たちから 聞いた ことで ある。 マー シ 
ャル 博士 は， 彼の 教会の 若者た ちが 
次々 と 私たちの 教会に く ら 替えす る 
ので， 人 を 頼んで 伝道 本部から Ml  A 
の 本 や 若者 向けの 教会 図書 を 買って 
おられた。 

私 は 書斎で 彼と 並んで 腰かけな が 
ら， 永遠の 結婚 や 結婚 誓約の 永続に 
ついて 長老教会の 見解 を 尋ねた。 そ 
れ に対して 彼 はこう 答えた。 「そうで 
すねえ， リチ ヤー ズ さん， 私たちの 
教会で は そのよ う な 教え を 認めて い 
ません が， 私 は 内心 片意地な 反対 意 
見 を 持って いま してね。」 - 彼の 話 は 続 
いた。 「子猫 を 親 猫から 取り上げ ると， 
何日 かすれば 親 は 子の ことな ど 忘れ 
てし まいます。 親 牛から 子牛 を 取り 
上げても， 何日 かたてば 子牛の こと 
など 忘れます。 ところが 人間の 子 を 
親から 取り上げれば， 親 は 百 歳に な 
つても 子供の こと を 忘れません 
よ。」 「神が， 死ねば 滅びて しまうよ 
うな 愛 を 創造され たな ど， 私に は ど 
う も 信じられない のです。」 神が， 死 
ねば 滅びて しまう よ うな 愛 を 創造 さ 


れ たので はない こ と を 知っている 祝 
福 を， ありがた いと 思う。 愛 は 永遠 
である。 

他の 教会 は 永遠の 結婚の 原則 を教 
えて いないが， それ を 信じる 人々 は 
いる。 その ひと り， アンダーソン • 
M  • ベー トン は 妻の ビ ユーラに， 人 
生の 深奥 を 語る 小さな 1 編の 詩 を 送 
つた。 

我， 汝と 永久に 結ばれたり。 今生 
のみに あらず つかのまの あだし 世 
のみに あらず 

我， 悲哀 を 越えし のちの 世に 汝 
と 結ばれた り 。 

病む 胸， 曇る まゆの その 彼方に。 

愛 は 墓 を 知らず， 我ら を 導く， 愛 
し 人よ， 

人生の 残りわず かな; W が 力なく 
ゆらめく ときに 

これが 私たちの 信じて いる ことで 
ある。 私たち は 結婚の き ず な が 永遠 
である こと を 信じる。 

き よ うの 大会で， アダムが 園に 置 
かれた と きの 主の 言葉が 引用され た。 
主 は 「人 独りなる は 善しから ず」 と 
言って 助け手 を 送り， 「二人 一体と な 

るべ し」 （モー セ 3  ： 18,24) と a わ 
れた。 半分ず つが 合わさる ので はな 
く， 一体なの である。 男女な く して 
主が 地上に 人 を 住まわせる こ と はで 
きず， その 意味で 完全な 人間 をな す 
に は 二人が 心 要な ので ある。 それで， 
私 はこう 言いたい。 死が この 世界に 
やって来る 前に， 人が ひとりで いる 
ことが よくなかった とすれば， 私た 
ちが 死から 復活して アダムの 堕落 以 
前の 状態に 回復され たのち に， 人が 
ひと りで いる こと はや はりよくない 
ので ある。 

バウ 口が 次の よ う に H つた 言葉の 
意味 は それで ある。 「アダムに あって 
すべての 人が 死んで いるのと 同じよ 
うに， キリストに あってす ベての 人 


(细 


が 生かされ るので ある。」 （I コ リン 

卜 15  ：  22) 

堕落 以前に 妻な しでい る ことが よ 
くなかった とすれば， 復活 後に 伴侶 
なしでい る こ と も 明ら 力、 によ く ない。 
そのこと を 認めない 人 は， 偉大な 贖 
罪 を 否定す る 人で ある。 なぜなら， 
救い主が 噴 罪に よって， アダムと ィ 
ブの 堕落に よ る 損失 を 一部し か 贖わ 
れ なかつ たという こと になる からで 
ある。 

これ は 主が よ く 理解して おられた 
大 いなる 永遠の 真理で ある。 主 はこ 
う 言って おられる。 「 …… それゆえに， 
人 は その 父母 を 離れ， ふたりの 者 は 
一体と なるべき である。』 彼ら はも は 
や， ふたりで はなく 一体で ある。 だ 
から， 神が 合わせられ たもの を， 人 
は 離して はならない。」 （マルコ 10: 
7-9) これ 以上に 簡潔な 表現が あ 
つただろう 力'。 結婚の きずなが それ 
自体 死 を 超えた ものでなかった とし 
たら， ふたり は 一体と なるべき であ 
る。 人 は それ を 離して はならない と 
言われた とき， それ を 言われた 主の 
真意 は 何であった だろう 力 >。 

バウ 口 はこう 言った。 「 …… 主に あ 
つて は， 男な しに は 女 はない し， 女 
なしに は 男 はない。」 （ I コ リント 
11 ： 11) 男女 はこの 死ぬべき 現世で 
はお 互いな しで いられる かも しれな 
いが， 来たる 永遠の 世で は 違う。 

ぺ テロ は， 夫 は 「自分よ り も 弱い 
器で ある こと を 認めて， 知識に 従つ 
て 妻と 共に 住み， いのちの 恵み を 共 
どもに 受け継ぐ 者と して， 尊びな さ 
い。 それ は， あなたの 祈が 妨げられ 
ないた めで ある」 （ I ぺ テロ  3  ：  7  ) 
と 言った。 ここで 「いのちの 恵み を 


共 どもに 受け継ぐ 者」 というの は ど 
ういう 意味だろう 力、 どんない のち 
なの だろ う か。 人々 はすで に 現世の 
命 を 受けて おり， やがて 永遠の 命の 
祝福 をい つ しょに 受け継ぐ というの 
である。 これより 簡潔な 説明が いつ 
たい あるだろう 力、 

ここで， ィザャ が， 羊と 狼が 共に 
食み， 「しし は 牛の ように わら を 食ら 
い -… •• 」 （ィ ザャ 65  ：  25) という 新し 
い 天と 新しい 地 を 見た ことが 思い出 
される。 ィザャ は 人々 が 「家 を 建て 
て， それに 住み， ぶどう 畑 を 作って， 
その実 を 食べる。 

彼らが 建てる 所に， ほかの 人 は 住 
まず， 彼らが 植える もの は， ほかの 
人が 食べない。 …… わが 選んだ 者 は, 
その 手の わざ をな がく 楽しむ からで 
ある。 …… 彼ら は 主に 祝福され た 者 
のす えであって， その子ら も 彼らと 
共に おる からで ある」 （ィ ザャ 65: 
21  —  23) と 言った。 民と その子ら が 
自分た ちの 建てる 家に 住む という こ 
と を， これ 以上 明白に 語る ことが で 
きる だろう 力、。 

このす ばらしい 永遠の 原則 は， 福 
音の 回復に 伴って 啓示され た 偉大な 
真理の うちのひとつ である。 この 現 
世で 私と 妻 を， また 家族 や 愛する 者 
たち を 結ぶ その 愛の きずなが 断ち切 
られて 私たちが 永遠に 生き 続ける の 
だと 考えるなら， 死が 体と 霊との 完 
全な 消滅で ある と も 容易に 信じられ 
る ことだろう。 天 は 現世の 生活の 投 
影な ので ある。 

そこで 考える の は， この 世の どん 
な 成功 も 家庭の 失敗 を 償い 得ない と 
いう マ ッ ケィ大 管長の 言葉で ある。 
また リー 大 管長 は， 死によ つて 分か 
たれる まで 良い 家庭 を 保つ ばかりで 


なく， 誠実， 忠実で あれば 来たる ベ 
き 永遠に おいて 自分た ちが 管理す る 
ことので きる 王国の 基礎 を 今 作って 
いるの だとい う 理由で， 私たちの 最 
大の 責任 は 家族の 中に あると 述べ， 
それと 同様の こと を 強調して いる。 
これ は， 現代の 地上に 回復され て 知 
ら された 福音の 栄え ある 原則の ひと 
つで ある。 

新聞紙 上で， 子供が 誘拐され ると 
その 親が， この 世 を 子供と 共に 生き 
る こと を 願って ばく 大な 身代 金 を 払 
う ことがあ ると 報道され る 力；， 私た 
ち は 神の 聖 なる 神殿で 新しく かつ 永 
遠の 誓約と 聖 なる 神権の 結び 固めの 
儀式に より， 子供た ちと 永遠の 世 を 
通じて 共に いられる ので ある。 主 は 
予言者 ジ ヨセフ を 通じて， 彼らが 第 
一の 復活の 朝に いで 来て 「罪 を 犯す 
ことなく 育ちて 救いに 入らん」 （教義 
と聖約 45  ：  58) と言われた。 幼い 子 
供 をな くした 人々 にと つて， 永遠の 
世に 家族 関係が 存在 しないと いう 思 
いに 比べれば， この 教えの もたらす 
喜びと 幸せ は どれほどであろう 力、。 

兄弟 姉妹， 私 は， 主の 福音の 回復 
によって 知らされ たこの 偉大な 真理 
を 神に 感謝して いる。 しかし これ は 
ほんの 初 まりで ある。 きょうこ こに 
おられる 大勢の 皆さん， ラジオ を 聞 
いて おられる 皆さん， 今晩 聞かれる 
皆さん， この わざの 聖 なることの 証 
を 神から 胸に 植えられた 皆様に， 私 
は 自分の 証 を 申し上げたい。 御 父が 
大 予言者 を 通して 私たちに 送る と 約 
束され たの は， 不思議な 驚くべき わ 
ざで ある。 私の 愛と 祝福と 証 を 皆様 
にお 伝えし， 主 イエス' キリストの 
み 名に よってお 話 申し上げる。 ァー 
メ ン。 
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対立す る ものの 存在 


大 祝福 師 


ェ ルド レッド • G  • ス ミス 


地が 形成され る 以前， 天上に おい 
て， 地上の 生活の 計画が 私たち 全員 
に 説明され た。 そのと き 私たち は 天 
の 父， 母から 生まれた 霊の 子供で あ 
つ た。 

私たち は， 地上の 生活 を 経る こと 
が 天の 父， 母が 経験され たような こ 
と を 経験して 天の 父， 母の ようにな 
るた めの 機会で ある こ と を 知った。 

記録に は， その 栄え ある 知らせ を 
聞いて， みな 喜び 呼ば わった と 書か 
れて ある。 

そのと き， その 高遠な 目標 を 達す 
るに は， あらゆる ことにお いて 忠実， 
誠実で， サタンに よる 試練 や 試みに 
負けない こ と を 証明し なければ なら 
ない こと も 知った。 そのような さま 
ざまな 警告 を 聞きつつ も， 私たち は 
地上に 生まれる 日 を 首 を 長く して 待 
つたに 違いない。 

アダムと ィ ブ 力;， 地上に 来た 最初 
の 人間であった。 ふたり は 自由意志 
を 与えながら， 「善悪 を 知る の樹」 

(モー セ 3  ： 17) の 実 を 食べる まで， 
善と悪 を 知る 能力 を 持たなかった。 
その 樹の実 を 食べる 結果 は， 「•  — 
地は汝 のために 川 [わる …… 」 （モー セ 
4  ：  23) という ことで あると， 主 は 
ァ ダ ム に宣 H して おられた。 私たち 
は， アダム は 禁断の木の実 を 食べた 


せいで のろわれ たと 言 うの をよ く 聞 
く 力；， 記録に は アダムで はな く  ， 
「地」 が のろわれ たと ある。 そこへ 
「汝 のために」 と 主が 言い足し てお 
られ るので ある。 これ は， アダムに 
よかれ という こと， つまり 私 や あな 
たがた のために も 良い ように， とい 
うこと である。 

アダムと イブ は それ ま で 停滞の 状 
態に いた。 何の 進歩 も， 何の 成長 も， 
何 を 生み出す こと もな く。 変化 もな 
しに そ の 状態が 永遠 に 続いた はずで 
あった。 しかし， 変化 は 必要で あつ 
た。 その 変化と は， アダムと 子孫の 
すべてが 働いて， 障害 を 乗り越え， 
生活の 糧を 得る ことであった。 

アダムと イヴ がェデ ン の 園 を 放逐 
されてから， ひとりの 主の 天使が 現 
われ， 彼らに 福音の 計画 を 教えた。 
生命と 救いの 計画であった。 天使 は， 
やがて 救い主が 来て 全人 類 を い， 
人間が 天父の み も とに 帰る ことが で 
きる よ うにして 下さる と 語った。 

モー セの 書に はこ う 書かれて いる。 
「彼の 妻 イヴ， すべて これらの こと 
を 聞き 喜びて d— いける は， もし われ 
ら罪を 犯さ ざり せば， われら 子孫 を 
得 ざり しならん。 ま た 善悪の 区別 も 
知らず， われらの Pi'i わるる 喜び も 知 
らず， すべて 従顺 なる 者に 神の 賜わ 


る 永遠の 生命 も 知ら ざり しならん， 
と。」 （モー セ 5  ： 11) 

近代の 啓示 はこう 告げて いる。 「一 
…悪魔が 人の子ら を 試む る は 是非 必 
要な り。 すなわち 人 は 悪魔の 誘惑な 
ければ 己が 自由意志 を 使い 得ず， 何 
となれば， 人 もし 苦き を 知ら ざれば 
甘き を 知り 得 ざれば なり。」 （教義と 
聖約 29  ：  39) 

これ は 現代の 私たち も 同じで ある。 
私たち も 甘き を 知る ために 苦き を 知 
ら なければ ならない。 苦き ば 力' り 力； 
多くて 甘き は 少ない と 思う 人が いよ 
う 力;， それ は 普通で ある。 私たら を 
強く する ために 人生の 試しが あるの 
である。 自分 こそが 最高の 厳しい 試 
練に あってい ると だれし も 考える 力;, 
それ は 自分に とって 非常に むずかし 
いために， 最高の 試練と 思われる だ 
けではないだろう か。 ダイ アモン ド 
は 磨く ことで 価 を 増す。 はがね は 
焼く ことで 強く 立派になる。 そのよ 
うに， 対立す る もの は 人格 を 磨いて 
くれる。 

進歩 は どれ も ， 相 対する ものに 打 
ち 勝って 得られる ことで ある。 リー 
ハイ は 息/ • の ヤコ ブ にに, つた。 「それ 
は， すべての 物 4( に は 必ず その 反対 
の も のがなければ な ら ぬからで ある。 
…… 」 （II  ニーフ アイ 2  ： 11) 
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「アダム 力; 堕落 したの は 人類 を 生ず 
るた めで あり， 人類が 現世に 在る の 
は 幸福 を 得ん ためで ある。」 （11  ニー 

フ アイ 2  ：  25) 

「 …… 神 は汝の 受けた Si 難 を 神聖な 
ものにし てこれ を汝の 利益に して 下 
さる。」 （11  ニーフ アイ 2  ：  2  ) 

対立す る もの は， 反対の ために 反 
対 を 求める という ので はない 限 り ， 
私たちに とってよ いもので ある。 

そのこと で 思い出す の は， リ 一大 
管長の 好きな この 言葉で ある。 「ぬか 
るみに はまつ た 牛 を 土曜の 晩に 押 し 
上げられなかったら， 日曜日に 引き 
上げて もい つこう にか まわない。」 

鉄鋼 業界の ヘン リー' カイ ザ 一力;， 
会社 幹部 を 抜て きする に は， 仕事 を 
どんどん 与える こと だと 言った。 そ 
う すれば 幹部に すべき 人物が わかつ 
てく ると いう。 

それ はちよ う ど， 主が 私たちに 対 
して おられる こ と と 同じで はないだ 
ろうか。 主 も 指導者 を 育てよ うとし 
て おられる。 

私がず つと 若かった 頃に， 自室の 
壁に 掛けて いた 飾り 板の こと を 思い 
出す。 生け垣 を 飛び越えよ うとして 
.1  、 る 浮浪者の ズ ボ ン の 尻が 破 けて い 
て ， ブル ド ッ グカ; 弓 I きちぎ つ た 布 を 
く わえ てす ぐう しろに 迫って いる 絵 
であった。 それにこう 書かれて いた。 

「人生， ゆかいな と きに 
ゆかいで いるの は しごく 簡単 
逆境のと き に 
ほほえむ 人 こそ 本物 だ」 

も し 人に 打ち勝つ てだて をな えず 
た だル シ フエ ルの思 うま まに させる 
とすれば， 神 は 実に 不当であろう。 
だが 神 は， あなたが 求めて 受けさえ 


すれば 自分の ものになる その 力 以上 
の 力 をサタ ンに 許し はされ ない。 

はじめに， 主の 天使 は アダムと ィ 
ブに 教えた。 何もかも 教えて， ァダ 
ムとィ ブは 主の みこ ころ を 知った。 

私 は， それ は 今 も 同じ だと 思う。 
私たち は 聖典 を 学んで， 私たちに 対 
する 主の 計画 を 知らなければ なら な 
レ 、 。 従順 と 不従順の もたらす 結果 を 
知らなければ ならない。 主 は それ ぞ 
れの 神権 時代に， 私たちに 関する 神 
のみこ ころ を 教える 予言者 や 教師 を 
備えられた。 聖書， モル モン 経， 近 
代の 啓示と いった 聖典 を 恵まれた。 
完全な 神権と 共に こ の 福音 を 回復 さ 
れた。 私たちに， 御 父と 御子の み 旨 
を 啓示し， あらゆる 真理 を 教える 聖 
霊 を 授けられた。 神殿と， そこで 儀 
式 を 行なう 鍵 を 与えられた。 

予言者 ジ ヨセフ' スミ スは 次の よ 
うに 述べて いる。 「神 は その 聖き 『み 
たま』 により， すなわち 聖霊の 言い 
尽し 難き 賜に よりて， 世の 始めより 
今日に 至る まで 'きて 表した まいし こ 
とな き 知識 を 汝らに 与えた まわん。 

これ こそ， わが 先祖ら の 末の世に 
顕 されん こと を 熱心なる 期待 もて 待 
ち 望みし ものにして， 彼らの 栄光の 
完全に 顕 れんた め 保存し 置かれし と 
天使ら によ りて 彼らの 心に 示された 
る ものな り。」 （教義と 聖約 121 ： 26" 
27) 

これ は， 私たちの 先袓も 私たちの 
働き を 確信して 私たちの ために 先ん 
じて 地上に 生まれて 来たと いう 意味 
である。 

私たちが 自分の分 を 果たすならば， 
たしかに 主 は 助けて 下さる。 私たち 
はた だサ タ ン に 抵抗す る 以上の こと 
をし なければ ならない。 隣人に 奉仕 
しなければ ならない。 あなた は 自分 


の 分 を 果たして いる だろ う か。 

神 は 言われた。 「見よ， これ わが 業 
にして わが 栄光， すなわち 人に 不死 
不滅 と 永遠の 生命 と を もたらすな 
り o」 （モー セ 1 ： 39) 

この 地球が 創造され て， アダム 力' 
ら 現在に 至る まで， 進歩 発展の すべ 
て は 第一に ほかな らぬ あなた がた の 
ためで ある こ と を 忘れて はならない。 
キリスト は あなた を 贖 う ために 生 
まれて こ られ た。 
福音 は あなたの ために 回復され た。 
主 は あなたの 祈りに 答えられる。 
神 は あなた を 心に かけて おられる。 
あ な たが 神の 息子 や 娘 だか ら である。 

これ は 事実で ある。 だれに も 違つ 
た 人生が あり， 違った 天職が ある。 
仕事の 重要 さは それぞれに 異 つて も ， 
しかし あなた は， 神の 息子， 娘で あ 
る あなた は， ほかの みんなと 同じよ 
う に 神に とって 大切で ある。 
ウイ リ アム' クレイ トン 作の こ の 

讃美歌 は， 開拓者 時代と 同じく 現代 
の 私たち を も 励まして くれる。 

「恐れず 来たれ 聖徒 進み 行けよ 
その 旅 はつらく とも 恵み あらん 
無益な 憂い は 払いて 努めよ 
されば 喜ばん すべて は 善し 

わが 定め を 嘆く や いな 善き なり 
たたかい を 厭うなら 報い はなし 
勇みて 進め や 神 は 守ります 
やがて 話されん すべて は 善し」 
(讚美歌 23 番） 

あなたがた 一人一人が 人生の 目標 
を 達成で きる よ う， イエス' キリス 
卜の み 名に より 祈る しだいで ある。 

アーメン 0 
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十二使徒 評議員 会 会員 


エズラ • タフ 卜 • ベンソン 


会場 内外の 兄弟 姉妹た ち， 私たち 
はみ な， 同じ 霊の 父 をいだ く 兄弟 姉 
妹で ある。 私 は 今， へりくだり， 感 
謝して 皆様の 前に 立って いる。 私 は 
家族と いつ しょに 断食 をしつつ ひざ 
まずいて， みたまの 祝福が 得られる 
ように 祈って きた。 

き よ う 引用す る聖句 は， 1831 年 1 
月 2 日の 教会の 大会 中に， 主から 予 
言者ジ ヨセフ • スミ スに 与えられた 
啓示で ある。 「 …… も し 汝らに 備え あ 
らば 怖る る ことな からん。」 （教義と 
聖約 38  ：  30) 

現代の 聖典， 教義と 聖 約の 第 1 章 
に はこう ある。 「汝ら 備え をな せ， ま 
さに 来るべき 事の ために 備え をな せ， 
…… 」 （教義と 聖約 1 ： 12) この 同じ 
啓示の さらに あとに は， 「 …… 主なる 
われ， この 世に 住める 人々 に 襲い 来 
るべき 禍を 知れば， …… 」 （教義と 聖 
約 1 ： 17) という 警告の 言葉が ある。 

私たち は どのよ うな 禍 のために 備 
えるべきな のであろう 力'。 29 章で， 
主 は 「烈しき li 遣わされて ために 地 
の 収獲 は 損われん」 （教義と 聖約 29: 
16) と 警告し， 45 章に は 「世 を 滅ぼ 
すべき 疫病， 地 を 覆う」 （教義と 聖約 
45:31) と あり， 63 章に は 「地の 面 
に 戦 あれと 命じ たれば …… 」 （教義と 
聖約 63  ；  33) と言われ ている。 


マ タイ 伝の 24 章に は 「 き き んが起 
り， また 地震が あるであろう」 （マタ 
ィ 24  ：  7) と ある。 主 はこの ような 
災難が 起きる と 宣言され た。 これら 
の 予言 は 条件 付 きになって はいない。 
先 を ご存知の 主 は 災いが 起きる と 知 
つて おられる。 ある もの は 人為的に， 
ある もの は 天上の 自然力に よって。 
しかし 災害が 来る こ と は 確かで ある。 
予言 は 逆の 歴史で あり， 神に よって 
開かれる 将来の 出来事で ある。 

しかし， その 中に も主ィ エス • キ 
リスト は 「 …… も し 汝らに 備え あら 
ば 怖る る ことな からん」 （教義と 聖約 
38  ：  30) と 言って おられる。 

では それらの 災難に 備え をさせる 
主の 方法 は 何であろう 力、。 その 答え 
は， これ も 教義と 聖 約の 第 1 章に あ 

る 0 

「されば， 主なる われ， この 世に 住 
める 人々 に 襲い 来るべき 禍を 知れば， 
わが 僕ジ ヨセフ • ス ミス （二 代 目） 
を 呼び 天よ り 語りて 彼に 誡命を 下せ 

り 0 

また 他の 者 どもに も これ を 世の 人 
々に宣 ぶる 様 誡命を 与え たれ ど， … 
…」 （教義と 聖約 1 ： 17 —  18) 主 はま 
たこの ように も 言われた。 「これらの 
誡命を しらべよ。 そ は これら は 真実 
確なる 誡命 にして， その 中に 言われ 


たる 予言 も 約束 もす ベて 成就 さるべ 
ければ な り 。」 （教義と 聖約 1 ： 37) 

ここに 鍵が ある。 予言者に 神の み 
言葉 を 求める こと， そこに は 来たる 
べき 災いに 備える 方法が 教えられて 
いる。 それ は， 同じ 章で 主が こう 言 
つて おられる 通りで ある。 「主， われ 
言いた る こと は， われ 言いた るな り。 
われ 言い逃れ せず。 天地 は 過ぎ行く 
と も， わが 言 は 過ぎ行く ことなくし 
て 成就すべし。 わが 声に て 言わる る 
も， 僕らの 声に て 言わる る もみな 一 
つなり。」 （教義と 聖約 1 :38) 

また， 主 は 主 を 代表す る 者の 霊感 
の 言葉 を 拒む 人々 にこう 警告され た。 
「 …… 主の 声 もまた 主の 僕らの 声 も 
聞かん とせず， 予言者に して 使徒な 
る 者た ちの 言に も 耳 傾けん とせざる 
者の その 民の 中よ り 絶た るべき 日 来 
るな り。」 （教義と 聖約 1 :14) 

現在の 教会の 福祉 計画 は， 神から 
神の 代弁者で ある 予言者， すなわち 
末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会の 地 
上の 長， に 与えられた 啓示に よって 
創設され た。 今から 37 年 前の 1936 年 
10 月に 開催され た 教会の 総 大会で， 
大 管長 会 は 福祉 計画の 開始 を 宣言 し 
た。 四 半世紀に わたって 教会 福祉 委 
員 会の 初代 実務 部長と して 働いた 人 
物が 現在 は 地上の 主の 代弁者 ハ 口 ル 
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ド •  s  • リ 一大 管長と なり， 彼と 労 
を 共に した マ リオン •  G  •  ロムニー 
長老が 今 彼の かたわらに 副 管長と し 
て 立つ こ と には感 深い ものが ある。 
1937 年 4 月の 教会 総 大会で. J  . 
ルーベン. クラーク . ジュニ ァ副管 

長 は， 「私たち は 全体として あるいは 
個人と して， 英知の 神に して 私たち 
の 逃れ 得ない ものと された その 来た 
るべき 災難に 対して， 自 ら どのよ う 
な 備えが できる だろう カリ と 問い， 
続いて 霊感に よ る 教会 福祉 計画の 基 
本 原則 を 語った。 

「第一に， まず 何よりも 大事な こと 
と して， 義 しい 生活 をしょう。 …… 

家族の 長で ある 者 は， 最低 向こう 
1 年分の 食料， 衣料， またで きれば 

燃料 を 手 も とに 確保す るよう にしよ 
う。 収入の わずかな 人 は 蓄え や 証券 
どころ か 食料 や 被服 費に お金 を 充当 
し， 収 人の 多い 人 は 自分の まかない 
は 自分で できる と 考える だろ う が， 
私 は あえて 投機 をす るな と 提言した 
い。 すべて 家庭の 長 は 自分の 家 を 持 
つよう に， 抵当 を 避ける ように 努め 
よ う 。 庭の ある 人 は 菜園 を 作ろ う 。 
農地の ある 人 は 耕作しょう。」 （「大会 
報告」 1937 年 4 月， P.  26) 

義人に とって， 福音 は 災害の 前に 
警告 を 発し， 危機に 備える 計画 を告 
げ， 災難の 避け 所 を 教える。 

主 は， 「炉 のように 燃える 日が 来 
る」 （ララキ 4  ： 1 ) と言われた が， 
「『什 分の 一』 を 納めた る 者 は -… '火 
に 焼かる る ことなし」 （教義と 聖約 
64  ：  23) と 約束して おられる。 

主 はき きんが 来る と 私たちに 警告 
された が， 義人 は 予言者の 声に 聞き 
従って 1 年分の 最低 食料 を 蓄える で 
あろう。 

主 は 天使 を 放って 地の 刈り入れ を 
さ れ る ^1、  ( 'Discourses  of  Wiljord 
Woodruff  「ウイ ノレ フォート • ゥッ ド 
ラフ 説教 集」 P.  251 参照)， 知恵の 言 
葉 その他の 戒めに 従う 人々 に は， 「さ 


つりく の 天使 はィ スラ ヱルの 小児た 
ちが 如く， 彼ら を 過ぎ 越して 屠る こ 
とな かるべし。 …'- 」 （教義と 聖約 
89  ：  21) と 確言され ている。 

主 は 来たるべき 危機の 時代に 聖徒 
たちに 自由， 独立 を 願って おられる, 
しかし， 経済的な かせがあって は 本 
当の 自由に はなれない。 ベン ジャ ミ 
ン 'フランクリン は， 「借金 をす ると 
き は 自分の する こ と を よくよく 考え 
るが よい。 自分の 自由 を 他人の 翼 下 
に 引き渡す」 と 言い， エリ シャ は 「行 
つて， -… 食 債 を 払いなさい。 …… 
その 残りで 暮す ことができる，」 （列 
王 下 4  ：  7) と 言った。 また 教義と 
聖約 では 主が， 「 …… 汝らこ と ごとく 
その 債務 を 償却すべし。 これ わが 旨 
なり」 （教義と 聖約 104  ：  78) と 言つ 
て おられる。 

私たち は 100 年 以上 も 昔から 穀物 を 
蓄えよ と 勧告され ている。 オルソン' 
ハイ ド 長老 は 次のように 言った。 「出 
された 忠告 を 心に 留めなさい。 『 …… 
穀物 をす ベて 貯蔵せ よ。』 この こと を 
心がけなさい。 …… また 申し上げた 
い。 霊に 糧が 必要 不可欠な ごと く  ， 
体 を 養う に は パンが 必要で ある。 私 
たちが 地上で 神の み わざ を 遂行す る 
に はこの どちら も 必要な ので あ 
る。」 (^Journal  of  Discourses  「ぉ教 
集」 第 5 巻， P. 17) ハイ ド 長老 はこ 
う も 語った。 「世界の どんな 政策 を 積 
ん だとて， 小麦 1 個の 救いと 安全に 
は 及ばない。」 （「説教 集」 2  ：207) 

貯蔵す る 食料に 関して は， 教会 は 
選択 を 個々 の 教会員 主体に まかせて 
いる。 教会 福祉 委員会から はす ぐれ 
た 提案が 出されて いる 力;'， 主 は 「す 
ベての 穀類 は 人間の 食用と してよ ろ 
し」 （教義と 聖約 89  :16) と， もつ ぱ 
ら 穀物 を 名 ざして おられる。 適切に 
貯蔵 すれば， 穀類 は 乾燥で も 硬質で 
も全穀 でも， 無期限に 貯蔵が 可能で 
あり， 発芽 させて 栄養分 を 強化す る 
こと もで きる。 


各 家庭で 最低 1 年分の 榖類を 常備 
できたら よいと 思う。 申し添えたい 
こと だが， 穀物 を 家畜の 飼料に まわ 
して 獣肉 を 確保す る に は 何 倍 も の 土 
地が いる。 教会の 福祉 農場で は 家畜 
の 飼育に 比重 を かけすぎ ない よ う に 
しょう ではない か。 

食料の 生産， 貯蔵， 処理と 主の 勧 
告の 見地から すれば， 穀類 を最 優先 
すべきで ある。 当然， 水 も 重要で あ 
る。 ほかに 大事な の ははち みっか 砂 
糖， 豆類， 乳製品 かその 代用品， 塩 
かそれ に 相当す る ものである。 食料 
貯蔵の 啓示 は， ノアの 時代の 箱舟 同 
様， 現代の 実際的な 救いに 必要な の 
であろう。 

ハロル ド •  £  • リ 一大 管長 はこ う 
忠告した。 「通常の 生活での 一年 分と 
いう 意味で はなし， 何も 食べる 物が 
な L  、事態が 発生 した 時に 生きて 行く 
ための 食料 を 一年 分と 考えるならば 
大して むずかしい ことで はない。 … 

 R 適に 暮らせ はしない だろ う 

力；， 生きて ゆく こと はでき るで あろ 
う 。 通常 食べて いる もの をす ベて 貯 
蔵 するとい うの は， 平均 的 家族に と 
つて は ほとんどが まったく 不可能 だ 
と 思う が， そうで はなく， 切りつ め 
た 生活で 1 年分の 食料 を 貯蔵す ると 
いう ことで 考えれば， さかのぼって 
1937 年に クラーク 副 管長が 勧告した 
ことに 近づく と 思う ので ある。」 （福 
祉 大会 説教， 1966 年 10 月 1 曰） 

庭先の 小さな 畑で あれ， 1,2 本の 果 
樹 であれ， 土に 親しむ こと， 食料 を 
自給す る ことに は 祝福が ある。 人の 
富 はもと もと， 土地 や 自然の 産物に 
根ざす ものである。 この 富 は 人の 活 
力と 結びつき， 道具に よって 幾 倍に 
も ふえ， 自由と 正義の 中で 拡張され 
る。 末の 時代に 必要な 食料 を 手 も と 
に 持つ 家族 は 幸いで ある。 

人の 活力に ついては， 「走れ ども 疲 
れず， 歩け ども 気 を 失う ことなから 
ん J  (教義と 聖約 89:  20) と 告げる 知 
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恵の 言葉 を ありがた いと 思う。 主 は 
私たちに， 「早く  6^ に 入りて 疲れ を 
休めよ。 朝 は 早く 起きて 汝の 肉体と 
精神と を 活気 づけよ」 （教義と 聖約 

88: 124) と 勧めて おられる。 また， 
「 …… 与えられ たる 力と 方法 以上に 
働く ことな かれ」 （教義と 聖約 10: 
4) と 助言して おられる。 

健全な 食べ物， ほどよい 休養， 適 
当な 運動， そして 明らかな 良心， こ 
れ ら が 前途 に 待つ 苦難への 備 え を さ 
せて く れる。 

被服に 関して は， 燃料の 欠乏 時に 
冬季で も 暖かく 過ごせる ような 防寒 
衣料 や 作業 着が よけいに 必要 だとい 

う ふうに， 将来の こと を あらかじめ 
考えて おくべき である。 皮 生地 や 布 
地 を， 戸外で 活発に 遊ぶ 成長期の 子 
供が いる 家庭で は 特に 用意して おく 
とよい。 

ウィルフォード' ゥッ ドラフ 大管 
長 はこう 語って いる。 「言われて いた 
通りに， だれもが 自分の 靴 や 服， ま 
た 食物 を 手ず から 作る 必要 を 痛感す 
る 時代 はやが て 来る であろ う 。 … 
…」 (G  • ホーマー' ダー ヘム Dis- 
courses  of  Wiljord  W oodruff  「ゥ 
ィル フォード • ウッドラフ 説教 集」 
P. 166) 

1970 年 7 月 に， ジ ヨセフ' フィー 
ルデ イング. スミ ス大 管長 は 聖徒た 
ちに 宛てた メッセージの 中で， 開拓 
者た ち は 「指導者から， 及ぶ 限り 自 
分た ちの 使う すべての 物 を 自給せ よ 
と 教えられた。 -'… これ は， 今の 時 
代に も 通じる 立派な 助言で ある。」 と 
述べた。 （「イン プール ブメ ント. ェ 
ラ」 第 73 巻 （1970 年） P.  3) 

まき， 石炭， ガソ リ ン， 石油， 燈 
油， ろうそく など は， 暖房， 料理， 
あるいは 明かり や 動力 用に も 保存が 
できる。 多目的に 利用で きる もの も 
ある 力;， 慎重な 取扱いと 保管が いる 
もの も ある。 また， 1 年 は 有効な 薬 
用品のお もな もの を 用意して おく こ 


と もよ いと 思う。 

男性 は 良い 職 を 捜し， 熱心に 働い 
て， 生活の 糧を 得るべき である。 手 
に 職 を 持つ 人が ますます 求められる 
時代になる であろ う 。 何で も こなせ 
る 人， 農業 従事 者， 建築業者， 仕出 
屋， 庭師， 職工な ど は 自分の 家族 や 
隣人に とって 実に 祝福で ある。 

聖徒た ち は， 借金 をせ ず， 貯金せ 
よ と 勧められ ている。 近代史 を 見れ 
ば わかる こと だが， 苦境 期に は， ィ 
ンフレ によつ て 価値が な くなる もの 
よ り も そのものの 価値が 変わらない 
ものの 方がず つと 貴重で ある。 国家 
的 赤字が 続 くと インフレ を 招く。 ィ 
ンフレ は 無効な 物価統制の 口実に さ 

れ， 物価統制 は 物 不足 を 生み， 人為 
的な 物 不足 は 必然的 に 消 費 制限 を 招 

<  0 

これらの 基本的 経済 原則 を， 私た 
ちはいつ みわける のだろう 力、。 クラ 
ーク副 管長 はこう 述べて いる。 「 …… 
深刻な 不況に 入る と， 食料が 乏しい 
所 や 皆無の 所， 衣 や 住に 不足して い 
る 所で， 買うべき 物がない ためにお 
金が 何の 役に も 立た なくなる。 お金 
を 食べる わけに は ゆかない し， 燃や 
して 暖まる だけの かさ もな し， 着る 
わけに も ゆかない。」 （「チャーチ ニュ 
ーズ」 1953 年 11 月 21 日 号 P.  4  ) 

教会 福祉 計画の 力の 根源 は， 備え 
によって 自立す る こ と を 勧める 教会 
指導者の， 霊感に よる 指示に 従う 個 
々の 家族な ので ある。 神 は 「日の 栄 
の 世界の 下に 在る 他の 一切の 生く る 
者の 上に わが 教会員の 自立 せんがた 
め」 （教義と 聖約 78: 14) 聖徒た ちが 
自ら 備える こと を 望んで おられる。 

昔， ジョージ. A  . スミ ス 長老 は 
こう 語った。 「ききんの 曰に 備える こ 
と を 主から 教えられて いながら， そ 
れを せずに， 自分た ち 家族 を 扶養で 
きた はずの もの を 空費して いた 者に， 
いったい 自分の 信仰が 享受で きる も 
のだろう か。」 （「説教 集」 第 I2 巻， 


P. 142) 

また， プリ ガム . ヤン ゲ大 管長 は 

言った。 「あなたがたに パンがない な 
らば， どれほどの 知恵 を 誇れよう 力 >。 
欠乏の 時に 備え 自分た ちの 生活 を 支 
える ための 物 を 備えて 暮らし を ま 力 > 
なう ことができずに いるならば， あ 
な た が たの 才能 は どれほど 本当 に 有 
用 だとい うのだろう 力 >。 "…- 平常の 
生活 を 自分で まかなえないならば， 
永遠の 生命 を 得る 知恵 を どう して 期 
待で きる だろう か。」 （「説教 集」 第 8 
巻， P.  68) 

そういう 災害 はいつ 襲って 来る の 
だろう 力、。 その 正確な 時 を 私たち は 
知らない。 しかし， そう 遠くない 将 
来であろう。 今 備えて いる 人 は 早く 
から 従順で ある ことの 祝福 を 受け， 
すでに 用意が できて いる。 ノア は洪 
水が 来る 前に 箱舟 を 造り， 家族と 共 
に 助かった。 洪水が 始まって から 腰 
を 上げた 人々 はすで に 遅す ぎ た の で 
ある。 

現代の うわべの 繁栄， いかにも 泰 
平な 世の中に まどわされて 備える こ 
と を 忘れて しまわな いよ うにしょう。 

私 は 数々 のィ ンフ レの 爪跡 を 見て 
き た。 1920 年初 頭の ド ィ ッ は 忘れる 
ことができない。 1923 年の 12 月に ド 
イツの ケルンで， 朝食に SO 億 マルク 
を 払った 経験が ある。 アメリカ 貨幣 
に すれば わずか 15 セン 卜であった。 
現在， インフレ 問題 は アメリカ その 
他の 諸国で 深刻で ある。 

兄弟 姉妹， 私 はこの 福祉 計画が 神 
の 霊感に よ る こと を 知っている。 私 
は 第 2 次 世界大戦 後の 戦禍に 引き裂 
かれた ョー a ツバ を， 大 管長の 指示 

を 受けて 単身 1 年 ほど， 窮乏す る教 
会員に 食料， 衣料， 寝具 を 配って ま 
わり， この 目で 飢えと 貧困の 悲惨 を 
見て きた。 聖徒た ちの 目 は 餓死 寸前 
にく ぼみ， 母親た ち は 栄養失調 のた 
めに 歩く こと すらで きない 3,  4 歳の 子 
供 を 抱いて 運んで いた。 空腹の 母親 
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は 食べ物 を 糸の よ う に 細かく 裂き， 
大の 大人が シ オンの ァメ リ 力から 運 
ばれた 小麦 や 豆に 両手 を 突っ込んで 
は 泣いて いた。 

この 霊感に よ る 計画 を 下した 予言 
者 を， また 自ら 管理して 自分の 家族 
のた め まわり の 人の た めに 備え を な 
している 聖徒た ちの ある こ と を あり 
がたいと 思う。 これ はシ オン 山の 救 
い 手と なる， なんとす ばらしい 方法 
である こと か。 


リ 一大 管長 は 語った。 「時 は 熟しつ 
つ ある。 主が 世の 光と して， また こ 
の 民の しるべと して， また 異邦人の 
求め 来る 旗 じる しと しても くろまれ 
た 主の ご 計画の 力 と 効力との あらわ 
にな る 時が。」 （「デ ゼ レト ニューズ」 

教会 欄， 1941 年 12 月 20 日， P.  7  。 教 
義と聖 約 45  ：  9 も 参照） 「 …… もし 汝 
らに 備え あら ば 怖 るる ことなから 
ん」 （教義と 聖約 38:  30) という 主の 
約束 を 忘れないで いられる よ う に。 


首に 完全に 従おう ではない か。 
そして， 「 わが 声に て 言わる る も， 
僕らの 声に て 言わる る もみな 一つな 
り」 （教義と 聖約 1 ： 38) という 神の 
靈感 のみ 言葉が 確かな こ と を， 認識 
しょ う ではない か。 来たるべき 時代 
は， 確実， 多難で ある。 私たちが 霊 
的に も 物的に も その 備え をな さん こ 
と を， イエス • キリスト のみ 名に よ 
り， へりくだって 祈る しだいで ある。 
アーメン。 
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教会 福祉 —— 

その 基本 原則 


大 管長 会 第二 副 管長 


マリオン. G  .  ロム 二. 


兄弟た ち， けさの 福祉 集会に ご 出 

席の 方々 は， 昨年 中に およそ 1400 名 

の 監督が 新たに 任命され たという タ 
ナー副 管長の 発表 をお 聞きの こと と 
思う。 そのため， 教会 福祉の 基本 原 
則に ついて 一言す るの はかな わしい 
ことと 思う。 きょうの 話で は， すで 
に 発行され た 手引き や 説教から 引用 
したい。 その 出 所 は 原稿に 明記して 
ある。 

教会 福祉 は， 主の 完壁な 経済 計画 
である 奉献の 律法への 入門と もい う 
べき ものである。 その 完全な 計画 を 
実践した エノ ク とその 民に ついて こ 
う 記されて いる。 

「- …- 主 は その 土地 を 祝した まいた 
れば， •••••• その 民をシ オンと 呼びた 

まえり。 彼ら, C 、を 一にし， 精神 を 一 

にし， 義に 住み たれば なり。 されば 
彼らの 中に 貧しき 者 一人 もなかり き。 
…… みよ， 誠に シ オン は 時 到りて 
天に と り 挙げられ たる を。 …… 」 （モ 

ーセ 7  ： 17 — 18，  21) 

イエスの 死に 伴う 地の 激変 を 無事 

乗り越え， その後 奉献の 計画に 従つ 
て 生活した ニーフ アイ 人に ついても， 
こ う 記録され ている。 

「- 〜•■ 全地の 住民が みな 心 を 改めて 
主 を 信ずる ようにな つたので， その 
間に 何の 不和 争論 も な く 一人の こ ら 


ずみ な 互いに 正しく 扱った。 

それば かりで なく， 一同 は 一切の 
所有物 を 共有した ので 富んで いる 者 
と 貧しい 者との 区別 もな く， 自由な 
者と 奴隸 との 区別 もなくて， 誰も か 
れも 自由と なり 天の 賜 を 授けられた。 

…… まことに 神が 造りた も うたす 
ベての 民の 中で この 民 ほど 幸福な 民 
が ある はずがなかった。」 （IV 'ニーフ 
アイ 2 — 3, 16) 

神の 完壁な 経済 計画の 基礎 は 労働 
である。 エデンで， 主 は アダムに こ 
う 言われた。 

「 …… 汝は …… わが 汝に 命じて r 食 
うべ からず， 地は汝 のために HI [わる』 
と 言いた る 樹の実 を 食いた るに よ り 
て， 汝は 生涯 苦しみて 地より 食 を 得 
ん。 

汝は 顔の 汗に よ りて 食物 を 食い， 
而 して 終に 土に 帰る。 …… 」 （モー セ 
4  ：  23,25) 

しかし これ は 懲罰 的な 命令 で は な 
い。 主が アダムに 報復され たので は 
ない。 ただ アダム を， 生きる ために 
は 働かな く て はならない 状態に 置か 
れ たという だけで ある。 

他 は， ァ ダムに 不都合な よ うにと 
いうので はなく， アダムの ために そ 
のよう な 形で 呪われた ので ある。 ァ 
ダム と 子孫が 働かなくても 生きて ゆ 


けたと すれば， 人類 は 生き残ら なか 
つたに 違いない。 怠惰 は 有害で ある。 

先日， 私の 秘書が， 国立 精神衛生 
研究所に よる ある 調査の 記事 を 机に 
置いて おいて くれた。 「マウスの ため 
の 小さな ヱ デン」 を 設定した との 記 
事であった。 そこに 「マウスに とつ 
て はま さに 天国， 食べ物から 設備 か 
ら 何もかもた つぶり」 入れて， 4 組 
のつ がい を 放した。 広さ は 「44 匹 相 
当で， 55 日 ごとに マウスの 教が 倍増 
した 力；， 600 匹 を 少し 越えた とたんに 
事が 起 きてきた。 数が 滅少す ると と 
もに， マウスの 社会に 大 問題が 発生 

してきた ので ある。  マウスが 怠 

け 者に なり， 疲労感が 激しい もの， 
ィ ライ ラが ひどい ものが めだって き 
た。 突拍子もない 行動 をと るよう に 
なり， 巣 作りが 減って きた。 食い あ 
い をす る マウス も 出て きた。 

当初の 増殖 計画の 4 千 匹 は 達成で 
きず， 半数 をわず かば かり 上 まった 
ところで 繁殖 は 完全に 停止した。 マ 
ウス 社会 は 情緒 集団と 化した。 

マウスの エデン の 住人 は 今や 600 匹 
少々 にまで 減り， 赤ん坊 は 一匹 も 生 
まれない。 マウス 社会の 運命 はすで 
に决 まり， 一匹の マウスと て 死につ 
つ ある 自分の パラ ダイ スを 救おう な 
どの 気持 はない。」 （ロン • ウッド ラ 
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ム Applied  Christianity  「応用 キ リ 
ス ト教」 1973 年 9 月） 

怠惰 はねず みのみ ならず， 人間 を 
荒廃 させる。 

「努力 は 何も 要求せ ずに 言われる こ 
と をみ なかな えて やれば， 人 は 欠陥 
者 集団に 堕落す る。」 （同上） 

これ は 全 歴史の 教訓で ある。 プリ 
ガム. ヤング はこう 言った。 「経験が 

教えて くれた ことで， それ は 自分の 
信条に もな つてい る。 健康体で 働い 
て 稼 ぐ ことができるなら， 男で も 女 
でも， 食べ物 や 衣服 その他， 何でも 
かんでも 与える こと は 決して 何の 益 
にもなら ない。 …… これ は 私の 主義 
で， このように しょうと 努めてい る。 
反対 を 取る とこの 世界の どの 社会 も 
荒廃し， 人々 は 怠け者になる。」 （「ブ 
リ ガム • ヤング 説教 集」 1925 年 版） 

主 ご 自身 はこの 神権 時代に 福音 を 
啓示され た 中で， こう 言われた。 

「汝 怠惰な る ことな かれ。 およ そ 怠 
情なる 者 は 働く 者の パン を 食す る こ 
ともなく， また その 衣服 も 着る ベ か 
ら ざれば なり。」 （教義と： £ 約 42:  42) 

また， 宣教師に はこう 言われた。 
「 …… 汝らは 時 を 空しく 過す ことな 
かれ。 …… 」 （教義と 聖約 SO  ： 13) 

また， 「シ オンに 住む 民 は， …… 働 
き あらば， これ を 憶えて 全く 忠実に 
務む べし。 およそ 怠る 者 は 主の 前に 
億 えらる ベければ なり。」 （教義と 聖 
約 68  ：  30) そして さらにこう 命じら 
れた。 

「あらゆる 人 は， すべて この ことに 
精励せ よ。 怠惰なる 者 は 悔い改めて 
行い を改 むる にあら ざれば， 教会の 
中に て 地位 を 与えら るる ことな 
し。」 （教義と 聖 約75  ：  29) 

この 戒め を 敷衍して 言える と 思う 
の は， ブ リガ ム • ヤン ゲ大 管長が 什 
分の 一 について 言った 言葉で ある。 

「人々 は， 私たちが 什 分の 一 を 納め 
ない 人 を 教会から 閉め出し ている と 
言う。 そういう こと は 決してな いが， 


しかし うなずけ る こ とで ある。 神 は 
彼ら を 養われない。」 （「プリ ガム • ャ 
ンゲ 説教 集」 1925 年 版） 

什 分の 一に 問題の ある 人 は， この 
こと を 考えて みなさい。 「神 は 彼ら を 
養われない。」 

以上の 原則と 教えに 則り， 「 …… 福 
祉 従事 者 は …… 教会員が 能力 の それ 
こそ 限界まで 自足す るよう に 熱心に 
教え， 勧めなさい。 本物の 末日 聖徒 
であれば， 健康体で ありながら 自分 
から 自立の 責任 を 回避す る 人 はいな 
い。 力の 限 り ， 全能者の 霊感の も と 
自らの 労働に よって， 生活の 必要物 
を 自給す るであろう。 私たち は， 教 
会 福祉 計画 を 実行 するとき に， この 
原則 を 忘れて はならない。 

当然の こと と して， 親類に 世話す 
る 能力が あれば， その 人 を 公的 機関 
(あるいは 教会） に 託すべき ではな 
い。 それに ついては 親族関係の 考慮 
と， 正義， 公正， 良識， および 人道 
的 見地からの 判断が 要される。 全教 
会 福祉 従事 者 は， 援助す る 充分な 資 
産が ある 場合， 困窮者の 世話 を その 
身内に 託すよう， 最大限の 努力 を 払 
うべき である。 教会員の 親族が， 経 
済 的 能力が あ り ながら その 者の 世話 
を 拒否す る 場合 は， その 一件 を 親族 
が 住む ヮー ド 部の 監督に 報告すべき 
である。」 （「福祉 計画の 手引き」 1952 
年） 

この 声明の 最後 部 は 後日， 大 管長 
会の 承認 を 受けた。 私たち はこの 点 
について， 家族ぐ るみの 責任 を 忘れ 
たり 怠った り して はならない。 

バウ 口 はテモ テに 次の よ う に 書き 
送って いる。 「もし ある 人が， その 親 
族 を， ことに 自分の 家族 を かえりみ 
ない 場合に は， その 信仰 を 捨てた こ 
とになる のであって， 不信者 以上に 
わるい。」 （ I テモテ 5  ：  8  ) 

この 神権 時代に， 主 は 教会員に 次 
の 律法 を 与えられた。 

「妻た る 者 は 夫の 死に 至る まで 夫に 


扶養 を 要求す る 権利 あり。 …… 

すべて 子女た る 者 は 丁年に 達する 
まで 養育の 義務 を 両親に 要求す る 権 
利 を 有す。」 （教義と 聖約 83  ：  2,4) 

私たち はだれ でも 働いて 自分 や 家 
族 を 支える よ うに 神から 命じられて 
いる 力;， 私たちの 環境 はさま ざまで， 
全 教会員と 家族が 常時 自立 するとい 
う こと は 不可能で ある。 

主 は こ の 教会が 組織 さ れて 1 年に 
ならない 前に， 努力しても 親族が 援 
助しても 自立で きない 貧しい 人々 は， 
教会が 世話す ると いう こと を はっき 
り 言われた。 

「 …… われ 汝らの 救われん ために 一 
つの 誡命を 与う。 そ は， われ 汝らの 
祈り を 聞き 貧しき 者の 訴え を 聞きた 
れば なり。 われ は 富める 者 を 造りた 
れど， 一切の 人 はわが ものにして わ 
れは人 を 偏よ り 見る 者に あらざる な 
り。 

…… われ 汝らに 向いて 言わん， 汝 
ら ひとつと なれ。 もし ひとつと なら 
ずば， 汝ら はわが ものに あらず。」 

この 聖句 はいろ いろな 形での 一致 
と して 引用され る 力；， しかし もと も 
と は 貧者と 富者との ことにつ いて 言 
われた 言葉で ある。 主 は 続けて こう 
言われた。 

「さて， また われ この 地方の 教会員 
に 一つの 誡命を 下さん。 すなわち こ 
の 教会員の 中， ある 人々 は 任命 を受 
くれ ども この 任命 は 教会員の 支持の 
挙手に よ りて 為すべき なり。 任命 さ 
れ たる 人々 は 貧しき 人々 乏しき 人々 
に 心 を 留めて， その 苦しま ざるよう 
救助 を 施すべし。 …… 」 （教義と 聖約 
38  ： 16，  27,  34—35) 

主 は 貧者の 世話と いう 聖徒た ちの 
義務 を 繰り返し 強調され た。 …… 

主が 『教会 規律』 と 呼ばれた その 
啓示の 中で はこ う 言って おられる。 

「見よ， 汝ら 貧しき 者の こと を 思い 
起し， …… 己が 財物 を 神に 献せ よ。 
ま た汝 ら の 財物 を 貧 し き 者に 分ち 与 
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うれば 汝ら これ を われに 為すな り 。 

…… 」 （教義と 聖約 42  ：  30,31) 
その後， 主 はこ う 言われた。 
「見よ われ 汝ら に告 ぐ。 汝ら 貧しき 
者， 乏しき 者 を 訪れて 救い を 施さ ざ 
るべ からず。…」 （教義と 聖 約44  ：  6) 
また さ らに のちに は， 
「貧しき 者に 財物 を 与えん とせざる 
汝ら金 持は禍 なる かな。 汝らの 富 は 
汝 ら を 腐蝕 すれば な り 。 而 して 主の 
来りた もう 日， また 審 きの 日， また 
主の 怒 りの 日に 汝ら は 歎き 悲しみて 
言わん。 ああ， 刈り入れ は 終り 夏 は 
すでに 過ぎ去りぬ， われ は 救われず, 
と。」 （教義と 聖約 56  ： 16) 

この 一致に ついての 指示 を 与えら 
れた 中で， 主 は 言われた。 

「この 故に， もし 何人たり とも わが 
造りし 多くの 物の 中より 取り， わが 
福音の 律法に 従いて これ を 貧しき 者 
乏しき 者に 自己の 取 前 を わかつ こと 
をせ ざる 時 は， 悪人と 共に 地獄に 落 
ちて 苦悩 を 受け 目 を 挙げて 望み 視 
ん。」 （教義と 聖約 104  ： 18)  {Church 
Relief  Activties  「教会 扶助 活動」 
1933 年） 

これらの 教えから 考えれば， すべ 
ての 教会員， ことに 現世で は 平和と 
喜び， 来世で は 永遠の 生命 を 願う 神 
権 者た ちの すべてが， 貧しい 人々 を 
惜しみな く 援助す る ことであろう と 

思 ラ 0 

全 教会員に 与える ことが 求められ 
ている 力;， 監督 は 困窮者 を 教会と し 
て 救援す る 権威 を 持った 主の 代表で 
ある。 教会 福祉の この 点に ついて， 
クラーク 副 長 管の 言葉 を 引用して み 
よ う 。 

「 …… 主の み 言葉に よれば， 教会の 
貧者の 世話に 関して， 監督に 一切の 
指図 権と 裁量 権が ある。 …… 教会 基 
金 を， あるいは ワード 部の 援助 を だ 


れ にいつ， どのよう にして， どれ だ 
け 提供す る か を 決定す るの は 監督， 
しかも 監督 だけの 務めで ある。 …… 

監督に よる 援助 は， 他の 組織 や 機 
関に よる 援助と 異 つてい る。 

公的 機関に よ る 援助 は 主と して 政 
治， 社会， 経済的 見地から 与えられ， 
道義 的， 霊的 配慮 は 二の次で ある。 
合衆国の 福祉 は， 個人 を 強める こと 
ではない ただの 方策で ある。  

教会 以外の 私的 機関 や 個人に よ る 
援助 は， 高い 配慮に よる 場合 も かな 
り ある。 

…… しかし この 援助に して も ， 受 
ける 側よ り も 与える 側が めだって い 
る。 …… 

監督に よる 援助 は， この 両方 （公 
的 機関 や 個人の 慈善） とも まったく 
違って いる。 …… 

まず 第一に， 教会に はつ きりとし 
た 言葉で 貧しい 者， 困って いる 者の 
世話が 命じられ ており， 監督に それ 
を 実行す る 責任が 課せられ ていて， 
それに 必要な 権威， 特権， 職能が す 
ベて 与えられ ている。 

第二に， 援助 基準が 示されて いる。 
監督 は （主から）， 『主の 倉庫 を 守り， 
…… 教会の 資金 を 受け 納め， …… 不 
足す る ところ を援 く， …… 』 と 指示 

されて いる。」 （教義と 聖約 72: 10 — 
11) (監督と 扶助 協会の 役割に 関する 
J  'ルーベン. クラーク 副 管長の 未 
刊の 記事から， 1941 年 7 月） 

困窮者に 援助 を 行なう 際に， 監督 
は 自分が 主の 使いで あり， 主が 次の 
よ う に 言って おられる という こと を 
しっかり 胸に とめなければ ならない。 

「 …… わが 聖徒 ら を 扶養す る はわが 
目的な り。 

され ど その 事た る や， 必ず わが 道 
に 適いて 行われざる ベから ず。 見よ， 
この 道 は 主なる われ， わが 聖徒ら を 


扶養す るた め 命 を 下した ると ころに 
して， 貧しき 者 は 高く せられ， それ 
にて 富める 者 は 低く せられん こと こ 
れ なり。」 （教義と 聖約 104  ： 15 — 16) 

また， 監督 は， 貧しき 者が 助け を 
受けて 高く せられる に は 方法 はた だ 
ひとつ， 能力の 及ぶ 限り， 受けた も 
のに 対して 労働で 応える 機会 を 与え 
る こ とだと いう こ と を 忘れて はなら 
ない。 被 援助 者の 尊厳と 自尊心 は 守 
られ なければ ならない。 

主の 完壁な 経済 計画に 向かって 私 
たちが 大き く 足 を 踏み出す と きと は， 
(1>  全員が やもめの 2 レプタ の 精神で 
教会 福祉に 貢献す る と き ， （2) 全員が 
自立 をめ ざし， 家族に 対する 責任 を 
果たそう と 自分で 努力 するとき， （3) 
監督の 倉庫から 援助 を 受けた 全員が 
労働の 機会 を 望み， その 機会 を 与え 
られ ると きで ある。 結局， 主の 計画 
に 従って 貧しい 者， 乏しい 者 を 世話 
する 本当の 目的 は， 単に この 世 的な 
援助の みならず， 人の 霊 を 救う こと 
にある。 

「これらす ベての における 監督 
の 役割 は， 神権 者の 役割， すなわち 
親切と 慈善と 愛と 正義の 役割な の で 
ある。」 （監督と 扶助 協会の 役割に 関 
する J  • ルーベン' クラ ーク副 管長 
の 未刊の 記事から， 1941 年 7 月 9 日） 

「如何なる 権力 も 勢力 も， Wt によ 
りて 維持す る 能わず， または 維持す 
べき ものに あらず， ただ 説服と 堅忍 
と 柔和と 温情と 偽らざる 愛と による。 

また， 親切と 净き 知識すな わち 偽 
善に あらず 奸智 にあらず して その 人 
を 甚だ 大ぃ ならしむ る ものに よ 
る。」 （教義と 聖約 121 ： 41-42) 

この 大 いなる 奉仕 を 実践す る と き 
に， 神が 私たち を 祝福 されん こと を， 
イエス. キリス 卜の み 名に より， 祈 
る ものである。 アーメン。 
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私 は 神権 者の 皆様の 前に 立った び 
に， 皆様が 主の み 名に よって 行動し， 
世の 光と なり， 生活 を 通して サタン 
の 術策 を 阻止す る 影響力 を 及ぼす ベ 
く， 選ばれ， 聖 任され， 権威 を 受け 
た 人々 である こと を 思い， 励まされ， 
霊感 を 受けて 心 を 低く する もので あ 
る。 今晩のお 集まりの 神権 者の 中に 
は 少年の 姿 も 多い。 

私の 孫息子が ちょうど， 今週， あ 
る もの を 手に入れる ためにし なけれ 
ばなら ない こと を 教えられて， 「だつ 
て， まだまだ 先の こと だよ」 と 言つ 
た。 私たちが 神権 者の 義務に ついて, 
特に 若い 人た ち， また 恐縮ながら， 
死期 は 自分に 訪れない と 考えて いる 
壮年， 老年の 方々 と 話す ときに， 彼 
らが, しなければ ならない こと はま 
だま だ 先の こと だと 考えて いるよう 
に 感じる。 きょうと いう 日 は 気の 向 
くま まに， 主の 目に かなった 生活 は 
あしたに， と 考えて いる ふうな ので 
ある。 

私 は そ う いう 若者た ちに， あなた 
がた の 一番 興味 ある ことなので， 話 
をよ く 聞いて いただき たいと 思う。 
あなたが たは 神権 を 持って いる。 あ 
なた がた は， 神の 神権 を 持つ 地上 唯 
一の 教会で その 神権 を 受けるべく ， 
この 末日に 選ばれて 生 を 受けた。 あ 


なた がた は 神の み 名に よって 事 を 行 
なう 機会が あり， 自分の 神権の 召し 
を 全力 を 尽く して 遂行し， 地上の 神 
の 王国の 建設 を 手伝う という 誓約 を 
主と 交わした ので ある。 あなたがた 
はこ う 約束され ている。 

「およそ 忠実に して わが 今 語れる 二 
つの 神権 を 得， 而 して その 天よりの 
召 を 全力 を尽 して 遂行す る 者た ち は， 
『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 
体 再 新 さる。 

これら の 者はモ 一 セ の 息子た ち と 
なり， ァ ロン の 息子た ちとな り， ァ 
ブラ ハムの 子孫と なり， また 教会員 
にして 王国の 民と なり 神の 選民と な 

る 0 

 こ の 故に わが 父の も てるす ベ 

て は 彼に 与えら るべ し。」 （教義と 聖 

約 84  ：  33,  34,38) 

次に， 主が 全 神権 者に 与えて おら 
れる 戒め をみ てみ よ う 。 

「われ 今汝 ら に 一^^ 3 の 誡命を 与えて 
汝ら 自ら を 警めし む。 すなわち 汝ら 
永遠の 生命なる 言に 勉めて 心 を 留め 
よ。 

そ は， 汝ら 神の 口より 出る すべて 
の 言に よ りて 生く ベければ な り 。」 
(教義と 聖約 84  ：  43—44) 

ニーフ アイ 第二 書に 告げられ てい 
るよう な 世の 悪と 闘う のに， あなた 


がた の 力と 影響力が 現在 ほ ど 必要な 
こと は 今までに なかった。 ニーフ ァ 
ィは 現代の こと を 語り， 諸悪に 言及 
しながらこう 言った。 

「ごらん， その 時に 悪魔 は ある 人々 
の 心に 入って 荒々 しい 行い を させ， 
また この 人た ちに 善い 事 を 怒らせる。 

また ほかの 人々 をな だめ， この 人 
たち をす かして 肉欲 を ほしいままに 
させる から， その 人々 は 『シ オンの 
中で は 万事よ ろしい。 シ オン は 栄え 
て 実に 何事 もみな よろしい』 と言う。 
このよ う に 悪魔 はこの 人々 を だま し， 
心 を 配って 地獄へ つれて 行く ので あ 
る。」 （II  ニーフ アイ 28  ：  20  —  21) 

兄弟た ち， 私た ち はこの ような 状 
態 を 自分と は 縁遠 いと 考えが ち だが， 
主が 言われて いる こ と を 行なって 用 
意 をして いなければ， 死んだ ときに 
ふさわしい 者と はなれな いので ある。 

自分の 召しと 責任 を 全うする に は， 
自分の 神権 を 尊び， 召し を 全力 を尽 
く して 遂行し， リ 一大 管長が 勧告 さ 
れ たように， 神 を 愛して 神の 戒め を 
守る ことで ある。 さて， 戒め を 守る 
に は 自 d 截練 と 律法に 対す る 従順が 
要求され る。 従順 は 天に おける 第一 
の 律法で あり， 神の 律法 は 私たちの 
地上の 幸福 や 福利ば か り か 永遠の 生 
命に と つても 不可欠な ものな ので， 
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私 は 時に， 神の 律法に 対する 従順に 
ついて お話した いと 思う。 

まず， 神が 人に 授けられた 大 いな 
る 賜の ひとつ は 自由意志 である こ と 
を 強調したい。 あなた は 自分の 生き 
方 や 自分の 未来 を 選ぶ ことができる。 
だが， 少年で あろうが， 大人で あろ 
う 力; 主 はこ う 言って おられる。 「もし 
あなたがたが わたし を 愛するならば， 
わたしの いましめ を 守るべき であ 

る。」 （ヨハネ 14  ： 15) 

私たちに は 律法が ある。 それ を ど 
う 応用す るか は， 自分で 選ぶ ことが 
できる。 し 力 >  し， その 選択の 結果 を 
自分で 負う 覚悟が 必要で ある。 神の 
律法 は， すべて 私たちの 福利の ため， 
私たち を 益す るた めにある。 私たち 
は 従順に よって 祝福され る。 不従順 
であれば， 結果 はずつ と あとに 出て 
くる 場合 もあろう が， 苦痛 を 味わう 
ので ある。 

自己 锻練は 成功の 基で ある。 人に 
は 考える 心が あり， 何 をす る 力つ 犠 
牲ゃ 自制が 価値 ある もの かど う か， 
また 教会に あって は， 仲間た ちの 嘲 
笑 や 圧力 に 屈しないで いられる か ど 
うかな ど を 決める 心が ある。 あなた 
は 召されて いる。 神権 を 受けて いる。 
福音 を 受けて いる。 あなたが たは 世 
の 模範で ある。 立派な 人に なりな さ 
い。 

私たちの 成功 は， 決断力 や 自制 力 
や 人から 得られる 信頼に かかって い 
る。 だが， 主の この 言葉 はいつ も 胸 
にと どめて いよ う ではない か。 

「すなわち， われら 何 にても 神より 
祝福 を受 くる 時 は， この 祝福の 基く 
律法に 従う によりて 然るな り。」 （教 
義と聖 約 130  ：  21) 

主 はまた こう 言われた。 

「汝ら わが 言う ところ を 行わば， 主 
なる われ これに 対して 責任 あり。 さ 
れど， 汝ら わが 言う ところ を 行わず 
ば汝ら 何ら 約束 を 受けず。」 （教義と 
聖約 82  ： 10) 


自然の 法 は 変わらず， 厳正で， 整 
然として いる。 そのつ もりであろう 
となかろう と， 熱い ス トー ブに手 を 
触れれば 火傷 をす るし， 高圧線に さ 
われば 感電す る。 引力に 逆らって 高 
い ビル や 絶壁から 飛び下りる といえ 

ば， 落ちる 空中で 「すべて はよ し」 
とつぶ やくと ころがお ちであろう。 
日 や 月 や 星 を 思い， 日 や 月の 満ち 欠 
け を 思 うとき， 時 は 移 り 変わっても， 
いまだ に 学者 は 日 食の 時刻 や 観測 に 
最良の 場所 を 言い あて る こと がで き 
る。 日の出が もしも 不規則であった 
ら， 被害 は 何と じん 大な こと 力 >。 た 
つたの 数日間で も 日の出が 遅れたら 
厄介な ことになる。 太陽が 「いや， 
きょう は 休業 だ」 と 言った だけで， 
私たち はこ ごえ 死に， たとえ 生きの 
びた ところで 地上に はごく わずかの 
生命し か 残らない であろ う 。 

スカイラブ ゃァ ポ 口 計画の 担当者 
た ち は 自然の 法 を 自分た ちの 仕事に 
わく を はめる ものと は 考えて いない。 
それ を 手段と して 使いながら 仕事 を 
進める ので ある。 彼ら も 関係した 他 
の 人た ち も， 自然の 法の 命じる とこ 
ろに 従う ことに 長年 を 費して きた。 

動物の 調教 も 興味 ある ことで ある。 
教えた 通りに させる こと を 目標と し 
て 何時間 も 何日 も 何 力 月 も 狩 銷犬ゃ 
番犬 や 馬 を 訓練し， サーカス では サ 
一 カスの 動物 をし こむ。 サーカスの 
軽業師 は 何 力 月 も 何年 も かけて 自然 
の 法 を 使い， 法に 従いながら 腕 を 上 
げ ていく。 

これ は 人生の すべてに あてはまる 
ことで ある。 しかし 動物に は 訓練の 
準備 をし， 上手に できれば ほうび， 
できなければ 罰 を 与え， 言う こと を 
聞かな かつ たり 訓練 は 不可能と みれ 
ぱ お払い 箱で ある。 しかるに， 私た 
ちが 時間 を 取って 子供た ちに 正しい 
こと を 教え， 自分た ち も 神の 子と し 
て 正しい こと を 行ない， あらゆる こ 
とに 従順で あれと いう 神の 戒め を 守 


つてな すべき こ と を 行ないながら， 
居るべき と きに 居るべき 場所に 必ず 
居る ことの 方が， それに 比べて どれ 
だけ 大切な ことであろう 力'。 私たち 
はそう する こ とがで きる ので ある。 
それ は 何とた しかな こと 力、。 

神権 者た ち， 私たち を 導く 神の み 
言葉， 聖典と 指導す る 神の 予言者が 
ある こと は 何とい う 祝福， 何とい う 
幸せであろう。 教会に は， 正しい 原 
則 を 教えて 励ま して く れる 定員 会 や 
指導者た ちが ある。 

私たちが 予言者の 声 を 聞いて 自分 
を 治め， 自分 たちのた めに 命 を 捨て， 
自分た ち を 導く 福音 を 与えて 下さつ 
た 主なる 救い主 ィ エス' キリス 卜の 
教えに 従う こと は， いかに 大切で あ 
ろ う か。 予言者 ジ ヨセフ' ス ミスの 
この 言葉 をい つも 忘れて はならない。 

「どんな ことで あろうと， たとえす 
ベての 事物が 示される と きまで 理由 
がわから ない としても， 神が 求めら 
れる こと はみ な 正しい。」 

過去の 時代 を 通じて， 与えられた 
律法が なぜな のか 理解で きないと き 
がしば しば あつたが， 賢明な 人 は 神 
に対する 信仰に よって その 戒め を受 
け 入れ， 守って きた。 

アダム は， 自分の 捧げる 犠牲 は问 
のた めな のかと 聞かれて， 「われ その 
故 を 知らず， ただ 主の 誡 命に 従う の 
み」 （モー セ 5  ：  6) と 答えた。 ァダ 
ムには それで 充分であった。 彼 は そ 
の 戒め を 守った。 主が ノ ァに 箱舟 を 
作れと 命じられた ときに， あなたが 
ノアと いっしょ にいた と 想像して み 
て ほしい。 雨 は 降らず 心配な 様子 は 
ない のに， ノア は 行って 舟 を 作る よ 
うにと 言われ， 指示に 従って 箱舟 を 
作り 始めた。 しかし ノアに 従わない 
人々 は 多く  ， 彼ら はノ ァを 信じず， 
それ はま だ ま だ 先の ことで 起こる は 
ず はない と 考えた 力;， その 結果 は ご 
承知の 通 りで ある。 

また， リー ハイ は エルサレム を 去 
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れと 命じられた 力;'， ご存知の ように 
家族の 中で も 反対が あった。 正気が 
どうかと 疑う 者 もいた が， リー ハイ 
は 主の 言葉 を 受け入れて 従順に 従い， 
主の 指示 を 受け て 海 を 渡 る た めの 船 
を 作った。 

今 ここに， 人 は 水に 沈む パプ テス 
マ を 受けなければ ならない と 主が 言 
われた その わけ を 知っている 者が， 
はたしてい るだろう 力、 私たち は そ 
れに 従ってい る。 按手礼 は なぜな の 
だろう 力、。 「はい， 私 はこの 教会の 会 
員に なりたい のです」 と言う だけで 
はだめ なの は なぜ だろ う 力'。 知恵の 
言葉が 与えられた とき， 大勢の 人が 
異議 を 唱え， 主の み 言葉と して 受け 
入れなかった。 ある 人々 は それ は戒 
めではなかった と言うが， 主が こう 
して ほしいと 言われる こ と は 戒めに 
ほかなら ない と， 私 は 思う。 今 手 も 
と に 二 コ チンの 摂取に 関する 記事が 
ある 力；， これ は 知恵の 言葉が 与えら 

れてか ら 140 年後に 書かれた も ので あ 
る。 記事の 冒頭に はこ う 述べられて 
いる。 

「ニコチン は 肺， 心臓， 脳 を 冒し， 
チフス， 結核， 黄熱病の 流行病より 
も 大勢の 人間 を 殺して いる。」 

こ の 記事の 最後に は こうある。 「合 
衆 国の タバコ 生産 量 1 年分が 引き起 
こす 死亡者 数 は， 16 世紀 以降の 西欧 
全土に おけ る チ フス 患者の 推定 死亡 
者 総数よ り も 多い。」 

主 はよ く ご存知の 上で 語られた の 
ではないだろう 力 >。 この 民 は， 理由 
を はつ き り 知らない 場合に も 主の 戒 
めに 聞き 従うべき ではないだろう 力つ 
兄弟た ち， 私たち は 神権 者と して， 
地上の 神の 王国で ある 主の 教会の 一 
員と して 私 はこの 教会が 神の 教会で， 
神の 予言者に よって 神から 導かれて 
いると 証す るの だが， 戒め を 守る ベ 
きで ある。 

先に あげた 同じ 記事の 中で， 合 衆 
国 南部の 大都市の 著名な 弁護士が 喫 


煙に よ る心臉 病で 死んだ と 報じられ 
ている。 また， 地方 大学の 学部長が 
喫煙に よ る 気 腫の 苦し さに 耐え かね 
てこめ かみ を 撃って 自殺した こと も 
述べて いる。 

その 記事に は， ニコチン， タバコ 
の 使用が へ 口 ィ ン その他の 薬物 ゃァ 
ル コールに 進む 発端と も なると 書か 
れ ている。 これら さまざまな 事実 や 
情報 を 見ながら， なおぼう 犬な 人数 
の 人々 が タバコ を 続けて いる。 次の 
言葉 は， 神の 予言者の 声に 従い， 彼 
を 通じて 与えられた 戒め を 守る こ と 
の 大切 さ を 示す ひとつの 例で ある。 
主 は ご 自分の 予言者に ついて こ う 言 
われた。 

「この 故に 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ 
り受 くるま まに 汝らに 与うる 誡 命と 
彼の 言と を 皆 心に とめて よ く 聞き， 
わが 前に 全 く 聖き道 を 履む ベ きなり。 

そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如く にこれ を 受け 入るべき なれ 
ばな り 。 

これらの こと を 為さば， 地獄の 門 
も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 して， 
誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ り 暗闇の 
力 を 追い払い， 汝らの 為と 神の 御名 
の 栄光の ために もろ も ろの 天 を も 震 
い 動かし めん。」 （教義と 聖約 21 ： 4 
— 6  ) 

この 約束 だけで も 充分で はない だ 
ろう 力、 兄弟た ち。 

安息日に ついて 言えば， 主が 安息 
日 を聖く 守れと 戒められれば， 教会 
員 や 神権 者 は その 主に 必ず 従う こ と 
であろう。 

「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 染ま 
ざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日 
に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。 

そ は 誠に この 聖日 は， 汝 命ぜられ 
て 働き を 休み， いと 高き 者に 礼拝 を 
棒ぐべき 日 なれば なり。」 （教義と 聖 
約 59  ：  9—10) 

私たち は， 自分 たちのた めに 命 を 


捧 げて下 さ つ た 主の た め に 七 日のう 
ちの 一日 を 捧げる こ とがで き る はず 
である。 これらの こと を 行なえ， 主 
を 礼拝せ よ， 主の 犠牲に 感謝せ よと 
言われる ときに， その 主の 教えに 従 
うこと がで きる はずで ある。 し 力 > し， 
神権 を 持つ 人々 が， この 戒め をし ば 
しば 無視したり 被った り している よ 
うにみ う けられる。 

兄弟た ち， 今 こそ， 私たちが 実に 
さまざまな 分野で 自分 を 反省し， 主 
のみ 旨 を 行なうべき 時で ある。 つい 
先日， ある 人が 私に， 「この 教会 はた 
くさん のこと を 要求し すぎます よ」 
と 言った。 

私 はこう 答えた。 「兄弟， この 教会 
は あなたに 何も 要求して いません。 
よ り 良い 生き方 を 教えて いる だけで 
す。」 そして 「どうなる こと 力 >。 タバ 
コを 買って 吸って みましょう。 ギヤ 
ン ブルに 手 を 出して みまし よ う 。 今 
晩， 仲間と いっしょに 飲みに 行き ま 
しょう。」 すると 彼 は， 「タナー 副 管 
長， からかわないで 下さい」 と 言つ 
た。 私 は， 「はい， それで はやめ まし 
よ う。 では， ご 自分で 守らなくても 
いい， 息子に 守らない ように 教えた 
いという 戒め を ひとつ あげてみ て 下 
さい」 と 言った。 彼 は それに 答えら 
れ なかつ た。 

兄弟た ち 什 分の 一に 関して， 私た 
ち は， 特に 一晩で 火事 や ハリケーン 
や 何 かで 丸々 それ を 失う こと を 考え 
主から 与えられた ものの 10 分の 1 を 
納める 用意 をい つもき ちんと してい 
るべき である。 

私が ヱ ド モント ン 支部 を 管理して 
いた 時代に， ある 人が やって来 てこ 
う 言った。 「私 は 今年 分の 什 分の 一が 
全部 払えません。 建築費 や 修繕費な 
ど， 物入りが 多かった のです。」 私 は， 
主が あふれる ほどの 祝福 を 与える と 
言って おられる こと を 話した が， 彼 
は 「それでも やはり 無理です」 と 言 
つた。 その 年が 終わって すぐに， そ 
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の 人が 数日 病院に 入院して 高い 医療 
費 を 払った ので ある。 それが 什 分の 
一 を ちゃんと 納めなかった せいだと 
言う つも りで はない。 ただ， 彼 力; 什 
分の 一 を 完全に 納められ たはず のこ 
と 力； はつ き り している という ことで 
ある。 

あなた は 自分の 什 分の 一 を 計算す 
る 調子で， 主に 祝福 を 勘定して ほし 
いだろう 力 >。 あなたが 大きな 悩み や 
心身の 病気に 遭い， あるいは 家族に 
問題が 生じて 心配が 深刻な ときに， 
「さて， わたし は どれ だけの 助け を 


していれ ばいい かな。 この 祝福 は ど 
れ くらいに 相当す るだろう」 と 主に 
言われた いだろう 力 \ 
兄弟た ち， 神の 戒めに 従順に なろ 
うで はない か。 忠実 さ を 示し， 世の 
模範， 世の 光に なろう ではない か。 
受けて いる 神権と 受けて いる 召し を 
感謝しなさい。 私たち は， 神権 を 持 
つ 特権と， 福音 を 世に 伝える 責任が 
与えられ ている。 言葉と， そして そ 
れ よりも もつ と 大事な 行ないと によ 
つて， それが できる ので ある。 私た 
ち は あらゆる こ とに 従順に 神の 戒め 


を 守って 生活す る ことによって， 世 
の 中に 良い 影響を及ぼしつつ， 地上 
の 神の 王国の 建設 を 手伝い， 幸福な 
人生と 来たるべき 世に おける 永遠の 
生命 を 享受す る ことができ るので あ 
る。 

私たちが ィヱス 'キリス 卜の 教会 
員と して それ を 行ない， 選ばれて 主 
のみ 言葉 を 語る 神の 予言者の 声に 聞 
き 従う こと を， へりくだり イエス • 
キ リ ス ト のみ 名に よって 祈る しだい 
である。 アーメン。 
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神権 会 説教 


大 管長 

ハロルド • B  • リー 


神権 者の 兄弟た ち， 私たち は 今晩 
この 大会に 集った が， あなたが たは 
楽しみ 半分で 来られた ので はない。 

おそらく 教え を 受け， 導き を 得たい 
と 願って ここに 来たの だと 思う。 あ 
なた がた はこれ まで 話 をした 人々 か 
ら， 思索に 足る 重要な 事々 を 受け取 
つた はずで ある。 私 はこ こで 語られ 
たす ベての こと を， 真剣に なって 考 
えていた だきたい と お勧めす る 。 

この 大会 を 閉じる 前に， 二， 三の 
こ と をお 話したい。 

私た ち は ドイツの； ユン ヘンで 開 
かれた 地域 総 大会から す ばら しい 経 
験 をして 帰った ばかりで ある。 大会 
に は ドイツ， フランス， スペイン， 
イタリア， オーストリア， ベルギー, 
オランダ， スイス を 含む 欧州 8 力 国 
以上から， 1 万 4 千 人の 聖徒た ちが 
集まった。 会場に は ドイツ 民主 共和 
国の 代表者が 大勢 臨席し， いわゆる 
「鉄のカーテン」 の 向こうから も教 
会員の 出席が 許可され た。 また ァメ 
リカから も 大勢の 出席者が あった。 
5 力 国語の 通訳と 英語 を 含めて 6 力 
国語の ために， 広範に わたって 周到 
な 準備が 行なわれた。 

それ は 非常な 大 仕事だった ため， 
私たち は 大会の 閉会 時に こ う 話 をし 
た。 「さて， 兄弟 姉妹た ち， 教会 幹部 
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が 現在 福音 を 教える のに 用いて いる 
17 力 国語 を 全部 習得す る の は 不可能 
である。 そこで， もし あなたがたに 
自国語の ほかに 英語 を 勉強して いた 
だけたら， どんなに か 事 は 簡単で あ 
ろう。 教会 幹部に 17 力 国語 を マスタ 
一す るの を 期待す るよりも， ひとつ 
の 英語 を 勉強す る ことなら きっとで 
きる と @、 う。」 

欧州 各国の 断食 証 会で， 「英語 を勉 
強す るよう に 言われた から， 勉強に 
取り かかろう」 という 声が 聞かれた 
ので， 私たちの 話 を 聞いて くれた 人 
々が ある こと はたし かで ある。 また 
そのよ うな 意識が 生まれて いるの も 
たしか だと 思う。 人々 は 何 をな すべ 
きかの はつ き り した 合図 を 知りたい 
と 思う よ う になって いる。 

諸国 を 巻き込んで， 当時 は 政体の 
違 いが 導 火 戦に もな つたと いう 過去 
幾た びかの 戦争 を 思えば， 現在 それ 
ら 諸国の 人々 がそ う して ひとつ 屋根 
の 下に 集まって いる。 私たち は 彼ら 
に， 使徒 パゥ 口が ガラ テャ 人に 書き 
送った 言葉 を 引用して 語った。 「も は 
や， ユダヤ人 も ギリ シャ人 もな く， 

奴隸も 自由 人 もな く， 男 も 女 もない。 
あなたが たは 皆， キリスト 'イエス 
にあって 一つ だからで ある。 約 
束に よる 相続人な ので ある。」 （ガラ 


テャ 3  ：  28—29) 
私たち は それ を こ う 言い換えた。 
「もはや， ィ ギリ ス人も ドィ ッ人 も， 
フランス 人， スペイン 人， イタリア 
人， オーストリア 人， ベルギー 人 も 
オランダ 人 もない。 あなたが たは 皆， 
末日 聖徒 ィヱス 'キリス 卜 教会に あ 
つて 一"" 3 だからで ある。 国政の 相違 
を 越えて， あなたが たはみ な イエス' 
キリスト の 教会に つながる 者で ある 
から， 戦争 は少く とも あなたがたに 
限り 終って いなければ ならない。」 

国籍 を 異にす る 人々 がー 堂に 会 し 
て 一致した 兄弟愛に 満たされ たと き， 

今 大会で 私が 冒頭の 話に 引用した ジ 
ョ ージ. バーナード. ショ 一の 言葉， 

すなわち 「もしも 私たちが， みんな 
同じ ひと りの 父親の 子な の だと 認識 
したなら， 今の ようにお 互い をのの 
しること はなくな るだろう」 という 
その 気持 をみ な 感じた の だが， 想像 
していた だける だろう か。 私たち は 
みな ひとつの 大きな 家族で ある。 こ 
と 政治に 限らず， 人々 とのつ きあい 
にしても そう でなければ ならない。 
政治家と しても， あるいは 競争相手 
としても， 「私 は 生ける 神の 神権 者で 
す。 天父の 代表者で， 天父の 仕事 を 
代わ り に 行なう 神権 をいた だいて い 
ます。 神の 神権 を 持って いますから， 


ふさわしく ない よ うな こと はでき ま 
せん」 と 言わなければ ならない。 

あの 大会で 身 を 持って 感じ た 貴重 
な 経験から， 地域 総 大会 は 続けて ゆ 
かなければ ならない と 思う。 そのよ 
う な 大会の 第 1 回目 は イギリスの マ 
ン チヱ スターで 開かれ， 出席者 は 1 

万 4 千 人であった。 第 2 回 は メキシ 
コ シティ 一で， 中米 諸国 と メキシコ 
か ら 政府 関係者 も 集めて 1 万 6 千 人 
の 参加が あり， 1945 年に 私が 初めて 
かの 地 を 訪れた 時 を 思' う と 隔世の 感 
があった。 人々 といえば， 当時 は 床 
が 汚れた 家屋に 何回も 集ま り ， はだ 
しの 女性が 多く， 貧困の 様子が うか 
がわれ て， 指導者 も ごく 少 人数で あ 
つたの が， ここ 数年に なって は， 1 
枚 屋根の 下に， 監督 会 や ステーキ 部 
長 会 や 高等 評議員， ステーキ 部 伝道 
部長と いう 責任 を 持って， 身なりの 
立派な 堂々 と した 指導者た ちがす わ 
つてい るの を 見れば， それ はま さに 
ひとつの 奇跡で ある。 世間 は 「どう 
して こんな こ とがで きたので すか」 
と 聞く 力;， その 返事 は ひとつ， 神の 
王国に 加われば 私たち は 別人になる 
ので ある。 神権 者 は 自分に こ う 言い 
聞かせなければ ならない。 「他の 人々 
と 同じよう でいて は 神権 者に なれな 
い。 神権 は 神の 王国の 王者の 家柄 を 
さすので， 私たち は 違って いなけれ 
ばなら ない」 と。 

また， も う ひとつ 話したい ことが 
ある。 この 6 月に 教会 は MIA の 機構 
を 若干 変更す ると 発表し， 現在 はァ 
ロン 神権 MIA が 12 歳から 18 歳， メル 
ケ ゼデク 神権 MIA が 18 歳から 25 歳 は 
ヤングアダルト， 26 歳 以上が スぺシ 
ャル インタレスト である。 この スぺ 
シャル インタレスト を 設定 し た 意図 
は， それまで 枠から はずれて いた 人 
々に 手 を 差しの ベる ことであった。 
ここ 2,  3 年， 現在の スペシャル ィ 
ンタ レストに 該当する 人々 から 「私 
たち は 行く ところがありません。 扶 


助 協会に は 関係ない し， ヤン ゲァダ 
ルト ではない し。 ただ 聖ぉ 会と 日曜 
学校に 行く だけです。 私たちに 合つ 
た 活動が なぜない のです か」 という 
声 を 何度も 聞いて いたの だが， それ 
が 契機に なって， 現在 MIA は あら ゆ 
る 人に 照準 を あて， すべての 人が 必 
要で ある こと を 感じても らう こと を 
めざして 動いて いる。 教会の 指導者 
は， 各 年令 別 グループの 必要に みあ 
つたこの 活動 を 先頭に 立って 盛り あ 
げ ていた だきたい と 思う。 

熱心な 参加者が 多い こと はた しか 
なの だが， 残念な ことに， この 活動 
を 聞いた 人々 から 問い返しの 手紙な 
どが 教会に 寄せられ ている。 兄弟た 
ち， ここで 一， 二の 意見 を ご 紹介し 
ようと 思う が， もし このような 状態 
がよく あると すれば， それが 早く 解 
消される こと を 願う ものである。 
ある 姉妹 は 手紙に こ う 書いて いる。 
「心に は大 き な 平安が あるので すが， 
がっかり する こと も あり ます。 監督 
から 教会に スぺシ ャル インタレスト 
の グループが ある こと を 聞きました 
力；， 私たちの 地方で はこの 活動 はま 
だ始 まった ばか りで， ま だ 知 ら ない 
人が 大勢お ります。 私 も 1 力 月 ほど 
前に はじめて 知った ばかりです。 こ 
の 活動が 必要な のに， 監督た ちがよ 
くわ かって おられな いために， 要領 
を 得ないで いる 人た ちが きっとた く 
さんいる と 思います。 そのために， 
監督た ち はう まく 活動が 始められな 
いの だと 思います。」 

また 別の 姉妹の 手紙 だが， 「日の 栄 
の 最高の 位に 上る に は， その 人が ふ 
さわし くなければ ならな いのは も ち 
ろんで すが， ふさわしい 伴侶と 結婚 
する こと が 必要です。 で も ， 私た ち 
はとき ど き 結婚 相手の 選択 を まちが 
つて， 離婚した りします。 未亡人に 
なること もあります し， 25 歳で まだ 
良い 相手が みっからない 人 もい ま 
す。」 


もう ひと りの 姉妹 は， 「理由 は 何で 
あっても， 『自分 も 必要と されたい J 
という 気持 はとても 強い ものです。 
スペシャル インタレストの ゲル 一 プ 
がなければ， 25 歳 を 越えた 独身者 は 
5 つ 目の 車輪の よ う だと 思います。 
教会で はたいて いの 話が， みんな そ 
ろった 家族 を 中心に している のです。 
私 は その 考え方に まったく 賛成です 
ので， もっと 奨励して いただきたい 
と 思います。 

また， 次の よう に 経験 を 語った 姉 
妹が ある。 彼女 は 未亡人で ある。 「葬 
儀が 終って から 5 人の子 を 連れて 家 
に 帰る と， すてばちな 気持に 襲われ 
ま した。 ぐった り と して， ひとり ほ 
つちでした。 これから どうして 5 人 
の 子 を 育てて 行ったら よい もの 力 >。 
それ はもう， 監督が 面倒 を 見て 下さ 
つて 食べる ものに 困 り はしない でし 
ようが， でも そんな ものと は 違った 
ものが 必要だった のです。」 

彼女 はこう 言って いる。 「世の中に 
は 自分と 同じよ う な 気持の 人が ほか 
にもい る ことが わかる ので， 私に は 
スペシャル インタレスト が' 必要な の 
です。 心理学者が どうこう 言うよう 
な 問題 を かけら も 持たずに， ひとり 
で 立派に 子供た ち を 育てて いるお 母 
さんたち とお 会いした いのです。 自 
分よ り もま だ 大変な 人た ち も いらつ 
しゃる こと を 知って， 自分の 受けて 
いる 恵みが よ く わかる のです。 私の 
問題 や 必要な こと をよ く  S 解して く 

れる話 相手が ほしいの です。 自分の 
問題 を ど う 解決して 行った ら よい か, 
それ を 学ぶ ために も スペシャル ィ ン 

タレス 卜が 必要です。 私が 未亡人に 
なって 最初に 知った こと は， 非常時 
以外 はだれ も 助けて くれない。 非常 
時 さえ 助けて くれる 人が いない こ と 
も ある。 という ことでした。 葬式が 
終ったら， 自分 ひとりに すべてが か. 
かってき たもので す。」 
彼女 はこ う 続けた。 「そんなと き， 
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親子 そろった 家族 向けの クラス は少 
しも 助けに なりません。 です が， こ 
の 秋 に 入 つた スペシャル ィ ン タレス 
卜の クラスで， 子供た ちゃ 友人た ち 
と どう 接して いったら よいの 力 S よ 
く 学ぶ ことができました。 同じ 経験 
をした 人で なければ， 私たちの 持つ 
問題 や 必要 をよ く 理解で きないと 思 
います。 妻 や 夫が 亡くなる という こ 
とが どんな もの か， ご存知で すか。 
父 や 娘 を 亡くす こと と 全然 違います。 
私 は 夫が 死ぬ 前に 父 も 娘 も 亡く して 
おります から， それが わかります。 
離婚の 苦し さが どんな もの か， おわ 

かりです か。 26 歳に なっても 独身で 
いる ことが どんな もの か， おわかり 
です か。 おわかり でない と 思います。 
私たち はお 互いが 必要な のです。 小 
さ な グループ 活動が 必要な 人が いれ 
ば， 人 を 訪問して みんなで 話し合う 
ような 大きな グルー プ 活動が 必要な 
人 もい ます。 話 をしたくない 時 も あ 
ります。 スペシャル インタレスト は 
デー 卜 や 結婚の 紹介 所では あ り ませ 
ん。 そうな つてし まったら， も う 終 
りです。 私たちの ステーキ 部に は， 
いろんな 場所に 出かける の は 好きだ 
けれど ひと り はい や だとい う 女の人 
たちが います。 そういう 人が 私たち 
の 小 活動に 参加して， 趣味の 合う 人 
たちと いつ しょに 出かける のです。 
ある 人 は 毎年 交響楽団の シーズン パ 
スを 買って いるので すが， いっしょ 
に 行きたい 人 はいない 力'， 搜 してい 
ます。 

私たち は ヤング マ リ 一 ドの 活動に 
招待され るのに は 抵抗 を 感じます。 
スペシャル ィ ン タレス トを パーティ 
一に 招待し ますと いう ヤング マ リ 一 
ドゃ 長老た ちの 発表に は， 顔 を 平手 
打ちで 叩かれる よ うな 思いです。 私 
がそん なに こだわる わけ を ご存知 な 
いと は 思います が， 今まで 話 をした 
スペシャル ィ ン タレス 卜の 人た ちゃ 
そのほかの 人た ち も たいてい は 同じ 


気持です。 私 はこの 新しい ス ぺシャ 
ル インタ レス 卜の 活動が 神 さまの 霊 
感 による もの だと 思う の' です。 その 
通りに ちゃんと 行なわれたら， 私た 
ちの 必要 そのもの のよ うな 活動 だと 
思います。 8 年 半 前の 私に も その 活 
動が 必要でした。 ありがたい ことに， 
会長が 熱心で， 活動に 力を入れて 下 
さいました。 教会 は 他と は 違った 問 
題 や 必要 や 関心 を 持って いる こと を 
長い間ない がしろ にされ てきた 私た 
ち を， 独自の グループ として 認めて 
下さる のです ね。 私たちの 中には， 
父親の いな 、少年 や 母親の! <  、 な (■ 、少 
女た ち を 育てて いる 人 もお ります。 
そういう 方た ちに は それなりの 違つ 
た 問題 や 必要が あるので す。 私たち 
の 必要が 満たされなければ， そうい 
う 方た ちの 必要 も 満たされな いので 
す。」 

さて， 神権 者の 兄弟た ち， この 新 
しい プロ グラム 誕生の いきさつ を 知 
れば， それが 単なる 思いつき や だれ 
かの 知恵で はない こ と がお わか り で 
あろう。 この プログラム は， 私に は 
初めてと 思われる ほ どの 精魂 こめた 
祈り と 討論 を 経て 生まれた ので ある。 
私たち は それが 主からの ものである 
こと をよ く 知って おり， そのよう に 
発表 もした。 それが 必要に 即して， 
このよう にせよ と 主から 教えられた 
ことで あつたの はたし かで ある。 し 
かし， 監督 や ステーキ 部長が プ ログ 
ラムの 意図 を 把握で きないで いる と 
ころ を 何とかして ほしいと いう 願い 
が， 姉妹た ちから 来る の を 読む と 心 
配になる。 

福祉 計画が 始 まった ばか りの 頃 も， 
行く先々 で 「リー 長老， 福祉 計画 は 
どうな つてい るので す カリ と 聞かれ， 
私 は そのつど， 「各 ワード 部の 監督が 
行なう のです。 まったくの 失敗 だと 
いう ワード 部 も あれば， 好調に 進ん 
でい る 支部 もあります よ」 と 返事 を 
し た 。 今始 まった スペシャル ィ ンタ 


レストの 活動 も， それと まったく 同 
じ 状況で ある。 

熱意の 感じられる 地方が ある 力;， 
今から 始めれば， 若人 や 若い 未亡人 
や 離婚 者， 独身者た ちの 熱意 を 受け 
とめる ことができる であろう。 熱意 
と 期待に 燃えて いる 間に 人々 を 掌握 
できれば， 大きな ことが 生まれる に 
違いない。 そこで あなたがた 兄弟た 
ちに お願いし なければ ならない の だ 
が， それ は あなたがたが 教え を 乞い 
たいと 思う その 御 方から 来る こと を 
忘れないで いただきたい。 どう 力つ 
指導者の 言う ことに 耳 を 傾け， スぺ 
シャル インタレスト の 活動で 言われ 
る 助言に 従って ほしいと あなたがた 
に 望む 人々 を， 失望 させない でいた 
だきたい。 

ここで， また 別にお 話したい こと 
が ある。 25 歳 を 過ぎた 男性に 直接 関 
係す る こと だが， 何ら かの 理由で， 
理解し がたい こと だが， 神権 者で あ 
りながら， 夫と なり 父と なる 責任 を 
回避して いる 人々 がいる。 

ジ ヨセフ' F  • スミ ス大 管長 はこ 
う 語った。 「主の 家 は 秩序の 家で あつ 
て 混乱の 家で はない。 これ は 主に あ 
つて は， 男な しに は 女 はない し， 女 
なしに 男 はない という 意味で あ り ， 
男 は 神の 王国に あって 女な しに 救わ 
れず， 昇栄 する こと はなく， 女 は 神 
の 王国に あつ て 一人で 完全 に 昇栄に 
到達す る こと はで きないと いう 意味 
である。 神 は 初めよ り 結婚 を 定めら 
れ た。」 （「大会 報告」 1913 年 4 月， 
「福音の 教義」 第 2 巻， P.  3) 

ジ ヨセフ. F  . スミ ス大 管長 はさ 
らに 次のように 述べた 力；， 私の 言わ 
ん とすると ころの 核心 もま さしく そ 
こで ある。 「私 はこれ を 強調したい。 
シ オンの 若者 はこの 結婚 制度が 人の 
手に よ る 制度で はない こと を 認識し 
て もらいたい。 これ は 神の 定められ 
た 制度で ある。 また 尊い ものである。 
自 ら の 宗教に 忠実で 結婚で きる 年令 
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に 達して いる 人が 独身で いるべき で 
はない。 男性が 一人でい るの は 不便 
だから， 自らの 考え や 理想に 合わせ， 
気の 向く ままに 結婚し， 離婚す ると 
いうた めに 結婚が 定められ たので は 
ない。 …… 結婚 は 人類 を 存続させる 
ものである。 結婚が 行なわれ なけれ 
ば， 神の 目的 は 達成され ず， 徳は砕 
かれて 悪徳 は 堕落と 化し， 地 は 空虚 
な ものと なる だろう。 

…… 教会の 若人 はすべ てこれ を完 
全に 理解して いなければ ならない。 
教会 幹部と 教師 は， 末日に おいて 啓 
示された ままに， 結婚の 神聖 さ を 説 
き， その 義務 を 教えるべき である。 
この 点に 関して は 教会に おいて 改革 
が 必要で ある。 結婚 を 尊び， 神の 認 
めた も う 権能に よ ら ずして 教会員の 
若い 男女が 結婚 しないよ うな 気持 を 
植え付けるべき である。 資格が あり， 
相当の 年令に 達して いる 神権 者 は 結 
婚 せずにい るべき ではない。 '-… 」 

ジ ヨセフ •  F  • スミ ス大 管長 はさ 
らに 続けて 語った。 「結婚 を 罪悪 視し， 
結婚に 対して 神の みこ ころに はずれ 
る 伝統 を 受け継 いでいる 人々 がいる。 
これ は 間違った 考えで あり， 非常に 
有害な 考え方で ある。 これ は 全く 逆 
で， 神 は 結婚 を 勧めて おられる ばか 
り 力  >, 命じて おられる ので ある。」 

(ジ ヨセフ. F  • ス ミス 「福音の 教 
義」 第 2 巻， pp.  3  —  5) 

先日の 晩， 7 人の子 供 を 連れた 美 
しい 母親が 私の 事務室に やって来た。 
遠方の 人で あり， だれで あるかが わ 
かる 人 はお そらく いないと 思う。 ま 
だ 若く， 才能 も ある 彼女 はしかし， 
「夫との 離婚 を 考えなければ いけな 
いところ まで 来て しまいました」 と 
言った。 そこで 私が 夫の こと を 尋ね 
ると， 彼女 は 質問に 答えて， 夫 は 親 
切で 給料 も 良い が， 子供た ちが かな 
り 大きく なった 今になる と ロマン チ 
ックな 結婚の 夢が よみがえって， も 
しも 自分が 自由な 身に なれたら 今の 


夫と いるよりも もっとた く さんの こ 
と がで きる だろう にと 考える までに 
なって しまった と言う。 私たち はじ 
つ く り 話しあった 力;， 数日 前， 大会 
の 最初の 部が 終って から， その 女性 
が やって きて ほお を 涙で 濡ら しなが 
ら こう 言った。 「全部の 問題の 答え を 
いただきました。 大会で 人生が 変わ 
りました。 今まで わからなかった こ 
とがわ かって， 今 は 別人の ようです。 
私， 戻ります。 家族の 世話 をし ます。 
夫 を 愛して， 自分の 間違い は 直そう 
と 思います。 問題 は ほとんど そこ か 
ら出 ていたと 思う のです。」 

兄弟た ち， 現在の 世の中に は その 
よ う な 人が 多い かも しれない。 女性 
が ある 年令に 達する のと 同じく して 
夫の 生活 も 変わり， 甘い 結婚 生活の 
夢 をな くして しまう ので ある。 し 力 > 
しそ こで， 妻 はこの ように 考える こ 
ともあろう。 「容貌 はま だ 捨てた もの 
ではない。 若さ だって まだ 失って は 
いない。 自由にな つて 別の 人と 交際 
した ほうがよ さそう だ」 と。 そうい 
う 軽薄な こと を 考える 女性た ちがい 
ると 心理学者 は 述べて いる 力；， その 
よ う な ことが この 教会に 生じる よ う 
であって はならない。 

私 は 10 年 か 15 年 位 前に ある 結婚の 
司 式 をした 力;， 先頃 その 女性から 1 
通の 手紙 を 受けた。 手紙 を 開く と 
「ああ， また ひと 組の 神殿 結婚が 失 
敗した か」 と 思った。 しかし 文面 は 
それから 調子が 変わって， こうあつ 
た。 「も う 終り だ， 離婚 以外に 方法 は 
ない とふたり で 考えた とき， 監督に 
相談しなさい と言われて いたので そ 
うしょう と 思い ま したが， 監督 はま 
だ 若いた め 初めは 気が 進みませんで 
した。 私たちよ り 年が お 若い のです。 
でも とにかく 監督です から， ふたり 
で 彼のと ころへ 行きました。 そして 
一部始終， 心の中 を 若い 監督に 打ち 
明けました。 彼 はじつ とす わって 黙 
つて 聞いて いました 力；， 私たちの 話 


の とぎれた ときに ただ ひと 言， r そう 
です か。 私たち 夫婦に も 同じような 
問題が 起きた ことがあります。 どう 
したら 解決で きる 力 >， そのと きわ か 
りました J と， たった それだけ おつ 
しゃった のです。 若い 監督の その 言 
葉から 残る ものが あって， 私たち は 
部屋 を 出てから， 『彼らに 解決で きた 
とおつ しゃ るんだ。 私た ち はどう な 
ん だろう J と 話し あいました。」 

問題 を 持って いる 人々 に， ワード 
部の 父親で ある 監督のと ころへ 相談 
に 行く よ う に 教えなさい。 忠実な 教 
会員に は， ワード 部の 監督 こそが， 
どんな 精神科 医 や 結婚 力 ゥン セラー 
にも まさる 助言者で ある。 あなたが 
た 監督 は， 結婚が 神に よって 定めら 
れた 神の 律法で， 使徒 バウ 口の 言う 
とおり 主にあって 男な しに 女 はなく， 
女な しに 男 はない という こと を， お 
くす る ことなく 語りなさい。 

さて， 結婚に ついても う 少しお 話 
したいと 思う。 婚期に 達した 人々 に 
結婚 を 勧める と は 思いき つたこと と 
思われる のであろう 力；， 新しい 改宗 
者が ふえてい る 幾つかの 地方で， 
30 代 後半 や 40 代まで 結婚せ ず， その 
間 結婚の こと を 口に もしない という 
男性た ちがいる こと を 知って 驚いた 
しだいで ある。 教会の 大 管長で あつ 
たジ ヨセフ •  F  'ス ミス の 言葉 を 先 
ほど 引用した が， 彼 は 諸悪が 文明 世 
界を おおって いる その ひとつの 大き 
な 要因 は， 結婚 軽視の 風潮 だと はつ 
きり 述べて いる。 大多数の 人に とつ 
て 結婚 は 尊厳 を 失い， よくて ひとつ 
の 人間関係， せいぜい ひとつの 出来 
事， あるいは 気まぐれ， 欲望の 充足 
と 考えられ ており， 誓約の 神聖 さが 
無視され るか 失われる かする と， 現 
今 一般の 道徳教育 において は 結婚 誓 
約 を 無視す るな ど はとる に 足らない 
行為で ある。 

兄弟た ち， 私たち は 今 再び， 神権 
者と しての 責任 を 自覚し なければ な 
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ら ない。 私のと ころに ひと り の 姉妹 
から 手紙が 来たが， 同じような 経験 
をして いる 女性 は 少なくな いと 思う。 
名 は 伏せて， わからない ようにして 
手紙 を 読んでも よいと 思う。 自分の 
経験談な の だが， 同じような こと を 
友 だち から も 聞く という。 彼女に は 
何年 もデー ト を している 男性が いて， 
食事 を 共に する ことが 多かった。 女 

性 は 27 歳で ある。 

また， 「私 は 40 歳の 独身 女性です」， 
「30 歳の 独身 女性です」 という 人た 
ち もい るが， 彼女た ち はみ な 同じ こ 
と を 言って いる。 一様に 同じ 文面な 
ので ひとつ を ご 紹介しょう。 「私 はこ 
れ まで 1 年 半， 33 歳の 男性と デート 
をして きました。 毎日の ように 会つ 
ております。 監督に ご 相談 はした の 
です が， 親切で しんぼう 強く 気持 を 
わかって 下さる 監督が， 私に どんな 
助言 をした ら よい かお わかりで はな 
いのです。 いっそ 交際 を やめよ う と 
努めた のです が， なかなかで きませ 
ん。 情熱 もありません し， 実際に 望 
み も ほとんどない のです。」 

少しの 違い は あれ， 同じような 話 
が 幾つ も 寄せられて いるので ある。 

「彼に はお 役目な のです。 離れた 目 
で 私 を 見て， 結婚 ごっこ をして いる 
みたいです。 彼の 生活 は， 有益な も 
の も 熱意 もな く いつ しょに いる だけ 
という 世間の 恋人た ちと 同じに 見え 
ます。 不道徳な どと は 関係ない のが 
大多数でしょう 力;， それでも 一歩 落 
ちた 状態です し， どう みても 『悪の 
きざし を 避ける』 ことができません。 
このよ うな 状態に なった 責任 は 男 だ 
けで はな く 女に も ある と 思う のです 
が, 満足で きる 解決 をしょう と 頑張 
つても， 限界が あるので す。」 

不満 をつ のらせて いる 女性た ちの 
側から 話 を 聞く だけで 充分であろう 
と 思う。 どの 女性 も 交際 を 望んで い 
る 。 彼女た ち は 妻と なり 母と なるこ 
と を 願って いるが， たとえ どんな 理 


由が あつたに しても 男性が 結婚の 責 
任 を 回避 すれば 彼女た ち は 結婚で き 
ない ので ある。 兄弟た ち， 適 令 期に 
達して いながら， 結婚して 家庭 を 持 
ちたいと いう 女性 最大の 願い を 踏み 
にじって 結婚 を 避けて いる 神権 者 は， 
神権 者と しての 義務 を 怠る 者で ある。 

ここで 誤解し ないで ほしい。 若す 
ぎる 男性に 早婚 を 勧めて いるので は 
ない。 早婚 は 現代 社会の ひとつの 危 
険 であると 私 は 思う。 男性 は 家族 を 
養う 能力が つき， 独立す る だけの 仕 
事 を 得る まで， 結婚 を 考えないで ほ 
しいと 思う。 意中の人 を 見つけて か 
ら， お 互い を 知って 欠点が わかりな 
がらな お 愛し あえる だ けの 充分な 時 
間 を かけて 交際して ほしいと 思う。 
宣教師た ちに 「半年 以内に 結婚し な 
い 人 は 宣教師と して 失敗 だ」 と 話し 
ている， という 報告 をして きた 伝道 
部長が あるが， 私 は 伝道 部長た ちに 
このよ うに 言った。 「宣教師に はそう 
いう こと を 言わないで 下さい。 半年 
以内に 結婚 相手の みっからない 人が， 
あなたの 言葉 を 深刻に 受けと めて い 
いか げんな 結婚に 走ったり する かも 
しれません から」 と。 

私たちの 言って いる こと を どう 力 > 
誤解し ないで いただきたい。 兄弟た 
ち， 結婚 は， この 責任 を 理解す るす 
ベての 男性が 待望すべき もので あり， 
神権 者 は 結婚の 義務に ついて もっと 
真剣に 考えて いただきたい。 それと 
いうの も， 神殿で 今 も 永世に も 結婚 
の 新しく かつ 永遠の 誓約 を 結ぶ 人々， 
彼ら だけが 日の 光栄の 昇栄 にあず か 
るので ある。 それが 主の み 言葉で あ 
る。 

さて， 兄弟た ち， この こと を 真剣 
に 考え， 私たちの 勧告 を容れ て， む 
やみに 結婚 を 急がないで ほしい。 時 
間 を かけなさい。 しかし 自分の 責任 
を， また 聖 なる 神権 を 持つ 者と して 
の 責任 を 怠って はならない。 

兄弟た ち， 私たち は 神の 神権の 旗 


じる し を 掲げる あなたがたに 期待し 
ている。 何と 大きな 軍勢であろう 力、。 
今宵 私たちの 声 を 聞く あなたがたの 
数 は， 推定で 18 万 5 千 人で ある。 兄 
弟た ち， 私たち は 目 を 永遠の 価値 あ 
る ものに 向け， ひたすら 神の 栄光 を 
仰ぎみ て， それぞれ にこう 決意し よ 
うで はない か。 「今 力 'ら， 神が 私の 助 
け 手 だ。 いっか 天父の み 前に 帰って 
永遠の 生命 を 受ける という 目標に 近 
づく 以外の ことに は， 手 を 染めない 
ようにしょう」 と。 

神権 者の 兄弟た ち， ホーム ティー 
チヤ 一の 兄弟た ち， 離婚の 瀬戸際に 
立つ 家族 や 道 を 迷って いる 子供た ち 
や 子供 と の 接触 を 欠いた 親た ち を 見 
ると き， 神権 者の 兄弟， あなたがた 
に は その 家族と いつ しょに なって， 
離婚 を 回避す るた めの あらゆる 努力 
をす る 責任が ある。 

私の 受ける 責任の 中で 最も 辛い こ 
との ひとつ は， 神殿 結婚 をした 人々 
から 結び 固めの 取消し 願い を 次々 受 
けと る ことで ある。 兄弟た ち， それ 
は ゆゆしい ことで あり， 多く は あら 
ゆる 罪のう ち 殺人に 次ぐ 大罪， すな 
わち 姦淫の 罪に 端 を 発して おり， 実 
に 姦淫 は 教会の 中に も 広ま り つつ あ 
る。 兄弟た ち， 私たち は 純潔の 律法 
を 守ろう という 決意 を 今 新たに しな 
ければ ならない。 またもし 間違い を 
犯したならば， 今， 間違い を 正そう 
ではない か。 光に 向かって 歩 も う。 
どうか 兄弟た ち， 妻 や 子供の 心 を 踏 
みに じる だけの 不法な 関係に かかわ 
る ことで， 神と 協同して 人間 を 出生 
させる す ばら しい 機会 を 卑しめて は 
ならない。 兄弟た ち， 道徳的に 清く， 
真理と 義の道 を 歩み， 天父の 賞賛 を 
力 >  ちえて いただき たいと 心 か ら お 願 
いする。 

私 は 自分の 証 を 述べたい と 思う。 
また， 神権 を 持つ 兄弟た ちへの 私た 
ちの 愛 を 知っていた だきたい と 思う。 
兄弟た ち， あなたが たは 自分の 責任 
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をし つ 力、 り 自覚し， 主の みたまと 一 
致しなさい。 最大の 悲しみの ひとつ 
は， 主の みたま を 得た 人が 罪に よつ 
て それ を 失い， 暗闇の 中で サタンに 
打ち 叩かれ， 主が 警告して おられる 


通 り の 恐ろ しい 地獄の 苦悩 を 経験す 
るの を 見る ことで ある。 兄弟た ち， 
人々 がその よ う な 境遇に 落ちる 前に 
ぜひとも 彼ら を 抱きと め， そのよう 
な 人 を 見たら 責任に 奮起して， 教会 


の 男性た ち を 救おう と 努めよ うで は 
ないか。 

兄弟た ちへの お願いと また 祝福と 
証 を， 今宵， 主 イエス' キリストの 
み 名に よって 申し上げる。 アーメン。 
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私 は 今， 「力 ある イエスの み 名に 
代々 の 栄え あれ」， 「立てよ， 輝け， 

光ぞ 来たりぬ」 の 美しい 2 曲の 歌 
と 含蓄 豊かな 祈り を 聞きながら， ィ 
エスが キ リスト， 生ける 神の 子で あ 
り， 私たちの ために この 地上に 来て 
命 を 失われた という こと を 証したい 
と 思った。 イエス は 生命と 救いの 計 
画 を 私たちに 示されながら も， ご自 
身 は 十字架に かけられた。 その 主の 
復活に よって， 私たち は 永遠の 生命 
を 享受で きる ので ある。 神の 予言者 
たち は 常に 迫害され， 多く は 主の み 
言葉 を 教えて いる と きに 殺された。 
それ は 思う だけで も 何と ゆゆしい 事 
態であろう か。 

また， 完全な 福音 を 持つ 主の 教会 
が 選ばれた 予言者の ひと りに よって 
地上に 再興され たこと， イエス' キ 
リ ス トの 教会が 現在の 地上に 存在す 
る こと， イエスが 生ける 予言者 ハロ 
ル ド •  B  • リ 一 を 通じて ご 自身の 教 
会 を 導いて おられる こと を， きょう 
皆様に 証したい と 思う。 私 は 世界 各 
地の 人々 に， 主が 全人 類 を 救うた め 
に 予言者の 口 を 通して 私た ち に 語 ら 
れる その 言葉に 聞き 従うよう， 心 か 
らお 願いす る。 無視したり， 愚弄し 
たり， 論破し ようと 試みて はなら な 
いと。 


きょう， 私 はこの 教会に おける 女 
性の 役割に ついて お話したい。 教会 
に は， 主の み わざと 同胞への 奉仕に 
携わる 妻， 母， 独身 女性から なる す 
ばらしい 女性た ちがいる。 彼女た ち 
は， 婦人の 主たる 組織で ある 扶助 協 
会 や， 子供た ちが 学ぶ 初等 協会 や， 
全 教会員が 福音 を 学ぶ 日曜 学校 や， 
青少年， 成人が 活動 を 行ない 交流 を 
深める MIA  (相互 発達 協会)， その他 
さまざまな 場に あって， 献身的に 立 
派な 奉仕 を 行なって いる。 

先日， 数人の 人と 事務的な 話 をし 
た あとで， くだけた 個人的な 話に な 
り， ある 人が こう 言った。 「私の 妻 は 
世界一す ばらしい 妻です よ。」 すると 
別の 人が 言った。 「それ は あなたのお 
考えで， 私 は 自分の 妻が 最高 だと 思 
いますよ。」 そして 3 番目の 人 はこう 

3 つた 0 

「大きな 祝福ではないです か。 相愛 
の 妻が いる。 それ も 良い 母親で， 良 
い 主婦で， 高い 理想 を 持って， 神様 
を 信じて， 自分の 家族が ィヱス 'キ 
リ ス 卜の 福音の 教えに 従う よ う に 助 
けて く れ る。」 

女性に とって， 夫から 愛と 感謝の 
このよ う な 賛辞 を 受ける こと 以上に 
大きな 名誉が あるだろう 力、 神に 認 
めら れ， 最も 身近な 最愛の 人々 の 口 


から 愛と 感謝の 言葉 を 聞く ことに 比 
ベれば， 世の 賞賛 も 尊敬 も 影 は 薄く 
微々 たる ものである。 

神 は 時の 初めから， 女性が 特別な 
存在で ある こと を 明確に し， 女性の 
立場， 義務， 神の 計画に おける 将来 
を 非常に はつ き り と 説明され た。 パ 
ゥロ は， 男 は 神の かたちで あり 栄光 
である。 女 は 男の 光栄で ある。 主に 
あって は 女な しに は 男 はない と 言つ 

た。 （I コ リン 卜 11 ： 7  ， 11 参照） こ 
の 大切な 協力者と いう 関係に おいて， 
神の こ とが 述べられて いるのに お 気 
づきであろう。 私たち は， 女性の 持 
つ 特権， 祝福， 機会のう ちで 最大の 
ものの ひとつが， 神と 協力して 神の 
霊の 子供 を 世に 送り出す ことで ある 
こ と を 決して 忘れて はならない。 

サタン とその 群 勢が 科学 論争 や ふ 
らちな 主張 を 使い， 女性 を 妻と して, 
母と して， 主婦と しての ォ 一の 責任 
からお びき 出そうと している こと は， 
この 栄え ある 教え を 理解す るすべ て 
の 人の 憂慮の まとで ある。 私たち は， 
女性 解放， 女性 独立， 性の自由 化， 
産児制限， 堕胎， その他 女性の 役割 
をお と しめる 悪らつな 主張 を 非常に 
多く 耳に している 力；， それら はすべ 
て， 女性 は 言う に 及ばず， 社会の 根 
底 をな す 家庭と 家族 を も 崩壊 させよ 
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うとの サタ ンの 策略で ある。 

効果 ある 武器と して ラジオ， テレ 
ビ， 雑誌が あり， そこで は ポルノ グ 
ラフ ィ 一が 氾濫し， 女性が 性の シン 
ボルと して， ある 人々 によれば 性の 
食い物に され， いやしめられ ている。 
毎日の あから さまな 服装 や 幻覚剤 や 
アル コー ルが 強力 な 武器 となって， 
徳ゃ 純潔 や 生命まで が むしばまれて 
いく。 コミュニケ ーショ ン 手段が 近 
代 化し， 輸送機関が 高速 化した 現在， 
そのために 世界中で 一層 多くの 人が 
さらに 多くの こと を 見聞きし， 悪 影 
響が 急速に 浸透して いく。 

ポ ルノ グラフ ィー や 幻覚剤 や ァ ル 
コールが 驚くべき 数に のぼる 青少年， 
成人に 使用され， 道徳 観 をく つがえ 
し， さらに はこの 悪魔の 策略に 負け 
る 人々 の 精神 や 心 を 退廃 させて いる。 

プリ ガム • ヤング 大学の ダリ ン • 
オークス 学長 は， 最近 同大 学の 全学 
生に こ う 語った。 「私たちの まわりに 
は， 不義の 性 関係 を 唱道す る 文学が 
印刷物 や 映画の 中に 氾濫して いる。 
あなたがた 自身の ために， それ を 避 
けなさい。 ポルノグラフィー ゃ揋せ 
つな 本 や 写真 は， 汚れた 食物よ り も 
まだ 悪い。 身体に は 良くない 食べ物 
を 排泄す る 作用が 働く 力;， 頭脳 は 悪 
いもの を 吐き出し はしない。 いった 
ん 記憶され ると， それ はいつ も 記憶 
の 底に あって， 邪な 考えが 脳裏に 浮 
かび， 人生の 健全な 物事から あなた 
を そら していく ので ある。」 

教会の 若い 女性が そのよ う な 汚れ 
に 染ま らず にいる こと は 非常に 大切 
である。 きょうの 少女 は あすの 婦人 
である。 少女た ちが 女性の 役割に つ 
いて 備え を なすこと が 必要で ある。 
もし 現在， 少女た ちが 家庭で 貞節 を 

教わらず 道徳的に 堕落して， またも 
しその 子供た ちが 結婚の 神聖な 律法 

に基づいて 聖 めら れた 家庭の 中で 育 

たなかった ならば， 世の中 ははた し 

て どのようになる か 想像で き る だろ 


うか。 

結婚 は 神に よって 定められた。 そ 
れ ゆえに 私たち は あらゆる 機会 を 捕 
えて 結婚の 群 を 強め， 家庭 を 強め， 
身 を 修めて， 模範に より子 供た ちに 
神の 道 を 教えなくて はならない。 こ 
れ こそ， この 世で も 来たるべき 永遠 
の 世で も 幸福 を 見いだ すため の 唯一 
の 方法で ある。 

女性に は 妻， 母， 主婦， 姉妹， 良 
き 隣人と して 数々 の 義務と 責任が あ 
る。 一方 多くの 女性が 才能， 興味， 
創造性， 献身， 活力， 技能な ど を 家 
庭 外に 求めて いるが， 実は これら 女 
性の 責任 は それらの 必要 を 満たし 得 
るので ある。 女性が それらの 役割の 
中で 及ぼす 良い 影響 を はかり 知る こ 
と はとう てい 不可能で ある。 女性の 
持つ 大事な 責任 を， これから あげて 

みょうと, 思う。 

まず 何よ り も， 先 ほど 述べた よ う 
に， 女性 は 神と 協力して 霊の 子供た 
ち を この 世に 迎える 人で ある。 これ 
は 何とす ばらしい ことであろう か。 
これに まさる 栄誉 はない。 その 栄誉 
に 伴って， 子供 を 愛し， 育て， 市民 
と しての 責任と 天父の み も とへ 帰る 
ための 道 を 教える という 非常な 責任 
が 課せられ るので ある。 子供た ち は， 
イエス' キリスト の 福音 と イエス' 

キ リ ス 卜の 教え を 受け入れ， 守る こ 
と を， 教わって 理解し なくて はなら 
ない。 彼らが 人生の 目的 を 知り， な 
ぜ この 地上に いるの か， 死後 どうな 
るの か を 知るならば， 正義 を 選び， 
サタンの 誘惑と 攻撃と を 避ける 分別 
を 持つ ことであろう。 サタン は 実在 
し， 彼ら を 滅ぼそうと 機 を 伺って い 
る。 

子供に だれよ り も 大きな 影響 を 及 
ぼす の は その 母親で ある。 母親 は， 
自分の 言葉と 行ないと 受け答えと 態 
度の すべて， 外見と 服装まで が， 子 
供た ちゃ 家族の 生活に 影響 を 与える 
こと を 承知すべき である。 子供が， 


態度 や 希望 や， 将来の 人生と 社会に 
対する 貢献 を 左右す る 信念 を 母親 か 
ら 学び 取る の は， 家庭に いる 時で あ 

る。 

プリ ガム • ヤング 大 管長 は， 母親 
は 神の み 手に あって 働く 器で あ り ， 
男性の 全身全霊に 力 を 吹き込み， 人 
と 国の 現在， 将来 を 導く 者で あると 
の 考え を 述べた。 彼 はさら にこう 言 
つた。 「どの 国の 母親に も， 子供に い 
さかい をし ないように 教えさせ なさ 
い。 そうすれば 子供た ち は， 成長し 
た あかつきに 戦争 を 始める よ うな こ 

と はしない たろ つ。」 ( DiscouTsss 
0 ゾ Brigham  Young  「フ" リ カム • ヤン 
ゲ 説教 集」 〔英文〕 P199) 

主なる 神が 「人が ひと りで いるの 
は 良くない。 彼のた めに， ふさわし 
い 助け手 を 造ろう」 と言われた とき， 
主 は 文字通り それ を 意図して， ァダ 
ムにィ ブを 与えられた。 （創世 2  ： 
18) 私たち は， 男 は 父母の もと を 離 
れて 妻と 結び あい， ふたり 一体と な 
るべき であると 教えられ ている。 夫 
婦の 間の 関係が このよ う に 説明され 
ている ので ある。 （創世 2  ：  24) 立派 
な 男性の かげに は 必ず 立派な 女性が 
いると 言われて いるが， 経験から み 
ると， それ はおお むね あたって いる。 

会社の 幹部が 社員 を 雇い入れた り ， 
新 事業の ために 経験者 を 募集す る 際 
に 必ず その 妻に ついて 情報 を 求めよ 
うとす るが， これ は 興味 ある ことで 
ある。 これ は 実に 大切な ことと 思わ 
れる。 教会で 男性が 新しい 神権の 職 
を 受けよ う とする とき， 妻が 正しい 
生活 を 送って いる 力、 夫に 全幅の 支 
持 を 寄せられる かど う かにつ いて 必 
ず 考慮され る。 

女性の 皆様， あなたが たは 日常， 
男性の 大きな 力と なり， 支えと なつ 
ている。 男性 は 力の 及ばない ときに 
あなたの 援助 を 必要と する ことがあ 
る。 自分の 母 や 恋人 や 妻が 自分 を 信 
頼し， 愛して いると 知る こと 以上の 
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励まし や 希望 や 力 はない。 男性 は 毎 
日 その 愛と 信頼に 応えよ う と 努力す 

るで めろう。 

ヒ ユー •  B  'ブラウ ン副 管長 は あ 
ると き 扶助 協会の 大会で このように 
語った。 「女性 は 男性に 劣る と 言いた 
がる 人々 がいる 力；， 私 はそう は 思わ 
ない。 体力 的に は 劣る かも しれない 
が， 霊的， 道徳的， 宗教 的， また 信 
仰に おいて， 福音に 真実 改宗した 女 
性に どの 男性が 匹敵しょう 力、。 女性 
は 男性よ り も 犠牲 心に 富み， 辛抱強 
く 苦しみに 耐え， 熱心に 祈る。 快活 
さ， 善良 さ， 道徳 性， 信仰に おいて， 
女性 は 男性と 互角 か， ときには 男性 
をし のぐ。」 （扶助 協会 大会 1965 年 9 
月 29 日） 

若い 女性の 皆様， 兄弟 や 恋人に 及 
ぼす 自分の 影響 を 軽く 見ない ように。 
あなたがたが 彼らの 愛と 尊敬に 価す 
る 生活 をす ると き， それ は， 彼ら 力； 
清く， 徳 高く， 成功して 幸福に なろ 
う とする 大きな 助けと なる ので ある。 
人気よ り も 尊敬に よって こそ， 人生 
の 妙味 を 会得で きる こと を， いつも 
忘れて はならない。 先日 私 は， べト 
ナム 戦争で 捕虜と なった ふたりの 青 
年の 会話 を 本で 読んだ。 ひとり は， 

「戦争 も 爆撃機 も 殺り くと 捕 虞 収容 
所 も， 何もかも だれも かも みんない 
や だ」 と 言った。 

するともう ひとり は， 「本当に その 
通り だ。 しかし 故郷に は 帰り を 祈つ 
て くれる ガールフレンド 力； いる。 彼 
女 は ぼくの こと を 心配して くれる。 
彼女のお かげで， 殺ば つな ことに も 
耐えて いられ るんだ」 と 言った。 

母た ち， 娘た ち， そしてす ベての 
女性た ちに 特に 申し上げたい。 あな 
たがた に は， 私たちの 生活に 良い 影 
響 を 及ぼす 力と 大き な 可能性が ある。 
サタンが あながた を 滅ぼ そ うと ねら 
つてい るの は， まさに その 理由に よ 
るので ある。 サタンに 妥協して はな 
ら ない。 あなたが たは， 主の 願い 通 


りに 正しく 清い 生活 をし よ う という 
決意と 希望と 勇気と 力 を 持たなくて 
はならない。 若い 女性の 皆様， 徳高 
く  ， 身 を 清く 保ちなさい。 清い 生活 
をす る 立派な 青年に ふさわしい 者と 
なり， 共に 主の 宮居に 行って 今 も 永 
世に も 結婚の 聖 なる 胖に 結び 固めら 
れ， 神が 喜んで 霊 を 子供た ち を 送ら 
れる 良い 家庭 を 築け るよう に。 そう 
したと きに， 自分の 模範に 従えば 幸 
福と 永遠の 進歩 を 得られる と 確信し 
て， 胸 を 張って 子供た ちの 前に 立て 
るであろう。 子供た ちに は その 遺産 
を 受け継ぐ 権利が ある。 あなたがた 
がその ような 生活 をして， 尊い 財産 
を 子供た ちに 伝える ことができ るよ 
うに， へりくだって 祈る しだいで あ 

る 0 

地球 創造の 究極の 目的 は， 神の 霊 
の 子供た ちが 肉体 を まとつ て 生活 し ， 
第二の 位 を 保って 救いと 昇栄の 用意 
をす る 場所 を 作る ことであった。 ィ 
エス • キ リス 卜の 使命の 究極の 目的 
は， 人に 不死 不滅と 永遠の 生命 を も 
たらす ことであった。 父た る 者， 母 
たる 者が 究極の 目的と すると ころ は， 
その 祝福に ふ さわし い 生活 をして， 
父なる 神と 御子 ィヱス 'キリストの 
み わざ を 援助す る ことでなくて はな 
ら ない。 その 神の 計画 を 手伝う こと 
は， 女性に 与えられる 最高の 栄誉で 
ある。 断言したい。 女性 は 賢明な 母 
親と なつ て 立派な 子供た ち を 育て る 
ことに こそ， ほかの どんな 職業に 見 
いだす よ り も 大きな 喜びと 満足 を 得， 
人類に 対してよ り 大きな 貢献 をす る 
ので ある。 

主 は， 私たちが この 神の 計画の 中 
で 自分の分 を 果たすならば 大きな 祝 
福 を 与える と 約束され た。 合衆国 大 
統領 ハーバー ト . フーバー はこの よ 
うに 語って いる。 「た だの 1 世代で も ， 
子供た ちが 正しく 生まれ， しっけら 
れ， 教育され た 健全な 時代が あった 
なら， 何千と いう 政治問題が 消え 失 


せた であろう。 より 健康な 精神と 活 
気に あふれた 肉体が 保証され て， 私 
たちの エネルギー をよ り 高い 目的に 
向ける ことができた であろう。」 （デ 
ビド •  0  'マッケイ 大 管長 「大会 報 
告」 より 引用， 1931 年 4 月 〔英文〕 
P79,  80) 

こ の 末 日に イエス. キリスト の 建 
てられた 教会が あり， そこに 神の 予 
言 者が いて， 人の子ら のために 神 か 
ら 啓示と 指示 を 受けて いると は， 何 
と 幸いな ことであろう 力 \ 私たち は， 
神が 感情， 感覚， 体 を 持って おられ 
る こと を 知り， 神の 属性と 個性 を 知 
る 恵みに 浴して いる。 生命と 救いの 
計画 を 与えられ， この 世で も 来たる 
べき 永遠の 世で も 幸福 を 得る に は ど 
う 生きるべき かにつ いて， 断えず 導 
きを 受けて いる。 また， 物的， 霊的 
福祉に 関した すべての 事柄 を 教え 導 
く 種々 の 組織が ある。 

教会の 最もす ばらしい プロ グラム 
の ひとつ は， 週に 1 回 家族 全員が 共 
に 集う 家庭の 夕べと 呼ばれる プロ ゲ 
ラムで ある。 月曜日 ごとに 世界中 全 
教会員の 家族が 各々 家庭で 集ま り ， 
でき 得れば 家長の 父親が 家族 を まと 
め， 周到に 編集され て 教会員の 各 家 
庭に 配布され た テキス トを 用いて， 
家族の 霊的， 物質的な 福祉に 関する 
諸問題 を 話し合つ ている さま を 思い 
めぐらす と， 私の 胸 は 躍る ので ある。 
この 集ま り を 定期的に 正しく 行なう 
と， 家族の 一致に とって はかり しれ 
ない 力と なる。 それ は， これまで 私 
共に 寄せられた 多くの 証が 証明して 
いる。 私 は あらゆる 家族が この プロ 
グラム を 行な うよう にお 勧めしたい。 
この プログラム を 実行す るなら ば， 
一致と 愛と 献身に おいて 豊かに 祝福 
され， そしてす ばらしい 実り を 刈る 
こ と がで きる と 私 ははつ きり お 約束 
できる。 もちろん のこと， 毎日 家族 
の 祈 り と 個人の 祈 り を 行な うように， 
この 夕べに 家族の 祈 り を 捧げる こ と 
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が 大切で ある。 

夫が 宗教 を 実践して 神権の 召し を 
全力 を 尽く して 遂行し， 妻 は 手立て 
を 尽く して 夫 を 支える 愛と 一致の あ 
る 家庭， 天父の み 前に 連れ 帰るべく 
正しい 息子， 娘 を 育てようと 夫婦が 
一致して 努力す る 家庭 ほどに う る わ 
しい もの を， 私 は 思い浮かべる こと 
がで きない。 これ は 実現 不可能な 夢 
のように 聞こえる かもしれ ない。 し 

かし， この 教会に そのような 家族が 
たくさん ある こと を， そして イエス • 
キ リ ス 卜の 教え を 受け入れ， 教えに 
従うならば， だれに でも それが 現実 
となり 得る こと を 断言で きる。 その 
よ う な 家庭に 育つ 子供 はいかに 幸せ 
であろう 力'。 そのような 子供た ち を 
持つ 親の 喜び はいかに 大きいで あろ 
うか。 

繰り返し 申し上げる。 サタン は， 
私たちが 神の 戒め を 守って 全き 喜び 
を 得る の を 妨げよ う と している。 決 
して 忘れて はならない。 また， 子供 
たちに それ を 教えな く て はならない。 
サタン は 実在して， 私たち を 滅ぼ そ 
うとして いるので ある。 サタン は 家 
族の 一致の 重要な こと， 大切な こと 
を 承知して いる。 サタン は， これ ま 
での 文明の すべてが 家族の 生活い か 
ん によって 存続 あるいは 衰退して き 
たこと を 承知して いる。 私たち はィ 
エス • キ リスト の 福音の 原則 を 守 り ， 
子供た ちに も それ を 教える ことによ 
つて， 家庭 を サタンから 守る こと 力； 
できる。 そのよう に すれば， 必ずや 
迫り 来る 誘惑 を 撃退す る ことができ 
るので ある。 

若い 女性の 皆様， 良い 教育 を 受け 
て 知恵と 知識 を 得， 母親の 責任 を 引 
き 受ける 用意 をされ るよう に。 私た 
ち は， 神の 栄光 は英智 であると 教え 
ている。 従って， 私たち は 皆 周囲の 
事態に 目 を 向けて， 私たち からすば 


ら しい 将来 を 奪おう とする サタン を 
阻止す る 用意 をし なくて はならない。 
知識と 知恵と 決断と， 私たち を 助け 
る 主の みたまに よって， それが でき 
るので ある。 

私たち はまた， 女性 も 社会的 行事 
や 教会の 補助 組織 活動に 活発に 参加 
すべきで あると 信じる が， それでも 
なお， 家庭と 子供 を 優先すべき こと， 
決して おろそか にして はならない こ 
と を 常に 心する 必要が あろう。 母親 
は， 子供 を 愛し， 子供の ため を 思い， 
子供の 一挙一動 を 心に かけて いる こ 
と を， 子供た ちに 感じさせなくて は 
ならない。 これ は ほかの だれに もま 
かせられな いこと である。 母親の 世 
話と 愛 を 十分に 受ける 子供が， 母親 
の 愛 を 受けられない 子供 や 別の 人の 
そばで 育つ 子供よ り も あらゆる 面で 
進歩の 早い こと は， 数々 の 実験 や 研 
究で 証明され ている。 

父親た ち もまた， 自分の 役割と 責 
任 を 引き受けなくて はならない。 子 
供に は 両親が 必要で ある。 父親 は 家 
庭 内で， 母親と 共に 子供た ち を 育て 
る ことに 伴う 義務 を 果たし， 年長の 
子供 を 正しくし つけ， 問題が ある 子 
供 や 助言 と 指導 を 求める 子供の 良き 
聞き手と なるべき である。 愛に よつ 
て， 子供た ちと 良い 関係 を 築き， 心 
を 通わせる 道 をつ けなさい。 

すべての 夫， 父親， 息子， 兄弟た 
ちに お勧めしたい。 抱いて いる 大き 
な 愛と 尊敬 を 実際に 表わし， 私たち 
の 妻， 母， 娘， 姉妹， 恋人で ある 人 
々に ふさわしく なろう と 努力し なさ 
い。 女性に 対して 尊敬に 欠ける 行動 
を 見せたり， 女性 を いやしめる 言動 
をと る こと は， 何より も その 男性の 
人格の 貧し さと 礼儀の なさ を 示す も 
ので ある。 夫 や 父た る 人々 が 独裁者 
となって， 妻よ り 優れてい ると いう 
態度 を 何 かの 形で で もとる こと は， 


キ リ ス ト 教徒ら しくない 神の 不興 を 
呼ぶ 不当な やり方で ある。 

リ 一大 管長 は ドイツの ミ ユン ヘン 
で 開かれ た 地域 総 大会で こう 語った。 
「もし あなたがた 夫が， 主の み わざ 
の 中で 自分に できる 一番 大事な こと 
が 自分の 家庭の 中に ある こ と を 忘れ 
ないならば， …… 家族の 胖を 固く 保 
ち 続ける ことができる。 家族の 粋' を 
固く し， 子供た ちの こと を 心に かけ 
ようと 思うならば， 家庭と いう 場 を， 
子供た ちが 混迷と 苦悩の 時代に 必要 
な 錨 を 下ろす 場， 愛が 豊かに 満ちて 
喜びが 増す 確固たる 場に する ことで 

ある。」 

女性 た ち が 家庭 と 家族の 大切 さ を 
認識し， 夫と 共に 神の 戒め を 守り， 
生み， ふえ， 地に 満ちて， 自分 を 愛 
する ように 隣り 人 を 愛し， 子供た ち 
に 祈る こと と 主の 前に 正しく 歩む こ 
とと を 教える とき， 彼らの 喜び は 増 
し， 恵みに 恵みが 加わって あふれる 
ば 力 > り になる であろ う 。 

これらの 恵み は， この 生き方 を 拒 
む 人々 の 決して 知り 得ない 喜び， す 
なわち 健康で 幸せな 子孫 を 得る とい 
う 喜びで ある。 立派に 成功し， やが 
て は 中心と なって まだ 生まれ 出ない 
世代の ためによ り 良い 世界 を 作る こ 
とので きる 子供， そのような 子供 を 
育て あげる ことに は， 平安と 満足が 
ある。 再び 天父の み 前に 帰り， 「良い 
忠実な僕よ， よくやった。 …… 主人 

と 一緒に 喜んでくれ」 （マ タイ 25: 
21) と言われる ように， 従順と 愛に 
よ り その 備え をな している 家族に と 
つて， それ は 何と 喜ばしい 特権で あ 
り， 祝福であろう か。 

それが 私たちの 特権， 祝福と なる 
こと を， イエス' キリス 卜の み 名に 
よりお 祈り 申し上げる。 アーメン。 
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ィ エスが 手 を 取って 
こされる と 


十二使徒 評議員 会 会員 


マ一 ビン •」• アシュトン 


昨晩の 神権 会で， リ 一大 管長 は 先 
日 終了した ミ ュ ン ヘン 総 大会から 受 
けた 祝福 を 述懐して おられた。 私の 
胸に も あの 大会での ひとつの 出来事 
がよ みがえ つてき たので， 末日 聖徒 
の 美しい ヤング ァ ダル 卜の 女性が 語 
つ た 心の こもる 言葉 を ご 紹介 したい。 

その 女性 はさつ ばり した 身なりで， 
頭 を 心 もち 高く 上げ， 日曜日 午後の 
部の 閉会 後 も 浮かんで く る 感動の 涙 
に まぶた を 濡らして いた。 少しば 力 > 
り わかる 英語 を けんめいに 使って， 
そのため 私 は そのと き も 今 も 彼女が， 
どの 国の 人 かわからない の だが それ 
はどうで もよ い， とにかく 彼女 は 私 
たち 末日 聖徒の ひと りで ある。 彼女 
は 私と 握手 を しながらこう 言った。 
リ 一大 管長 は 私の 心 を 高めて 下さい 
ました。 今， 私 は 自分の 力 以上に 歩 
んで ゆけ ると 感じて います。」 

この 胸 を 打った 言葉に， 私 は マル 
コ 伝の 中の 似た よ うな 聖句を 思い出 
した。 「イエスが 手 を 取って 起される 
と， その子 は 立ち上った。」 （マルコ 

9  ：  27) 

たしかに 時 は 今で ある。 主の 歩み 
にっき 従う に は， 私たちが 疲れた 人， 
孤独な 人-， 気落ちした 人， 悩む 人， 
福音に 飢えた 人た ちの 手 を 取って， 

e こして あげなければ ならない。 そ 


して また， 不誠実な 人， 自責に 苦し 
む 人， 正しい 原則に 便宣を 優先 させ 
てし まった 人た ち を も 起こ して あげ 
なければ ならない。 私たちが 信頼と 
励ましの 手 を 伸べ て， リ 一大 管長が 
今 大会の 開会に 述べた ような 自尊の 
心 を 取り戻す 手助け を するとき， 今 
も 大勢の 人々 が 正しい 方向に 二 歩 を 
踏み出す であろう 。 
「あなたが たは， わたしが 空腹のと 
きに 食べさせ， かわいて いたと きに 
飲ませ， 旅び とであった ときに 宿 を 
貸し， 裸であった ときに 着せ， 病気 
のと きに 見舞い， 獄 にいた と きに 尋 
ねて くれたからで ある。」 （マ タイ 

25  :  35—36) 

今， そこに はこ うつけ 足す こ と 力； 
できよう。 「あなたが たは， わたしが 
倒れた と きに 起こし， 悲しむ と きに 
慰め， ふらつ くと きに 手 を 貸し， 足 
元の 危なげなと きに たしかな 道へ 連 
れて 行って く れ た。」 

霊的に 健やかな 人， 手 を 取られ 起 
きて 霊が 癒えた 人 は， 主の 目に いか 
に 美しい こと 力、。 求める 手 を 握って 
起こした 人 は， 主の 目に いかに 美し 
いこと 力、。 心の 平安 は 霊 を 癒されて 
こそ も たらされる。 真の 喜び は 内から 
湧き出る ものである。 悩み を 解かれ 
た 自由 は， 万人の 求める ものである。 


救い主に よって 大勢が 体の 悩み や 
病い を 癒された が， 必ずしも 真の 喜 
び と 幸福 が 実現 したわけ ではな かつ 

た。 癒されても e き 上がる ことのな 
い 人が いた。 体が 良くな つた， 社会 
的， 経済的に 成功した といって 幸福 
になれ る もので はない。 「- …'- たとい 
たく さんの 物 を 持って いても， 人の 
いのち は， 持ち物に は よらない ので 

ある。」 （ルカ 12: 15) 

救い主 は 病い を 癒された 人々 に 対 
して， 新しく 得た 力 を 自慢し ないで 
自分 は 真理の 道 を 歩みながら その 力 
で 人々 を 立ち上がらせな さいと， よ 
く さとされた。 体が 癒されて も ， 未 
熟で 霊的に は 病気 同然の 人が 多い こ 
と は， まわりに 見る 通りで ある。 救 
い 主 は， 「- われが 汝らを 医す を 
得る ために， 汝らは 今 われに 立ち 帰 
りて 罪 を 悔い また 心 を 改めざる カリ 
(III  ニーフ アイ 9  ： 13) と言われた。 

癒し は 誇る ために 行うべき もので 
はない。 癒し は， 自他 両方 を 起こし 
て， より 高い 奉仕に 引き上げる ため 
の ものの はずで ある。 起こす ことが 
癒しに ま さって 重要に もなる と は 言 
えないで あろ う か。 

現代 最大の 奇跡の ひとつ は， 悩め 
る 魂 を 癒し， 起こす ことで ある。 霊 
の 力 は義を 守って 耐え 抜く 人々 に 与 
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えられる 貴重な 財産で ある。 悩める 
魂の 癒し は， 義に 鈍い 人々 に 健康と 
力 を もたらす。 清 さと 信仰， 希望， 
愛が よみがえり， いったん は 霊の 病 
に 冒された 人 を 再び 健康に する。 

このような 癒し は， 真理に 目 を 開 
いて 正しい 原則に 従った と きに 実現 
する。 キリスト は 「自身に ある 癒し 
の 能力 を もって， 死者の 中から よみ 
がえ りたもう。 それで あるから， お 
よそ そ の 御名 を 信ず る 者 は 皆 神の 王 

国に 救われる」 （11  ニーフ アイ， 25  ： 
13) と 聖典に 約束され ている。 

キリス 卜 とその 贖いの 犠牲に よつ 
て 癒される 人の 前から は， 霊の 死と 
霊の 病い が 姿を消す。 

リ 一大 管長 は 先日 神権 者に 対する 
話の 中で， このように 勧告した。 「あ 
なた がた は 手中に， 主の み 名に より 
行動す る 権威 を 持つ と共に， 神聖な 
神権の 儀式 を 通じて 全能の 神の 力が 
現わされる ように， 己れ を 汚れの な 
い 清い 器と して 準備 するとい う 神の 
信頼 を 握って いるので ある。」 その 通 
り， 私たちの 手中に は 事 を 行なう 権 
威， 権能と 共に， 忠実で ありさえ す 
れば， 人 を 立ち上がらせる ことので 
き る 力 さえ 存在す るので ある。 

兄弟 姉妹， 私たち は 肉 を 超えて 霊 
を， 魂 を， 心 を， 人 そのもの を， 見 
なければ ならない。 

私 はこ こで 最近の 新聞から， その 
よ う な 視野と 価値観に 立って いる と 
思われ る 投稿 文 を ご 紹介 したいと 思 
う。 「ディア • アビー」 という 人生 相 
談のコ ラムで ある。 

「アビー 様， 私 は， 看護婦のお 嬢 さ 
ん が 障害者 と 結婚され るのに お 悩 み 
の お母様が 書かれた 手紙 を 読んで， 
背筋に 悪寒が 走る 思いが いたし まし 
た。 （結婚 相手 はべ 卜 ナム 戦争で 地雷 
を 踏んで 両足 をな くした 方です。） そ 
のお 母 さま は， お嬢さん はきれ いだ 
し 『五体 満足な 人』 と 充分 結婚で き 
たはず だと 言って おられました。 私 


は 自分に ついて も ， 夫 は 私の よ う な 
障害者で はない 『五体 満足な J 人と 
結婚で きただろう にと， きっと 大勢 
の 人が 考えて いるに 違いない と 思つ 
ています。 私 は 3 歳のと きに 22  口 経 
の ライフル銃に 撃 たれて， 幸運に も 
命 は 助かり ま したが 左 半身が 麻痺し 
ている のです。 でも 歩け ますし， 人 
並の こと はたいて いでき ます。 なか 
でも 一番 うれしい こと は， ひとりの 
す ばら しい 男性が 私 を 結婚で き る 

『満足な 人間』 と 考えて くれた こと 
です。 彼 はすて きで， やさしく， 誠 
実で， 私 を 大事に して くれます。 結 
婚 以来 10 年になります が， 今でも 私 
は 幸運な 自分が 信じられな いく らい 
です。 フレディ 一の 妻よ り 。」 
「『フ レデ ィ 一の 妻』 様， それ は 

『幸運』 ではありません。 あなた 自 
身に 負う ところが 大きい のです。 お 
めでとう。」 

私 は 回答者の アビー 氏に も， 人々 
の 手 を 取って 起こ して おられる こと 
に 祝いの 言葉 を 贈 り たいと 思う。 

私たち はこの す ばら しい 教会の 中 
で， 「これ わが 業に して わが 栄光， す 
なわち 人に 不死 不滅 と 永遠の 生命 と 
を もたらす なり」 （モー セ 1 ： 39) と 
いうみ 言葉に そって 主と しっかり 手 
を 携え， 経済的， 社会的， あるいは 
身体 面 や 霊的 面で 私た ち を 必要 と し 
ている 人た ち を 立ち上がらせ てあげ 
よ う でで はない か。 

「さて， ぺ テロと ヨハネと 力;， 午後 
三時の 祈の と き に宮に 上ろ うとして 
いる と ， 

生まれながら 足の きかない 男が， 
かかえられ てきた。 この 男 は， 宮も 
うでに 来る 人々 に 施し をこう ため， 
毎日 『美しの 門』 と 呼ばれる 宮の門 
のと ころに， 置かれて いた 者で ある。 

彼 は， ぺ テロと ヨハネと 力；， 宮に 
はいって 行こうと する の を 見て， 施 
し をこう た。 

ぺ テロと ヨハネと は 彼 を じっと見 


て， r わたしたち を 見なさい J と 言つ 
た。 

彼 は 何 かも らぇ るの だろ うと 期待 
して， ふたり に 注目 している と ， 

ぺ テロが 言った， r 金銀 はわた しに 
は 無い， しかし， わたしに ある もの 
を あげよう。 ナザレ 人 イエス' キリ 
ス 卜の 名に よって 歩きなさい』。 

こ う 言って 彼の 右手 を 取って 起し 
て やる と， 足と， くるぶしと 力；， 立 
ち どころ に 強く なって， 

踊り あがって 立ち， 歩き 出した。 
そして， 歩き回ったり 踊ったり して 
神 をさん びしながら， 彼らと 共に 宮 
に はいって 行った。 

民衆 はみ な，' 彼が 歩き回り， また 
神 をさん びして いるの を 見」 た。 （使 
徒 3  ： 1-9) 

この 聖句 はいろ いろな 点 をと ら え 
て さまざまな 目的に 引用され る 力;， 
きょうは， この 足の なえた 男が， 自 
分 は 歩け ると 思って いなかつ たの を: 
ぺ テロに 手 を 取って 起されて はじめ 
て 歩け たこと を 取り あげてみ て， お 
話したい と 思う。 

彼 は 自分で 前に 歩いて ゆけ るな ど 
と 予想 だに しなかった。 初めに 手 を 
引かれて 起きた と きが 歩みの 第一歩 
であった。 ぺ テロ は 神の み わざに 堂 
々立って いたから こそ， 彼 を 立た せ 
る こ とがで きたので ある。 

こ う 考え， 手 を 取って 起こす こと 
について 思い を 巡らす と， この 聖句 
は 誤解され がちな 聖句 ではない かと 
思われて くる。 ところで， この 大会 
の 部で 先 ほ ど タ ナー副 管長が 次の よ 
うな 聖句を 引用され た。 

「それで 人 は 父と 母 を 離れて， 妻と 
結び 合い， 一体と なる ので ある。」 
(創世 2  ：  24) 

新 家庭 を 持った 男性が 誠実に 全幅 
の 支持 を 置いて 妻 を 守り， 励ます の 
は 当然 だが， 自分の 父母 や 兄弟 姉妹 
から 離れた といって 家族 を 省みずに 
遠ざけ， 拾て てお くつ もり は 毛頭な 


129 


いはず である。 親兄弟 もまた 家族で 
ある ことに は 変わりなく， 大きな 力 
の 源， 避け 所， 喜び， 永遠の 1 単位 
である。 賢い 両親 は 子供が 各自の 家 
族 を 持と うとい うとき に， 自分た ち 
の 役目 はま だ 終わる もので はなく  ， 
支配 や 統制 や 規則 や 指揮 や 押しつけ 
によらず， 愛と 関心と 励ましに よつ 
て それが 続く こ と を 自覚す るので あ 
る。 

大勢の 宣教師が このように 言って 
いる。 「印象 深い 手紙と いうの を袓母 
やおば や 義兄から も らい ま した。」， 

「父 は 何年 も 前に 亡くなり ましたが， 
おじ や 祖父が 伝道の 資金 を 出して 支 
えて くれました。」 私たちに は 大家族 
が あり， 私たち も 大家族の 輪の 中に 
いる。 それ は 祝福で あり， また 神聖 
な 義務で も ある。 

予言者 ジ ヨセフ • ス ミス は 家族 を 
尽きない 力の 源と みていた。 彼は畿 
度と なく， 病んだ 父親の 回復 を 願つ 
て 熱心に 祈った。 「両親との 交流 は 地 
上の 幸福の 最大の ものの ひとつ だと 
考える ので， 父の 健在と 父の 意見 を 
いまだ 恵みた もうよう にと。 長年の 
経験に 培われた 円熟した 人格 は 最良 
の 助言 を 語 らしめ るので ある。」 

{Documentary    History    of  tne 
Church   「教会 歴史 記録」 第 2 巻， 
p.  289) この 予言者に して 良き 家族の 
愛と 知恵から 学んだ と は 言 えないで 
あろう 力、。 

ジ ヨセフ はハ ィ ラム について こ う 
言った ことがある。 「私の 手 を 取って 
くれる ハイ ラムが いた。 真の 兄弟 だ 
つた。 私 は 自分で 考えた。 ハイラム 
兄弟， あなた は 何と 忠実な 魂の 持ち 
主だろう 力'。 おお， 永遠の エホバが， 
私の 魂 を 養いし めた あなたの 労に 報 
いて あなたの 頭に 永遠の 祝福 を 授け 


たまわん こと を。」 （「教会 歴史 記録」 
第 5 巻， pp. lO? — 108)  「兄弟た ち 全 
員が 愛する 兄 ハイ ラムの ようで ある 
ようにと 心に 祈る ことができた。 ハ 
ィ ラム は 小羊の 柔和 さと ョ ブの 気高 
さと また 端的に 言って キ リストの 温 
和 さ， 謙遜 さ を 具えて いる。 私 は 死 
よ り も 強い 愛 を も つて 彼 を 愛する。 
私が 彼 を 責める こ と も 彼に 責められ 
る こと も 一度と してなかった からで 
ある。」 （「教会 歴史 記録」 第 2 巻， 
p.  338) 

大事な こ と の 折に 家族の だれかに 
手 を 取って 起される という こと はよ 
く ある。 一番 必要 とする 手 は 一番 身 
近な 人の 手， という こと も 多い。 近 
しい 手 ほど 力 は 強いと いう ことがあ 
る。 私たちが 家族 内のお 互いの その 
関係 を 認識し 始める と， イエス 《キ 
リ ス 卜の 福音で ある 教会の 大福 祉計 
画の 基本の 実際が 理解で きる ように 
なる。 神 は， 家族のお 互い は 相手に 
とって 祝福で あると 定められた。 だ 
れか， 自分の 家族に 手 を 差し伸べて 
も 空しい と 落胆す る 人が いたなら， 
目先の 結果に こだわらずに それ を 続 
ければ 自分の 力が 増す と 申し上げた 
い。 起そうと 手 を 伸 ベれば 伸べ る だ 
け， 起こす ことができる ようになつ 
て ゆく  。 

資格 ある 末日 聖徒の 結婚 は 永遠 で 
あり， 最も 大切な 人に 誠実で あると 
き， 家族 全体に 祝福が 来る。 私たち 
は 家族の 手 を 借 りて 起こして もらう 
ことができる。 また， 自分で も 家族 
の 手 を 取って， 自分た ちの 愛が いつ 
も 変らない 真実の 愛で ある こ と を 示 
さなければ ならない。 手 を 取り あえ 
ば， 両方の 手 は 力が 増す。 人 を 起こ 
すに は， だれでも 一歩 高い 所へ 足 を 
かける ので ある。 自分の 家族の きず 


なを 強く し， 家族の みんなが そのき 
ずな に 結ばれる よ うにし よ う。 家族 
は， 子供た ちが 帰って来 たいと 思う 
よ うな 場所でなくて はならない。 

私たちが 神の 戒め を 守り， 神と 手 
を 携えて 神の 道 を 歩むならば， サタ 
ンは 私たちに 手が 出ない。 忠実な 教 
会員 は ひと りで 歩まな く ともよい。 
悩む 魂 は ひと り 振り返ら なくと もよ 
い。 私たちが 手 を 伸べ さえ すれば， 
神の み 手 はだれ にも 差し伸べられて 
いるので ある。 

「 ィ エスが 手 を 取って 起され 
ると， その子 は 立ち上がつ た。 

家に はいられ たと き， 弟子た ち は 
ひそかにお 尋ねした， f わたしたち は， 
どう して 霊 を 追い出せなかった ので 

すか •!。 

すると， イエス は 言われた， 『この 
た ぐい は， 祈に よらなければ， どう 
して も 追い出す こ と はでき ない。」 

(マルコ 9  ：  27—29) 

内なる 力と まわりの 人々 の 手 を 取 
つて 起こす 力と が 得られる よう な 生 
活が 私たちに できる ように， 天父の 
助け を 祈る ものである。 

神 は 生きて おられる こと を 証す る。 
この 教会 は 末の 時代に 全人 類の ため 
に 回復され たィ エス' キリストの 教 
会で ある。 ハロルド' B  • リ 一大 管 
長 は 神の 予言者で ある。 ミュンヘン 
の あの 若い 女性の よ う に 大勢の 人々 
が 証 するとお り， 私たちが 戒め を 守 
り， 彼の 勧告に 従うならば， 彼 は 神 
から 授かった 力 を 持って 私たち 全員 
の 手 を 取り， 新たな 高さへ と 立ち上 
がらせて くれる。 この こと を， イエ 
ス 'キリス 卜 のみ 名に よ り ， 証 申 し 
上げる。 ァーメ ン。 
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どんな 代価 を 払って 


十二使徒 評議員 会 会員 

マ一 ク ピーター セン 


救い主 は 多くの たとえ 話で 教えら 
れ， 数々 の 話が よく 知られて いる。 
しかし また， 適切な 鋭い 質問で 教え 
て も おられる。 その ひとつが これで 
ある。 「 …… 人 は どんな 代価 を 払って， 
その 命 を 買い も どす ことができよ う 

力、」 （マ タイ 16  ：  26) 

主が， 永遠の 生命 を 神の あらゆる 
賜のう ちで 最大 だと された こと を 知 
ると きに， この こと は 特別 重要に 思 
われる。 

私た ち 一人一人に は 救 うべき 命が 
ある。 だれに も 永遠の 生命 を 得る 機 
会が ある。 私たちの 命 は 非常に 尊い 
ので， あらゆる 手段 を 尽くして それ 
を 救おう と 努力し なければ ならない。 

救い主 は その 大 なる 真実 を 幾つか 
の 有名な たとえ 話で 説明され た。 例 
を あげれば， こう 言って おられる。 

「 …… 天国 は， 良い 真珠 を 捜して い 
る 商人の よ う な ものである。 高価な 
真珠 一個 を 見いだ すと， 行って 持ち 
物 をみ な 売り はらい， そして これ を 
買う ので ある。」 （マ タイ 13  ：  45— 46) 

天国 は， 畑に 隠して ある 宝の よう 
な ものである。 人が それ を 見つける 
と 隠して おき， …… 行って 持ち物 を 
みな 売り はらい， そして その 畑 を 買 
う ので ある。」 （マ タイ 13  ：  44) 

このように 主 は， 救いと は 高価な 


真珠で あり， 畑の 宝で あり， その 価 
値 を 知れば 私たち は 自分の 持ち物 を 
すべて 棒げ て それ を 手に入れ ると 言 
つて おられる。 

私 たち はこ の 大切な 教 えに 目 を さ 
まそう ではない 力'。 それ は 偽る こと 
のでき ない 神の 口から 出て いる。 

私たちに とって 最も 価値 ある こ と 
は 主に 仕える ことで ある。 

それ は， 金の 輝き や 地位の 魅力 や 
罪の 楽しみ， 誤った 興奮に 目 をく ら 
まされて はな らな いという ことで あ 
る。 

私たち は 目 を 見開いて， 神に 仕え 
る ことが 人生 最大の 仕事で あると い 
う 事実 を 見るべき である。 

神の み 前に 救われる こ と は 私た ち 

の 受け 得る 最大の 賜で あり， 家族と 
共に 救いの 喜びに あずかる こ と は 人 
生 最高の 業績で ある。 

しかし， 救いが 無償の 賜で ない こ 
と を 私たち は 知 ら なけれ ばな ら ない, 
救い主の 贖罪に よって， その 機会が 
与えられ るの は 無償で あ りこ そ すれ, 
実際に 救い を 享受す るに はいい かげ 
ん ではない 努力が 必要と される。 主 
イエス. キリス 卜の 福音と 呼ばれる 
進歩の 計画 を， 真心から 集中して 実 
践 する ことで ある。 

も し 不死 不滅 を 心底 信 じたら， 神 


を 信じずに はいられない。 神 を 信じ 
れば， 私たちが 神の ように なること 
は 可能 だとい う 事実 を 受け入れる は 
ずで ある。 実際， それ こそ は 神が 私 
たちに 期待して おられる ことで ある。 

神 は 愛子 ィヱス 'キリスト を 頼る 
べき 人生の 手本と して 私たちに 遣わ 
して 下さった。 私たち はキ リストに 
よって， 完全に， また 神の ように さ 
えなる こ とがで きる。 

何とい うすばら しい 将来で あろ う 
か。 何とい う 機会であろう 力'。 

聖句 がそれ を 高価な 真珠と 呼ぶ こ 
とに 何の 不思議が あろ う 。 

そうで あるならば， 私たち は 力 を 
尽 く して それ を 手に入れよ う ではな 
いか。 反面， 努力 をし なければ， 私 
たち は どんな 代価 を 払って その 命 を 
買い も どす ので あろ う 。 

救い主 は， わたしの 家に は 住まい 
が 多く ある， と言われた。 使徒 バウ 
口 は， 来たるべき 世で は 栄光に さま 
ざまな 段階が あると， それ を 詳しく 
語った。 私たち は 自分に ふさわしい 
所へ 行く ので ある。 自分の 働きに 従 
つて 審判され るので ある。 

審判の 日に 受ける 報い は， ちょう 
どこの 星と あの 星に 栄光の 差が ある 
ように それぞれ 違う であろう。 バウ 
口 は， 星の 栄光の 上に また 別の 栄光 
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が あると も 言い， その 栄光 を 星に 比 
較 して 月の 明る さに なぞられた。 

また パゥロ は， それとも 別の 栄光 
について， 月 や 星よりも 明るい 太陽 
の 光の よ う に 他の すべて をし の ぐ 日 
の 栄光が あると も 述べて いる。 

近代の 啓示の 中には， 神と 神が 示 
される 生き方 に 献身す る 人 だ け が 曰 
の 栄光に 達し 得る と言われ ている。 
日の 栄光に 行く 人々 だけが 神に 似た 
者と なる ので ある。 

それよ り 劣る それぞれの 栄光に 行 
く 人々 に は 限界が あって， 神の よう 
になる こ と はでき ない。 

きょうこ こで， 私 は 皆さんに お 聞 
きしたい。 あなた は どこで 永遠 を 過 
ごしたい か。 家族に， どこで 永遠の 
時 を 送らせたい だろうかと。 

福音 に 従う こと で 最高の 日の 栄光 
にあず かる ことが で き る と 知れば， 
そのために 努力 をす る 価値が あるの 
ではない だろ う か。 

日の 輝き に 浴す る ことができ るの 
に， わずかば かりの 星の またたきに 
満足す る 人が いる だろ う 力、。 

太陽の まば ゆい 光 を あびられ ると 
いうのに， 照り返す 月の 光で 満足す 
る 人 はいる だろ う か。 

神の ようになる という 特権 を， こ 
の 世 限りの いかがわしい 都合と 交換 
に 拾て よ う という 人 はいるだろう 力、。 

正しい 心 を 持ちながら， 神の よう 
になる ことよりも， 霊感の 知恵 を 持 
つ ことよりも， いつの 日 か 主権 を 持 
つて 歩む 神が 用いられる その 力の 幾 
分 を 使う ことよりも， 肉の 腐敗， 官 
能の 楽しみ， 罪の 誤った 興奮 を 好む 
人 はいる だろ う か。 

私たちの だれが， 自分の 生得権 を 
一 椀の あつ も のの ために 売り渡す だ 
ろ う か。 

主の 問われた 言葉 を 自分自身に 問 
うてみ ると よい。 「 …… 人 は どんな 代 
価 を 払って， その 命 を 買い もどす こ 
と がで きる でしよう 力、。」 


それと 意識しょう がしまい が， 私 
たち は 日々 の 生活に 自分の 考え や 言 
動で その 返事 を している ので ある。 
私たちの 行ないが， 自分 は 神に 向か 
つてい るか 世に 向かって いるか を 示 
している。 

人 は どんな 代価 を 払って， その 命 
を 買い も どす ことができ るだろう 力、。 

小さな 子供た ち， 全能者 ご 自身 か 
ら 世話 を まかされた 子供た ち， 正し 
I  、原則 を 教えて 正し L  、人生の 道へ 導 
く 責任の ある 幼子た ちの 命 を， 親 は 
どんな 代価と 交換で きる だろう 力、。 

子供た ちの 将来 を， 自分の 欲の た 
めに 一 椀の あつ ものと 交換で きる 親 
はいるだろう か。 幼子 を 犠牲に して 
自分勝手な 欲望 を満 そうと， はたし 
てす るだろう 力、 

子供が なおざり にされ ている。 こ 
の 風潮が なんと 広まって いる こと 力、。 

子供 ひと り の 価値 は どれほど であ 
ろう 力、。 

人 ひと りの 価値 は どれ だけで あろ 
うか。 

あなた は それ を 一遍の ス リ ノレと 交 
換 できる だろ う か。 仕事の かけひき 
に 使える だろう か。 社交の 道具 や， 
家族 軽視の 女性解放運動に ゆず り 渡 
す ことができ るだろう 力、 あなた は 
それ をお 金で 売る ことができる だろ 
う 力 >。 幾らで 交換で きる のだろう 力'。 

意識し よ うがし まいが， 世の もの 
を 自分の 宗教よ り も 愛すれば， 私た 
ち は その 取引き に 手 を 染めて いるの 
である。 

人の 命 を 救う 唯一の 道 は， 神 を 生 
活の 第一に 置く ことで ある。 

それ を 変えて， 神 を 2 番目， 3 番 
目， あるいは 4 番目に 落とすならば， 
私た ち は 永遠の 後悔 を 招 く 取引き を 
している ので ある。 私たち は 義務 を 
怠った ために 自分の 救い を 失う こ と 
も ある。  • 

そのこと を 知れば， 私たち はどう 
して 教会 を 離れる ことができよう。 


自分の 家族 を なおざりに する ことが 
できよう。 ふたつが 相容れな いこと 
ゃィ ヱスが 私たち は 神と 富と に 兼ね 
仕える こと はで きないと 言われた こ 
と をよ く 承知しながら， 世と 神と を 
一緒にする こ とがで きょ う 。 

主 は， 主に 雄々 しく 仕えなければ 
日の 栄光に 入る 機会 を 失う と 教えて 
おられる。 雄々 しいと は， 努めて 善 
き 業に 従う ことで ある。 それ は ひた 
すら 神の 栄光 を 仰ぎ見て 熱心に 神に 
仕え， 心 をつ く し， 勢力 をつ く し， 
思い をつ く し， 体力 をつ く して 神の 
王国で 働く ことで ある。 

働き 場 は， 他の 宗教 や 他の 団体で 
はなく， 神の 王国で なければ ならな 

私たち は 自分の 命 を 何と 交換す る 
であろう 力、。 悪に は どんな 惨禍に も 
甘んじる だけの ス リ ルが あるから と 
いって， この 世の 都合 やお 金 や 楽し 
みや 不正な 罪と 引換えに する の だろ 
'うか。 

人 は どんな 代価 を 払って， その 命 
を 買い も どす ことができよう 力、 

父親， 母親た ちょ， 聞いて いる だ 
ろう 力、。 あなた や 子供た ちに 呼び か 
ける 救い主の 声 を。 

救いの み 言葉 を 聞いて いる だろ う 
か。 「すべて 重 何 を 負うて 苦労して い 
る 者 は， わたしの もとにき なさい。 
あなたがた を 休ませて あげよう。 わ 
たし は 柔和で 心のへ り く だつ た 者で 
あるから， わたしの くびき を 負うて， 
わたしに 学びなさい。 そうすれば， 
あなたがたの 魂に 休みが 与えられる 
であろう。 わたしの くびき は 負い や 
すく， わたしの 荷 は 軽い からで あ 
る。」 （マ タイ 11 ： 28—30) 

あなたの 救い主， 贖い 主の このみ 
言葉 を 聞きなさい。 

「  シ オン または 組織 せられた 

るシ オンの ステーキ 部内に て 子供 を 
有する 両親 あらば， その子 供 八才の 
時， 悔 改め， 生ける 神の 子キ リ ス ト 
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の 信仰， パプ テス マと 按手に よる 聖 
霊の 賜な どの 教義 を 教えて 理解せ し 
めざめれば， 罪 その 両親の 頭に 留る 
べし。 

およそ， シ オン， または その 組織 
せられた る ステーキ 部内に 住める 者 
の 律法 はかく の 如し。 

また その子 供た ち は 八才の 時， 彼 
ら の 罪の 赦 し を 得さす る パプ テス マ 
と 按手と を受 くべ し。 

また 両親 は その子 供た ちに 祈る こ 
とと， 主の 前に 正しく 歩む ことと を 
教えざる ベから ず。」 （教義と 聖約 

68  ：  25—28) 

両親の 方々， 私たち はこの こと を 
している だろう 力、。 あるいは のちに 
後悔す るよ うな 取引き をして はいな 
いだろう 力、 

近代の 啓示に よって 語られた 救い 
主の このみ 言葉が 聞こえる だろう 力、。 

「 汝 心を尽 し， 勢力と 思いと 
体力と を尽 して 主なる 汝の神 を 愛す 
べし。 また， イエス' キリス 卜の 名 
によりて 神に 仕うべし。」 （教義と 聖 
約 59  ：  5  ) 

私たち はこの こ と を している だろ 
うか。 あるいは 何 か 別の ものと 交換 
して はいない だろ う か。 

救い主の み 声 は 言う。 「汝 己れ の 如 
く汝の 隣り を 愛せよ。 」 （教義 
と聖約 59  ：  6  ) 

あなた は それに 従ってい る だろ う 
か。 救い主の み 声が また 告げて いる。 
「 汝 盗むな かれ。 また， 姦淫 
を 犯すな かれ。 また， 人 を 殺すな か 
• れ。 また 何事 にても これに 類す る こ 
と を 為す ことな かれ。」 （教義と 聖約 
59  ：  6  ) 

あなた は それに 従ってい る だろ う 
か。 それとも 自分の 欲望と 交換に 主 
のみ 言葉 を 拾て てはいないだろう か。 
寸時で も， 自分の 救いと 福音に 対す 
る 従順 と は 別の もの だと 考え はし な 
いだろう 力 >。 

あらゆる 戒めの 中で 最も 大切な こ 


との ひとつ 力；， 黄金律で ある。 私た ち 
は 自分でして ほしい こ と を 人々 に し 
ている だろう 力、。 もしして いなけれ 
ば， それ 何と 交換して いるだろう 力'。 

小 さ L  、新聞 少年が 集金 し た お金 を 
だましとる 人 を， 私たち は 何と言う 
だろう か。 そのような 人 は どんな 取 
引 をして いるの だろ う か。 

また， 医療費 や 入院 費の 支払い を ' 
拒みながら， 臆面もなく 教会の 日曜 
学校に 来て 主 を 賛美して 歌う 人 を， 
私たち は 何と言う だろ う か。 

救い主 はまた， こう 呼びかけ てお 
られ る。 

「シ オンに 住む 民 は， また 安息日 を 
守りて これ を聖 くすべし。」 （教義と 
聖約 69  ：  29) 

「汝 なおさら 充分に 也の 汚れに 染ま 
ざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日 
に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。」 （教義と 聖 
約 59  ：  9 ) 

ど れ だ けの 人が この 要求に 応えて 
いるだろう 力'。 これ は 私たち 一人 一 
人に 与えられた 天よ りの 戒めで ある。 
それ を 忠実に 守らなければ， 自分の 
命 を 日曜日の 仕事 や 娯楽 や 休暇と い 
つた 世の ものと 交換す る ことで あろ 
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人 は どんな 代価 を 払って， その 命 
を 買い も どす ことができ るだろう 力〜 

私たち は， 主が 私たちの ため を 思 
つて 言って おられる こと を 知るべき 
である。 主 は 私たちに 永遠の 宝を提 
供して おられる。 私たちが 世に ある 
間 は， 心の 平安と 真の 幸福 を 罪に 隸 
従す る こ とからの 自由が ある 豊かな 
人生 を 提供して 下さる。 

しかし， これ はた だ 従順に よって 
しか 得られない ものである。 なぜ 従 
順で なければ ならない のだろう 力'。 
それ は， 主が 私たちに 主の ようにな 
る こと を 望んで おられる から， 私た 
ちが 神の 子供 だから， 不完全な 手段 

では 完全に 達する ことができ ないか 
ら である。 


私た ちが キリスト のよう にな る た 
めに は， キリス 卜 力; ザ7 なわれ たこと 
を 自分 も 行なわなければ な ら ない。 

主 はこの 戒め を 私たちに 与える に 
際して， 私たちの 自由意志 をい ささ 
かで も 奪おう と はされ ない。 主 は， 
私たちに 制限の ない 選択の 自由 を 与 
えて おられる。 

し 力 >  し， 私たちが 主に 仕えな けれ 
ば 主から 報い を 受ける こ ともないと 
いう こと は， はっきりと 言われて い 
る。 

私 た ち は 単に 教会員 だ という だけ 
では 救われない。 啓示が こう 語る と 
お り である。 

「 すべての 事 己む を 得 ざれば 
為さざる 者 は 怠惰な り， 賢き 僕に あ 
ざれば なり。 これ を 以て 彼 は 良き 報 
い を受く る ことなし。 

われ 誠に 汝ら に告 ぐ， 人 は 努めて 
善き 業に 従い， …… 

 命令 を受く るまで は 何事 を 

も なすこと なく， 疑いの 心 を 以て 命 
令 を 受け これ を 不精不精に 守る 者 は 
救われず。」 （教義と 聖約 58:  26 — 
27,  29) 

また， 「わ 力; 律法 を 受けて これ を 行 
う 者 はすな わち わが 弟子に して， わ 
が 律法 を 受けた り と 言いて これ を 行 
わざる 者 はわが 弟子に あらず。 これ 
らの者 は， 汝らの 中より 追い出さる 
べし。」 （教義と 聖約 41 ： 5) 

ここに 言われる とおり， 私たら の 
なすこと， なさない ことが 神の み 前 
での 自分 を 決める ので ある。 

主が 求めて おられる の は 教会員と 
いう 資格 だけで はない。 聖典 を 読む 
こ と だけで も なければ， 什 分の 一 を 
納める だけで もない。 大事な の は 真 
心 か らの 従順 と 忠実な 心で あ る 。 

世の もの か 救い か， 選択 は 私たち 
の 前に ある。 どちら を 選ぶべき 力、。 
この ことに 中間の 立場 はない。 なま 
ぬるい 従順 は 主に 一 される。 人 は 
どんな 代価 を 払って， その 命 を 買い 
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も どす ことができよ う 力'。 
救い主 は， 関連して こう も 問われ 

た。 「  人が 全世界 を も うけても， 

自分の 命 を 損したら， なんの 得に な 

ろ う か。 」 （マ タイ 16  ：  26) 
物事に は 必ず その 反対が な く て は 

ならない。 
私たちに は 完全な 選択の 自由が な 

ければ ならない。 


この 事実 を 知れば， 私たち はこの 
世と 来たるべき 世の 聖 なる 祝福 を， 
世の いかがわし いものと 交換す る だ 
ろう 力、 光よりも 闇， 喜びよ り も悲 
しみ を 選ぶ こ とが 考えられる だろ う 
か。 

しかし， 私たちが 教会で 活発に 奉 
仕す る ことに 背 を 向けるならば， そ 
れ をして いるので ある。 その 交換 を 


している ので ある。 

主が， まず 神の 国と 神の 義を 求め 
るなら ば 主が 持 つて おられる すべて 
の もの を 下さる と 約束され たこと を， 
いつも 忘れない よ うにしょう ではな 
いか。 

これが 私の 証で ある。 主 イエス- 
キリストの 聖 なるみ 名に より，  ァ 

ーメン 0 
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報い， 祝福， 約束 


十二使徒 評議員 会 会長 


ス ペンザ一 • W . キン ボール 


愛する 兄弟 姉妹， 私たち はまた 再 
び 栄え ある 大会で まみえ ている。 

感動 的な 大会の それぞれの 部で 訓 
戒ゃ 教え や 警告 を 聞いた が， 説教 は 
どれ も 力と 権威 を 備えて いた。 主の 
道 を 歩めと 十分に 教えられ たが， 説 
教の 中で 特に 印象的な 言葉 は， 「まつ 
すぐに 歩みなさい。 私の 戒め を 守り 
なさい。 私の 律法に 従いなさい」 と 
いう 言葉であった。 結婚， それ も 正 
しい 結婚に ついて， また 悔い改めと 
許しに ついて， 自尊の 心 を 持つ こと 
について， 義の道 を 歩む ことにつ い 
て それぞれ 考えさせられ， 「荒海」 と 
いう 言葉 や 「罪悪 は 決して 幸福 を も 
たらさない」 という 言葉 を 耳に した。 

次の 話 は， 合衆国 東部で ある 宗教 

雑誌 を 主宰して いる 口 ィ •  H  'ステ 
ト ラ 一氏の 書いた ものである。 「 リ ノ、' 
デァ にある ク リ ミ ャ 城の 外での 出来 
事であった。 城 は ライ ト に 明る く 照 
り 輝いて いた。 ひとりの 兵士が きつ 
かり 同 じ 歩 幅で 行 き つ 戻 り つ 城の 警 
備に あたって いたが， その 城の 中で 
は 世界 各国から 人が 集まり， 非常に 
重要な 会議が 開かれて いた。 兵士 は 
自分の 任務に 誇り を 感じて いる 様子 
であった。 それ も 当然 「  3 巨頭」 力； 
顔を合わせる 重要な 会議の 警備の 任 
務を 受けた という こと を， 自分の 孫， 


子に 語り伝え たいと 思わない 兵士が 
いったい いる だろ う 力'。 

すると 突然， 闇の 中から 幽霊の よ 
うに 人影が 現われて， 城の 門に 通じ 
る 道 を 進んで きた。 歩哨 は 近づく 人 
影に 向かって 大声で 叫んだ。 『止まれ 
/だれ だ。 ここへ 来て， 名 をな の 
れ。』 歩哨 はすば やく 肩から 銃 を はず 
し， 緊急事態に 備えて さっとみ がま 
えた。 

すると， 『この 城の 中に いる 人た ち 
と 話が したいので すが。 J という 声 力； 
あつに。 

『ばか を 言うな ノ J 歩哨 は 思わず 叫 
んだ。 『城内 は 立入禁止 だ。 おまえ は 
3 巨頭が 世界の 将来 を 決める のに 会 
談 している こと を 知らない のか。 だ 
れ であろうが 立入禁止 だ。』 

男 は それに 答えて 言った。 『3 巨頭 
とおつ しゃい ましたね。 なぜ その 3 
人 を 3 巨頭と 呼ぶ のです か oj 『それ 
は， その 3 人が 世界 を どう 治める か 
決める からだ。 J 

すると 男 は 真剣な まなざし で 歩 げ1 
を 見た。 輝く 目で， 男 はこう 言った。 
『だから こそ， その 3 人に 会わな け 
れ ばなら ない のです。 3 人 を 助ける 
ことができる のです。 私に は 良い 計 
画が あります。 この 計画 を 彼らが 取 
り 入れて くれさえ したら， 世界に 平 


和が 来る はずです。』 

それ を 聞いて 兵士 は 笑い出した。 
『さあ， さあ， 帰りな。 おまえさん 
は 信任状 も 何も 持って いないん だろ 

ラ oJ 

『信任状で すか。 そういう 物 は 持ち 

合わせて いません。 J こう a うと， 男 
は 軽 く 手 を 上げて 挨後 し 帰ろうと し 
た。 そのと き， 歩 Bf'j は 男の てのひら 
に ひどい 傷跡が あるの を 見た。 もう 
一方の 手 を 見る と， そこに も 傷跡が 
あった。 

『おまえ， 戦争に 行った のか。 J 歩 
afj は 語気 を 和らげて 聞いた。 『両手に 
ひどい 傷跡が あるじ やない か。 J 男 は 
振り返って 答えた。 『お気づき になら 
ないだ ろうと 思って いました 力;。 い 
いえ， 戦争の 傷ではありません。 J こ 
れ だけ 言う と， まるで 暗やみに 吹い 
込まれる よう に 男 は 突然 姿を消した。 

歩 W'j' は 男のう しろ 姿 を 見送り， は 
つと 驚いて 叫んだ。 ""知っている 御 方 
だ/ああ， あの 御 方 を 中に お入れさ 
えして いたら Z J 歩 Bfj はろうば いの 
あまり， その 場に へたり 込んで しま 
つた。 

それ は 世に 住む あらゆる 人々 に 祝 
福 を もたらした 御 方で あり， 次の よ 
う に 語られた 御 方であった。 

「• "汝の 手と 足に ある 傷 は 何ぞゃ J 
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と。 その 時， 彼ら はわれの 主なる こ 
と を 知らん。 そ はわれ 彼らに 向いて 
『この 傷 は， わが 友の 家に ありて 得 
たる 傷な り。 われ は 挙げられ たる 者 
なり。 十字架に つけられ たる イエス 
なり。 それ は， すなわち 神の 子な 
り。』 と 言えば なり。」 （教義と 聖約 

45  ：  51, 52) 

人生が 報いと 罰の 時で ある こ と を 
心に 留め， きょう はし ばら く の 間， 
その 積極的な 面に ついて 考えて みよ 
うと 思う。 従順で あるが ゆえに 主 か 
らもたら される 報いに ついて である。 

「さて， イエスが ガリ ラャの 海べ を 
歩いて おられる と， ふたりの 兄弟， 
すなわち， ぺ テロと 呼ばれた シ モン 
とその 兄弟 アンデレ とが， 海に 網 を 
打って いるの を ごらんに なった。 彼 
らは 漁師であった。 

イエス は 彼らに 言われた， 『わたし 
について きなさい。 あなたがた を， 
人間 をと る 漁師に して あげよ う 。』 

すると， 彼ら はすぐ に 網 を 捨てて， 
ィ エスに 従った。 （マ タイ 4  ： 18— 
20) 

さらに， ふたりの 兄弟， すなわち 
ゼべ ダイの 子 ヤコ ブ とその 兄弟 ョハ 
ネが 主に 従った。 

こうして 2 組の 兄弟が 主ィ エス • 
キ リ ス 卜の 使徒と なった ので ある。 

たし 力" こ， 主の 使徒で あると いう 
こ と は 人に たまわる 祝福の 最大の も 
のの ひとつで あり， また 名誉で も あ 
ると 思う。 ちょう ど 30 年 前の きょう， 
1943 年 10 月 7 日の ほぼ 同時 刻， 私 は 
ヒーバー •  J  . グ ラン ト大 管長の 足 

も とに ひざまずき， イエス' キリス 
卜の 使徒に 聖 任された。 

教義と 聖 約の 第 76 章の 啓示 は 示現 
と 呼ばれ， 中には 数々 の 祝福が 約束 
されて いる。 

「すなわち， 力べ 誡命を 守る ことに 
よ り あらゆる 彼らの 罪 を 洗い 潔め， 
聖霊 を授く る 権能 を 結び 固められ 按 
手聖 任せられ たる 者の 按手に よ りて 


聖霊 を 受けん ためな り 。 

而 して， これらの 者 は 信仰に より 
て 打ち勝ち， 御 父が 正しく 且つ 真実 
なる 者に 皆 注ぎた も う 約束の 聖き 
『みたま』 によりて 結び 固めら る。 

而 して， これらの 者 は， 『長子」 の 
教会員に して， 

御 父 は これらの 者の 手に すべての 
もの を 与えた まい， 

また， 彼ら は 御 父の 無上 完全と 御 
父の 栄光と を 受けた る 祭司に して， 
また 王た るな り 。 

而 して， エノ クの 神権に 等しく， 
また 神の 生みた も う 独 子の 神権に 等 
しかり し メル ケゼ デクの 神権に 等し 
きいと 高き 神の 祭司な り 。 

こ の 故に 彼 ら は 誌 された る 如く 神 
々にして， すなわち また 神の 子な り。 

この 故に， すべての もの は 皆 彼ら 
の ものな り。 生ける も 死ねる も ， 現 
在の もの も， はた 未来の もの も皆然 
り。 すべて は 彼らの ものにして， 彼 
らは キリストの もの， キリスト はま 
た 神の ものな り 。 

こ の 故に 彼 ら はすべ ての ものに 打 
ち 勝たん。 （教義と 聖約 76  ：  52-60) 

「これらの 者 は 神と その キ リストと 
の 御前に， いつまでも 限りなく 住ま 
わん。 

これらの 者 は， 正しき 者の 復活に 
出で 来らん。 

これらの 者 は， 新しき 誓約の 仲保 
者に して 而も 自らの 血 を 流して この 
完き噴 罪 を 為し遂げ たる イエスに よ 
りて 完 くせられ た る 義人た ち な 
り。」 （教義と 聖約 76  ：  62,65,69) 

「ィ エス は ガリ ラャの 全地 を 巡り歩 
いて， 諸 会堂で 教え， 御 国の 福音 を 
宣べ 伝え， おいやしに なった。 

こ う して， ガリ ラャ から， お 
びた だしい 群衆が きて ィ エスに 従つ 
た。」 （マ タイ 4  ：  23,  25) 

「イエス はこの 群衆 を 見て， 山に 登 
り ， …… 弟子. たちが み も とに 近寄つ 
てきた。 そこで， イエス は 口 を 開き， 


彼らに 教えて 言われた。 

『こころの 貧しい 人た ち は， さい わ 
いで ある， 天国 は 彼らの ものである。 

悲しんで いる 人た ち は， さいわい 
である， 彼ら は 慰められる であろう。 

柔和な 人た ち は， さいわい である， 
彼ら は 地 を 受けつ ぐであろう。 

義に 飢え かわいて いる 人た ち は， 
さいわい である， 彼ら は 飽き 足りる 
よ う になる であろ う 。 

あわれみ 深い 人た ち は， さいわい 
である， 彼ら は あわれみ を 受ける で 
あろう。 

心の 清い 人た ち は， さいわい であ 
る， 彼ら は 神 を 見る であろう。 

平和 をつ く り 出す 人た ち は， さい 
わいで ある， 彼ら は 神の 子と 呼ばれ 
るであろう。 

義の た め に 迫害 されて きた 人た ち 
は， さいわい である， 天国 は 彼らの 
ものである。 

わた しのた めに 人々 が あなたがた 
をのの しり， また 迫害し， あなたが 
たに 対し 偽って 様々 の 悪口 を 言う 時 
に は， あなたが たは， さいわい であ 
る。 

喜び， よろこべ， 天に おいて あな 
たがた の 受ける 報い は大 き い。 … 
-, -』」 （マ タイ 5  ： 1 —12) 

イエスの 心 は， たえず 数々 の 祝福 
で 満ちて いたよ う に 思われる。 

予言者 ジ ヨセフ はこ う 記録した。 

「また われら かくの 如く 日の 光栄 を 
見 たれ ども， こ は あらゆる 点に 於て 
他より 勝れたり， すなわち 此 所に 於 
て は 神すな わち 御 父 その 御座よ り 永 
遠に 治めた もうな り。 

そもそも， 父なる 神の 御座の 前に 
はすべ ての も の 皆 畏れ 敬いて 額 づき， 
永遠に 御 栄を讃 め 奉る。」 （教義と 聖 
約 76  ：  92,93) 

そして さ らに， 

「され ど， 神の 御 業 は 偉大に して 驚 
嘆すべく， われらに 示された る その 
王国の 奥義 は その 光栄， 勢い， 支配 
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の 及ぶ ところ， 如何なる 智を 以て も 
これ を 量り 知るべからず。」 （教義と 

聖約 76  ： 114) 

「また これらの こと は， 人の 言葉に 
よりて， 知らす こと を 得る ものに あ 
らず。 こ は 神 を 愛し 神の 前に 自ら を 
潔くす る 人々 に 神の 与えた も ぅ聖き 
『みたま』 の 力に よりての み， ただ 
これ を 見 これ を f 吾るべき もの なれば 
な り 。 

神 はか かる 人が 独り これ を 見， こ 
れを 知る 特権 を 与えた もう。」 （教義 
と聖約 76  ： 116,  117) 

また， 1832 年に 受けた 示現と して 
知られる 啓示 は， 次の ような 言葉で 
始まって いる。 

「聞け， 汝ら 諸々 の 天よ， 地よ 耳 を 
傾けよ。 喜べ， そこに 住む 者た ちょ。 
主 は 神に して， 主の 他に 救い主な け 
れ ばな り 。 

主の 智恵は 偉大に して， その為し 
たもうと ころ は 驚嘆すべく， その 御 
業の 終 は 誰も 知る 者な し。 

その 企図 は 敗る る ことなく， また 
その 御手 を 止め 得る 者 絶えて なし。 

永遠よ り 永遠に 主 は 同じに して， 
その 齢 は 尽く る ことなし。 

主 かくの 如く 言う。 主なる われ は 
われ を畏 るる 者に 恩恵と 憐 みと を 与 
え， 終りまで 義 しく 且つ 真実に われ 
に 仕う る 者に 誉を 与う る を 喜ぶ 者な 

彼らの 得る 報い は 大き く  ， その 栄 
は 永遠なる べし。」 （教義と 聖約 76: 
1 — 6  ) 

主 は， 祝福 を 与えれば それ を 実現 
され， 約束 すれば それ を 成就され る。 
1831 年に， 主 は 次の よ う に 言われた。 

「主， われ 言いた る こと は， われ 言 
いたるな り。 われ 言い逃れ せず。 天 
地 は 過ぎ行く と も， わが 言 は 過ぎ行 
くこと なく して 成就すべし。 わが 声 
にて 言わる る も， 僕らの 声に て 言わ 
るる もみな 一つな り。」 （教義と 聖約 
1 ： 38) 


主の 携える おとずれ は， 愛と 平和 
であった。 

主 は 十字架に かけ られる に 先立つ 
て 弟子た ちに 心の 準備 を させ， こう 
言われた。 

「わたし を 信じる 者 は， また わたし 
のして いる わざ をす るであろう。 そ 
れ ばかり 力、 もっと 大きい わざ をす 
るであろう。 わたしが 父の みもとに 
行く からで ある。」 （ヨハネ 14  ： 12) 

ここで アブラハムの 話が 思い出さ 
れる。 3 人の 人が， マ ムレの テレビ 
ンの 木の かたわら にいる アブラハム 
の もと を 訪ねて 行 く  くだりで ある。 
このと き， アブラハム は 彼ら を 迎え 
て 地に 身をかがめた。 彼ら は 「あな 
たの 妻 サラは どこに おられます か」 
と 尋ね， こう 言った。 

「『あなたの 妻サ ラ に は 男の子が 生 
れ ている でしよう』 サラ はう しろの 
方の 天幕の 人口で 聞いて いた。 

さて アブラハムと サラ と は 年が す 
すみ， 老人と なり， サラは 女の 月の 
ものが， すでに 止まって いた。 

それで サラは 心の中で 笑って 言つ 
た。 『わたし は 衰え， 主人 もまた 老人 
であるのに， わたしに 楽しみな ど あ 
りえよう か。』 

主 は アブラハムに 言われた， 『なぜ 
サラ は， わたし は 老人で あるのに， 
どう して 子 を 産む ことができよ うか 
と 言って 笑った の 力'。 

主にと つて， 不可能な ことがあり 
ましょう 力 >。 …… サラに は 男の子が 
生れて いるで しょ う。』」 （創世 18  ：  9 
一 14) 

たしかに， 主にと つて 不可能な こ 
と は 何 ひとつない。 主の 約束 は 必ず 
成就され る。 

1833 年に， 主 は 軽々 しく 考える こ 
とので きない 数々 の 約束 をされ た。 

主 は， 「さつりく の 天使 は …… 彼ら 
を 過ぎ 越して 屠る ことな かるべし」 
と言われ たが， それに は エジプトの 
時代が 思い出される。 


主 はまた， 聖徒 は 健康 を 受ける， 
骨に 髄を 受け， へそに 健康 を 受けて 
頑健な 体 を 恵まれる とも 言って おら 
れる。 

そ して， と り わけす ばらしい 約束 
はこれ である。 「また 智 恵と 知識の 大 
いなる 宝 ま ことに 秘れ たる 宝 を 見出 
さん。」 （教義と 聖約 89  ： 18  —  21 参 
昭） 

これらの 祝福 は， その 言葉 を 心に 
とめ， それに 従って 歩む すべての 人 
に 与えられる。 

「もし あなたがたが わたし を 愛する 
ならば， わたしの いましめ を 守る ベ 
きで ある」 と， 主 はたえず 教えて お 
られ た。 （ヨハネ 14  ： 15) 

海面で 吹き荒れる 嵐 も 深い 海底に 
は 決して 届かない。 人生の 深みに 到 
達し， その 静寂の なかで 神の み 声 を 
聞く 人々 に は， 難事の 嵐の 中 を平穩 
無事に 航海させる 揺るがぬ 確信が あ 
る。 

美しい 約束 は 数え きれない。 聖典 
を 開いて ページ を 繰る こと， それ 自 
体が すでに 報いで あるよ う に 思われ 
るし， 主の 戒めに 従ってい る 証拠と 
も 思われる ので ある。 

ほかに も， 厳康な 約束が 主から 与 
えられた。 

「（義 のう ちに 生きた 者た ち は） 瞬 
く 間に その 身 変り …… 」 （教義と 聖約 
101 ： 31) 

「汝ら これらの 言 を 聞け， 見よ， わ 
れは 世の 救い主なる イエス • キリス 
ト なり。 これらの こと を 汝らの 胸に 
しかと 銘ぜ よ。 汝ら のこ ころに 永遠 
の 厳粛なる こ と を 銘記すべし。 

汝ら 謹みて， わが 誡 命の すべて を 
守れ。」 （教義と 聖約 43  ：  34,35) 

また， 別の 祝福 も 約束され ている。 

「そ は， わが 時 至らば われ 審判の た 
め 地上 ('こ 来り， その 時 わが 民 は 噴 わ 
れて われと 共に 地上 を 支配す ベ けれ 
ばな り 。」 （教義と 聖約 43  ：  29) 

詩篇に も， 次の ような 祝福が 告げ 
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られ ている。 

「地と， それに 満らる もの， 世界と， 
そのな かに 住む 者と は 主の も ので あ 
る。 

主の 山に 登るべき 者 はだれ か。 そ 
の聖 所に 立つべき 者 はだれ か。 

手が 清く  ， 心の いさ ぎょい 者 …"- 
こそ， その 人で ある。 このような 人 
は 主から 祝福 を 受け， その 救いの 神 

から 義を うける。」 （詩篇 24  ： 1 一 
5  ) 

そして， 私たちの この 神権 時代に 
は， 次の ような 大きな 報いが 約束 さ 
れた。 

「すべて われに よ りて 祝福 を 受けん 
と 願う 者 は， その 祝福 を 与うる ため 
に 定められ たる 律法 …… を …… 守ら 
ざるべからず。」 （教義と 聖約 132  ： 
5) 

続けて， 主 は 永遠の 祝福に ついて 
語って おられる。 戒め を 守り， 義し 
く 生活して いる 人々 について こ う 言 
つて おられる。 

「 …… 彼ら は 彼処に 置かれた る 諸 天 
使 諸 神の 前 を 通り過ぎ， 各々 その 頭 
に 結び 固められ たる 如く， 各々 最高 
の栄に 進む を 得て あらゆる こ と に 光 
栄を受 くべ し。 この 光栄 は 最高 完全 
の 光栄に して， 永久に その子 孫の 続 
くこと なり。 


それより， 彼ら は 神々 となるべし。 
彼ら は 終りなければ なり。 …… それ 
より， 彼ら は 神々 とならん。 彼ら は 
すべての 権能 を 有し， 諸 天使 彼らに 
従えば なり。 …… 

も し汝ら この 世に 於いて われ を受 
け 入れな ば， 汝ら われ を 知りて 最高 
の栄に 進む を 得ん， すなわち わが 在 
ると ころに 汝ら もまた 在らん。」 （教 
義と聖 約 132  ： 19,  20,  23) 

主はィ ス ラヱル の 民に 次の よ う に 
語られた。 これ は 現代の 私たちへの 
約束で も ある。 

「わたし は あなたがた を 顧み， 多く 
の 子 を 獲させ， あなたがた を 増し， 
あなたがたと 結んだ 契約 を 固める で 
あろう。 

あなたが たは 古い 穀物 を 食べて い 
る 間に， また 新しい もの を 獲て， そ 
の 古い もの を 捨てる よ う になる であ 
ろう。 

わたし は 幕屋 を あなたがたのう ち 
に 建て， 心に あなたがた を 忌み きら 
わないで あろ う 。 

わたし は あなたがたのう ちに 歩み， 
あなたがたの 神と なり， あなたがた 
はわた しの 民と なる であろう。」 （レ 
ビ 26  ：  9  —12) 

主 は 弟子た ちの もと を 去る ときに， 
彼らに こう 約束され た。 


「わたし は 平安 を あなたがたに 残し 
て 行く。 わたしの 平安 を あなたがた 
に 与える。 わたしが 与える の は， 世 
が 与える ような ものと は 異なる。 あ 
なた がた は 心 を 騒がせるな。 またお 
じけ るな。」 （ヨハネ 14  ：  27) 

これほど 多くの 祝福が 与えられて 
いるならば， いったい ほかに 何 を 求 
めようと いうの だろう 力 \ ここに 述 
ベた すべての 祝福と まだ ほかの さま 
ざまな 祝福 は， 喜んで 戒めに 従い， 
誠実に 徳 高く 生活す るすべ ての 人に 
与えられる。 

私 は， 神が 私たちに 条件つ きで こ 
れらの 約束と その他 多 く の 良い も の 
を 与えて 下さった と 証す る。 神 は 御 
自分の 真実の 教会 を 地上に 設立 さ れ 
た。 この 教会 こそ， その 神の 教会で 
ある。 神 は 私たち を 完全な 者にまで 
引き上げる ため に 完壁 な 計画 を 立て 
て 下さり， 私たち を 導く ために 予言 
者 を 授けて 下さった。 現在， ハロル 
ド •  B  • リ 一大 管長が 主の 王国の 指 
導 者， この 民の 指導者で あり， 神の 
予言者で ある。 私 は そのこ と を 知つ 
ている。 以上の こと を， イエス' キ 
リ ス ト のみ 名に よ り 厳粛に 証 申 し 上 
げる。 アーメン。 
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感謝 を 神に 捧げん 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴー ドン • B  • ヒンクレー 


賜 豊かで 霊感に あふれた 34 人の 話 
し 手が これまでに 話 をされ た 力；， リ 
一大 管長が 最後の 説教と 祝福 を 話さ 
れる前 に少 しの 時間 をいた だく 私 は ， 
この 秋日に 木に 一葉 をと り 残された 
葉つ ばの ような 心境で ある。 リ 一大 
管長の す ぐ 前に 話す 経験 は 初めてで 
はない。 最近 も その 特権 を 何回と な 
くいた だいた。 私 は そのたび ごとに， 
大 試合に 臨む 新人 チ ーム のように 感 
じてきた。 

しかし， この 経験 は 私の 証し を 増 
す大 き な 機会で あると 思う。 私 は 神 
聖な テーマに ついて 話す に 際して， 
聖霊の 導 き を 謙遜に 求める もので あ 
る。 

「感謝 を 神に 捧げん， 予言者の 導 
き」， このす ばらしい 讃美歌 は 1 世紀 
以上に わたって 大会で 歌い 継がれ， 
今 大会で も 歌われた。 それ は 私たち 
独特の 歌で ある。 私たち は 他の 教会 
の 歌 を 何 曲 か 歌い， 他の 教会 も 私た 
ちの 歌 を 歌う。 しかし， 「感謝 を 神に 
捧げん， 予言者の 導き。 末日に 福音 
を …… 」 と 歌う こ とので きる の は 私 
たちだけ である。 

この 曲 は 今から 1 世紀 余り 昔に， 
英国 シ エフィー ル ドに 住む 貧しい 境 
遇の 一男 性が 書いた ものである。 彼 
は 製鉄 工場で 働いて いたが， モル モ 
ン 教会に 入った ために 解雇され た。 


しかし 彼の 胸に は 熱い 証が 燃えて い 
た。 彼 は あふれ 出る 感謝に 筆 を 取り， 
このす ばら しい 歌詞 をした ためた の 
である。 その 言葉 は 世界 数百 万の 人 
々の 感謝の 歌と なった。 私 は， この 
歌が 神よ りの 啓示 を 感謝す る 敬虔な 
祈りと して 歌われる の を 21 力 国語で 
聞いて きた。 

兄弟 姉妹た ち， 私たち はこの 混迷 
した 困難な 時代 を 歩む ときに， 神よ 
りの 知恵の 言葉 を もって 私たちに 勧 
告 する 予言者の 存在 をい かに 感謝す 
べきであろう か。 またい かに 感謝し 
ている ことであろう 力 >。 私たちが 心 
に 抱く 確信， 神が 認めて おられる し 
もべ の 口 を 通して 民に みこ ころ を 知 
ら される という 確信 は， 私たちの 信 
仰と 行動の 本当の 基礎で ある。 私た 
ちに は 予言者が ある 力つ さもな くば 
無で ある。 私たちに は 予言者が あつ 
てこ そ， すべてが ある。 

12 年 前， 私 は 責任 を 受けて 香港 か 
ら 来た 伝道 部長に 同行し， フ イリ ピ 
ンの 伝道 を 開始した。 1961 年 4 月 
28 日に 初めての 集会が 開かれた が， 
それ は 出席した 私たちに とって 決し 
て 忘れられな いものと なった。 その 
と き 集会 を 行う ホールはなかった。 
それで アメリカ 大使館に 交渉し， マ 
二 ラ 近郊 フォート 'マッキンレーの 
米軍 基地 内 大理石 造 り の 記念館の 美 


しい ポーチ を 借りる 許可 を 得た。 集 
会 は 朝の 6 時半に 始まった。 悲劇の 
戦争 を 記念す る 神聖な 場所で， 平和 
の 福音 を 教える 業が 始まった ので あ 
る。 

私た ち はたった ひとり だけ 捜 し あ 
てることの できた フィ リ ピン 人 教会 
員の 家 を 訪ねた の だが， 彼 は 忘れる 
ことので きない 印象的な 話 をして く 
れた。 

彼 は 少年のと き， ごみ箱の 中にば 
らばら になり 力、 けた 古い 「リーダー 
ズ 'ダイジェスト」 が 捨てて あ る の 
を 見つけた。 そこに モル モンに つい 
ての 本の 要約が 載って いた。 その 本 
にはジ ヨセフ' ス ミスの こ とが 書い 
て あり， 予言者と 説明され ていた。 
「予言者」 という 言葉 は 少年の 心に 
強く 響いた。 この 世の中に 本当に 予 
言 者が いるものだろう かと， 彼 は あ 
やしんだ。 その 雑誌 はなく したが, 
生ける 予言者が いると いう 話 は， 暗 
く 長い 戦争の 占領下に あると きも 彼 
の 心 を 去る ことがなかった。 やがて 
解放 軍が やって きて， クラーク 空軍 
基地が 再開 された。 デ ビ ッド • ラ ゲ 
マンと いう 名の その フィ リ ビン 人 は 
基地に 就職した。 彼 は， き 分の 監督 
者と なった 空軍 将校が モル モンで あ 
る こと を 知った。 彼 は 将校に 予言者 
を 信じて いるか どうか 聞きたかった 
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力;， こわい ような 気がした。 しかし 
心の 葛藤が 続いた 挙句に， ようやく 
尋ねる 勇気が 出た。 

青年 は 聞いた。 「あなた は モル モン 
でい らっしゃ います 力、。」 「はい， そ 
うです よ」 という 答えが すぐに 返つ 
てきた。 「あなた は 予言者 を 信じて い 
ます か。 あなたの 教会に は 予言者が 
いるので すか。」 と， 真剣な 質問が 続 
いた。 

「はい， 予言者が います。 生きた 予 
言 者です。 私たちの 教会 を 管理して, 
主の みこ ころ を 教える 人な のです 
よ」 

デビ ッ ドは 将校に さ らに 詳しい こ 
と を 教えても らい， その後 パプ テス 
マ を 受けた。 彼はフ ィ リ ピンで 最初 
に 長老に 聖 任された 人で， 現在 は 北 
ル ソン 地方 部の 地方 部長で ある。 今 
や 彼 は 地上 に 生 け る 予言者が 存在す 
る こと を 身 を も つて 知った ので ある。 

「私たち はたった ひと り だけ 捜し あ 
てることの できた フィ リ ピン 人 教会 
員の 家 を 訪ねた の だが， 彼 は 忘れる 
ことので きない 印象的な 話 をして く 
れ た。」 

自分た ちに 関心 を 寄せて おられる 
神の みこ ころ を 伺い， それ を 私たち 
に 教えて くれる 人 を 長に 持つ こと 以 
上に 大 き な 祝福が あ る だろ う か。 私 
たち は 「賢き 者の 知恵 も滅 し， 慎し 
み 深き 者の 覚り も 物の 数で はない」 
こと を 知る のに， 世の中 を あちこち 
捜 し 歩かな くても よい。 世の 捜 し 求 
めるべき 知恵 は， 神よりの 知恵で あ 
る。 世 を 救う 唯一の 悟り は， 神に つ 
いての 悟りで ある。 

「まことに 主なる 神 は その しもべで 
ある 預言者に その 隠れた 事 を 示さな 
いで は， 何事 を もな されない。」 （ァ 

モス 3  ：  7 ) 

これ はァ モスの 時代 も どの 時代 も 
同じで ある。 聖 なる 神の 人々 は 聖霊 
に 感じて 語った。 （11 ぺ テロ 1 ： 21 参 
照） それらの 古代の 予言者た ち は 来 
たるべき こと を 警告した ばかり 力つ 


それよ り も 大事な， 民に 対する 真理 
の 啓示 者と なった。 生活に 平安 を 見 
いだし， 幸福になる に はどう 生きる 
べき か を 教え 示した の は， 彼らで あ 
つた。 

ある 青年の こ とが 思い出される。 
彼はキ リ ス ト 教徒と していろ いろな 
教会 をめ ぐり 歩いた が， どこも 予言 
者に ついて 教えて はいなかった。 予 
言 者た ち を あがめる の は ユダヤ人の 
間 だけで， そのため 彼 は ユダヤ教 を 
信じた。 

1964 年の 夏， 彼 は ニューヨーク 市 
へ 行 き， そこ でモ ル モン • パ ビ リ ォ 
ンに 入り， 旧約聖書の 予言者た ちの 
絵 を 見た。 ヱホバ のみこ ころ を 啓示 
した 昔の 偉大な 人々 について 宣教師 
が 感謝 を こめて 話す の を 聞く う ちに， 
彼の 胸 は 熱くな つてき た。 そして バ' 
ビリオンの 先に 進む と， 近代の 予言 
者た ちに ついて， また 予言者， 聖見 

者， 啓示 を 受ける 者と 言われる ジ 3 

セフ 'スミ ス について 説明が あった。 
何 かが 彼の 心 を 動かした。 彼の 霊 は 
宣教師の 証に 答えた。 彼 は パプ テス 
マ を 受けた。 そして 南米で 伝道し， 
多くの 改宗者 を 得た。 家に 帰って か 
らは， 家族 や 他の 人々 を 教会に 導く 
器と なって いる。 ジ ヨセフ 'ス ミス 
が 実に 神の 予言者で あり， 彼に 続く 
予言者た ち も その 神聖で 高貴な 責任 
の 正当な 継承者で あると 彼が 証す る 
の を 聞く と， 私の 心 は 温かくなる。 

偏見 を はさまずに ジ ヨセフ. スミ 
スの話 を 読むならば， 彼が 来たる ベ 
き こ との 偉大な 予言者であった こ と 
を， いったい だれが 疑い 得よ う 力 >。 
銃口が 火 を 吹く 13 年 近く も 前に， 彼 
は 悲劇の 南北戦争 を 予言し， それ 以 
後地 上の あ ら ゆる 国 に 戦争が 起 こ る 
こと を 述べた。 この 世代の あなたが 
たや 私が， その 驚くべき 言葉が 成就 
された こ との 証人で ある。 

彼 はまた， 当時 ィ リノ ィ 州に 住ん 
でいた 教会員が， やがて 追いた てら 
れ， 多くの iM 難 を 経た 末に D ツキ 一 


山中で 強大な 民になる と予 a した。 
今， ソルト レーク' シティ 一の テン 
プルス ク ユア， 大タバ ナクルに 集ま 
つてい る 私たち は， このす ばらしい 
予言者の 言葉の 成就した 証拠で ある。 
彼の 継承者に して もそう である。 

1849 年の 厳冬の ある 日， ソルト レー 
ク 盆地の 先駆者た ちが セゴュ リ の 根 
とァザ ミ の 葉で 飢え をし のいで いる 
とき， カリフォルニア で 金が 発掘 さ 
れた。 そのと き ブリガム • ヤン グは， 
こ の 地の 窮乏 状態 を 脱して 将来が あ 
る カリフ ォ ル ユアへ 行 こ う と 考えた 

人々 に 向かい， この 場所で 古ぼけた 
演壇に 立ち， 予言の 言葉 を 告げた。 
その 中で 彼 はこ う 言って いる。 

「私たち は ナベの 中から 火の 中へ， 
火の 中から 乾き きった 床の 真ん中へ 
追い立てられ てきた。 私たち は 今 こ 
こにいる。 そして 将来 もこ こに 留ま 
る。 …… 

私たち はこの 地に， 至高 者に 捧げ 
る 神殿と 町 を 建設す る。 私たち は 開 
拓地を 西に 東に 広げ， 多くの 町々 を 
建て， 世界 各国から 幾千の 聖徒た ち 
が 集まる であろう。 

こ こ は 各国の 大路 となる であろう。 
王 や 皇帝， 世の 貴人， 賢人が ここに 
私たち を 訪れる であろう。 」 

この 地に ある 訪問者 セ ン ターに 立 
ち， 毎年 何十 万， 何百 万の 人々 が こ 
こ を 訪れる の を 見れば， プリ ガム • 
ヤングが 予言者と して 語った こ とに， 
何の 疑いが 持てる であろう 力'。 ここ 
何年 も， 要人が 列 をな して 大 管長 会 
事務室に 足 を 運び， 私たちが 教会の 
大 管長， 現在の 予言者と して 支持す 
る 人との 面会 を 求めて いる。 そこに 
は 各国の 政治， 経済， 教育， 法曹の 
指導者の 姿が 見られる。 彼ら は， 教 
会員が のけ者に され， 山間の 荒野で 
孤立して いた 時代に ブリ ガム' ヤン 
ゲが 「世の 貴人， 賢人」 と 語った 人 
々である。 

私 は 2 週間 前に サ ン フランシスコ 
から オース トラ リ ァのシ ドニ 一まで 
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飛行機に 乗った。 その 機上で， 近く 
の 席に すわった 青年が 「ァメ リカの 
予言者 ジ ヨセフ' ス ミス」 という 本 
を 読んで いるのに 気がついた。 私 は 
これ 幸いと 彼に 話しかけた。 自分 も 
その 本 を 読んだ こと， 著者 を 知って 
いる こと を 話してから， どんな 関心 
が あるの か 尋ねて みた。 彼 はいろ い 
ろと 答えて くれた 力；， なかで も 予言 
者に 関心が あり， 現在 も 予言者が い 
ると いう 点に 興味 を そそられ たとい 
う。 図書館で その 本 を 見つけた との 
ことであった。 ふたりで 長々 と 話 を 
したな かで， 私はジ ヨセフ' ス ミス 
が 本当 に 予言者で あつたと 証した。 
ジ ヨセフ' ス ミス は 来た るべき こと 
を 語った。 しかし それより 大事な の 
は， 彼が 永遠の 真理の 啓示 者， 主ィ 
ヱス. キリス 卜の 神聖な 使命の 証人 
であった ことで ある。 私 は， あの 青 
年が 研究 を 続け， やがて 心に これと 
同じ 証 を 持つ よ う になる こ と を 願つ 
ている。 きっとそう なると 確信して 
いる。 

兄弟 姉妹た ち， 私はジ ヨセフ • ス 

ミ スが 予言者と して 全能者の み 手に 
使われて この 業 を 回復した こと と 同 
時に， 彼に 続いた 人た ちの こと を 深 
く 感謝して いる。 彼らの 生涯 を 研究 
すれば， 主が いかにして 彼ら を 選び， 
永遠の 目的に かなうよ う に 練り 锻ぇ 
られ たかが わかる。 ジ ヨセフ' スミ 
スは あるときこう 語った。 「私たち は 
高山から 転げ落ちる ごつ ごつ した 巨 
大な 石の よ う だ。 …… 地獄が 総力 を 
あげて こっちの 角 あっちの 角と 砕き 
けずり， そうして 私たち は 全能者の 
矢筒の 中の なめ ら かに 研 かれた 矢に 
なる の だ。」 

彼 は 憎まれ， 迫害され た。 追いた 
てられ， 投獄され た。 ののしられ' 
打ち 叩かれた。 彼の 生涯 を 知れば， 
彼 自身 が 語 つ た 変遷の 跡が 歴然 と す 
る。 一生の 間に 力 は 増し 加えられた。 
毅 練され た。 自分の 命よりも 他人 を 
愛する 愛が 養われた。 荒削りの 石の 


角が けずり 取られて， 彼 は 全能者の 
み 手の 中の 研 かれた 矢と なった ので 
ある。 

ジ ヨセフ. ス ミスの あと を 継いだ 

人々 にしても 同じで ある。 長年の 献 
身の 間に， 彼ら は锻 えられ， 選り 分 
けられ， 試されて， 全能者の 目的に 
かな うよう に 作り上げられ たので あ 
る。 ブリ ガム 'ヤング， ウイルフ ォ 

一 ド • ウッドラフ， ジ ヨセフ •  F  • 
ス ミスら の 生涯 を 読めば， だれが そ 
れを 疑い 得よ う 力 >。 主 は 彼らの 心 を 
和らげ， 性質 を 練って， のちに 彼ら 
に 負わせた も ぅ大 いなる 神聖な 責任 
の 備え を させられ たので ある。 それ 
は， 愛する 指導者， 現在の 大 管長 ハ 
ロノ レド. B  'リ 一につ いても 同様で 
ある。 ここで 大 管長に ついて 一言す 
るの を 許して いただきたい。 他意 は 
ない つもりで ある。 リ 一大 管長 を こ 
れ までの 幾分な り と も 知る 人なら ば， 
その 同じ 影響が 彼に も 働いて いるの 
を 否定で きないであろう。 彼 は， 今 
でい えば 貧困と される 境遇から 身 を 
起こした 人で ある。 彼 は 肉体労働の 
意義 を， じかに 経験して 知っている。 
宣教師と なり， 訪ねた 大半の 家で 拒 
まれた 経験 を 持って いる。 苦学 をし， 
大病 を わずらって 生死の境 を さまよ 
つた ことがある。 また， 悲しみの 暗 
く 深い 谷間 を 歩いた こと も ある。 生 
涯を かえりみれば， すべてが あの 通 
り， 他人の 苦労と 苦悩と 悲嘆 を さら 
に 理解で きる ようにと の锻 練の 道程 
に ほかなら ない ので ある。 しかし， 
それと 共に， そこに は 接する すべて 
の 人 を， 不幸 や 悲嘆に もめげ ずに よ 
り 高い 次元に 引き上げる たく ましい 
気力が あった。 

私 は 最近， リ 一大 管長の 後輩 同僚 
として ヨーコ ッ パと 英国の 伝道 部 を 
めぐって きたが， 青年た ちは大 管長 
に 強い 感銘 を 受け， 目に 涙 をた たえ， 
顔に 美しい ほほえみ を 浮かべて 大管 
長 を 見つめて いた。 彼が 聖典から 救 
い 主の よ う に 「権威 ある 者と して」 


語る とき， 宣教師た ち は 心 を 奪われ 
た 様子です わって いた。 子供た ち は， 
^ の聖 なる 真理 を 教えよ う と 子供 
の 言葉で 語る 彼の 話に， 身じろぎ も 
せず 聞き入つ ていた。 彼が 祝福 を 与 
える とき， 年老いた 男女 は 泣いて い 
た。 

tz  く ま しい 青年が 大 管長 を 双手に 

抱いて， その あと 目 をうる ませな が 

ら 「こんなに 天国に 近い 気持 を 味わ 
つたこと はありません」 と 言って い 
たが， まれに 見る 感動 的な 光景で あ 

つた。  ' 

私 はみ たまの 証 を 受けた 者と して， 
彼の 予言者の 召し を 証し， 地上 数百 
万の 民と 声 を 合わせて 「感謝 を 神に 
捧げん。 予言者の 導き。 末日に …… 」 
と 歌う ので ある。 私 は 感謝して い 
る。 主の みこ ころ を 行なう ときに こ 

の 民に もたら される 平和と 進歩と 繁 
栄に 満足して いる。 そのみ こころ は， 
この 大会 を 閉じる にあたって これ か 
ら 私たちに 語ろ う とする 主の 予言者 
から 告げ 知らされ るからで ある。 私 
たちが も しも 彼の 勧告 を 守らない な 
らば， 彼の 聖 なる 召し を 否む ことに 
なる。 しかし 彼の 勧告に 従うならば, 
神から 祝福され るで あろ う 。 

汝が ために 祈る， 愛する 予言者よ 
慰めと 力と をた もうよう 
しわ 刻まれる 歳月に 
内なる 光， 今の ごと 輝きい でん こ 
と を 

(英文 讃美歌 386 番） 

神 は 生きて おられ， 永遠の 真理 を 
啓示 される。 イエス' キリスト は 私 
たちの 救い主で あり， この 教会の 頭 
である。 地上に は 予言者が いる。 私 
たち を 教える 聖 見者， 啓示 を 受ける 
者で ある。 その 教えに 従うよう， 神 
が 私たちの 心に 信仰と 修養と を 与え 
たもう こと を， へりく だって 祈る し 
だいで ある。 イエス' キリス ト のみ 
名に より， アーメン。 
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大 管長 

ハ ロノ レド •  B  • リー 


■ 主が 能弁 を 恵みた も うなら， 2， 
3  , のこと をお 話したい と 思う。 教 
会員 は 世界 各地に いるが， 現在 気が 
かりな 土地の ひとつが 戦火の ただな 
かに ある イスラエル である。 戦争の 
規模に ついては 詳しい ことが わから 
ない が， エジプトと シリアが イスラ 
エルに 進軍して いると 聞く  。 

イスラエルに は BYU の^が お り ， 
エルサレム に は 教会の 支部が あ る 。 
両親 た ち は 心配 しながら 経過 を 見守 
つてい るが， 教会員 は 全員 無事に 保 
護され ている という 知らせが あった。 
群れに は 羊飼いが ついている。 私た 
ち もと もに 引き続き 全員の 無事 を 祈 
ろ う 。 南米の チ リ にも 動乱が あった。 
チ リ に は 大勢の 教会員と 2 百 名 ほど 
の 宣教師が いる。 そこから も サン チ 
ャ ゴ から 帰国した 管理 役員 を 介して， 
知らされる 限り 教会員に 死者 はない 
という 知らせ を 受けた。 教会員 は 動 
乱に 組せ ず， イエス • キリストの 真 
の 教会員に ふさわしく 毅然と して 立 
ち， 指揮者に 忠実に， 機に 乗ずる こ 
と をせ ず， 権威 を 持つ 政府に 従って 
いる。  ■ 

私た ち は 世界 各地の 聖徒の た め を ， 
彼らが 堅く 立って 揺るがぬ ようにと 
祈って いる。 しかし， 最大の 敵 は 私 
たち 自身の 中に もい る。 それ は 救い 


主の 嘆きで もあった。 救い主 は御自 
身で 霊感に よって 十二使徒に 選んだ， 
その 選ばれた ひとりに よって， ロづ 
けと ささやかな 銀貨 を ひきかえに 敵 
の 手に 引き渡され たので ある。 横で 
見て いた ュダは 事の 重大 さ を 悟り， 
その 場 を 逃れ出て 自らの 命 を 絶った。 
イエス は， ュダを さして 十二使徒の 
ひとり， 彼に 悪霊が 入った と言われ 
ただけ である。 

ひるがえって 現代に 同じよ うな こ 
とが あり， 過去に は 教師 や 指導者と 
して 尊敬され ていた 人が 道 を はずれ 
るの を 見る とき， 私たちの 心 は 痛む。 
しかし， 救い主と 同じに， ただ 「彼 
らは サタンに 迷った に違いない」 と 
言う しかない と きがある。 

数年 前， 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス 
について 下品な 手紙 を 送って きた 女 
性が あった。 （それに ついては 当時の 
大会で 話された。） その後す ぐ， 私 は 
路上で 会った 人た ちから， 先日の 総 
大会に 予言 とみな さ れる 啓示 や 言葉 
があった かどう か 尋ねられた。 私 は 
こう 言った。 「ジョージ' アル バー 
ト • スミ ス大 管長の 閉会 説教 を 聞き 
ませんで した 力、。 聞いて いれば 予言 
者の 言葉 も 聞いた はずです。 お教え 
しましょう。」 たまたま 書類 入れに 切 
り 抜き を 持って いたの だが， ジョー 


ジ • アル バー ト • スミ ス大 管長の 話 

はこうい うこと であった。 

「大勢の 人が ジ ヨセフ' ス ミス を ざ 
ん 言す るが， 彼ら は 母なる 地球が 残 
る 間に も 忘れ去られ， 汚名が いつま 
でも まとわりつく。 しかるに ジョセ 
フ. スミ スに 示され， その 名に 添え 
られる 栄誉と 威厳と 神への 忠誠 と は , 
決して 消えない ので ある。」 

これほど たしかな 言葉 はない。 あ 
の 女性 は， 主の み わざ を 破ろうと す 
るすべ てのものと 行く先 を 同じく し 
て ざせつした。 

道 を はずれた 人の 中には， 時おり 
新聞 雑誌に 投稿す る 者が いる。 彼ら 
は 自分の 家名 を 汚す 者で あり， 代々 
かちえて きた 名誉 を 踏みに じる 者で 
あり， 主の み わざの 敵対 勢力に 加担 
する 者で ある。 私たち は 彼らに， ジ 
ョージ 'アル バート' スミ ス大 管長 
の 言葉 を そのまま， 「彼ら は 母なる 地 
球が 残る 間に も 忘れ去られ， 汚名が 
いつまでも まとわりつく。 しかるに 
教会 指導者に 示され， その 名に 添え 
られる 栄誉と 威厳と 神への 忠誠 と は 
決して 消えない」 と言うの である。 

私 は 主の み わざ を 崩そう とする 者 
たちの 言葉 を 聞く と きに， いつも 主 
のこの み 言葉 を 思い出す。 

「 こ の 故に 汝 ら の 敵に 公に も 私に も ， 
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共に 立 合うよ う 呼びかけよ。 …… 

されば 汝らの 敵 をして， 主に 対し 
て 強く 抗弁せ しめよ。 

誠に 主汝ら にかくの 如く 告ぐ， 汝 
らに刃 向う 刃は栄 ゆる ことな からん, 

も し 何人 にても 声 を 挙げて 汝らに 
逆らう 者 あらば， わが 時節 至りて 言 
い 破られん。 

この 故に わが 誡命を 守るべし。 … 

…」 （教義と 聖約 71 ： 7-11) 

主が 言われん と して おられる こ と 
は， 私たちが 戒め を 守るならば， 敵 
を ご 自分に 引き受ける という ことで 
ある。 だから， あなたがた 至高なる 
神の 聖徒た ち はこの ことが 起きたら, 
そういう こと は 必ず ある。 予言され 
ている からで ある。 その ときには， 
ただこ う 言う ので ある。 

「主の み わざに はむかう 刃 は 栄える 
ことがない。 主の み 手になる このみ 
わざの すべての 栄光と 威厳と は， 教 
会の 名と そこに 連なる 人々 の 名 を 辱 
めよ う と 企てる 人々 が 忘れ去られ， 
その 企ても 続いて 潰えた のちに 末 長 
く 覚えられる。」 

私たち は そのよ うな こ と を 見る と 
きに， 気の毒 だと 思う。 

さて， ここでもう ひとつお 話した 
い ことがある。 この 大会に は， さま 
ざまな 問題 を 心に 秘めながら， 悩み 
の 答え を 求め， こういう こと はどう 
したら よい か， あのような ときには 
何が できる 力、， その 解決法 を 知ろう 
とやって きた 人々 が 大勢い る。 私た 
ち は 彼らの 問題 を 聞いて， 主が 啓示 
の 序文に 言われた 言葉 を 思い出す の 
である。 

「その 時 主の 腕 現われて， 主の 声 も 
ま た 主の 僕 らの声 も 聞かん と せず， 
予言者に して 使徒なる 者た ちの 言に 
も 耳 傾けん とせざる 者の その 民の 中 
より 絶た るべき 日 来るな り。」 そして 
さらに， 主 はこう 言って おられる。 
「主， われ 言いた る こと は' われ 言 
いたるな り。 われ 言い逃れ せず。 天 


地 は 過ぎ行く と も， わが 言 は 過ぎ行 
くこと なく して 成就すべし。 わが 声 
にて 言わる る も， 僕らの 声に て 言わ 
るる もみな 一つな り。」 （教義と 聖約 
1 ： 14，  38) 

主 はまた 別の 啓示の 中で， 現代の 
聖徒た ちの 心すべき こ と を 次の よ う 
に 告げて おられる。 あなた は， 今自 
分が どうす る こ とが 主の み 旨で ある 
か を 聞く のに， どこへ 行く だろう 力、。 
主 はこ こで も こ う 宣言され た。 

「すなわち， また 聖霊に よりて 感ず 
る ままに 語るべき こと は 彼らに 対す 
る 範例な り。 

およそ 聖霊に 感じた る 時 語る と こ 
ろ はこと ごとく 聖典の 言 となり， 主 
の 意と なり， 主の 精神と なり， 主の 
言と なり， 主の 声と なり， 世 を 救い 
に 導く 神の 能力と なるべし。」 （教義 
と聖約 68  ：  3-4) 

主 はこの 教会 を 組織して まもなく， 
十二使徒 たちに ある こ と を 語られた 
が， ここで 主の み 言葉から 一， 二の 
結論 を 引き出す 前に， そのこと をせ 
ひ 心に 留めて いただき たいと 思う。 
ここで 主 は， 当時まで 教義と 聖 約に 
編集され ていた 啓示に ついて 語って 
おられる。 

まず， モル モン 経に ついての 予言 
者ジ ヨセフ. スミ スの 言葉 を 引用し 
てみたい。 「私 は 兄弟た ちに こう 語つ 
た。 モル モン 経 は 地上で 最も 正確な 
書物で あり， 私たちの 宗教の かなめ 
石であって， 人が その 教えに 従って 
最も 神に 近づく ことので きる 書物で 
ある qJ  {Documentary  History  of  the 
Church  「教会 歴史 記録」 第 4 巻， 
p.  461) 彼 はまた このよう にも 語って 
いる。 「モル モン 経と 啓示がなかった 
ら， 私たちの 持つ もの は 無で あろ 
う 。」 （「教会 歴史 記録」 第2 奎， P.52) 

現代に 神の 王国で ある 教会が 依つ 
て 立つ 基 は， モル モン 経と 啓示で あ 
り， そのため 主 は その 啓示に ついて 
こう 言われた。 教義と 聖 約の 18 章で 


ある。 

「われ 今汝ら 『十二 人』 に告 ぐ， 見 
よわが 恵み は汝ら に充ち 満ちた り 。 
わが 前に 正 し き 道 を 履 り みて 罪 を 犯 
す ことな かれ。 

汝らの 主， 汝らの 神なる イエス. 
キ リ ス 卜なる われ これ を 語れり。 

これらの 言 （啓示 を さす。） は 世の 
人々 よ り 出で しに も あらず また 人間 
の 言に も あらず， われより 出で し 言 
なり。 この 故に 汝ら はこの 言が われ 
より 出で し 言に して， 人間より 出で 
しに あらざる こ と を 証すべし。 

この 言 を 汝らに 語れる はわが 声な 
り 。 そ はわが 『みたま』 によ り て汝 
らに 与えられ， わが 能力に よりて 互 
いに これ を 読む を 得るな り。 され ど 
もし わが 能力に よら ざれば， 汝らこ 
れを 有つ こと 能 わざらん。」 （教義と 
聖約 18  ：  31, 33-35) 

そして さらにこう 言われた。 「これ 
を以 つて， 汝ら わが 声 を 聞き わが 言 
を 知る を 証す る （この 壇上に 立って 
啓示 を 読む こ と を 言う。） を 得べ 
し。」 （教義と 聖約 18  ：  36) すでに 引 
用した ように， 「わが 声に て 言わる る 
も， 僕らの 声に て 言わる る もみな 一 
つなり」 （教義と 聖約 1 :38) と 言わ 
れる 通りで ある。 

そこで あなたがた 末日 聖徒 は， 大 
会の この 3 日間に ほとんどの 問題 や 
悩みに ついて この 上ない 霊感の 言葉 
を 聞いた こと と 思う。 聖徒た ちに 主 
が 知って ほしいと 思って おられる 事 
柄が 何で あるか を 知り， 以後 半年 間 
の 導き を 得たい と 思うならば， 大会 
の 説教 録を 1 部 入手す る ことで ある。 
そうすれば， 聖徒た ちに 関する 最新 
の 主の み 言葉が わかる。 それ はまた， 
教会員で はなく とも， 語られた こと 
が 「主の 意と なり， 主の 精神と なり， 
主の 言と なり， 主の 声と なり， 世 を 
救いに 導く 神の 能力と なる」 （教義と 
聖約 68  ：  4 参照） こ と を 信ずる すべ 
ての 人 に関するみ 言葉で も ある。 
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ところで， 非常に 大胆な 宣言で あ 
ると 思う の だが， 宇宙の 創造に つい 
て 主が 言われた 大 いなる 啓示が 心に 

浮かぶ。 教義と 聖 約の 88 章に 載って 
いる 言葉で ある。 

「地 は その 道 を かけり， 日輪 は 昼間 
その 光 を 与え， 月輪 は 夜 その 光 を 与 
え， 諸 星 もまた 夜に その 光 を 与え， 
みな 神の 能力の 中に その 光栄 を顕し 
てかけり 行く。 

汝らの 理解 せんがた めに われ これ 
らの 王国 を 何に 譬えん か。 

そもそも， これら は 皆 王国 なれば， 
その 何れに て も また 如何に 小さ き も 
のにても， 見た る 人 は 皆み いつ 堂々 
と 進む 神 を 見た るな り。」 （教義と 聖 
約 88  ：  45-47) 

これと同じ ように， 私 も 申し上げ 
たい。 共に 現代 世界 各国の 諸事に 働 
く 主の み 手 を 見る とき， 私たち は予 
言 者た ちゃ 救い主 ご 自身が 予言され 
た 時の しるし を 見， 現代に 私たちの 
眼前で 起 きている 事々 の 何で ある 力、 
を 知る ので ある。 教会で は 劇的な 数 
々のこと を 目の あたりに 見て， 私 は 
これが 現代の 主の 民の 必要に 即して 
主が 啓示して おられる こと だと 証す 
る こと がで き る 。 

今 引用 した 啓示の 主の み 言葉 を 言 
い 換えて みたい。 「その 出来事の 何れ 
にて も また 如何に 小さ きこと にても， 
見た る 人 は 皆み いつ 堂々 と 進む 神 を 
見た るな り。」 私たち は それにつ いて 
間違わな いよ う にしよ うで はない 力、。 

そのほかに， あなたが たは どこか 
ら 導きが 受けられ るだろう 力、。 現代 
世界の ど こ に 安全が 存在す る だろ う 
か。 安全 は 戦車 や 銃 や 戦闘機 や 原子 
爆弾で 得られ はしない。 安全が 存す 
るの はた だ 一力 所， そのために 定め 
られた 系統 を 通じて 語られる とおり 
に， 戒め を 守り， み 声に 聞き 従った 
人々 に 全能の 神が 与えられる， 全能 
者の 力で おおわれた 領域が それで あ 
る。 


主 はまた 再び 来る と 弟子た ちに 話 
された とき， 弟子た ちに 答えた 中で 
大事な 事 を 幾つか 説明され た。 弟子 
たち は， 「どうぞお 話しく ださい。 い 
つ， そんな ことが 起る のでしょう 力、。 
世の 終り や 悪人た ちが 滅びる ときに 
は どんな 前兆が あります 力、」 （マ タイ 
24:  3 参照） と 尋ねた が， この 質問 
の 中で 「世の 終り」 という ことが ど 
ういう こ とか ご存知であろう 。 

主 はこの 質問に 対して マ タイ 伝 
24 章に 記されて いる こと を 答えられ 
たの だが， もっと はっきり 理解で き 
るよう に， 高価なる 真珠に ある 霊感 
訳から 引用して みたい。 主 は， いち 
じくの 木が 「その 枝な ぉ柔 かにして 
葉め ぐめば 汝ら 夏の 近き を 知る」 （ジ 
ヨセフ' ス ミス 1 ： 38) と言われた。 

そして， 再降臨が まさに 門口 近く 
にある こと を 知る しる し を 幾つか 語 
られ た。 ユダヤ人と エルサレムの 住 

民の 上に は 大きな 苦難が あり， 「イス 
ラエルの 王国の 始めよ り 今に 至る ま 
で' R "'て かかるな やみの ィ ス ラエルに 
神より 遺 わされし ことなし。 否， こ 
の 後に も また ィ ス ラエルに 遣わさる 
る こと あら じ。」 （ジ ヨセフ 'ス ミス 
1 ： 18) 

「もし その 日少 くせられ ずば， かれ 
らは 一人 だに 救わる る ことな からん。 
され ど 選民の ため， 誓約に 従いて そ 
の日少 くせら るべ し。 

見よ， ユダヤ人 にっき， われ 汝ら 
に これらの こと を 言えり。 また エル 
サ レムに おそい 来らん とする これら 
の 日の なやみの 後， もし 人 ありて 汝 
らに 『見よ ， キリスト ここに あり』 
或いは 『かしこに あり』 と言うと も 
信ずるな かれ。 

その 時 また 偽キ リスト， 偽 予言者 
起り て大 いなる 徴と 不思議 と を 現わ 
し， 為し 得べ くんば， 誓約に よりて 
選民た る 真の 選民 （この 教会員 を さ 
す。） を も 騙さん とするな り。 

されば， 人 もし 汝らに 『見よ， 彼 


は 荒野に あり』 と言うと も 出で 行く 
な。 『見よ， 彼 は ひそかなる 部屋に あ 
り』 と言うと も 信ずるな。 

暁の 光 東よ り さ し 出で て 西の方 ま 
で 輝き わたり 全地 をお おう 如く に ま 
た 『人の子』 も 来るべし。」 （ジ ョセ 
フ' ス ミス 1 ： 20-22，  25-26) 

ここで， 主 は 起こ. るべき 戦争に つ 
いて 語られた。 「 …… 民 は 民に 国 は 国 
に 逆らいて 立ち， また 飢饉， 疫病， 
地震 ところどころに あらん ためなり。 

また， 不法 多くなる が 故に 多くの 
者の 愛 ひややか にならん。 され ど， 
打ち勝 たれざる 者 は 救わるべし。 

また 王国の この 福音 は， すべての 
国民に 証 をな さんため 全世界に 宣べ 
伝えられん。 而 して 後に， 終りすな 
わち 悪しき 者の 滅亡 は 至るべし。 

これらの 曰の なやみの 後， 直ちに 
日 は 暗く 月 は 光 を 放たず 星 は 空よ り 
落ち 天の 力 震動すべし。 

誠に われ 汝ら に告 ぐ， これらの こ 
との ゆくさき 示さる る 世 は， その 過 
ぎ 行 く 前に わが 汝 らに 語りし こと ご 
と く 成就すべし。 

され ど， その 日 その 時 を 知る 者な 
し。 天に ある 神の 使た ち も 知らず， 
ただ わが 父の み 知りた も う 。 

され ど， ノアの 時に ありし 如く 
『人の子』 の 来る 時に もまた 然 ある 
べし。 

洪水の 前の 時に ありし 如く， 彼ら 
にも 然 あるべし。 ノアの 箱舟に 入る 
日まで は， 人々 飲み食い， めと り 嫁 
ぎな どし， 

洪水の 来 りて 彼ら を ことごとく 取 
り 去る まで は 知ら ざり ければ なり。 
人の子の 来る も然 あるべし。 

そのと き録 された る こと は 成就す 
べし。 すなわち 終りの 日に 二人 畑に 
居らん に， 一人 は 取られ 他の 一人 は 
残さるべし。 

二人 臼 ひき 居らん に， 一人 は 取ら 
れ 他の 一人 は 残さるべし。 

われ 一人に 語る は， すべての 者に 
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語るな り。 されば， 目 を覚し 居れ， 
汝ら は汝ら の 主の 来 る は 何れの 時な 
るか を 知ら ざれば なり。」 （ジ ヨセフ. 

ス ミス 1 ： 29-31,  33-34,  40-46) 

兄弟 姉妹， これが 主の 告げて おら 
れる 日で ある。 あなたが たは そのし 
るし を 今 ここに 見て いる。 だから， 
備えなさい。 

どのよ う にし 備えるべき か は， 兄 
弟た ちが この 大会で 話 をした。 これ 
ほどの 直接な 教え， これほどの 勧告 
が 告げられた 大会 は 過去に ない。 問 
題が はつ き り と 示され， 解決の 道 も 
提案され た。 

今や 耳 を そむけず， 主に 霊感 を受 
けた 主よ りの 言葉と して これに 聞き 
従おう ではない か。 そうすれば， 主 
が 子 らの ため に 取 つ て おかれ る すべ 
ての ことが 成就す る 日に 至る まで， 
私たち はシ オンの 山上に 守られる で 
あろう。 大会の 閉会に あたり， 私 は 
かってない 感動 を 覚えて いる。 主が 
近く にいて 私たち を 導いて おられる 
という この 確 心が も しもなかった な 
らば， 私 は 荷の 重さに 耐えられ なか 
つたで あろうが， 主 はたし かに おら 


れて 私たちの 声 を 聞き， 私たちが 聞 
く 耳 を 持ち さ え すれば 共に いて 助け 
て 下さる こと を 私 は 知っている。 

私 は タナー 副 管長， D ムニ 一 副 管 
長， 十二使徒 および 教会 幹部に 強力 
な 面々 をいた だいて いる こと を あり 
がたいと 思う。 彼ら は 今まで 経験し 
なかった ほどに 固く 一致して いる。 
教会 幹部 は ひとつに なって 働き， 声 
を ひとつに 合わせて 世に 語って いる。 

彼ら 兄弟た ちの あとに 従い， その 
声に 耳 を 傾けなさい。 私 はゴー ドン. 
ヒンクレー 兄弟が 語った ように， 主 
からこの 場に 遣わされた 者と して 自 
分の 証 を 述べたい。 私 はこれ まで 幾 
つかの 試練 を 乗り越え てこ られ たこ 
と を 主に 感謝して いるが， おそらく 
これから も， 主の み 旨 をす ベて 行な 
う ま で毅練 される に は 今 ま で 以上の 
試みに あわねば ならない こ と と 思う。 

と きに は 霊界と 現世と を 隔てる 幕 
が 非常 に 薄くな つて， 少し 動き さえ 
した ら 霊界 を かいまみる ことができ 
そ う に 思 つたこと がー 度な らず あつ 
た。 私 は， ことさら 主が 与えて 下さ 
る 以上の こと を 願ったり せずに 待つ 


ている が， 主 はたし かに 天に おられ 
る。 

私 はすば らしい 聖徒た ちに 祝福 を 
授ける。 教会 幹部の 愛 を， 各自の 家 
庭に， 教会員に， 携え 帰って いただ 
きたい。 私たち は 教会員で ない 人々 
にも 友好の 手 を さしのべる。 また 行 
くべき 方向 を 見失った 人々 にも さ し 
のべる 手が 届いて， 遅す ぎない うち 
に 彼らが この 群れに 戻る よ うにと 願 
つてい る。 彼ら もみな 神の 子供で， 
神 は 全員 を 救うよ う にと 望んで おら 
れ るからで ある。 

平安が あなたがたに あるよ う に。 
国法の もたらす 平安で はない， 世の 
すべての ものに 打ち勝って こそ 得ら 
れる と 救い主が 言われた その 平安で 
ある。 そのこと を 知っていた だきた 
い。 また， この わざが 主の み わざで 
あり， 主が 福音の あらゆる 神権 時代 
同様に 今 も 私たち を 導いて おられる 
という こと を， 私が みじんの 疑い も 
なく 知っている こと を わかって いた 
だきたい。 これらの こと を， 真心 か 
ら へりくだり， 主 イエス' キリスト 
のみ 名に より 申し上げる。 アーメン。 
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今年 もまた 主なる 救い主 ィ エス . キ 

リストの 生誕の 月， 4 月が 巡って き 
た。 私たち は 4 月 6 日に それ を 祝つ 
ており， 今年 も その 週末に は 末日 聖 
徒 ィヱス • キリス ト 教会 第 144 回 年次 
総 大会 を 開催して いる。 過去 3 回の 
大 会 は 指導者に ハ D ルド. B  . リー 
大 管長 を 迎えて いたが， 今 大会 は 姿 
を 見る ことができない。 実に 寂しい 
ことで ある。 リ 一大 管長 は 多くの 才 
能 を 持った 力と 勇気の 人で あり， ひ 
と 筋に 主の 教えに 従う 人であった。 

そんな 彼 を 私たち が 失 つたの は 
12 月 26 日だった。 彼 は 難攻不落の 山 
に そびえる 巨大な 峰であった。 永遠 
の 時の 流れの 中で 偉大な 足跡 を 残し 
た 人だった。 

ジョ  一. M  . ショ 一 姉妹が 追悼の 
詩 を 書かれた が， 私 は それ を 持って， 
謙 通に 真心から， ハロルド' B  • リ 
一大 管長への 私たちの 愛 を 表明した 
いと 思う。 同時に ここに， リー 姉妹 
の 同席 を 得らた こと を 感謝す る 次第 
である。 

神の 予言者 ハ 0 ルド •  B  • リ 一大 

管長に 寄せて 

予言者す でに 逝き， 神の 聖徒ら 


墓に 立ちて 悲しむ。 

我ら 泣き， 天 は 泣き， 

涙 冬の 芝 土に したたる。 

生き かつ 死に， この 言葉の 

価 を 知らざる 者 あ り 。 

かの 人 主の 予言者た る を 

知らぬ がた め。 

遠国に 住み， 声 聞かず， 

面 を 見ず， 触れし ことなき 者の 

かの 人に 慰め を受く る 者 あ り 。 

かの 人の やさ しき 慈愛 を 知る 者 あ 

予言者の 胸中 近くに 住み， 
ひざまずき， 相 祈る 者 あり。 
気高き 人と まみえ， 
彼ら， かの 人の 愛の 手 を 知る。 
かの 人 を 知りし 我， かの 名 を ほめ 
たた う 。 

かの 人 を 今 知り し 我。 

我ら 天と とも に 泣きし 師走の 

悲 しき 日 は 胸に 久 しく 残るべし。 

私たち は大 管長の 逝去 を 心から 悲 
しむ ものである。 しかし 今と なって 
は， 残された 私たちに はた だ 前進の 
みで ある。 

記者会見 では， 例に もれず， 「大管 
長， 教会 を 指導す る 立場に 立 たれ ま 
したが， これから どうな さいます 
力つ と 尋ねられた。 


私の 答え はこうであった。 十二 使 

徒と しての 過去 30 年間， 私 は 現在 あ 
る 包括的で 完全な プログラム の 編成 
や 方針の 設定に わずかば か りに しか 
関与して こなかった。 また， 近い 捋 
来に 大きな 変更が 加えられる とも 思 
わない。 ただ， 既存の プログラムに 
幾つかに 特に 力を入れ たいと 望んで 
いる。 今 は， 私たちの 努力 を さらに 
強化し， プログラム を 強固な ものと 
し， 方針 を 再 確認す る 時で ある。 

私たち は， 今 最大の 問題が 教会の 
急速な 発展に ある こ と を 認めて いる。 
教会員 数の 増加ぶ り は 著しく， ここ 
数年で 倍増して いる。 30 年 前 は 数十 
万人で あつたが， 今 は 300 万人 を 越え 
る。 1943 年に 私が 初めて ステーキ 部 
を 訪問す る 責任 を 受けた とき は 146 で 
あった ステーキ 部が， 現在 635 ほどに 
なって いる。 1943 年に は 38 の 伝道 部 
力；'， 現在 107 である。 当時 海外に ステ 
ーキ 部はなかった 力;， 今では 70 を 数 
える。 この 空前の 発展 は 喜びで ある 
が, 同時に 非常な チャレンジ でも あ 
る。 もちろん 数字 は 二の次で ある。 
まず 大切な こと は， すべての 人が 永 
遠の 生命 を 得る ことで ある。 そこで 
1974 年の 一大 チャレンジ は， 急増す 
る 教会員の ュニッ ト によ く 訓練され 
た 指導者 を 備える こと， それらの 教 
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会員た ちが まわり の 世界 か ら 自ら を 
清く 保てる よ うに 助ける ことで ある。 
そうするとき， 私たちに 関係 ある 幾 
つかの 重要な 事柄が 再認識 される で 

あろう。 

t ひとつ は， 私たちの 社会に 対する 
責任で ある。 主 はこの 神権 時代の 取 
るべき 立場 を 明らかにされた。 予言 
者ジ ヨセフ' スミ スに 与えた 啓示の 
中で， 主 はこう 言われた。 「さて， わ 
れ 誠に こ の 国の 法律 に 就 きて 汝らに 
告ぐ •••••• 。 立憲 的に して， 且つ 権利 

と 特権と を 支持して かの 自由の 主義 
を 擁護す る この 国の 法律 は， すべて 
の 人類に 属 し 且つ わが 前に 正 しとせ 
らる。 この 故に 主なる われ は， 汝… 
…が この 国の 立憲 的 法律なる その 法 
律の 力 となる こと を 正しく 認 むる な 

り。」 （教義と 聖約 98  ：  4-6) 

教会 は その後， この 啓示に 呼応し 
て 次の よ うな 信仰箇条 を 発表した。 
「われら は， 王， 大統領， 統治者， 
長官に 従うべき を 信じ， また 法律 を 
守り， 敬い， 支うべき を 信ず。」 （信 
仰 箇条 第 12 条） 

1835 年の 総 大会で， 教会 は 満場 一 
致で 「ひろく 政府お よび 法律に 関す 
る 所信の 宣言」 を 採択した。 その内 
容は 次の 通 り である。 「われ ら は 信ず， 
すべて 政府 は 政府の 法律 を 施行 せん 
がた め ， 必然 吏員お よ び 長官 らを要 
す。 而 して， 公平と 正義と を 以て 法 
律 を 行う 如き 人物 は， これ を 求めて 
共和国の 場合な ら ば 人民の 投票に よ 
り， 他の 場合に はまた 主権者の 意志 
によりて 支持すべき なり。」 （教義と 
聖約 134  ：  3  ) 

1903 年に ジ ヨセフ •  F  • スミ ス大 
管長 は 語った。 「教会 （として） は 政 
治に 関与し ない。 教会員 個人個人が 
自分の 意志で 特定の 政党に 属する の 

であな。  」(' rhe  Probable  Cause 

r 相当の 根拠』 「イン プル 一 ブメン 
ント. エラ」 1903 年 6 月 号， P.  626) 

1951 年の 10 月 大会で， 大 管長 はこ 


のよ う に 述べて いる。 

「私たちの 一致 を 脅かす もの は， 熱 
狂的な 政治 論争から 発展した 見苦し 
い 個人 間の 対立で ある。 教会 は 公平， 
正義， 自由 を 基礎と した 良い 政治と， 
役人の 清廉潔白な こと， 市民 活動の 
義務 を 果たす ことな どの 諸 原則 を唱 
道す る 権利 を 有しながら も， 個人の 
選択と 参加の 自由 を 何ら 圧迫し ない。 
…… それに 反した 説明 をす る 者 は 権 
威な く 間違い を 犯す 者で ある。」 （ス 
チープ ン' L  • リチ ヤー ズ， Confe- 
rs nee  Report  「大会 報告」 1951 年 10 
月， pp.  114,  115) 

私たち は， 政府と 政治に 関する 現 
在の 教会の 立場 を 示す ものと して， 
上記の 声明 を 再 確認す る ものである。 
さらに 正義と 平等に 基づいて 法律 を 
適用す る 役人た ち を 選ぶ 神聖な 責任 
を 果たす ために， 教会員 は 政党の 集 
会に 参加し， そこで 影響を及ぼ すよ 
う にして いただきたい。 

すべての 末日 聖徒 は， その 国の 法 
律 を 支持し， 敬い， 従うべき である。 

教会の 前例の ない 発展に 伴う 第 2 
の 問題 は， 世の ことで ある。 険しい 
山 や 深い 谷， 熱い 砂漠 や 底知れぬ 海 
ではなく， あまりに も 多くの 教会員 
が 迎合す る その 生き方の ことで ある。 

「世と 世に ある ものと を， 愛して は 
いけない。 もし， 世 を 愛する 者が あ 
れば， 父の 愛 は 彼の うちにない。 す 
ベて 世に ある もの， すなわち， 肉の 
欲， 目の 欲， 持ち物の 誇 は， 父から 
出た もので はなく， 世から 出た もの 
である。」 
( I ヨハネ 2  ： 15， 16) 

世 は， 私たちの 生活 を 少しずつ 侵 
食す る。 恐ろしい ことで ある。 多く 
の 者に とって， 世に ありながら 世の 
ものと ならない こと は， fnj とむ ず か 
し く 思われる こ と 力'。 

主 は ィザャ を 通じて， こう 言われ 
る。 

「わたし は その 悪の ために 世 を 罰し， 


その 不義の ために 悪い 者 を 罰し， 高 
ぶる 者の 誇 をと どめ， あらぶ る 者の 
高慢 を 低く する。」 （ィ ザャ 13  ： 11) 

サタン は 主 を 非常に 高い 山に 連れ 
て 行き， 「もし あなたが， ひれ 伏して 
わたし を 拝むなら， これらの もの を 
皆 あなたに あげましょう」 （マ タイ 4 
： 9) と 約束した。 

「これらの もの」 と は 邪悪の きわみ: 
悪徳の 地， 物質的な 喜び， 肉欲の 誘 
惑であった。 

昔， 主 は 綿密な 計画 をされ た 末， 
こう 宣言され た。 「見よ， これ わが 業 
にして わが 栄光， すなわち 人に 不死 
不滅と 永遠の 生命と を もたらすな 
り o」 （モー セ 1 ： 39) 

さ らに， 「 …… かく して 汝ら すべて 
ての 罪より 清められ， この 世に 於て 
永遠の 生命の 言 を 受け， 来るべき 世 
に 於て 永遠の 生命， まことに 不死 不 
滅の 栄光 を受 くるな り」 （モー セ 6: 
59) と。 

肉の 働き は 数多い。 それ は バウ D 
力; 述べた 通りで ある。 「 …… 苦難の 時 
代が 来る。 その 時， 人々 は 自分 を 愛 
する 者， …… 無情な 者， 無 節制な 者 
"-… となる であろう。 （11 テモテ 3  ： 
1  —  3)  「 …… すなわち， 彼らの 中の 
女 は， その 自然の 関係 を 不自然な も 
のに 代え， 男 もまた 同じように 女と 
の 自然の 関係 を 捨てて， 互に その 情 
欲の 炎 を 燃やし， 男 は 男に 対して 恥 
ずべき こと をな し， …… 悪事 をた く 
らむ 者… となり， …」 （ローマ 1 ： 
26,  27,30) 盗む 者， 大酒飲み， 奪う 
者と なる であろう。 

「不貞の やからよ。 世 を 友と する の 
は， 神への 敵対で ある こと を， 知ら 
ないか。 おおよそ 世の 友と なろうと 
思う 者 は， 自ら を 神の 敵と する ので 
ある。」 （ヤコ ブ 4  ：  4  ) 

これが， 私たちが 世と 呼んで いる 
醜い 行ないの 幾つかで ある。 

主 は 十字架に かけられる S 前に こ 
う 嘆願され た。 「わたしが お願いす る 
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の は， 彼ら を 世から 取り去る ことで 
はなく， 彼ら を 悪しき 者から 守って 
下さる ことであります。」 （ヨハネ 

17  ： 15) 

こ れは 私た ちが 常々 捧げて いる 祈 

りで あり， 教会員が 正しい 生活に よ 
つて 聖 めら れる ことこ そ， 私たちが 
努力 を 傾けて いる 点で ある。 

バウ 口 は 上記の 醜悪な 罪の 数々 を 
「悪霊の 教」 と 呼び， その 張本人 を 
「惑わす 霊」 と 呼んだ （I テモテ 4 
： 1 参照)。 その ゆがんだ 生活 は 今 世 
紀も 変わって はいない。 むしろます 
ます ひどくな り， 世間に 許容され， 
広められ， 悪化の 一途 をた どるば か 
りで ある。 

私た ち は 世界 各地の 教会員に 申 し 
上げたい。 「神に 従いなさい。 そうす 
れば， 彼 は あなたがたから 逃げ去る 
であろう。」 （ヤコ ブ 4  ：  7) 

私たちの 説教 は， 一面， 再認識 あ 
るい は 再 確認の 言葉 かも 知れない。 
私たち 教会員に 「聖地に 立て」 と は 
つ き り 申し上げたい。 （教義と 聖約 
45  ：  32) 

今日 私たちが 語って いるの は 新し 
い 教義で はなく， 創造のと きからの 
教えで ある。 

世の中の 情勢 や 忍びよ る 悪の 影に， 
ばく 然と した 不安 感を 抱く 人が ある 
かも 知れない。 しかし 主 は 言われた。 
「 …… も し 汝らに 備え あらば 怖る る 
ことな からん。」 （教義と 聖約 38:  30) 
そして， 「わたし は 平安 を あなたがた 
に 残して 行く。 …… あなたが たは 心 
を 騒がせるな， また おじけるな」 （ョ 
ハネ 14  ：  27) と。 

あなたが たは 導き を 求めて ここに 
来られた。 その 指標 を 与える ことが, 
指導者の 務めで ある。 兄弟た ちが 語 
ると き， あなたが たは 主の みたま を 
感じる であろう。 福音 は 私たちの 生 
活に 目的 を 与える。 それ は 幸福への 
道で ある。 

ェ ライザ. R  . スノ 一 姉妹 は， 主 


について こ う 詩った。 

「光と 生命の 道 をし めし， 
主 は 神の も とへ 導きます」 

(末日 聖徒 讃美歌 72 番） 

さて， 家族 は 基礎と なる 組織で あ 
る。 私たち は 天父の 子で ある。 天父 
が 私たち を 愛して おられる よ う に。 
私たち は 子孫に 結ばれて いる。 すべ 
ての 徳はキ リ ス 卜の 福音 を 織りな す 
糸で ある。 

その 光に 照らされた 道 は， 私たち 
を 正常で 清 ら かな 男女 交際へ 導 き ， 
それ はやが て完き 権能 を 持つ 神の し 
もべ が 永遠に ふた り を 結び 固める， 
あの 聖壇での 清 ら かな 結婚に 至る の 
である。 へ ブルの 聖徒た ち はこう 教 
えられた。 「すべての 人 は， 結婚 を 重 
ん ずべき である。 また 寝床 を 汚して 
はならない。 神 は， 不品行な 者ゃ赛 
淫を する 者 を さばかれる。」 （へ ブル 
13  ：  4  ) 

そして， 結婚 を 非難したり 後回し 
にしたり 禁止した りする 人々 を， パ 
ゥロは 責めた。 結婚の 責任 を 回避す 
るの はおお むね 利己的であった り ， 
冷淡で 自己中心 的であった りと いう 
気持から である。 結婚 反対の 主張 を 
する 者 は 多い。 教会員で すら， 結婚 
を 延ばしたり， 異議 を 唱える 者が あ 
る。 それらの 「悪魔の 教え」 にあ ざ 
むかれる 人々 の すべてに 対して， 私 
たち は 正常な 状態に 立ち戻る よ う 勧 
告 する。 私たち は， あらゆる 人が 
の 幸福の 基と して， 正常な 結婚 を受 
け 入れる ようにと 呼びかける。 主 は 
人間に， 性 を 慰み物と して 与えられ 
たので はない。 もともと 結婚 は 家族 
を 前捉と した ものである。 詩篇の 作 
者 は 述べて いる。 

「見よ， 子供た ち は 神から 賜わった 
嗣業 であり， 胎の 実は 報いの 賜物で 
ある。 壮年の 時の 子供 は 勇士の 手に 

ある 矢の よ う だ。 


矢の 満 ち た 矢筒 を 持つ 人 は さ いわ 
いで ある。 （詩篇 127  ：  3  —  5) 

栄え ある 親と なる 機会 を 故意 に 拒 
S する 者 は， 哀れむべき である。 親 
である ことの 大きな 喜び は， 本来の 
満たされた 生活に 欠く ことので きな 
いもので ある。 初めに 神が こ う 命じ 
て おられる こと を， 私たち は 知って 
いる。 「生めよ， ふえよ， 地に 満ちよ， 
地 を 従わせよ。 …… 」 （創世 1 ： 28) 

そしてこう 記して いる。 「神が 造つ 
たす ベての 物 を 見られた ところ， そ 
れは， はなはだ 良かった。 …… 」 （創 
世 1 ： 31) 

この 神権 時代に はこ う 啓示され て 
いる。 「そ は， この 処女た ち はわが 誡 
命に より その子 孫の 殖えて 地 を充さ 
ん ため， また 永遠の 世に 於て 最高の 
栄に 進み， かくして 人々 の' iii を 生ま 
んが ために 彼に 与えられ たれば な り 。 
ここに 於いて わが 父の 御 業 は 絶 ゆる 
ことなく， 力' くして 御栄は 父に 在る 
なり。」 （教義と 聖約 132  ：  63) 

私たち は 家庭の 崩壊が 世に 広がつ 
ている こと を 嘆いて いる。 すべて 夫 
は 一生涯 妻 を 愛し， いつくしみ， ',：!： 
り， 妻 は 夫 を 愛し， 敬い， 支持す ベ 
きで ある。 歴史家 モ 一 セ は 主の み 言 
葉 を 告げて いる。 「それで 人 は その 父 
と 母 を 離れて， 妻と 結び 合い， 一体 
となる ので ある。」 （創世 2  ：  24) 

バウ 口 は 言う。 「妻た る 者よ。 主に 
仕える よう に 自分の 夫に 仕えなさい。 
キリスト が 教会の かしらで …… あら 
れ るよう に， 夫 は 妻の かしらで ある。 

夫た る 者よ。 キ リ ス 卜が 教会 を 愛 
して そのため にご 自身 を ささげられ 
たよ う に， 妻 を 愛しなさい。 

それと 同じく， 夫 も 自分の 妻 を， 
自分のから だのよ うに 愛さねば なら 
ない。 自分の 妻 を 愛する 者 は， 自分 
自身 を 愛する ので ある。 自分自身 を 
憎んだ 者 は， いまだ かって， ひとり 
もい ない。 かえって， おのれ を 育て 
養う のが？;？ である。」 （ェ へソ 
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5   ：  22,23,25,28,29) 

これ はよ く  ， 夫に も 妻に も 誤解 さ 
れ やすい 聖句 であるが， よくよく 思 
いは かり 天父の みこ ころに 反しない 
よ うにしなさい。 キ リ ス 卜が 教会 を 
導かれた よ う に 夫が 家庭 を 導く とき， 
不満の 声 は ほとんど 聞かれない であ 
ろう。 

あなたの 知っている 離婚 を 考えて 
みなさい。 ほとんどの 場合， そこに 
利己心が 存在す る こと を 発見す る で 
あろう。 

たいがい 離婚 は 不当で， 弱さと わ 
がま まから 起き， 当の本人 たちが 大 
きな 不幸に 見舞われる ばかり 力、 か 

わい そうな 子供た ちの 心 を 引き裂き， 
ぬぐいが たい 打撃 を 与える。 

汚れない 子供た ちが 親の 罪の 結果 
を 被る とき， 親の 利己心 も そこにき 
わ まる。 離婚した 人々 は， いがみ 合 
う 家庭で 育つ よ り 片親の も とで 育て 
た 方が よいと 言う 力;， その もっとも 
ら しい 主張に 対する 答え はこれ であ 
る。 いがみ 合う 家庭に 争う 親 は 不要 
である， と。 

たく さんの 離婚 事例 を 調べた 人が 
あり， その ほとんどが わがままに 起 
因す る こと を 発見した。 できるだけ 
たくさん 取って， できるだけ 少なく 
与えよ う とする 態度で ある。 調査で 
は， 当事者の 90 パーセント ほどが 離 
婚 事由 に 双方 ま た は 片方の 不貞 を あ 
げ ていた。 

不貞 はまった くの わがまま である。 
その 罪に， 他 を 思う 心が たとえ 一片 
でも 見いだ せる だろう カソ 従って， 
善良な 夫婦が も しわが まま を 捨てる 
ならば， 一致 もで きる であろう。 

再度 申し上げる 力;， 増加しつつ あ 
る 堕胎 は， 罪悪で ある。 計画的 堕胎 
の 恐ろしい 罪 は 正当化し がたい。 外 
聞 を 恐れて 面子の ためと 力、 不都合 
を 処理す る， 責任 を 逃れるな どのた 
めに 堕胎 を 行なう こと は， もっての 
ほかで ある。 そのような 手術 を どう 


して 甘受で きょう 力 >。 また 経済的に 
援助 を 与えた り， 励ましたり どうし 
てで きょ う 力 >。 特殊な 場合に 正しい 
とされる こと はあって も， それ は ご 
くまれで ある。 私たち は 堕胎 を 罪の 
中で も 重い ものと し， 断固， 民に 警 
告 する も ので ある。 

「堕胎 は 今日の 最も 忌まわしく， 罪 
深い 行為の 一つで ある。 なぜなら， 
この 恐ろしい 堕胎 容認 力;'， 性的な 不 
道徳 を もたらして いるから であ 
る。」 （「神権 会報」 1973 年 2 月， P.1) 

幻覚剤に ついては， 「 …… 教会 は， 
幻覚剤お よ び 類似の 薬物 を 常用す る 
と， 肉体的， 精神的な 欠損 をき たし 
た り ， 道徳 基準 を 低下 させたり する 
ので， 誤用， 悪用す る ことに 一貫し 
て 反対して きた。」 私たち はこの 宣言 
を 再 確認す る。 

サタンの たく らむ 最も 恐ろしい 悪 
事の ひとつと して， 私たち は 子供 か 
ら 老人までの 全 教会員に， 肉体の 誤 
用から 来る 束縛と 苦痛と 悔恨の 繩目 
に 甘んじる こ とのない よう， 声を大 
にして 警告す る ものである。 

人の 体 は 神の 霊の 子供が 宿る 神聖 
な 幕屋で あり， 不当な 扱い や 神聖 を 
汚す 行為 は ， た だ 痛恨 と 後悔 を も た 
らす のみで ある。 従って， 汚れな く， 
清く ありなさい， と 勧告したい。 

ュダは 言って いる。 「 •• -… 終りの 時 
に， あざける 者た ちが あらわれて， 
自分の 不信心な 欲の ま ま に 生活す る 
であろう。」 （ュダ 18) 

私たち はぺ テロと 共に， 「たましい 
に 戦い をい どむ 肉の 欲 を 避けな さ 
い」 と 勧める。 （I ぺ テロ  2  ： 11) 見 
苦しい 露出 行為 や ポルノ グラフ ィー， 
そ の 他心 と 霊 を 汚す 逸脱 し た 行動 を 
避けなさい。 自分の 体で あれ 人の 体 
であれ， 愛撫して はならない。 正し 
い 結婚 関係に よ る 以外 は 性の 交わ り 
を 避けなさい。 これ は 私たちの 造り 
主が いかなる 場所， いかなる 時に も 
禁じて おられる ことで あり 私たち は 


それ を 再 確認す る。 結婚 生活に おい 
て さえ， 度 を 過ぎた 行為 やゆがん だ 
形が 存在す る こ ともあろう。 反する 
こと をして いく ら 正当化に 努めても， 
天父の 失望 をと りなす こと はでき な 
い。 これに 関して， 有名な 伝道者 ビ 
リ  一 • ゲラ ハムの 言葉 を 引用し よ う。 

「 …… 聖書 は 神が 造り， 神が 定め， 
神が 祝福され たものと して 性と 性の 
正しい 行使 を 公に している。 神御自 
ら がふた つの 理由で， 両性に 引き合 
う 力 を 与えられ たこと は 明白で ある。 
ひとつ は 人類の 繁殖， ひとつ は 夫婦 
が 真 に 一体 となる ための 愛の 表現で 
ある。 神が 人類 最初の 男女に 『一体 
となれ』 と 命じられ たこと は， 『生め 
よ， ふえよ』 との 戒め 同様に 重要で 
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聖書 は， 性に 関する 罪悪 は， 性に 
内在す る 何 かい やしい もの を 利用す 
る ことで なく， 清く 善で ある もの を 
悪用す る こと を 明白に している。 ま 
た， 性 はすば らしい 従者に なり 得る 
ば 力 >  り 力、 恐ろしい 主人に もな り 得 
る こと， 愛と 友情と 幸福 を 培う この 
上ない 原動力と なり 得る ばかり 力 N 
世に ある 力のう ち 最も 破壊的な 力に 
なり 得る こと を， はつ き り と 教えて 
いる。」 （ビリー' ゲラ ハム ん at 
The  Bible  Says  About  Sex"  「性に 
ついて 聖書 は 言う」 お ea(ie7"'s  Digest 
「 リ 一 ダー ズ • ダイジェスト」 1970 
年 5 月 号 〔英文〕）  - 

私たち は， あらゆる 形の 不貞 行為 
に対して， 反対の 立場 をと る こと を 
再 確認す る。 

教会員た ちの 母親た ち は 神聖な 役 
割が ある。 以下の 文は大 管長 会の 声 
明の 抜粋で ある。 私たち はこれ を 再 
度 強調す る ものである。 

「このように， 母親に なること は 神 
聖な 召しで ある。 主の 計画 を 遂行す 
るた めの 神聖な 献身の 姿で ある。 第 
一の 位 を 保ち， 『何 にても あれ， 主な 
る 彼らの 神の 命じた まわん すべての 
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こと を 彼らが 為す や 否や を 見ん』 （ァ 

ブラ ハム 3  ：  25) ために 第二の 位の 
地上へ 送られる 人々 を， 肉体， 精神， 
霊と も に 養い育てる ことへの 献身で 
ある。 彼らが 第二の 位 を 保つ よ う に 
導く こと は 母親の 務めで ある。 『第二 
の 位 を 保つ 者 は， とこしえに 栄光 を 
その 頭に 附け 加えられん。』 （ァ ブラ 
ハム 3  ：  26) 

この 母親の 神聖なる 務め は 母親 だ 
けが 出来る ものであって， 他の だれ 
にも 譲り渡せない ものである。 乳母 
も 保育所 も， 子守り も だれも その 代 
用 をす る こと はでき ない。 ただ 母親 
だけが， 父親 や 兄弟 姉妹の 愛の 手に 
助けられて 要求に 応じた 充分な 世話 
がで き るので ある。 

金銭の ため， 名声の ため， あるい 
は 社会奉仕の ためと はいえ， ほかの 
仕事の ために 子供 を 他人の 手に 預け 
る 胃 は， 『わがまま にさせた 子 は そ 


の 母に 恥 を もたらす J  (箴言 29  ： 15) 
こと を， 心に 銘記 するがよい。 この 
時代の 主 は 言われた。 両親が 子供に 
教会の 教義 を 教えないならば， r 罪 そ 
の 両親の 頭に 留る べし J と。 （教義と 
聖約 68  ：  25) 

母親の 愛 は 神の愛に 近い も ので あ 
る。 それ は 人に 課せられた 最も 気高 
く 最も 神聖な 務めで ある。 その 聖な 
る 召し を 尊ぶ 女性 は， 天使に 次ぐ 者 
である。 あなたがた イスラエルの 母 
よ， 神 は あなたがた を 恵み， 守り， 
勇気と 力， 信仰と 知識， 聖 なる 愛と 
義務への 献身 を 与えた まい， あなた 
がた 自らの 聖 なる 召し を 存分に 果た 
させた もう。 母親なら びに 未来の 母 
親た ちょ。 純潔で いなさい。 清 さ を 
保ちなさい。 正しく 生活しなさい。 
あとに 続く 子孫が 最後の 世代に 至る 
まで， あなた を 祝福され た 者と 呼べ 
るよう に。」 （『大 管長 会 メッセージ J 


Deseret  News  「ァ ゼレ卜 •  ニュー 
ズ」 1942 年 10 月 ， P.  5  ) 

これが 私たちの プロ グラムで ある。 
今 再び 神の み 業 を 確認し 清く， 正直 
に また 大胆に そのみ 業 を 押し進め 神 
を 敬う 生活 を 必要と している 世の 人 
々にこの 真理の 福音 を 携えて いこ う 
ではない か。 

私. たちの 永遠の 目標 は 生命で ある。 
それ は， 主が 私たちに 示して 下さつ 
た 道に 従う こ とのみ によって 得られ 

る C 

それが 真実で 誤りの ない こ と を 私 
は 知っている。 私 は 天父 を 愛し， 御 
子 を 愛し， 弱い 器ながら 偉大な 永遠 
のみ 業 を 押し進める ことができる こ 

と を 誇りに, S 、う。 これらの すべて を 

真心から へり くだり， イエス' キリ 
ストの み 名に より 証 申し上げる。 ァ 

ーメン 0 


155 


最後の 時 

十二使徒 評議員 会 会員 

ハワード • W 'ハンター 


今から 2000 年 近く 前， 人類史 上最 
も 重要な 週の 最初の 出来事が， ベタ 
ニヤで 展開され た。 この 地方での， 
3 年間の つらい 伝道 を 終えた ナザレ 
の イエス は， 親しくし ていた マリヤ， 
マルタ， ラザロの 家 を 後に し， 意 を 
決して ヱ ルザ レムの 城門の 方に 歩い 

て 行かれた。 この 古代の 町の 中に， 
イエスの こと を 神 を冒瀆 する 者， 悪 
霊に とりつかれた 者， ユダヤの 律法 
を 犯す 罪人と 考えて いる 人 や， 逆に 
ィ エス こそ 予言者で あ り メ シァ であ 
り， 生ける 神の 子 だと 確信して いる 
人々 もいた。 こうした 人々 の 考えに 
関係な く， ユダヤ人 はすべ て 権威と 
権能 を もって 教え を 説いて おられた 
御 方が， 律法 学者で も パ リ サ ィ 人で 
も. ない こ と を 知っていた。 

「さて， ユダヤ人の 過 越の 祭が 近づ 
いたので， 多くの 人々 は 身 をき よめ 
るた めに， 祭の 前に， 地方から エル 
サ レムへ 上った。 人々 は イエス を搜 
し 求め， 宮の 庭に 立って 互いに 言つ 
た， 『あなたがた はどう 思う 力、。 イエ 
ス はこの 祭に こない の だろ う カリ。」 
(ヨハネ 11 ： 55,  56) 
ユダヤの 法律 は， この 最も 神聖な 
記念式典に， すべての 成人 男子の 参 
列 を 義務づけ ていた。 しかし 議会の 
議員た ち は イエスの 死刑 を 公言して 
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いたので 多くの 人々 は， まさか イエ 
スが 公衆の 面前に 姿 を 現わす と は 思 
つてい なかつ た。 

イエス は どこに あっても， その 身 
が 危険に さ ら されて いる こと を 感じ 
て おられた。 しかし， 敢て過 越の 祭 
を 祝いに エルサレムに 上って 来られ 
たので ある。 しかも， 華麗 さや 厳か 
さと は ほど 遠い， 謙遜と 平和の 象徴 
である 弱々 しい ロバに 乗られて。 
大勢の 群衆 は， ィヱス を 歓迎す るた 
めに エルサレム を 出て 行き， シュロ 
の 木の 枝 を 道に 敷き， 叫びつ づけた。 

「ダビデの 子に， ホ サナ。 主の御名 
によって きたる 者に， 祝福 あれ。」 

(マ タイ 21 ： 9  ) 
マ タイ は その 時の 様子 を 次の よ う 
に 記して いる。 「 町中が こぞって 
騒ぎ 立ち， 『これ は， いったい， どな 
ただろう』 と 言った。 そこで 群衆 は 

『この 人 は ガリ ラャの ナザレから 出 
た 預言者 ィ ヱス である』 と 言つ 
た。」 （マ タイ 21 ： 10, 11) 

律法 を 知っていた すべての 人々 に 
とって， これ こそ， 昔から 予言者が 
予言し， イスラ ヱルの 子孫が 待ち 焦 
がれて いた， イスラエルの 王の 凱旋 
なのであった。 群衆 は 歓喜し， 口々 
に 叫んだ が， イエス 御自身 は 黙って 
おられ， さながら 王の ようであった。 


イエス は， 天父が こよな く 愛して お 
られた エルサレムに 近づく と， 涙 を 

流して 言われた。 「いっか は， 敵が 周 
囲に 塁 を 築き， おまえ を 取り かこん 
で， 四方から 押し迫り， おまえと そ 
の 内に いる 子ら と を 地に 打ち倒し， 
城内の 一^^ 3 の 石 も 他の 石の 上に 残し 
て 置かない 日が 来る であろう。」 （ル 
力 19  ：  43,  44) 

イエス 御自身 も， 身に 差し迫った 
事態 を 感知して おられた。 それ は， 
実らす ために は 枯れなければ ならな 
い 殻 物が ある こと や， 殺される と 知 
つていながら， 先に 殺された 父の 僕 
の 代りと して， ぶどう 園に 使わされ 
た 息子の たとえ 話 を 語られた ことか 
らも わかる。 そして， その 重荷に く 
ずれて しまい そうに なられた こと も 
しばしばあった。 

「今 わたし は 心が 騒いで いる。 …… 
父よ， この 時から わたし をお 救い 下 
さい。 し 力、 し， わたし はこの ために: 
この 時に 至った のです。」 （ヨハネ 
12  ：  27) その イエス を 前進 させた の 
は 御 父の み 旨 を完ぅ しょ う とする 揺 
らぐ ことのない ひたむき な 決心で あ 
つた。 

主 は そ の 命が 風前の灯 と 化した と 
きで さえ， 静かに こう 言われた ので 
あった。 「わたし は 光と して この 世に 


きた。 それ は， わたし を 信じる 者 力;， 
やみのう ちに とどまらな いよ うにな 

るた めで ある。」 （ヨハネ 12:  46) こ 
のよ う な 言葉 は， 結果と して 敵 を 結 
束させる ことと なった が， それでも 
なお 続けて 言われた。 「わたし は 自分 
から 語った ので はなく， わたし をつ 
かわされた 父 ご 自身が， わたしの 言 
うべき こと， 語るべき こと をお 命じ 
になった ので ある。」 （ヨハネ 12:  49) 
どうにかして 言葉の わなに かけよ 
うとして， イエスに 反対す る 人々 の 
中で 最も 奸智 にたけ た 者た ち は， 政 
治お よび ラ ビ 法典に 関する 難問 を ふ 
つかけ た。 ノ 、"リサ ィ人， へ 口 デ党か 
ら なる グループ 力；， 次の よう な 悪意 
に 満ちた 質問 をした ので ある。 「 …… 
先生， わたしたち は あなたが 真実な 
かたであって， 真理に 基いて 神の 道 
を 教え， …… 知っています。 …… 答 
えて 下さい。 カイ ザルに 税金 を 納め 

てよ いでしょう 力、， いけない でしよ 
う か。」 （マ タイ 22  ： 16, 17) 

もし 肯定 すれば， ローマの 律法の 
も とに しいたげられ ていた アブ ラハ 
ムの 子孫に あたる 人々 から その 受け 
継ぎ を 放棄した か ど で 非難 される こ 
と は 必至で あつたし， また 逆に 否定 
すれば 政治的な 扇動者と して， 直ち 
に 逮捕された であろう。 しかし イエ 
スの 答え は， その どちらで もな く， 
ただ 税 として 納める 貨幣 を 詰 間者た 
ちの 前に かざしながら， 「これ はだれ 
の 肖像， だれの 記号 か」 と言われた。 
無論， その 辺の 子供で も 一目瞭然に 
分かる も の だつ た。 「カイ ザル ので 
す」 と 彼ら は 答えた。 このような 簡 
単な 質問で， イエス はこの やり取り 
の 指導 権 を 握り， その 貨幣 を 返しな 

がら 「  それで は， 力 ィ ザルの も 

の は 力 ィ ザル に，  返しなさい」 

(マ タイ 22  ：  20,  21) と言われた。 い 
わ ゆる 「貨幣に その 人の 名と 肖像が 
刻まれて いるなら， それ は 合法的に 
持主で ある 彼に 返して やるべき であ 


る」 と a うこと である。 イエス はこ 
のよう にして 敵の 企て を 見事に くつ 
がえ された が， それ は 決して イエス 
の 本来の 使命で はなく， また 望みと 
する ことで もなかった。 彼ら も また 
ィ エスの 救いの 対象と なる 人々 であ 
つたから である。 

ィ エス はたと え 彼らが 敵意に 満ち 
ていよ う と， 彼ら を 気づ 力' い， 愛さ 
れた。 彼らが 立ち去ろ うとした とき， 
イエス はこう 願って 言われた。 「神の 
もの は 神に 返しなさい。」 貨幣に カイ 
ザルの 肖像が 刻印され ている よ うに， 
彼ら も 含め， すべての 人間に は， 天 
父なる 神の 肖像が 刻印され ている の 
である。 人間 は 神に かたどって 創造 
され， イエス は 彼らが 神の みもとに 
帰れる ように 道 を 備えられた。 それ 
にもかかわらず， 「彼ら はこれ を 聞い 
て 驚嘆し， イエス を 残して 立ち去つ 
た。」 （マ タイ 22  ：  21， 22) 

それから しばら く して 律法 学者が， 
神学の ことで ィヱス を 罠に かけよ う 
として 言った。 「先生， 律法の 中で， 
どのい ま しめが いちばん 大切な ので 
すか。」 （マ タイ22  ：  36) 律法 学者た 
ち は， モー セの 律法の 原典 を 細分 化 
し， 緻密な までに 分類し 過ぎた ため 
に， かえって ある 部分 は， 正反対の 
意味に なって しまって いた。 しかし 
イエス 御自身 は， このような 律法 論 
争に は， 微塵 も しばられる ことが な 
かった。 救い主の 次の 一言 は 律法の 
核心 を 貫く もので あり， 再 分化され 
たもの を ひと つの 完全な 形に 総合す 
る ものであった。 「『心 をつ く し， 精 
神 をつ く し， 思い をつ く して， 主な 
る あなたの 神 を 愛せよ』。 これが いち 
ばん 大切な， 第一の いましめ である。 

第二 もこれ と 同様で ある， 『自分 を 
愛する よ うに あなたの 隣り 人 を 愛せ 
よ』。」 （マ タイ 22  ：  37—39) 

このよう にして イエス は， 悪意， 
ねたみ， 狡 滑 さに 満ちた 質問に， 愛， 
哀れみ， 高邁な 理想の 形で お答えに 


なられた のであった。 そして この 地 
上での 使命 も も はや 終 り を 告げよ う 
と していた と きに も， イエス は 群衆 
の 前 を 去り， 弟子た ち を 励まされ， 
これから 起ころ うとす る ことに 関し 
て 警告され た。 さらに エルサレムの 
崩壊の こと， さらに 末の 日の 再降臨 
の 前に 起こる 苦難 や 背教な どに つい 
て も 話された。 また 長い間， 遠方の 
国に 行き， 家 を 留守に していた 主人 
が 帰って来て， りっぱな 目的の ため 
に 投資す るよ う にと 与えた それぞれ 
の 能力 や 才能 を どの 程度 伸ばした か, 
しもべた ちと 一 諸に 数え あげてみ る 
だろうと いう 話 もされた。 そ して 羊 
飼いが 羊 を 山から 分ける こ と につい 

て も 話された。 

羊飼いと は， 飢えて いる 者に 食べ 
させ， 渴 いている 者に 飲ませ， 裸で 
いる 者に 着せ， 悩める 者 を 思い やる 
人々 のこと である。 イエス はまた 婚 
宴の 場に 来て いるお とめた ちに つい 
て も 話された。 花婿が 来る のが 延び 
たが， 彼女た ちの 幾人 か は あかり を 
ともす に 十分な 油 を 持って た。 しか 
しほ かのお とめた ち は， 油が 底 をつ 
き， あかりが 消える の をた だ 眺めて 
いる だけであった。 こうして イエス 
は， 弟子た ちに 目を覚まして 祈れと 
教えられた。 しかし これ は， 寝る 間 
も 惜しんで 願い求めよ と言う ことで 
も なければ 未来の こと だけに 没頭せ 
よ と言う ことで もない。 むしろ， ィ 
ェ ス は 現在な すべ きこと に 沈着 かつ 
十分に 心 を 配り， 着々 と 進む こと を 
望んで おられた ので ある。 

さて 蟻 性の 時が 刻一刻と 近づいて 
いた 頃， ィヱス は 十二使徒 と共に， 
だれに も わからない， 静かな ある 二 
階の 間に 退かれた。 

そこで 主 は， 特別な 証し 人で ある 
この 使徒た ち 力 魂 魔の 誘惑に 打ち勝 
つ ことができる ようにと， 上着 を 脱 
ぎ， 手ぬぐい をと つて 腰に 巻き， 使 
徒た ちの 足 を 洗われた。 この 崇高な 
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愛と 一致の 行ない は， この 後に 続く 
過 越の 晩餐の 前奏曲 と して 全 く ふ さ 
わしい ものであった。 

この 過 越の 晚 K は， パロが かたく 
なであった ために ェジ プト 全土に 広 
ま つ た 破壊の 手 か ら ， 信仰 篤 き イス 
ラエルの 子孫の 長子た ちが 「過 越さ 

せて」 いただいた とき 以来， 象徴 さ 
らには 儀式と して， イスラエルの 民 
の 間で 忠実に 実行され て 来た。 過 越 
という この 古代の 御 加護の 誓約 を 実 
行して いる 中で， 平穩 無事の 象徴で 
あり， 御自身の 体と 血の 象徴で ある 
聖餐 を イエスが 教えられ たという こ 

と は， 何と 時宣を 得て いた こと だろ 
う。 イエス は， パン を 取り， それ を 
裂き， また 盃を 取り， それ を 祝福し 
た 際， 霊の 糧と 永遠の 救いの 道 を も 
たらす 神の 子羊と して， 御自身 を捧 
げられ たので ある。 

新しい 誓約 は 新しい 戒め を もたら 
す。 イエス は 弟子た ちに 命じて 言わ 
れた。 「互いに 愛し 合いなさい。 わた 
しが あなたがた を 愛した ように， … 
それによ つて， あなたがたが わたし 
の 弟子で ある こと を， すべての 者が 

認める であろ う 。」 （ヨハネ 13  ：  34—35) 

この 世での 生涯が ま' さ に 終わろ う 
とすると きまで， イエス は その 威厳 
に 満ちた 霊と 偉大な 力と を 示された。 
イエス はこの 時に 至っても なお， 自 
らの 悲しみに 心 を 奪われたり， 間 も 
なく 訪れよ う と している 苦難に 思い 
をめ ぐらしたり はされ なかった。 た 
だ 愛弟子た ちの 現在， また 将来の こ 
と を 案じて おられた ので ある。 平安 
という もの は， 個人に とっても 教会 
にと つても， お 互い 無条件の 愛の も 
とに のみ 保 たれる ものである。 イエ 
スは そのこと を 承知して おられた。 
イエスの 全 精力 は， 彼らが 必要と し 
ている こと， すなわち 今まで 教えら 
れ ていた 訓戒 を 実際の 模範 を 通して 
教える という ことに 注がれて いたよ 
うに 思われる。 そして イエス は 弟子 


たちに， 慰めと 戒め， そして 警告の 
言葉 を 与えられた。 

「あなたが たは， 心 を 騒がせな いが 
よい。 …… わたしの 父の 家に は， す 
まいが た く さん ある。 •• -… あなたが 
たのた めに， 場所 を 用意し に 行く の 
だから -'… わたし は 道で あり， 真理 
であり， 命で ある 。 わたしの 名 
によって 願う こと は， なんでも かな 
えて あげよ う 。 …… わたし は 父に お 
願いしょう。 そうすれば， 父 は 別に 
助け 主 を 送って， いつまでも あなた 
がた と共に おらせて 下さ るであろう。 
…… わた し は あなたがた を 捨てて 孤 
児と はしない。 あなたがたの ところ 
に 帰って来る。 あなたがたに 
わたしが 命じる こと を 行 うなら ば， 

あなたがた はわた しの 友で ある  

これらの こと を 命じる の は， あなた 
がた が 互に 愛し 合うた めで ある。」 ョ 
ハネ 14 章， 15 章よ り） 

最後の 夜 に 数人 を 伴 つて ゲッセ マ 
ネの 園に 近づいた イエス は， 言語に 
絶す るよ うな 大きな 使命 を 前に 気 を 
強く 持って いられる よう， 御自身の 
ために 祈って 欲しい と 使徒た ちに 願 
うこと もで きた かも 知れない が， そ 
れ よりも イエス は 彼らの ために， 彼 
らと 同じよう に 御自身に 従われた 人 
々のために 祈られた ので ある。 その 
場に い 合わせ， その 祈り を 聞いた ョ 
ハネは 次の よ う に 記して いる。 

「 …… わたしが お願いす るの は， 彼 
らを 世から 取り去る ことで はなく  ， 
彼ら を 悪しき 者から 守って 下さる こ 
とであります 彼ら も 世の もの 

では あ り ません。  真理に よ つ 

て 彼ら を 聖別して 下さい。 …… わた 
し は 彼らの ためば かりで はなく， 彼 
らの 言葉 を 聞いて わたし を 信じて い 
る 人々 のために も， お願いいた しま 
す。 父よ， それ は， あなたが わたし 
のうちに おられ， わたしが あなたの 
うちにい るよう に， みんなの 者が 一 
つと なる ためであります。 すなわち， 


彼ら を も わたしたち のうちに おらせ 
るた めで あり， それによ つて， あな 
た がわた し をお つかわし にな つたこ 
と を， 世が 信じる ようになる ためで 
あ り ます。」 （ヨハネ 17 章） 

本当に 心う たれる このと り なしの 
祈り を 終え， ィヱス は 肉体と 霊の 苦 
痛に ひと り 立ち向かう ために 進んで 
行かれた。 主 イエス' キリストの 近 
代の 十二使徒の ひと り は 次の よ う に 
記して いる。 

「ゲ ッセ マネの 園に おける キ リスト 
の 苦悶 は， その 大きさに しても 原因 
にしても， 人間の 心で は 計り知れな 
いものが ある。 その 苦悩の 時に， ィ 
エス は サタ ンが 加える ことので 
きる あらゆる 恐怖に 立ち 向 力、 い， こ 
れに 打ち勝 たれた ので ある。 …… 人 
間に は 理解で きないが， 実在す る 非 
常に 現実的な ある 方法に よって， 救 
い 主はァ ダ ム からこ の 世の 終 り に 至 
るまでの 全人 類の 罪 を 御自身に 引き 
受けた もうた。」 （ジ エームズ •  E  • 
タルメージ 「基督 イエス」 P.  700) 

ィヱス が 無実のう ち 告訴され， 不 

法に 裁判され， 処刑され るの はも は 
や 時間の問題であった。 しかし イエ 
スは 何人た り と も 成し 得なかった こ 
と を 実行され た。 すなわち， 墓から 
甦られた ので ある。 墓 は 再び 世の 光 
と 生命に 満ち， イエス は 父の みもと 
へと 昇って 行かれた。 死に 打ち勝つ 
た ナザレの イエス は， 今や 救い主 ィ 
エスと なられた ので ある。 

余りに も あわただしし 、現代の 生活 
に比べる と， イエスの 生活 はいかに 
単純 明解で あり， 質素であった。 ィ 
ヱスを 取り巻い ていたの は 高慢な 世 
の 権力者で はなく， 貧しい 人々， 賤 
しい 人々， 謙虚な 人々 であった。 そ 
して そ の 生活 や 複雑 な もの は 何 ひ と 
つなかった。 イエスの 語られた 言葉 
は， 当時 耳 を 傾けて 聞く すべての 人 
々に 影響を及ぼ すので ある。 

歴史 は 今， イエスの 死 を 証明す る 
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に 足りる 証拠 を 提供して くれる。 私 
は， イエスの 死 を 確信して いると 同 
様に， かって この 世に 生 を 受けた 人 
々， また これから 受けよう とする 一 
人 一人の 「救い主」 として， イエス 


が 今 も 生きて まします ことに 対して, 
静かな， しかも 強い 確信 を 抱いて い 
る。 今 再び 過 越の 週に 人る 時， 生け 
る 神の 生ける 御子， 復活され た イエ 
ス 'キリスト のこと に 思い はせ よ う 


ではない か。 イエスの み 名の もとに， 
心 を ひとつに し， 互いに 愛し 合い， 
戒め を 守る よう 願う ものである。 ィ 
エス' キリスト のみ 名に より， ァー 
メ ン。  1 
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愛する 兄弟 姉妹， 主の み わざの た 
めに 日本の 北から 南まで 何千 キロ を 
も， 共に 旅して 歩いた 友人の 渡辺驩 
兄弟が 捧げた 開会の 祈り を， 私は感 
謝して いる。 また プリ ガム 'ヤング 
大学の 神権 者の コー ラ ス を 聞いて 霊 
感 された 思いで ある。 

彼らの 声に は， 心 を 打つ 美しい 何 
かが ある。 聖 なるみた まが 私 を 導い 
て 下さるならば， 私の 席の 後方に す 
わる 彼らに も， 私の 言葉 を 捧げたい 
と 思う。 そして 同時に， 全 教会の 若 
人た ちに 申 し 上げたい。 

今 この 地 は 「若者の 空想が 愛の 思 

、に 向 力、 う 」 （アル フ レツ ド' ロー 
ド • テニス ン 「ロック ス リー ホー 
ル」） 春で ある。 そして この 4 月 は 若 
者と 乙女が 6 月の 結婚 を 夢み る と き 
である。 

初めに ふたつの 経験 を 述べさせて 
いただきたい。 

ひとつ は 先頃， 建造 あらたな ヮシ 
ン トン 神殿での 出来事で ある。 その 
折りに， 大勢の 新聞記者が つめかけ 
ていた。 他の 教会の 建物と 概念 や 目 
的が 違い， 神聖な 内部に 入る ことの 
できる 人 も 異なって いる この美し い 
建物に， 彼ら は 好奇心 を 抱いて いた。 

建物が 主の 宮居と して 奉献され て 
か ら は 資格 ある 教会員し か 中に 入れ 


ない が， 奉献 しないう ち は 1 力 月な 
いし 1 力 月 半の 間， 内部 全体 を だれ 
でも 見学で きる こと， また， 私たち 
は 神殿 を 世間の 目から 隠す つも り は 
ない が， 神殿が 奉献され た あと は 非 
常に 神聖な ものと 考える ので， 清い 
生活と 教会の 標準 をき ちんと 守って 
いる 人し か 神殿に 入る こと はでき な 
いと 説明した。 

私たち は 神殿 を 建てる 目的に つい 
て 話し， 特に 心 ある 男女なら だれで 
も 関心が あると 思われる 永遠の 結婚 
について 説明した。 その 時に， 1958 
年 ロン ドン 神殿 公開 日の ある 経験 を 
思い返した ものである。 

その 日， 興味 熱心な 人々 が 何千 人 
も 建物に 入る ために 長蛇の列 を 作つ 
ていた。 交通整理に あたった 警官が, 
英国人が こんなにして 教会へ 入りた 
がって いるの を 見る の は 初めて だと 
語つ た。 

建物の 見学者 は 最後に ま と めて 質 
問 をす るよ う になって いた。 私 は 夜 
だけ， 宣教師と 一緒にな つて 質問者 
と 話 をした。 ある 若夫婦が 神殿の 正 
面 階段 を 降 りてきた とき， 何 かお わ 
かりに ならない こ と は あ り ません か 
と 尋ねる と， 女性が 率直に 答えた。 
「ええ， ある 部屋で 『永遠の 結婚』 
と， ガイ ドの 方が 説明して いました 


が， それ はどうい うこと です か。」 そ 
こで， 私たち は 門の 近くの かしの 大 
木の 下の ベンチに 腰かけた。 指に は 
めら れた 結婚指輪で 彼ら は 夫婦 だと 
わかり， 握り 合った 手 は 互いの 愛情 
の ほど を 示して いた。 

「さて， 先程の 質問です が，」 と 私 
は 切り出した。 「あなたが たは 土地の 
教会で 結婚され たのです ね。」 

「はい， ほんの 3 力 月 程 前です。」 
彼女 は 答えた。 

「牧師 さ んが司 式の とき， こ の 世の 
別れに ついても 述べられ たの を 覚え 
ています か。」 

「どういう ことでしょう。」 彼女 は 
すぐに 聞き返し てきた。 

「あなた は 命が 永遠 だと 信じて いま 
すね。」 

「はい， も ち ろんで す。」 と， 彼女 
は 答えた。 

私 は 続けて 言った。 「永遠の 愛な し 
に 永遠の 命が 考えられます か。 お ふ 
たりと も， 互いに 別れ別れに なった 
永遠の 幸福 を 想像で きます か。」 

すると 即座に 「いいえ」 という 答 
えが 返って きた。 

「牧師 さん は あな たがた の 結婚式で 
何と おっしゃ いました 力、。 はっきり 
と 覚えて いません が， こういう こと 
を 言われた はずです。 『病める 時 も 健 
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康の時 も， そして 富める と きも， 貧 
しいと きも， 良い 日 も ， 悪い 日 も ， 
命の あらん 限り』 と。 それが 牧師 さ 
んの 権能の 及ぶ 範囲な のです。 つま 
り 死が ふたり を わかつ までです。 も 
しあな たがた がその 場で 質問 を 投げ 
かけた としたら， 死んで しまえば 結 
婚も 家族 も 存在 しないと 牧師さん は 
はっき り 言われた こ とでしょう。」 

「し 力 > し， 私たちの 御 父 は 子供た ち 
を 愛し， 子供た ちに 最善の もの を 与 
える ために， 人間関係 のうちで 最も 
神聖で 崇高な 結婚 と 家族の 関係が 正 
しい 情況の もとで 続く よう に はから 
つて 下さい ま した。 

救い主と 使徒た ちの 感動 的な 言葉 
の や りと り の 中で， ぺテ ロカ； 『あな 
たこ そ， 生ける 神の 子キ リストで 
す J と言うと， 主 は 『バル ョナ. シ 
モン， あなた はさい わいで ある。 あ 
なた にこの 事 を あらわし たの は， 血 
肉で はなく， 天に います わたしの 父 
である』 と 答えられ ましたが， 主 は 
それからべ テロ や 弟子た ちに 向かつ 
て， こうおつ しゃって います。 『わた 
し は， あなたに 天国の かぎ を 授けよ 
う。 そして， あなたが 地上で つなぐ 
こと は， 天で もつな がれ， あなたが 
地上で 解 く こ と は 天で も 解かれ る で 

あろう』 （マ タイ 16  ： 13—19) 

主が そのす ばらしい 権威 をお 与え 
になった とき， 使徒た ち は 生死 を 越 
えて 永遠に 及ぶ 力 を 持つ 神聖な 神権 
の 鍵 を 受けた のです。 これと同じ 権 
能が， 昔 権能 を 持って いたべ テロ， 
ヤコ ブ， ヨハネと いった 使徒た ちに 
よって， 現在地 上に 回復され て 存在 
しています。」 そう 話してから， 今度 
の 日曜日に 神殿が 奉献され た あと， 
この 宮居で 結婚し にやって く る 人た 
ちの ために， それと 同じ 聖 なる 神権 
の 鍵が 使われる と 言った。 その 人た 
ち は 死によ つても わか たれず 時が た 
つても 滅びない 胖で 結ばれる ので あ 
る。 


これが あのと き 英国で， 新 夫婦に 
述べた 私たちの 証で ある。 愛する 若 
い 友人た ち， きょう あなたがたに 告 
げる証 も それと 同じで あり， 私 は， 
世の すべての 人々 にも 同 じ 証 を 告げ 
る ものである。 天父 は その子た ち を 
愛し， 子供た ちが 今 も 永遠に も 幸福 
になる よう 願って おられる。 人間 関 
係のう ちで 最も 深い 夫婦と 親子の 関 
係 以外に， まさる 幸せ は どこに も 見 
いだせ ない。 

数日 前， 私 は ある 大病の 母親の 臨 
終の 枕元に 呼ばれた。 ほどなく 彼女 
は， 夫と 4 人の子 供 を 残して 亡くな 
つた。 下の 子 は 6 歳の 男児だった。 
痛ましく， つらい， 深い 悲しみが そ 
の 場 をお おった。 しかし 彼らの 涙の 
奥底から， 美しい 確かな 信仰が 輝き 
出て いた。 今 悲しい 別離が あると 同 
じに， いっか 必ず うれしい 再会が あ 
ると いう 信仰が。 彼らの 結婚 は聖な 
る 神権の もと， 主の 宮居で 今 も 永世 
にも 結び 固められて 出発した からで 
ある。 

女性 を 真心から 愛する 男性， 男性 
を 真心から 愛する 女性であるなら ば, 
だれで も 自分た ちの 愛が 永遠に 続 く 
こと を 望み， 夢み る ものである。 し 
かし 結婚 は 権能に よって 結ばれる 契 
約で ある。 もし それが 国の 権能で あ 
れば， 効力 は 死によ つて 終りと なる。 
しかし 国の 権能に， 死 を 乗り越えた 
御 方から 恵みの 力が 加えられて， 夫 
婦がも し 契約 を 守って ふさわしく 生 
活 するならば， その 関係 は 死後 も 続 

<  0 

私が はるかに 若く， 逞しい 体 をし 
ていた 頃， 踊った ダンスに こんな 歌 
があった。 

愛 は バラの よ うな もの 
咲いて 育って 
そして 枯れ 

夏が 過ぎる と 死んで しま う 。 


これ はたた' の 歌で ある。 しかし こ 
れは， 互いに 愛し 合う 男女が， 時 を 
越えて 永遠の 将来 を 見つめて 幾 世紀 
もの 間 抱き 続けて きた 疑問で ある。 

そして その 疑問に 対して 私たち は 
そんな こと はない と 答える。 啓示 さ 
れた 主の 計画の もとで は， 愛と 結婚 
は 夏が 過ぎれば 枯れて しま う バラの 
よ う ではない こ と を 再度 強調して お 
く。 愛と 結婚 は， 天の 神が 永遠で あ 
られ るよう に， 確かに 永遠で ある。 

しかし， 何よ り も 尊い その 賜 は， 
自制 ゃ徳ゃ 神の 戒めに 対する 従順と 
いった 代価 を 払っての み 得られる の 
である。 それ は むずかしい かもしれ 
ない が， 真理 を 理解 すれば それだけ 
の 動機が 生まれて， 可能と なる。 

あるとき プリ ガム • ャ ン ゲ はこの 
ように 述べた。 「我々 の 社会に， 物事 
の 本来 あるべき 姿 を 理解したならば, 
正 し く 結婚す るた めに はたと えこ こ 
から 英国まで 旅 をせ よ と言われて も 
それ をい とう 青年 はいない。 また 福 
音 を 愛し， 福音の 祝福 を 望みながら， 
別の 方法で 結婚す るよ う な 女性 は， 

我々 の 社会に はいない oJ  {Discourses 
oj  Brigham  /oung  「フリ カム • ヤン 
グ 説教 集」 P. 195) 

大勢の 人が， 神殿 結婚の 祝福 を受 
ける ために 旅行 をして いる。 ハワイ 
神殿への 参入の ために， 食 を 抜いて 
までお 金 を 貯えた 日 本の 末 日 聖徒. た 
ち を 知っている。 ロンドン では， 南 
ァフリ 力から 英国の サー リ にある 神 
殿まで， 身の まわりの 物 を 何も 持た 
ずに 1 万 キロの 空の 旅 をして きた 人 
々に 出合った。 彼らの 目に は 輝きが 
あり， 顔に は 笑みが あり， 口から 出 
る 証 は 皆 ， 彼 ら が 払 つた どのよう な 
犠牲に もま さる 価 他 ある ことで あつ 
たという 言葉で ある。 

ニュー ジー ラン ド では， オース ト 
ラ リ ァの 西岸から 来たと いう 男性の 
証 を 聞いた ことがある。 民事 結婚 を 
した あとで 妻子と 共に 教会に 入った 
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彼 は， あの 広大な 大陸 を 渡り タス マ 
ン海を 越えて ニュージーランドの ォ 
一 クラン ドに 着き， 美しい ワイ カタ 
渓谷の 神殿に 詣で たという。 彼 はこ 
のよう な こと を 言って いた。 「とても 
神殿 訪問 をす る 余裕 は あ り ませんで 
した。 わが 家の 財産と いえば 古い 車 
と 家具と 食器 だけで， わたし は 家族 
に 『神殿に 行けそう にない J と 言つ 
たんです。 でも 美しい 妻 や 子供た ち 
の 顔 を 見回 わした とき， 私の 口 を 突 
いて 出た 言葉 はこうでした。 『神殿に 
行かない わけに はいかない。 主が 父 
さんに 力 を 与えて 下さるなら， うん 
と 働いて また 車 や 家具 や 食器 は 買え 
る 。 だが 愛す るお まえた ち を 失な う 
ことにで もな つたら， 永遠に みじめ 
だ もんな。』 

私たちの 多く はいかに 先 を 見通す 
こ ともなく， あすの こと を 考えずに 
きょう だけの こ とに と ら われて いる 
こと 力'。 しかし あすとい う 日 は 確実 
に 来る。 死 も 別離 も 確実に 来る。 正 
しく 結婚し， 正しい 生活 をしたなら 
ば， 家族の 粋' は， 必ずやって くる 死 
や 過ぎ行く 時 を 乗り越えて 続く ので 
ある。 そのこと を 知れば， 平安が い 
かに 心 を 慰める こと 力 N また その 確 
信 はい 力 > にうる わしい こと 力 >。 人 は 
愛の 歌 を 書き， それ を 歌う。 望み， 
あこがれ そして 夢み る こと も ある。 
しかし， 時と 死と 力 を 越えた 権能で 


結び 固められなければ， それ は 皆 口 
マン チッ クな あこがれに しか 過ぎな 

い 0 

何年 も 前に， ジ ヨセフ •  F  'スミ 

ス大 管長 は 壇上から 語った。 「主の 家 
は 秩序の 家であって 混乱の 家で はな 
い。 …これ はさら に 神の 律法と 神の 
家の 秩序に 従わずに， 今 も 永世に も 
結び 合わされる こと は 決してな いと 
いう 意味で ある。 人々 は それ を 望み， 
この 世に おいて は それに 到達す る 力 > 
も 知れない。 しかし， 神の 権能と 御 
父， 御子， 聖霊の み 名に より 執行 さ 
れ， 認められない 限り， その 結び付 
き は 何の 効力 も 有さない。」 （「福音の 
教義」 第 2 巻， P.  3) 

まとめる に 当って， ひとつの 話 を 
しょう。 実話で はない 力；， そこに 流 
れ ている 原則 は 真実で ある。 満月が 
輝き， バラ は 花 開き， ふたりの 間に 
聖 なる 愛が 熟した としょう。 ジョニ 
一は メ リ 一に 言った。 「メリー， ぼく 
は 君 を 愛して いる。 ぼくの 妻に， ぼ 
く の 子供た ちの 母親に なって ほしい。 
でも 永遠に はい や だ。 ある 期間 だけ 
で， あと はさよ なら だ。」 すると メ リ 
一は 月の 光に 涙 を 浮かべて 言った。 
「ジョ ニー， あなた はすて き だ わ。 
世界に たった 一人し かいない 人よ。 
あなた を 愛して います。 夫に， わた 
しの 子供た ち の 父親に な つて 下さい。 
でも ほんのし ばらく だけ。 それで さ 


よなら よ。」 

おかしな 話ではないだろう 力'。 し 
かし， 「新しく かつ 永遠の 誓約」 によ 
つ て 永遠に 結ばれる 機会が あるのに， 
死によ つて 終わる 結婚 をす る 人た ち 
は， この 青年 男女の プロポーズの 言 
葉と 実際 は 同じ こと を 言って いるの 
ではない だろ う か。 

生命 は 永遠で ある。 天の 神 は， 永 
遠の 愛 と 永遠の 家族 関係 を 実現 さ れ 
た。 

愛する 若人の 皆さん， 神の 祝福が 
あって あなたがた が 結婚 を 待ち望む 
とき， この 世の 全生涯の 実り 豊かな 
家族 関係ば か り 力、 神の 約束の も と 
で 愛と 交わり を 確め 合う， 良い 状態 
を 望む ことができ るよ う に。 

私 は， この 権能の 源で ある 主 イエ 
ス. キリス 卜が 実際に 生きて おられ 
る こと を 証す る。 キ リ ス 卜の 力， キ 
リ ス 卜の 神権が 私たちの 間に 存在し， 
聖 なる 宮居で 行使され ている こと を 
証す る。 主が 授けられ たもの を あな 
どって はならない。 それに ふさわし 
く 生活し， それに あずかり， その 聖 
なる 神権の 聖 めの 力で， あなたがた 
の 間 を 結び 固めなさい。 この 祝福 を， 
私 は あなたがたの ためにへ り くだり 
祈る ものである。 これらの 証と， そ 
れが 真実で ある こ と を主ィ エス • キ 
リストの み 名に より 申し上げる。 ァ 

ーメン 0 
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危急の 時 


十二使徒 評議員 会 会員 
マー ビン •」• アシュトン 


皆様と 同様， 私 もこ こ 数 力 月の 間， 
エネルギー 危機に ついて， また それ 

が 私た ちに とって どのよう な 意味が 
あるの かとい う こ と について 考えて 
きた。 多少 不自由な こと はあった が， 
どうにか 運良く その 危機 を 乗り越え 
てきた。 きょう 私 は， 私たちの 身近 
にあって しかも まだ 乗り越え ていな 
い 危機， 私たちが 注意す る 必要が あ 
ろ う と 思われる 危機に ついて 考えて 

みよ う と 思う。 

できれば 心の中で 次の よ う な 場面 
を 思い 浮べて いただきたい。 教会の 
建物， そこに 最近 掛けられ たばかり 
の 看板が ある。 それに は 次のように 
記されて いる。 「霊の 燃料 入手 可。 割 
当量な し。 引換 券 不要。 無制限。 来 
たれ， そして 備えよ。」 次に， 玄関 マ 
ッ ト に 次の よ う に 書いて いる 家庭 を 
想像して みていた だきたい。 「ようこ 
そ。 霊の 油お 分けし ます。 そのまま 
中へ どうぞ」。 さらに， その 表情から， 
「神 は 生けり と 知る。 わが 杯 は あ ふ 
るるば かりなり」 という 言葉が 輝き 
出て いる， そんな 人 を 想像して みて 
いただきたい。 

兄弟 姉妹の 皆様， 現在 は 危急の 時 
代で ある。 霊の 危機の 時で ある。 真 
夜中に 迫ろ う と している 時で ある。 
世界中に 拡がる 霊の 危機に 対応す る 


ため， 今す ぐに 行動 を 起こさな けれ 
ばなら ない。 この 危機 を 乗り越える 
に は 実行 をお いて ほかにない。 引き 
延ばし は 人類の 進歩に とって 致命傷 
となる。 ありがたい ことに， 備えの 
油が 不足す る こと は， 決してな いの 
である。 その 油 は， 自らの 意志で， 
一滴ず つ， 義 しい 生活 をしながら 貯 
える ものである。 

私たちの 噴い 主 ィヱス は， 現在の 
私たちの ために， 力強いた とえ 話で 
もって， 一人一人が 絶えず 備え をな 
す ことのい かに 大切 か を 力説され た, 
この 「十 人のお とめ」 のた とえ 話 は 
全人 類に 与えられた 警鐘で ある。 

「そこで 天国 は， 十 人のお とめが そ 
れぞれ あかり を 手に して， 花婿 を迎 
えに 出て 行く の に似てい る。 

その 中の 五 人 は 思慮が 浅く， 五 人 
は 思慮深い 者であった。 

思慮の 浅い 者た ち は， あかり は 持 
つていた が， 油 を 用意して いなかつ 
た。 

しかし， 思慮深い 者た ち は， 自分 
たちの あかりと 一緒に， 人れ ものの 
中に 油 を 用意して いた。 

花婿の 来る のがお くれたので， 彼 
らは みな 居眠り をして， 寝て しまつ 
た。 

夜中に， 『さあ， 花婿 だ， 迎えに 出 


なさい』 と 呼ぶ 声が した。 

そのと き， おとめた ち はみ な 起き 
て， それぞれ あかり を 整えた。 

ところ 力;， 思慮の 浅い 女た ちが， 

思慮深い 女た ちに 言った， r あなたが 
たの 油 を わたしたちに わけてく ださ 
い。 わたしたちの あかりが 消え かか 
つてい ますから。』 

すると， 思慮深い 女た ち は 答えて 
言った， 『わたしたちと あなたがたと 
に 足りる だけ は， 多分ないでしょう。 
店に 行って， あなたがたの 分 をお 買 
いになる 方が よいで しょ う。』 

彼らが 買いに 出て いる う ちに， 花 
婿が 着いた。 そこで， 用意ので きて 
いた 女た ち は， 花婿と 一緒に 婚 真の 
へやに はいり， そして 戸が しめられ 
た。 

その あとで， ほかのお とめた ち も 
きて， 『ご主人 様， ご主人 様， どうぞ， 
あけて く ださい J と 言った。 

しかし 彼 は 答えて， 『はつ き り 言う 
が， わたし は あなたがた を 知らな 
い J と 言った。 

だから， 目 を さまして いなさい。 
その 日 その 時が， あなたがたに はわ 
からない からで ある。」 （マ タイ 25: 
1 — 3  ) 

この 十 人のお とめと は， イエス' 
キ リ ス ト 教会の 会員 を 指す ので あつ 
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て， 世間 一般の 人々 を 指す ので はな 
いと 判断した ほうがよ い。 

思慮深い おとめ も 思慮の 浅い おと 
め も， 皆 一様に， 婚 宴の 席に 招かれ 
てはいた。 皆， その 宴席が いかに 大 
切な もの かよ く 知ってい たので ある。 
このお とめた ち は， 異邦人で も 異教 
徒で もなかった。 堕落して いたり， 
行方不明 になって いる こ と も なかつ 
た。 むしろ， 十分な 知識 を 持った お 
とめた ちであって， 救いと 昇 栄をも 
たらす 福音 を 手中にし ていた 人々 だ 
つた。 しかし その 福音 を 生活の 中心 
に 置いて いなかつ たので ある。 おと 
めた ち は， 道 は 知っていた。 だが， 
愚 力" こも， 花婿の 到着に 際して， 備 
え を 怠った ので ある。 思慮の 浅い お 
とめた ち も 含めて， 皆， 花婿の 到着 
に 備えて あかり を 整えて いた。 しか 
し， 油 は 使い果た していた。 だから， 
一番 必要と する 時に， 補給す る もの 
が 何もなかった ので ある。 皆， 生涯 
ずつ と 警告 を 受けて いたと いうのに。 

現在， 私たちの 中で も， 多くの 人 
々が 同じよう な 状態 にある。 忍耐 心 
と 自信がない ために， 準備 を 怠り 始 
めて いる。 また 真夜中 は 決して 来な 
いなどと 正当化して 惰眠 を 貪り， 自 
己 満足して いる 人々 も ある。 自分の 
あかりに 油 を 入れて おく という 責任 
は， 一人一人に 課せられた 要件で あ 
り， 機会で ある。 霊の 備えと いう 油 
は 分け与える ことができない。 思慮 
深いお とめた ち は， 不親切 や 利己心 
からこの 瀬戸際に 立った 思慮の 浅い 
おとめた ちの 申 し 出 を 断った ので は 
なかった。 この 油 は， やみに 光 を 与 
え， 道 を 照らし 出す ために 一人一人 
が 持たなければ ならない もので あつ 
て， 分け与える こと はで きないので 
ある。 たとえ 話に あるよう に 店で 買 
える もので はなく， 私たちが 生活す 
る 中で， 義 しい 生活 をしながら 一滴 
ずつ 貯えて いく ものな ので ある。 

病い の 人 を 訪ねる ことによ つても 


たらされる 祝福 を， どのよう にして 
分かち合う ことができよう 力、。 や も 
め や 父の ない 子 を 助ける ことから も 
たらされる 祝福 を， どのよう にして 
分かち合う ことができよ 'つか。 一人 
一人の 持つ 証 を どのよ う に 分かち合 
うこと がで きょう 力 >。 大会に 出席す 
ると いう 祝福 はどうだろう 力 S 什 分 
の 一の 原則に 従って 生活す る ことか 
ら 得られる 従順の 教 え はどう だろ う 
か。 はっきり 言える こと は， この種 
の 油 は， 一人一人が 自分で 蓄えて い 
かなければ ならない という ことで あ 
る。 引き延ばさな いよ う にしよ う で 
はない か。 真夜中までに は， まだ 時 
間 は ある 力;， しかし， 引き延ばし を 
している 人に は， もう 時間 はない の 
である。 「しかし， その 時が まだ こな 
い 中に あなたた ちの 試しの 時 はすで 
に 過ぎ去って， あなたた ちが 自分の 
救い を 受ける 日 はぐず ぐずして いる 
間に 永久に なくなって しまい， あな 
たたち の 亡び はき まって しまう。」 

(ヒ ラマン 13  ：  38) 

現在， 私たち は， 急いで 主の 再臨 
の 備え をし なければ ならない。 

警告の 声に 聞き 従い， 自分の あか 
り に 義の油 を 貯める 備え を 続けて い 
る 人々 に は， 大きな 祝福が 与えられ 
るので ある。 

ここで， 前の 話に 戻って， 「霊の 燃 
料 入手 可， 割当 量な し， 引換 券 不用， 
無制限。 来たれ そして， 備えよ」 と 
いう 看板の ある 教会の 建物に ついて， 
もう 一度 考えて みょう。 もちろん， 
人 は 皆 それぞれ， 様々 な 建物 を 思い 
浮かべて いる ことと 思う。 恐らく は， 
一番よ く 通って いる 自分の ヮー ド部 
や 支部の 建物で あろ う 。 

今日， 私が 心の中に 描いて いるの 
は， ニュージーランド 'ゥュ リント 
ン ステーキ 部の マス タートン ワード 
部の 建物で ある。 私たち は， 2 月に 
この 素晴らしい 礼拝の 家を献 堂す る 
機会に 恵まれた。 私 はこれ まで， あ 


れ程， しみ ひとつな くきれ いな 建物 
に 入った ことがない。 見た目 も， 香 
り も 真新しい 建物であった。 適切な 
簡素 さの 中に も， 美しく， 主に 献納 
する のに ふさわしい 外観 を 誇って い 
た。 これ は 教会員の 手になる 建物で 

あった 0 

また 教会員に よって その 費用が 支 
払われた 建物であった。 建物 は 部屋 
の 隅々 まで， 教会員の 手で 磨き上げ 
られ， 誇らしい 限りであった。 庭 も 
趣味の よい 造りで， 構造 も 問題な か 
つた。 非 教会員で ある 町長の 話に よ 
れば， それ は 幸福な 人々 の 手で 建て 
られた 教会堂であった。 私たちが そ 
こへ 行く  3 週間 前に は， 献 堂までに 
恐ら く 工事 は 間に合わな いだろ う と 
言う 人 もあった。 だが そのような 疑 
念 を 抱いた 人々 は， この ワード 部の 
素晴らしい 監督と 会員た ち を 知らな 
かった ので ある。 暮ら し 向き は 豊か 
でな くと も， 固く 決意した 人々 であ 
つた。 壁に ペンキ を 塗り， 床に ヮ ッ 
ク ス を かけ る こと は 夜 子供 を 寝かせ 
つけた 親た ちの 仕事であった。 また 
適切な 励まし を 受けた 少年た ち は， 
礼拝堂の 周囲の 芝生に 緑 をよ みがえ 
らせ， 草花 を 咲かせる ために， 水の 
入った バケツ を 運んで きた。 と言う 
の も， ニュージーランド では 長い間 
雨が 降らなかった からで ある。 こう 
して 作業 は 完成した。 いや， 完成し 
ただけ ではな く  ， 輝 や く ばか り にな 
つたので ある。 人々 は， このように 
して， 犠牲， 準備， 協力， 信仰， 勤 
労な ど を 通じて 自分の あかりに 油 を 
一滴ず つ 蓄えた ので ある。 この ヮー 
ド 部の 会員 た ち が 夜中に 集 まって 一 
緒に 働く にした 力； い， お 互いの 愛 も 
深められた。 人々 はまた， 喜びのう 
ちに， その 心 を 輝かせた ので ある。 

教会の どの ヮー ド部ゃ ステーキ 部 
の 建物で も， 霊の 油 を 手に入れる こ 
と はでき る。 来て， 備え をして いた 
だきたい。 ワード 部の 会員の 仲間に 
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入って 一緒に 仕事 をして いただきた 
い。 ただ 物 を 提供す るので はなく， 
自分自身 を 提供して いただきたい。 
参加 もせずに 利益 だけ を 得る の はよ 
くない。 他人の こと を 思いやり， 他 
人の ために 奉仕して いる 人々 は， そ 
の あかり に 油 を 満た している ので あ 
る。 世界中の エネルギー 危機 は， 保 
護と 節約に よって その 危機 を 脱しつ 
つ ある 力：， これと は 全く 反対に， 霊 
の 危機 はよ く 使い， 備える ことによ 
つて 解消で きる ので ある。 きょう 皆 
様に 申し上げ たいこと は， 与えれば 
与える 程 自らの 霊の 油 を 蓄える こ と 
になる という ことで ある。 

私 は 今， ある 一軒の 家の こと を考 
えてい る。 皆様 や 私の 友で あるひと 
りの 隣り 人の 家で ある。 その 人の 家 
は 確かに 「ようこそ。 霊の 油お 分け 
します。 そのまま 中へ どうぞ」 とい 
う 言葉が 掲げられて いると 申し上げ 
てよ い 程の 家で ある。 このような 家 

が， 愛する ス ペン サー •  W  • キン ボ 

ール大 管長の 家な ので ある。 皆様が 
どこに いよ うと も， 大 管長 は 皆様の 
友で ある。 その 家 は 祈りの 家で あつ 
て， 大 管長が 祈る とき， 私たち は 主 
のみ 力 を 身近に 感ずる ので ある。 キ 
ン ボール 大 管長と 毎日 親しく 交わる 

という 大きな 祝福に 浴して いる 私共 
は， ごく 最近 大 管長が 日毎 祈りに よ 
り 新しい 見識 を 身に つけて いる と 言 
われた の を 耳に した。 祈りと は， 学 
習 を 経験す る ことで あり， 力 を 経験 
する ことで あり， また， へり く だる 
機会であって， 霊の 燃料の 供給源で 
ある。 キン ボール 大 管長と 共に 祈る 
ことにより， 霊 は 再び 活気 づけら れ 
るので ある。 

この ス ペン サー .w, キン ボール 
という 人 は 神の 予言者で あ りな 力； ら， 
しかもな お 祈る ことによって 祈りの 
なんたる か を 学んで いる。 大 管長 は 
賢明に も 次の よ う に 私たちに 教えて 
いる。 「聖餐 会に 出席す る こと は， 何 


年に も わたつ て 一滴ず つ あか り に 油 
を 蓄える ことで ある。 断食， 家族の 
祈り， ホーム. ティーチ ング， 肉体 

的な 欲望の 制御， 福音の 伝道， 聖典 
学習， こ う した 献身と 従順の 行為 は 
皆， 蓄え を 増す ための 大切な 一滴な 
ので ある。 親切な 行為， 什 分の 一な 
どの 献金， 健全な 思いやり や 行動， 
永遠の 誓約の 下での 結婚な ども， 油 
を 蓄える ための 大切な 要素であって， 
この 油に より， 私たち は 夜中で も， 
あかりの 油 を 使い切ったら， 補給が 
できる ので ある。」 (ス ペンザ 一 .w. 

キン ホー ノレ ト aith  Precedes  the 
Miracle"  「奇跡に 先駆ける 信仰」 
p.  256) 

神 は 謙遜な 祈りに 耳 を 傾けて おら 
れる こと を 皆様に 証 申し上げる。 も 
しそうで なければ， 神 は 決して 私た 
ちに 祈る よう 求められなかった であ 
ろう。 現在， 私たちが 祈りの 中で 特 
に 大切に しなければ ならない こ と を 
言えば， 敬虔な 思いで 静かに 耳 を 傾 
ける 時間であろう。 揺るぎない 信仰 
を もって 祈りの 井戸へ 行く 人 は 日毎 
その あかりの ための 油 を 汲み上げて 
いると 言えない であろう 力、。 また， 
有意義な 黙想に ふける ことによ り， 
蓄えて ある 油の 量 を 増やす こと も 可 
能で ある。 

ここで 再度， 皆様が 御存じの方で 
神の 王国の 仕事の ために 積極的に 献 

身して いる 人々 のこと を 一緒に 考え 
てみ ていた だきたい。 そのような 人 
人と 交わる の は， 大きな 感激で ある。 
また そのよう な 人々 の 熱意 を 感じ， 
神の み 業に 携わろう との 決意の 程 を 
うかがう の は， 霊 を 高める 経験で あ 
る。 私 は 今， 2 年 前に 改宗した ばか 
りの 22 歳の ある 美しい 女性に ついて 
考えて いる。 私たち 夫婦が この 女性 
と 会った の は， カリフォルニアでの 
ことで ある。 彼女 は， 最近 見つけ 出 
した 極めて 大切な もの， すなわち ィ 
エス. キリスト の 福音に 深 く 心酔し 


ていた。 そのような 彼女と 一緒に 時 
を 過ごす の は， 大きな 感動で ある。 
彼女から は， その 知人， とりわけ 彼 
女の 素晴らしい 両親 を 家族に できる 
だけ 早く 福音 を 分かち 与えよ う とす 
る 誠意が 感じられる。 彼女 は 準備し， 
実行しながら， あかりに 油 を 貯めて 
いるので ある。 私たち は， 彼女が 神 
の 生きて おられる の を 知り， イエス 
がキ リストで ある こと を 知っている 
という ことに， みじんの 疑い もない。 
まことに， 彼女の 杯 は， その 恵まれ 
た 知識と 確信と であ ふれて いるので 
ある。 

その 彼女が， ある 時， 私たちに 優 
しく， しかし 熱心に 頼み込んだ こと 
があった。 少し 時間 を 割いて， 彼女 
の 素晴らしい 家庭で 待つ 両親 を 訪ね 
て 欲しい と言うの である。 私共 は， 
すぐにそう すべき だと 感じた ので 訪 
ねて みた。 その 家庭に は 暖かい 雰囲 
気が 満ちて いた。 平安と 一致と 愛と 
があった。 彼女の 言葉で ある。 「私の 
22 年間 はとても 素晴らし いもので し 
た。 チャレンジに 富み， しかも 報い 
ある 時 だつ たんです。 私 は 数え 切れ 
ない 程の 祝福 を 受けて きました。 天 
父に 心から 感謝して います。 天父 は 
私 を 祝福して 下さり， こんなに 愛す 
る 両親 を 一緒に， 色々 な こと をす る 
機会 を 与えて 下さいました。 教会 や 
福音 は， 私が どんな ことで も 一生 懸 
命す るよう， 励まし を 与えて くれ ま 
す。 特に 良い 生活 を するとき や， 私 
の 祝福 を 他の 人々 にも， 分けて あげ 
たり するとき は， 必ずです。」 

彼女 こそ， 神の 選り抜きの 娘で あ 
る。 彼女 は アルマ 34：  32 に 記されて 
いる ことの 重要性と 真理 を 十分に 知 
つていた。 「現世 は， 人間が 神に 逢う 
用意 をし なくて はならぬ 時期で ある。 
現世の 生涯 は， 人間が 各々 働き を遂 
行せ ねばならぬ 時期で ある。」 

兄弟 姉妹の 皆様， 今 は 危急の 時で 
ある。 霊の 危機の 時で あり， 真夜中 
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がすぐ そこに 迫って いる。 「この 故に， 
汝ら 主の日 来る まで 聖き 所に 立ちて 
動く ことな かれ。 見よ その 日の 来る 
は 速 かなれば なり， と 主は宣 う。」 

(教義と 聖約 87:  8) 

私 は 天父に， 日々 私たちの 備えの 
助け をして 下さる よう， そして それ 
によって 私たちが 進歩し よ う と 思う 
たびに， また 行動 を 起こす たびに 一 
滴ず つ 霊の 油 を 蓄える こ とがで きる 
よ う ， 祈って いる。 看板 は， 私たち 


に 見る 気持ち さえ あれば， はっきり 
と 読み とれる はずで ある。 神の 慈悲 
と 愛が あれば こそ， 私たち は， 「霊の 
燃料 入手 可。 割当 量な し。 引換 券不 
要。 無制限。 来たれ， 備えよ」 と 言 
える ので ある。 私たちの 家庭内で も 
適切な 準備と 行ないが あれば， 「よう 

こそ。 霊の 油お 分けし ます。 その ま 
ま 中へ どうぞ」 と言えるの である。 

最後に 私の 証 を 申し上げたい。 皆 
様の あかり も 霊の 燃料で あふれる ま 


でになる ことが 可能で ある。 そのた 
めに は， 神と 人と に義 しく 仕えて， 
曰々 一滴ず つ 油 を 蓄えなければ なら 
ない。 

神 は 生きて おられる。 イエス はキ 
リストで あり， 私たちの 噴い 主で あ 
る。 そして この 教会 は 地上に おける 
主の 天国で ある。 この ささやかな 証 
を ィ エス • キリスト のみ 名に よ り 申 

し 上げる。 アーメン。 
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兄弟 姉妹の 皆様， この 聖会は 極め 
て 厳粛な 会合で ある。 それゆえ， 厳 
粛な 思いで， この 会に 参加し， また 
司会した いと 思う。 かなり 時間が か 
かる 予定で ある。 しかし， 私たちが 
今 申し上げ たよ うな 思いで いる 限り， 
決して 退屈な 時間と なること はない 
はずで ある。 

私たち は， 今， ソルト レーク. シ 
ティーの テン プル • スクェア 一に あ 

る タパ ナクルに 集い， 教会の 公式の 
聖会を 開いて 新しい 大 管長 を 初めて 
支持す る 挙手 を 行ない， 教会員と し 
ての 意思 を 表明し よ う と している。 
この 方法 は， ジョン' ティ ラー 大管 
長が 総 大会で 初めて 支持の 挙手 を受 
けて 以来， 現在まで ずっと 行なわれ 
ている 慣行に 従って 執られる もので 
ある。 

教会の 神権 者た ち は， この タバナ 
クルの 収容力の 限度 一杯まで， 神権 
定員 会 別に 席に着い ている。 

大 管長 会， 十二使徒 評議員 会お よ 
びその 補助， 大 祝福 師， 七十 人 最高 
評議員 会 会長 及 び 管 連 監督 会の 各 会 
員 は， 従来 通り， タパ ナクルの 演壇 
上に ある 席に着い ている。 

十二使徒 会 地区 代表， 十二使徒 会 
およ び 七十 人 最高 評議員 会 伝道 部 代 
表 は， 演壇の 両側に ある 席， すな わ 


ち 手すり の 内側の 一段 低 くな つたと 
ころに ある 席と 演壇と 同じ 高さのと 
ころに ある 席， および 会場の 最前 部 
の 席に着い ている。 

祝福 師は， 会場の 最前 部に 近い 席 
に 着いて いる。 

教会の 大祭司， すなわち ステーキ 
部長 会， 高等 評議員， 定員 会 会長 会 
と 会員， および ワード 部 監督 会の 各 
員 は， 会場の 一階 中央に ある 席 を 後 
部 二階 席の 下まで 使って 座って いる。 

七十 人 は， 会場 一階の 北側 （左 
側)， 二階 席 北側の 下の 席に着い てい 
る。 

長老 は， 会場 一階の 南側 （右側）， 
二階 席 南側の 下の 席に着い ている。 

ァ a ン 神権 者 （祭司， 教師お よび 
執事） は， 一階 席の 大祭司の 後方， 
後部 二階 席の 真下の 席に着い ている。 

その他 教会の 一般 会員 は， 今まで 
申 し 上げた 以外の 席に着い ている。 

また 多く の 人々 が アッセン ブ リ 一' 
ホール， ソルト' ノ、。 レス， あるいは 
それぞれの 家庭に 集まって いる。 教 
会員なら どこに いよ うと も， 支持の 
挙手に 参加す る ことが 出来る。 

挙手 は， まず 神権 定員 会， 続いて 
大会 出席者の 順で 行なわれる。 

定員 会 は 次の 順序で 挙手 を 行う。 

1. 大 管長 会 


2.  十二使徒 定員 会 

3.  祝福 師 

4.  大祭司， この 中には， 十二使徒 
会 補助， 地区 代表， 伝道 部 代表， ス 
テーキ 部長 会， 高等 評議員， 定員 会 
会長 会 及び 会員， 管理 監督 会 それに 
ヮー ド部 監督 会が 含まれる。 

5.  七十 人 

6.  長老 

7.  ァ n ン 神権 者 (祭司， 教師お よ 
び 執事） 

8.  神権 者 を 含む 会場の 全 聴衆 
挙手 は 次の よ う に 行なわれる。 
それぞれ 定員 会 あるいは 神権 組織 

が 呼び上げられ， 提示され た 役員 を 
支持す るた めの 挙手 を 行なうよ う 求 
めら れる。 挙手 をす る 人々 は， 呼び 
上げられた 時には 立ち上がり， 賛成 
の 挙手 を 求められたら， 右手 をめ: 角 
に 曲げて 上げる。 これ は 挙手の 対象 
となった 役員 を 支持して いると いう 
こと を 主に 示す ためで ある。 そして 
手 を 降ろす。 次に 反対の 挙手 をす る 
人々 も 右手 を 直角に して 上げる よ う 
求められる。 支持す るよう 読み上げ 
られた 役員 を 心から 支持す る こと は 
できない， という こと を 主に 証す る 
ためで ある。 

賛成， 反対の 挙手が 行なわれた 後 
に， 定員 会の 会員 は 席に着く。 
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全 定員 会 は 以上の 方法で 同じよ う 
に 挙手 を 行なう。 

あらゆる 人力;， 自 から 望む ままに 
全く 自由に 挙手で きる。 この 挙手に 
はいかなる 形で あれ， 強制 はない。 
賛成の 挙手 をす る ときには， 挙手の 
対象と なった 役員 を 支持す る。 すな 
わち， 明確 かつ 率直に 完全な 信頼 を 
置いて 支持 するとい う 厳粛な 誓約 を 
主と 結ぶ ので ある。 

全 定員 会が 以上の 方法で 挙手 を 行 
なった あと， 神権の 有無に かかわら 
ず， 全 聴衆の 挙手が 求められる。 そ 
の 時には 全員が 起立す る。 支持の 挙 
手 をす る 者 は， 右手 を 挙げて その 役 
員 を 支持す る こと を 証明す る。 賛成 
の 挙手が 終わる と， 反対の 挙手が 求 
めら れる。 その 時 も 同じく 右手 を 直 
角に 挙げて その 意 を 示す。 

定員 会に よ る 挙手の 対象と なる 役 
員 は 次のと おりで ある。 

大 管長 
第一 副 管長 
第二 副 管長 
十二使徒 定員 会 会長 
十二使徒 評議員 会 会員 
大 祝福 師 

副 管長， 十二使徒 評議員 会， 大祝 
福師 を， 教会に 対する 予言者， 聖見 
者に して 啓示 を 受ける 者と して 認め 
るた めの 支持。 

定員 会に よ る 以上の 役員の 支持の 
挙手が 終わった 後， 残りの 教会 幹部， 

教会 中央 役員， 教会 補助 組織 管理 会 
役員の 支持が， 通常の 総 大会の 挙手 
の 方法に 準じて 行われる。 以上の 方 
法 は， ジョン • テ イラ 一大 管長の 定 
めら れた 手続きに のつ とった もので 
ある。 

では， 挙手 を 始める 準備 をして い 
ただきたい。 教会員の み 挙手に 参加 
する 資格が ある。 

ひ とつの 定員 会 か あるいは 場合に 
よって は 複数の 定員 会が， 一度に 立 
ち， 定員 会 ごとの 挙手 を 行なう。 定 


員 会 は それぞれ 指示 された ときに 起 
立し， 着席の 指示が あるまで その ま 
までいて いただきたい。 

願わくは 主の 導きが あって， みた 
まが 留まり， 主によ つて 定められた 
この 厳粛な 会が 無事 進められ るよ う 
に。 また， それにより， 主の 教会の 
会員が， 教会 を 管理し， その 業 を 指 
導し， 全人 類 を 救いと 昇栄に 導く よ 
う 主から 召されて いる 人々 を 支持す 
る という 意志の 表明が できる よ う に。 

まず， 大 管長と 副 管長 を 支持す る 
ための 挙手 を 定員 会 ごとに 行なう。 

大 管長 会に ついての 挙手 

大 管長 会 は 立って いただきたい。 

ス ペン サー • ウーリー • キン ボー 
ルを 末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス ト 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

この 提議に 賛成の 方 は 右手 を 挙げ 
て その 意 を 表わして 下さい。 反対の 
方 も 同様に 右手 を 挙げて その 意 を 表 
わして 下さい。 

ナ サン. エルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 

felrf す る 。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に 
右手 を 挙げて 下さい。 

マリオン， ジョージ •  ロムニー を 

第二 副 管長と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 者 も 同様に。 

大 管長 会 は 着席して 下さい。 

次に 十二使徒 定員 会の 方 はお 立ち 
いただきたい。 

ス ペン サ  一 • ウーリー • キン ボー 

ルを 末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 


賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
ナ サン. ヱ ルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 
提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン' ジョージ， ロムニー を 

第二 副 管長 として 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
十二使徒 評議員 会 は 着席 して 下さ 

い 0 

会場 内の 祝福 師 および 大 祝福 師は 
お立ちいた だきたい。 
ス ペン サ 一' ウーリー. キン ボー 

ル を 末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ナ サン. エルドン' タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 
提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン 'ジョージ' ロムニー を 

第二 副 管長と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

祝福 師は 着席して 下さい。 

会場の 大祭司， すなわち， 十二 使 
徒 会 補助， 十二使徒 会 地区 代表， 十 
二 使徒 会お よ び 七十 人 最高 評議員 会 
伝道 部 代表， ステーキ 部長 会， 高等 
評議員， 定員 会 会長 会お よび 会員， 
管理 監督 会， ワード 部 監督 会， 以上 
の 方々 はお 立ちいた だきたい。 

ス ペン サー' ウーリー 'キン ボー 
ルを 末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス 卜 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
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よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
ナ サン. エルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 
提議す る。 賛成の 方 は 右手 を 挙げて 
その 意 を 表わして 下さい。 反対の 方 
も 同様に。 

マリオン • ジョージ' ロムニー を 

第二 副 管長と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

大祭司 は 着席して 下さい。 

会場の 七十 人， すなわち 七十 人最 
高評 議員 会 会員， その他の 七十 入定 
員 会 会長 会 お よ び 会員 はお 立ちいた 
だきたい。 

ス ペン サ 一' ウーリー 'キン ボー 
ルを 末日 聖徒 イエス • キリス 卜 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ナ サン. エルドン' タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 
提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン' ジョージ. ロムニー を 

第二 副 管長と して 支持す るよ う 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

七十 人 は 着席して 下さい。 

会場の 長老， すなわち 定員 会 会長 
会お よ び 会員 は お立ちい た だきたい。 

ス ペン サ  一 • ウーリー • キン ボー 
ルを 末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 


ナ サン. エルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 

fete す る 。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン • ジョージ' ロムニー を 
第二 副 管長と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

長老 は 着席して 下さい。 

会場の ァ ロン 神権 者， すなわち， 
教師， 執事 両 定員 会 会長 会， 及び 祭 
司， 教師， 執事の 各 定員 会 会員 はお 
立ちいた だきたい。 

ス ペン サー • ウーリー . キン ボー 
ルを 末日 聖徒 ィ ヱス. キリス ト 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ナ サン. エルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長と して 支持す るよう 
fctei る 0 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン， ジョージ' ロムニー を 

第二 副 管長と して 支持す るよ う 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ァ ロン 神権 者 は 着席して 下さい。 

会場の 全 聴衆， すなわち 神権 を 持 
つ 者 も 持たない 者 も， 教会員 は 全員 
お立ちいた だきたい。 また， アツ セ 
ン ブ リ 一' ホール, ソ ノレ 卜 •  ノ、 ° レ ス 
その他の 会場に いる 方々 も 同様に 立 
つて 挙手 に 参加 していた だきたい。 
さ らに ラジオ ゃテレ ビを 通して この 
会 を 視聴して おられる 方々 にも 参加 
していた だきたい。 

ス ペン サ  一 • ウーリー 'キン ボー 
ルを 末日 聖徒 ィ エス • キ リス ト 教会 
の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 


として， また 大 管長と して 支持す る 
よ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ナ サン. エルドン. タナー を大管 

長 会 第一 副 管長 として 支持す るよう 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

マリオン • ジョージ， ロムニー を 
第二 副 管長と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

全員 着席して 下さい。 キン ボール 
大 管長， これまでの ところ， ただい 
まの 提議 も それ 以前の 提議 も すべて 
満場一致で 支持され ている ようです。 

十二使徒 会 会長お よび 十二使徒 定 
員 会 全会 員に ついての 挙手 

次に， 十二使徒 定員 会 会長お よび 
定員 会の 全会 員 を 支持す るた めの 挙 
手 をお 願いしたい。 
大 管長 会 は 立って いただきたい。 
エズラ. タフ 卜' ベンソン を 末日 
聖徒 ィヱス 'キリス 卜 教会の 十二 使 
徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を' 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィ エス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ • 
タフ 卜 • ベンソン， マーク '£'ピ 
一 ター セン， デルバート •  L  'ステ 
ィ プレー， リグ ランド' リチ ヤー ズ'， 
ヒ ユー •  B  'ブラウン， ノヽ ワード' 
W  'ハンター， ゴードン •  B  • ヒン 
クレー， トーマス "S* モンソン， 
ボ イド •  K  • パッカー， マー ビン' 
J  • アシュトン， ブル ース •  R  'マ 
ッコン キーお よび L  • トム' ペリー 
を 支持す るよ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
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表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
大 管長 会 は 着席して 下さい。 
十二使徒 定員 会 は お 立 ちいた だき 

たい。 エズラ • タフト' ベンソン を 

末日 聖徒 ィヱス . キリス ト 教会の 十 
二 使徒 定員 会 会長と して 支持す るよ 
う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて そ の 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 イエス . キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ- 

タフト' ベンソン， マーク '£'ピ 
一 ター セン， デル バー 卜 •  L  'ステ 
ィ プレー， リグ ランド • リチ ヤー ズ， 
ヒ ユー •  B  • ブラウン， ノヽ ワード • 
W  • ハンター， ゴードン •  B  'ヒン 
クレー， トーマス 'S* モンソン， 
ボ イド •  K  'パッカー， マー ビン • 
J  • アシュトン， ブルース •  R  • マ 
ッコン キーお よび L  • トム' ペリー 
を 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

十二使徒 定員 会 は 着席 して 下さい。 

会場の 祝福 師 お よ び大 祝福 師 は お 
立ちいた だきたい。 

エズラ' タフ 卜' ベンソン を 末日 
聖徒 ィヱ ス. キリス 卜 教会の 十二 使 

徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて そ の 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス 卜 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ' 
タフト' ベンソン， マーク '£*ピ 
一 ター セン， デル バー 卜 •  L  • ステ 
ィ プレー， リグ ランド' リ チヤ ーズ， 
ヒ ユー •  B  • ブラウン， ハワード • 
W  • ハンター， ゴードン •  B  • ヒン 
クレー， トーマス 'S' モンソン， 
ボイ K  •  K  • パッカー， マー ビン' 
J  • アシュトン， ブル ース •  R  'マ 
ッコン キーお よび L  • トム 'ペリー 
を 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 はお 手 を 挙げて その 意 を 


表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
祝福 師は 着席して 下さい。 
会場の 大祭司， すなわち， 十二 使 
徒 会 補助， 十二使徒 会 地区 代表， 十 
二 使徒 会お よ び 七十 人 最高 評議員 会 
伝道 部 代表， ステーキ 部長 会， 高等 
評議員， 定員 会 会長 会お よび 会員， 
管理 監督 会， ワ-ド 部 監督 会， 以上 
の 方々 はお 立ちいた だきたい。 

エズラ 'タフト' ベンソン を 末日 
聖徒 ィヱ ス. キリス ト 教会の 十二 使 

徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ- 
タフト 'ベンソン， マーク .£.ピ 
一 ター セン， デル バー ト •  L  • ステ 
ィ プレー， リグ ランド • リ チヤ ーズ， 
ヒ ユー •  B  • ブラウン ，ハワード' 
W  •  ノヽン ター， ゴードン •  B  'ヒン 
クレー， トーマス モンソン， 
ボ イド •  K  •  ノ、 ° ッ カー， マー ビン • 
J  • ァシュ トン， ブル ース •  R  • マ 
ッ コ ン キーお よ び L  • トム' ペリー 
を 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

大祭司 は 着席して 下さい。 

会場の 七十 人， すなわち 七十 人最 
高評 議員 会 会員， その他の 七十 人定 
員 会 会長 会 及 び 会員 はお 立ちいた だ 
きたい。 

エズラ 'タフト' ベンソン を 末日 
聖徒 ィ エス. キリス ト 教会の 十二 使 

徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ- 
タフト • ベンソン， マーク *£'ピ 
一 ター セン， デルバート •  L  'ステ 
ィ プレー， リグ ランド • リチ ヤー ズ， 


ヒ ユー 'B' ブラウン， ハワード. 
W  . ハンター， ゴードン •  B  'ヒン 
クレー， 卜 一 マス 'S' モンソン， 
ボイ ド •  K  •  ノ 、。ッ カー， マー ビン' 
J  'アシュトン， ブルース 'R* マ 
ッコン キーお よび L  • トム' ペリー 

を 支持す るよう 提議す る 。 賛成の 方 
は 右手 を 挙げて その 意 を 表わして 下 

さい。 反対の 方 も 同様に。 
七十 人 は 着席して 下さい。 
会場の 長老， すなわち 定員 会 会長 

会お よ び 会員 は お立ちい た だきたい。 
エズラ 'タフト' ベンソン を 末日 

聖徒 イエス. キリス ト 教会の 十二 使 

徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィヱス • キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ- 
タフト 'ベンソン， マーク 'E. ピ 
一 ター セン， デル バー ト •  L  • ステ 
ィ プレー， リグ ランド • リ チヤ ーズ， 
ヒ ユー •  B' ブラウン， ノヽ ワード •  W 
•  ノヽン ター， ゴードン •  B  • ヒンク 
レー， トーマス 'S* モンソン， ボ 
ィ ド •  K  • パッカー， マー ビン •  J 
'アシュトン， ブルース •  R  • マツ 
コン キーお よびし' トム' ペリー を 
支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

長老 は 着席して 下さい。 

会場の ァ ロン 神権 者， すなわち， 
教師， 執事 両 定員 会 会長 会， および 
祭司， 教師， 執事の 各 定員 会 会員 は 
お立ちいた だきたい。 

エズラ' タフト • ベンソン を 末 日 
聖徒 ィヱス • キリス ト 教会の 十二 使 
徒 定員 会 会長と して 支持す るよう 提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ • 
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タフト' ベンソン， マーク .E. ピ 
一 ター セン， デル バー 卜 •  L  . ステ 
ィ プレー， リ ゲラ ンド • リ チヤ ーズ， 
ヒ ユー •  B  • ブラウン， ハワード. 
W  • ハンター， ゴードン. B  . ヒン 
クレー, トーマス モンソン， 
ボ イド •  K  •  ノ 、。ッ カー， マー ビン. 
J  • アシュトン， ブル ース •  R  • マ 
ッコン キーお よび L  • トム • ペリー 
を 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
会場の 全 聴衆， すなわち 神権 を 持 
つ 者 も 持たない 者 も， 教会員 は 全員 
お立ちいた だきたい。 さらに アツ セ 
ンブリ  一 • ホールに いる 方々 やその 
他ラ ジォ ゃテレ ビを 通して この 会 を 
視聴して いる 方々 も 立って この 挙手 
に 参加して いただきたい。 

エズラ 'タフト' ベンソン を 末日 
聖徒 ィヱス 'キリス 卜 教会の 十二 使 
徒 定員 会 会長と して 支持す るよ ぅ提 
議 する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 定員 会 会員と して， エズラ • 
タフト 'ベンソン， マーク 'E. ピ 
一 ター セン， デ ルバ ート' L  'ステ 
ィ プレー， リグ ランド. リ チヤ ーズ， 
ヒ ユー •  B  • ブラウン， ノヽ ワード. 
W  •  ノヽン ター， ゴードン •  B  'ヒン 
クレー， トーマス 'S* モンソン， 
ボ イド •  K  • パッカー， マー ビン' 
J  • アシュトン， ブルース •  R  • マ 
ッコン キーお よび L  • トム' ペリー 
を 支持す るよ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

聴衆 は 全員 着席して 下さい。 

これまで 見る 限り， この 提議 もす 
ベて 満場一致で 賛成の 挙手が 得 ら れ 
ま した。 

大 祝福 師 についての 挙手 


次 に大 祝福 師 を 支持す る 挙手 をお 

願いた したい。 
大 管長 会 はお 立ちいた だきたい。 
ェ ルド レッド •  G  'スミ スを大 祝 

福師と して 支持す るよ う 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 

表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
大 管長 会 は 着席して 下さい。 
十二使徒 定員 会 は お立ちい た だ き 

たい。 

ェ ルド レッド •  G  • ス ミス を大祝 

福師と して 支持す るよ う 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
十二使徒 定員 会 は 着席して 下 さい。 
会場の 祝福 師 および 大 祝福 師 はお 
立ちいた だきたい。 

ェ ルド レッド •  G  • ス ミス を大祝 
福師と して 支持す るよ う 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
祝福 師は 着席して 下さい。 
会場の 大祭司， すなわち， 十二 使 
徒 会 補助， 十二使徒 会 地区 代表， 十 
二 使徒 会お よ び 七十 人 最高 評議員 会 
伝道 部 代表， ステーキ 部長 会， 高等 
評議員， 定員 会 会長 会お よび その 会 
員， 管 連 監督 会， ワード 部 監督 会， 
以上の 方 々はお 立ちいた だきたい。 
ェ ルド レッド . G  • ス ミス を大祝 
福師と して 支持す るよう 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
大祭司 は 着席して 下さい。 
会場の 七十 人， すなわち 七十 人最 
高評 議員 会 会員， その他の 七十 入定 
員 会 会員お よ び 会員 は お立ちい た だ 
きたい。 

ェ ルド レッド •  G  'ス ミス を大祝 

福師 として 支持す るよう 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 

表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
七十 人 は 着席して 下さい。 
会場の 長老， すなわち 定員 会 会長 

会お よび 会員 はお 立ちいた だきたい。 


ェ ルド レッド •  G  • ス ミス を大祝 

福師と して 支持す るよう 提議す る。 
賛成の 方 はお 手 を 挙げて その 意 を 

表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
長老 は 着席して 下さい。 
会場の ァ D ン 神権 者， すなわち， 

教師， 執事 両 定員 会 会長 会お よび 祭 

司， 教師， 執事の 各 定員 会 会員 はお 

立ちいた だきたい。 

ェ ルド レッド •  G  • ス ミス を大祝 

福師と して 支持す るよ う 提議す る。 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 

表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
ァ ロン 神権 者 は 着席して 下さい。 

会場の 全 聴衆， すなわち 神権 を 持 
つ 者 も 持たない 者 も， 教会員 は 全員 
お立ちいた だきたい。 また アッセン 
ブリ 一 . ホールに いる 方々 ゃラ ジォ， 
テ レ ビを 通して この 会 を 視聴して い 
る 方々 も， 立って この 挙手に 参加し 
ていた だきたい。 

エル ド レッド •  G  'ス ミス を大祝 
福師と して 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

全 聴衆 は 着席して 下さい。 

この 提議 も 同様に 満場一致で 賛成 
の 挙手が 得られた。 

予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
についての 挙手 

次に 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受け 

る 者 を 支持す る 挙手 をお 願いしたい。 
大 管長 会 はお 立ちいた だきたい。 
副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 

言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 

て 支持す るよう 提議す る。 
賛成の 者 は 右手 を 挙げて その 意 を 

表わして 下さい。 反対の 者 も 同様に。 
大 管長 会 は 着席して 下さい。 
十二使徒 定員 会 は お立ちい た だ き 

たい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
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て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

十二使徒 定員 会 は 着席 して 下 さい。 

会場の 祝福 師 およ び大 祝福 師 はお 
立ちいた だきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

祝福 師は 着席して 下さい。 

会場の 大祭司， すなわち， 十二 使 
徒 会 補助， 十二使徒 会 地区 代表， 十 
二 使徒 会お よ び 七十 人 最高 評議員 会 
伝道 部 代表， ステーキ 部長， 高等 評 
議員， 定員 会 会長 会お よび その 会員， 
管理 監督 会， ワード 部 監督 会， 以上 
の 方々 はお 立 ちいた だきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

大祭司 は 着席して 下さい。 

会場の 七十 人， すなわち 七十 人最 
高評 議員 会 会員， その他の 七十 入定 
員 会 会長 会お よび 会員 はお 立ちいた 
だきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよ う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

七十 人 は 着席して 下さい。 

会場の 長老， すなわち 定員 会 会長 
会お よ び 会員 は お立ちい た だきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

長老 は 着席して 下さい。 

会場の ァ ロン 神権 者， すなわち， 
教師， 執事 両 定員 会 会員 はお 立ちい 


ただきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ァ ロン 神権 者 は 着席して 下さい。 

会場の 全 聴衆， すなわち， 神権 を 
持つ 者 も 持たない 者 も， 教会員 は 全 
員お 立ちいた だきたい。 さらに， ァ 
ッ セン プリ  一 • ホールに いる 方々， 
ラ ジ ォゃテ レ ビを 通して この 会を視 
聴して いる 方々 も 同様に 立って 挙手 
に 参加して いただきたい。 

副 管長， 十二使徒， 大 祝福 師を予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と し 
て 支持す るよう 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

全 聴衆 は 着席して 下さい。 

キン ボール 大 管長， これまで 見る 
限り， この 提議 も 満場一致の 賛成の 
挙手が 得られた よ う です。 

ジョン. ティ ラ 一大 管長に よって 
定められた 手続きに 引き続き， これ 
まで 支持 を 受けなかった その他の 教 
会 幹部 や 教会 中央 役員， さらに 補助 
組織の 長 を 支持す る 挙手 をお 願いし 
たい。 これ は 通常の 総 大会の 方法に 
従って 行われる。 聴衆 は 挙手の 間， 
立つ 必要 はない。 全会 員が 一勢に 挙 

手す る。 アッセン ブリー' ホールに 
いる 方々 や ラジオ， テレビ を 通して 
この 会 を 視聴して いる 方々 も この 挙 
手に 参加して いただき たいと 思う。 

十二使徒 会 補助と して 次の 方々 を 
支持す るよ う 提議す る。 

アルマ • ソニー 

エル レイ • クリスチャン セン 
スター リング • W • シ ル 
ヘンリー 'D* ティラー 
アル ビン •  R  • ダイヤー 

フランクリン •  D  • リ チヤ ーズ 

セォ ドア •  M  •  ノ 、'一  トン 


バーナード. P  . ブロック ノ、' ンク 
ジ エームズ •  A  • カリ モア 
マリオン 'D*  ノヽ ンクス 
ジ ヨセフ • アンダーソン 
デ ビッド •  B  . ヘイト 
ウィリアム • H 'ベネット 
ジョン •  H  • バン デンバー ゲ 
ロバート • L • シンプ ソン 

〇'• レスリー 'ストーン 
ジ エームズ •  E  • ファウスト 

J • トーマス • ファイア ンズ 
ニール • A • マックスウェル 
賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

ス ペン サー • ウーリー • キン ボー 
ルを 末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 

信託統治 人と して 支持す るよう 提議 
する。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

七十 人 最高 評議員 会 会員と して， 
次の 方々 を 支持す るよう 提議す る。 

セィ モアー • デル ワース • ヤング 

ミルトン •  R  •  ノヽン ター 

アル バート • セォ ドア • タ トル 

ポール • H • ダン 

ノヽー トマ ン* レク ター • ジュニア 

ロレン • C • ダン 

レックス •  D  • ビネ ガー 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

管理 監督 会と して 次の 方々 を 支持 
する よ う 提議す る。 

管理 監督と して， ビクター. L  . 
ブラウン 

第一 副 監督と して， H  • バー ク • 
ピーター ソン 

第二 副 監督と して， ボーン . J  . 
フェザーストン 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 
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十二使徒 定員 会 地区 代表 と 十二 使 
徒 定員 会お よび 七十 人 最高 評議員 会 
伝道 部 代表 を 現状の ま ま 支持す る よ 
う 提議す る。 

賛成の 方 は 右手 を 挙げて その 意 を 
表わして 下さい。 反対の 方 も 同様に。 

次に あげる 各部 局， 委員会， その 
他の 教会 中央 組織の 役員と して 次の 
方々 を 提議す る。 

歴史 部 

顧問と して， ハワード . W  • ハン 
ター， ブルース •  R  'マッコ ン キー 
実務 部長 として アル ビン •  R  • ダ 

ィ ヤー 

管理 副 部長 として ジ ヨセフ 'アン 
ダーソ ン 

実務 部長 補佐と して アール •  E  • 
才ル ソン 

教会 歴史 記録 者 として レオナルド' 
J • アーリントン 

教会 図書 記録 保管 者と して ドナ ル 

ド •  r • シュ ミット 

福祉 活動 部 

顧問と して， マー ビン •  J  'ァシ 

ュ卜ン 

評議会 議長 として ビクター. L  . 

ブラウン 

社会 活動 部長と して 0 バー ト . L. 
シン プソ ン 

教会 福祉 部長と して ジュニア • ラ 
イト • チヤ イノ レド 

保健 活動 委員長 として ジ X —  ムズ. 

0  •  メイ ソ ン 博士 

家庭の 夕べ 委員会 
顧問と して ボイ ド •  K  • 'ち カー 
実務 部長と して ジ エームズ . A  • 
カリ モア 

神権 伝道 委員会 

実行委員会 委員長と して エズラ • 
タフ 卜' ベンソン 


副 委員長と して ゴー ドン. B  • ヒ 
ン クレー， トーマス 'S* モンソン, 
ブルース •  R  • マッコ ン キー 

実務 部長と して D レン •  C  . ダン 

メ ルケ ゼデク 神権 委員会 
トーマス • S • モンソン 
ボ イド •  K  • 'ち カー 
マー ビン •  J  • アシュトン 
ブル ース 'R  'マッコ ン キー 

軍務 関係 委員会 

顧問と して ボイ ド •  K  • パッカー 
実務 部長と して デビ ッ ド •  B  'へ 
ィ 卜 

神権 系図 委員会 

顧問と して マーク •  E  • ピーター 
セン， ハワード •  W  •  ノヽン ター， 

実務 部長と して セォ ドア •  M  • バ 

ー卜ン 

音楽 部 

顧問と して マーク •  E  • ピーター 
セン， ボ イド •  K  •  ノ、" ッ カー 

実務 部長と して 0  • レスリー • ス 
卜ーン 

タパ ナクル 聖歌隊 

団長と して アイザック •  M  'スチ 
ュヮー 卜 

指揮者と して リチャード •  P  • コ 
ン ティ 

准 指揮者と して ジ ユイ •  E  • ゥ ヱ 
ルチ 

主任 オルガ ニス ト として アレクサ 
ンダー • シュ ライナー 

オルガ ニス ト と して ロバ 一 ト. N. 
ク ン デ ッ ク 

オルガ 二 ストと して ロイ •  M  • ダ 
一 リ 一 

施設 管理 部 

顧問と して マー ビン •  J  • ァシュ 

ト ン 

実務 部長と して ジョン •  H  • バン 


デンバー グ 
内務 伝達 部 

顧問と して トーマス. S  . モン ソ 
ン， ボ イド •  K  • パッカー， マー ビ 
ン' J  'アシュトン， ブルース 'R* 
マッコ ン キー 

実務 部長と して J  • トーマス • フ 
アイアン ズ 

広報部 

顧問と して マーク •  E  • ピーター 
セン， ゴードン •  B  • ヒンクレー 

実務 部長と して ゥ エンデル •  J  • 
ァシュ 卜ン 

教会 教育 理事会 

ス ペン サー •  W • キン ポール 

ナサ ン' エルドン • タナー 

マリオン •。• ロムニー 
エズラ • タフト • ベンソン 
マーク • E • ピーター セン 
デル バー 卜. L. ス ティ プレー 

リグ ランド • リチ ヤー ズ 
ヒ ユー •  B  • ブラウン 
ノヽ ワード •  W  • 'ヽン ター 
ゴードン • B • ヒンクレー 
トーマス • S 'モンソン 
ボイ ド •  K  • パッカー 
マー ビン •  J  • アシュトン 
ブノ レース •  R  • マッコ ン キー 
L • トム 'ペリー 
アル ビン •  R  • ダイヤー 
マリオン 'D. 'ヽ ンクス 
A  • セォ ドア， 夕 トル 
ポール •  H  • ダ ン 
ビクター • L • ブラウン 
ベル' S  • スノ 、。ッ フォード 

教会 教育 部 教育 委員長と して ニー 
ノレ •  A  • マックス ゥ ェソレ 

教会 財務 委員会 
教会 監査 員と して 
ウィルフォード •  G  • エド リング 
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ノヽロ ルド •  H  'ベネット 
ウェストン ノヽ ミノ レ卜ン 
リー •  S  • ビック モア 
デビ ッ ド. M  • ケネ ディ 
ワレン •  E  •  ノ 、。フ 
ジ エー ムス •  A  'ノーバー ゲ 

メ ルケ ゼデク 神権 MIA. 

顧問と して トーマス' S  'モン ソ 
ン， ボ イド •  K  • パッカー， マー ビ 
ン •  J  'アシュトン， ブル ース •  R  • 
マッコ ン キー 

実務 部長と して ジ エームズ •  E  • 
ファウスト 

実務 副 部長と して マリオン •  D  • 
ハンクス， および 現在 組織され てい 
る 中央 管理 会 役員 全員 を 現状の ま ま 。 

ァ 口 ン 神権 MIA 

管理 監督 会の ビク ター •  L  'ブラ 
ゥン， H  •  ノくー  ク • ピーター ソン， 
ボーン' J  • フヱザ 一 スト 一 ンの指 

導の 下に 

ァ ロン 神権 MIA  (若い 男性） 
若い 男性 会長して ロバ 一 ト •  L  • 
'< ッ ク マン 


第一 副会長 として リグ ランド •  R  • 
カーティス 

第二 副会長と して ジャック •  H  • 
ガス リンド • ジュニア 

お よ び 現在 組織 されて いる 中央 管 
理会 役員 全員 を 現状の まま 

ァ ロン 神権 MIA  (若い 女性） 

若い 女性 会長と して ルース . ハー 
ディ 'ファンク 

第一 副会長 として ホー テンス. H. 
チャイルド 

第二 副会長と して ァー デス •  G  • 
力 ッ プ 

お よ び 現在 組織 されて いる 中央 管 
理会 役員 全員 を 現状の まま 

扶助 協会 

会長と して ベル • ス ミス • スパッ 
フォード 

第一 副会長と して マ リア ン • クラ 
ーク 'シャープ 

第二 副会長と して ルイ ス • ヮ レス' 
マドセン 

お よ び 現在 組織 されて いる 中央 管 
理会 役員 全員 を 現状の まま 


日曜 学校 

会長 として ラッセル •  M • ネル ソ 

第一 副会長 として ジ ヨセフ 'B. 

ワース リン 

第二 副会長と して リチャード • し 
ワーナー 

お よ び 現在 組織 されて いる 中央 管 
理会 役員 全員 を 現状の まま 

初等 協会 

会長と して ラバーン 'ワット. パ 
一 ムリー 

第一 副会長と して ナオ ミ 'ワード' 
ラン ドール 

第二 副会長と して フロー  レンス' 
リース， レーン 

お よ び 現在 組織 されて いる 中央 管 
理会 役員 を 現状の まま 

以上の 提議に 賛成の 方 は 右手 を挙 
げて その 意 を 表わして 下さい。 反対 
の 方 も 同様に。 

キン ボール 大 管長， 私が 見た 限り 
すべての 提議が 満場一致で 賛成の 挙 
手 を 得られた ようです。 
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我ら 何 を か 聞く 

大 管長 

ス ペン サ一 • W • キン ボール 


愛する 兄弟 姉妹の 皆さん。 距離の 
遠近 を 問わず 私たち は 世界 各地 か 
ら 集まって きて， この 聖 なる 集会に 
臨んで いる。 聖 会はィ ス ラエルの 時 
代よ り 聖徒た ちの 間で よ く 知られて 
いた。 その 種類 も いろいろ ある 力;， 
一般に は， 神殿の 献堂， あるいは 新 
しい 大 管長 会 を 支持す るた めに 開か 
れる 特別な 集会， または 口 レンゾ. 
スノー 大 管長に 与えられた 什 分の 一 
に関する 啓示の よ う にある 啓示 を 支 
持す るた め に 招集 される 神権 者の 集 
ま りな ど を 指して きた。 

予言者 ジ ヨセフ • ス ミス は聖 会に 
ついて こ う 語って いる 

「汝ら 切に ここに 停まれよ。 而 して， 
正に こ の 最後の 王国 に 於け る 最初の 
働き人た ちの 聖会を 招集せ よ。」 （教 

義と聖 約 88:  70) 

ジ ヨセフ • ス ミスと ブリガム • ャ 
ング は， 神権の 各 職 を 代表す る 人々 
を 含む 全会衆 からまず 支持 を 受けた。 
プリ ガム • ヤングが 支持 を 受けた の 
は 1846 年 3 月 27 日で あつたが， その 
とき は 評議員 会に よって 「イスラ ヱ 
ルの 陣営 全体 を 管 連す る 長に 全会 一 
致で 選ばれた。」 （B  .  H  •  口 パーツ 
A し omprghsnsive  History  of  the 
Church  「教会 概め第 3 巻， p.  52) 
次いで 支持 を 受け， ホザナ の 歓呼が 


あつ 7" 

ハ 口 ルド . B  • リ 一大 管長に 至る 

まで， 歴代の 大 管長 はいずれ も聖会 
において 教会の 神権 者より 支持 を受 
けて きた。 リ 一大 管長が 支持 を 受け 
たの は 1972 年 10 月 6 日で ある。 

初めて 聖会を 導入した のはジ ョ セ 
フ 'ス ミスで ある。 ジ ヨセフ は 説教 
を 終えた 後， 大 管長 会 を 初めと して， 
各 定員 会に， 自分 を 予言者， 聖 見者 
と して 進んで 認める 気持が あれば 起 
立して その 意 を 表わし， 祈りと 信仰 
によって そのよう に 支持して くれる 
よ う に 求めた。 

すべての 定員 会が 次々 にこの 求め 
に 応じた。 次に 予言者 は， 聖徒の 全 
会衆に も 起立し: T その 意 を 表わす よ 
う に 求 め た 。 

予言者 はさら に 続けて， 神権 定員 
会に， 次いで 一般の 聖徒に， 教会の 
大勢の 指導者と 評議員 会への 支持の 
の 気持 を 起立して 表明す るよ う に 求 
め， それ も 同様の 方法 を もって 承認 
された。 

ジ ヨセフ. ス ミス は 次の よ う に 語 
つてい る。 

「すべて 満場一致で 支持され た。 そ 
こで 私 は 全会衆に 予言した。 聖徒た 
ちが それぞれの 職 （種々 の 教会の 定 
員 会 を 指す） にある これらの 兄弟た 


ち を 支持す る 限り， 主 は 彼ら を 祝福 
したもう。 イエス. キリストの 
み 名に よって 断言す る。 天の 恵みが 
彼らと 共に ある。 また， 主の 油 注が 
れ し 者が こ の 時代の 人々 に 証 を 述べ, 
主の 言葉 を 宣言 するとき に， もし そ 
れを 受け入れるならば， 彼ら は 祝福 
される であろう。 しかし もし 受け 入 
れ なければ， 神の 裁きが 彼らに 下り， 
主の しもべ を 拒む 町 や 家 は 滅ぼされ 
るであろう」 と。 続いて， ホザナ の 
歓呼が あった。 （「教会 概史」 第 2 巻, 
PP.  416 — 418 参照） 

今日 皆さん は 教会が どのように 機 
能 を 果たして いるか を 目に した。 そ 
して 主の 力強い 業 を 見， すべての こ 
とが どのよう に 全会一致で 進められ 
るか を 確認した。 導かれる 者が 導く 
者 を 支持す るので ある。 この 会は自 
ら 指名 権 を 行使で きる 会で ある。 従 
つて， 全 教会員に 出席 を 呼びかけた。 

私たち は 今日 皆さんから 支持 を受 
けたので， 今 自分の 義務 を 果たそう 
という 决意を 堅く している。 私たち 
は 皆 さ んの 支持の 挙手 を 深 く 感謝 し 
ている。 私たちが 今 願って いるの は， 
これまでの 時代， 神権 時代 を 通じて 
受けつ がれて き た 主の 勧告に 完全に 
沿って 正しく 人々 に 助言と 勧告 を 与 
える こと だけで ある。 私たち は 皆 さ 
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んを 愛して いる。 だから 完全な 進歩 
と 喜びと 幸せ を 受けて ほしいと 思つ 
ている。 ご存知の 通り， これら は 神 
の 予言者 や 指導者 を 通して 宣言され 
た 神の 訓戒に 従って こそ もたらされ 
る ものである。 

私たち は 天父と その 御子 ィヱス • 
キリス 卜に 思い を 向ける とき， 平和 
の 福音 を 宣言す る 天の 声の 美しい 合 
唱を 耳に する ことができる。 

私たち は 民の 代表者と して， 昔コ 
口 サイの 聖徒た ちに 使徒 バウ 口が 与 
えた 提言に 従う。 「 上に ある もの 
を 求めな さい。 そこで はキ リストが 
神の 右に 座して おられる ので ある。 

あなたが たは 上に ある もの を 思う 
べきであって， 地上の ものに 心 を 引 

かれて はならない。」 （コロ サイ 3: 
1,2) 

「キリストの 言葉 を， あなたがたの 
うちに 豊かに 宿らせなさい。 そして， 
知恵 をつ く して 互に 教え また 訓戒し， 
詩と さんびと 霊の 歌と によって， 感 
謝 して 心 力  >  ら神を ほめたたえ なさ 
い。」 （コロ サイ 3  ： 16) 

従って 私たち は， この 愛の 美しい 
調べ を 心に 抱いて， 一致団結して 主 
の 業 を 押し進める つもりで ある。 こ 
の 主の 業 は 1 世紀 だけの もので も， 
1 千年間の もので もない。 それ は 永 
遠に わたる もの だから。 

永遠の 美しい 調べに 耳 を 傾ける と 
きに， 何が 聞え るであろう 力 >。 

父祖 ァ ダ ム に 直接 語 りかけ る 神の 
声 を 聞く ことができる。 

「われ は 神な り， われ はこの 世 を 造 
れり。 また 人 を その 肉体 を とらざる 
前に 造りた り。」 （モー セ 6  ：  51) • 

そして 父祖 アダム は， 世の 創造 以 
来 基本と なって きた 数々 の 真理 を 私 
たちに 告げた。 福音 は 昨日 も 今日 も， 
ま た 永遠に わた つ て 変わ ら ない も の 
である。 そして 私たちに は 次の よう 
に 伝えられ ている。 「 …… 神の 子始袓 
の 罪 を 噴いた まえり。 贖われ たれば 


両親の 罪 その子ら の 頭に 帰す る こ と 
能わず， 彼ら は 創世の 前より 全 けれ 
ばな り。」 （モー セ 6  ：  54) 

アダム は パプ テス マ を 受け， 聖霊 
を 授かった。 

そして アダム を 通して， 私たち は 
神の 御子で ある ヱ ホバの 降臨 を 知つ 
た。 また 堕落した 人 アダムが 死より 
嘖 われる こと も 知った。 アダム はこ 
う 言って いる。 「 …… われ この 世に 生 
きて 悦び を 受け， われ また 再び 肉体 
に 在りて 神 を 見ん。」 （モー セ 5  ： 10) 

死すべき 状態に なった ために， ァ 
ダムと ィ ヴは 子孫 を 持つ こと がで き 
るよう になった。 その 結果， 地上の 
家族 は 永遠 を 手中にお さめて いるの 
である。 この 予言者 アダムと その 妻 
は 「神 を 呼ぶ こと を」 止めなかった。 
(モー セ 5  ： 16) 

「かくの 如く して， 一つの 聖き 儀式 
により， 説かれた る 福音に より， ま 
た その 福音の この 世の 終 り まで 世に 
あるべし と宣 ベら れ たる 神の 御 旨に 
よりて， よろずの 物す ベて アダムに 
授けられたり。 されば 誠に 件の 如く 
なりき。」 （モー セ 5  ：  59) 

従って これ は 永遠で ある。 

アダム は 神権 を 受け， また 覚えの 
書に 系図 を 保存した。 

神よ， 私たちに この 力強い 基 を 与 
えて 下さった 予言者が いる こと を感 
謝する。 

さ らに 私たちの ために 道 を まつす 
ぐに 備える 助け を 及ぼした もう ひと 
りの 予言者が いる こ と を 感謝す る。 
その 予言者 はヱノ ク である。 彼 は 神 
と 言葉 を 交わし， 神の 告げられ たま 
まに 予言し， 神の 道 を 教えた 人で あ 
つた。 

「見よ， わが 『みたま』 汝の 上に あ 
り， されば 汝の 言う ところ われす ベ 
てこれ を 正しと せん。 されば， 山々 
は汝の 前より 逃げ去り， 河 は その 流 
るる 途を 変えん。 汝 はわれに あり わ 
れ汝 にあり， この 故に われと 共に 歩 


け。」 （モー セ 6  ：  34) 

この 神の 予言者 は 神と 共に 歩み， 
世の 初めから キリ ス ト と 万人の 復活 
に 至る まで， 神の 創造物 を 目に した。 
また 聖典に はこ う 記されて いる。 

「エノ クと そのす ベての 民 は 神と 共 
に 歩めり。 彼はシ オンの 真中に 在り 
しに， シ オン 無くなりぬ。 神 これ を 
とり 挙げて， 自らの 懐に 受 入れた ま 
いしが 故な り。」 （モー セ 7  ：  69) 

また 耳 を 傾けて みよ う。 何が きこ 
える だろう 力、。 人類の 父で ある 義人 
アブラハムの 声が 聞こえる。 神よ， 
聖人で あり 義人で ある この 予言者 ァ 
ブラ ハム をお 与え 下さった こと を感 
謝する。 アブラハム は， 主なる エホ 
バと 親しく 言葉 を 交した 私たちの 先 
袓 である。 

アブラハム は 天文学者 とな り ， 天 
空と 宇宙に 関する 多くの 秘れ たる 知 
識を 授けられた。 そして， 当時 天文 
学の 中枢 をな していた エジプトの 重 
立った 学者た ちと 交流して それ を 伝 
えたので あった。 また， この 地球の 
創造に 先立つ 前世の 出来事 も， アブ 
ラ ハムに 知らされた。 そして， 予言 
者で ある この 族長 は， この 地球に 人 
が 住む に 至った 経過 をよ く 知った の 
である。 こう して アブラハム は， 神 
に 純粋な 信頼 を 寄せる ことの 大切 さ 
を 私たちに 教えた のであった。 

アブラハム は， 息子 イサク を 犠牲 
にす るよう に 求められた とき， ィサ 
クは 生きて， おびただしい 子孫 を 持 
つで あろ う との 約束 を 受けて はいた 
が， 超人的な 信仰 を もって その 息子 
を 捧げた。 なぜなら アブラハムに は， 
たとえ イサク の 命が 取 られて も， 神 
に は 「死人の 中から 人 を よみがえら 
せる 力が ある」 という 揺るぎない 信 
仰があった からで ある。 （へ ブル 11: 
19) それゆえ， 私たち はこの 偉大な 
予言者 を 神に 感謝して いる。 

では また 耳 を 傾けよう。 何が 聞 こ 
える だろう 力、 
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予言者 モー セの 声が 聞え る。 あの 
忌まわしい 捕われの 身から ィ ス ラエ 
ルの 自由 を 嘆願す る 声が。 主 は モー 
セを 受け入れられ ると， 燃える しば 
の 中から 声をかけ， 次のように 命じ 
られ た。 「• -… 足から くつ を 脱ぎな さ 
い。 あなたが 立って いる その 場所 は 
聖 なる 地 だからで ある。 

…-" わたし は， あなたの 先祖の 神， 
アブラハムの 神， イサクの 神， ヤコ 

ブの 神で ある。」 （出 エジプト 3  ：  5， 
6) 

そこで また 私たち は， 主の 前に 光 
を 輝か し た 偉大な 予言者 モ 一 セのゅ 
えに 「感謝 を 神に ささげん」 と 歌う。 

再び 耳 を 傾けよ う。 何が 聞こえる 
だろう 力'。 主の 教会の 導き手で あつ 
たぺ テロ に 語る エホバの 声が 聞こえ 
る。 「人々 は 人の子 を だれと 言って い 
るか。」 (マ タイ 16: 13) この 問いに 
対して， 一点の 疑い もな く 確信 を も 
つて 答える 偉大な 予言者 ぺ テロの 声 
が 聞こえる。 「あなた こそ， 生ける 神 
の子キ リ ス 卜 です。」 （マ タイ 16  ： 16) 
また， 変貌の 山での 経験 を 思い起こ 
し， 決して 弱まる ことのない 証を述 
ベる その 声が 聞こえる。 

「わたしたちの 主ィ エス' キリス 卜 
の 力と 来臨と を， あなたがたに 知ら 
せた 時， わたしたち は， 巧みな 作り 
話 を 用いる こと はしなかった。 わた 
したち が， そのご 威光の 目撃者な の 
だからで ある。 

ィ エス は 父なる 神から ほまれと 栄 
光と をお 受けに なった が， その 時， 
おごそかな 栄光の 中から 次の よ うな 
み 声が かかった ので ある， 『これ はわ 
たしの 愛する 子， わたしの 心に かな 
う 者で ある』。 

わたしたち も イエスと 共に 聖 なる 
山に いて， 天から 出た この 声 を 聞い 
たので ある。」 （11 ぺ テロ 1 ： 16—18) 

ィ エスが 十字架に かけられた 後， 
背教が 起こった。 そして 何 世紀 もの 
間， 霊的な 暗黒が 厚く 地 を 覆って い 


た。 その後， 機が 熟し， 前の 時代と 

同様に 示現と 啓示が 開け， 偉大な 目 
ざめ が 訪れる ので ある。 

再び 耳 を 傾けよ う。 何が 聞こえる 
だろう 力、 

大 き な 疑問 を もつ て 森の 中で ひ ざ 
まずく 少年の 声が 聞え る。 その 声 は 

尋ねる。 真理と は 何 力、 私 は どの 教 
会に 入れば よいの か， と。 この 人 こ 
そ， 最後の 神権 時代の 門戸 を 開いた 
偉大な 予言者で ある。 全能の 父なる 
神 力;'， その 傍らの 御 方 を 指して， 「こ 
はわが 愛子な り， 彼に 聞け」 （ジ ョセ 
フ 'ス ミス 2  ： 17) という 声が 聞 こ 
える。 これ こそ， 多くの 時代に あつ 
て 最も 壮観な 示現と 言える だろ う 。 

さらに 耳 を 傾ける と， 別の 声が 聞 
こえる。 「われ は 神の 子ィ エス. キリ 
ス卜 なり。 "-… われ は 始めな り 終り 
なり」 （教義と 聖約 11: 28,110：  4) 
と， その 声 は 告げる。 

主の み 手に ある 道具と して， 永遠 
の 福音 を 回復し， また 過去 十数 世紀 
の 間 失われて いたす ベての もの を 回 
復 する ようにと， 若い 予言者に 主の 
み 言葉が 下された。 それから， これ 
ら の 示現 と 啓示 は 何年 もの 間 続き， 
エホバの 声が たびたび 聞かれた。 こ 
うして， この 若い 予言者 を 通して， 
福音の 真理と 神権， 使徒 職， 権威と 

権能， それに 教会の 組織， すべて こ 
れらが 地上に 回復され たので ある。 
その 結果， 啓示と 永遠の 真理が 再び 
地上に 存在し， 受け 人れ るすべ ての 
人々 に 授けられる ようになった。 こ 
うして 神の 計画 は 回復され， 人 は 神 
の完き 力と 栄光 を 身に 受ける ことが 
できる ので ある。 

再び 耳 を 傾けて， 予言者 ジ ヨセフ • 
ス ミスの 声 を 聞こう。 その 声 はこう 
告げて いる。 「兄弟よ， われら まこと 
に 偉なる 大義に 向って 進ま ざらん や。 
進み 行きて 退く ことな かれ。 奮い起 
てよ， 兄弟た ち。 進み 進みて 勝利に 
至れ。 汝ら 喜べ 大いに 喜べよ。 世の 


人， 歌声 を 張り裂け しめよ。 死者よ， 
王 インマ ニュ エルに 永遠 讃美の 歌 を 
語り 出せ。 イン マニュエル こそ 創世 
の 前より， われら をして 死者 を その 
囚屋ょ り 贖う を 得しむ る こと を 定め 
たまえり。 そ は 囚人 は釈 さるべ けれ 
ばな り 。 

山々 は 喜びの 声 を 挙げよ。 汝ら谷 
よ， 皆 声高く 叫べ。 すべて 諸々 の 海 
と 乾け る 地と は， 汝らの 永遠なる 王 
の 為した も う 驚嘆すべき 御 業 を 語れ。 
河よ， 小川よ， 谷の 流よ， 歓 びの 声 
を 挙げて 流れ 下れ。 森よ， 野の 樹ょ， 
みな 主を讃 えよ。 堅き 厳よ， 喜びに 
泣け。 日よ， 月よ， 晚の 星よ， 共に 
唱え。 神の 子ら よみな 喜びの 声を挙 
げて 叫べ。 永遠の 創造物よ， 御名 を 
とこしえに 宣 ベよ。 われ また 汝らに 
告ぐ， われら 天より 聞く 声 は 如何ば 
かり 栄 ある や。 その 声 はわれら の 耳 
に， 栄と 救いと 誉と 不死 不滅と 永遠 
の 生命と， また 王国と 公国と 権能と 
を告 ぐるな り 。」 （教義と 聖約 128  ： 
22，  23) 

これらの 声が 聞こえ， これらの 予 
言 者た ちが 語った。 今日は 主の日で 
ある。 私たち は 主の み 手の 中に あり， 
回復 された 福音 は 今 地上に ある 。 

私たち は 皆さんの ために 働く つも 
りで ある。 また 皆さんに 対する 愛 を 
心に みなぎらせて， ふさわしい 栄え 
ある 行く末に 皆さん を 導く ため， 最 
善 を 尽くす つもりで ある。 

前 を 見つめて すきに 手 を かけ， 上 
を 見つめて 光に 目 を 向け， 恐れ， お 
のの き， 愛 を もって 御 父の 業に 携わ 
る 。 私た ち は 天父が 現在 も 生きて お 
られる こと を 知っている。 また， 栄 
光 を 受けた 御子 ィ ヱス. キリスト も 
生きて おられる。 さらに， これが 神 
の 業で ある こ と を 私たち は 知ってい 
る。 私たち は 主 イエス' キリス 卜の 
み 名に よって この 神聖な 証 を 申し あ 
げる。 アーメン。 
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ィ エスが 歩まれた 道 

十二使徒 評議員 会 会員 

卜一 マス モンソン 


愛する 兄弟 姉妹， 私 は 感激の あま 
り 胸が いっぱい である。 この 記念す 
べき 日に 皆様と 私 は， 主 ィヱス 'キ 
リ ス 卜 のみた ま を 豊かに 受けて きた。 
この 教会 は 主の 教会で あり， 主の 名 
前 をいた だいて いる。 主の 予言者 は， 
私たち を この 世の 束縛 を 越えさせ， 
天の 高みに 引き上げて 下さった。 私 
たち は 心に 誓い を 立てて 支持の 挙手 
をした。 神の 王国 は， 決して それる 
ことなく 永遠の 道 を 前進して いく  。 

昨年 12 月の 寒い 日に， 私たち はこ 
の 由緒 ある タバ ナクルに 集まって， 
私たちが 愛し， 尊敬し， 付き従って 
きた ハ コル ド •  B  'リ 一大 管長 をい 
たみ， 弔辞 を 述べた。 その 予言に あ 
ふれた 言葉， 強力な 指導 性， そして 
献身的な 奉仕 は， 私たち 全員に 完成 
を 目指して 進みたい という 望み を 与 
えた。 リ 一大 管長 は 「神の 戒め を 守 
り， 主の 道に 従いなさい。 主の 足跡 
を たどりなさい」 と 力強い 勧告 を 与 
えられた。 

同じ 日の 夕方 遅く， 私 は 数日 前に 
届いて いた K 行 代理店の パンフ レ ッ 
卜に 何気なく 目 をと. めた。 それ は 目 
を 見 はらせる よ うな 色彩で 印刷され 
たもので， 説得力に 富む 宣伝文句が 
載って いた。 内容 は， ノルウェーの 
フィョ ノレ ドカ >ら スイスの アル プス ま 


での 団体旅行であった。 そして ほか 
にも， 聖地の べッレ ヘム， すなわち 
キ リ ス ト教の 発生 地 を 訪れる 企画 も 
でて いた。 この パンフレットの 一番 
下に， 簡潔で は あるが 「さあ， イエ 
スが 歩まれた 道 を 歩いて みまし よ 
う」 という 強烈な 誘いの 言葉が 書か 
れ ていた。 

私の 心 は 再び， 神の 予言者 リ 一大 
管長が 述べた， 「主の 道に 従いなさい。 
主の 足跡 を たどりなさい」 という 勧 
告に もどって いった。 そして 私 は あ 
る 詩人の 言葉 を 思い浮かべた。 それ 
は， 次の よう な 詩で ある。 

私 はき よ う 

ィ エスが はる 力、 昔 歩まれた 所 を 歩 
いた。 

ィ エスが たどられた 道 を， 
ゆっくり， 敬虔な 思いに ひた り な 
がら。 

当時の 小道 は， 

そのまま 残って いて， 

平和が あたり 一面に 漂って いる。 

私 はきよ う 

ィ エスが 歩まれた 所 を 歩いて 
そこに ィ エスの 存在 を 感じた。 

道 はべ ッ レ ヘム を 通って いた。 


ああ， 何と 懐し い 思い出だろう。 
ふつふつと よみがえ つてく る。 
あの 幼い 足が 歩き回った， 
ガリ ラャの 小さい 丘が 続いて いる 

ォ リ ブ山， 栄光に 輝く 光景。 
イエスが 前に 知りた も うた 所。 
私 はう ね り ながら 流れる 力強い ョ 
ル ダンの 流れ を 見た。 
遠い昔と 同じ 姿 だ。 

私 はきよ う 

イエスが ひざまずいた 所で ひざ ま 
ずいた。 

イエスが たった ひとり で 祈 られた 
所， 

ゲッセ マネの 園で 

その 時 私の 心 か ら 恐れが 消 え 去 つ 

た/ 

私 は 重い 荷 を 取り あげた。 
そして ィ エス を すぐそばに 感じ 
がら， 

力 ルバ リ の 丘 を 登った。 

イエス が 十字架の 上で 亡 くな つた 

所へ ノ 

私 はき よ う 

イエスが 歩まれた 所 を 歩いた。 
そして 主 を 何と 身近に 感じた こと 
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であろ う 。 

一 ダニエル •  S  'トゥー ヒッゲ 

主 を 身近に 感 じ るのに 聖地 を 訪れ 
る 必要 はない。 イエスが 歩まれた 所 
を 歩む ために ガリ ラャの 海岸 ゃュダ 
ャの丘 を 歩く 必要 はない。 

事実， イエスの 言葉が 私たちの 唇 
にあり， イエスの みたまが 私たちの 

心に 宿って いれば， また イエスの 教 
えが， 私たちの 生活に とけこん でい 
れば， この 世の 旅路 を 歩きながら， 
ィ エスの 歩まれた 所 を 歩む こ とがで 
きる ので ある。 

私たちが イエスに ならって， 未来 
に 確信 を 抱き， 御 父に 生きた 信仰 を 
持ちながら， また 相互の 間に 純粋な 
愛 を 抱きながら 歩む ことができ るよ 
う に， 私 は 願って いる。 
イエス は 「失意の 道」 を 歩まれた。 
聖 なる 町の ことで 悲しまれた ィ ェ 
スの 嘆きが 私たちに どれほど わかる 
だろう 力、。 イエス は 言われた。 「ああ， 
エルサレム， エルサレム， 預言者た 

ち を 殺し， おまえに つかわされた 人 
々を 石で 打ち殺す 者よ。 ちょうどめ 
んど りが 翼の 下に ひな を 集める よ う 
に， わたし はお まえの 子ら を 幾た び 
集めよう とした ことであろう。 それ 
だのに， おまえた ち は 応じよう とし 

なかった。」 （ルカ 13:  34) 

イエス は 「誘惑の 道」 を も 歩まれ 
た。 

かの 悪魔 は， あらん 限りの 力 を ふ 
り 絞って， 誘惑に 富んだ-詭弁 を 弄し 
ながら， 40 日 40 夜 断食し 飢えて いる 
イエス を 誘った。 次の よ うにな じつ 
て 言った。 「も しあな たが 神の 子で あ 
るなら， これらの 石 力； パンになる よ 
うに 命じて ごらんなさい。」 イエス は 
答えられた。 「人 は パン だけで 生きる 
もので はない。」 また 悪魔 は 言った。 
「も しあな たが 神の 子であるなら， 
下へ 飛びお りて ごらんなさい。 『神 は 
あなたの ため に 御 使 た ち に お 命 じ に 


なると， あなたの 足が 石に 打ちつ け 
られ ないように， 彼ら は あなた を 手 
でさ さえる であろう J と 書いて あり 
ますから。」 イエス は 彼に 言われた。 

「主なる あなたの 神 を 試みて はなら 
ない。」 さらに 悪魔の 誘惑が 続いた。 

「もし あなたが， ひれ 伏して わたし 
を 拝むな ら この 世の すべての 国 
々とそ の 栄華 と を …… あなたに あげ 
ましょう。」 すると 主 は 答えられた。 

「サタンよ， 退け。 『主なる あなたの 
神 を 拝し， ただ 神に のみ 仕えよ J と 
書いて ある。」 （マ タイ 4-  ：  3,4,6  — 
10) 

そして イエス は 「苦難の 道」 を 歩 
まれた。 

ゲッセ マネの 苦悩 を 考えて みょう。 
「『父よ， みこ ころなら ば， どうぞ， 
この 杯 を わた し 力、 ら取 りの けて く だ 
さい。 しかし， わたしの 思いで はな 
く， みこ ころ が 成 るよう にして く 

ださい。 J  ィ エス は 苦しみ もだえ 

て， ますます 切に 祈られた。 そして， 
その 汗が 血の したた りの よう に 地に 
落ちた。」 （ノレ 力 22:  42,44) 

あの 十字架の 残忍 さ を 忘れる こと 
のでき る 人が いるだろう 力、。 主 は 言 
われた， 「わたし はか わく …… すべて 
が 終った」 と。 （ヨハネ 19:  28,  30) 

そう， 私たち はみ な 失意の 道 を 歩 
むこと になる だろう。 もし 機会が あ 
りながら 見逃がしたり， 権利 を 誤用 
したり， 愛する 者に 教えなかったり 
するならば。 人 はまた みな 誘惑の 道 
にも 出 あう だろう。 「さりながら， 悪 
魔が 人の子ら を 試む る は 是非 必要な 
り。 すなわち 人 は 悪魔の 誘惑が なけ 
れば 己が 自由意志 を 使い 得ず…」 （教 
義と聖 約 29:  39) と あるから である。 

同様に 私た ち はま た 苦難の 道 を も 
歩む だろう。 私たち は 羽ぶ とんに 横 
た わった まま で 天 に 昇る こと は で き 
ない。 世の 救い主 は， 非常な 苦難に 
あってから 天に 昇られた ので ある。 
しもべで ある 私たちが 主よ り も 安易 


な 道 を 期待で きる であろう 力、。 復活 
祭の 勝利の 前に は 十字架 の 悲劇 がな 
ければ ならない ので ある。 

こ う いった 辛い 悲しみの 道 を 歩む 
と 同時に， 私たち はまた 永遠の 喜び 
を もたらす 道 を も 歩む ことができる。 

私たち は イエスと 共に 「従順の 
道」 を 歩む ことができる。 これ は 決 
してや さしい ことで はない。 「彼 は 御 
子で あられた にもかかわらず， さま 
ざまの 苦しみに よって 従順 を 学」 ば 
れた。 （へ ブル 5  ：  8) サム エルが 残 
した 言葉 を 私たちの 標語と しょ う で 
はない か。 「…見よ， 従う こと は 犠牲 
に まさり， 聞く こと は 雄 羊の 脂肪に 
まさる。」 （サム エル 上 IS  ：  22) 不従 
順の 最後の 結末 はと ら われの 状態で 
あり， 死で ある。 他方 従順の 報い は 
自由で あり， 永遠の 生命で ある。 

私たち は イエスの ように 「奉仕の 
道」 を 歩む ことができる。 

人々 の 間で 教え 導いた ィ エスの 生 
涯は， 善意の 光 を 投射す る サーチ ラ 
ィ ト にもた と えられる ものであった。 
ィ エス は 手足の なえた 人に 力 を 与え， 
盲人の 目に 視力 を， 耳し いに 聴力 を， 
そして 死者の 体に 生命 を 与えた。 

ィ エスの たとえ 話 は 力 ある 教えで 
ある。 良き サマリ ャ 人の たと え 話で 
イエス は， 「あなたの 隣人 を 愛せよ」 
と 教えられた。 （ルカ 10:  2?) 姦淫の 
現場 を 捕えられた 女 を やさしく 扱う 
ことによって， イエス は 慈愛に あ ふ 
れる 理解 を 待たなければ ならない と 
教えられた。 また タラントの たとえ 
によって， 私たち 一人一人に 自己 を 
向上 させ， 完成 をめ ざして 努力す る 
ように 教えられた。 イエス は 御 自分 
の 道に 沿って 私たちが 人生の 旅路 を 
前進で きる よう， 周到な 準備 をされ 
たのであった。 そうでな けれ ば ， 
なぜ 「あなた も 行って 同じよ うにし 
なさい」 と 勧告され たのだろう 力 >。 
(ルカ 10:  37) 

最後に ィヱス は 「祈りの 道」 を 歩 
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まれた。 

三つの 永遠の 祈 りから 三つの 大 き 
な 教訓 を 得る ことができる。 最初 は 
ィ エスが 伝道して おられた と きの 教 
えで ある。 主 は 言われた。 「祈る と き 
に は， こ う 言いなさい， 『父よ， 御名 
が あがめられます ように。』」 （ルカ 

11 ： 2  ) 

第二 はゲッ セ マネの 祈りで ある。 
「…わたしの 思いで はなく， みこ こ 
ろが 成る ようにして ください。」 （ル 
力 22  ：  42) 

第三 は 十字架の 上から 言われた も 
ので ある。 「父よ， 彼ら をお ゆるしく 
ださい。 彼ら は 何 をして いるの か， 
わからずに いるので す。」 （ルカ 23: 
34) 

私たちが 天父と 交わり， 御 父の 力 
を 受ける ことができ るの は 祈り の 道 
に 従った ときで ある。 こうした イエ 
スが 歩まれた 道 を 歩む 信仰 を， そし 
て 希望 を 持と う ではない か。 神の 予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者が， 
きょうそうす るよ う 私たちに 呼び か 
けられた。 私たち はた だ イエスに 従 
えば よいので ある。 イエスの 歩まれ 
た 道 を 一歩一歩 踏みし めて 行けば よ 
いので ある。 

私が 初めて キン ボール 大 管長と 出 
会った の は， 24 年 前に 私が ここ ソル 
トレー ク. シティ 一で 監督 をして い 

た 若い ときの ことであった。 ある 朝 
電話が かかって きて 受話器 を 取る と， 
次の よ う に 語る 声が 聞こえて きた。 
「私 はス ペン サー •  W  • キン ボール 
長老です。 あなたに お願いし たいこ 
とが あるので すが。 あなたの ワード 
部で， 第 5 南 通り に 面した 大 き な ビ 
ルの 裏に， 小さな 目立たない トレー 
ラー ハウスが あります。 そこに ナパ' 
ホ • インディアン の 未亡人 マ 一 ガ レ 
ッ ト • バー ド 夫人が います。 バー ド 
夫人 は， 自分が 役に立たな いつまら 
ない 者で あると 思って， 気力 を 失つ 
ています。 あなたと 扶助 協会の 会長 


会で バー ド 夫人 を 訪問し， 友情の 手 
を 差し伸べ， 特別に 彼女 を 歓迎して 
下さいません か。」 私たち は そのと お 
り 実行した。 

奇跡の ような ことが 起こった。 マ 
ーガ レツ ト • バー ド 夫人 は， 新しく 
発見した 環境の 中で 生気 を 取り戻し， 
見違える ように 明るく なった ので あ 
る。 失意 は 消え去った。 苦悩の 中に 
あった 失われた 羊 は， 訪れ を 受け， 
見いだ された ので ある。 この ひとつ 
の ドラマに 参加した 人々 はみ な それ 
ぞれ 成長 し た 。 

しかし 実 を 言う と， この場合の 本 
当の 羊飼い は， 自分の 責任 下に ある 
99 匹 をお いて 失われた 貴重な ひと り 
の 人間 を 気づかって 探索に 出かけた， 
この 使徒だった ので ある。 ス ぺンサ 
一 •  W • キン ボール は イエス が 歩 ま 
れた道 を 歩んで こられた。 そして 今 
もな おその 道 を 歩み 続けて おられる。 

私たちが ィ エスの 歩まれた 道 を 歩 
むと き， イエスの 足音に 耳 を 傾ける 
ようにしょう ではない か。 手 を 伸ば 
して 大工 ィ エスの 手に 触れよ う では 
ないか。 そうすれば イエス を 知る よ 
うになる だろう。 昔， 湖の そばで ィ 
エス を 知らない 者の 所へ 来られた と 
きのよう に， 名 もな く 見知らぬ 人の 
よ う に 私たちのと ころへ 来られる 力、 
も 知れない。 イエス は 昔と 同じよう 
に 「あなた は， わたしに 従ってき な 
さい」 （ヨハネ 21: 22) と 私たちに 呼 
びかけ， 今の 時代に 果たさなければ 
ならない 仕事 を 私たちに 課した も う。 
イエス は 戒め を 与えられる。 人が そ 
れに 従う とき， その 人が 賢明で ある 
か 単純で あるか を 問わず， 苦労し， 
葛藤し， 災難 を 経験す る う ちに， 主 
は 御自身 を あらわされ るので ある。 
人々 は 主の 助けに よって 葛藤 や 災難 
を 切り抜け， 自分自身の 経験に よつ 
て 主が だれで あるか を 知る よ う にな 
る。 

私た らは イエスが べッレ ヘム の 赤 


子 や 大工の 息子 以上の 人， いかなる 
教師よ り も 偉大な 教師で ある こと 力； 
わかる。 すなわち イエス は 神の 御子 
なので ある。 イエス は 彫像 を 作る こ 
と も， 絵 を 描く こと も， あるいは 詩 
を 書く こと も， 軍隊 を 率いる こと も 
されなかった。 一度 も 王冠 を かぶら 
なかった し， 王の 赞を 持った こと も， 
肩に 紫色の 衣 を かけた こと もなかつ 
た。 イエスの ゆるす 度量に は 枠が な 
く， 忍耐 は 尽きる ところ を 知らず， 
勇気に も 限界がなかった。 イエス は 
人 を 変えた。 人の 習慣， 考え， 野心 
を 変えた。 人々 の 気質， 態度， 性質 
を 変えた のであった。 人々 の 心 を 変 
えたので ある。 

こ こ で 使徒の 長で あった ぺ テロと 
いう， 私たちに なじみの ある 人の こ 
と を 考えて みょう。 彼はシ モンと 呼 
ばれ る 漁夫 であった。 信仰が 薄く， 
疑い深い， 性急な ぺ テロ は， イエス 
が 大祭司の も とへ 連れて行かれた 夜 
のこと を 忘れる ことができなかった。 
そこに は 主が 貪欲と 利己心 を 責めた 
祭司 や， また 主により 偽善者で ある 
と 決めつ けられた 長老た ち， そして 
ィ エスに よって 無知 を 暴露され た 律 
法学者が いた。 さらに 最も 残忍で 危 
険な 敵と みなされ ていた サ ド カイ 人 
も そこにいた。 この 夜， 群衆 は 「ィ 
エスに つばき を かけ， 目隠し をし， 
こぶしで たたき はじめた。 また 下役 
ど も はィ エス を •••••• 手のひらで たた 

いた。」 （マルコ 14  ：  65) 

た と え 一緒に 死ぬ よ うな こと にな 
つても， 決して あなた を 知らないな 
どと 言わない と 約束した ぺ テロ は ど 
こにいた のだろう か。 聖 なる 記録に 
は 次のように ある。 「ぺ テロ は 遠く 力' 
ら イエスに ついて 行って， 大祭司の 
中庭まで はいり 込み， その 下役 ども 
に まじって すわり， 火に あたって い 
た。」 （マルコ 14:  54) この 夜べ テロ 
は 主の 予言 どおり イエス を 知らない, 
と 3 回 否定した。 主 はつつ かれたり， 
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あざけられたり， またな ぐられ たり 
して 恥ずかしめ を 受けた が， それで 
も 声 ひとつ あげず 威厳 を 保って おら 
れた。 そして イエス はふり かえって 
ぺ テロ を 見られた。 
ある 年代 学者 はぺ テロ に 生じた 変 

化 を 次のように 書いて いる。 「これで 
十分であった。 ぺ テロに はもう 危険 
という 言葉 は 存在し なかった。 も は 
や 死 を 恐れる こ ともなく なった。 彼 
は 外へ とび 出して， 朝が 白み かける 
の を 待った。 この 悲嘆に 暮れ， 深く 
罪 を 悔いた 使徒 は 自分の 良心に 責め 
られて 立って いた。 そこで 過去の 生 
活， 恥， 弱点， そして 過去の 自分な 
ど はすべ て， 敬虔な 悲しみの 中に 押 
し 殺し， 新たに 高貴な 誕生 を 迎えた 
のであった。」 （フレデリック 'w' 

つ マーラー, I'he  Life  of  Christ 
「キリス 卜の 生涯」 p.  604) 

次に タル ソの サゥ 口が いる。 サゥ 
D は 学者で 教師の 書物 に 通じていた。 


一部の 今 日 の 学者 は こ の 教師の 書物 
を 非常な 知識の 宝庫と している。 し 
か し 何 ら かの 理由で これら の 書物 も 
パゥ 口の 心 を 満たし はしなかった。 
彼 は いつまでも 次の よ う に 叫び 続け 
た。 「わたし は， なんという みじめな 
人間な のだろう。 だれが， この 死の 
からだから， わたし を 救って くれる 
だろ う 力  >。」 （ローマ 7  ：  24) ところ 
が ある 日 パゥロ はィ エスに 会った。 
そして 見よ， すべてが 新しくな つた 
ので ある。 その 日から 死ぬ ときまで， 
バウ 口 は 人々 に 「古き 人 を 脱ぎ 捨 
て」， 「真の 義と聖 と を そなえた 神に 
かた ど つて 造られた 新しき 人 を 着る 
べきで ある。」 （エペ ソ 4:22,24) と 
説き 続けた。 

時の 経過 も 人の 生活 を 変える 噴い 
主の 能力 を 変え はしなかった。 主 は 
死んだ ラザロに 言われた ように， 今 
日 も 私たちに 「出て きなさい」 と 呼 
びかけ て おられる。 （ヨハネ 11: 43) 


疑心暗鬼 や 罪の 悲しみ， 不信の 死 か 
ら出 てきなさい。 新しい 生命に いで 
きたれ。 出て きなさい， と。 

私たちが そのよ う なわず らいから 
出て， イエスが 歩まれ た 道に 沿 つ て 
歩む とき， イエスが 立てられた 次の 
道 を 覚えよ う 。 「見よ， われ はィ ェ 
ス. キリス 卜な り。 予言者 らが この 
世に 来る と 証 をした る その 者な り。 
われ は 世の 光に して ま た 世の 生命な 
り 。」 （III  ニーフ ァ ァ 11 ： 10, 11) 「わ 
れは 始めな り 終りな り。 われ は 生け 
る 者な り 殺された る 者な り。 父と 汝 
らの 間の 仲保者な り。」 （教義と 聖約 
110  ：  4  ) 

ィ エスの 証に 私の 証 を 加えたい。 
イエス は 生きた もう。 きょう 主の 予 
言 者が 支持され た。 ス ペン サー 'W' 
キン ボール 大 管長が その 人で ある。 
以上の こ と を イエス • キリス ト のみ 
名に よって 証す る。 アーメン。 
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大 管長 会 第一 副 管長 


N • エル ドン • タナー 


私 はちよ う ど 1 年 前の 聖 会で， 教 
会 幹部 や 中央 管理 会 役員の 支持 と 同 
時に， 末日 聖徒 ィヱス 'キリスト教 
会の 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 
者， 新大 管長と して， ハロルド •  B  • 
リ 一大 管長の 支持 を 求める 責任 を 与 
えられた。 

リ 一大 管長 は 万人から 愛され， 尊 
敬され た 傑出した 力強い 指導者で あ 
り， 教会 を 管理した 短期間に 多くの 
こと を 成し遂げた。 私たち は 皆， そ 
の 逝去 を 驚き， 悲しんだ。 しかし 私 
たち は， 主が 豊かな 報いと また 別の 
仕事に 召す ため， 彼 を 呼び戻された 
こと を 承知して いる。 リ 一大 管長の 
逝去に 引き続き， 私たちの 愛する ス 
ペンザ 一 • W • キン ボール 大 管長が 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会の 大 
管長， 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受け 
る 者と して 召され， 任命と 聖 任を受 
けた。 

私 は キン ボール 大 管長が 主によ つ 
て 選ばれ， この 時期に 教会 を 管理す 
ベく 予 任されて いた こと を 証したい。 
こ こ に 彼が 健康体 を もって この 栄誉 
にあず かり 重責に つくまでに は， 数 
々の 奇跡が 行なわれ ている。 キン ボ 
一 ル大 管長 は 各地の ステ 一 キ部 大会 
と 今期の 聖 会で 心からの 支持 を 受け 
た。 彼の 補佐と して 召された こと は， 


実に 名誉で あり 特権で あり 祝福で あ 
る。 私 は， 自分の 決意と 合わせ， 主 
か ら 知恵と 判断力 と 霊感と 能力 をた 
まわって， 大 管長の 指示の もと， 大 
管長に も 主に も 認められる 働き をな 
し， 地上の 神の 王 固 建設に 力 を 捧げ 
たいと 願い， 祈る ものである。 

私 は 各地の 全 教会員に 呼びかけた 
い。 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 
者， ィ ヱス. キリス 卜の 使徒， 王国 

なる キリス 卜の 教会の 大 管長に 神よ 
り 召された 者と して， 彼 を 一致団結 
して 受け入れ， 支持す るよう に。 ま 
た， 自分に 課せられた 責任 を 果たし 
て， 正義 を 押し進め， 自己の 救いと 
昇栄を かち 得る よう に。 

さ らに主 は 言われる。 

「この 故に 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ 
り受く る ままに 汝らに 与うる 誡 命と 
彼の 言と を 皆 心に とめて よ く 聞き， 
わが 前に 全く 聖き道 を 履むべき なり。 
そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信仰 
と を 以て， あたかも わが 口より 聞く 
が 如く にこれ を 受け 入るべき なれば 
なり。 これらの こと を 為さば， 地獄 
の 門 も 汝らに 打ち勝た ざるべし。 而 
して， 誠に 主なる 神 は 汝らの 前より 
暗闇の 力 を 追い払い， 汝らの 為と 神 
の 御名の 栄光の ために もろ も ろの 天 
を も 震い 動かし めん。」 （教義と 聖約 


21 ： 4  —  6) 

末日 聖徒 ィヱス • キリス ト 教会が 
主の 指示に よ り 組織され たの は 今 か 
らちよう ど 144 年 前で， この 末の世の 
キ リ ス 卜の 教会の 初代 大 管長と して 
主よ り 召された の は 予言者 ジ ヨセフ- 
ス  ミスであった。  そのと きに 先 ほど 
引用した 指示が 教会員に 与えられた 
ので ある。 神の 王国 建設 を 促進し， 
真理と 正義 を 広め， 人々 を キリスト 
に 導く こと は 私た ち 全員の 責任で あ 
る。 

また 来週 は， 主なる 救い主が かの 
偉大な 復活の 奇跡に よって 死の かせ 
を 砕き， 復活 体と して， 墓から よみ 
が えられた 日 を 祝う 記念の 週で ある。 
あらゆる キリス ト 教徒が 生ける 神の 
子 イエス. キリス 卜の なした もうた 

大 いなる 犠牲に 感謝の 心 を 向ける こ 
と は， 自然で あり 当然で あり 且つ 正 
しい ことで ある。 主 は あなたが たや 
私 を 含めて 全人 類が 罪の 赦しを 受け， 
復活し， 不死 不滅と 永遠の 生命に あ 
ず かるよう にと， みずからの 命を捧 
げて 下さ つ た。 なぜな ら ば 主が 言わ 
れ ている ように， 「…これ わが 業に し 
て わが 栄光， すなわち 人に 不死 不滅 
と 永遠の 生命と を もたらす なり」 （モ 
ーセ 1 ： 39) だからで ある。 

そして また， 「永遠の 命と は， 唯一 
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の， まことの 神で います あなたと， 
また， あなたが つかわされた イエス • 
キリストと を 知る ことで あり ます」 

(ヨハネ 17  ：  3) と も 言われた。 
ヨハネ はこう 言己録 している。 「イエ 
スは 言われた， 『わたし はよ みが 
えりで あり， 命で ある。 わたし を 信 
じる 者 は， たとい 死んでも 生きる。 
また 生きて いて， わたし を 信じる も 
の は， いつまでも 死なない。 』」 

(ヨハネ 11 ： 25，  26) 
イエス • キリス 卜の 犠牲と 大 いな 
る 復活の 奇跡お よび 世に 対する キ リ 
ストの 教えに ついて， 今 大会で 多く 
のこと が 言われた。 今後 もまた さら 
に 語られる であろう。 私たち はた だ 
キリスト により， キリスト を 通して 
のみ 復活と 死後の 生命への 希望 を 抱 
く ことができ るので ある。 主 は 予言 
者た ちゃ 御自身の 教え を 通じて， 私 
たちに 生命と 救いの 計画 を 与えられ 
た。 それ を 受け入れ， 従うならば， 
地上に あっても のちの 永遠の 世に あ 
つても， 最も 大 いなる 喜びと 成功と 
幸福が 得られる であろう。 主 は 地上 
に おられた 間に 祈りの 重要 さとい か 
に 祈る か を 教えられた。 しばし の 時 
間 をと つて， それにつ いてお 話した 
いと 思う。 
主 は 言われた。 

また 祈る 時には， 偽善者 たちのよ 
う にす るな。 彼ら は 人に 見せよ う と 
して， 会堂 や 大通りの つじに 立って 
祈る こと を 好む。 …… 

あなた は 祈る 時， 自分のへ やに は 
いり， 戸 を 閉じて， 隠れた 所に おい 
でになる あなたの 父に 祈りなさい。 
する と 隠れた 事 を 見て おられる あな 
たの 父 は， 報いて くださる であろう。 

"-… く どく どと 祈るな …一 。 

だから， あなたが たはこう 祈りな 
さい， （「だから あなたがた はこ う 生活 
しなさい」 と 言い かえる こと もで き 
よう。） 

天に います われらの 父よ， 


御名が あがめられ ますよ う に。 
御 国が きます ように。 
みこ ころが 天に 行われる とおり， 
地に も 行われ ますよ う に。 
わたしたちの 日 ごとの 食物 を， 
きょう もお 与えく ださい。 
わたしたちに 負債の ある 者 を ゆる 

しました ように， 
わたしたちの 負債 を もお ゆるしく 

ださい。 

わた したち を 試みに 会わせないで， 
悪しき 者から お救いく ださい。 王国 
と 力と 栄光と は， 永遠に あなたの も 
の だからです。 アーメン。 （マ タイ 6 
： 5  — 7  ，   9—13,  13(ii5; 定訳） 

これ は 主の祈り としてよ く 引用 さ 
れ 決められ たと きに そのまま 一言 一 
句 繰り返す ものと 考えられ ている 力；, 
現に 主 は 「このよう にして 祈りな さ 
い」 と 言って おられる。 それ は， 主 
の 言われた こと はしつ かり 胸に と ど 
めるべき だが， 祈り は 私たちと 天父 
と をつな ぐ 直接の 媒介で あ り 私た ち 
は， 感謝の 気持ち を 自分の 言葉で 率 
直に 表現し， そのと きに 必要な 導き 
と 祝福 を 願う， 真心からの 祈り を捧 
げ なく て はならない という こ とで あ 

る 0 

まず， 主が 言われた 通り， 心 を 集 
中 して 天父に 話が で きる ように， 戸 
を 閉めて 世の わずらい を 避けなくて 
はならない。 主の祈りで 語られた 言 
葉の 意味 を 考えて みよ う 。 

主 は 「天に います われらの 父よ」 
と言われた。 この 言葉から， 神 は 私 
たちの 父， 全人 類の 父で ある ことが 
わかる。 また， だれで あっても どこ 
にあっても， すべての 人 は 神 を 天に 
います われらの 父よ と 呼ぶ よ う に 勧 
めら れ ている。 前もって 約束が なく 
とも 天父のと ころへ 行き， 天父が そ 
こに おられて 話 を 聞き， 祈りに 答え 
て 下さる と 知って 率直に 思い を 打ち 
あける ことができ るの は， 何とす ば 
ら しい ことであろう 力'。 私たち は 神 


が 天に あって 生きて おられ， 私たち 
が 天父の 霊の 子供で あり， 御子 イエ 
ス • キリス 卜が だれに でも 神 を 父と 
知って 呼び 求める ように 教えられた 
こ と を 知っている。 

次に 主 は 「御名が あがめられます 
ように」 と言われた。 私たちの 日々 
の 行ないに， 特に 礼拝 するとき に， 
神の み 名 を あがめる こ と はいかに 大 
切であろう 力'。 私たち は， み 名を聖 
いものと して 尊び， 他の 人 もそう す 
るよう に 尽力して こそ， 神の み 名 を 
あがめる ことができる。 また 私たち 
は， 愛と 敬 * を 示し， 真心 を もって 
礼拝し， 神の 栄光と 結び付く すべて 
のこと を 行なって， み 名 を あがめる 
べきで ある。 

「御 国が きます ように。 みこ ころが 
天に 行なわれる とおり， 地に も 行な 
われます ように」。 この 言葉 を 考える 
とき， 私たち は それが 成就で きる 道 
はた だ ひとつ， 天父 を 自分の 神と し 
て 受け入れ， 戒め を 守り， 地上の 神 
の 王国 発展の ために 働く ことで ある 
と， 認識し なくて はならない。 神の 
教会， 神の 王国 は 現在地 上に 樹立 さ 
れ ている 力；， 私たちが 神の 教え を受 
け 入れ， 教えに 従い， それ を 世に 伝 
えて 初めて， 教会 は 確立す るので あ 
る。 

主 は 1831 年に 予言者 ジ ヨセフ • ス 
ミ ス に 言われた。 

「神の 王国の 鍵. は こ の 世の 人の 手に 
委任され， 福音 はこ こよ り 転じ 行き 
て 世の 果 にまで も 達せん。 あたかも 
人手に よ らず 山よ り 切り出され たる 
石の 転がり 出で て， ついに 全世界に 
充ち満 つるが 如し。 

主の御名 を 呼びて この 世に 神の 王 
国 を 来らせ， 世に 住める 人々 をして 
これ を 受け， 来るべき 時代の 備え を 
為さし めよ。 その 時， 人の子 は 地上 
に 建てら るべき 神の 王国に かなうた 
め， 彼の 栄光に 輝く 衣 を 召されて 天 
の 中より 降りた もうべし。 これ を以 


183 


て， 願わくは 天の 王国の 来らん ため， 
まず 神の 王国 を 出で 行かせた まえ。 
神よ， かく して 天に 於け る 如く  ， 地 
に 於ても 栄光 あらせた まえ。 また か 
く して， 汝の敵 を 征服した まえ。 誉 
と 能力と 栄光と は， とき はかき はに 
神の もの なれば なり。 アーメン。」 

(教義と 聖約 65  ：  2  ,  5  ,  6) 
みこ ころが 行なわれ ますよ うにと 
祈る 人 は， 自分の分 を 果たす ための 
用意 をし なくて はならない。 私が ま 
だ 少年の 頃， 父 は， 「祈りに 答えて ほ 
しいなら 自分で 頑張る 力; いい」 と 言 
つた。 自分で 何 か をす る 用意 もな く， 
御 国が きます ように， みこ ころが 行 
なわれ ますよ う にと 祈っても むだで 
ある。 

「わたしたちの 日 ごとの 食物 を， き 
よ う もお 与えく ださい」 という 言葉 
を 考える 時， それ を 「わたしたちの 
日 ごとの 必要物 を， きょう もお 与え 
ください」 と 言い換える ことができ 
よ う 。 私たち は 持ち物の すべて を ま 
つたく 主に 頼って いる こ と を 認識す 
べき だからで ある。 主 は 私たちの 造 
り 主， すべての もの を 与えて 下さる 
御 方で ある。 主 は 私たちに， 思考し， 
推理し， 学び 取る 頭脳 を 与えて， 私 
た ち が 知識 と 技術 を 用いて 物 を 豊か 
に 生産し， 自分の 用 を 満たし， 隣人 
にも 分ける よう にと 望んで おられる。 
私たち は 自分に 必要な すべての こと 
と， 自分の ためになる すべての こと 
について 祈る よ うに 命じられ ている。 
ふさわしい 状態で 天父 を 呼び 求め， 
日常生活の 恩恵と すばらしい 祝福の 
すべてに 感謝 を 表わし， 助け を 願う 
こと はいかに 大切であろう か。 祈る 
ときに， それらの 祝福 を 自分 や 他人 
のために， また 主の 御 業と 主の御名 
の 栄光の ために 賢明に 用いよ う と 決 
意すべき である。 私たちが 神の みこ 
ころ を 行なって こそ， 主権者た る 神 
を 認める こ とになる ので ある。 

「わた したち を 試みに あわせないで， 


悪しき 者から お救いく ださい。」 この 
言葉 を 考えて みると， 天父が 私たち 
に 聖典 を 与え， 予言者 を 送って 私た 
ち を 教えて 下さり， 私たちが その 教 
え を 受け入れた と き に 誘惑が 避け ら 
れる こと を 認識すべき である。 戒め 
を 守り， イエス' キリストの 教えに 
従えば， 誘感に 対抗す る 力が 与えら 
れる。 また， 悪の 誘感を 受ける よう 
な 立場に 身 を 置かない ので， 私たち 
は 悪から 救われる。 

マルコ 伝に はこう 書いて ある。 「誘 
惑に 陥らない ように， 目 を さまして 
祈って いなさい。 心 は 熱して いる 力;， 
肉体が 弱い ので ある。」 （マルコ 14: 
38) 私たち は 勇気と 力と 望みと 決意 
と， 正直， 真実， 貞潔， 慈善， 徳ぉ 
よび 自分に して ほしい こと を 人に 行 
なう 能力 を 求めて 祈らな くて はなら 
ない。 常に 祈り を もって 真理 を 探究 
するとき に， 私たち は徳 高き こと， 
好ましき こと， よき 聞こえ ある こと， 
あるいは 褒 むべき こ と をたず ね 求め 
なくて はならない。 そうすれば 主 は， 
私たちの 願いに よ く 答えて く ださる 
であろう。 「私たち を 試みに 会わせな 
いで」 ください， そうすれば 私たち 
は 悪から 救われる ので ある。 

「わたしたちに 負債の ある 者 を ゆる 
しました ように， わたしたちの 負債 
を もお ゆるしく ださい。」 この 言葉に 
ついて 考えて みょう。 マ タイの 記録 
した この 言葉 を， ルカ や マルコと 比 
ベて みると おもしろい。 ルカ は， 「わ 
たした ちに 負債の ある もの を 皆 ゆる 
します から， わたしたちの 罪 を もお 
ゆるしく ださい」 （ルカ 11 ： 4) と 書 
いている。 

また マルコ はこ う 表現して いる。 
「また 立って 祈る とき， だれかに 対 
して， 何 か 恨み 事が あるならば， ゆ 
るして やりなさい。 そうすれば， 天' 
にいます あなたがたの 父 も， あなた 
がた の あやまち を， ゆるして くださ 
るであろう。 （もしゅる さないならば, 


天に います あなたがたの 父 も， あな 
たがた の あやまち を， ゆるして くだ 
さらないで あろう）。」 （マルコ 11: 
25,  26) 

主 は 言って おられる。 「主なる われ 
は， その 赦 さんと 欲する 者も赦 す。 
され ど 汝らに はすべ ての 人 を 赦すこ 
と を 求めら る。」 （教義と 聖約 64: 10) 
さらに， 私たち は 7 度 を 70 倍す る ほ 
ど， 何回で も 人を赦 すよう にと 言わ 
れ ている。 私たち は， 主に 自分の 罪 
を赦 してい ただこ うと するとき に， 
必ず 友 や 隣人 を赦 して L  、るか どう か, 
胸に 手 を あてて 問うて みるべき であ 
る。 私たちが 皆， 隣人 を 愛し， 赦し 
たなら ばいかに す ばら しい ことで あ 
ろう。 そうした ときに， 主に 自分の 
愚行 を赦 して ほしいと 願い やすく な 
り， 悔い改めに ふさわしい 実 を 生じ 
るべ く 真に 悔い改めた ときに， 神の 
赦 しと 慈悲 を 自分に 期待で きる ので 
ある。 

そのような 赦 しにつ いて， 聖典に 
は 明快に 記されて いる。 「もしも， あ 
なた がた が， 人々 の あやまち を ゆる 
すなら ば， あなたがたの 天の 父 も， 
あ な た がた を ゆる して 下 さるで あろ 
う。 もし 人 を ゆるさないならば， あ 
なた がた の 父 も， あなたがたの あや 
まち を ゆるして 下さらない であろ 
う。」 （マ タイ 6  ： 14， 15) 

さらに また， 「この 故に われ 汝らに 
告ぐ， 汝ら 互いに 赦し 合うべき なり。 
そ は， 人 その 兄弟の 過ち を赦さ ざれ 
ば， その 人 主の 前に 罪に 値する 故に 
して， そ は 更に 大 いなる 罪な お 彼に 
在れば なり。」 （教義と 聖約 64：  9) 

私たちの 主 は 十字架の 上で， 赦し 
の 精神の 模範 を 示された。 「父よ， 彼 
らを おゆる し く ださい。 彼ら は 何 を 
している の 力、 わからずに いるので 
す」 （ノレ 力 23  ：  34) と。 また， 迫害 さ 
れ， 石で 打 たれた 忠実な 弟子 ステパ 
ノ について は， 「そして， ひざまずい 
て， 大声で 叫んだ， 『主よ， どうぞ， 


この 罪 を 彼らに 負わせないで 下 さ 
い』。 こう 言って， 彼 は 眠 り につい 

た。」 （使徒 7  ：  60) と 書かれて いる。 

この 偉大な 悔 改めと 赦 しの 原則 を 
私たちの 生活に 実践す る こと はいか 
に 大切であろう 力、。 隣人に 悪意 や 悪 
感情 をいだ いて 赦 さない もの は， 不 
快と 不安な 心 を 持った 不幸な 人で， 
そのまま いくならば 魂が 毒され， 自 
分の 内に 一層 大きい 罪 を 残す ことで 
あろう。 他人に 悪意 や 悪感情 をいだ 
いていた 人が， 後に， 勇気と 力 を 得 
て， その 人のと ころへ 行って あやま 
り， 愛 を 示して 和解 をし， 新しい 良 
い 関係 を 作る ことができて， ふたり 
とも 大いに 救われ， 幸せになる， と 
いった 話 は 数 知れない。 

さて， では 「王国と 力と 栄光と は， 
永遠に あなたの もの だからです。 ァ 
一 メン」 という 言葉に ついて 考えよ 
う。 再び， 神 は 私たちの 父で ある こ 
とが 思い出される。 また， 私たちの 
求める 王国が 神の 王国で ある こ と， 
そして あらゆる 善 は 私たちの 力 で 達 
成で きる ので はなく， 神の 力と 神の 
栄光に よる ことに 気づく。 私たち は， 
神の 戒め を 守り神と 隣人に 仕えて 感 
謝 を 表わす ことの 大切 さ を 知って， 
自分の 受けて いるすべ ての もの を 神 
に 感謝すべき である。 

願わくは， 世の 救い主， 神の 御子 
イエス • キリス 卜が あなたが たや 私 


のために この 世に 来て 命 を 捧げて 下 
さった こと を 常に 忘れず， 御子の 教 
え を 生命と 救いの 道と して 受け入れ， 
不死 不滅 と 永遠の 生命 を 受け る 備え 
をな して 御子の 犠牲 を 受け る に ふ さ 
わしい 生活 をす るよ うに。 そう した 
ときに， 私たち は 神の み 名 を あがめ， 
自分に 救い を も たらす ので ある。 

「アーメン」 というの は， 言われた 
こと を 厳肅に 心から 確認し， 承認す 
る 結びの 言葉で ある。 私たち は 自分 
の 言動で この 言葉 を 裏付けよ う では 
ないか。 

祈る ときには， ゲッセ マネの 園の 
イエス • キリストの 祈り を 思い出 そ 

ラ 0 

「それから， イエス は 彼らと J に， 
ゲッセ マネと いう 所へ 行かれた。 そ 
して 弟子た ちに 言われた， 『わたしが 
向こうへ 行って 祈って いる 間， ここ 
にす わって いなさい』。 そしてべ テロ 
とゼべ ダイ の 子 ふた り と を 連れて行 
かれた が， 悲しみ を 催し また 悩み は 
じめ られ た。 そのと き， 彼らに 言わ 
れた， 『わたし は 悲しみの あまり 死ぬ 
ほどで ある。 ここに 待って いて， わ 
た しと 一緒に 目 を さまして いなさ 
い』。 そして 少し 進んで 行き， うつぶ 
しにな り， 祈って 言われた， 『わが 父 
よ， もしで きる ことで したら どう 力、， 
この 杯 を わたしから 過ぎ去らせて く 
ださい。 し 力 、し， わたしの 思いの ま 


まに ではなく， みこ ころの ままに な 

さって 下さい j。」 マ タイ 26:  36—39) 
「わた しの 思いのままに ではな く  ， 
みこ ころの ままに なさ つて 下さい」 
と言えるよ うに 私たちが 心の 準備 を 
する こと は， いかに 大切であろう 力'。 

さ らに 近代の 主の 言葉に 耳 を 傾け 
よう。 

「王国 を 与えられ たる わが 教会の 人 
々よ 聴け。 地の 礎 を 据え 諸々 の 天と 
天の 万 群と を 造り， 生きて 動き 実在 
する すべての もの を 造りた る 者の 言 
を 聴きて 耳 を 傾けよ。 また 言う， 死 
の 汝らを 捕えざる 様 わが 言 を 聴け。 
すなわち， うかと 過す ひと 時に 夏 は 
過 ぎ 去 り， 刈り 入れ は 終 りて 汝らは 
救われざる なり。 御 父と 人との 仲保 
者に して， また 御 父の 前にと りなし 
をす る 者の 言に 耳 を 傾けよ。」 （教義 
と聖約 45: 1-3) 

神 はま さしく 生きて おられ， 私た 
ちの 救い主 ィ エス' キリスト により， 
イエス. キリスト を 通して， 私たち 

の 祈り を いつでも 聞いて 答えて 下さ 
る こと を， 証 申し上げる。 私たち は 
神の 教えと 戒めに 従う ことにより， 
地上の 神の 王国 建設に 貢献し， 神の 
み 名 を あがめる ことができ るので あ 
る。 そのよう にで きる こと を， イエ 
ス • キリスト のみ 名に より へりくだ 
り 祈る も ので ある。 アーメン。 
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十二使徒 評議員 会 会員 


マーク 


ピーター セン 


今 大会に おいて， 私たち は 正式に 
末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス 卜 教会の 新 

しい 大 管長 を その 職に 任じた。 まさ 
に 重要な 出来事で ある。 

これ は， 144 年に わたる 教会 歴史の 
中で も わずか 12 回 行なわれ たにす ぎ 
ない。 今朝 タパ ナクルで 開かれた 聖 
会で， ス ペン サー •  W  • キン ボール 
大 管長 は 教会の 大 管長， 主の 予言者， 
聖 見者， 啓示 を 受ける 者と して 支持 
の 挙手 を 受けられた。 

支持の 挙手 は 満場一致 でな された。 
そこに はまた 聖霊の はつ き り した 確 
認が あり， この 壮大な タパ ナクルに 
集まって いただれ もが その 聖 なる 力 
を 感じた。 ラジオ や テレビで その 模 
様 を 見聞きし ていた 人 もまた 同様の 
経験 をした ことであろう。 そして モ 
ーセの 時代の 如く，  「民 はみ な ァァメ 
ンと 言」 つたので ある。 （申命記 27 章 
参照） 

何とす ばらしい 人物が 選ばれた こ 
とか。 この 数年 十二使徒 評議会 を 導 
き， また ハロルド •  B  • リ 一大 管長 
の 死後 今 大会に 至る までの 間， 十二 
使徒 評議員 会の 決議に よって 教会の 
大 管長と しての 任 を 果たして きた そ 
の 人 は， 今や ここに 神の 命じられた 
霊的 指導者， 主の み 言葉と 主の みこ 
ころ を釈き 示す 者と して 教会員の 支 


持の 挙手 を 受ける に 至った ので ある。 
彼 は こ の 高貴な 役職 を 非常に 謙虚 
に 受け入れた。 謙 通な 人で 潜 越な と 
ころも 見られず， 彼 は 「堅固な やぐ 
ら」 （詩篇 61 ： 3) であり， 何でも 積 
極 的に 行ない， 先見の明 を 備えた 人， 
そして あらゆる 点で 行動の 人で あ る 。 

30 有余 年に わ た る 十二使徒 として 
の 任務 を 通じて， 彼の 示した 驚く ベ 
き 精力， み 業に 傾ける 並々 ならぬ 熱 
意， 無私の 態度， 神の 王国 建設の た 
めに 祭壇の 前に 自己 をす ベて 捧げた 

その 決意 は， 彼 を 教会 全体に 知らし 
める 所以と なって いる。 

彼の 献身 は 尽きる こ と を 知らない。 
彼 はま さ しく 聖別され た 主 イエス • 
キリスト のし もべ である。 彼の 健康 
は 奇跡的な 回復 を 遂げた。 この 偉大 
なる 任務 を 遂行で きる ように。 この 
ように 彼が 癒された こと は， 彼の 召 
しが 神からの も ので ある こと を 示す 
明白な 証拠で あり， まさしく 神の み 
業で ある。 

主から 授けられた 奇 しき 力 を 行使 
する に当たって， 彼 は 決して その 力 
の 根源 を 忘れる ことが なく， 主の み 
こころが 何で あるか を 知り， そのみ 
こころ を 実行し よ う と 常に 努めてい 
る。 

キン ボール 大 管長 は， その 非常な 


熱意と 精力 もさる ことながら， 彼 は 
親切で 哀れみ 深く 柔和であって， 人 
を 助けたい という 気持ちに あふれた， 
完壁な キ リ ス ト 教徒で ある。 そ して 
人に 新たな 光 を 投げ かけ， 新たな 希 
望 を 与えて， 主の 道に 立ち 帰らせ， 
数多くの 道 を 踏み迷った 人々 一人 一 
人の 手 を 取り， 救いの 道へ と 導いて 
きた。 

正す ことが 必要と され， 彼 自身 そ 
の 必要性 を 認めた とき は， 常に 愛と 
親切の 心で 温かい 同情の 手 を 差し 伸 
ベ， しかも 正義に 堅く 立ちながら， 
人々 を 正して きたの だった。 

困難な 仕事に 直面した とき， 特に 
今度の 責任 は最 も 困難な もので あろ 
う 力;， 彼 は 決して 責任から 逃避せ ず, 
信仰と 祈り と 彼の 高貴な 人格に 備わ 
る 力の すべて を も つて 立ち向かって 
いく 人で ある。 その 結果， み 業 は 止 
まること なく しかも 適切に 行なわれ 
るので ある。 

彼 は 常に 自分の 力の 限界 を 気に 留 
めながら も， この 業が 神の み 業で あ 
り， 主 は 謙 通な 人々 を 用いて 主の 目 
的 を 成就され る という こと を 知って 
いる。 

キン ボール 大 管長 は， ニーフ アイ 
の 言葉に 確固たる 信仰 を 抱いて いる。 
「 私 は， 主が 命じた も うこと に 
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は， 人が それ を 為し とげる ために 前 
以て ある 方法が 備えて あり， それで 
なくて は， 主 は 何の 命令 も 人に 下し 
たまわな いこと を 承知して いるから 

である」 （I  ニーフ アイ 3  ：  7) この 
聖句は 彼の 信仰の 拠所と な つてお り， 
成功の 秘訣 となって いるので ある。 

主の 計画 はこれ まで 同様， 今後 も 
進展して ゆく であろう。 なぜなら 全 
能の 神が 日々 ス ペン サー • W • キン 
ボール 大 管長 を 導き， 彼 を 通して 働 
かれて いるから である。 主の み 業 は 
決して 衰微せ ず， 他の 民に 渡される 
こと も ない。 

今日， 教会員が 全会一致で 新しい 
大 管長 を 支持した とき， 彼ら は大管 
長に 従う という 誓約 をす るに 当たつ 
て 非常な 責任 を 引き受け たばかり か， 
回復され た主ィ エス • キ リストの 福 
音の きわめて 大切な 原則 を 擁護した 
ので ある。 

彼ら は， 神と タパ ナクル を はじめ 
ラジオ， テレビの 放送網 を 通じて 集 
つた 数十 万に 達する 証人の 前で， 支 
持の 挙手 をす る ことにより 誓約 を 交 
わした ので ある。 

大 管長 を 支持 するとい うこと は， 
彼の 指示に 従う ことで ある。 彼 は 今 
日の 主の 代弁者で あり， これに は 非 
常に 重要な 意味が ある。 予言者 ジョ 
セフ. スミ スの 時代に この 問題が 持 
ち 上がった とき， 主 は 教会の 指導者 
について 次の よ う に 言われた。 

「 …-' また 聖霊に よ りて 感ずる まま 
に 語るべき こ と は …… 

およそ 聖霊に 感じた る 時 語る と こ 
ろ はこと ごとく 聖典の 言と なり， 主 
の 意と なり， 主の 精神と なり， 主の 
言と なり， 主の 声と なり， 世 を 救い 
に 導く 神の 能力と なるべし。」 （教義 
と聖約 68  ：  3,4) 

教会員と して 新しい 大 管長に 支持 
の 挙手 をす る ことによって， 私たち 
は 彼が 与える 永遠の 生命の 言葉に 努 
めて 留意 するとい う 神聖な 誓約に 身 


を 委ねた ことになる。 

主 は 近代の 聖典の 中で こう 言って 
おられる。 「汝ら 神の 口より 出る すべ 
ての 言に よ りて 生く ベければ な 
り。」 （教義と 聖約 84  ：  44) 

では， どのよう にして その 言を受 
ける のだろう 力、。 それ は， むろん 神 
の 予言者 を 通じてで ある。 

世の 始めから 神 は その 方法 をと つ 
て こられた。 ァ モスへの 啓示で 主 は 
言われた。 「まことに 主なる 神 は その 
しもべで ある 預言者に その 隠れた 事 
を 示さない では， 何事 を もな されな 
い o」 （ァ モス 3  ：  7  ) 

こ れ は 旧約聖書の 中で 主が 示 さ れ 
た 方法で あつたが， 新約聖書の 時代 
も 同様で あり， また 今日 も然 りで あ 
る。 

144 年 前 教会が 設立 された とき， 主 
は 原則 を 回復され る ことによって こ 
の 意味 を 明らかにされ， この 地上に 
お け る 主の 教会の 指導者が 主の 代弁 
者であって， 人 を 自分に 従わせよう 
と して 自己 推薦 をす るよ うな 人で は 
ない と言われた。 

1830 年 4 月 6 日， 主 は 新しく 任命 
された 教会の 大 管長に ついて， 大管 
長 はまた 主の 代弁者で あると 告げら 
れた。 

その後， 主はジ ヨセフ' ス ミス を 
予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者と 
しても 指名され た。 このよう にして， 
主 は 次の よ う に 教会員に 命じられた 
ので ある。 

「この 故に 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ 
り受 くるま まに 汝らに 与う る誡 命と 
彼の 言と を 皆 心に とめて よく 聞き， 
わが 前に 全 く 聖 き 道 を 履む ベ きなり。 

そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如く にこれ を 受け 入るべき なれ 
ばな り。」 （教義と 聖約 21 ： 4,5) 

続けて， 主 はこの 命に 従う 者に 大 
いなる 約束 を 与えて 言われた。 

「これらの こと を 為さば， 地獄の 門 


も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 して， 
誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ り 暗闍の 
力 を 追い払い， 汝らの 為と 神の 御名 
の 栄光の ために もろ も ろの 天 を も 震 
い 動かし めん。」 （教義と 聖約 21 ： 
6) 

一体 この 約束 以外に 何 を 求める こ 
とがあろう 力 >。 この 聖句 は， 大切な 
原則， すなわち 私たちが 今日の 支持 
の 挙手 か ら 学ばな け れ ばなら ない も 
う ひとつの 訓戒 を 思い起こ させる も 
ので ある。 それ は， この 地上に おけ 
る キリス 卜の 教会の 長た る 者 は 一時 
代に ただ ひとり 存在し， 彼 は 今日の 
キン ボール 大 管長と 全く 同様に 選ば 
れ 支持され なければ ならない という 
ことで ある。 だれも この 召し を 自分 
で 得る こと はでき ない。 大 管長 はァ 
ロンの 場合の ように， 神の 召し を受 
けなければ ならない ので ある。 （ヘプ 
ル 5  ：  4 参照） 

主 は 任命 を 秘密に する こと は 許し 
て おられない。 正当な 手続き を 踏む 
ため 万事 は 公に， しかも 人々 の 支持 
の 挙手に よって 行なわれる。 主 は 言 
われた。 「 …… およそ 誰か 権威 ある 者 
より 聖職に 按手 任命され， また その 
者の 権威 を 有て る ことと， 教会の 長 
たる 者た ちょ り 正式の 按手 聖任 を受 
けたる こ ととが 教会員の 知る 所に あ 
ら ざれば， 何人と いえ ども わが 福音 
を宣 べんた めに 出て 行く こと， また 
は 教会 を 創立す る こと を 許されざる 
べし。」 （教義と 聖約 42  ： 11) 

主 は 続けて 言って おられる。 「すべ 
ての こと は 各 教会 各々 の 全体 
一致に よりて 為さざる ベから ず。」 こ 
れは 衆知と いう こと， また 支持の 挙 
手に よるとい う こと を 表わして いる。 

さらに 主 は， 「正式に せられた 
る わが 教会 支部の ある 所に あ り て は， 
何人と いえ ども そ の 教会 支部の 支持 
の 挙手に よ ら ずして はわが 教会 内の 
いかなる 職に も 按手 聖 任さる る 能 わ 
ず。」 （教義と 聖約 20:  65) と言われ 
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た。 

また， 次のように も 言われた。 「わ 
れ今 汝らに 一つの 命令 を 与う。 すな 
わち 汝ら 須ら く この 職 を 全部 充 たし 
て わが その 名 を 挙げたる 人々 を わが 
一般 大会に 於て 承認すべし。 然らず 
んば， これ を 否認すべき なり。」 （教 

義と聖 約 124  ： 144) 

この 原則 は， あらゆる 種類の 熱狂 
家 や 偽りの 教師， 指導者 を 排除す る 
ものである。 そして， 教会に あって 
指示す る 者の 声 は 明らかに 唯一つ で 
あり， それ は 啓示に より， また 教会 
の 総 大会で 人々 の 支持の 挙手 を 受け 
正式に 選ばれた 予言者， 聖 見者， 啓 
示 を 受ける 者の 声で あると いう こ と 
に 主の 民の 注意 を 喚起す る もので あ 

る 0 

今日， その 人はス ペン サー 'W- 

キン ボールで ある。 

ジョン • ティ ラ 一大 管長 は， 大管 
長 を 支持す る と きの 進め 方に ついて 
次のように 述べて いる。 その 方法 は 
まさに 今日， 私たちが とった もので 
ある。 「これ は， 古代 イスラエルの 民 
の 間で 行なわれ ていたと 同様， 主が 
シ オンの 民に 制定され た 規範で ある。 

 これ は 神の み 声で あり， 民の 声 

でめる oJ  {The  Liospel  Kingdom  '  fg 
音の 王国」 p.  134) 

ブ リ ガム. ヤン グ大 管長 はこの 件 
について 討議した 際， さらに 次の よ 
うに 語った。 「（主） は ひとりの 予言 
者の 口 を 通じての みそのみ こ ころ を 
民に お知らせになる。 主が 民に 啓示 
を 与え， 新しい 教義 を 示し， あるい 
は 懲罰 を 与えようと するとき， 主 は 
その 職に 召 さ れ 按手 任命 された 者 を 
通じて 行なわれる。」 ( Discourses 
OJ  Brigham 1 oung  「フ リカ ム • ヤン 
ゲ 説教 集」 P.212) まさしく その 人 
こそ 教会の 大 管長で ある。 

ブ リガ ム • ヤン グは さ ら に 述べて 
いる。 「主なる 全能の 神が この 教会 を 
導いて おられる。 あなたがたが 自ら 


の 義務 を 遂行して いるならば， 神 は 
決して あなたがた を 迷いに は 導かれ 
ないで あろ う 。」 （「ブ リガ ム • ヤン グ 
説教 集」 P.212) 

ヒーバー . J  . グ ラン ト大 管長 は 

述べて いる。 「天父の 望んで おられな 
い 人が ィ エス. キリス 卜 教会の 長に 
なる のではないだろう かと 思いわず 
らう 必要 はない。 天父の 望んで おら 
れる人 以外に ィ エス' キリス ト 教会 
の 長に 就 く 人 はいない か ら であ 
る。」 （ G  'ホーマー 'ダーラム 編 
Gospel  Standards 『福音の 標準 j， 
「ィ ン プール ブメ ント • エラ」， 
1969,  p.  68) 

さて， キン ボール 大 管長 は どのよ 
う な 権能 を 持って いるの だろう 力 >。 
教会の 大 管長で ある 彼 は， この 最後 
の 神権 時代， 福音が 回復され るに あ 
たって 天使に よ り 予言者 ジ ヨセフ- 
ス  ミスに 与えられた あらゆる 鍵と 権 
能 を 有して いる。 大 管長 は 権威 ある 
者の 按手に よ り これらの 権能 を 授け 
られ た。 ここで 私 は 繰り返し 申し 上 
げたい。 キン ボール 大 管長 は， 以前 
あらゆる 鍵と 権能 を 持ち， キン ボー 
ル大 管長に それら を 与える 権威 を 有 
していた 人々 の 按手に よって これら 
すべての 権能 を 授かつ たので ある。 
教会の 歴代 大 管長 はいずれ も， す 
ベての 鍵と 権能 を 有して きた。 だれ 
も それらな く して 働く こと はでき な 
い。 また 教会 も 存続し 得ない ので あ 
る。 

も し 予言者 ジ ヨセフ • ス ミスが こ 
れらの 権能 ©11 を 墓に 携え 行った の 
だと すれば， 今日 どうして 私たち は 
この 業 を 遂行で きょう 力、。 鍵な く し 
て 主の み 業 は 進まない ので ある。 ジ 
ヨセフ' ス ミス に 与え られ たす ベて 

m と 権能 は 教会 指導者の 手で 絶え 
る ことなく 保持され ねばなら なかつ 
た。 

もし， ジ ヨセフが 死者の 救いの 鍵 
を 有した まま 世 を 去った とすれば， 


私たち はどう して 神殿 事業 を 行なう 
ことができる だろ う 力'。 

権威 を 持たずに どう して あらゆる 
国民， 部族， 国語， 民族に 福音 を宣 
ベ 伝える こ とがで きょ う 力'。 

また， も し 開拓者た ちが 神の 権能 
を 有して いなかった とすれば， 予言 
者ィ ザャの 予言 を 成就すべく なぜ こ 
の 山の頂に 来て， この 地に 教会の 本 
部 を 設置した のだろう 力'。 

救い主の 再臨に 先立ち， やがて 世 
界 中から 主の 民が 集合す るであろう 。 
イスラエル 集合 (^は， こ ©11 を 保 
持し それ をジ ヨセフ' ス ミス に 託 し 
た 予言者 モー セを 通して 私たちに 伝 
えられた ものである 力;'， 主の 民の 集 
合 も こ ©11 なく して どう して 行なわ 
れ得 るだろう 力 \ また， 神の 権能 を 
持たずに 世界 各地に 教会の ステーキ 
部 を 設立す る ことができ るだろう 力'。 

私たち は， 天使に よって 予言者 ジ 
ヨセフ' ス ミス に 与えられた 種々 の 
権能が 教会に あり， 依然として この 
教会に 存在して いる ことが 容易に 理 
解で きる。 

神の 権能 は 常に ひとりの 人， すな 
わち 予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 
者で ある 教会の 大 管長に 委ね ら れて 
いるので ある。 

これに 代わる 他の いかなる 方法 も 
存在し ない。 なぜなら これ は 主の 方 
法で あり， 主が 御 自分の 業 を 指示し， 
導かれる 道 だからで ある。 

まさしく ァ モスの 言葉 は 真実で あ 
る。 「まことに 主なる 神 は そのし もべ 
である 預言者に その 隠れた 事 を 示さ 
ないで は， 何事 を もな されない。」 

(ァ モス 3  ：  7  ) 
ウィルフォード 'ウッド ラ フ大管 
長 は 次の よ う に 語って いる。 「イスラ 

エルの 長老た ち， 並びに 神の 聖徒の 
皆さん， 私 は あなたがたが 召しの 尊 
厳と 神聖 さに 奮い立ち， 自らの 職務 

と 誓約 を 完全に 実証す るよう お勧め 

したい。 あなたがたの 働きに よって 
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権威 を， 鍵 を， そして 神権 を 支持し 
なさい。 神の 眼， 天使の 眼， 人の 眼 
は あなたがたの 上に 注がれて お り ， 
業 をな し 終えた とき， あなたが たは 
正当な 報い を 受ける であろう。」 （マ 

シァス •  F  'カウ リ 一 編， miford 
Woodruff  「ウィルフォード 'ウッド 


ラフ」， デゼレ ト ニューズ， 1909, 
p.  657) 

私 (i® い 主が 生きて おられる こ と 
を 知っている。 噴い 主 は 親しく， 今 
日 私が これまでお 話しして きた こ と 
が 真実で ある こ と を 私に 知らせて 下 
さった。 天父なる 神 は 生きて おられ 


る。 この 教会 は 生ける 神の 教会で あ 
り， 救い主なる イエスが み 業 を 導い 
て おられる。 キン ボール 大 管長 はま 
さしく 主の 予言者で ある。 この 聖な 
る 証の すべて を 心からへ り くだって 
いと 高き 主 イエス • キリス ト のみ 名 
によ り 証 申 し 上げる。 アーメン。 
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予言者と 主の 民の 予任 


十二使徒 評議員 会 会員 


フル一 ス 'R* マッコ ンキ一 


ス ペン サー • W • キン ボールが 末 
日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会 大 管長， 
主の 民に 対する 予言者， 聖 見者， 啓 
示 を 受ける 者で あり， これからの 時 
代に あつ て 地上の 神の 代弁者 となる 
ベく 予任 されて いたと， 私 は 信じる。 
キン ボー ル大 管長 は 予言と 啓示の み 
たまにより， このつ とめに 召され 選 
ばれ， 聖 任された ので ある。 彼が 今 
や 先頭に 立って 主の 民 を 導くべき こ 
と は， 私たちが 証し， 仕える お 方の 
みこ ころで あり み 旨で ある と 主の み 
た ま が 十二使徒の 一人一人に 証言 し 
たこと を， 私 は 知っている。 

それ は 主が ご 自身の 声で こ う 言わ 
れ たと 同じで ある。 「私の しもべ ハロ 

ル ド. B  . リ 一大 管長 は， 私の 命じ 

たす ベての こ と に 忠実 かつ 真実で あ 
つた。 あなたがたの 中での 彼の 務め 
はすで に 完了した。 私 は 彼 を 永遠の 
ぶどう 園の 別の よ り大 いなる 働きに 
召した。 そして 今， 私の 民 を 導き， 
私が 自 ら 地上 を 統治し に 訪れる あの 
大 いなる 日の ために 民 を 備える 働き 
を 続ける ように， 主なる 私 はし もべ 
である ス ペン サー • W  • キン ボール 
大 管長 を 召す。 そして， 私の しもべ 
ジ ヨセフ • スミ ス について 言った と 
同じ こと を， 彼に 対しても 言う。 『••• 
…汝ら 教会員 は， 彼が 上より 受 くる. 


ままに 汝らに 与う る 誠 命と 彼の 言と 
を 皆 心に とめて よく 聞き， わが 前に 
全く 聖き道 を 履むべき なり。 そ は 彼 
の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信仰と を以 
て， あたかも わが 口より 聞く が 如く 
にこれ を 受け 入るべき なれば な り 。 

主なる 神 かくの 如く 言う。 われ は 
彼に 霊感 を 与えて， 善 を 為す ために 
大 いなる 力 を 以て シ オンの 大事 を 推 
し 進めし む。 われ 彼の 勤勉なる を 知 
り， また 彼の 祈り を 聞け り。』 （教義 
と聖約 21 ： 4,  5，7)」 

すで に 世 を 去 つ た 予言者た ち は 信 
じ やす く  ， 他の 環境の も と で 別の 民 
に 与えられた 勧告 は 信じて 従える と 
思い やすいよう である。 しかし， 主 
が 地上に 予言者 を 置かれた どの 時代 
もそう であった ように， 私たちの 遭 
遇する 大きな 試練 は， 主の 生ける 予 
言 者の 言葉 をよ く 聞き， 今の 時代に 
与えられる 勧告と 指示に 従う かどう 
かとい うこと である。 

「われら アブラハムの 子と， ュダ 
ャ人は 神に 言え り 。 
われらみ 父に 従い， ゆずり を 受け 
んと。 

され ど 主 イエスの 口より， 叱責の 
むち 飛びて， 

汝ら 従うべく 名 を 連ら ねた 者の 子 


アブラハムの 子孫と あらば， その 
道 を 歩み， 父祖の 天罰の 固き 鎖よ 
り 逃れいで たる もの を。 
われら 聖 見者 モー セと 古え の 予言 
者 を 持てり， 

かれらが 言葉 は 金銀の 宝。 
され ど 主 イエスの 口より， 荘厳な 
声いで て， モー セに 向かわば かの 
言葉 を 聞け 

大 いなる 値の 報い を 得べ し 

モー セ わが 降臨 と わが 地上の 業 を 

告げ たれば な り 。 

われらな らうべき ぺ テロと パゥロ 
を 持て り とおのれ の 神 を あがめつ 
つ 信者 は 言う。 

さ れ ど 生者 と 死者 と の 主な る お 方 
はかく 言われる。 

汝の 時代の 予言者， かの 教師たり 

聖 見者た る 者の 手に 

われ 鍵 を 渡しぬ と。 

み 父の み 旨に かなわん ため， 汝ら 

彼らに 頼れと。 

確かに， 私たちの 時代に 地上の 神 
の 王国， 教会 を 管理す る 謙 適な 人々 
は， 古え の 使徒 や 予言者と 同じく， 
この 末日 に 地上の 王国 を 導 くた めに 
神より 選ばれた 人々 である。 ス ペン 
サー. W  . キン ボール 大 管長， N* 
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エルドン 'タナー 副 管長， マリオン. 

G  •  ロムニー 副 管長の そばで ほぼ 毎 
日 を 過ごす 私たち は， 彼らが 下す 裁 
断の 知恵と 判断に 目 をみ はり， 彼ら 
がかって 大 管長 会べ テロ， ヤコ ブ， 
ヨハネと 同等の 義の 説教 者で ある こ 
と をよ く 知っている。 

地上の 主の み 業 を 導く これらの 兄 
弟の 召し が f 禺然で はあり 得ない と， 
申し あげてよ ろしいだろう 力、。 そこ 
に は 主の 力が ある。 主 は 初めから そ 
のこと をよ く 知って おられる。 主 は 
救いの 計画 を 定め， 主の 永遠の 福音 
がァ ダムから ジ ヨセフ • ス ミスまで 
の 各 神権 時代に 人に 啓示され るよう 
命じられた。 全能の 主 は， 主の み 名 
によって 働き， すべての 神権 時代に 
主の 言葉 を 世界に 伝える 予言者と 使 
徒と を 選ばれた。 主の み 業に 働く 人 
々を 選び， 予 任された。 そして 彼ら 
を 時 を はからって 地上へ 送り， 絶え 
ず この 世の 用意 を させ， 創世の 以前 
に 受けるべく 予 任された その 役職に 
召す ので ある。 

ここで ス ペン サー • W' キン ボー 
ル大 管長 を， 主の 民の 指導者と なる 
ベく 用意され， 予 任され 召された 者 
の 典型と して， 説明 させて いただき 
たいと 思う。 彼 はまこと に， 信仰の 
家で 生まれた。 キン ボール 大 管長 は 
イサク と アブラハムから 霊的 資質 を 
受けつ いだ ヤコ ブ のように， 現在の 
使徒の 管理職に 備えて 才能 や 資質 を 
生まれつき 授けられ ていた。 

しかも その 準備 はこの 世に 誕生す 
る 前から 行なわれ ていた。 彼 は ゆえ 
あって 信仰の 家に 生まれた。 彼が 光 
と 真理と 救いの 牧者と して 民の 間に 
立つ 準備 は， この 世 だけに 限られな 
かった。 事実， 彼 は 地の 基が 据えら 
れる 以前に 召され， 選ばれ， 予 任さ 
れた 神の 霊の 子で あり， 神 御自身が 
臨席され たかの 前世の 大 会議に， 私 
たちの 眼前で も 計画し， 約束され た 
その 使命 を， 彼 は 今 こそ 果たしてい 


るので ある。 

ジ ヨセフ' スミ スは 言った。 「世の 
人々 に 導きと 恵み を 施す 召し を 持つ 
すべての 者 は， この 世界ので きる 以 
前， 天上の 大 会議で まさに その 目的 
のために 聖 任された。」 また 予言者 は 
自分に ついて このよ うに 語って いる。 
「私 は， 自分が あの 大 会議で， 実に 
この 役職 に聖任 された の だと 思 う <j 
I,  reaching  of  the  Prophet  Joseph 
Smith  「予言者 ジ ヨセフ • ス ミスの 
教え」 P.  365) キン ボール 大 管長 は 今 
ゃジ ヨセフ' スミ スの 着た 外套 を ま 
とい， 同じ 予 任の 律法の 翼 下に 入つ 
たので あ る 。 

かの 会議の 場に いた 私たちの 父ァ 
ブラ ハム は， 前世の 霊の 軍勢 を 示現 
に 見る 祝福 を 得た。 彼 はこの よ う に 
告げた。 「これらす ベての ものの 中に 
は， 高貴に して 偉大なる もの 多く あ 
りたり。」 その 霊 は 「善し」 と言われ 
ている。 （アブラハム 3  ：  22) ァ ブラ 
ハム は， 永遠の 父なる 神が その 力 あ 
る 者た ちの 「中に 立ちて」， 「これら 
の 者 を わが 統治者と なさん」， 「アブ 
ラ ハムよ， 汝は これらの 者の 一人な 
り。 汝は 生れざる 前に 選ばれたり」 
と言われ たの を 見た。 （アブラハム 3 
： 23) 

アブラハムが そうで あるよう に， 
すべての 予言者 は， また そのこと に 
関して 責任の 違い こそ あれ， イスラ 
エルの 全家， 主の 地上の 教会の 全会 
員と 共に， 皆予 任の 祝福に あずかつ 
ている。 

エレ ミ ャに主 は 言われた。 「わたし 
は あなた を ま だ 母の 胎 につく ら ない 
さきに， あなた を 知り， あなたが ま 
だ 生れない さきに， あなた を 聖別し， 
あなた を 立てて 万国の 預言者と し 
た」。 （エレ ミヤ 1 ： 5  ) 

この 世で メ ルケ ゼデク 神権 を 受け 
る 者 はすべ て， アルマが 教える よう 
に， 「神の 先見の明 によって 創世の 前 
からすで に 選んで 備えて おかれ 


た。」 なぜならば， 彼ら は 前世で 高貴 
にして 偉大なる ものだった からで あ 
る。 （アルマ 13  ：  3  ) 

また， バウ 口 はこの 予 任の 律法 を 
選びの 教義と 呼び， それによ つて ィ 
ス ラエルの 全家に， 「子た る 身分 を授 

けられる こと も， 礼拝 も， 数々 の 約 
束 も」 与えられ ると 言って いる。 （口 
一 マ 9  ：  4) パゥロ は， 忠実な 教会 
員， すなわち 「神 を 愛する 者た ち」， 

「ご 計画に 従って 召された 者た ち」 
が 「御子の かたちに 似た ものと」 な 
つて 「キリスト と 共同の 相続人」 と 
なり， 御 父の 王国で 永遠の 生命 を 得 
る よ ぅ予 任されて いる と 述べて いる。 

(ローマ 8  ： 17'  28) 
彼 はまた 教会員に ついて， 神が 

「みまえに きょ く 傷の ない 者と なる 
ようにと， 天地の 造られる 前から キ 
リ ス ト にあって わたしたち を 選び」， 
養子縁組 によ つて イエス' キリスト 
の 子と なり， この 世で は 「罪過の ゆ 
るし」 を 受け， 来たるべき 世で は 永 
遠の 栄光 を 受ける よ う に予 任された 
と 言って いる。 （エペ ソ 1:7) 

私たちの 持つ 古代， 近代の 聖典に 
は， 神の 先見の明 により， この 世で 
の 特別な 働きに 召された 人々 や， ィ 
スラ ヱルの 家系に 生まれ， 良き 羊 飼 
いの 声 を 聞いて 地上の 主の 羊の群れ 
に 入る 雄々 しい 人々 への 約束な ど， 
どちらも 予 任の 律法に ついての 記述 
が 多い。 

キ リ ス ト 御自身が， 予 任された 予 
言 者の ひな 型と 言えよ う。 キリスト 
は 永遠の 会議で 救い主， 贖い 主と し 
て 選ばれた。 ぺ テロ は キリスト を， 
時の 絶頂に 無窮 永遠の 嘖ぃ をな し遂 
げる ために 来るべき 御 方と して， 「き 
ず も ， しみ もない 小羊 •••••• キ リ ス 卜 

は， 天地が 造られる 前から， あら か 
じめ 知られて いた （予 任されて いた 
の 意)」 （I ぺテ a 1 ： 19，  20) と 語つ 
た。 4 千年間， すべての 予言者 はキ 
リストの 来臨 を 証し， その 慈悲と 愛 
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を 声高く 告げた。 
「肉体に 宿りた も う」 （I  ニーフ ァ 

ィ 11 ： 18) 主の 母 マ リャ， イス ラエ 
ルに 導きと 恵み を 施した 偉大な 予言 
者 モー セ， 使命 を 帯びて 世の 終りの 
示現 を 見た 黙示 者 ヨハネ， 回復の 予 
言 者， 聖 見者 ジ ヨセフ • ス ミス， 彼 
らは皆 この 世の 務めに 携わる 何百 年， 
何千 年 前から 指名され ていた。 予任 
された 働き は， あらかじめ 知られ， 
計画され ていたから である。 

バプ テス マの ヨハネ や 古代の 十二 
使徒 ゃコ 口 ン ブスの なすべき こと は 
前もって すべて 知られ， 準備が 整え 
られ た。 し 力  >  しこれら は 皆， 単なる 
青写真で ある。 主の み 業 はすべ て あ 
ら かじめ 計画， 準備され ており， そ 
のみ 業に 召され， 選ばれた 人々 はま 
ず 前世で， それから なお 誠実 かつ 忠 
実で あるならば 再度 この 地上で， 主 
から 任命 を 受ける からで ある。 

では， これからの 時代に 主 を 代表 
して 王国 を 管理す ベ く 選ばれた 者， 
すなわち こ の 教会の 大 管長 は ど う で 
あろう 力 >。 彼 は， 実に 忠実な 先祖の 
後裔 と言うに は あま り ある もので あ 
る 。 彼 は 事実 神の 息子で あ り ， 全能 
者の 霊の 子で ある。 彼 は 永遠の 御 父 
と共に 住み， その 顔 を 見， 声 を 聞き， 
と り わけ 重要な こと に は そのみ 言葉 
を 信じ， その 律法に 従った ので ある。 

従順に よ り， 一致に よ り， 自己の 
義 しさに よって， 選ばれし 愛子の あ 
と を 継ぐべく 選ばれた ゆえに， スぺ 
ンサー • W • キン ボール は 前世に お 
いて 高貴に して 偉大であった。 彼 は 
他の すべての 才能に ま さって 霊性の 
賜 を 伸ばした。 信じる 才， 真理 を受 
け 入れる 才， 正義 を 求める 才を。 

彼 は 「神の 如き 者」， （アブラハム 
3  ：  24) 主なる エホバ を 知り， 礼拝 
した。 彼 は アダム と エノ クの 友で あ 


つた。 ノア や アブラハムから 助言 を 
受け， ィザャ や ニーフ アイと まみえ， 
天の 王国で ジ ヨセフ' ス ミス や プリ 
ガム . ヤングと 共に 仕えた。 

前世 は 遠 く 離れた 神秘な 場所で は 
ない。 私たち は， 慣れ親しんだ 私た 
ちの 父の 永遠の 家 を 離れて， わずか 
数十 年し か 経って いない。 私たち は 

皆， 永遠の 霊が 土の 幕屋に 住まい を 
得る 以前に， 主の み 業の ため 共に 働 
いた 友 や 仲間た ちと 薄い 幕に よつ て 
隔てられて いるに 過ぎない ので ある。 

私たちが かの 地での 交わ り を 思い 
出さない よ う に 幕が 引かれた こ と は 
事実で ある。 しかし 私たち は， 永遠 
の 御 父が あらゆる 力， あらゆる 勢力， 
あらゆる 支配， あらゆる 真理 を 持ち， 
自 ら も 家族の 単位の 中に 住んで おら 
れる こと を 知っている。 また 私たち 
が， 神の 形に かたどって 造られ， 神 
のよ う になる 力と 能力 を 授けられた 
神の 子供で ある こと を 知っている。 
また， 主が 私たちに 自由意志 を 与え， 
従順に よって 永遠の 生命が 得られる 
律法 を 定められ たこと， かの 地で 私 
たちに は 友 や 仲間が いた こと， さら 
に， 私たち は 最も 完全な 教育 機構の 
中で 教えられ， 訓練され たこと， 主 
の 永遠の 律法に 従順であった ため 数 
え 切れない ほどに 多種多様な 才能 を 
伸ばした こと を 知っている。 

そして そこから， 予 任の 教義が 出 
てく る。 私たち は 地上に 来る と きに， 
前世で 律法に 従順で あつ た た め に 得 
た 才能 や 能力 を 携えて 来る。 モー ッ 
アルト は 音楽 的 才能 を 持って 生まれ 
たために， 8 歳で ソナタ を 作曲した。 
メル ケゼ デク は， 「子供の 時に 神 をお 
それ， 獅子の 口 をと どめ， 猛火 を 消 
した」 （霊感 訳 創世 14:  26) ほどの 信 
仰と 霊的な 能力 を 備えて， この 世に 
生 を 受けた。 一方， 力 イン は ルシフ 


i ル に似て， 初めから いつわり 者で 
あり， この 世で は， 「汝は 『滅亡』 と 
呼ばれん， 汝 もまた この 世の 前よ り 
在 り たれば なり」。 （モー セ 5  ：  24) 
と言われ たので ある。 

これが 予 任の 教義で ある。 選びの 
教義で ある。 主が 地上で 特定の 人々 
を 選び， 愛された ことの わけ はこれ 
であり， 主が 「わたしの 羊 はわた し 
の 声に 聞き 従う。 わたし は 彼ら を 知 
つてお り， 彼ら はわた しにつ いて 来 
る。 わたし は， 彼らに 永遠の 命 を 与 
える。 …… 」 （ヨハネ 10:  27,28) と 
言われた こ との わけ はこれ である。 
このす ばら しい 真理 を 知った 私たち 
に は， キリスト のく びき を 負い， 戒 
め を 守り， 喜ばれる こと をして 主に 
従う という 責任が， 他の どの 民に も 
まして， 重く かかって くるので ある。 
もし 私たちが 主 を 愛し， 主に 仕えよ 
うとす るなら ば， 主が み 言葉 を 教え 
よ う と 遣わされる 使徒 や 予言者の 言 
葉に 心 を 向ける であろ う 。 

現代の 世の中が 必要と する の は， 
主が 予言者 を 送って み 旨と みこ ころ 
を 啓示す る ことで はない。 主 はすで 
に それ をな された。 私たちに は 予言 
者が あり， 私たち は 霊感の みたま を 
持つ 大勢の 人に よって 導かれて いる。 
現代が 実に 必要と する の は， 人が 聞 
く 耳 を 持ち， 予言者の 口から 出る 言 
葉に 心 を 留める こ とで ある。 

ィ ス ラエルに 予言者の ある こと を， 
神に 感謝し， ほめまつらん。 

聞く 耳 を 持ち， 主の 予言者の 声に 
心 を 留める よう， 願いた てまつ らん。 

神が みた ま を 私た ち に 注 ぎた まい， 
それにより， 大 いなる 末日の 業の 神 
性と 真実と を 知り 得る こと を， 神に 
感謝した てまつ らん。 その 永遠の 真 
理を イエス . キリス ト のみ 名に よ り 

証 申 し 上げる。 アーメン。 


192 


汝ら 主の 器 を 持つ 者よ 
潔く あれ 


大 管長 会 第二 副 管長 


マリオン • G  •  ロムニー 


愛する 兄弟た ち， 私 は 今日， 「汝ら 
主の 器 を 持つ 者よ 潔く あれ」 （教義と 

聖約 133:  5) という 聖句を テーマと 
して， 心に ある こと を 述べたい と 思 
う。 これ は 神権の 召し を 全力 を 尽く 
して 遂行す る あなたがたに とって， 
実に 時宣を 得た テーマで はないだ ろ 
う 力 >。 まず 初めに， 私 は 証 を 述べた 
い。 私 は キン ボール 大 管長が 予言者 
であ り， 主より その 代弁者と して 召 
された 人で ある こと， また タナー 副 
管長 も， 啓示に より 第一 副 管長に 召 
された こと を， みたまの 力 を 通して 
知っている。 私 はこの ふたり を 「誠 
心より」 支持す る ものである。 （教義 
と聖約 17  ： 1 ) 

このよう にして あなたがたの 前に 
立って いると， 私はぺ テロが 当時の 
兄弟た ちに 向かって 自らの 思い を述 
ベた ときと 同じよう な 気持に かられ 
る。 ぺ テロ は 言った。 「 あなたが 
たは， 選ばれた 種族， 王国の 神権 者 
…… 」 欽定 訳 I ぺ テロ  2:9) この 
地上に 住む あらゆる 人々 の 中で， 私 
たち は 最も 栄誉 ある 民で ある。 

私たち は 神の 霊の 息子と して 前世 
で大 会議に 臨み， 天父が 福音の 計画 
をお 示しになる の を 耳に した。 そし 
て 第一の 位 を 保つ 者 はさ らに附 け 加 
えられ， 第二の 位 を 保つ 者 は 「とこ 


しえ に 栄光 を その 頭に 附け 加えられ 
ん」 と， そのみ 言葉 を 拝聴した ので 
ある。 （アブラハム 3  ：  26) 

私たち は 第一の 位 を 保った。 なぜ 
なら 肉体 を 「附け 加え」 られ てこの 
地上に いるから である。 

私たちが さらに， とこしえに 栄光 
を その 頭に 付け加えられる こと を 望 
むなら ば， この 地上に いて 次の ふた 
つの こと をな さねば ならない。 まず 
第一に 神権 を 受ける ことで あり， 第 
二に 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂 
行す る ことで ある。 主 は， 神権な く 
して だれも この 栄光に あずかる こ と 
はで きないと 言われた。 「而 して 汝ら 
が 受けた る この 神権に 来らざる 者 は 
すべて 禍な るかな 」 （教義と 
聖約 84  ：  42) 

神権 を 受けた 私たち は， 神権の 召 
し を 全力 を 尽く して 遂行す るなら ば, 
さらに 栄光 を 付け加えられる であろ 
う。 さて 私 は あなたがたに， 主が 神 
権に つける 誓約 を 私たちに お与えに 
なると きに 用いられた 言葉 を 聞いて 
いただき たいと 思う。 

主 は 言われた。 「およそ 忠実に して 
わが 今 語れる 二つの 神権 を 得， 而し 
て その 天よ りの 召 を 全力 を尽 して 遂 
行す る 者た ち は， （ただ 受ける だけで 
はない。 受けて 全力 を 尽く して 遂行 


する ので ある） 『みたま J により 聖め 
られて その 肉体 再 新 さる。 

これら の 者はモ 一 セ の 息子た ち と 
なり， ァ ロンの 息子た ちとな り， （引 
用して いる 章， すなわち 第 84 章の 啓 
示の 前の 部分で， 主はメ ルケ ゼデク 
神権 者 を その 神権の 位に 基づ き モー 
セの 息子た ちとして， また ァ ロン 神 
権 者と その 神権の 位から ァ ロンの 息 
子と して おられる） アブラハムの 子 
孫と なり， また 教会員に して 王国の 
民と なり 神の 選民と なる。 （私たちの 
意図す る と ころ はこの 召しと 選び を 
確かな ものにする ことで ある。 それ 
を 可能に する 唯一の 方法 は， とりも 
なおさず， 神権 を 受け， その 召し を 
全力 を 尽く して 遂行す る ことで ある。 
続けて 主 は 約束され た。） 

主 は 言う， またす ベて この 神権 を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな り。 

(この こと を 考えて いただきたい。 
神権 を 受け， その 召し を 全力 を 尽く 
して 遂行す る 者 は 『われ を受く るな 
り J と 主 は 言って おられる。） 

そ は， わが 僕ら を 受け 入る る 者 は 
われ を受 くれば な り 。 

また， われ を 受け 入る る 者 はわが 
父 を受く るな り。 

而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 は 
わが 父の 王国 を受 くるな り。 この 故 
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にわが 父の もてる すべて は 彼に 与え 
らる べし。 （かく して 栄光 はと こしえ 
に 付け加えられ， 主の 持てる すべて 
の もの が 私た ち に 約束 される。） 

而し てこ は 神権に 属 ける 誓詞と 誓 
約に よりて 然るな り。 この 故に この 
神権 を受 くる 者 は， すべて わが 父の 
この 誓詞と 誓約と を 受け （主から こ 
の 約束 を 受け）， 而し てこれ を わが 父 
は 破る こ と も 変える こ と も 為した も 
うはず なし。 （破る の は 私たち 人間の 
側で ある。 そして 実際 多くの 人々 が 
この 誓約 を 破って しまう。 その 結果 
はこうで ある。） 

され ど 何人に まれ 一度 この 誓約 
(神権 を 尊び， その 召し を 全力 を尽 
く して 遂行 するとい う 誓約） を 受け 
て 後 これ を 破り， また ことごと くこ 
れに 違背す る 者 はこの 世に 於ても 未 
来の 世に 於ても 罪の 赦し を受く る こ 
とな かるべし。 （ここで 主が 述べて お 
られ るの は 必ずしも 赦 されざる 罪の 
ことで はなく， この 神権 を 受けて し 
かもな おその 何たる か を 理解して い 
ながら， 召し を 全力 を 尽くして 遂行 
しない 者 は， 後の世で 取り戻そうと 
思っても 取り戻せな いもの を 失って 
しまう という ことで ある。） 

われ 今 汝らに 一つの 誡命を 与えて 
汝ら 自ら を 警めし む。 すなわち 汝ら 
永遠の 生命なる 言に 勉めて 心 を 留めよ。 

そ は， 汝ら （神権 を 受けた る 者 
は） 神の 口より 出る すべての 言に よ 
りて 生く ベ けれな り。」 （教義と 聖約 

84  ：  33—44) 

この 勧告から 私 は， 「1847 年 1 月 
14 日， アイオワ 州 カウン シル 'ブラ 
フスの 近く ミズーリ 河の 西岸， ォマ 
ハネー シ ヨンの イス ラエル 陣営の 冬 
季 野営地に 於て， 大 管長 プリ ガム . 
ヤング を 通じて」 与えられた 偉大な 
啓示の 中の 主の み 言葉 を 思い出 した。 
(教義と 聖約 136 前書き） 
「 …… そは汝 らい まだ 潔から ざれば 
なり。 また， 汝ら いまだ わが 栄を受 


くる 能わず， され ど汝ら 忠実に わが 
言いた る 言 をす ベて 守らば 栄を 見る 
こと を 得ん。 この 言 は アダムの 時よ 
り アブラハムに 至り， アブラハムよ 
り モー セ に 至 り， モー セ より イエス 
とその 使徒に 至り， イエスと その 使 
徒より ジ ヨセフ' ス ミスに （そして 
私たち はこう 付け加える ことができ 
よう。 すなわち 『そして キン ボール 
大 管長に』） 至る までの ものにして… 
…」 （教義と 聖約 136  ：  37) 

「Wi に属 ける 誓詞と 誓約」 という 
言葉 を 考える とき， あなたがた 一人 
一人 も かって 同じ 経験 をした ことで 
あろう 力;， 私 は， 約束され た 祝福の 
崇高 さに 畏怖の 念 をお ぼえ， また 同 
時に， その 祝福 を 受ける に 必要な 条 
件 を 考える と， 自ら を 低く せざる を 
得ない。 

約束の 祝福 を 受ける ために， 私た 
ちが 「勉めて 心 を 留め」 なければ な 
ら ない 「神の 口より 出る」 「永遠の 生 
命の 言」 は 数多く あると 思われる。 
その 中に 次の 戒めが ある。 「安息日 を 
覚えて， これ を聖 とせよ。」 （出 ェジ 
プト 20  ：  8  ) 

私たちの 時代に あって， 主 は 安息 
日 を 守る こと を 非常に 重要視し てお 
られ る。 聖徒た ちが 初めて ミ ズー リ 
州 ィ ン デぺ ン デンス に 集合 したと き， 
主はシ オン を 建設し そ こ に 住む 人々 
が 守らなければ ならない 標準 を 示さ 
れた。 その 中で 強調され たもの の ひ 
とつが， 安息日の 遵守で ある。 主 は 
言われた。 

「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 染ま 
ざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日 
に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。 

そ は 誠に この 聖日 は， 汝 命ぜられ 
て 働き を 休み， いと 高き 者に 礼拝 を 
捧 ぐべき 日 なれば な り 。 

され どこの 主の 聖日に 於て は， い 
と 高き 者に 汝の捧 物と 聖 式と を 奉り 
て， 兄弟た ちに 向い 主の 前に 於て 汝 
の 罪 を 告白す る を 忘るべからず。 


而 して 汝 この 日に は 他に 何事 を も 
なすこと なかれ。 た 《汝が 断食 を完 
からし めんた め， 言い 換 うれば 汝悦 
び を 以て 充 されん ため， 真心 を こめ 
て その 食物 を 支度す る ことのみ を 為 
すべし。」 （教義と 聖約 59: 
9， 10, 12, 13) 

私た ち は 安息日 を 安息日 と して 過 
ごさない こ とが 普通に なって いる 社 
会に 住んで いる。 そのような 中で 神 
権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行す る 
ために， 私たち は， 世に あって 世の 
ものと なって はならない。 なぜなら 
主 はこ う 言われた からで ある。 「シォ 
ンに 住む 民 は， また 安息日 を 守りて 
これ を聖 くすべし。」 （教義と 聖約 
68  ：  29) 

安息 日に 買物 をす るべき ではない。 
安息日に シ オンの 町で 買物 をす る 人 
は ひと り と していな いだろ う 。 

安息日に 娛楽 行事に 参加した り ， 
賴 やつ り に 出かけるべき ではない。 

もし， 私たちが 神権の 召し を 全力 
を 尽く して 遂行した いと 心から 思う 
ならば， 主が 教義と 聖 約の 59 章で 与 
えられた 指示の 範囲 内で 安息日 を 過 
ごす はずで ある。 

ほかに も 「永遠の 生命の 言」 を あ 
げて みよ う 。 

「  汝ら 主の 器 を 持つ 者よ 潔く 

あれ。」 （教義と 聖約 133  ：  5  。  38  ： 
42 も 参照の こ と ） 

「だから 世の 人々 よ， 汝ら はみ な自 
分の した こと に対して 裁き を 受ける 
ように なること を 記憶せ よ。 

それで， も しも 汝らが 自分ら の 試 
しの 生涯で 悪い こと をしょう とする 
ならば， 神が 裁き をな さる 座で 自分 
たらが 汚れて いる こ とが 解る であろ 
う。 汚れて いる もの は 神と 一し よに 
住む ことができ ぬから， 汝らは 永久 
に 捨てられなくて はならない。」 （I 
ニーフ アイ 10  :20，21) これ は ニーフ 
ァ ィ の 言葉で ある。 

「 しかし ごらん， またよ く 聞け。 神 
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の 王国 はけ がれて いる も のでない か 
ら， どんな 不潔な もの も 神の 王国に 
入る ことができな いので ある。 … 

■•■」 （ I  ニーフ アイ 15  ：  34) 

それから 600 年の 後， 復活した イエ 
スは ニーフ アイ 人の 弟子た ちに こ う 
語られた。 「そもそも， 清から ざる も 
の は 御 父の 王国に 入る こ と を 得ず。 
信仰 をし， すべての 罪 を 悔い改め， 
終りまで 誠 をつ くし， 以て わが 血に 
よ りて その 衣 を 洗いし 者の ほかに は 
御 父の 安息に 入り 得る 者な し。」 (111 
ニーフ アイ 27  ： 19) 

この 最後の 神権 時代の 初頭， イエ 
スは 大会に 集った 兄弟た ちに こう 言 
われた。 「汝ら 悪しき 人々 の 仲間より 
離れよ。 己れ 自ら を 救え。 汝ら， 主の 
器 を もてる もの は 潔く あれ。」 （教義 
と聖 約38  ：  42) 

そして 同じ年に 再び イエス はこう 
言われた。 「汝ら バビロンよ り 去れ。 
汝ら 主の 器 を 持つ 者よ 潔く あれ。」 
(教義と 聖約 133  ：  5) 

以上 あげた 聖句 は， パゥ 口が コリ 
ン ト 人へ 書き送った 手紙の 中の 一節 
を 思い起こさせる。 「あなたが たは 神 
の宮 であって， 神の 御霊が 自分のう 
ちに 宿って いる こと を 知らない のか。 
もし 人が， 神の 宮を 破壊す るなら， 
神 は その 人 を 滅ぼす であろう。 なぜ 
なら， 神の 宮は聖 なる もので あり， 
そして， あなたが たは その 宮 なの だ 
からで ある。」 （ I コ リント 3  ： 
16, 17) 

現代 社会 は 汚れた 行為の るつぼと 
化して いる。 もし 神権の 召し を 全力 
を 尽く して 遂行し よ う と 思うならば， 
私たち は そのよ う な 社会に 対して 油 
断な く 身 を 固めて おかなければ なら 
ない。 


主 は 知恵の 言葉の 中で それらの 行 
為につ いていく つか 警告 を 与えられ 
た。 

「すなわち， 汝らの 中に 葡萄酒 また 
は 強き 飲料 を 飲む 者 あらば， 見よ， 
それ は宣 しからず。 また 汝らの 御 父 
の 眼に も 適わざる な り 。 …… 」 

「 …… タバコ は 体の ためになら ず… 

「また 言う。 熱き 飲料 は 体 や 腹の た 
めに ならず。」 （教義と 聖約 89  ： 
5,8,9) 

言うまでもない 力;， いかなる 種類 
の もので あっても， 習慣 性の ある 薬 
剤 を 飲用す る こ と は 知恵の 言葉の 真 
意 を そこなう もので あり， 心身 共に 
汚れる こ とになる。 

召し を 全力 を 尽く して 遂行し よ う 
とする 神権 者 は， 私たちの この 放縦 
の 社会に 蔓延す る あらゆる 汚れ， 書 

物に， ステージ や スクリーンに， m 

楽 場に， その他 いろいろな ところで 
見受けられる 汚れ を 遠 ざ け る はずで 
ある。 神 は 潔くない 神権 者が み も と 
に 来る の を 許した まわない。 

今日の 私たちの 社会 を 我が もの 顔 
に はいかい する 最も 堕落した， 人 を 
卑しい 者に する 悪 は， 不貞と いう 悪 
である。 主が シ ナイ 山から と どろ く 
ような 声で 語られた 言葉 を も う 一度 
思い起こそう ではない か。 「あなた は 
姦淫して いならない。」 （出 エジプト 
20  ： 14) 

モー セの 律法で は， この 罪 を 犯し 
た 者の 受ける 罪 は 死であった。 私た 
ち が 住む こ の 堕落と 放縦の 時代に あ 
つて， 人々 は， この 罪 を 犯しても 別 
に 罰 を 被る こと はない と 考えて いる。 
しかしながら 神の 律法に あって この 
罪が 人の 霊 を 滅ぼす 罪で ある こと は， 


いつの 時代 も 同じで ある。 その 受け 

る 報い は 霊の 死なので ある。 姦淫の 
罪 を 犯し， まだ 赦しを 得て いない 人 
は， 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂 
行して いくこと はでき ない。 クラ 一 
ク副 管長 はかって こう 語った。 「主 は 
私通 （未婚の 男女が 性的な 関係 を 持 
つ こと 一 訳者 注） と 姦淫との 間に 
いさ さかの 区別 も おいてお られな 
い o」 (し cm,ere7ice  Report  「大会 報 
告」 1949 年 10 月， P. 194) 私 はこれ 
にこう 付け加えたい。 「主 は 赛淫と 性 
の 倒錯 を， いささか も 区別して おら 
れ ない」 と。 

ィ ヱスが 私たちに お与え 下さった 
標準 はこうで ある。 「『赛 淫 する 
な J と言われ ていた こと は， あなた 
がた の 聞いて いる ところで ある。 

しかし， わたし は あなたがたに 言 
う。 だれでも 情欲 をいだ いて 女 を 見 
る 者 は， 心の中で すでに 姦淫 をした 
ので ある。」 

この 罪が いかに 重大で あるか は 次 
の 節で 明らかで ある。 「も しあな たの 
右の 目が 罪 を 犯させるなら， それ を 
抜き出して 捨てなさい。 五体の 一部 
を 失っても， 全身が 地獄に 投げ入れ 
られ ない 方が， あなたに とって 益で 
ある。」 （マ タイ 5  ：  27—29) 

確かに 私たち 神権 者 は， 神権の 召 
し を 全力 を 尽くして 遂行し， やがて 
は 永遠の 生命 を 得て 「とこしえに 栄 
光 を その 頭に 附け 加えられる」 者と 
して， 次の 主の 戒め を 守る よう 熱心 
に 務める はずで ある。 「汝ら 主の 器 を 
持つ 者よ 潔く あれ。」 （教義と S^133 
： 5) 

そのよう になる こと をへ りく だり 
祈 り つつ ィ エス' キリス 卜 のみ 名に 
より， アーメン。 
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主に 選ばれし 者 

大 管長 会 第一 副 管長 

N • エル ドン • タナー 


愛する 兄弟の 皆様， 多くの 場所に 
おいて， 直接 間接に この 会に 臨んで 
いる 神権 者の 兄弟た ち， （今晩， この 

会に は 20 万 ほ どの 人々 が 臨んで いる 
が） この 集り は 王の 軍勢， 偉大なる 
兄弟た ち， 世に あって 最も 大 いなる 
力で ある。 神の 神権 者た る この 末日 
聖徒 イエス • キリス ト 教会の 偉大な 

る 兄弟の 中の ひとりで ある こと， そ 
れは 何たる 幸福， 何たる 祝福で あろ 
うか。 

今宵， 私たち は 導き を 受け， みた 
ま を 受け， 信仰と 証 を 築き， 美しい 
コーラス を 楽しんだ。 さて 私たち は 
これから ほどなく して， 神の 予言者 
の 声に 耳 を 傾ける 特権に あずかる。 
彼 は ィヱス • キリス 卜の 教会の 大管 
長， 地上に おける 今日の 主の 代弁者 
である。 私たち はこの 偉大なる 指導 
者ス ペンザ 一 • W • キン ボールに 従 
おうとい う 決意と 聞く 耳と を もって, 
彼の 声に 耳 を 傾けよ う ではない か。 

私 は 主が 選ばれた 4 人の 予言者に， 
副 管長と して 仕える という この 上な 
い 特権に あずかった。 私 は 彼らが ま 
さ し く 神の 予言者で ある こ と を 証す 
る。 私 はこ こで 皆様 方と 共に， 主が 
教会の 指導者た ち を どのよ う にして 
選び， 聖 任し， 任命した もうか を 再 
度 考えて みたい。 その 継承 は， 何と 


円滑に 行なわれ る ことであろう 力、。 

イエス は 地上に お られ たと き， 伝 
道 を 始め 教会 を 建て， 「弟子た ち を 呼 
び 寄せ， その 中から 十二 人 を 選び出 
し， これに 使徒と いう 名 をお 与えに 
なった。」 （ルカ 6  ： 13) そ して 主 は 
使徒た ちに 言われた。 「よ く 言って お 
く。 あなたが 地上で つなぐ こと は， 
天で も 皆つな がれ， あなたが 地上で 
解く こと は， 天で も 皆 解かれる であ 
ろう。」 （マ タイ 18  ： 18) 

この ことから， 主 は 彼らに 鍵と 権 
能 を 含む 完全な 使徒 職 を 与えられた 
ことが わかる。 彼ら は 時 来たらば 先 
任 使徒と して， または 教会 を 預る者 
と して 働く こ とがで きた。 ぺ テロ， 
ヤコ ブ， ヨハネ は キリストが 地上 を 
離れた も う た 後， 最高 管理 体で ある 
大 管長 会 を 構成す る 者と して 働く よ 
う 任命され たので ある。 

末日に おける 教会 も， 同じ 原則に 
基づいて いる。 ジ ヨセフ 'ス ミス 力； 
主に 選ばれた 後， ぺ テロ， ヤコ ブ， 
ヨハネが 現われて， 彼と ォ リ バー • 
カウ ドリに メ ルケ ゼデ ク 神権 を 授け， 
彼ら を主ィ エス' キリスト の 使徒に 
聖 任した。 

教義と 聖 約に は， ジ ヨセフ' スミ 
ス （二 代 目） は 教会の 第一の 長老と 
して 召された と 記されて いる。 「 


父なる 神の 御 こころと 汝ら の主ィ ェ 
ス • キリス 卜の 恩恵と によ り 汝は聖 
見者， 翻訳者， 予言者， イエス • キ 
リ ス 卜の 使徒， 教会の 長老と 称せら 
れん。 また 汝は 聖霊に 感じて 教会の 
基 を 築き， それ を 最も 聖き 信仰に 築 
き 建てん。」 （教義と 聖約 21 ： 1 ， 
2  ) 

12 人の 使徒が 召される ことと， そ 

の 人々 を 選ぶ 方法に ついて 予言者と 
オリバー. 力 ウド リ に 知 ら された の 

は， 教会が 組織され る 前年 1829 年 6 
月で あつたが， 最初の 十二使徒 評議 
員が 任命され たの は 1835 年の ことで 
あった。 それから モル モン 経の 3 人 
の 見 証 者た ち は 予言者 ジ ヨセフ • ス 
ミ スを 通して 与えられた 主の 指示の 
もとに， 使徒に 聖 任される はずの 
12 人 を 捜し出す よう 指示 を 受けた。 
(Documentary  History  oJtheChurch 
「教会 歴史 記録」 第 2 巻 P. 186，  187, 
教義と 聖約 18 章） 

その 人々 は 予言者 ジ ョ セフの 指示 
に 従って 選ばれ， 使徒に 聖 任され， 
バウ ロゃィ ヱス. キリス ト 時代の 使 

徒た ちに 与えられ たと 同じ 権能 を 与 
えられた。 この こと は 次のように 記 
されて いる。 「また この 十二 人 は， 前 
記の 三人の 管理 大祭司 （教会の 大管 
長 会） と 権威と 権能と を 同じく せる 
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定員 会 を 構成す。」 （教義と 聖約 107: 
24) つまり， 権能に おいて は大 管長 
会と 同じで ある。 

また， 「教会 歴史 記録」 に はこう 記 
されて いる。 「次に ス ミ ス大 管長 は 現 
在の 大 管長 会の 次に 位置す る 十二 使 
徒の 義務と 権能に ついて 説明した。 
…… また 十二使徒 は， 『私なら びに 現 
在 私の 副 管長で ある シ ドニ 一  • リ ゲ 
ドン， および フレデリック •  G  • ゥ 
ィ リア ムス』 によって 構成され る大 
管長 会 以外の も のの 管理 は 受けない。 

『 も し 私が いな く なれば （死ねば）， 
十二使徒 を 管理す る大 管長 会 はな く 
なる』。」 （「教会 歴史 言 2^」 第 2 巻 pp. 
373—74) 

ウィルフォード' ゥッ ドラフ 大管 

長 は 語って いる。 「末日 聖徒の 皆様に 
申し上げる。 神の 王国の 鍵 はこ こに 
ある。 また これから も あるであろう。 
人の子の 再臨のと きまで。 すべての 

ィ ス ラエルに 知 らしめ よう。  か 

つて 地上に 存在した 者のう ちで， 神 
の 王国の 鍵 を 持ちながら 人 を 迷いに 
導いた 者 は ひとり もい ない。」 {Dis- 
courses of  Wiijord  Woodruff  「ゥ 
ィル フォー ド • ゥ ッ ドラフ 説教 集」 
pp.  73，  74) ジ ヨセフ' スミ スの 死後， 
ブ リ ガム 'ヤン グは 次の よ う な 言葉 
を もって 会 を 召集した。 「私 は 特別な 
会 を 開き， さまざまな 神権 定員 会に 
属する 人々 とお 会いした いと 思う。 
…… 」 そして この 集会で 彼 はこう 述 
ベた。 

「 私 はこの 時代に おける ィ ェ 
ス • キリスト の 使徒 —— 予言者 ジ ョ 
セ フ を 通して 啓示に よって 神に 召 さ 
れ， 地上の 神の 王国の 鍵の 保持者と 
して 聖 任され 油 注がれた 使徒と して， 
十二使徒 定員 会の 私の 召 し を 遂行す 

る o」 

そして 彼 はこう 尋ねた。 「教会 はこ 
う 望んで いるの だろう 力、。 彼ら は 十 
二 使徒が 人々 の 最高 管理 体と して 支 
持され る こ と を 望んで いるの だろ う 


か。」 この 案 は 全員 一致で 支持され， 
彼が 反対の 挙手 をと つたが， 手を挙 
げる者 はいなかった と 記録され てい 
る。 

ブリ ガム. ヤングが， 順次 神権 定 
員 会の 支持 を 得よ う と した こと は 明 
らか である。 同様に 今朝 私たち も， 
聖会 において それ を 行なった。 彼 は 
こう 言って いる。 「これ （この 支持の 
方法） は 他の 方法に 代わる もので あ 
る。 また これ は 定員 会 ごとに 行なわ 

れ る。」 （「教会 歴史 記録」 第 7 巻， 
pp.  230,  232,  240) 続いて 彼 は， 新 
しい 大 管長 会が 組織され るまで， 十 
二 使徒 は ひき 続 き 元の 地位 に留 ま つ 
て 働き， 王国の 鍵 を 持ち， 教会の 業 
を 管理し， すべての 事柄に 対して 正 
式 な 指示、 を 与える と 説明した。 ジョ 
セフ 'ス ミスの 死 以来， これまでず 
つと この 手順が とられて きた。 その 
ように， このと きも 大 管長 会が 組織 
され， ブリガム • ヤン グが 教会の 大 
管長と なる まで 3 年 半の 間， 十二 使 
徒が 教会 を 指導した ので ある。 

ウィルフォード' ゥッ ドラフ 大管 
長 は， なぜ 十二使徒 会の 会長 以外の 
者が 教会 を 管理す るよう 召される ベ 
きで はない のか， その 理由 を 問われ 
たと き， このように 答えて いる。 「第 
一に， 教会の 大 管長が 亡くなった 時 
だれが 教会 を 管理す る 権能 を 持つ の 
だろう 力 >。 それ は 神の 啓示に よって 
聖任 さ れ 組織 さ れた 十二使徒 定員 会 
である。 他の いかなる もの も この 権 
能 を 持たない。 では， 十二使徒が 教 
会 を 管理 するとき は， だれが 教会の 
管理者と なる のだろう 力、。 それ は 十 
二 使徒 会の 会長で ある。 大 管長 会が 
組織され， 大 管長が 2 名の 副 管長 を 
管理 するとき に， 大 管長が 教会の 管 
理者 であるよ うに， 彼が 十二使徒 を 
管理す る 間 は， 事実上 教会の 管理者 
である。」 これ は 1887 年 3 月 28 曰 ヒー 
バー •  J  'ゲラン 卜 長老 宛の 手紙の 
中に 述べられ ており， ウィル フォー 


ド • ゥ ッ ドラフの 署名が ある。 この 
原則 は 今に 至る まで 百年 有余 続いて 
いるので ある。 

教会の 全 歴史 を 通じて， 教会の 大 
管長と して 選ばれた 人々 は， 確かに 
予 任された， その 時期に 最も ふさ わ 
しい 人であった。 ジ ヨセフ • ス ミス 
は 初めて ブ リガ ム • ヤン グに 会つ た 
とき， 将来 彼が 教会の 大 管長と なる 
であろうと 言った と 記録され ている。 
ブ リ ガム 'ヤン グが 十二使徒 会の 会 
長と なり 教会の 大 管長 となつ た 出来 
事に ついて 考えて みると， エレ ミヤ 
やその 他の 予言者が そうで あつたよ 
うに， 彼 は 確かに 生 を 受ける ずっと 
以前から 予 任され 選ばれて いた こと 
がわ かる。 

予言者 ジ ヨセフが 世 を 去った とき， 
教会の 大 管長と しての 責任 を 受ける 
準備ので きている 人 はいない よ う に 
思われた。 ジ ヨセフ は 教会の ために 
啓示 を 受ける 賜 を 授けられた 人， 他 
の 多くの 予言者に 勝る 力 を 備えた 人 
であり， 彼 こそ， その 業 を 遂行す る 
に ふさわしい 人であった。 しかし 彼 
の 死後 教会の 大 管長 となった ブ リ ガ 
ム. ヤング も， その 時代の ために 備 
えられた 人だった ので ある。 彼 も そ 
の 時に 必要な 事柄 を 行なう 特別な 賜 
と 才能と を もっていた。 ブリ ガム • 
ヤング は 偉大な 指導者で あり， 開拓 
者で あり， 組織 者であった。 彼 はか 
つて 予言者 ジ ョ セフが 予言した 通り， 
まさしく 教会 を 導く 人， ロッキー 山 
脈の ただ 中に 教会 を 打ち 建てる 人で 

あった。 

また， ジョン' ティ ラ 一大 管長が 
いかにして 守られ たかを 知れば， さ 
ら にこの ことに 納得が ゆく。 ジョン' 
ティ ラー は 殉教す る はずの 人で あつ 
たか もしれ ない。 しかしながら 彼 は， 
ジ ヨセフ. ス ミス が 殺 さ れた ときに 
受けた 致命的な 傷に 耐えた ので ある。 
彼の 働き をす ベて 考えてみれば， 彼 
が 確かに そのと き 必要と されて いた 
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人で ある ことの 裏付けが 得られる。 
同じ こと が 彼に 続 く 教会の すべての 
大 管長に も 言える。 

リ 一大 管長が 教会 を 管理した 期間 
はほんの わずかで あつたが， 彼の 指 
導の もとに 大 いなる 進展と 成就が あ 
り， 教会の さらに 大きな 進歩と 成長 
の 基が 置かれた こ と を 理解す る に 違 
いない。 

今 私たち は， 主に 選ばれ 予 任され 

た 新しい 大 管長 を 迎えた。 彼 は 30 年 
間 使徒と して 訓練され， 試みられ， 
鍛えられ， この 高く 聖き 役職の ため 
に， 3 度 も 命 を 救われた。 

「予言者 ジ ヨセフ' スミ スの 教え」 
に 次の ような 言葉が ある。 「世の 人々 
のために 働く よ う 召された すべての 
人々 は， この 世が 造られる 前， 天上 
の大 会議に おいて， 正に その 目的の 
ために 聖 任されて いたので ある。」 
(p.  365) 

何度も 言われて きた こ とで あるが， 
予言者 を 召し， 予言者の 任 を 解きた 
も うの は 主で ある。 私たち は 常に こ 
のこと を 心に とめて おかねば ならな 
い。 他の いかなる 力 も 予言者 を 召し 
たり， 予言者の 任 を 解いたり する こ 
と はでき ない。 前に 指摘した よ う に, 
教会の 大 管長が 世 を 去った とき は， 
十二使徒 定員 会が 後 を 受け， 先任 使 
徒すな わち 十二使徒 会 会長が 管理者 
となる。 

ノヽロ ルド •  B  • リ 一大 管長が 亡く 

なった とき に 起つ た 出来事 は 重大な 
意味 を 持つ。 D ムニ 一 副 管長 は 病院 
に 呼ばれ， リ 一大 管長と 話した。 リ 
一大 管長 は， しばらくの 間 その 任務 
が 遂行で きなくなる と 考え， ロム 二 
一 副 管長に 言った。 「タナー 副 管長 は 
遠くへ 行って います。 私の 代わりに, 
教会の 仕事 を 進めて いただけません 
か。」 その 少し 後， キン ボール 会長が 
やって来て， ロムニー 副 管長に 「私 
にで きる ことでした ら 何で もいた し 
ますから 遠慮なく おっしゃって 下さ 


い」 と 言った。 しかし， そうこうす 
るう ちに リ 一大 管長の 死が 告げ 知 ら 
される と， 今度 は ロムニー 副 管長が 
キン ボール 会長に 向かって 言った。 
「さあ， 責任 は 十二使徒 定員 会の 会 
長で ある あなたに 移り ま した。 私 は 
あなたの 指示に 従います。 私に 助け 
られる ことなら 何でも します よ。」 

これ こ そ 教会の 秩序に 従 つた 全き 
範例で あり， 教会が 大 管長 会 空席の 
まま 放置され る こと は 決してな く  ， 
大 管長 会の 次世代への 移行が いかに 
円滑に 行なわれ るか を 示す， す ばら 
しい 模範で ある。 キン ボール 会長 は 
十二使徒 会 余 長と して， 時 を 置かず 
教会 を 管理す る 責任 を 受けた。 

私 はこ こで 彼が 教会の 大 管長と し 
て 指名 さ れ聖任 された とき の 手順に 
ついて 述べたい と 思う。 しかし その 
前に， 14 年 前の 1960 年 4 月 4 日に 与 
えられた キン ボー ル大 管長の 大会 説 
教を 引用したい。 

「優しく 幼な 子 を 見お ろしながら， 
その子が 大 管長に， あるいは 国の 指 
導 者に なった 姿 を 心に 描かない 母親 
がいる だろう 力、。 母親 は 腕の 中に 抱 
かれて いる 子供が， 政治家に， ある 
いは 指導者に， 予言者になる 姿 を 心 
に 浮かべる ものである。 そして どの 
夢 かが 現実の ものと なる ので ある。 
ある 母親 はシ 1 イクス ピア を 世に出 
し， また ある 母親 は ミケランジェロ 
を， そして アブラハム • リンカーン 
を， そして ある 母親 はジ ヨセフ. ス 
ミス を 世に 送った。 

神学者が よろめきつ まずいて いる 
とき， 人々 が 口々 に 偽り を 語り 心の 
定まらな いとき， 人々 が 主の 言葉 を 
求めて こなた かな たへ はせ まわる の 
に， これ を 得ない とき， また 過ちが 
拭い 去られ 霊的な 暗黒が 晴らされ， 
そして 天が 開かれる ことが 必要な と 
きに， ひとり の 幼な 子が 生まれ 
る。」 何と 予言 的な ことであろう 力、 
(1960 年 4 月 大会 報告） 


1895 年 3 月 28 日， ソルト レーク • 
シティ 一にち ようど このような 幼な 
子が 産まれた。 名前 はス ペン サー . 
ウーリー • キン ボールで ある。 この 
偉大な 人の 誕生から 今日までの 半 世 
の 間に は， 1974 年 7 月 号の 聖徒の 道 
に ボイ ド. K  . パッカー 長老が 巧み 
に 書き表 わされた ように， 非常に 興 
味 ある 話が ある。 

ウィルフォード 'ウッドラフ は大 
管長と して 在任 当時， 大 管長の 死後 
は 時 を 置かず 次世代の 大 管長 会 を 組 
織す る ことが 主の みこ ころで ある と 
語った。 ゆえに， 1973 年 12 月 30 日， 
リ 一大 管長 死去の わずか 4 日 後， 十 
二 使徒 定員 会の キン ボール 会長 は大 
管長 会の 再組織に ついて 話し合い， 
定められ ている 措置 をと るた めに， 
十二使徒 定員 会 全員 を 神殿の 一室に 
集めた。 副 管長であった ロムニー 長 
老と私 は， それぞれ 十二使徒 定員 会 
の 自分の 位置へ 戻った。 

キン ボール 会長 はリ 一大 管長の 死 
去に 深い 悲しみの 意 を 表わし， 自分 
がその 任に 不十分で ある と 思われる 
旨 を 述べた 後， 大 管長 会 再組織に つ 
いて どのよ う に 感じて いるか を 先任 
順に 話す よ う にと 言われた。 

十二使徒 全員が 話し 終わる と， 彼 
は 今 こそ 大 管長 会 を 再組織す る 時で 
あり， 主 は 彼すな わち ス ペン サー • 
W  - キン ボール 会長が この 期間 教会 
を 管理す るよ う 望んで おられる と感 
ずる 旨 を 表明した。 愛に 満ちた 主の 
みたまが あふれん ばかりに 注がれ， 
兄弟 たちの 思いに も 言葉 に も 完全な 
一致と 調和が あった。 我々 の 望み も 
目的 もた だ 主の みむね に 従う ことで 
あった。 だれの 心に も 疑問 は 湧かず， 
すでに 表明され た 主の みむね のみが 
胸に あった。 

その後， エズラ' タフト • べンソ 
ン 長老が， 大 管長 会 を 組織し， スぺ 
ンサー • W • キン ボール を大 管長， 

予言者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者， 
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教会 を預る 者と して 支持し， 任命す 
べきで あると 正式に 提議した。 この 
提議 は 即座 に 満場一致 で 採択 された。 
キン ボール 会長 は， 謙 通に 進み出 
て， その 提議 を 受け入れる こと を 表 
明し， それから 主の みたまと 祝福が 
彼に 注がれ， 主の 御 旨 を 行な うこと 
がで きる ようにと 祈られた。 彼 は 常 
にリ 一大 管長が 教会の 大 管長と して 
働け るよう， 健康と 体力と 活力と 主 
の 祝福が 与えられ るよ うにと 祈って 
いたと 語った。 また 彼 は 愛する 妻 力 
ミ ラ と共に， 真心から この 責任が 自 
分の 肩に 置かれる こ と がない よ う に 
と 祈り， リ 一大 管長 は 自分よ り も 長 
生きされ るに 違いない と 考えて いた 
と 特に 強く 語った。 この 時 私 はゲッ 
セ マネの 園で 祈られた 救い主 を 思い 
浮かべた。 「 …… わが 父よ， も しでき 
る ことで したら どう 力、 この 杯 を わ 
たしから 過ぎ去らせて ください。 し 
かし， わたしの 思いのままに ではな 
く， みこ ころの ままに なさって 下さ 

い。」 （マ タイ 26  ：  39) そして 彼 は そ 
の 杯 を 受けた。 

その後， 彼 は 第一 副 管長と して N' 
エルドン' タナー を， 第二 副 管長 と 
して マリオン •  G  •  口 ムニ 一 を 選ん 
だ。 私と ロムニー 長老 は キン ボール 
会長 を 教会の 大 管長と して 支持す る 
こと， 全力 を 尽くして それぞれの 貴 
任 を 全うする こと を 表明し， 彼の 上 
に 主の 祝福が あるよ う 祈った。 

続いて ベン ソ ン 長老が 十二使徒 評 
議員 会 会長に 支持され た。 そして キ 
ン ボール 長老 は 部屋の 中央に 席 を 取 
り， 全員が 彼の 頭に 手を按 いた。 我 
々 は 真に 主の みたまが 我々 と共に あ 
り， 暖かい ものが 胸に 満ちる のを感 
じた。 ベンソン 長老の すばらしい 祈 
りと 祝福に よって， ス ペン サー 'ゥ 
一 リー' キン ボール は 末日 聖徒 ィ ェ 
ス • キリス ト 教会の 予言者， 聖 見者， 
啓示 を 受ける 者， そして 大 管長と し 
て聖 任され 任命され た。 


私 はすべ て が 教会の 方法 と 秩序 に 
のっとって 行なわれ たこと， そして 
ス ペン サー • W • キン ボールが 主の 
予言者， 主の 教会， 地上に おける 主 
の 王国の 大 管長で ある こ と を 証す る。 

こ れ は 皆様 方に 対す る， そして また， 
世に 対する 私の 証で ある。 彼が 大管 
長と して 指名され て 以来， ステーキ 
部 大会に おいて， そして 本日の この 
聖会 において， 人々 は 熱烈に 彼 を 支 
持した。 キン ボール 大 管長 を 神の 予 
言 者と して 受け入れ 支持し， 神の 王 
国の 建設の ために， さらに 言うなら 
ば大 いなる 義 のために， 彼の 指示の 
もとに 全力 を 尽くして 働き， 世 を 私 
たちの 主で あり 救い主で ある イエス 
'キリスト の 再臨に 備 えさせる こと 
は， 私たち ひとりびとりに とって 大 
いなる 特権で あり 名誉で あり 責任で 
も ある。 

しかしながら 今まで もそう であつ 
たように， ま だ大 管長の 選出 と 手順 
に 疑問 を 持つ 人が いる。 ある 人な ど 
は 自分が 教会の 大 管長になる べきで 
あるな どと 私に 書いて よこした。 私 
は 皆様に 申し上げたい。 今 述べた よ 
う な 教会に おける 手続き ゃィ エス • 
キ. リ ス 卜の 教え は 人間の 手に よ り審 
議に 付され るよ うな 類の もので はな 
いこと を 覚えて いただきたい。 それ 
は 主の 教会， 加えて 王国の 会員で あ 
る こと， 予言者 を 受け入れ 支持す る 
という 特権と 責任と 祝福 を 伴う もの 
である。 そして 私たちが 教会員と し 
て， また 私たちの 持つ 神権に 対して 
ふさわし いか を 決める の は 私たち 自 
身の 問題な ので ある。 

教会の 指導者た ち は 主に 対 し て責 
任が あると いう こと を 常に 心に とめ 
ておいて ほしい。 主 は 指導者た ちが 
誤った 方向に 進む とき， 彼らの 道 を 
正し， 彼らが その 任 を 成し 終えた と 
き 彼ら を 解任した も うので ある。 我 
々は 以前から ずつ と 警告し 続けて き 
た。 神が 教会 を 管理す る 者と して 権 


能 を 与えられた 人に 逆らい， 悔い 改 
めないならば， 主 は その 人から みた 
ま を 取り上げられる。 

兄弟た ち， 主の みたまの 導き を受 
け， その 祝福に 浴したい と 望むなら 
ば， つぶやかず， 不平 を 言わず， 欠 
点 を 捜さず， その 地位に は 他の 人が 
就くべき だな どと 考えず， 主の 選び 
たもう た 人に 忠実で あ りなさい。 三 
人の 見 証 者の ひとりで あり， 天の 御 
使いから 神権 を 受けた ォ リ バー • 力 
ゥ ド リ ゃ大 管長 会の 一員であった シ 
ドニ 一. リグ ドンの ような 高い 地位 

にあった 人で さえ， 神の 予言者に 異 
議を 唱え， 批判した ために 教会から 
脱落した。 

皆様が， 指導者と して 神が 選びた 
も うた 人 を 誠実に 信じ， 支援し， 支 
持し， 従うよ う 祈る。 そうするとき 
私たち は 祝福 を 受け， 主の みたま は 
常に 私たち と共にいて 下さる だけで 
な く 私たちが 家族に 信仰 深 く 活発で 
あるよう にと 教え 励ます と き 家族の 
上に も 同様の 祝福が 注がれる ので あ 
る。 そして 神の み 業 は 成し遂げられ， 
神の みこ ころが 行なわれる。 主 は 主 
の 予言者に ついて こ う 言って おられ 
るからで ある。 

「そ は 彼の 言 は， 汝の 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如 く にこれ を 受け 入るべき なれ 
ばな 力。 これらの こと を 為さば， 地 
獄の門 も 汝らに 打ち勝た ざるべし。 
而 して， 誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ 
り 暗闇の 力 を 追い払い， 汝らの 為と 
神の 御名の 栄光の ために もろもろの 
天 を も 震い 動かし めん。 主なる 神 か 
くの 如く 言う。 われ は 彼に 霊感 を 与 
えて， 善 を 為す ために 大 いなる 力 を 
以て シ オンの 大事 を 推し 進めし む。 
…… 」 （教義と 聖約 21 ： 5-7) 

イエス. キリス トの 御名に よ り て 
申 し 上げる。 アーメン。 
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豊かで 満ち足りた 
人生 を 計画す る 

大 管長 

ス ペンザ一 • W • キン ボール 


今宵， 神権 者と 共に 集う 機会に こ 
の 上ない 幸福 を 感じて いる。 この 土 
曜日の 夜の 神権 会の ために 早くから 
集まって 来られた 父親の 方々， なら 
びに その 息子た ち を 拝見して 喜び は 
また 格別で ある。 大勢の 方々 は， 良 

い 席 を 取る ために， 1， 2 時間 も 前 
から 集まって 来られた。 また 何千 名 
もの 父子が 連れ立つ てこの タバナ ク 
ルへ あるいは 国中の 数多く の ステー 
キ 部と ヮー ド 部の 建物へ 急いでい る 
姿 は 喜ばしい ものである。 これ は 私 
たちが 世に 広め， 愛して いる 家族 生 
活の 喜ばしい 一面で あり， 同時に， 
世の 人々 が 本来 家族の あるべき 姿と 
して 認め 始めて いるもの である。 す 
なわち， 父親と その 息子 は 家族 生活 
の 一環と して 一緒に ここで 時 を 過ご 
すので ある。 

私た ち は 皆さんの 出席 をいた だき 
感謝して いる。 皆さんに 非常な 感謝 
を 覚え， また 心からの 愛 を 感じて い 
る。 

まず， 皆さんの 献身と 忠実な 働き 
をた たえたい。 全般的に 神殿で は最 
大限 に そ の 仕事が 進め られ ており， 
礼拝堂に は 人が 満ちて いる。 出席 数 
は 増加し， 献身 度 も 増して いる。 家 
庭の 夕べ を 開 く 家族 も 増加の 一途 を 
たどって いる。 私たち は， 教会 全体 


に 見られる 信仰と 愛の 発露 を 喜んで 
いる。 特に， 合衆国 外の ステーキ 部 
と 伝道 部に おける 会員 数の 増加と 効 
果 的な 活動の 進展 を 喜んでい る。 こ 
の 教会 は， 世界の 教会で ある。 さら 
に 私たち は， 人種， 国籍 を 問わず 全 
人類が 属する 教会へ と 一歩一歩 近づ 
きつつ あると 信じて いる。 

木曜日に 他の 指導者の 方々 と 話し 
合った 幾つかの 事柄 を， ここで 皆 さ 
んに 発表したい。 大 管長 会と 十二 使 
徒 評議員 会 は， すべての ワード 部な 
ら びに 独立 支部に おいて 長老 定員 会 
を 組織す る こと を 認可した。 これに 
従い， ワード 部 あるいは 独立 支部 内 
に 住む 長老た ち を， 最大 96 名まで そ 
の 人数に 関わりな く， 会長 会の 下に 
長老 定員 会と して 組織す る ことが で 
きる。 96 名 以上の 長老が いると ころ 
では， 定員 会 を 分割す る 必要が ある。 
幹部の 兄弟た ち は， より 多くの 地元 
の ュニッ トで 長老 定員 会 を 強く 活動 
的に すれば， この 偉大な 力の 源を最 
も 有効に 利用で きる と 考えて いる。 
も う ひとつ， 神権に 関する 事柄と 
して 次の ものが ある。 すなわち， ス 
テーキ 部長 は， 七十 人 最高 評議員 会 
から 適正な 手続きに よって 事前に 承 
認を 得た 兄弟た ち を， ステーキ 部内 
で 七十 人に 聖 任し， また 七十 人 会長 


に 任命す る ことができる。 これ は， 
今日 この 時 を もって 直ちに 発効す る 
ものである。 これに 伴って， 多くの 
遅延が 是正され， ステーキ 部 指導者 
と 七十 人の 間 の 活動が 効果的 に 進む 
ようになる にちがいない。 この 新た 
な 変更に 伴 う 効果が 伝道 活動に ま で 
及ぶ よ う 望んで いる。 

指導者の 兄弟た ちに 申 し 上げたい。 
皆さん は， 手引き や 会報 類 を 読んで 
いたら， 数多くの 手紙 を 節約で きて 
いたであろう。 特に， 神殿 推薦状 発 
行に 先立つ 面接に 対して 皆 さんの 注 
意 を 喚起したい。 また， 問題が あれ 
ば 監督の もとに 行く よう， 聖徒た ち 
に 勧めて ほしい。 

父親で ある 皆さんが， 確固たる 態 
度で 息子 を 育てて いる ことに 対して 
賞賛の 気持ち をお く りたい。 私たち 
は 皆さんす ベて を 愛して おり， 皆 さ 
んの 信仰 を 高く 評価して いる。 また， 
皆さんの 成長と 努力 を 誇りに 感じて 
いる。 年長の 多くの 子供た ち はすで 
に 伝道 を 終え， さらに 多くの 若者た 
ちが， 将来 宣教師に なろ う と してい 
る。 

皆さん は， 人生 を 豊かで 満ち足り 
たものに する ために， 計画 を 立てな 
ければ ならない。 執事で ある 皆さん 
にと つて， 現在 計画す る こと は， 必 
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ず や 豊かに 人生 を 生み出す ものと な 
るに ちがいない。 伝道に 捧げる ため 
にす でに 貯金 を 始めて いるで あろ う 
か。 

皆さん は， 職業 や 生涯の 仕事 を ま 
だ 選んで いない かも しれない しかし， 
たとえ 将来 弁護士 か， 医師 か， 教師 
か， 技師 か， いずれになる かわから 
なくても， 人生に おいて 定める こ と 
のでき る 一般的な ものがたく さん あ 
る。 皆さん はすで に 数々 の 決断 を 下 
してお り， また 現在 下そうと してい 
る もの も ある。 今 現在から 結婚まで 
の 間に， 皆さん は 何 をしょう と 計画 
している だろう 力、。 また， 結婚の た 
めに 何 を しょ う と 考えて いる だろ う 
か。 

皆さん は， きわめて 忠実な 執事， 
教師， 祭司になる よう 今 決心す る こ 
とがで きる。 取り消す ことので きな 
い 誓約 を もって 今 それ を 決心す る こ 
とがで きる。 立派な 聖徒に なること 
がで きる し， 自分の 時間 を 正しく 有 
効に 使う こと もで きる。 もし 自分の 
時間 を 適切に 使うならば， あらゆる 
点で 均衡の とれた， 幸せな 人生 を 送 
れ るので ある。 

皆さん は 今 この 早い 時期に， 伝道 
に 出られる 年齢に なったら 誉れ ある 
伝道 をしょう と 決心す る ことができ 
る。 そして， その 目標 を 抱いて， お 
金 を かせぎ， それ を 貯め， 自分の 伝 
道に それ を 使い， また 同時に， 生涯 
の 中の 栄え ある その 時期の ために 思 
いと 心 を 十分に 備える ため， 学び， 
働き， あらゆる 機会 を とらえよ う と 
決意す る ことができる。 

伝道 プロ グラム はどう しても 従わ 
なければ ならない もので しょ う 力、 
という 質問 を， これまで しばしば 受 
けて きた。 その 答え はもち ろん， § 
である。 すべての 人に は 自由意志が 
与えられ ている。 また， すべての 若 
い 男性 は 伝道に 出るべき でしよ う 力、 
という 問合せ も ある。 それに 対する 


教会の 回答 は， 然り である。 また， 
主の 答え も然 りで ある。 この 答え を 
拡大して 私たち はこの よ うに 言う。 
確かに， すべての 男性 会員 は， 什 分 
の 一 を 支払い， 集会に 出席し， 清い 
生活 を 送り， 世の 汚れから 離れ， 主 
の 神殿で 日の 光栄の 結婚 をす るよう 
計画すべき である 力;， それと 同じよ 
う に 伝道に 出るべき である。 

以上 あげた もの は どれ ひとつ， 強 
制で はない が， しかし 自分自身 のた 
めに これら を 行なうべき である。 次 
の 詩 は 私たちに よ く 知られて いる。 

汝 知らず や， 人み な 自由なる を 

人生 を 選び， 己が 行く末 を 選ぶ。 
と わなる 真理 与えられ たれば 

神， 人 を 天 は 強いた まわ じ。 
知恵と 愛と 光 もて， 

説き， 勧め， 正しく 導き， 恵み 

たもう。 
はかり 知れざる 善と やさ しさ， 
しかれ ども 人に 強いた まわ じ。 

(英文 讚美歌 90 番） 

福音の いかなる 部分に も 強制 は存 
在し ない。 1833 年， 主 はこう 言われ 
た。 「見よ， ここに 人の 自由意志 あり。 
而 して， ここに 人の 罪を受 くる 所以 
あり。 何と なれば 太初よ り 在りし と 
ころの もの は 人々 に 明白な り。 然る 
に， 人々 は その 光明 を 受け入れ ざれ 
ばな り。」 （教義と 聖約 93:  31) 

これ は， アダム 以来， 主 は 人々 に 
正しい 教義 を 教えて こられ， 私たち 
は これら を 受け入れる こと も 拒む こ 
ともで きる， しかし その 責任 は 私た 
ちに ある， という 意味で ある。 同時 
に， パプ テス マの 時に 聖霊 を 受けて 
いる 私たち は， 皆 善悪 を 区別で きる 
という 意味で も ある。 良心 は 私たち 
に， 何が 正しく， 何が 誤ってい るか 
を ささやく。 従って， 私たち は 他人 
を 責めたり， 自分の 置かれた 情況の 
せいに して はならない。 何が 正しい 


か を 私たち は 知ってい るので ある。 

すべての 人に は 自由意志が ある。 
盗む こと も， ののしる こと も， 酒 を 
飲む こと もで きる。 ポルノ 雑誌で 心 
を 汚す こと もで きる。 怠惰に 暮らし, 
義務 を 怠り， 性的な 罪 を 犯し， また 
殺人 さえ 犯す ことがある かも しれな 
い。 そこに は 何の 強制 もない。 しか 
し， 罪 は 早晩， 完全に それに 相応す 
る 罰 を もたらす こと を 知ら なければ 
ならない。 それ 故， 悪行 を 選ぶ 者 は 
実際 愚か だと 言える。 

人 は 皆， 集会に 出席せ ず， 什 分の 
一 を 払わず， 伝道に 出ず， 神殿で 受 
けた 義務と 特権 を 無視す る こと もで 
きる。 しかし 賢明な 者なら ば， それ 
が 恵み を 失う 行為で ある こと を 知つ 
ている にちがいない。 

主 はこれ にも 答えて おられる。 「ま 
た， 人 ことごとく その 手に 正義 を 取 
り 腰に 忠信 を 纏いて， 世に 住める 人 
々に 警めの 声 を 挙げ， 言葉と 逃げ走 
る こと と両 つながら によ りて 悪人の 
上に 荒廃のお そい 来る を宣 べん こ と 
を 欲す。」 （教義と 聖約 63  :  37)  「人 こ 
と ごとく」 と言われ ている ことに 気 
づ いたた めであろう 力、。 すべての 少 
年 も 人の 中に 含まれる。 当然の こと 
ながら， 私たち は 不净な 生活 を 送り， 
性的 あるいは その他の 罪悪に 浸って 
いる 若者 を 伝道に 出す こ と はない。 
このよ うな 若者 は 十分な 悔 改めに よ 
つて 清められる 必要が ある。 そうし 
て 初めて， 考慮され るので ある。 従 
つて 再び 繰り返そう。 ふさわしく， 
かつ 資格の ある 末日 聖徒の 男性 はこ 
と ごと く  ， 伝道に 出るべき である。 

清く かつ 自由な， 豊かな 満ち足り 
た 生活 を 送れる よう， すべての 若者 
は， 自分の 人生の 方向 を 定め， また 
自分自身と 天父に 対して， どんな 人 
生 を 送り， それ を 栄え ある ものと す 
るた めに 何 をす るかに ついて， 誓約 
を 立てる 必要が ある。 

ある 人が この こと を 次の よ うな 話 
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に 言い表わ している。 

「私 は 夢の 中で， どことなく 銀行の 
ように 見える， ある 立派な 建物に 来 
た。 しかし そこ は 銀行ではなかった。 
なぜなら， 『時間 売ります』 という， 
真ち ゆ う 製の 看板が かかって いたか 
ら である。 

そこで 私 は， 疲れ切って 青ざめた 
男が 体 を 引きずる よ うにして 階段 を 
のぼって 行く の を 見た。 彼 は 病人の 
ようであった。 彼が こう 言う の を 聞 

いた。 『医者に， 来る のが 5 年 遅 かつ 
たと 言われました。 ですから その 5 
年 を 買 うんです。 そうすれば， 命が 
助かります。 J 

それから また 別の 男が 来て， 事務 
員に 言った。 『神が 私に すばらしい 能 
力と 才能 を 与えて 下さって いた こと 
に 気づいた ときには， もう 遅かった 
ん です。 私 は それら を 伸ばす こと を 
怠った のです。 だから， なる はず だ 
つた 自分に なれる ように， 10 年 を 売 
つて 下さい。 J 

次に 若い 男が 来て 言った。 r 会社 か 
ら， もし 私に 準備が できて いれば， 
来月から ある 重要な 地位に 就ける と 
言われました。 でも， 私 は 準備して 
ません。 来月 その 地位に 就ける よ う 
に， 準備す るた めの 2 年 をく ださ 

このように， 病弱で， 希望が なく， 
落胆し， 苦しみ， ここ を 訪れた 多く 
の 不幸な 人々 が やがて 顔に 微笑 を う 
かべて 帰って いったの であった。 そ 
の 顔に 言い尽くせない 喜びが あった。 
非常に 必要と し 欲して いた もの， 時 
間 を 手に入れ たからで ある。 

やがて 私 は 目覚めた。 そして， こ 
れらの 男た ちが 持って いない もの， 
彼らが 決して 買う ことので きな かつ 
たもの， 時間が 私に ある こと を 喜ん 
だ。 私の したい， そしてし なければ 
ならない 多く の 事柄 を 行な う 時間 を。 
もし その 朝， 口笛 を 吹きながら 仕事 
に 就いた としたら， それ は 大きな 幸 


せで 心が 満たされて いたから である。 
もし 時間 を 有効に 使うなら， なお 十 
分な 時間が 残る からで ある。」 （著者 
不詳） 

私が ほんの 子供の 頃 立てた 目標の 
ひとつに ついて お話しよう。 それ は 
ソル 卜 レーク • シティ 一から 来た 教 
会の 指導者が 大会で， 私た ち は 聖典 
を 読むべき である， と 言った の を 聞 
いたと きのこと である。 私 は それ ま 
で 一度 も 聖書 を 読んだ ことが なかつ 
たの を 認めた。 その 夜 その 説教 を 聞 
いた あと， 1 プロ ッ ク ほど 離れた 家 
に 戻り， 狭い 屋根裏部屋への 階段 を 
のぼり， 小さな 机の 上に ある 小さな 
灯油 ランプに 火 をつ けた。 それから， 
創世記の 初めの 章 を 数 章 読んだ。 1 
年後， 私 は その 大きな すばらしい 本 
のす ベての 章 を 読み終え て， 聖書 を 
閉じた。 

私 は 読み 続けて いた 聖書が 66 の 書 
から 成る こと を 知った。 それから， 
聖書 は 1， 189 章に わかれ， （英文で） 
1, 519 頁 も ある こと を 知った とき に は， 
読む の を やめよ う かと さ え 思つ た。 
私の 手に 負えそう もなかった。 しか 
し， 他人に できる ことなら， 自分に 
もで きる こと を 私 は 知っていた。 

14 歳の 少年に は 理解し にく い 箇所 
が 数々 ある こと を 知った。 また， 特 
に 興味の ない 頁 も かなりあった。 し 

かし， 66 の 書 を 1， 189 章， 1,519 頁に 
わたって 読み終え たと き， 私 は ひと 
つの 目標 を 定めて それ を 達成で きた 
という， 言い知れぬ 満足 を 味わった 
のであった。 

私 は 今 自慢 をす るた めに この 話 を 
している ので はない。 私が' n 油の 明 
かりで それ を やれた の だから， 皆 さ 
んは 電気の 明 り で それ をす る ことが 
できる。 ただ それ を 言いた いがため 
に 例と して この 話 を 使った に 過ぎな 
い。 私 は 1 頁 も 残さずに 聖書 を 読み 
通した こと を 今でも 喜んでい る。 

私が 子供の 頃に 定めた もう ひとつ 


の 目標に ついて お話しよ う 。 

私 は 知恵の 言葉と， それ を 守って 
生活す ると きに もたらされる 祝福と 
を 耳に して 成長して いた。 私 は タパ 
コ を 嘴んで いる 人々 をよ く 目に した。 
しかし その 口 もと にに じみ 出て いる 
褐色の 汁 を 見る と， 何とも 気持ちが 
悪くなる のであった。 自分で 巻き タ 
バコを 作り， 多くの 時間 を 無駄に し 
ている 人々 も 見て きた。 彼ら は 刻み 
タバコの 包みと 紙と を 買い， 1 日の 
うち 何度も， その 紙に 刻み タバコ を 
広げ， それ を 巻き， 細い 方の 端 を 曲 
げて， それから その タバコ を 吸った。 
私に は， それ は 全く 無意味で 時間と 
エネルギーの 浪費で あると 思えた。 
しかし その 習慣が しだいに 人々 の 間 
に 広まる と， やがて 既製の タバコが 
買える よ うにな つた。 女性が 喫煙 を 
始めた と きに 味わった 嫌 悪感 を 私 は 
今でも 覚えて いる。 

私 は 少年の 頃， 私の 住んで いた 小 
さ な 町の 通 り で 催 された 独立 記念 日 
の 祝いに 行った ことがある。 そこで 
は ある 人々 は 競馬に 興じ， また ある 
人々 は 賭け事 師 のよ う に それらの 馬 
に 賭けて いた。 また， 多くの 人々 が 
タバコ を 口にし， ポケットに 酒 ビ ン 
を 持って いた。 そして， ひどく 飲ん 
でいた ために 目もう つろ で， やたら 
にしゃべ り， 不敬な 言葉 を 吐いて い 
た 者 もいた。 

ポ ニーの 組合せ を して レースの 準 

備が できる まで 少しの 時間が かかつ 
た。 そして， ほとんど そのたび に， 
だれかが 「やろう， やろう」 と 声 を 
かけた。 すると 男た ち は， 少年 も 含 
めて 皆 決められた 場所に 集まって， 
なぐり 合い， 血 を 流し， ののしり， 
憎しみ 合った のであった。 

私 は 人々 が このよ う に 恥ず べき 行 
為に 走って いるの を 見て， また 胸 を 
悪く した。 その 日 私 は ピンク レ モネ 
ードを 飲み， 走る 馬 を ながめながら， 
こ の 小 さ な 町に 住む こ れら 多くの 隣 
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人の ように， ウィスキー を 飲んだり， 
不敬な 言葉 を 語ったり， ののしった 
り 決して しないよ うにし ようと， 再 
び 決心した のであった。 

私が 知恵の 言葉 を 決して 破らない 
ようにし ようと 決心した の は， まだ 
小さな 子供の 頃であった。 しかも， 
だれから も 強制され ずに そ う したの 
である。 私 は それが どこかに 書かれ 
て あり， 主が どう 言って おられた 力、 
おおよそ を 知り 理解して いた。 また， 
主が これ を 告げられた とき， これら 
すべての 有害な 要素 を 断つ こと を 主 
は 喜ばれる こと， 従って 私が したい 
と 考えた 事柄 は 天父の 喜びで ある こ 
と を， 私 は 知っていた。 そこで， 私 
は これらの 有害な ものに 決して 手 を 
出すまい と 堅く 決心した のであった。 
十分に， またはつ きりと 決心した の 
で， 自分自身と 天父に 対して 立てた 
この 約束 を 守り 通す こと は 大して 困 
難ではなかった。 

後年， ァ リ ゾナ 州の 口 ータ リーク 
ラ ブの 地方 理事 をして いたと きに， 
国際会議で フ ランスの ニースに 出か 
けた。 その 祝賀会の 一環と して， 地 
方 理事の ための 豪華な 夕食 会が 催さ 
れ， 広い 会場に 豪勢な 食事が 準備 さ 
れた。 その 会場に 到着した ところ， 

それぞれの 席に 7 つの グラスが おか 
れ ていた。 また 銀 食器と 皿が 数多く 
並んで いた。 しかもす ベて， ョ 一口 
ッ パで 最上の ものば かりであった。 
食事が 始まる と， ゥ ヱイ ターた ち 
が 給仕の ために 入って 来て， 各テー 
ブルに 7 人ず つっき， ワインと ウイ 
スキー をつ いだ。 各 席に おかれた 7 
つの グラスに アル コールが つがれ， 
美しい 色 を 放って いた。 私 は 故郷 を 
遠く離れていた。 そして 多くの 理事 
を 知っていた。 また 彼ら も 私 を 知つ 
ていた。 しかし 恐らく 彼ら は， 私の 
宗教 も， 知恵の 言葉に 対して 私の 取 
つていた 態度 も 知らなかった こと だ 
ろう。 いずれにせよ， 悪魔が 私に さ 


さやき かける ような 気がした。 「いい 
機会 だ。 お前 は 国から はるか 離れた 
地に いるんだ。 ここに はお 前 を 見て 
いる 者 はいない ぞ。 グラスの 中の も 
の を 飲んだ つて， だれに も わかりつ 
こない。 いい 機会 だ。」 次に 心地良い 
みたまの ささやき を 感じた。 「お前 は 
自分自身に 誓約 を 立てて いる。 決し 
て それ を 破らない と 約束した。 天父 
とも 誓約 を 交わし， これまで それ を 
破った こと はない。 この 誓約 を 破つ 
たら， 今までの こと はすべ て 水の 泡 
だ。」 1 時間 後に その 席 を 立った と き ， 
7 つの グラス は そのままで あつたと 
言えば 十分であろう。 グラス は， 1 
時間 前に アルコールが そそがれ たま 
ま， 手 も 触れる ことなく  ， 美しい 色 
彩 を 放って いた。 

さらに， 少年 時代の こと を 今 思い 
出す。 ある 時， 私たちの ところに 来 
た 郡 治安 官 から， 私たちの 住んで い 
た 通りの す ぐ 北側に ある 家の 木造の 
ポーチの 床下が， 窃盗 品の 格好の 隠 
し 場所に なって いた こ とがわかった 
と 聞かされた ときには， とても 恐ろ 
しかった。 いや 驚いた と 言った 方が 
良いだろう。 その 家に 住んで いた 若 
者 は， 窃盗犯だった ので ある。 彼 は 
物 を 盗む 癖が あつたよう である。 だ 
からと言って， 自分が それ を 使う か 
と 言えば そうで はない。 それまで 町 
中の 多くの 人々 から， 馬車の むちと 
馬車 用の ひざ 掛けが なくなつ たとい 
う 届けが 出されて いた。 これらの 盗 
難 品 は その ポーチの 床下に あり， こ 
の 少年 も 最後に は それら を 盗んだ こ 
と を 認めた。 私たちが そのこと で ど 
れ ほどの ショック を 受けた か， また 
彼が この 恐ろしい 弱点に 打ち負かさ 
れ たこと で 私たち は 彼 を どれ ほ ど 気 
の 毒に 思った か， 今でも 覚えて いる 

R  • W • エマソン は 言 つてい る。 
「人 は 皆， 隣人に だまされる ことが 
ないように 気 を 配る。 しかし 時が 経 
つと， 自分が その 隣人 を だます こと 


がない よ う に 心 を 配る 日が 訪れる。 
それから 万事が 好都合に 進む。 彼 は 
買物 用の 手車 を 日輪の 凱旋 車に 変え 
たので ある。」 ( " The  Complete 
Writings  of  Ralph  \^  aido  Emerson 
「ラルフ' ウォー ルド' エマソン 全 
«J    p.  585) 

私たちの 行ないが どのよ うに 私た 
ち 自身に 付き従う 力'， そして 自分の 
蒔く もの は 必ず 自分で 刈 り 取らな け 
れ ばなら ない こと を， この 少年 は 知 
ら なかった ので ある。 私たちの すべ 
ての 体験 は 人生の 価値 を 増す か， あ 
るい は 損な うかのい ずれ かで ある。 
邪悪な 思い を 抱いたり， 邪悪な こと 
を 行なえば， 必ず それ 相応の 報いが 
下される。 

最近 ある 新聞に， 2 百万 ドル 以上 
の 高額の 額面 小切手 を 拾つ た 少女の 
話が 出て いた。 彼女 はすぐ に それ を 
どのよ うに 使おうかと 思い巡らし 始 
めた と， あとで 語って いる。 しかし 
結局， その 小切手 を 持ち主に 返した。 
そして 新聞に よると， 彼女が 期待し 
ていたよ り もずつ と 少ない 礼金 を受 
けたので ある。 正しい こと を 行なつ 
たこと に対して なぜ 報酬 を 期待す る 
のだろう 力、。 贈られた 礼金に， なぜ 
がっかりす るの だろう か。 人々 は 善 
行に 報い を 受ける 必要が ある だろ う 
か。 皆さん は， 遺失物 を 返す ときに 
お礼 を 期待し はしないだろう 力、。 皆 
さん は， 信仰 箇所の 第 13 条を 学んで 
いる こ と だろ う 。 「われ ら は， 正直， 
真実， 貞潔， 慈善， 高徳なる べき こ 
と， およびす ベての 人に 善 を 行う ベ 
き を 信ず …… 」 

私 は 万引き 行為に ついて 少し 話し 
たいと 思った 力；， 時間がない ようで 
ある。 私たちの 社会に おいて， 商店 
が 万引きに 対処す るた めに， 利益の 
中から かなりの 割合 を 別 分けして お 
かなければ ならない という こと は， 
全く 恥ずかし いこと である。 末曰聖 
徒の 社会に おいて， 少なく と も 住民 
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の 一部が 末日 聖徒の 社会に おいて， 
このような ことがあ ると はいまわし 
いこと である。 

では， も う ひとつの ちょ つと した 
体験 を も つて 話 を 結びたい と 思う。 
それ は， ペルーの トク ェ パラでの こ 
とで ある。 私たち は 教会堂 を献 堂し 
ていた。 その 鉱山の 町で 働いて いた 
人々 の 多く はァメ リ 力 人であった。 
献堂 式の 後， 彼ら は ある 家で 食事 を 
した。 私たちが その 家で ほかの 部屋 
に 移った ところ， 男の子が 私の もと 
に 来て 言った。 「キン ボール 兄弟， 僕， 
伝道に 出よ う と 思って るんで す。 僕 
に 祝福 を 与えて 下さいません か。」 

そこで 私 は 尋ねた。 「ああ， いいで 
しょ う。 祝福 を 与える こと はとても 
うれしい こと だからね。 でも， 先程 
別の 部屋 で お会いし たの は 君のお 父 
さんで はない かな？」 

「ええ， そうです。」 

「じ や， なぜ 祝福 をお 父さん (领ま 
ない のかな？」 と 私が 聞く と， 彼 は 
答えた。 「お父さん は 祝福したくない 


と 思います。」 

そこで 私 は その 場 を 出て， すぐに 
その 父親の も とに 行って 尋ねた。 「あ 
ちらに す ばら しい 息子さん がいます 
ね。 彼 は 父親の あなたから 祝福 を受 
けたいと 思って いますが， あなた は 
彼に 祝福 を 授けたい と は 思いません 

力、」 

すると 彼 は， 「息子 は 私に 祝福 を 頼 
まない と 思います」 と 言った。 

しかし， その 家に いた 会員た ちが 
一緒に 集まった とき， 私 は その 父親 
と 息子が 間 もな く 並んで そこにい る 
の を 目に した。 ふたり は 同じ 思い を 
持ち， その 少年の 父親 は 喜んで その 
申 し 出 を 受けた ことが 私に はわ かつ 

た 0 

この 会に 臨んで いる 少年 たち は， 
この 話 を 心に 留めて おいてい ただき 
たい。 皆さんに は， 世界で 最もす ば 
ら しいお 父さんが いる。 皆さんのお 
父さん は 神権 を 所有して おり， 喜ん 
で 皆さんに 祝福 を 授ける ことで あろ 
う。 父親 は 皆さんに それ を 示したい 


と 望んで おり， 私たち は 父親に 子供 
たち は 時と して 内気な 態度 をと る こ 
と を 覚えて いて ほしいと 思う。 子供 
た ち は 父親の 皆 さ ん が 世界で 最 も す 
ばら しい 人で ある こ と を 知っている。 
しかし， 皆さんが 一歩前進して 彼ら 
の 気持 ち を 察す るなら ば， 恐らく 皆 
さんに とって 非常に 栄え ある 時 を 得 
る ことで あろ う 。 

兄弟の 皆さんと， 今宵 この 場で 共 
に 過ごせる こと は， すばらしい 経験 
である。 皆さんに 平安が 与えられる 
ように。 また， ここ 数日間 何度も 言 
われて きた ことで あるが， 義 のみが 
恵み を もたらす。 神が 皆さん を 祝福 
されん こと を。 私 は 少年な ら びに 成 
人の 皆さんに 証 申し上げる。 神 は 生 
きて おられ， イエス は キリス 卜で あ 
る。 これ は 救いと 昇栄の 偉大な 計画 
であり， 唯一の 道で あり， 不義の 中 
に は 決して 幸福 は 見いだ せない。 私 
たちの 主ィ エス' キリスト のみ 名に 
よって 証す る。 アーメン。 
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愛する 兄弟 姉妹の 皆様， 私 はこの 
会の 開会で な さ れた 主の みた ま を 求 
める 祈りに， 国籍 人種の いかん を 問 
わず 皆様の 力添え を 願う ものである。 
話の 主題から して， もし 私の 話に 主 
のみた まが 伴わなかったならば， 言 
葉 は 空 を 打 つ 無益な ものと なる から 
である。 

末日 聖徒 ィ エス ，キリス ト 教会の 
信仰箇条 第 1 条に は， 「われら は， 永 
遠の 父なる 神と， その 御子 イエス • 
キリストと 聖霊と を 信ず」 と言われ 
ている。 

1 年 前の 大会で は， 永遠の 父なる 
神に ついて 話が あった。 半年 前の 大 
会の テーマ は， 神の 御子 ィ エス • キ 
リス 卜であった。 そしてき よう， 私 
たち は 聖霊に ついて 神よ り 啓示され 
た 幾つかの 真理 を 考えて みよ う 。 

どの 聖典 も 聖霊の こと を 教えて い 
る。 聖霊 は 慰め 主， 神の みたま， 聖 
きみた ま， 真理の みたま， あるいは 
主の みたまと 呼ばれる ことがある。 

それらの 聖典に よれば， 聖霊 は 一 
個の 御 方で ある。 

予言者 ジ ヨセフ • スミ スは 言った。 
「御 父 は， 人間の 有する 肉体と 同じ 
く 触 知し 得る 骨肉の 体 を 有した も う。 
御子 もまた 然り。 され ど， 聖霊 は 骨 
肉の 体 を 有ち たまわず して 霊の 御 方 


な り 。 」 （教義と 聖約 130:  22) 
イエス は 聖霊 を 男性の 呼び名で 呼 
ばれた。 弟子た ちに 向かい， このよ 
う に 言われた。 

「- 〜•• わた しが 去って 行く こ と は， 
あなたがたの 益になる の だ。 わたし 
が 去って 行かなければ， あなたがた 
のと ころに 助け 主 はこない であろう。 
も し 行けば， それ き him) を あなた 
がた にっか わ そ う。」 （ヨハネ 16  ： 
7) 

さ らに， 

「- 〜•• 真理の 御霊が 来る 時には， あ 
なた がた を あらゆる 真理に 導いて く 
れ るであろう。 それ （/le) は 自分 か 
ら語 るので はなく， その （彼の/ le) 
聞く ところ を 語り， きたるべき 事 を 
あなたがたに 知らせる であろう。 御 
霊 はわた しに 栄光 を 得させる であろ 
う。 わたしの もの を 受けて， それ を 
あ な た が たに 知らせる からで あ 
る。」 （ヨハネ 16: 13， 14) 

「聖霊 は 御自身 を 人の 姿 かたちに 現 
わす ことが おできになる」 と ジヱー 
ムズ. E  • タ ルメー  ジ 博士 は 書いて 
いる。 「それ はみ たまと ニーフ アイと 
のす ばらしい 出会いに 示される 通り 
である。 そのと き， みたま は 予言者 
ニーフ アイに 姿 を 現わし， 希望 や 信 
仰に ついて 質問 をし， 神の ことにつ 


いて 教え， 彼と 顔と 顔を合わせて 語 
られ た。 ニーフ アイ はこう 言って い 
る。 r 私 は 「みたま」 に， …… 人が 人 
に 物 を 言うよう に 話した。 それ は 
「みたま」 が 人の 形 をして 居た もう 
の を 眼の あたり 見た からで ある。 し 
かし それでも 私 は それが 主の 「みた 
ま」 である こと を 知っていた。 そし 
て 「みたま」 も 私に 人が 人に 物 を 言 

うよう に 話した もうた 。J」 （Di'SCOU- 
rses  on  the  Holy  Ghost  「聖霊に 関 
す る 説教」 N  •  B  • ランドウ オール 
編， P. 13) 

愛弟子 ヨハネ は 言った。 「天に おい 
てあかし をす る 方が 御 三方 おられる。 
御 父と 言と 聖霊と である。 そして こ 
の 御 三方 は ひとつで ある。」 ®; 定訳 
I ヨハネ 5  ：  7  ,  8)  「一致す る」 の 
はもち ろん， 御 父と 御子と 聖霊が 思 
いと 目的に おいて 一致す る こ と に ほ 
かならない。 御 三方に ついて 予言者 
ジ ヨセフ は 言 つ た 。 

「- この 御 三方 は ひとつで ある。 
言い換えれば， 御 三方 は 万物 を 司る 
た ぐいな く 偉大な 至上の 管理 体 を 成 
してお り， 御 三方に より 万物が 創造 
され， …… この 御 三方で 神 会が 構成 
されて おり， この 意味で 御 三方 は ひ 
とつな ので ある。」 （ブルース •  R  • 
マツ コン キー Mormon  Doctrine  ' モ 
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ル モンの 教氣 第 2 版 P.320 より 引 
用） 

神 会の 一員 と して 御 父 と 御子と ひ 
とつで ある 聖霊 は， 御 父と 御子の よ 
うに 全知で あられる。 聖霊 は 「事物 
の '-… 知識」 （教義と 聖約 93:  24) を 
有した すべての 真理 を 理解す る。 

キリスト の 光が 「神の 前よ りさし 
出で て 広大なる 宇宙に 満ち 充」 つる 
(教義と 聖約 88  ： 12) ように， 聖霊 
の 影響力， 賜 は 同時に あらゆる 場所 
に 現われる。 

「聖霊が …… く だった」 （使徒 11 ： 
15)  「聖霊に 満たされて」 （ルカ 1 ： 
15)  「聖霊の 賜物」 （使徒 2  ：  38)  「聖 
霊 を 受けよ」 （ヨハネ 20:  22)  「火と 
聖霊との パプ テス マ」 （教義と 聖約 
20  ：  41) などと いう 聖典の 記述 は必 
ずし も 一個の 御 方と しての 聖霊 を さ 
すので はなく， その 力 や 影響 や 賜 を 
言う ので ある。 

聖霊の 重要な 働きの ひとつ は， 御 
父と 御子 を 証す る ことで ある。 天使 
が アダムに 語った あの 日， アダムが 
捧げた 犠牲 は 「御 父の 生みた も う… 
…ただ 独 り の 御子が 犠牲と な りた も 
うことの ひながた なり」 と 告げられ， 
「聖霊 アダムに 下りて」 御 父と 御子 
の 証 をした ので ある。 （モー セ 5  ：  7  , 
9) 

ィ エス 力; バプ テス マ を 受けられた 
と き， 聖霊 は 「はとの よ う に 下つ 
て」 （マ タイ 3  ： 16) キリス 卜の 神性 
を i 正した。 

ィ エス はキ リ ス ト である と 知った 
人 は， 皆 その 証 を 聖霊から 受けて い 
る。 パゥ ロはコ リン ト 人へ 宛てて こ 

う 書いた。 

「そこで， あなたがたに 言って おく 
が， 神の 霊に よって 語る 者 はだれ も 
"…- 聖霊に よ ら なければ， …"- 『ィ 
エス は 主で ある』 と言う ことができ 
ない。」 （ I コ リント 12  ：  3  ) 

イエス は， 「あなた こそ， 生ける 神 
の 子 キリストです」 というべ テロの 


言葉に 答えて 次の よ う に 言われた と 
き， そのこと を 意味され たので ある。 

「バル ョナ 'シ モン， あなた はさい 
わいで ある。 あなたに この 事 を あら 
わした の は， 血肉で はなく， 天に い 
ます わたしの 父で ある。」 （マ タイ 
16  ： 16， 17) 

聖霊 は 御 父と 御子が 神で ある こ と 
を 証す る だけでなく， 真理， 特に 福 
音の 真理 を 証す る。 

モロ ナイ は 書いて いる。 「 …… 私 は 
あなたた ちに すすめたい。 あなたた 
ち はこの 記録 を 読む 時に， …… それ 
が 真実な もの かどう かをキ リストの 
御名に よって 永遠の 父なる 神に 問え。 
も し 誠心誠意で その上 キ リスト を 信 
じながら 問うならば， 神 は 聖霊の 力 
によって こ の 記録 が 確 な ものである 
こ と を あなたた ちに 示した もうに ち 
がいない。」 （モロ ナイ 10  ：  3  ，   4  ) 

そして その あとに， 大きな 約束 を 
加えて いる。 

「そ して 聖霊の 力に よって 一切の 事 
の 事実で あるか どう かが あ な た た ち 
に 解る。」 （モロ ナイ 10:  5) 

何千 何 万の 人が この チヤ レンジ を 
試し， その後 聖霊の 力に よって 記録 
力;' 真実で ある こ と を 証して いる。 

聖霊 は 真理 を 証され る だけでなく， 
真理 を 啓示し， 教える 御 方で も ある。 

救い主 は 弟子た ちに， 「もし あなた 
がた がわた し を 愛するならば， わた 
しのい ましめ を 守るべき である」 と 
言われた。 

「わたし は 父に お願いしょう。 そう 
すれば， 父 は 別に 助け 主 を 送って… 
…すなわち， …… 聖霊 は， あなたが 
たにす ベての こと を 教え， また わた 
しが 話して おいた こと を， ことごと 
く 思い起こさせる であろう。」 （ョハ 
ネ 14  ： 16,  26) 

「あなたがた が 会堂 や 役人 や 高官の 
前へ ひっぱられて 行った 場合に は， 
何 を 弁明しょう 力 >， 何 を 言おうかと 
心配 しないが よい。 言うべき こと は， 


聖霊が その 時に 教えて くださる から 
である。」 （ルカ 12  ： 11， 12) 

パゥ ロはコ リン 卜 人に 宛てて 書い 
た。 

「ところが， わたしたちが 受けた の 
は， この 世の 霊で はなく， 神からの 
霊で ある。 それによ つて， 神から 賜 
わった 恵み を 悟る ためで ある。 この 
賜物に ついて 語る にも， わたしたち 
は 人間の 知恵が 教える 言葉 を 用いな 
いで， 御霊の 教える 言葉 を 用い， 霊 
によって 霊の こ と を 解釈す るので あ 
る。」 （I コ リント 2  ： 12， 13) 

私た ち に 聖典が あるの は 聖霊のお 
かげで ある。 聖霊 は その 中の 真理の 
福音 を 啓示した ばかり か， 予言者た 
ちに 予言の みたま も 与えられた。 

ぺ テロ は 言った。 「聖書の 預言 はす 
ベて， 自分勝手に 解釈すべき でない 
…… 。 なぜなら， 預言 は 決して 人間 
の 意志から 出た もので はなく， 人々 
が 聖霊に 感じ， 神に よって 語った も 
の だからで ある。」 （II ぺ テロ 1 ： 20, 
21) 

記録に は， はじめに 「 …… 聖霊 ァ 
ダムに 下りて "-… アダム 神を讃 めて 

『みたま J に 満たされ， この 世に あ 
るすべ ての 眷族に 就き 予言し 始めて 
言いけ る は 」 （モー セ 5  ：  9  ， 
10) と ある。 

いつの 時代 もそう である。 ルカ は， 
バプ テス マの ヨハネの 父 ザ 力 リ ャが, 

「聖霊に 満たされ， 預言して 言った 
…… 」 （ルカ 1 ： 67) と 記して いる。 

この 末日 の 神権 時代の 主の 約束， 
すなわち 「神 は …… 聖霊の 言い 尽し 
難き 賜に よ りて …… 知識 を 汝らに 与 
えた まわん」 （教義と 聖約 121 ： 26) 
という 言葉 は， どのよう にして その 
言い 尽し 難き 賜が 与えられる のか， 
という 疑問 を 投げ かける であろ う 。 
私たちに 定められた 方法 は， 主ィ 
ヱキ • キ リスト を 信じる 信仰， 罪の 
悔い改め， 罪の 赦 しのた めに 水に 沈 
めら れる パプ テス マと それに 引き続 
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く 按手礼 を 受ける ことで ある。 
使徒の 教会に あっても， この 方法 

に 従い 聖霊が 授けられた。 
「エルサレム にいる 使徒た ち は， サ 

マリヤの 人々 が， 神の 言 を 受け入れ 
たと 聞いて， ぺ テロと ヨハネと を， 
そこにつ かわした。 ふたり は サマリ 
ャに 下って 行って， みんなが 聖霊 を 
受ける ようにと， 彼らの ために 祈つ 
た。 それ は 彼ら はた だ 主 イエスの 名 
によって バプ テス マ を 受けて いただ 
けで， 聖霊 はま だ だれに も 下って い 
なかった からで ある。 そこで， ふた 
りが 手 を 彼らの 上に おいた と ころ， 

彼ら は 聖霊 を 受けた。」 （使徒 8  ： 
14—17) 

バウ 口が エペ ソに 来て， ある 弟子 
たちに 出会った とき， 「彼らに 『あな 
たがた は， 信仰に はいった 時に， 聖 
霊 を 受けた の 力、』 と 尋ねた ところ， 
『いいえ， 聖霊なる ものが ある こと 
さ え， 聞いた ことがあ り ません』 と 
答えた。 『では， だれの 名に よって バ 
プ テス マ を 受けた の カリ と 彼が きく 
と， 彼ら は 『ヨハネの 名に よる パプ 
テス マ を 受けました』 と 答えた。 そ 
こで パゥ 口が 言った， 『ヨハネ は悔改 
めの バプ テス マ を 授けた が， それに 
よって， 自分の あとに 来る かた， す 
なわち， イエス を 信じる ように， 人 
々に 勧めた ので ある』。 人々 はこれ を 
聞いて， 主 イエスの 名に よる バプテ 
スマを 受けた。 そして， パゥ 口が 彼 
らの 上に 手 をお くと， 聖霊が 彼らに 
くだり， それから 彼ら は 異言を 語つ 
た り ， 預言 をした り し 出した。」 （使 
徒 19  ：  2  —  6) 

主 はこの 末の世の 教会の 長老た ち 
の 義務 を 述べた 中で， 「パプ テス マ を 
受けて 教会に 入りた る 者に， 聖典の 
示す ところに 則り， 火と 聖霊との バ 
プ テス マ を受く る 按手 を 施して 教会 
員た る こと を 確認し」 （教義と 聖約 
20  ：  41) と言われた。 

また 伝道の 業に 数人の 兄弟 を 召 し 


たと きに は， こ う 言われた。 
「 •••••• われ 汝らに 一-^ 3 の 誡命を 与う。 

汝ら この 民に 中に 行き， その 名をぺ 
テ 口 と 言いし 古え の わが 使徒が 言い 
し 如 く この 民に 言うべし。 

『 …… 主 イエスの 御名 を 信ぜよ。 罪 
を赦 さるる ために 聖き誡 命に 従い， 
悔い改めて ィ エス. キリスト の 御名 
によりて パプ テス マ を 受けよ。 而し 
て 何人 にても かくする 者 は， この 教 
会の 長老の 按手に よ り て 聖霊の 賜 を 
受く べし』 と。」 （教義と 聖約 49  ： 
11  —  14) 

聖霊の 賜と は， その 人が 神の 戒め 
に 従ってい る 限り 与えられる みたま 
の 導きと 教化と 交わり， また 聖 きみ 
たまの 影響 を 受ける 権利の ことで あ 

る 0 

聖霊の 賜 を 受け る こと の 大切 さ は 
言い尽くせない。 それ は， ヨハネの 
言う 火の バプ テス マで あり （ルカ 3 
： 16 参照） ， イエスが ニコ デモ に 語 ら 
れた 霊に よ る 誕生で ある。 

「よくよく あなたに 言って おく。 だ 
れ でも， 水と 霊と から 生れなければ， 
神の 国に はいる こと はでき ない。」 
(ヨハネ 3  ：  5  ) 

聖霊 を 受ける こと は， 罪に 悩む 魂 
をい やし， 赦しを 生じさせる 療法で 
ある。 

キリスト の 教会 を 他の すべての 教 
会お よび 宗教と 区別す る 目印 は， 教 
会員が 受ける 聖霊の 賜で ある。 

それ はまた， 末日 聖徒 イエス • キ 
リ ス ト 教会 を 他の すべての 組織， 団 
体と 区別す る もので も ある。 

予言者 ジ ヨセフ 'ス ミスと ェ ライ 
ヤス • ヒゲ ビー は 1839 年に， バン • 
ビュー レン 大統領との 会見 後， ヮシ 
ン トン D.  C. から ハイラム' スミ 
スに 手紙 を 送った。 その 中に こう 書 
かれて いる。 

「会見の 中で， 大統領に 他の 宗教と 
私た ち の 宗教の 違 いは どこかと 質問 
された。 ジ ヨセフ 兄弟 は パブ テス マ 


の 様式と 按手に よ る 聖霊の 賜が 違う 
と 言った。 私たち は， 他の 事柄 は 皆 
聖霊の 賜に 包含され ると 考えて いた 
；0> り でめる cJ  {Documentary  history 
of  the  Church  「教会 歴史 f2^」 第 4 
巻， P.  42) 

それ は その はず， 聖霊 は 啓示 者 だ 
からで ある。 聖霊の 賜 は 「 •• …- 啓示 
の 『みたま』 な り 。 …… これ は モー 
セが イス ラエルの 人々 を して 乾け る 
土 を 踏みて 紅海 を 渡らせ これ を 導き 
し 『みたま』 なり。」 （教義と 聖約 8 
： 3) と， 主 は 言われた。 

神が 生きて おられ， 御子 イエス • 
キリスト は 私たちの 救い主， 噴い 主 
で， キリストの 福音 は 救いの 計画， 
永遠の 生命への 道で あり， 末日 聖徒 
イエス. キリス ト 教会 はキ リストの 
教会で， 福音 を宣べ かつ 救いの 儀式 
を 執り行な うため の 権能 を 持ち， 教 
会 は そこから 活力と 力と 権威 を 受け 
ている という 証 は， 聖霊から 教会員 
個人に 与えられる。 

愛する 兄弟 姉妹， 友人の 方々， 国 
籍 人種の いかん を 問わず あらゆる 皆 
様 方に， 私が これまで お話して きた 
すべての ことが 真実で あると， 証 申 
し 上げる。 

聖霊 は 私に， それが 真実で あると 
啓示され た。 神 は 生きて おられる こ 
と， 私たち は 神の 子供で ある こと， 
キリスト は 生 きて おられる こと， そ 
の 福音 は 真実で あり， 末日 聖徒 イエ 
ス 'キリス ト 教会 はィ エス' キリス 
卜の 教会で ある こと， ス ペン サー' 
W - キン ボール 大 管長 は 主の 教会 を 
管理す るた め 主よ り 召された 予言者 
である こと， 聖霊 はすべ ての こ と を 
啓示し， 証す る 御 方で ある こと， そ 
して 私たち は 皆 モロ ナイの 言うよ う 
に 聖霊の 力に よって 「一切の 事の 真 
実で あるか どう カリ がわ かる こと 
(モロ ナイ 10  ：  5  ) を， 私 は 聖霊の 
力に よ り， 知っている。 

私 は 真心から へり くだり， 皆様 方 
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が 主 イエス. キリスト を 信じて， 悔 
い 改め， 主の御名 により パプ テス マ 
を 受け， 主の 教会の 長老た ちの 手に 
よ り この 言い尽く し 難き 聖霊の 賜 を 
受けられ るよう， そして その後， 聖 
霊の 導きに 従うよ う にと お勧めす る。 

そうする 人 は， 救い主が 来られる 
と きに 救い主に まみえ る 備え をす る 
こ とになる ので ある。 

「わが 栄光 を もて 来る その 日に， 十 


人の 処女に つき わが 語り したと え は 
成就すべし。 賢く して 真理 を 受け 入 
れ 聖霊の 導きに 従い 騙され ざり し 者 
は， 誠に われ 汝ら に告 ぐ， 彼ら は 伐 
られて 火に 投げ入れら るる ことなく 
その 日に 堪 うるべし。 地 は ゆずり と 
して 彼らに 与えられ， 彼ら は 殖え 満 
ちて 強くな り， その子 孫ら は 罪 を 犯 
す ことなく 育ちて 救いに 入らん。 主 
は 彼 らの 中に 在 りて その 栄光 は 彼 ら 


の 上に 輝き， 主 は 彼らの 王に して 立 

法 者 たるべし。」 （教義と 聖約 45  ： 
56—59) 

私たちす ベての 者が 聖 きみた まの 
導きに 従って， その 大 いなる 日に 
「堪ぅ る」 備え をな さん こと を， ィ 
エス' キリスト のみ 名に よ り， へり 
く だり 祈る 次第で ある。 アーメン。 


208 


マ 


われら， すべて 神の 

れ までに 啓示した まいし 

こと を 信ず 


十二使徒 評議員 会 会員 


ボイ ド • K  • パッカ一 


\ 《一 

今朝， 愛する a ムニ 一 副 管長 は聖 
霊と いう テーマで 話し， 私たちに 新 
たな 啓示 を 開いて 下さった が， 私 は 
副 管長の 言葉 か ら とても 大き な 励み 
を 得た。 皆さん もそう 感じた ことと 

思う 0 

情勢の 定まらない 世に あって， 啓 
示が 絶えず 教会に 下されて いる こ と 
を 私 は 神に 感謝して いる。 

また， 啓示が 予言者に のみ 限られ 
ていない こと も 感謝して いる。 教会 
幹部 も 受ける ことができ るので ある。 
さ ら に 世界 各地の 教会 指導者 か ら ， 
何 か を 決定 するとき や， もっと 光明 
と 知識 を 必要と するとき に 導き を 与 
えられて いると いう 話 をい つも 聞く。 

また 両親 も 霊感と 啓示 を 受け， 事 
実 ロムニー 兄弟が 話して 下さった そ 

の 力 を 通して 家族 を 導く ことができ 
るので ある。 当然の ことながら， 私 
たち 一人一人が， ふさわしく 生活す 
るなら ば， みたまとの 交わり を 持ち 
個人的に 導 きを 受ける こと がで き る 
はずで ある。 

過去の 予言者 は 彼らの 受けた 啓示 
を 記録して きた。 そして， それ を受 
ける に 至った 神聖な 歴史と 共に， 聖 
典の 中に 記して いる。 もちろん， そ 
の 最もよ く 知られた 例 は 聖書で ある。 
私たち は 教会に おいて， ほとんどの 


人が もはやし な くな つたこと をして 
いる。 私たち は 自分た ちで 熱心に 聖 
書 を 読んで いる。 

ま た 他の 聖典すな わち 啓示の 書に 
も 恵まれて いる。 モル モン 経， 教義 
と聖 約， 高価なる 真珠が それで ある。 

聖書 以外の 聖典が あると 公言す る 
ときに， 私たち は 次のように 尋ねら 
れる ことだろう。 「これら の 啓示 は ど 
こから 得た のです か？ これらの 書 
は どこから 与えられ たのです か？」 

これらの 質問に 答えよ う と して， 
私たち は， 古代の 予言者が 作った 記 
録をゥ リムと トミ ム を 使って 翻訳し 
たこと をす ぐに 話す。 また， 神の み 
も とから 送られて きた 天の み使いの 
訪れに ついて 話し， さらに 何のた め 
らい もな く， 主 御自身が 現われた も 
うたこと を 話す。 

する と 多くの 人々 は これらの 説明 
が 何 か 奇妙な 物語で あるかの よ う に 
考え， それら を 真面目に 考えようと 
はしない。 そして 聖書の 時代に は 当 
然 であった 啓示が， 今日の 時代に も 
与えられ ている という 考え を 否定す 
るので ある。 

それでも なお， これらの 聖典 は存 
在す る。 私たち は これら を どこから 
か 得た ので ある。 そこで 言う。 「手に 
取って， 読んで みて 下さい。 そして 


試し， 自分で 調べて 下さい。」 けれど 
も 不幸な ことに， ほとんどの 人 は 試 
してみ よ うと さ えしない。 

これらの 人々 は， ヒ ユー •  二 ブレ 
一 博士が 数年 前に 書いた あるた とえ 
話の 中の 人々 のよう である。 そのた 
とえ 話 を 一部 引用した いと 思う。 

「ある 時， ひとりの 若者が 畑 を 耕し 
ていて， 大きな ダイヤモンド を 見つ 
けた。 そこで 彼 は そのこと を 人々 に 
話した。 そして， 人々 にた だで その 
石 を 見せ， みんな は それ を 認めた。 
ところが ひとりの 心理学者が， みん 
なのよ く 知っている 事実 を 例に とつ 
て， その 若者 は 妄想に 陥って いると 
説いた。 また ある 歴史学 者 は， 以前 
にも 何人 かの 人々 が 畑で ダイ ャ モン 
ドを 見つけた と 言った が， それが う 
そだった こと を 説明した。 さらに， 
この 地方に あるの は 水晶 だけで， ダ 
ィャ モンドな ど 全くない と言う 地質 
学者が 現われた。 若者が 見つけた の 
は 水晶 だ と言うの である。 そして そ 
の 地質学 者 は， その 石の 検査 を 頼ま 
れ ると， 大儀そう に 何も 言わず， た 
だ 微笑を浮かべて 静かに 首 を 横に 振 
つて 断 わった。 また 言語学の 教授 は, 
その 若者が その 石 を 指して 使った 語 
力；， ほかの 人々 が ダイヤモンドの 原 
石 を 指して 使って いる 語と 全く 同じ 
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ものである こ と を 証明した。 従って 
彼 は 単に， その 当時の 人々 が 共通に 
用いて いた 言語 を 使って いたと 言う 

ことになる。 さらに 社会学 者 は， 4 
大都市の 花屋の 店員 合計 177 人の 内， 
その 石が 本物で ある と 信じた の はわ 
ず か 3 人で あると 言った。 その 石 を 
見つけた の は その 若者で はなく， 誰 
かほ かの 者で ある こ と を 説く ために 
書物 を 著わした 牧師 もいた。 

最後に， ひとりの 貧乏な 宝石商が, 
石の 鑑定 を まだ 終えて いないので， 
ダイヤモンド か ど う か 確実で 名 の 通 
つた 鑑定人に 頼んで 調べても らい， 
答え を 出したら どうかと 指摘した。 
だれが この 石 を 見つけた 力、 その 発 
見者 は 正直で 正気 かどう 力、 だれが 
彼 を 信じる 力、， 彼 は ダイヤ モン ド と 
レン ガの 区別が できる かどう 力、 ダ 
ィャ モン ドが 畑から 見つかった のか 
どう 力、， また 人々 が 水晶 や ガラス を 
ダイ ャ モン ドと 見誤った かどう か， 
これら はすべ て ダイ ャ モン ド かど う 
かと 何の 関係 もない ので ある。 そこ 
で ダイヤ モン ド の 鑑定人た ち が 呼 ば 
れた。 ある 鑑定人た ち は それが 本物 
であると 言った。 しかし 他の 者た ち 
は それ を ひどい 冗談 だと 取って， そ 
のこと に 真剣に 取り組む ことで 自分 
の 威厳と 評判 を危 くす る ことのない 
ようにした 方が よいと 言った。 こう 
した 中で 悪い 影響 を 残す ことがない 
ように， ある 人が， その 石 は 実際に 
はとても よく できた 人造 ダイ ャ であ 
る という 説 を 出した。 しかし， これ 
も 作り事に 変わり はない。 これに 異 
議を 唱えられるならば， 農夫の 若者 
が 良質の 人造 ダイ ャを 造る こと は， 
本物 を 見つける ことよりも， はな は 
だす ばら しい 功績で あると いう こ と 
である。」 ( Lehi  in  the  Desert  and 
the  World  of  the  Jaredites,  「砂漠 
の リー ハイ と ジヱレ ドの 世界」 pp. 
136,  137) 

私たちが これらの 聖典 を 持って い 


る こと は 事実で ある。 繰り返す が， 
私たち は これら を どこから か 得 た の 
である。 

多年の 間， これらが どこから 得ら 
れ たかに ついて 数多くの 解釈と 意見 
が 出されて きた。 しかも 提議され た 
これらの 説 は その ほとんど 力；， これ 
らの書 を それほど 読んで いない 人々 
による ものである。 さらに， ジョセ 
フ • スミ スが それら を 作り， 彼 自身 
が それら を 著わした。 従って 彼 は そ 
の 非難 を 受けなければ ならない， と 
いう 考え を 持った 人々 によ る ことが 
ほとんど である。 

しかし この こと は 彼に はるかに 大 
きな 信望 を 与え， 実際よ り も 大きな 
功績 を 持たせる ことになる。 私 はこ 
れを 受け入れる こと はでき ない。 な 
ぜ なら， この こと は 彼 を 測 り 知れな 
い 天才に 仕立てる こ と になる からで 
あ る 。 彼が そ うで あつたと は 思わな 
い。 彼が 何の 助け も 受けず， 神の 導 
きな しに それら を 創作した と 考える 
こと は， 不合理な ことで ある。 

事実 は 明瞭で ある。 それ は ジョセ 
フ • スミ スが 神の 予言者で あ り ， そ 
れ 以上の 者で も 以下の 者で もない こ 
とで ある。 

聖典 はジ ヨセフ • スミ ス から 与え 
られ たという より はむしろ 彼 を 通し 
て もたらされた ものである。 彼 は 啓 
示が 与えられる 仲立ちと なった。 そ 
れ 以外の 点で は， 古代の 予言者た ち 
や 近代の 予言者た ちと 同様に， 彼 も 
並の 人間で ある。 

これら の 啓示の 書 は 偽 りで ある， 
その 証拠に， 初版 以降， 聖典の 内容 
に 変更が 加えられ ている と 主張す る 
人々 力; いる。 彼ら は これらの 変更 部 
分 を 引用して， あたかも 彼ら 自身が 
啓示 を 宣言して いるかの ように， こ 
こに 偽りの 証拠が た くさん あると 言 
う。 あたかも， それらの 啓示に つい 
て 知っている 唯一の 人で あるかの よ 
う に。 


もちろん， 変更 や 改正の 加えられ 
た 部分 は ある。 少し 調べた だけで も 
それが わかる。 しかし， 正しく 検討 
すれば これらの 改正 は， 異論で はな 
く， むしろ その 書が 真実の もので あ 
る こ との 証と なる ので ある。 

予言者 ジ ヨセフ • ス ミス は， 学問 
のない， 一介の 農家の 息子であった。 
彼が 若い 頃に 書いた 手紙 を 読む と， 
線り も 文法 も， また 語法 も あま り 洗 
練され ていない こ とがう かがえ る。 

そのような 彼 を 通して， 文学的に 
も 味わいの ある 形で 啓示が もた ら さ 
れ たという こと は， 全くの 奇跡で あ 
る。 そして 引き続き 多くの 点で 改善 
が 加えられた ことで， それら を 尊ぶ 
気持 は 増す ばかりで ある。 

ここで， これらの 変更 は 基本的に， 
文法， 語法， 句読点， 明文化の 点で 
最小限 文章 を 洗練 した もの にす ぎ な 
かった こと を 強調して おきたい。 従 
つ て 根本の 原則 は 何ら 変わって いな 

い 0 

では， そのこと が なぜ 広く 告げら 
れ ていない のだろう 力、 その 理由 は 
明らかで ある。 比較して みたところ 
で 何の 意味 もな く， 全く 取る に 足ら 
ない ので 話す 必要がない からで ある。 
とにかく この こと は， これらの 書 力 《 
真実の も のか 否かに 全 く 何の 関わ り 
も 持って いないの である。 

古代の 予言者 モロ ナイ は， 多くの 
啓示 を 編纂した 後， 次のように 語つ 
ている。 「も しこの 記録の 中に 足らな 
い 所が あれば， それ は 人間の 欠点に 
よる ものである。 しかし， 私たち は 
こ の 記録 に 何 ら 足らない 所 を 見出さ 
ない。 けれども， 神 はすべ ての こと 
を 知りた も うから この 記録 を 非難す 
る 者 は 慎んで その 考え を 捨てよ， そ 
う でない とお そ ら く 地獄の 火に 投げ 

入れられ るであろう。」 （モル モン 8 
： 17)  「すべて この 記録 を 受け 容れ， 
この 記録の 中に 欠点が あるから と 言 
つて これ を 咎めない 者 は， この 記録 
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に 記して ある こ とより も 偉大な こと 

を 知る であろう 」 （モル モン 8  ： 
12) 

人 は ある 石 を 取り上げて， それが 
何 か を 正しく 確認す るた めに， 粘 板 
岩 あるいは 砂岩で ある こ と を 確認す 
る 検査 を 行なった とする。 そして こ 
の 検査の 後， 「ダイヤモンド である こ 
と は 認められなかった」 と 言って 調 
べるの を 止めた とする。 

たとえ それが 正しくて も ， 彼の 得 
た 結果 は， それが ダイ ャ モン ド かど 
う か を 何ら 明らかにする もので はな 
い。 数多くの 検査 を 行ない 同じ 結論 
に 到達す るか もしれ ない が， 誤った 
方法 を 使って いて それが ダイ ャ モン 
ド か ど う か を 確認す る こと はでき な 
い。 

彼が 正しい 方法に 従って その 石 を 
検査 するとき に， ただ そのと きのみ, 
正確な 結論 を 得る ことができ るので 
ある。 それまで， 「ダイヤモンド であ 
る こと は 認められなかった」 という 
彼の 結論 は， 何ら 価値の ない もの だ 
と言える であろ う 。 

長年の 間， 無数の 人々 が， これら 
の 啓示 を 正しい 方法に よ ら ずに 調べ 
てきた。 そして 彼ら は 一様に， パゥ 
口の 語った 言葉 を 証明して いる。 「生 
れ ながらの 人 は， 神の 御霊の 賜物 を 
受け入れない。 それ は 彼に は 愚かな 
もの だからで ある。 また， 御霊に よ 
つて 判断され るべき であるから， 彼 
は それ を 理解す る ことができな 
い。」 （ I コ リント 2  ： 14) 

これまで 述べて きたよう に， これ 
らの 聖典の ダイヤ モン ドは， 検査に 
耐えうる ものである。 ダイヤモンド 
のた めの 検査に それ を かけたら， そ 
の ダイヤ モン ドが 本物 かどう かわか 
るのと 同じように， 確かに 聖典 も そ 
のた めの 検査に かける ことができる。 

非常に 確実な 方法が ある。 しかし 
これ を 用いる ために は， 批判から 霊 
的な 問い かけへ と 心の 態度 を 変えな 


ければ ならない。 

聖典 を 調べる のに， あいまいな 態 
度で， さらに は 不誠実な 気持で と り 
かかり， 何も 得られずに 止めて しま 
う 人々 がいる。 これ は， 彼らが 備え， 
受ける に 足る 分 そのもの しか 得られ 
なかった ためで ある。 もし あなたが 
それ を， あいまいな 問い かけや， 無 
益な 好奇心， あるいは 善意から 出た 
も の だが 一時的に す ぎ な t  、探求 に応 
じる もの だと 考えて いるなら， それ 
は 誤りで ある。 同様に， 狂信 家に 応 
じる もので もない。 

誠実な へ り 下った 心で 静かに 人生 
を 過ごす ときに こそ， 人 は 確かな も 
の を 知る ことができ るので ある。 真 
理に まつわる 多くの 要素 は， 人生の 
備えが できて 始めて もたらされる。 

しかし それらの 証が もたら される 
の は 非常に 早い。 老若 を 問わず 多く 
の 謙 適な 人々 が このよ う な 証 を 持て 
ると いう 可能性 を 軽視して はなら な 
い。 多くの 人々 は 現に， 学問 や 科学 
の 分野で 得 られる 知識に まさる 証 を 
持って いる。 謙 適な 人が みたま を 通 
して 問い， 正しい 生活に 基づいて 得 
た 証 を 述べる とき， 彼が その他の 点 
では 無知で あるから といって その 証 
を 否認したり せず， それに 心 を 配り 
なさい。 

学界で 巨人と 言われる 人で も 霊的 
に 小人と みなされる 人が 多い。 その 
ような 人 は， 通常 倫理的に も 虚弱で 
ある。 そして， 神の み 業 を 滅ぼそう 
と， すぐに 自ら 破壊者の 一員に なり 
下がる ので ある。 不節制， 不敬， 不 
道徳な 人， 破壊的で， その 地位に い 
る 値の ない 人の 証に 気をつけなさい。 

予言者 ニーフ アイ はこう 言って い 
る。 「 …… 罪の ある 者 は 真理が 胸の 底 
まで 刺し つらぬく ために 真理 を 残酷 
だと 思う ので ある。」 （ I  ニーフ アイ 
16  ：  2  ) 

また この 予言者 は 語って いる。 「書 
く 時には 話す 時 ほどの 力がない。 そ 


れは， 人が 聖霊の 力で 語る と き に は， 
聖霊が その 話 を 人の 心の中に 浸み こ 
ませる からで ある。 

しかしながら ごらん， 世の中に は 
聖霊に 対して その 心 を かた く なにす 
る 人が 多い から， 聖霊 は これらの 人 
々を 感動させる ことができない。 従 
つて これらの 人々 は 書き記して ある 
多くの こと を 捨てて， これ を 価値の 
ない ものと 見なす。」 （11  ニーフ アイ 
33  ： 1 , 2  ) 

さらに 彼 は， 自分の 書き記し てき 
た 言葉 は， 人々 に 善 を 行なうよ うに 
勧める ものであると 言って いる。 「ィ 
エスの こと を 教え， また イエス を 信じ 
て 終りまで 堪え忍べと 説き勧め てい 
る。 イエス を 信じて 終りまで 堪え忍 
ぶな ら ば 永遠の 生命 を 得 るので ある。 

私の 書いた 言葉 は 真理 を はつ き り 
と 語って 罪悪 を きびしく 咎める から， 
悪魔の よ うな 精神の 者で ないかぎ り 
は， 誰も 私の 書いた 言葉 を 怒らない 
であろう。」 （11 ニーフ アイ 33:  4 — 
5  ) 

新約聖書に， 私たちが 心に 留める 
価値の あるひと つの 警告が ある。 ぺ 
テロと 他の 使徒た ちが 議会に よって 
監禁され た。 しかし 天使に より 解放 
された。 その後 また 議会に 連れて来 
られ た。 そこで 彼ら は 証 を 述べた。 

「わたしたち は これらの こ との 証人 
である。 神が ご 自身に 従う 者に 賜わ 
つ た 聖霊 もまた， その 証人で あ 
る 。」 （使徒 5  ：  32) 

議会の ある 者た ち は 使徒た ち を 殺 
そうと した。 しかし， 律法 学者 ガマ 
リエル は， 次の よう な 賢明な 発言 を 
した。 「イスラエルの 諸君。 あの人た 
ち を どう 扱う 力、 よ く 気をつけ るが 
よい。」 （使徒 5  ：  35) それから， ふ 
たりの 説教 者の 例 を 引用した。 「この 
人 も 滅び， 従った 者 もみな 散らされ 
てし まった。」 

そして ガマ リエ ル は 忠告 を 与 え た 。 

「あの人た ちから 手 を 引いて， その 
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なす ままに してお きなさい。 その 企 
て やし わざが， 人間から 出た ものな 
ら， 自滅す るだろう。 

しかし， も し 神から 出た ものなら， 
あの人た ち を 滅ぼす こと はでき まい。 
まかり 違えば， 諸君 は 神 を 敵に まわ 
す ことになる かも 知れない。」 （使徒 

5  ：  37—39) 

啓示 は 教会 内に 存続して いる。 教 
会の ために は 予言者が それ を 受けて 
おり ステーキ 部の ために は ステーキ 
部長が いる。 伝道 部に は 伝道 部長， 
定員 会に は 会長が いる。 ワード 部に 
は 監督が おり， 家族に は 父親が いる。 
そして， 個人 は 自分の ために 啓示 を 
受ける。 

これまで 多くの 啓示が 与えられて 
きた。 そして それら は， 進み 行く 主 
のみ 業の 中にはつ き り と 見いだ され 

る。 おそらく いつの 日 力つ これまで 


に 与えられ， 記録され てきた 他の 啓 
示が 出版され る ことであろう。 この 
ように 私たち は 神が 「神の 王国に つ 
きて 多くの 偉大に して 重要なる こ と 
を 啓示した もうこと」 （信仰箇条 第 9 
条） を 信じ， 待ちもう けて いるので 
ある。 

最後に 教義と 聖 約から 聖句を 読ん 
で， その 中に ある 約束と 定則と を 確 
認 したいと 思う。 

「誠に， 主 かくの 如く 言う。 その 罪 
を 捨てて われに 来り， わが 名 を 呼び， 
わが 声に 従い， わが 誠 命 を 守る あら 
ゆる 人々 は， わが 面 を 見て われ 在る 
を 知る こと あらん。」 （教義と 聖約 
93  ： 1 ) 

しるし を 求める 者で はなく， 思い 
と 心と 体 を 清く して 備える 者と なる 
よ う 勧める ものである。 

主 は 言われた。 「故に， 汝らの iCJSK 


心 誠意 神に 向わん がた めに， 汝ら自 
ら聖 くせよ。 さ らば， 汝ら神 を 見る 
の 時 あらん。 そ は， 神 その 面 を汝ら 
に 現わす ベければ なり。 而 して そ は 
神の 時， 神の 欲する まま， 神の 旨に 
よりて 起るべし。」 （教義と 聖約 88: 
68) 

私 は 啓示が 実際に ある こ と を 証す 
る。 私 は それら を これまで 調べ 試み 
てきた。 この 大会で 私たちの 前に 座 
つてい る 15 人の 教会 幹部 は， 主 イエ 
ス • キリス 卜の 特別な 証人で ある 使 
徒に 召され， 聖 任された 人々 である。 
主が 生きて おられる こと を 証す る。 
イエス. キリス トの 福音 は 救いに 至 

る 力で あり， また 私たち は 求めれば， 
これらの ダイヤモンド が 本物で あ る 
こと を 知る ことができる。 これら を 
イエス • キ リ ス ト のみ 名に よって 申 
し 上げる。 アーメン。 
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墓での 三日間 

大 祝福 師 

ェ ルド レッド • G  • ス ミス 


昨年の 春， 私 は 妻と 共に 聖地 を訪 
れる というす ばらしい 機会に 恵まれ 
た。 エルサレムでの 最後の 日， 私た 
ち は 朝早く ホテル を 出て 墓の 園に 歩 
いて 行った。 運よく 私たちの ほか だ 
れ ひと りい なかった。 私たち は 畏敬 
の 念に 満たされ ゴ ルゴ タ， すなわち， 
されこう ベの 丘 を じっと見 入って い 

ると， そこに 3 本の 十字架が 並び， 
苦悶の キリストの 上の 方に 「ユダヤ 
人の 王ィ ヱス」 （マ タイ 27:  37 参照） 
と 書かれた 有様が あ り あり と 心に 思 
い 浮かんで きた。 そして 「私たち は, 
私たちの ために 払われた あの ィ エス 
の 苦しみに ふさわしく あるだろう 
力つ という 思いに ふと 駆られた。 

次いで 私たち は， 歴史上 は アリマ 
タヤの ヨセフの 所有と なって いる 例 
の 墓に 目 を 転じた。 ヨセフと ニコデ 
モは， 女の手 を 借りて， この 墓に ィ 
エス を 葬った。 弟子た ち は イエス を 
後に して その 場 を 去った。 彼ら は 墓 
の 入口に 石 を ころがして ふさぎ， そ 
して 皆 帰って 行った 力;'， マグ ダラの 
マ リ ャ とほかの マ リ ャとは そこにい 
た。 （マ タイ 27  :  60,  61 参照） ふたり 
は 墓の そばに 身 を 寄せ 合って すわり， 
じっと 墓 を 見つめて いた。 

私たち は 聖典の 中に， エルサレム 
に 大破 壊が あって， 神殿の 幕が 「真 


二つに 裂けた」 （マ タイ 27:  51) こと 
を 知らされ ている。 しかし この 大陸 
における 破壊の 様 は， それ を はるか 
にしの ぐ ものであった。 地が 激しく 
揺れ動き， 3 時間のう ちに 町 は 崩壊 
し， ある もの は 埋没し， ある もの は 
焼失した。 また 都市の あった 所に 山 
が 生じた。 嵐， 大風が 止んで から 全 
地 は 深い 暗黒の 霧に 覆われた。 3 時 
間に わたる 崩壊の 後， このような 暗 
黒 は 3 日の 間 続いた。 そして その 間 
人々 に は 声， ただ 御 一方の 声し か 届 
かなかった。 イエス は 御自身 を 示し 
て 言われた。 

「見よ。 われ は 神の 子 イエス . キ リ 
ストな り。 われ は 天地と その 中に あ 
る 万物 を 造れり。 われ は 最初よ り 御 
父と 共に 在り き。 而 して 今， われ は 
御 父に 在り， 御 父 はわれに まします。 
御 父 はすで にわれ によ りて その 御名 
の 栄え を 示した まえり。 

われ は， わが 民のと ころへ 降りし 
が， わが 民 はわれ を 受け 容れ ざり き。 
すなわち， われが 来る こと を 示す 聖 

文 はすで に 事実と なりたり。」 （in 二 

ーフ アイ 9  ： 15, 16) 

イエス は 民に， 破壊が 起こった の 
は 彼らの 罪悪の ためで あり， ひとき 
ゎ義 しい 人 たちのみ 災い を さけられ 
たの だと 告げられた。 また， 復活の 


後の 御自身の 訪れに 備えさせる ため, 
民に， 悔い改めよ， そうするならば 
受け入れる であろう， という 言葉 を 
残された。 

その 声 はまた モー セの 律法に ふれ, 
この 律法 は ィヱス 御自身に よって 全 
う された こと を 告げた。 「これよ り 後， 
汝らは 血 を 流す こ と を 以て われに い 
けにえ を 供うべからず。 われ はも は 
や 汝らの もろもろの いけにえと 火 祭 
と を 正当なる ものと して 受け 容れざ 
ればこ と ごとく これら を 廃め よ。 

これよ り 後， 犠牲と して われに 捧 
ぐべき もの は， 真に へりくだる 心と 
悔いる 精神な り …… 。」 （111 ニーフ ァ 
ィ 9  ： 19，  20) 

主 はみ 業 を 進めて おられた と き， 
2 度 「『わたしが 好む の は， あわれみ 
であって， いけにえ ではない J … 
…。コ と言われた。 （マ タイ 9  ： 13; 
12  ：  77) 

体が 墓に 横たえられ ていた 間の ィ 
エスの もう ひとつの 大切な 働き は， 
死者の 霊 を 訪れる ことであった。 主 
は ある と き こう 言われた。 「よくよく 
あ な た がた に 言って おく。 死んだ 人 
たちが， 神の 子の 声 を 聞く 時が 来る。 
今す でに 来て いる。 そして 聞く 人 は 
生きる であろう。」 （ヨハネ 5  ：  25) 

十字架に かけられ ている とき， ィ 
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エス は， 罪の 宣告 を 受けた が イエス 
を 信じた 強盗に 向かって 言われた。 
「よく 言って おくが， あなた はきよ 
う， わたしと 一緒に パラダイス にい 

るで あろ う 。」 （ルカ 23  ：  43) 

ぺテ 口 は 言った。 「キリスト も， あ 
なた がた を 神に 近づけよ う と して， 
自ら は義 なる かたで あるのに， 不義 
なる 人々 のために， ひとたび 罪の ゆ 
えに 死なれた。 ただし， 肉に おいて 
は 殺された が， 霊に おいて は 生かさ 
れ たので ある。 

こうして， 彼 は獄に 捕われて いる 
霊 どものと ころに 下って 行き， 宣べ 
伝える こと をされ た。 

これらの 霊と いうの は， むかし ノ 
ァの 箱舟が 造られて いた 間， 神が 寛 
容を もって 待って おられた のに 従わ 
なかった 者 どもの ことで ある。 その 
箱舟に 乗り込み， 水 を 経て 救われた 
の は， わずか に 八 名 だ けで あつ 
た。」 （ I ぺテ C1 3  ： 18—20) 

これ は 福音の 重要な 原則で あ る 。 
この 原則に よって， 全人 類 は 福音 を 
聞き， 受け入れ， そして 死後 も 進歩 
を 続ける という 機会 を 与えられ るの 
である。 

ぺ テロ はこの ように も 語って いる。 
「死人に さえ 福音が 宣べ 伝えられた 
の は， 彼ら は 肉に おいて は 人間と し 
てさばき を 受ける 力；， 霊に おいて は 
神に 従って 生きる よ う になる ためで 
ある。」 （I ぺ テロ  4  ：  6) 

キリスト の 体が 墓に 横たわつ てい 
た 間に ふたつの 非常に 不思議な こと 
が 起こった。 その ひとつ は， 人々 に 
教え を 説き， もはやい けにえ を 受け 
入れず と 告げる 主の み 声が この 大陸 
の 住民に 聞こえた ことで ある。 この 
と き 主 はま だ 復活して おられな かつ 
たこと を 覚えて いただきたい。 主 は 
復活され た 後 再び この 地 を 訪れ， 御 
自身 を 示され， 人々 に 教え を 説かれ 
た。 2 番目 は， 救い主が 獄に 捕われ 
ている 霊た ちに 宣べ 伝えられた と い 


うこと である。 

3 日 目に， ひと りの 天使が 降って 
来て， 墓 をふさい である 石 を 転がし 
た。 私と 妻 は その 朝， 園の 中 を 散策 
しながら 容易に そこに 置いて あった 
石 を 思い浮かべる ことができた。 墓 
の 入口 は 切 り 立つ た 丘の 斜面に 開か 
れ ていた。 その 入口 は 小さく， 前に 
はくぼみ があった。 そのく ぼみ を 使 
つて 石 を 移動し， 開閉 をした ので あ 
ろう。 

私たち は そこで， 週の 初めの 日の 
明け方に マ グ ダラの マ リ ャ と ほかの 
女た ちが ィ エスの 死体 を 清める ため 
に 香料 を 持って行 くと， 石が とりの 
けて あるのに 気づいた という ところ 
を 思い出した。 彼女た ちが 見て いる 
と， ひとりの 天使が 女た ちに 向かつ 
て， イエス は よみがえられ たの だと 
言った。 そして， 「行って 弟子た ちに 
ィ エス は よみがえられ たと 告げよ」 
と 言った。 

マリヤ はべ テロと ヨハネ を 見つけ， 
天使から 言われた こと を ふた り に 話 
した。 ふたり は 走り出した 力;， 年の 
若い ヨハネの 方が 先に 着き， 墓の 中 
をの ぞいて みたが 中へ は 入らず， ぺ 
テ 口 が やって きてから 彼の 後に 入つ 
た。 墓に 入って 見る と， イエスの 体 
はなく， 亜麻布が きちんと たたんで 
おいてあった。 それから ぺ テロと ョ 
ハネは 自分の 家に 帰って 行った。 「し 
かし， 彼ら は 死人のう ちから イエス 
がよ みがえ るべき こと をし るした 聖 
句 を， まだ 悟って いなかった」 （ョハ 
ネ 20  ：  9  ) ので ある。 

「し 力 > し， マリヤ は 墓の 外に 立って 
泣いて いた。 そして 泣きながら， 身 
を かがめて 墓の 中 をの ぞく と， 

白い 衣 を 着た ふたりの 御 使が， ィ 
エスの 死体のお かれて いた 場所に， 
ひとり は 頭の 方に， ひとり は 足の 方 
に， すわって いるの を 見た。 

すると， 彼ら は マ リ ャに， 『女よ， 
なぜ 泣いて いるの か』 と 言った。 マ 


リャは 彼らに 言った， 『だれかが， わ 
たしの 主 を 取り去りました。 そして， 
どこに 置いた の 力'， わからな いので 
す』。 

そう 言って， う しろ を ふり 向く と， 
そこに ィ エスが 立って おられる の を 
見た。 しかし， それが イエスで ある 
こ とに 気がつかなかった。 

イエス は 女に 言われた， 『女よ， な 
ぜ 泣いて いるの か。 だれ を搜 してい 
るの か』。 マリヤ は その 人が 園の 番人 
だと 思って 言った， 『もし あなた 力；， 
あのかた を 移した のでしたら， どこ 
へ 置いた のか， どうぞ， おっしゃつ 
て 下さい。 わたしが その かた を 引き 
取ります』。 間違えよ うのない ほどに， 
イエス は 彼女に 『マリヤよ』 と 言わ 
れた。 マリヤ はふり 返って， イエス 
にむ かってへ ブル 語で 『ラボ 二』 と 
言った。 それ は 先生と いう 意味で あ 

る C 

イエス は 彼女に 言われた， 『わたし 
にさ わってはい けない。 わたし は， 
まだ 父の み も とに 上って いないの だ 
から。 ただ， わたしの 兄弟た ちの 所 
に 行って， 「わたし は， わたしの 父 ま 
た あなたがたの 父であって， わたし 
の 神 また あな た がた の 神で あられる 
かたのみ もとへ 上って 行く」 と， 彼 
らに 伝えなさい』。」 （ヨハネ 20  ： 17) 

墓に 来て いた ほかの 女た ち は， 天 
使から 弟子た ちの 所に 行って ィ エス 
は よみがえられ たと 告げよ， と 言わ 
れ ていた。 すると 途中 イエス は 彼ら 
に 出合って， 「『平安 あれ』 と言われ 
たので， 彼ら は 近寄り ィヱス のみ 足 
をいだ いて 拝した。」 （マ タイ 28  ： 
9  ) 

彼ら は そこで も， 兄弟た ちの 所に 
行って 告げる よ う に 言われた。 

イエス は トマス と 首 をつつ て 死ん 
だュ ダを除 く 弟子た ち 全員に 姿 を 現 
わされた。 そして 後に， トマス も 含 
めた すべての 弟子た ちに お現われに 
なった。 
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「イエス は 彼に 言われた， r あなた 
はわた し を 見た ので 信じた の 力、。 見 
ないで 信ずる 者 は， さいわい であ 
る』。」 （ヨハネ 20  ：  29) 

イエス は 幾度 も 弟子た ちに 会われ， 
ガリ ラャ では 五 百 人に のぼる 人々 の 
前に 姿 を 現わされた。 それば かり 力つ 
この ァメ リ 力 大陸の 住民に も その 姿 
を 現わされ たので ある。 その 様子 は 
モル モ ン 経に 記されて いる。 

園の 中 を 散策して いたの は， 妻の 
ジーンと 私の ふたり だけだった。 私 
たち は 墓の 方に 近づいて 行った。 そ 
して 主が， 「わたし は 平安 を あなたが 
たに 残して 行く。 わたしの 平安 を あ 
なた がた に 与える。 わたしが 与える 
の は， 世が 与える ような ものと は異 


なる。 あなたが たは 心 を 騒がせるな， 
また おじけるな」 （ヨハネ 14:  27) と 
言われた， その 安らぎの 心と いう も 
の を 感じた の だつ た。 

私たち は， イエスが マルタに 「わ 
たし はよ みがえ りで あり， 命で ある。 
わたし を 信じる 者 は， たとい 死んで 
も 生きる」 （ヨハネ 11: 25) と言われ 
たこと を 心から 信じる ことができた。 

イエスの 復活に より， 全人 類 は 永 
遠に 進歩で きる ようになった。 イエ 
スは 私たちが 進み 進んで 永遠に 進歩 
できる 道 を 開いて く ださった ので あ 

る 0 

私 は， 自分が 初めて ニューヨーク 
西部に ある 聖 なる 森 を 訪れた と きに 
感じた と 同じよう な 気持に 襲われた。 


私 は ある 日の 早朝 ひと りきり であの 
森に 出かけた。 そして， キリストが 
園で マリヤに 会われた ように， まさ 
しく 御 父と 御子が 少年 ジ ヨセフ • ス 
ミ スに姿 を 示された という 証 を 得た 
のであった。 

まさしく イエス は 生きて おられる。 

そ して この 地上に 神の 王国 を 再び 確 
立し， 栄光のう ちに 来臨して 地 を 治 
める ための 備え をされ たので ある。 
神が 私たちに， そのみ こころ を理 
解す るた めの 知識と 理解力と を， ま 
た 主の 教えに 従って 生きる 希望と 力 
と をた まわらん こと を。 イエス • キ 
リストの み 名に より 祈る ものである。 

アーメン 0 
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あなたの 信仰の 盾 を 
強く しなさい 

十二使徒 評議員 会 会員 

L • トム 'ペリー 


こ の 総 大会 は 私に と つ て 非常に 特 
別な 会で あり， 実に 胸が 詰まる 思い 
である。 先程， 教会員の 皆様の 挙手 
により， 思い も よらない 地位に 支持 
された。 このように 特別な 状況な の 
で， 少々 私事に 関する 話 をしても お 
許しいた だける ので はない か と 思う。 

私 は 家庭で 教会 幹部 を 愛 し 尊敬す 
るよう に 教えられ てきた。 初等 協会 
卒業の 条件の ひとつと して 十二使徒 
の 名前 を 覚える ことがあ つたが， 父 
は 時間 を さ いて は 私が 暗記す るの を 
助けて くれ， その上 幹部の 一人一人 
についても 辛抱強く 教えて く れた。 

事実 ラ ジャー' クラウ ソンから チ 

ヤール ズ •  A  • カリス に 至 るまで， 

当時の 十二使徒の 名前 を 今す ぐに で 
も あげる ことができ るし， 彼らの 生 
涯の 出来事 もよ く 覚えて いる。 

この 新しい 召しに ついて 思いめ ぐ 
らして いた 私 は， ふとこう 考えた。 
もしも 家庭の 夕べで 今日の 十二使徒 
について 話す 父親が いた ら どう だろ 
う 力、 その 父親 は 私に ついて 何と 言 
う だろ う 力 >。 

いろいろ 考え， さがし あぐねた 結 

果， 子供た ちに 話して 聞かせても 良 
いと 思われる ことが ひとつ 浮かんで 
きた。 それ は 私が， イエス' キリス 
卜の 福音 を 愛し 理解して いた 両親の 


も と に 育 つたと いう ことで ある。 両 
親 は， パゥ 口が エペ ソの 聖徒に あて 
て 書いた 次の 勧告の 言葉 をよ く 理解 
していた。 「最後に 言う。 主にあって, 
その 偉大な 力に よって， 強くな りな 
さい。 悪魔の 策略に 対抗して 立ちう 
るた めに， 神の 武具で 身 を 固めな さ 
い •••••• すなわち， 立って 真理の 帯 を 

腰に しめ， 正義の 胸 当 を 胸に つけ， 
平和の 福音の 備え を 足に はき， その 
上に， 信仰の たて を 手に 取 りな さ い。 
それ を もって， 悪しき 者の 放つ 火の 
矢 を 消す ことができる であろ う 。」 
(エペ ソ 6  ： 10, 11, 14—16) 

雨の 日 両親 は， 帽子 や レイン コー 
ト， 雨靴 を 身に つけさせて くれた。 
それと 同じように， 来る日 も 来る日 
も 私たち を， 神の 武具で 固めて くれ 
たので ある。 家族の 祈りで 神権 者で 
ある 父が ひざまずき， 主に 悪しき 者 
の 放つ 火の 矢から 家族 を 守って 下さ 
いと 祈る とき， 信仰の 盾が 一層 堅固 
にな る の を感 じた こと も ある。 私た 
ちの 盾が まだ 強くな つてい ない 間， 
私たち は 事 ある ごとに 両親の 盾に 身 
を 寄せる ことができた。 

愛に あふれた 両親 は， 私たちが 地 
上に 生 を 受けた 瞬間から， 私たちの 
ために 注意 深く 信仰の 盾 を 築いて く 
れた。 この こと を 知った 上で この 人 


生の 旅路 を 歩めた という こと は， ど 
ん なに 心強かった か 知れない。 

この 盾が どのよ う に 力 を 発揮す る 
か 例 を あげてみ よう。 海兵隊に いた 
ある 日の こと， 休暇が 出て 皆で 出か 
ける ことにな つた。 出かけて 間 もな 
く 私 は， 一緒に 出かけた 仲間が あま 
り 良くない 連中 だとい う ことに 気づ 
いた。 同時に 彼らが 私 を 誘った わけ 
も わかった。 彼ら は 私が どんな 標準 
を 守って いるか 知ってい たので ある。 
帰る と きになっても 私 はしら ふでい 
て， 酔った 自分た ち を 介抱して くれ 
る と 思って いたの だつ た。 

そうこう しながら 私たち は 口 サン 
ゼ ルスの 市電に 乗り， ある ダンス ホ 
ールに 向かった。 仲間 はすで に アル 
コール を 飲み 始めて おり， 私 はすぐ 
にも 彼らと 別れる つも りに なって い 
た。 あの 護り の 盾が 働いた の はこの 
ときで ある。 私 は 両親が 陰で 私の た 
めに 祈って いる こと を 知っていた。 
電車が 止まって 乗客が どっと 人って 
きた。 乗り込ん できた 人々 のた め， 
私 は 仲間と 離れば なれに なり 電車の 
後方に 押し やられて しまった。 その 
時 私 はすば らしい 若人た ちに 出会つ 
たのだった。 間に 立って いる 私 を 見 
つける と， ひとりが こう 話しかけて 
きた。 「や あ， 水兵さん， 私たち はモ 
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ル モン 教徒です。 私たちの 教会に つ 
いて 何 か 知っています か。」 

私 は 「も ち ろんで す」 と 答えて， 
彼らと 一緒に 電車 を 降り， ワード 部 
の 社交 活動 に 向かった ので ある。 

確かに 信仰の 盾 は 身近に あった。 
私が ふさわしく あって 時が 来れば 天 
使の よ う な 人 を 主の 神殿に 連れて行 
き， 祭壇で その 人と 永遠に 結び 固め 
られ るよう， 私 を 悪しき 者の 放つ 矢 
から 守って く れ たので ある。 

私 は 自分の 経験から， 子供た ちの 
まわり に 救い主 ィ エス 'キリストに 
対す る 信仰の 盾 をお く 尊 t  、両親 に 恵 
まれる ことが どんなに 大切で あるか: 
身 を もって 知った。 私 はこの 盾が 確 
かに 力 を 持って いる こ と を 証す る。 
神の 子 は 皆 こ う した 経験 を 味わう ベ 
きではないだろう 力 > 。すなわち， ま 
ず 朝 父親から 家族への 祝福と 信仰の 
保護の 盾 を もらい， それから 家 を 出 
て その 日の 活動に 入るべき である。 


キン ボール 大 管長， 私 は あなたが 
私に 下 さ つ た 主に 仕 える この 召し を 
心から 喜んでお 受けす る。 私 は あな 
たの 召しが 神の 召しで ある こ と を 知 
つてい る。 私 は あなたの 中に， ェジ 
プトの パロが 昔 ヨセフ を 見て， この 
人 こそ 「神の 霊 を もつ」 人 だと 言つ 
た その 同じ 特質が ある こ と を 知って 

いる。 （創世 41 ： 38) 

私 は， 何ら かの 方法で この 定員 会 
で 奉仕す る ことにより， あなたが 背 
負って いる 重荷 を 少しな りと も 分け 
持たせて いただけれ ばと 思って いる, 

ベン ソ ン 十二使徒 評議員 会 会長， 
私 は あなた を 愛し， あなたの 偉大な 
指導力 を 尊敬して いる。 私 は， 天の 
王 国 で 御 父 に 仕えたい と 心から 願つ 
ている。 私に できる ことで したら 何 
でも 使って いただきたい。 

そ して これまで 共に 働かせて いた 
だいた すばらしい 同僚， ハンクス 長 
老 とファ ウス ト 長老へ。 私たち は 互 


いに すばらしい 兄弟愛 を 育む ことが 
できた。 私が この 召しに 応える こと 
がで きる ように， 何と 忍耐強く 指導 
して 下さった ことであろう 力 >。 お 二 
人に 私の 感謝の 気持 をお 伝えしたい。 
そして 今日 私の 声 を 聞く すべての 
人々 に， 神が 生きて まします ことと， 
イエスが キリスト であり， ス ペンザ 
一 • W • キン ボールが まこ とに 主の 
予言者で ある こと を 証す る。 どう 力、 
教会の 門 をた たき 私たちの 仲間に 加 
わって いただきたい。 私たち は あな 
たの 信仰の 盾 を 強く する お手伝い を 
したいと 思って いる。 この 盾 を 強く 
する ことによって， あなたが たは， 
自分と 悪しき 者の 力との 間に は 強力 
な 防衛 線 を 敷き， いつも 自分が 守ら 
れ ている という 確信 を 持って 生活で 
きる ように イエス 'キリスト のみ 名 
によりへ りく だり 祈って いる。 ァー 

メ ン 0 
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愛する 兄弟 姉妹， 友人の 皆様， 救 
い 主 は 告げて おられる。 「見よ， われ 
は イエス. キリスト なり。 予言者ら 

が この 世に 来る と 証 をした る その 者 

なり。」 （111 ニーフ アイ 11 ： 10)  「わた 

し は， 世の 光で ある。 わたしに 従つ 
て 来る 者 は， やみのう ち を 歩く こと 
がな く， 命の 光 を もつ であろう。」 

(ヨハネ 8  ： 12) 

救い主の 使命 や 教え， 奇跡， 噴い 
の 犠牲， 復活， 永遠の み 栄えに 昇ら 
れ たこと について は 多く 書き記され， 
数多くの 説教が なされて いる。 キリ 
スト はま さ しく 私たちの 主で あ り ， 
救い主， 贖い 主， 神で ある。 主 は 言 
われた。 「わたし 力; 天から 下って きた 
の は， 自分の こころの まま を 行うた 
めで はなく， わたし をつ かわされた 
かたのみ こころ を 行うた めで あ 
る。」 （ヨハネ 6  ：  38)  「 わたしが 
きたの は， 羊に 命 を 得させ， 豊かに 
得させる ためで ある。」 （ヨハネ 10: 
10)  「そして， …… またき て， あなた 
がた を わたしの ところに 迎えよ う 。 
わた しのお る 所に あなたがた も おら 
せる ためで ある。」 （ヨハネ 14  ：  3) 

ここに， この 地上に おける 救い主 
の 使命の 目的が ある。 すなわち それ 
は， 私たちに 永遠の 生命 を 得させ， 
天に おいて 天父 や 救い主と 共に 住ま 


わせる という こ とで ある。 

主 は， 私たちが 永遠の 生命に 至る 
道 を 理解で きる よ うに 教え を 授けて 
下さった。 また 多くの 奇跡 を 行なつ 
て， 御 自分が まさしく 神の 御子で あ 
る という 証と 証拠 を 示された。 御自 
分の 命 を 捧げる という 嘖 いの 犠牲 は， 
主の 全人 類に 対する 偉大な 愛 を 示す 
ものである。 救い主 はこ う 言って お 
られ る。 「人が その 友の ために 自分の 
命 を 捨てる こと， これよりも 大きな 
愛 はない。」 （ヨハネ 15: 13) 主 は 御 
自分が 私たちの 友で ある こ と を 証明 
して こられた。 だが， 私たち はどう 
であろう 力、。 祈りの 時間 を 取り， 救 
い 主につ いて 知る ための， また 自分 
自身 を 救い主の 友と する ための 勉強 
に 時間 を さいてき ただろう 力'。 J  • 
G  • ス モール はこ う 書いて いる。 

わが 巡り合い しかの 友 

親切， 誠実， 思いやりに 満ちて， 

いと 賢き 助言者， 導き手 

力 ある 守り 手な り。 

わが 巡り合い しかの 友， 

わが 救いの ため 血 を 流し， 息 絶え 

ぬ。 

わが 賜わ り し は 生命の 賜の みな ら 
ず， 友 は 自ら を 捧げたり。 


わが 巡り合い しかの 友， 
われ を 天の み 座へ と 導く 
全能の 力 もて， 
道 を 照らしつつ。 

イエスが 語り かけられた 群衆の 中 
に， 足な え や 耳し い， 目し い， 盲人 
の 人た ちがいた こと を 想像して いた 
だきたい。 群衆 は 救い主に， 救い主 
は 群衆に と 互いに あふれん ばかりの 
愛 を 感じて いた。 群衆 は ィヱス の 語 
りた も うた 慰めの 言葉に 深く 感動し， 
喜びの 涙 を 流した。 同様に ィ エス も 
彼らの 心に 触れて， 彼らに 対する 憐 
れ みと 慈悲の 心に 満たされた。 主 は 
群衆 を 見 まわして， 「汝ら の 中に て 今 
病める 者 ある 力、。 その 者た ち を ここ 
に 連れ 来れ。 汝らの 中に て 足な え， 
めくら， びっこ， かたわ， らい 病人， 
凄え たる 者， つんぼ， またはい かな 
る 病 にても あれ 悩める 者 は， その 者 
たち を ここに 連れ 来れ。 われ は 
これらの 者 を 医さん とす。 

…… 汝らの 信仰 われが 汝らを 充分 
医す に 足る と認 む」 と言われた。 （III 
ニーフ アイ 17:  7,   8  ) 

すると 群衆 は 悩んで いる 者， 足な 
え， 目の 見えない 者， 口の 利け ない 
者た ち を 連れて来 たので， イエス は 
その 者た ち を 皆 癒された。 そこで 病 
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を 癒された 者 も 健康な 者 も， その 場 
にいた 者 は 皆 感謝と 賛美で ひれ 伏し 

た。 （III ニーフ アイ 17  ： 10 参照） 

それから 救い主 は 御 自分の まわり 
に 子供た ち を 呼び寄せ， 群衆に 地へ 
ひざまずけと 仰せに なった。 イエス 
は自 ら も 地に ひざまずいて 御 父に 祈 
られ た。 その 有様に ついて 記録 は 次 
のように 語って いる。 「これ を 口で 言 
い あらわせる 者 もな く， 筆で 書き あ 
ら わせる 者 もな く， また 人間の 心で 
想像で き ぬ ほ ど 偉大で 驚嘆す ベ き も 
ので ある。 イエス 力；， 私たちの ため 
に 御 父に 祈って 居りた も うの を 聞い 
たと き， 私たち の 心 に満 ちた 喜び は 
人間の 想像が で きない ものである。 

 ィ エス は 御 父に 祈って しま う 

と 立ち上り たもうた が， 群衆 は 喜び 
の あまり 疲れて しまった。 

しかし， イエスが かれらに 起 
てと 命じた もうと， 

•••••• ここに 於て ィ エス は 『汝ら は 

その 信仰の 故に さいわい なり。 見よ， 
今 わが 喜び は 満ち 溢れたり』 とかれ 
らに 言って， 

涙 を 流した もうた。 •••••• ィ エス は 

それ か ら かれ ら の 小 さ い 子供た ち を 
一人一人 近よ せて これに 祝福 を 与え， 
かれらの ために 御 父 を 祈りた も うた。 

そして これ をして しまう と また 涙 

を 流した も う た。」 （m  ニー  フ アイ 

17  ： 17—22) 

私たち は， これらの 善良で 信仰 厚 
い 人々 の 美しい 心と イエスが 彼らに 
示された 大 いなる 愛 を 悟って いる だ 
ろう 力 >。 偉大な 主なる キリ ス トが自 
らの 祈りの 中で 示され た 訓戒 はこ こ 
にある ので ある。 主 は 絶えず 人々 に 
関心 を 払う という 模範 を 示して おら 
れた。 そして 人々 のために， また 人 
々が 特に 必要と している こと， 個人 
個人が 求めて いる 事柄に ついて 祈つ 
て おられた。 イエス は 群衆に 向かつ 
て 勧告され た。 「されば 汝ら はわが 名 
によ り てた えず 御 父に 祈らざる ベ か 


らず。 

汝らの 妻子が 祝福 を受く るよう， 
…… 家族の 祈り を 御 父に 捧げよ。」 
(III ニーフ アイ 18  ： 19,  21) 

私た ち は 救い主の こ の 言葉 を 理解 
している だろう 力、。 救い主 は 御 父に 
祈り を 捧げ， 病人 を 癒し， 子供た ち 
を 祝福され た。 それと 同様に， 私た 
ちに も 援助 を 必要と している 人の た 
めに 祈り， 妻子 を 祝福す る 権利 を 行 
使す るよう にと 救い主 は 教えて おら 
れ るので ある。 そうする こと は， 私 
たちに とって 単なる 祝福で あるば か 
りで なく， 家族 生活 を 守る すべと な 
る。 私たち は， そうした 祈り を 通し 
て 持た ら される 霊的な 力に よって 互 
いの 愛と 一致 をよ り 一層 緊密に する 
こ とがで き るので ある。 

も う 一度 この 聖句を 読ませて いた 
だきたい。 「汝ら は その 信仰の 故に さ 
いわいな り。 見よ， 今 わが 喜び は満 
ち 溢れたり。」 （111 ニーフ アイ 17  ：  20) 

救い主の 喜びが 満ち 溢れる の は， 
私たちが 悔い改め， 信仰 を 持ち， 神 
の 戒め を 守る ときで ある。 

「『この 故に， 悔い改めて 幼児の ご 
とく われに 来る 者 は， われ. ことごと 
ぐ これ を 受け 容 るるべし。 かかる 者 
はすで に 神の 王国に 居る 者と 同じな 
れば なり。 見よ， われ はかれら のた 
めに 一度 わが 生命 を 捨てて， また 生 
命 を 得たり。 故に 世界の 隅々 に 至る 
者た ちょ。 悔 改め をな し， われに 来 
りて 救い を 受けよ』 と。」 （III  ニーフ 
アイ 9  ：  22)  「その 罪 を 悔い改め， わ 
が 名に よ りて パプ テス マ を 受けん と 
願う 一切の 人々 に， 汝らは 次の 方法 
を 以て パプ テス マ を 施さ ざるべ から 
ず。」 （m ニーフ アイ 11 ： 23) 

福音の 真髄， すなわち 悔い改めと 
赦し， そして 永遠の 生命。 ここに こ 
そ 救い主の 贖いの 犠牲の 真の 意味が 
示されて いるので ある。 

「このよう にして， 神 は 創世の 前 か 
ら 定めた 永遠の 大 みこ ころ を 成就し 


たもう。 このよう にして， 人の 噴い 
救われる こ と と 亡びと 不幸と は 生ず 
るので ある。 

それで あるから "…- 来たい と 思う 
者 は 誰でも 来て 生命の 水 を 自由に 無 
料で 飲んで よろしい。 また 来たい と 
思わない 者 は 誰でも 来る こ と を 強制 
されない。 しかし この 者 は 終りの 日 
に その 行いに よ つて 報い を 受け 
る。」 （アルマ 42  ：  26,  27) 

言い換えれば， その 選択 は 私たち 
にか かってい る という ことで ある。 
も し 私たちが 善 をな せば， 善なる も 
のが 返って 来よ う し， 悪 を 働けば そ 
の 報いと して 不幸な 有様に 陥る であ 
ろ う 。 主 は 私たち を こと ごと く 救い 
たいと 望んで おられる が， 主の みこ 
ころ を 拒む 者が いる こ と も 御存知で 
ある。 救い主の その 苦悶 は 次の 聖句 
によく 表われて いる。 「ああ， エル サ 
レム， エルサレム， …… ちょうど， 
めん ど り が 翼の 下に その ひな を 集め 
るよう に， わたし はお まえの 子ら を 
幾た び 集めよう とした ことで あろ 
う。」 （マ タイ 23  ：  37) 

予言者た ち もまた 人々 に， 主の み 
言葉に 耳 を 傾けて 悔い改め るよ う 叫 
ん できた。 「ああ 罪悪 を 犯す 人た ちょ， 
浮世の 無益な 物 を 誇る 人た ちょ， 義 
の 道 を 知っている と 人の 前で 言いな 
がら， 羊 飼が これまで も 呼び 現在 ま 
だ 叫んで 居た も う のに その 御 声に 耳 
を 傾けず， あたかも 羊 飼の ない 羊の 
ように 迷って いる 者よ」 （アルマ 5  ： 
37) 

良い 羊飼い， 主なる イエス は， 私 
たちに 愛と 憐れみ を 抱いて おられる 
ので， 一人一人 を 招いて おられる。 
主 は 罪 を 犯した 人を赦 して 下さる。 
主 は 人が 救われる こ と をお 喜びに な 
るからで ある。 

私たちが 救い を 得， 昇栄に 至る た 
めに 救い主が 払われた その 犠牲に 対 
して 私たち は 決して 完全な 恩返し を 
する こ と はでき ない。 私たち 一人 一 
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人の 義務 は， 自らの 心と 生活 を 吟味 
して， 主が いかに 慈悲 深く 思いやり 
の ある 御 方で あるか を 心に 深く 思い 
計る ことであろう。 ジョージ. ハー 
バー トは 言った。 「いと 恵み 深き 主よ， 
願う は 一つな り， われらに 感謝の 心 
を 与えた まえ。」 

先週， 私 は ある 婦人から 手紙 をい 
ただいた。 中には このように 記して 
あった。 「私たち は 天父 を 心から 愛し 
ております。 もし 私が 残りの 生涯 全 
時間 を 捧げた としても， 私 は 主が お 
与えく ださった この 貴い 福音に 対し 
て 主にお 返し をす る こと はでき ませ 
ん。 

ベン ジャ ミ ン王は 民への 説教の 中 
で 次のように 述べて いる。 「 •••••• 今一 

度 これ をお 前た ちに 言おう。 お前た 
ちが も しも 神の 栄光 を 知り， …… 罪 
の 赦しを 受けて いるならば， …… 神 
の 偉大な ことと， 自分が 役立たずで 
何のね う ち も ない こと と， …"- 自分 
に 神が 恵み 深く 幸 抱 強く まします こ 
と と を 忘れずに 思い起こして 低く へ 
り く だり， 毎日 毎日 主の御名 によつ 
て 祈り， …… 将来の こと を 確く 信じ 
て 変らない こ と を 望む。 

もしも お前た ちの 行いが このよ う 
であるならば， お前た ちはいつ も 喜 
び， 神の愛に 浴し， …… お前た ち を 
造りた もう たお 方の 栄光， …… をい 
よいよ 深く 知る よ うになる。 

またお 前た ち は 互いに 傷つけ 合う 
心が なく， 安らかに 暮 して， あら ゆ 
る 人に その 当然 受ける はずの もの を 
与えたい と 思うよ う になる。 

またお 前た ち は， 自分の 子供ら を 


飢えさせた り はだかの まま 置いた り 
はしない であろう。 またお 前た ち は 
自分の 子供ら が 神の 律法に 背き …… 
を 許さず， 

お前た ち は 自分の 子供 ら に 真の 道 
を 行う 事と 真面目 でな ければ な ら ぬ 
事と 互いに 愛し 助けねば ならぬ 事と 

を 教える であろう。」 （モー サャ 4  ： 
11-15) 

義 しい 行ない をし よ うと 努力して 
いると き， 私たち はしばしば 試練に 
遭って 悩む。 しかし 主 はこの ような 
慰め を 与えて おられる。 「すべて 重荷 
を 負うて 苦労して いる 者 は， わたし 
の もとにき なさい。 あなたがた を 休 
ませて あげよ う 。 

わたし は 柔和で 心のへ り く だつ た 
者で あるから， わたしの くびき を 負 
うて， わたしに 学びなさい。 そうす 
れば， あなたがたの 魂に 休みが 与え 
られ るであろう。」 （マ タイ 11:28, 
29) 

「われ は 世の 光に して また 世の 生命 
なり。 われ は アル パ にして オメガな 
り， 始めにして 終りな り。 

われが この 世に 来れる は， 世の 人 
に 贖いと 救い を 与え， また 世の 人 を 
罪よ り 救うた めな り 。」 （III ニーフ 7 
ィ 9  ： 18,  21) 

「そして， …… またき て， あなたが 
た を わたしの ところに 迎えよう。 わ 
た しのお る 所に あなたがた も おらせ 
るた めで ある。」 （ヨハネ 14  ：  3) 

さて， 今 は 私たちが この 大 いなる 
約束 を 成就す るた めに 準備 をな し， 
ふさわしい 者と なる 時期で ある。 多 
く の 人 は 物事に 対する 正しい 価値 感 


を 失い， 霊に 関わる 進歩 を 犠牲に し 
て 富 を 追い求め ている。 あらゆる 仕 
事， 義務， 責任 を 手がける に 当って， 
私たち はまず， 神の 御子なら どうさ 
れ るかと いう こ と を 考慮し なければ 
ならない。 主で あり 救い主で ある ィ 
エス' キリスト は， 私たちに 永遠の 
幸福 を 得る 道 を 示して 下さって いる。 
私たち は 皆， 自らの 救いと 栄光 を 主 
の 功徳 に 頼 ら なけれ ばな らな いので 
ある。 私たちに 永遠の 幸福 を 得る 道 
を 示して 下さって いる。 

神の 偉大なる 生命 と 救いの 計画の 
中に あって キ リ ス 卜が 実に 生きて お 
られる 御 方で ある こ と を 証す る 責任 
を 持つ 者と して， 私 は 人の 霊 は 決し 
て 滅びる ことが なく， この 現世 を 越 
えて 生き 続ける という こ と を 心から 
証す る ものである。 また 私 は， 神が 
生きて おられ， その 御子 イエスが 生 
きて おられる こと， 私たちが 教えて 
いる 福音 は 真実で ある こ と をへ りく 
だり 証 申し上げる。 また 愛する スぺ 
ンサ 一. W . キン ボール 大 管長 は 神 
から 召されて いる こと を 証す る。 私 
は大 管長に この 上ない 愛と 尊敬と 賞 
賛の心 を 抱いて いる。 私は大 管長 を 
支持し， 助け， また 従って 行きたい 
と 思う。 なぜなら， 私 は 彼が 今日 主 
の 民の ために 油 注がれた 方で ある こ 
と を 知ってい るからで ある。 神が 私 
たち 一人一人 を 祝福した もうて， 私 
たちが 主と 交わした 誓約に 正しく 忠 
実で あるよ うに。 イエス' キリスト 
のみ 名に よ りへ りく だり 祈る もので 
ある。 アーメン。 
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伝道 —— 最大の 


十二使徒 評議員 会 会長 


エズラ • タフト • ベンソン 


この 栄光に 満ち 満ち た 安息の 日 ， 
皆様の 前に 立つ 私の 心 はへ りく だり， 
感謝の 気持で 一杯で ある。 キン ボー 
ル大 管長， この タパ ナクル 合唱団の 
美しい 姉妹た ち を はじめ 私たちす ベ 
てが， 今の 歌の ように， 愛する 予言 
者で ある あなたの ために 共に 祈って 
いる。 新たに 十二使徒 会の 一員に 加 

えられた L' トム' ペリー 長老に 申 
し 上げたい。 あなた はこの 地上で 最 
も う る わしい 仲間に 入れられた。 私 
たち は あ な た を 十二使徒 会 に 喜んで 
迎え入れたい。 また 十二使徒 補助に 
召 された J  • トーマス 'フ アイアン 
ス"， ニー  ノレ •  A  • マックス ゥェ ル両 
長老 を も 同じ 気持 を もって 迎えたい 
と 思って いる。 

兄弟 姉妹， 私たちの 愛する 指導者， 
故ハ 口 ルド. B  • リ 一大 管長の こ と 
を 思う につけ， 私の 心 は 他の 多くの 
人々 と同じようにいた むので ある。 
私たち はこの 世に おいて 55 年来の 知 
己であった。 いや， この 世 だけで は 
な く 前の世に おいて もそう であった 
に違いない。 しかし 私 はまた， 私の 
心に 平安と 慰めと を も たらす ひとつ 
の 確信 を 得た。 それ は， 神の 予言者 
が 時なら ずして 天に 召される こと は 
ない という ことで ある。 リ 一大 管長 
の こ の 地上での 召 し は 見事に 達成 さ 


れた。 今や 彼 は， 幕の かなた こなた 
で 進展 しつつ ある 主の 偉大な る 計画 
にあって， さらに 重要な 責任に 召さ 
れて 働いて いるので ある。 彼 は キリ 
ストの ような 特質 を 備えた， 霊的な 
洞察力の 鋭い 人であった。 

彼が 召された 大きな 目的 は， 人の 
子ら に 救い を もたらす こ とであった。 
主 は 予言者 ジ ヨセフ 'ス ミスに こう 
言われた。 「汝 ら， 人の 値 は 神の 前に 
犬い なること を 憶えよ。」 （教義と 聖 
約 18  ： 10) 

人の子ら に 救い を もたらし， 昇栄 
にいたら しめる こと， これ こそ 教会 
の 一大 関心事で ある。 リ 一大 管長 は， 
何にも 増して こ の 偉大な 計画に 心 を 
注いで こられた。 また 彼が， シ オン 
の 若者に， 全世界の 天父の 子供た ち 
に， そして 洋の東西を問わず 真理の 
大義に 対して 霊的な 影響を及ぼした 
こ と に 感謝したい。 

私 は 30 年間， キン ボール 大 管長の 
隣に 座 を 占めて きた。 私たち は 同じ 
日に 十二使徒 評議員 会に 加えられた。 
私 はこの 方の 偉大 さ をよ く 知ってい 
る。 そして 愛し 尊敬して いる。 真実 
彼 は 気高い 神の 人， 謙遜で 霊感 あ ふ 
れる 神の 予言者で ある。 私 は 心から 
彼 を 支持す る。 そして 彼と 共に， 人 
種 や 信条， 国籍， 政治的 見解の 別な 


く，  ^父の 子供た ちす ベて を 愛して 

いる。 

私 は キン ボ ール大 管長と 彼の 副 管 
長た ちが， リ 一大 管長の 指導の 下に 
進められ てきた プロ グラムに おいて 
主要な 役割 を 果た してきた こと に 喜 
び を おぼえる。 なぜなら， 男女 を 問 
わず 人格 を 築き， 両親 や 家庭 や 個人 
が 直面す る 数々 の 問題に 解答 を 与え 
る プログラムで， これ 以上の もの は 
ないから である。 私たち は キン ボー 
ル大 管長の 霊感 あふれる 指導の 下で， 
この 同じ プログラム を さらに ゆきす 
ぎない ものと し， 確立して いくつ も 
りで ある。 今日 ほどこの プログラム 
が 必要と される 時期 は， かってな か 
つた。 

モル モン が 伝 える メッセージ， す 
なわち イエス' キリス 卜の 回復され 
た 福音が 世の 人々 の 前に 明 ら かに さ 
れ てから 140 余 年 経つ。 

1830 年 6 月， サミ ユエル • ハ リソ 
ン' ス ミス は ニュー ョー ク 州の 田舎 
道 を とぼとぼと 歩いて いた。 彼は教 
会が 回復され て 初めて 伝道の 旅に 出 
た 人で ある。 彼 は 兄で ある 予言者 ジ 
ヨセフ' ス ミスに より 宣教師に 按手 
任命され た。 この 偉大な 宣教師 は 伝 
道の 初日， 40 キ a もの 道 を 歩き続け 
たが， 背中の， かの 新しく 見なれ な 
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い 書物 は 1 冊 も 売れなかった。 空腹 
と 疲労で ふらふら になった サ ミ ユエ 
ルは， ある 家で 一夜の 宿 を 請うた。 
しかし 自分の 使命に ついて 説明す る 
かしない う ちに 返って きた 言葉 はこ 
うだった。 「うそつきめ， とつと と 出 
て 行って くれ。 そんな 本 を 持って る 
やつに は， わしの 家に 足 を 踏み入れ 
て もらいたくない。」 仕方なく また 歩 
き 続けた が， 彼の 心 は 失意と 悲しみ 
に 打ち ひし がれる ばかりであった。 
そ して その 夜 は りんごの 木の 下で 一 
夜 を 明かした。 

回復され た 教会， 末日 聖徒 イエス' 
キリスト 教会の， この 神権 時代の 伝 
道 事業 は， このような 全く みじめな 
状態で 始まった のであった。 

かの 最初の 宣教師が， みすぼらし 
い 姿で 混乱した 世に 救いの メ ッセー 

ジを 伝える 旅に 出かけてから， 144 年 
の 歳月が 流れた。 その 間 この 大事 業 
は， 神の 子ら を 救う という 神が 与え 
たもうた 重大な 命 を 遂行しつつ， た 
ゆまず 前進 を 続けて きた。 それ は， 
この 「特殊な 民」 の 歴史の 中で もま 
さに 劇的な 章 を 織り成し ている。 な 
る ほど キリスト 教 世界の 歴史 を 振 り 
返って みても， 自分の 務めに 対して 
これほど 勇気 を 示し， 喜んで 犠牲 を 
捧げ， 限りない 献身 を 払って きた 例 
は ほかに 見当たらない。 聖徒た ち は， 
男 も 女 も 子供 も， すべて 物質的な 報 
い を 何も 望まずに この 一大事 業に 身 
を 捧げて きたので ある。 

彼ら は 自分た ちが 主 イエス • キ リ 
ス 卜の 使いで あると 固く 信じて いた。 
たと えぬ かるみ や 雪の 中 を 重い 足 を 
ひきずり， 川 を 泳いで 渡り， 衣食住 
にこと 欠く ことがあっても， 召しに 
応えて き たのであった。 

父親 や 息子た ちは自 ら 進んで 家族 
を 残し， 仕事 も 捨てて， 肉体的な 苦 
痛と 容赦ない 迫害に 耐えながら， 世 
の 至る所へ 歩 を 進めて 行った ので あ 
る。 後に 残された 家族 は， しばしば 


ひどい 難儀に あいなが らも， 「宣教 
師」 の 仕送りの ために 喜んで 一生 懸 
命 働いた。 このような 努力 を 続けて 
いく 人々 の 心 は， すべて 喜びと 満足 
であ ふれて いた。 家に いる 家族 は特 
別な 祝福 を 受けて いる ことに， 感謝 
の 気持 を 示し， 宣教師た ち はこのと 
きのこと を， 「生涯で 最も 幸福な 時 
期」 とまで 言って いるので ある。 

1830 年 以来 教会の 専任 宣教師と し 
て 働いた 人 は 小さ く 見積もって みて 
も 14 万から 15 万 を 数え， このほか 専 
任の 召し を 受けない ながら も 雄々 し 
く 伝道の 業に 携わった 各地 方の 男女 
も， 相当な 数に のぼる こと は 言う ま 
でもない。 現在で も 2 万 名 以上の 人 
々が この 業に 奉仕して いる。 

海外へ と 赴く こ の 忠実な 使者た ち 
は， 延べ 9 千 8 百万 日から 1 億 5 百 
万 日 を 伝道の 業に 費やし， 自らの 生 
活 のために 4 億 2 千万 ドル 力 、ら 4 億 
5 千万 ドルの 金 を 自分で まかなって 
いる。 これに は 赴任 や 伝道に 必要な 
交通費， 赴任 先での 教会に よる 管理 
費， その他 各地 方 独自の 伝道 諸 経費 
は 含まれて いないの である。 

恐ら く 全世界の どこ を 捜して みて 
も， 義を 押し進める ために これ だけ 
の 人が 自らの 意志で 犠牲 を 捧げて い 
る 姿 を 見る こと はでき ないで あろう。 
彼ら は 必ずしも 富裕な わけで はない。 
し 力 >  も， 「主の み 業」 のために， 昔 か 
ら 現在に 至る まで 律法と して 定めら 
れ ている 什 分の 一の 律法に 従って， 
全 収入の 什 分の 一 を 献金す るよ う に 
期待され ている 人々 なので ある。 

なぜだろう 力 >。 時間 や 財産， そし 
て 家庭の 安ら ぎ や 家族の 暖 いつな が 
り を 犠牲に させる もの は， 一体 何な 
の だろ う 。 

それ は， 神が この 地上の 人間に 再 
びみ 姿 を 現わされ， 過去の 時代の 人 
々が 受けて いたと 同じ 賜 や 祝福と 共 
に その 教会 を 再び 設立され たこと， 
また 聖 なる 神権 を 再び 付与され， 子 


供た ちの 祝福の ために それ を 行使す 
る 権能 を 与えられ たこと， これらに 
対する 燃える よう な 確信が あるから 
ではないだろう 力、。 確かに それ は 末 
日の こ の 偉大な 業が 神の み 業で あ る 
との 一人一人の 証で あり， 全能者の 
命令 に 忠実 に 従う 信仰 である。 また 
神の 誓約の 子と しての 私たちの 義務, 
神が 生 きて まし ま し 子供た ち を 愛し 
てくだ さると いう こと， そして 私た 
ちに は あらゆる 国々 にいる 人々 の 人 
格 を 築き上げ 救い を もたらす という 
使命が あると いう ことへの 確信， こ 
れらが 私たち を 献身へ とかりた てる 
ので ある。 

父祖 アダムの 時代から 予言者 ジ ョ 
セフ 'スミ ス ならびに その後 任 者の 
時代に 至る まで， この 地上に 神権が 
存在した 時代に おける 主要な 義務 は, 
救いに かかわる 福音の 永遠の 原則， 
すなわち 救いの 計画 を宣べ 伝える こ 
とであった。 アダム は そのこと を自 
分の 子供た ちに 教えた。 （モー セ 5  ： 
12)   ノアの 長年に わたる 伝道 を はじ 
め， 古代の すべての 予言者の 教え を 
考えて みょうで はない か。 （モー セ 8 
： 16 — 20) 彼ら は それぞれの 時代に 
あって， 人の子ら に 福音の メッセ 一 
ジを もたらし， 差し迫つ ている 裁き 
を 逃れる 唯一の 手段で ある 悔 改め を 
叫ぶ よ うに 命じられた のであった。 
主 は 古代の 使徒の 偉大な 使命に つい 
て 実に 明確に 述べられた。 「 "…- あな 
たがた は 行って， すべての 国民 を 弟 
子と して …… 」 （マ タイ 28  ： 19) 

復活 した モロ ナイが ジ ヨセフ • ス 
ミスの もと を 訪れた 最初の 頃， はつ 
きりと 告げた ことがある。 それ は予 
言 者の 名前が 善 き につけ 悪 し き につ 
け 人々 の 間に 知れ わたり， 新しい 聖 
典と それに 載せられた 回復され た 福 
音が 「末の世に わが 選びた る 弟子た 
ちの 口より」 世に出 される という こ 
とであった。 （教義と 聖約 1 ： 4) 

教会が 組織 される 1 年 以上 も 前に 
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主 はこう 言われた。 「 …… 一つの 驚嘆 
すべき 業， まさに 人の子ら の 中に 現 
われん とす。 …… 見よ 畑 は 早 白 く し 
て 刈り入れ を 待つ が 故な り。」 （教義 

と聖約 4  ： 1 ， 4) そして 初期の 時 
代の 改宗者た ち は 次の よ うな 義務 を 
果たす ように 勧告され た。 「この 故に, 
汝ら 神の 役務に 出で立たん とする 者 
は， 終りの 日に 臨みて 神の 前に 咎な 
くして 立たん ため， すべから く 心 を 
つく し， 勢力 をつ く し， 思 をつ く し 
体力 をつ く して 神の 役務 をな せ。」 
(教義と 聖約 4  ：  2) 

初期の 宣教師に 与えられた 約束 は 
偉大な ものである。 彼ら はこ う 告げ 
られ た。 すなわち 「人の 値 は 神の 前 
に大 いなる」 もので あり， 人力； 「も 
し 生涯 今の 世の 人々 に 向いて 悔 改め 
を 叫ぶ ことに カを尽 し， 唯一 人の 人 
たりと も われに 導かば， わが 御 父の 
国に 於て 彼と 共に 汝らの 悦び 如何ば 
かり ぞ や。」 （教義と 聖約 18  ： 10, 15) 

これらの 約束 はすべ て， 1830 年 4 
月 6 日 に 教会が 正式に 組織 される 以 
前に 与えられた ものである。 この 時 
期に は ほかに も 多くの す ばら しい 約 
束が なされた。 

そして 教会が 組織され る や， 人々 
は パプ テス マ を 受け， ふさわしい 兄 
弟た ち は 神権の 職に 按手 聖任 さ れ， 
悔 改め を 叫び 回復され た 福音の メ ッ 
セージ を 伝える 務めに 任命され た。 
そして それから 後の 啓示に はさ らに 
大きな 約束が 含まれて いた。 その 多 
く 力 S 福音 を宣べ 伝える という 神聖 
な 義務が 回復 された 教会に 課せ ら れ 
ている という 内容であった こと は 論 
を 待たない。 その 年の 秋， 予言者 を 
通して 主から 次の よ う なみ 言葉が 与 
えられた。 

「われ 誠に まことに 汝 らに告 ぐ汝ら 
は ゆがみて 片意地なる 今の 世の 人々 
にわが 福音 を宣 べんた め 高鳴る ラ ッ 
パの 響の 如 く 汝らの 声 を 挙げん た め 
に 召されたり。 


見よ， 畑 は 早 白く して 刈り入れ を 
待つ。 然も 日 はすで に 傾き 働き人 を 
わが 萄葡 園に 呼び 入る る 最後の 時な 
り。」 （教義と 聖約 33  ：  2  ,  3) 

主 は 謙遜な 使いた ちに はつ きりと 
言われた。 「われ 再び 来る 時の ために 
主の 道の 備え をな せば なり。」 （教義 
と聖約 34  ：  6) また 彼らの 語る 言葉 
は， 聖霊の 力に よって 鼓舞され， 彼 
らが 忠実で ある 限り 人々 にと つて 主 
のみこ ころと なり 聖典の 言葉 となる 
という 約束 も 与えられた。 また 主 は 
次のように 断言して おられる。 すな 
わち 彼ら は 「世の 人 を 試さん ために 
遣わ」 された ので あり， 「心に 衰え を 
感ずる ことなく， また 心 暗くなる こ 
と もな」 けれど， 頭髪が 「神 知りた 
まわずに は」 「一筋 も 地に 落」 ちる こ 
とがない ので ある。 （教義と 聖約 84: 
79,  80) 

も はや 驚く に は あたらない。 彼ら 
一人一人の 証と 上に 述べた よ う な 主 
の 感動に 満ちた 約束に よって， この 
新しい 福音の 神権 時代の 幕 は 切って 
落された ので ある。 数 も 少なく 貧し 
い 環境に ありながら も， 彼ら は 金銭 
的な 報い を 全く 望まず， 一人一人が 
犠牲 を 払いながら 力強く 前進して 行 
つた。 これに 加えて 主 は 重要な 宣言 
を 行なって いる。 すなわち キ リ ス ト 
の 再臨と それに 伴う 世の 終り， つま 
り 悪の 最後に 備える にあたり， その 
証明と して 福音が 与えられ るの は， 
こ れで 最後 だとい う ことで ある。 彼 
ら の 義務 は 差 し 迫 つ た 裁 きに 備える 
よう 警告す る ことであった。 これ は 
今日の 私たちの 義務で も ある。 彼ら 
は 私たちと 同じように， 主が 語られ 
た 次の 言葉 を 理解して いた。 

「そ は， 無人の境と なるほどの 懲し 
め を 蒙りて こ の 世 は 空 しくな り， 世 
の 人々 はわが 来る 時の 光輝に よ り 焼 
きつく されて ことごと く 亡び 失する 
に 至れば な り 。 

見よ， この 言 はわれ また エル サレ 


ムの 滅亡に 就きて 正に その 民に 告げ 
たる 如く 語るな り。 この 事の かって 
今までに 実証 せられし 如く， 今 また 
わが 言 は 実証 せらるべし。」 （教義と 
聖約 5  ： 19,  20) 

1831 年末， 主が その 教会に 与えら 
れた 啓示の 出版 を 考慮す る と きが 訪 
れた。 このと きまでに 教会 は 数多く 
の 啓示 を 受けて おり， 悪魔が さし 向 
ける 迫害の 手 を ものともせず， 非常 
な 発展 を 見せて いた。 主 は 長老た ち 
の 集会で 予言者 を 通じ， 教会の 人々 
に 向けた 偉大な 啓示 を 与えられた。 

「誠に 主の 声 はすべ ての 人々 に 及ぶ 
もの なれば， 一人 ものが るる 者な 
し。」 （教義と 聖約 1 ： 2) 今まで 与 
えられた いかなる メッセージ も， こ 
の 全世界の 人々 に 向けて 語られた 回 
復 された 福音の メ ッ セージ ほど 明確 
で， また 力強い もの は ほかにない。 
以前 は 疑問が あつたか も しれない が， 
この 言葉に よ り 疑問の 余地 は 全くな 
くな つたので あった。 私たちの メッ 
セ ージは 全世界に 向けられた メ ッ セ 
一 ジ である。 

教会が 教義と 聖約を 主の 言葉と し 
て 受け入れ ている こ と を 認めながら 
教義と 聖約第 1 章 を 読む 人 は， なぜ 
私たちが 全世界 いたるところに 宣教 
師を 送る かとい う ことに 疑問 を 抱い 
た り しないで あろ う 。 主要な 義務の 
ひとつで ある この 伝道の 業 は， まさ 
に 教会の 会員の 上に 課せ られ ている。 
なぜなら 主が こ う 言われた からで あ 
る。 「而 して， この 末の世に わが 選び 
たる 弟子た ちの 口より， すべての 人 
々に 警めの 声 は 及ばん。」 （教義と 聖 
約 1 ： 4) そして 主の 約束が 続く。 

「この 末の世の 弟子た ち は 進み 行け 
ど， 一人 もこれ を 止む る 者な からん。 
そ は 主なる われ， 彼らに 命じ たれば 
なり。」 （教義と 聖約 1 ： 5) さらに 
これらす ベて は 「汝ら （この 世に 住 
める 人々） に 公に せんた め わが 彼ら 
に 与えし ところ」 の ものであると 述 
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ベて いる。 （教義と 聖約 1 ： 6) そし 
て 主の み 声が 地の果てにまで 及ぶ こ 
と を 明ら 力" こした 後， 主 はこう 指摘 
された， 「されば， 主なる われ， この 
世に 住める 人々 に 襲い 来るべき 禍を 
知れば， わが 僕ジ ヨセフ' ス ミス 
(二 代 目） を 呼び 天よ り 語りて 彼に 
誡命を 下せり。」 （教義と 聖約 1 :17) 
そ して 他の あ ら ゆる 神権 時代に も 
そうであった ように， 現在 も 逃れる 
手段が 予言者 を 通じて 啓示 されて い 
る。 主 はこの よう に 強調して おられ 
る。 「 …… 主なる われ は， これらの 事 
を 進んで すべての 人に 知 らせんと 思 
うなり。 そ は， われ は 人々 を 偏り見 
る 者に あら ざれば …… 」 （教義と 聖約 
1 ： 34,  35) 

勧告の 結びと して 主 は 「誡命 をし 
らべ」 るよう 奨励して おられる。 こ 
れ ら の 戒め は 人類 に 祝福 を もたらす 
ために 啓示され たもので ある。 なぜ 
なら 「われら は 真実 確なる 誡命 にし 
て， その 中に 言われた る 予言 も 約束 
もす ベて 成就 さる」 からで ある。 （教 
義と聖 約 1 ： 37) 主 は 言われる。 「わ 
が 言 は 過 ぎ 行 くこと なく しつ 成就す 
べし。 わが 声に て 言わる る も， 僕ら 


の 声に て a わるる もみな 一つな 
り。」 （教義と 聖約 1 ： 38) 私が 引用 
した この 啓示が 与えられてから 2 日 
後， 主 は 教会に 対してこう 告げられ 
た。 「わが 教会の 長老た ちを遙 かに 離 
れ たる もろ も ろの 国民に 遣わして… 
万国の 民を訪 わしめ …… 」 （教義と 聖 
約 133  ：  8  ) 

このように 私たち は， 全世界に 住 
む 末日 聖徒と して， これらの 偉大な 
業への 証 を 胸に， 教会に 課せられた 
この 偉大な 義務 を， へりくだり 感謝 
の 心 を もって 引き受け るので ある。 
私たち は 天父の 子供た ちの 救いと 昇 
栄 という 大事 業に 携わる 機会が ある 
こと を 喜んでい る。 私たち はこの 地 
上に 神の 王国 を 建設す るた めに， 主 
が 祝福 された 時間と 財産 を 喜んで 捧 
げ ようで はない か。 これ は 私たちの 
第一の 義務で あり， 同時にす ばらし 
い 機会で ある。 この 精神 はいつ の 時 
代に あっても イエス' キリスト の教 
会の 伝道 活動の 特徴 をな す もので あ 
る。 そして この 時 満ちた る 神権 時代 
の 訪れ を 示す しる しもそう であった。 
忠実な 末日 聖徒の いる ところに は， 
この 大義の ために 喜んで 犠牲 を 払お 


う という 精神が どこに でも 見られる。 
大 管長 会 は， 第 2 次 世界大戦の 最中 
に 世の 人々 に 向けて このよ うな 声明 
を 発表した。 「我々 の， また 教会の い 
かなる 行為 も， 神が お与えになる 命 
令 を さまたげる こと はでき ない。」 
(Conference  Report  「大会 報告」 
1942 年 4 月， P.  91) 

要するに， 私たち は 主の 業， すな 
わち 王国の 設立と 発展， 義の 拡大の 
ためにす ベて を 捧げる ので ある。 こ 
れ こそ 大 いなる 責任で ある。 キン ボ 
ール大 管長 は， 木曜日に 行なわれた 
地区 代表 セ ミ ナ 一にお いて この 大ぃ 
なる 責任 を 強調され た。 私たち はこ 
の チャレンジ を 感謝して 受け， 主の 
力 を 祈り 求めながら 前進して 行 こ う 
ではない か。 

この 大事 業 は 神の み 業で ある。 主 
イエス • キリス 卜が 主 御自身の 教会, 
末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 教会 を 通 
して 導いて おられる 業な ので ある。 
私 は この こと を へりくだり， 感謝の 
気持ち を もつ て 証す る。 イエス' キ 
リスト のみ 名に よ り， アーメン。 
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兄弟 姉妹の 皆様， この 歴史的な 大 
会に 皆様と ともに 出席し， あふれん 
ばか り の 主の みた ま を 受け られる こ 
と を 天父に 感謝した いと 思って いる。 
今， ニーフ アイが 語った 言葉が しみ 
じみと 頭に よみがえって くる。 ニー 
フ アイ は 今日 を 予見し， モル モン 経 
が 世に 現わされる こと を 告げた。 神 
の 聖徒た ちが 全地の 面に 集結し， そ 
の 上に 神の 権能が 大 いなる 栄光 を も 
つて 注がれる 日 を 見た のであった。 

今こう して この タパ ナクル や 隣接 
の 建物に 集まって いる 大勢の， あ ふ 
れんば かりの 人々 の 会合が， ほかに 
世界中の どこに あるだろう 力 >。 昨晩 
の 神権 会 は 全世界に 放送され た。 こ 
のみ 業 をな すの は 神の 力で あり， こ 
の 教会 は， 主が この 地上に 最後に お 
立てに なった 神の 王国で あり， それ 
は 決して 崩れる こと も， 他の 人々 の 
手に 渡る こと も ない ので ある。 私た 
ち は 神の 命に よって， この 王国が 大 
いなる 山と なり， 全地 を 覆う まで 切 
り 出されて いく と 告げられ ている。 

私 はこれ まで 証 を 述べて 下さった， 
わが 友， 教会 幹部の 方々 に 感謝す る。 
おそらく， みたまの 導き を 得て 生活 
している 人なら ば だれで あっても ， 
彼らが 天父の 真の 僕で ある こ と を 心 
の 奥底に 感じられ たこ とで あろ う 。 


ベンソン 長老 は， 先日の 木曜日に， 
キン ボー ル大 管長が 十二使徒 会 地区 
代表 集会で 語った 言葉 を 引用され た。 
キン ボール 大 管長 は 素晴らしい 言葉 

で， 主の 戒め を 守る ことの 大切 さ を 
私たちに 再度 教えて 下さった。 私た 
ちに 課せられた 責任 は， この 福音 を 
天が下す ベての 国民に 分かち 与える 
ことで ある。 時折， 私たち は 自分 は 
すでに 福音 を 知っている という 現状 
に 満足して しまい， 当然の 義務で あ 
る 福音 を 分かち 与える ことに 熱意 を 
欠く ことで ある。 

私たち はこの 大会で， 主が 教えと 
導き を 施して おられた 時の こと を 再 
び 告げられた。 特に， ハンター 長老 
がーつ 一つ 物語の よ う に 述べて 下さ 
つた イエスの 生涯と 働き， さらに ァ 

シュ トン 長老が 語られた， 5 人の 賢 
いおとめ と 愚かな おとめの 話に は 深 
い 感銘 を 覚えて いる。 私たち は 愚か 
なおと めの 中に 数えられる こ とのな 
いように， 主の 再臨に 備えなければ 
ならない。 

さらに ここで， 私が 今 感じて いる 
こと を 少し 加えて おきたい。 私 は， 
予言 された こと はかなら ず 起 こる と 
信じて いる。 その 予言の 言葉が 記さ 
れ ている 聖典が 私たちに 与えられて 
いる こと を， 深く 感謝して いる。 も 


し 聖典がなかったならば， 私たち は 
天父と その 偉大な 計画の こと， さら 
に は 現世の 生活 を 終えた 後， 私たち 
はどうなる かとい つたこと について 
何 ひとつ 知る こ と はでき ないで あろ 

ラ 0 

イエス は， 「聖典 を 調べなさい。 あ 
なた がた は 聖典の 中に 永遠の 生命が 
あると 思って いるが， 聖典 は 私に つ 
いて 証 をす る ものである。」 （欽定 訳 

ヨハネ 5  ：  39) と言われた。 この 大 
会で も， ィヱス に対して 民衆が どの 
ような 証 をし， イエスが 十字架に か 
けられた 時には， その 衣 をく じ を 引 
いて 奪い合つ たこと も 詳しく 教えら 
れた。 

ィヱス は 復活 後， 丁度， ヱ マオに 
向けて 旅して いた ふた り の 弟子た ち 
に 現われ， 一緒に 歩いて 行かれた。 
「し 力、 し， 彼らの 目が さえぎられて, 
イエス を 認める ことができ なかつ 
た。」 （ルカ 24: 16) イエス は， 弟子 
たちが イエスの こと， 伝道 や 復活の 
こ と について 語り合つ ている こと を 
耳に し， これまで 教えられ たこと を 
弟子た ちが まだ 理解して いない こと 
を 知った のであった。 

イエス はこう 言われた。 「ああ， 愚 
かで 心のに ぶいた め， 預言者た ちが 
説いた すべての 事 を 信じられない 者 
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たちよ。」 （ルカ24  :25) そして， モ 
ーセを はじめ， 数多くの 予言者た ち 
が 御自身に ついて どのよ う に 証 を し 
てき たかを 弟子た ちに 説明され たの 
である。 ぺ テロ はこの 出来事に つい 
て， イエスが 弟子た ちの 理解の 眼 を 
開き， 聖典 を 解す る ことができ るよ 
う にして 下さった の だと 説明して い 
る。 今日 世の中に は 数千に 上る もろ 
もろの 教会が ある。 これ は， 取り も 
直さず 人々 が 聖典 を 理解せ ず， 人の 
教え を 教義と して 説いて いる ことに 
起因して いる。 そのため 必然的に， 
福音の 回復が 起こらね ばなら なかつ 
たので ある。 

使徒 ぺ テロ は 次の よ う に 述べて い 
る。 「こう して， 預言の 言葉 は， わた 
したち にいつ そう 確実な ものに なつ 
た。 あなたが たも， 夜が 明け， 明星 
がの ぼって， あなたがたの 心の中 を 
照す まで， この 預言の 言葉 を 暗やみ 
に 輝く ともしび として， それに 目 を 
とめて いるが よい。 聖書の 預言 はす 
ベて， 自分勝手に 解釈すべき でない 
こと を， まず 第一に 知るべき である。 
なぜなら， 預言 は 決して 人間の 意志 
から 出た もので はなく， 人々 が 聖霊 
に 感じ， 神に よって 語った もの だか 

ら である。」 （n ぺ テロ 1 ： 19—21) 
これが 真実 だと すれば， 私たち は， 
聖書が 天上での 戦いから， 天と地が 
更新され る 終わ りの 日に 至る までの 
すべての こ と を まとめた 主の 計画 書 
であると いう 確かな 予言の 言葉 を 持 
つてい る わけで ある。 これ こそ， 主 
は 初めから 終わ りの こと を 告げて い 
たと 述べた 時に， ィザャ が 意図した 

ことなの である。 （ィ ザャ 46: 10 参 
昭） 

ぺ テロ もまた， かって 他の 使徒た 
ちとと も に 経験した 輝かしい 思い を 
忘れた ことはなかった。 その 時， 救 
い 主 は 昇天され， やがて 白い 衣 を 着 
た ふたりの 人が 現われ， こう 言われ 
た。 「ガリ ラャの 人た ちょ， なせ！^ を 


仰いで 立って いるの か。 あなたがた 
を 離れて 天に 上げられ たこの ィ エス 
は， 天に 上って 行かれる の を あなた 
がた が 見た のと 同じ 有様で， またお 
いでになる であろう。」 （使徒 1 :11) 

そこで 私 は 思った。 私たち は， あ 
の 賢い おとめの よ う に 救い主の 再臨 
に 備えて 自 分の 生活 を 整 え る だ け で 
な く  ， 予言者た ちが 再臨の 前に 予言 
された 事柄に ついて 考え， 私たち は 
暗やみ を 抜け出し， その 意味 をよ く 
理解で きる ようになら なければ な ら 
ない， と。 

ペンテ コステ の 日の 後， ぺ テロ は 

キリスト を 死に 追い やった 人々 に 対 
して 次の よ う に 語って いる。 

「だから， 自分の 罪 をぬ ぐい 去って 
いただく ために， 悔い改めて 本心に 
立ち かえりなさい。 それ は， 主の み 
前から 慰めの 時が きて， あなたがた 
のために あ ら かじめ 定めて あった キ 
リストなる イエス を， 神が つかわし 
て 下さる ためで ある。 この イエス は， 
神が 聖な る 預言者た ちの 口 をと おし 
て， 昔から 預言して おられた 万物 更 
新の 時まで， 天に とどめて おかれね 
ばなら なかった。」 （使徒 3  ： 19-21) 

私 は， 単なる 改革で はなく， 万物 
の 更新 を 宣言して いる 教会 は， この 
教会 を 除いて ひとつ もない と 思って 
いる。 私たち は， 聖 なる 予言者の 口 
を 通して 語 られた 万物の 更新が 実際 
に 起こる まで， ぺテ a が 神の 予言者 
である こと を 信じ， 救い主の 再臨 を 
待ち望む こと はで きないの だろう 力'。 
世の 人 は， なぜ そのこと を 理解し， 
私た ち が 宣言す る 万物の 更新に 耳 を 
傾けよ う と しないの だろ う 力、。 

マラキの 言葉 をよ く 読む と， マラ 
キ書 全体が こ の 末の 日 の 記述に 終始 
している ように 思える。 先程， ティ 
ラー 長老が 述べた 什 分の 一の 律法 や， 
主の 大 いなる 恐るべき 日が 来る 前に 
予言者 ヱ ライ ジャ が 現われて， 父の 
心 を 子に， 子の 心 を 父に 向ける こと 


などが 記されて いる。 マラキ 書の 3 
章の 冒頭に こうある。 「見よ， わたし 
はわが 使者 をつ かわす。 彼 はわた し 
の 前に 道 を 備える。 また あなたがた 
力; 求める 所の 主 は， たちまち その 宮 
に 来る。 …その 来る日に は， だれが 
耐えよう。 その あらわれる 時には， 
だれが 立ち 得よ う。」 （マラキ 3  ： 1 , 
2  ) 

これ はキ リ ス 卜の 降誕に ついて 語 
つてい るので はない と 思う。 降誕の 
時， キリスト は， 「たちまち その 宮に 
来る」 こと もなかつ たし， だれも 地 
に 倒れる こと も なかった。 精練の 火 
や 布 さら しの 灰汁の よ う に 人々 を 洗 
い 清める ため に 訪れた ので もなかつ 
た。 しかし， 末日に イエスが 訪れる 
時には， 悪人 は 山 や 岩に 向かって 叫 
び 声 を 上げ， 「さあ， われわれ をお お 
つて， 御座に います かたの 御顔と 小 
羊の 怒り とから， かくまって くれ」 
(黙示 6  ： 16) と言うで あろ う 。 

私 は 皆さんに， また 全世界の 人々 
に 尋ねたい。 主が， マラキ を 通して 
言われた， 主の 訪れ （ここで は 再臨 
のこと を 指す） の 前に 道 を 備える 使 
者と はだれ の こ と だろ う か。 私た ち 
末日 聖徒 は， この 使者が ほかで もな 
I, ヽ ， 予言者 ジ ヨセフ' ス ミスで ある 
こと をよ く 知っている。 ジ ヨセフ' 
ス ミ スは みずから 名乗り を 上げた わ 
けで はない。 ただ ヤコ ブ 書の 「あな 
たがた のうち， 知恵に 不足して いる 
者が あれば， その 人 は， とがめ もせ 
ず 惜しみな く すべての 人に 与える 神 
に， 願い求め るが よい。 そうすれば， 
与えられる であろう」 （ヤコ ブ 1 ： 
5) という 言葉 を 読んで 森に 入って 
いった。 彼 は どの 教会に 加わって よ 
いか 分からなかった。 そして 祈った 
時， 天が 開かれた ので ある。 

キン ボール 大 管長 は， 今回の 大会 
の 話の 中で， 主が どのように してい 
にしえ の 予言者に みこ ころ を 表わさ 
れ たか 説明して 下さった。 神 は 生き 
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て おられ， 地の 面と 天の 間の すべて 
の もの を 統治して おられる。 現代 は， 
パゥ 口が 「それによ つて， 神 は 天に 
ある もの 地に ある もの を， ことごと 
く， キリスト にあって 一^ • ：) に 帰せし 

めよ う と」 （ヱ ぺソ 1 ： 10) される 時 

満ちた る 神権 時代で ある。 換言 すれ 
ば， 主が その 再臨に 備えて 地上の す 
ベての 業 を 完了す る 時で ある。 した 
がって， もし 主が 再臨の 道 を 備える 
ために 使者を遣わして いると するな 
らば， その 使者 は 今， どこに いるの 
か。 

皆さんに 繰り返し 申 し 上げる 力;， 
使者 は 神が 遣わされる のであって， 
自分から 申し出る もので はない。 パ 
ゥロ は， 「信仰 は 聞く ことによ るので 
あり， 聞く こと は キリス 卜の 言葉 か 

ら来 るので ある」 （ローマ 10:1?) と 

言われた。 さらにこう 付け加え てい 
る。 「聞いた ことのない 者 を， どうし 
て 信じる ことがあろう 力'。 宣べ 伝え 
る 者が いなくて は， どう して 聞く こ 
とがあろう 力、 つかわされなくて は, 
ど う して 宣べ 伝える ことがあろう 

力、」 （口 一 マ 10  ： 14, 15) 

このよう にして 主の 約束され たみ 
使いと して ジ ヨセフ' ス ミスが 召さ 
れる こと は， 主の 再臨に 道 を 備える 
ために 不可欠の ことであった。 この 
神が 召された み使い こそ， 紛れ もな 
い 予言者で ある。 ァ モス は 次の よう 
に 述べて いる。 「まことに 主なる 神 は 
その しもべで ある 預言者に その 隠れ 
た 事 を 示さない では， 何事 を もな さ 
れ ない。」 （ァ モス 3  ：  7) したがつ 
て 神が 召された み使いな らば， その 
人 は 予言者で ある。 私たちが よ く 歌 
う 讃美歌に 次の ような 詞が ある。 

たたえよ， 主の 召した まいし 
主と 語り し 予言者 を 
末の 時 を はじめた る 
わざ を 世み な 崇めよ 

(讃美歌 144 番） 


これが， 私たちの 予言者に 対する 
思いで ある。 みずから 名乗り を あげ 
る ことによって， 予言者に 召された 
人 はだれ も いない。 

私が これ ま で 聖典 を 研究 してきた 
限りで は， ジ ヨセフ' ス ミス は 救い 
主 を 除き， かって この 地上に 生を受 
けた どの 予言者よ り も 多く の 真理 を 
明らかにして いると 思う。 このよう 
な 驚くべき 真理が 与えられ ている こ 
と を， 私 は 主に 感謝す る。 

ィ ザャは 次の よ う に 述べて いる。 

「主 は 言われた， 『この 民 は 口 を も 
つて わたしに 近づき， くちびる を も 
つて わたし を 敬う けれども， その 心 
はわた しから 遠く 離れ， 彼らの わた 
し を かしこみ 恐れる の は， そらで 覚 
えた 人の 戒めに よるので ある。』」 （ィ 
ザャ 29  ： 13) どこに 行けば この 人の 
戒め を 見る ことができる だろ う か。 
全世界に 存在す る 何千と いう 教会の 
中に それ を 見る ことができな いだろ 
うか。 

「それゆえ， 見よ， わたし はこの 民 
に， 再び 驚くべき わざ を 行う， それ 
は 不思議な 驚 くべき わざで ある。」 
(ィ ザャ 29  ： 14) この 不思議な 驚く 
べき 業 は， まさに 真理 を 愛する 人が 
知りたい と 願い， 飛び付き たくなる 
ような もので なければ ならない。 か 
くして 「彼らのう ちの 賢い 人の 知恵 
は 滅び， さとい 人の 知識 は 隠され 
る」 ので ある。 （ィ ザャ 29  ： 14) 

これが 私たちの 持って いる も ので 
ある。 私 はこれ ま で 何回 も 牧師た ち 
と 話す 機会が あつたが， 彼らから 質 
問され たこと は ほとんどない。 と 言 
うの も， 私が 彼 ら に 説明す る こと は 
皆， 神の 聖 なる 書， 聖書から 取り 上 
げ ていたから である。 それ も 彼らが 
一度 も 耳に した ことのな いことば か 
りであった。 兄弟 姉妹の 皆様， 私た 
ち はかく も 不思議な 驚くべき 業 を 知 
つてい るので ある。 

も し 主が 予言者 やみ 使い を 立て， 


主の 再臨の ために 道 を 備える とすれ 
ば， まず 第 1 に 行なう こと は， その 
み使い を 通して， 父なる 神と その 御 
子 イエス. キリス 卜の 属性に 関し 世 
の 中の 人々 が 抱いて いる 誤った 考え 
を 改めさせる ことであろう。 当時， 
すべての 教会で は， 三位一体 説を唱 
え， 体 も 感情 もない 神 を 信じて いた。 

モー セ はこう した 状態 を 以前から 
予測して いた。 モー セは イスラエル 
の 子ら を 約束の 地へ 導く 時， こう 言 
われた。 「その 所で あなたが たは 人が 
手で 作った， 見る こと も， 聞く こと 
も， 食べる こと も， かぐ こと もない 
木 や 石の 神々 に 仕える であろう 。」 

(申 命 4  ：  28) モー セが 約3 000 年 前 
に 語った 言葉 は， ジ ヨセフ *ス ミス 
が 驚くべき 示現 を 受けた 当時の 全 世 
界のキ リ ス ト 教会の 唱える 教義の 中 
に， 一言一句 たがわず 示されて いる。 
さらに， モー セ はこう 付け加え てい 
る。 「しかし， その 所から あなたの 神， 
主 を 求め， も し 心 をつ く し， 精神 を 
つく して， 主 を 求めるならば， あな 
たは 主に 会う であろう。 後の 日に な 
つて， あなたが なやみに あい， これ 
らの すべての 事が， あなたに 臨む と 
き， もし あなたの 神， 主に 立ち 帰つ 
て その 声に 聞きした がうならば， あ 
なた の 神， 主 はいつ く しみ 深い 神で 
あるから， あなた を 捨てず， あなた 
を 滅ぼさず， また あなたの 先祖に 誓 
つた 契約 を 忘れられない であろ 
う 。」 （申 命 4  ：  29 — 31) 

私たち は 今， その 末日に 生 を 受け 
ている。 主が 予言者 ジ ヨセフ' スミ 
スを お立てに なって， それ を 私たち 
に 明 ら 力、 に して 下さった こと を,！: 、力' 
ら 感謝して いる。 

御 父と 御子 ィ ヱス 'キリス トは実 
際に ジ ヨセフ. スミ スに 現われ， 神 
会と はどうい う もの か を 教えられた。 
ジ ヨセフ' スミ スの 次の 疑問 は， ど 
の 教会に 属すべき かとい う ことで あ 
つた。 世の 数 ある 教会の 中で， どれ 


227 


が 正しい 教会 か を 判定す る 権利 を 有 
して おられる の は， 天が下に この 世 
の 救い主 をお いて ほかにい ない。 救 
い 主 は その 時， 当時の 教会 はすべ て 
人の 考えと 教え を 説いて おり， どの 
教会に も 属して はならない と言われ 
たので ある。 

そのこと について 詳しく 説明して 
いる 時間 もない が， ただ ひとつ， モ 
口 ナイ の 訪れと モル モ ン 経が 金 版 か 
ら 翻訳され たこと を 考えて みていた 
だきたい。 主が エゼキエルに 記録す 
るよう にと 命じられた， ュダの 記録 
とと も に ひとつと なるべき 他の 書物 
のこと を 知っている 人が この 世の中 
にだれ かほ かにい るだろう 力、 その 
記録が どこに あるか を 知ってい るの 
は， 私たち だけで ある。 この 記録に 
は 主が， ユダヤ人と 異邦人に イエス 
がキ リ ス ト である こ と を 教える ため 
に 取って おかれた 知識が 含まれて い 
る。 今日の ユダヤ人 は モル モン 経以 
上の こと を 知る 必要 はない。 なぜな 
ら この モル モン 経に は， イエスの 降 
誕， そして 十字架に かけられた 時の 
しるし， また この アメリカ 大陸 を訪 
れられ たこと， ニーフ アイが 示現 を 
通して 見た， 幼な 子 を 抱えた マリヤ， 
さらに その子が 成長して， 世の 罪 を 
負って 十字架に かけられる ことな ど 
が 記されて いるから である。 私たち 
はた だ 主が 予言者 を 通じて 備えて 下 
さって いる 計画に 従えば よいので あ 
る。 


さ らに 罪の 赦しを 得る ために 水に 
沈める パプ テス マ を 執行す る 権能で 

ある ァ n ン 神権 を 持つ バプ テス マの 
ヨハネが ジ ヨセフ • ス ミスと オリヴ 
ァ • カウ ドリに 現われて， 互いに バ 
プ テス マ を 施す 方法 を 教えられた。 
この 世の中に ほかに その 権能 を 持つ 
ている 人が どこに いるだろう 力、。 続 
いてべ テロ， ヤコ ブ， ヨハネが 聖な 

る 使徒 職の 権能， メル ケゼ デク 神権 
を 回復した。 この メル ケゼ デク 神権 
は， この 地上に 最後の 神の 王国， 教 
会 を 築く 権能で あり， 決して 絶える 
こと も， 他人に 譲り渡される ことの 
ない ものである。 次いで モー セが現 
われ， 末日に イスラエル を 集合 させ 
る 鍵 を 与えられた。 

ェ レ ミ ャは 次の よ う に 述べて いる。 
「主 は 言われる， 背信の 子ら よ， 帰 
れ。 わたし は あなたがたの 夫 だから 
である。 町から ひとり， 氏族から ふ 
たり を 取って， あなたがた をシ オン 
へ 連れて行こう。 わたし は 自分の 心 
にかな う 牧者た ち を あなた がた に 与 
える。 彼ら は 知識と 悟り と を もって 
あなたがた を 養う。」 （エレ ミヤ 3  ： 
14, 15) 皆様 はこの 大会で 耳に した 
よ うな 主の 心に かなう 牧者の 声 を ど 
こ で 聴 くこと がで きる だろ う 力 >。 彼 
らは 皆， 神から 召され， 聖 任された 
御 方で ある。 彼ら こそ， エレ ミヤが 
語った， 主の 心に かなう 牧者で ある。 
さ らに主 は， エレ ミ ャを 通じて 次 
のよう に 言われた。 


「主 は 言われる， 見よ， わたし は 多 
くの 漁夫 を 呼んで きて， 彼ら をすな 
どらせ， また， そのの ち 多くの 銷師 
を 呼んで きて， もろもろの 山， もろ 
もろの 丘， および 岩の 裂け目から 彼 
らを かり 出させる。」 （エレ ミ ャ 16  ： 
16) これが， 私たちの 今 推し 進めて 
いる 業で ある。 エレ ミヤ は その 日 を 
予見して こう 言われた。 「主 は 言われ 
る， それゆえ， 見よ， このの ち 『ィ 
ス ラエルの 民 を エジプトの 地から 導 
き 出した 主 は 生きて おられる』 と は 
言わないで， 『イスラエルの 民 を 北の 
国と， そのす ベて 追い やられた 国々 
から 導き出した 主 は 生きて おられ 
る』 という 日が く る。 '-… 」 （エレ \ 
ャ 16  ： 14, 15) ェ レミ ャは， 「町から 
ひとり， 氏族から ふた り を 取って」 
と言われ たが， それが， きょう 大会 
に 集って いる 皆様 方で ある。 

兄弟 姉妹の 皆様， 神の 祝福が 皆様 
方の 上に あるよう に。 私 は， なぜ 証 
の 声 を 上げる の をた めら う 人が いる 
のか 理解で きない。 私に とって それ 
は， 不思議な 驚くべき 業で あり， 世 
界 中で 最も 偉大な 動きで ある。 万事 
がー 夜の 夢の よ う に はかなく 消え去 
つて ゆく 今日に あって， この 教会， 
この 王国 は 神の 命じた も う た 行く末 
に 向かって 絶えず 発展して ゆく ので 
ある。 これら の 証 を， 主 イエス • キ 
リスト のみ 名に よって 述べる も ので 
ある。 アーメン。 


228 


正しく 尊い 目的 


大 管長 


ス ペンザ 一 • W • キン ボール 


リ 
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愛する 兄弟 姉妹の 皆さん。 栄え あ 
る 大会 も 終りに 近づいて きた。 多く 
の 教会 幹部の 方々 が 述べて 下 さった 
説教 や 証 は 正直で， 深い 意味 を 持つ 
た， しかも 皆 人々 の 心 を 動かさずに 
はお かな いもの ばか りだつた。 彼ら 
は 皆 霊感に よって， 主の み 言葉 を 語 
つていた からで ある。 

何 か を 行なう 場合， どのような 方 
法で 行な うかと いう こと はとても 大 
切で ある。 しかし， 何のた めに 行な 
うかと いう ことの 方が， それ 以上に 
大切で ある。 

私たち は 主に 仕えよ う と 決意して 
おり， その 目的が 正しく  ， 尊い こ と 
を 確信して いる。 しかし 何にも まし 
て， 私たちに は， 神が 現在 天に 住ん 
で おられ， また 神の 御子 イエス' キ 
リス 卜が 私たちに ひとつの 計画 を 与 
えて 下さった という 知識が ある。 こ 
の 主の 計画に よって， 私たちと 愛す 
る 者た ち は， 忠実で あれば 永遠の 生 
命 を 授かる ので ある。 この 永遠の 生 
活は， 達成と 喜びと 発展に 満ちた， 
多忙な， 目的の ある 生活であろう。 

あなた 方 は， この 世に おいて これ 
までに 味わった 喜びの 中から 最も 大 
きな もの を 思い出せ ると 思う。 とこ 
ろが 次の 世の 生活 はこの 世の 生活の 
延長で あり， この 世に 増して 大きく， 


倍加され た， しかも もつ と 望ま しい 
意味の 深い 事柄 を 伴う ので ある。 こ 
の 世の 交わりす ベて を 通じて， あな 
た 方 は 進歩と 喜びと 成長と 幸福 を 得 
る。 そして この 世の 生涯 を 閉じた 後 
も 私たち は， 現世に 似た 状態の もと 
に 置かれる。 ただ 現世と 異なる 点 は， 
制限が 少なく， もっと 光栄が あり， 
大きな 喜びが ある という こ とで ある。 
ジョン • ヘンリー' ジョ ウエット 

はこう 語って いる。 「祭壇 を 築く こと 
はだれ にで もで きる。 だが， 火 を 呼 
びお こすた めに は 神が 必要で ある。 
家 を 築く こと も だれに で もで きる。 
だが， 家庭 をつ くるた めに は 主 〔と 
両親〕 が 必要で ある。」 （『家庭に おけ 
る 神』， ジョン' ヘンリー' ジ ヨウ ェ 

ット， treasury  of  Inspiration 
「インスピレーションの 宝」， ライ 
フ •  L  'ゥッ ズ編， P.  260) 

あなたがたが これまでに たびたび 
耳に してきた 教会の この 基本 プロ グ 
ラム は， 家庭 を 本来の 目的 を 果たせ 
る 場と する もので あり， 家族に 霊感 
と 啓示 を 与える ものである。 自分 自 
身の 思いつきと 能力に のみ 頼って 物 
事 を 決める 人 は， 非常に 重大な 過ち 
を 犯す ことにな り， その 影響 はは か 
り 知れない。 

ある 人が 言って いるよう に， 「多く 


の 人々 は， 学齢に 達してから 博士号 
を 得る まで， 16 年ない し 20 年間， こ 
つ こつと 勉強 を 続ける。 そして 医学 
や 工学， 心理学， 数学， 社会学， 生 
物 学な ど を 学ぶ。 そのために 研究 や 
調査 を 重ね， クラスに 出席し， 授業 
料 を 払い， 教師 や 教授の 助け を 受け 
る。 ところ 力;， 万物の 造り 主で あり， 
すべての ものの 創造者で ある 神に つ 
いて 学ぶ と きに は， 祈り も 怠りが ち 
で， 研究す る 時間 もき わめて 限られ 
ている。 にもかかわらず， 神に つい 
ての 真理 を 見出す ことができる と考 
えてい るので ある。 

主が 私たちに， 聖典 を 調べ， 祈る 
よ う に 命じられ たの はこの 理由に よ 
る。 主 は 言われた。 「聖典 を 調べな さ 
い。 というの は， あなたが たは， 聖 
典の 中に 永遠の 命が あると 思って い 
るからで ある。 聖典 は， わたしに つ 
いて あかし をす る ものである。」 （欽 
定訳 ヨハネ 5  ：  39) また 主 は 言って 
おられる。 「ああ， 愚かで 心のに ぶい 
ため， 預言者た ちが 説いた すべての 
事 を 信じられない 者た ちょ。 キリス 
トは 必ず， これらの 苦難 を 受けて， 
その 栄光に 入る はずではなかった の 
か。」 （ルカ 24  ：  25，  26) 

パゥ ロはコ リント 人に 次の ような 
印象 深い 言葉 を 書き送つ ている。 「兄 
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弟た ちょ。 わたしもまた， あなたが 
たの 所に 行った とき， 神の あかし を 
宣べ 伝える のに， すぐれた 言葉 や 知 
恵 を 用いなかった。 
I なぜなら， わたし は イエス' キリ 
スト， しかも 十字架に つけられた キ 
リスト 以外の こと は， あなたがたの 
間で は 何も 知るまい と， 決心した か 
ら である。 

, わたしが あなたがたの 所に 行った 
時には， 弱く かつ 恐れ， ひどく 不安 
であった。 

そして， わたしの 言葉 も わたしの 
宣教 も， 巧みな 知恵の 言葉に よらな 
いで， 霊と 力との 証明に よった ので 
ある。 

それ は， あなたがたの 信仰が 人の 
知恵に よらないで， 神の 力に よる も 
のとなる ためであった。 

しかし わたしたち は， 円熟して い 
る 者の 間で は， 知恵 を 語る。 この 知 
恵 は， この 世の 者の 知恵で はなく， 
この 世の 滅び 行く 支配者た ちの 知恵 
でもない。 

いったい， 人間の 思い は， その内 
にある 人間の 霊 以外に， だれが 知つ 
ていよう 力 >。 それと 同じように 神の 
思い も， 神の 御霊 以外に は， 知る も 

の はない。」 （I コ リント 2  ： 1  一 6， 
11) 

また バウ 口 はこ う 続けて いる。 「と 
ころ 力；， わたしたちが 受けた の は， 
この 世の 霊で はなく， 神からの 霊で 
ある。 それによ つて， 神から 賜わつ 
た 恵み を 悟る ためで ある。 

この 賜物に ついて 語る にも， わた 
したち は 人間 の 知恵が 教 える 言葉 を 
用いないで， 御霊の 教える 言葉 を 用 
い， 霊に よって 霊の こと を 解釈す る 
ので ある。 

生れな がらの 人 は， 神の 御霊の 賜 
物 を 受け いれない。 それ は 彼に は 愚 
かなもの だからで ある。 また， 御霊 
によって 判断され るべき であるから， 
彼 は それ を 理解す る こ と がで き な 


い。」 （ I コ リント 2  •• 12—14) 

ヨブ は 語って いる。 「しかし 人のう 
ちに は 霊が あり， 全能者の 息が 人に 
悟り を 与える。」 （ヨブ 32  ：  8) 

「百卒長， および 彼と 一緒に イエス 
の 番をして いた 人々 は， 地震 や， い 
ろい ろので きごと を 見て 非常に 恐れ， 
『まことに， この 人 は 神の 子で あつ 
た』 と 言った。」 （マタ 27  ：  54) 

ある 時， ふたりの 人が 列車で 旅 を 
しながら キリ ス 卜の すばらしい 生涯 
について 話し合つ ていた。 そのうち 
の ひとり が 言 つた 。「イエス' キリス 
卜に ついて 扱ったら， 興味深い 物語 
が 書け ると 思います ね。」 

するともう ひと りが 答えた。 「それ 
を 書け るの は あなた だけです よ。 ィ 
エスの 生涯と 性格 を そのまま 描き出 
したら いかがで すか。 イエス. キリ 
ス ト は 神の 子で ある という 一般の 観 
念 を 破って， 人間臭い 人間と して あ 
りの ままに 描 くんです よ。」 

この 話 は 実行に 移され， 物語が 書 
き 上げられた。 提言した 人はィ ンゲ 
ルソー ル 大佐で， 著者 は ルー • ゥ ォ 
一 レス， その 著書 は 「ベン • ハー」 
であった。 

物語の 筋 を 組み立てる 過程で， 彼 
が 見出した の は， イエスが 罪と は 無 
縁のお 方 だ という ことであった。 そ 
の 生涯 と 性格 を 調べれば 調べ る ほど， 
ィ エス はた だの 人間以上のお 方で あ 
ると いう 確信が 深まって く るの だつ 
た。 そして 最後に， 十字架の 下の 百 
卒長 のよ うに， 彼 も 「まことに， こ 
の 人 は 神の 子であった」 と 叫ばずに 
はいられな く なった ので ある。 

私が 以前 考えた こと も 感じた こと 
もない 事柄 を， 主 は 夢 を 通して 人々 
に 明ら 力、 にして こられた。 ジョージ' 
F  • リチ ヤー ズが 会長の ときに， 十 
二 使徒 評議員 会の 席上で， 私 は 一度 
ならず この こと を 聞いた。 リ ゲラ ン 
ド • リチ ヤー ズ 兄弟の 尊父で ある リ 
チ ャ ーズ 会長 はこの よ う に 語った。 


「兄弟た ち， 私 は 夢 を 信じて いる。 
主 は 私に 幾度 も 夢を見せ て 下さった。 
それ は 私に とって， あたかも 現実の 
ようであった。 また， 国 を 飢饉から 
救う 手段と なった パロの 夢 や， 故国 
から 一行 を 率いて 大海 を 渡り， この 
約束の 地へ 来る よ う 告げた リー ハイ 
の 夢 や， その他 聖典に 記された 数々 
の 夢の ように， 私の 夢 も 神からの も 
のだった。 

私 た ち が 大切 な 夢を見る に ふさ わ 
し く ない という こ とで はない。 40 年 
以上 前に 私 は ある 夢を見た が， それ 
は 主からの ものである と 私 は 確信し 
ている。 私 はこの 夢の 中で， 中空に 
立って おられる 救い主の み 前にいた。 
私 は 主から 何の 言葉 も 受けなかった 
が， 主に 対する 私の 愛 は， 筆舌に 尽 
くせない ほどであった。 この 世の 人 
はだれ も， 神が 示し を 与えた まわな 
い 限り， 私が 救い主に 対して 感じた 
よ う な 愛 を 主に 抱く こと はでき ない 
こと を 私 は 承知して いる。 私 は その 
まま 主の み 前にと どまり たかった。 
けれども， ある 力に よって 私 は 主 か 
ら 引き離された。 

その 夢を見た 結果， 私 は， 何が 求 
めら れょ う と， 福音が 私に 何 を 求め 
ようと， 私に 求められる もの はたと 
え 命で も 差し出そう という 気持に 駆 

られ た。 

また， 『わたしの 父の 家に は， すま 
いがたく さん ある。 …… あなたがた 
のために， 場所 を 用意し に 行く …… 
わたしの おる 所に あなたがた も おら 
せる ためで ある』 （ヨハネ 14  ：  2  ， 
3) と 救い主が 弟子た ちに 言われた 
が， その 言葉 を 聖典で 読んだ ときに 
もそう であった。 そこが 私の 望んで 
いた 場所な の だと 思う。 

救い主と 一緒にい る ことができ， 
あの 夢の 中で 味わった 同じ 愛の 気持 
を 抱け るなら ば， それ こそが 私の 存 
在の 目標で あり， 生涯の 望みな ので 
ある。」 
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ジョージ •  Q  • キ ヤノ ン 長老 は， 

一時 教会の 大 管長 会で 働いた 人で あ 
るが， 彼 はこの ように 語って いる。 
「私 は 神が 生きて おられる こと を 知 
つてい る。 また イエス が 生 きて おら 
れる こと も 知っている。 私 は 現に 主 
に まみえ たからで ある。 これ は 神の 
教会で あり， 私たちの 贖い 主で ある 
イエス' キリス 卜の 上に 築かれて い 
る こと を 知っている。 私 は 事実 を 知 
つてい る 者と して， 主 イエス 'キリ 
ス 卜の 使徒と して あなた 方に 証す る。 
今日， 主の み 前にあって あなた 方に 


証す る ことができる。 主 は 現在 も将 
来に わたっても 生き 続けた もう。 ま 
た 主 は 争う 者の ない 統治者と して 地 
上に 来られ， 世界 を 治められる であ 
ろう。」 （1896 年 10 月 総 大会の 説教 
fhe  Deseret  Weekly  「ザ • ァセレ 
ト • ウィークリー」 1896 年 10 月 31 日 ， 
第 53 巻， P.  610) 

兄弟 姉妹た ち， 教会 幹部 はこれ と 
同じ 証 を もっている。 そして それが 
真実で ある こと を 知っている。 彼ら 
は， 天父から 遣わされた 真の 僕な の 
である。 


兄弟 姉妹た ち， 私 は これらの 予言 
者た ちの 証に 私の 証 を 加えたい。 私 
は 主が 生きて おられる こと を 知って 
いる。 また， 主に まみえ る ことが で 
き， 主 と共にい る ことができる こと 
を 知っている。 主の 戒め を 守って 生 
活し， 主に 命じられ， 幹部の 兄弟た 
ち に 促 さ れた 事柄 を 実行す るなら ば， 
私たち はいつ も 主の みそば にと どま 
る ことができる であろ う 。 

私 は あなた 方に この 証 を 残す。 主 
イエス. キリス ト のみ 名に よ つて， 

アーメン。 
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大 祝福 師 


，-' や' 


神 は 欺かれ ざれば なり 


大 管長 


ス ペンザ 一 • W • キン ボール 


兄弟 姉妹， 友人の 皆さん， この 大 
会で お会いで きる こと を 心から 喜ん 
でい る。 皆さんが， この 大会で 語ら 
れ るすべ ての 事柄から， 励ましと 霊 
感を 受けられ るよ うにと 願って いる。 

私たち は 記者会見の 度に， 「ところ 
で， 教会の 状態 はいかが です か」 と 
いう 質問 を 受ける。 その都度， 私た 
ち は 「教会 は 順調に 大き く， 強くな 
つてい ます」 と 答えて いる。 

現時点で， ステーキ 部の 数 は 全 世 

界に 661 を 数える。 私が 教会 本部に 入 
つた 1943 年に は 148 しかな く， また 海 
外に は ひとつの ステーキ 部 もなかつ 
た。 教会が 大海 を 越え， 大陸に 至る 
まで， 私たち は 何年 も 待たなければ 
ならなかった。 しかし， ロムニー 副 
管長が 1958 年 5 月に ニュー ジー ラン 
ドの オーク ラ ン ドに ステーキ 部 を 組 
織され たの を 皮切りに， 現在 海外に 
は 86 の ステーキ 部 を 数えて いる。 
1943 年の 時点で は， 宣教師の 数， 活 
動と もに 小規模で あつたが， 現在 は 
112 の 伝道 部， 661 の ステーキ 部 伝道 
部 を 擁し， 約 1 万 8000 名の 宣教師 を 
派 遺して いる。 着実に 成長の 歩み を 
進める この 姿 を 私たち は うれしく 思 
つてい る。 

私た ち が なぜ これほどまで に 幸福 
なのかとの 質問 を 受けた ら こう 答え 


る。 「それ は， 私たちに はすべ ての も 
のが あるから です。 すなわち， あら 
ゆる 機会に 満ちた 人生， 死 を 恐れな 
い 確信， 成長， 発展が， とどまる こ 
とのない 永遠の 生命が ある か ら で 
す」 と。 

世界の 四方に いる， 数多くの 人種 
からなる 330 万の 会員と と もに， 私た 
ち はま た 新た な 成長 と 発展の 年を迎 
えようと している。 

私たち は 集会に 出席し， それぞれ 
に 責任 を 果たすべく 努めてい る。 神 
殿への 参 人 者 数 は 増加の 一途 をた ど 
り， そこで 行なわれた 儀式の 数 は， 
私たちが 霊的に 大き く 成長して いる 
こと を 示して いる。 大学， インス テ 
ィテ ユート， セミナ リー， そ の他定 
例 集会での レッスン， これら 教育 プ 
口 グラムに も 満足すべき ものが ある C 
かくして， さらに 広範な 知識と 確固 
たる 証が 築かれて いる。 

世の 多くの 教会が 困難に 直面し 教 
会堂の 建築 を 差し控え， あるいは 断 
念して いる 今， 私たちの 建築 プロ グ 
ラ ム は 全世界で 進展の 一途 をた ど つ 
ている。 ほとんど 毎日の ように 新し 
い 教会堂が 建ち， 幸福で 忠実な 人々 
で 埋められ ている。 

私たち は 満足して いるので も， 自 
慢 している ので もない。 しかし， い 


ついかなる 時 も 救い主が 言われた 言 
葉 を 胸に 抱いて いる。 主 は 言われた, 

「もし わたしの 言葉のう ちに とどま 
つてお るなら， あなたが たは， ほん 
と う にわた しの 弟子な ので ある。 

また 真理 を 知る であろう。 そして 
真理 は， あなたがたに 自由 を 得させ 
るで あろ う。」 （ヨハネ 8  ：  31， 32) 

私たち は 主の 崇高な 祈り を 忘れて 
はならない。 

「わたしが お願いす るの は， 彼ら を 
世から 取り去る ことで はなく， 彼ら 
を 悪しき 者から 守って 下さる ことで 
あります。 

わた しが 世の も のでない よ う に， 
彼ら も 世の もので はあり ません。 

真 通に よって 彼ら を 聖別して 下さ 
い。 あなたの 御言 は 真理で ありま 
す。」 ( ョ ハ ネ 17  ： 15-17) 

兄弟 姉妹の 皆さん， 私たち は 美化 
キヤ ンぺ ーンに 着手した。 私たち は 
多くの もの を 捨てる。 人口の 増加よ 
り も はるかに 早い ス ピー ドでこ 'みは 
たまって ゆく。 そこで 皆さんに 家の 
内外 を きれいに する よ う 求めたい。 
「人 は 土地の 管理者であって， 所有 
者で はない」 ので ある。 

壊れた へい は 修繕す る 力'， さもな 
くば 取り払い， 使わない 納屋 は 修繕 
し， 屋根 を ふき， 塗装し， あるいは 


237 


処分し， 家畜 小屋 や 囲い は 修繕し， 
ペンキ を 塗る か あるいは 処分し， 雑 
草の 生い茂った 水路の 周辺 を きれい 
にし， 人の 住んで いない 建物 は 壊す 
べきで ある。 都会， 郊外 を 問わず 私 
たちの 社会の 全域に わたって， 納屋， 
家畜 小屋 を 清潔に し， 修理し， 塗装 
し， 歩道 を 作り， 水路の 周辺 を きれ 
いにし， 私たちの 財産 を 目に 麗しい 
ものと していた だきたい。 
若人の グループ， 補助 組織， 神権 
定員 会に 対して， この 美化運動 を 強 
力に 推進す るよ う 依頼して いる。 
主 はこの よ う に 言われた。 
「地と， それに 満ちる もの， 世界と， 
その 中に 住む 者と は 主の もので あ 

る 。」 （詩篇 24  ： 1 ) 

「われ 主なる 神， かの 人 （アダム） 
をと り 彼 を エデンの 園に 置きて この 
園の 手入れ をな さしめ， また これ を 
守らし めた り。」 （モー セ 3  ： 15) 

私たち は 皆さんの 手に ある 財産 を 
美しく 飾り， 保護す るよう 強く お 願 
いしたい。 

再び 大切な 選挙の 時が やって来た。 
皆さん に 政党の 綱領 をよ く 研究し， 
候補者に ついて 知る よ う 勧めたい。 
そして 主の 導き を 求めて 祈って から， 
投票所に 行 つ て 投票 していた だきた 

私たち は いわゆる 一夫多妻 主義に 
関して 警告したい。 これ は あなたが 
た を 真理から 迷わせる ものである。 
主 は 数十 年 前 に 予言者 を 通して この 
計画に 終止符 を 打 たれた。 そして 予 
言 者 は こ の 啓示 を 全世界に 宣言した。 
外部の 人々 は あなた を 欺き， 大きな 
悲しみと 自責の 念 を 与えよ うとして 
いる。 これら あなた を 惑わす ような 
人々 とい かなる 関係 も 持って はなら 
ない。 主の 言葉 を 無視す る こと は 誤 
りで あり， 罪で ある。 主 はこの こと 
について すでに 断言して おられる。 

子供た ちに 名誉と 高潔， また 正直 
について 教えて いただきたい。 盗み 


が どれほど 罪深い ことか を 知らない 
子供が 私たちの 中に いる， というよ 
うな ことが 考えられ るだろう 力、。 
破壊 行為， 盗み， 強奪な どの 蔓延に 
は 信じ 難い ものが ある。 家族 を 正し 
く 教育し， この 潮流から 守って いた 
だきたい。 

兄弟 姉妹， 私たち はこの 民に， 忠 
実で あるよ う に 教えて いる。 「われら 
は， 王， 大統領， 統治者， 長官に 従 
うべき を 信じ， また 法律 を 守り， 敬 
い， 支うべき を 信ず。」 （信仰箇条 第 
I2 条） 常に 忠実で あり 誠実で ありな 
さい。 

私た ち の 教会の 最 も 大き な 特徴 と 
いえば， それ は， 教会員が アル コー 
ル 飲料， 茶， コーヒー， タバコ を 断 
つてい る ことであろう。 この 計画に 
従う 勇気と 証 を 持って いない 者 も 幾 
ら かはいる 力;， 大多数が これ を 厳格 
に 守って いる。 

現代の 予言者 を 通じて 神よりの 啓 
示が 多く 与えられて いるが， その ひ 
とつに 知恵の 言葉と して 知られて い 
る 教義と 聖約 89 章が ある。 現在に 至 
るまで 141 年間， 私たち はこの 啓示が 
伝える 偉大な 真理 を 実践して きてい 
る。 すなわち ぶどう酒と 強き 飲料 を 
避け， 茶と コーヒー は 体の ためにな 
らず， いかなる 形で でも タバコ をた 
しなまず， ただ 打 身と すべての 病め 
る 家畜に 効く 薬草で ある こと を 知つ 
ている。 （教義と 聖約 89  ：  8 参照） 

最近 「何 か を 始める 日」 を 設けて 
いる ミネソタ州の ある 町で， 公共 機 
関 を 通じて 人々 に 禁煙 を 勧めた とい 
う ニュース を 耳に した。 そして 1 月 
7 日に それ を 実施し， 271 人が 禁煙 を 
実行した と 聞いて いる。 このように 
物事に 目覚めて いる 社会と その 指導 
者た ちに 賛辞 を 送りたい。 

さて， ここ 数年 来 私たち は， この 
知恵の 言葉に よって 制限され ている 
もの を 飲用す る ことが， 数え 切れな 
いほ ど 多くの 疾病の 原因と なって い 


る こと を 多くの 医学者 を 初め， 他の 
人々 から も 認められ ている こと を 聞 
いている。 私 は 親しい 友人の 病床に 
立ち， 彼が がんで 他界す るの を 目に 
した ことがある。 医師の 話に よると 
タバコが 原因と なった という ことで 
あった。 私 はまた アルコール という 
悪魔に 殺された 人々 の 埋葬 を 手伝い， 
そのほか 罪のない 多くの 人々 が 酔つ 
払 !■ 、運転の 犠牲 となって 亡くなった 
こ と も 知っている。 

アル コー ル 飲料 は 罪の な L 、第三者 

にまで も 多くの 悲しみ， 苦痛， 苦悩， 
死 を もたらし ている。 社交 上で しか 
酒 をた しなまない 人 は， 絶対に アル 
コール 中毒に ならない と言う。 しか 

し， そう 言い切れ るだろう 力、。 

知恵の 言葉 を 破る 者 は， 奇妙な， 
もっともらしい 言い訳 を 並べる。 ど 
うして， 生ける 予言者 を 通して 与え 
られた 啓示 を 無視して いてよ いだろ 
う 力 >。 主 はこの 啓示 を 別の 予言者に 
よって 繰り返し， はっきり とした 戒 
めと された。 
実業界で は アルコール を 勧める の 

を もてなし とする 習慣が ある 力;， 私 
たち はこれ を 嘆いて いる。 特に ク リ 
ス マスの 時期に なると， 多くの 人々 
は 主 イエス. キリストの 降誕 を， い 
わ ゆる 社交 パーティ 一とい う 形で 祝 
つてい る。 実は これ は 主 を 侮辱して 
いる ことなの である。 人々 は 楽しい 
時 を 持と う と して 酒 を 飲み， 活力 や 

自信 を 得る ために 酒 を 飲んで いる 力 N 

これ は 何と 悲しい 習性だろう 力、。 

私たち は 皆さんに， あらゆる 種類 
の 薬剤 をで きる 限り 避けて いただき 

たいと 申し上げる。 精神安定剤 や 8 

眠 薬に 頼る 人が あまりに も 多い。 こ 
れら はかならず しも 必要で はない も 
ので ある。 

数 知れない 多 く の 若者が マ リ フ ァ 
ナゃ 麻薬の 類で， 心身 を 損ね， ある 
いは 廃人 化して いる 力;， 実に 悲しむ 
べき ことで ある。 


238 


も う ひとつ 警告したい ことがある。 
それ は 多くの 人が 安息日に 日用品 を 
買って いる という ことで ある。 も し 
私たちが この 日に 買い物 をし なけれ 
ば， 多くの 従業員が 仕事から 解放 さ 
れ， 休息と 礼拝の 時 を 持つ ことが で 
きる だろう。 しかし， 多くの 人々 が 
言い訳 や 詭弁 をろう して， 安息日に 
買い物 をす る こと を 正当化し よ う と 
している。 すべての 人に 申し上げる。 
安息日 を聖く 保ち， 日曜日の 買い物 
を しないよ うに， と。 

忠実な 末日 聖徒 は， 賭ける 賭けな 
いに かかわらず ギャンブルに 使う ト 
ランプ 遊び を しないと 思う。 競馬， 
ゲーム， スポーツ 一切に 関して ギヤ 
ン ブル を しないよ うに 強く 求めたい。 

この こ とに 関して は 明朝の 福祉 集 
会で 多くの ことが 語られる はずで あ 
る。 多くの 人が 親の 責任 を ほかの 機 
関に 任せて いるが， これ はまった く 
遺憾な ことで ある。 

生活必需品 を 一年 分 貯蔵 するとい 
うこと に 無頓着な 人々 もい る。 緊急 
時に 人々 の 必要 を 賄 う ための 教会の 
プロ グラムに 十分な 資金と 物資 を蓄 
えたいと 願って いる。 そして 援助 を 
受けた 人 は， それに 対して 相互依存 
の 精神で 積極的な 働き をされ るよ う 
に 強く 勧めたい。 監督の 皆さんに 申 
し 上げる。 援助 を 与える に当たって 
は， 物惜しみ をしても いけない し， 
与え 過ぎても 良くない。 また 援助 を 
受ける 人が 正直， 公正で 分別の ある 
人 かど う か を 見極めて いただきたい, 

災いの 時が 来たら， 多くの 人 はび 
んに 果物 を 詰め， 庭 を 耕し， 果物の 
木 を 植えて おいて， 日用の 食糧 だけ 
は 自給で きる よ うにして おけば よか 
つたと 思う ことだろう。 

主 は 私たちが だれに も 依存し ない 
で 生活す るよう 意図され た。 しかし 
多くの 農夫が 牛乳 を 店から 買い， 家 
屋と 土地 を 持って いる 者が 園芸 野菜 
を 店から 買って いる。 やがて 荷 を 運 


ぶ 自動車が 来な くな り， 店の 棚が 空 
になった 時， 多くの 人々 が 飢える こ 
とであろう。 
私 た ち は 労働の 大切 さ を 知ってい 

る。 十戒の 第 4 番目に， 「六日の あい 
だ 働いて あなたの すべての わざ をせ 
よ」 （出 エジプト 20:  9) と言われて 
いる。 一方 労働時間 が 急速 に 短縮 さ 
れつつ ある 現状 は， 一体 全人 類の た 
めになる の だろ う 力、。 主 ははつ き り 
とした 意図の も とに これ を 語られた 
と 思う。 私た ち は 遊ぶ こ と や 旅行す 
る ことし か 考えず， 私たちの 経済 は, 
物見遊山 にうつつ を 抜かす 大衆， ゲ 
ームに 興じる 大衆， 酒飲みの 大衆に 
貢献して いるよ う に 思われて ならな 

い 0 

私たち はさ らに， 家庭， 店舗， レ 
ス ト ラン その他に 非常な 無駄 を 見て 
いる。 食事が 終わる と， 多くの 食物 
を ごみ箱に 捨てて しまう。 それ は， 
恵まれない 国で ひと 口の 食べ物 を 求 
めて 飢えて いる 多く の 人々 の 必要 を 
賄う こ とので きる 量な ので ある。 多 
くの 人々 が 飢えて いる 一方で， 私た 
ち は 多く を 投げ捨て， むだに してい 
る。 

私たち はこれ まで， 自分の 家 を 持 
つよう 会員た ちに 奨励して きた。 自 
分の 家 を 持つ 人々 の 間に も 安定して 
いる 人と そうでない 人と がいる。 分 
折 家 は 再び 苦難の 時代が 到来す る こ 
と を 予測して いる。 その 時， 全 収入 
ある いは それ 以上 を 費やして いる 人 
々はどうす るの だろう 力、。 就職の 機 
会が な くな り， 収入が 減 ら されたら 
どうす るの だろう 力、。 あなた は 収入 
の 範囲 内で 生活して いるだろう 力'。 
事態が 悪化したら 支払えな いような 
負債 を 負って いないだろう 力、。 経済 
的な 打撃 を 受けた 時に， それ を 十分 
に 緩和す る もの を 持って いる だろ う 
か。 

食糧 品の 価格 は 高騰して いる。 し 
かし， 失業して， 収 人が 大幅に 減少 


する こと を 思えば 耐えられよ う 。 

娯楽施設に 行って 驚く こと は， 神 
への 冒瀆が 公然と 認められ ている こ 
とで ある。 戒め は 言う。 「あなた は， 
あなたの 神， 主の 名 を， みだりに 唱 
えて はならない。」 （出 エジプト 20: 
7) 祈りと 説教 以外の 場で， 主の み 
名 を 用いるべき ではない。 神への 冒 
瀆 はかって 重罰に 値する 罪であった。 
冒瀆と は， 道徳的に 弱い 人が する 強 
がりで ある。 

私たちの 民の 両親， 指導者 は ポル 
ノゲラ フィ 一に 対して 妥協 を 許して 
はならない。 これ こそ 実は ごみで あ 
るのに， おいしい 食物と して 売られ 
ている。 多くの 作家 はそう いった 食 
物で 社会 を 汚す ことに 喜々 と してい 
る 観が ある。 これ を 法令で 規制す る 
こと はでき ない。 ポルノ グラフ ィー 
と 性の 放縦， 倒錯に は 関連性が ある。 
私たち は 官能的な 意味での 極度の 興 
奮 状態， ストリーキング， その他 狂 
気の 沙汰 を 崇拝す る 世界に 住んで い 
る 。 人間 の 低劣 化 は どこまで 進む の 
だろう 力、。 私たちが 世に 染まらぬ よ 
う 守りた まえと 主に 祈る。 相当な 地 
位に ある 人々 が 心 と 霊が 汚染 された 
地に 投げ込まれ ている 現状 はまこと 
に 悲しむ ベ きこと である。 私たちの 
民 すべてが 全力 を 尽く して この 醜悪 
な 改革に 足 を 踏み入れな いよ う 呼び 
掛けたい。 

ポルノグラフィー が 無害で あるか 
のように 主張す る 人が いるが， 実に 
ばか げた ことで ある。 犯罪と 関係が 
ある こと は 明白で ある。 殺人， 強盗， 
婦女 暴行， 売春， 営利 目的で 堕落 行 
為 を あおる ことな ど は， この 不道徳 
という 思いに よって 培養され る。 性 
犯罪の 統計 は， 犯罪 と ポ ルノ グラフ 
ィ 一の 間に 一定の 関係が ある こと を 
物語って いる。 

ポル ノゲラ フィ 一は 社会的な 標準 
を 下落 させる 以外の 何物で もない。 
家族 は あらゆる 手段 を 尽く して 子供 
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たち を 守って いただきたい。 私たち 
は 何 も かも が 許 さ れる 世界に 住んで 
いるが， 許す 世界すな わち 退化す る 
社会に 埋没 しないよ うはつ きりとし 
た 意識 を 持つ 必要が ある。 自由 を 主 
張す る 世の 多くの 人々 が 道徳的に 堕 
落した 状態に 陥って しまって いる こ 
と を 私たち は 驚いて いる。 不道徳 を 
許容しょう とする 趨勢が， この 世代 
の 人 々 の 道徳 意識 を 破壊 してし まう 
ので はない かと 恐れる ので ある。 
カリフ ォ ルニァ 州 知事 リ 一 ガン 氏 

はこの よう に 述べて いる。 「われわれ 
はこの 人道主義 社会に おいて 被告人 
の 持つ 権利 を 擁護して きた。 無実の 
人 を 罰する こ と 以上に 恐ろしい こと 
はない。 し 力 、し， 今や， われわれ は 
罪人に 対 して 必要 以上の 気 遺い を し 
ている。 我々 は 罪人 を 犯人と は 呼ば 
ず， 病人と 呼んで いる。 確かに 彼 は 
病気 かも 知れない。 しかし 社会の 生 
んだ 敗北 者で も ある。 社会が その 罪 
に対して 裁き を 受けないで いるのに， 
どう して 彼が 責め を 受けなければ な 
ら ない のか。」 

私たち は 犯罪者 を 罰する こと， さ 
ら には子 供 をし つける ことまで もた 
めら つてい るかの よ うで ある。 合 衆 

国の 犯罪 増加率 は， 人 [U 増加率の 9 
倍 近くに 達して いる と言われ ている。 
合 衆 M で 過去 2 年間に 生まれた 第一 
子の 三分の 一は， 婚姻 関係に ない 両 
親から 生まれた と言われ ている。 合 
衆 国で は 1 年間に 約 40 万の 私生児が 
生まれて おり， 他の 多くの 国々 も 同 
様の 記録 を 示して いる。 高等学校 を 
中退す る 女子 生徒の 約 半数 は 妊娠の 
ためで ある。 ほ 力 > にも 驚くべき こと 
が ある。 毎年 100 万人 以上の ァメ リ 力 
人 女性 が 不法 な 堕 胎を 行なって いる。 
これ は あらゆる 罪の 内 最も 卑しむ ベ 
き ものの ひとつで ある。 厄介払いの 
ために， 体面 を 守る ために， あるい 
は 楽 をす るた めに， 生まれ 来るべき 
子供 を 葬って いるので ある。 この 堕 


胎 のために， 毎年 約 8 千 人の 女性が 
命 を 落として いる と言われ ている。 
また 報告に よれば， 合衆国の 大学生 
の 死因 で 第一位 を 占める のが 自殺 だ 
そうで ある。 

ある 有名な 作家に よれば， 「イエ 
ス • キリスト は その 道徳的 厳格 さ の 
ゆえに， もはや 世の 人々 の 心 を とら 
える ことが なくなって きている。 キ 
リ ス ト は その 道徳的 厳格 さ を もって, 
あらゆる 行動 を 非難して いる。」 キリ 
ス トは 私利 私欲 を むさぼる 社会 を 非 
難して いる。 安 免 を 求める 風潮， 事 
なかれ 主義 を 非難し， 私たちの 道徳 
的 放縦 を 非難して おられる。 また 力 
に 頼る 私たち， 愛 を 否定し， 気高い 
人生 を 歩む こと を 拒む 私たち を 攻撃 
して おられる。 私たちの 社会 は， 安 
楽の み を 愛する 社会で あり， 安楽と 
文明と を 同じ もの だと 考えて いる。 
主の 計画 は 厳格で ある こ と を 天父と 
御子に 感謝 申し上げたい。 

ハ' ゥロ はこの こと を はっきりと 述 
ベて いる。 

「きょい 人に は， すべての ものが き 
よい。 しかし， 汚れて いる 不信仰な 
人に は， きょい もの は 一つ もな く， 
その 知性 も 良心 も 汚れて しまって い 
る。 

彼ら は 神 を 知ってい ると， 口で は 
言う が， 行いで は それ を 否定して い 
る。 彼ら は 忌まわしい 者， また 不従 
順な 者であって， いっさいの 良い わ 
ざに 関して は， 失格者で ある。」 （テ 
トス 1 ： 15, 16) 

家庭 は 教育の 場で ある。 すべての 
父親 は 息子に， 母親 は 娘に 教える ベ 
きで ある。 その後 子供た ちが 受けた 
助言 を 無視した としても， 子供た ち 
に は 何ら 弁解の 余地がない。 

道 を 踏み外す 両親の 数に 私たち は 
驚かされる。 不信仰の 結^いた 離 
婚， 家庭の 分裂の 数 を 見る 時， 私た 
ち は 教義と 聖 約に 記されて いる 基本 
原則に 目 を 向けざる を 得ない。 


「汝 …… 姦淫 を 犯すな かれ。 …… ま 
た 何事 にても これに 類す る こと を 為 
す ことな かれ。」 （教義と 聖約 59  ： 
6) 

すべての 人に 申し上げる。 心と 体 
を 清く 保ち， 滅亡と 大きな 苦しみ を 
も た らす 道に 足 を 踏み入れて はな ら 
ない。 主 は 言われる。 

「『姦淫す るな』 と言われ ていた こ 
と は， あなたがたの 聞いて いると こ 
ろで ある。 

しかし， わたし は あなたがたに 言 
う。 だれでも 情欲 をいだ いて 女 を 見 
る 者 は， 心の中で すでに 姦淫 をした 
ので ある。」 （マ タイ 5  ：  27，  28) 

さて， 心の中の 卑しい 思い， 目の 
欲， 肉の 欲 は 大きな 罪へ とつな がる。 
すべての 男性 は 家庭に 愛 を 育む よ う 
にしなさい。 すべての 女性 は 夫 を 支 
え， 自分の 心 を 本来 あるべき ところ， 
すなわち 家庭に 置きなさい。 すべて 
の 若人 は 妥協 を 許 そ う とする 誘惑 か 
ら 離れ， みずから を 強く 律して 性的 
不純と いう 堕落から 身 を 守りなさい。 
彼ら は， なるべく 早い 内から， また 
すべての 面で， そして 継続して 悔い 
改めなければ ならない。 

同性愛 はいかなる 形で あれ 罪で あ 
る。 ポルノグラフィーが 罪に 走らせ 
る。 ここに どっちつ かずは 存在し な 
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ある 人々 は 男らし さ 女らし さ とい 
う 概念 を 無視し， 悪に ふけり， また 
明らかに それ を 打ち壊そう と してい 
る。 男性の よ う な 服装， 身繕い， 行 
動 をと る 女性が 次第に 増えて いる。 
他方 女性の ような 服装， 身繕い， し 
ぐ さ をす る 男性が 増えて いる。 この 
増大す る 中性 主義に よ つ て 人生の 高 
貴な 目的が 砕かれ， 損われて いる。 
神 は 御 自分の かたち に 人 を 創造 さ れ 
た。 すなわち， 男と 女に 創造され た。 
主 は 最も 善き こと を 知って おられる。 
性 を 変える 男女 は 創造主に 対して 償 
い をし なければ ならないだろう。 
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J • ルーベン • クラーク • ジュニ 

ァ副 管長の 言葉 を もって 皆さんの 注 
意 を 喚起したい。 「私たちの 文明 は， 
純潔， 神聖な 結婚， 聖ぃ 家庭に 基 を 
置く。 これら を 打ち， 滅ぼす 者 は， 
キ リ ス ト 教徒と いえ ども 野獣と 何ら 

変わる ところがない o」 Conferesce 
Report  「大会 報告」 1938 年 10 月， p. 
137) 

愛する 兄弟 姉妹の 皆さん， あなた 
がた は 信仰 を 試されて いる。 あなた 
は 指導者の 言葉 に 耳 を 傾けて いる だ 
ろう 力、。 

この 放縦の 世に おける 罪 は 何も 若 
人に 限られた ことで はない。 最近 私 
は 映画の 雑誌 を 読んで いて 驚いた こ 
とが ある。 ある 人が 結婚に ついて， 
単なる 法律上の 契約 を 負う だけの も 
ので あると 述べ， 次のように 語って 
いた。 「結婚 制度 は 廃止すべき である。 
そ う すれば 何 ら 社会的 圧力 もな く， 
ユー 卜 ピアの よ うなと ころになる だ 
ろう。」 彼から 質問 を 受けた ある 女性 
はこう 答えて いた。 「結婚なん て 廃止 
すべきで すわ。 私 は， 結婚せ ずに ふ 
た り で 静かに 暮らして いる 人々 を 知 
つてい ます。 でも， そうした 関係の 
中で 成長した 子供が 悪い 影響 を 受け 
るなん て 見た ことがない わ。」 

こういった 考え を 持って いるの は， 
結婚 をせ ずに 同棲す る こと を 唱道し 
ている 人 だけで はない。 私 はこの こ 
と を 私たちの 民に 力の 限 り を 尽くし 
て 知っても らいたい と 思う。 

も う 一度 申し上げる。 私たち 教会 
員 は 結婚す る。 すべて 正常な 人 は 結 
婚 すべきで ある。 （多少の 例外 は あろ 
う 。） すべて 正常な 結婚 をした ふた り 
は 親と なるべき である。 聖典 はこう 
語って いる。 

「何人に て も 結婚 を 禁ずる 者 は 神よ 
り 聖職の 按手 任命 を 受けた る 者に あ 
らず， そ は 結婚 は 神の 人に 定めた る 
ところ なれば な り 。 

この 故に， 人 各々 一人の 妻 を 有つ 


こと は義 し。 而し てこの 二人の 者 一 
体と なるべし。 すべて これ は， この 
世の 造られた る 目的に 適わん ためな 
り。」 （教義と 聖約 49  ： 15,16) 

地 は 結婚と 家族な くして 善と され 
ず， また 存続し 得ない。 老若 を 問わ 
ず 結婚 をせ ずに 性的関係 を 持つ こと 
は， 主の 目に 憎むべき ことで ある。 
悲しむべき ことに， 多くの 人々 はこ 
れらの 偉大な 真理に 目 を 閉じて いる。 

私たち はこれ まで 幾度と なく， こ 
れら 世に つける 有害な 事柄に ついて 
述べて きた。 私たちが 主の 祝福 を受 
ける ために 取り除かなければ なら な 
いその 他の 事枘 について 手 短 かに ま 
たはつ き り と 話したい と 思う。 

夫婦 は 互いに 愛し 慈しまね ばなら 
ない。 夫婦 は 特に 不信仰， 不道徳に 
よって 家庭 を 破壊に 陥れて はなら な 
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片親 だけで 成長して いる 子供の パ 
一 セン テージ が 日増しに 高まって い 
る。 これ は 主の みこ ころに かなう こ 
とで はない。 主 は 父親と 母親に 子供 
を 育てる よ う 望んで おられる。 子供 
から 両親 を 奪うよ う な 人 はやが て 厳 
しく 問いた だされる 日 が 来 る はずで 
ある。 主 は 片親で なく 両親に 対して， 
その子 供 を 正しく 教えない 時 「罪 そ 
の 両親の 頭に 留る べし」 と言われた。 

(教義と 聖約 68:  25) 崩壊した 家庭 
について 正当な 理由 を 申 し 立てる こ 
と は 難しい。 離婚の ほとんど は， 禾 IJ 
己 心の 結果で ある。 裁きの 日 は 迫つ 
ている。 家族 を 見捨てた 両親 は， 大 
いなる 裁き 主の 満 iii できる よ うな 弁 
解 や 言い訳 を 見付ける ことができな 
いだろう。 

繰り返し 申し上げる。 男女の 性 倒 
錯は地 を 満たす ことができない。 彼 
らは 弁解の 余地な く 罪に 定められる。 
いかなる 正当化 も 力 を 持たない。 そ 

して 神 は それ を赦 したまわない。 

堕眙 に関して， 私たち は 今年 生ま 
れ るべき 何百 万の 子供が 命 を 絶 た れ 


たという 報告に 悲しみ を 覚えて いる。 
この 忌まわしい 罪に 走った 女性， そ 
して 時には 罪が これ を 生んだ ので あ 
るが， 彼女ら を 助けた 人々 は， かな 
らず 応報が ある こ と を 覚える べきで 
ある。 神よ りの 罰が かならず 下る。 

結婚 は 永遠に わたる ものである。 
私たち はこの こと を 真剣に 考え， 行 
なって いる。 私たち は 両親と なって， 
子供た ち を 世に もたらし， 義 のうち 
に 育て， 教える。 

若人が 家族 を 制限す るた め に 手術 
し， かなりの 両親が この 精管 切除 手 
術 を 勧めて いると いう 報告に 私たち 
は あきれ 果てて いる。 忘れて はなら 
ない。 主の 再臨 は 近い。 愚かな 説明 
や 論理で は 満足され ない 聖 なる 判士 
は， 答えよう にも 言葉 を 見いだ せな 
い 質問 をされ るであろう。 主 は 公正 
に 裁き を 下される。 

なぜ 私 たち は 自分の 行く末 を 自分 
の 手の 中に と どめて しま う の だろ う 
か。 開拓者 時代に 最初に 粗末な 小屋 
を 築いた 時 以来， 真の 文明 は 家庭と 
家族が その 中心 を 占めて いた。 神よ 
り 与えられた 計画 を ゆがめる 者 はか 
な ら ず 悲惨な 結果 を 招く。 家族 はと 
もに 働き， と もに 遊び， と もに 神 を 
礼拝すべき である。 

私たち は 川の 流れに 浮く コルクの 
よ う に， 誤った 考え， 危険な 道， 悪 
魔の 教えに 行く末 を 任せる ことが で 
きる だろう 力'。 私たち はだれ に そそ 
のかされる のか。 安易な 道 をと り， 

「狭くて 細い」 道から， 悲しみに 至 
る 安易で 広い 道に 針路 を 転じる の 力、。 

(マ タイ 7  ： 13, I4 参照） 私たち は 愚 
かなこと はしない。 あなた は 耳 を 傾 
けて いる 力 >。 あなた は 中央と 地元の 
指導者の 忠告， 勧告に 従おう として 
いるだろう 力、。 それとも， たとえ 暗 
い 荒野に 通じる 道で あっても， 自分 
の 道 を 歩む の だろ う か。 

愛する 皆さん， 神が 祝福した も う 
よ うに。 天の 声に 耳 を 傾けなさい。 
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神 はま さしく 生きて おられる。 神 は 
公 率で あり， 義の 判士で ある。 正義 
は 同情， 赦し， 慈悲の 前 を 進む。 

覚えて おいていた だきたい。 神 は 
天に まします。 神 は 地球 を 組織され 
た 時， 目的 を もって おられた。 そし 


て 今 も 同じように 目的 を もって 私た 
ち を 見守って おられる。 神の 戒め を 
破る 者 は 自責と 苦痛のう ちに 歯が み 
し， 苦しむ だろう。 神 は 欺かれない。 
人が 自由意志 を 持って いる こと は 確 
かで ある。 しかし， 神が 欺かれる こ 


と はない。 （教義と 聖約 63  ：  58 参照) 
天父の 律法に 厳格に 従って 生活す 
るよう， ここで 勧告したい。 イエス- 
キ リ ス ト のみ 名に よ り 申し上げる。 
ァーメ ン。 
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あなたが 立ち直った 
ときには， 兄弟た ち を 
力 づけて やりなさい 


十二使徒 評議員 会 会員 


L • トム 'ペリー 


最近 私 はほんの 5 日間 ほどで は あ 
つたが， 学校に もどる 機会 を 得た。 
情報処理 関係の 講座に 招待され たの 
である。 初めは 学校の 雰囲気に 自分 
を 慣らす こと で 精一杯で あ つ たが， 
次第に 人間が 開発した 驚嘆すべき 近 
代 技術に 心 を 奪われて いった。 「キー 
ボ 一 ド に 記号 を 幾つ 力、 打 ち 込む だ け 
で， 5000 キロ 離れた 所に ある フ アイ 
ル から 情報が 得られる のです よ」 と 
いう 講師の 言葉に 私 は 面 食 ら つてし 
まった 力；， はたして わずか 5 秒 もた 
たない 内に その 情報が 映し出された 
ので ある。 

私たち は 新しい， キ ャ ビネ ッ ト タ 
ィ プの 小型 印字機 を 見せて もらった。 
高速で かさばる こと もない。 外見 は 
市販され ている 印字機と まったく 同 
じだ 力" 違う の は 今まで 私が 見た も 
のと 比べて 効率が はるかに 良く なつ 
ている という 点で ある。 作動 ボタン 
を 押す と， 普通の 印字機と 同じよう 
に 左から 右へ 印字 を 始める。 ところ 
が この 機械 は， もどりの 時 も 右から 
左へ 印字して しまう ので ある。 それ 
だけ 時間の 節約になる 計算で ある。 
私 は その 速度， 正確さに 目 をみ はつ 
た。 そして 今までの 機械の 常識 を 打 
ち 破った 画期的な 進歩に 驚嘆の 声 を 
上げた ので ある。 


こ の 人類 が 考え出し た 最新の 技術 
を いろいろ 調べて いる 内に， 私が 事 
務器 という ものに はじめて 接した 時 
のこと を 思い出した。 5 歳 か 6 歳の 
頃だった ろう 力、 それ は 当時 監督で 
あ つ た 父が 書記の 人た ちと 一緒 に 仕 
事 をす る 時に 使って いた， 古い， 手 
動の 計算機だった。 このように 事務 
機の 分野 だけ を 取って みても， 私の 
これまで の 生涯 の 内に 驚異的な 進歩 
を 遂げて 来て いるので ある。 

こうし た 科学技術の 発達の こと を 
考える と， 今後 どれ だけの 進歩が 得 
られる 力、 期待に 胸 を 膨らませないで 
はいられな いので ある。 同じように 
主の 創造の 過程 を 思い浮かべ なが ら ， 
私 は その 構成の 見事 さに:^ 怖の 念 を 
抱いて いた。 そして 主 は 世の 始めで 
ある 創造の 時から 地球が 日の 光栄の 
状態に 入る 最後の 時まで， 私たちの 
必要 を 満たす ために， 原料と なる も 
の をす ベて 与えて 下さって いる。 

今朝 私 た ち の 予言者が 弓 I 用した 偉 
大な聖 句 を ここで も う 一度 読んで み 
たい。 

「地と， それに 満ちる もの， 世界と， 
そのな かに 住む 者 と は 主の もので あ 
る 。」 （詩篇 24  ： 1 ) 

聖典の 中で 私が 面白い と 感じて き 
たこと が ひとつ ある。 主が 義 なるこ 


とに ついて 語られる 時に， 豊かな， 
満ち あふれた， 沢山の， といった 言 
葉が 発せられる という ことで ある。 
窮乏 や 欠乏 と いった 言葉 は 主から 来 
る もので はなく， 人間が 作り出した 
ものである。 人間が 「生めよ， ふえ 
よ， 地に 満ちよ， 地 を 従わせよ」 と 
いう 神の 最初の 訓戒に 従わなかった 
た め に 生 じた も のな ので ある 。 

主 は 私たちの 可能性 を 最大限に ま 
で 伸ばす ために， 死すべき 肉体 を 得 
てこの 地球上に いる 間に どのよ う な 
行動 をと るべき か を 私たちに 教えて 
下さって いる。 その 第一 は 主の 言葉 
を 信じ， 主 を 愛する こと， 第二 は 隣 
人 を 愛し， 彼らが 主の 実在 を 知り， 
主に 対する 証が 得られる よ う に 助け 
る ことで ある。 律法 学者が キ リ ス 卜 
に 次の よ う な 質問 をして き た。 「先生, 
律法の 中で， どのい ましめ がいちば 
ん 大切な のです か。」 答え はこうで あ 
る。 

「f 心 をつ く し， 精神 をつ く し， 思 
い をつ く して， 主なる あなたの 神 を 

愛せよ Jo 

これが いちばん 大切な， 第一の い 
ましめ である。 

第二 もこれ と 同様で ある， r 自分 を 
愛する よ う にあな たの 隣り 人 を 愛せ 
よ』。 これらの 二つの いましめに， 律 
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法 全体と 預言者と が， かかって い 

る」。 （マ タイ 22  ：  36-40) 

救い主の この 答えから， 私たち は 
ふたつの 偉大 かつ 基本的な 戒めが 何 
であるかが 分かる。 私 はこれ を あな 
た 方の 前にもう 一度 確認し， その 意 
味 を さらに 深く 理解 されん こと を 望 
みたい。 

第 1 の 戒めに ついては， モル モン 
絰の 中の， 父と 息子の 間に 起こった 
ひとつの 出来事が 語って くれる。 ァ 
ルマは 救い主の 時代よ り も 150 年 近く 
前に 住んで いた 大祭司で ある。 彼 は 
自分の 名 を 付ける ほどで あるから， 
よほど 息子 を 愛して いたに 違いない。 
しかし 息子 アルマ は， 成長す ると 父 
親の 教えから 離れて しまった。 聖典 
に はこ う 記録され ている。 

「かれは 非常に 罪深い 男で 邪神 を 信 
じ， 言葉が 多くて よく 人に へつらい， 
多くの 者 を まどわして 自分の してい 
るよう な 罪悪 を 犯させた。」 （モー サ 
ャ 27  ：  8 ) 

父 は 息子 アルマの 生活 を 変えよ う 
と 熱心に 努めた が， 効果がなかった。 
そこで 父 アルマ は 主の も とへ 行き， 
息子 アルマが しる し を 受けて みず 力、 
らの 悪事 を 知り， 正しい 道 を 示され 
るよう にと 願った ので ある。 息子 ァ 
ル マの 身の上に 驚くべき 出来事が 起 
きたの は その後であった。 天使が 彼 
の 前に 現われ， 悔い改め よと 命じた 
ので ある。 

この 偉大な 示現が 閉じられる や， 
息子 アルマ は 驚きの あま り に 地に 倒 
れて しまった。 そして 口 も 利け ず， 
力 を 失って 立つ こ と も できな かつ た。 
そこで 連れの 者 は アルマ を 担いで 父 
の もとに 運び， そこに 横たえた。 と 
ころが 父 アルマ は 大いに 喜んだ。 そ 
れ がまった く 主の 力に よ る もので あ 
る ことが 分かった からで ある。 そし 
て 父 は 祭司た ち を 呼び集め， アルマ 
が 再び 力 を 得る ことができ るよ う 二 
日 二 晩と もに 断食し 祈る よ うに 願つ 


た。 彼らの 祈り は 答えられ， アルマ 
は 力 を 得て 彼らの 前に 立ち上が り ， 
心配し ないで 喜んで くれと 言った。 
アルマ はこう 語った。 

「私 はすで に 罪 を 悔い改めて 主に 贖 
われた。 ごらん， 私 は 『みたま』 に 
よって 生れた。 

主 は 私に 『天下の 万民 は 男女 を 問 
わず， あらゆる 国民， あらゆる 血族， 
あらゆる 国語の 民， あらゆる 人々 に 
いたる ま でみ な 新に 生れ ざ る ベ か ら 
ざる こと を 怪しむな かれ。 人 はみ な 
神に よりて 生れ， その 堕落した る 肉 
欲の 有様よ り 正しき 有様に 移り， 神 

に W われて 神の 息子 または 神の 娘と 
な ら ざるべからず。 

かくて 人 は 新なる 者と なる。 しか 
ら ざれば 決して 神の 王国に 住む こと 
を 得ず』 と 仰せに なった。」 （モー サ 

ャ 27  ：  24-26) 

この アルマ の 言葉 は 私 た ち 一人 一 
人に とって 証と なる ものである。 そ 
れは， 心 を 入れ替えて 主の 道 を 歩む 
という 価値 ある， 実り 多い 経験 をし 
たいと 望む 時に， 私たちの 人生に ど 
のよ うな 出来事が 起きる 力 ゆ 教えて 
くれる からで ある。 

改宗 は 終 着 点で はない。 新しい 人 
生への 道の 出発点で ある。 では ここ 
で， 改宗した 後に 何 をすべき かとい 
う 第 2 の 戒めに ついて， 聖典の 中 か 
らもう ひと りの 偉大な 人物 を 紹介し 
よう。 キリスト が 地上で み 業に 携っ 
て おられた 時に， 最初に イエスに 従 
つ た 人々 の 中の ひと り について 新約 
聖書に 記録が ある。 聖典 は 記して い 

る 0 

「さて， イエスが ガリ ラャの 海べ を 
歩いて おられる と， ふたりの 兄弟， 
すなわち， ぺ テロと 呼ばれた シ モン 
とその 兄弟 アンデレ とが， 海に 網 を 
打って いるの を ごらんに なった。 彼 
らは 漁師であった。 

イエス は 彼らに 言われた， 『わたし 
について きなさい。 あなたがた を， 


人間 をと る 漁師に して あげよ う』。 

すると， 彼ら はすぐ に 網 を 捨てて， 
ィ エスに 従った。」 （マ タイ 4  ： 18 — 
20) 

さて， 漁が できる という こと はぺ 
テロに とって は 財産で あり， 世の 物 
を 得る 才能であった。 お気付き のこ 
とと 思う が， ぺ テロ は 最初から， 世 
の ものと 神の ものと， どちら か を 運 
択す るよ う に 求められて いたので あ 
る。 ぺ テロ は 救い主と 親しく 交わる 
という 地上で は 得難い 経験 を 通して 
改宗した のであった。 聖典に はぺテ 
口が ヤコ ブ， ヨハネと ともに 町から 
離れた 高い 山に 連れて行かれ， そこ 
で大 いなる 示現 を 受けた ことが 記さ 
れ ている。 

「ところが， 彼らの 目の前で イエス 
の 姿が 変り， その 顏は 日の ように 輝 
き その 衣 は 光の よ うに 白くな つ 
た。」 （マ タイ 17  ：  2  ) 

私たち は， このような 偉大な 示現 
の 後で も， 救い主が ぺ テロに 引き続 
きその 使命と 責任 を 思い起こさせて 
いる こ と に 気付く  。 

「シ モン， シ モン， 見よ， サタン は 
あなたがた を 麦の よ う に ふるいに か 
ける こと を 願って 許された。 

しかし， わたし は あなたの 信仰が 
なくならない ように， あなたの ため 
に 祈った。 それで， あなたが 立ち直 
つた ときには， 兄弟た ち を 力 づけて 
やりな さ い。」 （ルカ 22  ：  31, 32) 

そして ぺテ D は， 救い主が 人類に 

授けられた 中で， 最も 偉大な 顕われ 
を 目撃す る 特権に 浴した。 なぜ 偉大 
かとい えば， 十字架の 悲しみ を 目撃 
し， ついで 復活され た 主 を 見る 権利 
を 与えられ たからで ある。 し 力、 し復 
活を 目撃した 後で も， ぺ テロ は 自分 
自身の 改宗と いう こと を まだ 深い 意 
味で は と ら えてい なかった よ う であ 
る。 救い主 は 栄光のう ちに 弟子た ち 
に そのみ 姿 を 現わされた 後で 天に 昇 
られ， 弟子た ち は 再び 世に 取り残さ 
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れ たが， その 時べ テロが 最初に 考え 
たこと は， 世の 仕事へ もどる ことで 

あつに。 

聖典から 見て みよ う。 「シ モン • ぺ 
テロ は 彼らに 『わたし は 漁に いくの 
だ』 と言うと， 彼ら は 『わたしたち 
も 一緒に 行こう J と 言った。 彼ら は 
出て 行って 舟に 乗った。 しかし， そ 
の 夜 はなん の 獲物 も なかつ た。 

夜が 明けた ころ， イエスが 岸に 立 
つて おられた。 しかし 弟子た ち は そ 
れがィ エス だと は 知らなかった。 

イエス は 彼らに 言われた， 『子た ち 
よ， 何 力 > 食べる ものが ある カリ。 彼ら 
は 『あ り ません J と 答えた。 

すると， イエス は 彼らに 言われた， 
『舟の 右の 方に 網 をお ろ して 見なさ 
い。 そ う すれば， 何かとれ る だろ 

う Jo 彼ら は 網 をお ろす と， 魚が 多く 

とれた ので， それ を 引き上げる こと 

がで きなかった。」 （ヨハネ 21: 3  - 
6) 

ここで 救い主 はぺ テロに 偉大な 教 
訓を 与えて いる。 神に つける こと は， 
世に つける こ と を 越えて いると いう 
ことで ある。 主 は 世の 物で ある 魚 を 
人に 与える 力 を 持って おられる。 し 
かし 主にと つて は それ は 二義的な も 
ので ある。 

そこで 最後に， と もに 食事 を 済ま 
せた 後で， ぺ テロ は 救い主の 使命に 
ついて 偉大な 教訓 を 受ける。 

「ィ エス はシモ ン • ぺ テロ に 言われ 
た， 『ヨハネの 子シ モンよ， あなた は 
この 人た ちが 愛する 以上に， わたし 
を 愛する 力、』。 ぺ テロ は 言った， 『主 
よ， そうです。 わたしが あなた を 愛 

する こと は， あなたが ご存じです Jo 

イエス は 彼に 『わたしの 小羊 を 養い 

なさい』 と言われた。」 （ヨハネ 21: 
15) 

そして 救い主の 問い掛け は 2 度， 
3 度と 続き， ついにべ テロ は 心 を 痛 
め， 主に こ う 答える。 「主よ， あな 
たはす ベて を ご存じです。 わたしが 


あなた を 愛して いる こと は， おわか 
りに なって います。」 （ヨハネ 21 ： 17) 

ここでべ テロ は 「あなたが 立ち直 
つたと きに は …… 」 と言われた 救い 
主の みこ ころ を はじめて 悟った ので 
ある。 私たちが 立ち直った とき， す 
なわち 改宗した 時には， 救い主の 羊 
を 養う こと， 言葉 を 換えて 言えば 何' 
か を 行なう 責任が 生じて く るので あ 
る。 改宗に よって 私たちが 心に 決め 
た 事柄の 真価が 表われる の は， それ 
が 実行に 移された 時， すなわち 主 を 
知っている という 証が 基と なって 何 
かが 行なわれ， そこから 何ら かの 成 
果が 得られた 時で ある。 

この 改宗の 過程 は， 今の 神権 時代 
における 教会の 多くの 偉大な 指導者 
の 生活の 中に も 見いだ す ことができ 
る。 彼ら は 改宗 を 遂げた 後で， 非常 
な 熱意 を 持って 兄弟た ち を 強めよ う 
とした。 この 点で 常に 私の 心 を 動か 
すの がジ ヨン. ティ ラーの 話で ある。 

福音が はじめて ティ ラー 兄弟と そ 
の 家族に もたらさ れ たの は 1836 年の 
4 月， 彼らが カナダの トロント にい 
た 時で， パー レー •  P  • プラット 長 
老 によって であった。 当時 牧師 をし 
ていた ジョン • ティラー は， プラッ 
卜 長老が 教える 事柄 を ひと 言 も 聞き 
漏らす まいと 耳 を 傾けた。 そして プ 
ラッ ト 長老の 8 回に わたる 説教 を 書 
き 留め， 聖書と 照らし合わせて 矛盾 
がない かど う か 確かめよ うとした の 
である。 ティラー はこの 作業に 3 週 
間 専心し， 納得が いったので バプテ 
スマを 受けた。 

それから 1 年後， ジョン • テ イラ 
一は オハ ィ ォ州 カー 卜 ラン ドを 訪れ 
た。 当時 カート ラン ドは町 全体が 背 
教の 空気に 包まれ， 悲しい ことに 力 
ナダ への 伝道から 帰った パー レー • 
P  • プラット も， その 粉 争に 心 を 悩 
まされて いた。 ブラ ッ ト 長老 は なぜ 
予言者 ジ ヨセフが 誤りに 陥って いる 
と 思う か を ティ ラー 兄弟に 説明し よ 


うとした 力；， それに 対して ジョン' 
ティラー は， 次のように 確固たる 信 
念 を もって 答えて いる。 

「パー レー 兄弟， あなたが そのよう 
な こと をお つ しゃる と は 驚きです ね < 
カナダ を 立つ 前， あなた はジ ヨセフ' 
ス ミ ス が 神の 予言者 だ と 強く 証され 
ました。 また 彼が 始めた 業が 真実 神 
からの もの だと 言われました。 それ 
ばかりでなく， あなた は それらの こ 
と を 啓示に よって， 聖霊の 賜に よつ 
て 知った とおつ しゃった のです。 ま 
た， たとえ あなた や 天の使いが ほか 
のこと を 語った としても 信じて はな 
らな いと きつく 言われた では ありま 
せん 力、。 

パー レー 兄弟， 私が 従ってい るの 
は 人で はなく 神です。 あなたが 原則 
を 教えて 下さった お 陰で， 私 は 神に 
近づく ことができました。 私 は 今， 
あ な た が 伝道 中 に 持って おられに と 
同じ 証 を 持って います。 み 業が 半年 
前に 真実で あれば， 今 も 真実な はず 
です。 ジ ヨセフが その 時 予言者で あ 
つたの なら， 今 も 予言者の はずで 
す。」 （B  •  H  •  ロバーツ， Life  of 
John  I，  ay  I  or  「ジョン' テ i フー の 生 
涯」 pp.  39，  40) 

この ティ ラー 長老の 言葉に よって 
みずからの 非に 気付いた パー レー • 
P  • プラット は 力付けられ， 予言者 
ジ ヨセフの も とへ 行って 涙 を 浮かべ 
ながら 赦しを 請うた。 そして 教会の 
導き手で ある 予言者に 固く 忠誠 を 誓 
つたので ある。 まさに 改宗した ジョ 
ン 'ティ ラーの 言葉が パー レー •  P' 
プラツ 卜の 生涯に 霊的な 影響 を 与え 
たのであった。 

「あなたが 立ち直った ときには， 兄 
弟た ち を 力 づけて やりなさい。」 （ル 
力 22:  32) この 世の あらゆる 富ゃ豊 
かさ は， 義 しきに かなって 享受す る 
よう 神から 賜わった ものである。 そ 
れ に対して 私たち は， 神 を 愛する よ 
う 求められる。 また 主と 主の 道に 改 
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宗 して 主の 羊 を 養い， 殖やし， 地に 
満たし， 兄弟た ち を 強める ことが 期 
待され ている ので ある。 願わ く ば 私 
たち すべてが 改宗の 何たる か を 悟り， 
この 地上に 神の 王国 を 建設す る こ と 
に 力 を 注ぐ ことができる ように。 ま 
た アルマ ゃぺ テロ や ジョン • ティ ラ 
一大 管長， その他 あらゆる 神権 時代 


にあって 偉大な 予言者で あり 教会の 
導き手であった 人た ちが， 主の 奇し 
きみ 業 を 目の 当た り にして みずから 
の 生涯 を 主の 目的に 捧げて きたよ う 
に， 私たち も その 道 をた どる ことが 
できる ように。 

この 大会に あって 私 も 証したい と 
思う。 神 は 生きて おられ， イエス は 


世の 救い主で あり， 今日 ここで この 

大会 を 管理して いる ス ペン サー 

キ ン ボ ール大 管長 は 予言者で ある。 
この こと を 考えて いただきたい。 主 
の 予言者が 今日 この 地上に いるので 
ある。 私が こ う 証す るの は そのこ と 
を 知ってい るからで ある。 イエス. 
キリスト のみ 名に より， アーメン。 
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良い 習慣 は 良い 人格 を 育む 

十二使徒 評議員 会 会員 

デル バー 卜 •  L • ス ティ プレ一 


愛する 兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆 
様， 今年の 6 月 大会の 席上， ス ペン 
サー • W . キン ボール 大 管長 は 若人 
や 青少年の 指導者， さらに は 全 教会 
員に 対して， 自分が 日頃 習慣と して 
行なって いる こと を 一つ一つ 列挙し 
てみ るよ う に 勧告した。 彼 はこ う 語 
つた。 「望ましくない 習慣 を 捨てて 代 
わ り に 良い 習慣 を 取 り 入れれば 人 は 
変わる。 あなた 方 は 良い 思いと 行な 
いに よって， その 性格と 将来の 姿 を 
形造って いるので ある。」 

きょ う 私 は， 良い 人格 を 育む 上で 
良い 習慣が いかに 大切 かとい う こ と 
について 話したい と 思う。 

故 デビ ッ ド. 0  • マ ッ ケィ大 管長 
が 好んで 用いた 言葉に 次の よ うな も 
のが ある。 「私たち は 思い を まき， 行 
ない を 刈り取る。 行ない を まき， 習 
慣を 刈り取る。 また 習慣 を まき， 人 
格 を 刈り取る。 そして 人格 を まき， 
行く末 を 刈り取る ので ある。」 {C  • 
A  •  H  ,  The  Home  Book  oj  Quo- 
tations, 1935，   p.  845) 

私たちが 末日 聖徒と して 目指す 捋 
来の 生活 は， 良き 思いが 良き 行ない 
に 表わされる 生活で あり， 常に 心の 
中に 平安が あり 正義 を 選ぼう という 
決意が みな ぎって いる 生活で ある。 
そして 目指す 行く末 は 救い主が 神の 


忠実な 子供 たちのた めに 用意され た 
日 の 光栄の 王国 にあつ て 受け継 ぎ を 
得る ことで ある。 

私たち は， 生まれながら にして， 
一定の 習慣 を 身に 着けて いる わけで 
はない。 気高い 人格 を 身に 着けて い 
る わけで もない。 そうで はなく， 私 
たち は 神の 子供と して， どのような 
人生 を 歩む か， どのよ う な 習慣 を 身 
に 着ける か を 選択す る 権利と 機会 を 
与えられて いるので ある。 

孔子 はすべ ての 人の 本質的な も の 
はいつ の 時 も 同じで ある， と 言って 
いる。 習慣が 別れ道と なる ので ある。 

思いが 行ないに 先行す る こと は 言 
うまで もない 力;， 良い 習慣と いう も 
の は， ただ 単に 決心 をした からと 言 
つて 自分の ものに でき る わけで はな 
い。 良い 習慣と いう もの は 日常生活 
の 中の 行動 を 通して 養われて ゆく も 
ので ある。 人格が 築き上げられ るの 
は， 決して 大きな 試練に 遭った 時で 
はない。 そのような 時 はた だ その 人 
の 人格が 現われる に過ぎない。 人生 
に 指針 を 与え， 人格 を 形成す る この 
習慣と いう もの は， 日常の 何ら 取る 
に 足らない 出来事の 中で 形成され て 
いく。 言葉 を 換えて 言えば， 日 ごろ 
の 行ないが 人格 を 造る ので ある。 

賢者 ソ ロモン はこ う 説いた。 「子 を 


その 行くべき 道に 従って 教えよ， そ 
うすれば 年老いても， それ を 離れる 
こ とがない。」 （箴言 22  ：  6) 

子供 を 幼い 頃から 訓練 するとい う 
こと を ひとつの 習慣と してお けば， 
その 習慣が 子供の 将来の 基礎と なり， 
後の 生活の 力と なる ので ある。 両親 
の 皆様， 幼い 子供 は 罪 を 犯す ことが 
できない と 断言して いる 主の 啓示 を 
思い起こして いただきたい。 子供 は 
責任 を 執れる 年齢に 達する まで キ リ 
ストの 内に 生きて おり， その 間 悪魔 
は 何の 力 も 及ぼす ことができない。 
したがって 生まれて からの 8 年間と 
いう もの は， 両親が 子供に 良い 習慣 
を 形成し 立派な 人格 を 育む よ う 教え， 
訓練す るのに またとない 期間で ある。 
そして 主が， この 8 年間 を 両親に 与 
えた も う たので ある。 

ブ リガ ム • ヤン グは 次の よ う に教 
えてい る。 「私 は 若人に 言いたい。 忠 
実で ありなさい。 なぜなら あなた 方 
は， 将来 何が 待ち構えて いるか 知ら 
ないから である。 また， 悪い 習慣 を 
捨てなさい。」 iJour~nal  of  Discour- 
ses 「説教 集」 11 ： 118) この 勧告 は 
若人 だけで な く 大人に も 適用で きょ 

ラ 0 

私 たち は， 前途 に 何が 待 ち 構えて 
いるか を 知らない。 しかし 正しい 行 
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ない をして いれば 安全で あるし， 力 
も 得られる。 私たち は 福音の 原則に 
従って 生活 を 整え， 永遠の 生命への 
旅 を 続ける に当たって 正しい 進路 を 
取らな ければ な らな いので ある。 

人生 を ながめて 見る と， 良い 人格 
を 築く 習慣 こそ すべてで ある ことが 
よ く 分かる 。そのよう な 行ないに よ 
つて， 私たち はまことの 富と 価値 あ 
る 人生と いう 収穫 を 手に する ので あ 
る。 私たちが どんなに 立派な こと を 
言おう 力;， その 人が 生きて いる 姿に 
勝る もの はない。 

マハトマ' ガンジー は 言った。 「人 
間の 究極の 目的 は， 習慣 をす ベて 征 
服し， みずからに 内在す る 悪に 打ち 
勝ち， 善 を 正当な 位置に 回復させる 
ことで ある。」 

世の 人々 に 受け入れられ ている 生 
き 方で も， 神の 目から 見れば 受け 入 
れられ ない もの も ある。 しかしな が 
ら， 神が お与え 下さった 標準 は あら 
ゆる 人の ための ものである。 標準 は 
変わる ことがない。 そして 神の 子供 
たちのた めに， 真の 生き方と は 何 か 
を 絶えず 明確に 示して くれる ので あ 

る C 

私 た ち は 神 の 前 に 思慮 深 く 振る舞 
わなければ ならない。 罪 を 犯して は 
ならない。 悪意に 満ちた 人の 誘いに 
乗って はならない ので ある。 

悪い 習慣 は 私たちの 思い や 人格， 
行動 を 反映した もので あり， 神が 霊 
の 賜と して 授けて 下さった 信仰， 正 
直， 高潔な どの 優れた 資質 を 低下 さ 
せて しまう。 

ある 入 はこう 述べた。 「みずからの 
悪い 習慣 を 自慢す る 人 は， それだけ 
の 人で しかない と 言って いい。」 

アメリカ の 古代の 予言者 リー ハイ 
は， みずからの 民に 次のように 語つ 
た。 「人 は 皆 善悪 を わきまえる こと を 
充分に 教えられ ている。」 （II ニーフ 

アイ 2  ：  5 ) 
こ の 死す ベ き 世に あつ て 私た ち の 


選択 はふた つに ひとつで ある。 すな 
わち 天父の 望みで ある 善 を 選ぶ か， 
さ もな くば サタンの 計画で ある 悪 を 
選び， その 絶え間ない 誘いに 屈して 
しまう 力、 どちら かで ある。 

人が 悪に 染まり 始める と， その 人 
格 は 地に 落ち， 破滅への 人生 をた ど 
るであろう。 罪に 走る と， その 人の 
悪に 抵抗す る 力， 自制心， 品性 は 弱 
めら れて， さらに 重大な 罪 を して 
しまう のが 常で ある。 霊に かかわる 
律法 を 破り， 霊的な 資質 を 拒む につ 
れて， 私たちの 抵抗力 は 無くなって 
いく。 そして 結局 は， 悪に 抵抗す る 
力 をす ベて 完全に 失って しまう ので 
ある。 悪 を 呪いながら， その 舌の 根 
も まだ 乾かない 内に 悪 を 行な うよう 
な 生活 を 続けて いる 人の 不幸な 有様 
を 想像して いただきたい。 

私たちに 課せられた 大きな チヤ レ 
ンジ は， 自己 を 制する 方法 を 知る こ 
とで ある。 しかも 自分自身の 力で 見 
いだし， 実行に 移さなければ ならな 
いので ある。 神に 導かれて いない 人 
に 従う ことのな いよ う に 注意 を 払う 
必要が ある。 私たちに は 悪魔の 業 を 
く じく 責任が ある。 罪 を 犯させよ う 
とする 誘惑に 屈して， 悪魔の 目的に 
加担したり， いつまでも なすが まま 
に 放置した り して はならない。 

習慣 は 改善す る ことができる し 変 
える こと も 可能で ある。 主 はこの よ 
うに 言われた。 「そ は 人 自らの 中に 自 
由の 意志 あり て 己れ の 事 を 自ら 為す 
者 なれば な り 。」 （教義と 勵 58  ：  28) 

悪い 習慣 や 罪 や 弱さに 浸って しま 
つたた めに， もう それ を 捨てる こと 
も 悔い改める こ と もで きないと 言う 
の は 誤りで ある。 人間の 心 は 正義へ 
と 向かう ものな ので ある。 私たち は 
神の 霊の 子供で あり， 心の 内に すべ 
ての 悪しき 行ない を 克服す る 力 を 生 
み 出す ことができ るので ある。 

古い ことわざ によれば， 良い 習慣 
は 誘惑 を 拒む ことによ り もたらされ 


ると いう。 多くの場合， 誘惑への 抵 
抗は 絶え間ない 戦いと いう 形 を 取る 
ので， 自分の 生活の 中に 食い込んで 
しまった 悪い 習慣 を 克服す るに は， 
みたまの 助 け を 求 めな けれ ばな ら な 

い 0 

私 た ち が 熱心 に 求めるならば， 主 
は それが で きる よう に 力 を 与えて く 
ださる。 讃美歌に 次のように 歌われ 
ている。 

たえず 頼り 主 求む 
み 声に よ り 慰む 
たえず 近く 主 あれば 
悪の 力 弱まらん 

(讃美歌 102 番） 

私た ち は 主の 戒 め や 律法 を 忠実 に 
守れば， 救い主に 近くい る ことが で 
きる。 

そして 天に は， 慈愛に 満ち， 親切 
で， 私たち を こよな く 愛して くださ 
る 御 父 力;， 私たち を 助けよ うとして 
おられる。 悪 を 行なおう とする 誘惑 
を 退ける 力 を 得る に は， 自己 を 修練 
し， 自分自身 を コントロール する こ 
と がで きる ようにならな ければ な ら 
ない。 悪い 行ない を 征服し， 肉体的 
にも 霊的に も 好ましくない 結果 を 生 
ずる ことのない 自由な 状態に みず か 
らを 置いた 時の 気持ち はたと えよ う 
のない ものである。 悪い 習慣に 打ち 
勝って 代わ り に 良い 習慣 を 身に 着け， 
神の 子と して ふさわしく 従順 かつ 忠 
実に 生きる 時， 私たち は 神の み 前に 
通ず る 道 を 歩み 始める ので ある。 

私たち は 品性 を 高め， 人格 を 高揚 
す る 活動 に 熱心に 参加す ベ きで ある。 
そ う すれば 百害 あって 一利な しとい 
うような 事柄 に 割 く 時間 は 無 くなる。 
私たちの 習慣 は， 信仰と 証 を 呼び 起 
こすよ う な もので なければ ならない。 

最も 良い 習慣と して 私たちが 養わ 
なければ ならない ことの ひとつと し 
て， みずからの 責任に ついて 理解 を 
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深める ために 聖典 を 読む ことがある, 
神の 戒め を 知 り かつ 守 る ことによ つ 
て， 私たち は 信仰と 表裏一体 となる 
正義 を 全うする 方法 を 見いだ してい 
く。 そして 良い 習慣 は 私たちが 向上 
す る ための 備 えとなる ので ある。 

私た ち はこう 自問し な ければ な ら 
ない。 「私が 日常 考え， 行なって いる 
こと は， 永遠の 生命 を 受ける に ふさ 
わしい こと だろ う か。 永遠の 目標に 
目 を 向けて， それ を 達成し ようとし 
ている だろう か。」 少しで も 最善 を尽 
く していない 点が あれば， それ は 決 
して 十分と は 言えない。 特に 主の 業 
を 行なう に当たって は。 

主 は 悔い改めて 主の 前に 正 し く 道 
を 歩む ように 言われた。 「正しく 道 を 
歩む」 と は 道徳的な 事柄に 関する 原 
則 を 完全に 守り， かつ 自分の 心に 正 
直に 生きる という ことで ある。 私た 
ち は， 家庭 を義と 名誉の 住む 所と す 
るよ う 教えられ ている。 名誉と いう 
言葉 は 今日の 世の中で は あま り 使わ 
れ なくなって きている。 名誉と いう 
言葉 は， 義務， 責任， 永遠の 価値 を 
持つ 物に 対する 尊敬の 念 といった 意 
味 を 含む。 また 常に 規律 を 固く 守つ 
て 正しい 行ない をし， みずからの 義 
務 をよ く 果たして 人の 模範と なると 
いう 意味 も 含む。 

世の 進む 道が 神の 道と 異なるなら 
ば， あえて 世の 道と 決別しょう では 
ないか。 利己心， 不正直， 不道徳な 
事柄が 横行す る 混乱した 世に あって， 
私た ち はみ ず か ら を 高邁 な 道 に 置 き ， 
私利 私欲 を 超越 し た 心 か ら の 奉仕 ， 
信頼， 正直， 徳行， その他 人格 を 高 
潔な ものにして くれる あら ゆ る 徳性 
を はぐくみ， また 強めて いくように 
努力し よ うで はない か。 思い は 私た 
ちの 行く末 を 決定す る。 そして その 
行く末 は 私たちの 人格に よ り 決まる。 


この 人格 こそ 私たちの 習慣 を 総 集し 
たものに ほかなら ない ので ある。 良 
t- 、人格 を 得る に は 相当な 努力が 必要 
である。 

アーネス 卜.： L* ウィルキン ソン 
は ブ リ ガム 'ヤン グ 大学の 学生に こ 
う 語った。 「人格 は …… 何もし なく と 
も 安易に 得られる もので はない し， 
また 世の 人の 歓心を買いながら 得ら 
れる もので もない， また 熱心に 求め 
ただけ でも 得られな いし， だれか 代 
理の 人に 得て もらう こと もで きない。 
まして やせり 市で 手に入れる こと も 
できない ものである。 人格と は， 困 
難な こと を 克服し よ う と 一生懸命 努 
力す る ことによって もたらされる 報 
いなので ある。 私たち は 人が 不可能 
と 思う こ と を やり遂げる ことによ つ 
て 成長す る。」 

その 通りで ある。 永遠の 生命 を 得 
るた めに 必要な 人格 は， この 世に お 
いて 良い 習慣 を も とに して 形成され 
る。 良い 習慣が 人格 を 形成す る 要素 
を 提供して くれる ので ある。 個々 人 
が 各々 その 身に 着けるべき 人格 を 身 
に 着け， それが 国家 全体に 及ぶ よう 
になる と， その 国家 も 人格 を 具えた 
と言える。 個人の 場合 も 国家の 場合 
も 同じで ある 力;， 善と は 単に 悪 を 行 
なわない という こ とで はない。 真実， 
正直， 好ましき こと， そして 良き 聞 
こえ ある あらゆる こと を 愛し， 行な 
いに 示す こ と なので ある。 

自分自身 に対して 高い 目標 を 定め， 
神 を 生活の 中心とする こ とに よりそ 
の 目標 を 達成し よ う。 神 は あらゆる 
真理， 正義， 平和の 源で ある。 また 
神の 律法が 永遠の ものである こと を 
記憶し よ う ではない か。 永遠に 変わ 
る ことがない ので ある。 生活 を 楽し 
む 方法と して 妥協 を 許したり 悪い 習 
慣を 選ぶ こと を 大目に見る ような 道 


？趣 律， 霊の 律法 はない。 人 は 神の 道 
を 変える 権利 を 主張す るか も 知れな 
い。 しかし 主 はきのう も， きょう も: 
そして 永遠に 同じで ある。 人に 与え 
られた 神の 標準と 真理 は， 神の すべ 
ての 子供た ちに 常に 真実の 生き方 を 
示して く れる に違いない。 

天父に 喜ばれる よ うな 習慣 をみ ず 
からの 中にはぐ くむ ことによ り， 私 
たちの 人格 は 高められ， ますます 人 
に 良い 感化 を 及ぼし， 人の 模範と な 
り， 愛する 人 や 友人に 祝福 を 与え， 
生活 を 豊かな ものにする ことができ 
る。 また 真の 満足感が 得られ， 心に 
平安と 幸福 を 打ち立てる ことができ 
るので ある。 私たち は 心から 望み， 
求める ひとつの 宝 を 得る ことができ， 
そ れ は 永遠 の 喜びへ とつな がる だ ろ 
う。 なぜなら 主 はこう 約束して おら 
れ るからで ある。 「従って 人 善 を 為さ 
ば 決して その 報い を 失わ ざらん。」 
(教義と 聖約 58  :  28) 

以上 述べた 事柄 もす ベて 第一歩 か 
ら 始まる。 それ は 「できる」 と 決心 
する ことで ある。 

願わく ば 私たちが あらゆる 悪を捨 
て， 良い 習慣と 高潔な 人格に 伴う 義 
の 標準と を 維持す る ことによ り， 永 
遠へ 向けて 人生 設計の 第一歩 を 踏み 
出す ことができ るよう に。 

私 は 人生に おいて 良い 習慣と 高潔 
な 人格が いかに 価値 ある もの か を 心 
から 証したい。 先に 引用した， 私た 
ちの 愛する 予言者で あり 指導者で あ 
るス ペン サー 'W. キン ボール 大管 

長の 勧告 は 実に 賢明で 時宜に かなつ 
たもので あり， 私たちが 従ってい か 
なければ ならない ものである。 これ 
らを イエス • キリス ト のみ 名に よ り 

証す る。 アーメン。 
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' I、 


引き延ばして はならない 


大 祝福 師 


エル ド レッド • G  • ス ミス 


ひと りの 天使が まだ 18 歳に も 満た 
ない ある 若者の もと を 訪れ， 自分 は 
神の み 前よ り 遣わされた 者で ある と 
告げた。 この 天使 こそ， モル モン 経 
に 記された 最後の 予言者， モ a ナイ 
である。 そして その 若者 は， ジョセ 
フ • ス ミスであった。 

モロ ナイ は 聖書から 数多 く の 言葉 
を 引用して 語った が， それ は ほ とん 
ど， 栄光のう ちに 再臨され る イエス- 
キ リ ス ト のために 道. を 備える 時が す 
でに 来て いる こと を 宣言す る もので 
あった。 その 時 モロ ナイ は， マラキ 
の 言葉 を 次のように 引用した。 「見よ， 
わたし はわが 使者 をつ かわす。 彼 は 
わたしの 前に 道 を 備える。 また あな 
たがた が 求める 所の 主 は， たちまち 
その 宮に 来る。 見よ， あなたがたの 
喜ぶ 契約の 使者が 来る と， 万軍の主 
が 言われる。」 （マラキ 3  ： 1 ) 

この 言葉 は， 主が 再び 来られる 時， 
主 は 「その 宮」 すなわち 神殿に 来ら 
れる という こと を 強調して いる。 言 
い 換えるなら， 主が 来られる 神殿が 
地上に なければ ならない という こ と 
である。 

モロ ナイ はまた， 聖書の 聖 句と は 
若干 言葉 を 変えて， マラキ 書 3 章の 
5 節と 6 節 を 引用した。 

「見よ， 主の 大ぃ なるお そるべき 日 
の 来る 前に， 予言者 ヱ ライ ジャの 手 
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によりて， われ 神権 を 汝に顕 さん-' 
…… 彼 は 先祖に な さ れ し 約束 を 子 ら 
の 心に 植え， 子ら の 心に その 先袓を 
思わし めん。 もし 然ら ずば， 主の 来 
る 時， 全地 はこ と ごとく 荒れ 廃れ 
ん」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ：  38，  39) 
福音が 回復され る 過程で 予言者 ジ 
ヨセフ' スミ スに 数々 の 指示が 与え 
られ たが， その 最初の 指示の 中で， 
神殿と そこで 行なわれる 儀式に 関連 
した 事柄が 示された こと は， 非常に 
意義の ある こと だと 思う。 つまり こ 
のこと から， 神殿に 関する 事柄が 福 
音の 本質的 要素の 中で も きわめて 重 
要な ものである こと を 知る ことが で 
きる。 

この メ ッセー ジの 中で 求められて 
いる 事柄 を 満たす ために は， 神殿が 
なければ ならない。 また， エラ イジ 
ャカ; 神権の 権能 を 携えて 来なければ 
ならない。 さらに， 先祖の 記録 を 集 
め， 儀式 を 行ない， 結び 固めが 行な 
われる という 約束 を 果たす 教会員が, 
いなければ ならない。 

神 はみ ずから， アダムと イヴ を 夫 
婦と して 最初の 家族 を も う けられた。 
しかし 家族と いう 組織 は， 人類が あ 
る 程度 進歩したら 捨てても よいと い 
うような， 人間の 手になる 組織で は 
ない。 私たちの 生活に 最も 影響 を 与 
える もの， 最も 大切な もの はすべ て 


家族に 結び付い ている。 それ は 愛が 
家庭の 中心 となって いるから であり， 
私たち は 愛の ある 所に 幸せ を も 見い 
だすから である。 まことに， 人が 独 
りで いるの は 良くない。 主 は その 知 
恵に よって， 人が この 地上に あって 
幸福 を 得， また その 喜び を 永遠に わ 
たって 保てる ように， ひとつの 方法 
を 備えられた。 最も 大きな 喜びと 幸 
せ は， 家族 を 通じても たらされ るの 
である。 この 世の 生涯 を 通して そう 
であるならば， なぜ 次の 世に おいて， 
そうでない と言う ことができる だろ 
うか。 

家族 は 非常に 大切で ある。 そのた 
めに 主 は， 福 千年の 終わりまでに 福 
音 を 受け入れる すべての アダムの 子 
孫が， 神権の 権能に よって 一家 族と 
して 共に 結ばれる という こと を， 私 
たちに 明らかにされた。 この 神権の 
権能に よって 地上に おいて 結び 固め 
る こと は 天で も 結び 固められ， 地上 
において 結ぶ こ と は 天で も 結ばれる 
ので ある。 

この 地上に 来る すべての 人 は， 受 
け 入れる 気持ちが あれば， 福 千年の 
終わる 前に これらの 結び 固めに 伴う 
あらゆる 祝福 を 受ける 機会に あずか 
るに 違いない。 そうでなければ， 神 
は 公平で ある と は 言えない からで あ 
る。 


これらの 結び 固めの 祝福 を 得る た 
めに はまず， パプ テス マの 儀式 を受 
けて イエス' キリス 卜の 教会に 入る 
J 必要が ある。 ついで， この 世に おい 
て も 永遠に わたっても， 夫婦が 結び 
固められる ことで ある。 また， 永遠 
の 結婚 誓約の 下に 生 まれて いない 子 
供た ち は， その 両親に 結び 固められ 
なければ ならない。 結び 固められた 
子供 は， 新しく かつ 永遠の 誓約の 下 
に 生まれた と 同様に， あらゆる 祝福 
を 受ける ことができ るので ある。 

この 律法な しに 死んだ 者 は， 身代 
わ り の 儀式に よ つて これら の 祝福 を 
受ける 特権に あずかる ことができる。 
ここに 私たちの 責任が ある。 私たち 
はまず， 生きて いる 人々 に 福音 を教 
えなければ ならない。 それから， こ 
の 律法な し に 死んだ 先祖の 記録 を 集 
めて， 彼らの ために この 大切な 業 を 
行な う 必要が ある 。 

末日に 福音が 回復され ると， 子孫 
は 心 を その 先祖に 向ける， という 約 
束が 先祖に 与えられた。 この 意味 は， 
私たちが 先祖の ために 儀式 を 行ない， 
彼らに 与えられた 約束 を 成就し なけ 
れ ばなら ない という ことで ある。 こ 
れを 行なわなければ， 私たち 自身の 
救い も 危う くなる ので ある。 

パプ テス マの 儀式 だけでなく， 家 
族 を 永遠の 単位と して 結び 固める 儀 
式 も この 地上で 行なわなければ なら 
ない ものである。 まず 私たち 自身の 
儀式 を 行ない， 次に すでに 霊界に 行 
つてい る先袓 のために 身代わりの 儀 
式 を 行なう。 この 最も 神聖な 儀式 は， 
ま さ にこの 目的の ために 建てられ， 
主に 捧げ ら れた聖 なる 神殿で 執 り 行 
なわなければ ならない。 

近代の 啓示の 中で， 主 は 予言者 ジ 
ヨセフ' ス ミス に 次の ように 命じて 
おられる。 

「わが 名に よ り， 最と 高き 者の 住む 
べき 一つの 宮居 を 建てよ と。 

そ は 彼 来りた もうて， 汝ら のす で 
に 失いた る もの， すなわち 彼の 取り 


去りた まいし もの， すなわち 完全な 
る 神権 を 再び 回復した も う 土地 はこ 
の ほ か 世 に 一つ も あら ざれ ば な 

り。」 （教義と 聖約 124  ：  27,  28) 

これらの 神殿 は， 最も 重要で あり， 
かつ 特別な 目的の ために 建てられて 
いる。 生者 はこ こで 最も 神聖な 儀式 
を 受け， 家族 は 永遠に 結び 固められ 
るので ある。 神殿 は 美しい 建物で あ 
り， またそう あるべき であるが， そ 
れ は た だ 見 るた めだけ の 記念物 で は 
ない。 そこに は， 生者， 死者 を 問わ 
ずす ベての 義人が 昇栄の 祝福に あず 
かる ことので きる， 唯一の 道が 備え 
られ ている。 私たち 生ける 者 は 神殿 
に 参入し， この 聖 なる 結び 固めの 儀 
式 を 受け， それ を 受けた 者 は 先祖に 
心 を 向け， 先祖が 同じ 祝福に あずか 
れ るよう に 身代 わ り と して 道 を 備え 
なければ ならない。 

このために， 家族の 探求が 必要で 
ある。 これまで 天に とどめ 置かれた 
えりす ぐり の 多く の 霊が 福音 を 受け 
入れ， 先祖の ために 神殿の 仕事 を 行 
なう ことができる ように， いまこの 
地に 送られて いる。 夫 あるいは 妻， 
または 夫婦 だけが 改宗し， 家族の 中 
で 唯一の 教会員 となって いる 例 を 私 
は 幾つ も 知っている。 その ほとんど 
の 場合に， 立派な 系図 記録 を 彼ら か 
あるいは 家族の だれかが 持って いる。 
その内の ある 人々 は その 記録 を 一生 
懸命に 神殿に 送り， 儀式が 施せる よ 
うに 努めてい る。 けれども， 先祖の 
名前 を 送らず， 手元に 置いて いる 人 
々 も 大勢い る。 私たち は 遅らせて は 
ならない。 残された 時 は 少ない。 神 
殿の 数が 増し， それと ともに 多くの 
儀式が 行な える ようになった。 現在 
新しい 神殿で は， 毎日 約 3 千 以上の 
儀式 を 行なう ことができ るので ある。 
したがって 記録 を 手元に とどめて い 
て はならない。 所定の 用紙に 記入し， 
神殿へ 送って いただきたい。 

主が 幾 世紀 も の 間 これ ら の 記録 を 
保存す るよ うに 人々 に 霊感 を 与えて 


来られた としても， もし 私たちが 悪 
魔の 説き付けに 乗って， 記録の 提出 
を 引 き 延ばし 神殿の 儀式 を 行なわな 
ければ， 主の 業 はく じかれ る こと だ 
ろう。 このような 話が ある。 サタン 
が 使いの 者た ち を 集めて， 義の 軍勢 
とどの よ うに 戦ったら よい か 彼らに 
尋ねた。 すると ある 者が 言った。 「で 
は 行って， それ は 真実で ない と 言い 
ましょう。」 「いや， それ は 効果が な 
いだろう」 と サタンが 答えた。 そこ 
で 次の 者が， 「私 は 半分 だけ 真実 だと 
言い ましよ う」 と言うと， サタン は 
「いや， それで は 十分で ない」 と 答 
えた。 次の 者 はこう 言った。 「では 出 
掛けて いって， それ は 皆 真実 だ， だ 
が 急 ぐ 必要 は まった くないと 言い ま 
しょう。」 そこで サタン は 「行け。 か 
ならず その 方法 はう まくい く だろ 

う」 と 言った。 ル シフ： L ル に 勝利 を 
収めさせて はならない。 私たち は 先 
袓 のために 主の 業 を 進めなければ な 

ら ない。 さもなければ， 「主の 来る 時， 
全地 はこと ごとく 荒れ 廃れ」 るで あ 

ろう。 （ジ ヨセフ ♦ ス ミス 2  ：  39) こ 
の 地球の 行く末 は， 私たちが この 神 
殿の 業 を 行なう か 否かに 懸かって い 
ると 思う。 

忠実な 行ないに よってみ ずからの 
ふさわし さ を 証明す るすべ ての 神の 
子に 救いと 昇栄の 祝福 を 与える ため， 
福音 はこの 末日に 回復され た。 そし 
てこれ は 決して 再び この 世から 取り 
去られる こと はない ので ある。 地球 
が 存在し， 私たちが その上で 生活し 
ている の は， ひとつの 目的が あるか 
ら である。 それ は アダムの すべての 
子孫に， この 生涯の 間に 永遠の 家族 
をもう ける 機会 を 与える ことで ある。 

ここで 証 を 申し上げたい。 この 福 
音 は， 私たち 一人一人に 永遠の 家族 
を もたらす ため， 神権の 権威と 権能 
とともに この 末日に 回復され た， ィ 
エス' キリスト の 福音で ある。 ィ ェ 
ス • キリス 卜の み 名に よって， ァー 

メ ン 0 
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信仰の 戦いに 雄々 しく あれ 

十二使徒 評議員 会 会員 

ブルース •  R 'マツ コン キー 


で-, バウ 口の 書簡の 中に 次の よ う なチ 
ャ レンジ 力 、ある。 

「しかし， 神の 人よ。 …… 義と 信心 
と 信仰と 愛と 忍耐と 柔和と を 追い 求 
めなさい。 信仰の 戦い を りっぱに 戦 
いぬいて， 永遠の いのち を 獲得し な 

さい。」 （ 1 テモテ 6  ： 11, 12) 
も, 私たちの 同胞で ある 使徒 バウ 口が 
そのよう に 書き送つ たの は， 神の 子 
を 救い主と して 受け入れ， キリスト 
のく びき を 身に 負い， 主に 仕え 主の 
戒め を 守る こ と をバプ テス マの 水の 
中 で 誓約 した 人々 に対してであった。 
私たち も それと 同じ こと を， キリス 
卜の み 名 を 身に 受け， 真理と 義の旗 
の 下に 集った すべての 人に 申 し 上げ 
たい。 雄々 しく ありなさい。 立派に 
戦い抜きなさい。 そして 真理 を 固守 
し， 戒め を 守り， 世に 打ち勝ち なさ 

い 0 

みずから も 世と 敢然と 戦い， 勝利 

を 収めた パゥ 口 はこう 語って いる。 

「わたし は 戦い を りっぱに 戦いぬ き， 
走るべき 行程 を 走りつ く し， 信仰 を 
守りと おした。 今や， 義の 冠が わた 
し を 待って いるば かりで ある。 かの 
曰に は， 公平な 審判 者で ある 主が， 
それ を 授けて 下さる であろう。 わた 
しばかり ではなく， 主の 出現 を 心 か 
ら 待ち望んで いたす ベての 人に も授 


けて 下さる であろう。」 （11 テモテ 4 
： 7  ,   8  ) 

私たち は 主の 教会の 会員と して， 
激烈な 戦い を 経験しつつ ある。 私た 
ち は キリストの 大義の ために， サタ 
ン やその 他， 世の あらゆる 肉欲 や 悪 
と 敢然と 戦う 者の 中に 数えられた。 
そして 味方の ために 敵 を 打ち砕く こ 
と を 誓った ので ある。 敵 味方 を 見誤 
るよ うであって はならない。 私たち 
の 同胞で ある もう ひと りの 使徒 はこ 
う 書いて いる。 

「不貞の やからよ。 世 を 友と する の 
は， 神への 敵対で ある こと を， 知ら 
ないか。 おおよそ 世の 友と なろうと 
思う 者 は， 自ら を 神の 敵と する ので 
ある。」 （ヤコ ブ 4  ：  4  ) 

この 大戦 争 は 今， 地球上の 至る所 
で 熾烈 を 極め， 不幸に も 傷つく 者 は 
多く， 中には 死に 至る 者 さえ もい る。 
だが， この 戦い は 今に 始まった もの 
ではない。 悪の 軍勢が 人間の 自由 意 
志 を 滅ぼ そ うとし， ルシ フヱル が 全 
能の 父が 打ち立てられた 進歩と 成長 
の 道から 離れて 私たち を 連れ去ろ う 
とした 時， 天上で 戦いが 起こった の 
である。 

その 戦い は 地上で も 続いて いる。 
悪魔 は 今な お 教会 を 呪い， 「神の 戒め 
を 守り， イエスの あかし を 持って い 


る 者た ちに 対して， 戦い をい どん」 
でい るので ある。 （黙示 I2  ： 17) 

それ は 今 も 昔 も 同じで ある。 そし 
て 聖徒が 悪魔と その 軍勢 を 打ち負か 
す ことができる とすれば， それ は 
「小羊の 血と 彼らの あかし の 言葉」 
によるの であり， また 「死に 至る ま 
でも そのいの ち を 惜しまない」 こと 
によ るので ある。 （黙示 12  ： 11) 

さて この 戦いに 中立 はない し， ま 
た あり 得ない。 主の 教会の 会員 は ど 
ちらか 一方 を 選ばなければ ならない。 
ここで 戦う 兵士 は， バウ 口の ように 
勝利者と なり 「義の 冠」 を 受ける 力、, 
さもな く ばパ ゥ 口が 言うよう に， 主 
が 「神 を 認めない 者た ちゃ， わたし 
たちの 主 イエスの 福音に 聞き 従わな 
い 者た ちに 報復」 される 日に 「主の 
み 顔と その 力の 栄光から 退けられて， 
永遠の 滅びに 至る 刑罰 を 受ける」 か 
どちら かで ある。 （11 テサ ロニ ケ 1 ： 
8,9) 

また この 戦いで 勇気 を もって 雄々 
しく 戦おうと しない 者 は， それだけ 
で 敵に 助勢した とされる。 「われに く 
みせざる 者 はわが 敵 なれば な り 。」 
(11  ニーフ アイ 10  ： 16) 

要するに 私たち は， 主の 教会に 付 
く 者と なる か 敵対す る 者と なる 力つ 
すなわち 主の 民の 中に 数えられ るか 
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それとも 罪の 報い を 受ける 力つ どち 
ら 力  >  一方 を 選 ばな ければ な ら ない。 
片足 を 教会に 置き， もう 一方の 足 を 
世に 置いて いたので は 霊的な 救い は 
得られな いので ある。 • 私たち は 選ば 
なければ ならない。 教会 か 世 かどち 
らか 一方 を。 中間 はない。 そして 主 
が 愛される の は， 主の 軍勢に 名 を 連 
らね， 堂々 と 勇気 を 持って 戦う 雄々 
しい 人で ある。 

古代の 教会の ある 会員た ちに， 主 
は 言われた。 

「わたし は あなたの わざ を 知ってい 
る。 あなた は 冷た くもなく， 熱く も 
ない。 むしろ， 冷たい か 熱い かで あ 
つて ほしい。 このよ う に， 熱く もな 
く 冷た くもなく， なまぬる いので， 
あなた を 口から 吐き出そう。」 （黙示 

3  ： 15， 16) 日和見 主義者 は， 戦い 
が 激しくな ると 退却して しまう。 そ 
のよ うな 人に 勝利の 冠 を 得られず は 
ずがない。 世に 負けて いるから であ 
る。 

証が あり， 清く 正直な 生活 をして 
いる 教会員で も， 雄々 しくなければ 
日の 光栄の 王国 を 受け継ぐ こと はで 
きない。 彼らが 行く の は 月の 光栄で 
ある。 次の よ うな 啓示が ある。 「これ 
らの 者はィ エスの 証詞 をな すに 雄々 
しからず， この 故に 彼ら はわれら の 
神の 王国の 冠 を 得ざる なり。」 （教義 
と聖約 76  ：  79) 

ィ エス はこ う 言われた。 「手 をす き 
にかけ てから， うしろ を 見る 者 は， 
神の 国に ふさわしく ない もので あ 
る。」 （ルカ 9  ：  62) 

「イエスの 証詞」 と は 何だろう か。 
また 雄々 しく あるた めに， 私たち は 
何 をし な ければ な ら な いの だろ う 力、。 

「あなた は， わたしたちの 主の あか 
し をす る こ と "…- を， 決して 恥ず か 
しく 思って はならない。 むしろ， 神 
の 力に ささえられて， 福音の ために， 
わたしと 苦しみ を 共に して ほし 
い。」 （11 テモテ 1 ： 8  ) バウ 口 は そ 


う テモテ に 書き送った。 また 愛弟子 
ヨハネに 神の み使いが 語って いるよ 
うに， 「イエスの あかし は， すなわち 
預言の 霊で ある。」 （黙示 19: 10) 

主の 証 Z ィ エスの 証/何と 栄光 あ 
ふれる 深遠な 概念であろう 力 >。 それ 
は 天父と 御子と 永遠に と もに 住む 栄 
光と 名誉への とびら を 開いて くれる。 
イエスの 証と は， キリス 卜 を 信じ， 
その 福音 を 受け入れ， 律法に 生きる 
ことに ほかなら ない。 

イエス は 主で ある。 アダムの 堕落 
によって もたら された 肉体と 霊の 死 
を 噴うた めに この 世に 来られた 神の 
御子で ある。 イエス は 血 を もって 私 
たち を 買い取って 下さった。 イエス 
はよ みがえ りで あり 命で ある。 そし 
て 「死 を 滅ぼし， 福音に よってい の 
ちと 不死と を 明らかに 示された ので 
ある。」 （II テモテ 1 ： 10) 主 は 私た 
ちの 救い主， 噴い 主で あり， 天父と 
私たちとの 仲保者で ある。 「神 は 唯一 
であり， 神と 人との 間の 仲保者 もた 
だ ひとりであって， それ は 人なる キ 
リスト • イエスで ある。」 （I テモテ 

2  ：  5  ) 

救い はキ リ ス 卜に ある。 この 名 こ 
そ， 私たちに 復活と いう 何にも 換え 
られ ない 賜 を 勝ち得させて く れる天 
が 下にお ける ただ ひとつの 名な ので 
ある。 主な く して 復活 はなく， 全人 
類 は 永久に 滅び 去る であろう。 また 
永遠の 生命 はな く  ， 慈悲 深い 天父の 
みもとに 帰る こと も， 日の 栄光の 玉 
座に 着く こと もで きなくなる であろ 

主によ り もたらされ たもの は 数多 
い。 しかし その 一部始終に ついては， 
いかなる 言葉 を もってしても 語り 尽 
くせず， いかなる 心の 目 を もってし 
て も 思い描く ことができず， またい 
かなる 思い を もってして も 推し量る 
こ とがで きないの である。 

「ほふられた 小羊 こそ は， 力と， 富 
と， 知恵と， 勢いと， ほまれと， 栄 


光と， さんびと を 受ける に ふさわし 
い。」 （黙示 5  ： 12) 

キ リ ス 卜が 神の 御子で ある こと， 
および キリ ス 卜が 救いの 徳を 持ちた 
も う お 方で ある こ と についての 完全 
な 証 は， 主の 完全な 福音が 完全な 状 
態で 与えられ るまで は 存在し ない。 
しかも その 福音への 証 は 聖霊からの 
啓示に よ り 得られる。 聖 きみた まが 
私たちの 内なる 霊に 語り 掛ける 時， 
私た ち は 啓示 された メ ッ セージ が 真 
実で ある こと を 確信 を 持って 知る の 
である。 

証と は， イエスが キリスト である 
こと， また ジ ヨセフ 'ス ミスと その 
後継者た ちが キ リ ス 卜に 関する 知識 
と 今の 世の 人々 の 救いと について 啓 
示す る 人々 である こと， そして 末日 
聖徒 イエス. キリス 卜 教会が 地上に 

おける 神の 王国で あり， ここ こそ 救 
い を 見いだ す ことので きる 場で ある 
こと を， 啓示 を 通して 知る ことで あ 
る。 

ィ エスの 証 は 予言の みたまで あり， 
みたまの 賜で ある。 そして それが 完 
全な 形で もたらされ るの は， 主の 教 
会の 忠実な 会員に 対してで ある。 ィ 
エスの 証 は 常に 聖霊 を 伴侶と する 人 
のために 備えられ ている 権利で あり， 
また 人 を 予言者に 任命す る 霊的な 賜 
である。 これ は モー セの 祈り を 成就 
する ものである。 「主の 民が みな 預言 
者と なり， 主が その 霊 を 彼らに 与え 
られる こと は， 願わしい こ と だ。」 
(民 数 11 ： 29) 

では， イエスの 証に 雄々 しく ある 
と はどうい う 意味だろう 力 S 

それ は， 勇敢で 大胆で あると いう 
ことで あり， 世との 戦いに 力と 精力 
と 能力 を すべてつ ぎ 込む ことで あり， 
信仰の ために 敢然と 戦う ことで ある。 
「強く， また 雄々 しく あれ。」 そう 主 
は ヨシ ユアに 命じた まい， 続いて そ 
の 強さと 勇気が， 主の 律法の 中に 記 
されて いる あらゆる 事柄 を 心の中に 
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思い 量り， 力つ 従順に 実行に 移す こ 
とに あると 説明され た。 （ヨシ ユア 1 

： 6  —  9 参照） 義を 全うする に 当た 
つて， 雄々 しく あると いう こと はき 
わめて 重要な ことで ある。 そして， 
それ はすな わち， 完全なる 福音の す 
ベての 律法に 従順に 従 うとい うこと 
である。 

ィ エスの 証に 雄々 し く あるに は， 

「キリスト の 御 許に 来て キ リストに 
よって 全く」 なり， 「すべて 神の みこ 
ころに 背く こと を 捨て」， 「勢いと 心 
と 力と をつ くして 神 を 愛する」 よう 
にしなければ ならない。 （モロ ナイ 
10  ：  32) 

イエスの 証に 雄々 し く あるに は， 
キリストと キリストが もたらされた 
福音に 対して 揺る ぎ な L 、信仰 を 持た 
なければ ならない。 すなわち 地上で 
行なわれ ている 業が 真実 神の 業で あ 
る こと を 知る ことで ある。 

しかし これが すべてで はない。 雄 
雄し く あると は， 信じる こと や 知る 
こと 以上で なければ ならない。 つま 
り 私たち は 聞く だけの 者で はなく， 
行なう 者と ならな ければ な ら ない。 
雄々 しいと いう こと は 口先 だけの 奉 
仕と は 違う。 救い主が 神の 御子で あ 
る こと をた だ 口に 出して 言う だけで 
'は 不十分な ので ある。 従順， 実行， 
そして 自分自身が 義 しい 生活 を 送る 
こと， これが 雄々 しいと いう ことで 
ある。 

「わたしに むかって 『主よ， 主よ』 
と言う' 者が， みな 天国に はいるので 
はなく， ただ， 天に います わが 父の 
御 旨 を 行う 者 だけが， はいるの であ 
る。」 （マ タイ 7  ：  21) 

ィ エスの 証に 雄々 しく あるに は 
「これから も キリスト を 確く 信じて 
疑わず， 完全な 希望の 光 を 抱き， 神 
とすべ ての 人と を 愛して 強く 進まな 
ければ ならない。」 そして 「終りまで 
堪え忍ぶ」 ので ある。 （11  ニーフ アイ 
31 ： 20) それ は 私たちの 信じる 宗教 


に 生きる こと， すなわち 教える こと 

を 実践し， 戒め を 守る ことなの であ 

る。 そして 「困って いる 孤児 や， や 

もめ を 見舞い， みずから は 世の 汚れ 

に 染ま」 らず， 「清く 汚れの ない 信 

心」 を 生活の 中に 表わす ことで ある。 

(ヤコ ブ 1 ： 27) 

ィ エスの 証に 雄々 し く なる に は， 

情欲 を 抑え， 欲望 を 制し， 世俗的な 

悪しき 物事から 離れて いなけれ ばな 

ら ない。 それ こそ 世に 打ち勝つ こと 

であり， 私たちの 手本で あり， 神の 

子の 中で 最も 雄々 しいお 方が と られ 

た 方法で ある。 道徳的に 清く あり， 

什 分の 一 や 他の 献金 を 納め， 安息日 

を 尊び， 心に 目的 を 抱いて 祈る こと 

であり， 必要と あらば すべて を 犠牲 

にす る こ とで ある。 
ィ エスの 証に 雄々 し く なる に は， 

あらゆる 点 で 主の 側 に 立 た な け れ ば 

ならない。 主が 選ばれる ように 選び， 

主が 考えられる ように 考え， 主が 信 

じたもう よう に 信じる ことで ある。 

また， 主が 語られる よう に 語り， 主 

が 行なわれる よ う に 行な うこと であ 

る。 そして キリスト が 天父と ひとつ 

であるよ うに， 私た ち も キリストの 

思い を 内に 抱いて ひとつに ならな け 

れ ばなら ない。 

私たちの 教義に は， あいまいな 点 

がまった くない。 時には それ を 実生 

活に 応用す るの が 困難に 思える こと 

も ある。 しかし 次のように 心に 深く 

考えてみれば 助けになる かも しれな 

もしも 自分の 関心が 神の 王国の 建 
設 よりも この 世の 宝 を 蓄える ことの 
方に 注がれて いて， それで イエスの 
証に 雄々 しいと 言える だろ う か。 

生活に 余裕が ありながら 伝道 活動 
や 神殿の 建設， 困って いる 人に 力 を 
貸さない とすれば， それ は イエスの 
証に 雄々 し く あると 言える だろう 力'。 

教会 や 教義に ついて 知ろ うとす る 
時に， 知識の みに 頼って いて 雄々 し 


いと 言える だろう カヽ 身 を もって 霊 
的な 事柄 を 経験す るよ り も 教義の 一 
つ 一つ を 取って 論議 を 戦わす 方に 関 
心が ある 場合 はどうだろう 力'。 

神権 を 授ける 資格に ついて 教会が 
採って いる 方針 を 憂慮し， この 教義 
に対して， 今や 新たな 啓示が 必要な 
時 だと 考える 人 は， イエスの 証に 雄 
々しく あると 言える だろう 力、。 

週末に 船で 遠出した り ， 別荘へ 出 
掛けたり， その他 いろいろな 嫫楽を 
追い求めて 日曜日の 霊的な 責任 を 怠 
つていながら， イエスの 証に 雄々 し 
いと 言える だろう か。 

かけ 事 や トランプ をし， ポルノ 映 
画 を 見に 行き， 日曜日に 買物 をし， 
その他 世の 人々 が 受け入れ ている あ 
ら ゆる 事柄 を 行なって いて ィ エスの 
証に 雄々 しいと 言える だろう 力、。 

も しも 私たちが 救い を 得たい と 望 
むので あれば， 生活の 中に， まず 神 
の 王国に 関する 事柄 を 取り入れ なけ 
れ ばなら ない。 私たち 主の 教会の 会 
員に とって， 行き着く 先 は 神の 王国 
か， さもな く ば 無力、， どちら かに 違 
いない。 私たち は 暗やみから 抜け出 
た。 そして キ リ ス 卜の 驚くべき 光の 
中に いる。 光の 中 を 歩 も うで はない 
か。 

さて， 私 は 将来 を 予測で きる-と 言 
う 積もり はない の だが， しかし 心に 
強く 感じて いる ことがある。 それ は， 
世の 状態が これから 先， 良い 方向に 
は 向かわな いので はない かとい う こ 
とで ある。 世情が 邪悪の 一途 をた ど 
つてつ いに は 人の子の 再臨 を 迎える 
であろう。 そして 世の 終わ りと なり， 
悪しき 者 は 滅ぼされる であろう。 

私 は 世の中が ますます 邪悪になる 
につれ て， 少なく と も 教会員の 中で 
忠実な 人々 はます ます 善くな つてい 
く と 思う。 そして かってなかった ほ 
どに 数多くの 責務 を 負わなければ な 
ら ない 日が 来る であろう。 その 責務 
と は， 正しい 選択 をす る ことで あり， 
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教会 を 擁護す る ことで あり， 戒めと 
教えと 原則 を 固守す る ことで あり， 
キリスト がその 教義 を 教え， 世の 人 
人に 証 をす るた めに 召した も うた 使 
徒 や 予言者の 勧告に 耳 を 傾ける こ と 
である。 この ことが 他の いかなる 事 
柄よりも， また この 神権 時代の いか 
なる 時よ り も 必要と される 日が 来る 
であろう。 

さて， これ は 主の 業で あり， 神の 
業で ある。 私たちの 天父の 事業で あ 
る。 そこに は 主の み 手が ある。 それ 
ゆえに この 世の中で ィ エス. キリス 
卜の 福音 ほど 大切な もの はない ので 
ある。 それ は 救い を 得させる 神の 力 
であり， もし 私たちが 常に また 永遠 


に， 福音と その 大義の 内に 歩み， 生 
き， 行動し， 呼吸し， 考えるならば， 
この 世に おいて は 平安と 喜びと 幸福 
を 得， 来るべき 世に おいて 永遠の 栄 
光へ と 進む ことが で きる であろう。 
私たち は 教え， そして 証す る。 私 
たち はきょう， 永遠の 真 通の 原則に 
ついて 教えて きたが， それ は 聖霊の 
力 を 通して 教える すべての 人に 証 を 
述べる 特権 を 与えて くれる。 その 証 
と は， 私たちが 宣言して きた 教義 は 
真理で あり， もしも 人が その 教えに 
確信 を 持ち， それに 従って 生きるな 
らば， 慈悲 深い 天父が その 人に 授け 
たいと 願って おられる 祝福 はすべ て 
その 人の ものと なるとい う ことで あ 


る 0 

私 はこれ ま で 宣言 されて き た 教義 
が 真理で ある こと を 証し， また イエ 
スが 主で あり， 救い は イエスの 内に 
ある こと， さらに 私たちが 神の 王国 
に 救われる の は， 天が下に イエスの 
名 をお いて ほかにな いこ と を 証す る 

願わく ば 神が 私たちに 知恵と 先 を 
見通す 力と 決断力， そして 主の 軍勢 
に 加わって 雄々 しく 戦う 勇気 を 与え 
たまわん こと を。 それ は ジョージ • 
アル バー ト. スミ ス大 管長が 鮮 かに 

表現され たように， 「主の 方に 立つ」 
ためな ので ある。 イエス • キリスト 
のみ 名に よ り， アーメン。 
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人 はいかに して 救われる か 

大 管長 会 第二 副 管長 

マリオン •  G •  ロムニー 


愛す る 兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆 
さん。 私が この 話 をす るに 当たり 主 
のみた ま を 受けられる ように， そし 
てまた 皆 さ んが 主の みた ま をいた だ 
いて 私の 言葉 を 聞く ことができ るよ 
うに， と もに 祈って いただきたい。 
私 はこれ から， イエス 'キリストの 
福音の ごく 基本的で は あるが， 非常 
に 大切な 事柄 を 幾つかお 話したい。 
また， 私たちが みたま を 受けて 理解 
を 増す ことができる ように， 多くの 
聖句を 使って 話 を 進める 積も りで あ 

る C 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会 は， 

信仰箇条 第 3 条で このよ う に 宣言し 
ている。 すなわち， 
「われら は， キ リ ス 卜の 噴 罪に よ り 
すべての 人類 は， 福音の おきてと 儀 
式と を 守る ことによ りて 救われ 得る 
と 信ず」 と。 

私はィ ヱス. キリス 卜の 教会が こ 
の 宣言に 対して 抱いて いる 見解に つ 
いて， ここでお 話したい。 

ここで 用いられ ている 救われる と 
は 復活す る こと， ならびに 清められ， 
曰の 光栄 を 受け， 不死 不滅の 状態と 
なって 神と 交わり， 永遠の 進歩の 過 
程 を 歩み 続ける ために， 神の み 前に 
もどる こと を 意味す る。 . 

これが どのよ うな 意味 か を 少しで 
も 知る ために は， まず 神と 人の 姿な 
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ら びに 属性 を 知り， 互いの 関係 を 知 
つてお く ことが 必要で ある。 

人 は 霊の 結合 体， すなわち 二 元 性 
を 備えた 存在， つまり 触 知し 得る 骨 
肉の 体 を まとった 霊で ある。 一方 神 
は， 永遠の 生命 を 持つ， 救いの 状態 
に 入った 完全な お 方で ある。 神は不 
死 不滅の 状態と， 最高の 光栄に 高め 
られた 状態の 両方 を 具えて おられる。 
人が 福音の 律法 と 儀式に 従 え ば 受け 
る ことので きる， かの 神聖な 状態 を 
神 はすで に 享受して おられる ので あ 
る。 

現在， 永遠の 光栄の うちにい るの 
は， 全能なる 神の みで はない。 数 限 
り ない 救われた 人々 も 神との 交わり 
を 享受して いるので ある。 そこで は 
家族 関係が 存在す る。 霊の 子 も 生ま 
れ ている。 人の 霊 は そこにお いて 生 
まれる ので ある。 近代の 啓示 は， も 
ろ もろの 世界に 住む すべての 者 は 
「神より 生れた る 息子と 娘」 （教義と 
聖約 76:24) である こと を 断言して 
いる。 私たちの 天父なる 神 は， 実際 
に 私たちの 霊の 父で ある。 パゥ ロカ;' 
ァ レオ パゴス の 評議 所で 語った， か 
の 偉大な 説教の 中で 宣言した よ う に， 
私たち は 「神の 子孫」 （使徒 17:  29) 
なので ある。 

父なる 神 は 不死 不滅のお 方で ある。 
しかし 人 はま だ 不死 不滅の 状態 に は 


なく， 死すべき 体 を 持つ 存在で ある。 
人の 体 は 土から 造られ， 死ぬ と 元の 
土に もどる。 だが 人の 霊 は どうなる 
のだろう 力、。 多くの 人々 が この 最も 
大切な 疑問 を 心に 深く 思い巡らして 
きた。 シ X イクス ピア も この 点 を 取 
り 上げ， 「生きる， 死ぬ， それが 問題 
だ」 という 有名な 言葉 を 吐いた ハム 
レットの 口 を を 借りて， この こと を 
語って いる。 

生きる， 死ぬ， それが 問題 だ …… 

死ぬ 一 眠る 一 
■ …… しかも 眠って しまえば， みん 

なおしまい ではない か， 

おれたちの 心の 悩み も， この 肉体 
にっき まと う 数 知れぬ 苦しみ も。 
だと すれば， それ こそ 願っても 
ない 人生の 終局で はない か， 死 
ぬ —— 眠る —— 

眠る ノ 夢を見る かもしれ ない， 
そう 力 S ここでつ かえるの だな。 

この 世の あり と あらゆる 煩いから 
脱れ て， 

眠って， さて その 先 どんな 夢を見 

る 力、 それ だ， 
それ を 思う と 心が 鈍らずに はおら 

れ ぬの だ 一 こ の 躊躇 が この 悲 

惨な 人生 を いつまでも 永び かす 

の だ。 

でなくて， 誰が おめお め 我慢す る 


もの か， この 世の 鞭 や 嘲り 
暴君の 無法な 振舞い， いばり く さ 

つた 奴ら の 侮蔑 
辱められた 恋の 痛み， 裁判の のろ 

く さ さ 

役人 どもの 空い ばり， つまらぬ 奴 

らを 相手に 
立派な 人が じっと 堪え忍ば ねばな 

らぬ数 知れぬ 屈辱 
誰が こんな 重荷 を 忍ぶ もの か， 短 

剣の ただのひと 突きで， 
この 世から 脱れ 出る ことができる 

のに ？ 

生活の 苦しみに 打ち ひし がれ， 汗 

に まみれて 呻きながら も 
ただ 死後の ある 不安， いったん そ 

の 境 を 越えて 行った 旅人が 
ま だ 誰 一人 戻 つて 来たた めしの な 

い， あの 未知の 国への 不安が あ 

れば こそ， おれたちの 決心 もに 

ぶる の だ。 
この 世 を 去って 知らぬ 禍ぃを 求め 

るより は， 
と ど ま つ て 現在の 苦 しみ を堪 え 忍 

ばせ るの だ。 

(「ハム レツ ト」 第 3 幕， 第 1 場， 
三神勲 訳） 

シ エイ ク スピア はこ のせ り ふの 中 
で ドラマチック に， 人の 死んだ 後 そ 
の 霊 はどうな るかと いう 疑問 を投 げ 
掛けて いる。 けれども その 答え は告 
げ ていない。 彼 は 主が この 疑問に 直 
接 答えて おられた こと を 知らな かつ 
たので ある。 

紀元前 75 年頃， ァメ リ 力 大陸に ァ 
ルマ という 名の 神の 予言者が 住んで 
いた。 彼 は 人間 は 死後 どうなる のか 
を 知りたい と 強く 願った。 そして 強 
い 信仰 を 持って 主に 祈り 求めた ので， 
主 は 天使 を 遣わして アルマに その 答 
え を 示された。 アルマ はこれ を 次の 
ように 言己録 している。 「あらゆる 人の 
霊 は この 死なな く て はならぬ 肉 
体 を 離れる とその 霊に 生命 を 与えた 
も う た 神のと ころへ 帰る ので ある。 


それから 義 しい 人の 霊 は パラ ダイ 
ス ととな える 幸福な 有様， すなわち 
安息と 平和な 有様に 入り 一切の わず 
らいと 憂いと 悲しみと を 離れて 息む C 

次に 悪人の 霊 は …… そとの 暗やみ 
の 有様に 追い出され， 泣き 悲しんで 
歯が み をす るので ある。  

こ れ がすな わ ち 悪人の 霊の 有様で, 
かれら は 暗やみの 中で 大 そう 恐れお 
のの きながら 自分た ちに 下る 火の よ 
うな 神の 怒り を 待って いる。 かれら 
は 復活の 時まで このよ う な 境涯に 止 
まらなくて はならない。 しかし これ 
と 同時に 義人 はパ ラダ イスに 在 
る。」 （アルマ 40: 11  —  14) 

教会 はこの 聖句を 事実と して 受け 
入れて いる。 

アルマの この 言葉 は， 文字通り 万 
人の 復活が ある こと を 告げて いる。 
そして 同様の こと を， バウ 口 もコリ 
ン ト 人に あてて 書き送つ ている。 

「アダムに あつ てす ベての 人力 死ん 
でい るのと 同じように， キリストに 
あってす ベての 人が 生かされ るので 
ある。」 （I コ リント 15:  22) 

教会 は， イエス' キリスト が 死に 
打ち勝 たれた ことによって， 御自身 
のた めば かりで な く 全人 類の ために 
も 墓 を 開かれた という， 聖典の 告げ 
る 教え を 信じて いる。 

教会 はまた， 復活 後人 は 皆 それ ぞ 
れ 不死 不滅の 状態で， 神の 裁きの 座 
に 引き出され， この 試しの 世に おい 
てな し た 行な 、 に応 じ て 最後の 裁 き 
を 受ける， という 聖典の 告げる 教え 
を 信じて いる。 その 裁きの 座での 宣 
告は， 福音の 律法と 儀式に 対する 従 
順， 不従順に よって 定まる ので ある。 
この 世に おいて これらの 律法と 儀式 
に 従った 者 は， イエス 'キリストの 
噴い の 血に よって 罪の 汚れから 清め 
られ， 神の 日の 光栄の 王国に 救われ 
て， 神と とも に 永遠 に 住 まう ことに 
なる。 しかし， 福音の 律法と 儀式に 
従わない 者 は， その 受ける 報い は 小 


さいで あろ う 。 

アルマ はこの 最後の 裁きに ついて 
次の よ う に 語って いる。 

「この 回復の 時が 来る と 義人 は 神の 
王国で 栄光 を 得て 輝き を 放つ。 

しかし， これに 反して 悪人に は 恐 

ろしい 死滅が 来る。  苦い 杯の か 

す を 飲む ので ある。」 （アルマ 40: 
25—26) 

紀元前 550 年 ごろに も， 当時の ァメ 
リ 力 大陸の ある 予言者が， 「キリスト 
の 贖罪に より， すべての 人類 は， 福 
音の おきてと 儀式と を 守る ことによ 
り」 どのよう にして 救われる かにつ 
いて 述べて いる。 したがって 横柄と 
は 思う 力；， 私の この 話 を 結ぶ に 当つ 
て， その 予言者の 記録から 少し 長く 
なる が 言葉 を 引用したい。 これ を 読 
むのに 6 分 間 ほど 掛かる 力;， 時間 を 
掛ける 価値 は 充分に あると 思う。 

私が 読む ところ を 理解し， 実際に 
行なうなら 報いと して， 神の 下さる 
もろもろの 賜の 内 最大の もの， すな 
わち 永遠の 生命 を 受ける であろう。 
彼 は 兄弟た ちに 向かつ て 言った。 

「私 は あなたた ちの 多く 力; 未来の 事 
を 知ろうと 思って， 大いに 探し 求め 
たこと を 知っている。 それ故に あな 
たたち はわれ われの 肉体 は 必ず や せ 
衰えて 死ぬ ものである けれども， 未 
来に 於いて われわれ は 復活 体 となつ 
て 神に 会う と言う こと を 知っている 
と 私 は 明らかに 認めて いる。 

また 真に， 私たちが 出て きた エル 
サ レム に 於て 神が 肉体の ま ま 世の 人 
々に 現われた も う と言う こと を あな 
たたち が 知っている と 明らかに 認め 
ている。 〔先程 も 述べた ように， 彼ら 
が この こと を 語って いるの は， 紀元 
前 600 年に 近い 頃の ことで ある。〕 そ 
の 事が 世の 人々 の 間に 起る の は 真実 

大切で ある。 それ は大 いなる 造り 主 
が 万人 を 自分に 服従 させる ために は 
まず 自ら こ の 世の 人に 服従 し 万人の 
ために 死にた も う 必要が あるからで 
ある。 
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大 いなる 造り 主の 憐み 深い 道が 成 
就す るた め に 万人に 死が 伝わつ た か 
ら 必ず 復活 を 来す 能力が な く て はな 
ら ない。 そして この 復活 は 人間の 始 
袓が 堕落 をした から 必ず 人間に こな 
くて はならない。 そして 人間の 始袓 
が 堕落 を したの は 律法 を 破った から 
生じた ので ある。 かように 人間 は 堕 
落 をした ために， 主の 御前から 追い 
出されて しまった。 

それで その 罪の 噴い は， キリスト 
の 限りない 贖罪で なければ ならない。 
すなわち それが キ リ ス 卜の 限 り ない 
績 罪でなかった ならば， この 朽ちる 
肉体が 朽 ちない ものになる ことが で 
きないから， 人間に 下った 最初の 裁 
き が 限 りなく 続かなくて はならない。 
もしそう であるならば， この 肉体 は 
墓に 横た え ら れて朽 ち 果て もとの 土 
に 帰って 再び よみがえる こ と はない。 

おお 大 いなる 神の 知恵よ。 その 深 
ぃ憐 みと 御 恵みよ。 ごらん， もし 肉 
体が もう よみがえらないならば， 私 
たちの 霊 は 必ず あの 天使， すなわち 
永遠の 神の 御前から 堕ちて 悪魔と な 
つた 天使に 服従しても う よみがえる 
こと は 決してない。 

そして 私たちの 霊 は 必ず あの 天使 
のように なり， 私たち は 悪魔すな わ 
ち 悪魔に 属する 使た ちとな つて 私た 
ちの 神の 御前から 蹄め 出され， あの 
偽り を 生む 親と 共に， 彼 自身の よう 
に 不幸の 中に 留ら なければ ならない。 

しかし ィ ス ラエルの 聖者で ある 私 
たちの 神が 救いの 道 を 立てた もうた 
から •••••• 肉体の 死で ある 墓 は 一時的 

の ものであって， やがて その 中に あ 
る 死体 を 解き放つ。 

また •••••• 霊の 死で ある 地獄 もやが 

て その 中に ある 死んだ 霊 を 解き放つ。 

〔神の み 前から 締め出される こと は 
全くの 地獄で ある。〕 それで あるから， 
墓と 地獄と は 何れも その 中に ある 死 
者 を 出さなければ ならない。 すな わ 
ち 地獄 は その 捕えた 霊 を 放ち， 墓 は 
その 捕えた 肉体 を 放たなければ なら 


ない。 そこで 人の 体と 霊と はもとの 
通り 一し よになる ので あるが， これ 
は 全く ィ ス ラエルの 聖者の も ちた も 
う 復活の 能力に よる。 

お お 私たちの 神 の 計画の 偉大 な こ 
とよ。 …-" その 霊と 体と はまた も と 
の 通り 一し よになる。 ここです ベて 
の 人間 は 不朽で 不死 不滅の 者と なり， 
しかも かれら は 生ける 人であって こ 
の 世で 肉体 を 持って いる 私たちの よ 
うに 物事 を 知る 力 を 具え， 今の 私た 
ちが 持って いる 物事 を 知る 力 は その 
時に 完全になる ので ある。 

それで 私たち は， 自分に 罪が ある 
こと， 汚れて いる こと， 裸で ある こ 
と をす ベて 完全に 覚 るので ある。 し 
かし 義人た ち は 自分の 喜びと 義 しさ 
を 覚りつ く して， 清净の 衣すな わち 
義の衣 を 着せられる。 

さて， すべての 人々 が この 第一の 
死から 復活す る とかれら はすで に不 
死 不滅と なって いるから， イス ラエ 
ルの 聖者の 審判の 座に 出なければ な 
ら ない。 それから 裁判が あって， す 
ベての 人々 は 神の 神聖な 裁判の 法に 
よって 裁かれなければ ならない。 

そして 義 しい 者た ち はや はり 義に 
止まり， 汚れた 者た ち はや はり 汚れ 
に 止まる。 …… かれらの 苦しみ は， 
果 しなく いつまでも いつまでも 炎が 
昇る 燃える 硫黄の 湖の 如くで ある。 
この 事の 確で あるの は， 主の 生きて 
いますよう に 確で ある。 …… 

しかし ごらん， イスラエルの 聖者 
を 信じ， この 世の 苦難 を 堪え, お、 び， 
世の 辱し め を 物と もしない イス ラエ 
ルの 聖者の 聖徒で ある 義人た ち は， 
この 世の 始めから かれらの ために 用 
意され た 神の 王国 を 受け 嗣 いで， そ 
の 喜び は とこしえに 充ち 満ちる。 

おお 私たちの 神ィ ス ラエルの 聖者 
の憐 みの 大きな ことよ。 神 は その 聖 
徒ら を あの 恐ろし L  、怪物 である 悪魔 
と 死と 地獄と 永遠の 苦しみで ある 燃 
える 硫黄の 湖から 救いた も う 。 

おお 私たちの 神の 偉大な 神聖 さよ。 


誰で も みな 神の 声に 聞 き 従うなら 
ば， 神 は あらゆる 人 を 救うた めに こ 
の 世に 降りた も う。 見よ， 神 はおよ 
そ アダム の 家族で ある 者 は 男で も 女 
で も 子供で も， 差別な く あらゆる 命 
の ある 者の 苦痛 を 受けた も う。 

神が このよ うに 吿痛を 受けた も う 
の は， 一切の 人類 を あまねく 復活 さ 
せて， あの 大 裁判の 日に すべての 人 

を 神の 御前に 立た せんがた めで ある C 

神 はすべ ての 人に 向って， 汝らは 
ィ ス ラエル 聖者 を 全く 信仰して 悔い 
改め， 神の 御名に よって パプ テス マ 
を 受けよ。 さもなければ 神の 王国に 
は 救われな いと 仰せになる。」 （11  二 

ーフ アイ 9  ：  4—9, 11—16, 18—23) 
しかし， 「悔い改めて 神の 御名 を 信 
じ， その 御名に よって バブテ マス を 
受け」， 終わりまで 忍ぶ 者 は 救われる 
であろう。 （11  ニーフ アイ 9  ：  24) 

愛する 兄弟 姉妹なら びに 友人の 皆 
さん。 このように 主が 命じられた 方 
法に よれば， すべての 人 は 福音の 律 
法と 儀式に 従う ことができ， キリス 
トの嘖 いに よって 救われる ので ある, 
私自身の 証 を 申し上げたい。 これ 
らの 教え は 真実で ある。 末日 聖徒 ィ 
エス' キリス ト 教会 はキ リ ス 卜 が 建 

てられた 教会で ある。 主 はこの 教会 
に 権能 を 与えて おられる。 そして， 
救い を も たらす 福音の 原則と 儀式に 
ついて 全人 類に 教え， それ を 施す よ 
う， 主より 権限 を 託されて いる こと 
を 証す る。 

私たちの 告げる 言葉に よ く 耳 を 傾 
け， 祈りの 気持ち を 持って 考える よ 
う ， 心からへ り く だり， 愛 を 込めて 
申し上げる。 もし そのよう にな さる 
なら， あなた 方 は 同様の 証 を 受け， 
救いへの 道 を 歩み， 神の 王国に 救わ 
れる ことであろう。 私たち はすべ て 
がその よ うな 状態に 至る ことができ 
るよう に， 主なる イエス' キリスト 
のみ 名に より， へりくだって お祈り 
申 し 上げる。 アーメン。 
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敗北 者 はいない 

十二使徒 評議員 会 会員 
マー ビン • J  • アシュトン 


今年の 夏の ある 暑い 夜の こ とだつ 
た。 私 は 妻と プロ野球の 試合 を 見に 
行つ た。 試合が 始まつ て 間 もな く， 
私たち は 遅れて やって来た ひと りの 
男の 挙動に 気を取られた。 その 人 は 
そば を 通り掛か ると， 私の 方 を 見て, 
聞いた。 「どつ ちが 負けて る？」 「い 
や， どちらも。」 すると その 男 はちら 
つと スコア 一 ボードに 目 を 向け， 同 
点で はない の を 見てから， 私の こと 
を いぶかしく 思いながら 歩いて 行つ 
た。 

男が 私たちから 離れた 所に 席 を 見 
付けて からすぐ， 妻が こう 言った。 

「あの方 は あなたの こと を あま り 良 
く 知らないんで しょう。」 「どうして 
だい？」 「だって， もし あなたの こと 
をよ く 知っていたら， あなたが 敗北 
者 はだれ も いないと 信じて いる こ と 
を 分かって いた はずで しょ う。 先ん 
ずる 者 も いれば 遅れる 者 もい ます。 
でも， だれ ひとり 敗北 者 はいない の 
です。 そうじゃありません か？」 私 
はに つ こ り 笑って う なず いた。 

得点よ り も 態度が はるかに 大切な 
こと はだれ でも 知っている。 希望 や 
心の はずみと いった もの は 得点よ り 
はるかに 大切で あり， 今 ある 地位 や 
身分 以上に 大切な の は， 私たちの 進 
む 方向な ので ある。 


聖典に はこう 記されて いる。 「人と 
な り は その 心に 思う そのまま である 

からだ。」 （欽定 訳 箴言 23:  7) この 
言葉 は 歴史上 どの 時代に も そ うで あ 
つたよ うに， 今日に も 当てはまる。 
私 は 以前， 体に 「生まれつきの 敗北 
者」 という 言葉 を 入れ墨に した 若者 
に 会った ことがある。 彼に 会った の 
が 州 刑務所 だと 聞いても， 皆さん は 
驚かれな いと 思う。 

また ある 時， 私 はふたり の 少年に 
水泳 がで きる かどう か 尋ねて みた。 
ひと り は 「できない よ」 と 言い， も 
う ひとり は 「わかんな いや。 泳いだ 
ことが な いんだ もの」 と 言って いた, 
おそらく 知らず知らずの 内に， 子供 
た ち の 心の 持 ち 方が 彼 ら の 言葉 に 表 
われる のであろう 。 

この 危険 を はらんだ 世の中に あつ 
て， 正しい 心構え を 持って 生活す る 
こと は， 金銭に 換えられない 貴重な 
財産で ある。 今日 ほど 確信 を 持って 
前進す る ことが 大切と されて いる 時 
代 はない。 人に 遅れ を 取る こと は あ 
つても， 正しい 方向に 進んで いる 限 
り 敗北 者に はなり 得ない ので ある。 
神 は 旅路の 半ばに して 私たちの 足跡 
を 採点され たり はしない。 創造主 は 

私た ち が 勝利者 となる こと を 期待 さ 
れ， いつでも 私たちの 願いに 答えら 


れ るよう に 備え をして 下さ つてい る 
ので ある。 悲しい こと だが 現実 に は ， 
今日 多く の 人が 神との 交わ り に 背 を 
向け， みずからと 同胞に 対して 破滅 
の 原因と なる よ うな 態度 を 助長して 
いる。 私たちが さらに 一層の 前進 を 
図る ために は， 元気 一杯， 確信と 勇 
気 を 持って， 人々 の 先頭に 立って 前 
向きに 人生 を 歩んで 行かなければ な 
ら ない。 

聖典に は 次の よ う に 記されて いる。 
「何事に も 感謝すべし。」 （教義と 聖 
約 98: 1) 「すべての 事に 就きて， 主 
なる 汝の 神に 感謝すべし。」 （教義と 聖 
約 59:  7)  「およそす ベて を 感謝して 
受く る 者に は 栄光 を 与えられん。」 

(教義と 聖約 78  ： 19) これら は 感謝 
する 時の 心構え だけでなく， 私たち 
の 生活 をよ り 良い 方向へ と 導く 指針 
ともなる ものである。 そして， この 
指針に したがって， はじめて 報いが 
もたらされ るので ある。 「すべての 事 
に 就きて 神に 感謝すべし」 という 私 
たち 一人一人に 課せられた チヤ レン 
ジ について 考えて いただきたい。 も 
しその ようにす るなら ば， 私たち は 
自分自身 を 進歩の ない， 遅れた まま 
の 状態に とどめて おく こと はないで 
あろう。 来る日 も 来る 日 も ， 私たち 
は 自分の 昨 日 の 記録 を 破る ため に 励 
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まなければ ならない。 他人の 記録で 
はない。 私たち は， 主の 助けに よつ 
てす ベての こと を 成し遂げ， 真に 永 
遠と いう 道程の 勝利者になる ので あ 
る。 

私たち は， 自信と いう もの を， 心の 
奥に しっかり 根 を 下ろした ものにす 
るよう 努力し なければ ならない。 そ 
の 自信 は 将来 私たち を， 自己 を 信頼 
させる 人物へ と 成長 させて くれる。 
生活 全般にお いて 自信と 謙遜 さの バ 
ランス を 適度に 保つ こと はいかに 大 
切な ことであろう 力'。 自己に 対して 
正しい 認識 を 持ち， 自己 を 信頼す る 
ならば， 私たちの 内に 神の 属性の 片 
麟が 宿って おり， それが 意義深い 成 
長の 過程に おいて 養われて ゆ く 日 を 
待って いると いう ことに， 一人一人 
が 気付く だろう。 そして， この 事実 
に対して ふさわしい 心構え を 持つな 
ら， みずから 持って いる 可能性と 調 
和した 生活が できる ので ある。 

高慢 に 注意 しなければ ならない。 
自己本位の 人 はいつ も 自分 中心に 考 
え， どこに あってもう まくやつ てい 
く こと はでき ないで あろう。 利己 主 
義は 愚か さが もた らす 苦痛 を 麻痺 さ 
せる 麻酔薬で ある と 言った 人が いる。 
う ぬ ぼれ は 人の 魂 をむ しばむ がんと 
なる。 

私たちが 執る 日々 の 態度に よって 
結果 は 決まる。 私たち は 何が 起こる 
かとい う ことよりも， 起こった こと 
にどう 対処す るかと いう ことに 心 を 
寄せるべき である。 自己に 対して 偽 
りの ない 態度 を 執る こと， これ は 永 
遠に わたって 究めなければ ならない 
事柄で ある。 しばらくの 間 は 力が な 
いか も 知れない が， 積極的な 態度 は 
おのず と 自己の 最善 を 尽くす よ うに 
私たち を 仕向ける であろう。 自分に 
偽りの ない 態度 を 執る ために は， 現 
実 を 直視して みずから を 確固たる も 
のとし， 自己 修練 を 心掛ける ことが 
心 要で ある。 


ここで 19 世紀の 作家 ジ ョ サイ ァ • 
ギル バー ト • ホラン ドの詩 を 採り 上 
げ させて いただき たいと 思う。 栄誉 
殿堂 入り した ホラン ド 博士の 胸像に 
は， 「求む」 と 題す る 自筆の 力強い 詩 
が 刻んで ある。 

神 は 世に 男た ち を 置かれた。 
今の 時代に 求められ るの は 
強い 精神力， 寛大な 心， 真の 信仰 
を 持ち， いつでも 働く 準備ので 
きた 手， 
名誉 欲に 屈する ことなく， 

買収され ない 男， 
自己の 見解， 意志 を 持ち， 

節操 を 重んずる 男， 
その 人 は 偽り を 言う ことがない。 

正しい 態度 を 執る こと， それ は 優 
れた 人格 を 得る 前提条件 となる。 私 
たち は， 正しい 態度 を 行動に 移す 勇 
気の ある 人物 を 必要と している。 今 
日 私たち は， 忍耐力が あり， 目的に 
向かって た ゆまず 努力 をす る 人物 を 
より 多く 必要 としてい る。 ま た 私た 
ち は， ジ ヨセフ' ス ミス， ハロ  ノレ ド' 
B  • リー， ス ペン サー 'W' キン ボ 
ール のよ う な 揺る ぎない 確信 を 持つ 
た 人物 をよ り 多く 必要と している。 
彼ら は 皆 雄々 しく， また 恐れる こと 
なく その 揺る ぎない 確信 を 人々 の 前 
に 明らかにした のであった。 ジョセ 
フ. スミ ス 一 私たち は 彼の 次の よ 
うな 態度に 心 打 たれる。 その 言葉に 
は 彼の 持つ 堂々 たる 威厳と 心構えが 
貫かれて いる。 

「私 も 正に その 通りであった。 私 は 
実際に 光 を 見た。 その 光の 唯 中に 二 
人の 御 方 を 見た。 そして その 方々 は 
真実 私に お 言葉 を かけた もうた。 私 
が 示現 を 受けた と言うた めに 憎まれ 
また 迫害 せられても， なお それ は 真 
実で ある。 そして 私が このように 言 
うため に， 人々 が 私 を 迫害し 罵り 偽 
つて あらゆる 悪口 を あびせて いる 間 


に， 私 は 自分の 胸の 中で 語る ように 
なった 『何故 真実の こと を 話す から 
私 を 迫害す るの 力、 私 は 本当に 示現 
を 受けた の だ， 私が どうして 神に 抗 
ら えよう か。 何故 世の中の 人 は， 私 
が 本当に 見た もの を 見ない と 言わせ 
ようと 思う のか。 私 は 示現 を 受けた 
ので あるから それが 事実で あるの を 
身 を 以て 知っている。 私 は 神が それ 
を 知りた も う こと を 知っている。 私 
は それ を 打ち消す こと はでき なかつ 
た。 また 敢て 打ち消そう と も しな 力、 
つた。 私は少 くと も， 本当にあった 
こ と を 打ち消すな ら ば 神の 怒 り を受 
けて 罪の 宣告 を 受ける こと を 知って 
いる』 と。」 （ジ ヨセフ • ス ミス 2  ：  25) 

正しい 態度 を 構成す る もう ひとつ 
の 大切な 要素 は， 変化に 対処す る 能 
力で ある。 順応性が あれば， 事物の 
変化に ひどい 打撃 を 受けたり， 失意 
のどん 底に 投げ落と されたり する こ 
と はない。 愛 は， 私たちが 試練 ゃ悲 
しみに 遭う 時， ひとつの 大きな 緩衝 
装置と なる ので ある。 

私たち は， 自分自身 は もちろんの 
こと， 周囲の 人々 にも 希望 を 抱く よ 
う に 絶えず 働き掛けなければ ならな 
い。 私たち はみ ずからの 手で， 暗 や 
みの 日々 を 輝く 日々 にしなければ な 
らな いので ある。 大きな チ ャ レンジ 
を 抱え， 重荷 を 背負った 人が， この 
世で ただ ひとつの 重要な 戦いに あつ 
て 勝利に 向かって 前進して いる 姿 を 
目に する こと は， 喜びで あり， 光で 
あり， また 希望ではないだろう 力〜 
希望 を 持ちなさい。 そうすれば， 失 
敗 や 逆境の 中に あっても， いつも 次 
の チャンスが あり， 明日と いう 曰の 
ある こと が 分かる であろ う 。 

私た ち の 時代に お け る 最大の 悲劇 
は， 神の 子で ある 私たちが みずから 
の 持てる 能力 を 十分に 発揮で きない 
で 生きて いる ことで ある。 「わたしに 
従ってき なさい。」 （マ タイ 19  ：  21) 
救い主の こ の 言葉 を 理解 し な ければ， 
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勇気と 力 を 得る こと はないで あろう。 
希望と 信頼の 主， 慈しみ 深い 救い主 
は， 私たちの 過去， 現在が どうで あ 
れ， すべての 人に 招きの 手 を 差し 伸 
ベて 下さって いる。 救い主 は 完全な 
模範 を 示された。 また その 態度 も完 
壁であった。 その 生涯 もし かりで あ 
る。 救い主 は， どのような 犠性を 払 
おうとと も 御 自分の 召しに 忠実で あ 
ろうと された ので ある。 救い主の 働 
き， その 生涯， その 教え を 私たち は 
大切に している。 主の 足跡に よって， 
私たちの 歩む 道 ははつ きりと 示され 
ている。 主の 生涯 は 私たちの 力の 源 
である。 私 は 宣教師た ちに 何度も こ 
う 言って きた。 「若者が 伝道の 召し を 

最後まで やり遂げ たか S かとい う こ 

とよりも， 伝道 中の 経験が その 宣教 
師に 影響 を 与えた か 否かと いう こ と 
の 方が 重要な ので ある。」 

御子 ィヱス は ひたすら 御 父の み 業 
に 携わり， 多忙 を 極めて おられた が， 
そのために 心配す る 母 や 病人， 友， 
幼児た ち を 顧みられな いこと は 一度 
もなかった。 この 姿勢， この 奉仕の 
精神， これ こそ 内なる 偉大 さの 現わ 
れ 以外の 何物で もない。 救い主に 倣 
つて 奉仕す る こと を 学ぶ 時， 私たち 
は 人生 を 豊かに 生きる こ と を 知る。 
私たち は， 神の 子ら に 奉仕す る こと 
により， ふさわしい 態度 を 身に 着け， 
やがて は 神 を 見いだ すので ある。 

ナザレ は 取る に 足らな 、小 さ な 町 
だった。 格別に 歴史的に 有名な 所が 
ある わけで もな く， 人々 の 嘲笑の 的 
でしかなかった。 「ナザレから なんの 
よい ものが 出よ う カリ （ョ' ヽネ 1 ： 
46 参照） と あるよう に， ひとりの 勝 
利 者 も 生まれなかった。 しかし 主の 
態度， 主の み 業， 主の 生涯 を 通して， 
こ の 無名 の 小 さ な 町の 名 は 広 く 知れ 
わたるよう になった。 後に 人々 は 主 
のこと を 「ナザレの イエス」 と 呼ん 
で， かって はさげ すんだ その 町 を 尊 
ぶよう になった。 


ィ エス はかって 御 自分の 民から 受 
け 入れられなかった。 それでも イエ 
ス 御自身と そのみ こころ， 道， み 業 
を 知れば， イエスが まさに 王の 王， 
主の 主で ある ことが 分かる であろう 。 
たとえ 侮り さげすまされ， 虐待され 
て も， 勝利と 喜び は 救い主の もので 
あった。 うむ ことなく 善き 業に 励ん 
で おられた からで ある。 希望 を 失い， 
挫折し， 落胆した 人々 に， 主 は 真理 
が 勝利 を 収める であろ う と 教えられ 
た。 また 神殿 を 汚した 人々 に対して 
大胆に 言われた。 「『私の 家 は， 祈り 
の 家と となえられるべき である』 と 
書いて ある。 それ だのに， あなたが 
たは それ を 強盗の 巣に している。」 
(マ タイ 21: 13) この 時の 主の 言葉 
と 行動 は， 主 御自身の 人格， 確信， 
勇気， 正しい 態度の 別の 一面が 表わ 
れ たもので ある。 

勇気 ある 行動， 正しい 態度 を 愛す 
る 世の 人 は 皆， 救い主の 生涯の 最後 
の 場面 を 繰り返し 読むべき である。 
この 「平和の 君」 は， 真の 威厳のう 
ちに その 生涯 を 送られた。 しかし 主 
の 郷里の 人々 は 主の 偉業 を 冷笑 した。 
また 主 を 捨てて 逃げ去った 弟子 もい 
た。 主に 敵す る 者た ち はま さに 勝利 
を 収める ばかりであった。 （少なく と 
も 彼ら はそう 思って いた。） しかし 主 
は， その 時 どんな 態度 を 執った だろ 
う 力 >。 不平， 粗探し， 報復， 敗北で 
あつたか。 いや， 決してそう ではな 
い。 「あなたが たは， 心 を 騒がせない 
がよ い。」 （ヨハネ 14  ： 1 ) 「わたし 
はすで に 世に 勝って いる。」 （ヨハネ 
16:33) 何と 威厳 ある 言葉であろう。 

主の こ の 世での 生涯の 最後の 週， 
人々 の 叫び は 「ホ ザナ」 から 「十字 
架に かけよ」 に 取って 代った。 それ 
でも 主の 確固たる 勇気 はさ らに歩 を 
進め， 勝利 を 収めた。 心の 正直な 人 
たち は， 主が なんの ために 戦い， し 
かも なぜ 死ななければ ならない のか 
知ろうと した。 この 世に おける 主の 


最後の 一週間 は， その 態度が いかに 
偉大な もので あつたか を 教えて いる。 
この 試練の 時 を 最後まで 忠実に 歩ま 
れた 主の 姿 を 見ながら， 主が 持って 
おられた 勇気と その 力 をと もに 学 ぼ 
うで はない か。 弟子た ちとの 最後の 
晩餐， ゲッセ マネの 園で 天父との 強 
い 交わり を 求めて おられる 姿 （「この 
杯 を わたしから 過ぎ去らせ てく ださ 
い。 しかし みこ ころの ままに な 
さ つ て 下さい。」 〔マ タイ 26  ：  39 参 
照〕）， 戦いの 後の 勝利の 兆し， 十字 
架上の キリストと 兵士た ち， これら 
の 光景 を 思い出 していた だきたい。 
人々 が イエス を 拒み， 反逆の 構え を 
見せ， 大胆に いどんで きた 時， 彼ら を 
迎えた 声 は， 「だれ を 捜して いるの 力'。 

 わたし 力;， それで ある」 （ヨハネ 

18  ：  4  ,  5) であった。 市の 城壁 か 
ら さほど 遠くない 丘の 上で， 救い主 
は 十字架 上の 人と なった。 主が この 
残酷な 刑で 苦しんで おられた 時， 主 
を 「彼 は 敗れた。 行く手 を 阻まれ， 
挫折した」 と 遠くから ながめて いた 
人々 がいた こと は 疑う 余地がない。 
現在で も 同じような 考えが ある 力 S 何 
という 誤った 考えであろう か。 ナザ 
レの イエスが 敗北 者？ 断じて そ う で 
はない。 ナザレの イエス は， 私たち 
の 救いの 主， 噴い 主， 勝利者， 神の 
御子な ので ある。 

主 は 今日 も， 私たちが 確信に 満ち 
た 断固たる 態度で いるよ うに 望んで 
おられる。 讃美歌 「主の み 言葉 は」 
の 7 番に そのこ とが 感動 的に 歌われ 
ている。 

主 われに 頼る 者の 霊 

敵の 手に は 渡し 得ず 
地獄 かれに 迫る と も 

われ その 霊 を 見捨て はせ ず 
必ず われ は 見捨てず 

(讃美歌 96 番) 
兄弟 姉妹の 皆さん， 主が 実に 生き 
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て おられる こと， また イエスが 神の 
子で あり， その 力に ついて， そして 
ィ エスが この 地上に 来られた 目的に 
ついて 特別な 証を宣 ベる こと は 何と 


素晴らしい ことであろう 力 >。 この 教 
会 は， 主の 教会で あり， この 福音 は 
主の 福音で ある。 また これ は， 自己 
に 打ち勝ち， 忠実に 励み， 勝利者と 


なる 人々 に 与えられた 計画で ある。 
これらが 真実で ある こと を イエス • 
キリスト のみ 名に よ り 証 申 し 上げる。 
アーメン。 
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永遠の 絆 

十二使徒 評議員 会 会員 

マ一 ク ピ 一ター セン 


私 はこの 機会に， キン ボール 大管 
長の 偉大な 指導力に 対して 深い 感謝 
の 意 を 申し述べ たいと 思う。 あなた 
方 もまた 私と 同じ 気持 を 抱いて おら 
れる に違いない。 キン ボール 大 管長 
は， 私たちに 霊的な 感動 を 与えて 下 
さる。 彼 は 力 ある 神の 人で ある 力；， 
非常に 謙遜な 人で も ある。 また 彼 は 
多くの 人と 広く 交わり を 持って おり， 
私たち は こぞって， この 上な く大管 
長 を 愛して いる。 私 はきょう， この 
場に おいて， 私たちが 大 管長の 指導 
にい かに 感謝して いるかと いう こ と 
と， 私たちが 心と 霊の すべて を 尽く 
して 大 管長 を 支持して いる こと を あ 
なた 方に 代わって 申し上げても 差し 
支えない のではないだろう かと 思う。 
私たち は キン ボール 大 管長の 指導に 
深く 感謝す る ものである。 

私の 友人に ケ ネスと いう 名の 人物 
がいる。 彼に は 美しい 妻と 幼い 4 人 
の 子供が いて， 彼 自身 は と言うと 善 
良な 一市 民で あり， しかも 仕事 もよ 
く で きる 男で ある。 

彼の 家族 は 一致団結 してお り， 何 
をす るに も どこへ 行く にもい つも 一 
緒で， 遊ぶ 時に もそう であった。 こ 
れを 知って， 中には， 一体 彼ら はこ 
れ以上 何が 必要な の だろ う かと 不思 
議に 思う 人が いるか も 知れない。 し 


かし， 彼らに は ひとつ 足りない もの 
が あるので ある。 しかも 非常に 重大 
な ものが。 すなわち， この 家族に は 
自分た ちが 今 味わって いる 幸福と 家 
族の 幹' を 永遠の ものと する ための 何 
かが 欠けて いるので ある。 

彼ら は 現在の 生活に この 上な く満 
足して おり， 彼らの 未来に， あるひ 
とつの 可能性が 横たわつ ているな ど 
と 考えた こと は 一度 もなかった。 そ 
れは， 今の 生活が すべて 終わり を告 
げ， 今 ある 家族の 幸福 や 幹が もはや 
続かず， また その 喜びが 単なる 思い 
出に しか 過ぎなくなる 日が やって来 
るか も 知れない という ことで ある。 

ケ ネス と 妻の ル シール はと も に 善 
良で 正直で 徳 高い 人で ある。 ふたり 
は 教会に 行かず， 教会な しで も 十分 
立派な 人間に なれる と 考えて いる。 
彼ら は 子供た ちに 正直と 徳とを 教え， 
教会が 教える こと はすべ て 自分た ち 
でで きる と 考えて いる。 

ともかく， 彼ら は 家族で 楽しく 過 
ごすた め に 週末の 時間が 必要 だ と 主 
張す る。 土， 日曜 はケ ネスが 仕事 か 
ら 解放され る 数 少ない 日な ので ある。 
そこで 教会に 出掛ける こと はまった 
く 彼らの 生活に 水 を 差す ことになる 
し， 週末 ごとの 計画に 支障 を 来す こ 
とに もなる の だ， とそう 彼ら は 考え 


るので ある。 

ここで 私はケ ネス 一家に， また 彼 
らと 同じよ うな 状況に ある 家族の 方 
方 すべてに お話した いと 思う。 ケネ 
ス， しばし の 間 私たちの 助言に 耳 を 
傾けて 欲しい。 

私た ち は 君が 家族 を どんなに 深 く 
愛して いるかよ く 知っている。 だが， 
その 愛 を さ らに 大き く 育てる ことが 
できる。 人生と は 予測の つかない も 
の だ。 今 味わって いる 幸福 や 喜び も 
いつまで 続く か 保証 はない し， 永遠 
に は 続かない という こと を 君 は 知つ 
ている と 思う。 

ケ ネス， 君 は 同じ 職場の 仲間 ラル 
フ • スチュ アートの こ と を 覚えて い 
るだろう。 事故に 遭って 不具と なり， 
果て は 命 を 落と してし まった 彼 を。 
一体 彼の 家族 の *f は ど うなった の だ 
ろう 力 >。 そして 今， 彼らの 週末の レ 
クリエーション は どこ へ 行 つてし ま 

つたの だろう 力、。 このような こと を 
話して 気に障る ことがあったら 赦し 
て も らいたい。 

君 は 現実的で， いつも 物事 を 真正 
面から と ら える 人 だ。 それな のに， 
なぜ 自分の 家族の ことと なるとそう 
しないの 力 >。 

先日， 通り掛かった 美しい 石造り 
の 教会の 前に， 小ぎ れいな 掲示板が 
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出て いた。 次の 日曜日に 話される 牧 
師の 説教の テーマ を 告げる もので， 
次の ような 質問が 書かれて いた。 「あ 
な た は 永遠 という 時 を どこで 過ご そ 
う と しています か。」 
私 は その 言葉に 目 を 引かれ， 足 を 
止めて 考えて いると， 何年 か 前， 大 

き な 飛行場で リチャード •  L  • エバ 
ンズ 長老と 一緒にいた 時の こと を 思 
い 出した。 その 時， 私たち は 人々 が 
急 ぎ 足で 往来す る 様子 を 見て いたが， 
飛行機に 向かつ て 駆けて 行 く 人 もい 
れば， タクシー や 友人 を 捜して 歩い 
ている 人 もいた。 

エバンズ 兄弟 は 人々 の 流れから 目 
を 転ずる と， 私に 向かって こう 尋ね 
てきた。 「あの人た ち は 実際， 自分が 
どこに 行 こ うとして いるの か 考えて 
いるの だろう 力つ と。 

ところが ケ ネス， 君と 同様に 彼ら 
は その 問題に いさ さかの 注意 も 払つ 
ていな かつ たの だ。 

私 は 君に 尋ねたい。 「君 は 実際 どこ 
へ 行 こ う と している の 力 >。 それに 君 
の 家族 も だ。 君の 前途に あるの は 楽 
しみば かりだろう 力、。 また， いつも 
家族 と 一緒の 生活が で きる のだろう 
か。 君 は 永遠と いう ことにつ いて 考 
えた ことがあ るの カリ と。 私たち は 
日曜 学校で 次の 讃美歌 をよ く 歌った 
もの だ。 

輝く 家 は 永遠の 生命 
星 は 輝く 働き ゆかん 

また 次の よ うに も ある。 

天に 向かいて 日々 に 進まん 
善き 業な せば 家 近づく 

(讃美歌 168 番） 

君に は 忘れて しまった ものが ひと 
つ あるので はないだろう 力、。 この 古 
き 良き 歌 は， まさに そのこと に 私た 
ちの 心 を 向けさせて くれる の だ。 


ケ ネス， 永遠の 世界 は 現実に 存在 
する の だよ。 私 は， 君が すでに その 
こと を 知ってい ると 確信して いる し， 
天に 永遠の 御 父が おられる こと も 信 
じている と 思う。 しかし， 私たち は 
その 永遠の 中に あって， みずからの 
ために ふ さ わ しい 場所 を 確保す ベ く 
何 をして いるだろう 力、。 

私たち は， 神 が最 も 慈悲 深 いお 方， 
すなわち この 上な く 慈悲 あ る 御 父で 
あるが ゆえに また 正義の 神で ある と 
いう 事実 をす ベて 受け入れなければ 
ならない。 

私 はそう 考えて いる。 それならば， 
天父 が 私 たちに 望んで おられる の は 
何な のた' ろう 力、。 

山上の 室訓で 救い主が 命じられた 
ように， 主 は 私たちが 御 父の ように 
なること を 望んで おられる。 （マ タイ 
5  :48 参照） 神の 子で ある 私たち は， 
将来， 神に 似た者と なる のに 十分な 
素質 を 内に 秘めて いるので ある。 子 
供が 成長して 親と 同じよ う になる の 
はごく 当然の ことではないだろう 力'。 
しかしながら 単 に 心の中で 願 うだけ 
であったり， 身に 着ける のが ひとり 
よがりの 美徳で しかないならば， 私 
た ち は 神に 似た者 となる こと はで き 
ない。 

私 た ち が 従 うべき 計画 は 主 御 自 身 
が 定められ たもので あり， その 計画 
のみが 私た ち に 望み 通 り の 結果 を も 
たらして くれる ので ある。 この 計 固 
は， 現世に おいても 来るべき 世に お 
いても 成功 を 収める ための 公式と な 
る ものである。 もし この 計画に 従わ 
ない とすれば 自分自身 を 拘束す る こ 
とになる。 これ はすべ ての 面に おい 
て 同じではないだろう か。 ケ ネス， 
君 は 学校で 化学 を 勉強した ことがあ 
るだろう。 そこで， 実験の 時 公式 通 
り にしな かつ た ら どんな 事態が 起こ 
るか 予想で きる に違いない。 また 履 
修 課程 を 終え な け れ ば 卒業 できない 
こと も 分かって いる はず だ。 永遠の 


来世に ついても 同じ ことが 言える。 
私たち は 主の 公式， すなわち 主の 福 
音に 従わなければ ならない。 

そのよう にす るなら ば， 君が 今， 
味わって いる この 家族の 粋' をい つま 
でも 保つ ことができる。 それば かり 
か, 死 も 復活 も その 畔を 絶つ こと は 
できない ので ある。 君 もそう ありた 
いと 思わないだろう 力 >。 

し 力 、し， 不完全な 方法から 完全な 
もの は 生じ 得ない こと を 主 は 承知し 
て おられる。 それゆえ， 主 は 違背す 
る ことのな いよ う にとの 訓戒 を 伴つ 
た 完全な 公式 を 与えて 下さった ので 
ある。 学校に おいても そうであった 
ように， 主の 公式に 従わず， また そ 
の 計画 を 心から 完全に 受け入れ なけ 
れば， 祝福 を 授かる こと はでき ない 
ので ある。 

主が 御自身の 律法 を 破られる はず 
はない という こと を 銘記して， 主が 
言われた 幾つかの 事柄に 目 を 向けて 
みょう。 その ひとつに 従順が ある。 
神の 律法に 従う こと はまった く 道理 
にかな つたこ とで ある。 

主が 従順に ついて 語られた 箇所 を 
幾つか 読んで みよ う 。 救い主 は ニー 
フ アイ 人に 次の よ う に 言われた。 

「われに 来りて 救い を 得よ。 まこと 
にわれ 汝 らに告 ぐ， われが 今 汝らに 
下した る この 命令 を 守らず ば， 決し 
て 天の 王国に 入る を 得ず。」 （111 ニー 
フ アイ 12  ：  20) 

ここで， この 言葉が 君に とって， 
また 君の 家族に とって 何 を 意味す る 
のか 考えて 欲しい。 よ く 研究し， 深 
く 考えて いただきたい。 「われが 今汝 
らに 下した る この 命令 を 守らず ば， 
決して 天の 王国に 入る を 得ず。」 こ 
れは 非常に 重大な 言葉で ある。 

教会 初期に， 救い主 は 啓示に よつ 
て 本質的に 同じ こと を 言われた。 「た 
えず わが 誡命を 守れ， …… され ど， 
わが 誡命を 守らず ば汝 はわが 居る 所 
に 来る を 得ず。」 （教義と ffi* 勺 25  ： 15) 
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ケ ネス， 君 は 神権 を 授かって いる。 
主 は 神権 を 付与され た 者の 将来に 大 
いなる 約束 を 与えて おられる 力;， そ 
のた めの 条件 を 次の よ う に 定められ 
た。 「そ は， 汝ら 神の 口よ り 出る すべ 
ての 言に よ りて 生く ベければ な 

り。」 （教義と 聖約 84  ：  44) 

永遠に 主と と も にいたい と 願うな 
らば， 私たち は 主が 求めて おられる 
事柄 を 行なう ことによって その 特権 
を 得なければ ならない。 君に は その 
意味が 理解で きる だろう。 も し 永遠 
に 主と とも にあ り たいと 望むなら， 
私たち 自身が 主に 似た者と なるこ と 
はもち ろん， 妻 や 子供た ちに も 同じ 
ことが 要求され る。 しかし， 私たち 
がその ようになれ るの は， 主の 戒め 
を 守り， 主の 教会に あって 主の 定め 
られた 計画に 従う ことによって のみ 
である。 教会の プログラムと はま さ 
しく 救いの 計画で あり， その 道に 従 
う ことによって 私たち は キリ ストの 
持って おられる よ う な 特性 を 培い， 
キリスト に 似た者 となる こと がで き 
るので はないだ ろ う か。 

も し 私たちが キ リ ス 卜 に 似た者で 
ない 状態の ままで 主の み 前に 立つ こ 
とがで きたと しても， 私たち はまつ 
た く 場違いな 感 じ しか 受けない ので 
はない かと 思う。 言うまでもなく， 
このよ うな 方法で 主の も とに 帰る こ 
と はあり 得ない が。 

不断の 努力な く して キリ ス 卜の よ 
うな 特質 を 身に 着ける こと はでき な 

い。 私たち は それが 成長への 過程で 
あり， 主の 福音 を 人生の 指針と する 
ことによ つ ての み もたらされる とい 
う こと を 承知し なければ ならない。 
そのこと に 生半可な 態度であって 
はいけ ない。 私たち はすべ から く 心 
を 尽く し， 勢力 を 尽く し， 思い を尽 
く して 主に 仕えなければ ならない。 
また 主の 教会に おいて 活発に その 業 
に 携わる こと も キリス 卜の 福音の 一 
部で ある こ と を 覚える 必要が ある。 


主 は そのこと を 強調して おられる。 
「この キリス 卜の 教会に 属する 者 は 
皆 教会の 誡命 と 誓約と をす ベて 遵奉 
すべし。」 （教義と 聖約 42  ：  78) 

私たち は， 自分自身 がま くと ころ 
の もの を 刈り入れる と 教えられ てい 
る。 これが 刈り入れの 律法で ある。 
畑に 麦の 種 を まけば 麦が 育つ。 それ 
と 同様に， 私たちが もし 人格形成の 
上で 義の種 を まくならば， 義の実 を 
刈り取る であろう。 主 御自身が 言わ 
れた 通りで ある。 「何事 にても 汝ら蒔 
くと ころの もの を また 刈り 入る ベけ 
れば なり。 この 故に， 汝ら 善の 種 を 
蒔かば そのむ くいと して また 善の 実 
を 取り入るべし。」 （教義と 聖約 6  ： 
33) 

このよう に 刈 り 入れの 原則 はすべ 
てに 適用され る。 例えば， 主 は 言わ 
れた。 「もしも， あなたがたが， 人々 
の あやまち を ゆるすならば， あなた 
がた の 天の 父 も， あなたがた を ゆる 
して 下さ るで あろ う。」 （マ タイ 6  ： 
14) 

また 「あなたがた がさば くその さ 
ばき で， 自分 もさば かれ， あなたが 
たの 量る その はかりで， 自分に も 量 
り 与えられる であろ う」 （マ タイ 7  ： 
2) と 仰せに なった。 

言い換えれば， 今 この 場で 来世に 
おいても 家族の 胖を 保ちたい と 計画 
するならば， 永遠の 来世に 赴いた 時 
その ft' が 得られる ので ある。 しかし 
その 目標に 向けて 努力 を 払わな けれ 
ば， その 祝福 は 奪われて しまう。 

ケ ネス， 君に 尋ねたい ことがある。 
君 は 君の 奥 さんに 永遠の 来世 を ど こ 
で 過ごして 欲しい と 思って いる 力'。 
それに 君の 子供た ち も だ。 君 は 奥 さ 
んゃ 子供た ち を いつまでも 自分の そ 

ばに 置いて おきたい と 思わない だろ 
う 力 >。 そうでなければ， 君 はいつ か 
は 離れ離れ になって しまう 計画 を 立 
てて いる こ と になる の だ。 
君 は， 君が 現世に おいてし りごみ 


したば かりに， 奥さんが 夫と 子供 を 
失った まま 永遠の 来世 を 送らな けれ 
ばなら ない よ う な 羽目に 陷る こと を 
望む だろ う か。 

また 君の 子供た ちが 君の ために 父 
母との 家族の 幹' なく して 孤児と して 
過ごす こと を 望む だろう 力、。 

君のと る 行動が 君の 妻子の 永遠の 
生活に 影響を及ぼす こと を， 君は自 
覚 していな いので はないだ ろ う か。 
子 は 親の 模範に 従う ものである。 君 
が 示す 模範 次第で 子供た ちが 神 を 信 
じ， 神に 仕え， また 清い 習慣 を 身に 
着ける か 否かが 決まる の だ。 そして 
同様 に 子供 は 自分が 受 け た 影響 を ま 
た その子 供， つまり 君の 孫に 及ぼす。 
そのこと が 分かれば， 今の 君の 行な 
いが 生 まれ 来る 君の 子孫 に ど ん な 影 
響 を 与える かも 理解で きる だろう。 

君 は 彼らに 何 を 望む 力、 最善の も 
の 力つ それともつ まらない もの 力、。 

今 こそ 君と 神との 関係 を 固く 結ぶ 
時で はない か。 君 自身の 救いの ため 
に 君の 奥さんの ために また 君の 子供 
たち や 孫 たちのた めに。 

私 た ち は 皆 家族の 幸福 を 願って い 
るが， 不従順 や 神 を 無視す ると ころ 
に 幸福 はあり 得ない。 なぜ 世の 道に 
従う の 力、。 そこに 心の 満足な ど 得ら 
れ ようはず がない。 また 払う 镜牲も 
大きい の だ。 

これ ま で 述べて きたよう に， 家族 
の 永遠の を 得る に は， 神殿 結婚が 
必要で ある。 それ 以外の 道 は 考える 
だけで も 恐ろしい。 というの も， 私 
たちが 神殿 結婚 を 拒絶 すれば 家族の 
胖を 来るべき 世まで 保つ こと はおろ 
力、 伴侶の ない まま 永遠に 別離 孤独 
のままで いなければ ならない と 主 は 
仰せに なって いる。 

ス ペン サー 'W. キン ボール 大管 
長 はこの 点に ついて 次の よ う に 語つ 
ている。 

「永遠と いう こと， 永続す る 幸福， 

神に まみえ 神と ともに 住まう という 
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特権， あなたが たは これらの こと を 
みずから 危う く して はいないだろう 
力、。 学習， 研究， そして 熟考す る こ 
とに 欠けて いるた めに， すなわち 偏 
見や 誤解， 知識の 不足から， この 大 
いなる 特権と 祝福 をみ ずから 失って 
はいないだろう 力、。 

またみ ずから を 永久に 別離 孤独で 
生き， 他人に 仕える 者と して はいな 
いだろう 力 > 。子供が 死んだり， あな 
た 方が 世 を 去る 時 自分の 子供 を 手放 
し， 孤児に したいと 思って いるの だ 
ろう 力 >。 生涯に 得た 最高の 喜びす ベ 
てが 『更に 附け 加えられ J, 強められ， 
増し 加えられ， 永遠の ものと される 
というのに， ただ ひとり 孤独な まま 
で 永遠の 道 を 進みた いと 思う の だろ 
う 力、。 それと も -…" この 大 いなる 真 
理を 無視し， 退けよう と言うの であ 


ろ う か。」 

そして 大 管長 は 言われた。 「皆さん， 
どうか この 呼び掛け を 無視し ないで 
いただきたい。 あなたがたの 目 を 開 
いて 見， 耳を澄まして 聞く こと を や 
めない ようにと お願いす る。」 （「聖徒 

の 道」 1975 年 1 月 号， pp.  2-5) 

そこで ケ ネス， 私 は 君に もう ひと 
つ 尋ねたい。 君に とって 10 人のお と 
めの た と え 話 は どんな 意味が ある だ 
ろう 力、。 その 中の 5 人 は 思慮が 浅く， 
5 人 は 思慮 深 い 者であった。 思慮 深 
い 者た ち は 将来の た め に 準備 をした 
が， 思慮の 浅い 者た ち は 何の 備え も 
しな かつ たため 主の 前から 蹄め 出さ 
れた。 そして 用意ので きた 思慮深い 
女た ち は 主に 迎えられた のであった。 

ケ ネス， 私 は キン ボール 大 管長と 
と も に 君の よ う な 立場に いるすべ て 


の 人に， そして その 家族に 訴える。 
主の 命令 を 受け入れ， 主に 仕え， 永 
遠に 主と と もに いる ことので きる 場 
所 を 得る よう にと。 

救い主の 約束 は 私たちが 主の 命令 
を 受け入れて はじめて 大 いなる 約束 
となる。 主の 仰せに ある 通りで ある。 

「われ を 受け 入る る 者 はわが 父を受 
くるな り。 

而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 は 
わが 父の 王国 を受 くるな り。 この 故 
にわが 父の もてる すべて は 彼に 与え 
らる べし。」 （教義と 聖約 84  ：  37,38) 

しかも 主 を 受け入れる こ と は 私た 
ちが 幸福になる ための 特権で も ある。 
主 イエス. キリス トの聖 なるみ 名に 

より 心からお 祈り 申し上げる。 ァー 

メ ン 0 
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死の 後に は 


十二使徒 評議員 会 会員 
リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹の 皆さん， この 素晴らし 
い 大会に ともに 集う ことができ， ど 
の 部会に おいても 音楽 や 兄弟た ちの 
話 を 堪能で きた こと を 感謝す る 次第 
である。 きょう 私 は 皆さんの 前で， 
天父と， 私たちの ために 噴 罪の 犠牲 
と して 命 を 捧げられた 御子 ィ エス . 
キリス 卜と， また， 素 晴ら しい 生き 
方 を 教えて く れる 回復され た 主の 福 
音に 対し， 私の 抱いて いる 愛 を 申し 
述べたい と 思う。 この 福音 は， 地上 
での 働 き を 終えた 後に 永遠の 世界が 
存在す る こと を 私たちに 教えて くれ 
る。 

私 は， 教会 を 巡り， 伝道 部 を 訪れ, 
伝道 本部の 人々 と 会い， 教会員の 信 
仰を感 じる 度に 抱 く 聖徒た ちへの 愛 
をお 伝えしたい。 私たち はみ たまが 
豊かに 注がれて いる こ と に 感謝して 
いる。 その 結果， 今日， 世界の 至る 
所で 教会 は 成長し， 発展して いる。 
私 は 高貴 な る 指導者 キ ン ボ 一 ル大管 
長と その 副 管長 を， 神に 感謝 申し 上 
げる。 私 を はじめ 教会員 はすべ て 彼 
らを 愛して いる。 それ は 彼らが まこ 
とに 御 父の 僕 だからで ある。 

私 はきょう， この 世で 成人し ない 
内に， また 結婚の 誓約 は 交わした が 
自分の 子供 を も う ける 機会がない 内 
に 他界して しまった というよ うな 子 


を 持つ 両親の 方々 に 向けて， お 話 を 
したい。 そのような 経験の ある 家庭 
は 少なくな いと 思う。 

様々 な 国で， 戦場に 命 を 散らした 
青年 はかなり の 数になる であろう。 
私が ォ ラ ン ダ 伝道 部長であった 時， 
伝道 部内の ひと りの 素晴らしい 宣教 
師が 永遠の 栄えに 入る の を 見届けた 
こ とが ある。 

私 はまた， 日の 光栄の 王国に とも 
に昇栄 する に ふさわしく ない 男性と 

連れ添いたくない ために， この 世で 
結婚の 機会 を 持たない 忠実な 素 晴ら 
しい 大勢の 女性た ちの こと を 考える。 
その 多く は 伝道に 出て， 御 父の み 国 
の 建設と シ オンの 若人の 育成の ため 
に 勤勉に 働いて いる 素晴らしい 女性 
たちで ある。 

心に 感じて いる こと を， 私自身の 
家族 を 例に とって 話させて いただき 
たいと 思う。 私た ち 夫婦 は オランダ 
で 伝道に 携わって いた 時に 一女に 恵 
まれた 力;， 帰国して さほどの 年月 も 
たたない 内に その子 は 他界した。 妻 
は その子が 生まれた 時に， 天使が 連 
れ てきた の を 見た よ うな 気がする と 
何度も 私に 言って いたの だが， その 
子 は 死んで しまった。 また， 私 は そ 

の 子の 4 人の 姉妹の こ とも 考える。 
その内の ひと り はきょう， 扶助 協会 


中央 管理 会長 会の 副会長と して 皆様 
方の 支持 を 受けた が， 他の 3 人 も， 
才能 は 多少 違 つても 皆 立派 な素晴 ら 
しい 女性で ある。 

私 は 3 歳 半で 亡 く な つ た 子供の こ 
と を 考える と， 神が 天地 を 統治して 
おられ， あの 子 もい つか は 自分の 栄 
えに 入って， 地上で 両親に 育てられ 
た 4 人の 姉妹と 同 じ 機会に あずかる 
という 信仰 を 得て いる こと を， 神に 
感謝す るので ある。 また 「もし わた 
したち 力；， この 世の 生活で キ リ ス 卜 
にあって 単なる 望み をいだ いている 
だけ だと すれば， わたしたち は， す 
ベての 人の 中で 最も あわれむべき 存 
在と なる」 （I コ リント 15  ： 19) とい 
ぅパゥ 口の 言葉 を 神に 感謝して いる。 
つかの 間の この 世で は， 神が 忠実で 
信仰深い 者た ちの ために 考えて おら 
れ るすべ ての こと をす ベての 子ら の 
た め に 成就 される の は 不可能な こ と 
であろ う 。 

高価なる 真珠に 記されて いる モ 一 
セの 言葉が 心に 浮かぶ。 「見よ， これ 
わが 業に して わが 栄光， すなわち 人 
に 不死 不滅と 永遠の 生命と を もたら 
すなり」 （モー セ 1 ： 39) ときどき 考 
える の だが， 私たち はこの 聖句 につ 
いて 深く 考えて みた ことがある だろ 
う 力、。 「人に 不死; T« を もたらす」 こ 
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と 力;， ロムニー 副 管長が 今朝 指摘 さ 
れた 通り， 私たちが 復活の 後に も は 
や 死ぬ こと はない という こと を 意味 
する もの だとい うこと は， 理解で き 
ると 思う。 では， 永遠の 生命 はどう 
であろう。 そのこと を 考える と， 私 
はこの 言葉の 中に， 神が 忠実で 誠実 
な 子供た ちの 将来に 計画して おられ 
るすべ ての こと は， 神の みこ ころに 
かなう 時に かならず 実現 するとい う 
感を 覚える ので ある。 

モル モン 経の 中には， 人 は 皆 同じ 
時に 生まれる わけで はない し， 同じ 
ときに 死ぬ わけで はない， それ は 問 
題で はない という ことが 書かれて い 

る。 （アルマ 40  ：  8 参照） ここで ァ 
ブラ ハムの 言葉 を 思い浮か べるの だ 
が， 彼 は 霊た ちが 地上に 置かれる の 
を 見た 時に， 主 は 彼らが 命じられた 
すべての こと を 行なう かどう か を 試 
そうと 言われた。 「而 して， 最初の 位 
を 保つ 者 は 更に 附け 加えられ」 （アブ 
ラ ハム 3  :26)。 これ はこの 世に 来る 
前の 霊界での ことで ある。 「第二の 位 
を 保つ 者 は， とこしえに 栄光 を その 
頭に 附け 加えられん。」 （アブラハム 
3  ：  26) 死んだ 私たちの 子 も， 自分 
の 年 相応に 精一杯， 第二の 位 を 保つ 
たので ある。 

そして， 私 は 主が 予言者 ジ ヨセフ • 
ス ミ スに 告げられ たみ 言葉の こ と を 
思う。 「神の 業， 計画， 目的が 破れ， 
また 水泡に 帰す る は 共に 有り得べ か 
ら ず。」 （教義と 聖約 3  ： 1) これ は 
すなわち， 子ら のために 宣言され た 
こ と を 成就し よ う とする 神の み 手 は， 
何人も 阻み 得ない という ことで ある。 
さらに 教義と 聖 約の 中で， 主 は 言つ 
て おられる。 「その 企図 は 敗る る こと 
なく， また その 御手 を 止め 得る 者 絶 
えてな し。 永遠よ り 永遠に 主 は 同じ 
にして， その 齢は尽 くる ことな 
し。」 （教義と 聖約 76  ：  3,4) 

また， 主 は 予言者 ニーフ アイに こ 
う 語られた。 「そ はわが 業の 今な ぉ完 


成せざる のみならず， 人間の 終りの 
時になる も， また それより 進みて 限 
りなき 未来に なりても 完成せ ざるべ 
から ざれば な り。」 （II  ニーフ アイ 
29:9) さて これらの こと 力  >  ら 分力 > 
るの は， 高価なる 真珠に 書かれて い 
るよ うに 人に 栄光 を 与える 主の み 業 
が やむ 時 は 決して 来ない という こと 
である。 この 栄光 は 人の 頭の 上に 永 
遠から 永遠に 増し 加えられ るので あ 
る。 

私の 家族に ついて 思い を は せれば， 
4 人の 娘の 後に 生まれた 息子 はた く 
ましい 青年に 成長した。 しかし 彼 は, 
私が 力 リ フ オル ニァで ステーキ 部長 
をして いた 当時， 海岸で 事故に 遭い 
死亡した。 16 歳に なった ばかりの 時 
で， 父の 私と 同じ ほどの 背丈が あつ 
た。 あの 子の 兄弟に ついて 考えて み 
ると， きょうこの 場に いる 彼らに は 
皆 家族が あり， ひとり は 十二使徒 会 
地区 代表と して 働いて いる。 この こ 
とから も， 私に は 亡くなった 息子が 
来るべき 永遠の 世で， この 世に まだ 
生きて いる 兄弟た ちょ り も 劣った 栄 
光 を 受ける と は 考えられない。 彼が 
死んだ 時， 高校の 校長 先生が 訪問 さ 
れ （教会員ではなかった が）， リ チヤ 
ーズ 姉妹に 「彼 は 私が これまで 教え 
た 生徒の 中で 一番 良い 子でした」 と 
話 をされ た。 あの 子が 大人に なって 
いくに つれ， 私たち も そのよう に感 
じた ものだった。 

私 はまた， 丁度 同じ年 齢で 死んだ 
幼い 孫娘の こと も 考える。 その 両親 
も 兄弟 姉妹 も きょうこの 場に いる。 
その子 は 数日 病の 床に 伏した 後， 
16 歳で 死んだ。 かわいい 女の子 だつ 
た。 ほかの 子供た ちが この 世に 生き 
ていて 受ける すべての もの を， あの 
孫娘 もい つか は 受けられる という 神 
の 計画がなかった としたら， 天父に 
対する， また 天父の 御 計画の 完全 さ 
に対する 私の 感謝の 思い は 薄れて し 
まっていた であろ う。 


ィ エスの 言われた た と え 話が 思い 
出される。 

「あなたがた のうちで， だれかが 邸 
宅 を 建てようと 思うなら， それ を 仕 
上げる のに 足りる だけの 金 を 持って 
いるか どうか を 見る ため， まず， す 
わって その 費用 を 計算し ないだ ろ う 
力 >。 そうしな いと， 土台 をす えた だ 
けで 完成す る ことができず， 見て い 
るみんな の 人が， "…- あざ笑うよ う 
になろう 。」 （ルカ 14  ：  28—30) 

も し 神が 人に 不死 不滅と 永遠の 生 
命 を 与える 仕事 を 始めながら， その 
仕事 を 完成させる 機会 を 用意され な 
かった としたら， それ は 邸宅 を 建て 
始めながら 完成す る ことので きない 
建築 者と 同じであろう。 

再び 私の 家族の ことに も どる 力;， 
妻の 妹が つい 先 ごろ 亡くなった。 彼 
女 は 伝道に も 行き， 補助 組織で 働い 
た 気高い 女性で ある。 ところが 彼女 
は 生涯 独身であった。 私 は， 主の 御 
計画 は 不完全で ある はずが なく， 彼 
女 はいつ か， 自分の 姉 （私の 妻） が 
素晴らしい 家族 を 持って 受けた と 同 
じすべ ての 喜び を 得られる はず だと 
信じて いる。 「その 企図 は 敗る る こと 
なく， また その 御手 を 止め 得る 者 絶 
えてな し。」 （教義と 聖約 76  ：  3) 

それで， 私 は 福 千年の 時代が 来る 
こと を 神に 感謝して いる。 その 千年 
間にい かに 多くの 仕事が 待って いる 
こと 力 >。 それにつ いて 多く を 話す 時 
間 はない が， ィザャ の 言葉が 心に 浮 
かぶ。 ィザャ は 福 千年 を かい ま 見た。 
彼 は， 新しい 天と 新しい 地が でき， 
おおかみと 獅子が 共に 伏して 翻 子が 
牛の よ う にわら を 食べる 時代 を 見た。 
民 は 家 を 建てて そこに 住み， ぶどう 
畑 を 作って， その実 を 食べる。 彼ら 
が 建てる 所に ほかの 人 は 住まず， 彼 
らが 植える もの は， ほかの 人が 食べ 
ない。 すべての 人 はみ な 自分の 手の 
働き を 享受す るからで ある。 （ィ ザャ 
65  ： 17—25, 11 ： 6  —  9 参照） そ し 
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て， ィザャ はこう 記して いる。 「彼ら 
は 主に 祝福され た 者の すえであって， 
その子ら も 彼ら と共にお るからで あ 

る。」 （ィ ザャ 65  ：  23) これ は 代々 の 家 
族の つなが り を 意味す るよ う に 聞 こ 
えないで あろ う か。 

ま た 私 は 使徒 バウ 0 のこの 言葉 を， 
神に 感謝して いる。 「ただ， 主に あつ 
て は， 男な しに は 女 はない し， 女な 
しに は 男 はない。」 （ I コ リン 卜 11 ： 
11) これ は 真実で あり， 主 は， 子ら 
がいつ か は その 大 いなる 祝福 を 受け 
られ るよ うに 計画して おられる はず 
である。 

ここで， その 福 千年に ついて 主の 
み 言葉 を 読んで みよ う 。 

「また 死ぬ る ことなき を 以て 如何な 
る 悲しみ も ある ことな からん。 その 
日， 誰 にても 幼児 は 年と るまで 死ぬ 
る ことなく， その 命 は樹の 齢と 等し 
かるべし。 而 して， 彼の 死ぬ る や 眠 
る ことな からん。 すなわち この 世に 
於て 眠る ことなく して， 瞬く間に そ 
の 身 変り て 天に 上げられ， その 休息 
は 栄光に 輝かん。」 （教義と 聖約 101: 
29—31) 

人 は 木の よわいまで 生き， 瞬く 間 
に 身 を 変えられ るので ある。 

さて， もう ひとつ 予言者 ジ ヨセフ 
に対する 主の み 言葉 を 読みたい と 思 
ラ 。 


「地 は ゆずり と して 彼らに 与えられ， 
彼ら は 殖え 満ちて 強くな り （夫婦と 
いう 関係がなければ 殖える こと はで 
きない)， その子 孫ら は 罪 を 犯す こと 
なく 育ちて 救いに 入らん。 主 は 彼ら 
の 中に 在りて その 栄光 は 彼らの 上に 
輝き， 主 は 彼らの 王に して 立法者た 
るべ し。」 （教義と 聖約 45  ：  58,59) 

日 の 光栄の 王国 を 受け継 ぐ 者た ち 
について， 主 はこの ように 啓示され 
た。 「 …… この 光栄 は 最高 完全の 光栄 
にして， 永久に その子 孫の 続く こと 
なり。」 （教義と 聖約 132  ： 19) 

そのため， 私 はいつ 力 > 霊界で， 息 
子の 選んだ 花嫁に 会える 日 を 楽しみ 
にして いる。 息子が， 先 ほど 述べた 
かわいい めい （私に とって は 初孫） 
のよ う にす てきな 相手 を 見付けられ 
ると したら， それ は 何と 素晴 しい こ 
とであろう 力、。 そのこと を 正しく 理 
解して いただく ために， 福 千年に 起 
こる 出来事に ついて プリ ガム • ヤン 
ゲ大 管長 と ウィルフォード 'ウッド 
ラフ 大 管長の 言葉 を 読んで みたい。 

ヤング 大 管長 はこの よ う に 語って 
いる。 「この 業 を 遂行す るた めに， ひ 
とつの 神殿の みな らず 何千の 神殿が 
なければ ならず， 何千 何 万の 男女が 
それらの 神殿に 入り， 主の 啓示 以前 
に 生 きた 人々 のために 儀式 を 行なう 
であろう。」 （「説教 集」 3  ：  372) 考 


えても みて 欲しい 何千の 神殿が 建ち， 
何 万の 人々 がその 神殿に 入る とした 
ら， 神殿の 儀式 を 待つ 霊 たちのた め 
に 主が どんな こと を 用意して おられ 
るか， 幾ら かで も 想像 もで きょう。 

また 予言者 ウイ ル フォード • ゥッ 
ドラフ は 次の よ うに 述べて いる。 「救 
い 主 来臨の 折に は， 一千 年が この 噴 
いの 業に 捧げられ， 神殿が この ョセ 
フの地 —— 南北 ァメ リ 力の そこ かし 
こと， ヨーロッパ やその ほかの 地に 
出現す る。」 （「説教 集」 19  ：  230) 

私 は きょうの 話 を 私の 信仰 を もつ 
て 結びたい。 主 は 御 自分の 業 を 心得 
て おられ， 早く して 世 を 去った 人々 
が 悲しむ ことのない 計画 を 用意して 
おられる と， 私 は 信じて いる。 そこ 
で 最後に 使徒 バウ 口の 言葉 を 引用し 
たい。 バウ 口 は 第三の 天， 神の パラ 
ダイスに 捕らえ 行かれて， 書く こと 
の 許されな いもの を 見た。 彼 はこう 
言って いる。 「目が まだ 見ず， 耳が ま 
だ 聞かず， 人の 心に 思い 浮び もしな 
かった こと を， 神 は， ご 自分 を 愛す 
る 者 たちのた めに 備えられた。」 （I 
コ リント 2:  9) これ こそ， 神 を 信 
じる 私の 信仰で ある。 皆様 方に 私の 
祝福 を 捧げ， ィヱス 'キリスト のみ 
名に よ り 申し上げる。 ァーメ ン。 
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落胆して はならない 

十二使徒 評議員 会 会長 
エズラ 'タフト' ベンソン 


この 話の 責任 を 与えられ， 心から 
へり くだり， 感謝して いる。 

私が これから 話す ことが， 将来 困 
難に 直面した 時に， 物心 両面に わた 
つ て 何 ら かの 役に立つ こ と を 希望 し 
て やまない。 

主が 予告され ている ように， 私た 
ち は 現在 人々 が 肉に あっても， また 
霊に あっても 恐れ おののい ている 時 

代に 生きて いる。 （教義と 聖約 45  ： 
26 参照） 多くの 人 はこの 人生の 戦い 
に 疲れ， 落胆して いる。 最近の 大学 
生の 主な 死因 は 自殺で ある と言われ 
ている。 また 試練と 苦難の 伴う 善悪 
の 最後の 対決の 時が 近づく につれ て， 
現在 サタン は 失望と 落胆， 意気消沈， 
憂う つ を もって 聖徒 を 打ち負か そ う 
と ますます その 力 を 増して いる。 

しかし， 私たち 末日 聖徒 は， すべ 
ての 民の 中に あって 慌てず， しかも 
決して 悲観的に ならない よ う にしな 
ければ ならない。 なぜなら 「地より 
平和の 取り去られ， 悪魔 自らの 領土 
を 支配す る 時」 であっても， 「主 もま 
た その 聖徒ら を 支配し， その 真中に 
ありて これ を」 統治され る こと をよ 
く 知ってい るからで ある。 （教義と 聖 
約 1 ： 35,  36) 

将来の 困難な 時代に あっても， 教 
会 は それ を 導かれる 神の み 手の も と 


に 存続す る こと は 確かで ある。 そう 
だと すれば， 私たち 一人一人の 責任 
は 教会と その 教えに 忠実で ある こ と 
ではないだろう 力ん 「最後まで 固く 立 
ちて， 打ち勝 たれざる もの は 救わる 
べし」 （ジ ヨセフ • ス ミス 1 ： 11) 私 
たちが この 失望と 落胆と 絶望 を 与え 
る 悪魔の 計画に 打ち負かされる こ と 
がない よ うに， 主 は 多くの 方法 を 用 
意して おられる。 そして この 方法に 
従えば， 私たちの 霊性 は 高められ， 
喜びへ 通じる 道に 歩み 出せる こと だ 
ろう。 

その 第 1 は 悔い改め である。 私た 
ち は モル モン 経の 中に， 「絶望 は 悪い 
行いから 来る」 （モ o ナイ 10:  22) と 
いう 言葉 を 見いだ す。 また アブ ラハ 
ム • リ ン カーン 大統領 は 次の よ うに 
言って いる。 「善い こと をした 時 は 気 
持ち も 良い が 悪い こと をした 時には 
気持ち も 悪い。 「罪悪 は 人 を 絶望と 落 
胆の 淵へ 引きずり 込む。 そして 罪悪 
を 犯 して 一時的 な 快楽 を 得た として 
も， 結局 は 不幸に 終わって しまう の 
である。 「罪悪 は 決して 幸福 を 生じた 
こと はない。」 （アルマ 41 ： 10) 罪悪 
は 神の 業と 調和す る ことなく， むし 
ろ 霊 を 弱める ものである。 したがつ 
て， 人 はいつ も 神の すべての 律法と 
調和して いるか どうかみ ずから をよ 


く 吟味す る 必要が ある。 私たちが 守 
る あらゆる 律法に は， それ 相応の 祝 
福が ある。 しかし 律法 を 守らな けれ 
ば， かならず それ 相応の 挫折 を 招く 
よ う になる。 絶望と いう 重荷 を 背負 
つてい る 者 は， 主の もとに 来る と 良 
い。 なぜなら， 主の くびき は 負い や 
すく， その 荷 は 軽い からで ある。 （マ 
タイ 11 ： 28— 30 参照） 

第 2 は 祈りで ある。 必要な 時の 祈 
り は 大きな 恵み を もたらす。 ささい 
な 問題から， ゲッセ マネの ような ひ 
どい 苦しみ を 伴う 試練の 中に あって 
も， 私たち は 祈り を 捧げる ことによ 
つて 神に 近づき， 大きな 慰めと 助け 
を 得る こと がで き る 。 「勝利者た ら ん 
こと を 常に 祈るべし。」 （教義と 聖約 
10:  5) 私たち はいつ も 祈り を 欠か 
して はならない。 少年 ジ ヨセフ • ス 
ミ スは聖 なる 森に おいて 悪魔が 自分 
を 破滅 させよ う と した 時に どのよ う 
に 祈り を 捧げた かにつ いて， 次の よ 

うに 記して いる。 「何と ぞ 逃れし めた 
まえと， 全力 を 振りし ぼって 神 を 呼 
び 求めた。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 
16) これ もまた， 私たちが 絶望に 陥 
つて 破滅す る ことのない ようにす る 
ひとつの 鍵で ある。 

第 3 は 奉仕で ある。 自分 を 忘れて 
人々 のた めの 義 しい 務めに 精 を 出す 
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なら， あなたの 見識 は 高まり， 個人 
的な 問題 も 無くなる。 ま た 少な く と 
も， 物事 を 正しく 見る 力が 得られる 
であろう。 口 レンゾ' スノー 大 管長 
は 次の よ うに 言って いる。 「も し 少し 
ふさ ぎ 込む よ うな ことがあるなら， 
周囲 を 見回し， もっと 苦しい 状態に 
ある 人 を 捜しなさい。 それから その 
人の 所に 行って， その 苦しみが 何 か 
を 知り， 主が あなたに 授けて 下さつ 
た 知恵 を もって それ を 取り除く よ う 
に 努めなさい。 そうすると あなたの 
ふさいだ 気持ち は 晴れ， 楽になる だ 
ろう。 そして 主の みたま は あなたの 
上に あり， すべての 事枘が 明らかに 

なる でめり つ oJ  (Conjerence  Report 
「大会 報告」， 1899 年 4 月 6 日， pp.  2  ， 
3) 

自分の 問題 を 解決す る ことにの み 
追われて いる 女性よりも， 子供 を 正 
しく 育てよ う と 努めてい る 女性の 方 
が， 霊的な 成長と いう 点から 見れば， 
よ り 良い 機会 を 持って いる。 

第 4 は 仕事で ある。 地球 は アダム 
の ゆえに 呪われた が， 働く こと は 神 
からの 祝福であって， 悲しむべき 事 
柄で はない。 神に もな すべき 仕事が 
あり， 私たち も 仕事 を もって 働く ベ 
きで ある。 退職した 人の 多く は 活気 
を 失い， 早く 死ぬ ようで ある。 悪魔 
でさえ も 怠惰の 地獄に いるよ り は， 
できる はず もない 砂の ロー  プを作 る 
仕事 を 選ぶ， という 言葉が あるが， 
私たち はよ く 働き， 自分自身と 責任 
ある 人々 のために 霊的， 精神的， 社 
会 的， また 物質的な 必要 を 満たす よ 
うにすべき である。 イエス' キリス 
卜の 教会に は， 神の 王国 を 前進 させ 
る ためにな すべき 仕事が 沢山 ある。 
伝道， 家族の 系図， 神殿の 仕事， 家 
庭の 夕べ， そして その他の 教会の 責 
任 を 受け， 全力 を 尽く して 遂行す る 
こと は， 私たちが なすよう に 求めら 
れ ている 仕事の ほんの 一部分に 過ぎ 
ない。 


第 5 は 健康で ある。 肉体の 状態 は 
霊に も 影響を及ぼす。 これ こそ 主が 
知恵の 言葉 を 与えられた 理由で ある。 
私たち は 早寝 早起き を 励行し （教義 
と聖約 88  ： 124 参照）， 自分の 力 以上 
に 急がず （教義と 聖約 10:  4 参照） 
すべてに 節度 を 保って 行動す べきで 
ある。 一般に 自然の 状態の ままの 食 
物 を 多く 食べ， 添加物 を 加えずに 精 
製 も できるだけ しないよ う に すれば， 
その 食物 は 私たちの 健康に とっても 
つ と 良い 物と なる。 食物 は 心に も 影 
響す る。 そして 体 を 構成す る ある 要 
素が 欠乏す ると， 心が ふさいで くる。 
定期的に 健康診断 を 受ける こと は予 
防に 役立ち， 病気の 早期発見 をし， 
す ぐ に 治療す る ことができる。 休息 
と 運動 は 健康に は 欠かせない。 また 
新鮮な 外気の 中での 散歩 は 霊 を 活気 
付ける も ので ある。 健全な レク リ ヱ 
ーショ ンは 私たちの 宗教 活動の 一部 
である。 つまり 生活に 変化 を もたら 
す ことが 必要な ので ある。 ただ その 
よ う に 考える だけで も 霊 を 鼓舞す る 
ことができる。 

第 6 は 読書で ある。 これまで 多く 
の 人が 試練に 直面した 時， モル モン 
経 を 開き， 力と 励ましと 慰め を 得て 
きた。 また 旧約聖書の 詩篇 も， 苦し 
みに 陥った 人々 の 心に 対する 特別な 
糧 となって いる。 今日 私たちに は， 
近代の 啓示で ある 教義と 聖約 という 
書物が 与えられ ている。 予言者の 言 
葉， 特に 教会の 現在の 大 管長の 言葉 
は 是非 読む 必要が ある。 これら は 悩 
んで いる 人に 導きと 慰め を 与える も 
ので ある。 

第 7 は 祝福で ある。 人 は 特に 危急 
の 際に， また 重大な 危機に 直面した 
時， 神権 者の 手に よって 祝福 を 受け， 
慰めと 導き を 得た。 予言者 ジ ヨセフ' 
ス ミスで さえ も， プリ ガム 'ヤング 
に 祝福 を 求め， 身 も 心 も 慰めと 導き 
を 得て 喜んだ。 同様に 父親 も 自分の 

妻と 子供た ちに 祝福 を 与える ことが 


できる。 祝福 師の 祝福 を 受け， その 
言葉 を 絶えず 祈りの 気持ち を もって 
思い巡らすならば， 特に 困った 時に， 
必要な 洞察力 を 得 る ことができる。 
聖餐 は それに あずかる すべての 人々 
に 祝福 を もたらす。 

したがって しばし ば 聖餐 を 受ける 
必要が ある。 病床に 伏してい る 人々 
もそう すべきで ある。 

第 8 は 断食で ある。 ある 種の 悪霊 
は 祈り と 断食と によ ら なければ， 追 
い 出す こと はで きないと 聖典に 記さ 
れ ている。 （マ タイ 17:  21 参照） 私た 
ち は 定期的に 断食す る ことによって， 
心 を 清め， 肉体と 霊 を 強める ことが 
できる。 通常の 断食， すなわち 断食 
日曜日に 行なうよ う 告げられ ている 
断食 は， 食物 も 飲み物 も 口にする こ 
となく，  24 時間 行なう ものである。 
必要な 場合， ただ 飲み物 を 取る だけ 
で， それ 以上 長く 断食す る 人 もい る。 
断食に 際して は 知恵 を 用いる べきで 
ある。 そして 断食 を 終える 時には， 
胃の 負担に な ら な !■ 、程度の 食物 を も 
つて 終わる とよい。 断食 を 実り ある 
ものと する ために， 祈りと 黙想 を そ 
れ に加えるべき である。 また， 体 を 
使う こと は 最小限に と どめる 必要が 
ある。 聖典の 言葉 や 断食 を 行なう 理 
由に ついて よ く 思い巡らす ことが で 
きれば， そのこと 自体 祝福で ある。 

第 9 は 友人で ある。 あなたの 言葉 
を 聞き， 喜び を 分かち合い， あなた 
の 重荷 を 負い， あなたに 正しく 助言 
を 与える 真の友の との 交わり は， 决 
してお 金で 買えない ものである。 予 
言者ジ ヨセフ. スミ スの 次の 言葉 は 
絶望の 獄に 捕らわれ ている 人に とつ 
て 特別な 意味の ある 言葉で ある。 「友 
か ら の 便 りが どれほど 心 をな ごませ 
る もの 力'。 それ は， たとえ だれから 
の もので あれ， 思いやりの 気持ち を 
呼び覚まし， さらに 行動へ と 駆り 立 
てる 友情の 印で ある。」 ( Teaching 
of  the  Prophet  Joseph  C)mith  「宁 a 
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者ジ ヨセフ • ス ミス の教 え」 P. 134) 
あなたの 家族が 最も 親密 な 友人で 
ある ことが 理想的で ある。 そして 最 
も 大切な こと は， 天の 御 父なら びに 
私た ちの 兄で ある イエス' キリスト 
と 友になる よ うに 願う ことで ある。 
あなた を徳に 導く 人と 友に なれる こ 
と は 何とい う 祝福であろう 力、。 友 を 
得る に は，、 自分から 好意 を 示さな く 
て はならない。 友情 はまず 家庭から 
始まり， ついで ホーム' ティー チヤ 
一， 定員 会 指導者， 監督， その他 教 
会の 教師 や 指導者へ と 広がる もので 
ある。 また， 聖徒た ちと しばしば 会 
合し， 交わり を 持つ ことによって， 
気持 ち を 鼓舞す る こ と がで き る ので 
ある。 

第 10 は 音楽で ある。 霊感に 満ちた 
音楽 は， 崇高な 思い を 心に 満たし， 
正しい 行ないへ 人 を 駆り立て， 心に 
平安 を もたらす。 サ ウルが 悪霊に 悩 
まされて いた 時， ダビデ はサ ウルの 
ために 琴 を 弾いた。 すると サ ウルの 
気持ち は 静まり， 悪霊 は 彼 を 離れた。 
(サム エル 上 16  ：  23 参照） かって ボ 
イド. K  • パッ カー 長老 は， 霊感 あ 
ふれる シ オンの 歌 を 幾つか 覚える よ 
う にとの 賢 命な 勧告 をした ことがあ 
る。 誘惑に 遭い， 心が 動揺して いる 
時， 讃美歌 を 口ずさみ， 霊感に 満ち 
た 言葉 を 思い出す ことによって， 悪 
い 思い を 払い 去る ことができ るから 
である。 またこう すれば， 弱々 しい 
沈んだ 思い を も 払い 去る ことができ 
る。 

11 番目 は 忍耐で ある。 かって ジョ 
ージ •  A  'スミ スが 病気 を 患って い 
た 時， 彼のい とこの 予言者 ジ ヨセフ • 
ス ミスが 見舞いに 来た。 ジョージ' 
A  • スミ スは 当時の 模様 を 次の よ う 
に 述べて いる。 「彼 （予言者 ジョセ 
フ • ス ミス) は， ノバ スコー シァの 
最も 深い 坑道に 落ち込んでも， ロッ 
キーの 山々 が 頭上に 伸 し 掛かつ て き 
て も， 落胆して はならない。 努力 を 


続け， 信仰 を 用い， 真の 勇気 を 失わ 
ずに それらの 中から 抜け出し， その 
頂に 立たなければ ならない， と 私に 
a つに」 (George  A.  omith  family 
「ジョージ •  A  'スミ スの家 あ, ゾ 
ラ •  S  . ジャー ビス 編， P.  54) 

悪魔の 陰う つな 霊が あなた を 離れ 
るまで， ただ 正直に 悪魔の 働き掛け 
に 耐え 続け， 負けない ようにし なけ 
れ ばなら ない 時が ある。 主 は 予言者 
ジ ヨセフ. スミ スに 次の よ う に 言わ 
れた。 「汝の 不幸， 汝の 困苦 は ただこ 
れ 束の間な り。 

然り而 して， も し汝ょ く これ を耐 
え 忍ばば， 神 は汝を 高き に 挙げた ま 
わん。」 （教義と 聖約 121:  7,8) 

たとえ 絶望の 真った だ 中に いても， 
心からの 努力 を 払う ことによって， 
私たち はついに は 輝く 光の も とに 立 
ち 返る ことができ るので ある。 私た 
ちの 主なる 救い主 ィ エスで さえ も， 
十字架に かけられ ていた 間， 一時 御 
父から ひと り 取り残されて 最後の 試 
みに 直面され たので ある。 そして 人 
の 子ら のために その 業 を 続けられた。 
それから 間もなく， 救い主 は 栄光 を 
得， 全き 喜び を 受けられ たので ある。 
あなたが 試練に 出会う 時には， かつ 
て 得 た 勝利 を 思い起こし， 忠実で あ 
れば 続いて 与えられる 恵み を 数える 
ことができる。 この 試練に 伴い， さ 
らに 大きな 祝福が 与えられる という 
確固たる 希望が 持てる ので ある。 ま 
た， 時 至らば 神が すべての 者の 涙 を 
ぬぐいた もうこと， そして 「目が ま 
だ 見ず， 耳が まだ 聞かず， 人の 心に 
思い 浮び もしなかった こと を， 神 は， 
ご 自分 を 愛する 者 たちのた めに 備え 
られ た」 （ I コント 2  ：  9  ) こと を 確 
かに 知る ことができる。 

12 番目 は 目標で ある。 物事 を 判断 
する 能力の あるす ベての 神の 子 は， 
目標すな わち， 短期 目標と 長期 目標 
を 定める 必要が ある。 適切な 目標 を 
達成し ようと 邁進して いる 人 は， 落 


胆の 気持ちな どす ぐに 打ち砕い てし 
まう。 そして， ひとつの 目標 を 達成 
すると， すぐ 新しい 目標 を 定める。 
こうして いつも 目標 を 持ち続ける。 
毎週 聖餐 を 受ける 度に， 私たち はィ 
エス. キリス ト のみ 名 を 受け， 御子 
を 常に 忘れず， また 主の 戒め を 守る 
という 目標に 対して 決意 を 新たに す 
るので ある。 また 聖典に は， イエス' 
キ リ ス ト がみ 業の 準備 をす るに 当た 
つて， 「ますます 知恵が 加わり， 背た 
け も 伸び， そして 神と 人から 愛され 
た」 （ルカ 2  ：  52) と 書かれて いる。 
これに は 霊的， 知的， 肉体的， 社会 
的な 4 つの 面が 関係して いる。 また， 
「汝ら はいかなる 人物に て あるべき 
か。 まことに 汝ら はわれと 同じ 人物 
な ら ざるべからず」 （111 ニー  フ アイ 
27:27) と 主 は 言って おられる。 私 
たち は 主の 足跡 を 踏み， 主と 同じよ 
うにす ベての 美徳 を 具え， 主 を 拝し, 
私たちの 召しと 選び を 確かな ものに 
する ために 業に 励む という 生涯の 目 
標を 持って いる。 

使徒 バウ 口 は 次の よ う に 述べて い 
る。 「兄弟た ちょ。 ただこの 一事 
を 努めてい る。 すなわち， 後の もの 
を 忘れ， 前の ものに 向かって からだ 
を 伸ばしつつ， 目標 を 目 ざして 走り， 
キリスト. ィ エスに おいて 上に 召 し 

て 下さる 神の 賞与 を 得よ う と 努めて 
いるので ある。」 （ピリ ピ 3  ： 13， 
14) 

主の よ うにな ろう という 目標 を 心 
に 抱きなさい。 そうすれば， 主 を 知 
り， 主の みこ ころ を 行ないた いと 心 
から 求める ことによって， 沈んだ 気 
持ち を 払い 去る ことができる。 使徒 
ハ。 ゥロは 「キリス 卜 • イエスに あつ 
ていだ いている のと 同じ 思い を， あ 
なた がた の 間で も 互に 生かしな さ 
い」 （ピリ ビ 2  ：  5  ) と 言い， また キ 
リスト も 「何 を 念う と も， 念々 われ 
を 見るべし」 （教義と 聖約 6  ：  36) と 
言って おられる。 もし 私たちが この 
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ように すれば， どうなる であろう 力、。 
「あなた は 全き 平安 を もって こころ 
ざ しの 堅固な もの を 守られる。」 

(ィ ザャ 26  ：  3  ) 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は 次の よ 
うに 言って いる。 「救いと は， 自分の 
すべての 敵に 打ち勝ち， それら を 足 
下に 踏みつける 以外の 何 もので もな 
い。」 （「予言者 ジ ヨセフ • ス ミスの 教 
え」 P.  297) 神が 義 にかな つた 方法 を 
与えて おられる こ と を 心に 留めるな 
ら， 私たち はこの 失望， 落胆， 絶望 
といった 敵に 打ち勝つ ことができる。 
そして， ここで 私が 述べた の は その 
ための 方法で ある。 「あなたがたの 会 
つた 試鍊 で， 世の常で ない もの はな 
い。 神 は 真実で ある。 あなたがた を 
耐えられな いよ う な 試練に 会わせる 
こと はない ばかり 力、 試練と 同時に， 


それに 耐えられる ように， のがれる 
道 も 備えて 下さる ので ある。」 (I コ 
リント 10  ： 13) 

まことに， 人生 は 試練で ある。 人 
生 は 試みの 世で ある。 いにしえの 聖 
なる 人々 が， 自分の こと を 「この 世 
を さすらう 旅人に して 巡礼」 （教義と 
聖約 45  ： 13) であると 考えた ように， 
私たち も 天の 家 を 離れて いるた めに 
そのよ うな 気持ち を 抱く 時が ある。 

あなた 方 は， ジョン' バン ヤンの 
「天路歴程」 という 本 を 知っている 
であろう。 クリスチャン という 名の 
主人公が， 苦難の 末， 天の 都へ 迎え 
られ たという 話で ある。 彼 は それ を 
自分の 目標と した。 しかし この 目標 
を 達成す るた めに は， 多くの 障害 を 
克服し なければ ならなかった。 その 
中の ひとつが 「落胆の 沼」 からの 脱 


出で ある。 霊性 を 高め， 喜びへ 通じ 
る 道に 歩み を 進める ために， 私たち 
は 失望 と 落胆と 絶望と いう 悪魔の 計 
画に 打ち勝たなければ ならない。 そ 
のために は， 私が 今 述べて きた 12 の 
方法が ある。 すなわち， 悔い改め， 
祈り， 奉仕， 仕事， 健康， 読書， 祝 
福， 断食， 友人， 音楽， 忍耐， それ 
に 目標で ある。 

将来 困難に 遭遇す る 時 これら をす 
ベて 使って， 巡礼者 クリスチャンの 
ように 大きな 幸福 を この 世で 得， そ 

して 日 の 光栄の 最高の 王国に おいて 
全き 喜 ひ を 受ける ことができ るよ う 
に 祈る 次第で ある。 イエス 'キリス 

ト のみ 名に より 申し上げる。 ァーメ 

ノ  0 
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親愛なる 神権 者の 皆さん， 私 はこ 
の 話 をす る 機会 を 大きな 栄誉で あり 
同時に 大きな 責任で あると 考えて い 
る。 話す 間 主の 祝福が ある こと を 確 
信して いる。 私が 話す ことが ァロ ン 
神権 者に もメ ルケ ゼデク 神権 者に も 
役立つ こと を 願って いる。 そこで 私 

は 高潔と いう ことにつ いて 2,  3 話 
したい。 

ある 定義に よれば， 高潔と は 「正 
しい 心， 正直， 誠実な どの 健全な 道 
徳の 原則 を 守って いる 状態」 である。 

正直， 高徳， 廉潔な どの 同義語 を 
区別して， ある 辞書 は 次のように 書 
いている。 「高潔 は 不朽の 高徳 性， 中 
でも 信頼に こたえる という 持 質 を 指 
す。」 

世界が 現在高 潔 な 人 を 切望して い 
る こと は， 私が 多くの 言葉 を 費やす 
まで もない。 この こと は， あらゆる 
出版物， 放送， その他 あらゆる 視聴 
覚メ ディ ァに 明らかで ある。 

A  •  P  • スタン レー はこう 言って 
いる。 「完全に 信頼で きる 高潔な 人 は 
いないの か。 人が 挫折した 時 も 毅然 
として 立つ 人， 忠実な 真実の 友， 正 
直に， 恐れる ことなく 忠告 を 与える 
人。 騎士道 精神に あふれた 立派な 相 
手 はいない の 力、。 こういった 人 は， 
千歳の 岩から 切り出された 石塊と も 


いんよ つ。」 

現在 私たちの 文明 そのものが 死の 
危険に さらされ ている。 この 文明 を 
救い出す に は， 高潔な 人が 必要で あ 
る。 

こ の 途方 もな く 大き な 仕事 を 果た 
すため に 主 は 神権 者 を 召された。 こ 
れは ほかで も ない あなたが たのこ と 
であり， 私の ことで ある。 ァ ロン 神 
権 者と メル ケゼ デク 神権 者の 両方 を 
含む すべての 神権 者が この 任に 当た 
るので ある。 

主 はかって 人に 与えられた ものの 
中で も 最高の 信頼 を 私た ち に 託 さ れ 
た 。私たち は 主 の 信頼 を 裏切って は 
ならない。 私たち は 高潔の 徳を 具え 
た 男性に ならなければ ならない。 私 
たちが 昇栄 にあず かれる かど う か は, 
ど んな 危険に 出会っても， どん な 状 
況に おかれても， 主が 託された 信頼 
に 忠実に こたえられ るか どうかに 懸 
かってい る。 （「末日 聖徒 イエス 'キ 
リ ス 卜 教会 歴史」 3  ：  380 参照） 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は， 永遠 
の 生命 を 得る に は 完全な 高潔 さ が必 
要で あると 教え， 次のように 言って 
いる。 

「人が キリ ス 卜に 信仰 を 抱き， 罪 を 
悔い改めて， 罪の 赦 しの パブ テ マス 
を 受け， 聖霊 を 受けたなら， …… 続 


いて 神の 前にへ り くだり， 義に 飢え 
渴 くよう に その 人 を 導かなければ な 
ら ない。 そして 神の 口から 出る 一つ 
一つの 言葉に よ つ て 生 きる よう に 指 
導し なければ ならない。 もし 人が そ 
うするなら， 主 は 間もなく， 子よ， 
あなた は 昇栄を 得る だろう， と 言わ 
れる に違いない。」 

しかし この 約束が 実現す るの は， 
「主が その 人 を 徹底的に 試し， どん 
な 危険 を 冒しても 主に 仕える 決意の 
ある こと を 見届けた」 後の ことで あ 
る。 （「教会 歴史」 3  ：  380) 

私たち は， 執事から 使徒に 至る ま 
で 神権の 召し を 受けた 教会 指導者の 
中に， 上記の 高潔の 徳を 行ないに 示 
した 模範 を 見る ことができる。 

例えば キン ボール 大 管長が いる。 
長年 大 管長 は 高潔の 徳を 示す 模範で 
あった。 彼が 主から 託された 神聖な 
信頼に 命 を 懸けて でも こたえる こと 
は， だれも 疑わないだろう。 

タナー 副 管長 も 同様で ある。 事実， 
実業界， 政界に おける 傑出した 経歴 
が 示す 彼の 実績 は， 実に 周到な 準備 
と 勇気に 基づく もので あり， 彼の 同 
僚 は タナー 副 管長の こと を 「高潔の 
人」 と 呼んで いる。 

ここで この 高潔， あるいは 同義語 
である 正直， 誠実の 徳に 関係の ある 
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事例 を 2,  3 挙げてみ よう。 まず ァ ロン 
神権 者の 皆様に 当てはまる 次の 話 を 
紹介しょう。 

「4 人の 末日 聖徒の 少年が， ユタの 
ある 町から 遠出の 旅行に 出かけた。 
4 人 は 高等学校の 最終 学年の 1 年間， 
この 旅行の ためにお 金 をた めて いた。 
今や 卒業式 も 終え， それぞれの スー 
ッ ケース を 自動車の トラ ン クに 入れ， 
心配す る 親 や 羨望の 目 で 見送 る 友 だ 
ちに 別れ を 告げて 出発した。 ユタ 州 
境 を 越え 他の 州に 入った 時， 4 人 は 
お 互いに 祝福し 合った。 彼ら は 車 を 
道路 わきに 止め， はじめて 足 を 入れ 
た 他 州が どんな もの か 見よ う と 外に 
出て みた。 この 若い 旅行者た ち はみ 
なわく わくした 気持ちに なり， 冒険 
心から 大変な こと を 考え だした。 

彼ら は 一日お き に 両親 に 葉書 を 出 
して 居所 を 知らせ， 何 か 困った こと 
があった 場合， 受取人 払いで 電報 を 
打つ こと を 約束して いた。 4 人の 内 
の ひとり は， 自分が する ことに 一々 
前もって 許可 を 得る 必要が なく， 自 
分で 決める こ と がで きる の は 本当に 
いい 気持ち だ， と 言つ た。 すると も 
う ひとりが， 僕たち は 旅に 慣れた 者 
のように 振る舞うべき であって， 田 
舎の 少年が はじめて 家 を 離れた よ う 

な 印象 を 与えて はならない と 言い出 
した。 この 少年 は 続けて， そのため 
に はこの 冒険 旅行の 間 モル モンで あ 
る こと をす つかり 忘れようと 提案し 
た。 『どうして』 と 残りの 3 人が 理由 
を 尋ねる と， 今 こそ 厳しい 枠から 離 
れて， モル モン 教会 外の 他の 人々 が 
経験して いる 楽しい こと を ちょっと 
試して みる 好機 だ， というの であつ 
た。 『とに 力 >  く  ， どうと いう こと はな 
いじ やない 力、。 ここで はだれ も ほく 
たち を 知らないし， ぼくたちが 教会 
員で ある こと をと やかく 言う 人 はい 
な いんだ。』 

新しい 体験 をす るの だとい う 興奮 
で 彼らの 判断 は 狂い， 全員が， では 


やって みょうじ やない かとい うこと 
になった。 彼ら はこれ から， 自分た 
ち は 東部から 短期間 ユタに 来て いる 
学生 だと 称する ことにした。 自動車 
の ナンバー プレー 卜が ユタに なって 
いるので， こうす るし かなかった。 
第 1 日 目の 夜， 彼ら は 有名な 行楽 
地に 着いた ので， その そばに キャン 
プを 張る ことにした。 夕食の 後， 4 
人 は 楽しみ を 求めて 大きな ホテルに 
入って 行った。 そこに 入る とすぐ に 
リーダー 格の 少年が， 今 こそ 長い間 

厳しい 両親 や 教師に 禁じられ ていた 
こと を 試して みる 時 だ， と 提案した。 
最初に 少年た ちの 目に留まつ たもの 
は， ラウンジの 端の 方に 掛かって い 
る 大きな ネオンサインであった。 そ 
こに は， 『バー。 ビール， カクテル あ 
ります』 と 書かれて いた。 これ こそ 
『ちょっと ばかり 罪 を 犯す J 格好の 
第一歩で あると 考えて， 4 人 は バー 
に 入り ビール を 1 杯ず つ 注文す る こ 
とに した。 しかし， けばけば しい 照 
明に 照らされた バーに 入り， 魅惑 的 
な アルコール 飲 科の びんが ずらつ と 

並んで いるの を 見た 時， 彼ら は 緊張 
した。 4 人 を 代表して 注文し ようと 
した 少年 は 最初 声が 出なくて， つば 
を 飲み込ん でよ うやく 聞き取れ るよ 
うな 声で 『ビール 4 杯 下さい J と 言 
つ たのだった。 

ビール は 大して 味の 良い もので は 
なかった が， 雰囲気と 興奮が 勢い を 
付けた。 彼ら は 次第に 大胆に なり， 
次 は どんな 冒険 をし よ うかと いう と 
ころに 話が 進んだ。 彼らの 話 はだん 
だん きわどい ものに なって きた。 そ 
の 時 突然 きちんとした 身なり の 人が 
バーに 入って き て 4 人の テーブルに 向 
かって 歩いて 来た。 この 人の 顔と 決 
然 とした 歩調で 自分た ちの 方へ 来る 
の を 見て， 彼ら はすつ かり 色 を 失つ 
てし まった。 

この 男の人 は， 少年た ちの 座って 
いる テーブルの 所に 来る と， 4 人の 


内の ひとりに 手 を 伸ばして， r 失礼で 
す 力；， あなた は ユタ 州の ジョージ- 
レツ ド フォード さ んの 息子 さんで は 
あ り ません か。 J 少年 は 口が 利け な く 
なるほどに おじけて しまった。 ビー 
ルの 入った グラス を 持つ 指 は 凍った 
ようになり， 震える ような 声で 答え 
た。 『はい， そうです。 J すると 見知 
らぬ 紳士 は 言った。 r 君た ちが ホテル 
の ロビーに 入って きた 時から， 君 だ 
と 分かった よ。 私 は ヘン リ 一' ポー 
ル センと 言って， 君のお 父さんが 働 
いている 会社の 副社長です。 私 は 去 
年の 冬ホ テル. ユタ で 会社の 晩餐会 
の 時に， 君と お母さんに 会って いま 
す。 私 は， 君が モル モンの 少年で あ 
る こと を どう 思う かと 別の 役員から 
聞かれて， モル モンの 神権に ついて 
説明して いた 様子 を 一度 も 忘れた こ 
とがありません。 正直 言って， 君が 
バーの 方へ 歩いて 行く の を 見て 少し 
驚きました。 しかし， モル モンで あ 
ろ う となかろう と， 家 を 離れて しま 
えば， 子供 は 子供， 同じような もの 
です ね。 J 

こ の 少年た ち は 説教 壇 か ら は 決 し 
て 聞け ない 説教に 接した のであった。 
彼ら はすつ かり 意気消沈し， 恥ず か 
しさの あまり うなだれて しまった。 
彼ら は 半分 飲み 残した グラス を 後に 
ロビー を 通って ホテル を 出た 力；， 皆 
の 視線 を 浴びて いるよ うな 気がして 
ならなかった。 キャンプ を 張った 所 
まで 帰る 道が 暗 かつ たの はせ めて も 
の 慰めだった。 『だめだった な。 J 教 
会員で ある こと を 伏せて おこうと 言 
い 出した 少年が， 緊張 を ほぐそうと 
して 言った。 それに 対して， 男の人 
に 話し掛けられた 少年が 答えた。 『だ 
けど， ぼくたちに まだ 良識が 残って 
いると すれ は， この 経験 を 最良の 教 
訓に する ことができ るよ。 j」 

では ここで も う ひとつの 事例 を挙 
げて みょう。 それ は 故 チャールズ • 
W  •  二 ブレー 副 管長が 語 るジ ヨセフ' 
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F  • スミ ス大 管長の 経験で ある。 皆 
さんの 中の 若い 長老た ちに とってた 
めになる 話で ある と 思う。 

故ジ ヨセフ' フィ 一 ルデン グ • ス 
ミス 大 管長の 父親で あり， 同じく 教 
会の 大 管長に なった ジ ヨセフ • F • 
ス ミスに ついて， 二 ブレー 兄弟 は 次 
のよ う に 語って いる。 「ス ミ ス大 管長 
から 聞いた 話の 中で 彼の 勇気と 忠誠 
を 表わす ものに 次の よ う な 逸話が あ 
る。 それ は 185? 年の 秋に， サン ドウ 
ィ ツチ 諸島での 伝道 を 終えて 帰る 時 
のこと であった。 ス ミス 大 管長 は 口 
サン ゼ ルス を 経由して， 当時 『南の 
ルート』 と 呼ばれて いた 道 を 通って 
帰還した。 同じ年に ジ ヨン ス トンの 
軍隊が ユタに 向かって おり， 自然の 
勢いと して， モル モン 教徒に 対する 
悪感情が 高まり， 一種の 興奮 状態が 
感じられた ころであった。 彼 を 含む 
小さな 幌馬車 隊が 南部 力 リ フォルニ 
ァで 少し 歩 を 進めて 野営した ところ， 
反モ ルモ ン 運動の 荒 く れ者 たちが 馬 
で キャンプに 押し掛け， 呪いの 言葉 
を 口にし， ののしり， 『モル モンの 奴 
ら J はた だで はおかない ぞと 脅しの 
言葉 を 吐いて いた。 ジ ヨセフ •  F  • 
ス ミス は キヤ ンプ から 少し 離れた 所 
でた き 木 を 集めて いたが， 彼の 隊の 
幾人 かが 川 を 下って， かん 木の間に 
隠れる のが 見えた。 その 時の こと を 
彼 はこう 語った。」 と 二 ブレー 兄弟 は 
話 を 続ける。 「『私 は なぜ 彼らの 前 か 
ら 逃げなければ ならない のか。 なぜ 
彼ら を 恐れなければ ならない のかと 
考えた。』 と。 彼 はたき 木 を 一杯 抱え 
て， キャンプの たき 火の 方へ と 進ん 
だ。 そこに はま だ 拳銃 を 手に した ひ 
とりの 暴漢が いて， 『モル モンの 奴ら 
め』 と 怒鳴り 声 を 上げ， 呪いの 言葉 
を 吐いて いたが， ジ ヨセフ. F  . ス 
ミス を 見る と 『お前 は モル モン か J 
と 大声で 言った。 

『そ う だ， 正真正銘， 筋金 入 り 
の。 J きっぱり とした 言葉が 返された。 


この 荒 くれ 男 は 彼の 手 を 取って a 
つた。 『ほう …… ， お前 …… 気持ちの 
いい 奴 だ。 お前みたい なのに は 会つ 
たこと がない。 若い の， 握手し よ う。 
自分の 信念 を はつ き り 言える 男に 会 

えて うれしい よ oJ」 (Gospel  Doctrine 
「福音の 教義」 1939 年度 版， P  . 
518) 

アブラハム • リ ン カーンの 「分力 > 
れた家 は 立つ ことができない」 とい 
う 演説 は 彼の 高潔な 人格 をよ く 伝え 
ている。 ジョン' ウェス レー' ヒル 
は， その 著 「神の 人， アブラハム' 
リンカーン」 の 中で 次のように 書い 
ている。 「 リ ン カーン は 合衆国 上 院議 
員の 指名 を 受けて 演説の 草稿 を 書い 
たが， それ は 自主 独立の 精神と 一度 
定めた 目的 はあく まで 追求す る 態度 
をよ く 示して いた。 …… これ は 『分 
かれた 家 は 立つ ことができない』 と 
いう 演説と してよ く 知られて いる。 
その 中には， 『半分 奴隸で 半分 自由』 
の 状態で は 合衆国 は 存続 し 得ない と 
いう 歴史的な 宣言が 含まれて いた。 
リンカーン は 友人の ジェシ  一' K  • 
デュ ボイ スに 次の よ う に 語って いる。 

『私 は 分かれた 家 は 立つ ことが で き 
ない という ことにつ いて 書いた 部分 
を あなたに 読んで 聞かせる こ と を 断 
わった。 それ は あなたが かならず そ 
の 部分 を 別の ものに 変える 力、 一部 
を 修正す るよ うに 求める こと を 知つ 
ていたから である。 私 は 決して 変え 
ない と 心に 決めて いた。 意識して あ 
の 句 を 加えた ので ある。 そして こと 
によって は あの 句と と も に 滅んで も 
よいと 考えて いた。 -… •• あの 句 を 除 
いて 勝つ より は， 演説に あの 句 を 人 
れて 敗れる 方が 良かった ので あ 
る。』」 (/16ra/iam  Lincoln-  Man  oj 
God  「神の 人， アブラハム • リンカ 一 
ン」 1927 年， P. 151) 

リ ン カーンに とって あの 「半分 奴 
隸で 半分 自由」 という 表現 を 演説の 
中に 残す に は 真実の 勇気が 必要で あ 


つた。 彼 は 野心 を 抱いて いた。 上院 
議員になる ことによって 大統領の 地 
位に 近づく ことが 可能であった。 し 
かし 当時の 政界の 空気 は， まだ 彼の 
見解 を 受け入れる 用意が できて いな 
かった。 問題の 言葉 を 含めれば， 上 
院議 員の 席 は 彼の 手に入 りそうに も 
なかった。 そして 事実 リ ン カーン は 
敗れた。 この こと を 彼 はよ く 知って 
いた。 しかし それでも 自分の 信念と 
一致した 行動 をと る 勇気 を 持って い 
た。 彼のと つた 行動 は 上院への 門 を 
閉ざす ことにな つたが， 後に は大統 
領 への 門 を 開く ことにな つた。 これ 
は 国家に とって 幸運な ことであった。 
J  'ノレ 一 ベン' クラーク • ジュニ 

ァ副 管長 も 高潔の 人であった。 まだ 
若い 時に 短期間 ユタ 州 シーダ 一 • シ 
ティーに ある 州 立 ノーマル カレッジ 
の 南 分校 を 管理した ことがあった。 
彼 は こ の 大学の 運営に 大いに 貢献 し 
た。 「2 年後 …… 大学が 申請して いた 
資金 を 交付す るよう 州 議会の 議員た 
ちに 働き掛けて 欲しい と 頼まれた。 
それに 対し 彼 は， 手紙で 10 万 ドル 
もの 要請 を 支持す る こと はでき ない 
と， きわめて 率直に 説明した。 

彼 はこう a つていた。 『率直に H つ 
て あなたが たは あま りに も 多くの 金 
額 を 求めて います。 

私 は こ の 件 を 慎重に 検討 しました 
力；， あなたがたが 要求して いる 支出 
金 を 認める よう 各 代表者に 働き掛け 
る こと は， どう 考えても できない 相 
談 であ り ます。 …… 

10 お ドルの 考え を 捨てて， 5 万 
4000 ドル を 目標に する というの なら， 
微力ながら 最善 の 協力 を惜 しまない 
積もりです。 しかし， あくまで 高額 
をと いうの なら， 私 は 黙って 兄 てい 
ましょう。 これ は 本気で 申し上げて 
いるので す。』 

この 手紙に 見られる 率直 さは， ク 
ラー ク副 管長の 長い 経歴 を 通じて， 
人と 交わり， 対処す る 際の 顕著な 特 
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徴 であった。 彼が 人 を 推薦す る 時の 
言葉の 中には， 決してお 世辞 は 見ら 
れ なかった が， 彼の 率直で 誠実な 態 
度 を 知る 人々 は， クラーク 副 管長 を 
非常に 信頼した のであった。 彼の 口 

から 出る 言葉 は 本当に 心で そう 考え 
ている ことで あると 信じる ことが で 

きたからで ある。」 （デビ ッ ド •  H  • 
ヤーン • ジュニア， y  oung  Ruben 


「若き ルーベン」 ブ リ ガム' ヤン グ 
大学 出版部， pp.  113,  114) 

神権 者の 皆さん， もし 私たちが 皆 
キ ン ボ 一 ル大 管長 ゃナ サン. ェ ルド 
ン* タナー， ジ ヨセフ •F•ス ミス 
アブラハム • リンカーン， あるいは 
J  •  ノレ 一 ベン • クラーク • ジュニア 
のように 勇気の ある， 高潔な 人格 を 
具えて いれば どんなに 素晴らし いこ 


とであろう 力、。 主 は 私たち 主の 神権 
を 持つ 者に それ を 期待して おられる。 
私た ちが こ の 高潔 という 大切な 徳 
をよ く 考え， 身に 着ける ことができ 
るよう， 神の 助け を 求め， へりくだ 
つて ィ エス. キリス ト のみ 名に よ り 

祈り を 捧げる ものである。 アーメン。 
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罪 を 犯した 人に 対する 
私たちの 責任 


大 管長 会 第一 副 管長 


N  • ェ ルドン • タナー 


愛する 兄弟の 皆様， 私 はへ り くだ 
つて 皆様の 前に 立ち， 話す 間 主の み 
たまと 祝!^ が 引 き 続き 私たちの 上に 
とどまる よう 願って いる。 神権 を 保 
持す る こと は， 何と 栄え ある 特権で 
あろう か。 これ は， 教会の 中で も最 
も へんぴな 地域で， しかも 小さな 支 
部で つい 最近 執事に 聖 任された 少年 
であろうと， 教会の 最高の 地位に 就 

いている 大祭 —Bj であろうと， ひとし 

くいえ る ことで ある。 このような 神 
権 を 受けて いる 私たち は， 主と 誓約 
を 交わして おり， その 誓約 を 守り， 
主の 前に 義 しく 歩む 限り， 数多くの 
祝福 を 受ける ことができる。 

先日， 私 は ある 熱意に あふれた 帰 
還 宣教師と 話 をした。 この 人 は 教会 

員に な つてから まだ 5 年し かたって 

いなかった。 彼 は 次の ような 興味 あ 
る 話 をして く れた。 

こ の 青年 は 高 、理想 を 持 つ た 立派 
な 両親に 育てられた。 しかし この 教 
会が 教える 数多くの こと， 例えば， 
今日 地上に 神の 予言者が 存在す る こ 
と， 死後 身と 霊が 再び 結合して 文字 
通り 復活し， 永遠に 生きる こと， さ 
らに人 は 神の 霊の 子供で ある という 
麗しい， 重要な 概念な ど は， 考えて 
もみなかった。 また 福音が 回復され 
たこと， 身と 霊 を 持ちた もう 神が 生 


きて おられる こと， そして 世の 救い 
主 イエス. キリスト が 生 きて おられ， 

文字通り 肉に おいて 神の 御子で ある 
などの 教え を， 一度 も 耳に した こと 
がな かつ たので ある。 

ある 避暑地で 働いて いた 時の こと 
であった。 そこに は ほかに も 多くの 
若者が 働いて いた が 皆 楽 しい 時 を 過 
ごして いるよう であった。 そのよう 
な 中で この 少年 は， 他の 仲間と は 違 

つ た 生活 をして いる 3 人の 若者 に 心 
を 引かれた。 3 人 は タバコ や アル コ 
ール， 睡眠薬な ども 飲んで いないよ 
うであった。 あらゆる 角度から 見て 
非常に 高い 標準に 従ってお り， 道徳 
的に も 清い よ うであった。 

彼 は 次のように 語った。 「私 は 彼ら 
に 引かれる よ うにな り， 彼らと 話 を 
して なぜ ほかの 人々 と 違う のか 知ろ 
うとし ました。 3 人 は 自分た ちが モ 
ル モン 教徒で ある こと を 告げ， 知恵 
の 言葉 を 守って いる こと を 紹介し， 
この 戒めに ついて 説明して く れ まし 
た。 また 主が 『あなた は畜淫 して は 
ならない』 （出 エジプト 20:14) と 命 
じられ たこと や， 性的な 罪 は 教会で 
最も 重い罪と 考えられ ている こと を 
話して くれました。」 

彼 はこう も つた。 「私 はこの 青年 

たちと 非常に 親しくな り， 彼らが 教 


えて くれた こと， すなわち 彼らの 生 

き 方が 好きに なりました。 3 人は教 
会に ついて 何でも 話して く れ ました。 
彼ら は 教会 を 誇りに 思って いるよ う 
に 見えました。 他の 若い 人々 と 生き 
方が 異 つてい る こ と を 恥 かしい と 思 
つてい る 様子 は あ り ませんで した。 
しかし この キャンプ場に， 福音の 原 
則 を 守って いない 教会員が 一部い る 
こ と も 教えて く れ ました。」 

私 は こ の 一部の 会員が ある べき 生 
活を 行なわず， 誘惑に 負け， 正しい 
と 知っていながら それ を 守る だけの 
強さがない こと を 悲しく 思った。 も 
し 彼らが 心から 改宗して いて， キリ 
ス 卜の 福音と その 教え を 恥と してな 
かったら， 彼ら もまた だれか 他の 人 
に 良い 影響を及ぼし， 生活 を 変えさ 
せ， 忠実な 者に 約束され た 最後に 与 
えられる 祝福に あずかる 備え を させ 
る ことができた であろう。 

さ ら に 彼 は 続けて 言つ た。 「  3 人の 
中 ひとり は， 帰還 宣教師でした。 私 
がます ます 興味 を 抱 く よ う になる の 
を 見る と， 伝道 地でして いたよう に， 
私に 福音 を 教えて くれました。 私 は 
両親に 手紙 を 書いて， この こと を 知 
ら せました。 両親 は ひどく 落胆し， 
悲しみました。 しかし 家に 帰って 一 
部 始終 を 話した ところ， 私の 生活 態 
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度 や 習慣が 良くな つてい つたこと も 
あって パプ テス マ を 受ける こと を 許 
可して くれました。 私 はこの こと を 
本当に 感謝して います。」 
こ の 青年 が 教会 に 加入した の はわ 

ず か 19 歳の 時であった。 彼 は 続けて， 
ァ ロン 神権 を 与えられた 時の 喜びと， 
主の 十字架 上の 死 を 記念す る 聖餐 を 
祝福し， 配る 特権に ついて 説明して 
くれた。 また この 神聖な 儀式の こと 
を 考える と 謙遜に なり， 常に， 身な 
り をき ちんと し， ふさわしい 者と な 
るよう に 努め， いつも 主が そばに お 
られ るよう な 積も りで 行動した と 語 
つていた。 

ある 時， 祭司と して， 新しく 会員 
になる 人に パブ テス マ を 施す 機会が 
あった。 しかも それが 救い主に パプ 
テス マ を 施 した バプ テス マの ヨハネ 
に 与えられ たのと 同じ 権能， 特権に 
あずかる ことなの だとい う こと を 知 
つて， 彼 は 大きな 祝福 を 感じた。 彼 
が 語る の を 聞きながら， 私 は， すべ 
ての 若人が この 儀式 を 執行で きる こ 
とが どれほど 重要な ことで あり， ま 
た 大きな 特権で あるか を 感じ取り， 
理解して くれた ら どんなに 良いだ ろ 
う 力つ さら に 主が 私た ち に 神権 者 と 
しての 務め を 果たし， ふさわしい 生 
活を 送る よ う に 期待して おられる こ 
と を 知る ことができたら， どんなに 
良いだ ろうかと 考えた。 

それから この 青年 は， 1 年後に 監 
督と ステーキ 部長から 伝道に 出る 面 
接 を 受けて， その 備えが できて いる 
こと を 示す ことができ， 本当に うれ 
しかった と 語った。 彼 は 知恵の 言葉 
を 厳格に 守り， 安息日 を聖く 過ごし, 
什 分の 一 や 献金 を 納めて いた。 また 
あらゆる 意味で 道徳的に も 清く， 女 
性 を 尊び， 女性の 友た ちと 接する 時 
は， 自分の 妹と 交際す る 男性に 守つ 
て 欲しい と 思うよ うな 標準に 従って 
交際した。 彼 はこの こと を とても 誉 
れに 思い， 心から 喜び， 主が 自分 を 


その 代理人と して 認めて 下さった の 
だとい う 確信 を 持って， 主の 使いと 
して fe 道 地に 赴く ことができた。 そ 
して はじめての 改宗者に バプ テス マ 
を 施し， 確認した 時の 感激 も 話して 
く れた。 

また ある 人に メル ケゼ デク 神権 を 
授け， 長老に 聖任 する ように 言われ 
た 時 も， 非常に 謙 通な 気持ちに なつ 
た， と 述べて いた。 また 主の み 名に 
よって 事 を 行なう という これらの 特 
権に ふさわしい 状態で いる ことが い 
かに 大切な こと 力、 また 彼 は ある 人 
を聖 任した が， 自分が 聖任 する 長老 
も 大 管長が 聖 任す る 長老 もまった く 
同じ 長老で ある こと を 知った。 そし 
て 心から 主にへ り くだり， 主に 感謝 
していた。 

最後に， その 青年 は 間もなく 結婚 
する こと を 告げ， 顔 を 輝かせながら， 
彼 も 婚約者 も 道徳的に 清く， ふさ わ 
しい 状態で 神殿に 入り， この 世に あ 
つても， また 永遠に も 結び 固められ 
る こと を 感謝して いる と 述べて いた。 

そこで 私 はこの 青年に 言った。 「神 
の 権能， 言い換えれば 神の み 名に よ 
つて 行動す る 権威 を 与えられた 青年 
以上に， 大きな 特権 あるいは 責任 を 
与えられた 人 はいません。 あなた 方 
は， これから 神殿で 聖 なる 神権に よ 
つて 結び 固められます。 そして， 約 
束され たす ベての 祝福と 特権 を 享受 
する のです。」 

今日 教会の 中で 育った 青年の 中に 
は， 神権が 与えられる こと を 当たり 
前の ことと 考え， 特権で はなく， 権 
利で ある と 考える 人が 非常に 多い。 
知恵の 言葉 を 破 り ， 不品行で ある こ 
とが 当世風の 生き方で ある と 考える 
人が 多い よ うで ある。 私 は 断固と し 
て 申し上げたい。 主 は 決して そのよ 
うな こと を 喜んで おられない。 神権 
を 受けて いる 若い 男性 は 神権に ふさ 
わしく 生活し なければ ならない し， 
ふさわしくない 者 は， ふさわしくな 


るまで 昇進で きないの である。 これ 
はき わめて 大切な ことで ある。 

また 伝道の 召し を 受ける 前に 十分 
な 資格 を 具える よ うに 準備す る 必要 
が ある。 知識， 能力， 人格の 面で 完 
全に 任せられる かどう かも 分からな 
い 人物 を 選び， 会社 を 代表 させ， そ 
の 種類の 何た る か を 問わず 契約 締結 
権 を 与える というよ うな こと をす る 
大会 社の 経営者が いる だろ う か。 

まして や， 主 を 代表し， 主の み 名 
によって 語る 者が ふさわしい 状態に 
いる という こと はなお さ ら 重要な こ 
とで ある。 主 は ふさわしい 者と なる 
ために 備えて いる 人， 力 を 蓄え， 価 
値 ある 人間に なり， 真理 を 証し， 悪 
を 非難し， キ リ ス 卜の 福音 を 擁護す 
ベく 準備して いるすべ ての 人々 を 非 

常に 喜んで おられる に違いない。 子 
供が 道 を 踏み外した 時， それが どの 
子 かに かかわ りなく 親が 悲しい 思い 
をす るよう に， ひとたび 誓約 を 交わ 
した 者が それ を 破った 場合， 主 も 失 
望と 悲しみ を 味わわれ るので ある。 

私 はすべ ての 若い 男性に はつ き り 
申し上げたい。 私たちが 誓約 を 守る 
ならば， 幸福に なり 成功 を 収め， 人 
々から 愛され， 私たちと は 異なる 信 
仰 を 持ち， 私たち を 嘲け る 人々 から 
さ え も 尊敬 を 勝ち取る ことができる 
よ う になる であろ う 。 彼ら は 私たち 
が 誓約 を 守り， 決意 を 守り 通し， 信 
仰 を 擁護し， 人と は 異なった 生活 を 
する こと は 当然の こと と 思って いる。 
この こと は， 教会員が 犯罪 を 起こし 
た 場合によ く 分かる。 共犯者の 宗派 
について は 何も 触れられな いのに， 
モル モン 教徒， あるいは モル モン 教 
会の 会員で あると いう こと はよ く 報 
道され るからで ある。 

指導者の 皆様に 強調したい。 神権 
者 や これから 神権 を 持と う とする 人 
と 親しく 交わって いくこと は， 私た 
ちの 責任で あり， また 特権で も ある。 
私たちの 教え や 模範， 証に よって， 
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彼らが 福音 を 理解し， 責任 を 知り， 
音の 教えに 添って 生活す る ことの 
重要性 を 認識す るよ うに， 援助 を 与 
えなければ ならない。 

あ な た 方が 少年 たち を 愛し， また 
彼らが 成功 を 収め， 幸福になる ため 
にで きる 限りの こと をす る 用意が あ 
る こと を 知らせなさい。 しかし， ふ 
さわし い 生活 をし， 今後 も 受け入れ 
た 福音の 標準に 従いながら 神権の 義 
務を 全力 を 尽く して 遂行す る 備えが 
できて いなければ， だれも 神権の 昇 
進 を 受ける こと はでき ないし， 神殿 
推薦状 も 伝道の 召し も 受けられない 
ので ある。 ふさわし くないのに 神権 

の 昇進 を 許したり， 神殿 推薦状 を 与 
えたり する こと は， 決して 愛 ある こ 
とで はない。 悔い改め， 変わる こと 
を 期待して 若い 男性 を 伝道に 出す こ 
とも 同じで ある。 人 は 召される 前に 
かならず ふさわし いこと を 証明し な 
ければ ならない。 主 は 資格 を 具えた 
ふさわしい 代表者 を 求めて おられる。 

さて， 若い 男性の 皆様に も う 一度 
申し上げたい。 あらゆる ことに 正直 
である こ と はき わめて 大切な ことで 
ある。 伝道に 出た り ， 神殿に 入る た 
めに， 監督 や ステーキ 部長に うそ を 
つく 者 もい る。 そのような 人々 は 決 
して これら の 特権 に 値しない ので あ 
る。 主 を 欺く こと はでき ない。 

指導者の 皆様， 伝道に 出ようと す 
る 人と 面接す る 時， その 人が 主の 代 
表 者と して 主から 何 を 期待され てい 
るか を 聞き出す よ う にして いただき 
たい。 躊躇す る ことなく 微に 入り 細 
にわた つた 面接 をし， その 人が ふさ 
わしい かどう か， 何 か 罪 を 犯して い 

ないか どう 力、， また feit の 召し を ど 
う 思って いるか を 知る 必要が あ る 。 
それから ふた り で 主が そのこ と を ど 
う 感じて おられる か を 考え， その 結 
論に 従って 行動して いただきたい。 
資格の ない ふさわしく ない 青年 を 
伝道に 出す こと は， 決して 正しい こ 


とで はない。 そのような 人 は 召し か 
ら 受ける みたま を 感じる ことができ 
ない。 お 道に 出た としても その 地で 
fc 道 部長の 重荷 となり， 伝道 活動 を 
妨げ る だ けで ある。 伝道 部長 にと つ 
て 宣教師 を 破門したり， 罪の ために 
送還した りする ことが どれ ほ ど 心 を 
痛める ことで あるか を 私 は 知ってい 
る。 

もし 罪 を 犯した 青年が いれば， そ 
の 人 を 愛して いる こと を 感じさせ， 
義 しい 道に もどれる よ う どんな 援助 
も 惜しまな いこと を 告げなさい。 サ 
タンが 解き放 たれ， その 軍勢 は 若い 
男女 を 道から 踏み外させよ う と 躍起 
になって いる こ と を 忘れて はなら な 
い。 これらの 若い 人々 が 福音の 原則 
に 従って 生活す る ことができ るよ う， 
常に 彼ら を 励まし， 教え， 導く よう 
に 備えて いただきたい。 あなた 方の 
怠惰が 原因で 道に 迷った というよ う 
な 少年少女 を ひと り も 出さない よう 
にして いただきたい。 

次に 罪 を 犯した 者に ついて 述べよ 
う。 伝道 部長， ステーキ 部長， およ 
び 監督に は， あらゆる 種類の 背 罪に 
ついて， それ を どう 調査し， 処理す 
る 力、， その 方法が 示され， 教えられ 
ている。 重い罪 を 犯して いる 者 は， 
進歩す る ことができない。 そして 罪 
の 中に とどまつ ている 限り 幸福に は 
なれない。 告白し， 悔い改め るまで 
その 人 は 捕らわれの 身で ある。 愛と 
しかるべき 処罰 を もって 正しく 導か 
れた人 は， 後に あなたの 思いやりと 
理解に， また 指導力に 感謝す る だろ 
う。 義 しく 裁かれる ことによって， 
その 人 は 悔い改め 再び 教会の 活動に 
加わる 門戸が 開かれる ので ある。 し 
かし 何ら かの 措置 はかならず 講じら 
れ ねばならない。 

教会の 活動 に 活発 に 参加して い な 
い 人に 気を付けなさい。 もし 何 かお 
かしい， あるいは だれか 罪 を 犯して 
いるよう だと 感じれば， 愛 を もって 


その 人の 所に 行き， 何が あつたか を 
知る 責任が ある。 その 人 は あなたの 
心 遣 いに 感謝す るだろう。 迅速 に 行 
動す る ことによって， それ以上の 罪 
を 防ぐ こと もで きる。 問題の ある 人 
を 救い， 囲いの 中に 連れ もどして い 
ただきたい。 

一部の 監督 また ステーキ 部長 さえ 
もが， これまでに 一度 も 人 を 破門し 
たり， 処罰した ことが ないし， 今後 
もす る 積もり はない と 言って いると 
いう 報告が 私の もとに ある。 このよ 
う な 態度 はまった く 間違って いる。 
ィ ス ラエルの 判事 は， 必要で あれば 
義 しい 裁き を 下す 責任が ある。 裁く 
責任 を 持つ 人に とって 大切な 言葉が 
教義と 聖約 20 章に 出て いるので 読ま 
せて いただきたい。 「誰 にても キリス 
卜の 教会員に して 罪 を 犯し， また 過 
ちに 陥 り たる 者 は 聖典の 指図す る と 
ころに 則りて 処理すべし。」 （教義と 
聖約 20  ：  80) 

兄弟た ちょ， 聖典と 手引き を 熟読 
し， その 指示 通りに， 必要な 時には 
教会員 を 処罰して いただきたい。 直 
接 管理す る 責任に ある 指導者が 罪 を 
見て 見ぬ振り をしたり， 大目に見た 
り ， または 隠 そ うとした りする こと 
は， 決して 罪 を 犯した 人に とって 愛 
ある ことで はない という こ と を 覚え 
ておいて いただきたい。 

この こと について 触れた ジ ョ ン • 
テ イラ 一大 管長の 言葉 を 読んで みよ 
う。 「さらに， 何人 かの 監督 は， 会員 
の 罪 を 隠 そ うとして いると いう こと 
を 耳に している。 私 は 神の 名に よつ 
て 彼らに 告げる。 その 罪 は あなた 方 
の 頭に 下る と。 あなた 方の 中で 人の 
罪に 加担したり， あるいは それ を 弁 
護す る 者 は その 罪 を 負わなければ な 
ら なくなる だろう。 監督 や ステーキ 
部長の 責任に ある 人々 はよ く この こ 
と を 心に 留めて いただきたい。 神 は 
それ を あなた 方の 手に 求められ るの 
である。 あなた 方 は 正義の 原則に 手 
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を カロえ たり， 人々 の 非行 や 腐敗 を 覆 
い 隠す ために 教会の 職に 任命され て 

いるので はない。」 (Conference  Re- 
port 「大会 |g^」  1880 年 4 月， P.  78) 

兄弟の 皆様， これ は 非常に 強い 言 
葉で ある。 しかも これ は 神の 予言者 
である 教会の 大 管長が 語った 言葉で 
ある。 また ジョージ 'Q  'キャノン 
も 次の よう な 重要な 声明 を 残して い 
る。 「神の みたま は 疑い もな く， 非常 
に 悲しんで おられ， このような 行為 
を 犯した 者 を 見捨てられる ばかり 力、 
私た ち の 周囲で このような こと が 行 
なわれ るの を 止めなかった 者， 行為 
者 を 責めなかった 者 を も 見捨てられ 
る だろ う 。 

私 たち はこ の 世の 中 で 生活 しなけ 
れ ばなら ない が， 決して 世の 者と な 
つて はならない。 私たち は 世の 人々 
と は 異な る 。 私た ち は 世の 流儀 ゃ標 
準 を 受け入れる こと はでき ない。 私 
たち は イエス. キリスト の 福音 を 示 
されて いて， 私たちの 標準が どのよ 
うでなければ ならない か はつ き り 知 
ら されて いる。 また 神権が 回復され， 
私たち は それ を 受けて いる。 私たち 
は あらゆる 点 で 模範 を 示 さ な けれ は 
ならない。 罪 を 犯した 者に 対する 処 
置の 方法と 神権 者の 責任に ついて， 
教義と 聖 約に 数多くの 聖 句が 掲載 さ 
れ ている。 その 中で も 次の 聖 句に 注 
意して いただきたい。 

「この 故に， 今や 神権 者 皆 各々 その 
義務 を 覚れ。 また 己が 任命 せられた 
る 務め を 全く 勤勉に 勤むべし。 

およそ， 怠惰なる 者 は その 地位に 
居る に 値せず， また その 義務 を覚ら 
ず 信任 さるる に 足る 行い を 示さざる 
者 は， その 地位に ある 値な き 者な 
り。」 （教義と 聖約 107  ：  99, 100) 


教会に よって 処置され る 事柄に 次 
のよう な ものが 含まれる ことが， 聖 
典から 明らかで ある。 もちろん これ 
がすべ てで はない。 すなわち， 婚前 
交渉， 姦淫， 同性愛， 堕胎， その他 
道徳的に 恥ず べき 行為， すなわち 窃 
盗， 詐欺， 殺人な どの 犯罪， そして 
背教すな わち 教会の 規則 や 規律に 対 
す る 公然 たる 反抗， 故意に 行なわれ 
る 教会の もろ も ろの 規則への 違背， 
妻子への 虐待， いわゆる 多妻 結婚の 
唱道 あるいは 実施， その他 教会の 律 
法と 秩序 を 乱す キ リ ス ト 教徒ら しか 
らぬ 行為で ある。 

も しあな た 方 指導者が 主の 勧めに 
従って 働くなら， 主 は あなた 方 を 祝 

し， 力付け， 導き を 与えて 下さる 
であろう。 あなた 方 は 主に 仕える 時 
に 大きな 喜び を 得る に違いない。 た 
だ， 人が 教会員の 資格 を剝 奪され た 
り， 破門され た 場合， あなた 方 は そ 
の 人に 一層の 愛と 関心 を 示し， その 
人が 生活 を 立て直し， 再び 教会の 交 
わりの 中に 完全に も どれる よ うにな 
るまで あらゆる 努力 を 払う 必要が あ 
る。 これ はき わめて 大切な ことで あ 
る。 

教義と 聖 約に 次の よ う に 書かれて 
いる。 「見よ， およそす でに その 罪 を 
悔い改め たる 者は赦 され， 主なる わ 
れも はやこれ を 忘るべし。 

人 罪 を 悔い改め しゃ 否や は， 見よ， 
彼は自 ら これ を 告白 しその 罪 を捨っ 
ベければ， その 悔い改め たる こと は 
これによ りて 知る を 得べ し。」 （教義 
と聖約 58  ：  42,  43) 

今晩 各所に あって， この 話に 耳 を 
傾けて いる 人々 に 強調したい。 私た 
ちの 責任 は， 人 を 救う ことで ある。 
私たち 指導者 は， 自分に できる 範囲 


のこと をす ベて 行ない， 会員 を義し 
い 道に 導き， 信仰 を 強く し 彼らに 次 
のこと を 教えなければ ならない。 つ 
まり それ は 私たち は 彼ら を 愛し， 人 
はすべ て 神の 前に 大 いなる 存在で あ 
る こと， また 私たち は 天父なる 神の 
霊の 子供で あり， 神が いつも 私たち 
を 祝福し よ うと 待って おられる こと 
を 知る ことで ある。 私たち は 両親 や 
子供た ちと 親しく 交わり， 彼らが 道 
徳 的に 清く， 神の 王国の ふさわしい 
会員と なって， 天の 王国に 入る 備え 
をす るよう に 導く 責任が ある。 しか 
し 決して 異性と 不必要な 親 し L  、関係 
を もつ ことのな いよ う に 注意し なけ 
れ ばなら ない。 

後 数 分 も すれば， 私たち は 神の 予 
言 者で ある 大 管長から， 言い換えれ 
ば 神の 予言者 か ら 指導の 言葉 を 受け 
る。 彼が 神の 予言者で あり， また 神 
が 実際に 生きて おられる こと を 証す 
る。 また 神の 御子 ィ エス 'キリスト 
が 世の 救い主であって， 私たちが 復 
活し， 不死 不滅と 永遠の 生命 を 得ら 
れ るよ う この 世に 来て 命 を 捧げられ 
たこと を 証す る。 私たち は 今日 神の 
予言者， すなわち ス ペンザ 一 'W' 
キン ボール 大 管長 を 通して 主から 導 
かれて いる。 キン ボール 大 管長と と 
もに み 業に 従事す る こと は， 大きな 
特権で あり， 栄誉で あり， 祝福で あ 
る。 彼に 従うなら 私たち は 道 を 踏み 
外す こと はない。 

私たちが 神権の 召し を 全力 を 尽く 
して 遂行し， 主の 祝福 を 享受で きる 
ように 心から 祈って いる。 また ロム 
二 一 副 管長が 言 われた ように， 「私た 
ちが 高潔で ある」 こと を 立証で きる 
よう。 イエス' キリスト のみ 名に よ 

つて， へりくだり 祈る。 アーメン。 
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兄弟の 皆さん， こよい ここにお 集 

まりの 皆さんと， さらに 19 万 5 千 人 
にも 上る 方々 とこう してお 会いで き 
る こと を 感謝して いる。 そして 皆 さ 
に に 心 か ら の 賛辞 と 愛 をお 伝えした 

かな り 以前の こ と ， 私が ァ リ ゾナ 
州セ ント ジョセ フ ステーキ 部の ステ 
ーキ 部長 会に 属して いた 時， ある 安 
息 日 に 責任 を 受け て エデン ワード 部 
を 訪れた。 建物 は 小さ く  ， 大勢の 会 
衆 は 床から 50 センチ ほど 高 く なって 
I, 、 る 壇の 上の 私た ちの す ぐ 前 ま で ぎ 
つ しり 詰まって いた。 

集会の 途中で， 礼拝堂の 最前列に 
いる 7 人の 少年が 私の 目に留まった。 
ヮ 一 ド部 大会に 7 人の 少年が 出席 し 
ている こ と を うれしく 思いながら そ 
のこと を 心に 留めて， 別の ことに 思 
い を 転じて いた。 しかし， 間もなく 
私の 注意 は 再び 7 人の 少年た ち に 向 
けられた。 

7 人の 少年が いっせいに 右足 を 上 
げて 足を組み， それから すぐに また 
そろって 足を組み 変える ので ある。 
妙な こと をす るな， と は 思った 力 八 
さ して 気に も 留めなかった。 

すると 今度 は， 全員 そろって 右手 
で 髮の毛 をな で 付け， それから 体 を 
やや 傾けて 手 を ほおに やり， 同時に 


足 を 元の よ う に 組み 直した ので ある。 
する こと 全部が どう も 奇妙で ある。 
集会で 何 を 話そうかと 考えよ う と努 
めながら も， そのこと が 不思議で な 
ら なかった。 その 時， 私 は 一瞬 ひらめ 
きのよう な もの を 感じた。 そうだ ノ 
あの 少年た ち は 私の まね をして いた 
の だ。 

その 日 私 は 人生の 教訓 を 得た。 管 
理 する 立場に ある 者 は 細心の 注意 を 
払わなければ ならない。 他の 人々 は 
私たち を 観察し， 私たちの 中に 模範 
を 見いだ そ う と していて いるの だと 
いう こと を。 

模範 は 少年の 人生に と つ て 重要な 

ものである。 一般に， だれかの 後に 
ついていく 人 は 多い が， 先に 立って 
導いて いく 人 はごく 少数で ある。 あ 
なた がた 若人 全員が 指導力 を 伸ばし， 
その上で 自身 を もって 良い 模範 を 示 
すよう になる ことが 大事な の は， そ 
のた めで ある。 

それ は あなたがたの 生活に も 当て 
はまる。 もし あなたに 弟が いるなら， 
彼ら は あなたに 目 を 向け， 話す こと 
に 耳 を 傾ける。 あなたが したと 同じ 
こと をし， あなたが 言った と 同じ こ 
と を 口にする。 この こと を 忘れない 
でいた だ き たい。 

十代に なったら， この こと を 胸の 


中に と どめて おいていた だきたい。 
あなたが 出るべき 集会に 出， 果たす 
べき 義務 を 果たして いれば， たいて 
い 弟 は あなたの やり方に ついて く る 
ものである。 しかし その 反対 も あり 
得る。 

それ はまた 伝道に ついても 当て は 
まる。 あなたが セ ミナ リー や インス 
ティ テュー 卜に 熱心で， 正しい 態度 
を 示し， 伝道に 出る 準備 をして いる 
の を 見れば， 弟 も 同じ 道 を 歩んで い 
くであろう。 

「鏡 を のぞ く よ う に 人の 生活 を 見， 
人から 自分の 範を 得よ と， 彼に 命じ 
た」 と 言った の は テレン ティ ウスで 
ある。 

ィ ソ ッ プ 物語の 中に も ， 「ただ 手本 
を 示して 下さい。 そうしたら それに 
従い ましよ う」 という 言葉が ある。 

模範 は 最良の 教訓で ある。 サ ミ ュ 
エル • ジ ヨンソン は 「模範 は 説教よ 
り も 効き目が ある」 と 語った。 

あなたがた 若人 は， 年齢に かかわ 
りなく， 今 自分の 人生 を 築いて いる 
こと を 承知して いただきたい。 見掛 
け 倒しの 安つ ぼい 生活 か 麗しく 有益 
な 生活 か， 建設的で 充実した 生活 か， 
それとも 破滅に 進む 生活な のか， あ 
るい は 喜びと 幸せに 満 ち た 生活 か， 
逆に 悲惨な 生活の どちらに も 転ぶ 可 


282 


能 性 を 持って いるので ある。 それ は 
すべて あなた 自身に， あなたの 態度 
に 懸かって いる。 あなたが どこまで 
昇り 得る か は， あなたの 態度と 状況 
への 対応の 姿勢で 決まる ので ある。 

スイスの 山， カナダの 山， ユタの 
山， あなたが いずれの 山に 登る 時で 
も， 他の 大勢の 人が ともに 山に いど 
んで いる こ と を 覚えて おいてい ただ 
きたい。 その 人々 も あなたと 同じ 難 
所 を 乗り越えて きたので ある。 

高い 所に 登り 着いた 人で も， その 
道 は 決して 楽な 時ば かりで はな かつ 
たこと を 見逃さないで いただきたい。 
アブラハム. リンカーン は 青年時代 
に， イリノイ 州 議会 議員に 立候補し 
て 大敗した。 

次に 事業に 乗り出した 力; 失敗し， 

17 年の 年月 を 無能な 仲間の 借金 返済 
に 追われた。 やがて 美しい 女性に 恋 
をし， 婚約した が， 彼女 は 死んで し 
まった。 政界に 入って から は 合衆国 
議会 を 目指した が 散々 な 結果で， 国 
有 地 管理局の ボス ト を 得よ うとした 
が 失敗した。 上院議員 候補に なった 
時 も 惨敗し， 後に 1856 年に は 副大統 
領 候補に なりながら もまた もや 落選， 
1858 年に も ダグラス 氏と 戦って 敗北 
を 喫した。 しかし 彼 は それらの 重な 
る 敗北に めげ ず， ついに 極め 得る 最 
高の 成功 を 収め， 不朽の 名声 を 勝ち 
得た。 それが 合衆国 大統領 アブ ラハ 
ム' リンカーン である。 これが 数々 
の 本に 書かれ， 困難の 山 を 乗り越え 
て， 成功への 道 を 切り開いた あの ァ 
ブラ ハム • リ ン カーンの 姿で ある。 
再び 繰り返そう。 あなたが たは 自 
分の 望む 通 り に 自分の 人生 を 築 く の 
である。 

作者 不詳の 言葉が ある。 「人生に 大 

きな 障害の ある こと を 喜べ。 おおか 
たの 人間が 克服し よ う とする 以上に 
障害の 高い こと を， また 喜べ。 その 
数の 多い こと を 喜べ。 群衆 を かき わ 
け， 抜きん出る ための チャンス をく 


れる のが， その 障害な の だ。 障害 は 
君の 友 だ。 もしも 高い 障害が なかつ 
たら， 君 は 大勢に 追い越される はず 
なの だから。」 

昔の 話 をお 話したい と 思う。 ひと 
りの 少年が 人生の 若い 時期 を どのよ 

う に 形造って いつ たかを。 

およそ 3 千年の 昔， イスラエルの 
王， サ ウルが みずからの 高い 位に 不 
相応な こと を 露呈した ため， 主 は 後 
継 者 探しに 予言者 サム エル を 遣わさ 
れた。 予言者 は 8 人の 息子 を 持つ ェ 
ッ サイの 家へ 行き， 息子た ち を 目の 
前に 呼んで 会見した。 誇り高い 父が 
長子 ヱリ アブ を 連れて来た 時， サム 
エル は 「 この 人 こそ， 主が 油 を そそ 
がれる 人 だ」 と 思った。 

「しかし 主 は サム エルに 言われた， 
『顔 かたち や 身の たけを 見て はなら 
ない。 わたし はすで に その 人 を 捨て 
た。 わたしが 見る ところ は 人と は異 
なる。 人 は 外の 顔 かたち を 見， 主 は 
心 を 見る j。」 （サム エル 上 16  ：  7  ) 

誇り高い 父親 は 次の 子 を 呼んだ が， 
彼 も 退けられた。 顔 かたちの 美しい 
7 人の 立派な 息子た ちが 次々 と 予言 
者 サム エル の 前 を 通り過ぎて しまつ 
てから， サム エル は 父 エツ サイに， 
「むすこた ち はこれ で 全部です か」 
と 尋ねた。 すると エツ サイ は 「まだ 
末の 子が 残って いますが 野で 羊 を 飼 
つてい ます」 と 答えた。 サム エル は 
エツ サイに 言った。 「彼 を 連れてき な 
さい。」 （サム エル 上 16  ： 11 参照） 

やがて 末の 息子が やって来 たが， 
彼 は 血色が 良く， 姿が 美しく， 人枘' 
は 明るかった。 羊飼いで， 1 日の 大 
半 を 野で 羊と 過ごして いたた め， お 

そらく 日焼け をして いたであろう。 
主 は サム エルに 霊感 を 与え， サム ェ 

ルは 「これが その 人で ある」 と 言つ 
た。 （サム エル 上 16: I2) そして 父親 
と 息子た ちが 周り を 囲む 中で， サム 
エル は 油の 角 を 取り， 油 を 注いで 末 
の 息子 ダ ビ デを イスラエル の 王に 召 


した。 

その 同じ ころ， イスラエルの 宿敵 
ぺ リ シテ 人が ィ ス ラエル 征服の ため 
に 軍 を 集め， ある 山の 上に 陣取った。 
ィ ス ラエル は 小さな 谷 を はさんで 反 
対 側の 山に 陣を しいた。 

戦闘 を 前に 両軍が 向かい 会う と， 
ゴリ ァテ という 名の 巨人が 出て 来て， 
ィ ス ラエルに 戦い をい どんだ。 

「なぜ われわれと 戦いに 出て きたの 
か。 わたし は ペリ シテ びと， おまえ 
たち はサ ウルの 家来で はない か。 お 
まえた ちから， ひとり を 選んで， わ 
たしのと ころへ 下って こさせよ。 も 
しその 人が わた し を 殺す こ と がで き 
たら， われわれ はお まえた ちの 家来 
となる。 しかし わたしが 勝って その 
人 を 殺したら， おまえた ち は， われ 
われの 家来に なって 仕えなければ な 
ら ない。」 （サム エル 上 17:  8,  9 参 
照） さらにこう 言った。 「わたし は， 
きょう ィ ス ラエルの 戦列に いどむ。 
ひとり を 出して， わたしと 戦わせ 
よ。」 （サム エル 上 17  ： 10) 

この 男 は 巨人で， 人々 を 震え上が 
ら せた。 3  メートル 近い 背丈が あつ 
てだれよりも 高く， 青銅の かぶと を 
かぶり， うろこと じの 重い よろい を 
身に 着け， 足に は 青銅の すね 当， 肩 
に は 青銅の 投げ や り を 背負って いた。 
着て いるよ ろい は 実に 重く， 手に 持 
つや り は 機の 巻 棒の よ うに 長く， 剣 
はかみ そ りの よう に 鋭 かつ た。 その 
前 を， 盾 を 運ぶ 者が 進んだ。 

ゴリ ァテは 恐るべき 敵で あつ た に 
違いない。 イスラエルの 勇士た ちが 
彼 を 恐れた こと は 無論で ある。 イス 
ラエル 軍の だれ も が 縮み上がつ て 退 
却す るの は 目に 見えて おり， その 挑 
戦 を 受けて 立つ 勇気 や 無鉄砲 さ を 持 
つ 者 は ひと り もい ない 様子であった。 

この 重大な 時に， 父ヱッ サイ はサ 
ウルの 軍に 送 り 出した 上の 3 人の 息 
子の こと を 心配して いた。 その 息子 
たちが ィ ス ラヱル 防衛の 戦いに 出て 
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いる 時， 末の 子 ダビデ は 羊 を 飼う 仕 
事 を あてがわれ ていた。 
優しい 父親 は 羊の 番を していた ダ 
ビデ を 呼び， いり 麦と パン を 陣営の 

兄た ちに， 10 の 乾酪 を 軍隊の 長に 届 

ける よ う にと 命じた。 

ダ ビデ は 朝 早 く 起きて， エラの 谷 
へ 出発した。 羊が 獣に 追い散らされ 
たり 殺された り 食べられた りしない 
よ う に， 父の 羊の 世話 は 番人に よ く 
頼んで おいた。 

ダ ビデが 陣地に 着 くと， 軍勢 はと 
きの 声き 上げて 戦いに 出よ うとして 
いた。 

ダ ビ デは 荷物 を預り 人に 託し， 戦 
列の 方へ 走 つ て 行 つて 兄た ち の 安否 
を 尋ねた。 

する と 40 日間 毎日の よ う に 挑戦し 
続けた あの ペリ シテ 人が， また 出て 
来て 大音声 を 上げた。 

ダビデが 戦列に 行き着いた 時， 人 
々は 言った。 「あなたが たは， あの ィ 
ス ラエルに いどむ 巨人 を 見た カ^ 彼 
を 殺す 人に は， 王が 大 いなる 富 を 与 
えられる こと を 知っている 力、。 巨人 
ゴ リ ァテを 殺す ことので き る 人に は， 
その 父の 家が 税を 免除され るで あろ 
う 。」 （サム ヱル上 17  ：  25 参照） 

一番 上の 兄 は ダ ビデ を 快 く 迎えず， 
怒って 言った。 「なんの ために 下って 
きたの か。 野に いるわず かの 羊 はだ 
れに 託した のか。 あなたの 物見高 さ 
とわが ままと 悪い 心 はわ 力って いる。 
戦い を 見る ために 下って きたの 
だ。」 （サム エル 上 1?  ：  28 参照） 

ダ ビデ は 兄の 非難に 気分 を 害 し た 
らしく，  「わたしが 今， 何 をした とい 
う のです か。 理由な く こ こへ 来た と 
言う のです か」 （サム エル 上 1?:  29 参 
照） と 言った。 彼 は 自分が イス ラエ 
ルを 救うた めに， 霊感に 促されて こ 
こへ やって来 たの を 知っていた。 

サ ウル 王が この 少年 を 呼び寄せた 
時， ダビデ は 受けた 霊感 を， その 啓 
示 を 繰り返し 述べた。 「だれも 彼のた 


めに 心配し， 恐れて はなり ません。 
わた しが 行って あのべ リシ テび とと 
戦い ま しょう。」 （サム エル 上 17  ： 
32 参照） しかし サ ウル は 驚き， ダビ 
デに 言った。 

「行って， あの ペリ シテ びと と 戦う 
こと はでき ない。 あなた は 年少 だが， 
彼 は 若い 時から の 軍人 だから で 
す。」 しかし ダビデ はサ ウルに 言った。 
「し もべ は 父の 羊 を 飼って いたので 
すが， しし， あるいはく まがき て， 
群れの 小羊 を 取った 時， わたし は そ 
の あと を 追って， これ を擊 ち， 小羊 
を その 口から 救いだ しました。 その 
獣が わたしに と びか かつ て き た 時 は， 
ひげ をつ かまえて， それ を 撃ち殺し 
ました。 しもべ はすで に， ししと， 
くま を 殺しました。 この 割礼な きぺ 
リシ テび とも， 生ける 神の 軍 をい ど 
ん だのです から， あの 獣の 一頭の よ 
うになる でしよう。」 （サム エル 上 
17  ：  33—36) 

そして またこう 言った。 「ししの つ 
め， くまの つめから わたし を 救い出 
された 主 は， また わたし を， このべ 
リ シテ 人の 手から 救い出される でし 
よう。」 サ ウル は ダ ビデに 言 つ た。 
「行きなさい。 どうぞ 主が あなたと 
共に おられる ように。」 （サム エル 上 
17  ：  37) 

サ ウル は 自分の よろい を ダビデに 
着せた が， 重過ぎる ため， ダビデ は 
よろい を 脱いだ。 

そして サ ウル 王に， 「わたし はこれ 
らの もの を 着けて いく こと はでき ま 
せん。 慣れて いない からです」 と 言 
つた。 （サム ヱル上 17  ：  39 参照） 

少年 ダ ビデ は 小川 を 渡 る 時に かが 
み 込んで 5 個の 石 を 拾い， それ を 羊 
飼いの 袋に 入れ， 手に は 石 投げ を 持 
つて ぺ リ シテ 人の 巨人に 近づいて い 
つ た。 

この こと は 明らかに 巨人 を 驚かせ 
た。 そして 侮辱に 憤った。 血色が 良 
く， 若くて 姿の 美しい 少年 を 見て， 


怒りと 不快 を 感じ たぺ リ シ テ人は 言 
つた。 

「つえ を 持って， 向かって くるが， 
わたし は 犬な のか。」 ペリ シテ びと は 
ダビデ をのろ つた。 ペリ シテ びと は 
ダビデに 言った。 「さあ， 向かって こ 
い。 おまえの 肉 を， 空の 鳥， 野の 獣 
のえ じきにして くれよう。」 （サム ェ 
ル上 1?  ：  43—44) 

ダビデ は 堂々 と 立って ぺ リ シテ人 
に 言った。 「おまえ はつる ぎと， やり 
と， 投げ やり を 持って， わたしに 向 
かってく るが， わたし は 万軍の主の 
名， すなわち， おまえが いどんだ， 
ィ ス ラエルの 軍の 神の 名に よ つ て， 
おまえに 立ち向かう。 きょう， 主 は， 
おまえ を わたしの 手に わたされ るで 
あろう。 わたし は， おまえ を 撃って， 
首 を はね， ペリ シテ びとの 軍勢の 死 
かばね を， きょう， 空の 鳥， 地の 野 
獣の えじきに し， イスラエルに， 神 
が おられる こと を 全地に 知らせよ う。 
また この 全会衆 も， 主 は 救 を 施す の 
に， つるぎと やり を 用いられな いこ 
と を 知る であろう。 この 戦い は 主の 
戦いであって， 主が われわれの 手に 
おまえた ち を 渡される からで あ 
る。」 （サム エル 上 17  ：  45—47) 

ぺ リ シテ 人と 羊飼いの 少年 は， ど 
ちら も 自信 を もって 接近して いった。 

「ダビデ は 手 を 袋に 入れて， その 中 
から 一つの 石 を 取り， 石 投げに はめ 
て， ねらい を 定め， ものすごい 勢い 
で ペリ シテ 人の 額 を 撃った。 おそら 
く は 唯一の すき ある 場所だった ので 
あろう。 石 は 巨人の 額に 深く 刺さ り， 
大ほ らふき の 大漢は うつむき に 地に 
倒れた。」 （サム エル 上 1?  ：  49 参照） 

あなたがた 若人の 中に， 石 投げ を 
使った ことの ある 人が 何人い るか 分 
からない が， 私 は 少年の 時に 自分で 
石 投げ を 作り， 石 を 見付けて きて 的 
を 探し， 随分と 上達した ものである。 
丁度 水泳 用の 足 びれ く らいの 大きさ 
の 皮 を 5 センチ ほどの 長さの だ 円に 
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切り取り， 両端に 小さな 穴を開け， 
長い 皮 ひも を 両方に 結び付けて， 片 
端に は 指が 入る 結び目 を 作る。 それ 
から その 石 投げに 石 を 載せ， 頭上で 
くるくる 回して 弾み を 十分 付け， ひ 
もの 片方 を 離して 石 を 的 目掛けて 飛 
ばす ので ある。 

私た ち は 石 投げ や 呼び子 や 水泳の 
時に 使う 足 びれ や ボールな ど， おも 
ち や は 何で も 自分で 作 り ， 使い方 も 
手 慣れた ものであった。 

「こ う して ダビデ は 石 投げと 石 を も 
つて ペリ シテ びと に 勝ち， ペリ シテ 
びと を 撃って， これ を 殺した。 ダビ 
デの 手に つるぎがなかった  」 （サ 

ム エル 上 17:  50) ダビデ は 石 投げ だ 
け を 持って いたので ある。 

ダ ビ デの 武器 は 小石 と 石投 げ と 霊 
感と 啓示であった。 彼に は 勇気と 力 
と 自信と， 特に 天父への 信仰が あり， 
天父に 祈り を 捧げて いた。 

その 一方， 40 日 も うぬぼれと 傲漫 
な 態度 を 続けた ペリ シテ人 は， 死の 
最後 を 遂げた。 

ダ ビデ は 地面に う つぶした 敵の 体 
に 近づき， 首 を はねた。 敵軍の 心中 
に 恐れが 生じた の は 確かで ある。 案 
の 定敵は 退散し， ひとりの 霊感 を受 
けた 少年が 敵の 全軍 を 破る こ ととな 
つた。 イスラエル 軍 は 逃げる ペリ シ 
テ人を 追撃し， 戦いに 勝利 を 得た の 
である。 

イスラエルの 王 は， そのよう に奇 
跡 的な 勝利 を 収め た 少年 は 一体 だれ 
かと 尋ね， ョナ タン は 彼に 自分の 剣 
と 弓と 帯 を 与えた。 聖書に よれば， 

「また ダビデ は， すべて そのす る こ 
とに， てがら を 立てた。 主が 共に お 

られ たからで ある。」 （サム エル 上 
18  ： 14) 

さて， 若い 兄弟 諸君， 現代の ダビ 
デに はかならず ゴリ ァテ という 敵が 
あり， どの ダ ビデ も 相手の ゴ リ ァ テ 
を 倒す ことができる こと を 覚えて い 
て 欲しい。 その ゴリ ァテ は， 握り こ 


ぶし や 剣 や 銃で 戦う 悪漢で はない か 
も しれない。 血の 通う 肉体 を 持って 
はいない かもしれ ない。 3  メートル 
の 背丈 はなく， 武装して いない かも 
しれない。 しかし， どの 少年に もゴ 
リア テ はいる。 そして どの 少年 も 石 
投げ を 持ち， 滑らかな 石の ある 小川 
に 近づ くこと がで きる。 

あなたが たは 自分 を 脅かす ゴリ ァ 
テ に 出会 うであろう。 その ゴ リア テ 
が ならず者で あろうと， 盗み や 破壊 
の 誘惑で あろうと， 強奪の 誘惑， 気 
ま ぐれな 出来心の 誘惑， 肉欲の 罪の 
誘惑， あるいは 教会 活動 を さ ぼろう 
という 衝動で あろうと， あなた ® 出 
会う ゴリ ァテ がた とえ 何で あろうと 
も あなた は 彼 を 殺す ことができる。 
しかし この こ と を 忘れて はならない。 
勝利者と なる に は， ダ ビ デの 歩ん だ 
道 を 歩まねば ならない こと を。 

「ダビデ は， すべて そのす る ことに， 
てがら を 立てた。 主が 共に おられた 
からで ある。」 （サム エル 上 18: I4) 

ダ ビデ は 誠実に 父の 羊 を 飼 つ た。 
父から ほかの 仕事 を 与えられた 時に 
も， 羊の 番人な しに 放って 出掛け は 
しな かつ た。 

ダ ビ デ は 信頼 された。 父から 羊 を 
託されて， 羊 を 守る ために は， たと 
え 危険 を 冒しても 熊 を 殺し， ライ ォ 
ンを 殺した。 野獣の 口から 小羊 を 救 
い 出して 親に 返して やった。 ゴ リア 
テを 殺す ために 5 個の 石 を 拾った が， 
必要な の はたった ひとつであった。 
彼 は 立派な 少年で， 天父 を 信じて い 
た。 そして 主に 信頼 を 置いて いた 間 
はだれ を も 恐れる こ と はな かつ た。 
あのべ リ シテ 人の 巨人 をな じって こ 
のよ うに 言った ので ある。 「おまえ は 
つるぎと， やりと， 投げ やり を 持つ 
て， よろい をつ け， 盾 をと る 者 を 連 
れて， わたしに 向かって くる 力；， わ 
たし は 万軍の主の 名， すなわち， お 
まえが いどんだ， イスラエルの 軍の 
神の 名に よって， おまえに 立ち向か 


う 。」 （サム エル 上 17  ：  45) 

しばらく 前， 私 は 雑誌から ある 広 
告を 切り抜いた。 それに はこう 書い 
てあつた。 

「いつの 日 力つ 私たち はだれ でも 逆 
境の 冷たい 風に さらされる。 ある 者 
は そこから 逃け， 糸の 切れた タコの 
ように 地面に 落ち， ある 者 は 一歩 も 
譲らず， 襲い かかる 風 は 彼 を 楽々 と 
高 く 揚げ る 。 私た ち は どのよう な 試 
しに 出会う カリ こよって ではなく， 何 
を 克服す るかに よって 測り 見られる 
の だ。」 

その パイブ ラインの 広告に は， 「川 
も 山 も 海 もこの パイ フ ラインの 作業 
の 手 を 阻めない。 行く手 を 阻む もの 
が あれば， パイ 7 ライン は 越え， も 
ぐり， 向き を 変えて 行く」 と 書かれ 
ていた。 

この 教会の， そして 全 教会員の 心 
にいつ も ある MU  、は， 今晩 タ トル 兄 
弟が 話された fe 道 活動の ことで ある。 
主 は 使徒た ちに， 教会 事務局に ある 
美しい 絵に 見られる ように， 全世界 
に 出て 行って すべての 造られた もの 
に 福音 を宣べ 伝えよ と言われた。 （マ 
タイ 28: 19，  20 参照） あなたがた 若 
人に 再び 言いたい。 あなたがたの 責 
任 は その 召しに こたえる ことで ある。 
も し 監督 や ステーキ 部長 会から 主の 
召し を 受けたならば， その 召し を 立 
派に 果たす の は あなたの 特権で あり ， 
義務で も ある。 また 伝道の 目標 を掲 
げたら， 世界 各地に 出て 行って 福音 
を宣べ fe える ために はお 金が 掛かる 
こと を 忘れないで いただきたい。 今 
から そのための お金 をた め 始める の 
は， あなたの 特権で ある こと も'!:、 に 
留めて 欲しい。 

プレゼント を も ら つたり アル バイ 
ト をしたり してお 金が 入る ごとに， 
伝道の ための 貯蓄に 幾らか を 回す こ 
とで ある。 少年 た ち は 両親 に 頼 ら ず 
に， 自分で 伝道 資金 をた めたい であ 
ろう。 パプ テス マ を 受けて 聖霊 を授 
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けられた 世界 各国の 少年 は， 福音 を 
世の 人々 に 証す る 責任が ある。 また 
それ は あなたがたに とって 良い 機会 
であり， あなたがた を 大きく 成長 さ 
せる であろう。 

私はェ ドガ 一 •  A  • ゲストの 「装 
備」 (^Equipment") という 詩が 好きで 
ある。 

少年よ， 自分で それ を 解決し なさ 
い 

偉人の 持てる もの は， すべて 君に 
も ある 2 本の 腕， 2 本の 手， 2 
本の 足， ふたつの 目 
賢明に 使うならば その 頭脳 も。 
彼ら は 皆 その 装備 を もって 始めた 
の だ 

さあ， 頂上 目指して 行け， そして 

言う の だ 「ぼく に はでき る」 と。 
賢人， 偉人， 彼ら を 見よ 

あ り ふれた 皿で 食事 を 取 り 
同じような ナイフと フォーク を 使 

似た よ うな 靴の ひも を 結ぶ 
世 は 彼ら を 雄々 しく 賢い と 思う 
だが 君 は， 彼らが 初めに 持った も 

の をす ベて 持って いるの だ。 
君 は 勝利 を 得， 重要な 存在に なれ 

る C 

その 気になれば 偉大な 人物に な 
れる。 

君が 闘おうと する ものに 君の 装 

備は 充分な の だ 
君の 足， 手， 頭脳 は 使うた めの も 

の 

偉業 を 成し遂げた 人 も 

君と 同じに 人生 を 始めた の だ。 

君が 出会うべき 障壁 は 君 だ 

君の 境遇 を 選ぶ の は 君 だ 

君 は どこへ 行きたい のか， それ を 

言わなければ ならない 
真理 を どれ だけ 学ぶ か を 告げる の 

だ 

，- 神 は 君に 人生の 装備 をされ た。 
だが 神 は 君に， 何に な りたい か を 


決めさせ るの だ。 
勇気が 内から 湧き出なければ なら 
ない 

人 は 勝利 に 向つ て 決意 を 固め な け 

れ ばなら ない 
少年よ， 自身で それ を 解決し なさ 

君 は 偉人の 持てる すべて を 持って 

生まれた の だ 
彼ら も 皆， 君と 同じ 装備 を もって 

始めた の だ 
自分 をし つかりと 見定め， そして 

言う の だ 「ぼく に はでき る」 と。 

(Collected  Verse  of  Edgar  A. 

Guest  「ェ ドガ 一 •  A' ゲス ト詩 
集」 シカゴ， レイリー 'アン ド 
. リー 社， 1934 年， P.  666) 

あ な た が た の 前途 に 立ち ふさがり， 
挑戦す る も う ひとりの 巨人 ゴリ ァテ 
のこと をお 話したい。 彼の 現代に お 
ける 名 は ポルノグラフィー， ま た は 
汚れで ある。 別の 詩 を 読んで みたい。 

君が 下品な 話 をす る 時 
仲間 に ど ん な 気持 ち を 与えた 力 > 
しばし 考え はしないだろう 力 S 
仲間 は それ を 喜ぶ と 思 う の か。 
仲間が 笑う から， それで 得意に な 
れ ると 君 は 思う のか。 

自分が 心の中 を 

すべて さ らけ 出して いるの を 知ら 

ない のか 
下品な 話が 君の 口から 出る 時に。 
それ は 君の 汚辱 を 示し 
それ は 君の 無学 を 表わし 
まことの 楽しみ を 愛する 気高い 少 

年た ち を 不快に する の だ。 

君 は 何 か 本物の 常識 を 示して い る 
とで も 思って いるの か， 

心が どれ だけ 腐って いるか を 仲間 
に 見せて いる 時に。 

父母と 友と を 辱めて いる こと を 君 


は 知っている のか。 
考えて みたまえ， 少年よ， 分かる 
だろう。 

言葉 を 少し 選び 
も う 少し 上品に， 

周りの人 を 尊重 すれば， 君 は 勝利 

者になる。 
汚れと 堕落と 罪に 
人生 を 送ろ う とする 人々 に 
はるかに 先んじる の だ 

この 詩 を 私 は 少年の 時に 読んで 深 
い 感銘 を 受けた。 これが あなたがた 
の 心 を 打つ よ うにと 願って いる。 

少年 時代 ァリ ゾナ 州に 住んで いた 
ころ， ほとんどの 農家が メロン 畑 を 
持って いて， できた メロン を 売りに 
出す 家 もあった。 ときどき 少年た ち 
が 仲間 を 誘い， 夜の やみに 乗じて メ 
口 ン 畑に 忍び込み， ジャックナイフ 
で 手当たり次第に メ  ロンに 切り付け 
た。 彼ら は メロ ンを 食べたい わけで 
はなく， ただ 何 か をめ ちゃくち やに 
したいと いう 醜悪な 衝動に 駆られた 
ので ある。 それ を， 私 はどうしても 
理解で きなかった。 ものに 火 を 付け 
たり， 窓ガラス を 割ったり， 敷物 を 
引き裂いたり， 荒々 しいいた ずら を， 
私 はどう して も 理解で きなかった。 

ダ ビデ は， そのような こと をし な 
かった であろ う。 彼 は ライ オン を 素 
手で 殺した が， それ は 羊 を 守る ため 
であった。 ゴ リア テを 殺した 力；， そ 
れはィ ス ラエル を 救うた めであった。 
素手で 熊 を 殺した が， これ も 父の 羊 

を 救うた めで あつ た。 

もし あなたがたが， 乱暴ない たず 
らを 企てる 仲間の 前に 居合わせ たな 
らば， 彼らが それ を 思いとどま るよ 
うに， 特に 何の 価値 もな く， 人格に 
傷跡 を 残す だけの 行為 を やめる よ う 
に 勧めて 欲しい と 思う。 

モル モ ンの M 葉 を 覚えて おいでで 
あろう。 
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「この 試しの 生涯の 間 賢く せよ。 自 
分の 身から あらゆる 汚れ を 払い 去れ。 
情欲 を満そ う と して 願い求めて はな 
ら ない。 むしろ 何の 誘惑に も 負けず 
に 生ける 真の 神に 仕える と言う 固い 

決心 を もって 願い求めよ。」 （モル モ 

ン 9  ：  28) 
ヘンリー. バン. ダイクの こ の 詩 

は あなたがたの 心に 残る ことで あろ 


人 は 己が 目 を 罪で かすませ 
天の 光明 を 疑惑で 曇らせ 
宮に壁 を 築いて あなた を 閉じ込め 
鉄の 教条 を 立てて あなた を 入れな 
い 

(外なる 神に むけて） 


あなたがた 素晴らしい 若人 は， 月 
並みであって はならない。 あなたが 
たの 生活 は 清く， あらゆる 罪の 思い 
や 行ないから 離れて いなけれ ばな ら 
ない。 うそ や 盗み や 怒り や 不信仰が 
あって はならず， 正しい こと を 行な 
うのに 怠慢であって はならない， 性 
的な 罪 は どんな 時に も どんな ことで 
も 犯して はならない。 

あなたが たは 善悪 を 知っている。 
あなたが たは 皆， パブ テス マの 後で 
聖霊 を 受けた。 思い や 行ないの よし 
あし を 人に 判断して も ら う 必要 はな 
い。 みたまに よって それ を 知る から 
である。 今， あなたが たは 自分の 絵 
を 描き， 自分の 彫像 を 彫って いる。 
それ を 立派に 仕上げる の は， まさに 


あなた 自身な ので ある。 

神が， 愛する 若人 を 祝? g されん こ 
と を。 私 は 天父が あなたがたの まこ 
との 友で ある こと を 知っている。 天 

父が あなたがたに 行な うよう に aa' わ 
れる こと はすべ て義 しく， あなたが 
た を 祝福し， 雄々 しく 強く する であ 
ろう。 「また ダビデ は， すべて そのす 
る ことに， てがら を 立てた。 主が 共 
に おられた からで ある。」 （サム エル 
上 18: 14) 

神が あなたがた を 祝福 されん こと 
を， イエス. キリス ト のみ 名に よ り 

お祈り 申し上げる。 アーメン。 
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マ 


わが 子よ， 

よい なぜ さまよう の 力 


大 管長 会 第一 副 管長 


N • エル ドン • タナー 


この 麗しい 安息日の 朝， 皆様に 話 
をす るに 当たり， 主の みたまと 祝福 
が 終始 私たちと と もに あらん こと を 
へり く だって 祈る ものである。 

「 こよい わが さまよえる 息子 はいず 
こに」 という 歌 を， 私 はよ く 覚えて 
いる。 皆様の 中に も 思い出される 方 
がお あ りであろう。 愛する 予言者 ス 
ペン サー • W • キン ボール 大 管長 は 

よくこの 歌 を 歌われた が， そのし み 
じみと した 歌い 振り は 多くの 人の 涙 
を 誘った ものである。 その 歌詞 を こ 
こで 読んで みたい。 

こよい わが さまよ える 息子 はいず 
こに 

わが 心の 安らぎ， わが 心の 憂い あ 

り し 日 はわが 喜び， わが 光， 
われ 愛し， 祈る 息子よ。 
かの 日 は 朝露の ごと 清らかに 

母の 膝に たわむれし 彼 
面 は 輝き， 心 まことに， 

こよな く 優しき 彼 
おお， わ 力; 息子 こよい いずこ 

こよい いずこに 
わが 心 思いに あふれむ 

彼 を 愛する が ゆえ 汝 こそ 知れ 
おお， こよい わが 息子 はいず こに 
(作者 不詳） 


今朝 私 はこの 言葉 を 置き換えて， 
「わが 子よ， こよい なぜ さまよう の 

カリ と， さまよう すべての 人々 に 問 

いたい。 

辞典に よれば 「さまよう」 と は， 
当て や 計画 や 目的な しに 行動した り 
旅行した りする こと， 流浪し 漂泊す 
る こと， ふらつ いたり 当て どもな く 
歩く こと， 逸脱した 行動 や 意見 をと 
つて 迷い 出る こと， と ある。 

これらの 定義 を 頭に 置いて， 「現代 
は なぜ， 力べ も 多くの 人々 がさ まよ 
うの 力つ という 疑問に ついて 話した 
いと 思う。 

はるかな 昔から， 人々 は 地上の あ 
ち こち を さまよい， 多くの 者が 迷い 
込んだ 荒野から 抜け出す 道 を 見いだ 
せないで いる。 「荒野」 を 辞書で 引く 
と， 無人の 土地， 道の ない 土地， 人 
跡の 絶えた 荒廃 地な どの 意味が ある 
が， 途方に 暮れて 当て どもな く 人生 
を さまよう 人 は， 大切な この 世の 時 
期に 進歩す るた めに 与えられ ている 
貴重な 時間 を 浪費して いるので ある。 

だれでも 人生の ある 時期に， 行く 
先に 当てが な く 幾ば く かの 迷い を感 
じた ことがあ ると 思う。 ある 意味で， 
それ は 荒野 を さまよ うこと である。 
その 迷いの 原因 を 幾つか 考えて みよ 

ラ 0  ― 


狡猾な 悪人 も 加えて， サタンと そ 
の 軍勢 は， さまよう 人 を 荒野に 引き 
止め， やがて は その 人 を 滅ぼして 主 
のみ 業 を 阻止しょう とする。 アダム 
とィ ヴは 主で はなく サタンの 声に 従 
つた 時， 史上 はじめての 迷える 者と 
なった。 彼ら は エデンの 園から 放逐 
され， 神の 戒め を 守る ようになる ま 
でさす らいの 時期 を 過ごした。 

力 イン は サタンに 従う 方 を 選んだ 
ため， 弟 アベル を 殺害す る 結果と な 
つた 力；， その 力 イン も放遂 されて， 
罪の 荒野 を さすらう ことにな つた。 
多くの 人， 多くの 民が 同じ 道 をた ど 
つた 例 を， 聖典の 中に 読む ことが で 
きる。 ソ ドムと ゴモ ラ は 町 を 救 う た 
めに 必要な 義人の 数 を 満たす ことが 
できず， 住人の 悪の ために 滅ぼされ 
てし まった。 ノアの 箱舟の 話 はよ く 

知られて いる。 わずか 8 人 を 除いて， 
世の すべての 人々 が 主の 教えと 警告 
に 耳を貸さ なかつ た た め に滅 び た 話 
である。 

神の 戒め は 人に 人生の 安全な 道 を 
示し， 御 父の 王国へ 連れ 帰って くれ 
る ものである 力；， それに 従う ことの 
大切 さ を 知らず， 学び もしない ため 
に， 荒野 を さまよつ ている 人が いる。 
彼ら はぺ テロが 言った よ う に 欺かれ， 
悟らないで いるので ある。 
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「し 力 > し， 民の 間に， にせ 予言者が 

起った ことがある 力 S それと 同じく， 

あなたがたの 間に も， にせ 教師が 現 
れ るであろう。 彼ら は， 滅びに 至ら 
せる 異端 を ひそかに 持ち込み， 自分 
たち を あがなって 下さった 主 を 否定 
して， すみやかな 滅亡 を 自分の 身に 
招いて いる。 また， 大ぜ いの 人が 彼 
らの 放縦 を 見習い， そのために， 真 
理の 道が そ し り を 受ける に 至る ので 

ある。」 （II ぺ テロ  2  ： 1， 2) 

また ある 者 は， 仲間の 歓心を買お 
う と して 悪い と 分かって いながら 禁 
じられ た 道に さまよい 出て いる。 彼 
らは 非難 や あざけりに 耐えられず， 
悪い 事に 抗し きれないの である。 し 
たがって そのような 人 は， 仲間 や 道 
を 踏み外した 大人た ちゃ， サタンが 
使うよう な 狡 滑な 方法 を 世に 広めよ 
うとい つもた く らんで いる 邪悪な 人 
々から 大きな 圧力 を 受けて いるので 
ある。 

救い主が 地上 を 歩まれた 時代に も， 
そのような 迷える 人々 はいた。 ョ'、 
ネ はこの よ う に 記して いる。 

「し 力、 し， 役人た ちの 中に も， イエ 
スを 信じた 者が 多かった が， パ リサ 
ィ人を はは かって， 告白 はしな かつ 
た。 会堂から 追い出され るの を 恐れ 
ていたの である。 彼ら は 神の ほまれ 
よりも， 人の ほまれ を 好んだ からで 
ある。」 （ヨハネ 12  ：  42,  43) 

彼ら は 性格の 弱さ ゆえに 迷って い 
る。 霊 は 熱して いても 肉体が 弱い か 
ら である。 （マ タイ 26:  41 参照） それ 
らの 迷える 人々 は 失意 と あくな き 欲 
求の 荒野に いる。 彼ら は 律法 を 知つ 
ていても， 自分の 肉欲と 情欲 を 満た 
すだけ の， はかない 喜び を 求めて 誘 
惑に 屈して しまう ので ある。 

そして， 多くの 犠牲 を 伴う 偽善の 
荒野 も ある。 言う ことと 行なう こと 
の 違 う 偽善者 は 彼 自身が まつす ぐ な 
狭! ■ 、道 を 踏み外し ている た けで な く  ， 
世に はびこる そのような 不正直， 不 


信 を 目に する 多くの 若人 や 罪のない 
人々 を も 道連れに して， 人間への 信 
頼 を 失わせ， 行く 当て を 見失わせて 
いるので ある。 

救い主が 律法 学者と パ リサ ィ人を 
偽善者と して 非難され たマタ ィ fe 
23 章 を， 私たち はとき どき 読み返さ 
なければ ならない。 13 節に はこう 書 
かれて いる。 

「^ な 律法 学者， パ リ サイ 人た ち 
よ。 あなたが たは， わざわい である。 
あなたが たは， 天国 を 閉ざして 人々 
を はいらせない。 自分 も はいらない 
し， はいろ う とする 人 を はいらせ も 
しない。」 

また， 家 や 社会の 指導者の 良 く な 
い 見本 を 見て， 荒野に さまよい 出る 
人 も 多い。 最も 頻繁に 見られる の 力;， 
こ の 悪い 見本で ある。 ボル ノゲラ フ 
ィー， 婚前交渉， 不貞， 同性愛な ど 
は 現代の 世の中で 容認され， 私たち 
はま さに ソ ド ムとゴ モラ の 二の舞 を 
演じつつ ある。 世の中 は あま り に 腐 
敗して いる。 私たちに は， 人格 を備 
えた 強力な 指導者が 各地に 必要で あ 
る。 清廉， 高潔で 信頼に 足る 模範的 
な 指導者が。 

啓示に よって 与えられ た 知恵の 言 
葉に 違反 すれ は， 多くの 者 は 禁断の 
悲しむべき 道に 迷い 出て しまう。 罪 
は 罪 を 呼び， さらに スリルと 興奮 を 
求めて， ついに は 破滅に 至る。 私た 
ち は 皆， アルコール や タバコ や 幻覚 
剤の 悪影響 を 承知して いると いうの 
に， なぜ 多くの 人が 道 を 踏み外す の 
だろう か。 

若者が ィ ヱス. キリスト の 福音の 

原則から 迷い 出る の は， 家庭内での 
両親の ふ さわし から ぬ' 見本が 大 き な 
原因で ある。 家の 中で アルコール や 
タバコ を 口にする こと は， 子供た ち 
にも 同じ こと を， さらに は 様々 な 麻 
薬に ふける こと を も 許可す るよ う な 
ものである。 そして 子供た ち は 家 を 
捨て， リュック を 背に した ヒッチ ハ 


ィ カーの よ う に， 目的 も， これと い 
つた 行 先 もな く， 真理と 正義の まつ 
すぐな 狭い 道 を それて さまよい 歩く 
という 結果に 至る 例が 非常に 多い の 
である。 彼ら はも はや 自由で はない。 
自由 を 求める と 言いながら 実は 悪癖 
の 奴 まよと なって おり， その 荒野 を 脱 
け 出 して 光と 愛の 中へ もどる こと を 
切実に 求めて いるの だが， それ はも 
はや 至難の 業と なって いる。 

不道徳が 世に はびこつ ている 力；， 
主 は それ を 非難され た。 不道徳 は 荒 
野. に 迷 い 出る 一番 確実 な 道で ある。 
主 は 言って おられる。 「あなた は 姦淫 
して はならない。」 （出 ェジ フ-ト 20: 
14) 悲嘆と 憂いの 重荷 を 背負う の は， 
この 罪 やその 他の 罪で あっても， 罪 
を 犯す 本人 だけにと ど まること はな 
い。 その 罪 は 樣牲者 を 生み出し， 多 
くの 人々 に 影響 を 与え， 悲嘆と 憂い 
という ひどい 重荷 を 背負わせ るので 
ある。 

先 曰 私 は 新聞で ひとつの 記事 を 読 
んだ。 そこに は， 長い間 心痛 を 負い 
ながら， さまよう 息子 を 気遣い， 待 
ちわび， 息子の ために 祈った であろ 
う 母親の 憂いと 苦悩が にじみ 出て い 
た。 

「凶器 を 所持した 婦女 暴行 容疑の 
16 歳の 少年が 警官に 射殺 された が， 
警察当局の 語る ところに よると， そ 
の 少年の 母親 は 当局に 謝意 を 表 し t: 
とのこと である。 

少年 は 木曜日， 38  口径の ビス トル 
を 警官に 向けて 発射し よ うとした た 
め …… 射殺された。 

母親 は …… その あと I "息子 を 処置 
して 下さ つて あり がと う ございます。 
も う 息子の ことで 苦しまな く て 済み 
ます J と 語った。」 （Deseref  News 
「デゼ レト. ニューズ」 1974 年 7 月 
26 曰） 

確かに， 死よ り も 悪い こと は ある。 
自己満足に 陥り， 傲漫な 態度で， 何 
でも 自分 独りでで きる と 考えて さま 
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よう 人々 がいる。 彼ら は 自分と 神と 
の 関係 も， 自分が 神の 恵みに 依存し 
ている ことに も 気付かない。 聖典 は 
私たちに こ う 忠告して いるので ある。 

「心 をつ くして 主に 信頼せ よ， 自分 
の 知識に たよって はならない。 

すべての 道で 主 を 認めよ， そうす 
れば， 主 は あなたの 道 を まっすぐに 

される。」 （箴言 3  ：  5  ,   6  ) 

迷う 者の 中で おそ ら く 一番多いの 
は， 自己 を 統御 するとい うこと に 対 
して， 決心 もで きず， 希望 も 持てな 
い 者であろう。 彼らの 荒野 は 暗くて 
実に わびしい。 彼ら は 己の 主人と な 
るまでに， 幾度 も 幾度 もつ まずいて 
は 倒れる。 

ダ ビンチが ある 時 このよ う に 言つ 
た。 「あなた は， あなた 以上に 偉大な 
人間 を 支配す る こと はない し， あな 
たよ り もつ まらない 人間 を 支配す る 
こと もない。 人の 成功の 高さ は 克己 
によって， 人の 失敗の 深さ は 放逸に 
よって 測られる。 •••••• こ の 法則 は 永 

遠の 正義の 表われで ある。」 

ソロモンの 言葉 を 引用す ると， 「自 
分の 心 を 治める 者 は 城 を 攻め 取る 者 
に まさ る。」 （箴言 16  ：  32) 

キリスト はこの こと を， 次の よ う 
な 言葉で 教えられた。 これ はお そら 
く， 道 を 踏み 誤らない ための 最良の 
方法で あろ う 。 

「狭い 門から はいれ。 滅びに いたる 
門 は 大き く， その 道 は 広い。 そして， 
そこから はいって 行く 者が 多い。 命 
にいた る 門 は 狭く， その 道 (溯い。 
そして， それ を 見いだ す 者が 少な 
い。」 

この 言葉 は 真実で ある。 まっすぐ 
な 細い 道 を 歩み， わき 道が 非常に 危 
険な こと を 承知して いる 者 は， 人生 
に 成功 を 収め， 進歩と 達成 を 得る 人 
々である。 道 を 外れて 遠回り をす る 
者 は， 失敗と 破滅への 道の 途上に あ 
'る こと を 知る であろう。 

最近 耳に した 話 を， ふたつ 御 紹介 


したい。 ひとり は 富 も 地位 も ある 家 
庭に 育った ひと りの 青年の 話で ある。 
彼 は 聡明で 学業成績 も 良く  ， 工学 技 
術に たけて いて， 将来の 職業 も 生活 
も 保証され ていた。 ところが いっし 
力、， 彼 は 現代の いわゆる 自由 思想の 
持ち主の 例に 漏れず 「自分の 好きな 
こと を 好きな ままに 行なう」 友 だち 
を 選んで いた。 

前途の 危険 を 忠告 されても， 彼 は 
禁じられた 道 を 歩み 続け， アル コー 
ルゃ 麻薬 を 経験し， 放蕩 生活 を 送つ 
た。 そしてつ いに は 家族 を 捨て， 国 
中 を 放浪しながら， 遊民 ともいうべ 
き 放浪者 た ちの 仲間に 加わった の で 
ある。 だれに 対しても 責任が なく， 
行く も 来る も 思いのままで， 何の 義 
務も 持たず， 見たところ 望む 通りの 
のんきな 生活 をして いるよ うで あつ 
た。 

し 力、 し， まっすぐな 細い 道から そ 
れた 人の 話 は， かならずと 言って よ 
いほ ど悲 しい 結末になる。 先程の 青 
年の 人生 も 悲劇に 終わった。 彼 は 麻 
薬と アルコールに 酔って 霧の 夜更け 
に 仲間と オートバイ を 飛ばし， 橋の 
欄干に 激突して 死んだ ので ある。 友 
だち と 遊 び 半分の 協定 でも 結んで い 
たのであろう。 彼ら は 青年の 親に も 
知らせず 火葬に し， 事故の 現場に そ 
の 灰 を まき 散らした という。 

遺体 を き ちんと 埋葬した いと 願う 
こと さ え かなわな かつ た 両親 や 愛す 
る 人々 の 嘆き を， 想像して みていた 
だきたい。 みずから 選んで 放浪し， 
自分で も 分からな いもの を 求めて 放 
浪し， 人生 を 浪費す る 若者， その 若 
者が 後に 残した 大勢の 親兄弟の， 毎 
日の 悲痛 を 考えても みていた だきた 

い 0 

先日の 晩に 見た テ レ ビ 映画の 中で， 
父親が 娘に， 身 を 滅ぼす 悪の 道に 誘 
う 仲間から 離れ， 家に もどって きて 
欲しい と 訴えて いた。 その 娘 は 連れ 
もどそう とする 父親 を 振り切って 


「私に は 自分で 人生 を 選ぶ 権利が あ 
る」 と言う と， 父親 は それに 答えて 「お 
まえ は 自分 だけでなく 家族の みんな 
も 苦しめて いるんだ よ」 と 言った。 
キリス 卜 は 私たち を 罪から 救うた 
めに 苦しみ を 受けられ， ひとたび 死 
なれたが， 私たちが この 世に あって 
も， 来るべき 世に あっても 幸福に な 
るよう にと 与えられた その 教えと 計 
画 を 拒んだ 時には， 再び 苦しまれる 
に違いない。 なぜなら キリスト は， 
私たち を 深く 愛して おられる からで 
ある。 破滅に 至る 道 を 説く サタンに 
従う ので はなく， キリストの 道 を 選 
ぶと いう だけの 条件で， 神 が 無限 の 
富 を 約束され たという こと を 私たち 
が 理解で きないの はどう してな の だ 
ろうか。 

も う ひとつお 話した いのは， 今の 
話と 似た よ うな 状況の 別の 放蕩息子 
の 例で ある。 彼 も 仲間に 誘われ， 彼 
らの 言う 「体制」 の 束縛からの 自由 
を 求めて 家庭 を 捨てた。 そして や は 
り 例に 漏れず， アルコール や タバコ 
や 麻薬 を 経験し， 不道徳に 走った。 

しかし 違 うの は その 結末で ある。 
彼の 胸の 奥深く にあった 何 かが， 家 

族との 接触 を 保た せて いた。 何 かが 
少年 時代に 受けた 教え を 思い起こ さ 
せ， 家族と 会った 時に， やむ にや ま 
れぬ 家族の 心情と 愛 をぶ つけられて， 
彼 はついに 不承不承 家族の 集ま り に 
出る こと を 承知した。 家に 立ち寄つ 
た ある 時に， その 集まりが 持 たれた 
ので ある。 ひげ は 伸び 放題， 長髮は 
もじゃもじゃの 風体で， 彼 は その 席 
に 出た。 

家族 は 非難 し た し 、気持 ち はあった 
力;， 彼 を 歓迎し， 愛 を 示した。 青年 
は 家族の 深い愛情 を 感じて， それが 
仲間の 表面的な 友情に 勝って いる こ 
と を 知った。 そして その後 家族と と 
もに 教会へ 行き， そこで 自分に 関心 
を 示して くれる 優しい 少女に 会った。 
彼 は 間 もな く 風呂に 入って ひげ を そ 
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り， 身なり を 整えて 本来 あるべき 生 
活に もどった。 

禁断の 道へ 迷い込まな いよ う にす 
ると いう こと は， すなわち 親 を 敬う 
ことで あり， 神 を 尊ぶ 秩序 正しい 社 
会の 標準に 従う という ことで ある。 
概して， 私たち は 見たり 話したり す 
る 通りに 行動す る ものである。 清潔 
な 品位 ある 団体に 属したい ならば， 
私たち は その 団体の 規則 や 標準 を 受 
け 人れ なけれ はならない。 

神の 律法に 従えば 祝福と 幸福が も 
たらされる 一方， 真理と 正義の 道 か 
ら さまよい 出る すべての 者に は， ど 
のみち 罰と 悔恨が やって来る。 それ 
は 実に 人 はまく もの を， 刈り取る か 

ら である。 （ガ ラテャ 6  ：  7 参照） 

私た ち は 子供 や 愛す る 人た ちが 禁 
断の 道に 迷い込む の を 手 を こまぬ い 
て 見て いるので はなく， その 前に， 
禁断の 道に 心 を 引かれたり， 誘われ 
る ことのな いように， 逆に 言えば， 
義の道 を 選ばずに はおられな いとい 


うように しなければ ならない。 これ 
は 非常 に 大切な ことで ある。 私たち 
は それ を， 愛と 言葉と 模範に よって 
行な う ので ある。 

戒め を 知って， 理解し， 守り， ィ 
エス. キリス 卜の 福音の 教え を 学ん 
で， それに 従うならば， 私たち は悲 
しい 狐 独な 荒野に さまよ うこと なく， 
まっすぐ な 狭い 道 を 歩み 続 ける であ 
ろう。 私たちに は 栄え ある 約束が 与 
えられて いる。 

「およ そ これら の 言葉 を 憶 えて 守 り 
且つ 行い， この 誡 命に 従って 歩む す 
ベての 聖徒ら は， そのへ そに 健康 を 
受け その 骨に 髄を 受けん。 また 智恵 
と 知識の 大 いなる 宝 まことに 秘れた 
る 宝 を 見出さん。 而 して 走れ ども 疲 
れず， 歩け ども 気 を 失う ことなから 
ん。 主なる われ 彼らに 一^" 3 の 約束 を 
与う。 すなわち， さつりくの 天使 は 
イスラエルの 小児た ちが 如く， 彼ら 

を 過ぎ 越して 屠る ことな かるべ 
し。」 （教義と 聖約 89  ： 18-21) 


道な き 荒野から 抜けいで， 道が ま 
つ す ぐ に 永遠の 生命へ と 続く 花咲く 
太陽の 園へ 行 こ う と 模索して いる さ 
まよう 人々 に 心から 申し上げる， 光 
と 知識の 源に よ り 頼みなさい。 神と 
御子 ィ エス' キリストに 目 を 向け， 
御 二方に ついて 学び その 戒めに 従い 
なさい。 御 二方 は 生きて おられる。 
そのみ 言葉 は 真実で， 幸福と 永遠の 
生命への 道 は 御 二方に よ る 以外に な 
いと， 証 申し上げる。 

また 私 は ®« に 証したい。 イエス' 
キリ ス トは 現在 まったき 福音 を 持ち， 
神の 予言者 を 頭に 備えた キリ ス 卜の 
教会 を 再び この 地上に 立てられた。 
それによ つて 私たち は 荒野 を 出て， 
光の 中へ 進む 道 を 歩む ことができる。 
私たち は 地の あらゆる 人々 に， 研究 
をし， 他の 人々 とと も に 永遠の 生命 
を も たらす キ リ ス 卜の 教会に 加わる 
ようにお 勧めす る。 これらの こと を 
へりくだり， イエス' キリスト のみ 
名に より 祈る 次第で ある。 アーメン。 
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多く 与えられる 者 は 
多く 求められる 

十二使徒 評議員 会 会員 

ボイ ド •  K  •  ノ 、。ッ カー 


私 はきよ う， 福音 を 分かち合う と 
いう 私たちの 責任に ついて， まだ 主 
の 教会の 会員と なって いない 方々 に 
お伝えす ると 同時に， 教会員の 方々 
に は それ を 思い起こ していた だきた 
いと 思って いる。 

3 週間 前， 私が ニューヨークの 空 

港で ョー D ッ パ行 き の 飛行機 を 待 つ 

ていた 時の こ とで ある。 航空会社の 
従業員が 席 を 立ち， 座って いる 私の 
所に つかつかと 歩み寄って 来て 言つ 
た。 

「私の 甥が ふた り ， あなたの 教会に 
入って いるんで すけ ど， 教会に 入 
つてからの ふた りの 生活の 変わり よ 
う といったら 私に はとても 信じられ 
ない ほどです。」 ほんのつ かの 間の 会 
話で あつたが， 私 は， 甥 子さん が教 
会に 入った ことにつ いて その 母親で 
あ る 彼女のお 姉 さんが どう 思って お 
られ るか 尋ねて みた。 

「姉 は 大変な 喜びよう でした。」 そ 
う 言う と， 彼女 は 家族が ふたりの 息 
子の こと を どんな に 心配 していた か 
話して くれた。 それ は 彼らが， タナ 
一 副 管長が 語った よ うな 迷える 者で 
あつたから である。 「ふたりが どんな 
に 変わった か 信じられない ほどです 
わ。 長い 髮を ばつ さ り 切って， まる 
で 人が 変わったよう です。」 彼女 は そ 


う 付け加えた。 

それから， 私が 搭乗し ようと 席 を 
立った 時に も， 彼女 はもう 一度 私に 
感謝して 「皆さんが どうして そのよ 
う に 変わられる のか 分か り ません 
わ」 と 言った。 

彼女の 疑問に 答える 意味で， 私た 
ちがな ぜ高 L  、標準 を 維持す るかと い 
う こ とに ついて 一言 説明 させて いた 
だきたい。 それ は 福音の 原則が いか 
りと なり 避け 所と なる からで ある。 
プ ログ ラム や 手段， 方法が 変更 さ れ 
る こと はあって も， 標準が 変えられ 
る こと はない。 それ だから こそ 私た 
ち は 導かれ 守られて いるので ある。 

私たち は 人々 に 福音 を 分かち合お 
う と 絶えず 努力 を 重ねて はいるが， 
人々 の 好みに 合うよ うに 福音 を 変え 
る こと はでき ない。 標準 は 私たちが 
定めた ので はない。 主が 設けられた 
もので あり， この 教会 は 主の 教会な 
ので ある。 

ま だ 主の 教会 に 入って いな t  、方 々 
にお 願いしたい ことがある。 もしみ 
ずから 持って いる もの を 分かち合い 
たいとい う 私たちの 願 いの 熱心の 度 
が 過ぎる と 感じられて いるよ うで あ 
れば， 容赦して いただきたい。 福音 
を 分かち合わな いと， 福音 を 失って 
しまう ことになるから である。 それ 


は 福音の 命ずる ところ を 行なおう と 
するなら， どうしても 欠く ことので 
きない 条件 だからで ある。 したがつ 
て 伝道の 業 は 思い付き によ る もので 
はな く  ， 揺るがぬ 決意の 下に 行なわ 
れ ている も のな ので ある。 

あなた 方 は 現在 世界中で 1 万 8 千 
人 以上の 宣教師が 全 時間 を 伝道に 捧 
げ ている こと を 御存じの こと と 思う 
が， その内 21 歳 以上の 者 はごくわず 
かで 全体の 5 パー セン 卜に 満たない。 

これ は 伝道が 活気に 満ちた， また 
若人に 強く 訴え 掛ける という ふたつ 
の 面 を 持って いる こと を 物語って い 
る。 若人に とって 心 躍る 青春の 日々 
の 2 年間 を 捧げ， 自費で 福音 を宣べ 
伝える という こと は 並々 ならぬ 信念 
を 要する ことで ある。 

また， 彼らが 伝道の 業 を 成し遂げ 
て も 別に 不思議で はない。 なぜなら， 
彼ら は 真理 を 教えて いるから である。 
この 教会 は 主の 教会 だからで ある。 
主 は 御み ずから 宣言して 「全地の 面 
に 於 ける 唯一の 真にして 生命 ある 教 
会」 （教義と 聖約 1 :30) と言われた。 

しかしながら， 私たちの 懸命な 伝 
道 にもかかわらず， この 教会に 入る 
の は 容易な ことで はない。 世間 一般 
の 人に とって は， ほとんど 全面的な 
生活の 転換が 求められ るからで ある。 
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教会に 加わろうと 加わる まいと， あ 
ら ゆる 転換 は 生活の 著しい 進歩 を 意 
味す るの だが， それでも ある 人に と 
つて は これが 大 きな チャレンジ とな 
る。 

例えば， 教会に 入る ために は あら 
ゆる 不品行 を 捨て去ら なけれ ば な ら 
ない。 また 夫 は 妻に， 妻 は 夫に 貞節 
を 尽くす という 誓約の も とに 置かれ 
る。 また 若人 は 生命の 源と なる 聖な 
る 力 を 結婚の 時まで 抑制す るよう 求 
めら れる。 

信頼で き る 家族 関係 は 教会の 大 き 
な 理想で ある。 

自制心が 必要 とされる。 教会員 は 
いつい かなる 時に あっても アル コー 
ル性 飲料 は 一切 飲用し ない。 タバコ 
について もまった く 同じ ことが 言え 
る。 たとえ 沢山の 量で なく とも， 習 
慣性の ある 茶 ゃコー ヒーな どの 刺激 
性 飲料 を 用いて はならない。 この こ 
とから 当然， 睡眠薬に 対する 私たち 
の 在り方 も 理解して いただけ ると 思 
う。 これら は 言うまでもなく 明らか 
な ことで ある。 

ほかに も 改めるべき 点 は 多々 ある。 
例えば， 謙遜で あり， 正直で あり， 
敬 iM であ り， 安息日 を 守る こと な ど， 
これら はすべ て 私たち 一人一人 を 立 
派な 人間に して くれる。 

再び 申し述べたい。 活発な 伝道 活 
動 にもかかわらず， この 教会の 会員 
となる 資格 を 得 る の は 決して 容易な 
ことで はない し， いったん 入った と 
しても 決して 安易な 道で はない ので 
ある。 もっとも， 安楽な 教会 を 求め 
ており， それが あなたに とって 重要 
だとしたら， この 教会 は そのような 
もので はない。 

数年 前， ある 伝道 部 を 管理して い 
た 時の こと， ふたりの 宣教師が 素晴 
らしい 家族 を 教えて いた。 すでに そ 
の 家族 は パブ テス マ を 受けたい とい 
う 希望 を 述べて いたが， ところが 突 
然 その 気持 を 失って しまった。 什 分 


の 一につ いての レツ スンを 受けて か 
ら， 父親 は それ 以後の 宣教師との 集 
会 を 全部 取 り 消して しまったの であ 
る。 

がっかりした ふたりの 長老 は， 支 
部長 （彼 は 改宗して まだ 日が 浅 かつ 
た） に そのこと を 報告し， この 素晴 
らしい 家族 を 支部に 迎えられ なく な 
つたと 告げた。 

数日後， 支部 長 は 長老た ちに 話し 
て， その 家族 を 今度 訪問す る 時に 自 
分 も 同行 させて くれる ように 頼んだ。 

「教会に は 入らない ことにな さった 
そうです ね。」 支部 長 は 父親に 話し 掛 
けた。 

「その 通 り です。」 

「長老た ちから， あなたが 什 分の 一 
のこ とで 迷って いらつ しゃる という 
こと を 聞きました。」 

「ええ， そうなんです。 それまで 宣 
教師の 方 は 什 分の 一の こ と について 
話して 下さいませんでした。 それで 
そのこと を 知った 時に 『什 分の 一な 
んて あまりに も 多くの もの を 要求し 
過ぎます。 今まで 教会で は 一度 だつ 
て そのような こと を 求められ たこと 
はありません J と 言いました。 私た 
ちに は あまりに も 多過ぎます。 です 
から， 教会に は 入れな いんです。」 

「断食 献金に ついてはお 聞 き にな り 
ました か？」 支部 長 は 尋ねた。 

「いいえ。 それ は 何です か？」 

「私たちの 教会で は 毎月 2 食， 食事 
を 断って その 食事に 相当す る 金額 を 
貧しい 人の ため に 差 し 出す ので 
す。」 

「そういう ことにつ いて 宣教師の 方 
は 教えて く ださいませんでした。」 

「では， 建築 資金に ついては お話し 
したでし よ う 力、？」 

「いいえ。 それ は 何です か？」 

「教会で は みんなで 助け合つ て 礼拝 
堂 を 建てます。 ですから， もし あな 
たも 教会に お入りに なって いれば， 
金銭， 労働 両方の 面で それに 参加し 


たいと 思われる でしよう。 ついでな 
がら 申し上げ ますと， 今 私たち は 新 
し L  、礼拝堂 を 建築中 なんです よ。」 

「はじめて 伺いました。 でも 宣教師 
の 方 はお 話しに な り ませんで した 
よ 。」 

「福祉 プログラム について は 説明 し 
ましたでしょう か？」 

「いいえ。 どういう ことです 力 N そ 
れ は？」 

「そうです ね。 私たち はお 互いに 助 
け 合う 必要が ある と 考えて います。 
も しだれ か 経済的に 苦しい 人 や 病気 
の 人， 失業して いる 人， 困って いる 
人が いれば， 私たち はいつ でも 援助 
の 手 を 差し伸べる ことができ るので 
す。 教会に お入りに なれば， あなた 
にも 援助して いただく ことになると 
思います が。 

また， 私たちの 教会に は 専門の 聖 
職 者が いないと いう こ とに ついては 
お話した でしよう か？ 私たち は 皆, 
それぞれの 時間と 才能と 金銭， すべ 
て を 捧げて 奉仕し ます。 しかし， そ 
れ に対して 金銭 的な 報酬 は 一切 受け 
ない のです。」 

「そういう こと は はじめて 伺い まし 
た。」 父親 は 言った。 

「そうです か。」 支部 長 は 続けた。 

「什 分の 一の ような ほんの 小さな こ 
とで 心が 変わる ようで あれば， はつ 
きり 言って， あなた はま だ この 教会 
に 入る 準備が できて いません。 あな 
たの 判断 は 正し かつ たと 思います。 
ま だお 入 りに ならな L  、方が よ いでし 
よう。」 

支部 長 は 宣教師と と も に その 父親 
の もと を 辞した 力；， 後から ひとつの 
こと を 思い付き， すぐさま 引き返し 
て 言った。 

「あなた は 人々 が なぜ こ う いった こ 
と を 皆 喜んで 行な う のか 不思議に 思 
つたこと はありません か？ 私 はこ 
れ まで 什 分の 一の ことで 請求書 を受 
け 取った こ と は 一度 もありません し， 
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だれかが 呼び掛けて 集める ので も あ 
りません。 でも 私たち は 什 分の 一 を 
納める のです —— それに その他の も 
の も 全部。 一 そうする こと は 大き 
な 特権で あると 考えて いるので す。 
その 理由が なぜかお 分かりに なれ 

ば， あなた は 主が H われた 商人の よ 
うに， 行って 持ち物 を 皆 売り払い， 
高価な 真珠 を 買 うこと でしよう。」 

「し 力 、し」 支部 長 は 言った。 「それ 
は あなたが お決めに なるこ とです。 
私 はた だ， あなたが そのこと につい 
てお 祈り してみ て 下されば と 思い ま 
す。」 

数日後， その 人 は 支部 長の 家を訪 
れた。 無論， 宣教師との 約束 を 再び 
取り付けに 来たので はなかった。 そ 
れ はも う 必要なかった。 彼 は 家族の 
バブ テス マの 日 を 決めに 来たの だつ 
た。 その 家族 は 祈って いた。 ひたす 
ら 熱心に 祈 り を 捧げて いたので ある。 

こういう 出来事 は， 高い 標準に 心 
を 引き付けられる 個人， あるいは 家 
族の 中に 毎日 起こって いる。 彼ら は 
それ を 拒まない ので ある。 

私たち は， この 地上に おいて 最も 
偉大な もの をみ ずから 守る という 責 
任が ある。 それ は 何かと 問われれば， 
もちろん， 主の 戒め をす ベての 面に 
おいて 守ろうと する ことで ある。 こ 
うした 高い 標準から 来る ことで， 実 
際 問題と してた だ ひとつ 困る の は， 

教会が 急 に 発展し， しかもと どま 
る こと を 知らない という ことで ある。 
そのため 私たち は 絶えず 気 を 配り， 
教会の 組織が 一人一人の 益 となる よ 
うに， その ュニッ トを 小規模で 効率 
の 良い 状態に 保つ よ う 心掛けて きた。 
標準 を 守る ことに 困難 を 覚えて い 
る 教会員で さえ （実際に このような 
会員が いるの だが)， それらの 標準 を 
擁護しょう とする ので ある。 教会に 
入つ た 人が 速やかに この 世 的な も の 
と 縁 を 切る ために は， 古い 会員 も 新 
しい 会員と 同様に フ ュ ロー シップ を 


受け， 訓練され る 必要が ある。 
「天国 は， 良い 真珠 を 捜して いる 商 

人の よ うな ものである。 
高価 な 真珠 一個 を 見いだ すと， 行 

つて 持ち物 をみ な 売り はらい， そし 

てこれ を 買う ので ある。」 （マ タイ 

13  ：  45,  46) 

さて， あなた 方の 中で， 世の もの 
を 断念した り それまでの 習慣 を 変え 
ると いつ たこと を 必要 以上に 難しい 
ことで あると 考える ことのな いよう 
に， 私 は 英国 初の 女性 下院議員 とな 
つ た ナン シー . L  • ァスタ 一 女史の 
言葉 を 借 り て 再度 申 し 上げたい と 思 

ラ 0 

彼女 は 老いる という こと を 非常に 
恐れて いた。 しかし， みずから も老 
境に 至って， 人生 を 達観し 次の よう 
に 述べた。 「私 はいつ も 年を取る の を 
恐ろしく 思って いました。 なぜって， 
年を取って しまう と 自分の したい こ 
とが 何もで きなくなる からです。 し 
かし それ も， 自分でした くないと 思 
つてい る ことなら， そう 気に 病む こ 
とも あり ません。」 

私 は， まだ 教会に 入って いない 方 
々に 申し上げたい。 皆さん は 絶対に 
福音 を 受け入れな け れ ばなら ない と 
いう こと はない が， 私たち は 皆さん 
に 福音 を 勧めな ければ ならない と。 
これまで 皆さんに 福音 を 受け入れる 
機会 を 提供して きた こと， そこに 皆 
さんに とっても 私た ちに とっても 非 
常に 重要な 意味 を 持つ 何 かが あるの 
である。 福音 は それ を 拒む 者に も受 
け 入れる 者に も 真実で あり， どちら 
も 福音に よ る 裁き を 受ける ので ある。 

さて， ここで 教会員の 方々 に， 福 
音 を 分かち合う という 義務に ついて 
思い起こして いただく ため， 教会 歴 
史の 中から ひとつの 話 を 取り上げて 
みよ う 。 

1850 年代 も 後半， ョー 0 ツバから 
渡って 来た 多くの 改宗者 は， 苦闘 を 
重ねながら グレー ト ソル 卜 レークの 


盆地 目指して 進んで いた。 彼らの 多 
く は 非常に 貧しく， 牛 や 馬に 引かせ 
る 大きな 車 を 買う 余裕がなかった の 
で， わずかば かりの 家財 を 手車に 積 
み， それ を 引いて 歩かなければ なら 
なかった。 これら 手車 を 引いた 開拓 
者た ち は， 教会 歴史の 中で も 最も 痛 
ま し く 悲惨 な 出来事 を 経験 したので 

あった 0 

そのよう な 中に マ ッ カーサ 一 兄弟 
の 率いる 一隊が あった。 同行して い 
た 英国の 改宗者 アーチャー • ゥ オル 

ター ズは， 1856 年 7 月 2 日， 日記に 
次の よ う に 記して いる。 

「パー 力 一 兄弟の 6 歳に な る 坊やが 
迷子に なった。 それで パーカー 兄弟 
は 息子 を 捜しに 引き返した。」 （ルロ 
ィ 'R' ヘイ フェン， アン 'W' へ 
イフェ ン 共著， Handcarts  to  Zion 
「手車で シ オンへ」 P.  61) 

アーサー は， ロバートと アン' ノ 、° 
一力 一の 間に 生まれた 4 人の子 供の 
内， 下から 2 番目であった。 3 日 前， 
一行 は 突然の 雷雨の 中で あわた だ し 
く テント を 張った。 アーサーの 姿が 
見え なくなつ たの は その 時だった。 
両親 は， 彼が ほかの 子供た ちと 一緒 
に 遊んで いる ものとば かり 思い込ん 
でいた ので ある。 

その 日の 早い 時間に， 一行が 足 を 
休めた 時， 小さな 男の子が やぶの 陰 
に 腰を下ろして 休んで いるの を 見た 
という 者が 現われた。 

さて 皆さんの 多く は 小さな 子供 を 
お持ちの ことと 思う 力；， 疲れ切った 
6 歳 ほどの 子供が 焼け付く よ う な 夏 
の 日に どんなに 早く 寝付いて しまう 
力、， また どんなに ぐっすり 寝入って 
しまう 力、 よく 御存じの ことと 思う。 
キ ャ ンプが 移動す る く らいの 音で は 
目 も 覚めない ので ある。 

2 日間， 一行 は そこに 止ま り ， 兄 
弟た ち は 全員 アーサー を 捜索した。 
そして 7 月 2 日， ほかに 取るべき 手 
段 もな く， 一行 は 西へ 向か うよう 命 


294 


じられ た。 

日記に よ ると， ロバート' パ一 力 
一は 再び 幼い 息子 を 捜して ひと り 引 
き 返した。 彼が キ ャ ンプを 立つ 時， 
その 妻 は 鮮やかな 色の 肩掛け を 夫の 
肩に 掛けて ピンで 止めながら， 次の 
ように 言った。 

「も し アーサーが 死んで いたら この 
肩掛け を 掛けて 葬って あげて 下さい。 
そしても し 生きて いたら， これ を 旗 
にして 合図して 下さい。」 

彼女 は ほかの 幼い 子供た ち を 連れ 
て 手車 を 引きながら， 懸命に 隊 につ 
いて 進んだ。 

毎夜， アン は 道に 出て は 合図 を 待 

つた。 7 月 5 日， 夕暮れ 近く， 彼ら 
が 見て いると， 東の 方から 人が やつ 
て 来る のが 見えた。 間もなく， 沈む 
夕日に 照らされて， 鮮やかな 真紅の 
肩掛けが かすかに アンの 目に 人った。 
ある 日記に は 次の よ う に 記されて 
いる。 「アン • パーカー は 哀れに も， 
砂の 上に へなへなと 座り込んで しま 
つた。 そ して その 夜， 彼女 は 6 日 振 
りに ぐっすり と 眠る ことができ 
た。」 

7 月 5 日， ゥ オルター ズ 兄弟 は こ 
う 記して いる。 

「パーカー 兄弟が 迷子に なって いた 
息子 を 連れて キヤ ンプに 到着す ると， 
キ ャ ンプ 中が 大きな 喜びに 包まれた。 
母親の 喜び は 表わしよ うのない もの 
であった。」 （ヘイ フェン 著 「手車で 
シ オンへ」 P.  61) 

私たち は 詳細 をす ベて 知っている 
わけで はない。 名 も 知れぬ 森の 住人 
が 一 ど う して そのよ う な 人が そ こ 
にいた の 力 '思い も 寄らず， 何度も 首 
を かしげた が 一 その 幼い 男の子 を 
見つけ， 病い と 恐怖で 参って いる そ 
の 子 を 父親が 見付け出 すまで 世話 を 


していた ので あつ た。 

その 当時と して は， ごく あり ふれ 
たこの 話 はこ こで 幕と なる の だが ， 
私たちに ひとつの こと を 問い掛けて 
いる。 もし あなたが アン • パ 一力 一 
の 立場に いたと したら， 幼い わが 子 
を 救って くれた 名 も 知れぬ 森の 住人 
にどの よ う な 思い を 抱 く であろ う 力、。 
尽きせ ぬ 感謝の念ではないだろう 力ん 

この 思い を 理解す る こと， それ は 
御 父が その子ら の ひと り を 救おう と 
する 私たちに 寄せて く ださる 感謝の 
気持ち を 幾分な りと も 感じ取る こと 
である。 その 感謝の念 こそ 私たちが 
力 を 尽く して 目指すべき 目標で ある。 
なぜなら， 主 はこの ように 言って お 
られ るからで ある。 「而 して 汝ら も し 
生涯 今の 世の 人々 に 向いて 悔 改め を 
叫ぶ ことに カを尽 し， 唯一 人の 人た 
りと も われに 導かば， わが 御 父の 国 
に 於て 彼と 共に 汝らの 悦び 如何ば か 
りぞ や。」 （教義と 聖約 18: 15) そ 
れ もさる ことながら， その 「唯一 人 
の 人」 が 私たち 自身であった なら， 
と 私 は 付け加えたい。 

それゆえ， 私たち は 万人に 向かつ 
て 来れと 訴える ので ある。 私たちが 
あなた 方 を この 世から 呼び集め るの 
は， 得る ことので きる ものが ある 力 > 
ら ではない。 それよりも 与える こと 
の 方が 多い からで ある。 あなた 方 は 
この 教会で 必要と されて いる。 でき 
るなら ば 家族ぐ るみで， またそう せ 
ざる を 得ない と言うの であれば， ひ 
と りで お入りに なって いただきたい。 

この 教会に は 御 父が あなた 方に 与 
える こ とので きる すべての も のが あ 
る。 しかし 代価 を 払わず して 受ける 
こと はでき ない。 「多く 与えられた 者 
から は 多く 求められ」 （ルカ 12:48) 
るからで ある。 


この 教会 は 主の 教会で あり， あな 
たが そこに 属する こと に 対 してす ベ 
ての 人が 好意的で ある， という こと 
はない。 多くの 人， 否， ほとんどの 人 
は， あなた を 変わり者と 見る であろ 
う。 教義に よって は 理解し， 受け 入 
れ るのに 容易で ない もの も ある。 戒 
め を 守る こ と はたやす いこと ではな 
い。 繰り返す が， その 標準 は 高い も 
ので ある。 しかし， あなたの 今い る 
所から 始める ことができ るので ある。 

あなた 方の 中には 不幸 や 心配事， 
罪の ために 苦しみの 重荷 を 背負って 
いる 方が 多くい るであろう。 また 品 
位 を 落とす ような 習慣に 捕らわれて 
苦闘して いる 人， 孤独， 失望， 挫折と 
戦って いる 人 も 数多くい る と 思う。 
また 中には， 家庭の 不和 や 結婚 生活 
の 破 淀， 失恋な どで 苦しんで いる 方 
もい よう。 

私たち は これらの ことで つまずき 
はしない。 それら はすべ て 退け 得る， 
すなわち 克服で きる ので ある。 あな 
たが だれで あろうと， また どのよう 
な 状態に いようと， 私たち は 友情の 
手 を 差し伸べよう。 そうすれば 私た 
ち は 相互に 高め 合い， 他の 人々 を 高 
める ことができ るので ある。 

この 教会 は 主の 教会で ある。 私 は 
イエスが キリス 卜で あり， 現在 も 生 

きて おられる という 証 を 持って いる。 
一般に ィ エス は 単なる ひと りの 力 あ 

る 人と 教えられ ている。 私 は その 御 
方が ィ エス' キリスト であり ，神の 御 

子， 御 父の 生みた もうた 独り子で あ 
る こと を 知っている。 また イエスが 
骨肉の 体 を 有して おられる こと を 証 
する。 まさしく こ の 教会 は 主の 教会 
である。 イエス' キリスト のみ 名に 
よ り 証 申し上げる。 アーメン。 
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神 を 知る 

十二使徒 評議員 会 会員 

ハワード • W 'ハンター 


私たち は 再び 教会の 総 大会に と も 
に 集う シーズン を 迎えた。 かって 荒 
涼た る 未開の 地で あつ た こ の 西部の 
山 あいに， 初期の 開拓者た ちが 築い 
た， 長い 歴史 を もつ 壮大な タパ ナク 
ル。 私たち は その タバ ナクルで 現在 
こうして 大会 を 開いて いる。 この 大 
会に は 世界 各地の 数多 く の 国々 から 
聖徒た ちが 集まって いる。 この 大聴 
衆 を 前にした ながめ は， まことに 素 
晴らしい ものである。 ある 人々 はへ 
ッド ホン を 付け， 自国の 言葉で 大会 
の 話 を 聞いて いる。 私たち は 英語で 
話して いるが， 異なった 言葉 を 話す 
人々 のために 同時通訳 さ れ 相互 理解 
が 保 たれて いる。 

数年 前まで このよ う に 多くの， 異 

なった 言葉 を 話す 人々 の 集まりで， 
同時に コ ミュニ ケーシ ヨン を 図る こ 
と は 不可能であった。 また， 世界中 
の 遠隔の 地から この 地まで 旅 をす る 
のに， 現在の ような 短時間で 来る こ 
とも 考えられない ことであった。 こ 
のよ う な 近代 設備の 開発と 科学の 進 
歩に は 驚く ばかりで ある。 人類 は 目 
的 達成 を 目指して， 前の 時代に は 未 
知の 分野に 手 を 広げ， 地の 諸元 素と 
自然の 力 を 征服す る 道 を 一歩一歩 前 
進して いるので ある。 
科学の 加速度 的 な 進歩 に 伴 つ て ， 


現代 社会で は 数々 の 発明が なされ， 
それが 広く 一般生活 に 活用され るよ 
う になって いる。 科学の 進歩に は 驚 
嘆す るば かりで ある。 しかし 私たち 
は， これが 自然の 法則， すなわち 神 
の 律法 を 応用した 結果で ある こと を 
知っている。 数多くの 現代科学の 進 
歩 は， まさに 奇跡と 驚異で あり， 新 
旧約聖書 中の 多 く の 奇跡 を 凌駕す る 
ものである。 最初 は 奇跡の よ うに 驚 
異の 眼で 見て いた もの も， やがて 日 
常 生活に 溶け込む と， 当然の ことの 
ようになって しまう。 

人類の 知識 は 急激に 増加し， 科学 
の 探究 は 歴史上 かってない ほどの 速 
さで 進んで きた。 これ は 実業界， 政 
府， 教育機関が 努力 を 傾注した 結果 
である。 世界の 富と 収益の 大部分が 
この 研究に つぎ 込まれ， 全世界の 数 
限りない 人々 が 時間と 労力 を 費やし, 
研究 を 続け， 科学の 知識と 理解 を さ 
らに 伸ばそうと 励んで いる。 人類が 
いつの 時代に あっても， 宇宙の 法則 
の 知識 を 追い求めて きた こと は 周知 
の 通りで あるが， この 追求 は 今や 新 
しい 段階 を 迎えつつ ある。 そして 真 
理を 求める 研究 はます ます その 範囲 
を 拡大して いるので ある。 

科学 は 現代の 世界に おいて， 人類 
に 安楽 さと 快適さと を 与える 驚嘆す 


べき 事物 を 提供し， かってない ほど 
生活水準 を 高めて いる。 生活必需品 
から 高価な ものまで すべての も のが 
手に入る ようになった。 だからと い 
つて， 神 や 宗教の 教え， イエス' キ 
リ ス 卜の 福音から 離れて いってよ い 
だろう 力、 知識が 増す につれ， 人々 
は 科学的に 証明 さ れた 原則に 信頼 を 
置く ようになった。 その 結果， 神の 
存在が 科学的 に 立証 されない という 
ことで， 神 を 信じない 者が 出て きた。 
実際 は， 科学的な 探究 は 真理 を 究め 
る ひとつの 試みで あり， 同じ 原則が 
宗教の 真理 を 立証す る 探究に も 用い 
られ ている。 

ィ エス は 山上に 集った 群衆に 次の 
よ う に 言って おられる。 

「求めよ， そうすれば， 与えられる 
であろう。 搜せ， そうすれば， 見い 
だすであろう。 門 をた たけ， そうす 
れば， あけて もらえる であろう。 

すべて 求める 者 は 得， 捜す 者 は 見 
いだし， 門 をた たく 者 は あけても ら 

える からで ある。」 （マ タイ 7  ；  7  ， 
8  ) 

この 言葉 は， 断固たる 決意の 下に， 
また 熱心に 真理 を 探究す るよう にと 
の ひとつの 訓戒で あるよ う に 思える。 
これ は 科学 におけると 同じよ う に， 
宗教に ついても いえる。 いずれの 場 
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合 も 過程 は 同じで ある。 必要な 資料 
を 調べ， 誤りが 立証され たもの を捨 
て， 明らかになった 正しい ものの み 
を 残す。 この 探究に 生涯 を 懸けな け 
れ ばなら ない こと も ある。 

科学の 探究 も 大切 だが 最大の 探究 
は 神 を 求める ことで ある。 すなわち， 
個性 を も つ た 神が 存在して いる こ と 
を 確認し， 御子 イエス • キリストの 
福音 を 知る こと， これ は 大切な 探究 
である。 神に ついて 完全に 理解す る 
こと は 容易で ない。 しかし， この 探 
求に は 不断の 努力が 要求され る。 そ 
のために， この 知識の 追求に 腰 を 上 
げょ う と しない 人々 がいる。 彼ら は 
骨折り， 努力す る こと をい とい， ま 
つたく 逆の， 努力 も 要さず， 神の 存 

在 を S 定 する 道 を 取ろうと する。 そ 
のこと を ある 著述家 は 次の よ う に述 
ベて いる。 

「沢山の 音楽家が いる。 しかし， 私 
たちの ほとんど は 音楽家で はない。 
音楽の 才を 欠いて いる 者 もい る。 し 
かし 大部分の 者 は 音楽 に 対す る 興味 
を 欠いて いるので ある。 またたと え 
音楽の 才を 持つ 者で も， 長年に わた 
る 不断の 努力な しに 偉大な 音楽家に 
は 成り 得ない。 偉大な 演奏家と いわ 
れる人 は， 国際的な 名声 を 勝ち得た 
後で も， 長時間の 練習 を 続ける。 … 
…た ゆみない 練習と， 長時間に 及ぶ 
厳しい 锻 練がなければ， いかなる 者 
も， 抜きんで た 運動選手， 技術の た 
けた 機械工， 熟達した 医師， 偉大な 
演説家， 高名な 弁護士に なること は 
できない。 "…- 目 を 閉じ， 耳 をふさ 
いだ 状態で， 自分に は 音楽家になる 
才能がない ので， 音楽家になる 者 は 
存在 しないと 言う こと は 何とば かげ 
ている ことだろう。 自分 は 発明家に 
なれない ので， エジソンの ような 発 
明 家 は 存在し ない。 また 自分に は 画 
家になる 才能 も 興味 もない ので 画家 
になる 者 は 存在 しないと いう こと も， 
これと同じ である。 自分が 神 を 見た 


ことがない， という 理由 だけで 神 は 
存在 しないと 断言す るよ うな こと も 
同様に 愚かな ことと は 言えない だろ 
う 力、。 理性的に 判断して そうは 言え 
ないだ ろ う 力、。 

「神の 存在 を 知ろうと 努力し ない 者 
は， この 世に おいてお そらく 神が 存 
在して いる こと を， 知る こと はない 
だろう。 しかし 彼が 無知で あるが ゆ 
えに， 神の 存在 を 否定した としても， 
決して 正しい と はされ ない ので あ 

る o」 （ジ ヨセフ •  F  •  メリル， The 
I'Tuth  Seeker  and  Mormonism  「具 
理の 探究者と モル モニ ズム」 PP.  76 — 

77) 

科学の 真理に 関する 知識 を 求める 
時に も， 神 を 見いだ そうとする 時に 
もと もに 信仰が 必要で ある。 これが 
起点で ある。 これ ま で 信仰 は 様々 に 
定義され てきた。 その 中で 最も 典型 
的な もの はへ ブル 人への 手紙の 著者 
による 定義で ある。 それ は 次の よう 
な 意味 深い 言葉で 語られて いる。 

「さて， 信仰と は， 望んで いる 事が 
らを 確信し， まだ 見て いない 事実 を 
確認す る ことで ある。」 （へ ブル 11: 
1) 科学者 は 分子 や 原子 や 電子 を 直 
接に は 目に しないが， それらが 存在 
している こと は 知っている。 また， 
電気 や 放射線 や 磁気 も 目に 見えない 
力;， これらが 存在して いる こと も 知 
つてい る。 同じように， 神 を 熱心に 
求める 者 は， 神 を 直接に 見なくても， 
信仰に よって 神の 存在 を 理解して い 
る。 これ は 希望 以上の ものである。 
信仰 は 確信， すなわち まだ 見て いな 
い 事実 を 確認す る ことで ある。 

へ ブル 人への 手紙の 筆者 は 続けて 
いる。 「信仰に よって， わたしたち は, 
この 世界が 神の 言葉で 造られた ので 
あり， したがって， 見える もの は 現 
われて いる ものから 出て きたので な 
いこと を， 悟る ので ある。」 （へ ブル 
11 ： 3) ここで 信仰と は， 世界が 神 
の 言葉に よって 造られた こと を 信じ 


る こと， すなわち その 確信 を 持つ こ 
とで あると 述べられ ている。 この 事 
実に 対して は 証人 を 立てる こと はで 
きない。 し 力 > し 信仰 は， 私たちが 地 
球 やすべての 自然界の 驚嘆すべき 事 
柄の 中に 見て いる ものが 神に よ つて 
創造され たもので ある と 教えて いる。 
また' 見ぬ 神の 存在， 文字通りの 復活， 
霊に かかわる 奇跡， これら を 信じる 
こと は， 科学の 分野に おける 発見 を 
信じる のと 同じく 道理に かなって い 
る。 信仰 は 宗教の 領域に おいても， 
科学の 領域に おいて も， とも に 第一 
に 大切な ものな ので ある。 

キリスト はこの 世で 導きと 恵み を 
施して おられた 時， 神に 関する 真理 
を 知る に はどう したら よい かにつ い 
て， 次のように 説かれた。 「神の みこ 
ころ を 行おうと 思う 者で あれば， だ 
れ でも わたしの 語って いる この 教が 
神からの もの 力へ それとも， わたし 
自身から 出た もの か， わかる であろ 
う。」 （ョ' 、ネ 7  ： 17) 主 はまた， 御 
父の みこ ころと， 大切な 戒めと につ 
いて 次のように 語って おられる。 「心 
をつ く し， 精神 をつ く し， 思い をつ 
くして， 主なる あなたの 神 を 愛せ 
よ。」 （マ タイ 22  ：  37) 神の みこ ころ 
を 行ない， 神の 戒め を 守ろうと 努め 
る 者 は， 御 父 を 証 するとい う 主の み 
業が 神聖な ものである こと を， 個人 
的に 与えられる 啓示に よって 悟る こ 
とであろう。 

ヤコ ブは 知識 を 得たい と 望む 人に， 
どう したら それが 与えられ るか を 説 
明して いる。 「あなたがたのう ち， 知 
恵に 不 Iii している 者が あれば， その 
人 は， とがめ もせずに 惜しみな くす 
ベての 人に 与える 神に， 願い求める 
がよ い。 そうすれば， 与えられる であ 
ろう。」 （ヤコ ブ 1 ： 5) ヤコ ブ のこ 
の 言葉 は， 科学的な 意味での 事実に 
基 く 知識に ついて 語った も ので はな 
いと 思う。 これ は 天から 下される 啓 
示に ついて 語った ものである。 この 
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啓示 は， 人が 次の ような 訓戒に 従つ 
た 時に， その 祈りの 結果と して 与え 
られる 答えで ある。 
主の 次の 言葉 をよ く 聞いて いただ 
きたい。 

「主 かくの 如く 言う。 主なる われ は 
われ を畏 るる 者に 恩恵と 憐 みと を 与 
え， 終りまで 義 しく 且つ 真実に われ 
に 仕う る ものに 誉を 与うる を 喜ぶ 者 
なり。」 続いて， 終わりまで 義 しく か 
つ 心から 主に 仕える 者に 次の よ う な 
約束が 与えられ ている。 

「彼らの 得る 報い は 大きく， その 栄 
は 永遠なる べし。 われ は 彼らに すべ 
ての 奥義， すなわち 昔より 今に 至り， 
また これよ り 永き 未来に わたる わが 
王国の あらゆる かくれた る 奥義 を 知 
らしめ， わが 王国に 就ける すべてに 
関する わが 旨 を 知らし めん。 

誠に 永遠の 驚異 を も 彼ら は 知らん。 
また やがて 起るべき こ と も われ 彼ら 
に 示さん。 すなわち 多くの 代の こと 
を 彼らに 示すべし。 

而 して， 彼らの 知恵 は大 いなる も 
のとな りて そ の覚 り は 天 に 届 かん 。 


彼 ら の 前に はすべ て 賢き 者の 知恵 も 
滅し， 慎み深き 者の 覚り も 物の 数な 
らず。 

そ はわが 『みたま』 によ りて 彼ら 
の 覚り を 開き， わが 能力に よりて わ 
が 意の 秘密 を 彼 ら に 知 ら しむれば な 
り。 すなわち， 誠に 人の 眼い まだ 見 
ず， 人の 耳い まだ 聞かず， 人の 心に 
いまだ 入らざる もの を も 知らし む 

と。」 （教義と 聖約 76  ：  5-10) 

このように 私たちに は， 神 を 求め 
る 際の 定則と， その 探求 を 成し遂げ 
るた めの 手段が 与えられ ている。 信 
仰， 愛， 祈りが それで ある。 科学 は 
確かに 人類の ために 驚くべき こと を 
なして いる。 しかし 人が 独力で 行な 
わなければ ならない 事柄， すなわち 
神の 実在 を 知る という 最も 大切な 事 
柄にまで， 科学が 介入す る こと はで 
きない。 その 仕事 は 決して 安易な も 
ので はなく， 苦労 も 多い。 けれども 
主が 述べて おられる ように， 「彼らの 
得る 報い は 大きく， その 栄は 永遠」 
なので ある。 （教義と 聖 約76:  6  ) 
私に は， 神が 実在のお 方で あり， 


現在 生きて おられる と いう 強い 確信 
が ある。 神 は 私たちの 天の 父で あり， 
私たち は その 霊の 子供で ある。 神 は 
天地 を， そして 地上に ある 万物 を 創 
造され た。 また 神 は， 宇宙 を 支配す 
る 永遠の 法則 を 定めら れた お 方で も 
ある。 人 は 探求 を 続ける ことによ つ 
て， 少しずつ これらの 法則 を 見いだ 
して ゆく ので ある。 これらの 法則 は 
これまで 常に 存在して きたし， 今後 
も 永遠に 変わる ことなく 存続す る で 
あろ う 。 私はィ エスが キリス 卜 であ 
り， 生ける 神の 御子で あり， 救い主 
である こと を 証 申し上げる。 イエス 
は， 續 いの 犠牲 を 捧げて， 全人 類に 
永遠の 生命 を 与える 道 を 備えられた 
噴い 主で ある。 願わく ば 主の 祝福が 
あって， 私たちが 霊性 を さらに 高め， 
神 を 知り， 神 を 見いだ し， 神に 仕え 
て その 戒め を 守ろ う と 決意で きる よ 
うに。 また その 望み を 抱く ことが で 
きる ように。 これらの こと を イエス' 
キリスト のみ 名に よ つ てへ りく だり 
祈る も ので ある。 アーメン。 
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山の 上に ある 町 


十二使徒 評議員 会 会員 

ゴ一 ドン •  B • ヒンク レ一 


兄弟 姉妹の 皆さん， 聖霊の 導きが 
あり， 私の 言 吾る 事柄 を 通して 皆さん 
の 信仰 を 増す ことができれ ばと 願つ 
ている。 最近 私 は ひとつの 素晴らし 
い 経験 をした。 1 週間の ほとんど を 
他の 人と と もに ヮ シン 卜 ン 神殿の 入 
口に 立ち， 特別な 来賓の 接待に 過ご 
したので ある。 こうした 来賓の 中に 
は 合衆国 大統領 夫人 や 最高裁 判事， 
上院議員， 下院議員， 各国 大使， 牧 
師， 教育者， 実業界 指導者な どが い 
た。 その 特別の 招待の 週 を 皮切りに, 
30 万人 を 越 え る 訪問者が こ の聖な る 
建物 を 見学した のだった。 

新聞 や 雑誌 はヮ シン ト ン 神殿に つ 
いて かなりの 紙面 を 割き， ラジオ， 
テレビ は大々 的に 報道した。 近年 東 
部で このよ うに 衆目 を 集めた 建物が 
はた してあった だろ う 力、。 

見学者 は ほとんど 例外な く， この 
建物 を 高く 評価し， 敬虔な 気持ち を 
覚えた。 心に 深く 感じる 人 も 多 かつ 
た。 フォー ド 大統領 夫人 は 神殿 を 去 
る 時に， 「本当に 素晴らしい 建物です。 
きっと 皆さんが 素晴らしい 霊感 を受 
けられる と 思います。」 と 語って いた。 

連日 他の 人と 一緒に， 神聖な 建物 
に 立って 合衆国 内外の そ うそうた る 
人々 と 握手 を 交わして いると， ふた 
つの 思いが 幾度と な く 心 をよ ぎ り ， 


私の 頭から 離れなかった。 つまり 過 
去の 歴史と， そして 現在と 将来に 対 
する 思いで ある。 

フォー ド 大統領 夫人が ス ペン サー* 
W. キン ボール 大 管長と 並んで 写真 
を 撮って いる 姿 を 拝見しながら， 私 
の 心 は 135 年の 昔に 飛んで いた。 当時 
教会員 は イリノイ 州 コ マースで 家 も 
なく 日々 の糧 にも 事欠き， 間もなく 
やって来る， 厳しい 冬 を 迎えようと 
していた。 彼ら はミ ズー リ 州 を 追わ 
れ， 安住の 地をィ リ ノ ィ 州に 求めて 
ミ シシッ ピー 川 を 渡って 来たの だつ 
た。 彼ら は 川が 大き く 湾曲す る 美し 
い 場所に 土地 を 購入した が， ひどい 
沼地で， 馬 も 牛 も 泥 だらけに なつた- 
しかし 聖徒た ちの 大変な 努力と 犠牲 
によって， やがて この 地 は 美しい ノ 
ーヴ 一とな つたので ある。 しかし 
1839 年， 家 を 追われて 寄る辺の ない 
何千と いう 人々 は その 集合 地 コマ 一 
スに 集結した。 彼ら は 長年の 労働に 
よって 建てた 家 や 納屋， 教会 や 公共 
の 建物， 数多くの 豊かな 農園 を 後に 
し， 暴徒に 殺された 愛する 人々 をミ 

ズー リの 地に 葬って 来たので あった C 

土地 を 追われ， 無一物に なった にも 
かかわらず， ミ ズー リ 州から は 何ら 
の 賠償 も 受けられず， ついに 彼ら は， 
合衆国 大統領 と 議会への 請願 を 決意 


した。 ジ ヨセフ 'ス ミスと ェ ライヤ 
ス ♦ ヒゲ ビーカく， ワシントン へ 行 く 
任 を 受けた。 

ふたり は 1839 年 10 月 20 日 に 馬車で 
コ マース を 出発した。 5 週間 後に ヮ 
シン トンに 到着し， 第 1 日 目の 大半 
は 安い 宿 捜しに 費やした。 ハイ ラム- 
ス  ミ ス あての 手紙に 「この 町で 一番 
安い 宿 を 見付けた」 [JhstoTy  of  the 
し htfrch  oj  Jesus し hrist  of  Latter- 
day  Saints  「末 日 聖徒 イエス' キリ 
スト 教会 歴史」 4  ：  40) と 記されて 
いる。 

彼ら は 当時の 大統領 マー チン • ヴ 
アン • ビュー レン を 訪れ， その 主旨 
を 述べた が， 大統領 は 「お 説 は ごも 
つと もです 力；， 私と して は 何もして 
差し上げられません。 …… あなた 方 
に 肩入れ をす る と ， ミ ズー リ 州の 票 
を 失う でしよう から」 （「教会 歴史」 
4  ：  80) と 返事した ので ある。 

ふた り は 次に 議会に 訴えた。 数 週 
間が たち， 何ら 満足で きる 返事 も 得 
られ ない まま ジ ョ セフは 馬 を 飛ばし 
てコ マースに 帰って きた。 ヒゲ ビー 
判事 は 後に 残って 請願した が， 結局， 
議会 は 何ら 手 を 打たない と 知らされ 
ただけ であった。 

1839 年， ジ ヨセフ' ス ミスが ヮシ 
ン トンで 拒否され てから， ス ペン サ 
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一 • w • キン ボール 大 管長が 歓迎 さ 

れ， 尊敬 を 受けて いる 1974 年までの 
間 を 振り返る と， 教会が 政府 職員 か 
ら 敬意と 信頼 と を 勝ち得 るに 至る ま 
で， 何と 長い 道のり を 要した ことか 
と 思う。 これが つい 先 ごろ， 私が ヮ 
シン トン 神殿で 過 ご し た 数 日間， 胸 
中 を 去来した 思いで ある。 

この 1839 年から 1974 年の 間に は， 
さらに いろいろな 出来事が あった。 
1844 年 6 月 27 日ジ ヨセフと ハイラム 
の 死， ノー  ヴ 一の 崩壊， 川 を 渡って 
アイ ォヮ' 准州へ 向かう 荷馬車の 長い 
隊列。 1846 年 春の 雪と 泥に まみれた 
破滅 的な 野営地。 ミ ズー リ 州 ウィン 
ターク オーター ス。 さらに ペスト や 
熱病に よ る 多 く の 犠牲者。 請願に は 
耳を貸さなかった 政府からの 召集令 
状。 また， エルクホーン 川， プラッ 
ト川， スイート ゥ オーター 川， サゥ 
ス パス を 越え， ソルト レーク 盆地に 
至る 過酷な 行進， 東部 や 英国から 長 
い 道のり を 旅して 来た 人々。 手車 を 
引きながら， ワイオミングの 冬に 倒 
れた 人々。 入植した 盆地で 抜いても 
抜いても はびこる 雑草との 果てしな 
い 戦い， 乾き 切った 土に 水 を 引く た 
めの 何 キロに も 及ぶ 灌漑 水路， 偏見 
から 生じた 攻撃と 非難の 叫び， この 
同じ ヮ シン トン で 制定 され， 連邦 政 
府の 保安官が 守る 法の 下での 市 SIS 
の剝 奪。 これら は 長い 歴史 を 物語る 
一つ 一^^ 9 の 出来事で ある。 

この 厳しかった 時代が， 今や 過去 
の ものと なった こと を 神に 感謝した 
い。 そうした 試練の 炎の 中に あって 
も， なお 信仰 を 保って きた 人々 に感 
謝 を 捧げる 次第で ある。 私たちが 今 
受けて いる ものの ために 彼らの 払つ 
た 代償 は， 何と 大きかった こと 力、。 
兄弟 姉妹， 私たち は そのこと を 忘れ 
て はならない。 そのほか 正しい 生活 
によって， 教会員が 尊敬 を 受ける よ 
う に 地盤 を 築き上げて き た 人々 に も 
感謝す る。 そして 末日 聖徒 イエス • 


キ リ ス ト 教会に 対する 理解が 増し， 

評価 と 認識が 広 く 豊かに な つたこの 
良き 時代 を 感謝す る。 

初 め は 好奇心 でヮ シン トン 神殿 を 
訪れた 人が， 帰る 時には 目に 涙 をた 
たえて いる こと もしば しばであった。 
こ う した 大勢の 人々 と 握手 を 交わし 
ながら， 私 は そのような こと を 考え 
ていた。 

しかし， これら は 概して 過去の こ 
とで ある。 現在と 将来の こ とに つい 
て も 幾つかの 思いが ある。 いっか 私 
は 高速道路 を 車で 走って いた 時， そ 
こ を 通る 人な ら だれで もそう なの だ 
が, 樹木の 茂る 丘から 天に 向かって 
そびえ 立つ 主の 宮居の 輝く 尖塔 を， 
驚異の まなざしで 見上げた。 その 時， 
心に ひとつの 聖 句の 言葉が 浮かんで 
きた。 それ は， 主が 山の 上に 立って 
民に 教えられた み 言葉 である。 

「山の 上に ある 町 は 隠れる ことが で 
きない。 また， あかり をつ けて， そ 
れを拼 の 下にお く 者 はいない。 むし 
ろ 燭台の 上に おいて 家の 中の すべて 
の もの を 照させる ので ある。 そのよ 
うに， あなたがたの 光 を 人々 の 前に 
輝かし， そして， 人々 が あなたがた 
のよ いおこない を 見て， 天に います 
あなたがたの 父 を あがめる よ うにし 
なさい。」 （マ タイ 5  ： 14—16) 

今や ヮ シン ト ン 神殿ば かりで なく， 
全会 員が， 隠れる ことので きない 山 
の 上の 町の よ う になって いる。 

私たち は 名前 だけの 教会員が 犯罪 
にか かわり， モル モン だと ことさら 
に 報道され るのに 憤慨す る ことがあ 
る。 他の 教会の 信者 だったら 何も 言 
われない のにで ある。 

しかし それ は， ある 意味で 私たち 
教会員 に 対す る 賛辞と は 言えない だ 
ろう 力、。 世間 は 私たちに よ り 良い も 
の を 期待して おり， たまたま だれか 
がつ まずく と， それが すぐ ニュース 
に 載る ので ある。 実に， 私たち は 隠 
れる こ とので き ない 山の 上の 町で あ 


る。 私たちが 主の 望んで おられる よ 
うになる に は， 実際に 「選ばれた 種 
族， 王国の 神権 者， 聖 なる 国民， 神 
につける 民」 とならなければ ならな 
い。 「それによ つて， 暗やみから 驚く 
べきみ 光に 招き 入れて 下さつ たかた 
のみ わざ を， あなたがたが 語り伝え 
るた めで ある」。 （欽定 訳 I ぺ テロ  2 
二  9) 

世の 潮流が このままの 状態で 進み 
(事実 変わる 気配 は 一向にな いが）， 
反面 私たちが 予言者の 教えに 従い 続 
けたならば， 私たち はます ます 世 か 
ら 注目され る 特異な 民と なって ゆ く 
であろう。 例えば， 家庭の 尊厳が 世 
の 圧力に 屈して 崩壊す る 一方で， も 
し 私たちが 信仰 を 守り 続け 家庭 を 神 
聖な ものと する 立場 を 見失わな いな 
らば， その 立場 はさら に 際立って 特 
異な ものと なって ゆく ことであろう。 

また， 性の 放縦の 風潮が 広まり 続 
ける 中で， 1 世紀 余りに わたり 一貫 
して 教えられ てきた 教会の 教え は， 
ますます 特異に， また 奇異に さえ 感 
じられ るよう になる に違いない。 

一般社会 にあって， その 習慣が ま 
つたく 当たり前の 事に なって いる 状 
況 とともに， 甘い 広告に 誘われ， 年 
々アルコール 消費量が 増えて いる 中 

で， 1 世紀 以上の 昔に 主が 定められ 
た 私たちの 立場 は， 世に あってます 
ます 風 変わ りな ものと なる であろう。 
政府が 国民の 要求 を 一手に 引 き受 
けて それ を 満た そ う とする 方向の 中 
で， 私たちが 行なって いる 社会的な 
事業の 自立 性と その 背後に ある 教義 
は， ますます ユニークになる であろ 

0  0 

安息日が 買物の 日 と 変化しつつ あ 
る 中で， シ ナイ 山上で 主の 指 を もつ 
て 書かれ， 近代の 啓示で も 強調され 
た あの 律法の 教えに 従う 人々 は， ま 
すます 特異な 人々 になる に違いない。 

世に ありながら 世の ものと ならな 
いこと は， かならずしも 容易な こと 
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ではない。 私たち は， まったく 自分た 
ち だけで は 生きられ はしない し， そ 
れを 望んでも いない。 私たち は 他の 
人々 と 交わらなければ ならない。 そ 
う して こそ， 親切 もで き， 人に も 好 
かれる。 独善的な 気持ち や 態度 を 拭 
い 去る ことができる。 しかし それで 
も 私たち はみ ずからの 標準 を 守る こ 
とがで きる。 私たち は 住々 にして 世 
に 染ま り 勝ちで ある。 現に 多くの 者 
がそれ に 屈して いるので ある。 

1856 年， 私たちが 主に この ソル 卜 
レーク 盆地で 外部との 交流 もな く暮 
らして いた ころ， ある 人々 は 自分た 
ちが 世の 道に 染まる こと はない と考 
えていた。 しかし そのような 考えに 

対して， 愛する 大 管長の 祖父に 当た 
る ヒーバー. C  • キン ボール は， こ 

う 答えて いる。 「兄弟た ち， 私 は あな 
た 方に 言いたい。 間もなく 今 は 平和 
な この 盆地に も いろいろな 人が 混じ 
り 合って 住み， 神の 民の 敵の 顔と 聖 
徒の 顔の 区別が 難しい ほどになる 時 
が 来る であろう。」 さらに 続けて 「多 
く の 者が ふるいにかけられる 時に 注 
意し ない。 やがて 大変 革の 時が 来て， 
多くの 人が 倒れる 時が 来る。 試し， 
試み， 試練が やって来る。 はたして 
それに 耐えられ るの はだれ だろう 
力、。」 （オルソン •  F  • ホイットニー， 
Life  of  Heber し. rumball  「ヒー 
バー •  C  • キン ボー ルの 生涯」 P. 
446) 

私 はこの 試練が どのよ うな 性質の 
もの 力'， はっきりと は 知らない。 た 
だ， その 試練の 時 は 今で あり， 世の 
道に 従う ので はなく， いかに 福音に 
従う 力'， その 力に 懸かって いると 考 
える ので ある。 


私 は 決して 社会からの 逃避 を 勧め 
ている ので はない。 むしろ 私たちに 
は 実業， 科学， 政治， 医学， 教育 そ 
の 他 価値 ある 建設的な 仕事に おいて， 
自分た ちの 地歩 を 固める 責任と チヤ 
レンジが 与えられ ている。 私たち は 
すべての 人々 の 祝福の ために， 世の 
仕事に あって 技術， 知性の 面で ひい 
でた 者と なるべく， みずから を 訓練 
する 義務が ある。 私たち は 他の 人々 
とともに 働かなければ ならない。 し 
かし そのために， 自分の 標準 を 放棄 
する 必要 はない。 

私たち は， 指導者の 勧告に 従うな 
らば， 家庭の 尊厳 を 保持す る ことが 
できる。 そうする 時に， 周囲の 人々 
は 敬意 を もって それ を 見， その 方法 
を 知りたい と 思うよ うになる であろ 

0  0 

私た ち は 国家の 根幹 を 揺 る がす ボ 
ルノ グラフ ィ 一 やわい せつの 風潮に 
対抗す る ことができる。 アルコール 
飲料 を 避け， 販売 や 広告 を 規制す る 
法律 を 定める よ う に 立ち上がる こ と 
もで きる。 そうして 共鳴す る 人々 を 
見いだ し， 手を携えてと もに 闘う こ 
と もで きる ので ある。 

私たち は 困って いる 人々 を 政府の 
手に 任せる ので はな く 自分た ちで も 
つと 良く 助け， それによ つて 援助 を 
受ける 人々 の 自立と 尊厳 を 守る こ と 
がで き る 。 

私たち は 安息日の 買物 を やめる こ 
とがで きる。 ほかに 6 日 も あると い 
う のに わざわざ 日曜日に 家具 を 買う 
必要 はない し， 服 を 買う 必要 もない。 
少し 気を付けて 計画 すれば， 日曜日 
に 食料品 を 買わない ようにす る こと 
な ど 容易に で きる ことで ある。 


このほか 私たら が 教会で 教えられ 
ている 他の 標準 を 守る 時， 世の 多く 
の 人 は 私たちに 敬意 を 払い， 彼らみ 
ずから も それが 正しい と 知っている 
ことに 従おう とする 力 を 得る ので あ 
る。 

ィザャ の 言葉に こうある。 「多くの 
民 は 来て 言う， r さあ， われわれ は 主 
の 山に 登り， ヤコ ブの 神の 家へ 行 こ 
う。 彼 は その 道 を われわれに 教えら 
れる， われわれ は その 道に 歩もう J 
と。」 （ィ ザャ 2  ：  3  ) 

私たち は 妥協す る 必要 はない。 い 
や， 妥協して はならない ので ある。 

主が この 神権 時代に と も された 明 
かり は， 全世界 を 照らす 明かりと な 
つて， 私たちの 良い 業 を 見る 人々 が 
天に います 御 父 を あがめ， 私たちが 
示す 模範に 倣うよ う になる ので ある。 

つい 先日の 晩の こと， 合衆国の あ 
る 指導者が ヮ シン トン 神殿 を 去る に 
当たって， 塔 を 見上げながら 言った。 
「この美し い 建物 は， 私たちの 偉大 
な 国家， 偉大な 国民 を 形造る 諸徳の 
象徴です。 私たちに は そのような 象 
徴が 必要な のです」 と。 

そのような 象徴 はヮ シン トン 神殿 
以外に 沢山 ある。 しかもより 感動 的 
な 象徴で ある。 ます あなた や 私が， 
そしてす ベての 人々 力 《， 家庭 や 職場， 
娯楽の 場に あっても 人が 仰ぎ見， 教 
え を 受ける 山の 上の 町の よ う な 人物 
となり， 地の 民が 力 を 得る 国民の 旗 
印と ならなければ ならない。 私 は， 
神が 生きて おられ， 私たちの 救い主 
であり W い 主で ある こ と を 証す る。 
また， この 業が 真実で ある こと を 主 
イエス. キリス 卜の み 名に よ り 証 申 

し 上げる。 アーメン。 
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キン ボール 大 管長， この 大会 も 間 
もな く 幕 を 閉じよ う と しています 力；， 
この 大会に 出席し， 話に 耳 を 傾け， 
その 進行 を 見て き た 一人一人の 気持 
ち を 使徒べ テ 口 の 次の 言葉が よ く 表 
わして いるよ う に 思います。 

変貌の 山での 出来事の 後でべ テロ 
は イエスに このよう に 語って いる。 
「主よ， わたしたちが ここにい るの 
は， すばらしい ことです。」 （マ タイ 

17:4) キン ボー ル大 管長， 私た ち 
が この 大会に 出席で きたの は， 「すば 
ら しい ことです。」 

皆様に 話 をす る この 機会 をいた だ 
くに 当たり， これまでと 同様， 麗し 
いみた まが 私に も 注がれる よ う 祈つ 
ている。 

ある 晴れた 冬の 日， ニューヨーク 
の 中心 街 マンハッタンと， 郊外の ゥ 
エス ト チヱ スター を 結ぶ 高速道路 を 
ひと りの 友人と 一緒に 車で 走って い 
た。 その 道す がら， 彼 はこの 地域に 
ある 史跡 を 幾つか 教えて くれた。 史 
跡 を 巡る 小道の 間に 幹線道路が 網の 
目の よ うに 張り巡らされ ていた。 

と 突然， 懐かしい ヤンキー スタジ 
アムが 目に 飛び込ん できた。 数多く 
の 名 選手 を 輩出 した スタジアム であ 
り， 私が 少年 時代に あこがれた 英雄 
た ち の 故郷で あ る 。 何 万人 も の 観客 


の 声援 を 浴びながら， 堂々 と 試合 を 

する 野球選手に あこがれない 少年 力;， 

はたして いる だろ う 力 >。 

冬であった ので， スタジアム を 取 

り 巻く 駐車場 は 閑散と していた。 観 

衆 も ピーナツ 売り も， 入場券 を 売る 

人 も， だれもい なかった。 しかし， 
ベー ブ. ルース， ルー. ゲ —リック， 

ジョ 一. ディマジオ など， 偉大な 野 
球 選手の 思い出 は 消える もので はな 
い。 彼ら は 栄誉の 野球 殿堂 入り を 成 
し 遂げ， その 卓越した 能力と 技量の 
記録 は 永遠 に 保存 されて いるので あ 
る。 

人の 生涯に ついても 野球と 同じ こ 
とが 言える。 私たち は それぞれ， 意 
識の 内部に， 私たちの 生涯の 方向 付 
け を 与えて く れた 真の 指導者の ため 
に， 個人の 栄誉の 殿堂 を 持って いる。 
また， 幼年時代から 現在に 至る まで， 
私たち を 導く 権威 を 行使して きた 人 
々は 大勢い る 力;， 私たちの 審査 をパ 
ス して， 栄誉の 名簿に 名前 を 記され 
た 人 は 比較的 わずかで ある。 しかも 
この 審査 は， 権力 を 誇示す る 礼装 品 
や， この 世の 富 を 度外視して 行なわ 
れる。 私たちが よ く 考えた 上で この 
聖 なる 場所に 入れる 指導者 は， 通常， 
真理の ために 献身し， 私たちの 心 を 
燃え立た せて くれた 人々 である。 こ 


れらの 人々 は， 義務に 忠実で ある こ 
とが 人間の 本質で ある と 考えさせ， 
また あり きたりの 日常の 出来事 を 打 
破し， いつも あのような 人物に なり 
たいとい う 気持ち を 起こさせる 人で 
ある。 

私たち 一人一人 はお そらく， 栄誉 
の 殿堂 入り を 審査す る 資格の ある 審 
査 員と なれる ことだろう。 では， あ 
なた な ら この 名誉 ある 地位に だれ を 
推薦す るだろう 力、。 自分自身 を 推薦 
できる だろ う か。 候補者 は 多 く  ， 競 
争 は 熾烈で ある。 

私 は 栄誉の 殿堂に， この 地上に 住 
ん だ 最初の 人ァ ダム を 推薦したい。 
モー セの 書に は， アダムに ついて 次 
のよ う に 記されて いる。 「アダム は 主 
の誡 命に よく 従いぬ。」 （モー セ 5  ： 
5) アダム は ふさわしい 人で ある。 

辛抱強く 忍耐す る 人と して は， 高 
潔で 完全な 人， ヨブ を 挙げなければ 
ならない。 彼 はこの 上ない 苦しみ を 
受けながら も， 「わたしの 証人 は 天に 
ある。 わたしの ために 保証して くれ 
る 者 は 高い 所に ある。 わたしの 友 は 
わたし を あざける， しかし わたしの 
目 は 神に 向かって 涙 を 注ぐ」 （ヨブ 
16  ： 19，  20) と 言明して いる。 また， 
「わたし を あがなう 者 は 生きて おら 
れる」 （ヨブ 19  ：  25) と 語って いる。 
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ヨブ も ふさ わ しい 人で ある。 

キリ ス ト 教徒 は 皆， 使徒 バウ 口の 
名で よく 知られて いる 人， サゥロ を 
推薦す るだろう。 彼の 説教 は 霊の マ 
ナ であり， その 奉仕の 生涯 はすべ て 
の 人への 模範で ある。 この 恐れ を 知 
ら ない 宣教師 は， 世の 人々 に 次の よ 
うに 宣言して いる。 「わたし は 福音 を 
恥と しない。 それ は …… すべて 信じ 
る 者に， 救 を 得させる 神の 力で あ 

る。」 （ローマ 1 ： 16) パゥロ も ふさ 
わしい 人で ある。 

次に， シ モン .ぺ テロと 呼ばれて 
いる 人が いる。 キリス 卜 についての 
彼の 証に は， 心 打つ ものが ある。 

「イエスが ピリ ポ 'カイ ザ リ ャの地 
方に 行かれた とき， 弟子た ちに 尋ね 
て 言われた， 『人々 は 人の子 を だれと 
言って いる カリ。 

彼ら は 言った， 『ある 人々 は バプテ 
ス マの ヨハネ だと 言って います。 し 
かし， ほかの 人た ち は， エリヤ だと 
言い， また， エレ ミ ャ あるいは 預言者 
の ひとり だ， と 言って いる 者 も あり 
ます』。 

そこで ィ エス は 彼らに 言われた， 
『それで は， あなたが たは わたし を 
だれと 言う か j。 

シ モン. ぺ テロが 答えて 言った， 
『あなた こそ， 生ける 神の 子 キリス 
卜 です』。」 （マ タイ 16  ： 13-16) ぺ 
テロ も ふさわしい。 

また 時と 所 は 違う が ニーフ アイが 
述べた 証 も 思い出す。 

「私 は 主が 命じた もうた こと を 行つ 
て 行う。 私 は， 主が 命じた もうこ 
とに は， 人が それ を 為し とげる ため 
に 前以て ある 方法が 備えて あり， そ 
れ でなくて は， 主 は 何の 命令 も 人に 
下した まわない こと を 承知して いる 
からで ある。」 （I  ニーフ アイ 3  ：  7) 
確かに，. ニーフ アイ も 栄誉の 殿堂 入 
りする に ふさわしい 人で ある。 

推薦したい 人が 他に もい る。 予言 
者ジ ヨセフ. ス ミス こそ そ の 人で あ 


る。 その 信仰， 信頼で きる 人柄， 証 
は， カー セージの 獄へ向 力、 い， 殉教 
に 身 を ゆだねた 折に 語った， 彼 自身 
の 言葉の 中に うかがえる。 「われ は， 
今 ほふり 場に 引かる る 子羊の 如く 行 
く。 され ど， わが 心 は 夏の 朝の 如く 
に穏 かな り 。 わが 良心 は 神に 対 し ま 
たす ベての 人に 対しい さ さかの 咎め 
もな し。」 （教義と 聖約 135  ：  4) 彼 
はみ ずからの 血 を もって 証 を 結び 固 
めた ので ある。 ジ ヨセフ • ス ミス も 
ふさわしい 人で ある。 

男性 だけでなく， 女性に も 推薦し 
たい 人が いる。 まず， 気高い 忠節の 
模範， ルツが 挙げられる。 立派な ふ 
た り の 息子 を 失 つて 悲しみ に 打 ち ひ 
しがれ ている しゅうとめ ナオミ の 

を 感じ取り， また 彼女の 絶望と 孤独 
の 苦しみ を 察して， ルツ は 次の よう 
に 述べて いる。 この 言葉 は， 忠節の 
典型 と 見なされ てきた ものである。 
「あなた を 捨て， あなた を 離れて 帰 
る こ と を わたしに 勧めないで く ださ 
い。 わたし は あなたの 行かれる 所へ 
行き， また あなたの 宿られる 所に 宿 
ります。 あなたの 民 はわた しの 民， 
あなたの 神 はわた しの 神です。」 （ル 

ッ 1 ： 16) ルツのと つた 行動 は， そ 
の 言葉が 真実で ある こと を 表わして 
いる。 彼女の 名前 も 栄誉の 殿堂に 入 
れる こと がで き る 。 

誉れ ある ルツの 子孫に ついては ど 
うであろう か。 ヨセフが めと つた ナ 
ザレの マリヤ はどうであろう か。 彼 
女 は， この 世に 生 を 受けた 罪のない 
唯一のお 方の 母親と なる よ うに 定め 
られ ていた 人であった。 彼女が この 
神聖な 歴史的に 意義の ある 務め を受 

けた 時の S 葉 は， 謙 通の ひと 言に 尽 
きる。 「そこで マ リ ャが 言った， 『わ 
たし は 主の はしためです。 お H 葉 ど 
おりこの 身に 成ります ように』。」 （ル 
力 1 ： 38) 確かに， マリヤ も ふさ わ 
しい 人で ある。 
「何が これらの 人々 を 偉人に してい 


るの だろう か」 という 疑問が 生じる 
であろう。 それ は ほかならぬ， 全能 
の 天父に 対する 揺るぎない 信頼と， 
神が 遣わ さ れた 救い主の 使命に 関す 
る 確固たる 証で ある。 この 知識 は， 
彼らの 生涯の つづれ 錦 を 織り 上げて 
いる 金色の 糸の よ う な ものである と 
言えよう。 

これらの 偉人 をして 忠実に 仕え， 
雄々 しく その 生命 を 捧げし めた， か 
の 栄光の 王と は， 噴い 主と は どなた 
であろう 力、。 そのお 方 こそ， 神の 御 
子 イエス. キリスト， 私たちの 救い 

主で ある。 

主の 降誕 は 予言者た ちに よって 予 
言され ていた。 そして 天使た ち は， 
主の この 世に おける 使命 を 告げ 知ら 
せた のであった。 野に いる 羊飼いた 
ちに， 次のように 栄え ある 言葉が 下 
された ので ある。 

「恐れるな。 見よ， すべての 民に 与 
えられる 大きな 喜び を， あなたがた 
に 伝える。 

きょう ダビデの 町に， あなたがた 
のために 救 主が お生れに なった。 こ 
のかた こそ 主なる キ リ ス ト であ 
る。」 （ルカ 2  ： 10, 11) 

この イエス は， 「ますます 成長して 
強くな り， 知恵に 満ち， そして 神の 
恵みが その上に あった。」 （ルカ 2  ： 
40) その後 イエス は， ヨルダンの 名 
で 知られる 川で， ヨハネから バブテ 
スマ を、 受け， 人々 に対する 伝道 を 正 
式に 開始され た。 さ らにィ エス は， 
サタ ンの 詭弁に 惑わされる ことなく， 
御 父よ り 託された 務めに 敢然と 立ち 
向かい， 全身全霊 を 傾注し， またみ 
ずからの 命 を も 捧げられ たので ある。 
イエス の 生涯 は 罪 なき こと， 無私な 
る こと， 崇高 さに おいて， また その 
神聖 さに おいて， 語り 尽くす こと 力； 
できない。 イエス は 働き， 愛し， 仕 
え， 涙 を 流し， 病める 者 を 癒し， 教 
え， 証 を 述べられた。 そして 十字架 
上で 悲惨な 死 を 遂げられた。 その後， 
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かりそめの 墓から よみがえり， 永遠 

の 生命 を 得られた ので ある。 

ナザレの イエス。 この 名 は， 天が 
下にあって， 私たち を 救い 得る 唯一 
の 名で あり， 栄誉の 殿堂に おいて 栄 
誉 ある 特別の 位置 を 占める。 

「だが， このような 偉人の 名 を 連ね， 
栄誉の 殿堂 を 設けた ところで， 一体 
それに どんな 価値が あるの だろ う 
力つ と 問う 人が いるか もしれ ない。 
それに 対してお 答えしょう。 アダム 
のよう に 従順で， ヨブの よう に 忍耐 
し， パゥ 口の ように 教え， ぺ テロの 
よ う に 証 を 述べ， ニーフ アイの よう 
に 仕え， 予言者 ジ ヨセフの ように 自 
分 自身 を 捧げ， ルツの ように 人 を 思 
いやり， マリヤの ように 誉れ ある 務 
め を 引き受け， キリスト のように 生 
きるならば， その 時 私たち は 新たに 
生まれる ので ある。 そしてす ベての 
力 を 授かる ので ある。 古い 自我から 
永遠に 脱却し， それと ともに 敗北と 
失望， 疑念， 不信 も 消える。 その 結 
果， 新しい 生命へ， すなわち 信仰と 
希望， 勇気， 喜びの 生命へ 至る ので 
ある。 大き 過ぎる という 仕事 はなく， 
責任 も 重過ぎる という こと はない。 
また， いかなる 義務 も 重荷と はなら 
ない。 すべてが 可能と なる ので ある。 
しかし， かならずしも 過ぎ去った 
時代に， はる 力 > 昔の 人々 に 模範 を 求 
める 必要 はない。 では ここで その 例 
を あげよう。 クレイグ • サ ドノ、' リ 一 
という 名の 兄弟が いる。 彼 は 今日， 

ソルト レーク • シティ 一の ある ヮー 
ド部を 管理して いる。 さて， 彼が ォ 
一 スト ラリ ァのメ ル ボルン 伝道 部に 
赴任す る 前， 母親と ともに 私の 事務 
所に 来た 数年 前の その 日に 時間 を も 
どして みょう。 クレイグの 父， フレ 
ッ ド はまった く 教会に 関心が なかつ 

た。 結婚して すでに 25 年た つていた 
が， フ レッド は 妻が 教会 を 愛して い 
る その 気持ち を 理解せ ず， 教会に も 
入らなかった。 
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クレイグ は 私に， 両親 を 深く 愛し 
ている こと を 告げた。 そして 何ら か 
の 方法で， 父親が みたまに 動かされ， 
イエス. キリスト の 福音に その 心 を 
開いて 欲しい と 心から 願って いた。 
それで 私に 助け を 求めて き たの だつ 
た。 私 はこの 望みが どのよう にした 
ら かなえられる 力 N 霊感 を 受けよう 
と 祈った。 すると 霊感が 下され， 私 
は クレイ ゲ にこの よ う に 言った。 「心 
を 尽く して 主に 仕え， 託された 神の 
召しに 従いなさい。 また， 毎週 両親 
に 手紙 を 書き， ときどきお 父さんに 
個人的に 出しなさい。 そして， あな 
たがお 父さん を 愛して おり， 息子で 
ある こと を なぜ 感謝して いるかに つ 
いて 書きなさい。」 

彼 は 私に 礼を言う と， 母親と 一緒 
に 事務所 を 出て 行った。 それから 1 
年 半 ほどた つて， 母親が また 私の 事 
務 所に 来た。 そして 涙ながら に， 次 
のよ う に 話して くれた。 「クレイ グが 
伝道に 出てから 間もなく  2 年に なり 
ます。 息子 は 忠実に 働いて， 伝道 地 
で 大切な 責任 を 果たして います。 そ 
して， 毎週 かならず 私たちに 手紙 を 
書いて くれました。 最近の ことです 
力;'， 主人の フ レツ ドも はじめて 証 会 

で 証して くれたの です。 『皆さん ir^ 
じの よう に， 私 は 教会員で は あ り ま 
せん。 けれども， クレイグが 伝道に 
出てから， 私の 心に 何 かが 起こり ま 
し た 。 息子の 手紙に 心 を 打 たれ まし 
た。 その 一通 を 読ませて いただきた 
いと 思います。 

「お父さん， 今日 僕たち は 素晴らし 
い 家族に， 救いの 計画と， 日の 光栄 
の 王国に おける 昇栄の 祝福に ついて 
教えました。 そこで 自分の 家族に つ 
いても 考えて みました。 この 世の 问 
よりも， 僕 は その 王国で お父さん， 
お母さんと 一緒に 暮らした いと 思 、 
ます。 もしお 父さんが 一緒で なけれ 
ば， そこ は 僕に とって 日の 光栄の 王 
国で は あ り ません。 僕 はお 父さんの 


息子で ある こ と を 感謝して います。 
僕が お父さん を 愛して いる こと を 知 
つて 下さい。 あなたの 息子 クレイグ 
よ り」 

それから 主人 はこ う 言つ たんです。 
『これから 言お うとして いる こと は， 
家内 もま だ 知りません。 私 は 家内 を 
愛して ますし， 息子の クレイグ も 愛 

しています。 結婚して 26 年に なり ま 
すが， やっと 教会員になる 決心が 付 
きました。 福音の メ ッセー ジは 神の 
み 言葉で， 長い間 この 真理 を 知って 
いたよう に 思います。 けれども， 私 
に 行動 を 起こ させた の は 息子の 伝道 
です。 私 は クレイグが 伝道 を 終える 
時に 夫婦で 会いに 行ける ように， も 
う 準備 を 整えて います。 息子が 専任 
宣教師と して 施す 最後の パプ テス マ 
は， 私が 受ける 積も りです。』」 

揺る ぎない 信仰 を もった ひとりの 
年若い 宣教師 は， 神と とも に 現代の 
奇跡 を 起こした ので ある。 愛する 人 
と 心 を 通わせた いという 彼の チヤ レ 
ンジ は， 彼と 父親の 間に 横たわる 延 
々たる 距離に よって 一層 難しくな つ 
た。 しかし， 愛の 精神 は 広大な 太平 
洋を 越え， 崇高な 語らいの うちに 心 
と 心が 通い 合った ので ある。 

はるかかなたの 地 オース トラ リア 
で， 腰まで 水に つかって 父親と とも 
に 立ち， 右手 を 直角に 挙げて 儀式の 
言葉 を 宣言した 時， クレイグに 勝る 
偉人が ほかにい ただろ う 力、。 「フ レツ 
ド' サド バリー， われ は イエス .キ 

リ ス ト によ り 権能 を 受け たれば， 天 
父と 御子と 聖霊との 御名に 由り て汝 
にバプ テス マ を 施す， アーメン。」 

母親の 祈り と， 父親の 信仰， それ 
に 息子の 奉仕が 神の 奇跡 を もたらし 
たので ある。 母， 父， 息子， それ ぞ 
れが 栄誉の 殿堂に 入る に ふ さわし い。 

彼らが， そして 私たち 一人一人が 
次の よ う な 天よ り のみ 言葉に ふ さ わ 
しい 生活が できる よ うに 願って いる.。 

「主なる われ はわれ を畏 るる 者に 恩 


i と憐 みと を 与え， 終りまで 義 しく 
且つ 真実に われに 仕うる 者に 誉を与 
うる を 喜ぶ 者な り。 
彼らの 得る 報い は 大き く  ， その 栄 
は 永遠なる べし。」 （教義と 聖 約76: 


5,6) 

こ う して 永遠^の 栄誉の 殿堂に 
お け る 私たち の 座 は 保証 される ので 
ある。 これ は 私の 切なる 祈りで ある。 
ここで 皆様に 私の 証 を 残したい。 ナ 


ザ レのィ エス は 私たちの 救い主で あ 
り， 續ぃ 主で ある。 また 御 父に 対す 
る 私たちの 仲保者で ある。 これらの 
こと を 主 イエス' キリス ト のみ 名に 

よって 申し上げる。 ァーメ ン。 


藝  ， 
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家族に 流れる 海流 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


私 は はじめて 氷山 を 見た 時の こと 
を， 今でも はつ き り と 覚えて いる。 

1937 年， キンす:' ール 姉妹と 私 は 汽船 
で カナダの モン ト リ オール を 出航し， 
セン ト ロー  レンス 川から 北大西洋へ 
と 抜けて， はじめて 大西洋 を 横断し 
た。 

セント ロー  レンス を 抜けて かな り 
沖合い を 航行して いた ある 日， 船 内 
に ちょっと した 興奮が 巻き起こった。 
氷山が 見えた ので ある。 船客の 大半 
は デッキに 駆け登って 見物した。 青 
い 空と 暗い 海 を 背景に 巨大な 白い 氷 
山が 遠く に 見えた。 

高山の 険しい 峰の よ う に 海の 中 を 
ゆっくり と 流れて いく さま は， 実に 
美しい ながめであった。 それまで 話 
に 聞いて はいたが， その 時 はじめて， 
自分の 目の前に， 氷の 険しい 頂 を 見 
たので ある。 

これ を 見て， ホワイト 'スター 会 
社の 汽船 タイ タニッ ク 号が 処女航海 
で 大西洋横断の 途中に， 悲劇的な 沈 
没 を 遂げた こと を 思い出した。 1912 
年 4 月 4 日の 夜更け， 巨大な 氷山 力；. 
この 新造 大型 船に 衝突した。 1503 名 
の 乗客 は 英国 と 合衆国の 名士が 多 か 
つたが， 沈没と ともに 海中に 引き込 
まれ， 救助され たの はわず かに 703 名 
であった。 


そして， 今から 4 年 ほど 前， 私た 
ちはィ ギ リス 力、 ら 合衆国 に 飛行機で 
向かった 時， グリーンランド 上空 か 
ら 再び 氷山 を 目に した。 空路 は ほと 
ん ど 雲の上 だ つた 力；， グリーン ラン 
ド 上空 を 飛んだ 時には 空 は 晴れ上が 
り， 雲 ひとつなかった。 太陽 はまぶ 
しく 輝いて いた。 あのよう に 雄大で 
美しい 光景 はめった に 見られる もの 
ではない。 遠々 と 広がる の は， 巨大 
な 島 を 覆う， ぶ 厚い 氷の じゅうたん 
であった。 厚い 氷河が ゆつ く り と 谷 
から 海に 進み， 碎 けて 氷山に なって 
いるの も 見えた。 フ ィョル ドは， 大 
洋 目指して 流れて く る 氷の 山で びつ 
しりと 埋まって いた。 そこ 力；， 33 年 
前に 見た あの 無数の 氷山の 生まれ 故 
郷 だった ので ある。 

グリーン ラン ドの 氷原で 生まれた 
氷山の 進路 は 明らかであった。 ゆる 
やかな ラプラ ドル 寒流 は パフ ィ ン湾 
とデー ビス 海峡 を 通って 絶え間なく 
南下しながら， 風と 波と 潮の 勢いに 
も 負けず 巨大な 氷山 を 運ぶ ので ある。 

海流 は， 表面 を 吹く 風よりも ずっと 
大きな 力で 自分の 道 を 進む。 

この 自然の 相克 を， 私たち は 自分 
の 生活に 引き 比べて みた。 親の 正し 
い 教えに よって 家族に 生じる 生活の 
海流が， 誤った 世の おびただしい 悪 


影響の 波風に も 負けず， 子供の 進む 
方向 を 決める ことが， 幾度 も あるで 
あろう。 

私たちの 見る ところ， 海の 波の 下 
に は 無視す る ことので きない 大きな 
力が 存在し， また， 私たちの 生活に 
も そのよ う に 強い 力が 存在す る。 

強大な ミ シシッ ピ川 も， 大海 流に 
比べれば 小川 同然で ある。 海流の 中 
でも こと に 壮観な のが ラ ブラ ドル 寒 
流 だとい う。 それに 次ぐ のが メキシ 
コ 湾流で， この 海流 は メキシコ湾の 
東側から 合衆国 東岸に 沿って 北上し， 
大西洋 を またいで ョ 一口 ツバ 沿岸 を 
暖める 暖流で ある。 この メキシコ湾 
流 は ミ シ シ ッ ピ 川の 1 千倍の 水量 を 
運ぶ。 また， 規模から いえば それに 
劣り こそ すれ， ラブ ラドル 寒流 は 年 
々 何千の 氷 山 を， 生ま れ 故郷の ゲ リ 
ーン ランドから， メキシコ 湾流と 出 
会って 解ける まで， 確実に 忠実に 運 
び 続けて いる。 かの タイ タニッ ク号 
が 悲運 に殉 じたの は， ちょうど ラブ 
ラ ドル 寒流と メキシコ 湾流が 合する 
地点であった。 

私たちの 道が， 氷山と 同じような 
自分で はほんの 一角し か 認知で きな 
い 力に よって かなり 左右され ると い 
うこと は 実際に ある。 しかし， 私た 
ち は 氷山で はなく， むしろ 船の 方で 
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ある， というの も 真実で ある。 自分 
で 動く 力が あって， 海流に 気付き さ 
え すれば それ を 都合 良く 利用す る こ 
ともで きる からで ある。 

このよ う に， も し 私たちが 正しい 
生活と いう 目標に 向かって 流れる 強 
く 確実な 海流 を， 家族の 中に 生み出 
せたならば， 親 も 子供 も， 困苦 や 落 
胆， 誘惑 や 時流の 逆風に も 負けずに， 
前進で きる であろう。 

若者 も 大人 も， 時には， はたして 
乗り切る ことができる だろ うかと 思 
う ほどの， 実に 多くの 渦巻く 風に 身 
を さら している。 時流の 風 は 不安定 
な 人々， 世と 歩調 を 合わせた いと 思 
つてい るよ うな 人々 を 押し流す。 性 
の 誘惑の 風 は 結婚 生活 を 破壊し， 輝 
ける 未来 を 打ち砕き， 人々 を 堕落 さ 
せる。 悪い 仲間， 幻覚剤， 瀆神 行為, 

ポルノグラフィー これら は， もし 私 
たちが 正しい 生活に 向かう 強く 確実 
な 海流に 乗って いなければ， 私たち 
を 押し流して 行って しまう であろう。 
私たち は 親と して， 家族の 一員と し 
て ふさわしい 生活 を 営む こ とに より， 
生活の 海流 を 定め， それ を 強力に し 
なければ ならない ので ある。 

私たち 一人一人に は， 清く 神聖で 
真実な， 世の 力に 支配され る ことの 
ない， 力強い 神と なる 可能性が 宿さ 
れ ている。 私たち は 聖典から， 自分 
が 永遠の 存在で 初めに 神と と もに あ 
つたこと を 教えられ ている。 （ァ ブラ 

ハム 3  ：  22 参照） そのこと を 知る と， 
人の 尊厳に ついて ほかと 異なる 認識 
が 生まれる ので ある。 善良な 家庭の 
子供た ちが 反抗したり， 道 を 踏み 誤 
つたり， 罪 を 狙したり， 挙げ句の 果 
てに は 神と 争ったり する の を， 私 は 
しばしば 目に してきた。 海流 を 起こ 
そう， 模範に なって 教えよ うと 自分 
の 最善 を 尽く してきた 両親に とって， 
それ は 大きな 悲しみで ある。 しかし， 
よく ある こと だが， その子 供た ちの 
多く 力;， 迷いの 年月 を 過ごした 後に， 


心 を 和らげ， 失って いた もの を 悟り， 
悔い改めて 自分の 周囲の 人々 の 霊的 
な 面に 大きな 貢献 をす るので ある。 
このよ う な ことが 起こ り 得る と 私が 
信じる の は， 次の ような 理由からで 
ある。 いろいろな 逆風が 吹き付ける 
中で， 彼ら は 自分で 意識して いる 以 
上に 大きく， 自分の 家庭で 培われた 
生活の 海流の 影響 を 受けて いたから 
であろうと 思う。 後日， 彼らが 自分 
の 家庭の 中に 父母の 家庭と 同じ 雰囲 
気 を 再び 作りたい と 思った 時， きつ 
と 両親の 生活に 意義 を 与えた 信仰に 
立ち返る ことであろう。 

もちろん のこと， 正しい 両親なら 
かならず 子供 を 引 き 止めて おく こ と 
がで きる という 保証 はない し， でき 
る 限りの こと をし ないならば， 子供 
は 遠の いていく であろう。 子供に も 
自由意志が 与えられ ている。 

だが もし， 私たちが 親と して 子供 
たちに 影響 を 与え， 「狭く 細い 道」 へ 
心 を 向けさせなかったなら， その 時 
に は， 悪と 誘惑の 波風が 子孫 を 道 か 
ら 連れ去る に違いない。 

「子 を その 行くべき 道に 従って 教え 
よ， そうすれば 年老いても， それ を 
離れる ことがない」。 （箴言 22  ：  6) 
私たちの 知っている こと は 何かとい 
えば， 子供に 良い 影響を及ぼそうと 
努める 正しい 両親 は 終わりの 日に 咎 
なしと され， 全員と はいわない まで 
も， 子供た ちの 大半 を 救いに 導く こ 
と がで きる だろうと いう ことで ある。 

モー サャ 書に， 人の 心の 相克が 述 
ベら れ ている。 

「肉欲に 従う 人 は 神の 敵であって， 
アダムの 堕落して この 方そう である。 
しかし， 人が もし 聖霊の 導きに 従い 
肉欲に 従う こと をす てて 主キ リ ス' 卜 
の 身代 り の W 罪に 由 つ て 聖徒 となり， 
幼児の よ う に 従順で 柔和で 謙 遍で愛 
情に 富み， 幼児が その 父に 従うよう 
に， 主が 負わせた もうす ベての こと 
に 喜んで 服従し ないならば， とこし 


えに 神の 敵と なる であろう。」 （モー 
サャ 3  ： 19) 

「肉欲に 従う Aj と は， 動物 的な 情 
欲に 負け， 霊的な 心 を 曇らせて しま 
う 「この 世 的な 人」 のこと である。 

数年 前の 外国旅行で のこ と だが， 
その 国の 公立学校に 通 う 子供た ちが 

クラスで 宗教に 対して 絶えず 集中 攻 
撃 を 受けて いると いう こと を 聞かさ 
れ ていたので， 私 は どのよう にして 
子供た ち を 教会に つなぎ， 信仰 を 守 
つて あげられる のかと 教会の 指導者 
に 尋ねた ことがあった。 すると 彼ら 
はこう 言った。 「真理と 誤りの 区別が 
できる ように， 家庭で よく 教える の 
です。 学校に 行って 聞かされる 無 神 
論が そ の ま ま 耳から 耳へ 通 り 過ぎる 
ように。 子供た ち は 私たち 親 を 愛し， 
信頼して， 信仰 をし つかり 守って く 
れ ています。」 神 はこの ような 忠実で 
献身的な 親た ち を 祝福 される。 

まず 第一に は， 永遠に 添い遂げる 
ために 個人的な こと を 調節して いこ 
う とする 努力が 見られる 地に 足の つ 
いた 結婚で ある。 このような 健全な 
基盤が あって こそ， 子供た ち は 平安 
を 得る ので ある。 

現代の 評論家 は， 急激に 変化す る 
世の中で， 人々 は 連帯感の 喪失から 
ある 種の シ ョ ックを 受けて いると 指 
摘す る。 私たちの 社会の 流動性と い 
うこと は 私たちの 子供が 何度も 何度 
も 住む 所 を 変え， 袓 父母， おじ， お 
ば， いとこと いった 近親者 や 旧来の 
隣人との 親しい 交わり を 無く してい 
く という こと を も 意味して いる。 私 
たち は 自分の 家族に， 自分た ちが 永 
遠に 一緒な の だとい う 気持ちと， 外 
部で どんな 変化が あろうと も， 家族 
関係 は 決して 変わ ら ない 基本的な も 
の だとい う 意識 を 養う こと 力;， また 
大切で ある。 私たち は， 子供が 親戚 
の 人た ち を 知る よう に 努め るべき で 
ある。 彼らの 話 をし， 文通し よ う と 
努め， 訪問 をし， 家族の 輪に 加わる 
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などが 必要で ある。 

体の 大きさ はどう あれ， あなたが 
子供た ち を 腕に 抱いて， その子 を 愛 
してお り， 永遠に 一緒に いられる の 
が うれしい と 話し掛け たの は， 最近 
ではい つの こ とであった ろう 力、。 取 
り 立てて 理由 はない が， 伴侶 を 喜ば 
せよ う という 気持ちで， ちょっとし 
たプ レゼ ン 卜 を 内緒で 買って 来たの 
は， いつの ことだった だろう 力 '。一 
輪の バラ を 持ち帰ったり， ハートの 
形 を 付けた パイ を 作ったり， 生活に 
愛と 暖かさ を 加える ちょつ と した 行 
為 を， 最近で はいつ しただろう 力、。 

建築 資金 や 赤十字に 寄付 をした り ， 
土曜日 に 長老 定員 会で 未亡人の 家の 
ペンキ 塗り を 手伝う といった 計画が 
あったなら， 子供た ちに も その 話 を 
し， できれば 計画の 決定 や 実行に 参 
加 させなさい。 家族に パプ テス マ や 
確認の 儀式 や 按手 聖任を 受ける 人が 
いたなら， 家族 みんなで その 会に 出 
席で きる し， 野球 チームに 入って い 
る 子供に は 全員で 声援 を 送る こと も 
できる。 家庭の 夕べ や 食事の 時 や 祈 
りの 時にはい つも 全員が 顔を合わせ 
るし， みんな 一緒に 什 分の 一 を 納め， 
教えと 模範で この 麗し t  、原則 を 学ぶ 
こと もで きる。 

家庭 は， 主に 頼る こと が 特別 に 何 
かあつた 時の ためで なく， 日常の 自 
然 な 経験と なる 場で なけれ ば な ら な 
い。 そのための ひとつの 方法 は， 毎 
日 の 熱心な 祈 りで ある。 た だ 祈 る だ 
けで は 十分で ない。 親と して 自分が 
知らなければ ならない こと， 家族の 
ためにし なければ ならない こと を 啓 
示して 下さ ると いう 信仰 を 持って， 
実際に 主に 話 し 掛ける こと が 大切な 
ので ある。 ある 人た ち 力；， 祈って い 
ると， 子供が 目 を 開けて 主が 本当に 
そこに おられる の を 見た がつ たとい 
う。 それほど 神 を 身近に 感じさせる， 
率直な 祈りだった。 

子供が 家 を 離れて 学校 や 伝道に 行 


く， 妻が 精神的に 疲れて いる， 子供 
が 結婚す る， 大切な 決断に 助言 を 求 
めら れた など， いずれの 場合に も 父 
親 は 祝福 師の 責任 を 行使して 家族 を 
祝福す る ことができる。 

また， 忘れて ならな いのは， 特に 
父親 不在の 時に， 母親が 子供た ちと 
と も に 祈って 子供の ために 主の 祝福 
を 呼び 求める ことで ある。 母親 は 神 
権に よってで はなく， 一家 を 正しく 
治める という 神から 与えられた 責任 
によって， それ を 行なう ので ある。 

私た ち が 氷山 と は 異な つてい る ひ 
とつの 大切な 点が ある。 私たちに は， 
みずから 動く 力が あり， そのため 船 
と同じように， 望む ところへ 動いて 
行く ことができ るので ある。 海流に 
気付けば それ を 利用す る こと もで き 
る。 南米から 北米の 大西洋 沿岸の 港 

へ 航行す る 巨大な オイル タンカー や 
鉱石 積載 船 は， 丁度， 飛行機が はる 

か 上空の ジ ヱ ッ ト 気流に 乗る よ う に， 
メキシコ 湾流 を 利用す る と言われて 
いる。 

も し 海流に 逆らいた ければ それ も 
できよう。 しかし 海流の 影響から 逃 
れる こと はでき ない。 ビアリーが; 1 匕 
極に 向かった 時， 自分が 島の ように 
大きい 流氷に 乗って いる ことに 気が 
付いた。 犬 を 連れて 北極 を 目指した 
が， 流氷 は 海流の ため， それよ り も 
ずっと 速い 勢いで 南に 流れて いった 
という。 

兄弟 姉妹た ち， 家庭 は 私たちの 宝 
である。 家庭 そして 家族 は， 私たち 
のよ つて 立つ 基盤で ある。 そのこと 
を， 今度の 大会で は 幾度 も 聞いた。 
家庭生活， 互いに 愛し 合い 頼り 合う 
親子に ついて。 それ こそ， 主が 私た 
ちの ために 計画され た 生き方で ある。 

さて， 3 日間に わたり 多くの こ と 
を 教えて く れた 盛大な 大会の 終わ り 
に当たって， 尽力され た 兄弟た ち， 
また 話 を 通じて 知識と 多くの 情報と 
豊かな 霊感の 宝 を 私たちに 与えて く 


れ た 兄弟 た ち に 祝福 を 差し上げたい。 
兄弟 姉妹た ち， 帰宅しても， 大会 
を と びら の 外に 締め出さな いでいた 
だきたい。 自分の 身に 着けて， 家に 
持ち帰って 欲しい。 教会員， 家族に 
その 話 をし， 聖餐 会で も 一部 報告 を 
していた だきたい と 思う。 だが とり 
わけ， あなた 方の 家族に 話 をして， 
あなた 方が 受けた 霊感， 生活 を 変え 
て 天父に さ らに 喜ばれる よ う になろ 
う という 決意から もたらされる 恩恵 
を， 与えて いただきたい。 

今 大会の 最後に， 私たち は あなた 
方 を 祝福し， 天なる 主の 祝福 を 与え 
る。 兄弟 姉妹た ち， 私 はこれ が 主の 
み 業で ある こと を 知っている。 あな 
た 方 は， 訳 もな く わざわざ 遠くから 
やって来 たので はない。 自分の 魂 を 
養いに やって来 たので ある。 

私 は 主が 生きて おられる こと を 知 
つてい る。 アダムと ともに おられた 
神， ヨルダン 川の ほとりに 来て， 「こ 
れ はわた しの 愛する 子， わたしの 心 
にかな う 者で ある」 （マ タイ 3  ： 17) 
と 言い， 御子 を 世に 紹介され， この 
世の すべて を 御子に 託された その 神 
が 生きて おられる こと を。 また， 私 
たちが 礼拝す るの は， 変貌の 山に 来 
て， 不完全ながら 主の み 業に 携わる 
はずの ぺ テロ， ヤコ ブ， ヨハネの 僕 
たちに 再度， 「これ はわた しの 愛する 
子， わたしの 心に かなう 者で ある」 

(マ タイ 17:  5) と言われた その 神 
である こと， その まったく 同じ 神 力く， 
私たちが その 存在 を 知っている 神， 
ニューヨーク州に 来て， 昔 ニーフ ァ 
ィ 人に 告げた と 同じ こと を 告げ， 長 
い 間 暗黒 を さまよつ ていた 世に 「こ 

はわが 愛子な り， 彼に 聞け」 （ジ ョセ 
フ • ス ミス 2  ： 17) と言われた その 
神で ある こと を， 私 は 知っている。 
イエス は キリスト であり， 生ける 
神の 御子で ある。 私 は それ を 知って 
いる。 私たちの 教えて いる 福音が ィ 
エス. キリスト の 福音で あり， 私た 
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ちの 属する 教会が ィ エス • キ リスト 
の 教会で あり， そこで 教えられ てい 
る こと は イエス' キリス 卜 の 教義で 
あ り ， 方針で あ り， イエス' キリス 
卜の プログラム である こと を， 私 は 


知っている。 もし 私たちが 皆， 主 か 
ら すでに 与えられた 計画 や 将来 与え 
られる 計画に そのまま 従ったならば， 
すべての 約束 は 成就 される ので ある。 
神 は あなた 方 を 祝福して おられる。 


私たち は 愛と 感謝と ともに， 主の 祝 
福 を あなた 方の 上に 注がれる よ う 御 
子 イエス. キリスト のみ 名に よ つ て 

祈る。 ァーメ ン。 


309 


第 I  45 回; 

年次 総 大会 

1975  i 
4.  4-6  ' 


時の 動き 

1974 

10.8 前 首相， 佐 藤栄作 氏に ノーべ 

ル 平和 赏 授与が 決定され る。 
10. 14 三 井 物産 本社， 予告 爆発 事件。 
10.27 日本 東京 ステーキ 部が 分割 さ 
れ， 日本 横 浜 ステーキ 部が 新 
設 される。 
It. 5 米国 中間選挙で 民主党 圧勝。 
11.25 日 野 市 帝 人 研究所 爆破 事件。 
10.9 三 木 内閣 発足。 
12.10 大成 建設 予告 熳破 事件。 
12.23 鹿 島 建設 爆破 事件。 
1975 

1.8 デビ ッ ド •  B  • ヘイ ト， 十二 

使徒に 任命 さる。 
2.28 間 組 本社 爆破 事件。 
3.5 パレスチナ ゲリラ， イス ラエ 

ルの テル ァ ビブ 空港に 侵入。 

翌朝 全員 射殺さる。 
3.10 山陽 新幹線， 博 多まで 開通。 
3.21 エチオピア 帝政 廃止。 
3.25 サウジアラビアの フ アイ サル 

国王， 甥の ムサ エド 王子に よ 

つて 暗殺 さる。 
4.4 米 政府に よる 米国 行 ベトナム 

戦災孤児 輪 送 機が 墜落， 199 人 

が 死亡。 
4. 4 一  第 145 回 年次 総 大会。 
6     W  'グラント' バンガ 一ター， 

ロバ一 ト •  D  • ヘイルズ， ァ 

ドニ 一  •  Y  • 小 松， ジ ヨセフ 

B • ワース リンが 十二使徒 評 

議員 会 補助に 召さる。 , 


■  4 月 4 日 （金） 午前の 部に おける 説教 

わたし を 主よ， 主よ， と 
呼びながら， なぜ わたしの 

言う こと を 行わない のか  ス ペン サー •  W  • キン ボール 315 


■  4 月 4 日 （金） 午後の 部に おける 説教 

霊の 故郷  トーマス 'S' モンソン 

自由意志 を 用いて デル バー ト •  L  'ス ティ プレー 
 L • トム 'ペリー 


■  4 月 5 日 （土） 午前の 部に おける 説教 

アメリカ における キリスト  N  • エルドン 'タナー 

信仰 —— その 第 1 歩  ハ ワード •  W  • ハンター 

安息日  マーク •  E  • ピーター セン 


320 
323 
326 


329 
333 
336 


■  4 月 5 日 （土） 午後の 部に おける 説教 

従順， 奉献 そして 懂牲 ブルース. R  . マッコ ン キー 339 
モル モ ン経は 神の み 言葉で ある  エズラ 'タフト' ベンソン 342 


■  4 月 5 日 （土） 神権 会に おける 説教 

勇気の ある 人が 必要で ある マ リオン. G  .  ロムニー  346 
成功者 は 克己に よって 測られる N  . エル ドン • タナー 350 

ふさわしい 神権 者に なろう  ス ペン サー . W  • キン ボール 354 


■  4 月 6 日 （日） 午前の 部に おける 説教 

復活祭に 寄せて  マリオン .G'  ロムニー  359 

今 こそ， その 時で ある マー ビン. J. アシュトン 363 
キリストの 象徴  ゴードン 'B' ヒンクレー 366 


■  4 月 6 日 （日） 午後の 部に おける 説教 

主 は 一つ， 信仰 は 一つ， パプ テス マ は 一つ… リ グランド' リ チヤ ーズ 370 
長老 見込み 会員への 勧告 ボイ ド. K  . パッカー 374 
人 は なぜ 罪 を 黙認し 続ける のか …… ス ペン サー •  W  . キン ボール 378 
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大 祝福 師 


わたし を 主よ， 主よ， と 

呼びながら， なぜ わたしの 
言う こと を 行わない のか 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


この 1 週間 私たち は 復活祭 を 祝つ 
てきた。 復活祭お めでとう， とすべ 
ての 人々 に 申し上げたい。 聖典 は 主 
の 復活の 模様 を 次の よ う に 記して い 
る。 

「さて， 安息日が 終って， 週の 初め 
の 日の 明け方に， マグ ダラの マリヤ 
とほかの マリヤと 力；， 墓 を 見に きた。 

すると， 大きな 地震が 起った。 そ 
れは 主の 使が 天から 下って， そこに 
きて 石 を わきへ ころがし， その上に 
すわった からで ある。 

その 姿 はいなず まの よ う に 輝き， 
その 衣 は 雪の よ う に 真白であった。 

見張り をして いた 人た ち は， 恐ろ 
しさの 余り 震え あがって， 死人の よ 
う になった。 

この 御 使 は 女た ちに むかって 言つ 
た， 『恐れる こと はない。 あなたがた 
が 十字架に おかかり になった ィ エス 
を搜 している こと は， わたしに わか 
つてい るが， 

もうこ こ に はおられない。 かねて 
言われた ように， よみがえられ たの 
である。 さあ， イエスが 納められて 
いた 場所 を ごらんなさい。 

そして， 急いで 行って， 弟子た ち 
にこう 伝えなさい， 『イエス は 死人の 
中から よみがえられた。 見よ， あな 
たがた よ り 先に ガリ ラャへ 行かれる。 


そこでお 会いで きる であろう』。 あな 
たがた に， これ だけ 言って おく。」 

(マ タイ 28  ： 1—7) 

「歴史の 中心点 は， べッレ ヘムの 馬 
小屋に ある。」 （ラルフ' ソック マン） 

イエス. キリスト のみ 名 と その 意味 
する もの は 世の 歴史の 奥底に 深く 根 
を 下ろして おり， それ はいかなる 時 
代に も 抜き取られる ことはなかった。 
キリスト は 4 月 6 日に この 世に 降誕 
された。 神の 息子の ひと りと して， 
神の 生みた まいし 独り子と して キ リ 
ストが 降誕され た。 この 誕生に はこ 
の 上ない 大きな 意味が ある。 

キ リ ス 卜が 導きと 教え を 施された 
3 年間。 その 大切 さに おいて この 3 
年間に 比肩 し 得る もの は 世に ない。 

そ して 十字架に かけ られる 時が 来 
た。 イエス はみ ずからの 墓と 同様に， 
全人 類の 墓 を 開く ために， 死 を 味わ 
う 必要が あった。 

あの 深い 闇に 閉ざされた 十字架の 
時がなかったなら， 墓より いで 来る 
という 春はなかった。 「アダムに あつ 
てす ベての 人が 死んで いるのと 同じ 
ように， キリストに あってす ベての 
人が 生かされ るので ある。」 （1 コリ 
ン卜 15:22) きょう 私たちが 喜ぶ の 


はこの ゆえんで ある。 

「死よ， おまえの 勝利 は， どこに あ 
るの 力 > 。死よ， おまえの とげ は， ど 
こに あるの か。」 （ 1 コ リント 15  ：  55) 

11 人の 使徒た ち は， キリスト につ 
いて オリ ブ 山の頂に 登って 行った。 
そこに はふたり の 天使が いて， 次の 
よ うに 語った と 聖典 は 告げて いる。 

「ガリ ラャの 人た ちょ， なぜ 天 を 仰 
いで 立って いるの 力'。 あなたがた を 
離れて 天に 上げられ たこの ィ エス は， 
天に 上って 行かれる の を あなたがた 
が 見た のと 同じ 有様で， またお いで 
になる であろ う 。」 （使徒 1 ： 11) 

「さて， キリスト は 死人の 中から よ 
みがえ つたの だと 宣べ 伝えられ てい 
るのに， あなたがたの 中の ある 者が， 
死人の 復活な ど はない と 言って いる 
の は， どう した ことか。」 （1 コ リン 
卜 15  ： 12) 

この 大会 を 通じて， 私たち は 信仰 
を 新たに し， 証 を 強め， 主が 正式に 
任命し， 権限 を 与えた もうた 僕から 
主の 道 を 学ぼうと している。 この 機 
会に 私たち は 交わした 誓約と 約束，' 
それに 決意 を 今一度 心に 刻み 込 も う 
ではない か。 

私たち 教会員 は， 水に 沈められる 
パプ テス マ を 受け， 聖 なる 神権 を 持 
つ 正しい 権能 を 与えられた 人の 按手 
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によ り 聖霊 を 受けて いる。 私たち は 
神の 前にみ ずから を 低く して バプテ 
スマを 受け， イエス' キリストの 教 
会に 迎えられ ている。 私たち は パプ 
テス マ を 受ける こと を 望み， 悔いる 
精神と へり く だり たる 心 を もって 進 
みいで， そして 教会員の 前に 証した， 
すなわち， 自分の 罪 を 心から 悔い 改 
め， 終わりまで 主に 仕える という 固 
い 決意 を もって イエス 'キリストの 
み 名を受 くると。 また， 罪の 赦しを 
得させる キリス 卜の みたま を 受けた 
こと を， 行ないに よって 表わす と 証 
したので ある。 
つい 先頃， 幹部の 兄弟た ちとと も 
に 私 は ブラジルの サン パゥ 口お よび 
アルゼンチンの ブ エノス アイ レスで 

開かれた 地域 大会に 出席した。 私た 
ち は そこに 出席した 人々 に， シ オン 
は 南北 両ァメ リ 力に あると 申し上げ 
た。 ちょうど， 大きな 鷲が 翼 を 広げ 
ている よ う に， 南北 両ァメ リカと も 
シォ ン なので ある。 

南ァメ リ 力で 教会 は 大きく 進歩し， 
発展して いる。 人々 は 幸福感 を 味わ 
い， その 心 は 鼓舞され， 高められて 
いた。 若人 は うれしそうに ダンス を 
していた。 やがて 彼らが 指導者に な 
るので ある。 

「イスラエルの 集合」 は， はるか か 

なた の 地の 国々 に 住む 人々 が 福音 を 
受け入れ， 故国に とどまる 時に も 成 
就して いる。 メキシコ 人に とっての 
ィ ス ラエルの 集合 はメ キシコ で 行な 
われ， 北欧に 住む 人々 にと つて はス 
カンジ ナビア， ドイツ人に とって は 
ドイツ， ポ リ ネ シ ァ人は 彼 ら が 住む 
海の 島々， ブラジル 人 は ブラジル， 

れぞれ 集合の 地で ある。 私たちが， 

現在 350 万 を 数え， なお も その 数に お 
いて 成長し， 自立の 力 を 強め， さら 
に 忠実の 度 を 強めて いる 民 を 導く に 
際して， 主が 助け をた もうこと に感 
謝 を 捧げたい。 


今日， 19，  000 人 近くの 宣教師 か ii 
音 を宣べ 伝えて いる。 「畑 は 早 白く し 
て 刈り入れ を」 待って いる。 （教義と 
聖約 4  ：  4) 宣教師と 会員た ちが 多 
く の 人々 に 福音 を 伝えて いる。 

私たち は， 地の 四す み， 世界の 果 
てまで 宣教師 を 送って いる。 そして 
東西南北， 海の 島々， いずれの 地に 
もく まなく よきお とずれ を 携え 行く 
ことので きる 日が 来る の を 待ち望ん 
でい る。 今や この 教会 は 世界の 教会 
である。 ステーキ 部数 約 700, ワード 
部お よび 支部 7，  500， 伝道 部 は 150 を 
数える。 私たち は， 大海で 淵が おお 
われる ように， 全地 を 福音で 満たし 
つつ ある 。 

教会 は 繁栄 を 見て いる。 教会員 は 
一般に 教えに 忠実で あり， 幸福な 生 
活を 営んで いる。 最近の こと， 東部 
の ある 著名 人から 次の よ うな 質問 を 
受けた。 「なぜ モル モン はこん なに 幸 
せそうな のです か。」 私 はこう 答えた。 
「私たち は あらゆる もの を 持って い 
るからで す。 つまり， イエス' キリ 
ス 卜の 福音が あ り ， 光， 神権， 権能， 
約束， 誓約， 神殿， 家族， 真理と， 
すべてが あるから です。」 

最近， 私た ち は ワシントン D.C. 
で 壮大な 神殿 を献 堂した。 さらに， 
南ァメ リ 力の サン パゥロ にも 神殿 を 
建てる こと を 発表して いる。 

以前， 私たち は 大会に おいて， 主 
が 私たちの ために この美し 、世界 を 
創造し， 父祖 アダムに 地 を 耕し， 人 
の 住居と する よ う 命じられ たこと を 
再 確認した。 この 戒め は 今な お生き 
ている。 

私たち はすべ ての 人に 提案したい。 
過度の 汚染 を 抑え， 地 を 手入れし， 

きれいに し， 豊かな 産物 を もたらす 
美しい 地と する よ うに， 主 は 食物， 
衣服， 家屋， 小屋， 果樹園， 野菜畑， 
ぶどう 園な ど， それらの ために 地よ 

り 生じる もろもろの 草と 善き もの， 
すべて これら 季節に 応じて 地よ り 生 


じる もの は， 皆 人の ため， 人の 用い 
るた めに 造られ， 人の 目 を 楽しませ, 
心 を 喜ばせる ための ものである。 こ 
れ ら は 肉体 を 健やかに し 人に 活力 を 
与える よう， 食物， 衣服， 味， 香り 
のために 作られた。 これらす ベて を 
人に 与える こと を， 神 は 喜びと して 
おられる。 人 はこの 目的に かなって 

適量に 用いる こ と を 求められ ている C 

(教義と 聖 約59  ： 16 — 20 参照） 
だが， 家の 周囲 を 見回す と， 雑草 
が はびこり， 水路の 土手に はくず や 
廃物が 散らかつ ており， 目 を 覆う ば 
かりで ある。 破れた 囲い， 壊れた 納 
屋， 塗料が はげ， 傾き かけた 家畜 小 
屋， 壊れた 門 を 見る につけ， 私たち 
は 悲しみ を 覚える。 住まいと 所有地 
にも う 一度 目 を 向けて いただきたい。 
プリ ガム • ヤング 大 管長に まつわ 
る このような 話が ある。 ある 地域の 
人々 に 家屋 を 手入れ し 清潔 にす るよ 
う 求めた が， 人々 は それ をし なかつ 
た。 このため ヤング 大 管長 は その 地 
域 を 訪れて 説教す る こと を 拒否し， 
次の よ う に 述べた。 「あなたが たは， 
私が 家屋 を 整える よ う 求めた にも か 
かわらず， 耳を貸さなかった。 とび 
ら のちよ うつが いは 壤れ たままで， 
小屋の 塗装 ははげ ており， 壊れた 囲 
いも 一向に 修理され ていない。」 

ある 雑誌に 次の よ うな 記事が あつ 
た。 

「裏庭に は， 現在 人々 が 必要と して 
いるものが ある。 インフレ を 抑え， 
世界の 食糧 危機 を 緩和す る ひとつの 
手段が そこに ある。 

それ は 『土地』 である。 それ も， 
さほど 広く な く と も 構わない。 

使わ なくなった 遊び場， ガレージ 

の 裏手の 日の 当たる 場所， 敷地の 奥 
ま つ た 所に ある 3  メート ル 位の 細長 

い 土地， 雑草が 伸び 放題に なって い 
る 敷地 ゃキ ャ ッ チ ボールに 使って い 
る 場所で 十分で ある。 
食費 を 削減す るに は， この 土地に 
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野菜 を 裁 培 すれば よいので ある。 

手入れ を 怠らないならば， 5  X  6 
メートルの 土地 を 使って， 6 力 月間 
で 300 ドル （約 9 万円） に 相当す る 新 
鮮な 作物が 取れる 計算になる。 

現在 多くの 人々 が 庭に 菜園 を 造り， 
果樹 を 植え， 食品 保存 用の 容器 を購 
入して いると いう 報告 を 受け， 私た 
ち は 喜んでい る。 この ソルト レーク • 
シティ 一の 職員 を 初めと する 多くの 
人々 も ， わずかな 土地 を 利用 して 作 
物 を 植えて いる。 第二次世界大戦 中 
の 家庭菜園が 思い起こされる。 勧告 
に 耳 を 傾け， それ を 実行して いる こ 
れらの 家族に， 賛辞 を呈 したい。 

私た も は 今 真剣に， 教会員に 目 を 
向け， 俟約を 実行して， 基本的な 日 
用品 を 1 年分 貯蔵す るよ う 教えて い 
る。 

また 聖徒に 健康の 律法に 従って 生 
活す るよう 教えて いる。 これ は， 長 
命と 健康 を もたらす ものである。 

ある 大学の 調査に よると， 「モル モ 
ン 教会の 会員の 肺癌 と 食道 癌の 発生 
率 はき わめて 低い」 という 結果が 出 
ている。 モル モン は 喫煙と 飲酒 をし 
ないた め， 他の 人々 より 健康で 知的 
にも 優れてい る と 述べて いる 著名な 
博士 もい る。 食道 癌と アルコール 性 
飲料の 間の 因果関係 を 指摘して いる 
この 学者 は， さらにこう 述べて いる。 

「ユタ 州に 住む 人々 は， アメリカ 全 
体と 比較して， 心臓発作 による 死亡 
率が 25 パーセント 低い が， これ はタ 
バコ を 吸わない こ とに よ る もので あ 

ると 言う こ とがで き る。」 

私たち は， この 国の 多くの 地域で 
報じられ ている 道徳心の 低下に 戦慄 

を 覚えて いる。 万引きと 詐欺に よる 
被害 は この 国 だ け で 数十 億 ド ル に 上 

つてい る。 
「あなた は 盗んで はならない。」 （出 

エジプト 20: 15) 主 はこれ を アダム 

の 子孫に 告げ， 石の 板に 刻み 込まれ 

た。 両親 は， 人格 を 損う この 恐し い 


行為に 陥らない よう子 供 を 教育す ベ 
きで ある。 正直 は， 人々 との 交際の 
上で も， 自己 を 修める 上で も 力 ある 
徳 である。 偽り を 言う 者 は， 私たち 
の 社会から 遠ざけられる。 不正直 は 
どのよ うな も ので あれ 咎められ るべ 
きで あり， 「あなた は 盗んで はなら な 
い」 ので ある。 

私たち は 350 万 会員に 訴えたい。 正 
直， 高潔 を 守り， 入手した 物に 対し 
て 代価 を 払い， 支払った だけの 物 を 
受け取る よ う にしなさい。 私たち は 
子供に 正直と 徳を 教えるべき である。 

以前から かけ 事 は その 種類 を 問わ 
ず 禁じられ ている。 努力な しに， 無 
償で， 正当な 代価な しに 何 か を 得る 
という ことから， 人 は 勝ち負けに 関 
係な く 堕落し 傷つく。 

最近 目に した ある 雑誌に， ァ メリ 
力 に お け る 主な 犯罪 と 年間 の 損害額 
を 一覧表に した ものが あった。 賭博 
による 損失が その 第 1 であった。 

賭博に よる 損失 額 は ， 幻覚剤 に よ 
る ものの 5 倍， ノヽィ ジャック による 
損害の 20 倍 以上， 横領， 詐欺， 文書 
偽造の 4 倍， 窃盗， 強盗， 万引きの 
10 倍 以上， 破壊， 放火の 25 倍 以上， 
国家， 州， 地方 警察 を 維持す る 費用 
に 更生施設 および， 犯罪 を 扱う 法廷 
の 運営費 用 を 加えた ものの 2 倍 以上 
にも 上って いる。 

さて， 賭博の 代価 は 一体 何で あろ 
うか。 

年間 300 億 ドル （約 9 兆 円） が 消え 
て ゆく ので ある。 

さらに， 合衆国の ある 州で は 歳入 
の 増加 を 図り， 宝く じ を 行なって い 
る。 クラブ， 宗教団体まで も 力;， 賭 
博 ゲーム を 主催して いる。 

この 金額 を 正しい 目的に 使う と し 
た ら どんな ことができ るか を 考えて 
みていた だきたい。 年間 300 億 ドル を 
飢えた 人々 のために 回したら， どん 
な ことができる であろう 力、 

新聞に 目 を 転じる と， 女性と 十代 


の 若者の 喫煙が 増加し， 女性の 肺癌 
発生率が 上昇し 始めて いると いう。 
憂慮に 耐えない ことで ある。 肺癌 患 
者の 約 80 パー セン ト は 喫煙者で ある。 
だが これ は， 問題の 一端に 過ぎない。 
気 腫， 気管支 系の 病気， 心臓病 は， 
喫煙と 密接な 関係が ある。 これら は， 
治療に 多額の 費用 を 要し， 苦痛が 大 
きい。 さらに 若死に を 招 く  。 

主 は， 1833 年 「熱き 飲料 は 体の た 
めに ならず」 という 啓示 を 与えられ 
た。 私たち はこの 意味 を 明らかにす 
る 事実 を 近年 得て いる。 これ は 茶と 
コーヒー のこと である 「タバコ は 体 
のために ならず … … 人間の ため に 良 
き ものに あらず •• …- 葡萄酒 または 強 
き 飲料 …… は 宜しから ず。 また 汝ら 
の 御 父の 眼に も 適わざる なり。」 （教 
義と聖 約 89  ：  5  —  9 参照） 

主 は これら の 事柄 を 明ら かに さ れ 
た 時， 喫煙の 習慣が 癌 を 招き， 飲酒 
の 習慣が 多くの 事故と 病 を 招く こと 
を 知って おられた。 

これ は 今や 全 教会員への 戒めで あ 
る。 ある 教会員が これら 禁じられた 
もの を 用いて いる こと を 私たち は 知 
つてい る。 だが ィ エス 'キリスト は 
こう 宣言して おられる。 「わたし を 主 
よ， 主よ， と 呼びながら， なぜ わた 
しの 言う こと を 行わない の 力、。」 （ル 
力 6  ：  46) 彼ら はこの 主の 言葉 を ど 
う 説明 するとい うのだろう 力'。 私た 
ち は， 教会員が 主の 言葉に 耳 を 傾け 
るよ う 心から 希望して いる。 

さて， ユタ 大学の ふたりの 研究員 
により， この 教会 は 伝統的に 死亡率 
が 低い ことが 証明され た。 1971 年 現 
在で 人口の 約 72 パー セン 卜が 教会員 
である ユタ 州 は， 合衆国で 死亡率が 
もっと も 低い 州で ある。 ユタ 州の 2 
倍 近い 死亡率の 州が 幾つか ある。 

また この 調査 は， 飲酒と 喫煙に 関 
連して 死因 となつ た 10 の 病気の 内， 
心臓病， 癌， 肝臓 病の 3 つ は， 合 衆 
国 全体 と 比較して ユタ 州の 発生率が 
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低い こと を 明らかに している。 この 
ように， 教会員の 死亡率 は， 知恵の 
言葉と 関係が あるので ある。 

さらに， この 律法 を 顧みない 人々 
に 尋ねたい。 なぜ 守らない のか。 主 
の 言葉が あるのに どう して 顧みない 
の か。 

「わたしに むかって 『主よ， 主よ』 
と言う 者が， みな 天国に はいるので 
はなく， ただ， 天に います わが 父の 
御 旨 を 行う 者 だけが， はいるの であ 
る。 

その 日に は， 多くの 者が， わたし 
にむ かって 『主よ， 主よ， わたした 
ち は あなたの 名に よ つて 予言した で 
はありません 力、。 また， あなたの 名 
によって 悪霊 を 追い出し， あなたの 
名に よって 多くの 力 ある わざ を 行つ 
たではありません か J と言うで あろ 

ラ 0 

そのと き， わたし は 彼らに はつ き 
り， こう 言おう， 『あなたがた を 全く 
知らない。 不法 を 働く 者 どもよ， 行 

つてし まえ』。」 （マ タイ 7  ：  21-23) 

主の 戒めに 従って 生活して いなが 
ら， ときに 戒め を 無視し， 禁じられ 
たもの を 取り入れる こと， これ は危 
険な ことで ある。 

天地創造に 続く はるか 以前の 時代 
に さかのぼって みる と， 主 は エノ ク 
にこう 言って おられる。 「見よ， これ 
ら汝の 兄弟ら を， 彼ら はわが 手に 成 
れるェ なり。 われ 彼ら を 創り し 日に 
彼らの 知識 を 与え， エデンの 園に 於 
て 人に 彼の 自由意志 を 与えた り 。」 

(モー セ 7:32) これらの 禁じられ 
たもの を 用いる ことに 関して， 私た 
ち は 友人 や 世の 人々 の 自由意志 を 奪 
おうな どと いう 気 は 毛頭ない。 しか 
し 私たち は 主が 知恵の 言葉 を 与えら 
れた 時， 全人 類に 向けて 語られた と 
信じて いる。 

歴史 を 振り返る と， 金の 牛 や 木， 
石， 金属の 偶像 を 拝む 人々 がそ こか 
しこに 見られる。 しかし， 現代 ほど 


に 多くの 人が 肉欲と いう 神に 頭を垂 
れた 時代はなかった ので はない かと 
考える 時， 慄然た る 思いに 駆られる。 
心と 肉体 を 破滅に 追い やる この 盲目 
的 崇拝 は 全世界に はびこる 恐れが あ 
る。 私たち は 離婚が 激増して いる こ 
と を 知っている。 私たち は 離婚 を肯 
定 しない。 これらの ことに 悲しみ を 
覚えて いる。 離婚が 正当と される 場 
合が あるに しても， そのような 例 は 
きわめて まれで ある。 通常， 離婚の 
原因 は 夫婦の 一方 もしく は 双方の 利 
己 心に ある。 それ は 醜い もので あり， 
関係者に 大きな 打撃 を 与える。 失う 
もの は 多く， 悲しみ， 孤独， 精神的 
不満 を もたらす。 特に 子供た ちから 
奪われる もの は 計 り 知れない。 離婚 
を 正当化す る 理由 はいく ら でも ある。 
私たちの 調査に よれば， 離婚の ほと 
んど は， 不貞と， 肉欲の 神への 崇拝 
がその 理由に なって いる。 

この ソ ノレ トレー ク • シティ 一力 >  ら 
さほど 離れて いない ある 小さ な 都市 
では， 341 組が 結婚す る 一方で， 同時 
に 272 組が 離婚した という。 このよう 
な 事態 を 何 を もって 正しい とする こ 
とがで きる の だろ う か。 

夫婦が 己 を 捨て， 互いに 献身す る 
な ら ば， 主が 言われた 理想的な 結婚 
にも どる ことができる であろう。 主 
は 言われた。 「この 故に， 男 は その 父 
母 を 離れて その 妻と 結び 合い 二人 一 
体と なるべし。」 （モー セ 3  ：  24) 

夫が その 妻と 交わした 誓約 に 忠実 
であって， 妻に 誠意 を 示し， 利己心 
を 捨てるならば， 離婚 件数 は 下降線 
を 示す ようになる であろう。 パゥロ 
は 次の よ う に 命じて いる。 「夫た る 者 
よ。 キリス トが 教会 を 愛して そのた 
めに ご 自身 を さ さげられ たよ うに， 
妻 を 愛しなさい。 •••••• それと 同じく， 

夫 も 自分の 妻 を， 自分のから だのよ 
うに 愛さねば ならない。 自分の 妻 を 
愛する 者 は， 自分自身 を 愛する ので 
ある。 自分自身 を 憎んだ 者 は， いま 


だかって， ひとり もい ない。」 （エペ 
ソ 5  ：  25,  28,  29) 

そして， 妻が 偏狭な 態度と 利己心 
を 捨て， 主にみ ずから を 捧げる よう 
に 公正な 夫に みずから を 捧げ， 教会 
がキ リストに 従うよう に その 夫に 従 
うならば， 離婚率 は 低下し， 家族 は 
成長し， 子供の 笑い声が 聞かれる よ 
うになる であろう。 神 は 男と 女 を 創 
造して， それぞれに 特有の 才能， 力， 
責任 を 与え， それぞれ 個 有の 責任 を 
果たす 能力 を 与えられた。 

男が 家族の もとへ 帰り， 女性が 子 
供 たちのた めに 身 を 献げる 時， 本来 
の 夫婦の 在り方に も どるので ある。 
女性に と つ ての 人生 最大の 仕事 は 母 
親た る ことで ある。 女性 は 神と と も 
に 働く 者であって， 女性 を 除いて そ 
のよ うな 影響力 を 発揮で きる 立場に 
いる 者 はいない。 女性 は 国家の 命運 
を その 手に 握って いる。 なぜならば， 
国民 一人一人の 人格 を 形成す る 責任 
と 機会 は 女性 に 与えられて いるから 
である。 

カリフ オル ニァの ある ステーキ 部 
で， ひとりの 母親が 次のように 話す 
の を 聞いた ことがある。 「私 は 女性で 
ある こと を 感謝して います。 また 妻 
であり， 母親で あり， 末日 聖徒で あ 
る こと を 感謝して います。」 これほど 
力強い 説教が ほかに あるだろう 力、 
母親た る こと は 最大の 天職で ある。 

出版物 や 教会の 説教 を 通じて 堕胎 
に 対す る 警告が た び たび 発せられて 
いる。 この イエス' キリスト の 教会 
も 堕胎に 反対して いる。 そして， 都 
合 上の ことで あれ， 罪 を 隠す ためで 
あれ， この 堕胎 を 行なう こと も 関与 
する こと もない よ う 全会 員に 勧告し 
ている。 

堕胎 は， 現代の 最も 忌まわしく 罪 
深い 行為の ひとつで ある。 寛大 さが 

性的 不道徳と いう 結果へ と 発展して 
いる 様 を 私たち は 目に している。 生 
命の 泉 に 対 して 不当 に 干渉 を 加 え る 
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こと は， 道徳的， 精神的， 心理的， 
肉体的に 重大な 影響を及ぼ すと 私た 
ち は 考えて いる。 妊娠から 出産への 
いずれの 過程で あっても， それ を妨 
げる こと は， 神の 戒めの 中で 最も 神 
聖な 「ふえよ， 地に 満ちよ」 （創世 1 

： 28) という 戒め を 破る ことになる。 
堕胎の 罪に 関与した 教会員 は， 状 
況 に応じて， 教会の 評議員に より 懲 
戒 処分 を 受けなくて はならない。 主 
は こ の 時代に 十戒 を 繰 り 返して 述べ 
て おられる。 「汝 盗むな かれ。 また， 
姦淫 を 犯すな かれ。 また， 人 を 殺す 
なかれ。 また 何事 にても これに 類す 
る こと を 為す ことな かれ。」 （教義と 
聖約 59:  6) この 主の 言葉に， 十戒 
と 同じ もの を 見る ことができる。 

私たち は 国中に 広まって いる ポ ル 
ノ グラフ ィー を 容認す る こと はでき 
ない。 法律に よって これ を 制限し よ 
うとの 動きが ある 力;'， 最善の策 はポ 
ルノ グラフ ィ 一に 対して 家族が 防御 
壁 を 設ける こ とで ある。 皆様に 尋ね 
たい。 「あなた 方 は 善良な 民で あるの 
に， この 悪習 を 家庭に 持ち込んで， 
家族 や 隣人 を 堕落 させたい のか」 と。 

モー セは， 煙に 包まれ 揺れ動く シ 
ナイ 山から 下りて きた 時， さまよう 
イスラエルの 子ら に， 行動 規範と な 


る 十戒 を 与えた。 しかし， これらの 
戒め は 何ら 目新しい もので はな かつ 
た。 アダムと その子 孫 は 時の 初めよ 
り これらの 戒め を 与えられ， これら 
に 従って 生活す るよ う 命じられ てい 
た。 主 は モー セ に対して 繰り返し 言 
われた だけの ことなの である。 そし 
て， 戒め は， 人が 地上で 生活し 始め 
る 以前に， 天上の 会議に おいて 現世 
で 人 を 試みる ものの 一部と して 定め 
られた も ので ある。 

十戒の 第 1 番目で， 人 は 主 を 礼拝 
する よう 求められ ている。 そして 第 
4 番目で， 特に 安息日 を 礼拝の 日と 
している。 「あなた はわた しの ほ 力 > に， 
なにもの を も 神と して はならない。 
•••••• 安息日 を 覚えて， これ を聖 とせ 

よ。 六日の あいだ 働いて あなたの す 
ベての わざ をせ よ。 七日 目 は あなた 
の 神， 主の 安息で あるから， なんの 
わざ を もして はならない。」 （出 ェジ 
プ ト 20  ：  3—10) 

安息日 を 守らない という こと は， 
天地創造の 前に 私た ち 一人一人に 対 
して 定められた 試験 を 通過して いな 
いという 証明になる ので ある。 主 は 
試して おられる。 「彼ら を 試し， 何に 
て も あれ， 主なる 彼らの 神の 命じた 
まわん すべての こ と を 彼らが 為す や 


否や を 見ん。」 （アブラハム 3  ：  25) 
私たち は 買! • 、物 は 週 日 に 行な う よ 
う 強く 勧め， 再び 申し上げたい。 「わ 
たし を 主よ， 主よ， と 呼びながら， 
なぜ わたしの 言う こと を 行わない の 
力、」 （ルカ 6  ：  46) 

「安息日 を 覚えて， これ を聖 とせ 
よ」 と言われた 主の 言葉 を， 私たち 
は 文字通りに 理解し， 信じて いる。 

主 は 正し L 、社会生活の 在 り 方を定 
めら れた。 だが 世の 多くの 人々 は， 
特に 結婚， 性生活， 家庭生活 につい 
て それ を 変えようと 努めてい る。 し 
かも それが 意識的に 行われて いる こ 
とに 戦慄 を 覚えて いる。 彼らに この 
警告 を 発したい。 「賢い 人の 知恵 は滅 
び, さとい 人の 知識 は 隠される。」 
(ィ ザャ 29  ： 14) 

兄弟 姉妹の 皆さん， あなた 方が す 
ベての 義務 を 果たし， 戒めに 従おう 
と 努める 時に， 神の 祝福が あるよう 
に。 主に 似た ものと なる ために 努力 
を 払って いる あなた 方に 祝福 を 与え, 
願わくは， 神が， 家庭， 家族， 個々 
の 生活に あって あなたに 豊かな 恵み 
を 与えた もうよう に。 イエス' キリ 
ストの み 名に より， 祈り 奉る。 ァー 

メ ン 0 
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紺碧の 水 をた たえた 名高い ガリ ラ 
ャの海 を 見下ろす 位置に 歴史に 名 を 
知られた 地 「山上の垂訓の 山」 が あ 
る。 この 寡黙な 友が その 場 を 目撃し 
た 哨兵の よ う に 次の よ う に 言う のが 
聞こえて くるよう である。 「この itkh 
で最 も 偉大な 御 方が 最 も 偉大な 説教， 
すなわち 山上の垂訓 を 述べ られ たの 
はこの 山の 上で ある」 と。 

この 地 を 訪れた 人 は， 本能 的に マ 
タイに よる 福音書 を 思い出し， 次の 
箇所 を 読む。 「イエス はこの 群衆 を 見 
て， 山に 登り， 座に つかれる と， 弟 
子た ちがみ もとに 近寄って きた。 そ 
こで， イエス は 口 を 開き， 彼らに 教 
えて 言われた。」 （マ タイ 5  ： 1, 2) ィ 
エスが 教えられた 真理の 中に， 次の 
ような 厳 力、 な 言葉が ある。 「狭い 門 か 
ら はいれ。 滅びに いたる 門 は 大きく  ， 
その 道 は 広い。 そして， そこから 入 
つて 行く 者が 多い。 

命に いたる 門 は 狭く， その 道 は 細 
い。 そして， それ を 見いだ す 者が 少 
い。」 （マ タイ 7  ： 13， 14) 

この 言葉 は 廃れる こと はない。 賢 
明な 人々 は 時 を 越え 時代 を 越えて， 
ィ エスの この 簡明な 言葉に 従って 生 
きょう と 努めてい る。 

ナザレの イエス は， 石の ごろごろ 
と した 聖地の 険しい 道 を 巡り歩き， 
良き 羊飼いと して， 御 自分 を 信じる 


すべての 人々 に， 細い 道 を 歩んで 永 
遠の 生命に 至 る 門 を 入る に はどうす 
れ ばよ いかにつ いて 教えられた。 「わ 
たしに ついて きなさい。 わたし は 道 
である。」 イエス はこう 言われた。 

人々 力；， 聖霊が ペンテ コステ の 日 
に 注がれる の を 心待ちに したの は， 
少しも 不思議な ことで はない。 宣べ 
伝えられ るの はィ エス • キ リ ス トの 
福音で あつたし， 行なわれ るの は そ 
のみ 業であった。 また 主の 業 を 委任 
された の は， キリストの 教会の 長で 
ある 使徒た ちであった。 

歴史 は， 実際 ほとんどの 人が イエ 
スの もとに 来ず， また 教えられた 道 
にも 従わなかった こと を 物語って い 
る。 主 は 十字架に かけられ， 使徒た 
ち は 殺され， 真理 は 受け入れられな 
かった。 人々 の 心 を 照らす 輝く 日の 
光 はいつ しか 消えて， タ やみが 迫り， 
やがて 暗黒の 夜が 地 を 覆った ので あ 
る。 

やみに 支配され た 状態， すなわち 
背教に ついては， 次の 聖 句の 一語 一 
語に はつ き り と 描写され ている。 ィ 
ザャは 「暗き は 地 をお おい， やみ は 
もろもろの 民 をお おう」 （ィ ザャ 60: 
2) と 予言し， ァ モス は 地に 飢饉が 
起こる こと を 予言して 次の よ う に 言 
つてい る。 「それ は パンの ききんで は 
ない， 水に かわく ので もない， 主の 


言葉 を 聞 くことの ききんで ある。」 

(ァ モス 8  ： 11) またべ テロ は， 偽 
教師が 憎む ベ き 異教の 教 え を もたら 
す ことにつ いて 警告し， バウ 口 も 人 
々が 健全な 教えに 耐えられなくなる 
日が 来る こ と を 予言した。 

し 力、 し， 暗黒時代 は 一向に 終わり 
を 告げそう もなかった。 はたして， 
この 冒瀆の 夜に 夜明けはなかった の 
だろ う か。 慈悲 深い 御 父 は 人類 を 忘 
れ 去って しまわれた のだろう 力、。 ま 
た， 御 父 は いにしえの 時代の ように 
天の使い を 遣わされない のだろう 力 >。 

真実の 道 を 求めて やまない 正直な 
人々 は， 命 を 懸けて 道し るべ を 打ち 
建てよ う と した。 改革の 始ま り であ 
つた。 しかし 前途 は 容易で はな かつ 
た。 迫害 は 激しく， 個人の 犠牲 も大 
きく， 計り知れない 代価が 払われた。 
改革者た ち はさ な が ら 荒野の 道 を 明 
々と 照らし， 道し るべ を 見失った 人 
々 を 必死になって 捜して いる 開拓者 
のよ う であった。 改革者た ち は 道し 
るべ さえ 見いだ せば， それが 人類 を 
ィ エスが 教えられた 真理に 連れ も ど 
して く れる と 思った ので ある。 

ジョン. ウィク リ フは 他の 人々 の 
助け を 得ながら， ラテン語 訳の ウル 
ガタ 聖書 を はじめて 英語に 訳した 力；， 
当時の 教会 は あ り と あらゆる 手段 を 
使って それ を 破壊しょう とした。 そ 
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こ で 聖書 は ひそかに 手書 き にせ ざ る 
を 得なかった。 聖書 は， 非公開の 書 
と して 一般大衆 は 読む こと を 禁じら 
れ ていたの である。 ウィクリフの 信 
奉 者の 多く は 容赦な く 罰せられ， 中 
に は 火刑に 処 せられた 者 もあった。 
聖書の 絶対 性 を 主張した の は マル 
チン • ルターで ある。 聖書の 研究 を 
通して， ルター は 聖書の 教えと 教会 
で 教えられ ている 教義， 儀式 を 比較 

する ことにな つたので ある。 ルター 
は 個人の 責任と 個人の 良心の 権利の 
ために 戦った。 命 を 懸けて まで 戦つ 
たので ある。 脅迫され 迫害 されても， 
ルター は， 「私 は 戦う。 ほかに 道 はな 
いの だ。 神が 助けて 下さる」 と 大胆 
に 宣言した。 

ジョン • フス は 教会 内の 堕落に 反 
対して 大胆不敵に 語った ため， 捕ら 
えられて， 市の 外で 火刑に 処 せられ 
た。 フス は 首 を 鎖で 杭に つながれ， 
体の 回 り に は 麦 わらと 薪が あごの 辺 
りまで 積まれ， 油が 振り掛けられた。 
最後に， フス は 自説 を 取り消す か 否 
か を 問われた。 めら めら と 燃え立つ 
炎の 中で， フス は 歌 を 歌った， しか 
し， 火の手が フスの 顔 を 目掛けて 燃 
え 上げり， 歌声 は 途絶えた。 

スイスの ッ ウイ ング リ は その 著作 
と 教え を 通じて， すべての キ リ ス ト 
教の 教義 を 聖書の 言葉と 徹底的に 照 
らし 合わせ， 再考し ようと 試みた。 
「それが どうした というの 力つ 肉体 
は 殺せても 魂 を 殺す こと はでき ない 
の だ。」 彼の 残した 最も 有名な この 言 
葉 は， 私たちの 胸 を 躍らせる。 

今日 ， ジョン. ノックスの 「神と 
共に いる 人 は 常に 優位に 立つ ことが 
できる」 という 言葉 を 認めない 者 は 
いる だろ う 力 >。 

ジョン' カル ビン。 病と 絶え間の 
ない 労働の ために 年よ り も 老いて 見 
えた 彼 は 自分の 哲学 を 次の よ う な 言 
葉で 要約して いる。 「われわれの 知恵 
は， おおよそ ふたつの 面から 成って 
いる。 神の 知識と われわれ 自身の 知 


であ る 。」 

ほかに もま だ 例 を 挙げる こと はで 
きる だろう が， ウィリアム • ティン 
ダルに ついて 取り上げれば 十分で あ 
ろう。 ティンダル は， 人々 は 聖典の 
約束に ついて 知る 権利が あると 考え 
た。 彼 は 自分の 聖書 翻訳に 反対した 
人々 に対して， こう 宣言して いる。 
「も し 神が 私の 命 を 救って 下さるな 
ら， •••••• 私 は 畑 を 耕す 少年 をして あ 

なた 方 以上に 聖典に ついて 知 らしめ 
よう。」 

偉大な 改革者た ちの 生涯と 教え は, 
このような ものであった。 彼らの 行 
動 は 英雄的であった。 彼ら は 多くの 
貢献 をし， また 多くの 犠牲 を 払った。 
しかし 彼ら は， イエス' キリストの 
福音 を 回復した のではなかった。 

こう 言う と， ある 人 は 改革者に つ 
いて， 彼らの 犠牲 はむ だだった の 力、 
彼 ら の 苦闘 は 徒労に 終わつ てし まつ 
たの かと 尋ねる だろう。 私 は そのよ 
うな 質問に， 声を大 にして 「とんで 
もない」 とお 答えす る。 今や 聖書 は 
人々 の 手の届く所 にある。 人々 は以 
前に も 増して 自己の 道 を 見いだ す こ 
とがで きる ようになった。 もちろん， 
だれ も が 読み， 理解す る こと がで き 
れ ばの 話であった が。 しかし， ある 
者 は 読み， ある 者 は 読んだ 者の 話に 
耳 を 傾ける ことができた。 そしてす 
ベての 人が， 祈り を 通して 神に 近づ 
くこと を 許された ので ある。 

待ちに 待った 回復の 日が ついに 訪 
れた。 ここで， 後に 予言者と なった， 
ひと りの すき を 手に して 働いた 少年 
の 証 を 思い起こ しながら 歴史上の 重 
要な 出来事 を 今一度 振り返って みよ 
う 。 証人 はジ ヨセフ' スミ ス その 人 
である。 

ジ ョ セフは その 体験 を 次の よ う に 
記して いる。 「私たちの 住んで 居た 土 
地に 宗教 上の 非常な 騒ぎが 起つ た。 
この 騒ぎ は …… 全 教派に 及び， 
人々 の 間に …… 仲間割れと を 引 起し 
て r ここ を 見よ J と 叫ぶ 者 も あれば， 


r かしこ を 見よ J と 叫ぶ 者 も あり 


"-… ある 日の こと， 私 は 新約聖書 
ヤコ ブ書 第一章 第五 節の r 汝らの 中 
もし 智 恵の 欠く る 者 あらば， 惜しむ 
ことなく， また 咎 むる ことなく， す 
ベての 人に 与うる 神に 求むべし， さ 
らば 与えられん J という 所 を 読んで 
いた。 

どの 聖句 にも まさって， この 時 ほ 
ど こ の 言葉が 私の 心に 真に 力強 く 迫 
つて 来た こと はない。 それ は 私の 心 
の 底と 言う 底 を 大きな 力で 貫き通す 
ような 気がした。 私 はこの 言葉 を 再 
三 再 四 思いめ ぐらして， もし 誰か 神 
よりの 智恵を 必要と するならば， 正 
に それ は 私で ある こと を 知った。 な 
ぜな ら ば こ の 際 私 は どうしてよ いか 
知らなかった し， 当時の 私の 智 恵よ 
り ももつ と 深い 智 恵が 得られな かつ 
たな ら私は 為す ベ き 方法 を 知らな か 
つたから である。 それ と言うの も， 
…… 宗教々 師 たち は， 聖書の 同じ 章 
句 をめ いめい 非常に 異 つて 解釈し， 
そ の 結果 人が 聖書に 訴えて 疑問 を 決 
しょ う とする 信頼 を ことごと く う ち 
こわして いたから である。 

とうと う 私 はこの まま 暗黒と 混乱 
の 中に 止まらね ばなら ぬの 力  >， それ 
と も ヤコ ブの 指図 をす る 通り 神に 願 
わねば ならぬ のか， どちら かにせ ね 
ばなら ぬと いう 結論に 達した。 …"- 

そこで 神に 願う と言う この 決心に 
従い， これ を 実行しょう として 私 は 
森の 中へ 人 を 避けて 入り込んだ。 そ 
れは千 八 百 二十 年の 早春， 一点の 雲 
もない 美しい 朝であった。 

私 は， …… ひざまずいて 自分の 心 
の 願い を 神に 祈り 始めた が 

私 は 自分の 真上に 太陽に も 増して 
輝く 一^^ 5 の 光の 柱 を 見た。 そして そ 
の 光の 柱 は 次第に 下りて きて， 光 は 
ついに 私の 上に ふ り 注いだ。 

"-… そして その 光が 私の 上に 留っ 
た 時， 私 は 筆紙に 尽し 難い 輝きと 栄 
光と を 有ち たもう 二人の 御 方が 私の 
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真上の 空中に 立ちた も うの を 見た。 
そ して その 中のお 一人が 私に 言葉 を 
かけて 私の 名 を 呼びた まい， 他のお 
一人 を 指して 『こ はわが 愛子な り， 
彼に 聞け』 と 仰せられた。」 （ジ ョセ 

フ • ス ミス 2  ：  5, 11  —  17) 

御 父と 御子 イエス 'キリスト がジ 
ヨセフ' ス ミス に そのみ 姿 を 現わ さ 
れ たので ある。 こうして 時 満ちた る 
神権 時代の 朝が 訪れ， 長い 霊の 暗黒 
は 追い払われた のであった。 まさに 
創造の 時， 光が やみに 取って 代り， 
昼が 夜に 続いた よ う に。 

その 時から 今日まで， 真理 は 絶え 
る ことなく 存在して いる。 現に 私た 
ち は 真理 を 手に する ことができる。 
かっての ィ ス ラエルの 子ら と 同じよ 
うに， 果てしない 長い さすらいの 日 
々は， 私たちが 個々 の 約束の 地に 入 
る ことで 終わ り を 告げる ので ある。 

福音の 回復 は， 著名な 教育者 ロバ 
ート 'ゴー トン 'スプ ラウ ルが 述べ 
た 暗影 を 追い払う ものである。 スプ 
ラウル はァメ リ 力 各地に 散在す る教 
会 を 調査し， 次のように 言明して い 

る 0 

「わが 合衆国に は， すべてが そうだ 
と 言えな いまでも かなりの 数に 上る 
人々 が， 実際に はキ リ ス ト教を 信じ 
ていないのに キ リ ス ト教的 信仰生活 
を 送って いると いう 特有の 姿が 見ら 
れる。 私たち は 教会に 行き， 教え を 
受ける ように 言われて いるが， その 
ようにして， 分かる こと は， 教会の 
声が 霊感に よ つて 与えられた もので 
はない という ことで ある。 今日の 教 
会の 声 は， 私たちの 声の 反響に すぎ 
ない。 したがって， 教会に 足 を 向け 
て も 幻滅 以外の 何物 も 生じない こと 
は 明らかで ある。 このような 悪循環 
を 脱する 道 はた だ ひとつ， それ は 私 
たちの 声で はなく， 私たち の 信ぜ ざ 
る を 得ない 存在からの 声， すなわち 
真実の 声 を 求める ことで ある。 牧師 
のこの 世に おける 務め は， この 声 を 
聞き， 私たちに その 声 を 聞く ように 


仕向け， また その 声が 語る ところ を 
私たちに 教える ことで ある。 もし 牧 
師 がその 声 を 聞く ことができず， ま 
た 教える こ と もで きないと すれば， 
私たち 俗人 は 完全に 道に 迷って しま 
う。 その 声がなければ， 天地が 創造 
されなかった ように， 世界 を 救う こ 

ともで きないの である。 (Jital 
Speec/iesl940 年 9 月 1 日， p.  701) 

かの 有名 な ウィンストン 'チ ヤー 
チルの 言葉 は， 世界の 切迫した 必要 
を 最も 端的に 表わして いる と 言えよ 
う。 チャーチル は 次の よ う に 述べて 
いる。 「おそら く 私 ほど 多くの 経験 を 
した 人 はいない と 思う。 今日 私たち 
の 前に 明らかになつ てきた， 予言者 
力； 必要で あると いう 状況 ほ ど に 忍耐 ， 
沈着 さ， 勇気 そして 不屈の 精神 を必 
要と し， 私 を 悩ませた 問題 はな 
い。」 

今日， 私たち は 神の 予言者 ス ペン 
サー . W • キン ボール 大 管長の 声 を 

聞いて いる。 この 説教 壇から キン ボ 
ール大 管長 は 全世界の 人々 に 呼び 掛 
けて いるので ある。 「旅人よ， さすら 
いの 旅 を やめて 掃り なさい。 イエス- 
キリストの 福音に 来なさい。  あなた 
の 霊の 故郷 である 天の 港に 帰りな さ 
い。 あなた は そこで 真理 を 見いだ す 
であろう。 また 神 会の 御 三方が 実在 
する ことと， 救いの 計画に 伴う 慰め， 
結婚の 誓約の 神聖 さ， 祈りの 力 を 知 
るであろう。 霊の 故郷に 帰 りな さ 
い」 と。 

多くの 人々 は， 誘拐され て 遠くの 
村に 連れて行かれた 幼い 男の子の 話 
をず つ と 前から 知っている と 思う。 
男の子 はこの ような 境遇の 中で， 実 
の 両親の こ と も 住んで いた 家の こ と 
も 知らない まま 若者に 成長した。 若 
者 は 激し! ■ 、望郷の念に 駆 られ た。 

しかし， 目指す 家 は どこに あるの 
だろう。 両親 は どこに いるの だろう 
力、。 せめて 親の 名前 さえ 覚えて いれ 
ば 希望が な いわけではなかった だ ろ 
うに。 若者 は 必死になって 子供の 頃 


の 出来事 を 思い出 そ う と した。 

一瞬の ひらめき にも 似た 霊感に よ 
つて， 若者 は 鐘の音 を 思い出した。 
村の 教会の 塔から 安息 日 の 朝 ご と に 
鳴り響い ていた 鐘の音だった。 村 か 
ら 村へ， 若者 は 聞き覚えの ある 鐘の 
音 を 捜して 放浪の 旅 を 続けた。 似た 
ような 音 も あれば， 記憶と は 程遠い 
曰 もあった。 

疲れ果てた 若者 は ある 日曜日の 朝， 
ついに， と ある 町の 教会の 前に 立つ 
た。 鐘が 鳴り 始める と， じっと 耳 を 
傾けた。 聞き覚えの ある 音だった。 
それまでに 聞いた どの 音と も 違う， 
紛れ もな く 若者の 幼少 時代の 記憶の 
中に 鳴り響い ていた 鐘の音だった の 
である。 まさしく 同じ 鐘， 鐘の 響き 
であった。 若者の 目に 涙が あふれた。 
若者の 心 は 喜 び と 感謝の 気持 ち で 一 
杯だった。 若者 は 崩れる よ う に その 
場に ひざまずき， 鐘の ある 塔の かな 
た を 仰ぎながら， 「神様， ありがとう。 
私 は 家に 帰りました。」 と 感謝の 祈り 
を 捧げた。 

聞き覚えの ある 鐘の音と 同じよ う 
に， ィ ヱス. キリストの 真の 福音 は 
熱心に 求める 人の 心に 響く。 皆さん 
の 多 く は 記憶に 残る 鐘の音 を 捜 して 
長い 旅 を 続けて こられた。 末日 聖徒 
イエス. キリス ト 教会 は 皆さんに 心 

からお 願いしたい。 宣教師に あなた 
のと びら を 開けなさい。 神の み 言葉 
に 心 を 開きなさい。 あなたの 心， あ 
なた の 身と 霊 を 開 いて 真理 を 証す る 
静かな 細い 声に 耳 を 傾けなさい， と。 
予言者 ィザャ は 「… 『これ は 道 だ， 
これに 歩め』 という 言葉 を 耳に 聞 
く」 （ィ ザャ 30  ：  21) と 約束して いる。 
そうすれば， 先の 若者の ように， 皆 
さん もまた ひざまずいて， 「主よ 帰つ 
てまい りました」 と 感謝す る ことで 
あろつ。 

皆さんの 上に 祝福が あるよ う にィ 
エス • キ リスト のみ 名に よ つ て 祈つ 

ている。 アーメン。 
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自由意志 を 用いて 

十二使徒 評議員 会 会員 

デ ルバ一 卜 • L • ス ティ プレー 


兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆 さ ん 。 
神が 人類に 与えられた 最も 大切な 賜 
は 自由意志の 原則， つまり 永遠の 父 
な る 神が こ の 世の 霊の 子供た ち に教 
えて 下さった 選択の 権利で ある。 こ 
れは， 人が 地球に 住む ようになる 前 
に 天上の 大 会議で 定め られ たこと で 
ある。 神の 子供た ち は 霊の 状態に あ 
る 時に 選択の 自由 を 与えられた。 そ 
こで 神の 計画が 明らかにされ， 彼ら 
は 自由の 身に 生まれ， この 世で 自分 
の 思う ままに 選び， 行動す る， 他に 
譲る ことので きない 自由の 権利 を受 
け 継ぐ ようにな つたので ある。 永遠 
の 進歩の ために は， 善悪 両方の 影響 
下に 置かれる という こと 力; 絶対に 必 
要であった。 

古代 ァメ リ 力に 住んで いた ニーフ 
ァ ィ 人の 予言者 リ 一 ハイ は 次の よ う 
に 述べて いる。 

「それ は， すべての 物事に は 必ず そ 
の 反対の ものがなければ な ら ぬから 
である。 …もしも 物事に その 反対の 
ものがないならば， 正義 も 不正 も聖 
潔も憐 むべき 様 も 善 も 悪 も 生ずる こ 
とがで きぬ。」 （II  ニーフ アイ 2  ： 11) 

私たち は 天父の 息子， 娘と して， 
現世に おいて 行使すべく， この 自由 
意志と いう 賜 を 付与され ている。 私 
たち は 善 を 選び， 主なる 神が 命じら 


れ るすべ ての こと をす るか どうか 試 
し を 受ける。 私たち は 神の 霊の 子供 
として， 正しい 選択 を 通して 自由 意 
志 を 伸ばし， 親切， 謙遜， 初志 を 貫 
く といった 特質 を 身に 着ける ために 
必要な， 良心と いう 力 を 生来 受け継 
いでいる。 

ブルース •  R  • マツ コン キー 長老 
は 自由意志 について 次の よ う に 述べ 
ている。 

「自由 意 力; 存在す るた めに は， 四 
つの 偉大な 原則が 貫かれな けれ ば な 
ら ない。 1. 律法が 存在し なければ な 
ら ない。 全能の 神の 力に よって 定め 
られた 律法， 従う こと も 従わない こ 
ともで き る 律法が 必要で ある。 2. 反 
対の ものが 存在し なければ ならない。 
善と悪， 美徳と 悪徳， 正と 誤， つま 
り 引く 力と 押す 力の 反対の ものが な 
ければ ならない ので ある。 3. 自由 意 
志 を 享受す る 者 は 善悪 を 知らな けれ 
ばなら ない。 つまり， 相反す る もの 
の 違い を 知る 必要が ある。 4. 束縛の 
ない 選択の 力が 強くなければ ならな 

い 0 

自由意志 は 偉大な 赦 しの 計画の 中 
でも 不可欠の 位置 を 占める ものと し 
て 人々 に 与えられた ものである。 

(Mormon  Doctrine  「モノ レモンの 教 
義」 P-  26) 


すべて 善き もの は 神から もたらさ 
れ， 反対に 悪しき もの は サタンから 
来る ものである。 そのこと をブ リガ 
ム • ヤング は 次の よ うに 説明して い 
る。 

「地上に は 神に 付く 力、 それとも 世， 
つま り 悪魔に 付く かの ふたつの 群れ 
しかない ので ある。 キリス 卜 教徒 や 
異教徒の 人々 が唱 える 宗教 や 宗派が 
どれほどあろう とも， また どれほど 
異なる 教義が 存在しょう とも， 分け 
られ るの はふ たっしかない。 すな わ 
ち 天 または 神に 付く もの 力つ あるい 
は 神の 日 の 光栄の 王国 と はおよ そ か 
け 離れた 王国し かない。 （Discourses 
0J  Brigham  Young  「ブリ カム • ヤン 
ゲ 説教 集」 ジョン •  A  • ウイッツ ォ 
一 編， P.  70) 

自由意志 は 神と ともに 永遠 に 存在 
す る 不変の 原則 である。 私たちが 自 
分の 生活で 賢明に 使うよう にと いう 
願いの も とに 神が 与えて 下さった 贈 
物で ある。 選択の 自由と は， 私たち 
が 何 か 事 を 行なう 時に， あるいは 決 
定を 下す 時に 第一義 的に 考えな けれ 
ばな ら な 、道義 上の 規範 と言える。 
「この 自由意志の 力に よって， 皆 さ 
んゃ私 そして 全人 類が 責任 ある 者と 
され， みずから 選ぶ 道 や 人生， 身体 
を 使つ て 行な う 行為に 対 して 責任 を 
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負う ことになる。」 (Disccmrses  of 
Wilford  Woodruff  「ウィル フォー 
ド • ゥッ ドラフ 説教 集」 pp.  8  ，  9  ) 
私たち は 邪悪な 行為 を 正当化す る 
ために 自 由 意志 を 行使す る こと はで 
きない。 人間 は 生活の 中で 自由に 善 
悪 を 選び， その 選びに よって 主の 戒 
めに 従順に な る こと も， 不従順に な 
る こと もで きる。 いかなる 強制 も 抑 
制 も 受ける ことなく 選択で き るので 
ある。 

自由意志 は， 悪事 を 働き， 他人の 
権利 や 特権 を 侵害す るよう な 自由で 
はない。 私たち は 罪 を 犯した 人が 次 
のように 言って 自己 を 慰めて いるの 
をよ く 耳に する。 「別に 他人に 迷惑 を 
掛けて る わけで はなし， いい じ やな 
いか。」 しかし 人が もし， 姦淫の 罪 を 
犯す 道 を 選ぶなら， 罪の 罰 を 受けな 
ければ ならない。 その 人 は， 彼 を 愛 
し 彼に 導きと 模範， 家族の 一致に よ 
つても た ら される 永遠の 祝福 を 求め 
ている 人々 を 忘れて， 罪の 故に 自分 
の 妻 や 家族の 権利 を 侵害 している こ 
とになる。 この 人 は， 彼が 言う とこ 
ろの 「自由意志の 行使」 によって， 
結局 他人 を 傷つけ ている。 

自 由 意志 に対して こうした 誤った 
考え を 抱いて いる 人が あま りに も 多 
い。 彼ら は 自由意志 を 良い 方向に 用 
いるので なく， 悪い 方向に 用いて い 
る。 おそらく， 皆さん は 次の ような 
言葉 を 耳に した ことがあ ると 思う。 
「自分が 望むなら， タバコ を 吸おう 
が, 酒 を 飲もう が 私の 勝手で しょう。 
私の 自由意志 なんだか ら 。」 なぜ 彼 ら 
は 永遠 の 価値観に 立って 物事 を 考え 
て， こう 言えない のだろう 力つ 「もち 
ろん 私に は 自由意志が あります から， 
自分で そう 望むならば， タバコ を 吸 
うこと も 酒 を 飲む こと もで きます。 
でも 私 は， 自分の 生活 を 改善し， 悪 
ではなく， 正義 を 選ぶ ために 自由 意 
志 を 用いたい のです。」 これ は 人の 生 
活に 見られる あらゆる 悪徳に 対して 


も a える ことで ある。 もし 私たちが 
正しい 心構え を 持つならば， 悪徳 は 
美徳に 変えられ， その 美徳 は それ 相 
応の 報い を 受ける ものである。 良き 
こ とのた めに 自由意志 を 用いる ため 
に， 私たち はまず 罪人が 持つ 言い訳 
がましい， 尊大で 傲慢な 態度 を 取り 
除く 必要が ある。 

ブ リ ガム 'ヤング はこう 述べて 、 
る。 「人 は 万事 自分の 気に入った 通り 
にす るよう に 許されて はいない。 な 
ぜ なら， 良い 社会に はかならず それ 
を 統制す る 規則が ある。 •••••• 規則に 

違背す る こと は， 市民生活の 上で も 
宗教 生活の 上で も 容認で きない こと 
である。 人 は， 相手が 神で あろうが 
人間 であろう が 罪 を 犯 したなら ば， 
かならず その 罪に 値する 罰 を 受けな 
ければ ならない ので ある 。」 （「 ブ リ ガ 

ム • ヤン グ 説教 集」 P.  65) 

それで は 自由; 志 は どの 範囲まで 
行使で きる ものだろう か。 ブ リ ガム' 
ヤング は 次のように 答えて いる。 「自 

由 に は 限界が ある。 これ はすべ 
ての 物質， 生物に も 言える ことで あ 
る。 人間の 自由意志 はこう した 法則 
を 犯す こと はで きないの である。 人 
は 命 力 、死 かの どちら か を 選択し なけ 
れ ばなら ない。 …… 人に 与えられた 
自由意志に は 責任が 伴って おり， 律 
法に 反する こと を 行えば， かならず 
全能者の 手 に ゆだね ら れて正 される 
か， 罰せられなければ ならない。 

私たち は 慎重に 用いて， 与えられ 
た 自由意志 を 失う ことのな いよ う に 
しなければ ならない。 義人と 罪人， 
永遠の 生命と 死， 幸福と 不幸の 間の 
相違 はこ うで ある。 昇栄 した 人々 に 
与えられる 特権に 制限 はなく， とど 
まる 所 を 知らない。 また その 祝福 は 
絶える ことが なく， -…" 彼ら は 永遠 
に 増し 加えられ るので ある。 ところ 
が， その 賜 を 拒み， 主の 賜わった 憐 
れみを 軽んじ， みずから を 主の み 前 
力 >ら 遠ざけ， 悪魔と 交わり を 持つ よ 


う になった 人 は 直ちに その 自由意志 
を 制限 され， そ の 行動 も ま た 制限 さ 
れ る。」 （「 プリ ガム • ヤング 説教 集」 

pp.  63—64) 

神 は 戒め を 与えられた 時， 律法に 
従えば 祝福 を 与える 力;， 律法に 背け 
ば 罰 を 与える という 約束 をされ た。 
故ジヱ ームズ •  E  'タ ルメー  ジ 長老 
は 次のように 述べて いる。 「律法に 対 
する 従順 は 自由 人の 習いで ある。 罪 
人 は 律法 を 恐れる。 それ は， 律法が 
自分の 自由 を 擁護して くれる からで 
はなく， 律法に 敵対す るが ために か 
えって 自由が 奪われ， 制限され る 力 > 
ら である。 神の 子供た ち を 強制的に 
罪に 至らせる よ うな 邪悪な 力 を 許さ 
れる のが 神の 目的ではないなら ば， 
人 を 力ず く で義に 向かわせ るの も 神 
の 計画で はない ので ある。」 {The 
ureat  Apostasy  「大 背教」 pp.  cs4 ― 
35) 

いかなる 人間， あるいは サタン や 

主と いえ ども 人の 自由 を 奪う こ 

と はでき ない。 人 は 決してお 互い を 
隸 属する 関係に 置いて はならない。 
サタン は 私たち を その 支配 下に 置 こ 
うとす る。 しかし 神 は 人の 行動 を 強 
いる こと はない。 私たちに 自由 意 Jfe 
を 与えて， あらゆる 種類の 試練 や 誘 
惑， 邪悪と 戦うよう にして 下さった。 
しかも も し 従順であるなら ば， 神の 
み 前にた ち 帰る こと がで きる ように 
私たち を 導く 原則 を 示された。 神の 
王国の 基 は 完全な 自由の 上に ある。 
老若男女 を 問わず すべての 人 は， 自 
分の 良心の 命ず る ままに 神 を 礼拝す 
る 権利が 与えられ ている。 自己の 行 
動に 対して 創造主 に 責任 を 負う の は 
その 本人 をお いて ほかに はない。 

神 は 永遠の 福音， 生命と 救いの 原 
則 を 私たちに 示された。 そして 私た 
ちが 自分の 行動の 結果 を 主に 対して 
責任 を 執る こと を 了解した 上で， 選 
ぶ も 拒む も 私たちに 任された。 主 は 
だれに も 福音 を 受け入れる ように 強 
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制されな いし， もし 受け入れた とし 
て も それ を 守る よ う に 強制され る こ 
ともない。 「彼ら は 自分で 行動し， 自 
分で 選 び 取る ので ある 。」 （「ブ リ ガ 

ム 'ヤン グ 説教 集」 P.  57) 

神が この 地上の 子供た ちの 中で み 
業 をな される 時， サタン も 大きな 力 
を 振る う。 時の 初め 以来， すべての 
福音の 神権 時代 は， 神に 力が なかつ 
たからで はなく， 人が 自由意志 を 誤 
用し 神に つまずく ことによって その 
終焉 を 迎えた。 

現在， サタンが 人々 の 心に 入って 
荒々 しい 行い を させて いる こと は 明 
白な 事実で ある。 聖典の 言葉 を 借り 
れば， 現在 はま さに サタンが みず か 
らの 領土 を 支配して いる 時で ある。 
人類の 父祖 アダム と ィ ヴを 巧みに 誘 
惑して 以来， サタンの 偽りと 誘惑の 
力 は 決して 絶える ことなく 人々 に 及 
ん できた。 しかも 現代 ほど その 力が 
効果的に， そして 恐るべき 勢いで 人 
々の 心 をむ しばんで いる 時 もない の 
である。 

サタ ンの 力に 対して 免疫に なって 
いる 人な ど だれもい はしない。 救い 
主で さえ も 3 度 も 大き な 誘惑に 遭わ 
れ たが， 決して それらの 誘惑に 屈服 
する こと はな かつ た。 

私た ち もまた， 試練の ひとつと し 
て キリスト のよう に 誘惑に 遭う こ と 
が 必要な のか も 知れない。 主 は 次の 
よ う に 述べて おられる からで ある。 

「さりながら， 悪魔が 人の子ら を 試 
むる は 是非 必要な り。 すなわち 人 は 
悪魔の 誘惑なければ 己が 自由意志 を 
使い 得ず， 何と なれば， 人 もし 苦き 
を 知 ら ざれば 甘 きを 知り 得 ざれば な 
り。」 （教義と 聖約 29  ：  39) 

サタンの 狡猾な 働きに 注意し， 気 
を 付けて いただきたい。 サタン は 決 
つ して 私たち を 惑わす こ と を やめた 
り はしない。 物事 を 人の 気に いるよ 
うにしたり， あるいは 正しく 見せ 掛 


ける ことに かけて は 天才で ある。 そ 
の 実， 私たち を 道徳的 退廃へ と 導く 
ので ある。 また サタン は 自由意志 を 
認めず， 私たちの 心 や 思い， 行動 を 
すべて 支配しょう とする。 こうした 
サタンの 働き を， 私たち は 映画 や 雑 
誌， テレビ 番組の 中 だけでなく， し 
ばし ば 人々 や 国家の 行動の 中に も 目 
にす るよう になって きた。 もし 私た 
ちの 思いが 肉欲の こ と に 傾いて いる 
なら， 私たち は 自由意志への 誤用へ 
と 強い 誘惑 を 受ける ことであろう。 
人 は ひとたび 罪 を 犯す と， サタン 
の 支配 下に 置かれ， なかなか そこ か 
ら 脱出す る ことができ なくなつ てく 
る。 

あなた を 妥協点に 連れていく 人 を 
警戒しなさい。 正義に 妥協 は 許され 
ない。 妥協 は 罪 を 生み， 罪 は 後悔 を 
生む。 後悔 は 人 を 深く 傷つけ るから 
である。 

自分 を 制する ことので きない 者 は 
決して 自由に はなれない。 真の 自由 
意志と は 神の 律法に 従って はじめて 
得られる ものである。 心して いただ 
きたい。 善と悪と は 決して 解け 合う 
こと はない ので ある。 ふたつ は 相反 
する もので あり， 人の 中で 調和 をと 
りながら 共存し 合う こと はない ィ ェ 
スが 教えられ たように， かならず 一 
方が 他方 を 支配す るよ う になる ので 
ある。 

「だれも， ふたりの 主人に 兼ね仕え 
る こと はでき ない。 一方 を 憎んで 他 
方 を 愛し， あるいは， 一方に 親しん 
で 他方 をう とんじる からで ある。 あ 
なた がた は， 神と 富と に 兼ね仕える 
こ と はでき ない。」 （マ タイ 6  ：  24) 

中間の 道 はない。 私たち は サタン 
の 邪悪な 働き掛けに 打ち勝つ ために 
堅固な 礎 を 築かなければ ならない。 

人 は， 神が 与えた も う 昇栄を 得る 
ため 仏， 自由意志 を 正しく 使い， 神 
の 律法と 戒めに 従う 必要が ある。 


自由意志 は， もし 正しく， 賢明に 
用いるなら ば 神の 王国 で 奉仕す る 機 
会 を 与える ものである。 そして 天 力 > 
ら 数多 くの えりす ぐり の 祝福 を 受け， 
喜びと 幸福に 満ちた， 日の 光栄の 永 
遠 の 生命 を 授かる ので ある。 

ウィルフォード. ウッドラフ 大管 
長 は 次の よ う に 述べて いる。 

「私たち は 現在， ひとつの 偉大な 学 
校に いる。 そこ は 非常な 有意義な と 
ころで ある。 そこで 毎日 重要な レツ 
スンを 学んで いる。 心 をみ がき， 思い 
を 制 してす ベて を 完全に 神の 律法 と 
みたまに 従わせる よ う 教えられ てい 
る。 そして 私たち は 一致し， 心 を ひ 
とつに して この 地上に 神の 目的 を完 
成させなければ ならない。」 (Dis- 
courses of  Wilford  Woodruff  「ウイ 
ル フォー ド 'ゥ ッ ド ラ フ 説教 集」 pp. 
10—11) 

キ リ ス 卜 こそ 私たちの 教師で ある。 
キリスト はみ ずからの 模範 を 通して， 
私たちが 自由意志 を 用いて 永遠の 生 
命 を 得る 道 を 示して 下さった。 

私た ち は 自分に 与えられた 自 由 意 
志 を どのよ う に 使って いるだろう か。 
神に 近づく よ う に 努めてい る だろ う 
か。 それとも 神から 離れて はいない 
だろう 力、。 神が 与えた も うたこの 賜 
を 行使す る 時に 喜びと 幸福感 を 味わ 
つてい るだろう か。 また それ は 自分 
の 進歩に 役立って いるだろう 力、。 

私たちの 自由意志 を 用いて， 神の 
律法に 従い， それ を 守る 時に 得られ 
る 約束と 祝福と， そうでき なかった 
場合の ことと を 深く 考えて いただき 
たい。 

願わくは， 神の 祝福が あって， 私 
たちが 勇気と 希望 を もって この 自由 
意志 を 正しく， かつ 真理に 基づいた 

方法で 用いる ことができ るよ うに， 
イエス' キリス ト のみ 名に よ りへ り 
くだって お祈り 申し上げる。 ァーメ 
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なかなか う ま く 表現す る こと がで 
きないが， 生涯 を 奉仕に 捧げ， そこ 
に 喜び を 見いだ した ひと りの 気高い 
女性に こ の 席で 賛辞 を呈 したいと 思 

私たちが はじめて 会った の は， 今 

から 30 年 前 私が ちょ うど ステーキ 部 
MIA の 書記に 召された 時の ことで あ 
る。 彼女 は ある ヮー ド 部の 管理 役員 
であった。 私 は ステーキ 部の 指導者 
会で 出席 を 取る 責任 を 受けて いた。 
当時， 私たち は ひとりず つ 立っても 
ら つて 出席 を 取って いた。 ある 晩， 
ヮー ド部 ごとに 出席 を 取って いた 時 
のこと である。 私 は 若い 男性の 方 を 
雑作 無く 終え， 次に 若い 女性た ちの 
出席 を 取り 始めた。 突然， 私の 目 は 
ひと りの 美しい 女性に く ぎ 付けに な 
つた。 もう 出席 人数な ど ど うで もよ 
かった。 私 はきょう 教会の 歴史 記録 
者に 告白した いと 思う。 教会の 記録 
保管 庫に ある 当時の 記録で この 集会 
の 項 は 正確で ない と。 

それから 8 力 月 後， 私 は 彼女の 手 
を 取って， 主の 宮居の 聖壇に ひざ ま 
づ いた。 そして この 地上で 述べられ 
た 最も 栄え ある 言葉， 「今 も 永世に 
も」 という 言葉に 耳 を 傾けて いた。 
その 時， 私 は 主よ り 権能 を 受けた 者 
によって 結婚の 結び 固め を 受け， も 
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し ふさわしい 生活 を 続けるならば 愛 
する 伴侶と この 世に あっても 来る ベ 
き 世に あっても 結び 固められる と い 
う 約束 を 賜わった。 結婚して 数日 を 
経ず して， 私 は 彼女が 隣人に 対する 
深い 愛 を 持った 人で ある こ と を 知つ 
た。 台所から ただよつ てく るお いし 
そうな においが， すべて 私の ための 
ものと は 限らなかった。 困って いる 
人 を 見たら， 手 を こまねいて 放って 
置く ことので きない 人であった。 

私が 多忙な 毎日の 仕事 を 終えて 家 
に 帰り， しかも 翌朝までに 完成し な 
け れ ばな ら な 、 、仕事 を 持つ て 帰 つ て 
いる 時で も， その 晚 困って いる 人に 
奉仕 を 行なうた めに 出掛けて いかけ 
ければ ならない ことが よ くあった。 
そ して 車で その 場所に 行 く 途中 も， 
心の中で こうつぶ やいて いた。 「どう 
して 私が 今晩 出掛けなければ ならな 
いのだろう 力 >。 明日の 朝までに 完成 
しなければ ならない 仕事 も あると い 
うのに。」 そんな 私が 目的地に 着いて 
目に する の はいつ も 目 を 輝 やかせて， 
人々 に 愛 を 示して いる 彼女の 姿 だ つ 
た。 子供た ち は うれしそうに 跳び 回 
り， その 両親 は 彼女の 思いやりに 涙 
ぐんで いた。 帰途の 私 はまつ た く 心 
を 洗われた 思いで， その 晩 その 場に 
おれた こ と を 心の中で 主に 感謝して 


いたので ある。 

妻 は 家族の 中の 自分の 役割 り につ 
いてよ く 理解して いた。 彼女 は 神が 
望んで おられる こ と を 喜んで 果た し 
た。 私に 対しても 深い 信頼 を 寄せ， 
私が 割り当てられ たこと はかならず 
実行す ると 深ぐ 信じて いた。 私の 責 
任 は， よく 働き， 家庭の 守護 者， 建 
設者 となる ことであった。 そして 彼 
女の 責任 は 家庭の 中に 愛と 麗ゎ しさ 
を 増す ことであった。 私たちが 結婚 
した 時， すでに 彼女 は 仕事の 面で か 
なりの 経験 を 積んで いた。 私 はま だ 
学問 を 続けな けれ ば な ら なかった。 
初めは， 確かに 彼女の 給料が 私の を 
上回って いた。 しかし， ある 晚 私が 
家に もどって 大学の 卒業 資格 を 得た 
こと を 告げる と， 彼女 は 翌朝， 躊躇 
する ことなく， 責任者の ところ に 行 
つて 仕事 を やめて しまった。 彼女に 
とって 主婦と いう 仕事 は 何にも まし 
て 大切な ものであった。 また 母親と 
なること は 最も 高貴な 召 しだと 考え 
ていた。 家庭に おける 彼女の 子供た 
ちへの 愛と 関心と 思い や り は 際立つ 
ていた。 

この 慈愛に 満ちた 行為が 家族の 中 
に 広まって いった 時， 間もなく 私た 
ちの 家族に 予期せ ぬ ことが 起こ り始 
めた.。 数年 前， 私たち 一家 は 力 リ つ 
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オル ニァ 州に 移った。 そして 家屋 を 
購入す るお 金 をた める ために， しば 
らく 家財 道具 一式 整った ァ パー トを 
貸り た。 そこで 私たちの 家財 道具 は 
物置きに しまって おく ことにした。 
ある 晩， 聖餐 会で， 私たちの ところ 
から 数 キロ 離れた 地域に 住む 人々 が 
ひどい 洪水に 見舞われ， 困って いる 
ので 皆さんの 援助 をお 願いした いと 
監督から 要請が あった。 それから 数 
曰 後 仕事 を 終えて 家に 帰って みると, 
玄関に トレーラーが 止まって いた。 
私 は 一体 何が 起こつ たの だろ うかと 
足早に 家の 中に 入って いった。 する 
と 妻の 返事 はこうだった。 「あら， 言 
つてなかった かしら。 先週 聖餐 会の 
後で， 洪水で 困って いる 人 を 救うた 
めに 私たちの 使って いた もので よか 
つたら， どうぞと 監督に 申し上げて 
おいたん です よ。」 

また 妻 は， 日曜日に 教会で 遠方 か 
ら 来られた 旅行者に 会う と， すぐに 
自分の 家に 泊めて いた。 しかも 私が 
そのこと を 何も 知らず， その 晩 教会 
の 責任 を 終えて 帰る と， その 人た ち 
が 余分の 寝室に いる。 そして はじめ 
て 気付く といった 風であった。 どう 
いう 人々 が 多い かと 言えば， 部屋 を 
捜して いる 学生， 父親の 転勤で 新し 
い 住居 を 捜して いる 家族， そのほか 
海外での 仕事 を 終えて 帰って来た 家 
族な ど いろいろな 人が いた。 私たち 
は 住む 所が 見付かる まで， いつも 喜 
んで 彼らに 家 を 提供した。 

こ う した 数多 く の 親切に も かかわ 
らず， 彼女に とって 決して 十分と い 

うこと はなかった。 5 年 ほど 前， 彼 
女が 不治の病 を 患って いる こと を告 
げられ， 私たち は 大きな 衝撃 を 受け 
た。 生き長らえられた としても， 半 
年から 1 年との ことであった。 しか 
し 妻 は それ を 信仰と 勇気で しっかり 
と 受け止め ていた。 私 はこれ ほどの 
勇気と 信仰 を 目に する こと は 二度と 
あるまい と 思った ほどで ある。 医者 


が この こと を 私たちに 告げた 時 も， 
私の 方 を 向いて できる 限り 平静に， 
しかも 自分の 信仰 を 奮い起こ して こ 
う 言った。 「この こと はだれ にも 言わ 
ないで 下さい。 私たちの 今の 生活 を 
変えた く もない し， 病人 だからと 言 
つて だれに も 特別扱いして も らいた 
く あ り ません。 こ う して 彼女の 肉体 
の 苦痛との 戦いが 始まった。 しかし， 
そのこと は 肉体的に 助け を 必要と し 
ている 人々 への 思いやりの 気持 を 深 
める ことにな つた だけであった。 そ 
して 必要な も のが 与えられ ている こ 
とへの 感謝の念 はよ り 大きな ものと 
なり， 人々 に対する 関心 はさら に 高 
めら れた。 

その後 短い 間 に 大手 術 が 3 回 も 連 
続して 行なわれた。 そのこと を 知つ 
ていたの はごく わずかな 人で， 皆秘 
密 にす るよ う 約束 させられ ていた。 
入院 中の 生活 はいつ も 同じで 変わる 
ことがなかった。 綿密な 計画 を 立て， 
まず 日曜日に 教会に 出席した。 そし 
て 月曜日の 朝早く 手術 を 行なう。 火 
曜日に は， ベッドから 降りる 訓練 を 
する。 水曜日に は 少しずつ 歩き回り， 
体力の 回復に 努める。 そして 木曜日 
はも う 看護婦 を 助けて， 病院に いる 
他の 患者の 世話 をして いる。 金曜日 
になる と， 医者のと ころに 行って 家 
に 帰 じて くれる よ う 説得す る。 そし 
て 土曜日の 早朝に は 医者 も あきらめ 
てし まって 彼女 を 退院させる。 日曜 
日， 再び 明るい 顔で 教会に 出て くる。 
だれ ひとり 彼女が 大手 術 をした と考 
える 人 はいない。 集会が 終わる とす 
ぐに， 私 は 彼女 を 家に 連れて 帰り， 
必要な 休息 を 取らせる 。 私が で き る 
だけ 彼女の そばに いて 助けよ うとす 
ると， きまって ほかの 困って いる 人 
のこと を 口にする。 「も う 私 は 大丈夫 
です。 今度の 木曜日の 晚には ごち そ 
う を 作って 待って ます わ。」 

妻 は 病気 を 完全に 主の み 手に ゆだ 
ねて いた。 そして 主 は 妻 を 祝福し， 


病気に 耐え， 自分の 望み通りの 生活 
をす る 力 を 授けて 下さった。 病気が 
重くな つた ある 晚， 私 は 妻に べッ ド 
で 休んで いるよう 言い聞かせた。 そ 
れ でも 彼女の 返事 は 変わらなかった。 
「いいえ， 私 は そのような 生活 はし 
たく あり ません。」 

主 は 彼女 を 祝福し， さらに 4 年間 
も 余命 を 与えて 下さった。 医学の 力 
では これ は 不可能 な ことであった。 
私たちに とって， この 年月 ほど 祝福 
された 日々 はなかった。 私が この 重 
犬な 職に 召され， 妻と そろって 壇上 
に 立った の は， その 間の ことで あつ 
た。 

こうして 妻 は， 私に 寄せて きた 期 
待が ある 程度 達成され るの を 見る こ 
とがで きたので ある。 

主 は 彼女 を 主の み も とに 呼び も ど 
すに 一番 良い 時 を 待って おられた。 
私が その 年の 多忙な 旅行 を 終える の 
を 待って おられた。 使徒に 召されて 
数 力 月 後， 初めて 家で 過ごした 土曜 
日に， 彼女 はこの 世 を 去って 主の み 
も とに 召された ので ある。 

その 最後が また 彼女ら しかった。 
妻 は 起きて， 家族の ために 朝食の 用 
意 をして いた。 すると 突然， 皿 を 落 
とす 音が 聞こえ， 彼女の 小さな うめ 
き 声が してきた。 私 は 彼女の 身に 何 
か 起こった と 思って 急いで 書斎 を 出 
た。 彼女 は 発作 を 起こし， そのため 
に 右手が まったく きかな く なって い 
た。 私 は 素早 やく 彼女 を 抱き上げ， 
そばの 長いす に 横たえた。 この 長い 
す は 妻が 昼間で も 休む ことができる 
よ う に 台所の 近く に 置いて いた もの 
である。 

目に は 恐れの 気持ちが 表われ， 麻 
痺 状態 はわき 腹に 広がって きた。 私 
は 急いで 医者 を 呼んで 来る こと を 彼 
女に 告げた。 すると 妻 は， 「まず， 私 
を 祝福して 下さい」 と 頼んだ。 私 は 
彼女の 頭に 両手 を按 いた。 その 時 主 
の大 いなる 憐れみに よって， 私は最 
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後の 時が 来た こと を 知らされた。 祝 
福 を 授けて 医者 を 呼ぶ ために 部屋 を 
出る 時 も， 彼女 は 何とかして 右手と 
右足 を 動か そ う と していた。 そ して 
私が 聞いた 彼女の 最後の 言葉 はこ う 
であった。 「私 は 普通の 人間の 半分 を 
も 生き られ ませんで した。」 
それからの， この 世に おける 最後 

の 2 時間 はま さ に 彼女の 生涯 を 物語 
つていた。 つまり， 自分の こと を 二 
の 次に し， いつも 人の ために 援助 を 
惜しまな いその 姿であった。 主は憐 
れみ によって， 彼女 を 幕の 彼方に 連 
れて 行き， 心痛と 肉体的な 苦痛 を 取 
り 去って 下さった。 そして 今 彼女 は 
再び， 幸せな 生活 を 送って いる。 そ 
んな 彼女の 住む パラダイス はきつ と 
素 晴ら しい 所に 違いない。 

数百 通 にも 上る 同情の 手紙 をいた 
だき， 私たち は 心から 感謝して いる。 
も しこ こで それら を 分類す ると すれ 
ば， 彼女の この 地上での 生活から 見 
て ふた 通りの 山に 分けられる かも し 
れ ない。 最初の 手紙の 山 を 代表す る 
ものと して 合衆国 東部の ある 人から 
寄せ られた 手紙 を 紹介 したい 。「私 た 
ちが はじめて 手に した モル モ ン経は 
彼女が 下さった もので， 私たちに と 
つて は 霊感の 人で もあります。 また 
バプ テス マの 日に 家族に 示して 下さ 
つた 温かい 思いやり を 私たち は 決し 
て 忘れる こと はでき ません。 その 晚 
に は 夕食に 招待され， 本当に 楽しい 
一時 を 過ごさせて いただき ま し 


た。」 

妻はィ エス. キリス 卜の 教会員で 
ある こと を 心から 感謝して いた。 彼 
女の人 生 は その 基の 上に 築かれた も 
のであった。 さらに キリスト 教会の 
会員で ある こと が 彼女の 支えで あ り ， 
永遠の 希望と なって いた。 そして 私 
たちの 主， 救い主の 使命に ついての 
自分の 証 を 多く の 人に 分かち合いた 
いと 思って いた。 また 妻の 貯蔵 プロ 
グラムの 中には， 小麦 やかん 詰め， 
その他の 貯蔵 物資の ほかに 12 冊の モ 
ル モン 経が あった。 しかも 彼女 は そ 
れ ら を 他の 貯蔵 物資 と同じように 定 
期 的に 数え， いつも 補充して いった。 
モル モン 経 を 購入して おく ことにつ 

いて 彼女 はこう 述べて いる。 「食糧 品 
は 使って しま うと， なくなり ます。 
でも モル モン 経をプ レゼ ン 卜すれば， 
それから 受ける 恵みと 喜び は 決して 
絶える ことがあり ません。」 

2 番目の 手紙の 山に ある 手紙に は 
次のように 記されて いる。 「彼女 は 妻 
であり， 母親で あると 同時に 私の ス 
テーキ 部の 霊的 生活の 教師で も あ り 
ました。 私 は 45 分 間の レッスン を 毎 
月 1 回 欠かす ことなく 約 1 年間 受け 
てき ましたが， それ は 私の 生活に 大 
きな 影響を及ぼ すよ うにな りました。 
私に とって 彼女 は 決して 忘れる こ と 
がで きない 人の ひと りです。 彼女 は 
私に 霊的 生活 を 模範で 示して 下さい 
ました。 いつも 人々 の 必要と してい 
る こと を 理解し， それ を 満たして や 


るよう に 一生懸命に 努力 してい まし 
た。 

主 は 私たちに こう 言われた。 「汝相 
愛して 共に この 世に 生きよ。 されば 
死にた る 者 を 失いた るた めに 涙 を 流 
し， ことに 栄光 ある 復活の 望み を 有 
たざる 者の ためにい よいよ 歎き 悲し 
め。 

およそ， われに ありて 死ぬ る 者 は 
死 を 味わう ことなし。 そ は 死 は 彼ら 
にと りて 甘ければ なり。」 （教義と 聖 
約 42  ：  45—46) 

私 は 今 ほどこの 聖句を 身にしみて 
感じた こ と はない。 私に とって 彼女 
がいない こ と は 寂しい こ とで は ある 
力；， 彼女に とって その 死 は 甘い もの 
であった。 そのこと は 彼女の 生前の 
生活が 物語って いる。 

今， 私 は 彼女に 心から 感謝し， 皆 
さん も そのよ うな 生活 をす るよ うに 
勧めたい。 私 は 奉仕に よって 苦痛 を 
和らげ， 信仰に よって 落胆した 心 を 
奮い立た せる 姿 を この 目で 見て きた。 
ま た 勇気が 彼女の 生来の 力 を さらに 
大 いなる ものと し， 愛が 生活の 在り 
方 を 変える 様 を 目撃して きた。 

願わくは 神の 祝福が あって， こう 
した 彼女の 思い出が 皆 さ んの 生活に 
喜びと 満足 を 与える こと がで きる よ 
うに， イエス. キリスト のみ 名に よ 
つて へりくだり 祈って いる。 ァーメ 
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先日， 南ァメ リ 力の 偉大な 国々 を 
訪問し， その 地の 献身的な 聖徒た ち 
の 信仰と 熱意に 触れ， 同時に モル モ 
ン 経の 背景と なった 地に いるの だと 
の 実感 を 味わって もどって きた。 そ 
のこと もあって， 今 私 は モル モン 経 
について 是非 話 をしたい という 気持 
ちに 駆られて いる。 この 書物に は， 
古代 ァメ リ 力 大陸の 住民の 歴史が 記 
されて いる。 

ブラ ジルの サン パゥ 口 と ァ ルセ' ン 
チンの ブ エノ ス アイ レスに おいて 催 
された 地域 総 大会で， みたまに あ ふ 
れた 数々 の 会に 出席し， 大勢の 素晴 
ら しい 兄弟 や 姉妹た ちと 交わった。 
そして， 彼らの 純粋な 信仰と， 主に 
仕えて こ の 地上 に 主の 王国 を 確立 し 
たいとい う 大きな 望みに， 強く 心 を 
打 たれた。 

私たちの 予言者で ある キン ボール 
大 管長が， 彼らの 中に 立った 時に 彼 
らに 示した 愛， そして 大 管長が， 取 
り 巻く 人々 に 祝福と 助言 を 与えた 時 
に 彼らの 目にあ ふれた 喜びの 涙， こ 
れ はまこと に 心温まる 光景であった。 
その 有り様 を 見ながら， 私 は， 古代 
の ニーフ アイ 人 も 復活した 主の 訪れ 
を 受けて 同じよ う に 麗しい 経験 をし 
たに 違いない と 思い巡ら していた。 
主 は 確かに 西半球に 住む 他の 羊を訪 


れた も う たので ある。 そ して 彼ら は 
主の 羊の群れに 入り， 主の 福音 を 説 
き 踏み 行な う ための ひとつの 組織 を 
与えられた のであった。 

そのこと は， モル モン 経の 中で， 
ニーフ ァ ィ 第三 書と 呼ばれて いる 箇 
所に 記されて いる。 私 は 今日， この 
ことにつ いて 述べたい。 しかし その 
前に， モル モン 経の 存在が 確かで あ 
り， かならず 世に 現われる という こ 
と を 証して いる 予言 を 聖書から 幾つ 
か 引用した いと 思う。 

次に 挙げる の は， 旧約聖書の ェゼ 
キ エル 書の 言葉で ある。 「人の子よ， 
あなた は 一本の 木 を 取り， その上に 

r ュダ およ びその 友で ある ィ ス ラエ 
ルの 子孫の ために J と 書き， また 一 
本の 木 を 取って， その上に 『ヨセフ 
および その 友で ある ィ ス ラエルの 全 
家の ために J と 書け。 これ は エフ ラ 
ィムの 木で ある。 あなた は これら を 
合わせて，  一^^ 3 の 木と なせ。 これら 
は あなたの 手で 一^^ 3 になる。」 （ェゼ 
キ エル 37  ： 16， 17) 

この 書の 内容から， これらの 木 は 
聖書と モル モン 経 を 指す という こ と 
が 分かる。 また， モル モン 経が どの 
よ う にして 世に 現われ たかを 知る と， 
黙示 者 ヨハネの 語った 言葉の 意味が 
よ く 理解で きる。 すなわち， ひとり 


の 天使が 実際に 天より 下り， モル モ 
ン 経の 翻訳の ための 原版と なった 記 
録をジ ヨセフ. スミ スに 渡した ので 
あった。 黙示録に は 次のように 記さ 
れ ている。 

「わたし は， もう ひとりの 御 使が 中 
空 を 飛ぶ の を 見た。 彼 は 地に 住む 者, 
すなわち， あらゆる 国民， 部族， 国 
語， 民族に 宣べ 伝える ために， 永遠 
の 福音 をたず さえて きて， 大声で 言 
つた， r 神 をお それ， 神に 栄光 を 帰せ 
よ。 神の さばきの 時が きたから であ 
る。 天と地と 海と 水の 源と を 造られ 
たかた を， 伏し拝め j。」 （黙示 14  ：  6  , 

神 は 世の 初めから すべての 神の 子 
らに 関心 を 示して 来られた 力;， 今日 
でも 同じよう に 私たちに 関心 を 寄せ 
て おられる。 これ を 裏付ける 聖句は 
沢山 ある。 したがって 私たち は， こ 
の 末の 日に も 神 は 予言者 を 通して 絶 
えず 啓示 を 下し， 私たち を 導かれる 
こと を 信じて いる。 予言者 ァ モス は 
こう 言って いる。 「まことに 主なる 神 
は， その しもべで ある 予言者に その 
隠れた 事 を 示さない では， 何事 を も 
なされない。」 （ァ モス 3  ：  7  ) 

救い主 は 次の よ う に 語って おられ 
る。 「わたしに はまた， この 囲いに い 
ない 他の 羊が ある。 わたし は 彼ら を 
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も 導かねば ならない。 彼ら も， わた 
しの 声に 聞き 従う であろう。 そして, 
ついに 一つの 群れ， ひとりの 羊 飼と 

なる であろう。」 （ヨハネ 10  ： 16) 

この ことから， 救い主が 十字架の 
刑 を 受けて 復活した 後， 予言され て 
いたしる しと 驚異のう ちに 西半球の 
民 を 訪れた も うたわけ が 明らかで あ 
る。 それ は， 主 はこの 世に おいてと 
もに 暮らした 民に， 主の 福音 を 学び， 
それに 従つ て 生活す る 機会と 特権 を 
与えられ たが， この 西半球の 民に も 
同じ 機会と 特権 を 与える ためで あつ 
た。 

この 訪れ を 記した ニーフ アイ 第三 
書の 記録 以上に， 神と 人との 交わり 
を 美 し く かつ 詳しく 記した 記録 は， 
聖典の どこ を 捜しても 見いだ せない 
と 思う。 私 はこの 記録 を 読む よ うに 
すべての 人々 に 勧めたい。 そこに あ 
るの は 警告の 言葉と， 美しい 教え 以 
外の 何もので もない。 これらの 警告 
と 教え を 受け入れ， それに 従って 生 
活 するならば， それ は 世の 人々 や， 
このよう な 生き方 を 求めて いる 人に， 
ほかの 何物に も まして 平安と 幸福 を 
もたらす ものと なる であろう。 また， 
聖書で は 答える ことので きない 数多 
くの 疑問に 対しても， 適確な 解答 を 
得る ことができる。 

ニーフ アイ 第三 書 は， 新約聖書の 
4 つの 福音書よりも 詳細に， 多くの 
知識 を 提供して くれる。 さらに そこ 
に は， 主の 教義と 教え， そして 主の 
慈悲が そのままに 記されて いる。 こ 
の 理由から， 多くの 人々 は ニーフ ァ 
ィ 第三 書 を 「第 5 の 福音書」 と 呼ん 
でい る 。 

ニーフ アイ 第三 書 は， キリストの 
誕生 を 告げる 予言の 記事で 始まる。 
しかし， 世の 始めから その 時に 至る 
まで， また 今日に おいても 見られる 
ように， その 予言 を あざけり， 予言 
者の 言葉が 成就す る 時 はすで に 過ぎ 
たと 言う 者た ちが 多かった。 そして 


彼ら は ある 一日 を 定めて， その 曰 ま 
でに 予言され たしる しが 現われな け 
れば， 信じる 者た ち をす ベて 殺す こ 
とに したので ある。 

そのこと で ニーフ アイ は 「熱心に 
主に 祈り を 捧げた。」 （111 ニーフ アイ 
1 ： 12) それに 対して 主 は ニーフ ァ 
ィのも と を 訪れ 聖 なる 予言者の 告げ 
たこと が 成就す る 時 は， 間近で ある 
と 答えられた。 こうして すべての し 
るし が 現われ， 新しい 星が 空に 出た 
ので， 予言 を 信じなかった 者た ち は 
「地に 倒れて 死んだ よ う になつ 
た。」 （111 ニーフ アイ 1 ： 16) ここに 
私た ち が 学ぶ ベ き 第一の 教訓 が ある。 
つまり 神の 予言者の 言葉 はかならず 
成就す るので ある。 

しかし， 民 は 間もなく， 自分た ち 
の 経験した しるしと 驚異 をす ベて 忘 
れて しまい， 悪事に ふける ようにな 
つた。 そして 戦いが あり， ガデ アン 
トン 強盗 団が 興り， 国が 荒廃し 始め 
た。 そのような 中で， 正義 を 守って 
主 を 呼び 求めた ニーフ ァ ィ 人た ち は 
彼らの 敵 を 打ち負かす ことができた。 
そして 自分た ちの 救われた ことにつ 
いて 神 をた たえた ので ある。 

記録に あるよう に， 彼ら は 「かれ 
らの罪 や 憎むべき 行い や みだらな 行 
い を こと ごと く 捨てて 夜昼 熱心に 神 
に 仕えた。」 （III  ニーフ アイ 5  ：  3  ) 
こ う して 彼ら は 栄えた。 

「多くの 都市が 新しく 建てられ， 多 
くの 古い 都市が 修理され， 都市から 
都市へ， 地方から 地方へ， また 所 か 
ら 所へ 行 く 多 く の 街道が 開通 さ れ 
た。 J  (III ニーフ アイ 6  ：  7  ，   8  ) 

このように， モル モン 経の 記録 は， 
この 地方 に 古代文明 が 栄えて いた こ 
と を 証して いる。 学問の ない 一介の 
若者が 神の 賜 と 力に よつ て 翻訳 し た 
モル モン 経 は， 現在 科学が 証明し つ 
つ ある 事柄 を， 非常に 詳細 かつい き 
いき と 描写して いるので ある。 

まことに これ は， この 末の 日に 世 


に 出される よ う 神の 手に よって 守ら 
れ てきた 真実の 記録で ある。 

話 を もとに も どそう。 今日の 世で 
もそう である 力;， 民 は 繁栄す ると 高 
慢 になり， 論争 を 始めた。 ある 者た 
ち は 故意に 神に 逆らった。 この結果， 
わずか 6 年の 間に 民の 大部分 は 邪悪 
に 陥って しまった。 そこで ニーフ ァ 
ィは 伝道 を 始め， 勇敢に 悔い改め を 
説いた。 

悔い改め を 説く こと， これ は 神の 
予言者の 務めで ある。 たとえ 受け 入 
れられ なくても 行なわなければ なら 
ない 義務で ある。 民 は ニーフ アイに 
対して 怒った 力;'， 彼 は 威勢と 大きな 
権能と を もって 教えと 導き を 与えた。 

「ニーフ アイ がその 主ィ エス' キリ 
ス ト を 信ずる 信仰 は 非常に 深く また 
固かった から， 天使た ちが 毎日 ニー 
フ アイ に 導きと 恵み を 与え …… 

ニーフ アイ は， イエスの 御名に よ 
つ て 悪鬼と 汚れた 霊と を 追い出 し， 
その上 民の た め に 石で 打ち殺さ れた 
自分の 兄弟 を 蘇生 させた。」 （III ニー 
フ アイ 7  ： 18, 19) 

その後 再び， 予言者た ちが 予言し 
たように， キリスト が 十字架に かか 
りたもう たことの しる しが 現われ， 
嵐 や 地震， 暗黒， 雷， 火が その 出来 
事の 証として 起った。 多くの 都市が 
海中に 没し， 山々 が 隆起し， 地の 全 
面が その 様相 を 変えた。 これ は 3 日 
間 続き， 「ある 所では 民が 『この 大き 
な 恐し い 時が 来ない 前に 悔い改めて 
おけば よかった もの を。 悔い改めて 
おいたならば， わが 兄弟た ち は 命 を 
助けら れて大 き な都ゼ ラへ ムラ で 焼 
け 死ななかった もの を』 と 泣き叫ぶ 
のが 聞え た。 

また ほかの 所では 民が 『この 大き 
な 恐し い 時が 来ない 前に， 悔 改め を 
して 予言者ら を 殺さず， 石で これ を 
撃たず， また 追い出さなければ よ 力、 
つた もの を。 このような こと をし な 
かったならば， われらの 母 や 美しい 
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娘 や 息子た ち は 命 を 助けられて， 大 
き な都モ 口 ナイ ハ 市で 生 き 埋めに さ 
れる ことはなかった もの を』 と 泣き 
叫んで ひどく 悲しむ 声が 聞え た。 こ 
のように， 民の 歎きとう めきと はま 
ことに 甚 しく また 恐し いもので あつ 

た。」 (III ニーフ アイ 8  ：  24，  25) 

明らかに これ も ひとつの 教訓で あ 
る。 過去の 歴史 を 見る と， 予言者 を 
拒み， 邪悪な 行ない を 悔い改めよう 
と しなかった 者た ち は 災い を 被り， 
予言者の 警告 を 心に 留めな かつ た こ 
と を 嘆き悲しみ， 後悔して いる。 御 
存じの ように， 主の 使徒た ち も， 神 
の 王国 を 築き， 民 を 悔い改めさせて 
幸せな 生活に 入らせよ うと 努めた と 
いう だけの 理由で 迫害 を 受け， 石で 
撃 たれた ので ある。 

今日の 世の 人々 は， 神の 予言者の 
言葉 を 拒んで いる。 戦争が 操り 返さ 
れ ている 力；， 地の 面 を 嘆きとう めき 
が 覆って いる とはいえ ないだろう 力、。 
また， 若人が 義の道 を それて， アル 
コール や タバコ， 幻覚剤， その他 禁 
じられ たものに 手 を 出し， その 結果 
苦しみ を 被り， 悲劇に 陥って いる こ 
と を， また 彼らが いつも 気まぐれな 
行為に 走って いる こと を， 大勢の 人 
々が 嘆いて はないだろう 力、。 いかに 
多くの 人々 が 現在の 社会に 存在して 
いる 不法行為 を， 悲しんで いる こと 
だろう。 私たち は， 姿を消した 古代 
文明の ようにならな いために， 過去 
の 歴史から 得た 教訓 を 心に 留める 必 
要 力 5 ある。 

キリスト はこの こと を 古代の ニー 
フ アイ 人に 告げられ， その 声 は 「地 
のす ベての 人々 に」 聞こえた。 （111  二 
ーフ アイ 9  ： 1 ) 主 は 彼らに 民の 罪 
悪と 憎むべき 行為 を 思い起こ させ， 
ま た 住民の 邪悪の た め に滅 び た 数多 
く の 都市の こ と について 語られた。 
そ して 次の よ う に 言われた。 

「さて これらの 亡びた る 者よ り も義 
し き が 故に 命 を 助け られた る すべて 


のる どもよ。 われが 汝らを 医す を 得 
るた めに， 汝らは 今 われに 立ち 帰り 
て 罪 を 悔い また 心 を 改めざる 力、。 

まことに われ 汝らに 告げん。 も し 
われに 来らば 永遠の 生命 を 得。 見よ， 
われ は憐み 深き 手 を 汝らに 向いて 
伸べ たれば， すべて われに 来る 者 は 
われ これ を 迎えう る 故に 幸福な 
り 。」 （III ニーフ アイ 9  ： 13, 14) 

主の み 名に よって 語る 予言者た ち 
を 通して， 主 は 今日の 人々 も 同じよ 
うに 招いて おられる。 この 福音 は， 
主が エルサレムで 教えられた 福音と 

同じ もので あり， また， 古代の ァメ 
リ 力 人に 恵みと 祝福 を 与える ため 教 
会 を 設立した 時に 教えられた 福音と 
同じ ものである。 

主の 声 を 聞いた 後， 大勢の ニーフ 
ァ ィ の 民 は 神殿に 集まって ィ ヱス • 
キリストの ことと， 彼らが 耳に した 
事柄と について 語りあって いた。 す 
ると また 声が 聞こえた。 「わが 喜ぶ 愛 
子 を 見よ。 われ はこれ に 由り てす で 
にわが 名の 栄光 を 示しぬ。 わが 愛子 
に 聞け。」 （III  ニーフ アイ 11 ： 7  ) 

彼らが 天 を 仰ぐ と， 天から 白い 衣 
を 着た 一人のお 方が 下って 来られる 
のが 見えた。 彼ら は 自分た ちに 現わ 
れ たこの 御 方 を 天使で ある と 思って 
いたが， この 御 方 は 次のように 言わ 
れた。 

「見よ， われ はィ エス' キリストな 
り。 予言者ら が この 世に 来る と 証 を 
したる その 者な り 。 

われ は 世の 光に して ま た 世の 生命 
なり。」 （III ニーフ アイ 11 ： 10， 11) 

集まって いた 人々 は 全員 地に 倒れ 
た。 すると 救い主 は， 敬虔な 思いと 
謙遜の 念に 満たされ ていた 彼らに 祝 
福 を 与え， 教え を 授けられた。 それ 
から， ニーフ アイに バプ テス マ を 施 
す 権能 を 授けられ， 次のように 言わ 
れた。 「われ は汝に 権能 を 与う。 われ 
が 再び 天に 昇りし 後， 汝 はこの 権能 
を 以て この 民に バプ テス マ を 施 


せ。」 （川 ニーフ アイ 11 ： 21) 

主 はまた 他の 者た ち を 召して， 彼 
らに もこの 権能 を 授けられた。 それ 
は， 主の み 名に よって 儀式 を 施す た 
め に は 権能 かつ 必要 だ つたから である。 
さらに 主 は， パプ テス マの 儀式 を 施 
す 時に 用いる 言葉 を 教え， また 水中 
に 沈 め る 方法で 執行す るよう に 指示 
を 与えられた。 これ は 末日 聖徒 イエ 
ス • キリス ト 教会で 現在 用いられて 
いる パプ テス マの 儀式と 同じで ある。 
主 はまた， 御 自分の 説く 教義 は 御 父 
から 与えられ たもので あり， 決して 
それにつ いて 論争して はならない と 
断言した もうた。 そ して， 12 人の 弟 
子に， 出て 行って， 地の果てまで 主 
の 言葉 を宣べ 伝える よ うに 命じられ 
た。 

主 は 彼らに 山上の垂訓 を 与えられ 
たが， これ は マ タイ 伝に 記されて い 
る ものと ほとんど 同じで ある。 また 
主 は， 黄金律 を 説き， 結婚と 情欲と 
不貞に 関して 教え を 授けられた。 断 
食と 祈りに ついても 説き， また 私た 
ちが 主の 祈 り と 呼んで いる 偉大な 祈 
りの 模範 を も 示された のであった。 
人 は 神と 富と に 兼ね仕える こ と はで 
きない。 したがってまず 神の 王国と 
神の 義とを 求める よ うにと も 教えら 
れた。 

主 は 彼らに 多くの たとえ 話 を 語り， 
救いと 昇栄 に関する すべての 事柄 を 
教えられた。 また， 御 自分の 選んだ 
12 人の 弟子に 特別な 指示 を 与えられ 
た。 「汝ら はわが 弟子に して， ヨセフ 
の 家の 残れる 子孫なる この 民の 光な 

この 地 は 汝らの 受けつ ぐ 地に して， 
御 父 これ を 汝らに 与えた まえり。」 
(III  ニー  フ アイ 15  ： 12， 13) 
主 は ニーフ アイ 人に 主の 言葉 を 書 
き 留める よう 命じられた。 それ は， 
エルサレムの 民が 聖霊に よ つて ニー 

フ アイ 人 や 他の 部族の こ と を 理解 し 
ない 時に， これらの 記録に よって 彼 
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らが 他の 民族の こと を 知る こ とがで 
きる ようにす るた めであった。 これ 
らの 記録 は， イスラエルの 家に 福音 
を 説く 手段と なる もの だからで ある。 

主 は 民が 主の 言葉 を 完全に は 理解 
してない こと を 認め， 各自の 家に 帰 
つて 主が 言われた こと をよ く 考える 
ように 告げられた。 しかし， 彼らが 
涙 を 流し， しばら く 自分た ちとと も 
にいて 欲しい と 望んで いる 様子 を 御 
覧 になって， 主 は 彼ら を 隣れ み， 病 
人 や 足 や 目の 不自由な 人， 病で 悩ん 
でい る 人々 を 呼び集め， 彼ら を 癒さ 
れた。 主 はまた 子供た ち を 連れて こ 
させ， その 真中に 立つ と， 群集に 地 
に ひざまずく よ う に 命じられた。 

「こう 言って 自ら も ひざまずいて 御 
父に 祈りた もうた。 その 祈り は 書く 
ことができな いが 群集の 中で これ を 
聞いた 者た ち は 次の よ う に 証 を 立て 
た。 

r 私た ち が 見た り 聞いたり した イエ 
スの御 父に 対する お祈り は， 人の 目 
がま だ 見ず， 耳が まだ 聞かない ほど 
偉大で 驚嘆すべき ものである。 

これ を 口で 言い あらわせる 者 もな 
く， 筆で 書き あらわせる 者 もな く， 
ま た 人間の 心で 想像で きぬ ほ ど 偉大 


で 驚嘆すべき ものである。 イエス 力 S 
私たちの ため に 御 父 に 祈って 居りた 
もうの を 聞いた とき， 私たちの 1|：、 に 
満 ち た 喜 び は 人間 の 想像が で きない 
ものである J と。」 （m ニーフ アイ 

17  ： 15， 17) 

それから イエス は， 子供た ち を 一 
人 一人 近よ せて 祝福 を 与え， 彼らの 
ために 祈り， 「汝ら の 子供た ち を 見 
よ」 と言われた。 

「群集が これ を 見よ う と 顔 を 上げる 
時 天 を 仰いで 見る と， 天が 開けて 天 
使ら が 火の 中に 取り巻かれて いるよ 
う な 有様で 天降 り ， 小 供た ち を 取 り 
かこんだ ので 小 供た ち も また 火に 取 
りかこ まれ， 天使ら は 子供た ちに 祝 

福 を 与えた。」 （m  ニーフ アイ 17  ：  23， 
24) 

主 は 弟子た ちに 聖餐の パン を 与え， 
次いで 群集に それ を 与えさせ， こう 
して 民の 間に 聖餐の 儀式が 制定され 
た。 主 はまた， 彼らが 聖霊 を 受けた 
いと 願って いる こと を 認め， 彼らに 
聖霊 を 授けた もうた。 さらに 主は奇 
跡 を 現わし， 約束 を 与え， ィザャ の 
記録と すべての 予言者の 言葉から 主 
の 再臨の しる しにつ いて 研究せ よ と 
言われた。 また 来るべき 裁きに つい 


て 警告 を 与え， 什 分の 一と 死者の た 
めの 業に ついても 教えられた。 次い 
で， 主の 教会 は， 主の み 名に よって 
呼ばれる こと を 告げ， 再び 民に 悔い 
改める よ う 警告 を 与えられた。 

「さて， 世界の 隅々 に 至る 者た ちょ。 
汝らは 聖霊 を 受けて 聖 めら れ， また 
終りの 日 にわが 前に 罪な しとせられ 
ん ために 今 悔い改め， われに 来て わ 
が 名に よ りて パプ テス マ を 受けよ。 

これ 汝らに 与うる 命令な り。」 （in 二 

ーフ アイ 27  ：  20) 

以上の 教え はすべ て， キリスト 力； 
復活 後 ニーフ アイの 民 を 訪れられた 
時に 彼らに 与えられた ものである。 
そして， 今日， 私たち も 主の 教会に 
おいて まった く 同じ 教え を 受けて い 
る。 人々 が これらの 教え を 受け入れ 
て それに 従って 生活し， また 神 を 御 
父と し， その 御子 ィ エス' キリスト 
を 世の 救い主と して 受け入れ るよ う 
に， 私 は 心から 祈って いる。 ス ペン 
サー • W • キン ボール 大 管長 を 神の 
予言者と して 受け入れ， 従い， それ 
によって， 約束され た 祝福 を 享受す 
るよう に 祈る ものである。 イエス' 
キ リ ス 卜の み 名に よって 申し上げる。 
アーメン。 
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信仰 —— その 第 1 歩 


十二使徒 評議員 会 会員 


ハワード • W • ハン タ一 


世界中の キ リ ス ト 教徒 は， 歴史上 
最大の 出来事と 思われる こ と を 祝つ 
た ばか りで ある。 つまり 主が 十字架 
に カバナら れ， 再び 墓から よみがえら 
れ たこと を 記念す る 日で ある。 この 

出来事 はすで に 1900 年 以上の 永き に 
わたって 毎 春 祝われて きた。 そして 
繰り返し， 私たちに 教えて いる。 暗 
くて 寒い 冬が 終わ り を 告げる その 日， 
すべての 生き物が その 息吹き を 始め 
る 備え をして いる こと を。 

雪解けが 始まる と， 木々 や 灌木 は 
新しい 芽 を 吹き出し， つぼみが ふく 
らみ 始める。 全地が 色と 温か さの シ 
ンフォ ニー を 奏で， 新しい 生命の 訪 
れを 告げる。 寒々 と した 冬から 美し 
い 春へ と， 毎年 繰り広げられる 自然 
の 移り変わり を 目に する 度に， やみ 
と 絶望の ゲ ッセ マネから 栄光に 満 ち 
た 復活へ と 変転す る 様が 思い起こ さ 
れる。 取り去られた 墓の 入口の 石の 
前で， こう 告げる 声が あった。 「その 
かたは， ここに はおられない。 よみ 
が えられた の だ。」 （ルカ 24:  6) 

復活が 現実に 起こった こと は， そ 
れを 信じる 勇気の ある 者に とって 非 
常に 重大な 意味 を 持って いる。 しか 
し， 復活 は 実際にあった のだろう 力'。 
イエス. キリスト は 今 も 生きて おら 

れる のだろう 力、。 また この 地上に 来 


られて 福音 を宣べ 伝え， 人類の ため 
に 命 を 投げ出された のだろう 力、。 さ 
らに 墓から よみがえられ， 私たちが 
生き返って 永遠の 生命 を 受けられる 
よ うにして 下さった というの は 本当 
だろう か。 その 証拠 は どこに あるの 
だろ う か。 も し 私た ち に 十分な 知識 
がなければ， その 真理に ついて どの 
よ う な 方法で 知 る ことができ るの だ 
ろうか。 

皆さんに 申し上げたい。 私たち は 
これらの こと が 実際に 起 こった こと 
を 心から 信じて いる。 それが 真実で 
ある こと を 知っている。 神 は 生きて 
おられ， 文字通り 私たちの 天父で あ 
る。 そして イエス 'キリスト は 神の 
御子で あり， 世の 噴い 主で ある。 こ 
の イエス. キリス 卜の 贖いの 儀牲を 
通して， かって この 地上に 住んで い 
た 人々 も， そして これから この 地上 
を 訪れる 人々 を も 含む 全人 類が 死 か 
ら よみがえって 再び 命 を 得る よ う に 
なった ので ある。 この 証 は 他の 人々 
が 行なった のと 同じ 方法 を 通して 得 
たもので ある。 し 力、 も， これ は， も 
し 人が 次の 聖句 に 述べ られ ている 勧 
告に 従うならば， だれでも 得られる 
も ので ある。 

「求めよ， そうすれば， 与えられる 
であろう 。捜せ， そうすれば， 見い 


だすであろう。 門 をた たけ， そうす 
れば あけて も ら える であろ う 。 すべ 
て 求める 者 は 得， 捜す 者 は 見いだ し， 
門 をた たく 者 は あけても らぇ るから 
である。」 （マ タイ 7  ：  7  —  8) 

また ヤコ ブはィ ス ラエル 人に あて 
た 手紙の 中で 同じ 意味の 勧告 を 与え 
ている。 

「あなたが たのうち， 知恵に 不足し 
ている 者が あれば， その 人 は， とが 
め もせずに 惜しみな く すべての 人に 
与える 神に， 願い を 求める がよ い。 
そうすれば， 与えられる であろう。 
ただ， 疑わないで， 信仰 を もって 願 
い 求めなさい。 疑う 人 は， 風の 吹く 
ま ま に 揺れ動 く 海の 波 に似てい 
る。」 （ヤコ ブ 1 ： 5  —  6  ) 

も ち ろん， 信じる 人 も いれば， 疑 
う 人 もい る。 しかし 私たちが この 聖 
典に 述べられ ている 教えに 忠実に 従 
うこと がで きるならば， 疑問 は 解け, 
その 知識 を 得られる はずで ある。 言 
うまで もな く， 真理 を 知りたい とい 
う 望み もな く，  「風の 吹 く ま ま に 揺れ 
動く」 人 は， 神と 神の 計画に 関する 
こ と を 決して 理解す る こと はでき な 
い。 予言者 は 次の よ う な 含蓄 ある 言 
葉 を 述べて いる。 

「神に かかわる に は， 非常に 深 
い 意味が ある。 従って 時間 を かけ， 
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多くの 経験 を 積み， 細部に わたって 
熟慮し， 清い 思い を 持たなければ， 
その 深い 意味 を 理解す る こと はでき 
ない。 もし あなたがたが 人 を 救いに 
導きたい と 思って いるなら， 至高の 
天に その 思い を はせ， 暗黒の 淵 や 永 
遠に 広がる 世界の こと を 深く 考え， 
研究し なければ ならない。 あなたが 
たは 神と 心 を 通わす 必要が ある。」 

(ジ ヨセフ. ス ミス 「教会 歴史」 3 
： 295) 

救い主 力？ この 地上に もたらした 福 
音 は， 人々 に 救い を もたらす 喜びの 
おとずれ である。 要するに， イエス' 
キ リ ス 卜の 福音 こそ 救いの 計画で あ 
る。 キリスト は 次の よ う に 述べて お 
られ る。 「よ りて われが すでに 汝らに 
告げた る こと を 記憶せ よ。 

見よ， われ はすで にわが 福音 を汝 
らに 授けた るが， その 福音 を 言い 換 
うれば 次の ごとし。 まず わが 父 われ 
をつ かわした まい たれば， われ は 父 
のみこ ころ を 行わん とて この 世に 来 
れり 。 

わが 父の われ をつ かわした まいし 
は， われが 十字架に かけられて， 後 
にあら ゆる 人々 を われに 引きよ せん 
が ためなり。 また 人が われ を 十字架 
に 上げた る 故に， 今度 は 御 父が 世の 
中の 人 を 必ず ひき 上げて， これ を 各 
々の 行いの 善悪に 応じて 裁判す るた 
めに わが 前に 立た せた もう。」 （III  二 
ーフ アイ 27  ： 12—14) 

聖典 を 丹念に 研究す ると， 主が 教 
えて おられる 福音の 基本 原則に は 次 
のよ うな 段階が ある ことが わかる。 

1， 私たち は 心の中で， イエスが 
神の 御子で あり， 世の 救い主で ある 
という キリスト に対する 信仰 を 育ま 
なければ ならない。 

2  ， 私たち は 禍ちを 悔い改め， キ 
リ ス 卜の 教えに 喜んで 従うよ う に努 
めなければ ならない。 

3, 私たち は 過去の 罪の 赦しを 得 
るた めに， 定められた 方式に 従って 


バプ テス マ を 受けなければ ならない C 
4， 私たち は 按手に よって 聖霊 を 
受けなければ ならない。 

5， 私たち はこの 世で 最後まで 義 
しい 生活 をし なければ ならない。 

第 1 の 段階 は 信仰で ある。 その 信 
仰 も 漠然とし たもので なく， より 具 
体 的な， 主 イエス' キリス 卜に 対す 
る 信仰で ある。 イエス' キリストが 
実在のお 方で あり， また 神の 御子で 
あり， 福音 を宣べ 伝え， 全人 類が 再 
び 生き返る ように その 命 を 捧げ， 復 
活を 成し遂げられ たお 方で あるか ど 
うか を 知る ために は， 心の中に 真理 
を 知りたい という 純粋な 願い を わき 
たたせ る 必要が ある。 そうした 望み 
が 強くなる と 確証 を 得よ つと いう 気 
持ちに なって くる。 

神が 存在す る こと， あるいは 御子 
が 法に いう 意味での 神の 子で ある と 
いう こと を 示す 目に 見える 有形の 証 
拠 はない。 し 力 >  し， 真理に ついての 
探究が すべて， 現実に 見える 決定的 
な 証拠に よって 証明され るよ うにな 
ると は 限らない。 神が 存在 するとい 
う 決定的な 証拠がない からと言って, 
神の 存在 を 否定す る こ と は 不合理な 
ことで ある。 その 証拠が 得られない 
ため， 私たち はしばしば 科学の 世界 
に 実証的な 確証 を 求めて， 状況証拠 
の 領域にまで 入って いく。 そして 多 
くの 時間 を 掛けて 宇宙 や 地球， 自然 
や 人間の 体， 厳格な 医学の 法則， そ 

の 他の 諸 現象 を 究明す るが， これら 
すべての 事柄 は 真理 を 探究す る 人の 

良心に， 創造主が いて， この 宇宙 を 
支配す る 何者かが いると いう という 
こ と を 訴える。 

も し 決定的な 証拠 を 得て， 神の 存 
在が 明らかにされた 場合， 一体 どの 
ような こと になる であろ う か。 福音 
の 第一 原則 にある 信仰 は どうなる で 
あろう 力、。 主が その 教えの 中で 特に 
繰り返して 強調され たことの ひとつ 
に 信 じる こと の 大切 さが ある。 信仰 


は 具体的な 証拠の ない 所に 橋 を 架け 
るた めの 土台で ある。 これ こそ， へ 
ブル 人への 手紙の 中で その 筆者が 述 
ベた 「望んで いる 事 がら を 確信し， 
まだ 見て いない 事実 を 確認す る こ と 
である。」 （へ ブル 11 ： 1 ) 換言 すれ 
ば， 信仰 は， たとえ 証拠が なく， ま 
た 目に 見える 証拠に よって 明ら 力 >  に 
される ことがなくても， 真理が ある 
こ と を 確信す る ことで ある。 

か り にす ベての こ と が 決定的な 証 
拠に よって 明らかにされた とする。 
は たして 信仰の 力 はどうなる であろ 
う 力、 おそらく 信仰の 必要が な く な 
り， 次第に 消滅して ゆく であろう。 
そしてこう いう 疑問が わいて く る。 
福音の 第一 原則， あるいは 最初の 段 
階で ある 信仰が なくなった 場合， 福 
音の 計画 はどうなる であろう 力 >。 そ 
の 土台 は， 音を立てて 崩れ 落 ちる で 
あろう。 私 はすべ ての 事柄に 具体的 
な 確証が 与えられな いのは， そこに 
主の みこ ころが あるから であると 明 
言したい。 

疑い深い 人 は， 信じられる 証拠 や 
しるし を 求める ものである。 この こ 
とに 関 して 予言者 アルマ は 指摘 し て 
いる。 「も し 天からの しるし を 自分に 
見せて く れ るなら ば 確に 知って 信じ 
よ う という 人 は 多く ある。 

し 力、 し， このような こと は 信仰で 
ある 力、。 いや， これ は 信仰と 言う こ 
とで はない。 なぜならば， もし 人が 
物事 を 知っているならば これ を 信ず 
る 必要の ある わけがない。 すでに こ 
れを 知ってい るからで ある。 （アルマ 
32  ： 17—18) 

それから アルマ は その 民に 信仰の 
原則に ついて 語 り ， 信仰 を 種に なぞ 
らぇ， まいた 後， 手 人れ をし， 養い 
育てる 必要が ある こと を 説いて いる。 
実 を 得たい という 望みが あるから， 
種子 を まく。 そして 種子 をまい た 者 
は， それが 芽 を 出し， 生長す るで あ 
ろうとい う 信仰 を 持つ ので ある。 ァ 
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ルマ はこの 信仰の 種に ついて さらに 
こ う 述べて いる。 

「種子から 生える 木が 生長し 始める 
と， あなたた ち は 『さあ， この 木が 
充分に 根 を 下ろして 生長し， 私たち 
のために 実 を 結ぶ よ う によ く 注意し 
て 養い育てよう』 と言う 力;'， 今 あな 
たたち がよ く 注意して この 木 を 養い 
育てるならば， 根 を 下ろして 成長し 
実 を 結ぶ であろう。 

これに 反して， もし あなたた ちが 
木 を ほって おいて これ を 養い育てる 
ことに 心 を 配らなかったならば， 根 
がっく ことなく， 太陽が 出て これ を 
照らし これ を 熱するならば， 根が な 
いから 枯れて しまう であろう。 この 
とき あなたた ち は その 木 を 抜いて 捨 
てるので ある。 

しかし， 木が このように 枯れる の 
は 種子が 悪かった ためで もな く， ま 
た 実が なった と きその 実が 悪いた め 
でもない， その 土地が 荒 地であって 
しかも あなたた ちが 木 を 養い育てな 
いためで ある。 それで あるから， そ 
の 実 を 取る ことができない。 

これと同じ わけで， あなたた ちが 
も しも 信仰 を 以て 言葉の 実る ときを 
待ち設けながら 言葉 を 養わなかった 
ならば， 決して 生命の 木の実 をと る 


こと はでき ない。」 （アルマ 32:  37— 
40) 

こ う して 信仰 は あらゆる 行動の 第 
一歩と なる。 また， 福音 を 理解す る 
上で も その 第一歩と ならなければ な 
ら ない。 主 イエス. キリスト に 対す 
る 信仰に よって， 私たち は 贖いの 犠 
性が 実際にあった こと を 知る こと 力;' 
できる。 私たち はこ の 第一の 原則 を 
学び， 理解す る 必要が ある。 ' 

マ タイ 伝の 最後の 2 節 は， 主が ガ 
リラ ャの 山上で， 11 人の 弟子た ちに 
最後に 現われた 時の 言葉 を 伝えて い 
る。 この 別れの 言葉 は キリストの 教 
えがい かに 大切で ある か を 強調し， 
それ を 聞いた 人々 にす ベての 人々 に 
教える という 大 いなる 責任 を 委託し 
たこと を 告げて いる。 

「それゆえに， あなたが たは 行って， 
すべての 国民 を 弟子と して， 父と 子 
と 聖霊との 名に よって， 彼らに パプ 
テス マ を 施し， あなたがたに 命じて 
おいた いっさい のこと を 守る よ う に 
教えよ。 見よ， わたし は 世の 終 り ま 
で， いつも あなたがた と共にい るの 
である。」 （マ タイ 28  ： 19—20) 

特に 大切な の は， 「教え」， 「バ プテ 
スマを 施す」 という 言葉で ある。 こ 
の 聖典に 述べられ ている 勧告に 従い, 


教会の 宣教師た ち は 老若 を 問わず 全 
世界に 出て 行って， 主 イエス. キ リ 
ス 卜に 対する 信仰 を 初めと する 多く 
の 福音の 原則 を 教えて いる。 これ は， 
主 御自身が 打ち 建てられた 方法で あ 
る。 マルコ は その 様子 を， 「また 十二 
弟子 を 呼び寄せ， ふたりず つつか わ 
す ことにして， 」 （マルコ 6  ： 
7) と 記録して いる。 弟子た ち は， 
今から 1900 年 も 昔に， 世の中に 出て 
行き， ィヱス が 神の 御子で あると い 
う 証 を 述べた。 そして 今日 も， 献身 
的な 主の 使いが 「ふたりず つ」 全 世 
界に 出て 行って 同じ 証 を宣べ 伝えて 
いる 

世界の 国々 は， 彼らが 伝える 福音 
のメ ッ セージに よ つて 祝福 を 受ける 
であろう。 また 真理 を 心から 求めて 
やまない すべての 人 は， もし この メ 
ッ セージに 耳 を 傾けるならば， 生け 
る 真の 神が 存在し， イエスが キリス 
ト であり， 全人 類の 噴い 主で ある こ 
と を 知る ことができる であろう， 願 
わくば， 私たちが なお 一層 心 を 磨き， 
信仰 を 堅固に する ことができ るよう 
に， イエス • キリスト のみ 名に より 
へりくだり 祈る ものである。 ァーメ 
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安息日 

十二使徒 評議員 会 会員 

マーク ピ一 ター セン 


この 神権 時代の 初めに， 主が 予言 
者ジ ヨセフ. スミ スに 最初に 教えら 
れ たことの 中に， 神の 戒めに 真剣に 
聞き 従うよう にしなければ ならない 
という ことがある。 

この こと を ジョセ フの 'に、 にさ らに 
深く 植え付ける ために， 神 は ある 時 
ジ ヨセフから 翻訳の 賜 を 取 り 上げら 

れた。 また 116 ページに わたる モル モ 
ン 経の 翻訳 原稿 を 紛失した 時 も 厳し 
く 叱責され た。 さらに 家族が 従う ベ 
き 福音の 原則 を 守って 生活して いな 
いこと で 予言者に 懲らしめ を 与えら 
れ たこ とも ある。 

その 時， 主 は 若い 僕に 厳しく 命じ 
て おられる。 「神聖なる もの を 軽ん ず 
る ことな かれ。」 （教義と 聖約 6  ： 12) 

さ らに 古代の 記録の 翻訳に ついて 
述べられた 時 も 主 は 再び 次の よ う に 
命じられた。 「これらの こと を 軽ん ず 
るな かれ。」 （教義と 聖約 S  ： 10) 

ま た 主が 伝道 活動に 関す る 教え を 
与えられた 時 も， 兄弟た ちに 再度 主 
の 言葉 を 真剣に 聞く よう 勧告し， 次 
のように 言われた。 「彼ら はこの 言に 
心 を 留め， これ を 軽ん ずる ことな か 
れ。」 （教義と 聖約 32  ：  5) 

私たち は 決して 主の み 言葉 を 軽ん 
ずるよう な ことがあって はならない 
ので ある。 なぜなら ば 御 自 身 で 述べ 


ている よ う に 神 は 欺かれな いからで 
ある。 （教義と 聖約 63  ：  58 参照） 

こ う した 度重なる 主の 勧告に も か 
かわらず， 人 は 主の み 言葉 を 軽んじ， 
自己の 怠慢な の 力、 あるいは 意識的 
に 従わない のか 分からな いが， 主の 
み 言葉 を 顧みる こ ともなく， 快楽の 
道 を 歩んで いる。 

こう した 信仰と 一致し ない 行ない 
の最 たる ものに 安息日に 対する 心の 
持 ち 方が ある 。 安息 日 は聖な る 日で 
あり， 私たち は 安息日 を 軽んじて は 
ならない。 

律法の 中 で 安息 日 ほど 明確に その 
定義が なされて いるもの はない。 創 
世 記の 時代 か ら 今日に 至る ま で 安息 
曰 ほ ど 明確に しかも 繰り返 し 述べ ら 
れ ている テーマ はない。 

安息日の 律法 は 神の みこ ころ を最 
も 反映して いる 律法で あ り ながら， 
しかも それ を 受け入れ， 遵守す るよ 
り も 汚す 人が はるかに 多い ので ある。 

私たち は 俗悪 化した 今日の 世の中 
について いつも 論じて いる。 また， 
現代の 若人 は 一世 代 前の 若人に 比べ 
て はるかに ひどい 誘惑に 直面して い 
ると 語って きた。 これ は 実際 その 通 
り だと 思う。 そして 今日の 親た ち も， 
世の 俗悪な 事柄に 捕らわれ ている と 
いう 点に おいて は， 一世 代 前よ り も 


その 数 を 増やして いるよ うで ある。 
こ う した 危険な 状況の 中で 私たち 
は 自分 を 守る ために 何が で きる であ 
ろう 力、。 若人が 世の 汚れに 染 まらな 
いように する ために， どのような 助 
け を 与えれば よいだろう 力 >。 

主 はこの 疑問に 答え， それ は 心 を 
込めて 安息 日 を聖く 守る ことによ つ 
て 達成され ると 言われた。 おそらく 
そのような とら え 方 をされ た ことの 
ある 人 は あま り ない と 思う 力;， も う 
一度 主の 言葉 を 読んで 見よ う。 「汝な 
おさ ら 充分に 世の 汚れに 染ま ざる 様， 
祈 り の 家に 行 きて わが 聖 日 に 汝の聖 
式 を 棒ぐべし。」 （教義と 聖約 59  ： 
9) 特に， 「汝 なおさら 充分に 世の 汚 
れに 染まざる 様」 という 箇所に 注目 
していた だきたい。 

この 聖句 について しばら く 考えて 
みょう。 私たち は 心から 神 を 信じて 
いるだろう 力'。 しかも まじめな 心で。 
私たち は 主が 全知のお 方で ある こ と 
を 信じて いるだろう 力 >。 もし そのこ 
と を 信じる こと がで きるなら ば， 主 
とその み 言葉に 真剣に 耳 を 傾ける は 
ずで ある。 あるいは これから 先 も 神 
からの 啓示 を 軽々 しく 扱って ゆく の 
だろう 力、 主 は 御自身が 語りた もう 
ことの 何たる か をよ く 御存じで ある。 
安息日 を聖く 守る こと は， 私たちが 
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なおさら 充分に 世の 汚れに 染まらな 
いよ う 助ける ものである。 

も し 世の 汚れに 染まらな いこと を 
願うならば， なぜ その 言葉 を その ま 
ま 受け入れ， それ を 信じ， 実行し よ 
う と しないの であろ う 力 >。 

現在 世の 誘惑が あらゆる 形 をと つ 
て 私たちの 周囲に 迫って いる。 これ 
は， だれもが 認めて いる ことで ある。 
私た ち はこ の 事実に 目 を 閉じて しま 
う こ と はでき ない。 

この 点 を 明確に する ために， まず 
あなた 方の 周囲の 大人 や 青少年の 間 
で どれほどの アルコール 飲料が 消費 
されて いるか を 考えて いただきたい。 
タバコの 消費量 は どのく らいだろう 
力、。 麻薬に ついては どうだろう 力、。 
あ な た が 住んで し 、 る 地域社会の 犯罪 
増加率 は ど う だろ う か。 破壊的な 行 
為 はどう 力 >。 あるいは 道徳の 退廃 は 
どう 力 >。 それら は あなたの 家族 をむ 
しばんで はいないだろう 力、 あなた 
の 子供た ち は それに かかわ り 合って 

はいない だろ う 力、。 そう した 社会 状 
勢に あなた は 不安と 恐れ を 抱いて は 
いないだろう 力 >。 

それで は， こ う した 状勢 を 打破す 
るた めに 神が 用意され た 方法 を 使わ 
な いのは なぜ だろ う か。 安息日 を聖 
く 守り， 教会に 出席す る こと は 神の 
戒めで ある。 

神の み 言葉 を まじめに 受け止め， 
それに 従った 生活 をす るか， それと 
も 安息日 を 軽んじ， 無視し， その 結 
果 としても たらされる 不幸に 甘んじ 
よ う というの だろう 力、 

主が 言われた 言葉に は もっと 深い 
意味が あるので はないだろう 力 >。 そ 
の 箇所 を も う 一度 読んで みよ う 。 「汝 
なおさら 充分に 世の 汚れに 染まざる 
様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日に 汝 
の 聖式を 棒ぐべし。」 （教義と 聖約 

59  ：  9  ) 

続いて 私たちの 問題の 解決と なる 
霊感され た 主の 答えが 記されて いる。 


「そ は 誠に この 聖日 は， 汝 命ぜられ 
て 働き を 休み， いと 高き 者に 礼拝 を 
捧 ぐべ き 日 なれば な り 。」 （教義 と 聖 
約 59  ： 10) 

したがって， 聖典 は， 聖 なる 日に 
買物 を やめよ に 言って いる だけで は 
ない。 私たちが 正しく， しかも 何の 
妨げ もな くいと 高き 者に 礼拝 を 捧げ 
られ るよ う に 特別な 目的 を 心に 抱い 
て 行動す るよ うにと 勧告して いる。 
もっと 簡潔に 申し上げれば， 私たち 
は 安息日に は， いつもの 生活 を 変え， 
教会に 行って 神 を 礼拝す るよう 命じ 
られ ている という こ とで ある。 

さらに こ う 啓示され ている。 「さ り 
ながら 汝の 誓言 は， 正しく 毎日 常に 
神に 捧げられ ざるべからず。」 （教義 
と聖約 59  ： 11) 

言い換え ると， 主 は 決して 日曜日 
だけの 宗教 を 説いて いるので はない 
という ことで ある。 私たち はいつ も 
言葉と 行いに 矛盾が なく 力 > つ 従順で 
あり， 主 を 礼拝す るよう 努めな けれ 
ばなら ない。 いわゆる 「サンデー ク 
リス チャン」 のよう な 気持で いて 自 
己の 霊性 を 高める できる だろ う か。 
しかも 聖日 は， 教会に 行く だけで 
はない。 当然， 私たち は 主 を 礼拝し 
に 行く の だが， 礼拝す るた めに は， 
罪 を 告白し， 悔い改めて 自分の 身 を 
清く してお く 必要が ある。 主 は 山上 
の 垂訓の 中で 次の よ う に 述べて いる。 

「だから， 祭壇に 供え物 を ささげよ 
うとす る 場合， 兄弟が 自分に 対して 
何 かう らみ をいだ いている こと を， 
そこで 思い出したなら， その 供え物 
を 祭壇の 前に 残して おき， まず 行つ 
て その 兄弟と 和解し， それから 帰つ 
てきて， 供え物 を ささげる ことにし 
なさい。」 （マ タイ 5  ：  23,  24) 

同じく 主 は 近代の 啓示の 中で こ う 
述べて いる。 「され どこの 主の 聖日に 
於いて は， いと 高き 者に 汝の捧 物と 
聖 式と を 奉りて， 兄弟た ちに 向い 主 
の 前に 於て 汝の罪 を 告白す る を 忘る 


ベから ず。」 （教義と 聖約 59: 12) 私 
たちが 罪 を 告白すべき 兄弟た ちと は, 
監督の ことで ある。 

さて， 安息日 を 正しく 守る ことが 
日々 の 生活に どれ だけ 益 を もたらす 
かがお 分かりい ただけ たと 思う。 

引き続き 聖 なる 日 を どのよう に 過 
ごすべき かにつ いて 考えて みたい。 

主 はこう 述べて おられる。 「而 して 
汝 この 日に は 他の 何事 を も なすこと 
なかれ。 …… 真心 を こめて その 食物 
を 支度す る ことのみ を 為すべし。」 
(教義と 聖約 59  ： 13) 

日曜日に は聖 なる 目的に だ け 心 を 
向け， それ 以外の こと はすべき でな 
いというなら， その 事 を 承知し なが 
ら 安息日に 商売したり， 日曜日の 仕 
事 を 奨励したり， あるいは また 日曜 
日 に 行楽地に 出掛け る こと に対して 
どのよ うな 見方 を すれば よいの だろ 
うか。 

も ち ろん 病院 やその 他の 24 時間 勤 
務の 職場で 働く， 社会に とって 必要 
不可欠の 労働者 もい る。 彼らに は 勤 
務 状況 を 選択す る ことな ど 許されな 
いか もしれ ない。 私たち はこ ういつ 
た 人々 のこと を 述べて いるので はな 
い。 しかし そのような 条件 下で 働い 
ている 人 はそう 多くない。 自分で 時 
間 を 調整で きる はずで ある。 彼ら は 
日曜日に 教会に 行く よ り は， スキー 
や 水泳に 行つ た り ， 映画 を 見た り ， 
あるいは 商売 をしたり する 方が よい 
と 考えて いるの だろう 力、。 もしそう 
だと すれば， 彼ら は それだけ 福音の 
道から 難れ， 他の 福音すな わち 日曜 
日に 楽しんだり， 仕事 をしても よし 
とする 違った 福音 を 受け入れ ている 
ので はないだ ろ う か。 

なぜ 人々 は 安息日に 関する 主の 勧 
告 にもつと まじめに 聞き 従おうと し 
ない のだろう 力、。 私たち は聖 なる も 
の を 軽んじて はならず， 安息日 は聖 
なる 日で ある こ ともよく 知っている。 

モー セの 時代に， 主 は 安息日 をい 
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かに 過ごす かが 主に 対する 心の 表わ 
れ であると 印象に 残る 説明 をされ た。 
それ は 私たちの 信仰の 度合い を 測る 
はかりであった。 「これ は 永遠に わた 
しと ィ ス ラエルの 人々 との 間の しる 

しで ある」 （出 ヱ ジプト 31:1?) と 神 
は 宣言し， こう 付け加えられた。 「あ 
なた が た は 安息 日 を 守らなければ な 
ら ない。 これ は あなたがたに 聖 なる 
日で ある。」 （出 エジプト 31 ： 14) 

当時 安息日 を 汚す ものに は 死刑が 
科せられ， 殺された ので ある。 それ 
ほど 主 は 安息日の 遵守 を 大切に 考え 
て おられた。 それが 今日 和らげられ， 
主が そのみ こころ を 変えられた とで 
も 言う の だろ うか。 

また 主 は 古代の ィ ス ラエル 人に 安 
息 日 を 与えた 時， 御自身が 生きた も 
うこと， すなわち 「わたしが •••••• 主 

である こと を， 知らせる ための」 し 
るし となると 言われた。 こうして 安 
息 日 は 証 を 築く ものと なった ので あ 
る 。 なぜな ら ， も し 私た ち が 安息 日 
を 守るならば， 主に 対する 知識と 信 
仰が 増す からで ある。 これ は 私たち 
にと つて 非常に 大切な ことで ある。 

も し 私た ち が こ の聖な る 日 を 故意 
に 汚すならば， それだけ 神に 敵す る 
者と なる ので ある。 そして 聖約を 破 
つた 者と 呼ばれる よ う になる こと は 
疑いの ない ことで ある。 なぜならば 
主 は 安息日 を 誓約に よって， すな わ 
ち 代々 にわた る 永遠の 契約に よって 
与えられ たからで ある。 （出 エジプト 
31 ： 16 参照） 


デビ ッ ド. 0  . マ ッ ケィ大 管長 は， 

安息日に 関して も う ひとつの 重要な 
点 を 指摘して いる。 それ は， 週の 初 
めの 日に 救い主が 復活され たこと を 
記念す る キリスト 教徒の 安息 日 は ， 
当然の ことながら 日曜日で あると い 
うこと である。 マッケイ 大 管長 はま 
た， キリスト の 復活 は 歴史上 最 も 偉 
大 な 出来事で あり， 私たち は 安息 日 
を 正しく 守る ことによって 主の 苦難 
と 復活 を 尊ぶ ので ある と も 述べられ 
た。 （GospeZ  Ideals  「福音の 理想」 
pp.  397 — 98 参照） 

ことこと を 心に 銘記し， 主の 贖い 
が 私た ちに とって どれ 程 重要な も の 
か 考えて みていた だきたい。 主 イエ 

ス. キリスト は， どれ 程の 愛 を 私た 
ちに 示して 下さった のだろう 力、。 私 
たち は 不死 不滅と いう ことに 関して 
どれ ほ ど 深 t  、関心 を 持 つてい る だろ 
ぅカヽ 復活と いう ことに 対して， 重 
要な ことで あると いう 気持ち を 持つ 
ている だろ 'つか。 

安息 日 の 遵守が 私た ち の 改宗の 度 
合い を 示して いる こと はすぐ 分かる。 

安息日 を 守る かどう 力 >  は， 主が ゲ 
ッセ マネの 園で 苦しみ， 十字架 上で 
亡く なって 再び よみがえられ たこと 
だけでなく， 主 御自身に 対して 私た 
ちが どのよ う な 思い を 持って いるか 
の 正確な はかりになる。 私たちが 真 
実の 意味の ク リス チヤ ン であるか, 
また 改宗が 上辺 だけの もので， 主の 
贖いの 犠牲の 記念 という 意味が ほ と 
ん ど 理解され ていない かど う か を 知 


る しるしと もなる。 

このよう に 安息日が 神聖な 目的 を 
持って いる にもかかわらず， 安息日 
よ り も 国の 祝祭日の 方が 広く 守られ 
ている 事実 を 私たち は 知っている だ 
ろう 力、 

私たち は 神 を 2 番目， 3 番目の 所 
に 置く のだろう 力 >。 それが 私たちの 
望んで いる ことなの だろう 力 >。 一体 
このままで いいの だろ う か。 

私 は 皆さんに 証す る。 主の 聖日 を 
正しく 守る こと は， 私たちの できる 
最も 大切な ことの ひとつで ある。 そ 
れは 私たちが 永遠の 救い を 得る ため 
に は 避けて 通る ことので きない 道で 
ある。 

いつも 安息日 を 汚し， 神の み 顔に 
不従順の 石 を 投げつ けて おきながら 
救い を 願った としても， 救い は 得ら 
れ ないで あろ う 。 

それでも 私たち は 安息日 を 軽んじ 
るので あろ う 力、。 

全能の 神 を 軽んじよ う というの だ 
ろうか。 

主 は， 私たちが 神の み 前に 入る た 
めに は， その 口より 出る すべての 言 
葉に よって 生きなければ ならない と 
宣言して おられる。 （教義と 聖約 84: 
44 参照） そして 安息日の 律法 は， 福 
音の すべての 計画の 中で 最も 大切な 
ものの ひとつで ある。 

願わくは 私たちが 勇気と 分別 を特 
つて この 律法 を 守る よ う イエス. キ 
リ ス 卜の 神聖な み 名に よってへ り く 
だり 祈る ものである。 アーメン。 
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十二使徒 評議員 会 会員 


ブルース • R • マッコ ン キー 


私 は 今， 聖 きみた まの 導きが あつ 
て， 福音の 中で 最も 重要な ふたつの 
教義に ついて 簡明に， しかも 納得の 
いくよう に 語る ことができれ ばと 願 
つてい る 

私たち は 主の 民で あり， 主の 聖徒 
である。 また 多くの もの を 与えられ， 
多くの もの を 求められ ている。 私た 
ち は 救いの 計画に つける 条件， すな 
わち， なぜ キリストが 私たちの 罪の 
ために 死なれた のか， また W いの 犠 
牲の 祝福 を 完全に 刈り取る ために 何 
を 行なわなければ ならない か をよ く 
知っている。 

私た ち はバ プテ ス マ の 水の 中で， 
主 を 愛し， 主に 仕え， 戒め を 守り， 
神の 王国の こと を 生活の 第一と する 
こと を 誓約した。 それに 対して， 主 
は 御 父の 王国に お け る 永遠の 生命 を 
約束して 下さった。 こうして 私たち 
は 幾つかの よ り 高い 律法 を 受け入れ 
て それに 従ってい る。 そして この 律 
法 は 私たちが 求めて やまな C  、永遠 の 

生命への 備え をさせる ので ある。 

そこで 私 は， これから 犠牲と 奉献 
の 原則に ついて 少し 説明し よ うと 思 
う。 これ は， 真の 聖徒た ちが 神と キ 
リ ス ト の 住んで お られ ると ころ に 行 
つて， 幾 世代 も 昔の 忠実な 聖徒た ち 
とと も に 受け継ぎ を 得る ために 従わ 


なけれ ば ならな t  、原則 である。 

聖典に こう 記されて いる。 「そ は， 
日 の栄の 王国の 律法に 従 う 能わざる 
者 は 日の 栄に堪 う る 能 わざれば な 

り。」 （教義と 聖約 88  ：  22) 犠牲の 律 
法 は 日の 光栄の 律法で ある。 奉献の 
律法 もまた 然り である。 したがって 
日の 光栄に おける 報い を 得たい と 心 
から 願うならば， 私たち はこの ふた 
つの 律法 を 守 ら な ければ な ら ない。 

犠牲と 奉献 はからみ 合って いて， 
どちら も 切り離す こと はでき ない も 
ので ある。 

奉献の 律法と は， 私たちが 時間 や 
才能， 金銭， 財産な ど を 教会の ため 
に 捧げる ことで ある。 

しかも こうした もの は， この 地上 
における 主の みこ ころ を 進める ため 
に 用いられる。 

樣牲の 律法と は， 私たちが 所有し 
ている すべての もの を 真理の ために 
喜んで 犠牲に する ことで ある。 すな 
わち， 私たちの 身分 や 名声， 名誉， 
賞賛， 評判， その他 家屋， 土地， 家 
族な どす ベての もの， 必要で あれば 
生命まで も 犠牲に する ことで ある。 

ジ ヨセフ. スミ スは 次の よ う に述 
ベて いる。 「すべての もの を 犠牲に 捧 
げる こと を 求めない 宗教 は， 人 を 命 
と 救いに 導く 信仰 を 育む ために 必要 


な 力 を 得る こと はでき ない。」 {Lec- 
tures on  Faith  「lg 仰篇」 p  ，  58) 

私たち は 常に 奉献の 律法 をす ベて 
守り， この 地上に 主の 王国 を 打ち 健 
てるた めに 時間， 才能， 財産な ど を 
すべて 捧げる よ うに 召されて いる わ 
けで はない。 犠牲と して 多く を 求め 
られる 人 はそう いない。 また 目下の 
ところ， この 啓示され た 宗教の ゆえ 
に 殉教者 を 出す という こと は あまり 
考えられな いこと である。 

しかし 力 がら， 私たちが 日の 栄光 
の 救い を 得る ために は， ひとたび そ 
うする ように 求められた 時 は， その 
律法に 完全に 従 うこと がで きる よう 
でなければ ならない， と 聖典に 記さ 
れ ている。 この 中には， そうする よ 
う に 求められた 範囲 内で その 律法 を 
実践し なければ ならない という こ と 
も 含まれて いる。 

例えば， 什 分の 一 を 正直に 納めず 
に， 奉献の 律法 を 完全に 守る 力 を 養 
うこと がで きる だろう 力、。 あるいは， 
時間 や 労力， 金銭， 財産な どで 今 求 
めら れ ている 小さな 犠牲 を 払う こ と 
がで きなくて， 必要な 犠牲 を 求めら 
れた 時に， はたして， すべての もの 
を 喜んで 犠牲に 捧げる ことができる 
だろ う か。 

若い 頃， 私 は 監督の 指示で， ある 
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裕福な 人 を 訪ねて 建築 資金に 1000 ド 

ルの 献金 をして くれる よ う 頼んだ。 
彼 は 断 わった。 それでも 彼 は 何か援 
助 をしたい ので， もし ワード 部で 食 

事 会で も 開き， 1 食 5 ドルの チケッ 
トを 売る ような ことがあれば， 2 枚 
く らい 買っても よいと 言って いた。 
それから 約 10 日 後， この 金持ち は 突 
然心臟 病 で 亡くなった。 それ以来， 
私 は こ の 人の 永遠の 霊の 行 く 末 は ど 
う なった だろ う かと 考え込んで しま 
つた。 

かって， ある 人が このように 言つ 
たと 思う。 「あらゆる 貪欲に 対してよ 
く 警戒しなさい。 たといた く さんの 
物 を 持って いても， 人の いのち は， 
持ち物に は よらない ので ある。」 続い 
て 同じ 人が たとえ 話で こう 語って い 
る。 「ある 金 持の 畑が 豊作であった。 
そこで 彼 は 心の中で， 『どうしょう カヽ 
私の 作物 をし まって おく 所がない の 
だが J と 思いめ ぐらして 言った， 「こ 
うしょう。 わたしの 倉 を 取り こわし， 
もっと 大きい の を 建てて， そこに 穀 
物 や 食糧 を 全部し まい 込もう。 そし 
て 自分の 魂に 言おう。 たましいよ， 
おまえに は 長年 分の 食糧が たく さん 
たくわえて ある。 さあ 安心せ よ， 食 
え， 飲め， 楽しめ』。 すると 神 力; 彼に 
言われた， 『愚かな 者よ， あなたの 魂 
は 今夜のう ちに も 取り去られる であ 
ろう。 そしたら， あなたが 用意した 
物 は， だれの ものになる の カリ。 自分 
のために 宝 を 積んで 神に 対して 富ま 
ない 者 は， これと同じで ある。」 （ル 
力 12  ： 15—21) 

神の 予言者が， ある 男の 所有して 
いる 土地で 祭壇 を 築き， 犠牲 を 捧げ 
るよう ダ ビデに 命じた 時， その 土地 
の 所有者 は 土地の ほかに， 雄牛 ゃ犠 
性に 必要な もの をす ベて 無償で 差し 
出す と 申し出た。 しかし ダビデ はこ 

う 答えた。 「いいえ， 代価 を 支払って 
それ を あなたから 買い取ります。 わ 
たし は 費用 を かけずに 燔祭を わたし 


の 神， 主に ささげる こと はし ませ 
ん。」 （サム エル 下 24  ：  24) 

私 た ちが 払う 代価が 少な けれ ば ， 
天に 蓄える 宝 も 小さい。 永遠の 尽度 
で 測れば， 金持ちが 出す 倉 一杯の 捧 
げ 物よ り も， や も めが 出す 精一杯の 
捧げ物の 方が もつ と 価値が ある。 

ある 時， ひとりの 金持ちが イエス 
の 所に 来て こう 尋ねた。 

「先生， 永遠の 生命 を 得る ために は， 
どんなよ いこと をしたら いいで しょ 
う 力、。」 イエス は 言われた， 「もし 命 
に 入りたい と 思うなら， いましめ を 
守りなさい。」 これ は， 主が あらゆる 
時代の 予言者 に 語 つてき た 答えで あ 
る。 

すると 金持ち は 尋ねた。 「どのい ま 
しめです か。」 イエス は 言われた。 
「『殺すな， 姦淫す るな， 盗むな， 偽 
証 を 立てるな。 父と 母と を 敬え』。 ま 
た 『自分 を 愛する ように， あなたの 
隣り 人 を 愛せよ。』」 

この 青年 は 善良で， 熱心に 義を求 

めて いた 人で， 再びこう 尋ねた。 「そ 
れは みな 守って きました。 ほかに 何 
が 足りない のでし よ う。」 

私たち もよ くこ う 尋ねる ことが な 
いだろう か。 「戒め を 守る だけで 十分 
と は 言えない のでし よ う 力、。 信頼 さ 
れ ている すべての ことに， 正直 かつ 
忠実で ある という ことのほかに 一体 
何が 求められて いるので しょ う 力 >。 
従順の 律法の ほかに 何が あるので し 
よ う 力、。」 

金持ちの 青年の 場合 は， もっと あ 
つた。 彼 は 奉献の 律法 を 守って， こ 
の 世の 財産 を 犠牲に する こと を 求め 
られ た。 イエス は 次のように 答えら 
れた。 「もし あなたが 完全に なりたい 
と 思うなら， 帰って あなたの 持ち物 
を 売り払い， 貧しい 人々 に 施しな さ 
い。 そうすれば， 天に 宝 を 持つ よう 
になろう。 そして， わたしに 従って 
きなさい。」 
そして この 青年 は， 皆さんが よく 


知っている ように， 「悲しみながら 立 
ち 去った。 たく さんの 資産 を 持って 
いたから である。」 （マ タイ 19: 16— 
22) 

も しこの 青年が 日の 光栄の 律法に 
従う こと がで きたなら ば， 神の 御子 
と どれ 程 親しい 交わ り を 持てた か 知 
れ ない。 そして 使徒た ちとの 交わり 
の 中に どれ 程の 喜び を 見いだ し， 啓 
示 や 示現 を 受ける ことができた 力 > 知 
れ ない。 私たち は そのこと を 思い 巡 
ら すだけ である。 この 青年が だれか 
名前 も 分からない。 しかし この 青年 
の 名前が 聖徒た ちの 間に 永久に 記憶 
され， 尊敬 を 受ける こと もで きた は 
ずで ある。 

確かに 主 は， 私たちが 時折 こたえ 
る 以上 この こと を 期待して おられる。 
私たち は 他の 人々 と 異なる。 天から 
の 啓示 を 受けて いる 神の 聖徒で ある。 
多く 与えられた 者 は 多く 求められる。 
私た ち は 神の 王国の こ と を 第一に 考 
える よう に 求められて いるので ある。 

私たち は 主の 律法に ふ さわし い 生 
活 をし， すべての 戒め を 守り， 必要 
であれば 主の み 名の 為に あらゆる も 
の を 犠牲に する よ う 命じられ ている。 
また 奉献の 律法の 条件 を 満たす よ う 
にも 求められ ている。 

私たち は それ を 果たす と 約束して 
いる。 神聖で 厳かな 誓約 を， しかも 
神々 と 天使の み 前で 誓約した ので あ 
る。 

私たち は 従順の 律法 を 守る という 
誓約の 下に ある。 

また 犠牲の 律法 を 守る という 誓約 
の 下に も ある。 

奉献の 律法 も 守らな ければ な ら な 

この こと を 頭に 置いて， 次の 主の 
勧告 を 聞いて いただきたい。 「汝 らも 
し， 日の 栄の 世界に 一つの 所 を 得ん 
こと を われに 願わば， わが 命じて 汝 
らに 求む る ところ を 行いて その 備え 
を 為さざる ベから ず。」 （教義と 聖約 
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78  ：  7) 

神の 王国 を 打ち 建てる ために 時間， 
才能， 財産 を 奉献す る こと は， 私た 
ちに 与えられた 特権で ある。 私たち 
は， 多少の 違いが あっても， すべて 
この 神の み 業 を 推し 進める ために 何 
ら かの 犠牲 を 払う こと を 余儀なく さ 
れる。 従順 は 救いに 欠く ことので き 
ない ものである。 奉仕 も 大切で ある。 
そして 奉献と 犠牲の 律法 を 守る こ と 
も 必要で ある。 

隣人に 警告の 声 を 上げ， 伝道に 出 
て 全世界に 住む 御 父の 子供た ちに こ 
の 救いの 真理 を宣べ 伝える こ と も 私 
たちの 特権で ある。 私たち は 教会の 
もろもろの 組織で， 監督， 扶助 協会 
の 会長， ホーム ティーチ ヤー， その 
ほか 無数の 責任 を 果たす 機会に あず 
かる ことができる。 さらに 福祉 計画 
で 労働 奉仕 を 行ない， 系図の 探究に 
励み， 神殿で 身代わりの 儀式に 参加 
する こと もで きる。 

また 什 分の 一 を 正直に 納め， 断食， 
献金， 福祉 献金， ワード 部 予算， 建 
築 資金， 伝道 資金な ど を 納める こと 
もで きる。 私たちが この 世 を 去る 時 
に は， 土地 や 財産の 一部 を 教会に 贈 
与する こと もで きる。 

さらに 自分の 時間 を 奉献して， 福 
音 を 系統的に 研究し， 福音に 精通す 
る 者と なって， 私たち を 真理と 正義 
の 道に 導く 啓示の 言葉 を 蓄える こと 
もで きる。 

そ し て 忠実な 多 く の 教会員 が これ 
らの 戒め をす ベて 守って いる という 
事実 は， これが 神の み 業で ある こと 
の ひとつの 確固たる 証拠で ある。 会 
員が 惜しみな く 什 分の 一 を 納めて い 
る 教会が どこか ほかに あるだろう 力、。 
会衆の 中の 2，  3 パーセントの 会員 
が 常に 自発的に， しかも 自分の 力で 
伝道 活動に 出て いる 教会が どこに あ 
るだろう 力 >。 皆が ひとつと なって 神 
殿 を 建設し， 私たちが 実施して いる 


よ う な 福祉 計画 を 行なって いる 人々 
が ほかにい るだろう 力、。 さらに これ 
ほど 多くの 人々 が 無償で 教え， 管理 
運営に 携わって いる 教会が ほかに あ 
るだろう 力'。 

真の 教会で は， 雇われて 教える こ 
と も ， 働いて お金 を 得る こと も ない。 
私たち はパゥ 口の 模範に 従い， 主 か 
ら 与えられた 権能 を 濫用し， 誤って 
使う こ とのない よ う にキ リ ス 卜の 福 
音 を 報酬 を 期待す る ことなく 教えて 
いる。 私たち は 無償で 受け， 無償で 
与える。 救い は 無償 だからで ある。 
渴く者 はすべ て 招かれ， 命の 水 を 飲 
み， 金銭 や 代価 を 払う ことなしに 穀 
物 や ぶどう酒 を 手に入れる ことが で 
きる。 

私たちが 神の 王国で 行なう 奉仕の 
すべて は 永遠の 律法に 次の よ う に 記 
されて いる。 「シ オンで 働く 者 はシォ 
ン のために 働くべき である。 もしも 
金銭の ため に 働 くなら ば 亡 びる であ 
ろう。」 （n  ニーフ アイ 26  ：  31) 

私たち は， 働き人が 当然 その 報い 
を 得るべき である こ と を 十分 承知し 
ている。 王国の 建設に 全 時間 を 注い 
でい る 人々 は 衣食住 や 生活' 必需品 を 
受ける 必要が ある。 もちろん 学校の 
教師 や 神殿 を 設計す る 建築士， 教会 
堂 を 建てる 業者， 教会の 事務 を 行な 
う 管埋 者な ど は 雇 わな けれ ばな ら な 
い。 しかし， こうした 雇われた 人々 
も 他の 教会員 と 同様に 主の み 業 を 推 
進す るた めに 自由意志 を 用いて 自発 
的に 参加して いる。 銀行の 頭取が 福 
祉 事業で 働いたり， 建築家が 設計の 
仕事 を 投げ出して fell に 行く。 建築 
業者が 道具 を 休めて， ホーム ティー 
チヤ 一 や 監督と して 働く。 弁護士 も 
法典 や 六法全書 を しまって テン プル' 
スクェア 一の 案内 人と して 働く。 学 
校の 教師 も 教室 を 出てから 病気の 孤 
児 やや もめ を 見舞う。 その 卓越した 
才能 を 使って 生計 を 立てて いる 音楽 


家が いつも 喜んで 教会の 聖歌隊 を 指 
導し， 集会で 発表す る。 また 絵で 生 
活の糧 を 得て いる 人 も 喜んで， しか 
も 無償で 援助 を 申し出て いる。 

それでも なお 王国の み 業 は 推し 進 
めら れ なければ ならず， 教会員 は 現 
在 もそう であるが， 今後 もます ます 
その 重責 を 担うよ う に 求められ るで 
あろう。 これ は 主の み 業で あり， 人 
間の 業で はない。 どのような 代価 を 
払って でも， 全世界に 福音 を 宣べ伝 
える ようにと 命じて おられる の は 主 
御自身で ある。 どのような 犠牲 を 払 
つてで も， 神殿 を 建てる ようにと 命 
じて おられる の は 主の み 声で ある。 
また 主 は， 飢えて いる 人々 に 食物 を 
与え， 裸の 人々 に 衣服 を 与える 責任 
にある 人が それ を 果たさな いために 
これらの 貧しい 人々 の 叫びが そのよ 
うな 人に 対する 証と なって 御自身の 
もとへ 届く よ うな ことがない よ うに， 
貧しい 人々 を 助ける よ うに 命じて お 
られ るので ある。 

主 は そのみ 声 を 通して 私たちが み 
業 を 推進す るた め に 時間 と 才能と 財 
産 を 捧げる よ うに 命じて おられる。 
私 はこの こと を 教義と して， また 証 
を 通して 申し上げる。 主 は 私たちが 
奉仕の 業 を 広め， 儀 牲を払 うように 
と 命じて おられる。 これ は 主の み 業 
である。 主 御自身が かじ を 取り， 主 
の 王国の 進むべき 道 を 示し， 導いて 
おられる ので ある。 

教会の すべての 会員に 主 はこ う 約 
束して おられる。 もし 私たちが 真理 
を 守り， 忠実に 福音の 求める 従順と 
奉仕， 奉献と 犠牲に こたえるならば， 
主 は 永遠に 続 く 何千 倍 もの 報いと 永 
遠の 生命 を 与えて 下さる であろ う 。 
これ 以上の 望みが ほかに あるた' ろ う 
か。 

主 イエス' キリス ト のみ 名に よ つ 

て 申 し 上げる。 アーメン。 
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モル モン 経 は 
神の み 言葉で ある 


十二使徒 評議員 会 会長 


エズラ • タフ 卜 • ベンソン 


私 はきょう， 最も 重要な テーマに 
基づいて 話 をしたい と 思う。 私たち 
末日 聖徒 ィヱス • キリス 卜 教会の 会 
員 は， モル モン 経 を 神の み 言葉で あ 

ると 信じて いる。 （信仰箇条 第 8 条） 
神 は そのよう に 宣言して おられ， モ 
ル モン 経の 記録 者た ち も， モル モン 
経の 見 証 者た ち も そのこと を 宣言し 
ている。 また， モル モン 経 を 読んで， 
それが 真実の 書物で ある という 啓示 
を 神から 受けた 人々 も 皆 そのよ う に 

B.^ している。 

教義と 聖約第 20 章の 中で， 主 は， 
「モル モン 経 を 翻訳す るた めに 天よ 
り 能力 を 彼 （ジ ヨセフ' ス ミス） に 
与えたり。 この 書の 中には イエ 
ス • キリスト の 完全な る 福音 と を 載 
せたり。 また この 書 は 霊感に よりて 
与えられ …… 」 （教義と 聖約 20  ：  8 — 
10) と 告げて おられる。 

予言者で あり， モル モン 経の 記録 
者の ひと り であった ニーフ ァ ィ は， 
この 書物に は 「キ リ ス 卜の 言葉」 が 
記されて いると 証して いる。 （11  ニー 
フ アイ 33  ： 10) ま た 最後の 言應 者で 
ある モロ ナイ も 「これらの こと が 真 
実で ある」 と 証 を 述べて いる。 （モロ 
ナイ 7  ：  35) 

この 現代に， 天使と して 神から 遣 
わされ， 三人の 見 証 者に これらの 古 


代の 記録 を 見せた 人 こそ， ほかなら 
ぬ この モロ ナイで ある。 三人の 見 証 
者の 証言 も モル モ ン経 中に 記されて 
いる。 「われわれ は 神の 御 声が 明らか 
に 告げた もうた から， 神の 賜と 能力 
によ つて この 記録が 翻訳され たこと 
も 知っている。 それで あるから， わ 
れ われ はこの 経典が 真実で ある こ と 
が 確 に 解る ので ある 。」 

神の 指示 を 受けて この 記録 を 翻訳 
した 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス も 次の 
ように 証して いる。 「モル モン 経 はこ 
の 地上に おいて 最も 正確な 書物で あ 
り， 私たちの 宗教の かなめ 石で あつ 
て， 人が その 教えに 従って 最も 神に 
近づく こ とので きる 書物で ある。」 

{history  of 1 he  Church  of  Jesus 
Christ  of  Latter-day  Saints  「末日 
聖徒 イエス. キリス 卜 教会 歴史」， 4 
： 461) 

モル モ ン経は 今日の 私たちの ため 
に 書かれた も. ので あり， その 著者 は 
神で ある。 これ は 堕落した 民の 記録 
で， 神より 霊感 を 受けた 人々 が 今日 
の 私た ち に 恵み を もたらす ため に 編 
慕した ものである。 当時の 民 はこの 
書物 を 読む ことはなかった。 なぜな 
ら， これ は 私たちの ために 備えられ 
たもの だからで ある。 

古代の 予言者 モル モン は， 何 世紀 


にも わたって， 書き留められ てきた 
記録 を 短く まとめた。 そのため この 
書物 は 彼の 名に ちなん で モル モ ン経 
と 呼ばれて いる。 初めから 終わりに 
至る すべての こと を 御存じの 神 は， 
今 日 の 私た ち が 必要 とする 事柄 をモ 
ル モンに 告げ， それ を その 抄録の 中 
に 書き入れさせた もうた。 やがて モ 
ル モン は， 最後の 記録 者で ある 息子 
モロ ナイに その 記録 を 託した。 そし 
て モロ ナイ は， 1,500 年 以上 も 前に 書 
きながら， 今日の 私たちに 対して 次 
のように 述べて いる。 「見よ， 私 は あ 
なた たちが 今 目の前に あるかの よ う 
に 話して いるが， 本当 は あなたた ち 
はま だ 生れない ので ある。 しかし， 
イエス. キリスト が 前以て あなたた 
ち を 私に 見せた も うたので あなたた 
ちの 行いが 今 私に 解る ので ある。」 

(モル モ ン 8  ：  35) 
モル モン 経が 世に 現わされた 目的 
は， その とびらの 頁に あるよう に， 

「ユダヤ人と 異邦人と にィ エス は 永 
遠の 神なる キ リストに ましまして， 
万国の 民に 現われた もうこと を 確信 
させる」 ことで ある。 

モル モ ン 経の 最初の 記録 者で ある 
予言者 ニーフ アイ はこう 語って いる。 

「私が 一心に 志す ところ は， すべて 
の 人が アブラハムの 神， イサクの 神， 
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ヤコ ブの 神のと ころへ きて 救われる 
こと を， かれらに 説いて 信じさせる 
ことで ある。 

それで あるから， 私 は 俗世間に 喜 
ばれる こと を 書かないで， 神と 俗世 
間の 仲間で ない 者 を 喜ばせる こと を 
書く。 

であるから， 私 は 私の 子孫に 人間 
にと つてね うちの ない こ とで この 版 
をふさいで はならぬ と 命じよう。」 

(I  ニーフ アイ 6  ：  4  —  6) 
モル モン 経 はふた つの 方法 を も つ 
て 人々 をキ リス 卜の も とに 導いて い 
る。 その ひとつ は， キリスト とその 
福音に ついて 率直に 告げる 方法で あ 
る。 モル モン 経はィ エス' キリスト 
が 神の 子で ある こと， 私たちに は 贖 
い 主が 必要で あり， また 主に 信頼 を 
置く ことが 必要で ある こ と を 雷 正して 
いる。 さらに モル モン 経 は， 堕落と 
贖罪と 福音の 第一 原則 についても 証 
している。 その 中には， へりくだり 
たる 心と 悔いる 精神 を 持つ ことと， 
みたまに よって 生まれる こ との 必要 
性 も 説かれて いる。 また， 私たち は 
正義 を 守って 終わりまで 耐え忍び， 
聖徒と して 徳 高い 生活 を 送らな けれ 
ばなら ない と， モル モン 経 は 告げて 
いる。 

第 2 は， キリス 卜の 敵 を 明らかに 
する 方法で ある。 モル モン 経 は 偽り 
の 教義 を 打ち破り， 争論 を 鎮める も 
ので ある。 （II  ニーフ アイ 3  ： 12 参 
照） また それ は， 謙遜に キ リストに 
従う 者た ちが， 今日の 悪魔の 企て や 
戦略， その 教えに 対抗で きる よう 力 
を 与える ものである。 モル モン 経 中 
の 背教者の タイプ は， 今日の それに 
よく 似て いる。 私たちが 誤り を 見抜 
き， 今日の 誤った 教育 や 政治， 宗教， 
哲学な どの 概念 と いかに 戦った ら よ 
いか その 方法 を 知る ことができ るよ 
うに， 神 は 実に 無限の 先見の明 を も 
つて モル モン 経 を 備えられ たので あ 

る a 


神 は 私たちに， モル モン 経 をい ろ 
いろに 活用す るよ う 期待して おられ 
る。 私たち は 祈りの 気持ち を もって 
丹念に 読む と 同時に， 読みながら こ 
の 書物が 神の 備えられた 経典 か， そ 
れと も 無学な 若者の 創作に よ る もの 
か， 深く 思い巡らす ことが 大切で あ 
る。 そして この 書物に 書かれて いる 
こと を 読み終え たら， モロ ナイが 勧 
めて いるよう に， これらの 言葉 を 試 
してみ なければ ならない。 

「また この 記録 を 受ける 時， それが 
真実な もの かどう かをキ リストの 御 
名に よって 永遠の 父なる 神に 問え。 
も し 誠心誠意で その上 キ リ ス ト を 信 
じながら 問うならば， 神 は 聖霊の 力 
によ つて この 記録が 確な ものである 
こと を あなたた ちに 示した もうに ち 

がいない。」 （モロ ナイ 10:  4) 私 は 
モロ ナイの 勧めに 従ってみ た。 その 
ことで あなた 方に 証したい。 この 書 
物 は 確かに 神が 備えられ たもので あ 
り， まことに 真実の ものである。 

私たち はまた， 福音の 教えの 基と 
して モル モン 経 を 使わなければ なら 
ない。 教義と 聖約第 42 章で， 主 は 次 
のように 述べて おられる。 「また 当教 
会の 長老， 祭司お よび 教師た ち は… 
…完全なる 福音 を 載せた る モル モ ン 
経 と に 誌 された る わが 福音の 原則 を 
教ぅ べし。」 （教義と 聖約 42  ： 12) 

モル モン 経 を 読み， それにつ いて 
教える 時には， その 聖 句が' 「私たち 
の 学問 と 利益に な るよう に」 見立て 
る 必要が ある。 （I  ニーフ アイ 19  ： 
23) 

また， 教会に 反対す る 人々 に 対処 
する 時に も， モル モン 経 を 使わな け 
れ ばなら ない。 父なる 神と その 御子 
イエス • キリスト は， 驚くべき 示現 
のうちに， ジ ヨセフ 'ス ミスの もと 
を 訪れた もうた。 その 栄え ある 出来 
事の 後， ジ ヨセフ' ス ミス は そのこ 
と を ひとりの 牧師に 語った。 ところ 
が 驚いた ことに， その 牧師 は， 今の 


時代に 示現 だの 啓示 だの というよう 
な こと はない， このような こと はす 
ベて 過去の こと だと 言って， ジョセ 
フ • スミ スを あざけった のであった。 
(ジ ヨセフ • ス ミス 2  ：  21 参照） 

この 言葉 は， 非 教会員 や 異論 を唱 
える 会員が 教会に 対して 投げ掛ける 
反論 を 象徴す る ものである。 言い 換 
えれば 彼ら は， 神が 予言者た ち を 通 
して 今日 も 教会に そのみ こころ を 示 
される という 事実 を 信じて いないの 
である。 堕胎であろう 力;， 多妻 結婚 
であろうが， あるいは 安息日の 曜日 
の 問題であろう 力;， 反論 を 招く もの 
はすべ て 基本的に， ジ ヨセフ. スミ 
ス とその 後継者が 実際に 神から 啓示 
を 受ける 予言者 力' 否かと いう 点に 帰 
着す る。 次に モル モン 経 を 使って， 
多くの 反論 を どのよ う に 処理 すれば 
よい か， その 手順 を 示そう。 

まず 第 1 に， 反論され ている 事柄 
について 理解す る。 

第 2 に， 啓示から その 答え を 出す。 

第 3 に， その 答えが どれほど 正し 
いもので あるか は， 啓示が 現代の 予 
言 者 を 通じて 与えられ るか 否かに 懸 
かってい る こ と を 示す。 

第 4 に， 現代の 予言者と 啓示の 有 
無 は， モル モン 経が 真実 か 否かに す 
ベて が 懸かって いる こ と を 説明す る。 

したがって， 反対者が 解決し なけ 
れぱ ならない 問題 はた だ ひとつ， モ 
ル モン 経が 真実 か 否かで ある。 もし 
モル モン 経が 真実の 書物で あるな ら 
ば， イエス は キリス 卜で あり， ジョ 
セフ • ス ミス は 予言者で あり， また 
末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会 は 真 
の 教会であって， この 教会 は 今日 予 
言 者が 啓示 を 受けて 導いて いる こ と 
になる。 

私たちの 主要な 務め は 福音 を宣べ 
伝える ことで ある。 し 力 >  も， 有効に 
宣べ 伝える ことで ある。 私たち はす 
ベての 反論に 答える 義務 はない。 人 
はみ な 信仰 を もって 物事 を决 しなけ 
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れ ばなら ない 状態に いっか は 置かれ 
る。 その 時には 彼 はすべ て を 自分 自 
身で 決しなければ ならない。 ニーフ 
ァ ィ は 次の よ う に 語って いる。 「あな 
たたち が も し も この 言葉が キ リ ス ト 
の 言葉で ない と 思っても， 終りの 日 
になって キ リ ス ト は 能力と 大きな 栄 
光と を 以て それが キ ') ス 卜の 言葉で 
ある こ と を あなたた ちに 認めさせた 
もう。 そのと きに あなたた ちと 私と 
はキ リ ス 卜の 法廷で 対面す る。 そ う 
すれば， あなたた ち は 私が 弱い者で 
あるのに これらの 事 を 書け とキ リ ス 
卜から 言われた こと を 知る であろ 

う。」 （II ニーフ アイ 33: 11) 人 は 皆， 
神から 責任 を 問われる の を 知って， 
みずから を 裁く に違いない。 

モル モン 経 は 「イスラエルの 家に 
属する …… 民の 旗」 となり， その 言 
葉 は 「世界の 隅々 まで も 響き」 わた 
ると 主 は 告げて おられる。 （11  ニーフ 
アイ 29:  2) 私たち 教会員 は， 特に 
宣教師 は， この モル モン 経 を 世界の 
すみずみまで も 響き わたらせ， 証す 
る 者と ならなければ ならない。 

モル モン 経 は 私たちの 掲げる 偉大 
な 旗で ある。 それ はジ ヨセフ' スミ 
スが 予言者であった こと を 示し， キ 
リ ス ト のみ 言葉 を 告げる ものである。 
そして モル モ ン 経の もつ 大きな 使命 
は， 人々 を キリストの もとに 導く こ 
とで ある。 その他の 事柄 はすべ て 第 
二義的な ものである。 「あなた は キリ 
ス 卜に ついても つと 知りたいです 
カリ というの 力；， モル モン 経の 黄金 
の 質問で ある。 モル モン 経に よって 
立派な 求道者が 見付かる。 それに は 
「俗世間に 喜ばれる こと」 は 書かれ 
ていない。 したがって， 世俗的な 生 
活を追 う 人々 は モル モ ン 経に 関心 を 
示さない。 この 書物 は 実に 人々 をえ 
り 分ける 大きな ふるいで ある。 

モル モン 経の 教義と 教え を 一生 懸 
命に 学び， また これ を 誠実に 伝道の 
業に 用いて いる 人 は， ユダヤ人と 異 


邦人と レーマン 人に 私たちの 告げる 
メッセージ が 真実な ものである こと 
を 確信させる ために， 神が この 書物 
を 伝道の 道具と して 宣教師に 与えて 
おられる こと を その 心に 強く 感じる 
に違いない。 

ところが 私たち は， 十分に モル モ 
ン経を 活用して いない。 もしも 私た 
ちが それ を 用いて 子供た ちをキ リ ス 
卜の もとへ 導かなければ， 家庭 は 堅 
固な ものと ならないだろう。 また， 
この 書物 を 使って 社会主義 や 進化論， 
合理主義， 人文主義 などの 中に 見ら 
れる 偽り を 明らかにし， それに 対抗 
する すべ を 知らなければ， 私たちの 
家族 は 世の 流行 や 教えに 打ち負かさ 
れて しまう かも しれない。 宣教師 は 
モル モ ン経を 携えて 宣べ 伝えな けれ 
ば， よい 成果 を 上げる こと はでき な 
い。 親しい 交わり， 倫理的な 面， 文 
化 的な 面， 教育的な 面に 引かれて 教 
会に 改宗した 人 も， モル モン 経に 記 
されて いる 完全な 福音にまで その 根 
を 下ろさなければ， 真昼の 光に 耐え 
る こと はでき ないで あろう。 また モ 
ル モン 経 を 旗と して 掲げなければ， 
福音 を 教える クラス は 霊的に 満たさ 
れる ことがない であろう。 さらに， 
イエス. キリス 卜の み 言葉 を 読んで 
それ を 心に 留め， 秘密結社が 生まれ 
存続し ないように 努めない 限り， 国 
家 は 次第に 衰退す るよう になる。 モ 
ル モン 経が 告げて いるよう に， 過去 
のァ メリ 力の 文明 は 秘密結社の ため 
に 滅びた のであった。 

かって ある 宣教師た ち は， 伝道の 
帰途， モル モン 経 を 軽々 しく 扱った 
ために， 教義と 聖約第 84 章に あるよ 
うに， 主の 叱責 を 受けた。 そうした 
行為の 結果， 彼 ら の 心 は 暗 くな つて 
いた。 主が 語って おられる よ う に， 
モル モン 経 を 軽んじる 行為 は， 全教 
会 を， また シ オンの 子ら を さえ 呪い 
の 下に 置いた ので ある。 続いて 主 は 
言って おられる。 「されば 人々 悔い 改 


めて， 新なる 誓約すな わち モル モン 
経と 先に わが 与えた る 以前の 誓約と 
を 思い起して， ただに これ を 口にす 
るの みならず， また わが 誌した る 所 
に 従いて これ を 実行す るまで 依然 こ 
の 咀 いの 下に あるべし。」 （教義と 聖 
約 84  ：  54 — 57 参照） 私た ち は 今な お 
この 呪いの 下にと どまって はいない 
だろう 力、 

モル モン 経 を 読む 人 は， 伝道に 出 
たいとい う 気持ち を 抱く に違いない。 
現在 私た ち はもつ と 多く の 宣教師 を 
必要と している。 しかし 同時に 私た 
ちが 必要と している の は， モル モン 
経に ついて よく 知って おり， それ を 
愛読して いる 人々 の 所属す るヮー ド 
部 や 支部 や 家庭から 出る， よい 準備 
のでき た 宣教師で あ る 。 宣教師 と し 
て モル モン 経 を 携えて 集会 を 開き， 
福音 を 教える， 大きな チャレンジと 
準備の日 は 間近に 迫って いる。 私た 
ち は 福音の メッセージ を 宣べ伝 え る 
に ふさわしい 宣教師 を 必要と してい 
るので ある。 

結果が どのよ う に 出る か は 私たち 
が モル モ ン 経に どのよ う に 応じる 力 > 
に 懸かって いる。 主 は 言って おられ 
る。 「信仰 をして これ を 受け入れ 義し 
き 行為 をな す 人々 は 永遠の 生命の 栄 
冠を受 くべ し。 

され ど 信ぜず して 心 を 頑固に し， 
これ を 受け入れざる 人々 はこの こと 
己れ ら が 罪せ ら るる 所以と なるべし。 

何と なれば， これ を 主なる 神 語り 
たまい たれば なり。」 （教義と 聖約 
20  ： 14—16) 

モル モ ン経は 真実の 書物だろう 力 S 
然 り 。 

それ はだれ のた めの 書物 だろ う 力'。 
私たちの ための ものである。 

その 目的 は 何 か。 人々 を キリスト 
の もとに 導く ことで ある。 

それ は どのよ う にして 行なわれる 
だろう 力 >。 キリスト について 証し， 
キ リ ス 卜の 敵 を 明らかにする。 
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私たち は モル モン 経 を どのよ うに 
使える だろう 力 >。 この 書物に ついて 
証し， これ を 使って 教え， これ を 旗 
と して 掲げ， 伝え 広める。 

私たち はこの こと を 行なって きた 
だろう 力 >。 まだまだ 十分で はない。 

永遠の 結果 は， この 書物に 対する 
私たちの 態度に 懸かって いると 言え 
る だろ う か。 然 り， 祝福 も 呪い も そ 
れに 懸かって いる。 末日 聖徒 はすべ 
て， 生涯 この 書物 を 学び 続けるべき 
である。 さもなければ， みずからの 
魂 を 危険に さらし， 霊的 かつ 知的な 
一致 を もたらす もの を なおざり にし 
ている ことになる。 確かに， モル モ 
ン経を 読んで キ リ ス 卜の 岩 を 基に し 
て 立ち， 鉄の 棒 をし つかり 握って い 
る 改宗者と， そうでない 改宗者との 
間に は 大きな 相違が ある。 

四 半世紀 前， ある 教会 幹部が この 
タバ ナクルで 次のように 語った。 「私 
が 弁護士 を 開業し よ う と していた 時 


のこと である。 私の 家族 は そのこと 
を 少し 心配して いた。 私が 信仰 を 失 
うので はない かと 恐れた からで ある。 
私 は 弁護士と して 働きたかった が， 
それ 以上に， 自分の 証 を 保ちたい と 
思って いた。 そこで ちょっとした 計 
画 を 立てた。 あなた 方 もこれ を 行な 
つてみ たらい かがだろう 力'。 その 計 
画と は， 毎朝 一日の 仕事 を 始める 前 

に， 30 分 間 モル モン 経 を 読む という 
ものだった。 -"… こ う して 私 は 一日 
の 内の わずかな 時間 を 割いて モル モ 
ン経を 読み 続けた。 そして それ は 9 
年間 続いた。. こう して 私 は， モル モ 
ン 経に 書かれて いる 事柄に 調和した 
生活 を 送って いれば， 主の みたまと 
の 調和 を 保つ ことができる こと を 知 
つた oJ  {Conference  Report  「大会 報 
告」， 1949 年 4 月， P.36) モル モン 
経 は， 何にも 増して 私 を 主の みたま 
に 近づけて くれる。 先に 引用した 幹 
部 は， マリオン •  G  •  ロムニー 副 管 


長で ある。 私 は 彼の 考えに 共感 を覚 
える。 

次に， 私たち は モル モン 経に つい 
て 何 を 語らなければ ならない だろ う 
か。 この 書物 は 真実の 書物で あると 
いう 自分の 証で ある。 私 はこの こと 
を， 自分が 今生き ている こと を 知つ 
ている ように 確かに 知っている。 か 
つて 予言者 ジ ヨセフ. ス ミスが 言つ 
たように， 私たち も 言う ので ある。 
「私 は 兄弟た ちに， モル モン 経 はこ 
の 地上に おいて 最も 正確な 書物で あ 
り， 私たちの 宗教の かなめ 石で あつ 
て， 人が その 教えに 従って 神に 近づ 
く ことので き る 書物で ある と 語つ 
た」 と。 

この かなめ 石に ついて 知り， これ 
を 使い， もっと 神に 近づく ことが で 
きる ように， イエス • キリスト のみ 
名に よって 祈る。 ァーメ ン。 
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神権 を 持つ 兄弟た ち， 私 は 今晩 勇 
気に ついて 少し 話 をしたい と 思う。 
一般に 勇気に は， 外に 現われる 勇気 
と 内なる 勇気が あると 言われて いる。 

しかし 私の 経験から 言えば， 内な 
る 勇気 を 持って いる 人， 言い換えれ 
ば 自分自身に 真実で ある 人 は， 同時 
に 外に 現われる 勇気 も 持ち合わせて 
いる。 偉大な 文豪 シ ヱイ ク スピアの 
戯曲 「ハム レツ ト」 の 中で， 登場 人 

物の ポロ  一二 ァスは 息子に いろいろ 
な 点で 指示 を 与えて いる。 そして 長 
い 独白 を 次の 言葉で 結んで いる。 

「いちばん 大事な こと は， おのれに 
誠実 なれ， という こと だ。 

さすれば かならず， 夜が 昼に つぐ 
ごと く にじ やな， 

他人に 対しても 誠実なら ざる を 得 

ん。」 

(「ハム レツ ト」 第 1 幕， 第 3 場， 三 

神勲 訳） 

私たち は 皆 良心 を 持って おり， こ 
の 良心が 内な る 勇気の 根源 である。 
本当に 勇敢な 人 はかならず 自分の 良 
心に 従う。 何が 正しい のか を 知って 
いながら それ をし ない 人 は， 憶病 者 
である。 

教会 関係の 出版物の 中には， 勇気 
ある 人の 例が 沢山 見いだ される。 例 
えば， 予言者 ジ ヨセフ' ス ミスの こ 


勇気の ある 人が 必要で ある 


大 管長 会 第二 副 管長 

マリオン • G • ロムニー 


と を 少し 考えて いただきたい。 近所 
のプ。 テス タン 卜の 牧師に 示現に つ 

いて 話した ところ， 彼 は 嘲笑され た。 
その 時の こと を 彼 は 次の よ う に 書い 
ている。 

「然しながら， これに も 関わらず 私 
が 先に 示現 を 受けた こと は 事実で あ 
る。 

私 は 実際に 光 を 見た。 その 光の 唯 
中に 二人の 御 方 を 見た。 そして その 
方々 は 真実 私に お 言葉 を かけた も う 
た。 私が 示現 を 受けた と言うた めに 
憎まれ また 迫害 せられても， なお そ 
れは 真実で ある。 そして 私が このよ 
うに 言うた めに， 人々 が 私 を 迫害し 
罵り 偽って あらゆる 悪口 を あ びせ て 
いる 間に， 私 は 自分の 胸の 中で 語る 
ようになった 『何故 真実の こと を 話 
すから 私 を 迫害す るの 力、 私 は 本当 
に 示現 を 受けた の だ， 私が どうして 
神に 抗ら えよ う 力、 何故 世の中の 人 
は， 私が 本当に 見た もの を 見ない と 
言わせよ う と 思う の 力 >。 私 は 示現 を 
受けた ので あるから それ が 事実で あ 
るの を 身 を 以て 知っている。 私 は 神 
がそれ を 知 りたもう こと を 知ってい 
る。 私 は それ を 打ち消す こと はでき 
なかつ た。  』」 （ジ ヨセフ' スミ 

ス 2  ：  24,  25) 
予言者 は 若い 時 だけでなく， 生涯 


自己に 真実であった。 最初の 示現 を 
受けてから 18 年後に， 予言者 は 何人 
かの 兄弟た ちとと もに， 「また M て掛 
けで， 吹き さらしに なった 裁判所 
に」 何 週間 か 「閉じ こめられた。」 

バーレ一 P  • ブラ ッ トは 次の よ う 
に 記して いる。 「そんな 退屈な ある 夜， 
私た ち は 真夜中まで 眠 られ ぬま ま 横 
になって いた。 しかし， 番兵た ちが 
口にする わいせつな 冗談 や 聞く に耐 
えない 呪いの 言葉， 恐ろしい 瀆 神の 
言葉， 下品な 話 を 何時間 も 聞いて い 
て， 耳 も 心 も 苦痛に うめいた。 …… 

私 は うんざり した 気持ちに なり， 
心 は 激しく 揺れ動いた。 身の 毛の よ 
だつ 思いと と も に義 噴が ほ とばしる 
の を 覚え， 立ち上がって その 番兵 ど 
も を 叱責せ ずに はいられない 気持ち 
になった。 しかし， 私 はすぐ 隣り に 
ジ ヨセフが いて， 目を覚ま している 
の を 知っていた 力；， 彼に も ほかの 兄 
弟た ちに も 何も 語ら なかつ た。 突然 
ジ ヨセフが 立ち上がり， 雷鳴 か， ほ 
えたけ る 獅子の よ うな 声 をと どろ 力、 
せた。 それ は 私が 記憶す る 限り 次の 
ようであった。 

『黙れ。 地獄の 底から はい 出て きた 
悪魔め。 イエス. キリス ト のみ 名に 

よってお 前た ち を 叱責し， 口 をつ ぐ 
むように 命じる。 も う 一刻た りと も 


346 


そのよう な 言葉 を 聞いて はおれない。 
そのような 話 はやめよ。 さもな けれ 
ば ， 即刻 ， お前 た ちか 私の どちら 力 > 
が 死ぬ こ とになる ぞ。』 
彼 は 語る の を やめた。 何人たり と 
も 近づく ことので きない 威厳 を も つ 
て 堂々 と 立って いた。 鎖に つながれ， 
武器 も 持たずに。 しかし 静かに， 動 
じる ことなく， 天使 を 思わせる 風格 
を 持って ジ ョ セフは 震え おののく 番 
兵た ち を 見す えていた。 番兵た ち は 
武器 を だら りと 地に さげ， 中には 地 
面に 落として いた 者 もいた。 ひざ を 
がくがく させながら すみの 方で 縮み 
上がって いた。 ひざまずいて， 彼の 
赦しを 請うた 者 もいた。 そして 交代 
の 時まで 静かに していた。」 
パー レー は 次の よ うに 続けて いる。 
「私 は 英国の 法廷で 法衣に 身 を 包ん 
だ 裁判官と， その 前に 引き出され 余 
命い く ばく もない 犯罪者 を 見た こと 
が ある。 また 議会の 厳肅な 会議で 法 
を 制定す るの を 目撃した こと も ある。 
私 は， 王国の 命運 を 決定す るた めに 
集まった 王， 王宮の 部屋， 王座， 王 
冠， 皇帝 を 想像し ようと 努めた。 し 
かしこ こに， この 小さな ミズーリ 州 
の 村の 牢獄で， 深夜 鎖に つながれて 
立って いる 人 ほど 威厳と 風格 を 持つ 

た 人 を 見た ことはなかった。」 (Au- 
tobiography of  Parley  P.  Pratt  「ノヽ ° 
一 レー •  P  • プラッ 卜の 自叙 Rj  pp. 
209—211) 

明らかに 予言者 はこ こで， 内なる 
勇気と 外見に 現われる 勇気 を 同時に 
見せて いる。 

彼 は 自分自身と 神に 真実であった 
ので， 最後に は 命 を 犠牲に する こと 
になった。 それ は 同時に， 彼に 永遠 
の 生命と 昇栄を 保証す る もので あつ 
た。 

私たち は モル モン 経から ニーフ ァ 
ィ の 大きな 勇気 を 読む ことができる。 
リー ハイ と 家族が レ ミ ユエルの 谷で 
宿営して いた 時， 主が リ 一 ハイ に， 


息子た ち を エルサレムに 遣わして， 
レー バンから 記録 を 手に入れて 来さ 
せる よ う 指示され たこと を 覚えて お 
られ るであろう。 レーマンと レミ ュ 
エル は， それ は 「むつ かしい こと」 

(I  ニーフ アイ 3:  5) であると つ 
ぶ やいた が， 弟の ニーフ アイ はこう 
言った。 「私 は 主が 命じた もうた こと 
を 行って 行う。 私 は， 主が 命じた も 
うこと に は， 人が それ を 為し とげる 
た め に 前以て あ る 方法が 備えて あり， 
それでなくて は， 主 は 何の 命令 も 人 
に 下した まわない こ と を 承知して い 
るからで ある。」 （I  ニーフ アイ 3  ： 
7) 

彼ら は エルサレムに 向かった。 そ 
してく じ を 弓 I いて， レーマンが 町に 
入って 行った。 ところが レーマン は 
レー バンから 泥棒 呼ばわりされ， そ 
の 上 殺して やる と 脅された。 

それで レーマン は 版 を 手に入れる 
ことができずに 弟た ちの 所へ 帰って 
来た。 彼 は 初めからで きないと 考え, 
そして それ を 証明した のだった。 彼 
は 父親の 所へ 帰ろ うと 主張した。 し 
かし 弟の ニーフ ァ ィ は 言った。 「主が 
生きて いま し 私が 生きて いるよ う に 
確に， 私たち は 主の 命じた もうた こ 
と を果 すまで は 荒野に いる 父のと こ 
ろへ 帰らない。」 （ I  ニーフ アイ 3  ： 
15) 

ニーフ アイ の 懸命な 説得に 従って， 
彼ら は 相続の 土地へ 行き， 金銀 やそ 
の 他の 貴重な 品々 を 集めて， それで 
レー バンから 記録 を 買おう と した。 

ところが， その 宝物が 欲しく なつ 
た レー バン は， 僕たち を やって それ 
らを 奪わせた。 兄弟 は 荒野の 中へ 逃 
げて 殺される の を 免 がれ， 岩穴に 身 
を 隠した。 そこで 兄た ち は 「棒で 
〔ニーフ アイと サーム を〕 う ち 叩い 
た。」 （ I  ニーフ アイ 3  ：  28) すると 
天使が 現われて， ふたり を 責めた。 
しかし 天使が 去る と * レーマンと レ 
ミ ユエル は 記録 を 手に入れる こと は 


不可能で ある， レー バン は 「有力な 
人で 五十人 を 指揮す る ことができる， 
いや 五十人 を 殺す こと さえ もで きる。 
それならば， どうして われわれ を 殺 
せない わけが あろう 力つ と ニーフ ァ 
ィ に 言った。 

しかし ニーフ アイ は， 「全世界が 向 

つても 主の 強さに はかなわない  

それなら， どうして 主が レー バンと 
その 家来の 五十人よ り も 強くない こ 
とがあろう 力、。 いや， レー バンに 何 
万人 あっても 主の 強さに はかな わな 
い」 （I  ニーフ アイ 4  ： 1 ) と 答えた。 

そこで 兄た ち は ニーフ ァ ィ に 従つ 
て エル サ レムに もどり 今度 は 二 一  フ 
ァ ィ が 町の 中に 入って 記録 を 手に入 
れ， 出て きた。 このように ニーフ ァ 
ィ の 信仰 と 勇気 は 偉大な もので あつ 
た。 

リ 一 ハイ の 家族が エルサレム を 去 
つた 頃， その 地方に ダニエル という 
若者が いた。 この 人の 生涯 も 勇気 そ 
の ものであった。 リー ハイが 去った 
年から ちょう ど 3 年後に 当たる 紀元 
前 597 年に， ダニエル は ネブカ デネザ 
ル によ つて バビロ ンに 捕らわれ人と 
して 連れ去られた。 そこに 着いて 間 
もな く， ダニエル は シャデ ラク， メ 
シ ャク， アベ デネ ゴと とも に， 王の 
食物と 酒で 「自分 を 汚すまい と」 （ダ 
ニエル 1 ： 8) これ を ま 巨み， 早速 勇 
気 を 示して いる。 言い換えれば， 王 
が 命じた にもかかわらず， 彼 は 当時 
の 人々 が 守って いた 「知恵の 言葉」 
を 守った のであった。 

彼 は 後に 王の 夢 を 説いて， 年老い 
た 王に， これ は 「いと 高き 者の 命令 
であって」 （ダニエル 4  ：  24)， 王 は 
人々 から 追われ， 野の 獣と ともに 住 
み， 7 年間 「牛の ように 草 を」 食い， 
「ついに あなた は， いと 高き 者が 人 
間の 国 を 治めて， 自分の 意の ままに， 
これ を 人に 与えられる こと を 知る に 
至る でしよう」 （ダニエル 4  ：  25) 
と 言って， 人並み外れた 勇気 を 示し 
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ている。 彼 は 続いて 王に， 「罪 を 離れ， 
…… 不義 を 離れなさい」 （ダニエル 

4  ：  27) と 勧告して いる。 

主権が 「地の 果 にまで」 及んで い 
る （ダニエル 4  ：  22) 王に， ひと り 
の 捕らわれ人が 上の よ う に 話し掛け 
るに は， いかに 勇気が 必要で あるか 
想像で きる だろう 力 >。 ダニエル は そ 
の 勇気 を 示した ので ある。 そして あ 
り 得ない ことのよう に 思われる だろ 
う 力;， ダニエルの 方が 王より 長生き 
したので ある。 

この ダニエル は， ネ ブカデ ネザル 

を 継いだ ペルシャ ザル 王から， 壁に 
書かれた 不思議な 文字 を 解読す るよ 
う 呼び出された 時 も， 同様の 勇気 を 
示して いる。 彼 は ペルシャ ザル 王に， 
この 文字の 解き明かし はこ う です と 
言って 説明した。 

「神が あなたの 治世 を 数えて， これ 
を その 終 りに 至らせた こと をい うの 
です。 

あなたが はかりで 量られて， その 
量の 足りない ことがあら われた こと 
をい うのです。 

あなたの 国 は 分か たれて， メデア 
と ペルシャ の 人々 に 与えられる こ と 
をい うのです。」 （ダニエル 5  ：  26— 
28) 

勇敢な ダニエル は 文字の 意味 を 読 
んだ だけで な く  ， その 前にべ ルン ャ 
ザル 王に， 王の 罪悪が この 裁き を 招 
いたので ある， と 宣言して いる。 さ 

らに その 罪の ひとつ は， 王の 父ネブ 
力 デネ ザルが エル サ レムの 神殿から 
持ち帰った 器物 を 汚した ことで あり， 

もう ひとつの 罪 は， 「天の 主にむ かつ 
て」 （ダニエル 5  ：  23, ダニエル 5 章 
参照） みずから 高ぶった ことで ある， 

と 王に 告げて いる。 
続いて 記録 を 読む と， 「カル デャび 

との 王 ペルシャ ザ ルは， その 夜のう 

ちに 殺され」 たと ある。 （ダニエル 5 

： 30) 

王国 を 継いだ メデアび との ダリ ョ 


スは， 国 を 120 の 州に 分け， 各 州に ひ 
とりの 総督 を 立て， 120 人の 総督の 上 
に 3 人の 総督 を 立てた。 「ダニエル は 
その ひとりであった。」 （ダニエル 6 
： 2) 

この 地位に あって ダニエル は， 大 
きな 危険 を 冒して 勇気 を 示さな けれ 
ばなら なかった。 他の 「総監お よび 
総督ら は， …… ダニエル を 訴える ベ 
き 口実 を 得ようと した。」 彼ら は ダニ 
エル をね たんで いたが， しかし 何の 
口実 も 得る ことができなかった。 

「そこで その 人々 は 言った， 『われ 
われ は ダニエルの 神の 律法に 関して， 

彼 を 訴える 口実 を 得る のでなければ， 
ついに 彼 を 訴える こと はでき まい』 
と。 

こうして 総監と 総督ら は， 王の も 

とに 集まって きて，  一^ • 3 のおき 

て を 立て， …… 今から 三十日の 間 は， 
ただ あなたに のみ 願い事 を させ， も 
しあな た をお いて， 神 または 人に こ 
れを なす 者が あれば， すべて その 者 
を， ししの 穴に 投げ入れる …… よ う 
にして 下さい」 と 説いた。 

さて ダニエル はこの こと を 知る と， 

すぐ 家に 帰った。 ところが 彼の 家の 
窓 は 開いて いたので， 人々 は 家の 中 
を 見る ことができた。 ダニエル は 部 
屋の 中で 「以前から おこなつ ていた 
ように， 一日に 三度ず つ， ひざ を 力 > 
がめ て 神の 前に 祈り， かつ 感謝し 
た。」 （ダニエル 6  ：  4  —  8  , 10 参 
昭、 

このよ う に 自己と 神に 忠実で あつ 
た ダ ニエル が大 き な 信仰 と 勇気 を 持 

つていた ことに 疑問 を 抱く 人 は， ひ 
とりも いないで あろ う 。 

この 後の 物語 を 読む 必要 はない と 
思う。 皆さんが 御存じの 通りで ある。 
も はや 王はメ デャ 人と ペル シ ャ 人の 
法律 を 変える ことができな いので， 
ダニエル は 獅子の 穴に 投げ込まれた。 
しかし， 主が 獅子の 口 を 閉ざされた 
ので， ダニエル は 救われた。 


勇気に 基づく すべての 行為が， こ 
のよう な 目 をみ はる ほどの 報い を も . 
たらす わけで はない。 しかし， かな 《 
らず 平安と 満足が 得られる。 ちょう 
ど 憶病が かならず 悔いと 良心の 苛責 
を 引 き 起こす のと 同じで ある。 

私 はこの こと を 自分の 経験から 知 
つてい る。 私 は 15 歳の 時， 革命で メ 
キシコ から 追われた が， 当時の こと 
をよ く 覚えて いる。 私たちの 家族 は 
テキサスの エルパソ 力 、らロ サン ゼル 
スへ 移った。 私 は そこで， モル モン 
を 嫌う 人た ちに 囲まれて 働く ことに 
なった。 しかし 自分が モル モンで あ 
る こと は 黙って いた。 するとし ばら 
くして ジ ヨセフ •  F  'スミ ス大 管長 
が ロサンゼルスへ 来て， 私の 両親 を 
訪れ， 夕食 をと もに した。 非常に 質 
素な 食事であった。 実に 乏しい 食事 
であった こと を 覚えて いる。 その 日 
大 管長 は 私の 頭に 手 をお いて， 「モル 
モンで ある こと を 決して 恥ずかしい 
と 思って はいけ ない」 と言われた。 

実は その 頃 私 は モル モン を 口汚く 
ののしる 人々 の 前にいて 堂々 と して 
いられない 自分 を 情なく 思って いた 
と ころ だつ た。 

また オースト ラリ ァへ 伝道に 行つ 
ていた 時の こと も 覚えて いる。 私 は 
壮大な ジヱノ ラン 洞窟 を 見に 行った。 
その 中 を 歩いて いると， ガイ ドが言 
つた。 どなた か あの 岩の 所へ 行って 
歌 を 歌って いただけません 力、。 この 
洞窟の 音響効果 がよ く 分かり ま 
す。」 

その 時み たま は， 「さあ， あそこへ 
行って 『高き に 栄えて J を 歌いな さ 
い」 と 私に ささやき 掛けた。 私 (瑪 
罎 した。 そうして いる 間に， 人々 は 
先へ 進み， 私 は 機会 を 逸して しまつ 《 
た。 この こと を 思い出す 度に 私 は 残 
念で ならない。 マッケイ 大 管長が 次 ^ 
のように 言われる の を 聞いて， 私 は ， 
よ うやく 主が 赦 して 下さった と 感じ 
る ことができた。 彼 はこ う 言った。 
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「私 は 伝道 中に， ある こと をす るよ 
う にとの みたまの 声 を 聞いた ことが 
あった。 しかし 私 は そのこと をし な 
かった。 それ以来 そのこと をい つも 
残念に 思って いる。 みたまの ささや 
きを 受けたら， かならず 従うよ うに 


しなさい。 みたま を 受けられ るよう 
な 生活 をし， みたまの 導き を 受けた 
時には， それに 従う 勇気 を 持つ よう 
にしなさい。」 
神権 者と して 私たち は 老い も 若き 
も 皆， すべての ことにつ いて 自己と 


創造主に 真実で ある こ と がで きる よ 
う， 勇気 を 培う 決心 をしょう ではな 
いか。 

神が このために 私たち を 祝福 し た 
もうよう， イエス • キリスト のみ 名 
によって 祈る。 アーメン。 
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成功者 は 克己に よって 
測られる 

大 管長 会 第一 副 管長 

N  • ェ ルドン • タナー 


愛する 兄弟た ち， この 壮大な タパ 
ナ ク ル において 神権 者の 顔 をな がめ， 
世界中の 多くの 人々 が 放送に 耳 を 傾 
けて いる こと を 思う と， ここに 立つ 
こと は 実に 大きな 特権で あり， 祝福 
であり， また 霊感 を 賜わる 機会で あ 
ると 思う。 イエス' キリスト の 教会 
に 属して 神の 権能 を 授かり， 主の み 
名に よって 行動で きる こと は， 何と 
名誉な ことであろう 力、。 私たち は 世 
界中 にいる 多くの 神権 者の こと を 思 
うと， 大きな 勇気 を 得， 主 を 賛美せ 
ずに はおられない。 

南米の ブヱ ノス アイ レス での 地域 
大会に 出席した 時， メル ケゼ デク神 
権 指導者 会に おいて， アルゼンチン， 
ウルグアイ， パ ラゲ アイ， チリ を 代 
表する 1, 300 名 以上 もの 出席者 を 迎え 
る ことができ， 私たち は 主に 感謝し 
た 。 一般 大会 に は ， ブ ラ ジ ルで 5,  500 
名 以上， アルゼンチン では 10，  000 名 
以上の 人が 集まった。 

主の み 業が 前進し， 主の 王国が 世 
界に あまねく 築き上げられ ている こ 
と は 明らかで ある。 大 管長が， サン 
バウ 口 に 神殿 を 建設す る と 発表され 
た 時， 会員 は 感激し， 心 を 躍らせ， 
大変な 喜びよ う で， 感謝の念 を 表わ 
していた。 ブラジルと アルゼンチン 
の 会員た ち は 全力 を 尽く して 神殿 建 


設を 支持す ると 誓った。 

福音 を 受け入れて その 教えに 従つ 
て 生活す る 人々 の 生活に 変化 を 見， 
彼らの 証 を 聞く こと は， 実に 心強い 
ことで あり， 福音が 真実の もので あ 
る こと を 知る 機会で も ある。 

ところで， ベネ ズ エラの カラカス 
である 晚， 私たちが 聖徒と 求道者た 
ちの 会合に 出席した 時の こ とで ある。 
大 管長 は， そこに 集まった 出席者の 
数 を 500 名と 見て いた。 私 は 話 を 始め 
る 前に， 1974 年， 75 年に パプ テス マ 
を 受けた 人々 に 立って いただき， そ 
れ から， 73 年， 72 年， 71 年， 70 年の 
人々 にも それぞれ 立って いただいた。 
また， 教会に 5 年 以上い る 人々 にも 
立つ ようにお 願いした。 しかし 起立 
したの はわず か 3 名であった。 しか 
も その 3 人 は 訪問者であった。 この 
ことから， その 地域に おいて， いか 
に， 主の み 業が 進んで いるかが お 分 
かりいた だける と 思う。 

さて， 兄弟た ち， 今晩 私 は， でき 
れば すべての 人々 にも 認識して いた 
だきたい ことなの だが， 神権 を 保持 
する ことが いかに 大きな 特権で ある 
か を 強調したい。 また 世の 光と なり， 
神の 王国の 建設 を 助ける ことができ 
るよう に， 神権 を 尊び， 召し をよ く 
遂行す るよ う 決意して いただきたい。 


また 同時に， 不死 不滅と 永遠の 生命 
を 授かる ことができ るよう， みず か 
らを 備える よ う に 強調したい。 ィ ェ 
ス • キリスト を 世の 救い主と して 受 
け 入れる 決意 をし， その 教えに 従つ 
て 生活す る こと 以上に 大きな 目標 は 
ない。 また それ 以外の ことによって 
大きな 進歩 は 達せられ ないし， 喜び 
も 満足 も 得られな いので ある。 

今 私の 声 を 聞いて いるすべ ての 人 
は， 永遠の 生命と 昇栄 のために みず 
から を 備える ことに 専念した いと 思 
つて おられる に違いない。 また 自分 
の 行ない を 見て 主が 喜んで おられる 
の だとい う こと を 知りたい と 望んで 
おられる に違いない。 しかし， この 
よ う な 人 は 少な く， そう した 祝福に 
ふさわしい 生活 をし よ う と 努力し な 
い 人々 もい る。 そこで このような 人 
のこと を 念頭に おいて， 自己 訓練， 
自制， 克己に ついて これから 話 をし 
たいと 思う。 これ は， ひとたび 始め 
たこと を 最後まで やり遂げよ うとす 
る 時， また 祝福 を 心から 望んで 得よ 
うとす る 時に， 私たち 全員に とって 
大切な ものである。 

まず， 幾人 かの 哲学者の 言葉 を 引 
用したい と 思う。 

プラ ン ト は 次の よ う に 言って いる。 
「最初に して 最大の 勝利 は， 自己 を 
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制する ことで ある。 反対に 自己に 負 
ける こと は， すべての 内で 最も 恥ず 
べき， 罪深い ことで ある。」 

また ダ • ヴィ ンチ はこう 言って い 
る。 「自己 を 統御す る こと 以上に 大き 
な 統治 もなければ， 小さい 統治 もな 
い。」 また 次のように も 言った。 「人 
の 成功 は 克己の 度合いに よって 測ら 
れ， 失敗 は 放縦の 度合いに よって 測 
られ る。 …… こ の 法則 は 永遠の 正義 
の 表われで ある。 自己 を 統御で きな 
い 人 は 他人 を 統御す る ことができな 
いであろう。」 換言す ると， そのよう 
な 人 は ふさわしい 父親に も， 指導者 
にもなる ことができな いという こと 
である。 

賢者 ソ P モン は 味わいの ある 言葉 
を 残して いる。 
「怒 り をお そ くす る 者 は 勇士に ま さ 

り， 自分の'!:、 を 治める 者 は 城 を 攻め 
取る 者に まさる。」 （箴言 IS  ：  32) 

克己に はふた つの 大切な 要素が あ 
る。 その ひとつ は， あなたの 進路 を 
決める ことで ある。 いわゆる， 道徳 
の 標準と いう 帆 を 揚げる ことで ある。 
他の ひとつ は 意志の 力で ある。 すな 
わち， 帆 を 揚げて 進む 船に 働く 風で 
ある。 前に も 言った よ う に， 人格 は 
良い 結末に 向けて 自己 を 治める 能力 
の 範囲で 決められる。 何が 良い 人格 
を 築き上げ るか を 言葉で 言う の は 難 
しいが， 克己 を 見れば それが どうい 
う もので あるか 知る こ とがで き る。 
克己 はいつ も 人々 の 賞賛 を 得る が， 
克己の なさ は 人々 の 同情 を 買う。 し 
かし， 大抵 は 意志の 力の 問題で ある。 

次の ガリソンの 言葉に は， そうし 
た 偉大な 決意が 見 られ るよう に 思う。 

「私 は 真剣で ある。 言葉 を 濁さない 
し， 言い わけ もしない。 一寸 も 退き 
はしない。 そうすれば 私の 言い分 は 
聞き入れられる。」 （ウィリアム '口 
ィ ド • ガ リ ソ ン） 

これ は， 正義と 真理の 業に 従事し 
ている 私たち 全員に 当てはまる こ と 


である。 

キリスト は 私たちに， いかに すれ 
ば 成功の 道 を 歩める か を， もっと 詳 
しく はっきり 答えて おられる。 それ 
は 次の 聖 句から よ く 分かる。 

「狭い 門から はいれ。 滅びに いた 
る 門 は 大き く  ， その 道 は 広い。 そし 
て， そこから はいって 行く 者が 多い。 

命に いたる 門 は 狭く， その 道 は 細 
い。 そして， それ を 見いだ す 者が 少 
ない。」 （マ タイ 7  ： 13, 14) 

この こと を 考えて みると， 目的地 
に 通じる まっすぐな 狭い 道 を 進み 続 
ける 人 は， この 世に おいて 成功し， 
自己 実現と 自己 達成 を 勝ち得る 人で 
ある。 この 人 は， 直線が 二 点 間の 最 
短距離で あり， 回り道 は 非常に 危険 
である こと を 十分 認識して いる。 こ 
のために は， 自制と 自己 訓練が 必要 
である。 

他方， 目的 を 意識せ ず， 自己の 訓 
練 を 図らない 人 は， 回り道 をし， 失 
敗と 滅亡 を 味わう ので ある。 

まっすぐな 狭い 道に 従って 歩 も う 
とすれば， 制約， 束縛， 強制が 付き 
まとい， 心 引かれる もの を 一切 控え 
て 生活し なければ ならない と 不平 を 
言う 人が いる。 しかし， このような 
生活 は 勝利 と 目標 達成 を 保証す る。 
この 勝利 を 得る に は， 目標 を 立てて， 
その 道から それない よ う に 心 を 配り， 
それに 従わなければ ならない こと を 
自覚すべき である。 

「狭い」 という 言葉 は 非常に 意味 深 
い 言葉で ある。 よく 人々 は， まつす 
ぐ な 狭い 道に 従って いれば 偏狭 に な 
ると 非難す る。 確かに そのために は, 
自制と 克己が 必要で ある。 ある 面で 
は 制約され， 限度 を 設けられる こと 
を 知り， それに 備えなければ ならな 
い。 しかし， それ は 人間 を 束縛す る 
もので も 何でもな いこ と を 悟らな け 
れ ばなら ない。 むしろ この 道 は， 解 
放と 独立と 自由への 道で ある。 

次の 言葉 を 覚えて いただきたい。 


「偉人が 到達 し 維持 して t 、る 頂点 は 
決して 一足飛びに 成し遂げられ たの 
ではなく， 仲間が 眠りに ついている 
夜の 間に こつこつと 働いて 達成され 
た も ので ある。」 （ヘンリー 'ワーズ 
ワース' ロンゲ フヱ ロー） 

また， 働かない ものに は 報酬が な 
いが 働く 者に はかならず 報酬が ある， 
という こと も 覚えて いただきたい。 
財政 上の 成功 を 望むなら， あるいは 
幸福 を， 健康 を， または 道徳的に 潔 
白で ある こと を 望むなら， そして 心 
に 信仰に よ る 平安 を 見いだ したいな 
らば， 確かな 道 はた だ ひとつで ある。 
それ は， まっすぐな 狭い 道， すな わ 
ち 貞節の 道， 勤勉， 節制， 誠実， 徳 
行の 道で ある。 

どんな 分野で も， 成功 をお さめ， 
卓越した 者に なりたい と 願うならば， 
若い うちから 立派な 人間に なろうと 
決意し， 大人になる まで その 決意 を 
引き延ばさない ことが 肝要で ある。 
そして， 自分 を锻 える 勇気と 力と 確 
信 を 持って， 自制と 克己 を 働かせる 
ので ある。 

私に は， パト ミント ン 選手と して 
知られて いる 孫が いる。 彼 は 16 歳で 
チャン ピ オンに なった。 彼 は， 毎朝 
何キ a も 走り， 体調 をよ く 整えて こ 
の 勝利 を 得た。 学校の 勉強 も 怠らず， 
熱心に バ 卜 ミント ンの 練習 をし， 知 
恵の 言葉 を 厳格に 守って 健康の 原則 
に 従った 生活 をして いる。 私 は 彼 を 
誇りに 思って いる。 

神権 者で ある 兄弟た ちょ， 今晩 ど 
こで この 話 を 聞いて いようと， あな 
た 方 は 神権 を 授かって いると いう 大 
きな 特権に 感謝すべき である。 また， 
神権 を 受けた とき， 神権 を 尊び， そ 
れに ふさわしい 生活 をす ると 主と 誓 
約 を 交わした こと を 忘れて はなら な 

い 0 

「俗悪で， 神聖 を 汚す ような， いか 
なる 事柄に も 染まらな いよ うにし， 
心身と もに 清く 保つ ことが 極めて 大 
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切で ある。 日曜 学校と 聖餐 会に 出席 
して， 主 イエス' キリス 卜が 私たち 
のために 大きな 犠牲 を 払って 下さつ 
たことの 記念で ある 聖餐 を 配る とき， 
あなた は 自分が ふさわしい 者で ある 
か， 手 は 汚れて いない か， 心 は 清い 
か, さらに 過去 1 週間 ふさわしくな 
い 行ない をして いない かどう 力つ 自 
分 をよ く 確かめる よ う にしなければ 
ならない。 

先日， 聖餐 会に 出席した とき， 白 
い ワイシャツ を 着用し， ネクタイ を 
して， 清潔で きちんと 身づくろい を 
した 青少年が 聖餐の 祝福 をし， 聖餐 

を 配って いるの を 見て 実に うれし か 
つた。 しかも 配って いる 間中 非常に 
敬虔であった。 私 は あとで， その 若 
い 神権 者た ちと 監督 を ほめて， 主 は 
あのよ うに 聖餐式が 執り行な われた 
こ と を 喜んで おられる に違いないと 
言った。 聖餐式 は 最も 神聖な 儀式で 
ある。 私たちに 敬意と 敬虔の 態度が 
欠ける とき， 神 は 果たして お喜びに 
なる だろう 力、 

また， 神権 を 保持す る 若い 男性が， 
1 週間の 間に， 知っていながら 良く 
ない 言行 をして いたならば， 神 はお 
喜びになる はずがない。 

数年 前， 執事に なつてから 1 年 経 
つ 一番 年上の 孫が 私の 所に きて 言つ 
た。 「おじいさん， 僕， 1 年 前に 執事 

に 召されてから ずつ と 100 パー セン ト 
です よ。」 私 は 問い返した。 「100 パー 

セントって， どんな 意味 かね。」 もち 
ろん 私 は 知っていて 尋ねた の だが， 
孫 は 答えて 言った。 「僕ね， 執事に 召 
されてから， ^会と 日曜 学校と 神 
権 会 を 一度 も 休んで いないよ。」 

私 は， それ はえら いね， とほめ て 
こう 言った。 「ジョン， もし 伝道に 出 

る 年齢になる まで 100 パー セン トを続 

けたら， 伝道に 出る 資金 を 出して あ 
げ よう。」 孫 はに こつと 笑顔 を 見せて, 
「きつ と 続ける よ」 と 言った。 
私 はお そ ら く 続かない だろ うと 思 


つていた 力;， 孫 は 100 パーセント を 通 

す 決心 をして いた。 私 は 彼が 約束 を 
果たす ために 自分の 心 を 抑えた こと 

が 2 回あった こと を 覚えて いる。 一 
度 は， 叔父が 子供た ち を 連れて 旅行 
に 出力 > けようと， 彼 を 誘った ときの 
ことであった。 ジョン は 言った。 「日 
曜日に， 僕が 集会に 出席で きる 場所 
が ある ノ」 しかし 「ない」 と言われ 
たので， 彼 はこう 言った。 「じゃあ， 
僕 は 行けない よ。 だって 僕 は 100 パー 

セント 出席す るつ もりなん だ も 
の。」 それで 海 や 島への 楽しい 旅行 を 
犠牲に したので あった。 

も う 一度 は， 週末に 足 を 折った と 
きのこと であった。 彼が 最初に 医師 
に 聞いた こと はこうであった。 「日曜 

日に 教会に 出席で きます 力、。 僕 は 100 

パーセント 出席した いんです。」 もち 
ろん， 彼 は 松葉杖 をつ いて 出席した。 

こうして 彼 は 19 歳に なった。 「おじ 
いさん， 僕 は 約束して からず つと 100 
パーセント 出席した よ。」 私 は 喜んで 
彼に 伝道 資金 を 出した。 この 達成 は 
彼の 生涯 に 非常 に大 き な 影響 を 与え 
ている。 もはや 彼に とって， 自己 を 
訓練したり， 正しい こと や 成功 を も 
たらす 事柄 を 行なった りする こと は， 
それほど 難しく はない ので ある。 

すべての 神権 者が 知恵の 言葉 を 固 
く 守る こ とはい かに 大切な こ とで あ 
ろう 力 >。 タバコ， 茶， コーヒー， ァ 
ル コール， 麻薬 等に 手 を 出さない こ 
と。 また 安息日 を聖く 保つ こと， い 
つも 正直で 正しく ある こと， いかな 
る 場合に も 主の 道に ふさわしく， ま 
た 主に 受け入れられる 者で あるよ う 
に 修養す る ことが 極めて 大切で ある。 

サタ ンは 活動の 手 を ゆるめる こ と 
はない。 そして 巧みな 悪知恵で 私た 
ちの 欲望 や 情欲， 友人 を 通じて， 私 
たちに ふさわしく ない 悪事 を 行なわ 
せようと 誘惑して いる。 また， 若者 
ばかりで はなく， 高い 地位に いる 人 
々 も しばしば 誘惑に 負けて いる。 私 


たち は 常に， 悪に 対して 防御の 盾 を 
取り， 警戒 を 怠らない ようにし なけ 
れ ばなら ない。 私たち は 自分が だれ 
であるの 力、 また 何 を 達成し ようと 
している のか を 決して 忘れて はなら 
ない。 気 を ゆるめて はならない。 

以前 私 は， 伝道に 召される 前に 不 
道徳 な 行為 をした ある 宣教師 と 話 を 
して 非常に 悲しい 思い を した こと 力;' 
あった。 彼 は， 監督に も ステーキ 部 
長に も 黙って いた。 このように， 彼 
は うそをついて， 道徳上の 罪と 虚言 
の 罪 を 二重に 負って 伝道に 出た ので 
あった。 彼 は 主の みたま を 得る こと 
はでき なかった。 ついに， 伝道 部長 
のと ころに 行って 自分の 過ち を 認め 
た。 そして 彼 は 深く 悔い改め， 主に 
赦しを 祈り 求めた のであった。 

彼 は 私に 話した とき， こう 言った。 
「私 は 破門で も 何でも 覚悟して いま 
す。 ただ 神との つながり を 回復し， 
神の 赦しを 得たい 気持 ち で 一杯 で 
す。」 

私たち は， いかなる 点に おいても 
心 を 動揺 させて はならない。 私たち 
はいつ でも 伝道に， 神殿 結婚に， ま 
た 教会の 活動に 備え， 良い 模範に な 
つて， 他の 人々 に 私たちの 生活 態度 
から 良い 影響を及ぼ すよ う に 努めな 
ければ ならない。 そして そのこと を 
いつも 心に 留めて お く 必要が ある。 

非常に 多くの 人が このよ うに 言う。 
「1 本の タノく コ， 1 杯の コーヒー， 
少量の 麻薬 ぐらいなら 体の 害 に は な 
ら ない。」 

最初の 1 杯に 手 を 出さなければ， 
決して 2 杯 目に 手 を 出す こと はない 
こと を 強調したい。 手 を 出さな けれ 
ば， 決して アルコール 中毒 患者に な 錢 
る こと はない ので ある。 

主 は， どこで 何 をして いよ う と， 
すべての 少年に 関心 を 持って おられ 
る。 私たち は 皆 ある 職務， 召し， あ 
るい は 責任に あずかる よ ぅ予 任され 
ている ので ある。  I 
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キン ボー ル大 管長 は 少年の 頃 ， 十 
二 使徒に なろう と は 少しも 思わな か 
つたそう である。 事実， 彼 は 十二 使 
徒に 召された とき， その 責任に ふさ 
わしく なれる よう， 何度も 涙ながら 
に 祈り を 捧げた と 話して おられた。 

しかしながら， 私 は あえて 申し 上 
げたいの だが， 主が 心の中に 定めら 
れ たみ 業に 従事で きる よう， 若い と 
きから 自己 訓練と 克己に よってよ く 

準備 をした 最良の 模範 を， 私 は キン 
ボール 大 管長に 見る ので ある。 さて 

神の 予言者で ある キン ボー ル大 管長 
はすべ ての 若者に， 熱心に 学び， 清 
い 生活 をす る ことによ り 身 をふさ わ 
しく 保ち， 伝道 資金 を 貯蓄し， 伝道 
に 出る 準備 をす るよ う に 話された。 

若い 兄弟た ちに 申し上げたい。 も 
しあな た 方が， 大 管長が 求めた こと 
を 実行す るなら ば， 幸福と 成功 は あ 
なた 方の ものと なる であろう。 そし 
て 多くの よい こと をな し 遂げ， 権能 
を もった 人から 与えられる 主の 召 し 
に対して いつでも 準備が できた 状態 
を 保つ こ とがで き るので ある。 

ブ エノス アイ レス で 行なわれた 地 


域 総 大会に 出席して いて， 私 はジレ 
ッ ト • レーザー 社の 南米 全域の 責任 
者で ある 方に 会った。 彼 は 主が 望ま 
れる 道に 従って 少年 時代 を 送り， 神 
権 者と して どんな 地位に ついて も そ 
れを 立派に 果たして きた。 彼 は， ァ 
ルゼ ン チンから ブリガム. ヤン グ大 

学に 学び， そこで 学生自治会の 会長 
となった。 大学 を 出る と， アメリカ 
合衆国の ジ レツ ト 社に 就職し， 最近， 
南米 全域の 責任者に 任命 された ばか 
りであった。 彼 は 大会 中， キン ボー 
ル大 管長の 話 を 全部 通訳した。 

彼 は 予言者の 通訳が できる と は， 
全く 光栄です と 私に 言った。 また， 
彼の 生涯に とって 福音が どんな 意味 
を 持って いる 力 >, そして それ は 今の 
仕事に 対して どのよ うな 備えと なつ 
たかを 話して くれた。 

主 はいつ でも， 十分 信頼で きる 人， 
伝道の 地で よく 主 を 代表で きる 人， 
そして， いかなる 場合に も 信頼で き， 
神の 王国 建設 を 助け る 準備ので き て 
いる 人 を 求めて おられる。 

主 は 言われた。 「見よ， これ わが 業 
にして わが 栄光， すなわち 人に 不死 


不滅と 永遠の 生命と を もたらすな 

り。」 （モー セ 1 ： 39) 主 は 私たち 神 
権 者に， 福音 を宣べ 伝える 助け をし, 
福音 を 実践し， また 人々 も 実践で き 
るよう に 助ける こと を 求めて おられ 
る。 これ は 人々 に 不死 不滅と 永遠の 
生命 を 得させる ためで ある。 

この 復活祭の 時期に あたり， 私 は, 
イエス. キリスト が 現在 生 きて おら 

れ， 真に 生ける 神の 御子で ある こと， 
地上 に 降臨 し 私た ちの ため に 生命 を 
犠牲に された こと， そして 生命と 救 
いの 計画 を 授けて 下さつ たこと を 証 
したい。 これ こそ 力；， 私たちが 回復 
された 主の 教会で 教えて いる 福音で 
ある。 また 私たちが， 神の 予言者 ス 
ペン サー ♦ W • キン ボールに よって 
導かれて いる こ と を あなた 方と 全 世 
界に 証したい。 

私たち 力;， 自己 訓練と 克己の 原則 
を 適用し， 神権 者と して 受けて いる 
数々 の 祝福に ふさわしい 者と なれる 
よ. う， また 神の み 前に 正しく 歩む こ 
とがで きる よう， へりくだって イエ 
ス. キリス ト のみ 名に よ り 祈る。 ァ 

ーメン 0 
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ふさわしい 神権 者に なろう 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


私 は 今晩 こ の 会で 話 された 4 名の 
教会 幹部の 方々 の 素晴らしい 説教 を 
聞きながら， も し 世界中の すべての 
少年が， またす ベての 男性が このよ 
うな 説教 を 聞いて， 人々 が 持つべき 
思い， 目指すべき 理想， そして 標準 
を 知る ことができれば どんなに よい 
ことだろう かと 考えた。 この 教会の 
神権 者で ある 私たち は， 個人の 生活 
や 教会の 仕事に おいて これほどの 指 
導と 霊感 を 受ける ことができ， 何と 
幸せな こと だろ う 力、。 

私 は 今 管理 役員に， 特に イス ラエ 
ルの 「共通の 判士」 である 監督と ス 
テーキ 部長に 話したい。 

ま ず 教会 初期の 大 管長 と 予言者の 
言葉 を 読んで みよ う。 ジ. ヨン' ティ 
ラ 一大 管長 は 次の よ う に 語って いる。 

「さらに， 何人 かの 監督 は 会員の 罪 
を 隠 そ うとして いると いう ことで あ 
る。 私 は 神の 名に よって 彼らに 言お 
う。 あなたが たは その 人の 罪 を 負つ 
て， 裁き を 受けなければ ならない。 
あなたがたの 中に 人の 罪 を 故意に ゆ 
がめ る 者が いれば その 人 は その 罪 を 
引き受けなければ ならない。 また 人 
の 罪に 加担し， 罪 を 覆い隠す 者 は， 
その 罪 を 身に 受けな けれ ば ならない。 
監督 や 支部 長の 責任に ある 人々 はよ 
く この こ と を 心に 留めて いただきた 


い。 神 は 罪人の 処理 を あなたがたの 
手に 委ねて おられる ので ある。 あな 
たがた は 正義の 原則 に 手 を カロえ たり， 
人々 の 非行， 腐敗 を 覆い隠す ために 
教会の 高 職に 任命 さ れ ている ので は 
"い。」 {'conference  Report 厂 大^? S 
告」 1880 年 4 月， P.  78) 

次に やはり 大 管長 会の 一員で あつ 
た ジョージ •  Q  'キ ヤノ ンの 言葉 を 
an; ちつ C 

「神の みたま は 疑い もな く， 非常に 
嘆き悲しみ， このような 行為 を 犯し 
た 者 を 見捨てられる。 それば かりで 
なく， 私たちの 周囲で このような こ 
とが 行なわれ るの を 止めなかった 者， 
行為者 を 責めなかった 者 を も 見捨て 
られ るだろう。 不義 を 阻止し， 過ち 
を 明らかにする 適切 な 手段 を講 じ な 
いとき， 上は大 管長から 下 はすべ て 
の 神権 者に 至る まで， 神の みたま は 
失われ， 神の 賜， 祝福， および 力の 
後退が 見受けられる こ と になる。」 
[Journal  oj  Discourses  '  gfe 教集」 
26  ： 139) 

さて 兄弟の 皆さん， この 点に つい 
て ほかに も 数多 く 教会 幹部の 話 を 引 
用す る ことができる。 

私たち は， 面接す る 指導者が 罪 を 
犯した 人に 個人的な 同情 を 寄せ， 家 
族に 愛 を 感じる あまり， その 人が 当 


然受 けな けれ ば ならな し 、罰 を 差し 控 
える 傾向が 非常に 強い こ と を 懸念し 
ている。 

罪 を 犯した 人が 当然 会員 権 を剝奪 
される 力つ 破門され るかし なければ 
ならない ときに， 赦 されて 何の 罪 も 
受けない ことがあ まりに も 多い。 ま 
た， 破門され て 然るべき 罪人が 会員 
権の 剝 奪で 終わって いる こ と も 非常 

に 多い。 

このよ う な 場合 あなたが その 罪 を 
背負わなければ ならない と ティ ラー 
大 管長が 言われた こと を 覚えて いた 
だきたい。 兄弟た ち， あなた 方 は 人 
の 重大な 罪 を 背負いた いだろう 力、 

あ な た 方 は 予言者 アルマ の 言 つ た 
言葉 を 覚えて いるだろう 力'。 「さて， 
…… 罰が 定めて なかったならば， 人 
は悔 改め をす る ことができ なかつ 
た。」 （アルマ 42  ： 16) 

この こと について しばら く 考えて 
いただきたい。 あなた 方 はこの 点に 
気がついて いただろう 力 >。 本当の 完 
全な 悔 改め を しないと， 赦 される こ 
と はあり 得ない。 しかも 罪のない 所 
に悔 改め はない ので ある。 これ は 確 
かに 永遠の 原則で ある。 

も う ひとつつ け 加えたい こ とが あ 
る。 決定 を 下す の は ステーキ 部長 か 
監督で 副 ステーキ 部長， 副 監督 ある 
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いは 高等 評議員 は， その 決定 を 受け 
入れる か， 拒む かいずれ かの 立場に 
立って いる。 他の 普通の 事柄 を 扱う 
ときの ように， 賛否の 挙手 をす るの 
ではない。 

神の 律法 を 破った 人が あなたがた 
の 所へ 来た と き は， 以上の こと を覚 
えていた だきたい。 

不相応な 同情に 道 を 譲る こ と は簡 
単で ある。 しかし 罪 を 犯した 人 は 苦 
しまなければ ならない。 これ は 絶対 
に 必要な ことで ある。 そしてそう 要 
求す るの は 監督 や 支部 長で はなく， 
人間が 生まれながら にして 持って い 
る 個 有の 性質が そ う させる ので ある C 
この 処罰の 手続き は， 特に 成人と 既 
婚 者に， 中で も 神殿に 入った 者に 適 
用され る。 この 人々 は 神の 神聖な 律 
法 を 曲げる こと はでき ない こと を理 
解し なければ ならない。 

次に 先日 ジ ヨセフ. スミ ス につい 
て 書い た ウィルフォード • ウッド ラ 
フの 記録 を 読んで いて 興味 を 覚えた 
ことがある。 私たち は 誤った 誇り を 
持って おごり 高ぶった 人 を 見かける 
ことがある。 こういった 人 は 自分の 
思い通りに 事 を 進めよ うとす る 力、 
それが できなければ やめる かどちら 
かで ある。 監督 か だれかと ちょっと 
した 口論 をした ために， ワード 部 を 
去って， 二度と ワード 部の 敷居 を ま 
たごう と しない 人 を 見た こと はない 
だろ う か。 

予言者 はこう 言って いる。 「私たち 
は 自分が 占めて いる 地位の ことで 高 
慢 になる こと は少 しも 許されて いな 
い。 大 管長で あれ， 副 管長で あれ， 
使徒で あれ， または 他の いかなる 人 
であれ， もし 心の中で 自分が いなけ 
れば神 は 不自由 される。 主の み 業 を 
進めて いく 上に おいて 自分 は 特に 重 
要な 存在で ある， と 感じるなら， そ 
の 人 は 危険な 状態に ある。 私 はジョ 
セフ 'ス ミスから， この 教会の 第二 
の 使徒 ォ リ バー • カウ ドリ が 彼に， 


『もし 私が この 教会 を 去れば， 教会 
は 倒れる だろう』 と 言った という こ 
と を 聞いた。 ジ ヨセフ' ス ミス は 
『オリバー， それで はやって みると 
いい』 と 答えた。 彼 は 去った。 そし 
て 彼 はつ まづ いた。 しかし 神の 王国 
は 決してつ まづ かなかった。 私 は 今 
の 時代に， 他の 使徒で やはり 自分が 
いなければ 主 はみ 業 を 進められない 
と 考えた 人 を 知っている。 しかし 主 
は 彼らが いなくて もみ 業 を 押し進め 
られ たのであった。 ユダヤ人 にも 異 
邦人に も， 犬なる 者に も 小なる 者に 
も， また 富める 人に も 貧しい 人に も， 
すべての 人に 申し上げたい。 全能の 
神 は 御自身の 内に 力 を 持って おられ， 
み 業 を 進めて いく ために だれか 特定 
の 人に 依存して おられる という こと 
はない。 しかし 主が 人 を 召して み 業 
に 従事させる とき， 人 は 主 を 信頼し 
なければ ならない。」 （ウィル フォー 

ド • ウッド フフ Discourse  『S5j 教』 
「デ ゼレ 卜' ウィークリー」 1890 年 
4 月 6 日， 40  ：  559,  560) 

さて 神権 を 持つ 兄弟の 皆さん， 大 
会の たびに 遠くから この 神権 会に 父 
と 子が 一緒に 来て 出席し， 大会の 説 
教を 聞く ことに は， 特別な 意義が あ 
る。 

私 は あなた 方の 中に 素 晴ら しい 若 
者が 数多くい るの を 目に し， 間 もな 
く 父親と なり， 指導者 となり， 監督， 
ステーキ 部長， あるいは 宣教師と な 
つてい く 姿 を 感じる とき， 大きな 感 
激を 覚える。 

今 この 会場に は 非常に 多くの 若人 
がいる。 そして その 多く は 執事で あ 
る。 私 は 自分が 執事であった ときの 
こと を 覚えて いる。 （もっとも だいぶ 
昔の ことで あるが。） 私 は 執事に な 
る こと は， 非常に 大きな 栄誉で ある 
と 思って いた。 父 は 私の 責任の こと 
にいつ も 心 を 配り， 馬車で 断食 献金 
を 集める. こと を 許して くれた。 私の 
責任 は 自分の 住んで いた 町の 一角で 


献金 を 集めて 回る ことであった。 し 
かし 家々 を 回る とかな りの 距離に な 
り， その上 小麦粉の 袋 ひとつ， 果物 
のびん 結め 1 本， 野菜， パンな どが 
集まる と， 大変 重かった。 それで 馬 
車 を 使う と 非常に 便利で 快適で あつ 
た。 後で 現金で 納める ようになった 
力;'， 当時 は 品物で 納めて いたので あ 
る。 天父の ために この 奉仕 をす る こ 
と は， 大変 大きな 栄誉であった。 時 
代が 変わって， 品物の 代りにお 金が 
納められる ようになった 力;， この 奉 
仕 をす る こと は 依然と して 大きな 栄 
誉 である。 

私 は 今 も 執事で ある。 私 はいつ も 
自分が 執事で ある こと を 誇り に 思つ 
ている。 聖 会で 使徒た ちが^ を 祝 

福し， 他の 教会 幹部が SB の テープ 
ルの 所へ 行って パンと 水 を 受け取り: 
集まつ たす ベての 人に 配って 空に な 
つた 容器 を 返す の を 見る とき， 私 は 
自分が 執事で あり， 教師， 祭司で あ 
る こと を 大変 誇りに 思う。 

神殿で 開かれる 特別な 集会で， 教 
会 幹部 が^の テーブル について 祝 
福し， 続い て^を 配る とき， 私の 
心 職の 鼓動 は 音が 聞 こえる ほ ど 高鳴 
り， 私 は 神聖な ァ ロン 神権 を 持って 
いる ことと， S« の 儀式 を 執行で き 
る 特権に 感謝の念 を 抱く ので ある。 

また パン を 割いて 祝福し， 使徒た 
ちに 与えられ たの はィ エス' キリス 
卜で ある こと を 思い出す。 私 も 同じ 
ようにで きる こと を 誇りに 思う」 ふ 
さわし い 状態で^ を 配り， 敬虔で 
あるよ うにと 話した タナー 副 管長 や 
他の 兄弟た ちの 先 ほどの 話 を 記憶し 
ていた だきたい。 

父親で ある 皆さん， ゥ オルター • 
マック ピーク の 記事 を 読んで お聞か 
せしたい と 思う。 「少年 は リンカーン 
ゃヮ シン ト ン のよ う な 英雄 をた く さ 
ん 必要と している。 しかし 同時に， 
すぐ 身近に も 英雄が 必要で ある。 大 
きな 力 を 持ち， すぐれた 人格 を 持つ 
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た 人 を 個人的に知る 必要が ある。 町 
で 出合ったり， 一緒に ハイキング や 
キャン プに 行つ た り ， 家の 近 く で ふ 
だん 何気な く 接触で き る 人が 必要で 
ある。 彼ら は 一対一で 質問した り ， 
話 をしたり できる 人 を 必要と してい 
る。」 

すべての 父親 は 息子に 対して こ の 
よ う に 身近な 存在 となって いただき 
たい。 またす ベての 父親 は 家庭の タ 
ベ を 開いて， 息子 や 娘に それぞれ 自 
由に 発言す る 機会 を 与え， 家族です 
る こと を 共に 計画し， 家族の 祈 り を 
捧げ， 子供た ちに 家庭の 夕べに 参加 
する 機会 を 与えて いただきたい。 

少年の 皆さん， 人生に は 大切な 目 
的が ある。 天父なる 神 は， あなた 方 
のために ひとつの 世界と 人生 を 備え 
られ た。 この 人生 は 特筆に 値する も 
のに も なれば， 通り いっぺんの もの 
にもな り 得る。 それ は あなた 方 次第 

である。 12 歳 ともなれば， 多くの こ 
とが 期待され るよう になる。 この 人 
生 は 運に まかせて 生きる もので はな 
く， 力 を 尽く し， 努力し， 計画して 
生きる ものである。 ユダヤ教 では， 
男子 は 12 歳で 成人と 見なされる とい 
うこと である。 主 イエス' キリスト 
が 両親に 連れられて 神殿に 来たと き， 
主が そ こに とどまつ て 指導者 や 博士 
たちと 知的な 会話 を 交わされ たの は， 
そのため である と 思われる。 

さて， よく 尽くして く れる 父親に 
恵まれた 子供 は， 今度 は 自分で 天父 
なる 神， 両親， それに 出合う すべて 
の 人に 喜ばれる 生活 を 送る 責任 を 負 
つてい る。 あなた 方 は 成長して いく 
過程で， ロムニー 副 管長が 力強く 話 
された ように， 勇気 を 出さなければ 
ならな! <  、場面 に 何度 も 遭遇す るで あ 
ろう。 

ある 沈没 寸前の 船に 乗って いた 従 
軍 牧師が 青年に 言った。 「あなた は 若 
く  ， 前途 は洋々 と している。 さあ， 
これ を 使いなさい。」 こう 言って この 


牧師 は 救命具 を 下士官に 渡し， 間 も 
なく 船と 共に 沈んで いった。 

「それ は 1943 年 2 月 3 日の ことで あ 
つた。 この 悲劇 はァメ リ 力の 軍隊 輸 
送 船 ドチ エスタ 一号の 水雷に よ る 沈 
没であった。 この 従軍 牧師の ほかに， 
これと ほぼ 同じ こと を 言つ て 救命具 
を 譲り， 命 を 犠牲に した 牧師が 3 人 
いた。 以上の 4 人の 内， ひとり は 力 
卜 リ ッ ク 教徒で， ふた り は プロ テス 
タント， ひとり は ユダヤ教 徒で あつ 
た。」 

人 は 人生 を 築 く のに 法定の 年齢に 

達する まで 待つ 必要 はない。 幼児の 

時， 子供の 時から 始まる ので ある。 
主 ィヱス が 神殿に 行かれた のが 弱 

冠 12 歳， 十字架に かけられ たのが 
33 歳であった こと は 興味深い こ とで 

ある。 ま た 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス 
が 神から 示現 を 受けた の が ま だ 1 5 歳 

に 満たない 時で あり， モロ ナイの 訪 
れを 受けて 金 版の こと を 知らされた 
のがわず か 18 歳の 時であった こ と も， 
注目すべき ことで ある。 また 金 版 を 
受け取って， 重責 を 担った の は， ま 
だ 22 歳の 時であった。 そして 弱冠 
24 歳の 時に モル モ ン経を 出版し， 
24 歳を少 し 越 え た 年齢で 啓示 に 基づ 
いて 地上に 神の 王国 を 組織して いる。 

さ ら に 最初の 使徒た ち も 若く， 
29 歳から 36 歳であった こと も 興味深 
いこと である。 彼らが このように 若 
い にもかかわらず， 円熟して おり， 
強く， 気品が あった こと は， 信じら 
れ ない ほどで ある。 

少年 は 立派な 大人に 成長す る。 こ 
れ まで 何千 人， 何 万人 もの 宣教師が 
伝道に 出かけ， - 伝道から 帰って きた。 
伝道の 業に 携わる 若人 は， 立派な 大 
人に なって 帰って くる。 あなた は， 
若人が 19 歳で 伝道に 出かけて 行 き ， 
2 年後に 背 も 高く， 立派な， しっかり 
した 目的 を もった 大人に なって 帰還 
する 姿 を 何度も 目に した ことだろう。 

ある 大企業の 幹部 は， 「少年 を どの 


ようにして 大人に 育てる 力つ という 
質問に 次の よ う に 答えて いる。 彼に 
問われた 質問 は 厳密に は， 「人 を 本当 
の 人物に する の は 何であろう カリ と 
いう ものであった。 私 は 彼の 答えに 
同意す る。 

「いろいろな 要素が あるが， 少年' の 
と きに 耳 を 傾けた 内なる 声が 最も 重 
要で ある。 この 声 を 私たち は 良心と 
呼んで いるが， これ は 私たちの 思い 
を 制御す る。 そして 人の 思い は 行為 
となって 表われる。 繰り返し 行なう 
行為 は 習慣と なる ので， 今 あなたが 
考え， 行なって いる こと は， 未来の 
あなた を 示して いると 言える。 

少年 を その 名前に 恥じない 人物に 

する ために は 何 をし な け れ ばな ら な 
いかと 問われれば， 私 はこう 答えよ 
う。 決して 爐を ついたり， 人 を だま 
した り して はならない。 噓を つく 人 
は 弱虫で ある。 また 同時に 泥棒で あ 
る。 すべての ことにつ いて 真理 を 尊 
ぶ 勇気が あれば， あなた は 克己の 道 
を 前進して いる と言える。 

一生懸命に 働きなさい。 あなたの 
心 は 倉庫の よ う な もので， あなた は 
棚に 品物 を 貯える ので ある。 良い 品 
質の 品物で 倉庫 を 満たしなさい。 あ 
なた が 今日 形作る， 仕事と 勉強の 習 
慣は， 明日の あなたの 生活の 基と な 
る こと を 覚えなさい。 

楽しく 暮らしなさい。 体力と スポ 
一 ツマ ンシッ プを 必要と する 活動的 
な ゲーム をしなさい。 自分自身が ル 

ールを 守り， 人に も 同様にす るよう 
求めなさい。 

そして 創造主 を 敬いなさい。 神 は 
すべての 善の 源で ある。 測り 知れな 
い 受け継ぎに 感謝 を 表わす 最も 良い 
方法 は， 『義務， 名誉， 国家， そして 
神 J の 規約に 沿った 生活 をす る こと 
である。 

もし このように 生活し， すべての 
ことにつ いて 最善 を 尽くすなら， あ 
なた が 培う 心と 魂 は， いっか 立派な 
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人物の 心と 魂になる だろう。」 ( J  . 
ェ ドガ 一 • フーバー） 

大切な の は 姿勢で ある。 人 は 背が 
高くなる こと を 望む とき， 天に 向か 
つて 伸び をし， 高貴な 人に なりたい 
と 思う とき， まず 品性の ある 衣服 を 
着， 空 を 飛びたい と 思う とき， 翼 を 
持たなければ ならない。 また， 正し 
い 人に なりたい と 思えば， 正義の 外 
套を まとわなければ ならない。 

ジョージ' ホール 卿に ついての 言 
い 伝えが ある。 話の 真偽 はと も かく: 
これから 教訓 を 学び 取って いただき 
たい。 「ジョージ 卿 は 良くない 生活 を 
送って いた。 酔っ払いで， 賭博に あ 
け くれ， 取引き では 不正 を 働き， 彼 
の 顔 は それまでの 生き様 を 如実に 反 
映して いた。 それ は ひどく 醜い 顔で 
あった。 

ある 日 彼 は 田舎の 純朴な 少女に 恋 
をして， 結婚 を 申し込んだ。 ジェニ 
一 • ミ ァは， 見苦しく 醜い 顔の 人と 
は 決して 結婚で きない， 私 は 本当の 
愛の 鏡で ある 聖人の よ う な 顔の 人と 
結婚したい， と 言った。 

当時 皆が していた よ う に， ジョー 
ジ卿は ロンドンの ボ ン ド街 にい る ァ 
ェ ニァス 氏のと ころへ 行った。 ァェ 
二 ァス氏 はろ うの 面 を 作って いた。 
そ の 技術 は 完壁の 域にまで 達して い 
て， 人々 は 面 を かぶって いる 人が だ 
れ であるか を 見抜く ことができ なか 
つた。 その 技術 を 証明す る 例と して, 
借 り たお 金を使い 込んだ 債務者が， 
彼の 面 を かぶって 債権者の 前 を 気づ 
かれずに 歩いて 通る こ とがで きた， 
と言われ ている。 ァェニ ァスは 倉庫 
へ 行って 面 を 選び， 火で 熱して ジョ 
ージ 卿の 顔に つけた。 そこで ジョー 
ジ 卿が 鏡 を のぞき 込む と， 愛に 富ん 
だ 聖人の ような 顔が 映って いた。 彼 
の 容貌 は 一変し， 間もなく ジヱ ニー. 
ミ ァと 結婚す る ことができた。 

彼 は 田舎に 小屋 を 買った。 それ は 
ばらの 木に 囲まれて ほとんど 人目に 


つかない 小屋で， 小さな 庭が ついて 

いた。 それ以来 彼の 生活 は 180g|S^ 
した。 自然に 興味 を 持つ ようになり， 
野の 石に 説教， 小川に 書物， そして 
すべての ものに 善 を 見出す よ う にな 
つた。 以前の 彼 はた だ 遊び 疲れて， 
人生に 全く 興味 を 持って いなかった。 
しかし 今 は 親切 を 施す ことと， 周囲 
の 世界に 夢中に なって いた。 

彼 はた だ 新しい 生活 を 始める こ と 
にの み 満足し ないで， 過去の 償い を 
しょうと した。 極秘のう ちに 法務 宫 
を 通じて， 自分が 詐欺に よって 得た 
利益 を 返還した。 そして 毎日 人格に 
磨き を かけ， 美しい 思い を 加えて い 
つた。 

ところが 偶然 前に 彼と 一緒に 働い 
ていた 仲間が， 彼の 正体 を 知った。 
そこで 彼の もと を 訪れ， 昔の 悪い 生 
活 にも どるよ う 誘い かけた。 彼が 断 
わると 仲間 は 彼 を 襲い， 面 を はぎと 
つてし まった。 

彼 は 顔 をお おった。 すべてが 終わ 
つたの だ。 新しく 発見した 人生 も， 
愛の 夢 も。 彼が 足 も とに 面 を 落と し 
てぼう 然と 立ちつ くして いると， 妻 
が 庭 を 一目散に 走って きて 彼の 前に 
身 を 投げ， とりすがった。 そして 見 
上げた 彼女の 目に 映った の は 一体 何 
だった だろう 力 >。 見よ， 一本 一本の 
しわから， 特徴 ある 細かな 点に 至る 
まで， あの 面と そっくりの 顔だった。 
全く 美しい， 均斉の とれた 顔に なつ 
ていたの である。」 

人の 営 む 生活 が ， ま た 心 に 抱く 思 
いが 顔に 刻まれる こと は， 疑いの な 
いと ころで ある。 

時間が あるので， 興味深い 記事 を 
少し 読んで みたい と 思う。 

噂 

どの 町で も， どの 通りで も， 
ほとんど どの 家で も， あなた は 
そこ ここ をう ろつ く 小さな 鬼に 
出会う だろう。 


歯 を 見せて は 冷たい 笑い を 浮かべ， 

あなたの 揺り 椅子に よ じ 登り， 
どこに いても あなたに とりつい てく 
る 小 鬼。 

そして あなたの すぐ 近く に たどりつ 
く と， 

あなたの 耳に 何 かさ さやき かける。 
人の 恥と なる ちょつ と した Of を。 
この 鬼の 名前 は， 「小さな 噂」 である。 
決して はっきり 「知っている」 と は 
言わない。 

ただそう 聞いた， と言う だけで ある。 
しかし それでも あなたに ささやき 力、 
ける。 

する と あなた も 行って 人に さ さやき 
かける。 

少しの 中味が あり さえ すれば， 
噂と いう もの は 間違って いても， 
ジョン がへ ン リー に 言 えば， ヘン リ 
一から ジョ 一に， 

ジョ 一が メアリ 一 に 言 えば， メアリ 
一力、 ら フローに， 

フロー 力； ミノ レド レッドに 言えば， ミ 
ル ド レツ ド から ルース に 伝わる 。 
そ していつ の 間に か 真実と して 語り 
継がれる よ う になる。 
あ な た は こ の 小 さな 鬼 を 知っている 
だろ う 。 

自分で 知ってい ると は 言わない。 
これ は 真実 だと は 言わない。 

ただ あなたに ささやく だけで ある。 
あなた も 行って， 

ほかの 人に 話す こ と を 知ってい るか 
ら である。 

このよ う にして 日が 沈む 前に， 
彼 は 悪魔の 業 を 助ける の だ。 
そして 喜びと 善意 を， 
隣近所から 奪い 去って いく。 

「噂」 に 気をつけよ， 
彼が 家に 忍び込み， 中傷 を 言い ふら 
したと き。 

どんな 場合に も 証拠 を 求めよ。 
だれから， いつ， どこで 聞い たかを， 
ただ ロづ てに 聞いた というの であれ 
ば， 一言 も 信じない と はっきり 宣言 
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し， 

私 はそんな 町の つま ら ない おしやべ 
り など， 

人に は 伝えない， と 返事せ よ。 
噂が いく ら ほほえみかけ， 作り笑い 
をしょう と， 

悪魔の 業 を 助ける こと は 拒まな けれ 
ばなら ない。 

—— 詩 「幸福な 時」 よ り 

兄弟た ち， 今晩 聞いた 2 12 人の 男性 
コーラス は 本当に 美しかった。 あな 


た 方に 会えた こと は 素晴らし いこ と 
である。 神権 者と して 主に 仕える こ 
と は 栄誉で ある。 王 や 皇帝が 所有し 
ている ものよりも 大きな， この 貴重 
な 神権 を 持つ こと は， 何と 恵まれて 
いる ことだろう 力 >。 すべての 少年が 
兄弟 や 父親 と共に こ の 神権に あずか 
れる という こと は， 何と 素晴らしい 
ことだろう 力、 神が 皆さん を 祝福し, 
今晚 この 集会で 話された ことが 心に 
深く 浸透し， 私たちの 益と なる よう 
に 願って いる。 


これ は 主の み 業で ある。 私 は あな 
た 方 少年 と 成人の 方々 にこの こと を 
知って 欲しい。 これ は 主の み 業で あ 
る。 私 は そのこ と を はっきり 知って 
いる。 この 証 を あなた 方に 知ってい 
ただきたい。 もちろん あなた 方 自身 
も この 証 をお 持ちで あろ う 。 共に 前 
進し， 私たちの 大きな 未来に 備えよ 
うで はない か。 神が あなた 方 を 祝福 
される ように， イエス 'キリストの 
み 名に よ り， アーメン。 
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全世界の 兄弟 姉妹， これから 少々 
の 時間 私が 話す 間 に 主の 助 け が 得 ら 
れ るよう に 願い求めて いただきたい。 
なぜなら， 私が これから 話そうと す 
る こと は， 地上に 住む すべての 人間 
にと つて 重要な もの だからで ある。 

復活 を 記念す る この 時節に， 今年 
も 復活に ついて 多くの ことが 語られ 
た。 復活が どのよ うな 意味 を 持つ の 
かにつ いて 完全に 理解す る こ と はで 
きないに しても， 復活が 実際に ある 
の だ， という ことに ついては， 'ひ に 
深 く 刻み 込んで お く 必要が ある 。 

バウ ロはコ リン 卜 人へ 宛てて 書い 
た 手紙の 中で， 復活が イエス . キ リ 
ス 卜の 福音の 中枢 をな す ものである 
こ と を 暗に 示して いる。 

「もし わたしたちが， この 世の 生活 
でキ リ ス ト にあって 単なる 望み をい 
だいて いる だけ だと すれば， わたし 
たち は， すべての 人の 中で 最も あわ 
れ むべき 存在と なる。 

しかし 事実， キリスト は 眠って い 
る 者の 初穂と して， 死人の 中から よ 
みがえ つたので ある。 

それ は， 死が ひとりの 人に よって 
きたの だから， 死人の 復活 もまた， 
ひと りの 人に よって こなければ なら 
ない。 

ァ ダムに あってす ベての 人が 死ん 


でい るのと 同じように， キリストに 
あってす ベての 人が 生かされ るので 

ある。」 （ I コ リン 卜 15  ： 19—22) 

バウ 口の 手に 成る この 偉大な 解説 
を 吟味す る 手始めと して， 「死が ひと 
りの 人に よってき たの だから」 とい 
う 句 を 取り上げて みょう。 「人」 と は 
一体 何であろう か。 この 疑問 は 時代 
を 越えて 人々 の 口にの ぼって き た も 
ので ある。 ヨブ は 苦しみの 中で こう 
叫ぶ。 

「人 は 何者な ので， あなた はこれ を 
大きな ものと し， これにみ 心 をと め， 
朝 ごとに， これ を 尋ね， 絶え間なく， 
これ を 試みられ るの 力、。」 （ヨブ 7  ： 
17, 18) 

またこう も 書かれて いる。 「人 はい 
かなる 者 か， どうして これ は 清く あ 
りえよう。 女から 生れた 者 は， どう 
して 正しく ありえよう。」 （ヨブ 15  ： 
14) 

これに 対して， 詩篇の 作者 はこう 
答えて いる。 「人 は 何者な ので， これ 
をみ 心に とめられる のです 力、 人の 
子 は 何者な ので， これ を 顧みられる 
のです か。 ただ 少しく 人 を 神よ り も 
低く 造って， 栄えと 誉と をこう むら 
せ」 （詩篇 8  ：  4,5) 

この 疑問に 対して 聖典 は， 明確で 
力強い 解答 を 与えて くれる。 人間 は， 


死すべき 骨肉の 体 を 有する， 神の 子 
供な ので ある。 これ は 人間の 創造の 
ときに 明らかにされた。 創世記 は， 
地球と 地球に 置かれる すべての もの 
に， 霊に おける 創造が あった こと を 
告げて' いる。 それに は 人間 も 含まれ 
ており， 神 は 「自分の かたちに 人 を 
創造され た。 すなわち， 神の かたち 
に 創造し， 男と 女と に 創造され た」 
ので ある。 （創世 1 ： 27) 

「地に はま だ 野の 木 もな く， また 野 
の 草 も はえて いなかった。 主なる 神 
が 地に 雨 を 降らせず， また 土 を 耕す 
人 もなかつ たからで ある。 

しかし 地から 泉が わきあがって 土 
の 全面 を 潤して いた。 

主なる 神 は 土の ちり で 人 を 造り， 
命の 息 を その 鼻に 吹き いれられた。 
そこで 人 は 生きた 者と なった 。」 （創 
世 2  ：  5  —  8) 

これ は 現代の 聖典の 言葉と 一致す 
る。 「而 して， 人間 は 霊と 体と よ り 成 
る。」 （教義と 聖約 88  ： 15) 

さて， 「死が ひとりの 人に よってき 
たの だから」 と あるが， 死と は 何 だ 
ろう 力 >。 死と は， 肉体と 霊と が 離れ 
る ことで ある。 

アダムと イヴ は， 生ける 霊の 結合 
体と して 創造され たと き， 永遠に 生 
きる 能力 を 与えられ ていた。 彼ら は 
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罪が なく 純粋で， また 徳も 高く， 神 
と 交わる に ふさわしい 生活 をして い 
た。 実際 彼ら は， 天父なる 神との 交 
わりの 中で 満ち足り た 生活 を 送って 
いたので ある。 事実 天父 は エデンの 
園に いる 彼らの もと を 訪れ， 言葉 を 
交わし， 数々 の 教え を 授けた もうた。 
こ の教 え は 彼らに とつ て 必要な も の 
であった。 霊から 霊の 結合 体への 変 
化の 過程に おいて， 彼らの 記憶から 
過去の 出来事が すべて 消 し 去 られて 
しまって いたから である。 

「主なる 神 は その 人に 命じて 言われ 
た， 『あなた は 園の どの 木からで も 心 
のま まに 取って 食べて よろしい。 

しか し 善悪 を 知 る 木 か らは 取って 
食べて はならない。 それ を 取って 食 
ベる と， きっと 死ぬ であろう。』」 （創 

世 2  ： 16, 17) 

詳細 にわた つて 説明す る 時間 は 到 
低ない が， 重大な 事実 は， アダムと 
ィ ヴが 教えに 反して 禁断の木の実 を 
食べた という ことで ある。 こうして 
彼ら は 自分の 体内に 食物 を 人れ， 食 
物 は 彼らの 体に ある 変化 を も たらし 
た。 それ は， しかるべき 時に 人の 霊 
と 肉体 は 分離す る， すなわち 人 は 死 
ぬと いう ことであった。 

神の 戒め を 破った こ とに 対する こ 
の 罰 は， アダムの すべての 子孫に 受 
け 継がれた。 こうして 「死が ひと り 
の 人に よってき た」 ので ある。 （I コ 
リン 卜 15  ：  21) 

あらゆる 人に おとずれる 死によ つ 
て， 肉体 は 地に 帰り， 霊 は 霊界へ と 
戻る。 

死によ つて 肉体から 離れた 霊 は， 
不安定な 状態に 置かれる。 この こと 
について ヤコ ブは 次の よ う に 記して 
いる。 

「も し 肉体が も う よみがえらな いな 
らば， 私たちの 霊 は 必ず あの 天使， 
すなわち 永遠の 神の 御前 か ら 堕ちて 
悪魔と なった 天使に 服従して もうよ 
みがえ る こ と は 決してない。 


そ して 私たちの 霊 は 必ず あの 天使 
のように なり， 私たち は 悪魔すな わ 
ち 悪魔に 属する 使た ちとな つ て 私た 
ちの 神の 御前から 締め出され， あの 
偽り を 生む 親と 共に， 彼 自身の よう 
に 不幸の 中に 留 ら なけれ ば な ら な 
い。」 （11 ニーフ アイ 9  ：  8  —  9) 

従って 死からの 嘖ぃ， すなわち 復 
活は， 人間の 将来の 幸福に とって ど 
う して も 必要な ものと なる ので ある。 

「元素 は 永遠なる ものにして， 分つ 
能わざる 様に 結合した る 霊と 元素と 
は完き 喜び を受 く。 

この 両 つの もの， 相 離る る 時人 は 
完き 喜び を受 くる こと を 得ず。」 （教 
義と聖 約 93  ：  33，  34) 

さて 全知全能の 神 は， この 状態 を 
予見して おられた。 アダムが 善悪 を 
知る 木の実 を 食べる ことにより， 死 
が 全人 類に 及ぶ こと を 御存知だった 
ので ある。 また 神 は， 人間が 自らの 
責任で はない のに も かかわ ら ず 永遠 
に 死の 苦しみ を 味わう ことに 対して， 
不公平で あると も 考えて おられた。 
そこで 神 は， キリストの 死と 復活 を 
通して 贖いの 業 を 行なわれ たので あ 
る。 

主 はこの 点に ついて， 近代の 啓示 
の 中で こ う 語って おられる。 

「さて われ 誠に 汝ら に告 ぐ。 そ も そ 
も汝ら のために 為された る 罪の 續ぃ 
によりて， 死せ る 者よりの 復活 は 来 
るな り。 

而 して， 人間 は 霊と 体と より 成る。 
また 死にた る 者よ り 復活す る こ と 
は， 霊と 体と を 贖う ことなり。 

されば， この 霊と 体との W いはす 
ベての もの を 生かす 者に よ りて 来り， 
地の 貧しき 者と 柔和なる 者 は 地 をつ 
ぐべ し と その 生かす 者の 胸の 内に 定 
めら れ たり。」 （教義と 聖約 88: I4 — 
17) 生かす 者と は イエス' キリスト 
である。 

さて， イエス • キリストと はだれ 
であろう 力、 だれ ひとりと して， ま 


た 人間が 総力 を 結集して も なし 得な 
い 復活 を どのよ う にして なされた の 
であろう 力、。 聖典 は これらの 質問に 
答えて くれる。 それによ ると， 霊界 
において イエス は， 私たちと 同じよ 
う に 永遠の 父なる 神の 子供であった。 
この 点で イエス は 他の 人間と 変わる 
ところがない。 しかしながら 異なる 
の は， 私たちが アダムの 子孫と して 
死 を 味わうよ うに 定められて いるの 
に比べ， キ リ ス 卜の 肉体 は 死に 従属 
する ことのない， 不滅の 体 を 持ちた 
も う 天父なる 神から 生まれた という 
ことで ある。 従って キ リ スト は， 天 
父から 無限に 生きる 能力 を 受け継い 
で おられ， 生と 死 を 支配す る 力 を 持 
ちた もう。 この こと は パリ サイ 人へ 
の 主 御自身の 宣言の 中に 見る ことが 
できる。 

「わたし はよ い 羊 飼で ある。 よい 羊 
飼 は， 羊の ために 命 を 捨てる。 

わたし はよ い 羊 飼であって …… 羊 
のために 命 を 捨てる ので ある。 

父 は， わたしが 自分の 命 を 捨てる 
から， わたし を 愛して 下さる ので あ 
る。 命 を 捨てる の は， それ を 再び 得 
るた めで ある。 

だれかが， わたしから それ を 取り 
去る ので はない。 わたし 力；， 自分 か 
ら それ を 捨てる ので ある。 わたしに 
は， それ を 捨てる 力が あり， また そ 
れを 受ける 力 も ある。」 （ョ ハネ 10  ： 
11, 14, 15, 17， 18) 

人類が 死に 支配され， 死から よみ 
がえ る ことができな いので， イエス 
が 地上に 来たまい， アダムの 堕落 を 
嘖 うため に自 ら 進んで その 命 を 捧げ 
られ た。 復活の 力 はこ うしても たら 
された ので ある。 

主が 死に 打ち勝 たれた ことの 第一 
の 証拠 は， もちろん 主 御自身の 復活 
である。 これが 現実の 出来事で あつ 
たこと を 示す 証拠 は 数多い。 マリヤ 
は 復活した 主の 声 を 聞き， その 姿 を 
見た。 （ヨハネ 20  ： 11— 17 参照） また 
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ィ エスが よみがえ つたこ と を 告げに 
行く ために 道 を 急いでいた 女た ちに 
も 主 は 姿 を 見せ， 話しかけられた。 
そこで 「彼ら は 近寄り イエスの み 足 

をいだ いて 拝した。」 （マ タイ 28  ： 
9, 10 参照） 

また 主 は， エマオへ 向かって いた 
ふたりの 弟子と 歩み を 共に され， 言 
葉 を 交わされた。 （ルカ 24  ： 13 — 
16,  28  ：  32 参照） 使徒に は， 少な く 
と も 2 度 は 姿 を 見せた もうた。 最初 
は トマスが 不在のと き， そして その 
1 週間 後， 今度 は トマスが いたと き 
である。 主 は 使徒た ちに 話しかけ， 
手足の 釘 あと をお 見せに なった。 使 
徒た ち は， イエスの 求めに より 「焼 
いた 魚の 一 きれ を さしあげ」 た。 す 
ると 「イエス は それ を 取って， みん 
なの 前で 食べられた。」 （ルカ 24: 
36—43; ヨハネ 20  ：  26 — 29 参照） 

さ らにィ エス は テベ リ ャの 海辺で 
7 人の 弟子と 食事 を 共に された。 （ョ 
ハネ 21 ： 1—22) あるとき は 一度に 
500 名 以上 もの 人が ィ エス を 目撃して 
いる。 （ I コ リント 15  ：  6  ) また 主 
は 「ケパ に 現れ」， 「そのの ち， ヤコ 
ブに 現れ」， パゥ 口に も 現われた。 
( I コ リント 15  ：  5,7,8) さ らにガ 
リ ラャの 山で は 「11 人の 弟子た ち」 
に対して， すべての 国民に 教え を宣 
ベ 伝える ように 命じて おられる。 （マ 
タイ 28  ： 16—20) 

最後に 「ィ ヱスは 彼ら を ベタ ニヤ 
の 近くまで 連れて行き， 手 を あげて 
彼ら を 祝福され た。 祝福して おられ 
るう ちに， 彼ら を 離れて， 〔天に あげ 
られ た〕。」 （ルカ 24  ：  50，  51) 

主 は 復活の 後に エルサレムで 導き 
と 教え を 施された 力；， それ を 終える 
と アメリカ 大陸の ニーフ アイ 人の も 
と を 訪れ， 恵み を 施して おられる。 

イエスの 復活の 記録 は 驚異と 霊感 
に 満ちて いる。 と 同時に 重要な の は， 
イエスに より もたらされた 復活の 力 
が 全人 類に 及ぶ という 確信 を 得られ 


たこと である。 これ は 主の 約束で あ 
る。 

マ タイ はこう 言己録 している。 「また 
墓が 開け， 眠って いる 多くの 聖徒た 
ちの 死体が 生き返った。」 （マ タイ 
27  ：  52,  53) 

ィ エス 御自身 も， 死すべき 肉体 を 
持って 伝道して おられた とき， こう 
語られた。 「墓の 中に いる 者た ちがみ 
な 神の 子の 声 を 聞き， 善 をお こなつ 
た 人々 は， 義人の 復活のと きに よみ 
がえ り， 悪 をお こなった 人々 は， 不 
義 なる 者の 復活のと き に よみがえつ 
て， それぞれ 出て くる 時が 来る であ 
ろう。」 （霊感 訳 ヨハネ 5  ：  28,29) 

主 は 復活 後に ァメ リ 力 大陸で 伝道 
して おられた とき， この 重大な 真理 
である 全人 類の 復活に ついて 強調す 
るた め， 他の 人々 の 復活に 関する サ 
ム ェ ルの 予言 と そ の 成就 と を 記録の 
中に 入れる ように 指示され た。 当然 
記録され ている はずの もの を ニーフ 
ァ ィ 人の 弟子た ちが 忘れて いたので 
ある。 それ は 主の 十字架 上の 死の ひ 
とつの しるしと して ニーフ アイ 人に 
与えられ たもので， 「多くの 墓が 開か 
れて その 死者 を 出し， 多くの 聖徒 は 
よみがえって 多く の 人々 に 現われ 
る」 という ものである。 （ヒ ラマン 
14  ：  25) 

ニーフ アイ 人の 弟子 はこ う 語って 
いる。 「主よ， サム ヱ ルは今 主が 仰せ 
になり たる 通り 予言して， その 予言 
はすで にみ な 事実に なれり。」 （UI  二 
ーフ アイ 23  ： 10) 

黙示 者 ヨハネ は， 福 千年の 開始と 
時 を 同じく して 起こる 復活の 示現 を， 
次の 言葉で 結んで いる。 これ はも は 
や 遠い 将来の ことで はない。 

「 彼ら は 生き かえって， キ リ ス 
ト と共に 千年の 間， 支配した。 

それ 以外の 死人 は， 千年の 支配が 
終る まで 生き かえらなかった。」 （黙 
示 20  ：  4,  5) 

また， 次のように つけ 加えて いる。 


'また， 死んで いた 者が， 大 いなる 
者 も 小さき 者 も 共に， 御座の 前に 立 
つてい るの が 見えた 

海 は その 中に いる 死人 を 出し， 死 
も 黄泉 も その 中に いる 死人 を 出し， 
そして， おのおの そのし わざに 応じ 
て， さばき を 受けた。」 （黙示 20  ： 12, 
13) 

アミ ユレ クは ゼーズ ロムに こう 語 
つてい る。 

「キリスト の 死によ つ て 肉体の 死の 
耩 目が 解かれ あらゆる 人が この 肉体 
の 死から 復活す る ことができる。 

こ こ に 於て 霊 と 体と は 再 び 合して 
完全な 形と なり， 手足 も 骨の 関節 も 
私たちが 今 持って いる 本来の 形に 返 
り …… 

こ の 復活 は あらゆる 人が 全部 受 け 
るので あって， 老若男女の 区別な く 
悪人と 善人と を 問わず， 奴隸と 自由 
人との へだてな く …… 完全な 形に か 
える ので ある。」 （アルマ 11 ： 42— 44) 

このよう にして， パゥ 口の 次の 宣 
言 は 成就す るので ある。 

「それ は， 死が ひとりの 人に よって' 
きたの だから， 死人の 復活 もまた， 
ひと りの 人に よ つて こなければ なら 
ない。 

アダムに あってす ベての 人が 死ん 
でい るのと 同じように， キリス 卜に 
よってす ベての 人が 生かされ るので 
ある。 

ただ， 各自 は それぞれの 順序に 従 
わねば ならない。 最初 はキ リスト， 
次に， 主の 来臨に 際して キリストに 
属する 者た ち」 である。 （ I コ リント 
15  ：  21—23) 

このよう にして 人間 は 不死 不滅の 
体 を 受ける ことができ るよう になり， 
主 は， 「人に 不死 不滅と 永遠の 生命 を 
もたらす」 という 「主の 業」 のうち， 
最初の 部分 を 終えられた のであった。 
(モー セ 1 ： 39) 

復活に ついて， 私たち はいかに 多 
く の もの を 贖い 主に 負って いる こ と 
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だろう。 しかし これが 最終 目標で は 
ない。 不死 不滅の 体 を 得る こと は， 
永遠の 生命 を 得る ために 欠かす こと 
のでき ないひと つの 資格 条件な ので 
ある。 不死 不滅と は 死 を 味わわない 
という 意味で， 言わば 時の 長さ を 表 
わすのに 対し， 永遠の 生命 は， 受け 
る 生命の 質 を 問題に した 言葉で あ り ， 
神 御自身 が 享受 して おられる 生活の 
こ と を 表わして いる。 
来たるべき 世に は， 栄光の 階級の 
異なる 3 つの 王国が ある。 星 —— m 
も 低い 栄光， 月 —— 中間， 日 —— 神 
御自身が 享受して おられる 光栄， の 

3 つで ある。 これらの 王国 は， それ ぞ 
れ ひとつの 律法に よって 支配され る。 

人 は 霊界に おいて 裁き を 受け， こ 
の 働きに 応じて 報い を 受ける。 復活 
のとき に その 体 は， 王国の 光栄と 彼 
らが この 死すべき 世に おいて 従って 
きた 律法と によって よみがえ るので 
ある。 （教義と 聖約 88  ： 17 — 32 参照） 

イエス. キリス 卜の 福音 は， ァダ 
ム から 時の 絶頂に 至る までの 予言者 


に 啓示され， 彼ら を 通して 教えられ 
てきた。 また イエスが この 地上で 伝 
道して おられた ときに 教え， 実践 さ 
れ たの もこの 福音であった。 さらに， 
こ の時満 ち たる 神権 時代に 回復 さ れ 
たの は， まさしく イエス 'キリスト 
の 福音で ある。 この 福音 は 今， 末日 
聖徒 イエス • キリス ト 教会が， 正し 

い 権能の 下に 全世界に わた つ て 教え， 
福音の 諸 儀式 を 執行して いる。 これ 
はま さしく， 死すべき 肉体 を 有する 
人間に 適用され る， 日の 光栄の 律法 
なので ある。 

日 の 光栄の 体 を 得て 復活す るた め 
に は， この 律法に 従う ことが 前提と 
なる。 これ を 得た 者の 栄光 はいかに 
大きく， また 得られなかった 者の 悲 
しみ もい 力" こ 大きい こ ヒか。 予言者 
ジ ヨセフ. ス ミス は， ある 葬儀の 席 
上， 次のように 語った。 「復活のと き 
に 希望 や 期待が く じかれ ると したら， 
それ は 筆舌に 尽く し 難い ほど 恐ろし 
いこ とで ある。」 [History  of  the 
Church  「教会 歴史」 6  ：  51) 


この 律法に ついては， この 大会に 
おいて 再三に わたって 取り上げられ， 
論じられ てきた。 これから はさら に 
その 機会が 多くなる ことで あろ う 。 
よ く 耳 を 傾け， 従うよう にして いた 
だきたい。 

この 話 を 結ぶ にあたり， 私 は， 今 
まで 話して きた こと が 真実で あると 
証したい。 イエスが 生きて おられ， 
神の 御子で あり， 神の 生みた まいし 
独り子と して この 地上に 来られた こ 
と， そして 死に 打ち勝ち， 墓から よ 
みがえ り， 全人 類の ために 復活の 力 
を 得られた こと を， 私 は， 聖霊の み 
たま を 通して 知っている。 

ゲッセ マネの 園 や 十字架 上での 主 
の 苦しみ は， 私たちに 悔 改めて キリ 
ス 卜の 福音に 心から 従う ことにより， 
不死 不滅 はおろ か 永遠の 生命 を も 得 
る 手段 を 与えて くれた。 これ こそ 神 
の 賜の 中で 最も 偉大な ものである。 
この こと を イエス 'キリスト の聖な 
るみ 名に よ り 厳粛に 証 申 し 上げる。 
アーメン。 


362 


今 こそ， その 時で ある 

十二使徒 評議員 会 会員 
マ 一ビン • J  • アシュトン 


先日， 旧来の 知人に お会いして， 
「ど う です か， 仕事 はう ま くいって 
います か」 と 尋ねる と， こんな 答え 
力; 返って きた。 「今月 さえ 何とか 切り 
抜ければ， まあ 大丈夫でしょう。」 彼 
の 返事 を 聞きながら， そう 言えば， 
こ こ 数年 彼 はいつ も 同 じ 返事 を 繰 り 
返して いるよ う だと 思った。 私 はこ 
の 友人が， 喜び や 満足感 を 口にする 
の を， いまだ かって 一度 も 聞いた こ 
とがなかった。 

このし ばし の やり取り の 中から， 
多 く の 人に あ り がちな ひとつの 考え 
が 浮んだ。 つまり， 人生の 極み はす 
ぐ 目の前に あると 力つ 向こうの 丘 を 
越えた ところに ある。 あるいは 数年 
先 だ， 退職 後 だ， 明日 だ， 来年 だ， 

いや 16 歳に なった 時 だ， 来年の 夏 だ 
と 繰り返す。 私たち はいつ も， 幸福 
とか 成果と かいった もの を 遠い 将来 
のことの ように 思わせる ために， 自 
分 自身に 制限 を 加え， 自己 を 過去の 
中に 埋没 させて しまって いる。 それ 
は， 現在 を 耐え忍び， よりよ い 未来 
を 切望す る もので しか 現在 をと らぇ 
る ことので きない 姿で ある。 

こうした 考え を 持つ 者 は， 決して 
実り ある 将来 を 勝ち取る こと はでき 
ない。 明るい 未来 は 今日と いう 日 を 
正しく 用いる ことので きる 者の 上に 


開ける ものである。 私たち は， 前進 
しながら， 満ち足りた 生活 を 見出し 
て ゆく 必要が ある。 現在 を 自ら 不幸 
な 状態に 陥れ， 愚かな 引き延ばし を 
していて， どうして 幸せな 未来 を 望 
むこと がで きょうう 力、。 一般に， 日 
々の 恵み を 数えて 生活す る 人々 は， 
感謝す る こと を 知り， もっと 多くの 
恵み を 得る よ う になる。 明るい 未来 
を じっと 待って いる だけで は， 麗ゎ 
しい 今日と いう 日まで も 失って しま 
う。 想像 もっかない 未来の 生活に 備 
える ことに 明け暮れ， ようやく それ 
を 見出した 時には， 時間がない と 言 
つても 後の祭 りで ある。 私た ち は将 
来の 喜び を 切望しながら， 今 必要な 
こと， 行なわなければ ならない こと 
から 逃避して いる ことが よく ある。 
過ぎ ゆ く 日々 の 試し を 一^^ 一つ 突破 
していって はじめて， 永遠に 至る 道 
が 開ける ので ある。 私たち は， 現在 
こそ 永遠に 至る 過程 を 成す もので あ 
る こと を 絶えず 自分に 言い聞かせる 

！ 2；、 要 力； ある 。 

「人 は 努めて 善き 業に 従い， 多くの 
事 を その 自由意志 によりて 為し， 多 
くの 正しき 事 を 為し遂げよ」 （教義と 

聖約 58:  27) という 勧告の 中で， 時 
間 的な 点 を 取り 挙げて 言えば， それ 
は 今で あ り， 今日で あり， 一刻の 猶 


予も 許されな いので ある。 悔い改め 
を 明日に 引 き 延ばす 者 を 賢い と 言え 
るだろう 力'。 日一日と 時が 経つ ごと 
に， それ を 得る こと は 難しくなる。 
私たちが もし， 明日に 引き延ばす こ 
となく， きょ う 対処す る ことができ 
るなら ば， 心の 問題 や 誤解の 大部分 
は 解消され るに 違いない。 

それぞれの 時間 を 精一杯に 生き， 
一日の 最大の 恵み を 刈り取る ことこ 
そ 知恵で ある。 重大な 明日 を 決定 づ 
ける 今日 という 日 を 無為に 過ごして 
いて， 果たして 賢い と言えるだろう 
b、 私たち は 与えられた 一日 を 賢明 
に 生きなければ ならない。 それが 私 
たちの 務めで ある。 家族と 共に 過す 
時間が あれば， 家族の 一致 を 図り， 
人格 を 高める よう 努力す る 必要が あ 
る。 今日の 少女 は 明日の 女性で あり， 
今日の 少年 は， 明日の 男性で ある。 
私たち 力;' 将来， どのような 男性， 女 
性 を 育む か は， 彼らに 現在 を どう 生 
きる か を 教える ことに 態 かってい る。 
毎日， 愛 や 尊敬， 誉れ， 高潔な どの 
諸徳が あふれる 家庭で 育てられる 子 
供 は 何と 幸福であろう か。 両親の 皆 
さんに 申し上げる。 今 こそ 親子の 関 
係を密 にして いくよ うに 努めていた 
だきたい。 子供た ちが 両親の 素 晴ら 
しさ を 判断す るの は， 権威 を 示した 
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り， 品物 を 買い 与える ことで はない。 
両親の 日々 の 行ないで ある。 子供た 
ちに 代価 を 払わせる こ ともなく， 自 
由 奔放な 生活 を させて いて， 彼ら を 
成長させる こ と はでき ない。 

健康で あれば， それ を 楽しむ こと 
である。 健康で なければ， 健康が 得 
られ るよ うに 今 努力 を 始める 必要が 
ある。 人が あちこちで， 大きな 決意 
をし， 日々 の 行動 を 改め， 自己 訓練 
をして 目標 を 達成し， 困難 を 克服し 
ようと している 姿 を 見て いると 感動 
を 覚えずに はいられない。 進歩と 達 
成 は， 「今」 という 機会 を 活用す る こ 
と を 知っている 人々 にもたら される 
ものである。 ここで， 決心と 日々 の 
実行に よって 素 晴ら しい 成果 を 収め 
た ひとつの 例 を 皆さん にお 話 しした 

い 0 

1960 年， オーストラリアの メル ボ 
ルンで ォ リン ピ ッ ク が 開催 された 。 
ある 日， スポッ トライ 卜に 照し 出さ 
れた 表彰台に， 背の 高い 金髪の 美し 
ぃァメ リ 力 娘が 立って いた。 彼女 は 
この 世の 檜 舞台で 見事， 第 1 位に 輝 
き， 金メダル を 受けた ので ある。 表 
彰 台に 立つ 少女 を 見て， 幾人 かの 少 
年が こう 叫んだ。 「彼女 こそ， すべて 
を 手に入れ たんだ。」 

表彰 を 受ける 彼女の ほおに 涙が 流 
れ ていた。 人々 は 彼女が 勝利に 感動 
したの だと 思って いた。 観衆の ほと 
んど は， 彼女が どれほどの 決心と 自 
己 訓練 をして きたの か 知らなかった。 
彼女 は 5 歳の 時， 小児 マヒ にか かり， 
それが も とで 腕 も 足 も 動かす ことが 
でき なくなった。 両親 は 毎日， 彼女 
を プールに 連れて行き， 水の 力で 何 
とか 腕 を 動かす 訓練 を させた。 そし 
て， ようやく 水の ない 所で も 自力で 
腕 を あげる ことができた 時には， 大 
声 を あげ， 泣いて 喜んだ。 次の 目標 
は， プールの 横幅 を 泳 ぎ 切る ことで 
ある。 次いで 縦 幅， その後 何回もと， 
繰り返し 訓練が 続けられた。 くる 日 


もく る 日 も， 泳ぎ 続け， 忍耐の 連続 
であった。 そしてつ いに この オース 
卜ラ リアの メルボルンで， し 力  >  も 水 
泳の 中で も 最も 難しい 種目 と言われ 
る バタフライで 金メ ダルに 輝いた の 
である。 

もし この 少女が， 5 歳の 時に， 何 
か を 達成し， 困難 を 克服す るよう 励 
まされて いなかった としたら， どう 
であろう 力 >。 明日に 備える ために 今 
日 を， 今 を 大切に する よう 導いて き 
た 両親 は， 何と 力強い 人々 であろう 
か。 

ここで 有名な 救い主の 教えの 幾つ 

か を 取り上げ， 意味 を 一層 明確に す 

るた めに， 「今」 という 言葉 を 加えて 

みた。 「も しあな たがた がわた し を 愛 

するならば， わたしの いましめ を 守 

るべき である」 今。 （ヨハネ 14  ： 

15)  「全世界に 出て 行って， すべての 

造られた ものに 福音 を宣べ 伝えよ」 

…… 今。 （マルコ 16  ： 15)  「わたしに 

従ってき なさい」 …… 今。 （ルカ 18: 

22) 確かに 主 を 愛するならば， 私た 

ち は 主に 仕えなければ ならない。 … 
.. ふ 

私たちの 中には， 今日の 教会に お 
ける フユ ロー  シッ プゃ 活動に 物 足 り 
なさ を 感じて いる 人々 がいる。 もち 
ろん， 彼ら は そのこと を 公然と 口に 
出したり はしない。 彼ら は 私たち を 
必要と してお り， 私た ち も 彼ら が必 
要で ある。 今 こそ 彼らが その 道 を 見 
いだす よう 助ける こと は， 私たちの 
義務で あり， 祝福で ある。 私たち は 
皆， 神の 羊で あり， 最上の ものが 得 
られ るよ う に 養い育てられなければ 
ならない。 きょうこ そ， 私たち だけ 
でな く， 主が 彼ら を， 心に かけ， 愛 
して おられる こと を 知らせる 時で あ 
る。 主 は 門口に 立ち， 私たち を 喜ん 
で赦 し， 悔い改めの 道に 迎えようと 
なさって いる。 神 は， 私たちに 今 こ 
そ 行動 を 起こす 勇気 を 求めて おられ 

る 0 


現在， 私たち は 皆， 神の ために 早 
急に 時間 を 割く 必要が ある。 神の 道 
を 選んで， やがて それ を 永遠の 伴侶 
とする ことができる 人 は 賢明で ある。 
神 を 知り， 神と 親しく 交わる 時 はき 
ようと 言う 日で ある。 真の 豊か さ を 
得る ために は， 一刻 一刻， 日々 を 神 
と共に 過ごさなければ ならな 、、の で 
ある。 

神の こと を 考える 時間 

神の こと を 考える 時間がない？ 

私たち は 何とい う 愚か者だろう 力、。 

日々 の 雑務に 追われ， 

大切な もの を 見失って いる。 

人生の 主， 生命 そのもの とも 言え 

る 私たちの 神 を。 

神の こと を 考える 時間がない？ 
それで は 食べて 寝る時間 は， 
愛 を 語り， 死に 直面す る 時 は。 
神の こと を 考える 時間 を とりなさ 

さもな く ば， あなたの 魂 は 萎縮し， 
死に際に 天使が 来て， その 扉 を 叩 
く と き 

悲しい， ぶかつ こ う な 姿で 
永遠の 世界に 足 を 踏み入れ なけれ 
ばなら ないだろう。 

(ノーマン 'L. トロット 「宗教 詩 
傑作 集」 P.65) 

私たち は， 神の こと を 考えれば 考 
える ほど 神に 似た者と なる。 ロバ 一 
ト • ルイス' ステ イーブン ソン は 至 
言 を 残して いる。 「聖徒と は 努力 を 続 
ける 罪人で ある。」 救い主 ィ エス • キ 
リスト は， 「も しわた しの 言葉の う ち 
にと どまって おるなら， あなたがた 
は， ほんとうに わたしの 弟子な ので 
ある」 （ヨハネ 8  ：  31) と 述べて おら 
れる。 

兄弟 姉妹の 皆さん， 言わん とする 
こと は 明白で ある。 私たちが 今， 努 
力し， 仕え， 自己 を 改善して ゆくな 
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らば， 毎時 間， 毎日 は 重大な 明日に 
向かって 私た ち を 前進 させる 時と な 
るで あろ う 。 決断の 時 は きょうで あ 
る。 行動の 時 は 今で ある。 皆さんに 
証したい。 私たちが 時間 を 賢明に 使 
うの を 見て， 神 はきつ と 喜んで おら 
れる はずで ある。 

しかしみ こころに かなわない 人 も 
いる。 彼ら は 主の 道に 熱心に 励む こ 
と を 恐れて いるから である。 また， 

近代の 予言者， 特に ス ペンザ 一 •  W' 

キン ボー ル大 管長の 声 に 耳 を 傾けて 
いる 人々 の 中に も， 現在， いやきよ 
う 与えられた 勧告 を 身に 引き受ける 
勇気と 望み を 持つ ことができな いが 
故に， 神に 対して 失望して いる 人 も 
いる。 も し 私たち 力；， き よ う 始める 
よ り も 明日の 方が 容易で あると 考え 
始めるならば， 大き な禍 ち を 招く こ 
とになる。 

こ う した 道から 立ち 帰る 最も 容易 
な 方法 は， 他の 人々 と共に 戻って く 
る ことで ある。 私たちが 味わう こ と 
のでき る 最大の 喜び は， きょうとい 
う 日に， 何 かの 目的 を もって 人々 に 
奉仕し， しかも それが 後日， 偶然に 
発見され た 時で ある。 こうした 生活 
態度 を 身に つけ， 友人の 以前と 異な 
る 態度 や 成長 を 目の あたりに し， 彼 
らと 友好 を 深める ことによって， 私 
たち 自身 も 日一日と 高められて ゆく 
ので ある。 

今日 一日 だけ， 

主よ， 私が 祈り を 捧げる の は， 

明日の ためで はない。 

神よ， 私 を 罪の 汚れから 救いた ま 

え， 

今日 一日 だけ。 
仕事 を 熱心に 行ない， 
十分に 祈り， 

言葉と 行ないに 愛 を 満たした まえ。 
今日 一日 だけ。 
自分の 思い を 行な う に 遅く 
他人に 従う ことに 早く， 


あ な た の 愛で 私 を 包みた ま え 。 

今日 一日 だけ。 

悪口 や 無益な 言葉 を 避け， 

思いやり のない 言葉 を 慎し み， 

私の 口に 封印 を して 下さい。 

今日 一日 だけ。 

私が 祈り を 捧げる の は， 

明日の ためで はない。 

主よ， 私 を 導き， 愛し， そして 見 

守りた まえ。 

今日 一日 だけ。 

(シ ビル . F  'ノ 《ート リツ ジ 「今日 

一日 だけ」） 

私たち は 皆， シ ビル •  F  • パート 
リ ッ ジ のこの 選び 抜かれた 言葉に 霊 
感を 受けずに はおれないだろう。 も 
し， 「今日 一日 だけ」 私たちが 富で は 
なく  ， 神に 頼る ことができるなら， 
またもし 「今日 一日 だけ」 権力 や 所 
有 物， 利益 や 世の 地位に 対する 野望 
を 永遠の 宝と その 探究に 代える こ と 
がで きるなら， 人々 の 生活 は どれ ほ 
ど 祝福 される ことができる だろ う か。 

も し 金銭 中心の 計画 を 立て， お金 
で 買える もの だけ を 欲しがる よ うな 
性癖 を もっているならば， 今 こそ そ 
れを やめて， 私たち はお 金で 買えな 
い もの を 失な つてい ないか 尋ねて い 
ただきたい。 日夜， 金銭 や この 世の 
富の 蓄積， 幸福な 未来 を 保証で きる 
ものば かり を 追い求め ていて は， 私 
たちが 捜そうと している 本当の もの 
を 見つける こと はでき ない。 自分た 
ちに 可能な 充実した 生活 を 見失な つ 
ている 人 は， すべて を 見失う ことに 
もな り かねない。 

御存知の よ う に， 明日 はきょうと 
つながつ ている。 私たちが き よう 何 
をす るかに よって， 明日が 決まる。 ァ 
ルマ書 34 章の 32，  33 節 を 読んで みよ う 。 

「現世 は， 人間が 神に 逢う 用意 をし 
なくて はならぬ 時期で ある。 現世の 
生涯 は， 人間が 各々 働き を 遂行せ ね 
ばなら ぬ 時期で ある。 …… あなたた 


ちが この 世 を 去る 時まで 悔 改め を 引 
き 延ばさな いよ う に …… すすめ 
る。」 人生の 頂点 は， 向こうの 角 を 曲 
つたと ころで はない。 あるいは 伝道 
や 結婚 を 考え， 家の 支払い を 終了し 
た 時で もない。 また 景気が 好転した 
り， 子供た ちが 成長した 時で もない。 
人生の 最高の 時 は 今で ある。 きょう 
こそ， 本当の 生活 を 始める 時で ある。 
きょうこ そ， 明日に 向かって 足 を 踏 
み 出す 時で ある。 未来 は， 今と いう 
時 をい かに 過ごす か を 知っている 人 
に 約束され ている。 熱心に 努力して 
いる 人々 の 生活に と つて 重要で ない 
日 は 一日 もない。 

今日 国際紛争が 一段落す るまで そ 
の 行動と 約束 を 引き延ばそう とする 
風潮が 世界 各地に 見受けられる。 そ 
のよう な 方々 に 申し上げたい。 「主の 
み 業」 は 前進 させなければ ならない 
し， また 必ず 発展す る ものである。 
それに は 国境 も 時間の 障壁 もない。 
行動 を 起こす 時 は 今で ある。 私たち 
は 今 ほど 刈り入れの 鎌 を 入れ， この 
地上 を 主の 目的の ために 備える こ と 
を 必要と されて いる 時. はない。 

兄弟 姉妹の 皆さん。 ここでもう 一 
度 この 言葉 を 読んで みたい。 「さて， 
ィ エス は ガリ ラャの 海べ を 歩いて 行 
かれ， シ モンと シ モンの 兄弟 アン デ 
レと 力；， 海で 網 を 打って いるの を ご 
らんに なった。 彼ら は 漁師であった。 
イエス は 彼らに 言われた， 『わたしに 
ついて きなさい。 あなたがた を， 人 
間 をと る 漁師に して あげよう j。 する 
と， 彼ら はすぐ に 網 を 捨てて， イエ 
スに 従った。」 （マルコ 1 ： 16— 18) 

願わくは， 神の 助けが あって 私た 
ちが 引き延ばし をせ ずに， 直ちに 神 
に 従う ことができ るよう に。 今 こそ 
主に 仕える 時で ある。 私 は これらの 
ことが 真実で ある こと を， 昨日より 
今日と なお 一層の 確信 を 得て いる こ 
と を 皆さんに 証す る。 イエス' キリ 
ス 卜の み 名に よ り， アーメン。 
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キリスト の 象徴 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴ一 ドン •  B  • ヒンクレー 


これまで 非常に 霊的な 大会で あつ 
た。 いま 主の みたまが あって， これ 
から 語る ことが， これまで 耳に して 
きた 数々 の 素晴らしい 話 を 補う こ と 
がで きれば と 願って いる。 

先日， ァリ ゾナ 神殿の オープン ハ 
ウスが 催された。 神殿 は 全く 装い を 
新たに し， 約 25 万人の 人々 がその 美 
しい 装いに 見入って いた。 初日に 他 
の 宗派の 牧師た ち を 特別 招待 者と し 
て 招いて いた 力 S 数百 名に のぼる 方 
々が 集まって 下さった。 私 は 恵まれ 
て， 見学 を 終えた 方々 に 話 をし， 彼 
らの 質問に 答える 機会が あった。 彼 
ら にどの ような 質問で も， 喜んでお 
答えした いこと を 告げた。 いろいろ 
な 質問が なされた。 その 中で， プロ 
テス タン 卜の 牧師から 次の よ う な 質 
問が 提起され た。 

「神殿 を 巡って 見る と， 確かに この 
神殿の 正面に はィ エス' キリストの 
名前が 刻まれて います。 しかし， こ 
の 建物の どこ を搜 しても， キリスト 
教の 象徴で ある 十字架， あるいは そ 
れ らしき もの は 見当り ません。 つま 
り， あなた 方の 教会の どの 建物に も， 
十字架が 置かれて いないよ う です が， 
それであって どう して イエス • キリ 
ス トを 信じて いる と言える のです 
か。 J 


私 はこ う 答えた。 「恐らく 同じ キ リ 
ス ト 教徒の 兄弟で ある 皆さんの 中に 
は， 寺院の 尖塔 や 礼拝堂の 祭壇に 十 
字 架 を 飾ったり， 衣服の 上に 十字架 
を 身に 付けたり， あるいは 聖典 や 他 
の 書物に 十字架 を 刻み 込んで いる 方 
々もい らっしゃる と 思います。 私 は 
決して 皆さん を 中傷す るつ も り は ご 
ざいません。 しかし， 私たちに とつ 
て， 十字架 は 死せ る キリストの 象徴 
であり， 私たちが 宣べ 伝える メッセ 
ージは 生ける キ リ ス 卜の 言葉で ある 
からです。」 

すると 牧師 はこう 尋ねた。 「十^ 
を 使わない とすれば， あなた 方の 宗 
教の 象徴 は 何です か。」 

私 は， 私たちの 生活 そのもの 力；， 
唯一の 価値 ある 信仰の 表われで あ り 
私た ち の 礼拝の 象徴 とならな ければ 
ならない と 答えた。 彼が 私 を 独善的 
で ， 自 分 勝手 な 人間 だ と 思う ことの 
ないよう に 願って いる。 確かに この 
牧師が 指摘した ように， 従軍 牧師が 
認識 標 として 軍服に 付ける 以外， 私 
たちの 教会で は 十字架 を 使って いな 
い。 私たちの 立場 は 一見， イエス- 
キリスト が 信仰の 中心で ある と 宣言 
している こと と 矛盾して いるよ う に 
思われる。 しかし この 教会の 正式 名 
は， 末日 聖徒 ィ エス. キリス ト 教会 


である。 キリスト を 私たちの 主， 救 
い 主と して 礼拝して いる。 聖書 は 神 
のみ 言葉で あると 信じて いる。 また 
旧約の 予言者た ちが 神の 霊感に よ つ 
てメ シャの 来臨 を 予言した こと も 信 
じている。 さ らにマ タイ ， マルコ， 
ルカ， ヨハネの 書に 記録され ている 
ように 肉 を 有する， 御 父の 独り子， 
神の 子が 降誕し， 教えと 導き を 施し， 
そ して 亡 くな り， 復活 さ れた ことに 
栄光 を 帰して いる。 後年 バウ o が述 
ベた ように， 私たち は 「福音 を 恥と 
しない。 それ は …… すべて 信じる 者 
に， 救 を 得させる 神の 力で ある。」 

(ローマ 1 ： 16) またべ テロと 同じ 
ように， イエス • キリスト すなわち， 

「わたしたち を 救いうる 名 は， これ 
を 別にして は， 天下の だれに も 与え 
られ ていない」 （使徒 4  ： 12) こと を 
堅く 信じて いる。 

さらに 新世界の 人々 に対する 約束 
である モル モン 経に は， かって 西 半 
球に 住んで いた 予言者た ちの 教えと， 
ュダ のべ ッレ ヘムで 生まれ， 力 ルバ 
リ の 丘で 亡 く なられた イエス に 対す 
る 証が 記されて いる。 また モル モン 
経 は その 信仰の 基盤 を 見失い かけて 
いる 世の 人々 に対して， イエス 'キ 
リ ス ト が 神の 子で ある こ と を 証す る， 
もう 一つの 力強い 証人で ある。 その 
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序文に は， 約 1500 年 前に この ァ メリ 
力に 住んで いた ひと りの 予言者に よ 
つて はっきりと， モル モン 経 は 「ュ 
ダャ 人と 異邦人と に イエス は 永遠の 
神なる キリストに ましまして， 万国 
の 民に 現われた もうこと を 確信 さ せ 
る ことで ある」 と 記されて いる。 

また 近代の 啓示の 書， 教義と 聖約 
に は， キリス 卜 御自身の 言葉で こう 
記されて いる。 「われ は アル パ にして 
オメガな り。 主なる キリスト なり。 
すなわち われ は 始めにして 終 りなり。 
世の 贖い 主な り。」 （教義と 聖約 19: 
1) 

こ う した 宣言 や 証 を 見聞きした あ 
なた 方の 多く は， 先程の 牧師と 同じ 
ように イエス' キリス 卜 への 信仰 を 
告白しながら， なぜ 死の 象徴で ある 
力 ルバ リ の 丘の 十字架 を 使おう と し 
ない のか いぶかしく 思われる かも し 
れ ない。 

そのような 人々 に， 私 はまず こう 
答えなければ ならない。 この 教会の 
会員 はだれ も， 全人 類 を 救うた めに 
命 を 投げ出された 救い主の 尊い 犠牲 
を 忘れて はいない。 ゲッセ マネの 苦 
しみ， 裁判の 席で 浴びせられた あざ 
けりの 言葉， 肉に 食い込む いばらの 
冠， ピラトの 前で 群衆から 受けた 激 
しい 怒号， カル バリの 丘に 至る 道 を 
重々 しい 足 どり で 進んで いった 時の 
苦悩， 大きな 釘で 手足 を 打ち抜かれ 
たと きの 激痛， また 十字架に かけら 
れた 悲しむべき 日に 肉体の 苦痛に あ 
えぎながら， 「父よ， 彼ら をお ゆるし 
ください。 彼ら は 何 をして いるの 力'， 
わからずに いるので す」 （ルカ 23: 
34) と言われた 神の 子の こと を 決し 
て 忘れた こ と はない。 

この 十字架 こそ イエス を 苦しめた 
道具で あり， 平和の 君 を 殺す ために 
考案され た 恐るべき 装置で ある。 こ 
うして 悪魔 は， 病人 を 癒し， 盲人の 
目 を 開け， 死者 を 生き返らせた イエ 
スの 奇跡に 報復し よ う と したので あ 


る。 イエス は 荒涼と した ゴ ルゴ タの 
丘の 上で， この 十字架に かけられて， 
殺された。 

私たち は そのこと を 忘れる こと は 
できない。 いや， 決して 忘れて はな 
らな いので ある。 この 時 救い主， 噴 
い 主で ある 神の 御子 は， 私たち 一人 
一人の ために 自 ら 身代りの 犠牲に 立 
たれた。 その 日の 夕方， ユダヤ人の 
安息日が 始まる 前に， イエスの 死体 
は 十字架から 降ろされ， 急いで 仮の 
墓に 置かれた。 この 時， ィヱ スに最 
も 近く， そして 熱心であった 弟子た 
ちで さえ も 希望 を 失って しまったの 
だった。 彼ら は 以前 イエスから 告げ 
られ たこと を まだ 十分に 理解で きず， 
ただ 取り残され たという 気持ちが し 
ていた。 彼らが 信じて いた メジャが 
亡くなられ たので ある。 すべての 希 
望と 期待と 信仰 を 寄せて いた 主が 目 
の 前から 消えて ゆかれた の だ。 永遠 
の 生命に ついて 教え， ラザロ を 墓 か 
ら よみがえらせた あの 御 方が， すべ 
ての 人と 同じよ うに 確かに 亡くなら 
れ たので ある。 今 こそ， 悲しく 短 か 
い 生涯の 幕切れの 時が きた。 その 生 
涯は， 昔ィ ザャが 予言 したよう に 
「侮られて 人に 捨てられ， 悲しみの 
人で， 病 を」 （ィ ザャ 53:  3) 知る 者 
の 生涯であった。 

「 彼 はわれ われの と がの ために 
傷つ けられ， われわれの 不義の ため 
に 砕かれた の だ。 彼 はみ ずから 懲ら 
しめ をう けて， われわれに 平安 を 与 
え，」 （ィ ザャ 53  ：  5  ) 今 亡く なられ 
たので ある。 

私たち は， 現在の 暦で は 土曜日に 
当たる ユダヤ人の 安息日に， イエス 
を 愛した 人々 がその 死 を 悼んで どれ 
ほど 悲しんだ 力'， ただ 推測す るし か 
ない。 

. しかし 主の 安息日の， 週の 初めの 
日の 明け方， 悲しみに 打ち沈み， 墓 
にやって き た 人々 に 天使が 現われて 
こう 告げた。 「あなたが たは， なぜ 生 


きた 方 を 死人の 中に たずねて いるの 

か。」 

「も う ここに はおられない。 かねて 
言われた とおりに， よみがえられた 
ので ある。」 （マ タイ 28  ：  6  ) 

こ こ に 人類 史上最大の 奇跡が 起こ 
つた。 かって イエス は 人々 に 言われ 
た。 「わたし はよ みがえ りで あり， 命 
である。」 （ヨハネ 11: 25) その 時人 
々は その 意味が よ く 分からなかった。 
しかし 今 初めて， その 意味 を 知った 
ので ある。 イエスが 悲しみと 苦痛の 
中で， さびしく 亡くなられ たことの 
意味 を。 そして， 今や 3 日 目に， ィ 
エス は その 能力に よって 「アダムに 
あってす ベての 人が 死んで いるのと 
同じように， キリストに あってす ベ 
ての 人が 生かされ るので ある」 （I コ 
リント 15  ：  22) という こ と を 確かな 
ものと する ために 眠れる 者の 初穂と 
して よみがえられ たので ある。 

力 ルバ リ では， 死せ る キリス 卜で 
あった。 しかし， 墓から 出た 時 は， 
生ける キリスト となって いた。 十字 
架 は ュダの 裏切りに よる 苦き 結実で 
あり， ぺ テロの § 定の 総括で ある。 
そ して 亡骸の ない 墓 は イエスが 神の 
子で あると いう 証と なり， 永遠の 生 
命 を 確実に する ものと なった。 しか 
も それ は， 「人が もし 死ねば， また 生 
きる でしよう カリ （ヨブ 14: 14) とい 
う ョ ブの 問いに 答える ものである。 

もし イエス が 死んだ ままであった 
なら， いっか は 人々 の 心から 消え去 
り， せいぜい 歴史 書の 中の 数 行に 描 
かれる 偉大な 教師で 終わって いたか 
も 知れない。 しかし， この 復活に よ 
つて， イエス は 死 を 超越で きる 人と 
なった。 今や 弟子た ち は ィザャ と 共 
に 確固たる 信仰 を もって， 「その 名 は， 
r 霊妙なる 議士， 大 能の 神， とこし 
えの 父， 平和の 君 J ととな えられ 
る」 （ィ ザャ 9  ：  6) と 声高ら かに 叫 
ぶこ とがで き るで あろ う 。 

それ はまた， ヨブが 待ち望ん でい 
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た 言葉の 成就で もあった。 「わたし は 
知る。 わたし を あがなう 者 は 生きて 
おられる， 末の 日に 彼 は 必ず 地の 上 
に 立 たれる。 

わた しの 皮の う じが この 体 を 滅ぼ 
したの ち， わたし は 肉に 在りて 神 を 
見る であろ う 。 

しかも わた しのこの 目で 見る であ 
ろう。 わたしの 見る 者 はこれ 以外の 
もので はない。 わたしの 心 はこれ を 

望んで こがれる。」 （欽定 訳 ヨブ 19: 
25—27) 

また マ リ ャは 初めて よみがえられ 
た 主 を 見た とき， 「ラボ 二」 （ヨハネ 
20  ： 16) と 叫んで いる。 まさに イエ 
スは， 命 を 制する 人 だけでなく， 死 
を も 制する 先生 と な られ たか ら であ 
る。 こう して 死の 苦痛 を 超越し， 墓 
の 力 を 打ち 碎 いたので ある。 

そして 信仰 を 表わす こ と を 恐れて 
いたべ テロの 心 を 改宗 させ， 疑い深 
い トマスに は， 「わが 主よ， わが 神 
よ」 （ヨハネ 20  :28) と 心 力、 ら， 敬虔 
な 気持ちで 言わせて いる。 この 驚く 
べき 出来事の 中で， 主が 述べられた 
「信じない 者に ならないで， 信じる 
者に なりなさい」 （ヨハネ 20:  27) と 
いう 言葉 を， 私たち は 決して 忘れる 
ことができない。 

次いで イエス は そのみ 姿 を 多くの 
人々 に 現わされた。 パゥロ は そのこ 
と を， 「五 百 人 以上の 兄弟た ちに， 同 
時に 現われた」 と 記して いる。 

また 西半球に も， イエスが 語り か 
けられた 他の 羊が いた。 「天から 出て 
くるよう な 声が 聞え た …… その 声 は， 
『わが 喜ぶ 愛子 を 見よ。 われ はこれ 
に 由 り てす でに わが 名の 栄光 を 示 し 
ぬ。 わが 愛子に 聞け』 とかれら に 仰 
せに なって いた。 

時に そのお 方 は 手 を 伸 して 群集に 
話しかけて 仰せに なった。 『見よ， わ 
れはィ エス. キリスト なり。 予言者 
らが この 世に 来る と 証 をした る その 
者な り 。 …… 


起ちて われに 近づけ。』 （III  ニーフ 
アイ 11 ： 3  ，   6  ， 10， 14) 

続いて 復活され た 主が 古代 ァメ リ 
力の 人々 の 間で 宣べ 伝えた 教えと 導 
き の 様子が 美しい 言葉で つづ ら れて 
いる。 

最後に 近代の 聖典 も イエス • キ リ 
ス ト について 証して いる。 イエス- 
キリスト は， 予言され たこの 時 満ち 
た る 神権 時代の 幕 明 け を 告げる ため 
に 再び この 地 を 訪れられた。 輝く 示 
現の 中で， 復活され た 生ける 主と 神 
なる 天父が ひと りの 少年に 現われた。 
こ の 少年 はやが て 予言者 となつ て 古 
代の 真理の 回復の 業 を 始めた。 この 
責任 を 託された 近代の 予言者 ジョセ 
フ • ス ミス は， 実に 「多く の 証人の 
雲」 （へ ブル 12: 1 参照） に 囲まれて 
いる 中で， 冷静な 言葉で こう 述べて 
いる。 

「さて， この 子羊に 就きて 為された 
る 様々 の 証の 挙句， われらの 為す 最 
後の 証 はすな わち 『主 は 実に 生きた 
もう』 こと 是 なり。 われら は， 彼が 
すなわち 神の 右に 座した も う を 見た 
り。 また， 御 父の 生みた もう 独 子な 
り と 証した も う 声 を 聞け り 。 すな わ 
ち 諸々 の 世界 は 彼の 手に より， 彼の 
手 を 経て， また 彼に 因りて 先に 作ら 
れ， また 現に 作られ， これに 住む 者 
たち も 皆 神よ り 生れた る 息子と 娘な 
る こと を 証した も う。」 （教義と 聖約 
76:  22—24) 

このほか にも， 数百 万人の 証人が 
聖霊の 力に よって， イエスが 実に 生 
きたもう 御 方で ある こと を 証し， 今 
もな お 証し つづけて いる。 

この 証 こそ 彼らの 安らぎで あ り ， 
力で ある。 例えば， 私 は 最近 南べ ト 
ナムに 住む 友人の こと をよ く 考えて 
いる。 私 は 今， 彼が どういう 状態で， 
どこに 住んで いるの か 全く わからな 
い。 ただ 知っている こと は， 彼が 物 
静かで， 永遠の 父なる 神と 生ける 御 
子 キリ ス 卜に 対する 揺るぎない 信仰 


を もってい たこと である。 この 悲し 
みの 大地に 自由の W が 消え果て たと 
き， 以前 口ずさん でいた 彼の 歌声が 
よみがえつ てきた。 

深く 行けと 召す 時 は 

水 は 汝を溺 ら さじ 
われ 汝 と共に あ り 

汝を 助け 悩み はら し 
祝福の 恵み 与えん 

(讃美歌 96 番） 

従って 私たち は 死の 象徴で ある 十 
字 架 を 信仰の 象徴に はしない。 救い 
主 は 生きて おられる からで ある。 で 
は， 何 を 用いれば よいの だろう か。 
いかなる 印 も， いかなる 彫刻 や 美術， 
その他の 代用 物 も 生ける キリ ストの 
栄光と み 業 を 表わす こと はでき ない。 
ィ エス は どのよ う な 象徴 を 使う 力" こ 
ついて， こう 答えて おられる。 「もし 
あなたがたが わたし を 愛するならば， 
わた しのい ま しめ を 守る ベ きで あ 
る。」 （ヨハネ 14: 15) 

キリスト を 信 じる 私た ち が, 卑劣 
で， 下品で， 俗悪な こと をす る こと 
は， キリストの 概念 を 汚す ことで あ 
る。 逆に， 上品で， 寛大な 行ない を 
示せば， 私たちが 受けて いるみ 名 を 
一層 輝 やかす ことになる。 

従って， 私たちの 生活 は， 永遠の 
神の 子， 生ける キリスト に対する 証 
を 表わす 意義 ある 模範と ならな けれ 
ばなら ない。 

兄弟 姉妹の 皆さん， それ は 決して 
難しい ことで はない。 しかも 非常に 
大切な こ とで ある。 決して 忘れて は 
ならない こ とで ある。 

われ (よ 噴い 主の 生きた も う を 知れ 

苦痛と 死に 打ち勝 たれし， 
勝利の 救い主， 神の 子， 

わが 王， わが 主， わが 指導者 を。 
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主 はわが 確かなる 信仰の 岩の 上に 

住みた も う 。 
人類の 明るい 希望， 
良り よき 道 を 照らす 灯火， 

死のと ばり を 透す 光で ある。 


あなたの 慈愛に あふれる みたま を 

私に 注いで 下さい。 

あなたの みが もたらす 平安 を， 
あなたが 住みた も う 永遠の 王国に 

©E  く 追 を 


一人で 歩く 信仰 を。 igp- 

イエス. キリス ト のみ 名に よ り 申 
し 上げる。 ァーメ ン。 


主 は 一つ， 信仰 は 一つ 


十二使徒 評議員 会 会員 


リ グ ラン ド • リ チヤ 一ズ 


兄弟 姉妹の 皆様。 共に この 大会に 
出席す る 名誉と 特権 をいた だき 心 か 
ら 嬉しく 思って いる。 これから しば 
らくの 間， 主の みたまが あって 私が 
語る ことが ここ に 集 つてい る 人々 だ 
けで なく， テレビ や ラジオ を 通じて 
大会の 模様 を 見聞きし ている 人々 に 
も 霊感 を 与える ことができ るよう に 
願って いる。 

私 は 新たに 大 管長に 召された キン 
ボール 長老が 特に 伝道 活動 を 強調 さ 
れ たこと に 非常に 心 を 動かされた。 
キン ボー ル大 管長 は 歩み を 速めて， 
現在の 宣教師 を その 数に おいて 今の 

2 倍にした いと 述べられた。 考えて 
みると， 私 は 少年の 頃から ずっと 宣 
教師であった ような 気がする。 子供 
のとき 読んだ 本の 中で 特に 印象 深く 
残って いるのに， ジョージ キ 
ャ ノ ン 長老が 書かれた 「予言 #ジ ョ 
セフ 'ス ミス の 生涯」 という 書物が 
あった。 この 本 を 読んで 私 は 深い 感 
銘を 覚え， 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス 
を 心から 愛し， 彼の メッセージが 真 
実で あると いう 強い 証 を 持つ よ う に 
なった。 それ以来， 私 はこの メッセ 
一 ジ を 全世界の 人々 に宣べ 伝えたい 
といつ も 思って いる。 

先の 木 躍 日， 地区 代表 集会の 最後 
に キン ボール 大 管長 は， 一度に 数千 


人の 改宗者 を 生む 日が 来る こ と を 待 
ち 望んで いる こと を 告げられた。 私 
は それ を 聞きながら， 胸の 高鳴る の 
を 止める ことができなかった。 そし 
て 私 は 自分に こう 問い返した。 「その 
通り だ。 それが できない ことがあろ 
う 力、 私たち は 世の中で 最も 大切な 
メッセージ を 与えられ， しかも この 
メ ッ セージ は 主から 見れば すべての 
子供た ちに 欠く ことので きない もの 
である。 これ は， あの ペンテ コステ 
の 日 にべ テ 口 が 述べた ことと 同じで 
ある。 その 群集 は 強く 心 を 刺され， 
こう 叫んだ。 「兄弟た ちょ， わたした 
ち は， ど うしたら よ いので しょう 
か。」 （使徒 2  ：  37) この 時ぺ テロが 
どう 答えた 力' 覚えて いるだろう 力 >。 

「悔い改めなさい。 そして， あなた 
がた ひと りび と りが 罪の ゆる し を 得 
るた めに， イエス • キリストの 名に 
よって， バプ テス マ を 受けなさい。 
そうすれば， あなたが たは 聖霊の 賜 
物 を 受ける であろ う 。 

この 約束 は， われらの 主なる 神の 
召しに あずかる すべての 者， すな わ 
ち あなたがたと， あなたが たの子ら 
と， 遠くの 者 一同に， 与えられ てい 
る ものである。」 （使徒 2  ：  38  —  39) 

ぺ テロ はこの 時 3 千 人の 人々 にバ 
プ テス マ を 施して いる。 この ぺ テロ 


と 同じ 召しに 応える こと 以上に， 今 
日 真理 を 求めて やまない々 に 与える 
祝福が ある だろ う か。 

救い主 は 十二使徒 を 召して， 教会 
を 立てられた。 しかし その 教会 は聖 
なる 予言者が 予見した よ う に 地上に 
留まる ことができなかった。 そして 
末 日 に 主が その 業 を 成 し 終える 時が 
くる こと も 予言した。 

予言者 パゥロ は， 主が その 深いみ 
こころ を 明ら 力 > にして 次の よ う に 言 
われた と 記して いる。 「それ は， 時の 
満ちる に 及んで 実現され る ご 計画に 
ほかなら ない。 それによ つて， 神 は 
天に ある もの 地に ある もの を， こと 
ごとく， キリス 卜に あって 一^^ 5 に 帰 
せしめよ うとされ たので ある。」 （ェ 
ぺソ 1 ： 10) 

こ う して 私たちに その メ ッ セージ 
が 与えられ， この 世の 人々 は その メ 
ッ セージ に 喜んで 聞 き 従う こと がな 
ければ， 主の み 前に 立ち 帰る 道 を 見 
出す こと もで き なくなつ たので ある。 

先日 私 は 新約聖書 を 読み終え， 救 
い 主 や 使徒 バウ 口 を はじめと する 多 
くの 指導者の 言葉 を 読み， 当時の 教 
えに 触れ， 深い 感銘 を 覚えた。 特に 
使徒 パゥロ はこう 述べて いる。 「主 は 
一つ， 信仰 は 一つ， パプ テス マ は 一 
つ。」 （エペ ソ 4  ：  5) そこで 私は考 
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：: えた。 もし バウ 口が 今日 生きて いて， 
数多くの 教会 を 見たら 何と 答える だ 
'ろう 力、 と。 
この間 私の 秘書が 統計 を 調べて く 

れた ところでは， 昨年 （1974 年） の 
5 月 現在で 合衆国 内 だけに 697 の 異な 
る 宗教が 存在して いる。 もし 「主 は 
一- 0, 信仰 は 一つ， パプ テス マ は 一 
つ」 と 言った バウ 口が 今生き ていた 
ら， 一体 どの 教会に 行く だろう 力 >。 

従って この 世に 一^^ 3 の 教会し かない 
はずで あると したら， どれが 真実の 
教会 か を 知 るた め に 神の 導 きを 求め 
なければ ならない。 それが， 私たち 
の 証で ある。 

今日 私たちが 世の 人々 に 伝える ベ 
きこと は 福音の 回復の メ ッセー ジで 
ある。 「しかし， たとい わたしたちで 
あろうと， 天からの 御 使で あろうと， 
わたしたち が 宣べ伝 え た 福音に 反す 
る こと を あなた がた に 宣べ伝 えるな 
ら， その 人 は のろわるべき であ 

る。」 （ガ ラテャ 1:8) これ は 厳し 

い 勧告で ある。 しかし バウ 口 は 救い 
主と その 教え を 通して 知る ことが で 
きた 真理 を 教えて いない 人々 のこと 
を 取り上げて， 消極的に 述べた ので 
は 決してない。 

きょうこ こ に 集って いる 方々 を は 
じめ， テレビ や ラジオに 耳 を 傾けて 
いる 大勢の 人々 の 前に 立ちながら， 
も し 私が パゥ 口の 説いた 同じ 福音 を 
宣べ 伝えて いなければ， パゥ 口の 言 
うのろ い を 私 も 受ける こと を 知った。 
だが， 私 は 皆様に 証す る。 この 教会 
は 地上に おける 唯一 真の 生ける 教会 
；: であり， 人々 に 救い を もたらす 福音 
の 儀式 を 執り行な う 権威 を 神から 給 
わって いる 教会で ある。 

偉大な 出来事 は， 救い主の 時代に 
教会が 組織され たこと である。 そし 
て さ らに輝 やかし いこと が 起こった 
の は， 救い主が それに 最後の 仕上げ 
をな された 時で ある。 言うまでもな 
く， 主の 大 いなる 贖罪がなかった な 


らば， それ も 不可能であった。 バウ 
口 はこの よ うに 述べて いる。 「それ は， 
時の 満 ち る に 及んで 実現 される ご 計 
画に ほかなら ない。 それによ つて， 
神 は 天に ある もの 地に ある もの を， 
ことごとく， キリス 卜 にあって 一^ つ 
に 帰せし めよ う と された ので あ 

る o」 （エペ ソ 1 ： 10) 

私たちの 教会 は， それ を 与えられ 
た 唯一の 教会で あり， 主が その 仕上 
げを 成し 終えた 教会で ある。 そして 
私たち は 今， その 時 満ちた る 神権 時 
代に ある。 

さ らに 輝し いこ とが 起って いる。 
救 L  、主が 復活 後 500 人の 群衆の 面前で 
天に 昇られた 時， 白い 衣 を 着た ふた 
りの 人が こ う 言って いる。 「ガリ ラャ 
の 人た ちょ， なぜ 天 を 仰いで 立って 
いるの か。 あなたがた を 離れて 天に 
上げられ たこの ィヱス は， 天に 上つ 
て 行かれ るの を あなたがた が 見た の 
と 同じ 有様で またお いでになる であ 
ろう。」 （使徒 1 ： 11) も し 世の 人々 
がその 出来事 を 信 じているならば， 
彼ら は 神の 予言者が 来て， それ は 成 
就され たという こと を 宣言され るの 
を 諸手 を あ げて待 つてい る はずで あ 

る 0 

ァ モス は 次の よ う に 述べて いる。 
「まこと に 主なる 神 は そのし も ベで 
ある 予言者に その 隠れた 事 を 示さな 
いで は， 何事 を もな されない。」 （ァ 
モス 3  ：  7  ) 言い換える と， 主が こ 
の時満 ちた る 神権 時代で ある 末日に， 
地上に その 業 を 確立され ると すれば， 
天に ある もの も 地に ある もの もす ベ 
て キリスト にあって 一つに 帰せし め 
るた めに， 予言者が 必要で ある。 

これまで 神 は 地上で み 業 をな す 時， 
その 頭に 予言者 を 置かれない では 何 
もな されなかった。 讃美歌に 「感謝 
を 神に ささげん， 予言者の 尊き」 と 
歌われて いる。 私たちに は 現在 生け 
る 予言者が いる。 決して 死せ る 予言 
者の 教えに だけ 頼る 必要 はない。 私 


たち を 教え， 導いて くれる 生ける 予 
言 者が いるから である。 

イエス は そのこと を はつ きりと 述 
ベて いる。 「わたしに むかって r 主よ, 
主よ』 と言う 者が， みな 天国に はい 
るので はなく， ただ， 天に います わ 
が 父の 御 旨 を 行う 者 だけが， はいる 
ので ある。」 （マ タイ 7  ：  21) さらに 
こ う 述べて いる。 

「その 日に は， 多くの 者が， わたし 
にむ かって 『主よ， 主よ， わたした 
ち は あなたの 名に よつ て 預言 した 
ではありません か。 また あなたの 名 
によって 悪霊 を 追い出し， あなたの 
名に よって 多くの 力 ある わざ を 行つ 
たではありません か』 と言うで あろ 
ラ 。 

そのと き， わたし は 彼らに はつ き 
り， こう 言おう， 『あなたがた を 全く 
知らない。 不法 を 働く 者 どもよ， 行 
つてし まえ。』」 （マ タイ 7  ：  22—23) 

これが， 権威 を 受けず， キリス 卜 
のみ 名 を 通して 働く 神の 権能 を 持た 
ない 教会に 対して キ リ ス 卜が 下した 
宣告で ある。 

さらに イエス はこ う 述べて おられ 
る。 「もし 盲人が 盲人 を 手引きす るな 
ら， ふたりとも 穴に 落ち込む であろ 
う。」 （マ タイ 15  ： 14) ィ エス はふた 
りが 盲人であった なら， 目的地に 着 
く こと はで きないと 言って おられる 
ので ある。 そこで 私たち は 自ら を 整 
えて， パゥ 口が 語った 唯一 真の 教会 
を 必ず 見出す 必要が ある。 そのため 
に は， 聖 なる 予言者の 言葉 を 調べる 
ことで ある。 

イエス はこう いわれた。 「あなたが 
たは， 聖書の 中に 永遠の 命が あると 
思って 調べて いる 力;'， この 聖書 は， 
わたしに ついて あかし をす る もので 
ある。」 （ヨハネ 5  ：  39) これ は 聖典 
を 研究す る こ と によって 達成され る 
ものである。 さらに イエス は 復活 後， 
エマオに 向かう 道で ふたりの 使徒た 
ちに 現われて こう 言われた。 「ああ， 
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愚かで 心のに ぶいた め， 預言者た ち 
が 説いた すべての こと を 信じられな 

い 者た ちょ。」 （ルカ 24:25) それ か 
ら モー セゃ 他の 予言者た ちが ィ エス 
に対して 証して いる 事柄 をす ベて 示 
された。 イエス は 弟子た ちが 聖典 を 
よ く 理解で きる よう に 彼らの 心 を 開 
かれた と ルカ は 記して いる。 

それ はま さしく ィ エスが 今日 生け 
る 予言者 を 遣わし， 御 父と 御子が 予 
言者ジ ヨセフ • スミ スに 現れた こ と 
を 通して なされて いる ことで ある。 
世の 人々 に 伝えるべき メ ッ セージで 
これと 比肩で きる もの 力； ほ 力' にある 
だろう か。 世の 人々 が 主 を 愛して い 
ながら， この メッセージ を 聞いても， 
それが 真実 かどう 力、 を 知ろ う と しな 
いのは なぜだろう 力 >。 

私 は， かって 牧師と して 働いて い 
ながら， この 教会に 加わった 多くの 
善良な 人々 を 知っている。 先週， 口 
ス アン ゼ ルスに 住んで いる ある 牧師 
から 電話が あった。 彼 は 20 年間 もバ 
プ テス ト 教会の 牧師と して 働いて い 
た。 そして モル モン 教会の 長老と 会 
い， 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス を 通し 
て 回復 さ れた こ の 福音に ついて 教え 
られ た。 すぐに 彼 は 牧師 を やめ， 教 
会の 会員に なった。 そして 今 は 近く 
の 神殿で 働いて いる。 先日の 電話 は， 
私が 宣教師 のために 書いた 書物が， 
この 神権 時代に 地上に 真理 を 回復す 
るた めに 主が どのよ うな こと をな さ 
れ たかを 理解す る 上で 大きな 助けに 
なった こと への 感謝の 言葉で あった。 

数年 前， 私 は 北西 部から 出て 来た 
ひと りの 牧師 を 改宗に 導いた ことが 
ある。 彼 は 私の 事務所 を 訪れて こ う 
言った。 「リ チヤ ーズ 兄弟， 私 はメソ 
ジ ストの 牧師であった 時， あまり 人 
々のために 尽く していなかった よう 
に 思います。 それに 比べる と 今 は， 
こ う して 回復され た 完全な 福音 を 知 
つてい ます。 ぜひ 友人のと ころに 行 
つて， 私が 見出した この 福音 を 彼ら 


に 伝えたい 気持ちで いっぱいです。 
でも 恐らく 彼ら は 私の 言 うこと に 耳 
を 貸して く れ ないで しょ う 。 私 は 彼 
らの 教会の 背教者で すから。」 

こ う して 彼 は 牧師 を やめ， ビルの 
ヱレ ベータ 一 係に なって 自立し， 教 

会に 入る 道 を 選んだ。 「私 は 今， 妻と 
ふたり で 神殿に 参入で きる 日 が 待 ち 
遠し くて たまりません。」 それ以来， 
私 はよ く 彼 を 神殿 内で 見かけ るよう 
になった。 
彼 はまた このよう にも 述べて いる。 

「教会に 入った 頃， 私はジ ヨセフ- 
ス  ミ スが 予言者で ある こ と を はつ き 

り 知っています と言う 気持に なかな 
かなれ ませんで した。 でも そのこと 
を 信じて いました。 ところが ある 日 
バロー 兄弟が 頭の 上に 手を按 いて， 
私に 神権 を 授けて くれた 時， これ ま 
で 感じた こと もない よ うな ものが 私 
の 体 を 貫く の を 覚えた のです。 これ 
まで だれも そのよ うな こと を 私に し 
て 下さいませんでした。 まさしく そ 
れは 主から 来た ものです。」 これ こそ 
人が 心 を 開いて， 主が この 地上に 回 
復 された 真理に 心から 聞き 従い， 理 
解したい と 思う 時に 与えられる もの 
である。 

ここで 私 は 自分の 著わした 書物の 
中の 一節 を 引用したい。 それ は， 「モ 
ル モンの 力」 CThe  Strength  of  the 
Mormon  Position) という/ J 、冊子 力 > 
ら 取った ものである。 この 話 は 後に， 
十二使徒 評議員 会 会員の オル ソ ン • 
F  • ホイット 二 一 長老 も， 「ある カト 
リック 教徒の 話」 の 中で 引用して い 
る。 

「しばらく 前の こと， ローマ カトリ 
ック 教徒の 学者が ユタ 州に きて， ソ 
ル トレー ク のタバ ナクルで 演説した 
ことがあった。 私 は 彼と だいぶ 親し 
くな り， 自由に 卒直に 意見 をと りか 
わした。 その 人 は， たぶん 12 力 国語 
も 話せる ような 学者で， 神学， 法律， 
文学， 科学， 哲学な どに も 通じてい 


た。 ある 日， 彼 は 私に 次のように 言 
つた。 『あなた 方 モル モン は ある 意味 
では 無知な 人です。 なぜなら 今 あな 
た 方の 占めて いる 位置が いかなる も 
のか 御存知ない からです。 全キ リ ス 
ト 教会の 中 で 存在す る 理由が あるの 
は カトリ ッ ク 教会 以外 は， あなた 方 
モル モン 教会 だけな のです。 問題 は 
カトリック と モル モンの 間の こと だ 
けです。 我々 が 正しければ あなた 方 
がまち がって おり， あなた 方が 真な 
らば 我々 は 偽りです。 問題 は それで 
終りです。 プロテスタント は 存在す 
る 意味が ありません。 なぜなら， も 
し 我々 がまち がって いれば， 彼ら は 
我々 から 芽が でた ので あるから 我々 
と同じように まちがつ ており， 一方 
我々 が 正しければ， 彼ら はずつ と 前 
に 我々 から 離れ 去つ て 背教 したので 
あるから 真の 教会と は 言えない。 も 
し 我々 がいつ も 主張して いるよ う に， 
使徒べ テロから 神の 力 （神権の 鍵と 
も 言える もの） が 継承され ているな 
ら， ジ ヨセフ' ス ミス や モル モン 教 
徒の 必要性 は 認められない。 しかし 
我々 がその よ うな 力 を もたないなら 
ば， ジ ヨセフ • ス ミスの よう な 人が 
必要に なり， モル モン 教徒の 存在 理 
由が 明らかになる 故に， 要は 福音が 
キリスト の 時代から 現代までの 永い 
間 変えられないで 続いて きた 力つ そ 
れと も それが 変えられ たために 末の 
日に 新しく 元通り に 回復 さ れ ねばな 
ら なかった かとい う 問題に おちつく 
のです。』」 （「奇 しきみ わざ」 P.  2  ， 
3) 

そ こ で 697 にの ぼ る 異な る 教会の 会 
員た ちが この 話の 妥当性 を 認めるな 
らば， 自分の 教会の 牧師た ち は 一体 
何の 権威 を 持って 儀式 を 執行して い 
るの か 知りたい と 思う だろう。 もし 
前述の 話が 真実なら ば， カトリック 
か モル モ ン のど ち ら かしかない から 
である。 私 はいつ も， カトリックと 
聖書の 双方が 一致す る こと は 決して 
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ない と 人々 に 述べて きた。 なぜなら, 
聖書 は 初期の 教会 か ら の 背教と 末日 
における 回復に ついてはつ き り 宣言 
している からで ある。 

御存知の ように， ヨハネ 力; パ トモ 
ス 島に 追放され ていた 時に， 主の み 
使い はこう 言われた。 「ここに 上って 
きなさい。 そう したら， これから 後 
に 起るべき こと を， 見せて あげよ 

う 。」 （黙示 4  ： 1 ) これ はキ リ ス ト 
が 亡くなられてから 30 年後の ことで 
ある。 み使い は， さらに サタンが 
「聖徒に 戦い をい どんで これに 勝つ 
こと を 許され， さらに， すべての 部 
族， 民族， 国語， 国民 を 支配す る 権 
威 を」 （黙示 I3  ：  7) 与えられ たこと 
を ヨハネに 示された。 これ は 明らか 
に 初期の 教会 か ら 完全に 背教が 起 こ 
る こと を 述べた もので あり， だれ ひ 
と り 例外と して 許される こと はな か 
つた。 

続いて み使い は ヨハネに 「もう ひ 


と りの 御 使が 中空 を 飛ぶ の を 見た。 
彼 は 地に 住む 者， すなわち， あら ゆ 
る 国民， 部族， 国語， 民族に 宣べ伝 
える ために， 永遠の 福音 をたず さえ 
て」 （黙示 14  ：  6)    くる と 教えられた。 
言うまでもなく， 永遠の 福音が この 
地上に 残って いるならば， み使いが 
天から それ を 携えて く る 必要 はない。 
永遠の 福音 こそ 人 を 救う ことので き 
る 唯一の 福音で ある。 従って 私たち 
が 世に 伝 える メッセージ は， 私た ち 
が この 永遠の 福音 を 持って いる とい 
うこと である。 

ぺテ D は， 「神が 聖 なる 預言者た ち 
の 口 をと おして， 昔から 預言して お 
られた 万物 更新の 時まで」 （使徒 3  ： 
21) イエス を 天に とどめて おかれた 
と 述べて いる。 私たち は その 更新の 
時 を 迎え， 真理 を 愛する 者 はだれ で 
あっても， もし 自ら 喜んで 求めるな 
らば 今生き ている と 同じよ う に 真理 
を 知る ことができ るので ある。 イエ 


スは 次の よ う に 約束して おられる。 
「わたしの 教え はわた し 自身の 教で 
はなく， わたし をつ かわされ たかた 
の教 である。 神の みこ ころ を 行おう 
と 思う 者で あれば， だれでも， わた 
しの 語って いる この 教えが 神からの 
もの 力 >， それとも， わたし 自身から 
出た もの か， わかる であろう。」 （ョ 
ハネ 7  ： 16—17) 

私たち は 今 万物 更新の 時 を 迎えて 
いる。 しかも 神が お立てになる ひと 
りの 予言者と はぺテ a であり， 万物 
の 更新 は 救い主の 再臨まで ない とい 
うこと を 私た ち は 信じる こと がで き 
ない。 それが 私の 証で ある。 皆様の 
上に 神の 祝福が あり， このみ 業が 全 
世界に 広がり， 地 を 満たす ことが で 
きる よう 祈って いる。 これら をす ベ 
て主ィ エス • キ リスト のみ 名に よ つ 
て 申し上げる。 ァーメ ン。 
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長老 見込み 会員への 勧告 


十二使徒 評議員 会 会員 


ボ イド •  K  •  ノ 、。ッ 力一 


兄弟 姉妹の 皆さん。 この 部会の 終 
わりに は キン ボ 一 ル大 管長が お 話 し 
される ことにな つてい る。 そこで 私 
はこの 部会の 始まる 前に， 長短 合わ 
せて 3 つの 話 を 準備して いる こと を 
キン ボール 大 管長に 申 し 上げて おい 
た。 聖歌隊の 発表の 間に 一枚の メモ 
が 届き， 一番 長い 話 をす るよう にと 
のこ とであった。 

こんな 話が ある。 ある ステーキ 部 
を 組織す るた めに， キン ボール 大管 
長と 共に コ 口 ラ ド州を 訪れた と きの 
ことで ある。 集会 も 終わりに 近づき， 
あと 10 分 ほどし か 残って いないのに 
キン ボール 大 管長 も 私 もま だ 話して 
いなかった。 ステーキ 部長が 私の 名 
前 を 読み上げた とき， キン ボール 大 
管長 は 私の 方に 身 を 寄せて こ う 言わ 
れた。 「どうぞ， 残りの 時間 を 全部 使 
つて 下さい。」 

私 は 1 分 間 証 を 述べて 席に 戻った。 
続いて ステーキ 部長が キン ボール 大 
管長の 名前 を 読み上げた とき， 何 か 
走り書き をして いた。 それから 立ち 
上がる と， その メモ を 私に 手渡され 
た。 それに はこう 記されて いた。 「従 
順 は 犠牲に ま されり。」 そこでき よう 
は， 彼の 勧告に 従って 話 を 進めたい 
と 思う。 

再び こ う して 実り 多い 大会 を 閉じ 


るに 当たり， 数多くの 説教に 心 を 動 
かされ， 心 カ缩り 動かされ るの を感 
じている。 その反面， 生活の 中で こ 
う した 最も 大切な 霊的な 影響 を 受け 
る ことのない 人々 のこ と を 忘れ去る 
ことができない。 

そうした 人々 の 中に， 教会員で あ 
りながら 霊的 進歩の 機会 を 逃がして 
いる 長老 見込み 会員と 呼ばれる グル 
一 プが ある。 

長老の 職 は 威厳と 誉れに 満ちた 霊 
的な 権威と 権能 を 持 つた 召しで ある。 
「見込み 会員」 という 言葉 は， 希望 
や 可能性， 将来の 展望 を 含んだ 意味 
が ある。 そこで 私 はきょうの 話 を こ 
う した 長老 見込み 会員の 方々 に 送 り 
たいと 思う。 また この メッセージ 力； 
他の 人々 に も 十分 役立つ ものである 
と 信じて いる。 

こんな こと を 申し上げ ていい かど 
うかわ からない が， 皆さん は 本当に 
心の奥底から， 教会の 一員に なりた 
いと 望んで いるだろう 力'。 何から 始 
めたら よい か 本当に わかって いる だ 
ろう 力 >。 恐ら く,!:、 の 中で こ うつぶ や 
いた ことがある だろ う。 「も しあの 時， 
止める ことができ ていたら」 「もっと 
若い 頃に チャンスが あったら」 「これ 
まで 全く 無駄な ことば かり 繰り返し 
てきました」 「も う 手遅れです」 「今 


さ ら 私の 人生 を 変える なんて とても 
できません。」 

皆さん はそう した 感情 や 思い を 断 
ち 切りたい と 思いながら， どうしょ 
う もないで いる。 「とに 力 >  く どう して 
いいかわ かりません。 何から 手 を 着 
け て いい か 検討 もっかな いの で 
す。」 

私 は 以前， ある 経験 を 通して 非常 
に 大切な 教訓 を 学んだ。 先週 日本 を 
訪問して， 再び その 経験 を 新たに し, 
私 は， その ことをこの 大会で 述べよ 
う と 思った。 

第二次世界大戦 中， 空軍の パイ 口 
ッ 卜であった 私 は， 太平洋 諸島での 
軍務 を 終えて， 1 年間 を 日本で 占領 
軍と 共に 過ごした。 もちろん， 日本 
語 も 少し は 理解で きる ようにならな 
ければ ならない。 特に 場所 を 尋ねた 
り， 食物の 注文 は 日本語で 言う 必要 
があった。 

こうして 私 は 日常の あいさつ， 多 
少の 数字， あるいは 会釈の 仕方に つ 
いて 学んだ。 そして 教会の 他の 会員 
と同じように， 勤務 外の 時間 をす ベ 
て 日本人の 伝道に 注いで いた。 そう 
した 中から， 私 はこの 非常に 難しい 
言語の 幾つか を 学んだ。 

1946 年 7 月， 大阪で 最初の バプテ 
ス マが 行なわれた。 佐 藤 龍 猪 兄弟 姉 
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妹の バプ テス マで ある。 彼らに レツ 
スン をした の は ほとんど 他の 人で あ 
つた にもかかわらず， 私 は 恵まれて 
佐 藤 姉妹に バプ テス マ を 施した。 

決して 日本が 嫌いな わけで はな か 
つたが， ただ 一つ だけ 頭から 離れな 
いこと があった。 それ は 故郷の こと 
である。 私 は 故郷の 家 を 後に して ほ 

ぼ 4 年になる。 戦争 も 終わり， どう 
しても 家に 帰りたかった。 

やっと その 日が 訪れた。 私 は も う 
2 度と 日本へ 来る こと は あるまい と 
思って， この 歴史の 頁に 終止符 を 打 
つたので ある。 

それからの 歳月 を， 私 は 教育 を受 
け， 家族 を 養う ことで 忙しく 働いた。 
私の 周囲に 日本人が いる わけで も な 
いし， 覚えた 日本語の 言葉 を 使う 場 
があった わけで もない。 それら は ぼ 
ん やりと した 遠い 過去の 思い出の 中 
に 取り残され， 26 年と いう 歳月に 押 
し 流されて いた。 そして その 記憶が 
2 度と よみがえつ てこよう と は 思つ 
て もみなかった。 そんな 時， 私 は 日 
本に 行く 責任 を 受けた。 

東京に 着いた 翌日の 朝， 私 は アポ 
伝道 部長と 共に 伝道 本部 を 出よ う と 
していた。 その 時， ひとりの 日本人 
の 長老 が ァ ボ 伝道 部長 に 日 本 語で 話 
しかけて きた。 アポ 伝道 部長 は 急用 
がで きたので， 少し 待って 下さいと 
言って 謝った。 

ァ ボ 伝道 部長 は その 長老と 書類 に 
目を通しながら， 日本語で 話 をして 
いた。 それから 一通の 手紙 を 取り出 
し， その 中の 言葉 を 指差して， こう 
言った。 「これ は，  」 

その 言葉 を 聞いて， 私 は アポ 伝道 
部長よ り も 前に， 頭の 中で 次の 言葉 
を 発して いたのだった。 「これ は 何で 
すか。」 私 は その 言葉の 意味 を 知って 
いた。 アポ 伝道 部長が その 長老に 何 
と 言って いるの かわかった。 26 年間 
の 空白 を 乗り越えて， わずか 1 晩 日 
本に いただけで， 突然 一つの 言葉が 


私の 心に よみがえ つてき たので ある。 
「これ は 何です か。」 

私 は こ の 言葉 を 26 年間 も 使った こ 
とがなかった。 2 度と 使おうと 思つ 
たこと もなかった。 しかし， その 言 
葉 は 決して 私の 記憶から 消え去って 
はいなかった ので ある。 

私 は 日本に 10 日間 ほ ど 滞在 し た 。 
最後の 旅行 は 福 岡であった。 福 岡 を 
立つ 朝， 渡 辺 兄弟 姉妹が 私 を 空港 ま 
で 送って くれた。 私 は 後の 席で 子供 
たちから 昔 覚えた 日本語 を 習って い 
た。 子供た ち は 喜んで 幾つかの 新し 
い 言葉 を 教えて く れた。 

その 時， 私の 心に ちょ う ど 26 年 前 
に 覚えた 短い 歌が よみがえつ てきた。 
それ を 子供た ちに 歌った。 

も も太郎 さん， も も太郎 さん 
おこしに つけた き びだん ご 
一つ わたしに く ださいな 

タ バナ ク ルの 指揮 を している ォ ツ 
トレー 兄弟 は， 私の 歌 を 聞いて とま 
どって いたよ うです が， …… 

渡 辺 姉妹が， 「その 歌なら 私 も 知つ 
ています よ」 と 言った ので， 私たち 
は 一緒に 子供た ちに 歌って あげた。 
それから 渡 辺 姉妹 は， その 歌詞の 意 
味 を 説明して くれた。 私 は その 意味 
も よ く 覚えて いた。 

それ は， 子供の いない ある 老夫婦 
の 物語で ある。 彼ら は 息子 を 授かる 
ように 祈って いた。 ある 日， 川で 大 
きな 桃 を 見つけ， あけて みると 中に 
赤ちゃん がいた。 そこで その子に 桃 
太郎と 名付けた。 それから 桃 太郎が 
成長して， 悪人た ちから 人々 を 救い， 
英雄に なった こ とが 述べられ ている。 

私 はこの 歌 を 26 年 前に 覚えて いた。 
しかし 自分が その 歌 を 知っている こ 
とに 気づいて いなかった。 私 は その 
歌 を 自分の 子供た ちに 歌って あげた 
こと もなければ， その物 語 を 話した 
こと も ない。 26 年間に わたって 全く 


記憶の 外に 追い やって いたので ある 

私 は その 時， 非常に 大切な 経験 を 
したと 思った。 そして 良い こと は 決 
して 忘れ去れな いこ と を 知った ので 
ある。 私が ひとたび 異なる 言語 を 話 
す 人々 の 中に 足 を 踏み入れ たと き， 
記憶が よみがえり， しかも 一瞬のう 
ちに 戻って きたので ある。 その上 新 
しい 言葉 もす ぐに 覚えられる。 

むろん， 私 はこうした 経験 を 得る 
ために は， 注意深い 心と 良い 記憶力 
を 持たねば ならない と 言って いるの 
ではない。 この 中には， 私たちす ベ 
てに 当てはまる 人生の 教訓が 含まれ 
ている。 長老 見込 会員の 兄弟た ち を 
初め， 同じような 境遇に あるす ベて 
の 人に 当てはまる ものである。 

も しあな たが 霊的な 真理に ついて 
語られて いる 環境の 中に 戻って いく 
ならば， すでに 忘れて しまって いた 
と 思って いた 記憶が いっせい によみ 
がえ つてく るであろう。 長い間 使わ 
ずに しまった ままに して 置いた 事柄 
が 突如と してよ みがえ つてく る。 そ 
して それ を 連 解す る 能力 も 高められ 
るので ある。 

もし あなた が 聖徒 たちの 仲間に 入 
ろうと 努力す るなら ば， すぐに 霊感 
された 言葉の 意味が わかる よ う にな 
るであろう。 しかも 想像で きない ほ 
どの 早 さで， あなた は 教会 を 去って 
いた ことが うその よ うな 気持ちに な 
るであろう。 もし あなたが 教会に 戻 
つてき た 時に， 今まで ずっとい たよ 
うな 気持ちに なれる としたら， これ 
ほど 大切な こと はない。 

ある 時， 私が 管理して いる ニュー' 
イン ゲラン ド 伝道 部で 宣教師の 大会 
が 開かれた。 長老た ちが 待って いる 
部屋に 足 を 踏み入れた とき， 後方の 
席に 座って いる 背の 高い 老人の 姿が 
目に 映った。 

その 老人 は 私に こう 言った。 「私 は 
74 歳に なって よ うやく この 福音 を 知 
る ことができました。」 
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そして 集会に 出席 させて 下さいと 
言って きた。 「私 はた だ もっと 知りた 
いのです。 後ろの 席で 結構です。 決 
して ご迷惑 はかけ ません から。」 

それ か らほ とん ど 涙 を 流さ ん ばか 
りの 声で 後悔の 念 を 述べて いた。 「ど 
う して 今まで この 福音に 気がつかな 
かった のでしょう 力'。 私の 人生 はも 
う 終わりです。 子供た ち もみな 大き 
くな つて， 私の もと を 離れて いきま 
した。 今 さ ら 福音 を 学んでも 手遅れ 
です。」 

私 はこの 老人に 説明した。 教会で 
しばしば 見かける 奇跡 は 教会に 加わ 
る 人 （あるいは 再び 教会に 活発に な 
つた 人） が 変わる ことで あると。 彼 
ら は 世俗的な こ の 世の 生活に 慣れ き 
つていた。 そんな 時に 宣教師に 出会 
つた。 その後 は 世に あっても， 決し 
て 世の ものと はならなかった ので あ 
る。 彼らの 思い， 感情， 行動 は 急激 
に 高められ， あたかも 長い間 教会員 
であった かの よ う になる ので ある。 

これ 力;'， このみ 業に 伴う 偉大な 奇 
跡で ある。 主 はいつ も 償いと 祝福の 
道 を 用意して おられる。 主と 交わる 
のにく どく どした 言葉 はいらない。 
特別に 日 本 語で な け れ ばな らな いと 
か, 英語で なければ ならない という 
こ と はない ので ある。 

純粋な 英知が 私たちの 心に 訴える 
神聖な 方法が あり， そうでなければ 
長い 時間 を かけて 獲得し なければ な 
らな いこと を 一瞬の うちに 知る よう 
になる ので ある。 特に 私たちが 謙 通 
になって 主 を 求める 時， 主 は 霊感 を 
与えて 下さる ので ある。 

各地の 教会 を 旅して 回り， ステー 
キ 部長 や 他の 教会 指導者と 会い， 彼 
らが 福音 を 完全に 理解し， 教会の 手 
続きと 原則に よ く 精通して いる こ と 
を 知って 驚いて いる。 そして 彼らが 
しばしば， しかも 長い 期間に わたつ 
て 不活発であった こと や， 逆につ い 
最近 教会に 入った ばか りの 人で ある 


こ と を 知って なお 一層 驚く ので ある。 
私たちが しばし ば 無駄 だ と 思って 
いた 過去 数年間が 非常に 有意義な も 
のに 変ったり， 苦しい 経験から 得た 
幾つかの 教訓が， 霊感の 光に 輝き 出 
され， 非常に 意義 ある ものと なる の 
である。 

恐らく 皆さん は， ぶどう 園の 労働 
者の たとえ 話 を 読んだ ことがあ ると 
思う。 そこ を 読んで みたい。 

「天国 は， ある 家の 主人が， 自分の 
ぶどう 園に 労働者 を 雇うた めに， 夜 
が 明ける と 同時に， 出かけて 行く よ 
うな ものである。 彼 は 労働者た ちと， 
一日 一 デナ リの 約束 をして， 彼ら を 
ぶどう 園に 送った。 それから 九 時 ご 
ろに 出て 行って， 他の 人々 が 市場で 
何もせ ずに 立って いるの を 見た。 そ 
して， その 人た ちに 言った， 『あなた 
がた も， ぶどう 園に 行きなさい。 相 
当な 賃金 を 払う から』。 そこで， 彼ら 
は 出かけて 行った。 主人 はまた， 十 
二 時 ごろと 三時 ごろと に 出て 行って， 
同じよう にした。 五 時 ごろ また 出て 
行く と， まだ 立って いる 人々 を 見た 
ので， 彼らに 言った， 『なぜ， 何もし 
ないで， 一日中 ここに 立って いたの 
カリ。 彼らが 『だれも わたしたち を 雇 
つて くれません から』 と 答えた ので， 
その 人々 に 言った， 『あなたが たも， 
ぶどう 園に 行きなさい』。 さて， 夕方 
になって， ぶどう 園の 主人 は 管理人 
に 言った， 『労働者た ち を 呼びなさい。 
そして， 最後に きた 人々 から はじめ 
て 順々 に 最初に き た 人々 にわた る よ 

うに， 賃銀 を 払って やりなさい Jo そ 

こで， 五 時 ごろに 雇われた 人々 がき 
て， それぞれ 一 デナ リず つもらつ 

た。」 （マ タイ 20  ： 1 — 9  ) 

賃金 は 十分に ある。 しかもす ベて 
の 人に 一 デナ リ ずつ ある。 朝早く 来 
た 人 も， 遅く 来た 人の ために も 主に 
感謝す る。 日の 光栄の 王国で は 部屋 
が 不足す る こと はない。 部屋 は 全員 
のために 用意され ている。 


私た ち はこ の 世で は 絶 えず 競争 意 
識に 惑わされ ている。 チーム 競争で 
は， 勝者 を 選ぶ ために 敵， 味方に 分 
かれなければ ならない。 勝者が いれ 
ば， 敗者 もい る はずで ある。 しかし 
これ は 誤 まった 考えで ある。 

主の 目から 見れば， 全員が 勝者で 
ある。 しかも 私たち は， その 勝利 を 
勝ち取らなければ ならない。 しかも 
主の み 業に おける 競争と は， 他人と 
ではなく， 過去の 自分との 競争で あ 
る。 

私 は， それが 容易で あると 言って 
いるので はない。 また 目に 見える 変 
化に ついて 語って いるので もない。 
しか し 何 ら かの 変化が ある はずで あ 
る。 決して 容易な ことで はない が， 
不可能な ことで はない。 しかも 今す 
ぐに それが 可能で ある。 

さ き ほどの たとえ 話が まだ 残って 
いるので そこ を 読んで みたい。 思う 
に， このた とえ 話の 後半 部 は， 私た 
ち 活発な 教会員の ために 述べられて 
いるよ うで ある。 

「さて， 夕方に なって， ぶどう 園の 
主人 は 管理人に 言った， 『労働者た ち 
を 呼びなさい。 そして， 最後に きた 
人々 か ら はじめて 順々 に 最初に き た 
人々 にわた るよう に， 賃銀 を 払って 
やりなさい。 J そこで， 五 時 ごろに 雇 
われた 人々 がきて， それぞれ 一 デナ 
リず つもらった。 と ころ 力；， 最初の 
人々 がきて， もっと 多く もらえる だ 
ろうと 思って いたのに， 彼ら もーデ 
ナリ ずつ もらった だけであった。 も 
ら つたと き， 家の 主人に むかって 不 
平 を もらして 言った， 『この 最後の 者 
たち は 一時間 しか 働かなかった のに, 
あなた は 一日 じゅう， 労苦と 暑さ を 
辛抱した わたしたちと 同 じ 扱いな さ 
いました わ そこで 彼 は その ひとりに 
答えて 言った， 『友よ， わたし は あな 
たに 対して 不正 をして はいない。 あ 
なた はわた しと 一 デナ リ の 約束 をし 
たで はない か。 自分の 賃銀 を もらつ 
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て 行きなさい。 わたし は， この 最後 
の 者に も あなたと 同様に 払って やり 
たいの だ。 自分の 物 を 自分が したい 
ようにす るの は， 当り まえで はない 
力'。 それと も わたしが 気前よ く して 
いるので， ねたましく 思う のか。』 こ 
のように， あとの 者 は 先にな り， 先 
の 者 は あとになる のであろう。」 （マ 

タイ 20  ：  8  —16) 

長老 見込み 会員の 兄弟た ち， 私た 
ちが 皆さんの 嘖 いのた めに どれほど 
努力 を 払って いるか 知ってい ただき 
たい。 私たち は， 皆さんが 神の 王国 
である この 教会に 戻って きて， 再び 
霊感され た 言葉 を 語る ことができる 
よう 熱心に 祈って いる。 それが 2 年 
後で あろうが 26 年後であろう 力;， あ 
るい は 死の 間際で あろ う が 問題で は 
ない。 もう 一度 申し上げる。 教会に 
立ち 帰る ことによって， あなた はす 
ぐに 多 くの もの を 得る ことができる。 
しかも 今まで 教会 を 離れた ことが な 
かった よ う な 気持ちになる ので ある。 

過去 を 振り返って みると， 皆さん 
は 必ず こ う した 経験 をした ことがあ 
ると 思う。 私たち はこの 世の 来る 前 


に 生きて いた こ と を 啓示に よって 知 
つてい る。 私たち は 自分の 経験 を 前 
世にまで さかのぼる ことができる。 

私たち は 神の 子で あり， この 世に 
生まれる 前から 主と 共に 住んで いた。 
そして 主の み 前 を 去って， 肉体 を 得 
て 試し を 受ける ために やって来た。 

ある 人 は 主の 力の 及ばない と こ ろ 
に 迷い込み， すでに 主 を 忘れて しま 
つたと 思って いる。 また 神 も 自分た 
ちの こ と を 忘れて しまったの ではな 
いかと 思う こと さえ ある。 

しかし， 26 年後に よみがえった あ 
の 日本語の 言葉の ように， 子供の 時 
に覚 え た 正義の 原則 はいつ も あなた 
から 消えさる こと はない。 

しかも 主の み 前で 覚えた ことが， 
みたまの ささやきと して よみがえる 
時， あなた は それが どこか 聞き覚え 
の ある ことのよ うに 感じる に 違いな 
い。 

そして 生活 を 変えた ことから 来る 
きまり悪 さ もやが てな くな り， すぐ 
にあな たは 神の 教会， 神の 王国に 完 
全に 適した 人になる ので ある。 あな 
たは この 神の 王国で 必要と され， あ 


なた の 経験 を 通して 語る 言葉 は， 他 
の 人々 を 救う 大きな 力と なる ので あ 

る 0 

兄弟の 皆さん， そして 長老 見込み 
会員 や 現在 それと 同じよ うな 状況に 
ある 方々 に 証したい。 イエス' キリ 
ス 卜の 福音 は 真実で ある。 私たち は 
皆さん を 愛して いる。 神権 ホーム • 
ティーチ ヤー， 扶助 協会の 姉妹， 監 
督， ステーキ 部長， 定員 会 指導者な 
ど 主の 霊感 を 通して 語る 人々 の 声， 
すな わ ち 教会の 指導者 と 呼ばれ る 人 
々 は 皆， かの ダ ビデが わが ま ま な 息 
子 アブ サ ロムに 言った ように， 「わが 

子よ， どうぞ 帰って きて 下さい」 と 
呼びかけ ている。 

家族 や 家庭に そ う した 霊性 を 感じ 
られ ない 人々 も， 神の 恵みに よって， 
荒野での 彷徨の 旅 を 終え， 再び 私た 
ちの も とに 戻って きて 語り合う こと 
がで きる ので ある。 そして 私が 知つ 
ている と同じように， 神が 生きて お 
られる こと を 証す るので ある。 イエ 
ス ♦ キリス 卜の み 名に よって 申 し 上 
げる。 アーメン。 
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人 は なぜ 罪 を 
黙認し 続ける の 力 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボ一ル 


愛する 兄弟 姉妹の 皆さん。 間 もな 
く この 年次 総 大会 も その 幕 を 閉じよ 
うとして いる。 あなた 方 もこの 大会 
から 多くの もの を 得た ことであろう。 
そう 願って いる。 

この 大会で， 大勢の 人々 が 麗しい 
証と 力強い 説教 を 述べた。 また， 数 
百万に なんなん とする 聴衆が 清い 心 
と 寛容な 気持ち を もって， これらの 
言葉に 耳 を 傾けて こられた ものと 思 
う。 私たち は， その 中から 大勢の 人 
々が， 現在 数百 万の 会員 を 擁する こ 
の 偉大な 教会に 加わる こ と を 望まれ 
る ものと 期待して いる。 

私たち はこの 福音が 真実で ある こ 
と を 知って おり， 全世界の 人々 にこ 
のこと を 証して いる。 そして， 人々 
が 過去の 偏見 や 誤解 をす ベて 拭い 去 
つて， イエス. キリストの 羊の群れ 

に 加わる よう， 私たち は 願って いる。 
汚れな く， 純粋な 福音 は， この 教会 
にこ そ あるから である。 

この 大会 中， 幹部の 兄弟た ちはい 
ろい ろな テーマで 話 をした 力；， それ 
ら はすべ て， イエス' キリストの 福 
音の 原則に 関する ものであった。 

数日 前の 記者会見 において， 次の 
ような 質問 を 受けた。 「今日の 社会で， 
あなたが 最も 憂慮して おられる こ と 
は 何です か」 と。 私 は その 記者会見 


です でに 取り上げられ ていた 教会の 
発展に 伴う 問題 を あげよ う と 思った。 
なぜなら， 現在 教会 は 著しい 発展 を 
続けて おり， 民 を 導く 指導者 を 育て 
る ことに やや 困難 を おぼえて いるか 
ら である。 しかし 喜ばしい ことに， 
私たち は 常に 前進 を 続けて いる。 

私 はこの こと を 即座に 心の中に 思 
いめぐ らし， 先の 質問に 答えようと 
したと き， アッシリアと バビ ロニ ァ 
が 世に 権力 を ふるった 時代の ことが 
心に 浮かんで きた。 私 は 今， 昨夜の 
神権 会で ロムニー 副 管長が 語った， 

旧約聖書の ベル シ ャ ザルの 物語 を 思 
い 起こして いる。 彼 は， バビロンが 
キュ ロス （クロス） 大王に 征服され 
る 前に 大 き な 勢力 を 奮った 最後の 王 
で， あの 名高い ネブカ デネザ ルの息 
子で あり， 後継者で あつ f3。 私たち 
は， エルサレム にある 聖 なる ソロ モ 
ンの 神殿 を 汚し， その 神殿から 多数 
の 高価な 品々 を 運び去った， ネ ブカ 
デネ ザルの 不敵な 略奪行為 のこと も 
思い起こした。 ペルシャ ザル 王は大 
臣 一千 人と 盛大な 酒宴 を 催し， 彼ら 
と共に 酒 を 飲んで いた。 一千 人 分の 
食事 を 用意す る こと は， 容易な こと 
ではない。 

ペルシャ ザル は， 主の 目的の ため 
にす でに 献 堂され ていた 聖 なる 神殿 


から 彼の 父が 略奪して きた 金銀の 器 
を ただなが める だけで は 飽き 足らず， 
それで 酒 を く みかわした のであった。 
彼 は 1 千 人の 大臣 だけで な く  ， 王子 
や 妻 やそば め を も 宮殿に 招いた ので 
ある。 彼に 招かれた 者た ち は， 飲み 
食いし， 金， 銀， 青銅， 鉄， 木， 石 
などの 神々 のために した ものと 

思われる。 （ダニエル 5  ： 1  一 4 参 
照） 

今日の 世の中の 様子， 特に その 放 
縦に 満ちた 様 を 思いめ ぐらし， 私 は 
歴史 は 繰り返す のではないだろう か 
と 思うよう になった。 今日の 新聞 や 
雑誌 を 読む と， ふたつの 時代の 間に 
極めて 著しい 類似点が あるよ う に 思 
われる。 多くの 場所で， 社会の 指導 
者と 仰がれる おびただしい 数の 人々 
が 盛大な 酒宴 を 設けて いる。 実業家 
やその 妻， めかけた ち も 同様で ある。 
彼ら は 酒に 酔い しれ， 放縦な 生活 を 
送り， 不道徳に 走り， 不貞 を 働いて 
いる。 これらの 記事 を 読む につけ， 
私 は 「歴史 は 繰り返す」 とつぶ やか 
ざる を 得ない ので ある。 

私 は 現代の 世の 道徳に ついて， い 
やになる ほど 多くの こと を 語って き 
た。 しかし， 主 は 教義と 聖 約の 中で 
こう 言って おられる。 「汝ら 今の 代の 
人々 に 向いて， 悔 改めの ほか 何事 を 
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も 語るべからず。 わが 誡命を 守り ま 
た わが 誡 命に 従いて わが 業 を 起す を 

助けよ。」 （教義と 聖約 6  ：  9) 

また 言って おられる。 「悔い 改 むる 
人 を 見て 彼の 悦び は 如何に 大 いなる 
か。 

これ を 以て， 汝らは 今の 世の 人々 
に悔改 め を 叫ばん ために 召さる るな 
り。」 （教義と 聖約 18  ： 13， 14) 

初期の 聖徒た ちが ミ ズー リ 州に 向 
かっていた ときに， 次の ような 主の 
み 言葉 がその 指導者た ちに 下された。 

「彼ら は 行く行く 教え を 説きて 至る 
所に 真理の 証 をな し， 富める 者， 位 
高き 者， 卑しき 者， 貧しき 者 を訪ぃ 
て悔 改め を 為さ しむべし。 

世に 住む 民 悔い 改 むる 心 あらば， 
彼らに 教会 を 建てさせよ。」 （教義と 
聖約 58  ：  47，  48) 

そのよう に， 今は悔 改めの 時代で 
あると 思う。 人々 が 自らの 状態 を ふ 
り 返り， 本来の 姿に その 生活 を 変え 
る 時代で ある。 

かって 主が シ モン • ぺ テロ に 直接 
に 戒め を 与えられ たように， 今日の 
指導者に も 戒めが 下されて いる。 「こ 
の 故に われ 汝 ら に 一つの 誡命を 与う 。 
汝ら この 民の 中に 行き， その 名をぺ 
テ 口 と 言いし 古え の わが 使徒が 言い 
し 如く この 民に 言うべし。」 （教義と 
聖約 49  ： 11) 私 は， ぺ テロが 人々 に 
その 生活 を 清く し， 罪 を 悔い改める 
よ う 絶えず 呼びかけ ていた こと を 知 
つてい る。 

ぺ テロ は 言って いる。 「愛する 者た 
ちょ。 あなたがたに 勧める。 あなた 
がた は， この 世の 旅人で あり 寄留者 
であるから， たましいに 戦い をい ど 
む 肉の 欲 を 避けなさい。 

異邦人の 中に あって， りっぱな 行 
い をしなさい。 そうすれば， 彼ら は， 
あなたがた を 悪人 呼ばわり していて 
も， あなたがたの りっぱな わざ を 見 
て， かえって， おとずれの 日に 神 を 
あがめる ようになろう。」 （I ぺ テロ 


2  ： 11， 12) 

未婚の 男女が 肉体関係 を 持つ こと 
も 今日の 世で は 普通に なって いる と 
聞く。 彼ら は， 結婚な ど も はや 必要 
ない と， いつも 声を大 にして 叫んで 
いる。 結婚す る こ となし に 一緒に 暮 
らし， 肉体関係 を 結ぶ ことに 対し， 
彼ら は ほとんど 何の 恥ら いも 感じて 
いないの である。 神が その 律法 を 変 
えられた のであろう 力、。 それとも， 
弱く， あてに ならない， 横柄な 人間 
が 勇気 を 賭して 神に 挑み， 神の 律法 
を 変えた とで も 言う のだろう 力 >。 罪 
は 過去の ことです まされる だろう 力、。 
悪魔 ははる かな 昔に のみ， 人々 の 心 

を 支配した の だろ う か。 

アブラハム は， ソ ドム ゃゴ モラ， 

その他の 低地の 町々 が 邪悪であった 
こと を 知っていた。 力 インが 語った 
ように 「わが 知るべき 主と は 何人な 
り や」 （モー セ 5  ： 16) と言う， 邪悪 
で， 神 を 信じない 者た ちが そこに 住 
ん でいた のであった。 アブラハム は， 
それらの 町の 滅ぼされる 日が 近づい 
たの を 知った とき， 彼ら を-あわれに 
思い， 「五十人の 正しい 者の ために」 
他の 者た ち を 助けて 下さいと 主に 請 
い 願った。 （創世 18  ：  24 参照） ァ ブラ 
ハム はさら に 請い 続け， 45 名の 正し 
い 人が いた ら 助けて 下さる よ う に， 
40 名， 30 名， 20 名， さて は 10 名の 正 
しい 人の ために 助けて 下さ るよう に 
と 願った のであった。 しかし それら 
の 悪徳の 町に は， 10 名の 正しい 人 さ 
え 見出せな いこと は 明らかだった。 
(創世 18  ：  24  —  32 参照） 
悪 は 続き， 罪人 は 頑として 変わら 
なかった。 彼ら は 滅びが 下されよ う 
と している こ と を 警告され ながら も 
それ を 笑い， あざけった。 そして， 
ソ ドムの 名 を 広く 知らし めた 罪深い 
行為 は 絶えて 止まなかった。 事実， 
町の 住民た ち は， 清い 御 使いた ちが 
町に 来たの を 見て， 御 使いた ち を 陥 
れょ う と 考えた。 


罪深い 男た ち は 御 使た ちの 泊まつ 
ていた 家に 押し かけ， その 入口 を 押 
し 破ろうと したので ある。 （創世 19: 
4 一  11 参照） 

アブラハム は， その 町 を 救うた め 
に， 彼が なし 得る すべての こと を 行 
なった。 しかし 民の 堕落と 放縦 はは 
な はだしく， それ を 救う こと は 不可 
能であった。 

「主 は 硫黄と 火と を 主の 所すな わち 
天から ソ ドムと ゴ モラの 上に 降らせ 
て， これらの 町と， すべての 低地と 
その 町々 のす ベての 住民と， その 地 
に はえて いる 物 を， ことごとく 滅ぼ 
された。」 （創世 19  ：  24,  25) 

歴史 は 繰り返す という こと を， 私 
たち は 目の当たりに している。 ポル 
ノ グラフ ィー， 畜淫， 同性愛が 世に 
はびこり， 自由 奔放な 生活 をす る 人 
が 増して きたの を 見る と， サタンの 
時代が 戻り， 歴史 は 繰り返され てい 
るよう に 思える ので ある。 

今日の 社会に 住む 非常に 多くの 人 
々力;'， 品の ない 姿で， 汚らわしい 言 
葉 を 使い， 奇行に 走り， 堕落して い 
るの を 見る と， サタン は その 邪悪な 
手 を 伸ばして， この 地上の 民 を 彼の 
軍勢に 引き入れて しまったの だろ う 

かと さえ 思う。 私たちの 世界 を 脅か 
している 悪 を 追い払う に 足る だけの 
正しい 人々 はいない のだろう 力、。 人 
々は なぜ 悪に 妥協し， 罪 を 黙認し 続 
ける の だろ う 力 >。 

最近 私 は； ふとした 機会に， 6 代 
前の 大 管長 会の 声明 を 見出した。 私 
は 今， その 声明 文から 多くの 箇所 を 

読んでも らいたい と 思って いる。 な 
ぜ なら， 神が 昨日 も 今日 も 明日 も， 
永遠に わたって 同 じ 神で ある こ と を 
その 声明から 思い起こせ るからで あ 

る。 神が 昔の 予言者た ちと， 救い主 
の 時代の 予言者た ち， 現代の 予言者 
たちに 与えられた 戒めから， 私たち 
は， 神が 昨日 も 今日 も， 永遠に わた 
つて 同じ 神で ある こ と を 十分に 理解 
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でき るので ある。 

私 たち は， 人間 が 状況 に 即座 に 左 
右され てし ま う 存在で あると は 信じ 
ない。 現代 は 過去の 時代と 異なり， 
人々 の 知性 は 優れ， 現代 は 過去の 時 
代に 取って代わ つたの だと 考える 人 
々がいる 力;'， 私たち は それに は 承服 
しかねる。 主 は， 過去に 下された 言 
葉 を いつまでも 守り 続けられる であ 
ろう。 そして， 自分自身と 伴侶と 家 
族 を 敬い， 正しい 生活 を 送る よう 人 
に 期待 を かけられ るので ある。 主 は 
この こと を 過去 に 何千 回 となく 繰り 
返し 述べて こられた。 

記者の 方々 に 話しながら， そのこ 
と が 私の 心に 浮かんで きたので あつ 
た 。 私たち は 現在 行な つてい ないど 
のよ うな こと を 行なえる だろう 力、 


どこまで 行なえる だろう 力'。 この 世 
において 正義 を 守り 続ける ために， 
何 を 変えれば よいだろう 力、。 もしも 
これ を 行なわなければ， バビ ロニ ァ 
人 や， 幾分 方法 は 異なる がソ ドムと 
ゴ モラ， その他の 町々 に 下された と 
同じ 滅びが 下される よ う に 思える か 
ら である。 

私たち はこの こと を 非常に 強く 感 
じている。 私たちが 福音 を宣べ 伝え 
ている 理由 はこ こに ある。 この 理由 
で 私た ち は 子供た ち に 警告 を 与 え ， 
彼ら を 教え， 青少年に も 警告 を 与え 
ている。 また， すでに 結婚して いる 
人々 に， その 結婚 を 美しく 清い 状態 
に 保つ よ う 警告して いるの もこの 理 
由に よる。 

兄弟 姉妹， この 大会 を 終える にあ 


たって 申し上げたい ことがある。 高 
い 霊性 を も つて それぞれの 家に 戻り， 
教会 幹部の 話から 得た 証と， 心に 受 
けた 深い 感動 を， 家族 や 友人， ヮー 
ド部， ステーキ 部， 支部の 会員に 伝 
えていた だきたい。 

最後に 証 を 述べたい。 私 は 神が 生 
きて おられる こと を 知っている。 ィ 
エス • キリスト は 生きて おられる。 
主 は 私たち を 愛し， 私たちに 霊感 を 
下し， 私たち を 導いて おられる。 主 
は 私たち を 愛して おられる。 主 は 愛 
ゃ悲 しみの 感情 を 持つ て おられる 御 
方で ある。 私たちが 主の はつ きり 示 
された， まっすぐな 道から それる と， 
主 は 非常 に 悲しまれ るので ある。 

この 証 を主ィ エス' キリス ト のみ 
名に よって 申し上げる。 アーメン。 
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'.^HUM';'  ェ ルド レッド •  G  • ス ミス 


実践の 時代 


大 管長 


ス ペンザ 一 • W • キン ボール 


私たち は， この 会場に おられる 方 
々 ， ならびに テレ ビゃ ラジオ で 視聴 
して おられる 方々 を この 大会に 歓迎 
したい。 また， 心からの 愛 を 皆様に 
お伝えし たいと 思う。 

本日 私たち は， 4 名の 新しい 教会 
幹部の 召し を 発表したい。 彼ら は 主 
のみ 業の 中で 特に 伝道の 業に 携わる 
ことになる。 これまで 七十 人 最高 評 
議員 会の 幹部 書記 を 務めて きた， バ 
ゥンテ フルの ジーン' R • クック 長 
老は， 七十 人 最高 評議員 会 会員に な 
る 予定で ある。 また， 七十 人 第 一定 
員 会が 組織され る 予定で ある。 この 
定員 会に は 将来 70 名の 会員が 召 され， 
7 名から 成る 会長 会が 管 連す る こ と 
になる。 本日， 3 名の 兄弟が 七十 人 
第一 定員 会に 召 される ことにな つて 
いる。 ベルギー 出身， 現在 ドイツの 
フランクフルト に 在住して いる 七十 
人の チ ヤール ズ •  A  • デ ィ デ ィ ェ兄 
弟， テキサス 州 サン アン トニ ォ から 
現在 チ リ • サン チヤ ゴ 伝道 部の 伝道 

部長 を 務めて いる 七十 人の ウイ リ ァ 
ム. ロウ セル. ブラッドフォード 兄 

弟， それに コロラド 州ト ヮォク 出身 
で ニューメキシコ 州シ プロ ッ ク に 在 
住して いる 現ァ リ ゾナ • ホルブ 口 ッ 
ク 伝道 部長で ある 七十 人の ジ ョージ • 
パ トリック' リ 一 兄弟の 3 名で ある。 


以上 4 名の 兄弟た ち は， 教会 幹部の 
責任に 就く ことになる。 これら 4 名 
の 教会 幹部 は， 後 ほどこの 大会で， 
他の 教会 幹部 と共に 皆様の 支持 を L  、 
ただく こ とに なって いる。 

私たち は 本年 2 月 と 3 月に， ブラ 
ジルの サン パゥロ と アルゼンチンの 
ブ エノス アイ レス， 次いで 8 月に は， 
台湾， 香港， フ ィ リ ピン， 韓国， 日 
本で それ ぞれ 地域 大会 を 開催 し た 。 
過去 5 年間に 開いた 地域 大会に 出席 
した 人々 は 約 11 万 4，  000 名 を 数える。 
このように 私たち は， ソルト レーク 
の 総 大会に 来る こ とので きない 人々 
のために， 大会 を 開いて いる。 

南米の 人々 のために， サン パゥロ 
に 神殿 を 建てる こと を 発表し， 次い 
で アジアに おいても， 東洋の 人々 の 
ために 日本に 神殿 を 建てる こ と を 発 
表した。 これ は 発展の しるしで ある 
と 思う。 これら ふたつの 神殿が 建て 
られ， 献 堂され る ときには， 両 地域 
に 住む 人々 にと つて， 神殿への 距離 
は 大幅に 短縮され， 時間と 経費 は 節 
約で きる ことにな り， 容易に 神殿に 
参入して， 聖 なる 儀式に あずかれる 
よ う になる であろ う 。 

人々 は， これらの 地域 大会に 出席 
する ため， 自動車 や バス， 列車， 飛行 
機， また 船で 遠方から はるばる やつ 


て 来た。 大会に 出席す るた めに， 多大 
の 犠牲 を 払った のであった。 ひとり 
の 姉妹の 手紙から 引用した いと 思う。 

「最後の 一般 大会 は 特に 素晴らしい 
会でした。 キン ボール 大 管長 は 人々 
に 別れの # 葉 を 述べて 手 を 振られ ま 
した。 そして 一同 は， 『神よ また 逢う 
まで』 を 歌い， 私たち 夫婦 は 抱き あ 
つて 涙 を 流し ま した。 

私 は 教会員で ある ことが 大きな 祝 
福 だと 思って います。」 

別の 姉妹 はこ う 書いて いる。 

「すべて 終わ りました。 何が。 li^ 
大会が。 彼ら 指導者が この 地に もつ 
と 長く 居て 下されば と 思います。 … 
…予言者の 飛行機が 到着す る 日 は ど 
しゃぶりでした。 ところ が 不思議な 
ことに， 飛行機が 空港に 着く 直前に, 
太陽が さんさん と 照り 始めた では あ 
りません か。 台風の 予報が 出て いま 
した。 し 力 >  し， 幹部の 方々 がお 帰り 
になる まで， 台風 はやって 来ません 
でした。 私 は キン ボール 姉妹に 同伴 
した 折， 彼女と 一緒に 歩け るなん て 
信じられない ことです と 言い ま した。 
すると キン ボール 姉妹 は， あなたと 
全く 変わりがないで すよ， とおつ し 
やい ました。 姉妹 は 洗濯 も すれば， 
皿洗い もす るし， 料理， 野菜 作りな 
ど， 私が すると 同じ こと を するとお 
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つし や るので す。」 

別の 手紙に は 次の よ う に 書いて あ 
る。 

「±lfe^ 大会 は 本当に 素晴らしく， フ 
ィ リ ピンの モル モン 全員に とって 貴 
重な 経験でした。 初めて 大 管長が 会 
場 を 訪れ， 会衆が 『感謝 を 神に ささ 
げん』 を 歌い 始めた とき， 私 は 泣い 
てし まい ま した。 

私た ち は マニラから さほど 遠くな 
い 所に 住んで います。 そのため， 大 
会 後 は 毎晩 家に 帰る ことにして いま 
レた。 日曜日の 大会が 終わった の は 

午後 10 時 頃でした。 そこで 私たち は， 
12 時の 外出 禁止の 合図が 鳴る までに 
帰宅し ようと 道 を 急ぎました。 とこ 
ろが 途中で， 自動車の 後輪が パンク 
してし まった のです。 それで 私たち 
は 宿泊 しなければ なりませんでした。 
幸いな ことに ひと りの 警官が 来て， 
今夜 はこれ 以上 先へ は 行けない だろ 
う から 適当な 場所 を 見付けて 泊 る よ 
うにと 言って くれました。 そこ で 私 
たち は， 外出 禁止 時間が 解除され る 
午前 4 時まで， ガソリンスタンドに 
泊り ま した。 翌日 私たち は， 大会の 
後片付け のために 再び マニラ に 戻 り 
ま した。 

統一した 服装で 「山の 如く 強く」 
を 歌 う 1, 200 名の 若人の コーラス は， 
あたかも 一人一人 がその 曲 を 作った 
人の ような 思い を 抱かせる， 心の こ 
も つた 見事な ものであった。 

各国の 政界の 指導者に 会 う 機会 を 
いただい たと き， 私たち は 彼らに， 
教会の 宣教師が その 国に ァメ リ 力の 
お金 を 持ち こんでいる だけでなく  ， 
使節の 役割 を も 果た している こと を 
説明した。 宣教師た ち は， 国民の 忠 
誠心と 愛と を 育て， 新しい 会員に 正 
直と 誠実と を 教えて いる。 現在 東洋 
の 教会員 は 約 6 万 2，  000 名 を 数えて い 
る。 

今回の 大会で も， 教会 幹部から 多 
く の テーマに 基づいて 話 をいた だく 


予定で ある。 従って 私 は， 皆様の 注 
意 を 喚起したい 若干の 点に ついての 
み 話したい と 思う。 

私たち はこれ まで 幾度 か， 菜園 を 
造り， 樹木 を 植える ように 勧めて き 
た。 そして 今年， 菜園の 数が 増した 
こと を 喜んでい る。 私たちが 車で 出 
カバナる 町 は どこでも， 以前に 見られ 
なかった 菜園が 見られる。 トウ モロ 
コシゃ トマト， 人参， 玉 ネギ， 二十 
日 大根， カボ チヤ その他が 作られて 
いる。 私たち は 皆様の 働き を 喜んで 
いる。 ワード 部の 菜園 や 地域社会の 
菜園， 隣り 組の 菜園が 造られて いる。 
私たち は， 皆様が 自分の 菜園から 新 
鮮な 野菜 を 収穫す る ことによって， 
ある 程度まで， 生活費 を减 じて こら 
れ たものと 確信して いる。 

日本の ある 兄弟から， このような 
便り をいた だいた。 「今 私 は 菜園 を 造 
つてい ますが， ジャ ガイ モが とても 
よ く できて います」 と。 

主 は エデンに 園 を 設けられ たと き 
に， 次の よ う に 言われた。 

「 …… 人の 用いん ために 備えた るす 
ベての も の 人 は その 食 う に 善 き 
こ と を 観た り。」 （モー セ 3  ：  9  ) 

「われ 主なる 神， かの 人 をと り 彼 を 
エデンの 園に 置きて この 園の 手入れ 
をな さしめ， また これ を 守らし めた 
り。」 （モー セ 3  ： 15) 

現在の 神権 時代に も 主 は 次の よ う 
に 語 つて おられる。 

「 …… 地に 満 つるす ベての もの は汝 
らに 与えら るべ し。 すなわち 野の 獣， 
空の 鳥 …… 

然り， また 汝らの 食物， 衣服， 家 
屋， 小屋， 果樹園， 野菜畑， 葡萄園 
など 何れにしても， それらの ために 
地よ り 生ずる 諸々 の 草と 善き もの， 

然り …… 地よ り 生ずる もの は， 皆 
人の 為人の 用いん ために 造られ， 眼 
を 楽しませ， また 等しく 心を悦 ばせ 
ん ためな り 。 

T こや 0' 

然り， これら は 肉体 を 健に し 元気 


をつ くるよう， 食物， 衣服， 味， 香 
りの ために 造らる。」 （教義と 聖約 
59  ： 16—19) 

ある 少女から も 次の よ う な 手紙 を 
いただいた。 「私 はお 父さんの 畑作り 
を 手伝って います。 そして 弟 は 庭の 
掃除 をして います。」 

デゼ レト ニューズ 社と ユタ 州 美術 
協会 も， ユタ 州の カル ビン • ランプ 
ト ン 知事の 提唱に よ り ， 合衆国 独立 
200 年 記念と して， 100 万 州 民の ため 
に 100 万 本の 樹木 を 植えた。 私たち は 
皆様が この こと を 真剣に 考える よう 
願って 止まない。 樹木 は 美と 祝福 を 
もたらし， 果樹 は 生活に 必要な も の 
を 提供して くれる。 

田園 地方に 住む ある 方から いただ 
いた 手紙に は， 次のように ある。 「私 
た ち は大 管長の 助言 に 従 つて 屋敷 を 
見直した のです が， 恥ずかしく なり 
ました。 私の 家 は 開拓 時代の 田舎家 
で， 普通の 納屋と 鶏 小屋， 家畜 小屋 
がつ いていました。 また， 柵 は 壊れ 
たままで した。 

私たち は 古い 納屋 を 取り壊し， 柵 
を 立て直して ペンキ を 塗 りました。 
その他の 戸外の 建物 は 白色に 塗 り ， 
納屋の 跡 は 堀り 起こして 菜園に しま 
した。 本当に 楽しい 仕事でした。 あ 
りが とう ございます。」 

ァフ リ 力の ある 行政官が 嵐で 荒廃 
した 土地 を 視察した と きのこと であ 
る。 彼 は 自動車で その 地 を 訪れて 見 
ると， たくさんの 巨大な 杉が 根 こそ 
ぎ 倒れて いた。 そして 担当 官に 言つ 
た。 「ここに 杉 を 植林し なければ なり 
ません ね。」 すると 担当 官は 答えた。 
「このよ うな 大き さの 木になる に は， 
2 千年 かか ります よ。 おまけに， 
50 年 経たない と 種 も とれません。」 

「それで は， 今す ぐに 植林し なけれ 
ば」 と 行政官 は 言った。 これ は 皆様 
に対する 勧告で も ある。 

「すべての 者に 各自の 家の ドアの 前 
を 掃かせよう。 そうすれば 全世界が 
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清められ るだろう」 と ゲーテ は 語つ 
ている。 

も う ひとつ 大切な 事柄に ついて 述 
ベたい。 今日 クリス チヤ ンの 住む 多 
くの 地方で， 人々 は聖 なる 安息日に, 
商店 を 開かせ 営業 させて いる。 これ 
を 正せる の は 私たちで ある。 もし 私 
たちが 買わない よ う にす るなら ば， 
商店 は 店 を 開けない ことだろう。 こ 
のこ とに ついても う 一度 考えて いた 
だきたい。 家庭の 夕べで 子供た ちと 
話し合って いただきたい。 今後 一切 
安息日に 買物 を しないと すべての 家 
族が 決心で きるならば， これほど 素 
晴ら しい こ と はない。 

主 イエス. キリスト は 言って おら 

れる。 「わたし を 主よ， 主よ， と 呼び 
ながら， なぜ わたしの 言う こと を 行 

わない のか。」 （ルカ 6  ：  46) 私 は 主 
が 悲しみの 気持 を も つて これ を 言わ 
れ たと 思う。 

エゼキエル 書に はこの よ う な 一節 
が ある。 「わたしの 民の ように あなた 
の 前に 座して， あなたの 言葉 を 聞く。 
しかし 彼ら は それ を 行わない。」 （ェ 
ゼキ エル 33  ：  31) 

主 を 愛して いながら， なぜ 主の 律 
法 を 破る のだろう か。 私たち は 皆様 
が， 安息日に 物 を 買う こと を やめる 
よ う 心から 切に 願って いる。 

私たち はまた， 伝道の 業 を 続けて 
いる。 今年 宣教師 は 数千 名の 増加 を 
見， 現在 約 21， 000 名に 達して いる。 
福音 を宣べ 伝える グループと して は， 
世界最大 である。 

新しい 時代が 訪れ， 南ァメ リカ や 
ヨーロッパ， 東洋， 南洋諸島 その他 
で 何千 名 も の 地元の 宣教師が 働 く よ 
うにな つたこと は， 注目に 価す る。 
私た ち は 彼 ら の 献身 と 働き に 非常に 
満足して いる。 地元の 宣教師 は 伝道 
を 始める にあたって， 言語の 訓練 を 
受ける 必要 はな く  ， ビザの 必要 も な 
い。 また， 人々 の 生活様式 や 物の 考 
え 方 もよ く 知っている。 私たち はま 


た， 全世界の 教会に おいて 地元の 指 
導 者 を 召して おり 彼らの 誠実な 態度 
と 優れた 能力 そして， 献身的な 姿 を 
目に している。 

私たち は， 離婚率の 増加に ついて 
も 心 を 痛めて いる。 離婚 はすべ て悲 
惨な 生活， 誓言の 破棄， 子供に 対す 
る 義務の 放棄と 権利の 喪失， 家庭の 
破壊 を 意味す る。 離婚 は 好ましい こ 
とで はない。 正当化で きる 離婚 は， 
ごくわず かで あると 思う。 婚姻 関係 
を 持つ にあたって は， 十分な 注意 を 
払う 必要が ある。 次いで 男女 は， 最 
善 を 尽くして， その 結婚 を 幸せに 保 
たなければ ならない。 これ は 可能な 
ことで ある。 

ほとんどの 離婚 は， わがまま や， 
その他 数々 の 罪に よる。 使徒 パゥロ 
は その 解決策 を 知っていた。 夫 は そ 
の 妻 を 愛し， 妻 は その 夫 を 愛する よ 
うにと パゥロ は 言って いる。 結婚 生 
活を 送る 男女 は， 夫婦 協力して 人 念 
に 予算 を 組み， その 通りに よく 従う 
必要が ある。 多くの 結婚 は 店先で 破 
綻を きたして いる。 無計画な 買物が 
原因な ので ある。 結婚 は 夫婦の 協力 
なしに は 成り立たない こと を 覚えて 
いただきたい。 協力して 計画 を 立て， 
家族の しっけに も 共同で あたるべき 
である。 民事 結婚が 破綻 をき たして 
いる 割合 は 非常に 高い。 私たち は， 
神殿 結婚に よ り 夫婦の 関係が 一層 親 
密な ものに なること を 感謝して いる。 

主が 次のように 言われた とき， 悲 
しみの 内に その 言葉 を 発せられ たよ 
うに 思う。 「わたしに むかって 『主よ， 
主よ』 と言う 者が， みな 天国に はい 
るので はなく， ただ， 天に います わ 
が 父の 御 旨 を 行う 者 だけが， はいる 
ので ある。 

その 日に は， 多 く の 者が， わた し 
にむ かって 『主よ， 主よ， わたした 
ち は あなたの 名に よって 預言した で 
はありません 力'。 また， あなたの 名 
によって 悪霊 を 追い出し， あなたの 


名に よって 多くの 力 ある わざ を 行つ 
たではありません か J と言うで あろ 
ラ 。 

そのと き， わたし は 彼らに はっき 

り， こう S おう， 『あなたがた を 全く 

知らない。 不法 を 働く 者 どもよ， 行 

つてし まえ』。」 （マ タイ 7  ：  21  —  23) 
家庭の 安定 は， 社会の 離婚率に か 
なり 正確に 反映され る。 

その他 数多くの 大切な 理由から， 
私たち は 若人に， 結婚 を 大切に し， 
神聖な 儀式 を 行なうた めに 聖 なる 神 
殿に 参入す るよ う に 勧めて いるので 
ある。 

私たち は 堕胎 を 禁ずる ものである。 
人々 が この 重大な 背 罪 を 犯す ことの 
ないように 願って いる。 

「当 教会 は 堕胎に （敢然と） 反対し 
ており， ごくまれな 場合 を 除いて， 
堕胎 をした り ， 堕胎 手術 を 受けた り 
しないよ う に 教会員に 勧告して いる。 


堕胎 は 今日の 最も 忌まわしく， 罪 
深い 行為の ひとつで ある。 なぜなら 
この 恐ろしい 堕胎 容認が， 性的な 不 
道徳 を もたらして いるから である。 

堕胎の 罪 を 犯した 教会員 は， 事情 
によって は， 教会の 評議員 会に よつ 
て 懲戒処分 を 受けな ければ な ら ない。 
この 深刻な 問題 を 取り扱う にあた つ 
て， 教義と 聖約 59 章 6 節に 述べられ 
ている 主の み 言葉 を 心に 留めて おく 
とよい。 『汝 盗むな かれ。 また， 姦淫 
を 犯すな かれ。 また， 人 を 殺すな か 
れ。 また 何事 にても これに 類す る こ 
と を 為す こと なかれ。』」 (finsign  「ェ 
ン サイ ン」 1973 年 3 月 号， P.  64) 

最近 ある 雑誌 記者が 次の よ う に 書 
いている。 「社会の 道徳 は， 現在 最低 
の 水準， 歴史上 類 を 見ない ほど 低い 
水準にまで 落ち込んで いる」 と。 

私たち はます ます 激し さ を 加えつ 
つ ある 暴力と 性の 退廃 を 目に しなが 
ら， 恐れ を 覚えて いる。 非常に 多く 
の 手段 を 通して， 私たちの 居間に， 
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このよう な 行為が あから さまに 伝え 
られ ている ので ある。 しかし 同時に， 
心の 励み を 覚える こと も ある。 とい 
うの は， 夕方の 早い 時間に は， 両親 
が 何の 心配 も なしに 子供た ちに 見せ 
る ことので きる テレビ 番組が， テレ 
ビ局 幹部の 好意に よって 確保され て 
いるから である。 私たち は， それが 
さ らに 拡張され るよ う 切に 願って い 
る。 神が 彼らの 義 なる 働き を 祝福し 
たまい， 私たちの 大切な 家族が この 
世の 悪から 守られん こと を。 

私たち は， 故国 を 離れて 当地に 来 
たべ 卜 ナム 国民 を 受け入れる にあた 
つて， 援助 を 与える ことができ， 喜 
んで いる。 私たち は 個人的に， 最初 
の 避難民に 会った。 異国の 新しい 環 
境の も とに 入った 彼らに 会った とき， 
私たち は， 幌馬車 や 手車で ほとんど 
何も 携える ことなし にこの 新しい 土 
地に 来た 私たちき 身の 先祖 を 思い出 
した。 現在， 数百の ベトナム人の 兄 
弟 姉妹が， 私たちと 共に 新しい 生活 
を 始めて いる。 その 中には 教会員 も 
いれば， 教会員で ない 人々 もい る。 
私たち は， 政府の 支援 金 を 受けずに, 
彼らに 住まい を 提供して いる。 しか 
し 私たちの 受ける 報い は， 救い主の 
述べられた 言葉に あるので ある。 

「わたしの 兄弟で ある これらの 最も 
小さい 者の ひとりに したの は， すな 
わち， わたしに したので ある。」 （マ 

タイ 25  ：  40) 

これらの 良き 人々 に 衣食住 を 提供 
する にあたって 援助して 下さった， 
神権 者 や 扶助 協会の 姉妹た ち， なら 
びに その他の 人々 に 感謝 申 し 上げた 

適正な 関税 を 納める ことなしに， 
物品 を 他の 国に 持ち込む ことがない 


よう， 正直であって いただきたい。 
時折， それ を 合理化す る 人々 がいる。 
隣人から だまし取ったり， 商店から 
盗んだり する ことに はち ゆ うちよ す 
る 人が， 関税 を ごまかし， 正しい 申 
告を しない こと を 当然の 権利 である 
かの よ う に 考えて いるの が 現状で あ 
る。 私たち はこの 行為 を 非難す る も 
ので ある。 すべての 点で， また 自分 
の 行なう すべての 事柄に おいて 正直 
であるよう 勧める。 この 規則に はい 
かなる 例外 もない。 これらの 納税 義 
務 その他に 厳密に 従い， 正直で ある 
ように 願って いる。 

この 総括 声明 を 終える 前に， 道徳 
に対する 教会の 立場 を 繰り返し 申し 
上げたい。 神 は 昨日 も 今日 も ，永遠に 
変わらない。 神 は ご 自身が 昔に 定め 
られた 道徳の 標準 を， 人間の 考えで 
変更し， 更新す る こと を 決して 願つ 
て おられない。 罪 は 罪で あり， 時代 
がどう 変わろ う と も 罪で ある ことに 
変わりない。 私たち は 清い 生活 を 送 
ろうと 努めてい る。 また 幼年時代 か 
ら 青年時代 を 経て， 死に 至る まで， 
いかなる 類に せよ， 婚 前の 性生活 は 
邪悪な 行為で あると 宣言す る もので 
ある。 また 既婚者 は 交わした 誓約 を 
守るべき である と 宣言す る もので あ 
る。 

つま り 繰り返し 言われて いるよ う 
に， 未婚の 男女 は 完全に 純潔 を 保ち, 
既婚者 は 完全な 貞節 を 保つべき であ 
る。 いわゆる 性 革命 論者が 秩序 や 状 
態 を 変えた こと を 私たち は 受け入れ 
る こと はでき ない。 私たち は ポルノ 
や 放縦， また いわゆる 性の 解放 を， 
あらん 限りの 力 を もって 禁ずる もの 
である。 この 不道徳な 行為 を もたら 
す 放縦 を 教え， 唱道す る 人々 は， 清 


い 標準 を 定められた 神から， いつの 
日 か 悲しい 罰 を 下される ことになる 
であろ う 。 私たち はこの こ と を 恐れ 
ている。 

ここで 再び， 救い主の 感銘 深い 言 
葉 を 繰り返したい。 「わたし を 主よ， 
主よ， と 呼びながら， なぜ わたしの 
言う こと を 行わない のか。」 （ルカ 6 
： 46) 

主 はまた 言われた。 「汝ら 今の 代の 
人々 に 向いて， 悔 改めの ほか 何事 を 
も 語るべからず。」 （教義と 聖約 6  ： 
9) 

「わたし は 人々 にな やみ を 下して， 
盲人の よ う に 歩かせる。 彼らが 主に 
対して 罪 を 犯した からで ある。 彼ら 
の 血 はち りの よう に 流され 

彼らの 銀 も 金 も， 主の 怒りの 日に 
は 彼ら を 救う ことができない。 全地 
は 主の ねたみの 火に のまれる。 主 は 
地に 住む 人々 をた ちまち 滅ぼし 尽さ 
れ る。」 （ゼパ ニヤ 1 ： 17, 18) 

私た ち は 塔の 上の 見張 り 人で ある。 
人々 に 警告し， 宣言し 続ける もので 
ある。 私たちの 手に は， ラッパが あ 
る。 力強く 吹き， 警告 を 発しな けれ 
ばなら ない。 

ィザャ は 語って いる。 「あなたに 仕 
えない 国と 民と は 滅び， その 国々 は 
全く 荒れす たれる。」 （ィ ザャ 60: I2) 

この 大会に あたって， 話 をす る 兄 
弟た ち， ならびに 話 を 聞く 皆様 方す 
ベて に 主の 祝福が あらん こと を。 そ 
して， 皆様の 心が 奮い立ち， 証が 心 
の 内に 高められ るよ うに。 神 を 主と 
仰 ぐ 国民に 祝福の あらん こ と を。 天 
の 恵みが 皆様の 上に あらん こと を。 
イエス. キリス ト のみ 名に よって 祈 

る 0 アーメン。 
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千年に 1 度 か 2 度 

十二使徒 評議員 会 会員 

ブルース •  R 'マッコ ン キー 


千年に 1 度 か 2 度， すなわち 塵よ 
り 成る 死すべき 人間が 生け る 霊の 結 
合体と なつてから 12 回 余りであろう 
か， 人知 を 超越した 途方 もな く 重要 
な 出来事が 起きて いる。 そして その 
出来事 を 契機と して， 天 も 地 も 全く 
新たな 時代 を 迎える。 

20 世代に 1 度 か 2 度， 天地 は完き 
友愛の 特' で ひとつに 結ばれる。 そこ 
で 神聖な ドラマが 繰り広げられ， そ 
れ より 後の 地上の 出来事 は， 全く 異 
なった 方向へ と 展開して いく。 

ある 時 は 静かな 園で， また ある 時 
は 火と 雷の シ ナイ 山で， あるいは 封 
じる ことので きない 墓穴の 中で， そ 
して ある 時 は 2 階の 部屋で， 主 は 人 
類の 諸事に 自ら 手 を 下され， 人類の 
救いの ためにみ こころ を 表わして こ 
られ た。 しかも それらの 出来事 は， 
ほとんどと 言って よい ほど 衆目の 届 
かないと ころで 起きて いる。 そのこ 
と を 知っていた 人間 はほんの 一握り 
にす ぎなかった。 

今から 6 千年 前に エデンの 園の 東 
で 起きた 出来事 は その ひとつで ある。 
そこで アダムと イヴ は， 人類 を 生ず 
るた めに 堕落した のであった。 もう 
ひとつの 出来事 は， それまでの 歴史 
の 流れ を 一変させる ものであった。 
神 を 信 じる 老 予言者 は 箱舟 を 造 り ， 


地の あらゆる 住民と 別れて 7 名の 男 
女と 共に 乗り込み， 水の 墓から 救わ 
れた。 

これらの 出来事の 中で 他の 追随 を 
許さな いのは， エルサレムの 城壁 外 
の ゲッセ マネと 呼ばれる 園で， 地球 
の 主が あらゆる 毛穴から 血 をした た 
らせ， 苦しみ を 負われた ことで ある。 
主 は， 悔 改め を 条件と して 全人 類の 
罪 を 自らの 身に 受けられ たので あつ 
た。 さらに アリマ タヤ 人の 墓の 中で 
起きた もう ひとつの 出来事 は， すべ 
ての 生ける 霊の 結合 体の 生涯に 影響 
を 及ぼす ことと なった。 ひとりの 完 
全な 御 方の 罪な き 霊が， 神の パ ラダ 
イスから， かって 槍で 突かれ 今は栄 
光の 不死 不滅 となつ た 体に 戻 つたの 
である。 

しかし それに も 増して ここで 触れ 
なければ ならない ひとつの 出来事 が 
ある。 それ は， この 啓示に 基づく 宗 
教の最 も 偉大な 真 通 と 称される ほど 
重要な 出来事で ある。 1820 年の 早春 
の ある 美しく 晴れ わたった 日， ニュ 
一 ョ ーク州 パル マイ ラの 町はずれの 
森で 起きて いる。 それ は 4 月 6 日の 
ことであろう 力 > 。恐らくそう であろ 
う。 少なく と もそう 言い伝えられて 
いる。 それ はと も かく と して， その 
日の 出来事 は， その 日から かの 大ぃ 


なる 終りの 日に 至る までの 間に 生 を 
受ける 数十 億と も 何百 億と も 知れぬ 
天父の 子ら の 救いに 大きな 影響 を 与 
える ことにな つた。 その 終りの 日に， 
御子 は 汚れない 状態で 王国 を 天父に 
引き渡 ざれる。 

モリ アン キュメ ルがゼ 一 リ ン 山に 
向かって 「移れ」 と 命じた とき， 山 
は 実際に 移った。 また， モー セが海 
に 向かって 「分れよ」 と 命じた とき， 
海 は 左右に 分れて 壁と なった。 そし 
て ヨシ ユア 力;' 「日よ， とどまれ， 月 
よ， やすらえ」 と 命じる と， そのよ 
うにな つた。 しかしながら， これら 
の 事柄 を あの 春の 朝， ニューヨーク 
州 西部の 森 で 起きた 出来事 に比べて 
みれば， みな 取る に 足らない 小さな 
ことば かりで ある。 

私たち は， この 輝け る 朝の 天来の 
奇跡に 対して， 礼拝と 感謝の 思い を 
胸に 満た しつつ 畏敬の 念 を もって 思 
い を はせ る。 ではまず， 天が 開けて 
奇跡が 行なわれる 背景に ついて 眺め 
てみ る ことにしよう。 

かの 恵みの 年， 1820 年 は， それ ま 
での 1,400 年間と 同様， 暗黒が 地 を 覆 
い， 人々 の 心が はなはだしく 暗く 閉 
ざされ た 年であった。 山々 が 福音の 
光に その 姿 を 浮かび上がらせ ていた 
頃， 世 はい まだ 霊的な 暗闇の 中に あ 
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り， 空に は 暗雲が 低く たれこめ てい 
た。 天使の 導き はなく， 神の み 声 は 
聞かれず， 造り 主の み 顔 を 拝す る 人 
間 はいない。 賜， しるし， 奇跡， そ 
の 他 古代の 聖徒た ち に 授け られ てい 
た あらゆる 特別な 賜 は， もはや 心に 
信仰の 根 をお ろ した 人々 の 共有す る 
もので はなくな つていた。 示現 は 止 
み， 啓示 はなく， 天 は 閉ざされ てい 
た。 古の 時代， 選民の 上に 注がれた 
正義 は も はや 人々 の 上に 降 り 注がれ 
なくなった。 

死者の よみがえり はなく， 盲人の 
目が 開かれる こ と も 聾者の 耳が その 
機能 を 回復す る こと もなかった。 そ 
の 行ないが 天に おいても 地に おいて 
もつな がれる という 正統な 権能 を 有 
する 者が いないの である。 パゥロ は 
福音 を 説き， ぺテ 0 は その 福音の た 
めに 死んだ。 その 同じ 福音が， も は 
ゃキ リ ス ト教 各派の 説教 壇から 宣べ 
られる こ とがなかった ので ある。 

背教が 極限にまで 達し， 全世界が 
く まなく その 闇の 中に 埋没して いた 
ので ある。 かの 卑しい ナザレ 人の 宗 
教は どこに も 見出せず， すべての 宗 
教， 教派が 邪道に 陥って いた。 サタ 
ンは 歓喜し， その 使いた ち は あざけ 
り 笑って いた。 当時の 社会 や 宗教 界 
は， みなこの ような 状態であった。 

しかし， 万物 を 知りた まい， この 
世と 地獄の いずれに 対しても 力 を 持 
つて おられる 神の 深い 知恵に よ り ， 
約束され ていた 回復の 時が 訪れた。 

1820 年， 偉大なる ヱ ホバは 世の 始め 
から 聖 なる 予言者た ちの 口 を 通して 
語って こられた 万物 更新の 業 を 開始 
される ことにな つたので ある。 こう 
して 子孫の こ と について アブラハム， 
イサク， ヤコ ブと 交わされ ていた 誓 
約が ま さ に 成就され る こ と になった 
ので ある。 

植え込み， 刈り取る 季節に なると， 
ぶ ど う 園の 主人 は 必要な 人数 をぶ ど 
う 園に 送る。 人々 の 間にお ける 主の 


み 業 は 人に よって 行なわれ るので あ 
る。 すなわち， 選ばれた 者た ちが 主 
の 僕と なって 働く。 このよう にして， 
定められた 時に， 定められた 人ジョ 
セフ 'ス ミス 'ジュ ニァが この 世に 
誕生した。 この 偉大な みたまの 人に 
ついては 次の よ う に 言われて いる。 
「主の 予言者に して 聖 見者な る ジ ョ 
セフ 'ス ミス は， ただ イエス' キリ 
スト を 除く の ほか， この 世に 生を受 
けたる 何人よ り も この 世に 於け る 人 
類の 救いに 尽 したり。」 （教義と 聖約 
135:  3) こうして この 予言者 は， 予 
任されて いた 通り， 偉大な 末日の 業 
の 先駆者 となった。 

聖 なる 市シ オン を 築く ために 主が 
エノ ク を 必要 とされた とき， エノ ク 
は そこにいた。 イスラエルの 偉大な 
る 立法者 モ 一 セ を 主が 必要 とされて 
いた ときには， そこに モー セ がいた。 
また 約束され たメ シァが 人々 を嘖 う 
ために 自らの 命 を 捧げる 時が 来たと 
き， 大 いなる 救い主 は そこに おられ 
た。 そして， 「時 満ちた る Wt 時代の 
先駆 をな す」 者と して， 偉大な 末日 
の 予言者 ジ ヨセフ' スミ スが そこに 
いたので ある。 

主はジ ヨセフ' スミ スに 次の よ う 
に 言って おられる。 「地の いや 果 にあ 
る 者 すら 汝の名 を 訊ね， 愚なる 者 ど 
も汝を 嘲弄し， 地獄 は汝に 向いて 怒 
り を 起さん。 

然るに 心の 潔き 者， 賢き 者， 貴き 
者， 徳 ある 者た ち は汝の 手の 下よ り 
いさめと 権威と 祝福と を 常に 求め 
ん。」 （教義と 聖約 122:  1,2) 

1820 年， まさに 時 は 熟し， みこ こ 
ろに かなう 人が そこにいた。 時 を 待 
たずして 示現 は 開け， 福音の 真理の 
燃えさ かる 炎 は， 主の ぶどう 園に は 
び こる 宗派の いばらと 雑草 を 焼き 尽 
くす こと となった ので ある。 

その 日に 備える かの よ う に， 将来 
の 主の 予言者の こ と を 知らぬ まま ひ 
つ そり 平和な 時 を 送って いた 開拓地 


域に は， 宗教に 対する 関心と 不安が 
高まって いた。 堕落した キリスト教 
界の 牧師た ち は 狂った よ う に 自分の 
宗派の 教え を 説き， 「ここ を 見よ」 
「かしこ を 見よ」 と 叫んで いたので 
ある。 （ジ ヨセフ 'ス ミス 2  ：  5) 

宗教 を 公言す る 者た ち はみ な， あ 
ら ゆる 理屈と 跪 弁 を 弄して， 自らが 
救い を もたらす と 信ずる 組織に 改宗 
者 を 得よ う と していた。 それ はやが 
て 激し 、感情の 対立 に ま で 発展 し ， 
大勢の 人々 は 互いに 苦々 しい 気持 を 
抱いて いた。 そして 「言葉の 争いと 
信念の 動揺」 力 >ら 憎悪が 広がり， 人 
々はいろ いろな 宗派に 分裂して しま 
つ たので ある。 （ジ ヨセフ' ス ミス 2 
： 10) こう した 論争の ただ 中に あつ 
て， 将来の 神の 予言者 は 自分の 胸に 
何度もこう 問い かけた。 「私 は 何 を 為 
すべき 力 >。 すべて これらのと もがら 
の 中， 何人が 正しい か。 或いは 彼ら 
は 共に こと ごと く 間違って いるの 力、。 
も し 彼らの 中で 誰かが 正しい とする 
ならば， それ は 何れであって， どう 
して， それが わかる のか」 と。 （ジョ 
セフ • ス ミス 2  ： 10) 

神が 聖 なる 「言葉」 である イエス- 
キリスト  に 命 じて 生け る 光 を 輝かせ 
たまい， 真理 を 求めて 思い悩む 少年 
の 心 を 照らした もうた の は， まさに 
この 時であった。 

聖典 を 調べ， 福音の 真理 を 心に 銘 
記して いただきたい。 この 世に おい 
て 永遠の 生命の 言葉 を 心 ゆく まで 味 
わい， 来たるべき 世に おける 不死 不 
滅の 光栄 を 待ち望んで いただきたい。 
予言者た ちが 記した 言葉 を 残らず 読 
み， 深く 考え， 祈って 欲しい。 これ 
こそ 主力;， 主の 聖 なる 言葉に 対して 
私たち 人間に たどって 欲しい と 願つ 
て おられる 道で ある。 時の 始めから 
終りに 至る まで 万事 を 見通し， すべ 
ての 子供た ち を 愛と 慈悲の 下に 治め 
て おられる 神 は， この 進歩と 啓示の 
道に， そのみ 手 を もって 少年 ジョセ 
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フ を 導かれた のであった。 

当時 15 歳の ジ ヨセフ は， これから 
まさに 見よ うとして いる ことのた め 
に， また そのこと について 述べた 証 
のために， 2 千年の 後に は 殉教 を遂 
げ るので ある。 そして 彼が 読んだ ャ 
コ ブ 書の 1 節が， 予言者の 手に な る 
聖 なる 書の 中で も 最も 大きな 影響 を 
及ぼす こ と となった ので ある。 

モー セは 次の よ う な 偉大な 宣言 を 
下して いる。 これ は， 多くの 人々 が 
旧約聖書 中最 も 価値 ある 言葉と みな 
している ものである。 「イスラエルよ 
聞け。 われわれの 神， 主 は 唯一の 主 
である。 

あなた は 心 をつ く し， 精神 をつ く 
し， 力 をつ く して， あなたの 神， 主 
を 愛さなければ ならない。」 （申 命 6 
： 4  ,  5) また 主 イエス も， 愛と 奉 
仕に ついて 述べた この 言葉 を 取り 上 
げ， 第一の 大切な 戒めと して おられ 
る。 

次の 聖句 は， 新約の 時代に 語られ 
た 最も 偉大な ものと して， 大方の 人 
が 認める ところの ものである。 「神 は 
その ひとり 子 を 賜わった ほどに， こ 
の 世 を 愛して 下さった。 それ は 御子 
を 信じる 者が ひと り も 滅びないで， 
永遠の 命 を 得る ためで ある。」 （ョハ 
ネ 3  ： 16) 

この種の 聖句 がいかに 重要で あり ， 
なおかつ 人々 の 生活に 大 き な 影響 を 
及ぼして いる 力、 いくら 語っても 語 
り 尽くせない。 ヤコ ブの 言葉 は， 最 
初の 示現への 扉 を 開き， すべての 人 
が この 末日に おける 神の み 業 を 知る 
ことので きる 方法 を 私たちに 教えて 
いる。 この 短い 言葉に は， 予言者の 
口 を 通して 語られた どの 言葉よ り も 
力強い 意味が 含まれて いるので ある。 
すなわち， やがて 改宗者 を もって 全 
地 を 覆う という 神の 最も 大ぃ なるみ 
業の 先駆けと なった のが， この 聖句 
であった。 

こう 書いて ある。 「あなたがたのう 


ち， 知恵に 不足して いる 者が あれば， 
その 人 は， とがめ もせずに 惜しみな 
くす ベての 人に 与える 神に， 願い 求 
める がよ い。 そうすれば， 与えられ 
るであろう。」 （ヤコ ブ' 1 ： 5  ) 

何 と 平易 で 簡潔 で 純粋 な 言葉 で あ 
ろう 力'。 時 を 超えて すべての 人々 に， 
彼ら を 造られた 神の みこ ころ を 知る 
方法 を 告げた 言葉が ここに ある。 こ 
れ こ そ 新約 時代の 最後の 予言者の ひ 
と りが 聖霊の 導く ままに 書き記した 
言葉， 末日の 最初の 予言者の 胸に 深 
い 感銘 を 与え 最も 大 いなる 福音の 神 
権 時代 を 先導す る 役割 を 果た した 言 
葉な ので ある。 

人よ， あなた は 知恵に 不足して は 
いないだろう 力'。 どの 教会が 正しく 
どれに 加わ るべき か 知 つてい る だろ 
うか。 もっと 多くの 知識 を 必要と し 
てはいないだろう 力 >。 時間と 空間と 
いう 障害 を 乗り越えて， 永遠の 見地 
から 物事 を 見る ことができる だろ う 
か。 

では， 神に 願い求めて いただきた 
い。 神に まみえ る こと を 求めて いた 
だきたい。 あなたの 造り 主 を 信頼し， 
真理と あらゆる 義の 源で ある 御 方に 
心 を 向けて いただきたい。 

しかしながら， その 願いに は 条件 
が 伴う。 ヤコ ブ はこ う 記して いる。 
「ただ， 疑わないで， 信仰' を もって 
願い求めなさい。 疑う 人 は， 風の 吹 
く ままに 揺れ動く 海の 波 に似てい る。 

そ う いう 人 は， 主から 何 か をいた 
だける ものの よう に 思 うべき ではな 
い。」 （ヤコ ブ 1 ： 6  ，   7  ) 

まさに 歴史の 分岐点であった。 

神の みたまが 静かに 暗黒の 世に 下 
り 始め， まだ 世に 生 を 受けて いない 
人の 霊が 「光 あれ」 との 宣言 を 待ち 
も う けて いたちよ う ど そのと き， 若 
きジ ヨセフ は 神に 導かれ， 偉大な 光 
明と 真理の 時代の 先駆け と なった か 
の聖 句に， 思い を はせ ていたの であ 
る。 


「どの 聖句 にも まさって， この 時 ほ 
ど こ の 言葉が 私の 心に 力強 く 迫って 
来た こと はない。 それ は 私の 心の底 
という 底 を 大きな 力で 貫き通す よ う 
な 気がした。 私 はこの 言葉 を 再三 再 
四 思いめ ぐらし …… 」 （ジ ヨセフ 'ス 
ミス 2  ： 12) 

これが 神の 方法で あり， 聖 きみた 
まの 働きで ある。 ヤコ ブの 言葉 は， 
心 を 神に 調和させる 人々 以外に は 決 
して 知る ことので きない ある 力 を も 
つて， 偉大な 末日の 予言者の 心に 深 
く 浸透して いったの である。 

そ の 地方 全域 を 憎悪 と 混乱 に 陥れ 
ていた 宗教 上の 論争に ついて， ジョ 
セフ 'スミ スは 次の よ う に 語って い 

る。 「種々 な 教派の 宗教 教師た ち は， 
聖書の 同じ 章句 をめ いめい 非常に 異 
つて 解釈し， その 結果 人が 聖書に 訴 
えて 疑問 を 決しよ う とする 信頼 を こ 
と ごどく う ち こわして いたから であ 
る。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 12) 

彼 は 神に 願い求めなければ ならな 
かった。 すべての 人が そうで ある。 
そして 彼 は それ を 実行した。 家から 
さほど 遠くない 森に 入り， 人目に つ 
かないと ころで ひと り ひざ まづ いて 
祈った ので ある。 彼 は 身 も 霊 もす ベ 
て 造り 主に 託し， 心の 願い を 神に 訴 
えた。 

人類の 将来 と 希望が 開かれ る 時で 
あった。 陰う つな 背教の 闇の 中に 一 
条の 光が 投じられ， 天地創造 のとき 
の あの 「光 あれ」 との 宣言が 再び 発 
せられる 時であった。 そして， 福音 
の 光， 永遠の ことばの 光が， 今 まさ 
に 全地に 降り注がれよ う と していた。 

し 力 >  し， 重大な 事柄 は 容易に 進む 
もので はない。 地 を 揺るがす ような 
出来事 は， 山 ほどの 抵抗に あう もの 
である。 すべての 物事に は 反対の も 
のが ある。 真の 教会 を 見出そう とす 
る 人 は， 世の 反対に あう ので ある。 
ジ ヨセフ. ス ミス も 例外で はな かつ 

た。 
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祈り 始める や 否や， 悪魔の 軍勢が 
恐るべき 力 を もって 戦い をい どんで 
きた。 ジ ヨセフ はこう 語る。 「 …-' 私 
は 何と も 知れぬ 力に よって 捉えられ， 
ついに 私 は 全く 抵抗力 を 失った。 ま 
た その 力 は 私の 舌 さえ しびれる 程の 
驚くべき 力 を 振った ので 私 は 物言 う 
こと もで きなかった。 そして あたり 
は だん だん 暗 くな り， 一時 は あた か 
も 私 はこの まま 急に 死んで しま う 力 > 
のように 思われた。」 （ジ ヨセフ 'ス 

ミス 2  ： 15) 

これが サタンの やり 口で ある。 天 
に 住まう 神が， あらゆる 時代 を 通じ 
て 最も 大 いなる 光 を この 世に 送ろ う 
とされた とき， 悪魔の 軍勢 は， 彼ら 
の 暗黒の 王国に おいて 最も 深い 闇と 
罪悪と を もって 対抗した ので ある。 
約束され ていた 回復の 業に 対して こ 
のように 戦い をい どん だ 私た ち の 共 
通の 敵 ルシフ i ルは， 成就した この 
み 業に 対して 今 もな お戦い を 企てて 
いる。 

「しかし， 私 は 自分 を 捉えた この 敵 
の 力から 何と ぞ 逃れし めた まえと， 
全力 を 振り しぼって 神 を 呼び 求めた 
が， 私が 今にも 絶望に 打ち沈んで わ 
が 身 を 破滅に 任せよ う と した その 瞬 
間， それ は 考えた だけの 滅亡と いう 
ような もので はなく， 目に 見えぬ 世 
界 から 来た 何と も わからぬ 生き 者で， 
全く これまで 私が どんな 者に 逢って 
も 覚えた ことのない 程の 驚くべき 強 
い 力 を 具えた 者の 力に 打ち 負けて， 
わが 身 を 見捨てよ う と した その 瞬間， 
この 非常な 驚きの 瞬間で ある， 私 は 
自分の 真上に 太陽に も 増して 輝 や く 
一つの 光の 柱 を 見た。」 （ジ ヨセフ • 
ス ミス 2  ： 16)  • 

こうして 天 は 裂け， 幕 は 開かれた。 
長い間 閉ざされ 続けた 天から 祝福が 
雨の よ うに 降り注ぎ， 光明と 真理， 
そして 啓示と 奇跡の 時代が 遂に 到来 
したので あった。 


神の 偉大な 末日の み 業の 開始に は， 
時， 必要性， 人， 神の みこ ころ， こ 

れらの 条件が すべて 整って いた。 天 
変 地異 は 起こらなかった。 シ ナイ 山 
の 雷と 雲の よ う な 先触れはなかった。 
それ はマグ ダラの マリヤが， 開かれ 
た 墓の 前で 復活され た 主に 「ラボ 
二」 と 畏敬の 念 を もって 呼びかけた 
ときの， あの 静寂の 中で 起こった 出 
来 事であった。 

そして この 瞬間， 重々 しい 暗黒 は 
吹き払われ， かって 人に 下され 記録 
された 中で 最も 崇高な 示現が 開かれ 
て， 古代の 神々 が 再び そのみ 姿 を 現 
わされた ので ある。 

「私 は 自分の 真上に 太陽に も 増して 
輝 やく 一つの 光の 柱 を 見た。 そして 
その 光の 柱 は 次第に 下りて きて， 光 
はついに 私の 上に ふり 注いだ。 

その 光の 柱が 現われる や 否や， 私 
はわが 身 を 縛った 敵から 救い出され 
た 事に 気が付いた。 そして その 光が 
私の 上に 留 つた 時， 私 は 筆紙に 尽し 
難い 輝きと 栄光と を 有ち たも う 二人 
の 御 方が 私の 真上の 空中に 立ちた も 
うの を 見た。 そして その 中のお 一人 
が 私に 言葉 を かけて 私の 名 を 呼びた 
まい， 他のお 一人 を 指して 『こ はわ 
が 愛子な り， 彼に 聞け』 と 仰せられ 
た。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 16, 17) 

この 御 方 こそ 天に おられる 大 いな 
る 神で ある。 何とい う 驚異で あろ う 
か。 天が 開かれ 幕が 開き， 宇宙の 造 
り 主が 降りて 来られる。 そして， 天 
父 と 御子が 地上の 人間 に 言葉 を かけ 
られ るので ある。 再び 聞かれる 神の 
み 声， 神 は 死んだ のではなかった。 
実際に 生きて おられ， 言葉 を かけら 
れる。 私たち は 今や， 古代の 人々 と 
同じよう に 神の み 言葉 を 聞く ので あ 
る。 

ジ ヨセフ 'ス ミス はこう 語る。 「私 
が 主に 伺おうと した 目的 は， 私が 何 
れに 加入す ベ きか を 知る ため にす ベ 


ての 教派の 中で 何れが 正しい か を 知 
る ことであった。 それで 私 はわれに 
返って 言葉が 出せる よ う になる や 否 
や， 私の 真上で 光に 包まれて 立ちた 
もう 御 方に， すべて これらの 教派の 
中で 何れが 正しい かそ して 私 は 何れ 
に 加わるべき か を 伺った。 

ところが その 御 答えに 『汝は その 
何れに も 加わるべからず， 彼ら こと 
ごとく 誤れる を以 つてな り J と 言い 
たもうた。 そして， 私に 話しかけた 
もうた その 御 方 は 『彼らの 信条 はこ 
と ごとく わが 目よ り 見て 悪むべき も 
のな り。 また 彼ら 信条 を 口にする 者 
たち はこと ごとく 腐敗せ り。 また 彼 
らは唇 もて われに 近づけ ど， その 心 
はわれに 遠ざかれり。 彼ら は 人の 誡 
命 を 教えと して 教え 神 を 敬う 様 をす 
れ ども 神の 力 を S む』 と宣 うた。」 
(ジ ヨセフ. ス ミス 2  ： 18， 19) 
千年に 1 度 か 2 度， 新しい 扉が 開 
かれる。 この 世に おいて 平安 を 得， 
来たるべき 世に おいて 永遠の 生命 を 
受け継 ぐ 者に な りたい と 望む 者 はみ 
な， その 扉 をく ぐらなければ ならな 
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20 世代に 1 度 か 2 度， 新たな 時代 
の 世が 明ける。 東から 照る 光 は， 人 
の 心から 地の 闇 を 追い払う。 

人目の 届かない ある 静かな 森の 中 
で， 天と地との 親しい 交流が あった。 
1820 年 春の 二 ユー ョ ーク州 パル マイ 
ラで のこと である。 そして， これに 
比肩し 得る 出来事 は， もう 二度と 起 
こ ら ない。 

人間が 神 を 求め， 神が それに 答え 
られ た。 

ジ ヨセフ. スミ スが 天父と 御子に 
まみえ た。 

私 はこの こと を 知って おり， それ 
を 証す る。 ィヱス は 神の 御子で あり， 
私たち は その 証し 人で ある。 主ィヱ 
ス. キリスト のみ 名に よ り 申 し 上げ 
る。 アーメン。 
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幼な 子の 信仰 


十二使徒 評議員 会 会員 


卜 一 マス モンソン 


大会の 時節 は， 1 年のう ちで も 何 
と 素晴らしい 時であろう 力、。 ソルト 

レーク • シティ 一の テン プル ス クウ 
1 ァは， 主の み 言葉 を 聞く ために 遠 
くから やってく る 何千 何 万の 人々 の 
集合場所 となる。 きょうこの タバナ 
クルに は， あふれる ばかりの 人が 集 
まっている。 なつか しげな 会話が 合 
唱団の 歌と 祈り や 説教 を 述べる 人の 
声に 変わる と， うるわしい 敬虔な 雰 
囲 気が 場内 を 満たす。 

皆さんの 顔 をな がめ， 真理への 信 
仰と 献身 を 目の あた り にし 私 はへ り 
く だる 思い を 覚えて いる。 歴史 を 経 
た 座席の 堅さ は 年月 を 越えて も いつ 
こうに 変わらず， 座り 心地 も 悪い と 
いうのに， 皆さん は 辛抱強く 腰かけ 
て おられる。 

特に， 会場の 子供た ちに 感謝して 

いる。 左手の 二階 席に は， 10 歳 ほど 

の かわいい 少女が 座って いる。 その 
女の子の 名前 も， どこから 来たの か 
も 私 は 知らない。 その 汚れない 笑顔 
とや さしい 眼差し を 見て， 私 はきよ 
うのこれ からの 時間， 準備して いた 
話 を やめて， あなたに 話 をしたい と 
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私 は あなた 位の 少年であった 頃， 
私に も 日曜 学校の 教師が いた。 彼女 
はよ く 聖書から， 世の 救い主， 贖い 


主で ある ィ エスの 話 を 読んで く れた。 
ある 日 彼女 は， イエスの もとに 連れ 
て こられた 幼な 子の 話 をした。 イエ 
スに， 子供た ちの 頭の 上に 手 を按ぃ 
て 祈っても らいたかった からで ある。 
イエスの 弟子た ち は 子供 を 連れてき 
た 人々 を 叱った。 「それ を 見て イエス 
は 憤り， 彼らに 言われた， 『幼な 子ら 
を わた しの 所に 来る ままに してお き 
なさい。 止めて はならない。 神の 国 
はこの ような 者の 国で ある』。」 （マル 

コ 10  ： 14) 

以来ず つ と 私 は その 曰の レッスン 
を 忘れる こと はでき ない。 つい 数 力 
月 前 も， 私 は その 意味 を 再認識し， 
その 力に あずかった。 私の 教師 は 主 
であった。 そのと きの 経験 をお 話し 
たいと 思う。 

ソルト. レーク • シティ 一の はる 力、 
遠く， ルイジアナ 州 シ ュ リ ブ ポ 一 ト 
から 130 キロ ほどの 所に， ジャック. 
メス ビン 家族が 住んで いる。 彼ら は 
末日 聖徒 ィ エス 'キリス 卜 教会の 会 
員で ある。 つい 最近まで 愛らしい 娘 
さんがいて， 家中 を 明るく していた。 
その 名前 を クリスタルと いう。 し 力、 
し 彼女 はわず か 10 歳で こ の 世の 生涯 
を 閉じた のだった。 

ク リ ス タル は 家の まわりの 広々 と 
した 農場 を 駆け まわる のが 好きだつ 


た。 乗馬が 得意で， 4  H クラ ブの成 
績も すぐれ， その 地方 や 州の 博覧会 
で 賞 を もらって いた。 彼女の 将来 は 
まさに バラ 色で， 毎日 は 楽しかった。 
ところが そんなと きに， 足に 異様な 
はれ 物が 見つかつ たので ある。 ニュ 
一才 リ ンズの 専門医 は 診察の 結果， 
がん 腫と いう 診断 を 下した。 足 を 切 
断し なければ ならなかった。 

彼女 は 手術に よって 回復し， いつ 
も 陽気に， 不平 を 言わず 毎日 を 過ご 
していた。 しかし それから， 医師た 
ち は， がんが 小さな 肺に 転移して い 
るの を 発見した。 メス ビン 家の人た 
ち は， それでも あきらめず， クリス 
タルが 教会 幹部から 祝福 を 受ける こ 
とがで き るよう に， ソルト レーク' 
シティ  ー^^ ^ の 飛行機の K を 計画した。 
メ ス ビン 家 は 教会 幹部に ひと りの 知 
り 合い もなかつ たので， クリスタル 
に 全 教会 幹部の 写真 を 見せて 選ばせ 
たのが， 偶然に も 私であった という。 

クリスタル は ソルト レーク • シテ 
ィ 一まで 来る ことができなかった。 
病状が 悪化した せいで ある。 死 は 近 
づ いていた。 しかし 彼女の 信仰 はぐ 
らっかなかった。 彼女 は 両親に こう 
言った。 「ステーキ 部 大会 はま だ？ 教 
会 幹部 もい らっしゃ るんで しょう。 
きっと モンソン 兄弟よ。 私が 行けな 
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いから 主 はき つと モン ソ ン 兄弟 を 私 
の 所に 送って 下さる はずよ」 と。 

一方 ソル トレー ク • シティ 一で は， 
シ ュ リ ブ ボー 卜の ことな ど 知る すべ 
もない のに， 珍しい ことが 起きて い 
た。 ルイ ジ アナ 州シュ リ ブ ポー 卜で 
ステーキ 部 大会が 行なわれる 週に， 
私 は テキサス 州の エルバ ソ へ 行 く 責 
任 を 受けて いた。 ところ 力;， エズラ' 
タフト • べンソ ン 長老の 事務所へ 呼 
び 出しが あった。 エルパソの ステー 
キ 部の 分割 はすで に ほかの 兄弟が 準 
備 している ので， 私に ほかの 所へ 行 
くように というの である。 もちろん 
異論はなかった。 私 は どこでもよ 力、 
つた。 ベンソン 長老 はこう 言った。 

「モンソン 兄弟， ルイジアナ 州の シ 
ュ リ ブ ポー 卜 ステーキ 部へ 行って ほ 
しいと 思 うんです が。」 私 は その 責任 
を 引き受けた。 やがて その 日が 来て， 
私 はシュ リ ブ ポー 卜に 着いた。 

土曜日の 午後 は 集会が 幾つ も あつ 
た。 ステーキ 部長 会との 会合， 神権 
指導者た ちとの 集会， 祝福 師 との 面 
接， ステーキ 部の 指導者 会。 ステー 

キ 部長の チ ヤール ズ •  F  • ケーブル 
兄弟が 少々 遠慮が ちに， がん を 病ん 
でい る 10 歳の 少女 を 祝福す る 時間が 
あるだろう かと， 私に 尋ねた。 少女 
の 名前 は クリスタル 'メス ビン だつ 
た。 私 は， できれば 祝福した いと 答 
え， 彼女 は 大会に 来る だろう 力つ そ 
れ とも シ ユリ ブ ポー 卜の 病院に いる 
のだろう かと 尋ねた。 スケジュール 
が 詰まって いるの は 重々 承知して い. 
た。 すると ケーブル ステーキ 部長 は 
消え入る ような 小声で， クリスタル 
は 家から 外に 出られな いのです と 返 
事した。 シュ リ ブ ポー トカ >ら 実に 130 
キロの 場所で ある ノ 

私 は その 晩と 翌朝の 集会 予定 と ， 
帰りの 飛行便 も 調べて みた。 時間 は 
全くなかった。 すると そのと き， 別 
の 方法が 頭に 浮かんだ。 大会の 祈り 
の 中で その子の ために 祈れない も の 


かと。 主 は 必ず わかって 下さる はず 
だ。 そういう ことにして， 私たち は 
予定の 集会 を そのまま 続けた。 

そのこと が メス ビン 家に 伝えられ， 
了解 はした ものの， みんな いささか 
失望した。 主 は 自分た ちの 祈り を 聞 
いて 下さらなかった の 力、。 主 は モン 
ソ ン 兄弟 をシ ュ リ ブ ボー 卜まで 遣わ 
して 下さった ではない か。 家族 はも 
う 一度 祈った。 最後の 願い を 聞いて 
下さい。 大事な ク リ ス タルの 願い を 
聞きと どけて 下さいと。 

メ ス ビン 家の人た ちが ひざまずい 
て 祈った ちょうど そのと き， ステー 
キ部セ ン ターの 時計 は 7 時45 分 を 指 
していた。 指導者 会 は 霊的だった。 
私はメ モを 区分け して 説教 壇に 立つ 
用意 をして いた。 すると， 私の 霊に 
語り かける 声が 聞こえて きた。 その 
言葉 は 短 かく， 日頃 聞き慣れ たこの 
言葉だった。 「幼な 子 を わたしの 所に 
来る ままに してお きなさい。 止めて 
はならない。 神の 国 はこの よ うな 者 
の 国で ある。」 （マルコ 10: I4)  メモ 
を 見る目が かすみ， 私の 心 は 祝福 を 
求めて いるいた いけな 少女の こ とで 
いっぱい になった。 私 は 決断した。 
集会 予定 を 変更した。 集会よ り も 人 
の 方が も つ と 大切で ある。 私 はジェ 
ームズ 'セラ 監督に， メス ビン 家に 
連絡 を 取って きて 下さいと お願いし 
た。 

メ ス ビン 家の人た ちが 祈り 終えて 
立ち上がった ところで， 電話の ベル 
が 鳴り， 翌日 曜日， 主の日の 朝， 私 
たちが 断食と 祈りの 精神 を もって ク 
リ ス タルの 病床に かけつける という 
知らせが 伝えられ たので ある。 

私 は あの 早朝の， メス ビン 家が 家 
庭と 呼んで いる 彼らの 天国への 道中 
を， 決して 忘れる ことができない。 
私 はこれ まで， 聖 なる 宮居 を 含めて 
清い 場所に たびたび 入って きた。 し 
かし， 主の 存在 を あのと きの メス ビ 
ン家 における ほど 強烈 に 感じた こと 


は， いまだ かってない。 大きな べッ 
ドに ひっそりと 横たわった ク リス タ 
ルは， 本当に 小さ く 見えた。 部屋 は 
明る く さわやかで， 東の 窓から 寝室 
いつば いに 射し 込んで く る 日光 は， 
私たちの 心に 満ちて いた 主の 愛と 同 
じに まば ゆかつ た。 

家族 は クリスタルの 枕 もと を 囲ん 
だ。 も う 起き上がる こ と もで きず， 
話 もで きない ほどに 弱って いる 幼な 
子の 顔 を 私 は 上 か ら のぞき 込んだ。 
病気 は 進み， すでに 彼女 は 目 も 見え 
なかった。 私 はみ たまの 強い カを感 
じて， ひざまずき， 彼女の か ぼ そい 
手 を 取って， ただこう 言った。 「クリ 
ス タル， モンソンで すよ。」 彼女 は 口 
を 開いて つぶやいた。 「モンソン 兄弟， 
いらっしゃ るって わ 力 、つて まし 
た。」 私 は 部屋 を 見 まわした。 立って 
いる 人 はいなかった。 みんなが ひざ 
まずいて いた。 祝福 を 施す と， ク リ 
ス タ ルの 顔に かすかな 笑みが 浮かん 
だ。 彼女の 「ありがとう」 という さ 
さやき を 最後に して， 私たち は ひと 
りず つ 静かに 部屋 を 出た。 

それから 4 日 後の 木曜日， シュ リ 
ブ ポー ト の 教会員が メ ス ビン 家の人 
々 と 信仰 を ひとつに し， クリスタル 
のために やさしく 愛の 深い 天父に 特 
別な 祈り を 捧げる 中で， クリスタル' 
メス ビンの 清らかな 霊 は， 病に むし 
ば まれた 体 を 離れて 神の パラ ダイ ス 
に 入った。 

あの 安息日に 陽の 光が あふれる 寝 
室で ひざまずいた 私たちに とって， 
特に， 毎日 あの 部屋に 足 を 踏み入れ， 
ク リ ス タルの 臨終 をみ とった 両親に 
と つて は， ユー ジ ン • フィールドの 
この 不滅の 言葉 は， 貴重な 思い出 を 
呼び さます ものである。 

おも ちゃの 小犬 はち り に 埋もれな 
がら， 

でもし つかりと けなげに 立って い 
る。 
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おも ちゃの 兵隊 は 赤く さび， 
両手の 小銃 は 青 さび を ふいて。 
おも ちゃの 小犬が 真新しかった あ 
の 頃， 

おもちゃ の 兵隊が ピカピ 力 だ つ た 

頃， 

かわいい ブルー 坊やが お もちやに 
唇 をよ せて 

そこへ すわらせた あの と き 。 
「ねえ， ぼくが 来る まで 行かない 
で」 

「静かに， 静かに してね」 

そう 言って 坊や はべ ッ ドに 歩いて 

行き， 

かわいい お も ちゃの 夢を見た。 
坊やが 夢を見る とき は， 天使の 歌 
が 

かわいい ブルー 坊やの 目 を さます。 

ああ， 年 は 久しく  ， 歳月 は 長く， 

で も 小さな おもちゃ の 友 だ ち は 今 

も 変らず 忠実に ノ 

ああ， ブルー 坊やに 忠実に 立って 

いる。 

昔と 同じ その 場所で 
小さな 手が 触れる の を 待ち 
かわいい 顔の ほほえみ を 待って。 
長い 長い 年月 を 待ちながら 


どう したの かとい ぶか しげに 
あの 小さな 椅子の ほこ りの 中で。 
かわいい ブルー 坊や はどう したの， 
唇 をよ せて そこにす わらせて くれ 
た あのと きから。 

{Little  Boy  Blue  「かわいい ブル 
一 坊や」 One  Hundrea  and  One 
f  amous  Poems より， p.  lb) 

私たち はいぶ かり， 待ち 長ら える 
必要 はない。 救い主が こ う 言って お 
られ る。 「わたし はよ みがえ りで あり， 
命で ある。 わたし を 信じる 者 は， た 
とい 死んでも 生きる。 また， 生きて 
いて， わたし を 信じる 者 は， いつま 
でも 死なない。」 （ヨハネ 11: 25,  26) 
あなた 方に， ジャック 'メス ビン， 
ナンシー 'メス ビンに， 主 は 言って 
おられる。 「わたし は 平安 を あなたが 
たに 残して 行く。 わたしの 平安 を あ 
なた がた に 与える。 わたしが 与える 
の は， 世が 与える ような ものと は異 
なる。 あなたが たは 心 を 騒がせるな, 
また おじけるな。」 （ヨハネ 14:  27) 
そ して あなたがたの 愛ら しい ク リ ス 
タルから， このような 慰めの 言葉が 
聞け るであろう。 「あなたがたの ため 


に， 場所 を 用意し に 行く の だから。 
…… わたしの おる 場所に あなたがた 
も おらせる ため …… 」 と。 （ヨハネ 
14  ：  2  ,   3  ) 

二階 席の 愛らしい 友人， あなたに, 
そして 世界 各地の 信者た ちに。 私 は， 
ナザレの イエスが 幼な 子ら を 愛し， 

幼な 子の 祈り を 聞き， 祈りに 答えた 
もうこと を 証す る。 救い主 は 実に こ 
う 言われた。 「幼な 子ら を わたしの 所 
に 来る ままに してお きなさい。 止め 
て はならない。 神の 国 はこの よ うな 
者の 国で ある。」 （マルコ 10: 14) 

こ の 言葉 は ュ ダ ャ の 岸辺 に 集 ま つ 
た 群衆た ち に 主が 語 られた 言葉で あ 
つた。 

そ して また 責任 を 受けて ルイ ジァ 
ナ州 シ ュ リ ブポ一 卜 に: f ラっ た ひとり 
の 使徒に 主が 語られた 言葉で も あつ 
たこと を， 私 ははつ きりと 知ってい 
る。 なぜなら， 私が それ を 聞いた か 
ら である。 

私 は これらの ことが 真実で ある こ 
と を 証す る。 イエス' キリスト のみ 
名に よって， アーメン。 
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世に 与える メ ッ セージ 


十二使徒 評議員 会 会長 


エズラ • タフ 卜 • ベンソン 


心からへ り くだり， 感謝の 心 を も 
つて， 私 は 今日 あなた 方の 前に 立つ 
ている。 私が これから 申し上げる こ 
と を 証す る聖 きみた まの 力が あるよ 
うに 願って いる。  . 

私たちの 主， 救い主 ィ エス 'キリ 
スト は， この 時代に 福音 を 回復し， 
主の 教会， すなわち 末日 聖徒 イエス • 
キ リ ス 卜 教会 を 設立され た 後， 主の 
予言者 ジ ヨセフ • スミ スを 通じて 次 
の 啓示 を 下された。 

「聴け， 汝ら わが 教会の 人々 よ。 い 
と 高き ところに 住みて， すべての 人 
を 見 まもる 者の 声は告 ぐ。 曰く， 誠 
にわれ 告ぐ， 汝ら 民よ， 遙 かなる 所 
より 耳 を 傾けよ。 海の 島々 にある 者 
よ， 共に 聴け。 

誠に 主の 声 はすべ ての 人々 に 及ぶ 
もの なれば， 一人 ものが るる 者な し。 

而' して， この 末の世に わが 選びた 
る 弟子た ちの 口より， すべての 人々 
に 警めの 声 は 及ばん。」 （教義と 聖約 

1:1, 2  ,   4  ) 

今日 私 は 警告と して また 証として 
教義 をお 話したい と 思う。 しかも 聖 
なる 使徒 職 を 有する ものと してお 話 
する つもりで ある。 この 職に ある 者 
の 責任 は， 全世界で すべての 民に 向 
かって 主の み 言葉 を 宣言す る ことに 
ある。 十二使徒 評議員 会の 兄弟た ち 


も 皆， 私と 同じように， 全世界に 向 
かって これらの こと を 宣言し， すべ 
ての 民に それ を 証す る 責任 を 持って 
いる。 

主 は， 予言者 ジ ヨセフ' スミ スが 

地上での 務め を 終えよ う と している 
頃， 彼に 次の ような 戒め を 与えられ 
た。 

「汝は 今や， わが 福音 …… に 就きて 
厳かに 宣言 せん …… こ の 宣言 は 世の 
四隅に 至る まで， あらゆる 王に 向い， 
…… 世の すべての 国民に 向いて な さ 
るべ し。」 （教義と 聖約 124  ：  2  ,  3) 
ジ ヨセフの 務め は， 万人 を 真理の 光 
の もとへ 招き 入れ， 彼らの 才能 を 用 
いて， 地上に 神の 王国 を 建設す る こ 
とであった。 

この 神から 与えられた 指示に 従つ 
て 1845 年 4 月 6 日， すなわち， 予言 
者ジ ヨセフ . ス ミ スと兄 ハイ ラムが， 
真実の 宗教の 殉教者と して 世 を 去つ 
た 先人と 同じよ う に 大地 を その 血で 
染めた 後に， 十二使徒 評議員 会 は 次 
のよう な 宣言 を 発表した。 「世の 諸々 
の 王へ 

ァメ リ 力 合衆国 大統領 閣下へ 
諸 州の 知事 各位へ 
およ び 諸々 の 国々 の 統治者な ら び 
に その 民へ」 

その 内容 は 次の 通りで ある。 


「神の 王国 は 既に 到来せ り。 いにし 
えの 予言者ら に 予言され たる 如く  ， 
世々 祈り を 求められ たる 如く 到来せ 
り。 されば， この 王国 は 全地 をみ た 
し， 立ちて 永遠に 至るべし。 

大 いなる ェ d ヒムは …… 再び 喜び 
て， 明らかなる 示現に より， また 聖 
き 御 使ら によ り， 諸 天よ り 語れり。 
また 地上に ある 人と 交わり を 持ちた 

かくの 如き 方法に よ り ， 偉大に し 
て 永遠なる 大 神権， 御子の 神権に よ 
る 神権， すなわち 使徒 職 は 回復され 
たり。 言い 換 うれば 地上に 戻された 
り <= 

この 大神 権すな わち 使徒 職 は， 神 
の 王国の 鍵 を 握る ものにして， また 
地上で 結びし こと を 天 にても 結び， 
地上で 解きし こと を 天 にても 解く 権 
威 を 握る ものな り。 すなわち 神の 王 
国の 儀式， 組織 統治， 指示に 関する 
すべての 事 を 為し， 執り行な う もの 
なり。 

この 末の世に 設立 せらる る は， 世 
の 始めよ り 予言者ら によ りて 語られ 
たるす ベての 事 を 回復 せんた めな り 。 

而 して 我ら は 証 せん。 主の 来臨 は 
今や 近き にあ りと。 今より 後， 多く 
の 年 を 経ず して， 国々 の 民 も その 王 
も， 人の子が 権威と 大 いなる 栄光と 
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を 持ちて 天の 雲の ただ 中よ り 来臨 さ 
る る を 見るべし。 

この 大 いなる 出来事の ために， 備 
え をな す は 必要な り 。 

それ故に， 我ら， いと 高き 所よ り 
得た る 権能に より， 汝らに 言葉 を 送 
り， 戒めん。 汝ら 皆， 聖き 者の 威勢 
の 前に 来たりて 悔い改め， 幼な 児の 
如く 自ら を 低く せよ。 また， へり く 
だり たる 心と 悔いる 精神と を 持ちて 
イエス （キリスト） の もと に 来たれ。 

また， 罪の 赦しを 受けん ため， イエ 
ス のみ 名に よ りて バプ テス マ を 受け 
よ。 （これ， すなわち， 主の 埋葬に な 
らいて 水の 中に 沈み， 主の 復活に な 
らいて 新しき 生命 を 得て 再び 起き 上 
がる ことなり。） かく して 汝ら， 人に 
対する 慈悲に 満ちた る この 大 いなる 
最後の 神権 時代に あたり， 使徒 及び 
長老ら の 按手に よりて， 聖 きみた ま 
の 賜を受 くべ し。 

このみた ま は， 我らの 証が 真実な 
り と， 汝らに 証 を 為すな り。 また 汝 
らの 心に 光 を 与うる ものにして， 汝 
らの 中に 在りて， 予言と 啓示の みた 
ま と して 働く ものな り。 また 汝らの 
理解と 記憶の 及ばぬ もの を もたらす 
ものにして， 更に 来たるべき 事柄 を 
汝らに 示す ものな り 。 

聖 き 使徒 職 及 び 神権の 権威 と 権能 
とに よ りて 儀式 を 施されて 得た る こ 
のみた まの 光に よ り， 汝ら 理解の 力 
を 賜り， 光の 子と なり， 而 して， 地 
上に 来たるべき あらゆる 事から 逃る 
るた めの 備え をな し， はたまた 人の 
子の 御前 に 立った めの 備え をな すな 

'0  0 

我ら は 証 せん。 かく 述べた る 教義 
は， イエス' キリストの 完全なる 教 
義 すなわち 福音に して， 唯一の 真実 
にして 永遠の 変わる ことなき 福音な 
りと。 また， 人が 救われん ために 地 
上に 啓示され たる 唯一の 御 計画な り 

と o」 (JWessage  oj  the  h  irst  Pres- 
idency    「大 管長 会 メッセージ」 1: 


252—254) 

私 は， この 宣言 文の 中で 言われて 
いる 偉大な 真理 を 再 確認し， 新たに 
世に 対して 宣言す る ことが， まこと 
に 時宜に かなった こ とで あると 考え 
ている。 

すべての 国々 の 統治者と 民に 対し， 
私たち は 厳かに， 天の 神が 予言の 成 
就と して この 地上に 末日の 王国 を設 
立され たこと を 再度 宣言す る 。 聖な 
る 天使た ち は， この 世の 人々 と 再び 
親しく 交わりた もう。 神 は 再び 天 か 
ら 御自身 を 現わされ， また 神の 子ら 
の 昇栄に 必要な すべての 聖 なる 儀式 
を 執 り 行な う 権威 を 持つ 聖な る 神権 
を， 地上に 回復され た。 主の 教会 は， 
いにしえに 享受され たと 同様の 霊的 
な 賜 をす ベて 有して， 現在 人々 の 中 
に 再度 確立され ている。 これ はすべ 
て， キリス 卜の 再臨に 備える ためで 
ある。 主の 大 いなる 恐るべき 日 は 間 
近に 迫って いる。 この 大 いなる 出来 
事に 備える ために， また 差し迫った 
裁きから 逃れる 方法 を 教える ために， 
霊感 を 受けた 使いた ち は， この 証と 
警告 と を 携えて 地上の 国々 を 巡って 
来たし， 現在 も 巡って いるので ある。 

地上の 国々 は， いまだに 罪深い， 
不義の 道 を 歩み 続けて いる。 人 はこ 
れ まで 与えられ てき た 際限の ない 知 
識を， 主の 意図され たように 人の子 
らを? a 福す るた めで はなく， 人類 を 
破滅に 陥れる ために 使って きた。 2 
度に わたる 世界大戦 といい， 恒久 平 
和を標 ぼう しながら 達せられない 空 
しい 努力と いい， これ は 皆， 民が 邪 
悪な ため に 地上 か ら 平和が 取 り 去ら 
れ たこと を 証明す る ものである。 国 
々は 罪のう ちに 生き延びる こと はで 
きず， 崩 壌 を 招く だけであろう。 し 
かし 神の 王国 は 永遠に 存続す る 。 

それ 故， 私たち は， 主の 謙 適な 僕 
として， 国々 の 指導者た ちに 向 力 >  い， 
神の み 前に へりくだ るよう， また 神 
の 霊感と 導き を 求める よ う 勧める。 


また， 統治者と 民に 対しても， その 
邪悪な 行ない を 悔い, 改める よう 勧め 
る ものである。 主に 心 を 向け， 主の 
赦しを 求め， へりくだって 主の 王国 
の も とに 結束して いただきたい。 他 
に 道 はない。 もし このように 行なう 
ならば， あなた 方の 罪 は 消され， 平 
安が もたらされ， そして それが 持続 
する であろう。 また キリストの 再臨 
に 備えて， 神の 王国の 一員と なる で 
あろう。 だが， もし 悔い改める こと 
を 拒み， 神の 霊感の 下に 語る 使いた 
ちの 証 を 受け入れず， 神の 王国の も 
とに 結束し なければ， 邪悪な 人々 に 
約束され た あの 恐るべき 裁き と 災難 
が あなた 方に 下る こと だろ う 。 

慈悲 深い 主 は， 逃れる 道 を 備えら 
れた。 警告の 声 は， 僕たちの 口によ 
り， すべての 人々 に 伝えられ ている。 
この 声が 聞き入れられな いと きに は， 
殺り く の 天使た ちがいよ いよ その 数 
を 増して 出て 行き， 全能の 神の 懲ら 
しめが そうした 国々 に 下り， 定めら 
れた 通り 完全な 終局が 訪れる であろ 
う。 へりく だり 悔い改めて 主に 立ち 
返る のでなければ， あなた 方 は 戦争 
や 荒廃な ど， 言い尽くせない ほどの 
苦悩 を 味わう ことであろう。 統治者 
とその 民が 悔い改めて， その 邪悪で 
不敬な 道 を 歩む こと を 止めない 限り， 
先の 大戦で 味わ つ た 以上の 恐ろ し く  ， 
また 際限の ない 破壊が 必ず 訪れる。 
神 は あなどられ るよ うな 御 方で はな 
いからで ある。 神 は， 性的な 不道徳 
の 罪 や 秘密 殺人 結社 や 胎児の 殺害な 
ど を 決して 赦 されない。 また， 神の 
神聖な 戒め や， 僕の メ ッ セージ を 無 
視 する 者 も 同様で ある。 このような 
邪悪 に 対 して は， 必ず 大 き な 罰 が 下 
される であろう。 世の 国々 は 罪のう 
ちに 生き延びる こと はでき ない。 逃 
れる道 は 明らかで ある。 神の 不変の 
律法が， 高き 天に は 厳として 存在し 
ている。 人 や 国々 が この 律法に 従う 
こと を 拒む とき， 必ず 罰が 下される。 
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必ず 滅びて しまう であろう。 罪は必 
ず 罰 を 要求す るからで ある。 
警告の 声が 広く 宣べ 伝えられる と 

き， それ は 必ず 証 を 伴う。 1845 年に 
主 イエス. キリス 卜の 使徒た ちに よ 
つ て 発表 された 偉大な 宣言 文の 中に 
も， 同じように 証が 述べられ ている。 
現在の 使徒で ある 私たち も， その 宣 
言 文 を 私たちの 証と して 新たに 述べ 
る ものである。 

「かくて， 我ら は 我らの 生死に かか 
わりな く， 奴隸と 自由の 身と にか か 
わりな く， 宣言す， 大 いなる 神 はこ 
の 時代に あって 語れり と。 …… そし 
て 私たち も それ を 知っている。 

神 は 我らに 聖 なる 神権と 使徒 職と 
神の 王国 (？^ と を 授け， いにしえの 
聖 き 予言者 ら に 約束 された る 如く あ 
ら ゆる もの を 回復せ り 。 —— そして 
私たち も それ を 知っている。 

神 はァメ リ 力の 先住民族の 記録と 
その 起源に つきて 啓示し， また その 
民族の 行 く 末につ きても 啓示せ り 。 
—— そして 私たち も それ を 知ってい 
る。 

神 は 完全なる 福音 を， その 賜， 祝 
福， 儀式と 共に 啓示せ り 。 一 そ し 
て 私たち も それ を 知っている。 

神 は 我らに， まず 異邦人より 始め 
て 次に ィ ス ラエルの 残 り の 者と ュダ 
ャ人 とに その 証 を 述べよ と 命じたり。 
—— そして 私たち も それ を 知ってい 
る。 

神 はまた 言えり。 も し 彼ら 悔い 改 
めず して， 真理の 知識の もとに 来た 

らず …… 殺人， 虚言， 高慢， 祭司の 
偽善 売教， 売春， 隠れた る 憎むべき 
行為な ど を やめず ば， その 時 彼ら は， 
程なく して 地よ り 滅ぼされ， 地獄へ 
投げ落とされん。 一 そして 私たち 

も それ を 知っている。 

神 は 言えり 。 …… 完全なる 福音が 
証と して あらゆる 国々 に宣べ 伝えら 

るるとき， そのと き 主 は 降臨し， 主 


と共にす ベての 聖徒ら は 1 千年の 間 

この 地 を 統治 せんと。  そして 私 

たち も それ を 知っている。 

神 は 言えり。 これらの 警告が 下さ 
れ， 主の 再臨の ために 民の 備えが 整 
うまで， 主が 栄光のう ちに 降臨した 
もうこと も， 邪悪な 者 共 を 滅ぼす こ 
ともな からん と。 —— そして 私たち 
も それ を 知っている。 

天地 は 過ぎ行く と も， 主の 啓示 さ 
れ たる 御言 葉 は， 一点 一画と いえ ど 
も 成就せ ざる ことな かるべし。 

それゆえ， 重ねて 我らす ベての 民 
に 向かいて 言わん。 悔い改めよ。 罪 
の赦し を受く るた めに イエス • キリ 
ス ト のみ 名に よ りて パプ テス マを受 
けよ。 されば 汝ら 聖霊 を 受け， 真理 
を 知り， イスラ ヱルの 家と 共に 数え 
らる べし。」 （「大 管長 会 メッセージ」 
1 ： 263—264) 

今日 私が なすべき こ と は あと ひと 
つし か 残って いない。 それ は 私自身 
の 証 を 述べる こ とで ある。 

私 は 神が 生きて おられる こと を， 
また 神が 個性 を 持った 御 方で あ り ， 
私たちの 霊の 父で あられる こと を， 
さらに 神が その子ら を 愛し， 義 しい 
祈り を 聞き， 答えられる こと を 知つ 
ている。 私 は， 神の 子ら が 幸福に な 
る ことこ そ 神の みこ ころで ある こと 
を 承知して いる。 神 は 私たちす ベて 
を 祝福す るよ う 望んで おられる。 私 
は， イエス. キリスト が 神の 御子で 

あり， 私たちの 長兄で あり， この 世 
の 創造主で あり 贖い 主で ある こ と を 
知っている。 私 は， 神が この 地上に 
再び 王国 を 設立し， 予言 を 成就され 
たこと を， また その 業が 决 して 敗れ 
る ことなく， 最終的に 地上で あら ゆ 
る 統治権 を 掌握し， イエス. キリス 
卜が 王と して 永遠に 統治され る こ と 
を 知っている。 

私 は， 神が 寛大に も 再び 天から 御 
自身 を 現わされ たこと を， また， ジ 


ヨセフ' スミ ス がその 王国， すな わ 
ち 末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 を 
再び 設立す るた めに 神よ り 召された 
こと を 知っている。 私 は， ジ ヨセフ- 
ス  ミ スが この 業 を 成し遂げ たこと ， 
また 基礎 を 築いた こと， そして 偉大 
な 末日の 業 を 続ける ために その 鍵と 
権能 を 教会に 委ねた こと を 証す る。 
この 業 は 全能の 神の 指示の も とに ジ 
ョ セフが 始めた ものである。 

私 は， ジ ヨセフ' ス ミスが， 真理 
のために 殉教 はした ものの， いまだ 
に 生きて いて， あらゆる 福音の 神権 
時代の 中で 最 も 偉大な こ の 神権 時代 
の 頭と して 永遠に その 位に ある こ と 
を 知っている。 ジ ヨセフ は 神の 予言 
者で あり， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者 
である。 彼の 後継者 も 同様で ある。 
私 は， 今日な お， 主が 霊感に よって 
この 教会 を 導いて おられる こと を 知 
つてい る。 その 力 を 感じて きた。 私 
は， 大 管長 会 やその 他の 教会 幹部が, 
神の 栄光と その子ら の昇栄 にの み 目 
標 をお いている こと を 知っている。 
そして 最後に， 私 は， このみ 業を受 
け 入れない 者 はだれ でも， 神の 日の 
光栄の 王国に 救われる こと はない し， 
またす ベての 人に 下る 最後の 審判の 
法廷で その 裁きから 逃れる ことが で 
きない こ と を 知っている。 

心からへ り くだり， 祈りの 心 を も 
つて この 証 を 残したい と 思う。 私 は 
自分が やがて 造り 主に まみえ， あら 
ゆる 人 と共に 神の 裁 き の 法廷 に 立た 
なければ ならない こ と を 充分 承知し 

ている。 私 は， この 偉大な 末日の 業 
が 神の み 業で あると いう 証 をいた だ 

いている こと を， 世の中の あらゆる 
ものに まして 感謝して いる。 また 世 
界 各地に いるすべ ての 人々 に 対し， 
この 証に 耳 を 傾ける よう， イエス- 
キリスト のみ 名に よ り 勧める も ので 
ある。 アーメン。 
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愛する 兄弟 姉妹。 私の 話の 間に 私 
たちが 共に みたま を 受ける ことが で 
きる よう， 一緒に 祈って いただきた 
いと 思う。 私 はきょう， 主が 私たち 
に 伝える よ う と 苦心され た ひとつの 
教えに ついて お話したい。 

この 国 （ァ メリ 力 合衆国） 建国 200 
年に 関連して よく 聞かれる の は， 「基 
本 的な 自由と 平和と 繁栄 を， もう 200 
年 維持で きる だろう か」 という 話で 
ある。 

その 答え は， 「できる」 である。 私 
たちが それぞれ 悔い改め， この 地の 
神で ある ィ エス. キリス 卜の 律法に 
従うならば 可能で ある。 

主 は 律法の 基本 を， 十戒と， 山上 
の 垂訓と， さらに はふた つの 大切な 
戒めの 中で 述べて おられる。 

「心 をつ く し， 精神 をつ く し， 思い 
をつ く して， 主なる あなたの 神 を 愛 
せよ。 

…… 自分 を 愛する よ うに あなたの 
隣り の 人 を 愛せよ。」 （マ タイ 22:  37, 
39) 

2  ,  000 年 以上 も 昔に， 主 は 宣言 さ 
れた。 「この 土地 は 主が つれて 来た も 
う 者が 所有す るた め に 神聖に さ れて 
いる。 もしも この 人々 力；， 主の 与え 
た も う 命令に 従って 主に 仕えるなら 
ば， この 土地 は 彼らに とって 自由の 


国と なり 従って ここに 住む 香 は 決し 
て 自由 を 奪われる こと はないだ ろ 
う。」 （ n ニーフ アイ 1 ： 7 ) 

またもう ひと りの 古代の 予言者 は 
こう 語った。 

「この 土地 はす ぐれた 土地で あるか 
ら この 土地 を 所有す る 民 はこの 地の 
神に 事え さえ すれば， 奴隸 とならず 
自由 を 奪われず 天下の どのよ う な 国 
から もす ベて 支配 を 受ける ことが な 
い。 この 地の 神と は 私たちが すでに 
記した 言葉に よって 明らかに 示され 
る イエス • キリスト である。」 （ィテ 

ル 2  ： 12) 

古代 ァメ リ 力の 住民の 記録から， 
前述の 言葉が 成就され ている こ と を 
指摘す るの が， 私の 話の 目的で ある。 

ニューヨーク州の 西部， パル マイ 
ラの 近くに， 「ク モラの 丘」 （モル モ 
ン 6  ：  6) として 知られる 有名な 丘 
が ある。 今年の 7 月 25 曰に， 私 は そ 
の 丘の 頂上に 立って， 目の前い つば 
いに 繰り広げられる 息 を 飲む ような 
パノラマ を， 畏敬の 念に 打 たれなが 
ら 見守って いた 力；， そのと き 私 は， 
その 近辺 で 25 世紀 も 昔に 起き た 出来 
事， すなわち 偉大な ジ ヱレド 人の 国 
家の 終焉 を 告げる 出来事に 遠 く 思い 
を はせ た。 

モル モ ン経を 読んで おられる 皆 さ 


んは， シズの 率いる 軍と コリア ント 
メルの 率いる 軍の 間で 繰り広げられ 
た， 兄弟 同士 相 争う 戦いで， コ リ ァ 
ン ト メ ル側は 200 万人 近く を 失い， 
200 万人の 男ば かりで なく  「その 妻子 
もまた 一し よに」 死んだ （ィ テル 
15  ：  2  ) こと を 思い出される であろ 

ラ 0 

戦いが 激しくな つてく ると， 生き 
残りの 人た ちが 「ことごと く みな そ 
の 妻子 を 伴って」 （ィ テル 15:15)， 
ク モラの 丘の 周辺に 集まった。 （ィテ 
ル 15  ： 11 参照） 

「コリア ン トメ ルの方 を 善い と 思う 
者 は コリア ント メルの 軍へ 集り， シ 
ズの 方が 善い と 思う 者 は シ ズの 軍へ 
集まった。 

…… ここに 於いて 男 も 女 も 子供 も 
みな 武器 を 持ち， 楣 と 胸 当と かぶと 
と を 身に 着け， 完全な 武装 を 整え 相 
対して 出陣した。 そして 一日中 互い 
に 戦った が 勝敗はなかった。 

その 夜になる と 彼ら は 疲れて 各々 
その 陣に 帰り， その 味方の 死者 を 非 
常に 悲しみ 歎き -… •• 。」 （ィ テル 15  ： 
13， 15， 16) 

この 戦い は 何日に も わたって 繰り 
返され， やがて 「コリア ント メルと 
シズ との 二人 を 除いて そのほかの 者 
はみ な 剣に かかって 命 を 落とし」， シ 
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ズ 自身 も 「多く 血 を 失った から 気絶 
してし まっていた。」 
「そこで コ リア ン卜 メル は その 剣に 
よ りか かってし ばら く 休んで から シ 
ズの首 を 打ち落した。 この 時 シズは 
その 首 を 打ち落されながら も 一度 は 
手 をつ いて 身 を もたげた がまた 倒れ 
て， 息をつこうと 身 を もがきながら 
最后を 遂げた。 

コリア ント メル も また 地に 倒れて 
ま る で 死んだ 者の ようであった。」 

(ィ テル 15  ：  29—32) 

こうして， かっての 強国， 主が 
「全世界の 中， 汝らの 子孫 を もて わ 
がた めに 起す 国民に 勝る 国民 はな か 
るべ し」 （ィ テル 1 ： 43) と言われた 
ジ 1 レド人 国家の 末裔 は， ク モラの 
ふ も とで 滅びた ので ある。 

ク モラの 丘に 立って その 悲劇的な 
場面 を 思い， 現在の 美しい 回復の 地 
を 眺めながら， 私 は 心に， 「なぜ その 
よ う な ことが …… 」 と 叫んで いた。 

その 滅亡から 15 世紀ない し 20 世紀 

前に， 彼らの 先祖の 一団が バベルの 
塔から 神に 導かれて やって きたと き 

のこと を 思い出す と， その 答え はす 
ぐに わかった。 そのと き 主 は 「約束 
の 地と は ほかの どのよ う な 地よ り も 
すぐれて よい 土地であって， 神が 義 
しい 民に 与えよ う と して 備えて おき 
たもう 所で ある。 それで あるから， 
この 約束の 地が 備えられた 後い つで 
あっても この 土地 を 所有す る 者た ち 
は， ただ 一つの 真の 神に 事え なけれ 
ば 主の 烈 しい 怒り がかれ らに 下って 
かれら は 亡ぼし 去られる と言う こと 
を， 主 は 断固と して ジ エレ ドの 兄弟 
に 誓いた もうた。 

これで 約束の 地に ついて 神が 定め 
たもうた こと が 明 ら かに 知れ る 。 す 
なわち， この 地 は 約束の 地で あるか 
ら， およそ この 地 を 所有す る 民 は 神 
に 事えなくて はならぬ。 もし 事え な 
ければ， 神の 烈しい 怒り を 受ける 時 
になって 亡ぼし 去られる。 神の 烈し 


い 怒り を 受けて 亡びる 時 はすな わち 
民の 罪悪 が 極点に 達す る 時で ある。 

この 地 はすべ ての ほかの 地よ り も 
勝って いる 地で あるから， この 地 を 
所有す る 者が 神に 事えない 時に 亡び 
てし まう こと は 神が と こしえ に 定め 
たもう たと ころで ある。」 （ィ テル 2 
： 7  —10) 

この 言葉の 通り， ジ ユレ ド人 は， 
今 述べた よ うにして ァメ リ 力の 地で 
滅び 去った。 それ は， 彼らが この 地 
の 神で ある イエス' キリスト の 律法 
に 逆らい， 「罪悪が 熟した」 からで あ 
る。 

昔， 神に 導かれて このす ぐれた 土 
地へ やって きて， 正義の 内に 発展 を 
遂げ， 強力な 国家と なり， その後 悪 
に 走って， 堕落し， 罪悪が 熟し， 神 
の 言葉 通りに 滅ぼされた 国民 は， ジ 
ェ レ ド人 だけで はない。 

「神に 導かれて」 と， 私 は 特に 強調 
したい。 それ は 先に 指摘した ように， 
民 は そのよ う に 導かれる と 主が 言つ 
て おられる からで ある。 「主の 御手に 
よって 導かれなければ 何人も この 土 
地に は 来れない。 

それで あるから， この 土地 は 主の 
つれてき た も う 者が 所有す るた めに 
神聖に されて いる。 もしも この 人々 
力；'， 主の 与えた もう 命令に 従って 主 
に 仕えるならば， この 土地 は 彼らに 
とって 自由の 国と なり， 従って ここ 
に 住む 者 は 決して 自由 を 奪われる こ 
とがない であろう。 もしも 自由が 奪 
われるならば， それ はかれら の 罪悪 
によるの であって， 罪悪が はこびる 
時 地 は 悪人の ために のろわれる 力；， 
義 しい 者た ちに とって はいつ まで も 
祝福され るからで ある。 （11  ニーフ ァ 
ィ 1 ： 6  ，   7  ) 

ここで 述べる 第 2 の 文明国， ニー 
フ アイ 人 国家 は， 紀元前 600 年から 紀 
元 400 年に かけて ァメ リ 力で 栄えた 国 
である。 この 文明 も， ジ； L レド人 国 
家と 同じ 理由に よって， 同じ 場所で， 


同じよう にして 滅びた。 その 死闘の 
記録から 引用しょう。 

歴史家であった モル モン はこ う 記 
している。 「さて 私が， わが 民で ある 
ニーフ アイ 人が 滅亡した 記事 を 書い 
て 結びと する。 私たち はついに レー 
マン 人の 前 をの がれた。 …… 私たち 
はク モラ の 地へ 進んで …… 民の 残 り 
の 者 を 私たち は 全部 ク モラの 地へ 集 
めた。 "…- 私の 民と 妻子と は レー マ 
ン 人の 軍が 進んで 来る の を 見た 時， 
すべての 悪人の 胸に 満ちて いる 非常 
に 死 を 怖れる 心 を 抱いて レーマン 人 
と 戦い を 始める 時 を 待った。 

レーマン 人 は 剣， 弓， 矢， まさか 
りおよ び あらゆる 武器 を 以て 私たち 
を 襲った ので， 私と 一し よに 居た 一 
万人の 部下 はう ち 倒され， 私 もまた 
負傷して 兵の 間に 倒れた が， 敵 は 私 
を 殺さずに そこ を 通り過ぎた。 

レー マ ン人は 私の 軍の 中 を 通 り 過 
ぎて， 私 を 入れて 二十 四 人 （この 中 
に 息子の モ 0 ナイ も 居た） を 除く ほ 
力へ 私の 民 を ことごと く 殺した。 そ 
こ で 私た ち 二十 四 人 は 生 きのこり， 
その 翌日 …… ク モラの 丘から 見 わた 
すと， 〔23 万人〕 の 兵の 殺された 所 も 
…… 見えた。 

…… 私の 民 はた だ 私 も 一し よに 居 
た 二十 四 人と 南の 国々 へ 逃げた 数人 
と， 味方 を 去って レーマン 人に 加わ 
つた 数人と を 除いて 一人の こらず 殺 
され …… 

私 は 死んだ 私の 民の こ と を悲 し み 
悼んで 全身が 引き裂れ る 思いが し， 
次の よう に 叫んだ。 

『美しい 者た ちょ。 おまえた ち はな 
ぜ 主の 道 を 離れた のか。 …… お前た 
ち は なぜお 前た ち を 抱えよ うとして 
両手 を ひろげた もうた ィ エス を 拒ん 
だの か。 

見よ， お前た ち はこれ さえし なか 
つたならば 死ななかった もの を。 … 

美しい 息子よ， 娘よ， 父母よ， 夫 
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婦ょ， 美しい 者 共よ。 どう して この 
よ う に 死んで しまった のか。 

ああ， この 大きな 滅亡が お前た ち 
に 来ない 内に お前た ち は 悔い改めた 

ら よかった もの を。』」 （モル モン 6  ： 
14,   5  ，   7  ，   9 一  12， 15 — 19，  22) 

それから 少しして， モロ ナイ はこ 
う 書いた。 

「見よ， 私 モロ ナイ は 父 モル モンの 
記録 を 書きつ いで 結びと する。 …… 

そもそも ク モラの 大 激戦の 後， す 
でに 南の 国々 に 逃げて いた ニー  フ ァ 
ィ人は レーマン 人に 狩り立てられて 
とうと う 一人の こらず 殺された。 

私の 父 もまた レーマン 人に 殺され 
て， 私 一人 だけ 生き残つ たから 私の 
民の 悲しい 全滅の 記事 を 書かな く て 
はならない。」 （モル モン 8  ： 1  —  3) 

ジ エレ ド 文明 と ニーフ アイ 文明の 
悲劇の 結末 は， 主が 次のように 言わ 
れ たことの 証明で ある。 「この 地 は 約 
束の 地で あるから， およそ この 地 を 
所有す る 民 は 神に 事えなくて はなら 
ぬ。 もし 事えなければ， 神の 烈しい 
怒り を 受ける 時に なって 亡ぼし 去ら 
れる。 神の 烈しい 怒り を 受けて 亡び 
る 時 はすな わち 民の 罪悪が 極点に 達 
する 時で ある。」 （ィ テル 2  ：  9  ) 

モロ ナイが 書いた この 言葉 は， 現 
在 この 土地 を 所有して いる 私たちに 
向けた 言葉で ある。 「さて 異邦人よ」 
(ここでい う 異邦人と は， モル モン 
経の 予言者た ちが， 現在の ァメ リ 力 
の 住民と 故郷の 旧世界の 民 を さして 
使った 言葉で ある） 「さて 異邦人よ， 
私 は 神が 定めた もうこと を あなたた 
ちが 知る ように， また あなたた ちに 
悔い改め を させ， あなたた ち 力;， 罪 
の 極まる までに 罪悪 をつ づけない よ 
うに， また あなたた ちに 今まで この 
土地に 住む 民が 自分の 上に 神の 烈し 
い 怒り を 招いた よ うな こと を させな 
いために この 歴史 を あなたた ちに 伝 
える。 

ごらん， この 土地 はす ぐれた 土地 


である からこの 土地 を 所有す る 民 は 
この 地の 神に 事え さえ すれば， 奴隸 
とならず 自由 を 奪われず 天下の どの 
ような 国から もす ベて 支配 を 受ける 
こと はない。 この 地の 神と は 私たち 
がすで に 記した 言葉に よって 明らか 
に 示 される イエス • キリスト であ 
る。」 （ィ テル 2  ： 11， 12) 

「主の 御手に よって 導かれなければ 
何人も この 土地に は 来れない」 （11  二 
ーフ アイ 1 ： 6) という 主の 言葉の 
通り， 1492 年に， コロン ブス は 神に 
導かれて ァメ リ 力へ 来た。 

時 を さかのぼる 紀元前 590 年から 
600 年の 間に， ニーフ アイ は 時の 流れ 
を 越えて 未来の 示現 を 見， 「眺める と， 
私の 兄弟 たちの 子孫と 大海 をへ だて 
ている 異邦人の 中 （つまり ョ 一口 ッ 
パの 国々 の 中） に 一人の 男が 見えた。 
すると 神の 『みたま』 が 降りた も う 
てこの 男に 霊感 を 与えた も う たから， 
この 男 は 大海 を 渡って 約束の 地 …… 
へ 行つ た。 

私 は それから また 神の 『みたま』 
が ほかの 異邦人に も 働きた まい， こ 
の 人た ちが …… 大海 を 渡って 行く の 
が 見えた。 私に はまた 約束の 地に 多 
く の 異邦人が いるの が 見え …… 。」 
( I  ニーフ アイ 13  ： 12—14) 

コ ロン ブス 自身 力;， 自分 は 神に 導 
かれて この 地 （ァ メリ 力 大陸） へ 来 
たと はつ き り 語って いる。 

「イザベ ラ 女王の 御前で アービン グ 
(宮廷 歴史家） はこう 述べて いる。 
『コ ロン ブス は 雄弁に 力強く 自分の 
計画 を 披露した。 彼 は 自ら 後に 語つ 
たように， 天からの 力で 心に 火 をと 
もされ， 自分 を この 壮大な 計画 をな 
すべく 天から 選ばれた 使者 だと 考え 
た。 …… 

コロン ブスの 息子 フ ヱ ルナン ドは 
父の 伝記の 中で， あるときこう 言つ 
たと 父の 言葉 を 残して いる。 『神 は 私 
に 信仰と， その後 勇気 を 与えた もう 
たから， 私 はいさん で K 立とうと 思 


つた。 J 

『この 計画に ついて 私に 霊感 を 与え, 
後に は， 海 を 西に 向って 行けば， ス 
ペインから イン ドへ 航海で きる と は 
つ き り 教えた も う た聖 なる 神の み 名 
によって』 と， コロン ブスの 志 も 言 己 
録 されて いる。」 （ニーフ アイ •  ロー 
ウエノ レ. モリ ス Prophecies  of  Joseph 
Smith  and 1 neir  fulfillment  「ジ 
ヨセフ' スミ スの 予言と その 成就」 
1945 年 pp.  289，  294,  295) 

コロン ブスが 導き を 得た ことから， 
私たち は 現在 このす ぐれた 土地に い 
るので ある。 

神 は 独立戦争で 勝利 を 与えて 下さ 
つた。 この 国の 独立 は 神のお かげで 
ある。 神 はこれ までに 義 にかな つた 
あらゆる 業に おいて， 私たち を 栄え 
させて 下さった。 また， 「この 目的の 
ために わが 挙げたる 賢き 人々 の 手に 
よりて」 （教義と 聖約 101 ： 80) 合 衆 
国憲法 を 制定した と， 主 は 語って お 
られ る。 

神が 御自 ら 愛する 御子と 共に 予言 
者ジ ヨセフ' スミ スに 現われ ィ エス. 
キリスト の 福音の 新しい 神権 時代 を 
開かれた の は， この 地で ある。 神 は 
この 地に 神の 教会 を 設立し， この 地 
の 隅々 と 可能な 限り 全世界に 使い を 
送って この 地の 神で ある ィ エス. キ 
リ ス 卜の 律法 を宣 ベ， 教えて いる。 

主 はこの 地に ついて 古代の 宣言 を 
新たに 啓示し， 何度も 繰り返し てこ 
られ た。 「この 地 はすべ ての ほかの 地 
よりも 勝って いる 地で あるから， こ 
の 地 を 所有す る 者が 神に 事えない 時 
に 亡びて しまう こと は 神が とこしえ 
に 定めた もうた ところで ある。」 （ィ 
テル 2  ： 10) 

この こと が 私た ち に 啓示 されて い 
るの は， 「神が 定めた もうた こと を あ 
なた たちが 知る ように， また あなた 
たちに 悔 改め を させ， あなたた ちが 

罪の 極る まで 罪悪 をつ ずけ ない よ う 
に， あなたた ちに 今まで この 土地に 
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住む 民が 自分の 上に 神の 烈しい 怒り 
を 招いた よ うな こと を させない ため 

に」 （ィ テル 2  ： 11) である。 

私たち は 時 満ちた る 神権 時代に い 
る。 この 時代 は 主 ィヱス 'キリス 卜 
の 再臨で 絶頂 をき わめる 時代で ある. 
主の 再臨が 近づいて いる ことと， 折 
々 に 地上の 民に 用意され ている こ と 
に関して， 主 は 144 年の 昔こう 言われ 
た。 

「神の 怒り 限りなく 悪しき 人々 の 上 
に 注がる る 日 …… 

この 故に， 主の 声 は 耳 ありて 聞か 
ん とする すべての 人々 に 聞かれん た 
め 地の 果 までに 及ぶ。 

されば 汝ら 備え をな せ， そ は 主の 


来る は 近ければ なり。 

而 して 主の 怒り は 燃え， 主の 剣 は 
天に てうる おい たれば， 今や この 世 
に 住む 人々 の 頭に 下 さ れん。 

…… 地よ り 平和の 取り去られ， 悪 
魔 自らの 領土 を 支配す る 時 はなおい 
まだし と もい えど も 今や 近き にあり, 

され ど 主 もまた その 聖徒ら を 支配 
し， その 真中に ありて これ を 統治せ 
ん。 …… この 世に 下る 審判の ために 
天よ り 下り 来らん。」 （教義と 聖約 1 
： 9  ， 11  —  13,  35，  36) 

世界 各地の 教会員， 非 教会員 を 問 
わず， 私の 愛する 兄弟 姉妹。 私 は 皆 
さんに 自分の 証 を 申し上げたい。 私 
はきょう ここでお 話した 事柄が 過去 


の 出来事 も 将来の 出来事 も， 真実で 
ある こと を 知っている。 私たちの 目 
の 前に ある もの は 明瞭， 明確で ある, 
選択 は 私たちに かかって いる。 問題 
はた だ ひとつ， この 神権 時代に 属す 
る 私たちが 悔い改め てこの 地の 神で 
ある イエス' キリス 卜の 律法に 従う 
か， あるいは 罪悪の 極みに 達する ま 
で 律法 を 拒み 続ける か， いずれ かで 
ある。 

私たち は 悔い改めて 律法に 従い， 
それによ つて， この 地の 義 しい 人々 
に 約束され ている 祝福 を 受ける こ と 
がで きる よ う に， 贖い 主ィ エス • キ 

リ ス ト のみ 名に よってへ り くだり 祈 

る 次第で ある。 アーメン。 
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邪悪に 対抗す る 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴ一 ドン •  B • ヒンクレー 


この 壇上から 語る こと は， この 上 
ない 大きな 責任で ある。 従って， 私 
は聖 きみた まの 導きが いただけ るよ 
う 願って いる。 

最近， ひとりの 青年が 私 を 訪ねて 
来た。 彼 は 顔立ち もよ く， 優秀 そ う 
な 学生で あり， また 品 もあった。 だ 
が， ひどく 思い悩んで いる 様子で あ 
つた。 彼 は 長い間， 道徳的に はずれ 
たこと を 行って 来たが， ようよ くそ 
れ に対して 大きな 疑問 を 抱く よ う に 
なって きた， と 言った。 

「どうして， そんなに 考え方が 変つ 
たのです か」' と 私 は 尋ねた。 

彼 は 小指に はめた 指輪 を 示した。 
重厚な 金の 台座の 上に 美しい ダイ ャ 
モン ドが はめて あった。 彼 は それ を 
誇らしげ に 見せ 「これ は 以前 祖父が 
はめて いた ものです」 と 彼 は 説明し 
て く れた。 祖父 は それ を 長男で ある 
父に 贈つ たんです。 そして 僕の 父 も 
長男で ある 僕に 贈って く れ たわけで 
す。 ところが ある 晚， 僕が， 例の 仲 
間と 一緒にい たと きのこと です。 彼 
は 僕の 指輪の 由来 を 知っていて， こ 
う 尋ねたん です。 『君 は その 指輪 を 誰 
にあげる つも り だい。 僕 は 君で 最後 
だと 思うな。』」 

「私 は そ う 言われて 心中 穏やかで は 
ありませんでした。」 彼 は 話 を 続けた。 


「それまで そんな こと を 考えた こと 
もありませんでした。 『私 はいった い 
どこに 行 こ うとして いるの だろう 
か。』 自分に 問い かけて みました。 

『私 は 光 もなければ， 希望 もな く 未 
来 もない， そんな 袋小路 を 歩いて い 
るんだ。』 突然， 自分に は 助けが 必要 
な ことが わかつ たんです。」 

私たち は， 現在の 彼 を 築き上げた 
様々 な 影響に ついて 話し合った。 彼 
の 育った 家庭の こと を， 仲間との 交 
際の こと， 彼の 読んだ 本 や 雑誌の こ 
と， あるいは 最近 見た 映画の ことな 
ど 色々 話し合った。 彼 は， 数多くの 
仲間 も 同じような 境遇に いる 力'， も 
つと 悪い 境遇に いる， と 話して くれ 
た。 

その 晚， 私 は 執務室から 家へ 歩い 
て 帰る とき， その 青年の 悲痛な 姿が 
頭に 浮かんで 離れなかった。 彼 はや 
つ と 自分の 立場 を 認識した のだった。 
も し 彼が 現在と 同じような 生活 を 続 
けて いたら， 決して 自分の 息子 を 持 
つ こ ともなく， また 彼の 祖父から 受 
け 継いだ 指輪 を 渡す こと もで きない 
であろう。 青年 は 自分の 将来に 寒々 
とした もの を 感じ， ようやく 助け を 
乞い 願うよ う になった のだった。 

夕食後， 私 は 朝刊 を 広げて みた。 
朝 出かける とき， 読んで おかな かつ 


たからで ある。 さっと 目を通し てい 
る 途中， 映画の 広告に 目が 止まった。 
大部分 は， 退廃的で 暴力と 性欲 を 刺 
激す るよ う な 文句が あからさまに 書 
きた てられて いるので あった。 

それから 私 は， 私 あての 郵便物に 
目をやる と， 小 雑誌が 1 冊あった。 
翌週の テレ ビ 番組 を 一覧表に した も 
ので ある。 この 雑誌 も 同じような 種 
類の 番組で 埋められ ていた。 ニュー 
ス 雑誌が 1 冊， 私の 机の 上に 置いて 
あった。 この 号で は， 犯罪 率の 増加 
に関する 特隼 記事で 埋められ ていた。 
その グラフに よれば， 1963 年から 
1973 年の 間に， 人口 はたった 11 パー 
セント しか 増加して いないのに， 暴 
力 犯罪 は， 何と 驚くな かれ， 174 パー 
セント も 増加して いるとの ことで あ 
つた。 さらに， その 雑誌の 記事 *C よ 
れば， 警察力の 増強と 刑務所の 拡張 
のために， 数十 億 ドルの 予算が 追加 
された とのこ とで ある。 

ポルノ 洪水と いい， 性 や 暴力 を異 
常な ほど 助長す る 風潮と いい， これ 
はなに も この 合衆国 だけに 限った こ 
とで はない。 ヨーロッパ でも， 他の 
数多くの 地域で も， 状況 は 同じで あ 
る。 最近の ニュース によれば， デン 
マークの ある 映画会社が， 神の 御子 
の 生涯 を 描く， 卑 わいで 扇情的で 不 
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敬な 映画 を 製作 予定 だ そ う である。 
こ う した 世界の 憂うべき 潮流 は 腐敗 
が 社会の すみずみまでに 浸透して い 
る 証拠で ある。 

わが国の 立法府 や 法廷 も， この 波 
に 洗い流されよ う と している。 道徳 
から 逸脱した 行為 を 処罰す る 法律 も， 
新 しい 法令 や 法廷の 判例で 覆 されつ 
つ ある。 これ は 皆， 言論の 自由， 出 
版の 自由， そして いわゆる 私事の 選 
択の 自由い う 名の も と で 行われて い 
ると いう ことで ある。 だが， このい 
わ ゆる 自由の 結果， 人 は 堕落した 習 
慣と 行為の 奴隸 となり， やがて 破滅 
への 道 をた どる ことになる。 その 過 
程 を， ある 予言者 はかって 次の よう 
な 的確な 言葉で 表現して いる。 「この 
ように 悪魔 は， この 人々 を だまし， 
心 を 配って 地獄へ つれて 行く ので あ 

る。」 （11  ニーフ アイ 28  ： 11) 

一方 私 は， この 合衆国に も 他の 国 
々にも， 何百 万 何千 万と いう 善良な 
人々 がいる ことに， 大いに 満足して 
いる。 大体のと ころ 夫 は 妻に 対して 
誠実で あり， 妻 も 夫に 対して 忠実で 
ある。 子供た ち も， 穏健に， 勤勉に, 
また 神 を 信ずる 信仰の 中で 育てられ 
ている。 こうした ことから 力 を 得て， 
私 は 状況 を 決して 絶望的で はない と 
信ずる ものである。 また 私 は， みだ 
ら な 行為 と 暴力 が 大手 を 振 つて まか 
り 通る の を 黙って 許したり， 絶望的 
な 気持に なったり する 必要がない こ 
とに 満足 を 覚えて いる。 その 波 は 高 
く， 勢い は 強い。 し 力' し， これまで 
述べた ような 力 を 十分 蓄 え て 現在 効 
果 的に 働いて いる 少数の 人々 の 力に， 
自分の 力 を 加えるならば， 必ず 押し 
戻す ことができ るので ある。 私 は， 
この 邪悪に 対抗 するとい ぅチ ャ レン 
ジは， 末日 聖徒 イエス 'キリスト教 
会の 会員なら， 市民と して 決して 避 
ける こ とので きない チ ャ レンジで あ 
ると 信じて いる。 しかも， その 戦い 
を 始めなければ ならない とすれば そ 


の 時 は 今で ある。 この 精神に のっと 
り， 私 は， 戦闘 開始に 際して 留意す 
べき 4 つの 点に ついて 提案した いと 

思 ラ 0 

まず 第一 は， 自分から 始めよ， と 
いう ことで ある。 世界の 改革 は 自己 
の 改革から 始まる。 私たちの 信仰の 
根本的な 信条 は， 「われら は， 正直， 
真実， 貞潔， 慈善， 高徳なる べき こ 

と …… を 信ず」 （信仰箇条 第 13 条） と 
いう ことで ある。 他の 人々 に 高徳な 
影響を及ぼ したいと 望む からに は， 
まず 私たち 自身 が 高徳 な 生活 を お く 
つてい なければ ならない。 私たちの 
生活の 模範 は， 言葉 を 尽く して 説く 
以上に 大きな 影響を及ぼす もので あ 
る。 私たち は 他の 人々 を 引き上げた 
いと 望むなら， 私たち 自身 一段 高い 
所に 立って いなければ ならない ので 
ある。 

自分 を 尊敬す る ことから， 人の 美 
徳は 始まる。 自分が 神の 子であって， 
天父の 姿に 形どって 造られて いる こ 
と， また 偉大な， 神の ような 諸徳を 
発揮で きる ような 大き な 可能性が 授 
けられて いる こと を 知っている 人 は， 
広く 世に はびこつ ている 汚ない， み 
だら な 勢力に 対抗す るた めに， 必ず 
自分 を 鍛える ことであろう。 アルマ 
は 息子 ヒ ラマン に 次の ように 言った。 
「神の 命に 従って 生きよ。」 （アルマ 
37  ：  47) 

主 は 山上で 群集に 向って 語られた 
とき， 次のように 素晴 しい 言葉 を述 
ベら れ たが， これ は 単な. る 思いつき 
で 言われた 言葉で はない。 「心の 清い 
人た ち は， さいわい である， 彼ら は 
神 を 見る であろ う。」 （マ タイ 5  ： 
8) 

ある 賢者 も 言った。 「まず 自分から 
正直な 人間に なりなさい。 そうすれ 
ば 世界から うそつきが ひとり 減 
る。」 

シ I イクス ピア は， 登場人物の ひ 
とりの 口 を 借りて， 次の よう な 説得 


力の ある 訓戒 を 与えて いる。 「おのれ 
に 誠実に なれ。 さすれば かならず， 
夜が 昼に つぐ ごとくに じ やな， 他人 
に対して も 誠実に な ら ざ る を 得 
ん。」 （「ハムレ ット」 第 1 幕， 第 3 場， 
三神勲 訳） 

私 は， この 話 を 聞いて いるすべ て 
の 人に 対し， チャレンジ を 与えたい 
と 思う。 不浄な もの を 避け， 心の 思 
い を 高めて いただきたい。 また， 諸 
徳の 模範になる よ う に 自分の 行動 を 
抑制し， 言葉 使いに 注意して， ただ 
精神 を 高めて 成長の 助けになる よ う 
な こと だけ を 語って いただきたい。 

では， 次に 第 2 の 点に 移ろう。 よ 
りよい 明日 は， よりよ い 世代の 育成 
から 始まる。 という ことで ある。 つ 
ま り 両親 は 子供た ち を 育てる にあた 
つて， もっと 効果的に 働く という 責 
任が ある， という ことで ある。 家庭 
は， 高徳 を 育む ゆりかご であり， 性 
格が 築かれ， 習慣が 培われる 場所で 
ある。 家庭の 夕べ は， 主の 道 を 教え 
る 良い 機会で ある。 

あなた 方 は， 子供た ちが 色々 読書 
をす る こと を 知ってい るだろう。 子 
供た ち は 本 を 読み， 雑誌 を 読み， 新 
聞 を 読む。 子供た ちの 心の中に， 最 
善の もの を 求める 性質 を 育てて いた 
だきたい。 子供た ちが まだ 小さい う 
ちに， 有益な 物語 をた く さん 読んで 
あげていた だきたい。 そのような 話 
は， その 内容の 高徳 さの ゆえに， 决 
して 子供た ちの 心から 消える こ と は 

ないだろう。 子供た ち を 良い 本に 親 
しませて いただきたい。 家の どこか 
の片 すみに， 小さく とも 特別な コー 
ナーを 設けて， そこに 偉大な 精神 を 
培うよう に 意図され た 本 を 最低 2  ， 
3 冊 は そろえて おいていた だきたい。 
また， 家の 中には， 教会な どで 出 
版され た 良い 雑誌 を 置き， それ を 読 
むこと により 思いが 高められ， 気高 
い 精神の 持ち主に なれる よ う 配慮し 
ていた だきたい。 適当な 家庭 向けの 
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新聞 を 用意して， 広く 世間 を 見られ 
るよ うな 汚らわしい 宣伝 や 記事に さ 
ら される ことなく， 子供た ちが 世界 
の 出来事 を 読める よ う にして いただ 
きたい。 町に 何 か 良い 公演が あると 
きに は， 家族 そろって 劇場へ 出かけ 
るよう にして いただきたい。 あなた 
方が そのような 興業 を 後援す るなら 
ば， その 種の 催し物 を 企画して いる 
人々 に は， この 上ない 激励に なるこ 
とだろう。 情報機器 や テレビ をよ く 
利用して， 生活 を 豊かな ものにして 
いただきたい。 その 中には 良い もの 
がた く さん ある。 だが それでも 選択 
する 必要が ある。 キン ボール 大 管長 
は， 昨日， テレビ 各 局が 夕方の 主要 
時間帯に 適当な 家族 向け 娯楽番組 を 
放送す る 努力 をして いる， と 話され 
た。 このような 努力 を 払って いる 人 
々に は， 良い ものに 対して は 感謝の 
気持 を， 悪い ものに 対して は 不満な 
気持 を 抱いて いる こと を 知って もら 
うとよ い。 大体に おいて， 私たち は 
求める もの を 得て いる。 問題 は， 私 
たちの 大部分が 求めよ う と しない こ 
とで あり， さらに 言えば， 良い もの 
に対して 感謝の 気持 を 表わさな いこ 
と にある。 

家庭に 音楽 を 取り入れて いただき 
たい。 あなた 方に は， とても 音楽 的 
と は 言えない 曲の レコー ドを たく さ 
ん 持って いる 十代の 子供た ちがいる 
かもしれ ない。 その子 供た ちに 折り 
に 触れて， もっと 良い もの を 聞かせ 
てあげて いただきたい。 その 影響 下 
においていた だきたい。 音楽が 自ら 
語り かけて くれる であろう。 あなた 
方が 考える 以上に， 子供た ち は 深く 
鑑賞して いる ものである。 言葉で は 
表現で きない かもしれ ない が， 心で 
感じられる ものである。 そして， そ 
の 影響 は 年が 経つ につれ， 段々 と 表 
面に 表われて く るで あろ う 。 

では 次に 第 3 の 点で ある。 世論の 
確立 は 少数の 熱心な 声 か ら 始まる。 


立法府の 人々 の 面前で， けんか 腰に 
大声 を はり 上げたり， こぶし を 振り 
上げたり， 脅迫したり しなさい とい 
うこと ではない。 私 は， 立法 や 行政 
の 分野で 重責 を 担う 人々 に対して， 
私たちの 確信 を 熱心に， 誠実に， か 
つ 積極的に 表明す る 必要が あると 信 
じている。 残念な ことに， 少数で は 
ある 力;， さらに 大きな 自由 を 求めて 
所 かまわず ポルノ を 売り まくり， み 
だら な 表現に 一層 拍車 を かけて いる 
人々 がいる。 彼らが 声を大 にして 叫 
ぶため， 立法に 携わる 人々 は， 彼ら 
の 言う ことが 大多数の 人々 の 意思 を 
代表して いる もの だと 信ずる よ う に 
なる ので ある。 

私た ちは自 分た ち が 全 く 後押しし 
ていない ものまで 獲得して いるよ う 
である。 

私たちの 声に 耳 を 傾けても らおう 
ではない か。 だが 金切り声 を あげよ 
うな どと 思って はいない。 むしろ， 
確信 を もって 語り， それによ つて 話 
す 相手に， 私たちの 気持の 強さと 私 
たちの 誠実な 努力と を 知っても らい 
たいと 思って いる。 心の 思い を 手紙 
にした ため， 切手 を 貼って 投函した 
だ け で 思 いも かけな!^  、結果が 生 ま れ 
る ことがある。 思いがけない 結果 は， 
重責 を 担って いる 人々 との 静かな 対 
話から 生まれる ものである。 

主 はこの 民に 対して 次の よ う に 言 
われた。 「この 故に 善 を 為す にう むこ 
とな かれ。 これ 汝ら今 偉大なる 一事 
業の 基礎 を 置きつつ あれば なり。 そ 
れ， 小なる ことより 偉大なる こと 起 

る 0 

見よ。 主 は 真心と 喜びて 事に 従う 

精神と を 求む。」 （教義と 聖約 64：  33, 
34) 

この 「真心と 喜びて 事に 従う 精 
神」 こそ， 物事の 本質で ある。 規則 
や 法令 や 法律 を 制定す る 人々 に， そ 
れが 地方で あろ う と 中央で あろ う と ， 
話しかけて いただきたい。 学校 を 管 


理 する 責任 ある 地位に 就いて いる 人 
々に 話しかけて いただきたい。 無論， 
玄関払い を くわせる 人 もい るで あろ 
う し， あざけり 笑う 人 もい るで あろ 
う。 落胆す るか もしれ ない。 だが， 
それ は今始 つたこと ではない。 エド 
モンド. バー ク は， 1783 年に 下院で 
演説した 際， 大衆 受けの しない 主義 
主張 を 唱道す る 人々 について， 次の 
よ う に 言明した。 

「彼 は， 自分の 行く 道に どんな わな 
が 仕掛けて あるかよ く 知っている。 
…彼 は 自分の かかげた 目的 ゆえに， 
中傷され， ののしられる。 彼 はやが 
て， 真の 栄光 を 築き上げる ために は 
悪評が 不可欠な 要素で ある こ と を 心 
に 留める ようになる。 また， 中傷と 
悪口が 勝利に は 絶対に 欠かせな いも 
ので ある ことが わかる。」 （ジョン. 
F* ケネ ディ 「勇気 ある 人々」 序文 
より 引用） 

使徒 バウ 口 は， ァグ リッパ 王の 面 
前で 弁明す る 機会 を 与えられた とき， 
ダ マスコ へ 行 く 途中に おける あの 奇 

跡 的な 自分の 改宗に ついて 話 をした。 
主の み 声で 次の よ う に 戒め を 与えら 

れ たと 宣言した ので ある。 「さあ， 起 
き あがって， 自分の 足で 立ちな さ 
い。」 （使徒 26  ： 16) 

私 は， 主が 私たちに 対して， 次の 
よ う に 言われる ので はない かと 思つ 
ている。 「さあ， 起き あがって， 自分 
の 足で 立ちなさい。 そして 真理の た 
め， 善の ため， 品性と 美徳の ために 
声 を 発しなさい。」 

最後に， 第 4 の 点で ある。 戦いの 
ための 力 は 神の 力に よ り 頼む こ とか 
ら 始まる。 神 こそ， あらゆる A: 連の 
力の 源で ある。 バウ 口 は エペ ソ 人に 
次の よ う に 書き送った。 

「最後に 言う。 主にあって， その 偉 
大な 力に よって， 強くな りなさい。 
悪魔の 策略に 対抗して 立ちうる ため 
に， 神の 武具で 身 を 固めなさい。 

わたしたちの 戦い は， 血肉に 対す 
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る もので はなく， もろもろの 支配と， 
権威と， やみの 世の 主権者， また 天 
上に いる 悪の 霊に 対する 戦いで ある。 

それ だから， 悪しき 日に あって， 
よく 抵抗し， 完全に 戦い抜いて， 堅 
く 立ちうる ために， 神の 武具 を 身に 

つけなさい。」 （エペ ソ 6  ： 10—13) 
兄弟 姉妹の 皆様。 邪悪の 波が 押し 寄 
せて いる。 紛れ もな く 洪水が 起って 
いる。 私たちの 大部分 は， 比較的 平 
穩 無事な 生活 をお く つてい るた め， 
この 洪水が どれほど 広範囲に 及んで 


いるか あま り 認識して いない。 何 億 
というお 金が， ポルノ を 作り出す 人 
々により みだらな もの を 売り歩く 人 
々により， また 下品な もの， 堕落し 
たもの， 性 や 暴力に 関わる ものな ど 
の 取り引き をして いる 人々 に 吸い 上 
げられ ている。 神が 私たちに， 強さ 
と 知恵と 信仰と 勇気 を 与えて 下さる 
よ うに。 そして， 市民と して， これ 
ら 諸悪に 対抗して 立ち上り， 美徳 を 
擁護す る 私たちの 声に 耳 を 傾けて も 
らおう ではない か。 これら 諸 徳が保 


たれて いた 昔 は， 人 も 国家 も 強大で 
あった。 だが， 一方 顧みられ なくな 
つたと き， 人 も 国家 も 腐敗して いつ 
たので ある。 

神 は 生きて おられる。 神 は 私たち 
の 力で あり， 助け 主で ある。 私たち 
が 努力 を 重ねる とき， 善良な 人々 が 
大勢 私 たちの 群れに 加わる ことで あ 
ろ う 。 私たち は それ を 心からへ り く 
だって 祈り， 私の 証す る 御 方， すな 
わち 主ィ エス' キリスト のみ 名に よ 
り 申し上げる。 ァーメ ン。 
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愛する 兄弟 姉妹なら びに ラジオ， 
テ レ ビに耳 を 傾ける 友人の 皆さん。 
救いの 主の 降誕に 先立って， 来臨 を 
告げる 数多くの 予言が あった。 古代 
の 予言者た ち は， 世の 人々 が キリス 
トを 彼らの 救い主， 主， 神と して 認 
める ことができる ように， 主の 降誕 
に 先立つ 出来事 を 知らせ， 地上での 
使命 を 告げた。 イスラ ヱルの 家に は 
キ リ ス 卜の 地上の 生活に 関する 数多 
くの 予言の 記録が あつたが， 永遠の 
御 父 は それでも 特別の 使者 パプ テス 
マの ヨハネ を 送って， 「民 を 主に 備 

え」 させた。 （ルカ 1 ： 17) 

キ リ ス 卜の 降誕と 生涯と そのみ 業 
について 古代の 予言者た ちの 予言 は 
成就され た。 そして， それらの 予言 
を 真心から 信じる 人々 は， キリスト 
を 受け入れ， 従う 備えが できて いた 
こうした 事実 を 見ても， キリストの 
再臨に ついて 予言され ている こと も 
き つ と 成就す る はずで ある。 

キリスト の 地上の 使命が 終 り 近 く 
になった とき， 弟子た ち は 世の 終り 
についての 教えに 関心 を 持ち， ひそ 
かに キ リ ス ト に 尋ねた。 「『ど う ぞぉ 
話しく ださい。 いつ， そんな ことが 
起る のでし ようか。 あなたが またお 
いでになる 時 や， 世の 終りに は， ど 
んな 前兆が あ り ます か』。 


そこで ィ エス は 答えて 言われた， 
『人に 惑わされな いよ う に 気をつけ 
なさい。』」 （マ タイ 24  ：  3  ，  4) 

そのと き 救い主 は 再臨に 先立って 
起こる 出来事 やしる し を 弟子た ちに 
話された。 それ は マ タイ 伝の 24 章に 
載って いるので， よく 調べて みると 
よい。 

イエス は， 不法が はびこり， にせ 
キリストが 大勢の 人 を 惑わし， にせ 
予言者が 出て 大 きな しる しゃ 奇跡 を 
示し， 選民 を も 惑わそう とし， 大き 
な 艱難が 起こる であろ う と 弟子た ち 
に 話された。 戦争と 戦争の 噂が あり， 
国 は 国に 敵対して 立ち， 飢饉 や 疫病 
や 地震が あって， 予言者 ダニ ヱルが 
言った ような 荒らす 憎むべき 者が 出 
ると。 

キリスト の 再臨に 先立つ 出来事に 
ついての 予言 は， 地上の 全住民への 
道 しるべで あり 警告で ある。 そのし 
る しが 成就す るの を 目に しながら， 
これらの 警告に 聞き 従わずに いられ 
る だろ う か。 

バプ テス マの ヨハネが キ リストの 
降誕に 先立って み 業の ために 道を備 
えるべく 遣わされ たように， 神 は 救 
い 主の 再臨に 備えて この 最後の 福音 
の 神権 時代 を 開く ひと りの 予言者 を 
送られた ので ある。 予言者 ジ ヨセフ' 


ス ミス は 疑い深い 世に 向って， イエ 
スが キリス 卜で あり， まさに 神の 子 
である こと を 証した。 

主 は 末日の 啓示の 中で， 終りの 時 
代に は， 艱難， 荒廃， 災害， 破壊が 
ある こと を 再び 繰り返された。 主 は 
このよう に 警告して おられる。 

「その 日， 戦に つきて 聞かん， また 
戦いのう わさに つきて 聞かん。 全 世 
界は 揺れ動き …… 

人々 の 愛 は 冷やかに なり， 不法 は 
満っ べし。 

この 時に 当り， その 世に立ちて 而 
も 地に 溢る る懲 しめ を 見 終りて 後始 
めて 過ぎ行く 人々 在るべし。 世 を 亡 
ぼすべき 疫病， 地 を 覆う ベければ な 

また 地震 も 至る所に 起り 多くの 荒 
廃 は 来らん。 され どなお 人々 はわれ 
に 向いて こころ を 頑固に し， 互いに 
剣 を 執りて 殺し 合うべし。」 （教義と 

聖約 45  ：  26，  27，  31, 33) 

ずつ と 以前から 世界の どこかに 戦 
争が あり， 今 も 戦争の 》t が 多くの 国 
の 重大 関心事と なって いる。 また 国 
は 国に 敵対して いる。 

不安定な 政府が あり， 倒れた 政府 
が ある。 政界 や 実業界の 指導者た ち 
の 高潔 さ， 誠実 さ， 正義な ど は， 下 
落の 一途 をた どって いる。 
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世に は 不法が はこびつ ている。 そ 
して 多くの 人々 は， 人 を 惑わして 闇 
と 罪の 道へ ひきずり 込む ことに， 良 
心の 呵責 をみ じん も 感じて いない。 

自分 はキ リ ス 卜 だ， 予言者 だと 主 
張して はばからず， 欺瞞と 狡 滑 さで 
大勢の 人 を ひきつける 人々 がいる。 

飢饉と 疫病 は 引き も 切らず， 地震 
は 回数 も 程度 も 年々 激しくな り， 自 
然界の 災害 は， 厳しさ を 加えて いく。 

サタン は 人に 猛威 を ふるい， 実際， 
サタンの 弟子， サタンの 崇拝者 だと 
表 だって 自称す る 人々 がいる。 

現在の 世 は， 神 を 捨てた 人 や 神 を 
忘れた 人で あふれて いる。 そして 彼 
らは 自分の 判断に 頼って， 神の 律法 
を 変えよ う と している。 彼らに とつ 
て， 神 を 信じる こと は 時代遅れ なの 
であろう。 彼ら は， 神の 戒めが， 永 
遠 不変な こと を 忘れて いる。 私 は ひ 
とつ 尋ねたい。 被 造 者が 創造主よ り 
も 賢い ことがあり 得よ * つか。 

わが国の 裁判所 は 神の 律法と 戒め 
に 代わり， 人の 作った 法 を 取り入れ 
ている。 神 は 死んで はいない。 神 は 
永遠に 同じで， 確固と して 変わらず， 
神の 子ら への 愛と あわれみに 満ちて 
おられる。 

悪の 力 は 神の 力と 対立す る。 サタ 
ンは 国家 や 国民生活の 上に 広 く 力 を 
ふるって いる。 国家の 指導者が 自分 
勝手な 道 を 歩んで いると， 誤解 や 問 
題 は 増加し， 論争 や 争いが ふえる こ 
とだろ う 。 

主 は 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス に告 
げて おられる。 「汝ら 備え をな せ。 ま 
さ に 来るべき 事の ために 備え をな せ， 
そ は 主の 来る は 近ければ なり。」 （教 

義と聖 約 1 ： 12) 

このみ 業の 最後の 神権 時代に， 主 
は 「汝 ら， 主の 大 いなる 日の ために 
備え を 為せ」 （教義と 聖約 133  ： 10) 
と 警告され た。 

私たち は， 主の 再臨に 備え， 私た 
ちに 出来る 最も 大切な こと は 何で あ 


るか を 充分に 理解して， 従順と 忠実 
さに よって 主の 罰から 逃れよ うで は 
ないか。 

そのために， 次の 事柄 を 考えな く 
て はならない。 私たち は 自分の 生活 
と 家庭と を 整える 必要が ある。 それ 
はつ まり， 自分 を 見つめ， 悪い 行な 
い を 認め， 必要ならば 悔 改め をす る 
ことで ある。 神の 戒め をす ベて 守る 
こと， 隣人 を 愛する こと， 模範的な 
生活 をす る こと， 良い 夫， 良い 妻と 
なること である。 そして 子供た ち を 
正義に かなった 方法で 教え 導く こと， 
仕事 や 家庭です ベての 行ないに 正直 
である こと， イエス' キリスト の 福 
音 を 世の すべての 民に 宣べ 広める こ 
とで ある。 

主 は 言われた。 「見よ われ その 時期 
に 於け る わが 業 を 急ぐべし」 と。 （教 
義と聖 約 88  ：  73) 

主の み 業 は 急 を 要する。 時は少 い。 
この 末日の 主の 王国の 進展が 急務で 
あると いう こと は， あわてふためき， 
ろ う ばいせ よと いう ことで はない。 
この 福音の 光と 真理 を 求める すべて 
の 人の 間に， 主の 王国 を 早く 確立し， 
強国に したいと いう 願いが 込められ 
ている ので ある。 福音 は， すべての 
子ら のた めの 神の 生命の 計画な ので 
ある。 

神 は 諸 天 を 開き， 主の 再臨に 備え 
るよう に 子ら に 警告す るた め， 予言 
者た ちに 天の使い を 送って み 業 を 急 
がれる であろ う 。 

キリスト は， 「日 はすで に 傾き 働き 
人 を わが 葡萄園に 呼び 入る る 最後の 
時な り 。 即ち 第 十一 時な り」 （教義と 
聖約 33  ：  3) と 強調され た。 

救い主 は 末 日 の 教会 を 設立す る に 
あたって， これが 地上に 主の 王国 を 
建てる 最後の 時で あると 言って おら 
れる。 （教義と 聖約 27  ： 13 参照） 

予言者 ダニ ェ ル は 末 日の 神の み 業 
について 語り， 天の 神が 決して 滅び 
ず， 他の 民に も 渡されず， 永遠に 立 


つ 王国 を 建てられる と 告げて いる。 
(ダニ ヱル 2  ：  44 参照） 
そのよう に， この 福音の 神権 時代 
が 最後で ある。 主 は， 末日の 教会が 
滅びる と は 決して 言われなかった。 
神 はやが て 大敵 サ タ ン を 含めて すべ 
ての 敵 を 征服され る。 神の 律法と 戒 
め を 守り， 主の 味方に つく こ とが 明 
ら かに 得策で ある。 危険の 多い この 
末の 時代に， 世に 警告 を 発する 私た 
ちの 責任 は 重大で ある。 救い主 は 言 
われた。 

「収穫 は 多い が， 働き人が 少ない。 
だから， 収穫の 主に 願って， その 収 
穫 のために 働き人 を 送り出す よ う に 
しても らいなさい。」 （ルカ 10.  2) 

末日 聖徒 イエス • キリス ト 教会 は， 
人の 刈り入れに 多くの 働き人 を 送る 
という この チヤ レンジに 添って キ リ 
ス 卜の 永遠の 福音 を あらゆる 国民， 
あらゆる 血族， あらゆる 国語の 民， 
あらゆる 世の 人々 に 伝える ために， 
大勢の 宣教師 を 召し， 全世界に 送り 
出して いる。 

主 は その 民に， 「われ また 誠に 汝ら 
に告 ぐ， 主の 再臨 は 近づきて 夜来る 
盗人の 如く 世 を 襲うな り」 （教義と 聖 
約 106  ：  4) と 警告され た。 

また， 「見よ， 主なる 神 は 天の 唯 中 
を 過り て 叫ぶ 天使 を 遣わして 言わし 
む。 汝ら， 主の 道 を 備えよ。 その 道 
を 備えて これ を 直く せよ。 主の 来る 
時 近ければ なり」 （教義と 聖約 133: 
17) と も 言われた。 

教会員と 世の 民に キ リ ス 卜の 再臨 
の 備え を させ， キリスト を 受け入れ 
る 用意 をさせる という チャレンジ を， 
私たち は どのよ う にして 果 したら よ 
いのだろう 力'。 次の 勧告に 耳 を 傾け 
よ う 。 

「その 時 主の 腕 現われて， 主の 声 も 
ま た 主の 僕 らの声 も 聞かん と せず， 
予言者に して 使徒なる 者た ちの 言に 
も 耳 傾けん とせざる 者の その 民の 中 

よ り 絶た るべき 曰 来るな り 。 
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そ は 彼ら わが 儀式よ り 離れ 去り， 
わが 永遠の 誓約 を 破 り たれば な り 。 

彼ら は 主の 義を打 建てん ために 主 
を 求めず して， あらゆる 者お のが 心 
のま まに 振舞いお のれら の 神の 姿 を 
求 むれ ども， その 姿 は 人の 世の 像に 
して その 本質 は 一個の 偶像な り 。」 

(教義と 聖約 1 ： 14 一 16) 

主 はこ う も 言われた。 「主， われ 言 
いたる こと は， われに 言いた るな り。 
われ 言い逃れ せず。 天地 は 過ぎ行く 
と も， わが 言 は 過ぎ行く ことなくし 
て 成就すべし。 わが 声に て 言わる る 
も， 僕らの 声に て 言わる る もみな 一 
つなり。」 （教義と 聖約 1 ： 38) 

主 は， 霊的な ことに も 物質的な こ 
とに も 主の 民のと るべき 道 を 示す た 
め， 教会に 予言者 や 使徒 や 教師 を 置 
かれた。 これらの 指導者た ちの 権利， 
権能， 神権の 力 は， 救い主 御自身 か 
ら 来る。 神に 任命され た 指導者た ち 
の 勧告に 従えば， 私たち は 安全で あ 
る。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会に 
属する 私たち は， 生ける 予言者 スぺ 
ンサー . W • キン ボール 大 管長が 与 
えられて いる。 彼が 神から 召されて 


いる こと を 私 は 証す る。 彼 は 私の 教 
師， 私の 指導者， 私の 模範で ある。 
私 は 信仰と 祈りに よって 彼 を 心から 
支持して いる。 そして キン ボール 大 
管長が 予言者と して， また 指導者と 
して 神から 召されて いる こと を， 私 
は 一点の 疑い もな く 信じて いる。 キ 
ン ボール 大 管長の 人格 は 清廉で， 用 
意 周到な 頭脳 を 持ち， その 勧告 は 賢 
く， 判断 は 適格で， ビジョン は 明晰 
である。 彼 はすべ ての 人 を 心から 愛 
し， 人々 の 友で あり， 思いやりが 篤 

私たち 教会員 は， 私たちの 予言者 
である 主の 予言者に 従って， その 教 
えと 勧告 と 彼 自身が 示す 模範に 心 を 
留めたならば， 決して 道 を 誤る こと 
はない。 

救い主 は 末の 時代に ついて， さら 
にこの よ う に 教えられた。 

「また 日と 月と 星と に， しるしが 現 
われる であろう。 そして， 地上で は， 
諸国 民が 悩み， 海と 大波との とどろ 
きに おじ 惑い。 

人々 は 世界に 起ろ う とする こと を 
思い， 恐怖と 不安で 気絶す るで あろ 
う。 もろもろの 天体が 揺り動かされ 


るからで ある。 そのと き， 大 いなる 
力と 栄光と を もって， 人の子が 雲に 
乗って 来る の を， 人々 は 見る であろ 

ラ 0 

これらの 事が 起り 始めたら， 身 を 
起し 頭 を もたげなさい。 あなたがた 
の 救いが 近づいて いるの だから。 

あなたがたが 放縦 や， 泥酔 や， 世 
の 煩いの ために 心が 鈍って いる う ち 
に， 思いがけな いとき， その 日が わ 
なのよ う にあな たがた を 捕える こ と 
がない ように， よく 注意して いなさ 

い 0 

これらの 起ろ う と している すべて 
の 事からの がれて， 人の子の 前に 立 
つ ことができる ように， 絶えず 目 を 
さまして 祈って いなさい。」 （ルカ 

21 ： 25—28，  34,  36) 

兄弟 姉妹， 私たち は 予言の 成就 を 
見極め， 自分の 家庭 を 整えて， この 
重大な 日の ために 備えよ う ではない 
か。 そして， 民に 主の 再臨の 備え を 
させる という チヤ レン ジを 果たそう 
ではない か。 これら を， イエス. キ 
リ ス ト のみ 名に よってへ り くだり 祈 
る ものである。 アーメン。 
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予言者と 予言 
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リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹， 教会の このす ばらしい 
総 大会に 出席す る 機会に あずかり， 
とても うれしく 思って いる。 主の み 
たまの 導きに よって 語る とき， 私が 
この 限られた 時間 内で 申 し 上げる こ 
とが， あなた 方の 証 を 強める ものと 
なり， 教会員で ない 方々 にも 何 か を 
感じて いただけ ると 確信して いる。 

今日 私 は， 予言と 予言者の 重要性 
について 少しお 話したい と 思う 。 

救い主 は 復活 後， ふたりの 弟子と 
エマオに 向かわれた が， 弟子た ち は 

「目が さえぎられて」 （ルカ24  ： 16) 
救い主 を 認める ことができなかった。 
救い主 はふたり の 弟子の 話に 耳 を 傾 
けながら， かって 御自身が 教えられ 
たこと を， この ふたりが 理解して い 
ない ことに 気がつかれた。 そこで 救 
い 主 はこう 言われた。 「ああ， 愚かで 
心のに ぶいた め， 予言者た ちが 説い 
たす ベての こと を 信じられない 者た 
ちょ。」 （ルカ 24:25) そして モー セ 
を はじめと する 予言者た ち 力;， 救い 
主の こ と を どのよう に 証して いるか 
を 彼らに 示された。 聖典 を 調べれば, 
予言者た ち が 救い主の 生涯 と 使命 を 
極めて 細! < 、点 に 至 る ま で 予言 してい 
る ことが わかる。 例えば， 救い主が 
十字架に かけられた とき， その 衣 を 
く じで 引いて 取る というよ うな こと 


まで も 予言して いる。 （詩篇22  ： 18) 
ぺ テロ は 次のように 言った。 「こう 
して， 預言の 言葉 は， わたしたちに 
いっそう 確実な ものに なった。 あな 
たがた も， 夜が 明け， 明星が のぼつ 
て， あなたがたの 心の中 を 照す まで， 
この 預言の 言葉 を 暗やみに 輝く と も 
しびとして， それに 目 をと めて いる 
がよ い。 

聖書の 予言 はすべ て， 自分勝手に 
解釈すべき でない こと を， まず 第一 
に 知るべき である。 （これ は 重要な こ 
とで ある。） 

なぜなら， 予言 は 昔 決して 人間の 
意志から 出た もので なく， 神の 聖者 
が 聖霊 を 感じて 語った もの だからで 
ある。 （欽定 訳 11 ぺテ dl ： 19—20) 
も し 私たちに これと同じ 力が あるな 
ら， 私たち は 予言 を 連 解で きる はず 
である。 

神の 予言者た ち は， 救い主が 時の 
絶頂に おいでに なると 予言した よ う 
に， 再臨に 先立って 起こる 重要な 事 
柄に ついても 数多く 予言して いる。 
そのう ちの いくつか をお 話して みた 
いと 思う。 

予言者 ァ モス はこ う 言って いる。 
「まことに 主なる 神 は， そのし もべ 
である 預言者に その 隠れた こ と を 示 
さないで は， 何事 を もな されな 


い。」 （ァ モス 3:  7) もし この こと 
を 理解して いれば， 予言者に 導かれ 
ない 業 を 捜し求める 者 はこの 世に だ 
れも いない はずで ある。 主 は 頭で あ 
る 予言者に 知らせないで， どのよう 
な 業 も 行なわれない。 予言者 ジョセ 
フ. スミ スの 時代から 今日の 予言者， 
ス ペン サー 'W. キン ボー ル大 管長 
に 至る まで， 神が 多くの 予言者 を 私 
たちに 与えて 下さった こと に 感謝 し 
よ う ではない か。 

私 は キン ボール 大 管長と 37 年 もの 
間 親しくし ている。 この 世で 彼 ほど 
キリスト に 近い 人 を 私 は 知らない。 
も しも 主が キン ボール 大 管長の よ う 
な 人 を 通して 語られない とすれば， 
ほかに だれが それに ふさわし いと 言 
える だろう 力'。 私 は 生ける 予言者が 
与えられ ている こと を 感謝して いる。 

「預言の 言葉 は， わたしたち にいつ 
そう 確実な ものに なった。」 （II ぺテ 
口 1 ： 19) と 語った ときの ぺ テロの 
言葉 を 味わい， 主の みむね とみこ こ 
ろ を 知る ために は 神の 予言者に よ る 
以上に 明 ら かで かつ 確実な 方法 はな 
いという こと を 理解す るなら ば， 「ま 
ことに 主なる 神 は， その しもべで あ 
る 預言者に その 隠れた こと を 示さな 
いで は， 何事 を もな されない。」 こと 
がわ かるので ある。 （ァ モス 3  ：  7) 


410 


今日 ァメ リ 力に は， 約 700 もの キ リ 
スト 教会が ある。 し 力、 し， 前に 述べ 
たこの 言葉 を 信じ， ィヱス が 予言 を 
どれ ほ ど 重要 に 考えて おられる か を 
知るならば， 人 は， 神が みむね やみ 
こころ を あらわされる 予言者の いる 
教会 以外に， 真理 を 捜し求め はしな 
いはず である。 

なすべき こ と はた く さんあった。 
ぺ テロ は， ペンテ コステ の 日の 後キ 
リスト を 殺した 人々 に 向って このよ 
うに 言った。 「だから， 自分の 罪 をぬ 
ぐい 去って いただく ために， 悔い 改 
め 本心に 立ち かえりなさい。 

それ は， 主の み 前から 慰めの 時が 
きて， あなたがた のために あら かじ 
め 定めて あった キ リストなる イエス 
を， 神が つかわして 下さる ためで あ 
る。 

この ィヱス は， 神が 聖 なる 預言者 
たちの 口 を 通して， 昔から 予言して 
おられた 万物 更新の 時まで， 天に と 
どめて おかれねば ならない。」 （欽定 
訳 使徒 3  ： 19-21) 

このよ う に， 真 連 を 求める 人 は， 
更新 を 求める こと だろ う 。 改革で は 
なく， 継続で もない， 更新 を。 も し 
ぺ テロ が 神の 予言者で あったなら， 
救い主が 再臨され る 前に， すべての 
予言者た ちの 口 を 通して 語られた 万 
物の 更新が 起こる はずで ある。 キリ 
ス トは 「万物 更新の 時まで」 天に と 
どめて おかれる ことにな つてい る， 
とべ テロ が 述べて いるから である。 
失われた もの を 回復す る これら 古え 
の 予言者た ちの 訪れ を 受ける， この 
世の 予言者が いない 限り， 更新 は 起 
り 得ない。 ィザャ が 予言した ように， 
数々 の 教会 は 人の 戒め を 教えて きた 
ので ある。 しかし 私たちの 教会に は 
生ける 予言者が いる。 

主 は 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス を 立 
てられた。 この こと はこの 大会で 多 
くの 人が 証して いる。 記録の 示す 限 
り， かって この 地上に 住んだ どの 予 


a 者よ り も ， 予言者 ジ ヨセフ. スミ 
スを 通して 多くの 真理が 私たちに 明 
ら カリ こされた。 ジ ヨセフ' スミ スは， 
救い主が 再びお いでになる 前に， こ 
の 世に 訪れて すべての こ と を 回復す 
る ことにな つていた 古代の 予言者た 
ちから， 多くの もの を 私たちに 与え 
て くれた。 彼が 回復した もの は 数多 
い。 

例 えば， あ な たがた は ネ ブ 力 デ テ 
ザルの 夢と ダニエルの 解き明かし を 
御存知 だろ う か。 ネ ブカ デネ ザルは 
夢 を 忘れた。 そこで 博士 や 法 術士た 
ち を 呼び集め たが， その 夢 を 解き 明 
せる の 者 はだれ もい なかった。 そこ 
で イスラ エルの ダニエルの うわさ を 
聞いた ネ ブカデ ネザル は 彼に 尋ねた。 
ダニエル は 次のように 答えた。 「しか 

し 秘密 を あらわす ひと りの 神が 天に 
おられます。 彼 は 後の 日に 起るべき 
こと を， ネ ブカデ ネザル 王に 知ら さ 
れ たのです。 あなたの 夢と， あなた 
が 床に あって 見た 脳 中の 幻 はこれ で 

す。」 （ダニエル 2  ：  28) 

それから， 私たちが 現在 生きて い 
る この 末日に 至る までの この 世の 王 
国の 興亡に ついて 語った。 そして， 
末日に 天の 神 は ひとつの 国 を 立て， 
これ は いつまでも 滅びる ことが なく， 
その 主権 は 他の 民に わたされないで 
あろ う と 解き明かした のであった。 

(ダニエル 2  :44 参照） 神 は 予言者 
を 通して 王国 を 築かれる。 そうで あ 
ると すれば， 神 は 予言者が いなくて， 
永遠に 耐え 得る 王国 を， お建てに な 
るだろう 力、 

ダニ ヱルは 人手に よ ら ずに 切り出 

された ひとつの 石が ある といった。 
それ はは じめ ほんの 小さい もので， 
6 人の 男性に よ つ て 建て られた 王国 
であった。 そして ダニエルが 石は大 
きな 山と なって 全地に 満ちる と 言つ 
たように， その 王国 は 発展して きた 
ので ある。 （ダニ ヱル 2  ：  35 参照） 
今日の この 教会 ほど， 飛躍的 発展 


を 遂げて いる 宗教団体 はない。 なぜ 
なら， それ は 天の 神が その 約束に 従 
つて 築かれた もの だからで ある。 

私が 南部 諸 州 伝道 部の 伝道 部長 を 
していた とき， 宣教師の ひとりが あ 
る 集会で ネ ブ 力 デ ネ ザルの 夢に つ! < 、 
て 話した。 その 集会に は 求道者が 数 
人出 席して いた。 集会 後 私 は ドアの 
前に 立って， 彼らと あいさつ を 交わ 
していた。 すると ひとり の 人が 近寄 
つて 来て， 牧師で あると 自己紹介し， 
こう 言った。 「あなた は あの 王国が モ 
ル モン 教会 だと 思って いる 訳で はな 
いでし よ うね。」 

私 は 答えた。 「なぜ モル モン 教会で 
はない とおつ しゃ るので すか。」 

彼 は 言った。 「そんな はずが ありま 
せん。」 

「なぜ そんな はずがない のです 
か。」 

「王の いない 王国な ど あり 得ません。 
あなた 方に は 王が いません。 です か 
ら 王国 もない 訳です。」 

「あの， もう 少し 読んで いただける 
とお わかりに なると 思います。 ダニ 
エル 第 7 章 を 読んで みて く ださい。 
そこに ダニエルが 天の 雲に 乗って 人 
の 子の よ う な 者が おいでにな るの を 
見た こと， また 『彼に 主権と 光栄と 
国と を 賜い， 諸 民， 諸 族， 諸国 語の 
者 を 彼に 仕えさせた。』 (ダニエル 7 
： 14) と あり ます。」 

私 は 続けた。 「人の子の ような 者が 
天の 雲に 乗って おいでにな つたと き， 
も し 王国の 備えが できて いなければ, 
どのよ う にして 王国 を 与える ことが 
できる でしよう 力 >。 それ をして いる 
のが 末日 聖徒なん です。」 

あなた 方 は 神の 聖徒と して， 教会 
の 偉大な 伝道 ブ a グラム を 促進し， 
また 什 分の 一 や 献金 を 納める ために, 
時間， 才能， 財産， それに 自分の 子 
供た ち を さえ 犠牲に している。 この 
うな こと は， 今日の 世に あって 類の 
ない ことで ある。 これ は 神が 予言者 
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を 通して 働き かけて おられる からで 
ある。 パゥロ は 当時の 教会に 次の よ 
うに 書き送つ ている。 「あなたが たは, 
使徒た ち や 預言者た ちとい う 土台の 
上に 建てられた ものであって， キリ 
ス 卜 . イエス 御自身が 隅の かしら 石 

である。」 （エペ ソ 2  ：  20) 

従って， 真理 を 求める もの は， 使 
徒と 予言者 を 土台と して 建てられた 
教会 を搜す 必要が ある。 ここで 私の 
証 を 申し上げたい。 この 教会 こそ 使 
徒と 予言者 を 土台と して 建てられた 
イエス. キリス 卜の 教会で ある。 そ 
して 主なる キリスト は 今な お， 生け 
る 予言者 を 通して 教会 を 導いて おら 
れ るので ある。 

このほか にも 多く の 予言者が 与え 
られ ている。 使徒 バウ ロカ;'， 主 はみ 
むねの 奥義 を 示して 下さった と 言つ 
ている が （エペ ソ 1 ： 9 参照）， これ 
は 確かな ことで ある。 では， みむね 
の 奥義と は 何 か。 「それ は， 時の 満ち 
るに 及んで 実現され る ご 計画に ほか 
ならない。 それによ つて， 神 は 天に 
ある もの 地に ある もの を， ことごと 
く， キリスト にあって 一つに 帰せし 
めようと された ので ある。」 （エペ ソ 
1 ： 10) 地上に ある ほかの どの 教会 
にも， 天と地 上の もの をつな ぐ この 
よ う な 計画 はない。 

また， 私たち は， 主の 民が 救い 手 
として どのように シ オンの 山に 登る 
かにつ いての 予言 も 知っている。 （ォ 
バデャ 21) イエス は 次のように 言わ 
れた。 

「死んだ 人た ちが， 神の 子の 声 を 聞 
く 時が 来る。 今 すでにき ている。 そ 
して 聞く 人 は 生きる であろう。」 （ョ 
ハネ 5  ：  25) なぜなら， この 世 を 離 
れた人 もす ベて， この 福音 を 聞く 必 
要が あるから である。 すべての ひざ 
は 主に 対して かがみ， すべての 舌 は 
ィ エスが キ リ ストで ある と 証す ると 
言われて いる。 （ローマ 14: 11 参照） 
これによ つて， 私たち は 使徒 バウ 口 


が 述べた 次の 言葉の 意味 を さ ら によ 
く 理解す る ことができる。 

「そうでない とすれば， 死者の ため 
にバプ テス マ を 受ける 人々 は， なぜ 
それ をす るの だろう 力 >。 もし 死者が 
全く よみがえらない とすれば， なぜ 
人々 は 死者の ために バ プテ ス マを受 
ける のか。」 （ I コ リン 卜 15  ：  29) 

この 神権 時代に 起こる こ と になつ 
ている も う ひとつの 偉大な 出来事が 
ある。 それ は， マラキ を 通して 主が 
言われた ように， 主の 来られる 道 を 
備える ために 主の 使いが 送られ， 主 
はすみ やかに 主の 宮に おいでになる 
という ことで ある。 「その 来る日に は， 
誰が 耐え 得よ う 。 •••••• 彼 は 金 を ふ き 

わける 者の 火の ようで あり， 布 さら 
しの 灰汁の ようで ある。」 （マラキ 3 
： 1 , 2) これ は 明らかに 最初の 来 
臨と は 何の 関係 もない。 最初の 来臨 
では， 主 はすみ やかに 主の 宮 におい 
でに ならなかった。 また 主のお いで 
になった 日， すべての 人 は 耐える こ 
とがで きた。 しかし 末日に 主が おい 
でになる とき は， 邪悪な 者 は 岩に 向 
つて， 「さあ， われわれ をお おって， 
御座に います かたの 御顔と 小羊の 怒 
りと から， かくまって くれ」 （黙示 

(6:16) と 叫ぶ であろう と言われ 
ている。 

私たちに は 死者の ための 業が あ り ， 
そのために 神殿 を 有して いる。 そし 
てこの こと は， マラキの 述べた 次の 
言葉と 密接な 関係 を 持つ。 「見よ， 主 
の大 いなる 恐るべき 日が 来る 前に， 
私 は 預言者 ヱ リ ャを あなたが たにつ 
かわす。 彼 は 父の 心 を その子 供た ち 
に 向けさせ， 子供た ちの 心 を その 父 
に 向けさせる。 これ は 私が 来て， の 
ろい を も つて この 国 を 撃つ こ とのな 
いように する ためで ある。」 （マラキ 
4  ：  5  ,   6  ) 

この結果 を 考えて いただきたい。 
この 約束が あるよう に， ヱリャ （ェ 
ライ ジャ） が 来た こと を 告げる 人々 


が この 世の どこ 力 > にいる だろう 力 >。 
ェ リ ャ はすで に 来た。 1836 年 4 月 3 
日， カートランド 神殿に おいて， ジ 
ヨセフ • ス ミスと オリ バー • 力 ウド 
リーに 現われ， 天地 をつな ぐ 偉大な 
業の 鍵 を 渡した ので ある。 それ故に， 
神殿が 建てられて いるので ある。 ま 
た 同時に， ィザャ が 予見した pffi も 
現実と なって いる。 「終りの 日に 次の 
ことが 起る。 主の 家の 山 は， もろ も 
ろの 山の かしらと して 堅く 立ち， … 
…すべての 国 はこれ に 流れて き， 多 
くの 民 は 言う， 『さあ， われわれ 
は 主の 山に 登り， ヤコ ブの 神の 家に 
行こう。 彼 は その 道 を われわれに 教 
えられる， われわれ は その 道 を 歩 も 
う』 と。 律法 はシ オンから 出， 主の 
言葉 は エルサレムから 出る からで あ 
る。」 （ィ ザャ 2  ：  2  ，   3  ) 

この 敷地 内に ある 神殿 は ヤコ ブの 
神の 宮 であり， 私たちの 先袓 である 
開拓者た ちが， 何千 キロに 及ぶ 旅 を 
終えた 後， 建てた ものである。 完成 
までに 40 年 もの 歳月 を 要した。 素晴 
らしい 建物で はない か。 世の中に こ 
れほ ど 美しい 建物が ある だろ う 力 >。 
私が オランダで 伝道して いた 当時， 
すべての 改宗者 は 教会に 入る や 神殿 
に 引かれて， 持ち物す ベて を 売り， 
わずかな お金 さえ も 貯めて， この 国 
へ 渡ろうと した ものである。 その 結 
果 彼ら は 主の 道 を 知り， その 道 を 歩 
むこ とがで きたので あった。 

このほか にもた く さんの 予言が あ 
るが， ィザャ が 目に し， 予言した 次 
の 事柄に ついて 申 し 上げたい と 思う。 
「その 日， 主 は 再び 手 を 伸べ て， そ 
の 民の 残れる 者 を …… あがなわれる。 

主 は 国々 のために 旗 を あげて， ィ 
ス ラエルの 追い やられた 者 を 集め， 
ュダの 散らされた 者 を •• -… 集められ 
る。」 （ィ ザャ 11 ： 11， 12) 

ジ ヨセフ がわず か 18 歳の とき， 天 
使モ a ナイ は 夜中に 三度 ジ ヨセフ を 
訪れ， さらに 翌朝 再び 姿 を 現わし， 
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この 句 を 再三 引用して， 予言が 成就 
する こと を 告げた ので ある。 そのと 
き に 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス に 課せ 
られた 責任 を 考えて いただきたい。 
彼 は 国々 のために 旗 を 掲げた ので あ 
る。 世の中に， この 教会 ほど 会員た 
ちの ために 力 を 尽くし， また 会員 を 
増やして， 世の 旗と なって いる 教会 
はない。 人々 は 私たちが これらの こ 
と を どのよ う に 行って いるの だろ う 
と， 私たちの もとに やって来る。 

ィザャ は 集合に ついて， このほか 
にも 多くの こと を 知っていた。 主 は 
ィ ス ラエル を すみやかに 集められ， 
ィ ス ラエル はくつ の ひも を 解いたり， 
まどろんだり， 眠ったり する 時間 さ 
えない こと をィ ザャは 予見して いる。 

(ィ ザャ 5  ：  27 参照） 何千 年 も 昔の 
ィザャ の 時代に さかのぼって， 当時 
の 交通機関 を 目の前にし てこ の 言葉 
を 言 己した こと を 想像して いただきた 
い。 

この 予言の 成就 を 示す ものと して， 
次の ような ことがある。 マッケイ 大 
管長 は 最初の ス テ 一 キ部を 組織す る 
ために ス コッ卜 ラン ドに 赴いた その 
帰途の こと を， 神殿に おいて 私たち 
十二使徒の 兄弟た ちに 次の よ う に 語 
つた。 ロンドン を 発った の は 午前 2 
時で， それから シカゴに 立ち寄って 
兄弟た ちと 少しの 間 会い， その 夜自 
宅の べッ ドで 休んだ と。 彼 はくつ の 
ひも を 解く 時間 も なかった そう であ 
る。 そして， 初期の 頃， 人々 がシォ 


ン にやって 来た ときの こと と 比較し 
た。 人々 は 43 日間 船に 乗り， それ 力 > 
ら幾 週間 も かかって 平原 を 横切らな 
ければ ならなかった ので ある。 集合 
について 考えて いただきたい。 聖徒 
たちが どのよう にして この (ユタ 
州） に 向け， 河岸 を 旅する はずで あ 
つた 力、 その 予言に ついて 考える 時 
間が あれば と 思う。 開拓者た ち はこ 
れを 成就した ので ある。 主が 彼らの 
悲しみ を 喜びに 変えられる こ とに つ 
いて， エレ ミヤ は 次のように 言って 
いる。 「『イス ラエルの 民 をェジ プ ト 
の 地から 導き出した 主 は 生きて おら 
れる』 と は 言わないで， 『イスラエル 
の 民 を;! 匕の 国と， そのす ベて 追い や 
られた 国々 から 導き出した 主 は 生き 
て おられる』 という 曰が くる。」 （ェ 
レ ミ ャ 16  ： 14, 15) 

この こと は， この 教会が 組織され 
て 以来， 主が その 民に 行なって こら 
れ たこと である。 そして 現在， 私た 
ち は ステーキ 部と 神殿 を 彼らのう ち 
に 設け， 彼ら はシ オンの ステーキ 部 
に 集められて いるので ある。 

さらに エレ ミヤ はこう 続けて いる。 
「 主 は 多くの 漁師 を 呼んで 彼ら を 漁 
らせ， また 多くの 賴師を 呼んで， も 
ろ もろの 丘， 山， 岩の 裂け目から 彼 
らを かり 出される」 と。 （エレ ミヤ 16: 
16) 世界 各地に 散在す る 伝道 部に 行 
く とお わかりになる と 思う が， 現在 
21, 000 名 以上の 宣教師が 戸口から 戸 
口へ， 村から 村へ と 足 を 運び 人々 を 


集めて いる。 それ はま さに 予言者が 
予言した 通りで ある。 この 教会が 文 
字 通り， 予言 を 成就して いる ことが 
おわかり いただける と 思う。 

エレ ミ ャは 次の よ うに 言って いる。 
「主 は 言われる， 背信の 子ら よ， 帰 
れ。 わたし は あなたがたの 夫 だから 
である。 町から ひとり， 氏族から ふ 
たり を 取って， あなたがた をシ オン 
へ 連れて行 こ う 。 私 は 自分の 心に か 
なう 牧者た ち を あな た がた に 与える。 
彼ら は 知識と 悟り を もって あなたが 
た を 養 う。」 （エレ ミヤ 3  ： 14， 15) 

今日 ここにお いでの あなた 方 は， 
町から ひとり， 氏族から ふたり とい 
うように， 主の 道 を 学ぶ ために 来ら 
れた 方々 である。 今日 この 壇上に 座 
つてい る 幹部の 兄弟た ち は， 主の み 
こころに 従って あなた 方 を 教える 牧 
者で ある。 

あなた 方 すべてに 神の 祝福が ある 
ように， また， 主 は 生ける 予言者 を 
通して， この 教会が 生ける 予言者 を 
土台と して 建てられ ている こと を 語 
つて おられる。 私たちが 世の 人々 に 
証 を 述べる の は， この ことが 確かに 
主の み 業で ある と 知ってい るからで 
ある。 この こと を 認識して いただき 
たいと 思う。 これが 私の 証で ある。 
この 証 を 謙遜に， 主 ィヱス 'キリス 
ト のみ 名に よって 申し上げる。 ァー 
メノン。 
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わが 愛子に 聞け 


十二使徒 評議員 会 会員 


マーク 


ピーター セン 


この 大会に おいて 私たちの ために 
歌 を 歌い， 素晴らしい 演奏 をして 下 
さった 皆さんに， 心から 感謝 を 申し 
上げたい 気持で 一杯で ある。 これ ま 
でに なく 感動 を 覚えて いる。 まこと 
に 個人的ながら， コーラスの 方々 な 
ら びに オルガ 二 スト 全員に， 私の 感 
謝の 気持 を 申し上げ たいと 思う。 皆 
さん は， この 素晴らしい 大会に 大き 
な 貢献 を して おられる と 思う。 

私たち 末日 聖徒に は， 世の 人々 に 
与える メ ッ セージが ある。 それ は 神 
から 与えられ たもので あり， 神が こ 
の 時代に 再び 天よ り 語りた もうた こ 
と を 全人 類に 宜言 する ものである。 

全能の 神 は 次の ように 言って おら 
れる。 「聞け， 汝ら 諸々 の 天よ， 地よ 
耳 を 傾けよ。 喜べ， そこに 住む 者た 
ちょ。 主 は 神に して， 主の 他に 救い 
主なければ な り 。 

主の 知恵 は 偉大に して， その為し 
たも うと ころ は 驚嘆すべく …… 」 （教 

義と聖 約 76  ： 1 ， 2) 

また 次の よ う に 告げて おられる。 
「誠に 主の 声 はすべ ての 人々 に 及ぶ 
もの なれば， …… すべての 人々 に警 
めの 声 は 及ばん。」 （教義と 聖約 1 ： 
2,4) 

私たちの メッセージ で最 も 重要な 
の は， ナザレの イエスが 主なる キリ 


ストで あり， 全人 類の 贖い 主で あり ， 
クリス チヤ ンの 言う 救い主で あ り ， 
ユダヤ人の 言う メ シャ である という 
点で ある。 この 同じ イエス 力；， マリ 

ャ から 生まれた， 文字通り 神の 御子 
であり， この イエス 以外に 救い主 は 
ない こと を， 私たち は 心から 厳粛に 
宣言す る ものである。 

全能の 神 は， ナザレの イエスが 神 
の 御子で ある こと を 繰り返し 断言し, 
「わが 愛子に 聞け」 と はつ き り 命じ 
られ た。 そして この 末日に おいても， 
全能の 神 は， イエス • キリスト につ 
いて 大 いなる 新たな 啓示 を 下す に 及 
んで， 再び 「彼に 聞け」 と 命じられ 
たのであった。 従って 私たち 末日 
聖徒 は， イエス' キリス 卜 について 

の 新たな 近代の 啓示 を 皆さんに お伝 
えす る ものである。 父なる 神 は， 「彼 
に 聞け」 と 言って おられる。 神の 心 
からなる 勧告に 耳 を 傾けよ う とする 
人 は， イエスの 言葉 を 聞いて いただ 
きたい。 

私たちの メッセージ は， 真理に 基 
づく ものである。 この 混乱した 世界 
に は 欠かせない 大切な ものである。 
主 御自身， 次のように 言って おられ 
る。 「汝ら 民よ， 遙 かなる 所よ り 耳 を 
傾けよ。 海の 島々 にある 者よ， 共に 
聴け。 


誠に 主の 声 はすべ ての 人々 に 及ぶ 
もの なれば， 一人 ものが るる 者な 
し。」 （教義と 聖約 1 ： 1 ， 2) 

このよう に 私たちが 近代の 主の 啓 
示の 言葉 を 宣言 するとき に， 大勢の 
人々 は， それが 信頼で きる もので あ 
るか どうか をす ぐ 心に 問う。 そして， 
その 信頼性の 大部分が， 人と しての 
私たちの 信頼性に かかって いる こ と 
を， 私たち は 十分に 承知して いるの 
である。 この こと を 心に 留めた 上で， 
少し 皆さんに， 私たち 末日 聖徒に つ 
いてお 話したい。 

私たち は， まじめで， 立派な 人格 
を 身に つけ， 正直で， 義 しい 生活 を 
送る ように 命じられ ている。 そして 
私た ち は ， 信仰 の 基本 原則 として， 
徳と 純潔と を 教えて いる。 また， 家 
庭 を 堅固な 避け 所と する よ う に 提唱 
している。 

私たちに とって， 家族 は 文明の 礎 
石で あり， また 常にそう でなければ 
ならない。 家庭 は 正しい 人間関係の 
基で ある。 

私たち は 教会の 男女に， 貞節 は最 
も 気高い ものである こ と を 教えて い 
る。 私たち はみ な 神の 霊の 子で あり， 
それに ふさわしく 生きるならば， つ 
いに は 完全な 者と なって， 天の 御 父 
のよ う になれ る というの が 主の 計画 
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であると いう こと を 信じて いる。 （マ 

タイ 5  ：  48 参照） 

私たち は， 家族 は 永遠の 単位と な 
るよう 意図され ており， 死と 復活の 
後， 不死 不滅と 永遠の 生命が 得られ 
る こと を 信じて いる。 

私たちが 夫婦 それぞれに 貞節と い 
う 高い 標準 を 教えて いるの は， 自ら 
を 備え， このような 約束に あずかる 
に ふさわしい 者と なる ためで ある。 
私たちに ある 道徳の 標準 は た だ ひ と 
つ， 万人に 共通の ものである。 私た 
ちはいつ もこの ように 訴えて いる。 
「汝 ら， 主の 器 を もてる もの は 潔く 
あれ」 と。 （教義と 聖約 38  ：  42) 

教会員の 増加 は 著しい。 誠実な 心 
を 持つ 男女 は， すぐに 私たちの メッ 
セージに 応える。 10 年 前の 会員 数 は 
250 万で あつたが， 現在で は 350 万に 
達して いる。 

私たち は 着実 に 伝道 プ a グラム を 
進めて いる。 現在 62 力 国に 133 の 伝道 
部が 置かれて いる。 しかし 10 年 前 は 
わずか 74 に 過ぎなかった。 また 今日 
の 宣教師 数 は 21, 168 名で， その ほと 
ん どが 20 歳 前後の 若者で ある。 しか 
し 10 年 前 は 12，  585 名であった。 現在 
これらの 宣教師 は， 自ら 進んで 2 年 
間 を 捧げ， 自費で 伝道に 携わって い 
るので ある。 皆さん はこの ことから， 
私たちが 心から 確信 を 抱いて いる も 
のが， 真実で ある こと を 判断して い 
ただけ る ものと 思う。 

教会 は 一般に， 支部， ワード 部お 
よび ステーキ 部と 呼ばれる 組織に 分 
けられて いる。 この 支部と ワード 部 
は 教区に 相当し， ステーキ 部 は 管区 
に 似た ものである。 10 年 前の ワード 
部お よ び 支部 数 は 6，  000 であった が， 
現在 ほぼ 8,  000 を 数えて いる。 また そ 
れょ り 大きな 単位で ある ステーキ 部 
は 10 年 前に は 412 であった が， 今 は 
700 を 越えて いる。 そして これら は， 
南アメリカから ス カンジ ナビア， ァ 
ラス 力から 南洋諸島に 至る まで， 数 


多く の 国々 に 見られる。 

私た ち 教会員 は 一般に 健康で ある 。 
カリフ ォ ルニァ 大学 公衆衛生 学部の 
ジ エームズ. E  • エンスト 口 ム 博士 
は， 去る 4 月 9 日付けの 「パサ デナ' 
スター ニューズ」 で， モル モン の 癌 
の 罹患率 は 全国 平均の 50 パー セン ト 
以下で あると 報じて いる。 癌の 死亡 
率が ァメ リ 力 国内で 最も 低 いのは， 
ユタ 州で ある。 

肺癌 を 見て みると， 末日 聖徒の 女 
性 は 全国 平均の わずか 31 パー セン ト， 
男性 はわず か 38 パー セン 卜に 過ぎな 
い。 また， アルコール 飲料と 関連の 
ある 食道 癌の 場合， 末日 聖徒の 女性 
は 全国 平均の 11 パーセント， 男性 は 
34 パー セン ト である。 以上の 数字 は， 
ユタ 州 癌 登録 所の 理事 を 務めて いる 
ジ ヨセフ. F  . ライ アン 博士の 提供 
によ る も ので ある。 

1971 年度 「合衆国 統計 要! »」 （国 
勢 調査 局 発行） を もとにして ユタ 州 
と 他 州 を 比較して みると おも しろい。 
合衆国 全 州に おける 様々 な 病気の 罹 
患 率が， その 順位に 従ってす ベて あ 
げられ ている。 次に その 幾つか を 取 
り 上げたい。 

心臓病の 場合， ユタ 州 は 46 番目に 
位して いる。 インフルエンザと 肺炎 
は 49 位， 脳血栓 は 46 位， 動脈硬化症 
は 49 位， 肝硬変 は 45 位， 気管支炎と 
気 腫， ぜんそく は 30 位， 結核 は 50 位， 
性病 は 50 位， 主要 循環器と 腎臓病の 
合併症 は 50 位， 循環器 系の 病気 は 
50 位， 神経系に 影響を及ぼす 血管 障 
害 は 50 位， 心臓病に よる 高血圧 は 
43 位， その他の 高血圧 は 50 位， 伝染 
病 は 50 位， 妊娠に よる 余病 は 46 位， 
幼児 死亡率 は 50 位で ある。 

ユタ 州の これらの 順位に ついて 語 
ると き， 全人 口の 約 30 パーセントが 
私たちの 教会に 所属して いない こと 
を 心に 銘記し なければ ならない。 ュ 
タ 州の 統計に は 彼ら も 人って いるの 
である。 


教会 は， 青少年の 育成 を 図る ボー 
イス カウ 卜 • プログラムで， 他 を リ 
ード している。 私たち は， あらゆる 
国民， 宗教， 民族の 少年 を 訓練す る 
上で， この ボーイスカウト. プロ ゲ 
ラムが 非常に 有効な 組織で あると 考 
えてい る。 

合衆国 全体で は， スカウトの 年齢 
の 少年で それに 登録して いるの は， 
わずか 23 パーセントに 過ぎない。 し 
かし， 末日 聖徒の 間で は その 率 は 
85 パー セン 卜 となって いる。 

合衆国 全体で ィ 一 ゲル 章 を 得て い 
るの は， 登録 した ス カウ 卜の 内の 

I.  5 パーセント である 力;， 末日 聖徒で 
は 4 パー セン ト である。 

1974 年度， 私たちの 教会 はス カウ 
ティングの 後援 団体と して， 合衆国 
で 2 番目に 多くの 隊を 後援して いる。 
当 教会' をし のいだ の は， PTA であつ 
た。 PTA の 後援 数 は 20，  800 隊で， 当 
教会の 後援 数 は 14,  344 隊 であった。 
また， 当 教会に 続く の は， ュ ナイ テ 
ッ ド 'メソ ジス ト 教会の 13,  789， 次 
いで ローマ . 力 卜 リ ック 教会の 

II,  734 である。 

少年犯罪の 多い 今日， 私たちの 教 
会に 所属す る 256,  000 人の 十代の 少年 
の 内， 70 パーセントが 教会に 活発に 
出席し， 同じく  238，  000 の 少女の 内， 
73 パー セン 卜が 活発で ある こ と は， 
まことに 喜ばしい ことで ある。 この 
こと を 考えて いただきたい。 これ ほ 
どの 組織が どこに あるだろう カ^ 考 
えてみ ていた だきたい。 アルコール 
や タバコ， また 婚 前の 性 関係 を 禁じ 
る 教会に おいて， 50 万に も 及ぶ 十代 
の 若者が 献身して いるので ある。 も 
しほ かに このよ う な 団体が あるなら 
ば， 教えて いただきたい。 皆さん は, 
教会の 日曜 学校の 出席に も 関心 を 持 
たれる ことだろう。 幼ない 子供た ち 
の 59 パーセント 力;'， 毎週 日曜 学校に 
出席して いる。 また， 十代の 若人の 
60 パーセントが， 毎日 曜日， クラス 
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に 活発に 出席して いる。 

私たち は 教会で， 「神の 栄光 は英智 
なり」 と 教えて いる。 （教義と 聖約 

93  ：  36 参照） 私たち はまた， 人の 栄 
光 も 同じく 英智 であると 信じて いる。 
この こと を 念頭に 置いて， 教育の 普 
及に 励んで いるので ある。 

カー ネ ギー 高等教育 方策 研究 評議 
会の 議長で ある クラーク • カー 博士 
は， 昨年の ユタ 大学の 卒業式で， 次 

のよう な 興味 ある 演説 を している。 

「ユタ 州 は， 3 歳から 34 歳までの 全 
人口の 就学率 を 見た 場合， 合衆国 一 
である。 

ユタ 州 は， 各 年齢 別の 就学率 を 見 
た 場合， 16， 17 歳 を 除く と， すべて 
合衆国 一で ある。 この ふたつの 年齢 
では， ミ ネソ タ 州が 一位で ある。 

ユタ 州 は， 25 歳 以上の 全住民の 平 
均 就学 年数 は 合衆国 一で ある。 …… 

ユタ 州 は， 州の 歳入に 対する 医学 
部の 運営費 を 見た 場合， 合衆国 一で 
ある。」 

次いで 彼 はこう 語って いる。 「カー 
ネギー 高等教育 委員会 は， 50 州の そ 
れぞれ で， 高等教育の 現況 を 調査し 
た。 その 結果， 他の 多くの 州と 違つ 
て， ユタ 州に は 大きな 欠陥 は 何ら 認 
め られな 力、 つ た。 

素 晴ら しい こ とではないだろう 力、。 
さらに 彼 はこう 問い かけて いる。 「な 
ぜュ タ 州 は これ ほ ど ま でに 抜 きんで 

ている のだろう 力'。 富んで いる わけ 
でも， 歴史が 古い わけで も， 教育の 
振興に 対する 立地条件が 良い わけで 

もない。 その 秘密 を 知る ことができ 
たら， 恐らく どこへ でも 輸出で きる 
だろう。 しかし これ は 容易で はない。 
なぜなら， その 秘密 は その 歴史に あ 
ると 思われる からで ある。 皆さんの 
過去の 指導者た ち は， 教育に 大きく 
力を入れ ている。」 続いて 彼 は， プリ 
ガム . ヤングの 話 を 引用して， 教育 
の 価値 を 訴えた。 

教育に 対する このよ う な 考え方 は 


大勢の 教会員に 影饗を 与え， その 結 
果 彼ら は， 合衆国 や カナダ を 始め， 
世界 各地で 卓越した 地位に 就いて い 
るので ある。 

「会社 幹部の 地位に ある モル モン」 
という テーマの 座談会で， マーク' 
W  'キ ヤノ ン 氏が 話した ことで ある 
が， 最近の 研究から 次の ことが 明ら 
かにな つたとの ことで ある。 ァメ リ 
力 の 主要な 事業 体 471 社 を 調べた 結果， 
州 人口に 対する 社長の 人数 は， 他の 
いかなる 州よ り も ユタ 州 生まれが 最 
も 多い。 合衆国の 平均で は， 人口 
205,  000 人に ひと りの 社長で あるのに 
対し ユタ 州 は 62，  000 人 に ひとり の 社 
長 を 輩出して いる。 現在 61 名の 末日 
聖徒が 1 千万 ドル 以上の 資産 を 有す 
る 会社で， 社長 あるいは 取締役会 会 
長， または 副会長の 地位に ある。 ま 
た， 7,  500 万 ドル 以上の 資産 を 持つ 会 
社で 要職に 就いて いる 人 も 数多くい 

る 0 

幾人 かの 末日 聖徒 は 合衆国で 閣僚 
を 務め， カナダで も 要職に 就いて き 
た。 軍隊に は 陸軍 大将 も いれば， 海 

軍 大将 もい る。 また， ある 末日 聖徒 
たち は 長年 合衆国 議員 を 務めて お り ， 

力 ナ ダの 行政 組織 に 入って いる 人々 
もい る。 例えば， 1952 年に 合衆国 上 
院 および 下院に 塞 席 をお いていた 末 
日 聖徒 は 15 名で あり， 今日は 28 名の 
議 貢がい る。 

同じく， 連邦 銀行 局， 米国 関税 裁 
判 所， 米国 関税 委員会， 連邦 住宅 管 
理局 等で も， 末日 聖徒 は 要職に 就い 
ている。 

モル モンの 大祭司， ハービー. フ 
レツ チヤ 一 博士 は 立体音響 を 開発し， 
また 同じく モル モンの フ ィ 口  • フ ァ 
ーンズ ワース 氏はテ レ ビを 開発した。 

国際 ロータリー クラ ブゃ 国際 ラ ィ 
オン ズ クラ ブの 会頭 を 務めた モル モ 
ンも いる。 ァ メリ 力 医師会 ゃァメ リ 
力 銀行 協会， その他 各種の 科学 協会 
の 会長 を も 務めて いる。 また， 科学 


界ゃ 実業界 経済界の 要職に ある 人 は 
数多く， ここです ベて を 述べる こと 
はとても できない。 

今日， 大勢の 人々 が， いわゆる 
「女性解放運動」 （ウー マンリ ブ） に 
関心 を 寄せて いる。 

皆さん は， 選挙権 を 得た 最初の 女 
性が モル モンの 女性た ちで ある こ と 
を 知ったら， 喜ばれる ことだろう。 
モル モンの 女性た ち は， 1 世紀 以上 
も 前の ブ リ ガム. ヤン グの 時代に こ 
の 大切な 権利 を 与えられ たので ある。 

私たち は， モル モンの 女性 は 世の 
いかなる 女性よ り も 束縛が 少なく， 
大きな 自由 を 得て いる と 信じて いる。 
彼女た ち は， 万人に 対する 自由と 公 
平の 本当の 意味 を 知っている。 これ 
こそ， 宗教の 一部で あり， 日常生活 
の 基 だからで ある。 

私たちの 教会に は， 女性 自身が 運 
営し， 指導す る， 女性の ための 組織 
が ある。 女性の 扶助 協会と して 知ら 
れ ており， 約 100 万の 会員 を 擁する も 
ので ある。 この 組織の 指導者た ち は 
世界 婦人 評議会で 著しい 貢献 を して 
いる。 その ひとりで ある ベル' S  • 

スパッ フォー ド 夫人 は， 最近， 合 衆 
国の 全国 婦人 評議会 会長 を 務めた 。 

この 扶助 協会の 目的 は， 困って い 
る 人々 に 慈善 奉仕 をす る ことで ある。 
それと 同時に， 女性の 教養 を 増し， 
彼女た ちが 人生の 貴い 目標 を 達成し， 
家族の 中に 気高い 理想 を 築く の を 助 
ける ことで ある。 

私たち はメ ッ セージの 一部と して， 
世の 人々 に モル モン 経と 呼ばれる も 
う 一冊の 新しい 聖典 を 紹介して いる。 

現在 こ の 本 は 毎年 100 万 冊 以上 出版 さ 

れ ている。 これ は， 古代 ァメ リ 力の 
神聖な 記録で ある。 モル モン 経の こ 
と を 語る と き， 聖書 も 使って いるの 
かどう かとの 質問 を 時折 受ける が， 
もちろん 聖書 も 使用して いる。 私た 
ち は， 他の ほとんどの ク リス チャン 
と 同様に， 聖書 を 使い， それ を 標準 
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聖典の ひとつと して 受け入れ ている。 
しかし また， モル モン 経 を も 神の み 
言葉と 信じて いる。 この 本 は， キリ 

スト を 証す る 第 2 の 書物で あり， こ 
の 末日に おける 主の み 業 を 証す る も 
ので ある。  <>\1 

私たち は 現代の 啓示 を 信じて おり， 
全人 類に， 神 は 新たな 予言者 を 起こ 
して こられた と 宣言す る ものである。 
これらの 予言者 は， 人類 を 導く ため 
に 現代の 啓示 を 受けて， それ を 伝え 
ている ので ある。 

私たちの メ ッ セージ は 神聖で あり， 
真理に 基づいて いる。 そして 教会員 
は， 堅実な 市民で あり， 法律 を 守り， 


聡明で， 進歩的な 人々 である。 これ 
は 教会員 を 知っている 人 すべてが 認 
める ところで ある。 私たちの 生活 態 
度 は 適正で， 使命と メッセージが 神 
に その 源 を もつ 確かな も ので ある と 
いう 証拠 を 十分に 反映して いる。 皆 
さんが 目に する 通りで ある。 私たち 
が 偉大な 宗教の メッセージ を 世の 人 
々に宣 ベ 伝える の は， これまで 私が 
話した よ う な 理由に よるので ある。 

この 暗黒と 罪と 混乱の 時代に， 皆 
さん は 神 か ら の 新た な 啓示 を 歓迎な 
さらないだろう 力、。 この 啓示に よつ 
て， 神の 存在が 再 確認され， 救いへ 
の 道が 再び 示される。 そして この 啓 


示 は， 丘の 上の 燈台 のように， 人生 
の 進路 を 告げて く れ るので ある。 

私たち は 証す る。 神 は 世の 造り 主 
であり， 現在 も 生きて おられる。 ィ 
エス' キリスト はこの 世の 贖い 主で 
あり， 現在 も 生きて おられる。 また 
私たち は 一致して， 主 イエス. キリ 
ス ト に関する 天父の 戒め を 公言す る 
ものである。 「わが 愛子に 聞け」 と。 
救い は主ィ エス' キリス 卜の 内に あ 
り， 主 を 通しての み 得られる ので あ 
る。 私たち はこの こと を， 主 イエス. 
キ リ ス トの聖 なるみ 名に よって 証す 

る 0 アーメン。 
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兄弟た ちょ， 私 は 教会員 数の 急速 
な 増加に 伴う 様々 な 問題に ついて 考 
えてみ た。 その 結果， 現在 最も 急 を 
要する 仕事の ひとつ は， 長老 見込み 
会員 と 不活発 な 長老の 改宗で はない 
かと 考えて いる。 教会に はこの よ う 
な 状態 にある 兄弟が 何 万人 といる。 
残念ながら， このようになる 人々 の 
数 は， 毎年， 改宗者の 数 をし のいで 
いる。 

状況 を 分析し た 結果 ， 必然的 に 次 
のよう な 結論が 出た。 それ は， 現在 
行なわれ ている 事柄に 加えて， こう 
した 人々 の 生活 を 変える よ う 激励す 
るた めに 何 か 他の こ と も しなければ 
ならない， という ことで ある。 彼ら 
を 折々 のレク リエ ーショ ンに 誘う よ 
り も， もっとし なければ ならない こ 
とが ある。 彼らが 真に 必要と してい 
るの は， 改宗で ある。 

辞書に よると， 「改宗す る」 という 
動詞 は， 「ある 信仰から 別の 信仰に 転 
向す る こと」 と 定義され， 「改宗」 と 
いう 名詞 は 「確信 を 伴う 信仰の 変化 
に 伴って 起きる 霊的 かつ 道徳的 変 
化」 と 定義され ている。 また 聖典の 
例 を 見る と， 通常， 「改宗した」 とい 
うこと は 単に イエスと ィ エスの 教え 
を 頭の 中で 受け入れ たという こと だ 
けで はない。 イエスと イエスの 福音 


を 信ずる 躍動 的な 信仰 を 持った こと 
であり， 転換， すなわち 人生の 意味 
を 理解す る 度合に おける， また 関心， 
思い， 行為 な ど で 神 に 忠誠 を 尽く そ 
う とする 度合に おける 具体的な 変化 
のこと であるが， この 転換 を 起させ 
るよう な 信仰 を 持つ たこと である。 

「改宗」 が 数 段階 を 経て 完成され る 
ものと すれば， 真の 意味で 改宗す る 
ために は， 心から 新しい 人間に なら 
なければ まだ 本物で はない。 聖典で 
はこれ を 「再び 生まれる」 という 言 
葉で 記して いる。 

完全に 改宗した 人の 心の中で は， 
イエス. キリス 卜の 福音に 反する こ 
と をしたい という 望み はまった く 姿 
を 消し， 代わりに 神の愛が 芽生える。 
神の 戒め を 守ろうと いう 固い， 自ら 
を 治める 決意が 生まれる ので ある。 
パゥロ は， ローマ 人た ちに， そのよ 
うな 人 は 新しい 命に 生きる と 説明し 
ている。 

「それとも， あなたが たは 知らない 
の 力、 キリスト • ィ エスに あずかる 
パプ テス マ を 受けた 私たち は， 彼の 
死に あずかる バプ テス マ を 受けた の 
である。 

すなわち， わたしたち は， その 死 
にあず かる バプ テス マに よって， 彼 
と共に 葬られた ので ある。 それ は， 


キリスト が …… 死人の 中 か ら よ みが 
えらされ たように， わたしたち もま 
た， 新し い 命に 生 きる ためで あ 

る。」 （ローマ 6  ：  3，  4) 

ぺ テロの 教えに よれば， 「新しい 
命」 に 生きる ことより， 人 は 「世に 
ある 欲の ために 滅びる こと」 を 免れ， 
また， 自 らの 心のう ちに 信仰， 徳， 
知識， 節制， 忍耐， 信心， 兄弟愛 そ 
して 愛 を 成長させる ことにより， 「神 
の 性質に」 あずかる 者と なる ので あ 
る。 （11 ぺ テロ 1 ： 4-7 参照） 

「新しい 命」 に 生きる 人 は， 改宗し 
た 人で ある。 一方， ぺ テロの 説明に 
よると 「これらの もの を 備えて いな 
い 者 は， 盲人で あり， 近視の 者で あ 
り， 自分の 以前の 罪が きよめられた 
こと を 忘れて いる 者で ある。」 （11 ぺ 
テロ 1 ： 9) そのよ うな 人 は， たと 
え パプ テス マ を 受けて いたと しても， 
改宗した と は 言えない。 

モル モン 経に は， 改宗に よって 起 
こ つ た 著しい 変化の 例が 記 されて い 
る。 ベン ジャ ミ ン 王の 最後の 説教の 
時の ことで ある。 この 説教が 非常に 
力強い ものであった ため， ベン ジャ 
ミンが 話し 終えた とき， 群集 は 地に 
伏した ほどであった。 「かれら は， 自 
分た ちが 肉の 欲に 支配され ている 有 
様 を かえりみ， …… 高く 叫んで 言つ 
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た。 『ああ 憐 みたまえ。 キリストの 血 
によ る 身代りの 噴 罪の 効力 を 及ぼし 
て， われらが 各々 その 罪を赦 されて 
心 を 清められる ようになし たまえ。 
われ ら は 天地万物 を 造って この 後人 
間に 降臨した も う 神の 御子 イエス . 
キリス 卜 を 信じ 奉る』 と。」 （モー サ 

ャ 4  ！  2  ) 

民が へりくだ つたの を 見て， ベン 
ジ ャ ミ ン王は 次の よ う に 言葉 を 続け 
た。 

「神 を 信ぜよ， 神が まします ことと， 
神が …… 万物 を 造りた も うたこと と， 
天で も 地で も 全知全能 である こ と と 
を 信ぜよ。 …… 

お前た ち は その 罪 を 悔い改め その 
罪 を 捨てて 神の 前にへ り く だら なく 
て はならない こと を 信じ， 神が お前 
たち を赦 したもう よう に 真心から 祈 
れ。 もしも これら をみ な 信ずるなら 
ば 謹んで 実行せ よ。」 （モー サャ 4  ： 
9  ， 10) 

ベン ジャ ミ ン王 は， 説教が 終わつ 
たと き， 民に 彼の 言った 言葉 を 信じ 
るか どう か 尋ねた。 

「すると 民 は …… 言った 『まったく， 
われ ら は 王の 言われた 言葉 をみ な 信 
じ， また その 言葉が 確に 真実で ある 
こと を 知っている。』」 （モー サャ 5  ： 
2) 

では なぜ 彼ら はこの よ う に 強い 確 
信 を 得た のであろう 力、。 「それ はわれ 
らの心 を 非常に 改めさせ， 悪 を 行う 
性質 をな く して 常に 善 を 行う 望み を 
与えた も う "-… 主の 『みたま』 に 由 
るので ある。 

われら は 残る 生涯の 中， 神の みこ 
ころに 従って その 命令 をした もう 一 
切の こと を 守る と 喜んで 神と 誓約 を 
する。」 （モー サャ 5  ：  2，   5  ) 

不活発な 人た ちが 皆， このような 
改宗の 域に 達した としたら， 本当に 
素晴らしい ことではないだろう 力、。 

長老 定員 会の 会長で ある 方々 は， 
主の み 業のう ち， この 分野に 大きな 


責任 を 負って いるが， 自分の 定員 会 
会員 を 改宗す るた めに 何 をして いる 
だろう か。 

私 は あなた 方に， 主が 言われた 次 
の 手順に ついて 深く 考え， 熱意 を も 
つて 実行す るよう 提案した いと 思う。 

「また 長老の 職 を 管理す る 長た る 者 
の 義務 は， 九十 六 人の 長老 を 統轄し 
これと 共に 会議 を 開きて 誓約に 従い 
てこれ を教 うべ し。 

この 長 は 『七十 人』 の 長と は 別の 
者たら ざるべからず。 而 して， 全 世 
界に 出て 行 き て 巡回せ ざ る 者の 長た 
る 様に 定めら る。」 （教義と 聖約 107: 
89,  90) 

誓約 を 教えて いただきたい。 誓約 
と は， 2 者 または それ以上の 者の 間 
で 取り交わされる， 拘束力 ある， 厳 
粛な 協定で ある。 世の 初めから， 神 
の 民 は 誓約の 民であった。 近代に な 
つて 長老 定員 会の 会長に 与えられた， 
この 「誓約に 従いて （定員 会 会員 
を） 教ぅ べし」 という 戒め は， まだ 
戒められた 通りに は 実行され ていな 

福音の 誓約 を 理解し， 信じ， それ 
に 従って 生活す る 人で， 教会から 遠 
ざ かって 不活発になる 人 はいない。 
私た ち は 主の 新 し く かつ 永遠の 誓約 
である イエス' キリス 卜の 福音 を理 
解し， 霊界で それ を 受け入れ， その 
ために 天上の 戦いに 参加し， 忠実な 
者に は 永遠の 生命が 与えられる とい 
う 主の 約束 を 実現す る ためこ の 地上 
にやって 来た。 この こと を 心から 認 
める 者 は， この 地上に 来る ときに 交 
わした 誓約 を 理解 せざるを得ないの 
である。 

私 は， 福音の 「新しく 且つ 永遠の 
誓約」 の 意味 を 十分 理解して いない 
ことが 数多く の 教会員が 不活発に な 
る 根本的な 原因で ある， と 信じて い 
る。 長老 定員 会の 会長が 「誓約に 従 
い」 定員 会の 不活発 会員 を 「教え」， 
改宗す るよう に 務めるならば， 彼ら 


にこの 地上に 来る と きに 交わした 誓 
約に ついて 教える のに， それほど 問 
題 はないで あろう。 そのような こと 
を 知らない 人に は， 人生の 目標 もな 
ければ， 目的 もない。 そう なれば， 
その他の 色々 な 誓約 も 意味が 無くな 
つてし まう ので ある。 

私 は 最近 旅行した とき， 機内で こ 
のこと を 裏付ける ような 経験 をした。 
私 は， 全く 初対面の 人の 隣に 座った 
ので 彼に 仕事 は 何かと 尋ねた。 彼 は 
それに 答える と 今度 は 私の 仕事 は 何 
かと 尋ねて きた。 私 は 自分の 仕事に 
ついて 説明し， 彼に， 誕生 前 も 死後 
も 生き 続ける こと を 信じる かどう 力 > 
尋ねて みた。 彼 はわから ない と 言つ 
た。 彼 は， 誕生 前に 存在して いたり， 
墓 を 越えて 生き 続ける という こと を 
想像して できない こと はない が， そ 
れが 一体 どういう 形で どういう 性質 
の ものな のか， 全く 見当が つかない 
という ことであった。 

それから 私 は 彼に， 福音の 計画に 
ついて できるだけ 簡略に 話 をし， ま 
た 私たちが 何者な のか， どこから 来 
たの 力 N どこへ 行く のか， なぜ ここ 
にいる の 力'， という ことにつ いて 説 
明した。 

「それ は 素晴らしい」 と 彼 は 言った。 
「それ を 知っていれば， 生活 をす る 
にも はりが あるし， 人生に も 目的が 
あると いう ものです ね。」 

まことに その 通りで ある。 これ こ 
そ 正に 福音の 意図す る と ころで ある。 
私たちが この 世で 交わす 誓約 は 永遠 
の 生命と いう 目標に 到達す るた めの 
手助けと なる ものである。 しかも こ 
の 永遠の 生命に ついては 福音の 新し 
く かつ 永 遠 の 誓約の 中で 説明 さ れて 
いるし， また この 誓約に よって こそ 
可能と なる ので ある。 

まず， この 地上で 私たちが 最初に 
交わす 誓約 は， パプ テス マの 誓約で 
ある。 この パプ テス マの 誓約 を 説明 
する にあたって， 私 は 次に 述べる ァ 
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ル マの 言葉 ほど 良い 説明 はない と 思 

「『ごらん， ここに モル モンの 泉が 
ある。 …… あなたた ち は 神の 羊の 群 
に 入って 神の 民と 言われる こと， 互 
いに 苦難 を 軽く する ために 喜んで 助 
け 合う こと， 悲しむ 者 を 思い やって 
共に 悲しむ こと， 慰めが 要る 者 を 慰 
める こと， また 神に 贖われ 第一の 復 
活 にあず かる 者の 数に 入って 永遠の 
生命 を 得る よう， いつい かなる 時で 
も， どのような 所に いても， どんな 
ことにつ いても， 死に 至る まで も 神 
の 証し 人に な り たいと 心から 思って 
いる。 

従って， あなたた ちが もしも 真心 
からこれ を 望んで いるならば， あな 
たたち は 主から ますます 豊に その 
「みたま」 を 賜る よう， 主に 仕えて 
その 命令 を 守る と言う 誓約 を 主に 立 
てた 証拠と して， 主の御名 によって 
バプ テス マ を 受ける のに 何の さ しつ 
かえが あろう カリ と。 

集った 民 はこの 言葉 を 聞いて 非常 
に 喜び， その 手を叩いて 『これ はわ 
れ われが 真心から 願う こ とで あ 

る。』 と "^つた。 

このと き アルマ は  ヒー ラムと 

言う 一人の 男 を つれて 行って 水の 中 
に 立ち， 高らかな 声で 祈って 言った 
『主よ， 汝の しもべが 聖き心 を以っ 
てこの 働き を 為し 得る よう 「みた 
ま」 を 与えた まえ』 と。 

こう 言って 祈る と 主の 『みたま』 
が アルマの 上に 降った。 そこで アル 
マ は 『ヒー ラムよ， われ は 全能の 神 
より 権能 を 受けた るに より， 汝 がす 
でに 肉体の 死ぬ まで 全能の 神に 仕え 
たてまつる と 誓約 をした る 証拠と し 

て汝 にバプ テス マ を 施す。 ねがわく 
は， 主の 「みたま」 が汝の 上に 降り， 
また 全能の 神が 創世の 前よ り 備えた 
もうた る キリス 卜の 身代りの 噴い に 
よ りて 汝に 永遠の 生命 をた まわらん 

こと を』 と 言った。 （モー サャ 18  ： 


8-13) 

主 はこの パプ テス マの 誓約 を この 
よ う に 重要に 考えて おられる ため， 
私た ち に 毎週 こ の 誓約 を 新た にす る 
よ う 戒め を 与えられた のであった。 

「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 染ま 
ざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日 
に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。」 （教義と 聖 
約 59  ：  9  ) 

私たち は 毎週 聖餐に あずかる とき， 
心の中に 聖餐の 祈 り の 言葉 を 思い 浮 
かべて， パプ テス マの 誓約 を 新たに 
する。 この バプ テス マの 誓約に 加え 
て， 私たち 聖 なる 神権 を 持つ 者 は 皆， 
もう ひとつ 特別な， 神聖で かつ 最も 
重要な 誓約 を 結んで いる。 これ は 
「神権に 属 ける 誓約」 （教義と 聖約 
84  ：  39) である。 この 誓約 は， 教義 
と 聖約第 84 章に 次の よ う に 記録され 
ている。 

「お よ そ 忠実 にして わが 今 語れ る 二 
つの 神権 を 得， 而 して その 天よりの 
召 を 全力 を尽 して 遂行す る 者た ち は， 
『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 
体 再 新 さ る 。 

これらの 者 は モー セの 息子た ちと 
なり， ァ ロン の 息子た ちとな り， ァ 
ブラ ハムの 子孫と なり， また 教会員 
にして 王国の 民と なり 神の 選民と な 
る。 

主 は 言う， またす ベて この 神権 を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな り。 

そ は， わが 僕ら を 受け 入る る 者 は 
われ を受 くれば な り 。 

また， われ を 受け 入る る 者 はわが 
父 を受く るな り。 

而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 は 
わが 父の 王国 を受 くるな り。 この 故 
にわが 父の 持てる すべて は 彼に 与え 
らる べし。 

而し てこ は 神権に 属 ける 誓詞と 誓 
約に よ り て 然るな り 。 

この 故に この 神権 を受く る 者 は， 
すべて わが 父の こ の 誓詞 と 誓約と を 
受け， 而し てこれ を わが 父 は 破る こ 


と も 変える こ と も 為した も う はずな 

し。 

さ れ ど 何人 に ま れ 一度 こ の 誓約 を 
受けて 後 これ を 破り， また ことごと 
く これに 違背す る 者 はこの 世に 於い 
て も 未来の 世に 於いても 罪の 赦しを 
受 くる ことな かるべし。」 （教義と 聖 
約 84  ：  33-41) 

私 は 以前， もし この 聖 句が 罰則 規 
定 なら， この 誓約 は 受け入れ なかつ 
た 方が 良かった ので はな かろ う 力つ 
と 考えた ことがある。 この 誓約 を 破 
つた 場合に 自分 与えられる 罰に つい 
て 考えた からで ある。 だが， これに 
続 く 聖 句に 次の よ う に 書かれて いた。 

「而 して 汝らが 受けた る この 神権に 
来らざる 者 はすべ て禍 なる かな。」 

(教義と 聖約 84  ：  32) 
私に はた だ ひとつの こ と しかない 
ことが わかった。 その 誓約 を 受け 入 
れ， 尊ぶ ことで ある。 これらの 聖句 
から， 私が 神権 を 受けながら， その 
召 し を 全力 を尽 して 遂行 し な ければ, 
永遠の 生命 を 受ける 資格 を 失う こ と 
は， すでに 完全 明白で ある。 また， 
聖 なる 神権 を 受け入れなくても， 同 
様に その 資格 を 失う ことであろう。 
安全な 道 は， ただ ひとつし かない。 
それ は， 誓約 を 受け入れて， その 誓 
約の 召し を 全力 を尽 して 遂行す る こ 
とで ある。 主が 次の よ う に 言葉 を締 
めく  くられた の は， こうした 意味が 
あった からだと 思う。 

「われ 今汝 ら に 一つの 誡命を 与えて 
汝ら 自ら を 警めし む。 すなわち 汝ら 
永遠の 生命なる 言に 勉めて 心 を 留め 
よ。 

そ は， 汝ら 神の 口よ る 出る すべて 
の 言に よ りて 生く ベければ なり 。」 
(教義と 聖約 84  ：  43，  44) 

では， 4 番目の 誓約に 移ろう。 こ 
れ まで 3 つの 誓約に ついて 考えて き 
た。 福音の 「新しく 且つ 永遠の 誓 
約」， パプ テス マの 誓約， そして 「神 
権に 属 ける 誓約」 の 3 つで ある。 で 
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は， これから 兄弟た ちに お話しす る 

第 4 の， そしてお そらく は 数々 の 誓 
約の 中で も 極致と も 言える 誓約 は， 
日 の 光栄の 結婚の 新 し く かつ 永遠の 
誓約で ある。 

私が 今 申 し 上げた 一連の 神聖な 誓 
約 は， その 意味が 極めて 深い。 非常 
に 「厳粛」 な 誓約で あるた め， 主 は， 
「（私たちの） 胸に しかと 命ぜよ。 
(私たちの） こころに …… 銘記す ベ 
し」 （教義と 聖約 43:  34) と 戒めて お 
られ る。 

誓約に 伴う 義務 は， その 報い を受 
けたいと 望む 者が 必ず 守 ら なけれ ば 
ならない ものである。 私たち 一人 一 
人に 責任が ある。 私たちが 交わした 


誓約 を， 私たち 自身 どのように 守つ 
ていく 力、， その 方法に 責任が あるの 
である。 また 同時に， 私たちの 管理 
の 下にい る 人々 が 誓約 を 破った 場合， 
それが 私たちが よ く 教えなかった 結 
果 起こった こと だと すれば， それに 
ついて も 責任が あるので ある。 

主 もそう 言って おられる し， 私 も 
繰り返して 言おう。 「長老の 職 を 管理 
する 長た る 者の 義務 は， 九十 六 人の 
長老 を 統轄 し こ れ と共に 会議 を 開 き 
て 誓約に 従いて これ を教 うべ し。」 

さらに 主 は， 神権 者の 義務に 関す 
る 偉大な 啓示 を 閉じる にあたって， 
次のように 言われた。 「この 故に， 今 
や 神権 者 皆 各々 その 義務 を 覚れ。 ま 


た 己が 任命せられ たる 務め を 全く 勤 
勉に 勤むべし。 

およそ， 怠惰なる 者 は その 地位に 
居る に 値せず， また その 義務 を覚ら 
ず 信任 さるる に 足る 行い を 示さざる 
者 は， その 地位に ある 値な き 者な 
り。」 （教義と 聖約 107:  89，  99， 100) 

神の 助けが あって， 私たちが 誓約 
に 従 つ て 生活す る ことができ るよう， 
また， 主が 私たちの 責任の 下にお き， 
私たちに 教える よ う 命じられた 人々 
を 私たちが 正しく 教える ことができ 
るよう 嘖ぃ主 イエス • キリス ト のみ 
名に よって 祈る ものである。 ァーメ 
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彼ら は 神の ほまれよりも 
人の ほまれ を 
好んだ からで ある 

大 管長 会 第一 副 管長 

N • エル ドン • タナー 


壇上に 座って， この 歴史的に 名高 
い タパ ナクルに 集う 多数の 神権 者の 
群れ を ながめながら， 私はァ セン ブ 
リー ホール， ソルト ノ 、° レス， プロボ 
の マリオット センター， カナ ダゃ合 
衆 国 全域の 会場， その 世界 各地で こ 
の 大会 を 視聴して いる 何千 何 万 と L 、 
う 男性の 姿 を 心に 思い浮かべ ていた。 
私 は 非常に 心 を 動かされ， 圧倒され 
る 思いであった。 それぞれの 会場に 
集い， 予言者の 声に 耳 を 傾け， 主の 
み 言葉 を 聞いて 自らの 生活 を 建て直 
し， さらに 良き 業と 生活 を 始めよ う 
という， 偉大な 権威と 権能の カを感 
じたから である。 

これ は， これまで 集った 男性の 集 
会で 最大の ものである。 あなた 方の 
前に 立つ こと は， 極めて 大きな 特権 
であり， 同時に また 重い 責任で も あ 
る。 私 は 今宵 あなた 方の 前で 話す 間， 
主の みたまが 引き続き 留まって 下さ 
るよう， 心から 祈って いる。 

まず 第一に， 私 は， 教会の 素 晴ら 

し 、若人に 心 か ら 感謝の 意 を 表 し た 
いと 思う。 あなた 方 は 特に 選ばれて 
神権 を 持つ 者と なり， あらゆる 国々 
にあって 指導者と なって いる。 また， 
この 偉大な 目的の ために 自らの 備え 
をな して 下さって いる こと にも 感謝 
している。 自分が 何者で あるか を認 


識し， また 自分の 責任が 何で あるか 
を 認識し， さらに， 伝道に いくに ふ 
さわし い 生活 をして いる 若人 は， や 
がて 教会に あっても 地域社会 にあつ 
て も， 指導者と なる であろう。 私 は 
今日の 社会に おいて 青年 男女が 世の 
悪に 対抗し， 神権 を 尊び， ィ エス • 
キ リ ス 卜の 教会の 会員で ある ことの 
意味 を 理解す る ことが いかに 困難で 
ある 力 N よ く 知っている。 

問題 を 抱えて いる 人 もい ないで は 
ない。 私 は そのような 人々 に， 悔い 
改めて 義の道 を 歩み， 罪より 離れ， 
忠実 な 者に 与えられる 祝福 のために 
自ら 備え をな すよう， 主の み 名に よ 
り 訴える ものである。 あなた 方 は 選 
ばれて， 今日 この 時代に， この 世に 
送られた ので ある。 私たちの 持つ 神 
権 は 非常に 重要で あり， 私たちの 仕 
事 は 極めて 大切で ある。 福音の 教え 
に 従って 生活す る 以上に， 大きな 喜 
びと 成功 を も たらす もの はない。 模 
範 になって いただきたい。 良い 影響 
を 及ぼして いただきたい。 主から 与 
えられる いかなる 召しに も 応じられ 
るよう 常に 備え をな し， ふさわしい 
生活 をして いただきたい。 

私たち は 皆， 主に 選ばれた 僕と し 
て， 主の み 業の ために 予 任されて き 
た。 主 は 私たち を， 主の み 名に よつ 


て 行動す る 神権 と 権能 を 受け る に ふ 
さわし い 者と みなして 下さった ので 
ある。 周囲の 人々 が， あなた 方の 指 
導 を 仰ごう と して 常に あなた 方に 注 
目して いると いう こと を， 絶えず 心 
に 留めて いただきたい。 あなた 方 は， 
良き につけ 悪しき につけ， 人々 の 生 
活に 影響を及ぼし ており， その 影響 
は 次の 世代に も 伝えられ るので ある。 

私たちが いかに 大き な 責任 を 負つ 
ている 力 >, 次の ような 認識に 立てば 
一層 力強く 説明で きる であろう し， 
またはつ きり と 理解して いただける 
と 思う。 世界に は， およそ 999 人に ひ 
とりの 割合で し 力、 末日 聖徒 イエス- 
キ リ ス ト 教会の 会員 は 存在し ない。 
また， およそ 333 人の キリスト iSf^ に 
対して ひと りの 末日 聖徒と いう 割合 
でしかない。 

現在， 世界中の 神権 者の 数 は， 人 
類の 歴史が 始 ま つ て 以来 最高で ある 。 
かってない 勢力と 影響力 を 持ち， し 
かも その 重要性 は 昔と 何ら 変わらな 
いが， 以前に も 増して 大きな 問題と 
チャレンジ を 抱えて いると 言える。 
世界 は， その 力と 強さと 影響力と を 
心 要と している。 様々 な 問題に 対応 
できる 指導 を 必要と してお り， また 
世に はびこる 悪に よって 引き起こさ 
れる 問題に 打ち勝つ 力 を 必要と して 
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いる。 

主 は， 正に その 目的の ために， こ 
の 末日に 主の 教会 を 設立され た。 教 
会の 将来の 進歩 は， また 事実， 世界 
の 将来 は， 私たちが 神権の 職 をい か 
に 全力 を 尽く して 遂行す るかに かか 
つてい る。 執事， 教師， 祭司， そし 
てメ ルケ ゼデク 神権 者 は 皆， 一人 一 
人が 救い主と 力 を ひとつに するとい 
う 責任と 特権 を 受けて いる。 私たち 
は 主の み 手の 中に あって その 道具と 
なり， さらに， 主の み 業と 栄光と を 
達成す るた め， すなわち 人に 不死 不 
滅と 永遠の 生命と を もたらす ために 
主 を 助けて 働く ので ある。 私たちの 
ほかに は， これと同じ 権能 や， この 
よ う に 特別な 召しが 与えられ ている 
人 はない。 

も し 私たち 一人一人が 神権 を 尊び， 

その 召し を 全力 を 尽く して 遂行し， 
さらに サタンの 攻撃に 対抗す るた め 
に 日々 あらゆる 面で その 影響力 を 駆 
使しょう とするならば， 私たちの 及 
ぼす 影響の 大 き さ は 想像に 難 く  ， 測 
り 知れない ものが ある。 私たちの 中 
に は， 神権 を 受ける こと を 当然の よ 
う に 考えて いる 人が あま りに も 多い 
ように 思われる。 主の 望んで おられ 
る こ と を まだまだ 完全に 理解して は 
いない。 必要な と きに は 変人 呼ば わ 
り されても 正しい こ とのた めに 立つ， 
という ほどの 確信と 勇気と 不屈の 精 
神が， まだない ので ある。 

学校の グラ ゥ ン ドで 遊んで いる 子 
供で も 良い 影響 を 与える ことができ 
る。 フッ トポールの チームで も， 大 

学の 校内で も 職場の 同僚の 間で も ， 
福音に 従った 生活 をし， 神権 を 尊び， 
正義の 立場 を 取る ことにより， 無言 
のう ちに も 良い 影響 を 与える ことが 
できる ので ある。 正しい 行ない をし 
ている あなた 方 を 尊敬 はして いる も 
のの， 同じ 信仰 を 持ちながら あなた 
方 を 批判したり， 嘲笑した りする 人 
も 大勢い る ことであろう。 だ 力;， 救 


い 主 御自身 も， その 確信 を 翻そうと 
しなかった ために 苦しめられ， 馬鹿 
にされ， つば を 吐き カバナら れ， 遂に 
は 十字架に かけられ たので ある。 こ 
のこと を 忘れないで いただきたい。 
主が 弱気に なって， 「一体 何のた めに 
こんな こと を」 と 言って その 使命 を 
放棄した としたら， 一体 どんな こと 
が 起きた か 考えて みた ことがある だ 
ろう 力、。 私たち は 義務 を 放棄し よ う 
として はいないだろう 力'。 世の 防 害 
や 邪悪に 対抗 して 雄々 しい 僕に なろ 
う と している だろう か。 勇気 を 出し 
て， 確信の 上に 固く 立ち， 真に 心 か 
ら キリス 卜 に 従う 者の ひと り に 数え 
られ るよ う 努めよ うで はない か。 

先日， ある 人が 私に このような こ 
と を 言った。 「自分が なに を すれば よ 
いの か 知っていて， その上 一見 福音 
の 証 を 持って いそうで いながら， 福 
音に 従った 生活 をしょう とせず， 世 
の 反対に 抗 して 固く 立つ 勇気 や 強さ 
を 持ち合わせ ていない 人々 がいます。 
これ は なぜでしょう か。」 私 は 次の 様 
に 答えた。 「人が その 教え や 信仰に 反 
する する ことに 同調したり， 実際に 
行なった りする のに は， それ 相当の 
理由が あるので はない かと 思い ま 
す。」 それから 私 は 聖典の 中から 数 力 
所 聖句を 引用して 話した。 

「見よ， 召される 者 は 多 けれども 選 
ばる る 者 は 少し。 選ばる る ことなき 
は， これ そ も そ も 何の 故ぞ。 

そ は， 人々 の心甚 しく この 世に 属 
ける ものの 上に あり， 唯々 人間の 誉 
を 得る こと をのみ 望み， 次の 如き 一 
つの 戒め を 知ら ざるに よ る。 

曰く， 神権の 権能 は 天の 能力と 固 
く 結びつきて 離るべからざる もの… 

なり， と。」 （教義と 聖約 121 ： 34-36) 
次に 「しかし， この こと は 知って 

おかねば ならない。 終りの 時には， 

苦難の 時代が 来る。 

その 時， 人々 は 自分 を 愛する 者， 

金 を 愛する 者， 大言壮語 する 者， 高 


慢な 者， 神 を そしる 者， 親に 逆らう 
者， 恩 を 知らぬ 者， 神聖 を 汚す 者， 

無情な 者， 融和し ない 者， そしる 
者， 無 節制な 者， 粗暴な 者， 善 を 好 
まない 者， 

裏切り者， 乱暴者， 高言 をす る 者 
神よ り も 快楽 を 愛する 者， 

信心 深 L  、様子 をしながら その実 を 
捨てる 者と なる であろう。」 （II テモ 
テ 3  ： 1-5) 

そして， 最後に 次の 聖句を 引用し 
た。 「し 力' し， 役人た ちの 中に も， ィ 
エス を 信じた 者が 多かった が， パリ 
サイ 人 を はばかって， 告白 はしな か 
つた。 会堂から 追い出され るの を 恐 
れ ていたの である。 

彼ら は 神の ほまれよ り も， 人の ほ 
まれ を 好んだ からで ある。」 （ヨハネ 
12  ：  42,43) 

今宵， 私が お話した いと 思う の は， 
この 最後の 聖句 について である。 

この 聖句を 聞いて いて， 自分の 態 
度に 思い当る ところがあって， 心の 
中に つらい 思い を 抱いて いる 人が ど 
れ ほど 多く いる ことだろう 力'。 も し 
そうならば， 今宵 を 期して， 自分が 
何者な のか を 忘れて しまったり， 世 
の 名声 を 得よ う と 思ったり する こ と 
を 止めて， 生活 態度 を 変え， 悔い 改 
め， 神の ほまれと 祝福と にあず かる 
ことができ るよう に， 進んで 努力 し 
ようで はない か。 主の 僕で ある 私た 
ちに とって， 自分が 何者で あるか 常 
に 心に 留め， それに 従って 行動す る 
という こと は， 何と 大切な ことで あ 
ろ う か。 

私が 先程 申 し 上げた よ う に， 神権 
者が 皆 天よ りの 召し を 全力 を 尽く し 
て 遂行したら， 私たち は 世に あって 
どれほど 良い 影響 を 与えられる こ と 
であろう か。 また 神権 者が 常に 義を 
選んだ とすれば， 人 は 皆 どれほど 幸 
福に なり， 成功 感を 味わう ことで あ 
ろう 力、 反対に 自分が 正しい と 知つ 
ている こと をせ ず， 世の 名声ば かり 
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望む 人が いるが， そのような 人々 を 
見る の はいかに も 悲しい 限 り である。 
そういう 意味で， 私 は， ある 立派な 
教会員であった 人の 話 を 忘れる こ と 
はでき ない。 彼 は， 州 議会 議員に 選 
ばれた あと， 仲間の だれから も 良く 
見られた いと 思うよう になった。 彼 
は， 人に 名前 を 知られた いがため に， 
自分の 標準 を 下げ， ある 会合で 一杯， 
また 他の 会合で 一杯と 酒 を 飲んで し 
まった。 そのような こと が 何度 も 続 
き， とうと う 彼 は， 昼食のと きで も 
夕食のと きで も， 仲間と 一 諸に 酒 を 
飲む ようになった。 そして さらに， 
これ は 彼の 意図し なかった こ とで あ 
ろうが， その 大望に 反して， 彼はァ 
ル コール 中毒に なって しまったので 

ある。 その 結果， 選挙民の 支持 を 失 
い， 彼 を 愛し， 彼のた めに 悲しんで 
くれる 友人 や 家族の 尊敬 を 失い， や 
がて アルコール 中毒 患者と して 早 死 
にして しまった。 何と 悲しい 事例で 
あろう 力 >。 これ も 皆， 彼が 神の ほ ま 
れょ り も 人の ほまれ を 好んだ からで 
ある。 

だが， 事例 はこれ だけにと どまら 
ない。 私たち は， 下院議員 や 上 院議 
員が その 地位と 自尊心と， 他人から 
の 尊敬 を 失った 例 を 知っている。 そ 
れは 彼らが 名声 を 欲し， 誘惑に 抵抗 
する 強さ を 持ち合わせて いなかつ た 
ために 起きた こ となので ある。 私た 
ちに は 主の 約束が 与えられ ている。 
まず 神の 国 と 神の 義 と を 求めるなら 
ば， これらの もの はすべ て 添えて 与 
えられる という 約束で ある。 むろん， 
これらの もの すべてと は， 私たちの 
ためになる ものの こ とで ある。 

人々 は， 私たちが 私たち 自身の 標 
準に 従って 生活す るよう に 期待して 
いるし， また そのよう に 生活す ると 
きに 一層 尊敬の 念 を 抱く ものである。 
もちろん， 私たち を 他の 道に 進ませ 
ようとす る こと も あるか もしれ ない 
が， 人々 に は 私たちへの 期待感が 常 


にある こと を 絶えず 心に 留めて おこ 
う ではない か。 

私 は あなた 方 に 証 を 述べ たいと 思 
う。 私 はこれ までの 政界， 実業界で 
の 経験 を 通じて， そして 個人 生活の 
面で も， 福音の 教えに 従って 生活し 
ようと して 不都合な ことに 出会った 
ことがなかった。 また 決して 妨害 を 
受けた こと もなかった。 むしろ その 
逆で， 主から 賞賛と 祝福 を 受けた と 
感じて いる。 また， いつでも， 強さ 
と 導きと を 求めて 主に 呼びかける こ 
とが 容易で あつたし， 事実 そのよう 
にして しばしば 強さと 導きと を 得た。 

私の 申し上げ たいこと は， まず 神 
の 国と 神の 義とを 求める 人 すべてに 
対して， 主 は その 約束 を 果たして 下 
さると いう ことで ある。 

最も 大切な こと は， 四六時中 警戒 
を 怠らず， 決して， 人気 を 集め， 人 
の ほまれ を 得る という 目的で， 自分 
の 標準 を 放棄して はならない という 
ことで ある。 教会 幹部の ひと り 力;'， 
祭司のと きに 経験した 出来事 を 話し 
て くれた ことがある。 今， 仮に 彼の 
こと を ジョージと 呼んで お こう。 あ 
ると き， 彼の 友人が， ガール フ レン 
ドを パーティ 一 会場から 彼女の 家に 
送って いくこと になった。 ところ 力く 
彼女の 妹 も 一緒だった ため， ジョー 
ジは 彼から 妹 を 送って くれる よ う 頼 
まれた。 ジョージ は 引き受けた。 し 
かし， 家へ 着いて 間もなく， 居間に 
一緒に 座って いると， その 女の子が 
突然 立ち上がって 電' n を 消す と， 戻 
つて 来て 彼の ひざの 上に 座り， 彼 を 
誘惑し 始めた。 彼 は， 拒めば 自分の 
人気が 落ち， 侮辱され る こと も わか 
つていた。 しかし 彼 は それ を 拒む と 
立ち上がって， 家へ 帰って しまった。 
彼 はこの 話 をしながら， 多くの 人々 
は 自分の こ と をい く じな しだと 思う 
だろ う， でも 自分 は エジプト に 売 ら 
れた ヨセフの 話 を 非常によ く 覚えて 
いた， と 語った。 


「ある 日 ヨセフが 務を する ために 家 
に はいった 時， 家の 者が ひと り も そ 
こにいなかった ので， 彼女 （ポ テパ 
ルの 妻） は ヨセフの 着物 を 捕えて， 
『わたしと 寝なさい』 と 言った。 ョ 
セ フ は 着物 を 彼女の 手に 残 して 外に 

のがれ 出た。」 （創世39  ： 11, 12) 

このために ヨセフが どれほど の 苦 
しみ を 受けた 力、， また 主から どれ ほ 
どの 祝福 を 得た 力'， 私たち はよ く 知 
つてい る。 

ジョー ジは 続けて 次の よ う に 言つ 
た。 「私が 彼女と 一緒にいたら， どん 
な ことが 起きた こと 力、。 考えた だけ 
でも ぞっとし ます。 そんな こと をし 
ていたら， 私 は 主の 僕と して ここに 
いる こと は 決してなかった だろう と 
よ く 思います。」 あるとき， この 話 を 
ひと りの 青年に 話した こ とが あるが， 
彼 は 「相当な 決断力がない とそうい 
つた 行動が とれません ね。」 と 答えた。 
私 は それ以来， 同じような 状況の も 
とで 正しい 決断 を 下す ために は， 確 
かに 根性と 気骨と 意志の 力が いる と 
いう こと をよ く 考える ようになった。 
誘惑に 負ける という こと は， すな わ 
ち 弱い という ことで ある。 どんなに 
信仰の 強い 人で も， 絶えず 警戒す る 
必要が あるので ある。 

このように， 私たちの 決断 や 行為 
によって 自分の 生涯が 左右され る こ 
とが たびたび ある。 青年の 中に も， 
大人の 中に も， このような 試練に あ 
つてい る 人が 多い。 また その他に も 
様々 な 種類の 誘惑が あって， その 忠 
実 さ や 性格の 強 さ が 本当 に 試 さ れて 
いる。 自分が 何者な か を 絶えず 心に 
留め， 神が 見守って いて 下さる こと 
を 覚えて いれば， そのような 誘惑 を 
避ける こと も， それに 抵抗す る こと 
も 可能で ある。 火遊びに は 必ずやけ 
どの 危険が つきまと うこと を， いつ 
も 心に 留めて おいていた だきたい。 

家族の ために 生計 を 維持し， また 
立派な 市民と して 地域社会と 活動に 
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参加す るの は 大切な ことで ある。 だ 
がその ために， 神に 召され 選ばれた 
子供と しての， また 神権 者と しての 
義務 や 責任 を 忘れたり， 無視したり 
する ほどに この 世の ことに 巻き込ま 
れ るよ うであって はならない。 私た 
ち は 絶えず 警戒して いなければ， ま 
つす ぐで 狭い 道から しだいに はずれ， 
やがて， 完全に 道に 迷って， 自分に 
も 家族に も そ して 主に も 大き な 失望 
を 与える ようになり， 自分の 意志 や 
目的 や 希望と は 全く 異なった ものに 
なって しまう であろう。 

私 はこの 種の 話 をよ く 耳に する。 
人 は 自分が 何者か を 忘れて， 仲間の 
中で 人気者と なり， 彼らの ほまれ を 
得る こと を 望む ので ある。 運動選手 
の 中には， 成功した いという 気持 や 
ほまれ を 得たい という 気持で 無我 夢 
中に なって しまい， 神より 与えられ 
た 務め や， 神から 認められる ことの 
大切 さ を 忘れて しまう 人が よ く見受 
けられる。 このような 人 は 結局， 方 
向 を 見失って しまう ので ある。 同じ 
こと 力;， 政治家に も， 慈善事業 団体 
の 会員に も， 専門職に 携わる 人に も， 
実業家に も 言える。 ほまれ や 名声に 
対する この 願望 は， 少なからず 人の 
行動 を 左右す る。 そして その 誘惑に 
屈服 するとき， 自分で はほんの おつ 
きあい だと 思っても， 実際に は 自分 
の 性格 まで もね じ 曲げて しまう ので 
ある。 

先日， この 問題に ついて 話し合つ 
ている とき， 私に こんな こと を 言つ 
た 人が いる。 それ は， 神の ほまれよ 
り も 人の ほまれ をい つも 愛する 人 は， 
だんだん とサタ ンの 部下 らしくな つ 
ていく， という ことで ある。 この サ 
タン は， 前世に いたと き， 全人 類 を 
救おうと 申し出た 者で ある。 だが ひ 
とつの 条件が あった。 名誉と 栄光 を， 
神に ではなく， 自分自身に 帰す るよ 
う 求めた ので ある。 サタン は， 結果 
よりも， ほまれの 方に 関心が あった。 


栄光と ほまれ こそが 目的な ので あつ 
た。 私の 友人 は， さらに 話 を 続けた。 
も し 人が 神 を 喜ばせる こ とよりも， 
人 を 喜ばせる ことに 関心 を 持ち続け 
ていたら， その 人 は 結局， サタンと 
同じよう な 苦汁 をな める こ と になる 
であろう。 人の ほまれ を 求める 者 は， 
他人の 助けと はならず， 傷つけ る 破 
目に 陥る 場合が 多い からで ある。 そ 
れ と言うの も， 私利 私欲に 走って 一 
時 的な ことし かせず， 何ら 永続性の 
ある こと， 有益な こと をし ないから 
である， と言うの である。 

神が 私たちに 向けられる 愛と 思い 
やりが 永続す るのに 対し， 人の ほ ま 
れ はっかの 間の ものであって 必ず 失 
意 を 招く こと を 私たち は 知っている。 
私たちが 自ら ふさわし いこ と を 知つ 
て 神よ り 賞賛の 言葉 をいた だく とき， 
どれほど 大きな 満足感 を 味わう こ と 

であろう 力 >。 

キ リ ス 卜の 教え を 信ずる 者に とつ 
て， 全く 言語道断 と言える ことがあ 

る。 それ は， 高い 地位に ある 人々 力 S 

声を大 にして 不道徳 を 勧め 唱道して 
いる 人々 の ほまれ を 得よ う と して， 
こ う した 邪悪に さして 反対す る こ と 
もな く， キリスト の教 え に 水 を さ し 
ている という ことで ある。 キリスト 
は， 十戒の 中で 明確に 次の よ う に 言 
つて おられる。 「あなた は 姦淫して は 

ならない。」 （出 ェジプ ト 20  ： 14) 

さらに コ リン ト 人への 第一の 手紙 
にも， 次の よ う に 書かれて いる。 

「それとも， 正しくない 者が 神の 国 
を つぐこと はない の を， 知らないの 
力 >。 まちがつ てはいけ ない。 不品行 
な 者， 偶像 を 礼拝す る 者， 姦淫 をす 
る 者， 男娼と なる 者， 男色 をす る 者, 
…… は， いずれも 神の 国 を つぐこと 
はない ので ある。」 （ I コ リント 6  ： 
9, 10) 

私たち はまた 主の みこ ころに 反す 
るよ うな 法案が すでに 立法 化され， 
現に 立法 化されつつ ある こ と を 知つ 


ている。 それ は， 最も 悪らつで 勝手 
な 法律で ある。 兄弟た ちょ， 主 は 私 
たち 神権 者が 義に 固く 立ち， 全勢力 
を 用いて そのような 行為に 反対し， 
止めさせ， さ らに， 主 イエス' キ リ 
ス 卜の 教えに 従って 生活す る こと を 
全 教会員に 勧める よ う 望んで おられ 
る。 

ここで， ニー ノレ • マックスウェル 
長老の 文 を 引用しょう。 

「指導者の 中には， 進んで 厳しい こ 
と を 言う 人が いる。 だが その 内容 は 
真実で， 語る 必要の ある ことで ある。 
そのよう に 厳しい こと を 言う 指導者 
は， 本当に 人々 を 愛し， 人々 のこと 
を 思い やって いる 人な ので ある。 自 
分に 従う 人から ほまれと かっさい を 
得る ために， 人 を 安全な 道から 誘い 
出して， 2 度と 浮かび上がれない 泥 
沼に 追い込む ような 指導者 ほど 冷酷 
な 指導者 はない。 まっすぐで 狭い 道 
は， 正に その 通り， まっすぐで 狭い 
ので ある。 それ は， 険しい 上り坂の 
旅で ある。 地獄に 至る 道 は， 道 幅 も 
広く， ゆったり とした 下り坂で ある。 
そして， その 道 を 歩いて いる 人た ち 
は 自分が 下って いる こ と に なかなか 
気が付かない。 人の ほまれに 気が 散 
つて 下り坂に 気が付かな いこ とも あ 
る。 そのために 警戒 信号 も 見落して 
しまう。 金の 小牛 をと る 力、 十戒 を 
とる かの 選択 は， 今でも 続いて いる 
ので ある。」 （「ある 考え」 と 題して 二 
ール .A. マックス ゥュ ル 長老から 
タ ナ 一 副 管長 宛に 送られた 1975 年 8 
月 12 日付， 未刊行 書簡） 

全く もって その 通りで ある。 バウ 
口が テモテ にあて た 警告 も， 今な お 
同じよう に 通用す るで あろ う 。 

「神の みまえと， 生きて いる 者と 死- 
んだ 者と  を  さばくべき キ  リス 卜 • ィ 
エスの みまえで， キリストの 出現と 
その 御 国と を 思い， おごそかに 命じ 

る C 

御言 を宣べ 伝えなさい。 時が 良く 
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て も 悪くても， それ を 励み， あく ま 
でも 寛容な 心で よく 教えて， 責め， 
戒め， 勧めなさい。 
人々 が 健全な 教に 耐えられ なく な 
り， 耳 ざ わりの よい 話 をしても らお 
うとして， 自分勝手な 好みに まかせ 
て 教師た ち を 寄せ集め， そして， 真 
理 から は 耳 を そむけて， 作り話の 方 
に それて いく 時が 来る であろ う 。」 

(11 テモテ 4  ： 1-4) 
末 曰 聖徒 ィヱス . キリス 卜 教会の 
会員で あると いう こと は， 何と 幸運 


な ことであろう 力'。 この 教会に は， 
四大 標準 聖典， すなわち， 聖書， モ 
ル モン 経， 教義と 聖約， 高価なる 真 
珠に 記された 完全な 福音が ある。 ま 
た， 神の 予言者が いて， 神 はこの 末 
曰に 私たち を 導く ために， この 予言 
者 を 通して 語って おられる。 

使徒行伝から 読もう。 「この 人に よ 
る 以外に 救 はない。 わたしたち を 救 
いう る 名 は， これ を 別にして は， 天 
下の だれに も 与えられて いないから 
である。」 （使徒 4  ： 12) 


ヨシ ユアが a つたよう に， 私たち 
も 勇気と 力強 さと 理解力と 熱意と 決 
断 力と を 持とう ではない か。 「あなた 
がた の 仕える 者 を， きょう， 選びな 
さい。 ただし， わたしと わたしの 家 
と は 共に 主に 仕えます。」 （ヨシ ユア 

24  ： 15) 

心からへ り くだって， イエス • キ 
リ ス ト のみ 名に よ りお 祈り 申し上げ 
る 0 アーメン。 
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神権 者の 特権 

大 管長 

ス ベン サ一 • W • キン ボール 


兄弟の 皆さん， 禾 Aii が 22 万 5，  000 人 
の 男性から なる 大会 衆の 一員で ある 
という こと は， 考えた だけで も 非常 
に 胸の 高なる ことで ある。 この 中に 
は， 膚の 色の 異なる 方 も， 顔つきの 
違う 方 も おられる。 しかし， 皆， 神 
権 者で ある こ と に 変わ り はない。 私 
たち は， 神権 者 を 皆 愛して いる。 ま 
た 今宵， この 偉大な 大会に 共に 集ま 
つて 下さった こと を 感謝して いる。 

今宵， この 会場で 数々 の 大切な 教 
え を 聴いて きた。 私 はこ こで 多少の 
息抜きに， ひとつの 短い 話 をしたい。 
ここに 集まって いる 若い 諸君 は， 神 
権 者になる 前に， 皆， 信仰箇条 を勉 
強した ことと 思う。 皆さん は， まだ 
信仰箇条 を 覚えて いるだろう 力、 し 
かも， 一語 一句 正確に 覚えて いる だ 
ろう 力、 もし 信仰箇条 を 完全に 覚え 
ているなら。 家へ 帰って， お父さん 
の 前で それ を 暗唱して みていた だき 
たい。 

数年 前の ことで ある。 初等 協会に 
出席して いる ひとりの 男の子が， 力 
リ フ オル ユアへ 行く 列車に 乗って い 

た。 その子 は ひと り き りで 窓際に 座 
り， 飛ぶ ように 過ぎ去つ ていく 電柱 
を ながめて いた。 通路 を はさんで， 
やはり 力 リ フ オル ニァへ 向う ひとり 
の 紳士が 座って いた。 その 紳士 は， 


小 さ な 男の子が 友人 や 親戚の 連れ も 
なく， ただ ひとりで 旅行して いるの 
に 興味 を 引かれた。 男の子 は 小さい 
ながら， 服装 はき ちんと していた し， 
行儀 もよ かった。 この 紳士 は， その 
少年に とても 感銘 を 受けた。 

しばらく すると， 紳士 は 通路 を 横 
切って 少年の 隣り の 席に 座り， 声 を 
かけた。 

「こんにちは， どこまでい くの。」 

「ロス アン セ" ル ス です o」 

「親戚で もい るの かね。」 

「はい， ロサンゼルスに。 今 ひとり 
で 旅行して いますが， おじいさんと 
おばあさんの 所へ 行 くんです。 おじ 
いさんと おばあさんが 駅まで 来て く 
れ ます。 学校が 休みな ので， 少しの 
間 そこにい るつ も りです。」 

「君 は どこから 来たの。 どこに 住ん 
でる の。」 

「ユタ 州の ソ ルト レーク • シティ 一 

です。」 

「おお， それじゃ， 君 は モル モン だ 
ね。」 

「はい， そうです。」 少年 は 誇らし 
げに 答えた。 

「それ はお もしろ い。 私 は， モル モ 
ン のこと や， モル モンの 信仰の こと 
について わからな いこ とが あるんだ 
よ。 モル モンの 造った 美しい 町を訪 


れ たこと も ある。 建物 は 美しかった 
し， 通りに は 街路樹が 植わって いた 
し， 家並 も きれいだった。 美しい バ 
ラ や 花の 咲 き 誇った 花壇 も 見事 だ つ 
た。 でも， どうして モル モンが あん 
なに 素晴らしい 人た ちな のか， まだ 
調べて みた ことが な いんだよ。 モル 
モンが どんな こと を 信じて いるの 力、 
知 り たいと 思って いるんだ がね。」 

「では， ぼくたちが 信じて いる こと 
を 御 説明し ます。 『われら は， 永遠の 
父なる 神と， その 御子 ィ ヱス. キリ 
ス ト と 聖霊と を 信ず。』 （信仰箇条 第 
1 条） これが 第 1 です。」 

この 実業家 は， これ を 聞いて いさ 
さか 驚いた 力;'， 熱心に 耳 を 傾けて い 
た。 少年 は 続けた。 「『われら は， 人 
は 皆 各々 其 身に てな したる 罪に 対し 
て 罰 を 受け， アダムの 咎 に対して 罰 
を 受けざる こと を 信ず。』 （信仰箇条 

第 2 条） これが 第 2 です。」 

こ の5^$の紳士 は 心の中で 思 つ た 。 

「こんな 小さな 男の子が， これほど 
大切な こと を 知っている なんて， こ 
れは 並の こ と ではない ぞ。」 

少年 はさら に 続けた。 「『われら は， 
キリスト の 贖罪に よ り ， すべての 人 
類 は， 福音の おきてと 儀式と を 守る 
ことにより て 救われ 得る と 信ず。 J 

(信仰箇条 第 3 条） これが 第 3 で 
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す。」 紳士 はこの 小さな 男の子の 言葉 
にす つかり 驚いて しまった。 まだ ス 
カウ 卜の 年齢に もな つてい ない 少年 
なの だ。 だが， その 少年 は 一向に 構 

わず， 信仰箇条 第 4 条を 続けて 言つ 
た。 「『われら は， 福音の 第一 原則と 
儀式と は， 第 1 ， 主 イエス. キリス 
卜 を 信ずる 信仰， 第 2  , 悔 改め， 第 
3, 罪の 赦し を受 くるた めに 水に 沈 
めら るる パプ テス マ， 第 4， 聖霊の 
賜 を 授かる ための 按手礼， なること 
を 信"？  。J 

「全く 素晴らしい。 君が， 君の 教会 
の 教え を あんまり よく 知ってい るの 
で， びつ く りした よ。 なかなか 賢い 
ね。」 

相手の よい 反応に ますます 勇気 を 
得た ジ ョニ 一は， さらに 続けた。 

「『われら は， 福音 を宣 ベ， 且つ その 
儀式 を 執り行う ために は， 啓示と， 
権威 ある 者の 按手に よ り ， 神に よ り 
て 其 任に 召 さ れ ねばな らぬ こと を 信 
ず。 J  (信仰箇条 第 5 条） これが 第 5 
です。」 

「それ は， 道理に かなった 教義 だね， 
人が どういう ふうに 神から 召される 
の 力  >， 知りた くな つてき たよ。 人が 
どのように 召し を 受け， 按手され る 
のか はよ く わかった が， でも， どう 
いう 人が 福音 を宣 ベたり， その 儀式 
を 執り行な つたり する 権能 を 持つ の 
力 > ね;)」 

ふたり は， 召し や 支持 や 按手の こ 
とに ついて 話した。 そして， 少年が 
言った。 「もっとお 知りに なりたいで 
すか。」 

紳士 は， 年端の いかない 子供が， 
教会の 教え を これほどまでに 詳しく 
知ってい ると は 並大抵の ことで はな 
いと 思い， 言った。 「そうだね， 続け 
て く れる 力、 い。」 

そこで ジ ョニ 一は 暗唱 を 続けた。 
「『われら は， 教会に は， 初期の 教会 
に 在りた ると 同一の 組織， すなわち 
使徒， 予言者， 監督， 教師， 祝福 師 


等の あるべき こと を 信ず。 J  (信仰 箇 
条第 6 条） これが 第 6 です。」 

それから， この ことに 関連して 話 
力; 続いた。 「そうすると， 君の 教会に 
は， ヤコ ブゃ ヨハネ ゃぺ テロ ゃパゥ 
口の ような 使徒と 力  モー ゼゃ アブ 
ラ ハム ゃィサ クゃ ダニエル のよ う な 

予言者が いると いうんだ ね。 しかも， 
祝福 師 までい るんだ ね。」 

その 少年 は， その 質問に すぐに 答 

えた。 「はい， 祝福 師も います。 聖書 
に は， 祝福 師 のこと が 伝道者と なつ 
ています。 祝福 師は 教会の ステーキ 
部の ある 所で 召されます。 そして， 
祝福の 欲しい 教会員に は 皆， 神の 霊 
感 によって， 祝福 師の 祝福と いうの 
を 授け るんで す。 ぼく も 自分の 祝福 
師の 祝福 を 受けました。 そして， 祝 
福 文 を たびたび 読んで います。 また， 
ぼくたちの 教会に は， 使徒が 12 人い 
ます。 昔の 使徒と 全く 同じ 召しと 権 
能 を 持って いる 使徒です。」 

神士 は， 次の ような 質問で 問い返 
してきた。 「君た ち は， 異言を 語る か 
ね。 啓示 や 予言 を 信じて いるの か 
ね。」 

すると 少年 は， 目 を 輝かせて 答え 
た。 「『われら は， 異言を 語る 力， 予 
言す る 力， 啓示， 示現 を受く る 力， 
病 を 医す 力， 異言を 釈くカ 等の 賜 あ 
る こと を 信ず。』 （信仰箇条 第 7 条） 
これが ぼく たちの 信じて いる 7 番目 
のこと です。」 

神士は 息が 止まる 思いだった。 「そ 
うする と 君た ち は 聖書 を 信じて いる 
ん だね。」 

少年 はまた 答えた。 「その 通りです。 
『われら は， 正確に 翻訳され たる 限 
り ， 聖書 は 神の 御言 葉な りと 信ず。 
また モル モン 経 も 神の 御言 葉な り と 
信ず。』 （信仰箇条 第 8 条） これが 第 
8 番目の ことです。」 

紳士 は， 私たちが 聖典 も 啓示 も 信 
じている ことが わかった。 少年 はさ 
らに 暗唱 を 続けた。 「われら は， すべ 


て 神の これまでに 啓示した まいし こ 
と ， すべて 今 啓示した もうこと を 信 
じ， なお 今より 後， 神の 王国に つき 
て 多くの 偉大に して 重要なる こ と を 
啓示した もうこと を 信ず。」 （信仰 箇 
条第 9 条） 「われら は， イスラエル 人 
は， 文字通りに 四方より 集合し， そ 
の 十 支族の 元に 立ち かえる こ と を 信 
ず。 われら は， シ オン はこの （ァメ 
リ 力） 大陸に 建てられ， キリスト は 
御自 ら 地上に 王と なりて 治めた まい， 
地球 は 元に あらたま りて 楽園の 栄え 
を受 くる こと を 信ず。」 （信仰箇条 第 
10 条） 

紳士 はじつ と 耳 を 傾けて いた。 彼 
は， 通路の 反対側の 自分の 席に 戻ろ 
うな どと は， みじん も 思わなかった。 
ジョ ニー はさら に 続けた。 「われら は， 
自らの 良心に 従い， 全能なる 神 を 礼 
拝す る 特権 ありと 主張す。 また， わ 
れら は， すべての 人々 にこの 特権 を 
許し， 何 所な りと も， 如何様な り と 
も， または 何なりと もこれ を 礼拝す 
る こと を 妨げず。」 （信仰箇条 第 11 
条）。 「われら は， 王， 大統領， 統治 
者， 長官に 従うべき を 信じ， また 法 
律 を 守り， 敬い， 支うべき を 信 
ず。」 （信仰箇条 第 12 条） 

そして， 遂に 最後まで 来た。 少年 
は 信仰箇条の 第 13 条を 暗唱し 始めた。 
「われら は， 正直， 真実， 貞潔， 慈 
善， 高徳なる べき こと， およびす ベ 
ての 人に 善 を 行うべき を 信ず。 まこ 
とに バウ 口の 訓戒に 従う という を 得 
ベく， われら はすべ ての こと を 信じ， 
すべての こと を 望む。 すでに 多くの 
こと を 堪え忍び たれば， あらゆる こ 
と を 堪え忍び 得ん こと を 望む。 もし 
何 にても， 徳高 きこと， 好ましき こ 
と， よ く 聞え ある こと， あるいは 褒 
むべき こと あらば， われら はこれ を 
たずね も とむ る ものな り。」 

少年 は ， 信仰箇条 を 全部 暗唱 し 終 
わって， ホッ とした 様子だった。 紳 
士は， はた 目に も わかる ほどかな り 
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興奮して いた。 教会の プロ グラムの 
概略 を 話して く れ たこの 少年の 能力 
に 感銘した だけで な く ， 教会の 教義 
の 見事な までの 完壁 さに 敬服した の 
であった。 

紳士 は 言った。 「ロサンゼルスに 2 
日間 ほどいて 用事 をす ませたら， 二 
ユー ョ ークへ 帰る つも り でいたん だ 
よ。 でも， 会社へ 電話して， 1 曰， 
2 日 遅らせる ことにしよう。 そして 
帰りに ソルト レーク • シティ 一 に 立 
ち 寄って， 教会の 訪問者 センターで, 
君の 話して くれた ことにつ いても つ 
と 詳しく 聞いて みる こと にす る 

よ。」 あな たがた のうち， 何人が 信仰 
箇条 を 覚えて おいでだろう 力、。 若い 
人 たちだけ でな く， 大人の 方に も尋 
ねたい。 信仰箇条 を 覚えて おいで だ 
ろう 力 >。 今の 話と 一緒に 暗唱で きた 
だろう 力、。 信仰箇条 を 覚えて いれば， 
いつでも 説教の 準備が できて いる こ 
とになる。 しかも， 信仰箇条 は， 一 
番の 基礎と なる もので はないだ ろ う 
か。 子供た ちが 皆 信仰箇条 を 学び， 
それ を 完全に 覚えたら， どれほど 素 
晴らしい こと だろ う か。 一言一句 間 
違わずに 言えたら， 本当に 素晴らし 
いと 思う。 

私が どのよ う にして それ を 覚えた 
力へ お話した いと 思う。 以前に もお 
話した と 思う が， 私 は 乳し ぼり を 日 
課と していた。 その 頃の 私 は 指 2 本 
でし か タイ プライ ター を 打てな かつ 
た。 そんな 手つきで， 私 は 小さな 力 
一 ドに 信仰箇条 を 全部 タ イブした も 
のであった。 そして， さくの 中で 腰 
かけに 座って 乳し ぼり をして いる 間 
中， 私 は その カード を 傍らにお いて， 
何度も 何度も 復唱した ので ある。 と 
も かく も 私 は， そのよ うな こと を 何 
度 も 繰り返して， 遂に 信仰箇条 を 全 
部 言える ようになった。 しかも 一語 
一句 間違わずに 言える よ う になった 
ので ある。 この こと は 私に とって 大 
変 価値が あつ た と 思う。 若人 諸君 も ， 


私と 同じよ う に 覚えて いただけない 
だろ う か。 

さて 次に， もう 少し 年長の 人に は， 
聖典 を 引用して お話した いと 思う。 
パゥ 口の 書いた へ ブル 書から 聖句を 

読みたい。 

「神 は， むかし は， 預言者た ちに よ 

り， いろいろな 時に， いろいろな 方 
法で， 先袓 たちに 語られた が， この 
終りの 時には， 御子に よって， わた 

したち に 語られた ので ある。 神 は 御 
子 を 万物の 相続 者と 定め， また， 御 
子に よって， もろもろの 世界 を 造ら 
れた。 

御子 は 神の 栄光の 輝きで あり， 神 
の 本質の 真の 姿であって， その 力 あ 
る 言葉 を もって 万物 を 保って おられ 
る。 そして 罪の きよめの わざ をな し 
終えてから， いと 高き 所に います 大 
能 者の 右に， 座に つかれたの である。 

御子 は， その 受け継がれた 名が 御 
使た ちの 名に まさって いるので， 彼 
ら より もす ぐれた 者と なられた。」 
(へ ブル 1 ： 1 —— 4  ) 

この 聖句を 読む と， 教義と 聖約 132 
章の 聖句を 思い出す。 この 章の 中で， 
主 は， ロムニー 副 管長が お話し 下さ 
つたよう に， この 新しく かつ 永遠の 
誓約 を 受け入れ， また 様々 な 誓約に 
従って 生活した 人た ち は 皆 天使よ り 
すぐれた 者と なると 約束して おられ 
る。 このような 人た ち は， 天の 門 を 
守護して いる 諸 天使 諸 神の 前 を 通 り 
すぎて， 進んで いく ので ある。 

「いったい， 神 は 御 使た ちの だれに 
対して， 『あなた こそ は， 私の 子。 き 
よう， わたし は あなた を 生んだ J と 
言い， さらに また， 『わたし は 彼の 父 
となり， 彼 はわた しの 子と なる であ 
ろう』 と言われた ことがある 力 >。」 
(へ ブル 1:5) 

諸 天 は 天使た ちで 満ち 充ち ている 
かもしれ ない が， 天使た ち は， 神の 
御子と 同じような 存在で はない。 ま 
た， あなた 方と も 同じ 存在で はない 


と 申し上げたい。 あなた 方 は， 約束 
された 祝福に よって， 主の 王国で 昇 
栄 にあず かる ことので きる という こ 
の 高い 召しに ふ さわし い 人々 なの だ 
からで ある。 

「さらに また， 神 は， その 長子 を 世 
界に 導き 入れる に 当って， 『神の 御 使 
たち はこと ごとく， 彼 を 拝す ベ き で 
ある J と言われた。」 （へ ブル 1 ： 6: 

この 御 方が 神の 御子で ある。 私た 
ちが， 心 を 尽く し， 思い を 尽く し， 
勢力 を 尽く し， 体力 を 尽く して 礼拝 
している イエス • キリスト である。 
イエス.. キリスト こそ， 神の 御子な 
ので ある。 

「こ う いう わけ だから， わた したち 
は 聞かされ ている こと を， いっそう 
強く 心に 留めねば ならない。 そうで 
ない と， おし 流されて しまう。」 （へ 
ブル 2  ： 1 ) おし 流されて しまう。 
この 偉大な 神権 プロ グラム を 進めて 
行く とき， 私たちが 決して， この 栄 
光 あふれる 事柄 をお し 流して しまう 
ことのな いよう， 切に 望んで いる。 

「わたしたち は， こんなに 尊い 救 を 
なおざり にして は， どうして 報い を 
のがれる ことができよう 力、。 この 救 
は， 初め 主によ つて 語られた もので 
あって， 聞いた 人々 から わたしたち 
にあ かされ （たので ある。)」 （へ ブル 
2:3) 

ぺ テロ, ヤコ ブ, ヨハネ, パゥ 口, 
その他の 兄弟た ちから 私たち は， こ 
の 尊い 救いの 計画 を 聞いた。 そして 
これらの 人々 は， その 計画 を 主御自 
身から 聞いて いたので ある。 

「なぜなら， 万物の 帰すべき かた， 
万物 を 造られた かたが， 多くの 子ら 
を 栄光に 導く のに， 彼らの の 君 を， 
苦難 をと おして 全うされ たの は， 彼 
に ふさわしい ことであった からで あ 
る。」 （へ ブル 2  ： 10) 

兄弟た ち， 今宵， この 話 を 聴いて 
おられる 22 万 5，  000 人の 兄弟た ち。 私 
は あなた 方が すべて 神々 になり 得る 
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と 考えて いる。 宇宙に は， まだまだ 
多くの 空間が ある。 主が その 方法 を 
知って おられる こと は， すでに 明ら 

かで ある。 主 は， 私たち 22 万 5，  000 人 
全員の ために 諸々 の 世界 を 造って 下 
さる ことであろう。 恐らく 私たち も， 
この 業 を 助ける ことになるに 違いな 

い 0 

様々 な 可能性に ついて， また 栄光 
ある 末 来に ついて 考えて いただきた 
い。 たった今 生まれた ばかりの 子供 
でも， この 栄光 あふれる 計画 を 受け 
継ぐ ことができ るので ある。 その子 
供 も 成長し， やがて 美しい 女性に 出 
会う。 ふたり は聖 なる 神殿で 結婚し， 
主の すべての 戒め を 守って 生活し， 
自ら を 清く 保つ。 ふた り は 神の 子と 
なり， 偉大な 計画 を 推し 進める。 天 
使の 前 を 通り過ぎ， また 天 を 守護し 
ている 諸 天使 諸 神の 前 を 通り過ぎる。 
こ う して ふた り は 昇栄に 達する ので 
ある。 

教義と 聖約 132 章に， アブラハム も 
このよう にして 与えられた 戒め をす 
ベて 受け入れ たと 書かれて いるの を 
覚えて おられる ことと 思う。 ァ ブラ 
ハム はすで に その 王座に ついた と 書 
かれて いる。 彼 はすで に 昇栄に 達し 
たので ある。 もちろん， 彼が 死んで 
から， すでに 数千 年 を 経てい る。 再 
び バウ C1 の 言葉 を 引用しょう。 「この 
ように， 子た ち は 血と 肉と に 共に あ 
ず かってい るので， イエス もまた 同 
様に， それら を そなえて おられる。 
それ は， 死の 力 を 持つ 者， すなわち 
悪魔 を， ご 自分の 死によ つて 滅ぼ」 す 
ためで ある。 （へ ブル 2  ： 14) これ は， 
死の 支配 を 受けた のち， 死から よみ 
がえ つて 復活 体と なること によって, 
可能に なった 

「確かに， 彼 は 天使た ちの 性質 を 継 
いだので はな く アブラハムの 血統 を 
継がれた。」 （欽定 訳へ ブル 2  ： 16) 

こうして， アブラハム， イサク， 
そして ヤコ ブ， さらに は ダビデ を 経 


て， つま り 主 は， アブラハム を 通じ 
て 生れ， 神の 御子と なられた ので あ 
る。 

「そこで， 天の 召しに あずかつ てい 
る聖 なる 兄弟た ちょ。 あなたが たは， 
わたしたちが 告白す る 信仰の 使者 ま 
た 大祭司なる イエス を， 思いみ るべ 
きで ある。 （イエス もこ こに おられる 
多くの 人々 と 同じよう に 大祭司で あ 
る。 また， この 壇上の 幹部た ちと 同 
じょう に 使徒で ある。） 

おおよそ， 家 を 造る 者が 家 その も 
のよりも さ らに 尊ばれる よ う に， 彼 
は， モー セ 以上に， 大 いなる 栄光 を 
受ける に ふさわしい 者と された ので 
ある。 

『 …… だから， わたし は その a# 代の 
人々 に対して， いきどおって 言った， 
(主 はこの ように 言われた。 ここで 
言う 人々 と は， エジプト にいた 人々 
であって， エジプトで 捕われの 身に 
なって いた 人々 である。） だから， わ 
たし は その 時代の 人々 に対して， い 
きどお つて 言った， 彼らの 心 は， い 
つも 迷って おり， 彼ら は， わたしの 
道 を 認めなかった。 

そこで， わたし は 怒って， 彼ら を 
わた しの 安息に はいらせる こと はし 
ない， と 誓った』。」 （へ ブル 3  ： 

1， 3, 10, 11) 

安息と いう と， ぶらぶら 散歩した 
り， P 外に 出て 草の 上に 横にな つた 
りする ことな ど， くつろいだ 状態の 
こと を 考えが ちで ある。 し 力 > し， そ 
のよう なくつ ろいだ 状態 は， 主が 語 
つて おられる 安息 と は 異な る 。 安息 
を 得る 人と は， 最も 活動的な 人で あ 
り， 最も 一生懸命 働く 人で あり， 最 
も 時間 を 有効に 用いる 人で あり， 最 
も 天父に 近い 生活 を 送る 人で ある。 
様々 の 労苦から は 解放され るが， 決 
して 自分の 業 を 放棄す る こと はない。 

次に， 他の 聖典から も う 少し 引用 
してお 話したい と 思う。 高価なる 真 
珠 から 引用す る。 もちろん この 会 は 


神権 会で あるから， あなたが たは 全 
員 神権 を 持って おられる はずで ある。 
神権 を 持つ という こと は， まことに 
偉大な 特権で ある。 ここで 少し， 父 
袓 アブラハムの 言葉の 中から 読んで， 
神権 を 持つ ことが アブラハムに とつ 
て どれ ほ ど 大切な ことで あつ たか 説 
明したい と 思う。 アブラハム は 次の 
ように 語って いる。 

「また， わがた めに 更に 大 いなる 幸 
福と 平安と 安息と ある を 知り たれば， 

(この 安息が， 先程 私が 述べた 安息 
のこと であり， 皆さん はこの 安息 を 
得る ために 励んで いるので ある） わ 
れは 先祖の 祝福と， この 祝福 を 他に 
施す 職に 按手 聖 任されん こと を 乞い 
求めたり。 而 して， われ は 義に随 う 
者な り けれ ば 偉大 なる 知識 ある 者た 
らんと 望み， 義に随 う 更に 大 いなる 
者た らんこと， また 更に 偉大なる 知 
識を 持ち 多くの 国民の 父， 平和の 君 
たらん こと を 望み， また 数々 の 教え 
を 受けん こと， 神の 誡命を 守らん こ 
と を 望み たれば， われ は 先 袓に属 け 
る 権能 を 保つ 正当の 世嗣， 大祭司と 

なりたり。」 (アブラハム 1 ： 2  ) 

アダムから ノ ァ まで 10 代， さらに 
ノ ァ から アブラハムまで 10 代で あつ 

たと 思う。 アブラハム は 先祖の 祝福 
を 受け継いだ。 では この 先祖と はだ 
れ のこと であろう 力'。 それ は， 最初 
の 時代に， 諸国に あって 族長と なつ 
た 義人た ちの こ とで ある。 

アブラハム はさ らに 次の よ う に 言 
つてい る。 「この 権能 は 先祖よ り われ 
に 授けられたり。 そ は 先祖より 伝え 
られ， 時の 始めより （これ はいつ の 
ことであろう 力、。 アダムが 初めて 地 
上に 置かれた ときの ことで ある。） ま 
ことに 太初よ りすな わち 創世の 前よ 
り 今日に 至る まで 伝えられし ものな 
り。 こ は 誠に 長子の 権能に して， 最 
初の 人すな わち われ ら が 最初の 父な 
る アダムに 授けられ， 先袓を 通じて 
われに 至る。 
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われ は， 神が 子孫に 就きて 先祖に 
与えられし 任命に 従い， われ を 神権 
者に 任命した まわん こと を 乞い 求め 

たり。」 （アブラハム 1 ： 3  ,   4  ) 

これ こそ， 私たちが 生まれ落ちた 
と きから 受け継 いでいる ものである。 
私たちに 必要な こと は， この 祝福 を 
受ける に ふさわしく なること である。 
この 祝福な く して， 私たち は 神殿へ 
行く こと はでき ないし， 神殿へ 行か 
ずに 結び 固められる こと はない。 そ 
うすれば， 永遠に 家族 を 持つ こと は 
できない し， 私たちの 業 を 進めて い 
くこと もで きないの である。 

「わが 先祖 は， 彼らの 義と 主なる 彼 
ら の 神が 与えお かれ し 数々 の聖な る 
誡 命より 背き， 異教徒の 神々 を 礼拝 
して 全く わが 声に 聴き 従う を 拒みた 
り。」 （アブラハム 1 ： 5  ) 

そのために アブラハム は その 地 を 
去らなければ なら なくなった。 彼 は 
カル デァを 去って バ I 沿 l  、 に 北上 し ， 
ハラ ンに 着いた。 現在の トルコで あ 
る。 そして， そこから パレスチナへ 
向かつ たので ある 。 

このよう に 聖句を 読んで 退屈で な 
ければ， もう 2  ,  3 力 所 読んで， そ 
れで話 を 結びたい と 思う。 

「而 して， 神の 声 われに 至れり。 
(これ は， 主が 祭壇 上の アブラハム 
の 命 を 取ろ う と していた 男 を 打 たれ 
た 直後の ことで ある） …… わが 名 は 
エホバな り。 われ 汝の 祈り を 聞きて 
降り 来れる は， 汝を 救い， また 汝を 
父の 家よ りすべ ての 親族よ り 離して 
汝の 知らざる 他国に 連れ 行かん ため 
なり。 … … 

ノアに ありし 如く， 汝に も また 然 
あらん。 され ど汝が 導きと 教え を 施 
す 業に よりて， わが 名 は とこしえに 


この 世に 知らるべし。」 （アブラハム 
1 ： 16, 19) さらに 「われ …… 汝 にわ 
が 名 …… を 被ら しむべし。」 （ァ ブラ 
ハム 1 ： 18) その わが 名と は， イエ 
ス • キリス ト のみ 名の こ とで ある。 
神権 は 「神の 御子の 神権の 聖 なる 神 
権」 （教義と 聖約 107:  3) と 呼ばれ 
ている。 後に， メル ゼデク の 名前が 
この 神権 を 指す 名称と して 与えられ 
た。 それ は， 神の 御子の み 名 を 繰り 
返し 使う こと を 避ける ためで ある。 
これに 関連して， 私 は 度々， 教会員 
が 神の み 名 を あまり にも 気軽に 使い 
過ぎて いるよ う に 感ずる ことがある。 
主 は， 繰り返し を 避ける ために， こ 
の 神権 にメ ルケ デ ク 神権 という 名称 
を 与えられ たが， これ は その 点で 良 
い 模範で ある。 

最後に， 話 を 終える 前に も う 1 力 
所， アブラハムの 言葉 を 引用したい。 
「され ど， われ は 今後 われ 自らより 
さ かの ぼ り て 創世の 前に 至 る 年代記 
を 描かん と努 むべ し。 そ はわれが そ 
の 記録 を 手に入れし 故にして， 今に 
至る まで これ を 所有せ り。 （これ は， 
この 大会の 会期中， 私たちが 思い 巡 
ら してきた 他の 業と 考え 合わせて み 
ると， 極めて 大切な ことで ある） 

され ど， 神権の 権能に 関する 先祖 
すなわち 族長ら の 記録 は， 主なる わ 
が 神 わが 手の 中に 守 り 置きた まいぬ。 
この 故に 創造の 始まりの 知識 も， ま 
た 諸々 の 遊星， 諸々 の 星の 知識 もこ 
れらが 先祖に 知られ たるま まわれ 今 
日まで 守り 来れたり。 されば， わが 
後に 来たるべき 子孫の ため， この 記 

なにがし 

録 にある 若干 かのこと を 努めて ここ 
に 誌すべし。」 （アブラハム 1 ： 
28,31) 

兄弟た ち， 神権 を 持つ という こ と 


は， 本当に 意味 深い ことで ある。 執 
事から 教師， 祭司へ と 昇進で きる 神 
権 を 持ち， さらに は， 永遠に 続く 神 
権， すなわち 私たちが ふさわしい 限 
り 永遠に 存続し， 私たちの 盾と もな 
り， 永遠の 世界に 至る 道と もなる 神 
権 を 持つ という こと は， 本当に 意味 
深い ことなの である。 私 は， 主が 私 
たち を 祝福して 下さって， 私たちが 
長老で ある こと を 決して 当然の こと 
と 思ったり， 普通の こと だと 思った 
り しないよ う ， 切に 祈って いる。 「彼 
は た だの 長老 さ」 「彼 は た だの 七十 人 
さ」 「彼 はた だの 大祭司 さ」 というよ 
うな 言葉 も 聞かれる。 大祭司， その 
大祭司で あると いう こと は， どのよ 
うな 人の 生涯に あっても， 必ず 大き 
な 意味 を 持つ ので ある。 それ を 軽ん 
じ， と りたて て 素晴らし いものと 考 
えない 人 は， それ を 通じて 与えられ 
る 祝福 を 決して 理解す る こと はない 
であろ う 。 

これ は 皆， 教会の 教義からの 教え 
である。 主 は 言われた。 「主 は 全能の 
神で ある」 「私 はィ エス 'キリストで 
ある。」 「私 は エホバで ある」 と。 主 
こそ， 私たちの 礼拝して いる 御 方で 
ある。 私たちの 歌う 歌 は， その ほと 
ん どが 主につ いての 歌で ある。 私た 
ちの 祈り は 皆， 主につ いての 祈りで 
あり， 私たちの 集会での 話 は， 主に 
ついての 話で ある。 私たち 主 を 愛し， 
敬愛して いる。 私たち は， 今 この 時 
から， 再び， 三た びそして 四た びと， 
主に 一層 近く 生活し， 主の 与えて 下 
さ つ た 約束と 祝福に 適った 生活 をす 
ると 約束し， この 身 を 主に 捧げる の 
である。 この こと を， 愛の 限り を尽 
くして， イエス' キリスト のみ 名に 
よ り 申し上げる。 アーメン。 
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この美し い 安息日の 朝， テンプル 

ス クウ： L ァ のこの 歴史的な タバナ ク 
ル において 大勢の 会衆 を 前にし， ま 
た 他の 場所に おいて 本 大会の 模様 を 
視聴して おられる 多くの 人々 のこと 
を 心に 思い浮かべながら この 話 をす 
るに あたって， 「みたま」 と 主の 祝福 
が 私たちに あるよ うへ りく だって 祈 
る も ので ある。 

この 偉大な 国， ァメ リ 力 合衆国の 

200 年祭の こと を 述べる とき， 私 は， 
主が その 予言者 を 通じて 下された， 
ふたつの 重要な 言葉 を 思い起こす。 

「ごらん， この 土地 はす ぐれた 土地 
である からこの 土地 を 所有す る 民 は 
この 地の 神に 事え さえ すれば， 奴隸 
とならず 自由 を 奪われず 天下の どの 
よ う な 国から もす ベて 支配 を 受ける 
ことがない。 この 地の 神と は 私たち 
がすで に 記した 言葉に よって 明らか 
に 示 される イエス • キリス' ト であ 
る。」 （ィ テル 2  ： 12) 

また 主 は 言って おられる。 
「われ 実に この 目的の ために わが 挙 
げたる 賢き 人々 の 手に よ りて この 国 
の 憲法 を 制定せ しめ， 流血に よりて 
この 国 を 贖えり。」 （教義と 聖約 101: 
80) 

私たちが 現在 住んで いる この 国の 
真の 価値 を 認める 人々 と共に， また， 


合衆国 憲法 起草 者が 定めた 民主主義 
の 原則の 維持と 強化に 努めよ うと 決 
意して いる 大勢の 国民と 共に， 私 は 
真心から 力 を 合わせて 働きたい と 願 
つてい る。 

いっか， ひとりの 若者から 次の よ 
うに 言われた ことがある。 「なぜ この 
ように 多く の 法律 や 規則 や 規定が あ 
るので しょう 力 >。 どうして 私たち は 
自分の したい こと を 自由に 行なえな 
いのです 力'。 人が この 世に いるの は 
幸福 を 得る ためであって， 人に 与え 
られ ている 最大の 賜 は 自由意志 であ 
る と 教会 は 教えて いるで しょ う 。」 

そこで 私 は 彼に， 宇宙 におけるす 
ベての もの は， 創造主なる 神に よつ 
て 組織され た 宇宙 自体で さえ も， 自 
然の 法則と して 知られて いる 法に よ 
つて 治められ ている こと を 説明した。 
私たち は， 秩序 を 保ち， 人類の 権利 
を 擁護し， 他人の 権利 を 犯す 人々 を 
罰する ために， 国の 法律， すなわち 
人の 定める 法律が 必要で ある こと も ， 
彼に 説明した。 そして その 例 を 幾つ 
か 挙げた。 それから 私たち は， 神の 
律法と， 神の 戒め を 守る ことの 大切 
さに ついて， かなり 細かい 点まで 話 
し 合った。 

き よ うは 私た もの 交わした 会話が 
どうかと いうので はなく， 法が 人類 


に 及ぼす 影響の 大き さに ついて お 話 
したいと 思う。 そのために， 法 を 3 
つに 分けたい と 思う。 第 1 は 自然の 
法則， 第 2 は 人の 定めた 法律すな わ 
ち 国の 法律， 第 3 は 人の 救いと 昇栄 
に 関わる 神の 律法で ある。 

まず 自然の 法則に ついて お話しよ 
う。 皆さん は， 毎朝 決まった 時刻に 
昇る 太陽が 昇って こなくな つたら， 
どのよ う な ことが 起る か 考えた こと 
が あるだろう カソ 地球が 1 日 だけ 自 
転 を 止めたら どうだろう カヽ 1 日と 
言わず とも， ほんの 数 分で もい い。 
重力の 法則が 働かな くな つたら どう 
だろう 力、 ごく 短期間の 内に， 地球 
と 全人 類 は 滅びる であろう。 宇宙の 
全天 体 は 宇宙空間 内で コ ン トロール 
され， 法則に よって 運行して いる。 

も し 鉄が 熱せられ たと きに， ある 
日 は 膨張し， 別の 日に は 収縮す ると 
したら， 世の 人 はだれ も 機械工 場 を 
営む ことができ ないし， いかなる 種 
類の 器具 も 造る ことができない。 こ 
れ ら の 法則 は 不変で ある。 私たち が 
いつも， いかな. る 状況の 下にあって 
も 依存す る ことので きる よう な 法則 
でなければ ならない。 

私たちが 毎日 行なって いるすべ て 
の 事柄 を 振り返り， いかに 自然の 法 
則に 依存して いる 力、 また 私たちの 
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目的 を 遂げる ために どれ ほ ど 文字 通 
り に それらに 従わなければ ならない 
か を 考えて みると 興味深い。 

私たち は 人間が 月面 を 歩く の を 見 
た。 また， 異なった 国の 人と 宇宙船 
が 宇宙空間 で ラン デ ブ 一で きた こと 
に 驚異の 目 を 見張った。 生命の 有無 
を 調査す る 使命 を 帯びて 火星に 向か 
つ た 宇宙探査 ロケ ッ ト， バイキング 
を も 見た。 もしもい ずれ かの 自然の 
法則が 働かな かつ た ら ， 宇宙 計画 は 
完全な 失敗に 帰し， 生命 は 失われて 
いた ことだろう。 私た ち は 天文学者 
の 予告 を 読む と， 畏敬の 念 を 覚える。 
彗星の 出現 や 日食， 月食 を 非常に 正 
確に 予知す る ことができ るからで あ 

る 0 

これ はすべ て， 創造主が 自然の 法 
則に よって， 創造物 を その 中に 保つ 
て おられる こ とになる。 

法則 と は 真理の 応用に ほかな ら な 
い。 偉大な 思索 家の 著書から 引用し 
た 次の 言葉 に 注意 を 向けて いただき 
たい。 

フランク 'クレイン は 言 つてい る。 
「真理 は 宇宙の 条理で ある。 それ は 
行く末の 論究で あり， 神の みこ ころ 
である。 従って， 人が 発明し， ある 
いは 発見す る もので， それに 代わり 
得る もの は 何もない。」 （レオ. J  • 

ミュア， Flashes  jrom  the  hternal 
Semaphore  「永遠の 信号機が 投 ずる 
光」 P. 100) 

W  • ドク リ フは 言って いる。 「基本 
的な 真理に は， 推移す る もの は 何も 
ない。 真理の 意味に 関する 知識 は 増 
し， 真理の 応用 法 は 変わる ことがあ 
る。 し 力 >  し， 真理の 偉大な 原則 は 永 
遠に 同じで ある。」 （同上， P. 101) 

主はジ ヨセフ. スミ スに 下した 啓 
示の 中で， 次のように 宣言して おら 
れる。 

「また 誠に われ 汝ら に告 ぐ。 彼 は 昔 
より 万物に 一つの 律法 を 与え， この 
律法に よ りて 万物 は 時と 期に 随ぃ運 


行 を 止めざる なり。 

而し てこ の 運行の 道 は 定ま り て 動 
かず， 正に 天地の 道に して 地と すべ 
ての 遊星に 通ず る ものな り。 

而 して， 地と 星と はまた その 時と 
期に 於て， 分と 時と 日と 週と 月と 年 
と に 於て 相互に 光 を 与う るな り。 … 


地 は その 道 を かけり， 日輪 は 昼間 
その 光 を 与え， 月輪 は 夜 その 光 を 与 
え， 諸 星 もまた 夜に その 光 を 与え， 
みな 神の 能力の 中に その 光栄 を 頭し 
てかけり 行く。 …… 

そもそも， これら は 皆 王国 なれば， 
その 何れに て もまた 如何に 小さ き も 
のにても， 見た る 人 は 皆み いつ 堂々 
と 進む 神 を 見た るな り。」 （教義と 聖 
約 88  ：  42—47) 

このように， 自然の 法則 は， 私た 
ちが これ を 知っていよ うとい まいと， 
常に 同じように 働く。 この 法則 を 知 
ら ない 子供 は， 熱い ストーブに 触れ 
ると やけど をす る。 重力の 法則 を 無 
視 すれば， ひどい 傷 を 負う かもしれ 
ない。 また， 自然の 法則 を 理解し， 
それに 従って 生活す るなら ば， その 
ことから 恩恵 を 受ける。 そして， こ 
れらの 法則 を 無視し， 反する 行為 を 
と る 人々 が 直面す る 数々 の 危険から 
逃れる ことができる。 

次 は， 国の 法律すな わち 人の 定め 
た 法に 関してで ある 力;， 私たち は 法 
律に よって 治められる 必要が ある。 
法律 は 悪事 を 行な う 人々 を 取り締ま 
る だけでなく， すべての 人々 の 権利 
を 守る ための ものである。 教義と 聖 
約 を 引用し よ う 。 

「われら は 信ず， 政府 は 人間の ため 
に 神に よ り 制定され たる ものにして， 
社会の 福利 と 安全の た め 法律 を 制定 
しまた それ を 施す に 当り， 政府に 関 
して 人間の 為す 行動に 対し 神 は 人間 
に 責任 を 負わせた も う 。 

われら は 信ず， 政府 は 各個 人に 対 

し 良心の 自由なる 行使， 財産の 所有 


権と その 管理， および 生命の 保護な 
ど を 保証す る 如き 法律 を 制定し， 且 
つ これ を 犯さる る ことなく 保持す る 
にあら ざれば， 如何なる 政府 も 平和 
に 存立す る を 得ず。 

われら は 信ず， すべて 政府 は 政府 
の 法律 を 施行 せんがた め， 必然 吏員 
および 長官ら を 要す。 而 して， 公平 
と 正義と を 以て 法律 を 行う 如き 人物 
は， これ を 求めて 共和国の 場合なら 
ば 人民の 投票に よ り ， 他の 場合に は 
また 主権者の 意志に よ りて 支持す ベ 
きなり。」 （教義と 聖約 134  ： 1-3) 

当 教会の 信仰箇条 12 条に は， この 
ように ある。 「われら は， 王， 大統領， 
統治者， 長官に 従うべき を 信じ， ま 
た 法律 を 守り， 敬い， 支うべき を 信 
ず。」 

すべての 国民が 政治の 問題 を 知つ 
てお くこと は， 極めて 大切で ある。 
国の 法律 を 知る こと， および， 政務 
を 司る 正直で 賢明 な 人々 を 選べる 場 
合に は， それ を 積極的に 行なう こと 
が 大切で ある。 

行政機関 を 通過した 法令の 合法性 
に， それが 国の 最高 法廷で 合法と 立 
証され た 場合で さえ も， 疑い を はさ 
む 人々 が 大勢い る。 このような 人々 
は， その 法律 を 無視し， また 法律に 
違犯す る こ と を 意に 介 しないの であ 

る 0 

かって アブラハム • リンカーン は 
次の よ う に 述べた。 「悪法 は， も し存 
在す るなら ば， できるだけ 速やかに 
そ <n を 廃止すべき である。 しかし， 
効力 を 持つ 間 は 厳密に 守るべき であ 

る o」 

これ は， 法律の 遵守に 関する 当教 
会の 態度で も ある。 私たち は 次の 声 
明 を 発した 人の 言葉に 同意す る もの 
である。 

「実際に 法律 を 無視し， あるいは 愚 
弄する 人 は， 自分の 座って いる 板 を 
のこ ぎりで ひく 愚か者 に似てい る。 
社会の 崩壊に は， 法律 を 敬わずに 無 
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視 する 態度が 最初の しるしと して 必 
ず 現われる。 法 を 尊重す る 態度 は， 
あらゆる 社会に おける 最も 基本的な 
美徳で ある。 なぜなら， 法律に 反す 
る もの は， 暴力と 無秩序 だからで あ 

る cJ  {vase  and  Comment  「半 (PJ と 注 
釈」， 1965 年 3  —  4 月， P.  20) 

法律に 対する 無視， 違犯， あるい 

は 自分勝手な 解釈に ついては， 何ら 
の 正当化 も 言い わけ もで きない。 キ 
リスト は 私たちに， 法律 を 守る 民の 
偉大な 模範 を 示して おられる。 それ 
は， キリスト を 苦境に 陥れよ うとし 
ていた パリ サイ 人力；， カイ ザ ルに税 

金 を 納めて よい かど う か 尋ねた と き 
のこと である。 この 問い かけに 対し 
て， ィヱ スは税 として 納める 貨幣に 
だれの 肖像が 刻 まれて いるかと 尋ね 
られ た。 そして 彼らが カイ ザ ルの肖 
像です と 答える と， 次のように 言わ 
れた。 

「それで は， カイ ザルの もの は カイ 
ザル に， 神の もの は 神に 返しな さ 
い。」 （マ タイ 22  ：  21) 

いかなる 国民 も， それぞれに 責任 
が あり， 自分が 選んで 住んで いる 国 
の 法律の 範囲 内で 行動し なければ な 
らな いという こと を， 常に 心に 留め 
てお く 必要が ある。 さらに 教義と 聖 
約から 弓 I 用したい。 

「われら は 信ず， すべての 人 は その 
固有 不動の 権利 を 政府の 法律に よ り 
て 保護 せらる 間 その 属する 各自の 政 
府を 支持し 擁護すべき 義務 あり。 さ 
れば， かかる 保護の 下に ある あら ゆ 
る 国民に して， 治安の 妨害， 謀叛な 
ど を 為す は 妥当に あらず。 故に， か 
かる 輩 は 罪に 従って 処罰す ベ きなり。 
而 して， すべての 政府 は 公共の 福利 
を 保証す るた めに， 政府の 判定に 於 
て 最も 善く 計画せられ たる 如き 法律 
を 制定す る 権利 を 有す。 され ど， ま 
た 同時に 良心の 自 由 を 神聖に 保つ ベ 
きなり。」 （教義と 聖約 134  ：  5) 

では ここで， 神の 律法に ついて 考 


えてみ よう。 神の 律法 も， 自然の 律 
法と 同じように， 明らかで あり， 拘 
束 力が あり 不変で ある。 また， 私た 
ちの 成否， 幸 不幸 は， この 律法の 理 
解 度と， 人生に おける 応用の 程度に 
左右され る。 私たち は 次の よ う に 言 
われて いる。 

「そもそも 創世の 以前よ り 天に 於て 
定められる 一"^^ 3 の 変らざる 律法 あ り 
て， あらゆる 祝福 はこれ に 基くな り。 

すなわち， われら 何 にても 神より 
祝福 を受 くる 時には， この 祝福の 基 
く 律法に 従う によ りて 然るな り 。」 
(教義と 聖約 130  ：  20,21) 

私たち は， 福音に は 人間関係， す 
なわち 精神的お よ び 霊的 な 生活 に 関 
する 人生の 律法が 含まれて いると 信 
じている。 これらの 律法 は， 自然界 
におけ る 自然の 法則 と同じように， 
有効 範囲 内に おいて だけ 作用す る も 
ので ある。 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は， 知識 
を 得る ことの 大切 さと， 律法に 従う 
ことの 重要性 を 認めて いた。 彼は聖 
徒た ちに 次の よ う に 説いて いる。 

「およそ， われらの この 世に 於て 達 
する 英智の 一切 は， 何 にても よみが 
えりの 時 われら と共によ みがえ るべ 
し。 

されば も しある 人 あ りて， 精励 従 
順によ り この 世に 於て 他の 人よ り も 
一層 勝れた る 知識と 英智と を 得 ば ， 
未来の 世に 於て それだけ 利 を 得べ 
し。」 （教義と 聖約 130  ： 18, 19) 

主の み 言葉 は 私たちに とって 非常 
に 明瞭で あり， 主の 律法 は 私たちの 
幸福の ために はつ き り と 定められて 
いる。 にもかかわらず， ある 人々 は 
自分の 判断の みに 頼り， 神の 律法 を 
無視し， みじめで 不幸な 状態に 陥つ 
ている。 その 理由 を 理解す る こと は 
困難で ある。 予言者 ヤコ ブは 次の よ 
う に 勧告して いる。 

「それで あるから 兄弟た ちょ， 主に 
向って 勧め をし よ う と はしないで 主 


から 訓戒 を 受けよう とせよ。 ごらん， 
あ な た た ち は 主が 智恵 と 正義と 大き 
な憐 みと を もって， 造りた もうた 万 
物 を 勧め 戒めて 治めた も うてい る こ 
と を 知っている。」 （モル モン 経 ヤコ 
ブ 4  ： 10) 

また， ソロモン は その 深い 知恵に 
よって 語って いる。 

「心 をつ くして 主に 信頼せ よ， 自分 
の 知識に たよって はならない。 

すべての 道で 主 を 認めよ， そうす 
れば， 主 は あなたの 道 を まっすぐに 
される。」 （箴言 3  ：  5,6) 

イエス • キリスト の 福音の 道標 は 
明らかで ある。 私たちに は 十戒が あ 
る。 その 例 を 幾つか 挙げよ う 。 

「あなた はわた しの ほかに， なにも 
の を も 神と して はならない。 …… 

あなた は 殺して はならない …… 姦 
淫 して はならない …… 盗んで はなら 
ない 偽証して はならない …… 

安息日 を 覚えて， これ を聖 とせ 
よ。」 （出 エジプト 20 章 参照） 

また 山上の垂訓 は あなた 方す ベて 
がよ く 承知して おられる ものである。 
さ らに 律法の 中で どの 戒めが 大切 か 
をィ エス は 告げて おられる。 

「『心 をつ く し， 精神 をつ く し， 思 
いっく して， 主なる あなたの 神 を 愛 
せよ』。 

これが いちばん 大切な， 第一の い 
ま しめで ある。 

第二 もこれ と 同様で ある， 『自分 を 
愛する よ う にあな たの 隣り 人 を 愛せ 
よ』。」 （マ タイ 22  ：  37,39) 

これら ふたつの 戒め を 守る こ とが 
全世界に どれほど 大きな 影響を及ぼ 
すか, いく ら 強調しても 過ぎる こと 
がない ほど， 私たちの 評価 を はるか 
に 越えた ものである。 平和と 正義が 
津々 浦々 にまで 行き わたるの である。 

私たち はまた 聖典 を ガイ ド として 
与えられ ている。 これ は， 予言者 を 
通して， 神が 直接 啓示に よって 下し 
たも うみ 言葉 を 記した ものである。 
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その 予言者の ひとりが， ス ペン サ 一' 

W . キン ボール 大 管長で ある。 主 は 

今日， キン ボール 大 管長 を 通して 語 
つて おられる。 そして これら 予言者 
の 教え を 受け入れ， これに 従って 生 
活 するとき に， 私たち は 永遠の 生命 
を 得る こ とがで きる ので ある。 私た 
ち は 皆， バウ 口の ように 感じ， 語る 
勇気 を 持とう ではない か。 

「わたし は 福音 を 恥と しない。 それ 
は， …… すべて 信じる 者に， 救 を 得 
させる 神の 力で ある。」 （ローマ 1 ： 

16) 

主 は 言って おられる。 「見よ， これ 
わが 業に して わが 栄光， すなわち 人 
に 不死 不滅 と 永遠の 生命 と を もたら 
すなり。」 （モー セ 1 ： 3?) 

この こと は 主が 御自身の 命 を 棒げ 
られた ほど 何にも 替え 難い もので あ 
つた。 すなわち， 主の 噴い の 犠牲に 
よって， 私たち は 復活し， 不死 不滅 
と 昇栄を 享受す る ことが 可能と なつ 
たので ある。 主の 偉大な 目的 を 達す 
るた めに， 宣教師と して 働く 素 晴ら 
しい 特権と 祝福と 機会が ある こと は， 
私たちに とって 何と 幸いな こと だろ 
うか。 

このよう な 約束が 与えられ ている。 
「汝ら わが 言う ところ を 行わば， 主 


なる われ これに 対して 責任 あり。 さ 
れど， 汝ら わが 言う ところ を 行わず 
ば汝ら 何ら 約束 を 受けず。」 （教義と 
聖 約82: 10) また， 次の ような 警告 
も ある。 

「わが 律法 を 受けて これ を 行う 者 は 
すなわち わが 弟子に して， わが 律法 
を 受けた り と 言いて これ を 行わざる 
者 はわが 弟子に あらず。 これらの 者 
は， 汝らの 中よ り 追い出さ るべ 
し。」 （教義と 聖約 む ： 5) 

実 に 先程 の 私の 若 t  、友が 感 じたよ 
うに 「人が この 世に いるの は 幸福 を 
得る ためで あり， 「人に 与えられ てい 
る 最大の 賜 は 自由意志 である」 とい 
う 教会の 教えと， 私たちに は 法が 必 
要で ある という 事実との 間に 何の 矛 
盾 もない こと は 明らかで ある。 私た 
ちに は 選択の 自由が あり， 律法に 従 
つて その 律法に 基づ く 祝福 を 享受す 
る こと もで きれば， 律法に 従わずに 
いる こと もで きる。 律法に 従わな け 
れば， 私たちの ために 備えられ てい 
る 完全な 喜び を 決して 享受す る こ と 
はで きないの である。 

次の よ う な 主の 栄え ある 約束 を も 
つて， 私 はこの 話 を 結びたい と 思う。 

「主 は 言う。 わが 命に 従い， 誠心 を 
以て わが 栄光 を 仰ぎ見て 今 この 地に 


集り 来れる 人々 は， 見よ， 幸福なる 
かな。 

そ は 生く る 者 は 地 を つぐこと を 得， 
死ぬ る 者 は 全 く 働 き を 休みて 安息 を 
得。 され ど 彼らの なした る 業 は その 
人々 にっき 従いて， わが 備える たる 
父の 住居に 於て 冠 を 受け しむれば な 

然り， その 足シ オンの 地の 上に 立 
ちて， わが 福音に 従い 居る 者 は 幸福 
なる かな。 その 者 は 報いと して 地の 
善き もの を 受け， 而も 地 は それ を 力 
強く 生ずべ ければ な り 。 

また わが 前に 忠実に して 勤勉なる 
者 は， 天より 祝福 を もて 冠を受 くべ 
く， また 誠に 少 からざる 誡命 とその 
時々 に関する 啓示と を 与えら るるな 

この 故に， われ 彼らに 一つの 誡命 
を 与う。 曰く， 汝 心を尽 し， 勢力と 
思いと 体力と を尽 して 主なる 汝の神 
を 愛すべし。 また， イエス' キリス 
トの 名に よりて 神に 仕うべし。」 （教 

義と聖 約 59  ： 1-5) 

私 は， これらの 事柄が 真実で ある 
こと を， イエス' キリスト のみ 名に 
よって 証す る。 アーメン。 
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人々 が 健全な 教えに 
耐えられ なく なる 時が 
来る であろう 


十二使徒 評議員 会 会員 


L • 卜厶 'ペリ一 


総 大会の 折に 少し 早めに 来て， こ 
の 偉大な タ バナク ルの 通路 を 歩 き な 
がら この 会場に 集まる 大会の 訪問者 
と 挨接を 交わせる こと は， 私に とつ 
て 喜びで ある。 これが 真に 世界の 大 
会で ある こ と を あなた 方 は ご存知で 
ある。 

たとえ 話す 言葉 は 違い， 意思 を 通 
じる 方法 は 異なっても， 握手 を 交わ 
し， 目 を 見れば， 共通 ©1  キ' が ある こ 
とがす ぐに わかる。 国境 を 越えた 兄 
弟 姉妹の 愛が あるので ある。 

私たち はこの 大会に おいて， ァメ 
リ 力 合衆国に 宛てた メ ッ セージ をい 
くつ か 送って きた。 このような とき， 
私 は， 通訳 を 介して この メッセージ 
を 聞 く 他の 国の 人々 の 顔 を 関心 を 持 
つて 見て いた。 それ はお 座 成りの 関 
心ではなかった。 皆 心から 関心 を 抱 
き， 理解して いたので ある。 私 は そ 
うあって 然るべき だと 思う。 歴史で 
学ぶ ように， 何度も 繰り返される 全 
世界 共通の テーマが あるよ う に 思え 

るからで ある。 

私た ち はこ の 偉大な 国 を 愛して い 
る。 また， あなた 方の 国 も 愛して い 
る。 なぜなら， そこ は あなた 方の 故 
郷 だからで ある。 私 は 今， アメリカ 
合衆国 200 年祭の 計画 を 援助す ると い 
う 素晴らしい 責任 をいた だいて いる。 


かって， これほど はっきりと 歴史 を 
見つめ， 政府の 計画に 携わる 機会 を 
いただい たこと はない。 

数 力 月 前の こと， 合衆国 200 年祭に 
おける 宗教団体の 参加 を 募る ために 
特別の 会合が 催された。 そして， 国 
内の 大勢の 宗教 指導者 を その 会合に 
招く よう， 私に 依頼が あった。 こ う 
して 私たち は 400 名の 者が ヮ シン トン 
D.  C. に 集まり， この 素晴らしい 祝典 
に 貢献す る 方法に ついて， 2 日間 討 
論 を 交わした。 

私 は 出席 した 大勢の 宗教 指導者に 
深い 尊敬の 念 を 覚えた が， 同時に， 
あなた 方が 自由主義者と 呼んで いる 
一連の 人々 に はとても 心配な 気持 を 
抱いた。 

この 2 日間に 及ぶ プログラム の 一 
環と して， 私たち は 約 20 名ず つの 小 
グループに 分かれ， この 祝典に おい 
て 教会が 貢献で きる 事柄に ついて 話 
し 合った。  ' 

初日の プ a ゲラ ム を 終えた ところ 
で 私 はこの 会合に 出席す るよ う 招い 
た ひとりの 人と 話す 機会 を 得た。 そ 
こで， この 国の 諸 教会が 国民に 共同 
で 発する ことので きる 宣言， および 
神の 導きが 必要で ある ことの 確認， 
ならびに 合衆国 政府の 設立に あたつ 
て 主が 導きの 手 を 伸べ たこと に 対す 


る 感謝の 言葉 を 準備で きる か 否かに 
ついて 話した。 この 人が その 夜い つ 
まで 起きて いたか は 知らないが， 朝 
食で 顔を合わせた とき， 彼 は 先の 宣 
言の 草稿 を も う 準備して いた。 すぐ 
れた 内容の ものだった。 

私 は その 朝， 私たちの デ イス カツ 
シ ヨン グループで それ を 提示で き る 
と 喜んだ。 けれども， 私の 喜び もつ 
かの 間であった。 私たちの 神で ある 
主に 関する 宣言 は， いかなる もの も 
承諾で きないと いうの が， この 小グ 
ル 一 プの 宗教 指導者の 一致 し た 意見 
であった。 この種の 宣言 は 無神論者 
に 不快な 気持 を 与える だろうと， 彼 
らは 結論した。 特に 彼らが 言う に は, 
無神論者に も 自分の 信念 を 表明す る 
権利が あると いうので ある。 もちろ 
ん私は 万人に 自由意志 を 守る 権利が 
ある ことに は 完全に 同意す る。 しか 
し， すべての 人に 受け入れられない 
からと いう こと だけで， 私たちの 堅 
い 確信 を 封 じて しまう こと は 良く な 
い。 私 は 活発に 反対意見 を 述べた。 
けれども， 私たちが 論ずれば 論ずる 
ほど， ますます 反対者 は 結集す る だ 
けであった。 結局 私たち は， いかな 
る 宣言 も 出す ことができなかった の 
である。 

私 は その 成り行きと， 私たちの 努 
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力が 無駄であった ことに 全く 当惑 を 
覚え 私たちの 宣言に 反対した 宗教 指 
導 者 を 捜し出す ことにした。 そして 
彼と 話す にあたって， 私 はさら に大 
きな ショック を 覚えた のであった。 
彼 は 神学の 学位 を 幾つ も 持つ， キリ 
スト 教徒の 指導者であった。 にも 力、 
かわらず， 私の 質問に 対する 彼の 返 
答 は， 次の よ う であった。 

問： 「この 偉大な 国 を 設立す るに 
あたって， 神が 当時の 指導者た ち を 
導かれた こと を お 信 じになります 

か。 J 

答： 「私の 学んだ 限りで は， いか 
な る 時代に も 神 は 人類の 事柄 を 指図 
して はおられません。」 

問： 「あなた は そのような 考え方 
を もって， 毎週 人々 の 前に 立ち， キ 
リ ス ト教の 教義 を 教えて いらつ しゃ 
るので すか。」 

答： 「ええ， むずかし いこと では 
ありま せんよ。 会衆の 代表者た ち を 
集めて， その グループの 一致した 意 
見が あれば， それ を 説 くんです。」 

も う 一度 繰り返して 申し上げたい。 

私はヮ シン トン D.  C. で この 会合に 
出席して いた 間に， 多くの 献身的な 
素 晴ら しい 教会 指導者た ちに 会った。 
しかし 同時に， この 旅行 を 終えて 戻 
ると きに 大きな 不安 を 感じた。 それ 
は， この 国 だけでなく 全世界の 多く 
の 教会の 説教 台から， 神が 告げられ 
た 教えで はなく， 人の 教えが 説かれ 
る 傾向が 強まって いるので はないだ 
ろうかと いう こと にで ある。 

私 は， 会合 を 終える にあたり， こ 
の 大きな 宗教 指導者の 集まりが 永遠 
の 父なる 神に 対する 感謝の 宣言 を 下 
さなかった ことに 非常に 失望した。 
しかしながら， この 200 年祭の 年度 中， 
少なく と も 次の ふたつの 点 を 私の 声 
と して 聞いても らおう と 堅く 決心し 
て 戻って 来たので あった。 

まず 第一に， 正しい と 信じて いる 
こ と を 擁護す る 勇気 を 増す ことで あ 


る。 天 は 閉じられて いないと いう 証 
を， 私 は 宣言しょう。 主 は， この 世 
において そのみ 声に 耳 を 傾ける すべ 
ての 子ら を 今な お 導いて おられる。 
私 はまた， 義 しい 政府の 基 は， 人の 
努力に 導き を もたらす 主から 与えら 
れた 律法で あると いう 私の 揺る ぎな 
い 確信 を 説 こ う 。 義 しい 政府 は 主の 
導き を 受ける。 タナー 副 管長が 引用 
した 聖句 は， 合衆国 政府の 設立に 関 
する ものである。 「われ 実に この 目的 
のために わが 挙げたる 賢き 人々 の 手 
によ りて この 国の 憲法 を 制定せ しめ， 
流血に よりて この 国 を 贖えり。」 （教 
義と聖 約 101 ： 80) 

私 は， 憲法 起草 者の 心の中に あつ 
た 信仰 を 絶やさな いために， 自分に 
できる 限りの こと をす ベて 行なおう 
と 決意して いる。 

ジョージ 'ワシントン は 次の よ う 
に 宣言して いる。 「国民 は， 神と 聖書 
なしに 正しく 治める こと は 不可能で 
ある こと を 承知して いる。」 

また， 第 7 代 合衆国 大統領の アン 
ドリ ユー' ジャクソン は， 「聖書 は こ 
の 共和国が 依って 立つ 岩で ある」 と 
宣べ ている。 

私 は 今日 皆さんの 前で， 主なる 神 
は 今な お 神の 子ら の 諸事 を 治めて お 
られ ると いう， 私の 信仰 を 再び 言明 
したいと 思う。 神の 律法 は 確かに， 
すべての 法が 建つ 基で ある。 従って 
私たち は， 神が 与えられた 律法 を 進 
んで 支持し， 擁護し それに 従って 生 
活 しなければ ならない。 

次に 私 は， 自分た ちの 学問に よつ 
て 神の 律法 を 変える ことができる と 
信じ込んで いる 人々 に対して， ここ 
で 公に 反対 を 唱えたい と 思う。 人類 
が 意見 を 一にしょう とも， 決して こ 
れらの 神聖な 律法 を 変える 力 はない 
ので ある。 

これらう わべ だけの 博識 者た ち 力;, 
どのよ う に 神聖な 結婚 制度 を 彼らの 
誤った 教義と 教えに よって 破壊し よ 


うとして いる 力へ その 一例 を 挙げて 
みたい。 次に 引用す る もの は， 最近 
の ある 出版物から 取った ものである 
が， ほかに も 類似す る もの は 数多く 

ある。 

「これらの 証言の 根拠と して， ある 
オブザーバー たち はこ う 語って いる。 
r 変遷す る 社会の 要求に 合わせて 何 
世紀 もの 間 変えられ てき た 結婚 制度 
は， やがて 廃止され る ことになると 
言われて きたが， 今や 我々 は， まさ 
に そのよ うな 時代に 直面して い 
る。 J 究極 的に 結婚 は， 宗教 上の 儀式 
あるいは 法律上の 承認 行為と してで 
なく， 単なる 社会的 事実と して 受け 
取られる ことになるだろう というの 
力;， 彼らの 判断で ある。」 （ウイ リア 
ム •  H  • マスターズ， バー ジ ニァ， 
E  • ジョン ソ ン 共著， The  Pleasure 
Bond  「放縦の なわ 目」 P. 179) 彼ら 
は， 結婚に 対する 考え方 を 新たに す 
るよう キリス ト 教徒に 求めて いる。 
徐々 にで あれ， 不承不承で あろうと， 
独断 主義 は 人道主義に 屈 しつつ ある 
と 彼ら は 言う。 また 彼ら は， 自分た 
ちの 研究から 明らかにな つたよ うに， 
婚 外の 男女 関係 は 神に 忠実 さ を 表わ 
す 手段と なる であろ う と 確信 を も つ 
て 語る ので ある。 

このよう な 教えが 人類に 対する 主 
の 命に 全く 反する こと を， 私 は 知つ 
ている。 主の 計画に おける 外形的な 
秩序 を 見ても， 主が 訂正 を 必要と し 
て おられる よ うな こと を 私 は 何ら 見 
出せない ので ある。 地球 は 同じ 方向 
に 回り 続けて いるし， 地軸の 角度 も 
変わって いない。 海から 上がって く 
る 水蒸気 は 雲と なり， 地に 降り， 川 
を 下って 海に 入る 循環 を 繰り返して 
おり， 何ら 変わる ことなく 人に 恵み 
を 与えて いる。 

神が 人類の ために 定められた 律法 
についても 全く 同じで ある。 神 は 時 
の 始めに このよ う に 宣言して おられ 
る。 
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「また 主なる 神 は 言われた， I "人が 
ひと りで いるの は 良くない。 彼のた 
めに， ふさわしい 助け手 を 造ろう』。 

そこで 主なる 神 は 人 を 深く 眠らせ: 
眠った 時に， その あばら 骨の 一つ を 
取って， その 所 を 肉で ふさがれた。 

主なる 神 は 人から 取った あばら 骨 
で ひとりの 女 を 造り， 人のと ころへ 
連れて こ られ た。 

そのと き， 人 は 言った。 『これ こそ: 
ついに 私の 骨の 骨， わたしの 肉の 肉, 
男から 取った もの だから， これ を 女 
と 名 づけよ う J。 

それで 人 は その 父と 母 を 離れて， 
妻と 結び 合い， 一体と なる ので あ 

る。」 （創世 2  ： 18,21-24) 

夫婦の 結びつき は， 主にあって 聖 
なる もので あり， 軽薄に 取り扱う ベ 
きもので はない。 また， 結婚の 誓約 
は， 主なる 神が 天と地 を 創造され た 
その 目的と 使命 を 果たす ために 欠か 
せない ものである。 

いつの 時代に も 主 は， 夫婦の この 
聖 なる 関係 を 保護す るた めに， 神聖 
な 律法 を 宣言して おられる。 モー セ 
がィ ス ラエルの 子ら を 治める ために， 

律法が 必要な こと を 知った ときに， 
主 は 彼に， 「あなた は 姦淫して はなら 


ない」 （出 エジプト 20: 14) という 宣 
言 を 下された のであった。 

神の 生みた もう 独り子 は， この 世 
において， この 永遠の 律法 を 再び 次 
のように 強調され た。 「『姦淫す るな』 
と言われ ていた こと は， あなたがた 
の 聞いて いる と ころで ある。 

しかし， わたし は あなたがたに 言 
う。 だれでも， 情欲 をいだ いて 女 を 
見る 者 は， 心の中で すでに 姦淫 をし 
たので ある。」 （マ タイ 5  ：  27,28) 

主 は， モル モン 経に あるよう に， 
アメリカ 大陸に おいても， この 不変 
の 教え を 再び 宣言して おられる。 「汝 
姦淫すべからず。」 （モー サャ 13:  22) 

主 はまた， 近代の 聖典に その 教え 
を 記 さずに おくよう な こと はなさら 
なさった。 近代の 世に， 主 は 再び 次 
のように 宣言して おられる。 「汝 ら姦 
淫 する ことな かれ。 姦淫 をな して 悔 
い 改めざる 者 は 捨てら るべ し。」 （教 
義と聖 約 42  ：  24) 

神の 律法 は， 過去に も 未来に も， 
決して 矛盾がない。 そして どの 時代 
の 聖典 も， 人が 変える ことので きな 
い 不変の メ ッ セージ を 宣言して いる 
ので ある。 

私 は 今日， 古代の 使徒 バウ 口が 語 
つた 言葉 を 私の 警告の 言葉と して 声 


高らかに 述べたい と 思う。 「人々 が 健 
全な 教に 耐えられ なくなり， 耳 ざ わ 
りの よい 話 をして も らおう と して， 
自分勝手な 好みに まかせて 教師た ち 
を 寄せ集め， そして， 真理から は 耳 
を そむけて， 作り話の 方に それて い 
く 時が 来る であろう。」 （11 テモテ 4 
： 3,4) 

皆さんに 私の 証 を 残したい。 神の 
律法 は 終始一貫し， いつまでも 変わ 
りがない。 そして 私たち は， 神の 律 
法に 従って 生活 するとき に， この 世 
の 生涯に おいて 喜びと 達成 感と 平安 
を 見出す ことだろう。 一方， 神の 律 
法 を 悪用し， 変え， 無視す るなら ば, 
神の 裁き を 受けなければ ならない。 
そしてそう するとき に 必ずや， 苦悩 
と 悲哀と 心痛と を 被る ことになるの 
である。 

次の 詩 を 書いた 詩篇 作者の 精神 を 
読み取って いただきたい。 「地と， そ 
れに 満ちる もの， 世界と， そのな か 
に 住む 者と は 主の ものである。」 （詩 
篇 24: 1) 

私たちが 正しい と 承知して いる 事 
柄 を 擁護す る 勇気 を 持てる よう， 神 
の 導きの あらん こと を， イエス. キ 
リ ス 卜の み 名に よってへ り く だって 
祈る。 アーメン。 
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タパ、 ナクル 


十二使徒 評議員 会 会員 

ハワード . W • ハンター 


本日 は， この 大会 衆 を 擁する テン 

プルス ク ゥ ェ ァの モル モン タバナ ク 
ルに とって 歴史的な 日で ある。 この 
タ バナク ルが 主の み 業の た め に 献納 

された 日から， きょうで ちょうど 2 
世紀 目 を 迎える。 この 建物 はュ ニー 
クな 建築物と して 知られて おり， ラ 
ジォを 聴き テレ ビを 見る 全世界の 人, 
は， ここが モル モン タパ ナクル 合唱 
団と オル ガン 演奏の 起点で ある こと 
を 知っている。 今 大会 は， この タノ、' 
ナ ク ルが献 堂 さ れた 1875 年 10 月 の 総 
大会から 百年目に あたる。 百年 前の 
きの-う， 献 堂され たので ある。 建築 
に携 つた 初期の 開拓者た ちの 労苦と 
物質的な 犠牲が， ここに 来て 音楽 や 
言葉に 耳 を 傾ける 何百 万 何千 万の 人 

々 に 祝福 を もたらして いるので ある。 
その 建設者た ちの 物語 は 私たちの 
心 を 捕えて 放さない。 彼らが ミシシ 
ッ ピー 河岸の 家 を あとに したと き， 
未踏の 西部に ついて ほ と ん ど 知識 を 
持って いなかった。 彼ら は グレー 卜 
アメリカ ン 砂漠の 焼けつ く 道 を 越え， 
長い 苦闘の 旅 を 経て， 1847 年 7 月 
24 日， 土曜日に ソルト レーク 盆地へ 
入った。 日曜日 は 礼拝に 捧げられ， 
月曜日 と 火曜日 は 盆地 内外の 探検が 
行なわれた。 その 翌日の 夕方に は 町 
の 位置が 決定 され， ブ リ ガム. ヤン 


グが 神殿の 建設 予定 地に ステッキ を 
立てた。 

木曜日に は ニューメキシコで 除隊 
になった モル モ ン 大隊の 一団が 盆地 
の 聖徒た ちに 加わり， 人数 は 400 人 ほ 
どに ふえた。 除隊して きた 人々 はす 
ぐ， 神殿 用地の 南東の 角に 仮の 集会 
所 を 造る 仕事に かかった。 これが タ 
バ ナクルの 前身で ある。 山から 丸太 
を 切り出して 地面に 立て， 葉の つい 
た 木の 枝で 覆って 屋根と した。 盆地 
で 最初の この 建物 は， 到着 1 週間 後 
の 土曜日に 完成し， 翌日の 日曜日に 
は， 人々 は その 木陰で 礼拝 をす る こ 
とがで きた。 

も ち ろん その 集会所 は 仮の もので 
あつたが， 2 年間 初期の 開拓者に 利 
用され， その後 壊されて 同じ 場所に 
もっと 大きな ものが 建てられた。 2 
番 目 の 集会所の 屋根 は 木の 枝 と 土で 
でき， 100 本の 柱が それ を 支え， 最初 
の ものと 同じよう に 側面 は あいてい 
た。 使用され たの は 天気の 良い と き 
だけで あつたが， 以後 3 年間 集会所 
と して 使われた。 

そのころ に は， 聖徒た ち はすで に 
新しい 開拓地に 慣れ， 土地 を 開墾し, 
家 を 建てて いた。 しかし 集会 や 礼拝 
を 行なう のに もつ と 適した 会場が 必 
要だった。 彼ら は， どんな 天候のと 


きに も 使えて， もっと 長持ちす る 建 
物 を 求めて タパ ナク ルの 建設に 着手 
した。 建物の 側面 はァ ドー ビ れんが 
で， けた 組みの 屋根 を 支えた。 その 
ために， 以前の 集会所で 不便 を 感じ 
ていた 支柱が 必要で なくなった。 

了 ド 一 ビ れんが 造 りの タパ ナクル 
は， 後に 旧 タパ ナクルと して 知られ 
るよう になった が， 建築に 1 年 を 費 
やして， 1852 年の 総 大会のと きに 初 
めて 使用され た。 しかし 盆地に やつ 
てく る 聖徒の 数が 多くな つたた め， 
大会 時には 建物が 狭く， 入場で きな 
い 人 も 多かった。 それから2 年後の 
4 月 大会で は， 会場に 人が あふれ， 
7 千 名が 場外で 大会に 臨んだ。 その 
年の 10 月 大会の 前に， 大会 出席者 を 
収容で きる 大きさ を 持つ 3 番目の 仮 
の 集会所が 建てられた。 

ふさわしい 建物が 必要な こと は 明 
白だった。 そこで ブリガム • ヤング 
大 管長 は， 現在 私たちが 座って いる 
大タ バナク ル と言われる 新しい 建物 
の 設計 を 指示した。 それ は 最初の 開 
拓 者が この 砂漠の 盆地に 到着して か 
ら， わずか 15 年 目であった。 1863 年 
の 4 月 大会で 何人もの 話し手が， 発 
表された この 建物の 話 をし， 経済的 
な 儀牲ゃ 建築への 協力 を 全員に 呼び 
かけた。 限られた 資材し かなく， 輸 
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送の ための 鉄道 もな! <  、辺境 の 開拓者 
の 住人に とって， それ は 大事 業で あ 
つた。 外部からの 資材 はすべ て， 牛 
車で ミ ズー リ 州から 輸送し なければ 
ならなかった。 什 分の 一基 金 は 10 年 
来 建造 中の 神殿 に 必要 であった ため， 
タバナ ク ルの 建築費 は 寄付に 頼る し 
かなかった。 聖徒た ち は 現金 を ほと 
んど 持たなかった ので， 宝石， 建築 
資材， パン， 労力な ど， 自分の 持ち 
物 を 何でも 寄付す るよう に 要請され 
た。 

建物 は 奥行 76 メー  トル， 幅 45 メー 
トルで， 端 は 半円形， そして 46 本の 
円柱で 屋根 を 支える ことにな つた。 
また， 高さ 7  メート ルの 柱の 上端 か 
ら 13 メートルの 高さ， すなわち 床上 
20  メー  トルに 及ぶ 惰 円形の 屋根 を 持 
つ。 床 はよ く 見える ように， 後ろ 正 
面 か ら 前 正面 まで 5  メートル の 傾斜 
がつ けて あった。 設計 施工 当時 は， 
柱の ない 建物と して 世界最大と 言わ 
れ ていた。 

1863 年 春に 工事が 開始され た。 つ 
ォー 卜 ダグ ラ ス 後方の レ ッ ドバ ッ ト 
キヤ 二 オンから 赤 砂岩の 大 石塊が 切 
り 出され， 木材の 大半 はヮサ ツチ 山 
脈の 松林で 伐採 されて ビ ッ グコッ ト 
ンゥッ ド キヤ 二 オン の 製材所で 加工 
された。 タバ ナクルの 中央部 分が 先 
に 完成し， 次に 西側 先端の 曲線 部が 
つけ 加えられて， オルガンの 製作と 
据 付け 工事が 開始され た。 ボルト や， 
針 や 帯金 は 入手で きなかった。 その 
ため， 木材の 交差 部分 は 木に 穴 を あ 
け， ほぞを かませて つないだ。 そし 
て 端 はく さびで その 場所に 固定した。 
木材が 裂けた と き は 生皮 を 巻いた。 
すると， 乾燥す るに 従って 生皮が 縮 
み， 万力 を 使った ように 強力に 梁 を 
支える ことができた。 

大型 パイ プ オルガンの 製作の 話に 
はだれ もが 驚く。 オル ガ ンが 初めて 
演奏され た 当時 は， ふい ごに 男性 5 
人が かりで 空気 を 送り込んだ。 それ 


では 大変と いう ことで その後 は 最下 
部に 水車 を 取りつ け， さらに 電気が 
普及す るよう になって ようやく， そ 
の 動力が 確保され たのであった。 建 
物が 完成した 当時 はすで に 座席が 足 
りなかった ので， わきと 後方に 枝 敷 
が 設けられ， 3 千 名の 座席が 追加 さ 
れた。 

以来 こ の 建物で 集会 や 大会が 行な 
われた が， 献 堂され たの は 今から 百 
年 前の 1875 年， 10 月 大会のと きで あ 
る。 この ときには すでに 鉄道が 敷か 
れ ていた。 その 週の 日曜日， ュ リシ 
ーズ •  S  • グ ラン ト 合衆国 大統領が 
初めて， 旗と まん 幕に 飾られた 特別 
列車で ユタ 準 州に 来訪した。 停車場 
から ゥ オーカ 一 ハウスに 至る 道路に 
はサ バス スクールの 児童が 列 を 作り， 
その後ろ に は 何百 人と いう 見物人が 
大統領 と 護衛の 馬車の 隊列 を 一目 見 
よ う と 立ち並んだ。 新聞 は ソル ト レ 
ーク 'シティ 一につ いて 論評し， 人 
口 はおよ そ 2 万 5 千， 「宗教 的 用途に 
あてられる 公共の 建物 数 は 人口 に 対 
する 割合にお いて は 合衆国 中の どの 
町 や 村 を ものし ぎ， 恐らく は 教会， 
集会所の 座席 数 総計 は こ の 社会の 男 
女子供の 全員 を 優に 上 まわる」 と 書 
いた。 （「ソルト レーク' へ ラル ド」 
紙， 1875 年 10 月 3 日， 6  ： 102) その 
翌朝， グラント 大統領 は エメリー 総 
督 と共に テンプル プロ ッ クへ 行き， 
真新しい タパ ナクルに 入った。 

土曜日の 総 大会 午前の 部の 初めに, 
ブ リ ガム • ャ ン グ大 管長 は， ジョン- 
テ イラ 一 長老が 献 堂の 祈 り を 捧げる 
と 発表した。 その 祈り を 全文 読んで 
お聞かせ したいが 時間がない ので， 
その 一部の み を ご 紹介しょう。 ティ 
ラ 一大 管長の 祈り はこ うであった。 
「汝が 古の 契約の 民に 慈悲 を 賜わ ら 
ん こと を。 おお 主よ， 汝が よしと 見 
たもうと きに， 愛顧と 懇願の 精神が 
彼らの 上に とどま り ， 汝が 散らした 
まいし すべての 国々 よ り 彼らが 集め 


られ， 父祖の ゆずり を 受け， その 噴 
い 主 を 知り， ヱルサ レムが 主の 玉座 
とならん こと を。」 それから 次の よう 
な 興味深い 請願 をした。 「おお 主なる 
贖い 主よ， 道から 迷い 出た レーマン 
人に， 子孫に 誓約 を 再 新す ると その 
祖先 に汝が 約束 したまい し レーマン 
人に 慈悲 を 垂れた まえ。 汝が 彼らに 
夢と ビジョンと を 与え， 彼らが 汝を 
求め 始めし こと を 感謝した てまつ 
る。」 （「デ ゼレ ト ニューズ」 紙， 24  ： 
594) 

その 日の 午後の 大会で， ジョージ' 
Q  . キ ヤノ ン 長老 は， 家族 を 残し 宣 
教師と して 伝道に 携わる 人々 の 名前 
を 読み上げた。 総勢 105 名であった。 
当時， 宣教師に 召される 者 は 総 大会 
において この タ バナ ク ルの前 壇 か ら 
氏名 を 読み上げられ るの が 慣例 と な 
つていた。 後に 宣教師の 人数が ふえ 
るに 伴って この 慣例 は 変わり， やが 
て大 管長 か ら 文書で 召 される ように 
なった。 もし 総 大会で 氏名 を 読み 上 
げて 宣教師に 召す 方法が 現在 も 続い 
ていたら， この 大会で は 7，  923 名の 名 
前 を 呼ばなければ ならない。 それ だ 
けで 3 日間の 大会の 半分 を 使って し 
まう はずで ある。 7,923 名と いう 数字 
は 半年 前の 総 大会 以来 召 された 宣教 
師の 数で， ちなみに その 数 は 今 この 
会場に 着席して いる 人々 の 数と ほぼ 
同数で ある。 

ジョージ •  Q  • キ ヤノ ン 長老 は， 
献堂を 控えた タバナ ク ル のこの 壇上 
に 立ち， 伝道 活動に ついて 話 をした。 
彼の 言葉 は， 現在の 大 管長が 語って 
いる こと を， 過去から 語り かけて い 
るよう である。 キ ヤノ ン 長老 は 次の 
ように 語って いる。 「長老た ち は， 神 
が 世の 民の た だ 中で 行な つて おられ 
る こと， これからな そうとして おら 
れる ことにつ いて， 警告の 声 を 上げ 
るべ く， 何百 人と 東部 諸 州に 旅立つ 
て 行った。 その 目的の ために， 彼ら 
はョー a ツバに， 西海岸に， 太平洋 
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の 島々 に， アジア， アフリカに 行く。 
彼ら は 全地の 面の あらゆる 国々 を 越 
えてい くであろう。 数百 万の アジア 
の 民 は， やがて イスラエルの 長老た 
ちから 救いの よ きおと ずれ を 聞く で 

あろ う 。  ィ ス ラエルの 長老た ち 

が 告げる この 福音の 声が 地の 端から 
端へ 響き わたると き は 間近い。 それ 
は 万国へ 証人と して 説き 伝えられね 

ばなら ない 力 、ら である。」 {Journal 
of  Discourses  「説教 集」 13  ：  53) 


時 は 変わり， 生活の 伏 態 は 違って 
いる。 しかし， この 回復され た 福音 
の 目的 は 変わらず， 真理 は 不変で あ 
る。 今 はすで に 亡き人々 の 犠牲と 努 
力 は， 現在の 私たちに とって 祝福と 
なり， これから 後の 人々 に対する 私 
たちの 責任 を 思い起こ させて く れる。 
この 建物 は その 記念碑で ある。 タパ 
ナクル は， この 入口 を 入り， ここ 力、 
ら 音楽 や 言葉で そのお とずれ を 聞く 
世界中の 人に ィ ヱ ス • キリスト の 福 


音 を 紹介す る 偉大な 宣教師と して 立 
ち 続けて きたので ある。 幾年 月 もの, 
間， 教会の 宣教師 は そのお とずれ を, 
携え， 地上の 何十 万 何百 万の 人 を 祝 
福して きた。 彼ら は 今 もな おその 同 
じお とずれ を 携え， それに 耳 を 傾け 
て 信 じる 人 を 永遠に わたつ て 祝福 し。 
ている。 その 教え は 真実で ある。 私 
はこの こと を イエス • キリス ト のみ 
名に よって 証す る。 アーノ ン。 

麵 f  . 
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死者の 贖い 


十二使徒 評議員 会 会員 


ボイ ド • K • パッカ一 


兄弟 姉妹の 皆さん， 私 は 昨今 心に 
非常に 強く 感じて いる 事柄 を 本日の 
話の テーマに 選んだ。 これ は 非常に 
神聖な 性格 を 持つ ものである ために， 
普段 以上に 皆 さ んの 支持の 祈 り を必 
要と している。 

主 はこの 世に おられた とき， 人が 
救われる 道 は ひとつ， ただ ひとつし 
かない こと を 明らかにされた。 「わた 
し は 道で あり， 真理で あり， 命で あ 
る。 だれでも わたしに よらない では， 
父の みもと に 行 く こと はでき な 
い。」 （ヨハネ 14:  6) その 道 をた ど 
るに あたって， 次に あげる ふたつの 
Wfi が 極めて 大切に なって くる。 ま 
ず 第一に， 人類の 救い を 保証す る 権 
威が， 主の み 名に あると いう ことで 
ある。 「わたしたち を 救いう る 名 は， 
これ を 別にして は， 天下の だれに も 
与えられて いないからで ある。」 （使 
徒 4  ： 12) 次に， 永遠の 生命 を 得る 
ためにす ベての 人が 通らなければ な 
ら ない 門と して， 欠く ことので きな 
い 儀式， パプ テス マが ある。 

主 は それらの 過程， しかもす ベて 
の 過程 を 支配す る 権威が 主 御自身の 
内に しかない こと を 宣言され るに あ 
た つ て 何 ら の 躊躇 も 弁解 も 加えられ 
なかった。 この 過程 を 経て こそ， 私 
たち は 天父の み 前に 戻る ことができ 


るので ある。 この 理念 は， 使徒た ち 
の 』!： 、の 中に も はっきり と 描かれて い 
た。 使徒た ちが 教え を宣べ 伝えた の 
は， 人が 自ら を 救う ひとつの 道， こ 
の 唯一の 道 を 備える ためであった。 

何 世紀 もの 間 大勢の 人々 が， 事実 
ほとんどの 人々 がその 道 を 全く 見出 
せなかった。 そして， これにつ いて 
説明す る こと は 非常に 困難に なった。 
恐らく 彼ら は， 他の 道 を 認める こと 
を 寛容の 徳を 示す もの だと 考えた の 
であろう。 その 結果 人々 は， その 教 
義を 曲げたり， あるいは 変更 を 加え 
た り した。 

主 御自身が 「命に いたる 門 は 狭く， 
その 道 は 細い。 そして， それ を 見い 
だす 者が 少ない」 （マ タイ 7  ： 14) と 
述べて おられる にもかかわらず， 人 
々は 「主 は 一"" つ， バプ テス マ は 一 
つ」 という この 厳格な 言葉 は， あま 
りに も 制限 的で あり， 排他的で ある 
と 考える ので ある。 

バプ テス マ は 不可欠の ものである 
ので， あらゆる 国民， 血族， あら ゆ 
る 国語の 民， および 世の 人々 に イエ 
ス 'キリスト の 福音の メ ッ セージ を 
伝える ことに， 是非とも 関心 を 持た 
なければ ならない。 これ は， 主から 
戒めと して 与えられた ものである。 

主の 真のし もべ は， 福音の 原則に 


耳 を 傾ける すべての 人 を 改宗し よ う 
とする ことだろう。 また， 主が 不可 
欠の も のと 宣言 さ れ たバプ テス マ を 
勧める こと だろ う 。 程度の 差 こそ あ 
れ， ほとんどの キリスト 教会で 福音 
の 伝道が 行なわれ ている。 しかしな 
がら その ほとんど は， 人々 が 福音 を 
聞け るよう に 実際に 何ら かの 働き か 
け をす るで もな く， た だ 教会員 か ら 
得られる もの を もって 満足して いる 
ので ある。 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会に 
おける 力強い 伝道 精神と 活気 ある 伝 
道 活動 は， 真の 福音と 権能が 当 教会 
にある という， 極めて 素晴らしい 証 
となって いる。 しかも 私たち は， こ 
の 世の すべての 人に 福音 を宣べ 伝え 
る 責任 を 受けて いるので ある。 「全 世 
界の 人々 を 改宗し よ う という わけで 
すね」 と 問われたら， 「そうです。 私 
たち は 生きて いるすべ ての 人に 宣べ 
伝える つもりです」 と， 私たち は 答 
える。 

ある 人々 は， この チャレンジに 対 
してす ぐに 言う であろ う。 「どうして 
です。 それ は 不可能でしょう。 そん 
な こと はでき つ こない」 と。 

それに 対して 私たち は， 「ことによ 
ると そうか も しれません。 でも， と 
にかく 私たち は それ をし ます」 と簡 
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単に 言って いる。 

それ は 不可能で あると いう 暗示に 
対して， 私たち は， この 業を義 にか 
なって 進める ことができ るよ う にあ 
ら ゆる 能力と 資力 を 投入す る こと を 
喜んで 決意す るので ある。 先程の チ 
ャ レンジと 比べた 場合， 現在の 成果 
はま だ 十分と は 言えない かも しれな 
い。 しかし， 世界中で 今 達成され つ 
つ ある 事柄， あるいは 試みられつつ 
ある 事柄 を 考える と， そこに は 無視 
し 難い ものが ある。 

現在， 21, 000 名 以上の 宣教師が 伝 
道に 従事して おり， その 特権に 応え 
ている。 これ は 努力の ほんの 一部に 
すぎない。 しかし 私 は， 人数から 受 
ける 印象 をと やかく 言う つも り はな 
い。 なぜなら， 私たち は 当然 あるべ 
き 状態に まだ 達して いると は 決して 
考えて いないから である。 それ 以上 
に 大切な こと は， もし 人々 が 彼ら 一 
人 一人の 宣べ 伝えて いる 確信の 源 を 
知るならば， それだけで 十分に 彼ら 
はこの 業が 真実で ある ことの 証人に 
なり 得る という ことで ある。 

生ける 者す ベて を 捜し求め， 彼ら 
に 福音 を 教え， バプ テス マ を 勧める 
務め を， 私たち は 決して 休もうと は 
思わない。 また， 失意 を 抱く こと も 
ない。 この 業に は 大きな 力が あり， 
この こと は， 心から 求めて いる 人に 
よ り 実証され るからで ある。 

主の 教会で ある こ と を 立証す る も 
う ひとつの 特徴が ある。 それ は パプ 
テス マに も 関連す る ものである。 バ 
プ テス マ を 受けずに 死んだ 人々 につ 
いて， 非常に 不安 を かき 立てる 疑問 
が ある。 死者 はどうな るの 力 N と。 
も し 人 を 救い 得る 名が 主 を 別にして 
は 天下の だれに も 与え られ ていず 
(まことに その 通りな の だが）， 彼ら 
がその 名 を 聞く こと さ えなし に 世 を 
去ったならば， また パプ テス マが 不 
可 欠の もので （その 通りな の だが）， 
彼らが それ を 受け入れる 機会 さえな 


しに 死んだならば， 彼ら は 一体 どう 
なって いるの だろ う か。 

これ を 説明す る こと は むずかしい。 
また これ は， 人類の ほとんどが 関係 
する 問題で ある。 

宗教の 中には， ほとんどの キリス 
ト 教派よ り も 大きく， また それらの 
宗教 を 合わせる と， すべての キリス 
ト教 教派よ り も 大きい 宗教 も 幾つか 
ある。 そして 何 世紀 もの 間， それら 
の 宗教の 信者た ち は 次々 と 世 を 去つ 
たが， パプ テス マと いう 言葉 を 全く 
聞いた ことはなかった。 彼ら はどう 

なる の だろ う 力 >0 

これ は 人々 の 心 を 非常に 動揺 させ 
る 疑問で ある。 主 は 一^ • つ, パプ テス 
マ は 一つと いう 教えが あ り ながら 人 
類の ほとんど が その 影響 下にな 1^  、 こ 
と は どのよ う に 考えれば よいの だろ 
う 力、。 この 疑問に 解答が 与えられな 
ければ， 人類の 大多数が 失われる こ 
とになる。 また， 正義 あるいは 慈悲 
の 律法に 反する ことに もなる。 こう 
した 疑問に 答えられ ずして キ リ ス ト 
教 自体 存続で きる だろう カ^ しかし 
ながら， 真実の 教会なら ば， 人心の 
動揺 を 招く この 疑問に 対して 満足で 
き る 答え を 与えられる はずで ある。 

また， 答 を 何ら 持たない 教会が， 
どう して 主の 教会で あると 主張で き 
るだろう 力 > 。主 は， パプ テス マを受 
けて いない 大多数の 人々 を 忘れる こ 
と を 良しと はして おられない。 

この 疑問に 対する 答え を 何ら 持た 
ない こと を 当惑の 面持ちで 認める 人 
々は， この 世に おける 主の み 業 を 管 
理 する 権能， すなわち 全人 類に 救い 
を も たらす 業 を 管理す る 権能 を 主張 
する こと はでき ない。 

キ リ ス 卜 教徒た ちが パプ テス マ そ 
の もの は 大して 重要な 意味 を 持た な 
いと 考える ようにな つたの は， パプ 
テス マ を 受けて いない 人々 の 行く末 
に関して 全く 答え を 持たなかった か 
ら である。 また， キリス 卜の み 名 も 


必ず し も 必要ない と 思うよう にな つ 
た。 そして， 人 を 救い 得る 名 は ほか 
にある にちがいないと， 考える よう 
になった のであった。 

この 難問に 対する 答え は， 人が 考 
え 出せる ものではなかった。 ただ， 
啓示に よっての み 与えられた。 啓示 
という 言葉 を 強調したい。 啓示 もま 
た， 主の 教会に 欠かせない 特徴で あ 
る。 私たちの 教会が 設立され たと き， 
啓示 を 通しての 主との 交流の 道 も 開 
かれた ので ある。 そして これ は 現在 
まで， 絶える こと も 変わる こと もな 
く ， この 教会に ある。 

バ プ テス マ を 知ら ずに 死ん だ 人々 
の 疑問に ついて 語る とき， 私 は 最も 
敬虔な 気持になる。 これが 神聖な 業 
に 結びついて いるから である。 世の 
人々 に は ほとんど 知られて いない 力；'， 
私たち は ある 業 を 従順に 進めて いる。 
そ して この 業の 前途に は 人の 夢 を は 
る 力 >  にしの ぐ 驚くべき ものが ある。 
これ は 神より 霊感 を 受けた， 真実の 
業で ある。 そこに 答えが ある。 

教会の 初期の 時代に， 予言者 ジョ 
セフ. スミ スは 啓示に よって， 古代 
に 建てられ ていた 神殿に 以た ひとつ 
の 神殿 を 建てる よ う にと 指示 を 与え 
られ た。 また， 人類 を 救うた めに そ 
こ で 執行す ベ き 儀式 も 啓示され た。 

次いで， キ リ ス ト 教会で 一般に 無 
視 され， 見過ごし にされ ていた ひと 
つの 古代の 聖 句が 理解され， 大きな 
意味 を もつ よう になった ので ある。 
「そうでない とすれば， 死者の ため 
に パプ テス マ を 受ける 人々 は， なぜ 
それ をす るの だろう 力 >。 もし 死者が 
全く よみがえらない とすれば， なぜ 
人々 が 死者の ために バプ テマ スを受 
ける の 力 >。」 （ I コ リント 15  ：  29) 

これが 答えであった。 正当な 権能 
を 持つ 者の 手に より， 全く 機会の な 
かつ た 人 は 身代 りに よる バプ テス マ 
を 受ける ことができた。 そうした と 
きに その 死者 は， 自らの 望みに よつ 
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て， パプ テス マ を 受け入れる こと も， 
拒む こ と もで きる ので ある。 

この 業 は， 現在 キ リ ス 卜 教界で ほ 
んの 一部の 人し か 信じて いない， 極 
めて 基本的な ある 事柄 を はつ きりと 
再 確認す る ものと なった。 その 事柄 
と は， 死後に も 生活が あると いう こ 
とで ある。 誕生が この 世の 生活の 始 
まりで あると 同様に， 死 はこの 世の 
生活の 終りに 過ぎない。 噴い の 偉大 
な 業 は， この 死すべき 世ば かりで な 
く ， 死後 も 続く ので ある。 

主 は 言って おられる。 「よくよく あ 
なた がた に 言って おく。 死んだ 人た 
ちが， 神の 子の 声 を 聞く 時が 来る。 
今 すでにき ている。 そして 聞く 人 は 

生きる であろう。」 （ヨハネ 5  ：  25) 
1918 年 10 月 3 日， ジ ヨセフ. F  . 
ス ミ ス大 管長 は 幾つかの 聖句 につい 
て 思いめ ぐらして いた。 その ひとつ 
は， 次の ぺ テロの 言葉で ある。 「死人 
にさえ 福音が 宣べ 伝えられ たの は， 
彼ら は 肉に おいて は 人間と して さば 
きを 受ける が， 霊に おいて は 神に 従 
つて 生きる よ うになる ためで あ 
る。」 （ I ぺ テロ  4  ：  6  ) 

このと き， 驚くべき 示現が 開かれ， 
ス ミ ス大 管長 は， 義人の 群れ を 見た。 
また 大 管長 は， 彼らの 間で 導きと 恵 
み を 施す キ リ ス 卜 を 見た。 次いで， 
福音 を 聞 く 機会の なかつ た 霊た ちゃ， 
福音に 雄々 し く 従わな かつ た 霊た ち 
を 見， 彼ら を 噴うた めの 業 を 見た。 
ここで， この 示現に ついての 大 管長 
の 記録 を 引用したい。 

「私 は， 主が 真理 を 受け入れ なかつ 
た 邪悪な 者， 不順な 者た ちの 間へ 自 
ら 行って 教えられ たので はない こと 
を 知った。 見よ。 主 は 義人の 中から 
軍勢 を 組織し， 使者 を 任命して 権威 
と 権能と を 与え， 闇の 中に いる 者た 
ち， さらに はすべ ての 人の 霊の もと 
に 福音の 光 を 携えて 行く よ う 命じら 
れた。 このよう にして 死者に 福音が 
宣べ 伝えられた。」 （『死者の 贖いに 関 


する 示現』 29 — 30，  「高価なる 真珠」 
追加 文） 

当 教会 は 身代りに よって パプ テス 
マ を 執行す る 権能が 与えられ ている。 
従って 死者が， 説かれた 福音に 耳 を 
傾け， それ を 受け入れ たいと 願う と 
き， 救いに 欠く ことので きない この 
儀式 は 身代 り の 儀式の 執行に よ つ て 
有効 となる ので ある。 こ の 必須の 儀 
式 を 免じられる 者 はだれ もい ない。 
事実， 主 御自身 も 例外ではなかった。 

現在 私たち は， 課せられ ている こ 
の 業 を 果たす ことに 全力 を 尽く し， 
熱心に この 業 を 推進して いる。 私た 
ち は 亡き親 族の 記録 を 集め， ひいて 
は 全人 類の 記録 を 集めよ う と してい 
る。 そして， 古代に あつたと 同じ 型 
の， 聖 なる 神殿の バプ テス マフ オン 
卜で， これらの 聖 なる 儀式 を 執行し 
ている ので ある。 

「どう も 理解で きない」 と言う 人が 
いるか もしれ ない。 しかし， 単なる 
不思議に はと どまらない。 神聖な 卓 
越した 業で ある。 この 業 それ 自体 力;， 
イエス は 私たちの 主で あり， バプテ 
スマは 不可 決の もので あり， 主が 真 
理を 教えられ たこと を 立証して いる。 

そこで， 「かって この 世に 住んだ こ 
との あるす ベての 人々 のために バプ 
テス マ を 施そうと いうので すね」 と 
問われる かも しれない。 

これに 対する 答え は 簡単で， 「は 
い」 と言う だけで ある。 私たち は そ 
うする ように 命じられて いるからで 
ある。 

「全人 類の ためにで すか。 どうやつ 
て。 それ は 不可能で すよ。 現在 生き 
ている すべての 人に 福音 を宣べ 伝え 
る こ とが 大きな チヤ レンジで あるな 
らば， まして や これまで 世に 生まれ 
た 人 全員の ために 身代りの 業 を 行な 
うこと は， 不可能 とも 言える でしよ 
ラ 。」 

しかし 私たち はこう 答える。 「こと 
によるとそう かもしれ ません。 でも， 


とにかく 私たち は それ をし ます。」 

再 び 申 し 上げる。 私たち は 落胆 し 
ない。 自分た ちの 務め を 休む こと も， 
それ を 果たす ことに 対する 言い訳 も 
したいと 思わない。 チャレンジに 比 
ベた 場合， 現在の 成果 は 実際に 少な 
い。 しかし， 他の いかなる 場所で も 
行なわれ ていない ことから 見て， 主 
が 私たちの 働き を 喜んで おられる こ 
と は 確かで ある。 

すでに 私たち は， 数 億の 名前 を 集 
めて おり， その 業 は 神殿に おいて 進 
めら れ ている。 また， 将来 建てられ 
る 数々 の 神殿に おいて 続けられる こ 
とだろう。 しかし 私たち は， 成果の 
大きさ をと やかく 言う つもり はない。 
なぜなら， 私たち はま だ 本来 あるべ 
き 姿に なって いると は 決して 考えて 
いないから である。 

この 業に ついて 深く 考える 人々 は， 
死者の 名前の 中で 集める ことので き 
ない ものに ついて 尋ねる であろ う 。 
「記録に 名前の ない 人に ついては ど 
うなる のです か。 その 人々 に対して 
はでき ないで しょ う 。 名前 を 捜し出 
す 方法がない の だから」 と。 

これに 対して 私 は， 「あなた は 啓示 
を 忘れて おられる」 と 答えよう。 私 
たち はこれ まで， この 方法に よって 
数多くの 記録 を 与えられ てきた。 啓 
示 は 個々 の 会員に 与えられ， 彼ら は 
全く 奇跡的な 方法で 家族の 記録 を 見 
出して いるので ある。 また， 他の 業 
では 見られない， この 業に 特有の 霊 
感を 感じる こ とが ある。 
そして 私たち は， 自分の なし 得る 事 
柄 をす ベて 行なった ときに， 残りの 
部分が 与えられ， 道が 開かれる ので 
ある。 

すべての 末日 聖徒 は， この 業に 対 
して 責任が ある。 この 業がなければ， 
福音の 救いの 儀式 は， 福音が 真実で 
ある という 宣言 を この 世に おいて 聞 
く 機会の なかった 人々 のために 施せ 
ない こ とになる。 


444 


この 業から， 生者に 関連して もう 
ひとつの 恩恵が 得られる。 それ は 家 
族 生活と 家族の 永遠の 存続と に 関係 
する ことで ある。 私たちが 最も 神聖 
に， また 大切に している もの， すな 
わち 自分の 家族 内の 愛する 者た ちと 
の 交わりに 関わる ことで ある。 

私の 家族の 記録に ある 手紙 を 読む 
と， この 精神 を 幾分 かで も 感じる こ 
とがで きる と 思う。 ァリ ゾナ 州グレ 

アム 郡サフ ォー ド からの 1889 年 1 月 
17 日付の 手紙 を 読みたい と 思う。 こ 
れは 私の 先祖で 初めて 教会に 入 り ， 
その 数日後に 死んだ 曾祖父， ジョナ 
サン 'ティラー' パッカーの ことが 
書かれて いる。 この 手紙 は 義理の 娘 
が 家族 宛に 書き送った ものである。 

彼女 は， 私の 曾祖父が 数 週間 耐え 
忍んで きた 苦しみと 苦難に ついて 述 
ベた 後， 次のように 続けて いる。 

「けれども， 私 は 彼の ためにで きる 
限りの こ と をす るつ も りです。 それ 
が 私の 務め だと 思います。 私の 愛す 
るお 母さんの ためにして 欲しい と 思 
うと 同じ こと を， 私 は 義父の ために 
する つもり です。」 

さらに 彼女 はこう 書いて いる。 「お 
父さん は， 皆さんに， 祝福の 原則に 
忠実で あるよ うにと 言って います。 
そして， アブラハムと， イサクと， 
ャ コ ブの 祝福が 皆 さんの 上に ある よ 
うに 願い， 復活の 朝に また 会おうと 
皆さんに 別れ を 述べて います。 


マーサ， 涙で も う 字が よ く 見え ま 
せん。 ですから これで 終わります。 
姉 メアリ 一-アン， パッカーより」 

私 は 幕の 彼方で この 曾祖父 を 初め， 
祖父 や 父に も 会える こ と を 知ってい 
る。 また， 完全な 福音が この 地上に 
な い 時代に 生きて い た 先祖 たちに も 
会える こと を 知っている。 これらの 
先袓 たち は， 主の み 名 を 耳に する こ 
となく， パプ テス マの 機会に あずか 
る こ ともなし に， この 世 を 去った の 
である。 

この 教義 ほど， この 教会 を 他の 教 
会と はっきり 分つ もの はない こと を 
申し上げたい。 私たち はこれ がな け 
れば， 他の 教派の 人々 と同じように， 
新約聖書が パプ テス マ を 不可欠な も 
ので あると 宣言して いる 言葉 を 受け 
入れながら も， ほとんどの 人が その 
パプ テス マ を 受ける ことができ なか 
つたこと を 認め ざる を 得ない だろ う 。 

しかし 私たちに は 啓示が ある。 死 
者の ための パプ テス マ を はじめと す 
る聖 なる 儀式が ある。 この 死者の た 
めの パプ テス マ を 義務と して 私たち 
に 課して いる 啓示 は， 教義と 聖約 128 
章に ある。 ここで， この 章の 終りの 
部分 を 2  ,   3 節 読みたい と 思う。 

「兄弟よ， われら まことに 偉なる 大 
義に 向って 進ま ざらん や。 進み 行き 
て 退く ことな かれ。 奮い起て よ， 兄 
弟た ち。 進み 進みて 勝利に 至れ。 汝 
ら 喜べ 大いに 喜べよ。 世の 人， 歌声 


を 張り裂け しめよ。 死者よ， 王 イン 
マニュエルに 永遠 讃美の 歌 を 語 り 出 

せ。 イン マニュエル こそ 創世の 前よ 

り， われら をして 死者 を その 囚屋ょ 

り 噴う を 得しむ る こと を 定めた まえ 

り。 …… 

山々 は 喜びの 声 を 挙げよ。 汝ら谷 
よ， 皆 声高く 叫べ。 すべて 諸々 の 海 
と 乾け る 地と は， 汝らの 永遠なる 王 
の 為した も う 驚嘆すべき 御 業 を 語れ。 
河よ， 小川よ， 谷の 流よ， 歓 びの 声 
を 挙げて 流れ 下れ。 森よ， 野の 樹ょ， 
みな 主を讃 えよ。 堅き 巖ょ， 喜びに 
泣け。 …… 

この 故に， いざ われら 一教 会員と 
して， 一人の 民と して， また 末日の 
聖徒と して， 義 しきに 適う 捧物を 主 
に 捧げん。 またい ざ われら， 主の 神 
殿の 完成せ る 時， その 中に 於て， 主 
が 完全に 受け入れた もう 価値 ある， 
われらの 死者の 記録 を 載せた る 一冊 
の 書 を 主に 呈 せん。」 （教義と 聖約 128 
： 22—24) 

証 を 述べたい。 これ は 真実の 業で 
あり， 神 は 生きて おられ， イエス は 
キリスト である。 また， この 偉大な 
務め を 負って 現代の ィ スラヱ ルを導 
いている 神の 予言者が， 今日 この 地 
上に いる。 私 は， 主が 生きて おられ， 
死者の 嘖 いの 業 を 心に かけて 見守つ 
て おられる こと を 知っている。 イエ 
ス- キリスト のみ 名に よって 申 し 上 
げる。 アーメン。 
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家族の 探究 


大 祝福師 


エル ド レッド • G  'ス ミス 


時の 初めに， 神 は アダム を 地上に 
置き， 魚と 鳥と 家畜 を 治め， また 全 
地 を 治める 権能 を アダムに 与えられ 
た。 今日， ある 人々 にと つて， これ 
以上の 祝福 はない よ う に 思われる。 
し 力 、し， アダムが 全地 を 治める 権能 
を 持って いた にもかかわらず， 神 は 
言って おられる。 「人が ひと りで いる 

の は 良く ない。」 （創世 2  ： 18) こ う 
して 神 は アダムに， 伴侶と して， 助 
け 手と して ィ ブを 与えられた。 次い 
で 神 は， ふえよ， 地に 満ちよ という 
最初の 大切な 戒 め を 彼らに 与えられ 
た。 

アダムと ィ ブが 善悪 を 知る 木の実 
を 食べて， 園から 追放され， 死す ベ 
き 世の 生活 を 始める よ う になる まで, 
どれ 位の 期間 エデンの 園に 住んで い 
た 力 >， 私たちに は 告げられて いない。 
ただ 私が 指摘して おきたい 点 は， 神 
御自身 が 最初の 家族 を 定められ たと 
いう ことで ある。 結婚 は， 人が 作つ 
た 制度で も， 人類の 進歩の 過程で 廃 
止す る ことので きる もので もない。 
私たちの 生活の 中で 最 も 関係が 深 く  ， 
大切な もの はすべ て， 家族に 関連 を 
持つ。 しかも その 中心 をな す もの は 
愛で あり， 愛の ある 所に， 幸福 も あ 
る。 

確かに， 人が ひとりで いるの は 良 


くない。 主 は その 知恵に よって， 人 
が この 地上で 幸せに なり， また 永遠 
にわた つて その 喜び を 持続す る 道 を 
備えられた。 この 最も 大きな 喜びと 
幸せ は， 家族 を 通して 得られる ので 
ある。 人類の 歴史が 始まって 以来， 
これ は 変わらない。 来世 は 別 だと 言 
える だろう 力 >。 家族 は 非常に 大切で 
ある。 従って 主 は， この 世の 家族 は 
みな ひとつに 結び 固められなければ 
ならない こと を， 私たちに 告げられ 
た。 

福 千年の 終りまでに， 福音 を 受け 
入れる アダムの 子孫 は 全員， 神権の 
力に よって 一家 族と して ひとつに 結 
び 固められなければ ならない。 この 
神権の 権能に よ り 地上で 結び 固める 
こと は 天で も 結び 固められ， 地上で 
つな ぐ こ と は 天で もつな がれる ので 
ある。 

この 世に 来る 人 は 全員， 福 千年の 
終りまでに， これらの 結び 固めの 祝 
福 を ことごと く 受ける 機会 を 持つ に 
違いない。 もしそう でなければ， 神 
は 公平で ない ことになる。 しかし， 
これらの 結び 固め の 祝福 を 得る ため 
に は， まず パプ テス マの 儀式 を 受け 
て イエス. キリスト の 教会に 入 ら な 

ければ ならない。 次いで 夫婦 は， こ 
の 世に おいても 永遠に わたっても 結 


び 固められなければ ならない。 また， 
こ の 結婚 以外の 結婚に よって 生まれ 
た 子供た ち は， その 両親に 結び 固め 
られ なければ ならない。 こうすると 
きに， 彼ら は 新しく 且つ 永遠の 誓約 
の 下に 生まれた かの ごとく， 諸々 の 
祝福 を 受ける ことができ るので ある。 

この 律法 を 知らずに 世 を 去った 人 
々は， 身代りに よって， この 祝福 を 
受ける 特権に あずかる ことができる。 
私たちの 責任が 存在す る ゆえん は こ 
こに ある。 私たち はまず， 生者に' 福 
音 を 教えなければ ならない。 それ か 
ら， この 大切な 業が 行なえる ように， 
律法 を 知らずに 世 を 去った 家族の 記 
録を 集めなければ ならない ので ある。 

教義と 聖約 128 章から 予言者 ジ ョ セ 
フ • スミ スの 言葉 を 引用しょう。 

「さて わが 親愛なる 兄弟 姉妹よ。 わ 
れ 断言す， こ は 死者と 生者と に 関す 
る 原理 原則に して， われらの 救いに 
関して 決して 軽々 に 見過す ベから ざ 
る ものな り。 それ 死にた る 者の 救い 
は 必要に して， 死にた る 者の 救わる 
る こと はわれら の 救いに と り て 必須 
なること なり。 バウ 口 われら の 先祖 
に 就きて 言いた る 如く われらな く ば 
彼ら は完 うせら るる ことなし。 すな 
わち われらの 死にた る 者な くば， わ 
れら もまた 完 くなる 能わず。」 （教義 
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と聖約 128  ： 15。 へ ブル 11 ： 40 参照） 

パゥ ロはコ リン 卜の 人々 に 復活の 
原則に ついて 教えた 際， この 点 を 次 
のよう に 述べて 明らかにした。 

「そうでない とすれば， 死者の ため 
にバプ テス マ を 受ける 人々 は， なぜ 
それ をす るの だろう 力 >。 もし 死者が 
全く よみがえらない とすれば， なぜ 
人々 が 死者の ために パプ テス マを受 
ける の 力'。」 （ I コ リント 15  ：  29) 

これ は， パゥ a の 時代に， 死者の 
ための 身代り の 儀式が 執行 されて い 
たこ と を 示して いる。 

予言者 ジ ヨセフ • スミ スがモ 口 ナ 
ィ から 受けた 最初の 指示の ひとつに， 
マラキ 4  ：  5  ,   6 からの 引用が あつ 
た。 モロ ナイ はこの 句 を 次のように 
引用して いる。 

「見よ， 主の 大ぃ なるお そるべき 日 
の 来る 前に， 予言者 エラ イジ ャの手 
によりて， われ 神権 を 汝に顕 さん。 


彼 は 先祖に な されし 約束 を 子ら の 
心に 植え， 子ら の 心に その 先祖 を 思 
わし めん。 もし 然ら ずば， 主の 来る 
時， 全地 は ことごとく 荒れ 廃れ 
ん。」 （ジ ヨセフ • ス ミス 2  ：  38,  39) 

予言者 ジ ヨセフ 'ス ミス はこう 言 
つてい る。 「神が 私たちに 与えた もう 
たこの 世での 最大の 責任 は， 私たち 
の 死者 を 探す ことで ある。」 (Teach- 
ings of  the  Prophet  Joseph  Smith 
「予言者 ジ ヨセフ' スミ スの 教え」 
p.  356) 

この こと は， この バプ テス マと 結 
び 固めの 業 を， これ を 受け入れ るす 
ベての 神の 子の ために 行なわな けれ 
ばなら ない こ と を 意味す る。 現在 こ 
の 世に 住んで いる 教会員 だけでなく， 
この 世に 住んで いる 間に 機会が なく 
て， 将来 ィ ヱス. キリス 卜の 福音 を 
受け入れる 私たちの 先袓を はじめす 
ベての 人々 のために 行な う ので ある。 

主 はこの 偉大な 業 を 始める にあた 
つて， まず 諸々 の 鍵と 神権の 権能 を 


回復して おられる。 これ は， 1836 年 
4 月に カート ラン ド 神殿で 行なわれ 
た。 このと き， エラ イジ ャが ジョセ 
フ • ス ミスと オリ ノぺ' 一 • カウ ドリに 
結び 固めの 鍵 を 回復した ので ある。 
次いで 主 は， この 選ばれた 神権 時代 
にこの 世に 来る ため に留 め て おかれ 
た 特別な 霊た ち を， この 世に 送り出 
された。 福音 を 受け入れる， 雄々 し 
く 強い 霊た ち を 送られた のであった。 
これらの 霊た ち は， 現在， 世界の 至 
る 所に 送られて おり， 福音が 伝えら 
れ ると， それ を 受け入れ ている。 そ 
して その 核 を 中心に 家族 や 友人が 福 
音 を 受け入れ るので ある。 こうして 
彼ら は 主の 神殿に 参入し， 自分自身 
の 結び 固め を 受け， 次いで 身代りと 
な つて 先祖の ため に 結 び 固め を 行な 
う ので ある。 

さらに 主 は， この 業 を 援助す るた 
めに， 今な お 多くの 事柄 を 行なって 
おられる。 主 は ほかに も 優れた 霊た 
ち を この 世に 送って こられた。 この 
霊た ち は， 科学的な 手段と 設備 を 開 
発する 特別な 知識と 訓練 を 受けて い 
る 者た ちで ある。 そのお かげで， 主 
のみ 業の 進展 は 早められ ており， ま 
た 名前の 収集， 分類， 保管， および 
照合が 重複す る ことなく， 組織的に 
行なわれ ている。 これ は 奇跡に も 等 
しい。 私たちが 主の み 業 を 容易に 行 
なえる ように， 主 は 可能な 限りす ベ 
ての 事柄 を 行なって おられる ので あ 
る。 皆さん は これらの 手段 を 利用し 
て おられる だろ う か。 

私た ち は これら の 祝福 を 理解して 
いるだろう 力、。 もし 理解す るなら ば， 
大勢の 改宗者が， 多大の 労力と 多額 
のお 金 を 心から 喜んで 費やして 自分 
た ち の 両親へ 結 び 固められる 機会 を 
得， そうする ことに 価値 を 見出す で 
あろう。 

また 私たち は 可能な 限り， あら ゆ 
る 先祖の 記録 を 集める 必要が ある。 
生半可な 態度で なく， 熱心に， 絶え 


間な く， 祈りの 気持 を もって 求めて 
いただきたい。 都合の よい 時まで 待 
つていて はならない。 都合の よい 時 
など 来ない かも しれない からで ある。 
年老いる まで 引き延ばして はなら な 
い。 明日 何が 起こる 力 N 私たちに は 
全く わからない。 それで あるから 私 
たち は， 今 家族の 結び 固め を 完全に 
なし 終える よ うにし なければ ならな 
いので ある。 だれも この 業に 伴う 責 
任 を 逃れる こと はでき ない。 私たち 
は， 叔母 やその 他の 親戚が この 業 を 
行なって いたから と 考えて， 言い 逃 
れ する こ と はで きないの である。 

「あなた は 先祖の 中に， 盗人 や 犯罪 
人な ど， 好ましくない 人 を 見出した 
ら どうします 力り と 尋ねられ， 系図 
を 探究して いた ある 若い 婦人 は， 次 
のよ う に 答えた。 「先祖が どのよ う に 
生き たかは， 私に 関係ありません わ。 
ただ， この 世に 生きて いて， この 世 
を 去った という 事実 だけです。 特に， 
私が 今い るの は そ の 先祖 のお かげで 
す。 ですから， その 先祖の ために バ 
プ テス マと 結び 固めの 業 を 行なって， 
その 借り を 返したい と 思います。 そ 
れを 受け入れ るか どうか は， 先祖の 
責任です わ。」 

これが， 私たち 一人一人に 課せら 
れた 責任で ある。 この 業がなければ， 
私たち はだれ も 完全に なるこ と はで 
きない。 教会の 他の 責任で 忙しくて， 
系図に 少 しの 時間 も あてる こと がで 
きないと いう 言い訳 を， 主が 受け 入 
れて 下さる かどう か 疑わしい。 私た 
ちが 行な うべき こと を 行なわな けれ 
ば， だれか 他の 人が 行な うこと にな 
る。 なぜなら， それ は 必ず 行なわな 
ければ ならない からで ある。 自分の 
責任 を 怠る ときに， どうして 数々 の 
祝福 を 受ける こ と を 期待で きる だろ 
うか。 

全世界の 人々 に， 励ましの 言葉 を 
述べたい と 思う。 快活に， 勤勉に， 
主 を 信頼して 生活して いただきたい。 
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そうすれば， 主 は あなた 方 を 助けて 
下さる であろう。 あなた 方 は 恐らく， 
記録 を 集める 特別な 業に 携わる ため 
あるいは 特別な 伝道の 務め を 果たす 
ために， 現在い る 地に 置かれた ので 
ある。 従って， もし あなた 方が 主の 
導き を 請うならば， 主 は 皆さんの 業 
を 成功 させ， 満たされた 気持 を 与え 
て 下さる ことであろう。 
大勢の 立派な 教会員が， 多くの 記 


録を 棚に 積み上げ ている。 集めた だ 
けで， まだ 神殿の 業 を 行なうた めに 
送って いないの である。 それらの 記 
録を 神殿に 送れる よ う にして いただ 
きたい。 大勢の 霊た ちが， その 業の 
行なわれ るの を 幕の 彼方で 待って い 
るからで ある。 「実践しょう」 という 
キン ボール 大 管長の 呼びかけに 応え 
ようで はない か。 「実践」， これ は 本 
大会に おける 格好の ス ローガン であ 


ると 思う。 

私たち はこの 業に よって， 主の 再 
臨の ための 道 を 備える ことができる 
従って， この 業に 熱心に 携わる すべ 
ての 人々 に 主の 祝福が あらん こ と を 
私 はこれ が 主の み 業で ある こと を あ 
なた 方に 証す る。 イエス' キリスト 
のみ 名に よって， アーメン。 
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愛 は 持続し なければ 

ならない 


十二使徒 評議員 会 会員 


マ一 ビン •」• ァシュ トン 


私の 友人が 最近， とても 大切な こ 
と を 学んだ と 自分の 経験 を 話して く 
れた。 まだ 小さい 彼の 息子の 話で あ 
つた。 友人 は 仕事から 帰る と， 息子 
の 頭 をな でて， 「お父さん はお まえが 
好きだよ」 言った。 

すると 少年 は， 「ああ， お父さん。 
好きで なくっても いいから， フット 
ボール をして 遊んで よ」 と 返事 をし 
た。 この 少年 は， 父親に 欠けて いた 
もの を 教えて くれたの である。 

私たち も 含めて 世の 多くの 人々 は， 
愛 を 単なる 言葉で 表わしが ちで ある。 

しかし， 本当の 愛 は 作用す る iig 
である。 まことの 愛に は 人の 行ない 
が ある。 愛が 真実で あるに は 持続し 
なければ ならない。 方便 やの ぼせ や 
興奮， おせじ， 欲望と いった ものが 
愛と 間違われる ことが 実に 多い。 私 
たちの 愛が， 口に 出した その場限り 
の 表現 や， そのと き だけの 感情に し 
かすぎ ない 薄っぺらな もの だと した 
ら， 何と 空しい ことだろう 力、。 先 だ 
つて 数人の 大学生が， 年上の 人々 の 
言う ことで 一番い やなの は， 「何 か 私 
にお 手伝いで きる こ とがあった ら言 
つて 下さい」 という 言葉 だと 話して 
くれた。 ほかの 人 もそう だと 思う が， 
彼ら は 言葉よ り も 行ないが ずつ と大 
切 だと 思って いるので ある。 


私たち は 人に 対する 愛 を， 適当な 
間隔 を 置いて いつも 口に 出して 表現 
すべき だが， それ を 行ないで 証明す 
るに は 長い 時間が かかる。 まことの 
愛 は 持続 しな けれ ばな らな いので あ 
る。 偉大な 羊飼い は そのよ う に 考え 
て おられた。 主 は， 「も しあな たがた 
がわた し を 愛するならば， わたしの 
いましめ を 守るべき である」 （ヨハネ 

14  ： 15)，  「わた しの 羊 を 養いな さ 
い」 （ヨハネ 21: 17) と 言って おられ 
る。 愛が 続く ために は 行動が 必要で 
ある。 愛 は 過程で ある。 ただの 言葉 
ではない。 口先で はない。 その 場 限 
りの 気分で はない。 愛 は 便法で もな 
ければ， 都合に 合わせた もので もな 
い。 「も しあな たがた がわた し を 愛す 
るなら ば， わたしの いましめ を 守る 
べきで ある」， 「わたしの 羊 を 養いな 
さい」 は 神から 与えられた 宣言で あ 
り， 養い， 維持す る 過程で 愛が 最も 
よく 示される こと を 私たちに 教えて 
く れる。 

先程の 友人の 子息よ り 何歳 か 年上 
で， ここから 数百 キロ 離れた 州刑務 
所に 入って いる 若者から， 私たち は 
その 愛の 過程に ついて さ ら に 学ぶ こ 
とがで きる。 私 は 先日 彼から 感動 的 
な 手紙 を 受けた が， その 中で 彼 は， 
現在の 状態 に 至った 原因 やそれ に 伴 


う 苦悩 を 切々 と 語って くれた。 彼 は 
このように 書いて いる。 「父 は 僕 を 全 
然 愛して いるよ う に は 見えませんで 
した。 それでいて 『おまえが 大好き 
だ』 と 大げさに言って は キス をす る 
ん です。 だから ぼく は 『おまえが 大 
好きだ』 つて 言い さえ すれば いいの 
だと 思うよ う にな り ました。 家の 仕 
事 をき ちんと する ようにき つく 言わ 
れ たこと もなければ， 道徳 や 霊的な 
こと を 教えられ たこと も 全然 あ り ま 
せん。 いまだに 両親が どんな 主義 を 
も つて 生きて いるの か 知らないので 
す。」 

まだ 会った ことのな いこの 友人の 
言葉 を も う 一度 繰り返し てみたい。 
「『おまえが 大好き だ』 と 言い さえす 
れ ばいい の だ」 と。 私 は 有益な こと 
を 教えて く れた彼 を 友と 呼びたい。 
彼の 言葉 を， この 機会に 皆さんのお 
役に立て たいと 思う。 

父親の 側から 見ても， 彼の 父 は 家 
族 を 養い 守った と言えるだろう カヽ 
おそ ら く 家族 は 食物に は 不自由し な 
かった であろう。 息子 は 屋根の 下で 
無事に， 長い 歳月 を 日夜， 外の 自然 か 
ら 守られて いたに 違いない。 しかし 
私 は 彼の 両親 やその ほかの 人た ちに 
言いたい。 養う こと は， 食べ物 を あ 
てが うだけ のこと ではない。 人 はだ 


449 


れ でも パン だけで は 生きて ゆけ ない。 
養う と は， 愛に よって， その 人に 物 
質に も 精神に も 道徳的に も 霊に も 十 
分な 栄養 を 与える ことで ある。 守る 
と は. 愛 や 思いやり， 親切の 中に 模 
範ゃ竊 が 適度に なされて いる 状態で 
ある。 守る と は， 家の 壁と 屋根 を 与 
える だけの ことで はない。 家庭 を 愛 
に 満ち 充ち たと ころと する ために は， 
生活と 愛の 積み重ねが 必要な こと を 
私たち はいつ も 思い起こさなければ 
ならない。 

さて， 私たち は どのよう にしたら， 
本当の 愛 を 表わす ことができる だろ 
う 力、。 自分の 抱いて いる 愛 を どうし 
たら わかっても らぇ るだろう か。 ぺ 
テロ は 主なる 教師から， どうしたら 
愛 を 一番よ く 示せる かにつ いて 教え 
られ た。 「イエスが 死人の 中から よみ 
がえ つたの ち， 弟子た ちに あらわれ 
たの は， これで 既に 三度 目で ある。 

彼らが 食事 をす ませる と， イエス 
はシ モン 'ぺ テロ に 言われた， 『ョハ 
ネ の子シ モンよ， あなた はこの 人た 

ちが 愛する 以上に， わたし を 愛する 
カリ。 ぺ テロ は 言った， 『主よ， そう 
です。 わたしが あなた を 愛する こと 
は， あなたが ご存じです』。 イエス は 
彼に 『わたしの 小羊 を 養いなさい』 
と言われた。 

またもう 一度 彼に 言われた， 『ョハ 
ネ の子シ モンよ， わたし を 愛する 

カリ。 彼 は イエスに 言った， 『主よ， 
そうです。 わたしが あなた を 愛する 
こと は， あなたが ご存じです J。 イエ 
スは 彼に 言われた， 『わたしの 羊 を 飼 
いなさい J。 イエス は^ 目に 言われ 
た, 『ヨハネの 子シ モンよ， わたし を 
愛する か J。 ぺ テロ は 『わたし を 愛す 
るか』 と イエスが 三度 も 言われた の 
で， 心 をいた めて イエスに 言った， 
r 主よ， あなた はすべ て を ご存じで 
す。 わたしが あなた を 愛して いる こ 
と は， おわかり になって います』。 ィ 
エス は 彼に 言われた， 『わたしの 羊 を 


養いなさい j。 （ヨハネ 21 ： 14-17) 

最近 あ な た が 家族 や 友 だち から 養 
われた の はいつ だつ たで あろ う 力 >。 
肉体の 糧ゃ 思想の 糧， 計画， 1 日の 
活動の 予定， 娛楽ゃ 楽しみ， 悲しみ， 
心配， 関心， 瞑想 を 共に したの はい 
つだった であろう か。 これ は， 愛し， 
心配して く れる 人と だけ 共に できる 
ことで ある。 あなた は 不幸と 試練に 
あった 人た ち を 慰めに 行き， かえつ 
て 遺族の 信仰 や 信頼に 養われた 経験 
がないだろう 力 >。 守り， 養う ことで 
愛 を 示す 最良の 方法 は， 時間 を 取つ 
て 毎日 毎時 間 それ を 証明す る ことで 
ある。 行動が 伴わない と き は， 愛 や 
慰め を 表わしても それ は 空しい。 神 
は 私たち を 愛し 続けて 下さる。 私た 
ちが 奉仕と 励ま し を 続けるならば， 
家族 や 隣人 は 私た ち を 愛して くれる。 
まことの 愛 は 命 そのものと 全く 同じ 
く 永遠で ある。 永遠の 幸福が， 養い 
守り， 気遣い 続ける ことの 中に ない 
とどう して 言えよう。 神の 目的 を 悟 
り， 神の 子供た ち を 理解す る と き， 
私たち は 善 をな すのに 疲れる こと は 
ない。 

天の 御 父 はきつ と， 言葉 だけの 愛 
の 表現に は うんざり して おられる こ 
とだろう。 神 は 予言者 やみ 言葉 を 通 
じて， 神の 道 は 言葉で はなく 実行の 
道で ある こ と を 明ら カリ こして おられ 
る。 神 は 口先よ り も 行ない を 喜ばれ 
る。 私たち は 神への 愛 を， み 言葉 を 
守り， 人々 を 養う ことで 示す ので あ 
る。 

ここで 皆さんに ふたつの 例 をお 話 
したい。 どこに でも ある 話 だと 思う 
が， 毎月， 毎日， 毎時 間， 互いに 愛 
を 示し 合って いる 人の 例で ある。 そ 
れが どこに でも ある 話 だと 言う わけ 
は， 私たちが 常日頃， 自分の まわり 
に 行動に 表われる ま こ と の 愛 を 見て 
いるから である。 まず 最初 は， 突然 
夫に 死なれた ひと り の 母親の ことで 
ある。 彼女に は 10 歳 を 越えた ばかり 


の 子から 伝道に 出る 年齢までの， 3 
人の 息子が いた。 長年， 模範と 懸命 
な 努力で， 自力で 経済 を 支え， 子供 
たち を 励まし， 家族 を 一致 させて き 
た。 

養い， 守る ことの 成果 は， 3 人の 
立派な 宣教師， 学生， 夫， 父親と 
なった 子供た ちであった。 その 息子 
の ひとり は 最近 このよ うに 話して い 
る。 「母 はいつ も 時間 を 取って 愛 を 示 
して くれたの です」 と。 この 母親 は， 
息子た ちがな お 教育 を 求め， 自分の 
家族 を 持とうと している 現在 も， ま 
ことの 愛 を 示し 続けて いる。 

かなり 以前に， ある 所の 建築 請負 
人の 技術 と 心 構 え に 感心 した ことが 
ある。 彼の 完壁 を 求める 気持と 仕事 
に対する 誇りに ひかれて， 私 はいろ 
いろ 質問し， 親しくな つた。 彼 はま 
だ 若い 頃に 両親 を 失い， 何人 かの 弟 
や 妹 を ひと りで 養って きた。 正式な 
教育 は 中学 2 年で 断念し なければ な 
ら なかった。 そして 弟 や 妹た ちが 自 
立で きる ようにな つてから， 結婚 を 
した。 ところが 結婚 後 1 年で， 妻が 
重い 病気に かかり， 長期の 闘病生活 
を 余儀なく された。 それから 25 年間 
妻の 健康が 徐々 に 悪化して いく 間， 
彼 は 妻と ふたりの 息子の 面倒 をみ て 
きた。 手術 を 受け， 多額の 費用が か 
かった が， 彼 はよ く 働き， 世話 をし， 
無条件に 愛した。 私 は 彼 を 訪れて， 
自分が 本当に 立派な 人間に 会えた こ 
と を 知った。 愛 は 持続し なければ な。 
ら ない。 愛 は 耐える ことで ある。 彼 
は 並の 人間ではなかった。 彼が どん 
な 状況の 下で も 養い， 守り， 分かち 
合う まこ との 愛 を 知っている 人で あ 
る こと は， 彼の 行ないが 教えて いた。 
長い 人生の 間に， 悲しい 出来事 ゃ危 
機 や 死別に もめげ ず， まことの 愛の 
根本 となる 原則 を 実行して いる 人た 
ち を 見る こと は， 何とい う 喜びで あ 
ろう 力、。 平凡な 日常生活 にあって は， 
毎日の さ さいな 表現が まことの 愛 を 
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示し， その 中に こそ 礼儀 や 思いやり 
や 親切が 一番よ く 表わされる ことが 
ある。 私 は 今， 機会 を 逃がさずに 息 
子の ために 時間 を 取り， 一緒に 散歩 
して 自然の 不思議 を 発見す るな ど， 
息子と 裸で 接する 場 を 設けて いる あ 
る 父親の こと を 考えて いる。 あなた 
の 知っている 母親た ちの こと を 考え 
てみ て ほしい。 喜んで 娘に 料理 やお 
菓子 作り を 教えて いる 母親た ち。 息 
子に 本 を 読んで 聞かせたり 一緒に 読 
んだ りして， 読書の 楽しみ を 教えて 
いる 母親た ち。 弟に 切手の 収集 法 を 
教えて いる 兄， 弟の 話の 準備 を 手伝 
う 姉， 彼ら も 愛 を 行動に 表わして い 
る 人た ちで ある。 「なんとつ まらない， 
なんと 平凡な」 と 思う 人 もい るか も 
しれない。 しかし， このよ うな ことが 
養う ことの 基で あり， それ は 結果と 
して， 喜びと 幸せ を 生じる ので ある。 
ほかの 例 を あげよう。 チームの 少 
年 たちのた めに 勝つ こと 以上の もの 
を 求めて いる コーチ， デート をす る 
娘 や 息子 を 寝ずに 待ち， いつでも じ 
つ く り 話合いの できる 母親 や 父親， 
旅行の 準備 を 助け合う 家族な ど。 宣 

教師に 常に 励ましの 手紙 を 書きな が 
ら， ふさわしい 相手と ふさわしい 時 
に ふさわしい 場所で 結婚し よ うと 身 

を 清く 保って いる 20 歳 前後の 女性 も ， 
何気ない 日常の 愛 を 示す 立派な 一例 
である。 またい つも 変わらず 妻 を 愛 
して， 子供た ちに 日々 まことの 愛の 
何たる か を 教えて いる 父親 も 素 晴ら 
しい 模範で ある。 皿洗い や 子供 を 寝 
かしつける といった 普段の 仕事 を 手 
伝う こと も， 行ないが 伴わない ため 
に 空しく 聞こえる 甘い 言葉よ り はる 
かに まこ との 愛 を 伝える ものである。 


愛 を 本当に 理解して いる 人 は， 愛と 
はもと もと， さり げ ない， 継続す る 
真心からの も ので ある こ と を 知って 
いる。 

家族 や 隣人， 地域社会への 伝道な 
ど， 神への 愛 を 示す 機会に は 際限が 
ない。 家族が 落胆したり 反抗した り 
迷い 出て いったり したと きに， やや 
もす ると 愛 を 示す こと を 止める 人た 
ちがいる。 しかし， 愛 を 受ける に 足 
りない と 思われる ときこ そ， 愛が 一 
番 必要な ので ある。 愛 はお どしゃ 非 
難， 失望した 様子 や 仕返しで 表現で 
きる もので はない。 まことの 愛に は， 
時間 と 忍耐 と 手助けと 継続す る 行為 
が 必要 とされる。 私 は ひとり の 長老 
見込み 会員の こと を 考えて いる。 彼 
は 35 年間 という もの 全く 教会に は不 
活発だった が， 今では 我が家の ホー 
ムテイ 一 チヤ 一と して 私 を 養って 下 
さる。 私 は 彼に， 「ジョ ン， どういう 
わけで また 教会に 戻って こ られ たん 
です か」 と 尋ねた ことがある。 する 
と， 彼 はこ う 答えた。 

「私の 妻が どう しても あきらめな 力 > 
つたんで す。 それに 今晩 私の わきに 
すわって いる ホ 一 ムテイ 一 チヤ 一の 
同僚が 上手に 私 を 『後押し』 してく 
れ たんです よ。」 特に ふたりの 人が 愛 
と はどうい う もの かよく 知っていた 
ために， 現在 ジョン は 幸せ を 得， 一 
生 懸命に み 業に 励んで いるので ある。 

神 を 愛する に は そ の 愛 は 継続 し な 
ければ ならない。 家族 を 愛する にも， 
国 を 愛する にも， そして 恋人への 愛 
にも， 自分 を 愛する にも， その 愛 を 
持続 させなければ ならない ので ある。 

愛の 言葉 を 聞く ことより も 行ない 
に それ を 求める 幼い 息子 や 囚人， 学 


生， 母親， 父親， 娘， あるいは 見知 
らぬ 人， たとえ どのような 者で あれ， 
私たちに は， 「愛して いるよ」 という 
言葉 以上の ものが 必要で あり， また 
それ を 受ける 価値が あるので ある。 
私たち は 時間 を 取り， 己 を 捧げて 愛 
を それな り の 行動 や 実行に 移す 決心 
をし よ うで はない か。 神 もまた， 言 
葉 以上の もの を 必要と して おられる。 
私たちが 養い， 守り， 保ち 続ければ， 
神 は 喜ばれる。 

中身の ある 愛 は， それに あずかる 
すべての 人に 喜びと 幸せ を もたらす 
長続きの する ものである。 この 真理 
を 私たちが 知る ことができ るよ うに， 
天父の 助け を 祈る ものである。 願わ 
く は 家族， 友人， 見知らぬ 人， そし 
て 私たちの 予言者 や 神に 対して 時間 
を 取り， 言葉の 愛が 行ないに より 裏 
付けられ ている こ と を 日常の 生活で 
示せる よう に。 愛が 神と 人と に 受け 
入れられる ために は， 心の中から 湧 
き 出て いつまでも 続かなければ なら 
ない こと を， 私たちが 知る ことが で 
きる ように。 

まことの 愛に は 時間が かかる こ と 
を 私たちが 忘れずに いられる よ うに， 
天の 御 父に 祈る。 神 は， 私たちが 時 
間 を 取って， 養い， 守り， 世話す る 
ことに 伴う 祝福 を 享受で きる ように 
助けて 下さる。 皆さんに 証 をしたい。 
私たちの 属して いる この 教会 は 真実 
である。 これ は， 生ける 天の 御 父と 
救い主 ィ エスの 永遠の 愛に よって 回 
復 され， 守られて きた。 この こと を 
イエス • キリス 卜 尊い み 名に よって 
申 し 上げる。 アーメン。 
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兄弟た ちの 説教 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


兄弟 姉妹の 皆さん。 3 日間， 延べ 
8 回の セ ッ シ ョ ン にわた つて 開かれ 
た 栄え ある 大会 も， 間もなく 終わろ 
うとして いる。 幹部の 兄弟た ち は 心 
から 主の 教え を 説き， 主 イエス' キ 
リ ス 卜の 福音に 関わる 数多くの 偉大 
な 真理に 心 を 向ける よ う 注意 を 喚起 
してきた。 

この 大会に 出席して 説教 を 聴いた 
指導者 ならびに 教会員 は， 霊感 を受 
け， 心の 高まり を 覚えた ことと 思う。 
また 幹部の 兄弟た ちの 説教 を 聴いて 
心に 浮かんだ 思い を， 数多く  メモに 
してきた ことであろう。 あなた 方 指 
導 者が その 務め を 完全に 果たせる よ 
うに， 有益な 提案が 数々 与えられた。 
また， 自分自身の 生活 を 整える ため 
に 役立つ 提案 も 示された。 私たちが 
この 大会に 来た 第一の 理由 はこ こに 
ある。 

私 は 自分の 席に 座って いながら， 
今夜 この 大会 を 終えて 帰宅して から 
のこと を 心に 思い巡ら していた。 私 
の 生活に は， 完全に する 余地の ある 
事柄が 非常に 多く ある。 私 は 心の中 

で その リスト を 作って いた。 そして 
今， 大会 を 終えたら すぐに それ を始 
めたい と 思って いる。 

あなた 方 は， 福音の 原則 を 非常に 
力強く 語る 兄' 弟た ちの 言葉 を 聞いて 


きた。 ベンソン 兄弟が その 霊的な 説 
教の 中で， 神の 不変の 律法 は 天上に 
あっても 同じく 不変で あると 語る 言 
葉 を も 私たち は 聞いた。 人々 や 国家 
がその 律法に 背く とき は 罰が 下る に 
ちがいな いと， ベンソン 兄弟 は 語つ 
ている。 彼ら は 滅びる ことだろう。 
罪 は 罰 を 要求す るからで ある。 さら 
に 彼 はこう 語って いる。 「それ 故， 私 
たち は， 主の 謙遜な 僕と して， 国々 
の 指導者た ちに 向かい， 神の み 前に 
へりくだ るよう， また 神の 霊感と 導 
きを 求める よう 勧める。」 大胆な 声明 
である。 しかし 全く その 通りな ので 
ある。 

あなた 方が お聞きに なった よ う に， 
トーマス 'S  'モン ソ ン 長老 は， 十 
二 使徒 評議員 会 会長が いかに 主の 霊 
感を 受けて 幹部の 訪問 先 を 変えて い 
るかに ついて 話した。 モンソン 長老 
は， 死 を 間近に した 子供に 祝福 を授 
ける ため， 必要な 場所に 遣わされた 
のであった。 モンソン 長老 は 私たち 
に， どのよう にして 予定が 変更され, 
彼が その 地の 大会に 赴く ことにな つ 
たかを 話して くれた。 その 訪問 時に 
彼 は， 130 キロ 以上 もの 道 を 車に 揺ら 
れ， やがて 幼な 子に 別れ を 告げな け 
れ ばなら なかった 家族に 会った ので 
ある。 


自制 力 を 失い， 放縦な 生活の 欲求 
に 屈して， その 力 を 失う ことにな つ 
た 偉大な 権力者の 例 を 幾つか あげて 
語った シル 長老の 言葉 を， あなた 方 
はお 聞 き だろ う か。 熊手で ごみ を 集 
める ことに 専念し， 冠 を 受ける こと 
を 断 わった 男の 話 「天路歴程」 につ 
いても 彼 は 話した。 

また シル 長老 は 言って いる。 「私た 
ちに は 大義が ある。 世の中で 一番の 
大義が ある。 問題 は 私たちが どのよ 
う に 戦う かで ある。」 

家庭の 夕べ プロ グラムに ついての 
力 リ モア 長老の 話 もあった。 何と 素 
晴らしい 話であろう 力、。 あなた 方 は 
みな， それぞれの 家に 帰ったら， 家 
庭 を 築く この 栄え ある プログラム を 
怠る ことなく 実施して いただきたい。 
扶助 協会 大会で 述べられ たよ う に， 
悪魔 は どこ を 攻めれば よい か を 知つ 
ている。 悪魔 は 家庭 を 攻め， 家族 を 
破壊 させようと している。 悪魔 は そ 
れを 望んで いるので ある。 幹部の 兄 
弟た ちが 述べた ように， 彼らの 述べ 
た サタンの 業 は 結局， 家庭， 家族， 
両親， それに 愛する 者た ち を 破滅に 
追い やる ものである ことが わかる で 
あろう。 これ こそ， サタンが 欲して 
いる こ となので ある。 私たちの 家族 
の 中で サタ ンが このような こと を 行 
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なえない ように， 心の 備え をしょう 
ではない か。 
タ トル 長老 やその 他の 兄弟た ちか 

ら 偉大な 伝道 活動の 話 を 聞いた。 
ロムニー 副 管長 は 聖典 を 引いて こ 

のァメ リ 力 大陸の 国々 の 歴史に つい 
て 詳しく 語った。 ニーフ アイ 人と ジ 
エレ ド人 について 話し， 次いで， 主 
の 約束 を 取り上げて 語った。 この 約 
束の 地 を 所有す る 国民 は， この 地の 
神で ある ィ エス' キリスト に 仕える 
限り， 決して 束縛 を 受けず， 天下の 
いかなる 国々 から も しいたげられる 
こと はない ので ある。 これにつ いて 
語った 言葉 は， 合わせても わずか 数 
語に 過ぎない。 しかし， それ は 何と 
大きな 価値 ある 約束で あろ う か。 
マッコ ン キー 長老 は， 千年 ごとに 

} 度 か 2 度， 大きな 祝福が 下される 
と 語って いる。 そして そのこと を詳 
しく 取り上げ， この 神権 時代に 私た 
ちに 与えられた 偉大な 計画， すな わ 
ち 福音の 回復の 計画に ついて 話して 
いる。 

ハンクス 長老 は， 息子 をし つけ， 
教え， 導く 父親の 力と， そのために 
何 をな せば よ いかにつ いて 語った。 

あなた 方 はヒン ク レー 長老の 言葉 
も 聞いて いる。 ヒンク レー 長老 は， 
現在の 世の 人々 を 押し流 さんと して 
いる ポルノの 洪水， それに 性と 暴力 
が 衆目 を 集めて いる こと を 語った。 
彼 は 私たちに， 指導者た ちすな わち 
議会が このような 状況 を 制する 適切 
な 法 を 制定す るよう 求めて いる。 そ 
して， 彼らが それ を 行なう ときに 感 
謝 を 述べ， もしも 行なわなければ そ 
うする よ う 少し 注意 を 促す よ う に 勧 
めて いる。 私 も その 通り だと 思う。 

教会 は 委任がなければ 効果的に そ 
の 機能 を果 さない と， ヘイ ト 長老 は 
語って いる。 委任す るた めに は， 神 
権が 必要で ある。 神権 はすで に 私た 
ちに 与えられ ている。 従って， 業 を 
押し進める 備え はでき ている ので あ 


る。 

その他す ベての 兄弟た ちの 話 を 引 
き 合いに 出せたら と 思う。 これらの 
説教 はすべ て 例外な く 有益な もので 
ある。 席に着き， 耳 を 傾け， 祈った 
ときに， 実に 私たち は その 話に 胸 を 
打 たれた ので ある。 

今朝 この 建物の 歴史に ついて 語つ 
た ハン タ 一 長老の 話に ついて 述べた 
いと 思う。 私 はこの 地で 生まれ， も う 
この 地に 久しい。 しかし 今日の よう 
な 話 を 聞いた ことはなかった。 これ 
らの 善良な 民， 私たちの 先祖が 払つ 
た犠性 と 労苦の 美 U 、物語 に 感謝 し 
ている。 私たち は 先祖のお 陰で， 少 
な く と も 不自由な く この 偉大な タパ 
ナクルに 集える ので ある。 何と 長い 
期間 使われて きた こと だろ う 。 彼が 
語った ように， 100 年間 も 使われて き 
たので ある。 この 建物 は 100 歳に もな 

るので ある。 

この 建物の 中で， 予言者 や 使徒 や， 
その他の 指導者た ちが 数多くの 偉大 
な 説教 を 述べて きた 様が 思い出され 
る。 兄弟た ちが 心から 捧げた 祈り， 
長年 続いて いる 合唱団 や 指導者た ち 
の 姿が 思い出される。 この 建物 は 何 
と 大きな 貢献 をして きた こと 力'。 私 

は 少なく とも も う 100 年間 この 建物が 

存続す るよ う にと 願って いる。 

ハン タ 一 長老 は 伝道の 業に ついて 
述べる にあたり， もし 伝道に 行く 人 
々の 名前が この 説教 台から 読み上げ 
られ ると したら， それだけで 丸一日 
かかる と 述べた。 今年 召された 宜教 
師は， タパ ナクルの 収容 人数， すな 
わち この 会場に おられる 方々 とほ ぼ 
同数と なって いるので ある。 私たち 
が あなた 方 を 全員 伝道に 召したら い 
かがで あろ う 力 >。 

そのほかの 素 晴ら しい 説教に つい 
て も 述べる 時間が あれば と 思う。 な 
ぜ なら， 私に とって， これらの 事柄 
を まとめ， 自分が 聞いた こと， 覚え 
てお きたい こと， そして 実行したい 


こ と を 心の中で 整理す る こ と は 助け 
となる からで ある。 

結婚に 関しての ペリ 一 兄弟の 力強 
い 説教に ついて 取り上げたい。 これ 
は 現実の 問題で ある。 サタン は 私た 
ち を 破滅に 導く 事柄に ねらい をつ け 
ている。 その 筆頭が 結婚で はないだ 
ろう 力'。 私たちが 結婚 を 止め， 家庭 
生活 を 放棄したら， サタンに してや 
られる こ とになる。 

兄弟 姉妹た ち。 この 福音 は ィヱス • 
キ リ ス 卜の 福音で ある。 耳 を 傾ける 
すべての 人々 にと つて 価値 ある も の 

である。 この 3 日間に 私たちが 語つ 
てきた こと は 真実で ある。 全くの 真 
理 である。 耳 を 傾けて 聞く すべての 
人に 救いと 昇栄を 必ず もたらす もの 
である。 

これ は キリストの 福音で あり， キ 
リスト は 私たちの 主で ある。 これ は 
キ リ ス ト 教会で ある。 私たち は 主に 
従い， 主 を 愛し， 主 をた たえ， 主に 栄 
光 を 帰す。 今 こそ 私たち は 前進し， あ 
ら ゆる 点に おいて 主に 従わなければ 
ならない。 福音 は 回復され， 現在 私 
たちのた めに 完全な 福音が 地上に 置 
かれて いる。 かって これほどまでに 
完全で， 広汎に 乃ぶ 福音はなかった。 
私た ち はこれ ま での 時代で これほど 
の もの を 知らない。 福音 は 今日， 私 
たち を はじめ， それに 耳 を 傾ける 幾 
百万の 人々 のために 地上に 置かれて 
いるので ある。 人々 がそれ を 放棄し， 
無視 するとい う 誤ち を 犯す ことのな 
いように 願って いる。 耳 を 傾けて き 
た あなた 方に， 神の 恵みが あらん こ 
と を。 

また， 現在 この 会場に いるすべ て 
の 人々 に， 神の 恵みが あらん こと を。 
あなた 方が 家族の も とに 戻る とき， 
神が あなた 方と 共に その 家庭に 行か 
れ るよう に。 平安が あり， あなた 自 
身の 人生 も 家族の 生活 も大 いなる も 
のとな らんこと を。 これらの 祝福 を 
主に 願い， ここで 私の 証 を 申し上げ 
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たい。 この 業 は 神の 業で あり， 神 は 
生きて おられ， イエス は キリス 卜で 
あり， 救い主で あり， 贖い 主で ある。 


主が 計画され た 生命の 道 は， すべて 
の 点に わたって 正しく 真実で ある。 
あ な た 方への 大 き な 愛 と 感謝の 気持 


を もって この 証 を 申し述べたい。 ィ 
エス . キ リ ス ト のみ 名に よって 申し 
上げる。 ァーメ ン。 
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今朝 ほど 私たち は， 今日の 社会に 
対応す るた め に 個人 と 家族， ワード 
部 ひいては 教会 全体 を 備える ことに 
関して 数々 の 重要な 話 を 耳に した。 
そうした 備えの ひとつに， ブラウン 
管理 監督 と 副 監督 た ち が 家族の 備 え 
と して 説明 さ れた 雇用 条件の 改善が 
ある。 これ は 他人 を 助ける 立場に あ 
る 私たち 指導者に とって 非常 に 重要 
な ことなので， もっと 詳しく この こ 
と について 述べて みたい。 

興味 ある ことに， アダムが 堕落し 
た 後， 最初に 与えられた 指示 は， 労 
働に 関する 永遠の 原則であった。 主 
は， 「あなた は 顔に 汗して パン を 食 

ベ」 （創世 3  ： 19) と言われた。 天父 
は 私たち を 愛して いるが 故に， 働く 
よ うにと いう 戒め を 与えられた。 こ 
れは 永遠の 生命に 至る 鍵の ひとつで 
ある。 人 は 勤勉に 努める 時に 安易な 
生活 か ら は 望めな 1^ 、大 き な 進歩 成長 
と 達成と 祝福が 得られる。 神 はこの 
こ と を 御存じであった。 

主の 計画の 中で， 仕事の 重要性 を 
示して いる 原則が 幾つか ある。 第 1 
に， 契約の 民で ある 私たち はでき る 
限り 自立し なければ ならない。 自由 
意志 を 危険に 陥れる よ うな 施し やそ 
の 他の プロ グラム を 回避す るよ う に 
しなければ ならない。 第 2 に， 私た 


ち は 主が 祝福と して 与えて 下さった 
家族 を 支える ために 働く 必要が ある 。 
神の 息子 はすべ て 自活す る こと を 願 
い， 夫に 先立 たれた 気高い 母親 は 子 
供た ち を 支える ために 働き手と して， 
また 親と して 懸命に 働いて いる。 最 
後に， 私たち が 働 く の は 生活必需品 
を 手に入れ， 残りの 時間と 精力 を 主 
の み 業の た め に捧 げる ためで ある。 
時折， 会社で 熱心に 働く 人 は， 教会 
の 責任に も 喜んで 時間 を 捧げる 人で 
ある。 理想的に は， 私たちの 関心 や 
適性， 訓練に 合った 仕事 を 捜す 必要 
が ある。 人間の 仕事 は それ 相応の 収 
入 を 得る だけの もので もない。 仕事 
を 通して 自分 は 価値 ある 人間で ある 
という 満足感 や 喜び を 得られな けれ 
ばなら ない。 その 中に 日々 の 進歩 向 
上に 結びつ く 何 かがなければ な ら な 
いので ある。 

それで は 「誉れ ある 仕事」 と は ど 
ういう ことか， その 定義に ついて 少 
し 触れて みたい。 「誉れ ある 仕事」 と 
は 正直な 仕事の ことで ある。 公正な 
価格が つけられ， 欺き や 偽り， 不正 
など もあって はならない。 製品 ゃサー 
ビス は 最高の もので あり， 雇い主 も 
顧客 も すべて 予想 以上の もの を 受け 
る。 また 誉れ ある 仕事 は 道徳 性の 高 
いもので ある。 決して 社会の 善 や 道 


徳性 を 弱める ものであって はなら な 
い。 例えば， 酒類の 販売 や 麻酔薬 を 
不正に 売買したり， かけ 事 をす る 仕 
事に 関係して はならない ので ある。 
世界 を 住みよ い 所と する ための 善と 
奉仕 を 与える 仕事で なければ ならな 
い。 誉れ ある 仕事 はよ い 報酬に も 恵 
まれる。 そして 私たちが 自立し， 家 
族 を 養う ことので きる， 十分な 収入 
が 与えられる。 その上， 私たちが 立 
派な 父親と して 責任 や 教会の 責任 を 
果たす 時間 も 与えられ るので ある。 

「十分な 収入」 という 言葉に ついて 
説明して おこう。 現代 は 物質 社会の 
時で ある。 末日 聖徒 は 生活必需品 と 
ぜいたく 品 を 混同し ないように 注意 
する 必要が ある。 適切な 収入に よつ 
て 生活に 必要な 基本的な もの を 手に 
入れる。 しかし 自分勝手な ぜいたく 
を 求めた 結果， しばしば 救い主の 福 
音に 対する 完全な 忠誠 を 忘れ去って 
いる 人々 もい る。 

そ こ で 私た ちが 助けたい と 願って 
いる 若人の 皆さんに 正しい 仕事 を 身 
に 付ける 上で 重要な 4 つの 段階に つ 
いて 述べて みたい。 

まず 第 1 に， この 大切な ことにつ 
いて 主の 助け を 得る ことで ある。 第 
2 に， 注意 深く 前もって 計画 を 立て 
る。 第 3 に， 可能な 限り， 必要な 情 
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報 を 集める。 第 4 に， 適切な 職業と 
教育の 準備 をす る ことで ある。 

第 1 段階の 祈り は， 全段 階 を 通じ 
て 行な うべき ことで ある。 私たちが 
情報 を 集め， 判断 を 下し， 適切な 訓 
練と 経験 を 積み， 仕事 を 求める 時， 
謙 通に 祈る と 同時に 自分の 力で 努力 
をす る こと が 必要で ある。 決定 を 下 
すの は 私たちの 責任で あるが， もし 
私た ち が 心から 願 うなら ば， 主 は 私 
たちの 知恵 を 増して 下さる であろう 。 

第 2 の 重要な 段階 は， 職業に 対す 
る 計画 を 前もって 立てて おく ことで 
ある。 計画 を 早く 立てる こと がで き 
れば， それだけ 早く 職業 技術 も 身に 
付ける ことができる。 両親 は， 子供 
たちが 将来 どのよ うな 仕事に つく 力 > 
という こと を まじめに 考える よ うに 
教え， 導く 大切な 責任が ある。 もち 
ろん， 両親 は 知恵 を 用いて 子供た ち 
が 職業 を 決定す る 上で 脅しで はなく， 
注意深い 助言 を 与える 必要が ある。 

第 3 段階 は， できるだけ 多くの 人 
材ゃ 情報源 を 利用して 情報 を 集める 
ことで ある。 青少年と 両親 は その 援 
助 をヮー ド部 福祉 活動 援助 責任者， 
学校の 就職 相談 員， その他の 人々 に 
依頼す る。 そして 会社 を 訪問し， 雇 
い 主と 会い， また 実際に いろいろな 
仕事で 働いて みる こ と は 職業に 対す 
る 見方 を 広げて くれる。 

情報 を 効果的に 収集す る ことの 中 
に， 現在 どのような 職業が 求められ， 
将来 は どうなる かとい つ た 動向 につ 
いて 調べる ことがある。 社会 は 短期 
大学卒 を 多く 必要と している のに， 
大勢の 人々 が 大学に 進み， 市場に な 
いよ う な 仕事の 訓練 を 受けて いる。 
大学で 訓練 を 受ける こ と も 大切 だが， 
同時に 私たち は 大工 や 農夫， 機械 技 
師 といった 技能 職の 訓練 を 受けた 若 
者 も 必要で ある。 

最後に 仕事 を 決め， その 決定が 正 
しいと 感じた ところから， 本格的な. 
準備 を 開始す る。 訓練に， たとえ 徒 


弟 教育， 大学教育， 職業 教育な どが 
含まれて いたと しても， 職業の ため 
に 正式に 認可され た 訓練 を 受けて お 
いた 方が 有利で ある。 よい 仕事， 高 
い 賃金 を 得たい と 思ったら， そのた 
めに 十分な 準備 をす る ことで ある。 

しかし 現実に は， 自分の 責任 を果 
たす ためにと にかく 収入の 得られる 
仕事 を 見つけよ う とする 人が ほ とん 
どで ある。 特に， 1930 年代 初期に 起 
こった 大 恐慌の 時 は それが 著し かつ 
た。 しかも， その 頃に 比べれば 减少 
していた とはいえ， 現在で も 依然と 
して 多く 見られる。 重要な こと は， 
自ら 選んだ 仕事であって， しかも そ 
の 仕事に 喜び を 持ち， 自分の 貢献し 
ている こ とが 感じられる 仕事に つく 
ことで ある。 たとえ 現在 行なって い 
る 仕事が うまくいって いても， その 
仕事に 心からの 満足感 を 覚える こ と 
がで きなければ， 仕事 を 変える こと 
を 祈 り の 気持ちで 考えても 決して 遅 
く はない。 そして 再度 段階 を 踏んで 
計画し， 情報 を 集め， ふさわしい 準 
備を 行なう ので ある。 

次に， 神権 定員 会の 責任に 関して 
一言 申し上げたい。 仕事の 空きが あ 
る ことが 分かったら， すばやく 行動 
を 起こす ことで ある。 仕事 を 求めて 
いる 人に できる 限り 早く 接触し， 仕 
事の 申請 をさせる。 この 制度の 成功 
の 鍵 はヮー ド部 福祉 活動 委員会お よ 
びァ n ン 神権， メル ケゼ デク 神権 定 

員 会が 握って いる。 

求職者 や 雇用の 状況に 関する 情報 
が 流れる の は 神権の 系統 を 通して で 
ある。 定員 会 は 仕事 を 捜して いる 人 
やさ ら にょい 仕事に つきたい と 願つ 
ている 人々 を 知り， 彼らが 仕事 を 見 
つける こ とがで きる よう に 助けな け 
れ ばなら ない。 ワード 部の 福祉 活動 
委員会 は 雇用 責任者 を 召して 活動 さ 
せる。 雇用 責任者 は 若人に 最高の 仕 
事 を 得させる ために 職業に 関する 教 
会の すべての 情報に 精通して おく 必 


要が ある。 

個人的な 経験 を 申し上げ ると， あ 
る 時， 私 は 妻と 話し合い， 自分の 生 
涯の 仕事 を 決めた。 私 は 薬剤師に な 
るた めに 調剤の コース を 幾つかと つ 
ていた。 ところが 多くの 人と 同じく， 
途中で 気持ちが 変わり， 銀行業務の 
仕事に 就いた。 銀行と 言えば 非常に 
安定した 仕事で ある。 しかし 私 は 何 
と しても 弁護士への 道に 進みたい と 
いう 希望 を 持って いた。 当時， すで 
に 結婚 をし， 家族 を 養な わなければ 
ならなかった 私に とって， 非常に 重 
大な 決定で ある。 それでも 私 は 断食 
と 祈り をし， 最良の 方法 をと るた め 
に 情報 を 集め， 4 年間の 勉強 を 終え 
て 大学院の 法科に 入学した。 昼間 は 
働かなくて はいけ ない ので， 夜の ク 
ラス を 選んだ。 その 数年間 は， 決し 
て 安易な 日々 ではなかった。 しかし 
私たちが， もし 確固たる 決意 を 持つ 
て 努力す るなら ば， どのような 希望 
も 必ず 成就で きる はずで ある。 さら 
に 妻の 助けと 支援が あった こと は 言 
うまで もない。 妻 はいつ も 家に いて 
家庭 をよ く 治め， 子供た ちの 世話 を 
した。 妻が 私に 示して くれた 愛 や 励 
まし， 俟約， そして 助け は， 外で 働 
いて 得られる どのよ う な 物質的な 貢 
献 よりも はるかに 大きな もので あつ 
た。 

家庭の 主婦 は， 家庭に おいて 全く 
大きな 責任 を 果たして いる。 献身的 
な 母親 や 妻 ほど 全力 を 使い果たして 
いる 人 を 私 は 知らない。 そして 主 は 
男性に は 一家の 稼 ぎ 手と しての 責任 
を 課された ので ある。 

もちろん， 姉妹た ち も 仕事の 計画 
を 立てなければ ならない こ とも ある 
そのような 時， 姉妹 は 可能な 限り， 
結婚 前に 教育 や 職業訓練 を 終える よ 
うにして いただきたい。 もし 姉妹た 
ちが 夫に 先立 たれたり， 離婚した 場 
合， あるいは 何ら かの 理由で 働く 必 
要が 生じた 時， 立派な， 報酬の よい 
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仕事に ついても らいたい からで ある。 
もし 姉妹が 結婚して いなければ， 自 
分の 才能と 賜 を 十分に 発揮で きる 仕 
事に つくの が 当然で ある。 

兄弟 姉妹の 皆さん。 私たち は 今， 
仕事 や 職業に 対して 自己 を 十分に 備 

える ために 必要な こと をす ベて 行な 
う 必要が ある。 そのために 最善 を尽 
くす の は 私たちの 責任で ある。 家族 


を 立派 に 養 なう の も 私たち の 責任 で 
ある。 自分自身 を 備える ことに 加え 
て， 私たち は 他の 人々 を 助ける 必要 
が ある。 これが， 神権に 基づく 責任 
の 真髄で ある。 
私 は 会員 一人一人 のこと を これ ほ 
ど 考える 教会の 一員で ある こ と を 心 
から 感謝して いる。 また 個人の 福利 
に 絶えず 関心 を 寄せて いる 教会 幹部 


の 方々 と 交友 を 深められる こと を 非 
常に 喜んでい る。 この 教会 は 主の 教 
会で ある。 これ は 主の み 業で あり， 
主の 予言者に よって 導かれる 教会で 
ある。 私たちが この 勧告に 従い， よ 
りよい 備えが できる よ うに イエス' 
キリスト のみ 名に よって 祈る。 ァー 

メ ン 0 
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兄弟 姉妹の 皆様， きょうこ こで あ 
り と あらゆる テーマに 基づいた 話 を 
聴きながら， 私 は 数年 前に 起こった 
ひとつの 出来事 を 思い出し ていた。 
これ は， 私たち 教会 幹部に とって 非 
常に 珍しい こと だが， その 時 私はス 
テーキ 部 大会で 特別な テーマに つい 
て 話す よう 依頼され た。 私が ユタ 州 
のリ ツチ フィールド を 訪れ， クリフ 
オード. ヤン グ 兄弟が モ ンロ 一市 を 
訪れた。 リ ツチ フィ ール ドの 大会で 
は， 当地の 若い 学生た ちの コーラス 
があった。 そして 彼ら は そのまま 午 
後 は， ヤング 兄弟の ステーキ 部 大会 
が 開かれて いる モンロー 市に 出かけ 
て 行った ので ある。 午前中の 大会で， 
私 は 割当てられた テーマに 基づいて 
話 をした。 そして ヤング 兄弟 も 午後 
の 大会で， 割り当てられた 同じ テー 
マの 話 をした。 私たちが 十二使徒 評 
議員 会で 報告した 時， ヤング 兄弟 は 
こう 述べた。 「素晴らしい 大会でした。 
た だ 一つ 気懸 りだつた こと は， コー 
ラス を 歌って 下さった 生徒た ち 力；， 

同じ テーマの 話 を 2 度 も 聞かねば な 
ら なかった ことです。」 そこで 当時 十 
二 使徒 評議員 会 会長で あつ た ジョー 
ジ . F  • リチ ヤー ズが 次の よ う に述 
ベた。 「いいえ， そのこと について 何 
も 心配して いません。 恐らく， その 


生徒た ち も あな た 方が 同 じ テーマで 
話した ことに 気づいて いないで しょ 

ラ 0」 

確かに 私が これから 語る こ と は， 
今朝 他の 教会 幹部の 方々 が 話の 中で 
述べた こと と重復 する かも しない。 

先程 ブ ラ ゥ ン 監督が 語 つて くれた 
ように， 教会の 福祉事業 部 は 3 つの 
プログラムから 成り立つ ている。 つ 

まり 生産 活動に 代表され る 従来の 福 
祉プ a グラムと， 個人の 奉仕， 保健 

サービス である。 この プログラム は， 
当初の 旧 福祉 プロ グラムに 代わって， 
今後 生産 配送 プロ グラムと 呼ばれる 
ようになった。 これ は， 「あなた は 顔 
に 汗して パン を 食べ， ついに 土に か 
える」 （創世 3  ： 19) という 主の 宣告 
と， 「自分 を 愛する ように あなたの 隣 
り 人 を 愛せよ」 （マルコ 12  ：  31) とい 
う 第 2 の 戒めの 実践で ある。 

申し上げ るまで もな く  ， 皆さん は， 
昔 これらの 戒めが どのよ う に 人々 の 
生活の 中に 生か されて きた か ご存知 
である。 聖典 は， エノ クの 時代の 有 
様 を 次の よ う に 記して いる。 「主の 民 
の 上に あり たる 主の 栄光 甚だ 大 いな 
りければ， すべての 国民 主 を 怖れた 
り。 …主， その 民をシ オンと 呼びた 
まえり。 彼ら 4：、 を 一にし， 精神 を 一 
にし， 義に 住み たれば なり。 されば 


彼らの 中に 貧しき 者 一人 もなかり 
き。」 （モー セ 7  ： 17—18) 

また ィ エスが 十字架に かけられた 
時に 起こつ た 天変地異の 中 を 生 き 残 
つた ァメ リ 力 大陸に 住む ニーフ ァ ィ 
人た ちに ついて こ う 書かれて いる。 
「第三 十四 年， 第三 十五 年と 過ぎ去 
つたが， イエスの 弟子た ち はすで に 
国中 ここ かしこに キ リ ス 卜の 教会 を 
起して おった。 …それば かりで なく， 
一同 は 一切の 所有物 を 共有した ので 
富んで いる 者と 貧しい 者との 区別 も 
なく， 自由な ものと 奴隸 との 区別 も 
なくて， 誰も かれ も 自由と なり 天の 
賜 を 授けられた。」 （W ニーフ アイ 
1.3) 

この 最後の 神権 時代に も， 教会が 
組織され て 9 力 月 後に 主 は 聖徒た ち 
に 貧しい 人々 を 養うよう にと 命じら 
れた。 そして， もし 貧しい 人々 を 助 
ける ことができなければ， 主の 弟子 
にあらず と言われた。 （教義と 聖約 
38 章 参照） 

それから 5 週間 後の 1831 年 2 月 9 
日， 主 は 協同 制度の 啓示 を 与えられ 
た。 （教義と 聖約 42 章 参照） 

そして ひと 月と 経ず して， 主 は 再 
び 同じ テーマに ついて 述べ， 協同 制 
度が 確立され るまで 「汝ら 貧しき 者， 
乏しき 者 を 訪れて 救い を 施さざる ベ 
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からず」 （教義と 聖約 44  ：  6) と 命じ 
られ た。 

それから 4 年と 3 力 月の 間， 聖徒 
たち はミ ズ リ 一州 イン ディ ペン デン 
スで 協同 制度 を 始めた。 しかし それ 
も 失敗に 終わり， 聖徒た ち は ジャク 
ソン 郡の 土地 を 追われ， 家庭 を 建て 
直す ために シ オンの 陣営 を カー ト ラ 
ン ド から ミ ズーリ に 移した。 しかし 
この 旅 も 目的 を 達する に は 至らな か 
つた。 1834 年 6 月 22 日， ミズーリ 州 
フィ ッ シン グ リ バーで， 主 は 聖徒た 
ち を 家庭に 連れ戻す ことので きな か 
つた 理由 を 次の よ う に 述べられた。 

「誠に われ， わが 苦しめる 民の 噴い 
に関する わが 旨 を 知らん として 寄り 
集れる 汝 らに告 ぐ， 見よ， われ 汝ら 
に告 ぐ。 われ 一人一人に 就きて 言わ 
ず， 教会員 全体に 就きて 言う なれ ど， 
も しわが 民 罪 を 犯さ ざり せば 彼ら 今 
にも 贖われ 居りし ならん に。 され ど 
見よ。 彼ら はわが 彼らに 要求した る 
ところに おとなしく 従う こと を覚ら 
ずして あらゆる 悪に 満ち， 彼らの 中 
の 貧しく して 苦しめる 者た ちに 聖徒 
たるに ふさわしく 物資 を領 たず。 日 
の栄の 王国の 律法の 要求す る 和合 一 
致に 従いて 一致 協力せ ず。 およそ 日 
の栄の 王国の 律法の 諸 原則に よ らず 
んば， シ オン を 建る こと 能わず。 こ 
れ によりて 建てず ば， シ オン を われ 
に 受け 入る る ことかな わざるな り 。 
されば， わが 民の 律法に 従順なる こ 
とを覚 るまで は 必ず これ を懲 しむる 
を 要す。 もし 必ず 要すれば， 彼らの 
受 くる ことによ りて 打ち 懲 しめらる 
るな り。」 （教義と 聖約 105  ： 1-6) 

こ う して 協同 制度の 下で 生活す る 
という 要求 は 却下され た。 そしてよ 
り 低い 什 分の 一の 律法が 啓示 され， 
断食の 律法と 共に 今日まで 守られて 
きた。 

他方， 扶助 教会 は ノーブーで 予言 
者ジ ヨセフ. ス ミスに よつ て 組織 さ 
れて 以来， 貧しい 人々 のために 偉大 


な 奉仕の 業 を 行なって きた。 そして 
聖徒た ちの 間で， 数多くの 協同 計画 
が 自発的に 行なわれ るよ う になった。 

こ の 協同 制度の 原則 に 向かって 始 
めら れた 次の 全 教会 的 プロ グラムが 
教会の 福祉 プログラム である。 1936 
年 10 月の 大会で， ヒーバー' J  • グ 
ラ ン ト大 管長 は 全 教会員に 宛てた 大 
管長 会の メ ッ セージ を 朗読され た 力;， 
その 一部 を ここで 紹介したい。 

「前回の 4 月 大会で 約束した ように， 
私たち は 教会の 福祉 計画に 着手す る 
ことにな りました。 … 

この プロ グラムの 正式の 目的 は， 
1936 年 10 月 1 日までに， 現金 あるい 
は 必要な 食糧， 燃料， 衣服， 住居な 
どの 物資 を 全く 自発的に 寄贈しても 
らい， この 冬期 間中 困って いる ふさ 
わしい 教会員の 家族に それら を 供給 
する ことです。 そして この 緊迫した 
経済 情勢の 中で， 教会員の 中に 苦し 
む ものが 一人 も いないよ うにす るた 
めです。 

当時 私 は 監督と して 総 大会に 出席 
し， この メッセージ を 耳に した。 ち 
ようど 39 年 前の ことで ある。 そこで 
私たち はこの 勧告に 従い， 直ちに ヮ 
一 ド 部の 集会 場の 地下に 簡単な 貯蔵 
庫 を 作り， 衣服 や 必要な 食糧 を 集め 
たこと をよ く 覚えて いる。 

グラ ン ト大 管長 は その メ ッ セージ 
の 中で さ ら にこ う 述べて いた。 

「私たちの 第一の 目的 は， 可能な 限 
り， いまわしい 怠惰 や 施しの もたら 
す 悪幣を 除去し， 独立心， 勤勉， 俟 
約， 自尊心 を 再び 私たちの 間に 確立 
する 体制 を 築く ことで ある。 教会の 
目的 は， 人々 の 自立 を 助ける ことに 
ある。 勤労が 再び 教会員の 生活 を 貫 
く 原則 に な ら なけれ ば ならない。 

偉大な 指導者 ブ リガ ム • ヤン グは 
今 私たちが 置かれて いる 同じよ うな 
状況の 下で こう 語った。 

『貧しい 人々 のために 仕事 を 定め， 
果樹園の 手入れ や 柵の 取り壊し， そ 


の 他 溝 を 掘ったり， 垣根 を 作ったり， 
役に立つ こ と は 何でも やらせなさい。 
そして 彼ら 自身で 肉 や パン粉， 生活 
必需品 を 購入で きる ように させな け 
れ ばなら ない。』 

この 勧告 は 今の 私たちに も その ま 
ま 当てはまる ものである。 

それから グラ ン ト大 管長 は その 日 
までの 達成 状況 を 報告して， 次の よ 
う に 語って いる。」 

「ヮー ド部ゃ ステーキ 部 はすべ て自 
分た ち の 必要 だけ でな く， 他の ヮー 
ド部ゃ ステーキ 部 を も 援助す るよう 
期待され ている。 それ 以外に 教会が 
目的と している 業 を 可能な らしめ る 
方法 はない。 しかも 自分の ワード 部 
や ステー キ 部の 必要 を満 た す だ け で 
よいと 認められる 立場に ある ヮー ド 
部 や ステーキ 部 は ほとんどな いので 
ある。 

この 大 いなる 業 はこの 冬の 間ず つ 
と縮少 する ことなく 続け， できれば 
この 厳しい 季節 を 乗り切る 活力 を 養 
い 続けなければ ならない。 そして 春 
が 来た 時， 食糧の 供給 状況 を 一層 強 
化する ようにす る 必要が ある。 それ 
がで きれば， 私たち は 今年と は 比べ 
る ことので きない ほど 豊かな 生活 を 
送る ことができる。 つまり 種蒔き 時 
から その 備えに 取り掛かる ことが で 
きる からで ある。 私たち は， 困窮 や 
苦しみが 私たちの 間から なく ならな 
い 限り， 今 全力 を 注いで いる こと を 
中断す る ことな ど 考えて はならない。 
だれも 飢えたり， 着る 物が なく 寒さ 
に 震えた り していな いか を 見守る 責 
任 は 監督と その ヮー ド 部の 会員 一人 
一人の 双肩に かかって いる。 困って 
いる 人に はヮー ド 部の 全 組織 を 使つ 
て 援助し なければ ならない。 ワード 
部外の 援助 を 得たい 時 は， 必要な 援 
助 を ステーキ 部長 会に 申し出， 次い 
で 地区 組織， あるいは 教会の 管理 監 
督 会に 申し出る よ う にす る。 管理 監 
督 会の 第一の 責任 は， 教会 全体の 貧 


459 


しい 人々 の 世話 をす る ことで ある。 
こ う した 大 いなる み 業 を 行なって 
いる 人々 に対して， 主 は 豊かな 祝福 
を 注いで 下さって いる。 そして， 今 
後 も 人々 が 貧 しい 人々 に対する 義務 
を 果たす 限り 祝福 を 注いで 下さる で 

あろう。 

幾 世代 も 前に， 主 は 古代 イス ラエ 
ルの 民に 向かって， 什 分の 一 を 倉に 
携えて く るよう に 命じて こう 言われ 
た。 

『これ を もって わたし を 試み， わた 
しが 天の 窓 を 開いて， あ ふるる 恵み 
を， あなたがたに 注ぐ か 否か を 見な 
さいと， 万軍の主 は 言われる。』 （マ 

ラキ 3  ： 10) 

また 主 はこの 末日の 人々 に 向かつ 
て 次の よ う に 言われた。 

『また 汝ら の 財物 を 貧 しき 者に 分ち 
与うれば 汝ら これ を われに 為すな 
り。』 （教義と 聖約 42  ：  31) 
また 次の よ う にも 戒めて おられる。 
『この 故に， もし 何人たり とも わが 
造りし 多くの 物の 中より 取り， わが 
福音の 律法に 従いて これ を 貧しき 者 
乏しき 者に 自己の 取 前 を わかつ こと 
をせ ざる 時 は， 悪人と 共に 地獄に 落 
ちて 苦悩 を 受け 目 を 挙げて 望み 視 
ん。』 （教義と 聖約 104  ： 18) 

ヤコ ブ はまた， ニーフ アイの 民に 
向かって 次の よ う に 言われた。 

『財産 を 求める 前に ま ず 神の 王国 を 
求めよ。 あなたた ちがす でに キリス 
ト に 望み を も つてから 宝 を 求めた な 
らば その 通りに 宝が 手に入る であろ 
う。 しかし， その 時 あなたた ちが そ 
の 宝 を 求める 目的 は， 裸で いる 者に 
着物 を 着せ， 飢えて いる 者に 食 を 与 
え， 束縛され ている 者 を 救って 自由 
にし， 病んで いる 者と 悩んで いる 者 
と を 救うな ど， およそ 善事 を 行う こ 
とで ある。』 、ヤコ ブ 2  ： 18， 19) 

皆 さ ん方 一人一人の 上に 主の 祝福 
が あらん こと を 願って いる。 また 主 
がその 民に 終わりまで 霊感と 導き を 


与えて 下さり， この 困難な 時代に 苦 
しみ あえいで いる 忠実な 人々 を 援助 
する ことができる ように 祈って い 
る。」 

こ の大 管長 会 か らの メッセージ を 
読み終え た 後， グラント 大 管長 は 政 
府の 公共事業 計画に 対して 教会員の 
とるべき 立場に ついて 次の よ う に述 
ベら れた。 

「私たちが 公共事業 促進 局の ために 
働く よう 勧める 時 は， 彼らに 熱心に 
全 精力 を 傾けて 働く ようお 願いして 
いる。 昔 公共事業 関係の 責任者 をし 
ていた 父が 私に こう 言って いた。 「私 
は 今， だれが 仕事の ために 働き， だ 
れが お金の ために だけ 働いて いるか 
はっきりと 振り分ける ことができる。 
ある 人 はた だ お金 を かせぐ ためにの 
み 働いて いる。 その反面， 仕事 を 終 
えよ う と 一生懸命に 働いて いる 人 も 
大勢い る。』 

そ こ で 公共事業 局 のために 働く 人 
々にお 願いしたい。 お金の ためで な 
く， 仕事の ために 働いても らいたい。 

プリ ガム . ヤング 大 管長 はこ ぅ述 
ベて いる。 

『私 は 自分の 経験 を 通して ひとつの 
こと を 学んだ。 それ は 今， 私の 信念 
の ひとつに なって いる。 男性で あつ 
て も 女性で あっても， もし 彼らが 健 
康 であり， 必要な もの を 働いて 得る 
ことができ， しかも この 地上に そう 
1  、 つ た 仕事が 残 されて いるならば， 
お金 や 食糧， 衣服な ど を 与えても 彼 
らに とって 何の 益に もなら ない ので 
ある。 これ は， 私の 信念で あり， 私 
は それに 基づいて 行動して いる。 そ 
れに 反する 道 をた どる こと は， 社会 
の 滅亡 を 招く もので あり， 人々 を 怠 
け 者に してし ま う ことで ある。 

社会の 滅亡 は 州の 滅亡で あり， そ 
れ はと り もな おさず 国家の 滅亡で も 
ある。」 （「大会 報告」 1936 年 10 月） 

大 管長 会が その メ ッ セージの 中で 
明確に 述べて いるよう に， 福祉 プロ 


グラム 確立の 目的 は 2 つ ある。 第 1 
に， 忠実な 教会員が だれも 生活 必需 
品に こ と 欠く こ とのない よ う に 見守 
る こと。 第 2 に， 労働 可能な 人す ベ 
てに 仕事 を 与える ことで ある。 

福祉 プロ グラムが 発表され た 同じ 
この 大会で， J  • ルーベン 'クラ 一 
ク副 管長 は 次の よ う に 述べて いる。 
「働く こと は 非常に 大切な ことで あ 
り， この 地上に おける 律法で ある。 
アダム は エデンの 園 を 追われた 時， 
『あなた は 顔に 汗して パン を 食べ』 
ると いう 栄え ある 宣告 を 下された。 
そ して アダム を父袓 とする 人間 は， 
こ の 律法の 宣言 な し に は 存在 し 得な 
いので ある。 どんな 仕事で あろうと 
も， 働く ことほ ど 素 晴ら しい こと は 
ない。 

詩人 ミルトン は， 『失 楽園』 の 中で 
仕事への 賛歌 を 次の よ う に 詠んで い 
る。 これ は， エデンの 園に おける ァ 
ダム と ィ ブの 様子 を はつ き り と 教え 
ている。 

神様 は 人間に， 日と 夜の 如く 労働 

と 休息 を 
逐次に 與 へられた の だから… 
終日 懶惰 にぶらつ いている 生物 は， 
休息 も 少なくて よい 譯 だが， 
人間 は 指名され た 心身の 仕事 を 毎 

曰す る。 

その 仕事が 人間の 威厳 を 宣揚し， 
人間の あらゆる 事が 天が 昭覧 ある 

を 表すの だ。 
その 間 他の 動物 は 不活動に 彷徨す 

るの みなので， 
彼等の 所業 を 神 は 問題と されない。 
(『失 楽園』 「世界 文豪 代表作 全集」 
木 内 打 魚 訳， P.  232 世界 文豪 代表 全 
集 刊行会） 

兄弟 柿 妹の 皆さん。 もし 私たちに 
仕事に 対する 威厳と 尊敬の み を 心に 
植え付ける ことができるならば， ど 
のよう な 仕事で あろうと， 私たちが 
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悩んで いる 多くの 問題 は 解決され る 
はずで ある。 人間が この 地上に 住ま 
うように なって 以来， まだ 一度 も 怠 
情の 中で 正しい 生活 を 送った ことな 
どなかった し， 今後 も そのような 計 
画が 生 じる はず はない と 私 は 堅く 信 

じている。」 （「大会 報告」 1936 年 10 
月） 

この 福祉 プロ グラム は 当初から， 
失業者の ために 仕事 を 見つけ， 仕事 
に 就かせる こ とより も 生活の 必需品 
を 生産す る ことの 方が 容易であった。 
1974, 1975 年の 統計に よると， 福祉 プ 
口 グラムの 援助 を 受けて いる 者で そ 
れに 見合う 労働 をした 人 は 全体の 4 
分の 1 にし かならない。 私たち 神権 
指導者に とって あま り 好ましい 数字 
ではない。 今 こそ， 私たち はこの 方 
面で もっと 「「歩み を 速める」 必要が 
ある と 思う。 

この 福祉 プロ グラムに 関係して， 
ほぼ 300 にの ぼる ステー キ 部が 福祉 活 
動 雇用 センター プログラムに 参加し 
ている。 1974 年に 教会の 雇用 制度 を 
通じて 得られた 仕事 は， 17,  346 件に 
達する。 私たち は 雇用 問題に 関する 
神権 指導者の 協力に 心から 感謝して 
いる。 と 同時に， この 不況の 中に あ 
つて， 私たち は 雇用 問題に なお 一層 
の 関心 を 寄せる 必要が ある。 私たち 
が この プロ グラムに 熱心に 参画 すれ 
ば， それだけ 人々 から 感謝され， そ 
の 価値 も 認められ るよ う になる であ 
ろう。 

しかし 決して 忘れて ならない こ と 
は， この 福祉 プログラムの 第一の 目 
的が， 「いまわしい 怠惰」 や 「施しの 
もたらす 悪幣」 を 除去して， 人々 の 
間に 「勤勉， 俟約， 自尊心」 を 再び 
確立す る ことに あると いう ことで あ 
る。 そして， 「勤労が 再び 教会員の 生 
活を 貫く 原則 にならなければ ない」 
という ことで ある。 （「大会 報告」 
1936 年 10 月 参照） 

先程の 雇用 問題に 比べて， やや 進 


歩して いると 思われる のが， この プ 
ログ ラムの 生産 部門で ある。 大 管長 
会 はこ う 言われた。 「ヮー ド部 ゃステ 
ーキ部 はすべ て 自分た ちの 必要 だけ 
でな く  ，他の ヮー ド部ゃ ステーキ 部 
を も 援助す る よう 期待され てい 
る。」 （「大会 報告」 1936 年 10 月） 

この 責任 を 果たす ために， ワード 
部 は 独自で， あるいは 他の ワード 部 
と 協力して 生産 施設 を 確保す る 必要 
が ある。 1936 年から 1941 年の 最初の 
5 年間， メルビン' J  'バラ 一 ド長 
老とリ 一大 管長 （当時 は ステーキ 部 
長） の ふたりが 教会の 全 ステーキ 部 
を 訪問して， 福祉 地区 を 設定し， プ 
ログ ラム を 説明して 回った。 その後 
15 年間， 私 は 教会 幹部から 召されて， 
合衆国 と カナ ダ の全ス テ ーキ 部の 指 
導 者と 会って きた。 私たちの 責任 は， 
この プログラム について 説明し， 翌 
年の 生産費 を 割り当て， 監督 自ら， 
あ る いは 他の 監督 と 協力 して 生産 計 
画 を 始める よ うに 勧める ことで あつ 
た。 

この間， 福祉 委員会の 代表者が 定 
期 的に 教会 幹部と 共に ス テ 一 キ部大 
会に 出席し， そこで 福祉 活動 集会 を 
開いて プロ グラムの 説明 をした。 教 
会の 福祉に ついて 教える 方法 は 変化 
しても， その 目的 は 以前と 全く 変わ 
ら ない。 原則 は 永久に 生き 続ける の 
である。 私たちの 進むべき 目標 は 福 
音が 完全に 生かされ ている 状態， す 
なわち 協同 制度で ある。 

最新の 情報に よれば， 合衆国お よ 
び カナダの ヮー ド 部の 約 73 パー セン 
卜 が 福祉 生産 事業 に 携わって いる。 
従って， 福祉 生産 事業に 関与して い 
な いのは 残りの 27 パーセント， 1 千 
余りの ワード 部に すぎない ので ある。 
ステーキ 部長 や 監督の 職に ある 指導 
者の 皆さん， この 残りの ワード 部が 
全部 生産 事業に 着手で きる よう 歩み 
を 速めて いただきたい。 

皆さん。 今一度 自己 を 振り返って， 


時の しる し を 見 究めて いただきたい。 
私たち は 主が 述べられた その 時が ま 
さに 近づいて いる こ と を 認識し なけ 
れ ばなら ない。 

「見よ， こ はわれ 汝 らを備 うる 準備 
と， わが 与うる 礎と 範例と にして こ 
れ によ りて 汝らに 与えら るる 誡命を 
成就すべし。 これ， 汝らに 如何なる 
艱難 下る といえ ども， わが 摂理に よ 
りて 日 の栄の 世界の 下に 在る 他の 一 
切の 生く る 者の 上に わが 教会員の 自 
立 せんが ためにして， •••。」 〔教義と 
聖約 78  ： 13—14) 

早速， 私たち は 行動 を 開始し， 福 
祉 予算の 割り当て を 現金で はなく  ， 
自分の 計画に よ つ て 得られた 物資で 
支払おう ではない か。 

これまで 言及して きた こと は， 福 
祉 事業部の ほんの 一面に 過ぎない。 

ほかに も 重要な プロ グラムが 多 く あ 
る。 この 教会の 社会福祉 プ D グラム 
を 通じて 行なわれる 救済， 励まし， 
慰め， 社会復帰， 家庭用品の 供給， 
友情の 形成， 希望と 平安， その他 慈 
愛に 満 ち た 奉仕 活動な ど 枚挙に L 、 と 
まがない ほどで ある。 これら はお 金 
では 決して 買う ことので きない 大切 
な ものである。 

最近 行なわれ るよう になった 保健 
サービス は 驚くべき 成果 を もたらし 
ている。 

この プロ グラムの 活動に ついては 
今朝， 幾つか 紹介され た。 

この プロ グラムの 副産物 は 他の 組 
織への 多大な 財政 的な 救済で ある 。 
も し 私たちが 自発的に 行なわな けれ 
ば， この 事業に かかる 費用 はなくな 
つてし まう であろう。 例えば， 1974 
年 7 月 1 日から 1975 年の 6 月 30 日 ま 
での 1 年間に， 私たち は 福祉事業 を 
通して， 支出 や 総 経費の ほかに2 000 
万円 を 上回る 価値の 援助 を 行なって 
いる。 

合衆国の 教会員 数 は 全人 口の ほぼ 
1 パーセント である。 従って， もし 
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他の 人々 がすべ て 私たちと 同じよ う 
な 援助 をして くれる としたら， 少な 

く と も 20 億 ドルに 達する はずで ある。 
私たち は 教会員 を， まだ 福祉 活動 
の 基本 も 分らず， 実施に ほど 遠い 地 
域の 羊の群れに 教会員 を 派遣 させる 
こと を 急いでい る。 そこで 皆さん 方 
ステーキ 部長 や 監督 の 援助 によって， 
フルタイム の 福祉事業 宣教師 に 召す 
ことができる 豊富な 経験 を 持つ， 熟 
達した 指導者と その 妻 を 推薦して い 
ただきたい。 こうして 召された 夫婦 
は 地元の 神権 指導者 を 助けて， 福祉 
活動の 基本 原則 を 教え， 医療 あるい 
は 農業 宣教師 を 管理 しながら 地元の 
発展に 貢献す るので ある。 

福祉 活動 宣教師 と なる 夫婦 は 以下 


の 資格 を 満たして いなければ ならな 
い。 

1 , 監督， ステーキ 部長 あるいは 
それと 同等の 教会の 職で， 福祉 活動 
の 管理 運営 に 直接的に 携 わった 経験 
を 有する 兄弟。 

2  , 現在， 扶養の 義務の ある 子供 
たち を 持って いない。 

3， ラテンアメリカ や アジア， 太 
平洋 諸国の 島々 に 赴いて 18 力 月から 
24 力 月の 伝道 期間 中 奉仕で き る だけ 
の 経済的， 肉体的， 情緒 的 備えが で 
きている。 

4， すべての 面で ふさわしい 標準 
を 身に つけて いる。 

特に 必要と される の は， 言語能力 
さもな く ば 言語 を すばやく 習得す る 


能力で ある。 また <■ 陰の 立 役者」 と 
して 人々 を 援助す る 指導 性 も 必要 と 
される。 

各 ステーキ 部 ゃヮー ド 部の 会員た 
ち を 祈り の 気持で よ く 検討 すれば， 
この 条件に 合う 夫婦が 必ず 出て く る 
と 私たち は 確信して いる。 

兄弟 姉妹の 皆さん。 私 はこの 業が 
真実で ある こ と を 証す る。 私たち は 
皆さん を 心から 愛して いる。 そして 
皆さんが この 大 いなる 業 を 行なって 
いる こと， さらに これから 推し 進め 
ようと されて いる こ と を 心から 感謝 
している。 主の 祝福が 私たちの 上に 
あらん こと を， イエス' キリストの 
み 名に よって 祈る。 ァーメ ン。 
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なすべき こと は 多い 


大 管長 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


今朝 私 は， 福祉 プ a グラムに 関す 
る 説明 を 聞き， 全く 新たな 励ましと 
勇気 を 得る ことができた。 

ここで は 2,  3 のこと についての 
みお 話したい と 思う。 まず， 福祉 プ 
口 グラムの 運営と 監督に 携わって お 
られる 方々 に 心 力  >  らの 謝意 を 表した 
い。 次に， ロムニー 副 管長が 指摘 さ 
れ たよ う になすべき こと は まだまだ 
多い， と 申し述べたい。 私たちの プ 
ログ ラム は， さらに 能率 を 高め， 基 
本 的な 問題に 対してよ り 広範囲に 適 


応 できる はずで ある。 第 3 に， 私た 
ち を 敵視して いる 人々 力;， 私たちが 
この 世の 人々 に 提供し 得る これらの 
多種多様 かつ 広範囲に わたる 援助 手 
段 を 目の あた り にす る こと を 望む も 
ので ある。 

私たち は大 いなる 業 を 行なって い 
る。 もしも 人々 が 私たちの 努力 を批 
判せ ず 私たちと 同様の こと を 行なお 
うとす るなら ば， それ は 喜ばしい こ 
とで ある。 

この プログラム に 熱心に 従事す る 


あなた 方 すべてに 神の 祝福が あらん 
こと を。 すべての ヮー ド部， 支部， 
ステーキ 部， 伝道 部に おいて， まだ 
水準に 達して いないと ころが あるな 
らば， 水準にまで 引き上げよう では 
ないか。 そして， 主が 望んで おられ 
る と ころまで 近づ こ う ではない か。 
それぞれの 地に 帰り， この 大 いな 
る 業 を 遂行す るに あたり， 主の 祝福 
が あなた 方の 上に あらん こと を。 ィ 
エス' キリスト のみ 名に より， ァー 

メン 0 
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末日 聖徒 
イエス 'キリスト 
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